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この PeopleBook について

PeopleSoft Enterprise PeopleBook には、オラクル社の PeopleSoft Enterprise アプリケーションの導入と使用に
必要となる情報が提供されています。

ここでは、以下の事項について説明します。

• PeopleSoft Enterprise アプリケーションを使用するにあたって必要な知識

• アプリケーションの基礎

• 新版ドキュメンテーションおよび出力されたドキュメンテーションの入手

• 追加情報

• 表記規則

• ご意見・ご要望について

• PeopleBook で使用する共通フィールド

注: PeopleBook では、追加の説明が必要な場合のみ、フィールドやチェック ボックスなどの説明を記載していま
す。処理や業務の説明箇所に、そこで使用されるフィールドの説明がない場合は、追加の説明が必要ないか、
または、PeopleBook のセクション、章、PeopleBook 全体、または製品ライン全体で使用される共通フィールドとし
て説明されています。共通フィールドについては、この章の後半を参照してください。

PeopleSoft Enterprise アプリケーションを使用す
るにあたって必要な知識

この PeopleBook の内容を十分に理解して活用するには、PeopleSoft Enterprise アプリケーションの基本
的な使い方を熟知している必要があります。

また、少なくとも 1 つの入門トレーニング コースを修了することをお勧めします。

この PeopleBook では、ユーザーが PeopleSoft Enterprise のメニューやページ、ウィンドウなどを使って
情報を追加、更新、削除できることを前提としています。また、Web ブラウザと、Microsoft Windows また
は Microsoft Windows NT の操作に習熟していることも必要です。

ここでは、PeopleSoft システムを操作できることを前提としているため、操作手順についての説明は省略
しています。この PeopleBook では、PeopleSoft Enterprise システムを効果的に使っていただくために必
要な情報や、PeopleSoft Enterprise アプリケーションを導入するために必要な情報を提供します。

アプリケーションの基礎
各アプリケーションの PeopleBook では、PeopleSoft Enterprise アプリケーションを導入して使用するため
の情報を提供しています。
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はじめに

一方、一部のアプリケーションについて、システムを設定したり設計するときに必要となる情報は、
『PeopleSoft Enterprise アプリケーションの基礎 PeopleBook』に書かれています。『PeopleSoft Enterprise ア
プリケーションの基礎 PeopleBook』は、ほとんどの製品ラインに用意されています。それぞれの PeopleBook
のまえがきに、関連する『PeopleSoft Enterprise アプリケーションの基礎 PeopleBook』の情報が記載され
ています。

『PeopleSoft Enterprise アプリケーションの基礎 PeopleBook』で取り上げている項目は、どの PeopleSoft
Enterprise アプリケーションにも当てはまる、あるいはその多くに共通する重要なものばかりです。PeopleSoft
システムを導入する場合、1 つのアプリケーションだけを導入する、製品ラインの中からいくつかのアプリ
ケーションを組み合わせて導入する、または製品ライン全体を導入するといったように複数の選択肢が
ありますが、いずれの場合でも、この『PeopleSoft Enterprise アプリケーションの基礎 PeopleBook』に書
かれている内容を十分に理解しておくことが必要です。基礎的な内容を理解することが、導入タスクに着
手する出発点となります。

新版ドキュメンテーションおよび出力されたド
キュメンテーションの入手

このセクションでは、以下の方法について説明します。

• 新版ドキュメンテーションの入手 (英語版のみ)

• 出力されたドキュメンテーションの注文とダウンロード

新版ドキュメンテーションの入手 (英語版のみ)

本リリースおよび旧リリースの 新版および追加ドキュメンテーションは、オラクル社の PeopleSoft
Customer Connection Web サイトから入手できます。オラクル社の PeopleSoft Cusomer Connection にあ
る Documentation セクションでファイルをダウンロードし、既存の PeopleBook ライブラリに追加することが
できます。PeopleBook の CD-ROM に含まれる PeopleSoft Enterprise ドキュメンテーション全体へのアッ
プデートを含め、役に立つ 新情報が掲載されています。

重要: アップグレードが必要な場合は、オラクル社の PeopleSoft Customer Connection でアップグレード
に関する指示に変更がないか確認してください。常に、アップグレード処理に関する 新情報が掲載さ
れています。

関連項目:

オラクル社の PeopleSoft Customer Connection: http://www.oracle.com/support/support_peoplesoft.html

出力されたドキュメンテーションの注文とダウンロード

PeopleSoft Enterprise ドキュメンテーションは、PeopleBook CD-ROM に収録されていますが、オラクル社
の Web サイトから入手することもできます。以下のいずれかの方法で入手できます。

• PDF ファイルをダウンロードする。

• 印刷・製本されたドキュメンテーションを注文する。

xlii Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



はじめに

PDF ファイルのダウンロード

PeopleSoft Enterprise ドキュメンテーションの PDF 版は、Oracle Technology Network からオンラインでダ
ウンロードできます。PDF ファイルは、メジャー リリースごとに提供され、ソフトウェア出荷後にオンライン
で入手できます。

参照: Oracle Technology Network: http://www.oracle.com/technology/documentation/psftent.html.

印刷・製本されたドキュメンテーションの注文

印刷・製本されたドキュメンテーションは、Oracle Store から注文できます。

参照: Oracle Store: http://oraclestore.oracle.com/OA_HTML/ibeCCtpSctDspRte.jsp?section=14021

追加情報
オラクル社の PeopleSoft Customer Connection Web サイトから、以下の情報を入手できます。

情報 ナビゲーション

アプリケーションのメンテナンス情報 [Updates + Fixes]

ビジネスプロセス図 [Support]、[Documentation]、[Business Process Maps]

インタラクティブサービスリポジトリ [Support]、[Documentation]、[Interactive Services
Repository]

ハードウェア要件とソフトウェア要件 [Implement, Optimize + Upgrade]、[Implementation
Guide]、[Implementation Documentation and Software]、
[Hardware and Software Requirements]

インストールガイド [Implement, Optimize + Upgrade]、[Implementation
Guide]、[Implementation Documentation and Software]、
[Installation Guides and Notes]

統合情報 [Implement, Optimize + Upgrade]、[Implementation
Guide]、[Implementation Documentation and Software]、
[Pre-Built Integrations for PeopleSoft Enterprise and JD
Edwards EnterpriseOne Applications]

低要件 [Implement, Optimize + Upgrade]、[Implementation
Guide]、[Supported Platforms]

新版ドキュメンテーション [Support]、[Documentation]、[Documentation Updates]

PeopleBookサポートポリシー [Support]、[Support Policy]

プレリリースノート [Support]、[Documentation]、[Documentation
Updates]、[Category]、[Release Notes]

製品出荷予定 [Support]、[Roadmaps + Schedules]

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. xliii
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情報 ナビゲーション

リリースノート [Support]、[Documentation]、[Documentation
Updates]、[Category]、[Release Notes]

リリースバリュープロポジション [Support]、[Documentation]、[Documentation Updates]、
[Category]、[Release Value Proposition]

製品概要 [Support]、[Documentation]、[Documentation Updates]、
[Category]、[Statement of Direction]

トラブルシューティング情報 [Support]、[Troubleshooting]

アップグレード関連のドキュメンテーション [Support]、[Documentation]、[Upgrade Documentation
and Scripts]

表記規則
このセクションでは、以下の事項について説明します。

• 表記規則

• 注意事項の表示

• 国、地域、業種の表記

• 通貨コード

表記規則

PeopleBook は、次の表記規則に従って記述されています。

表記規則 説明

太字 PeopleCodeの関数名、メソッド名、言語要素や、関数
呼び出しでそのまま記述すべきPeopleCodeの予約
語は太字で記述しています。

斜体 PeopleCodeの構文で、プレースホルダとなる引数部
分は斜体になっています。

キー+キー キーを組み合わせて使う操作を示しています。キー
名とキー名の間にプラス記号がある場合は、 初の
キーを押しながら 2番目のキーを押すという意味で
す。たとえば、Alt + Wは、Alt キーを押しながらWキー
を押すことを表します。
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表記規則 説明

monospace font (固定幅のフォント) PeopleCodeのプログラムや、その他のコードの例の
表記には、この固定幅のフォントを使用しています。

. . . (省略記号) PeopleCodeの構文で、先行要素の任意の繰り返しを
示します。

{ } (中かっこ) PeopleCodeの構文で、2つの選択肢のうちいずれ
か一方を選択することを示します。選択肢は縦棒 ( |
) で区切られています。

[ ] (角かっこ) PeopleCodeの構文で、省略できる要素を示します。

& (アンパサンド) PeopleCodeの構文で、アンパサンドが頭に付いた
パラメータはインスタンス化されたオブジェクトであ
ることを示します。

また、PeopleCodeの変数は必ずアンパサンドが頭に
付きます。

注意事項の表示

注意事項は、以下のような形式で示されています。

注

PeopleSoft Enterprise システムを使って作業するときの注意事項が書かれています。

注: 注意事項は、このような形式で示しています。

システムが正しく機能するために必ず守っていただきたい大切な事柄は、"重要:" と示されています。

重要: 重要な注意事項は、このような形式で示しています。

警告

PeopleSoft システムの導入にあたって、特に注意しなければならない重要な事柄は、"警告:" と示されて
います。"警告:" と書かれた部分には十分な注意を払ってください。

警告: 警告は、このような形式で示しています。

相互参照

相互参照は、"参照:"、または "関連項目:" という形で示しています。すぐ前で説明した情報に関連する
他のドキュメンテーションが相互参照として示されています。
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国、地域、業種の表記

特定の国、地域、業種にのみ関連する情報については、国や地域名などをかっこ書きで付記して示して
います。このような国や地域の表示は、通常はセクションの見出しに付記されますが、注意事項などに付
記されることもあります。

特定の国を対象とした見出しの例: 「(FRA) 従業員の採用」

特定の地域を対象とした見出しの例: 「(中南米) 減価償却の設定」

国の表記

国際標準化機構 (ISO) が定める国コードを使って表記しています。

地域の表記

地域を表す名称で表記しています。以下に例を示します。

• アジア太平洋

• ヨーロッパ

• 中南米

• 北米

業種の表記

業種を表す名称か略称を使って表記しています。以下に例を示します。

• USF (米国連邦政府)

• E&G (教育/公的機関)

通貨コード

金額は ISO が定める通貨コードを使って表記しています。

ご意見・ご要望をお寄せください
PeopleBook についてのご意見、ご要望を下記にお寄せください。

〒158-0097
東京都世田谷区用賀 4–10–1
SBS タワー 13F

(日本オラクル株式会社内) 日本オラクルインフォメーションシステムズ株式会社
WPTG ランゲージマネジャー宛

TEL： 03-5797-6471

または、ETSJPN_US@ORACLE.COM へ電子メールでご連絡ください。

いただいた電子メール全てにご返答のできない場合もありますが、弊社では皆様のご意見やご要望に留
意し、貴重な情報として今後の参考にさせていただきます。
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PeopleBook で使用する共通フィールド

指定日 この日付までのデータが、レポートまたはプロセスの対象になります。

ビジネス ユニット ビジネス情報をまとめる上位レベルの組織の ID です。ビジネス ユニットを
利用して、1 つの大きな組織の中に地域別または部門別に複数のユニット
を定義することができます。

説明 30 文字までのテキストを入力できます。

有効日 テーブル行が有効になる日付、またはアクションが開始される日付です。た
とえば、元帳を 6 月 30 日に締める場合、元帳締めの有効日は 7 月 1 日
となります。情報をいつ表示、変更できるかも有効日により管理されます。
この情報を使用するページやバッチ処理では、現在行が使用されます。

1 回限り、 常時処理、実
行しない

"1 回限り" を選択すると、次回のバッチ処理実行時にリクエストが実行さ
れます。バッチ処理が実行されると、処理頻度は自動的に "実行しない"
に設定されます。

"常時処理" を選択すると、バッチ処理が実行されるたびに毎回リクエスト
が実行されます。

"実行しない" を選択すると、バッチ処理が実行されてもこのリクエストは
実行されません。

プロセス モニター このリンクをクリックすると、プロセス リスト ページに移動して、送信したプ
ロセス リクエストのステータスを確認できます。

レポート マネージャ このリンクをクリックすると、レポート リスト ページに移動して、レポート内
容の表示、レポート ステータスの確認、レポートと配信リストの詳細を表示
する内容詳細メッセージの照会を行うことができます。

リクエスト ID レポートまたはプロセスの選択条件のセットを表す ID です。

実行 このボタンをクリックしてプロセス リクエスト ページにアクセスすると、プロ
セスまたはジョブの実行場所、およびプロセスの出力フォーマットを指定で
きます。

セットID コントロール テーブル情報のセット、つまり、テーブルセットを表す ID です。
テーブルセットを使用すると、コントロール テーブル情報や処理オプション
をビジネス ユニット間で共有できます。これは、データの重複やシステム
メンテナンスの作業を減らすために使用されます。ビジネス ユニット内のレ
コード グループにセットID を割り当てると、レコード グループ内の全ての
テーブルは、そのビジネス ユニットと、そのレコード グループに同じセット
ID を割り当てているその他のビジネス ユニットとの間で共有されます。た
とえば、いくつかのビジネス ユニット間で共有される共通の職務コードのグ
ループを定義したりできます。職務コードを共有する各ビジネス ユニットに
は、そのレコードについて同じセットID が割り当てられます。

略称 15 文字までのテキストを入力できます。

ユーザー ID トランザクションを実行する人物を表す ID です。
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ここからは EnterpriseOne
の用語です。

住所録番号 エンティティのマスター レコードを識別する固有の番号を入力します。住所
録番号は、顧客、仕入先、会社、従業員、応募者、加入者、テナント、など
の ID として使用できます。アプリケーションによっては、ページ上の住所
録番号フィールドが、顧客番号、仕入先番号、会社番号、従業員 ID、応募
者 ID、参加者 ID、などに相当する場合もあります。

仮定通貨コード 取引金額の表示に使う通貨を指定する 3 文字のコードを入力します。この
コードを使用すると、取引を 初に入力したときに使用した外国通貨また
は国内通貨以外の任意の通貨で、取引金額を表示できます。

バッチ番号 システムで処理されるトランザクションのグループを表す番号が表示され
ます。バッチ番号は入力フォーム上で割り当てることができます。自動採
番プログラム (P0002) を使用して自動的に割り当てることもできます。

バッチ日付 バッチが作成される日付を入力します。このフィールドを空白にすると、シ
ステム日付がバッチ日付になります。

バッチ状況 バッチの転記状況を示すユーザー定義コード (UDC) テーブル 98/IC の
コードが表示されます。有効な値は次のとおりです。

空白: バッチは転記されず、承認が保留状態になります。

A: バッチにエラーがなく転記が承認されますが、保留状態でまだ転記され
ていません。

D: バッチが正常に転記されています。

E: バッチにエラーがあります。転記する前にバッチを修正する必要があり
ます。

P: バッチの転記中です。転記が完了するまでバッチは使用できません。転
記中にエラーが発生すると、バッチ状況は E に変更します。

U: 別のユーザーがバッチを操作中のため一時的に使用できないか、また
はバッチの処理中に停電があったため、バッチが使用中と認識されていま
す。

事業所 個別のエンティティ (倉庫、作業、プロジェクト、ワーク センター、配送と製
造を行う事業所) を表すコードを入力します。一部のシステムでは、ビジネ
ス ユニットと呼ばれます。

ビジネス ユニット コストの追跡対象となる業務内の個別のエンティティを表す英数字のコー
ドを入力します。一部のシステムでは、事業所と呼ばれます。

カテゴリ コード 特定のカテゴリ コードを表すコードを入力します。カテゴリ コードとは、組
織要件の追跡とレポートのためにカスタマイズするユーザー定義のコード
です。

会社 特定の組織、資金、その他のレポート対象を表すコードを入力します。会
社コードは F0010 テーブルに登録されている必要があり、完全な貸借対照
表を持つレポート対象を指定している必要があります。

通貨コード 取引の通貨を表す 3 文字のコードを入力します。JD Edwards EnterpriseOne
では、国際標準化機構 (ISO) が定める通貨コードが使用されます。通貨
コードは F0013 テーブルに保存されます。
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伝票会社 伝票に関連付けられた会社番号を入力します。この番号は、伝票番号、伝
票タイプ、元帳日付と共に使用され、当初伝票を一意に識別します。

会社と会計年度別に次の番号を割り当てる場合は、伝票会社に基づいて、
該当する会社に正確な "次の番号" が割り当てられます。

2 つ以上の当初伝票が同じ伝票番号と伝票タイプを持つ場合は、伝票会
社を使用して必要な伝票を表示できます。

伝票番号 当初伝票を識別する番号が表示されます。当初伝票は伝票、請求書、仕
訳、タイムシートなどになります。当初伝票番号は入力フォーム上で割り
当てることができます。自動採番プログラムを使用して自動的に割り当て
ることもできます。

伝票タイプ UDC テーブル 00/DT の 2 文字の UDC を入力します。このコードは、伝
票、請求書、仕訳、タイムシートなどのトランザクションのソースと目的を表
します。JD Edwards EnterpriseOne では、指定した伝票タイプ用に以下の
プレフィックスが予約されています。

P: 買掛金伝票

R: 売掛金伝票

T: 時間および給与伝票

I: 在庫伝票

O: 購買オーダー伝票

S: 受注オーダー伝票

有効日付 住所、品目、トランザクション、レコードが有効になる日付を入力します。こ
のフィールドの意味はプログラムに応じて異なります。たとえば、有効日付
は以下の日付を表します。

• 住所の変更が有効になる日付

• 賃貸契約が有効になる日付

• 価格が有効になる日付

• 為替レートが有効になる日付

• 税率が有効になる日付

会計期間、会計年度 総勘定元帳の期間と年度を表す数字を入力します。多くのプログラムで
は、このフィールドを空白にして、会社名および番号プログラム (P0010) で
定義した現行会計期間と年度を使用できます。

元帳日付 取引が転記される会計期間を表す日付を入力します。入力した取引の日
付と会社に割り当てられた会計期間パターンが比較され、適切な会計期
間番号と年度を取得して日付が検証されます。
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PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロー
ル 9.0 - まえがき

この章では、以下の内容について説明します。

• 対象の PeopleSoft 製品

• PeopleSoft Enterprise HRMS アプリケーションの基礎

• PeopleBook の構成

• PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロールのドキュメンテーション

• PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロールの用語

対象の PeopleSoft 製品
この PeopleBook では、PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロールについて説明します。

PeopleSoft Enterprise HRMS アプリケーションの基礎
システムの設定や設計に必要な基本情報は、この PeopleBook の姉妹編とも言える『PeopleSoft Enterprise
HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook』に記載されています。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「PeopleSoft Enterprise HRMS ア
プリケーションの基礎 - まえがき」

PeopleBook の構成
PeopleSoft PeopleBook の基本的な構成内容は全ての PeopleBook で共通しています。このことを知って
おくと、PeopleBook を効率よく活用できます。

PeopleBook は、処理の内容ごとに情報がまとめられた構成になっています。各章には、アプリケーション
を設定または使用するために必要な処理が個別に説明されています。章内の各セクションには、その処
理に含まれるタスクが説明されています。セクション内のサブセクションには、タスクに含まれるステップ
が説明されています。

パートに分かれている PeopleBook もあります。この場合は、1 つのパートに類似の導入プロセスまたは
ビジネス プロセスに関する複数の章がまとめられていたり、同じビジネス ソリューションに関係する複数
の章がまとめられていたりします。PeopleBook がパートに分けられている場合は、各パートの中身が章
に分けられています。
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次の表で、PeopleBook に含まれる章の内容を説明します。

章 内容

まえがき 現在開いているこの章です。ここでは、以下の内容に
ついて説明します。

• PeopleSoft Enterprise アプリケーションの基礎
PeopleBookの使い方について

• PeopleBookの構成について

• PeopleSoft Enterpriseグローバルペイロールのド
キュメンテーションの構成について

• PeopleSoft Enterpriseグローバルペイロールの用語

はじめに この章では、製品導入のガイドラインを解説します。
ここでは、以下の内容について説明します。

• PeopleBookで説明するビジネスプロセスについて

• 他の製品との統合について

• 導入プロセスの概要と、対応するドキュメンテー
ションについて (実際の導入手順の詳細な説明は
ありません)。

ナビゲーション (省略あり) PeopleSoft アプリケーションの中には、特
定のビジネスプロセスやタスク、ユーザーロールな
どに便利なフォルダグループをまとめたカスタムナ
ビゲーションページを利用できるものがあります。カ
スタムナビゲーションページのあるアプリケーション
の場合は、この章に各ページへの基本のナビゲー
ション情報を記載します。

注: 全てのアプリケーションでカスタムナビゲーション
ページを利用できるわけではありません。

製品について (省略あり)ここでは、製品とその機能の概要を説明
します。

設定と導入 この説明は、複数の章にわたる場合があります。こ
れらの章では、製品を設定、導入する手助けとなる
情報を記載しています。そのため、たとえば製品の
ある機能の設定方法は説明していても、その使用方
法は説明していない場合があります。各機能の使用
方法が知りたい場合は、該当するビジネスプロセス
の章を参照してください。

注: ビジネスプロセスに関する情報が少ない場合
は、ビジネスプロセスの章をあえて用意せずに、そ
の情報をこの設定と導入に関する章に記載するこ
ともあります。
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章 内容

ビジネスプロセス この説明は、複数の章にわたる場合があります。通
常これらの章では、個々の機能に固有のビジネスプ
ロセスの情報を章ごとに記載しています。そのため、
たとえば製品のある機能の使用方法は説明していて
も、その設定方法は説明していない場合があります。
各機能の設定方法が知りたい場合は、該当する設
定と導入の章を参照してください。

注: 設定と導入に関する情報が少ない場合は、設定
と導入の章をあえて用意せずに、その情報をこのビ
ジネスプロセスの章に記載することもあります。

付録 (省略あり)必要に応じて、PeopleBookに付録の章が
いくつか添付される場合があります。付録には、メイ
ンのドキュメンテーションの補足となる情報が記載
されます。

標準ワークフローに関する付録 (省略あり)標準ワークフローに関する付録には、アプ
リケーションに標準で用意されているワークフローの
全リストが記載されます。

注: 全てのアプリケーションに標準ワークフローが用
意されているわけではありません。

レポートに関する付録 (省略あり)必要に応じてPeopleBookに添付されま
す。製品で使用されるレポートの全リストが記載され
ます。レポートの使用方法についての詳細情報は、
通常は関連のビジネスプロセスの章で説明します。

PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロールのドキュメンテーション
このセクションでは、以下について説明します。

• PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロール アプリケーションの構成

• PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロール ドキュメンテーションの構成

• ドキュメンテーション ロードマップ

PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロール アプリケーションの構成

PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロールのドキュメンテーションの構成は、アプリケーションの構成
とよく似ています。そのためドキュメンテーションを理解するにはアプリケーション自体の構成を知ること
が一番です。

PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロールは、以下に挙げる 2 つの構成要素から成り立っています。

• コア アプリケーション。コア アプリケーションには、以下のものが含まれています。
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- 給与計算ルール エンジン

- 給与計算プロセス フレームワーク

- 全ての国別アプリケーションに共通のプロセス、設定手順

• 国別拡張機能。国別拡張機能には、以下のものが含まれています。

- 各国の法令、慣習に対応するオブジェクト (給与計算ルール、給与計算プロセス、レポート、追加の
国別ページ、セルフ サービス アプリケーションなど)

- 国別ルールおよびエレメント

PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロール ドキュメンテーションの構成

PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロールのドキュメンテーションは、アプリケーションと同様にコア ド
キュメンテーションと国別拡張機能のドキュメンテーションの 2 つから成り立っています。

コア ドキュメンテーション

コア アプリケーションは全ての国で使用可能で、所在地に関係なくルールを設定したり給与計算を実行し
たりすることができます。コア ドキュメンテーションも同様に、その内容は全ての国に共通します。そのた
め、給与計算を使用する上で中心となるツール セットについての説明はありますが、各国に特有のルー
ルなどについては説明していません。特定地域の要件に対応するために PeoopleSoft から提供されてい
る国別拡張機能の情報については、各国別拡張機能の PeopleBook を参照してください。

国別拡張機能のドキュメンテーション

国別拡張機能のアプリケーションが国ごとの要件を満たしているのと同様に、国別拡張機能のドキュメン
テーションは国ごとの機能について説明しています。これには以下が含まれます。

• 国別拡張機能を持つコア機能

• 国別ルール設定

• PeopleSoft によりあらかじめ設定されているルールおよびテーブル

• 国別ページ

• 国別レポート

• PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理の設定 (銀行定義など、国によって異なるもの)

• 国別の導入情報

ドキュメンテーション ロードマップ

コア ドキュメンテーションと国別拡張機能のドキュメンテーションは相互に内容を補完し合っているため、
両方のドキュメンテーションを一読されることをお勧めします。

ドキュメンテーションの参照方法

以下のとおり、状況に合わせてドキュメンテーションを使用してください。

• プロセスがコア アプリケーションと国別拡張機能の両方で設定される場合、 初にコア ドキュメンテー
ションを、その後に国別拡張機能のドキュメンテーションをお読みください。

たとえば銀行振込処理を設定する場合、まずコア アプリケーションで定義してから、国別拡張機能を設
定し、その国特有の銀行振込情報を設定します。したがって、まずコア ドキュメンテーションの銀行振込
に関する章を読み、その後で国別拡張機能のドキュメンテーションの銀行振込に関する章を読みます。

• プロセスがコア アプリケーションでのみ設定される場合は、コア ドキュメンテーションを確認します。
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• プロセスが国別拡張機能でのみ設定される場合は、国別拡張機能のドキュメンテーションを確認します。

ドキュメンテーションの対象読者

ドキュメンテーションでは以下の読者を対象にしています。

• テクニカル ユーザー

アプリケーションの技術的な設計知識を必要とされる場合、この PeopleBook の「コア アプリケーション
のアークテクチャについて」のセクションや、ほかのセクションで頻繁に説明されているバッチ処理に関
する情報を一読されることをお勧めします。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 9ページ

• 一般ユーザー

ルールの設定方法などの情報を必要とされる場合、国別拡張機能のドキュメンテーションにある国別
機能についての説明を一読されることをお勧めします。また、コア ドキュメンテーションにある給与計算
エレメント (支給エレメントや控除エレメントなど) の定義方法に関するセクションを読むと、コア アプリ
ケーションにおける各ツールの使用方法を知ることができます。

• 管理者ユーザー

管理者ユーザーの方々の場合、コア ドキュメンテーションと国別拡張機能のドキュメンテーションの両
方の導入部分を一読されることをお勧めします。グローバル ペイロール製品全体を包括的に把握する
ことができます。

注: PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロールを十分理解していただけるよう、製品の導入に携わる
一般ユーザー/テクニカル ユーザーの方々はコア ドキュメンテーションおよびご使用になる国別拡張機
能のドキュメンテーションをよくお読みください。

PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロールの用語
PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロール コアのドキュメンテーションと国別拡張機能のドキュメン
テーションの間で、使用する用語が多少異なる場合があります。

• グローバル ペイロール コアのドキュメンテーションでは、従業員、非従業員、および関係者 (非従業
員) 全体を指す言葉として「受給者」という言葉が使用されています。

しかし、国別拡張機能の中には、従業員と非従業員を明確に区別する法令ルールのあるものがあり
ます。そのような場合、PeopleSoft では「受給者」ではなく、「従業員」や「非従業員」というように言葉を
区別して使用しています。

• PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロール コアのドキュメンテーションでは、民間の企業と公的機関
の組織の両方を指す言葉として「組織」という言葉を使用しています。

しかし、国別拡張機能のドキュメンテーションの中には、「組織」ではなく「会社」という言葉が使用され
ているものがあります。これは、「会社」というフィールドが必須フィールドになっている国別拡張機能の
ページがあるためです。
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第 1 章

グローバル ペイロール - はじめに

この章では、以下の内容について説明します。

• グローバル ペイロールの概要

• グローバル ペイロールのビジネス プロセス

• グローバル ペイロールの統合

• グローバル ペイロールの導入

グローバル ペイロールの概要
グローバル ペイロールでは、給与計算および休暇欠勤の処理を行うと共に、ご使用の給与計算システ
ムの仕様を詳細に調整することができます。ブラウザ環境、PeopleTools、およびルール ベース システム
を使用することによって、ソース コードの作成や変更を行わずに給与計算システムをオンラインで設定
することが可能なため、導入にかかる時間や費用を削減することができます。

グローバル ペイロールには、アプリケーション固有のルールやコードがありません。エレメントと呼ばれ
る支給アイテムを使ってルールを定義し、バッチ処理中にどの給与計算コンポーネント、または休暇欠勤
コンポーネントを計算するのかを、受給者単位で指定します。

関連項目:

第 2 章、 「グローバル ペイロールについて」 、 5ページ

グローバル ペイロールのビジネス プロセス
グローバル ペイロールには、以下のビジネス プロセスが用意されています。

• 給与計算

• 休暇欠勤

• 銀行業務

これらのビジネス プロセスについては、この PeopleBook のビジネス プロセスの章で説明します。
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グローバル ペイロールの統合
グローバル ペイロールには、以下のアプリケーションが統合されています。

• PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理

• PeopleSoft Enterprise 勤務管理

• PeopleSoft Enterprise 一般会計

統合については、この PeopleBook の統合の章で説明します。

関連項目:

第 4 章、 「受給者データの使い方」 、 39ページ

第 41 章、 「PeopleSoft Enterprise 勤務管理との統合」 、 1145ページ

第 39 章、 「PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合」 、 1091ページ

グローバル ペイロールの導入
セットアップ マネージャを使用すると、導入する機能に基づいて、実行する必要のある設定タスクのリス
トを生成できます。設定タスクには、設定する必要のあるコンポーネントが、コンポーネント テーブルに
データを入力する順番にリストされます。また、設定タスクには関連する PeopleBook ドキュメンテーショ
ンへのリンクも含まれます。

グローバル ペイロールには、既存システムからグローバル ペイロールのテーブルへデータをロードす
るコンポーネント インターフェイスも用意されています。テーブルにデータをロードするには、Excel to
Component Interface ユーティリティを使用します。

以下の表は、コンポーネント インターフェイスを持つ、全てのコンポーネントの一覧です。

コンポーネント コンポーネント インターフェイス名 参照

GP_ACM_USER_ADJ CI_GP_ACUM_USER_ADJ 参照: 第 10章、 「累計の設定」、
255ページ

GP_CALENDAR CI_GP_CALENDAR 参照: 第 16章、 「カレンダーの使
い方」、 405ページ

GP_CALENDAR_PERIOD CI_GP_CALENDAR_PERIOD 参照: 第 16章、 「カレンダーの使
い方」、 405ページ

GP_CALENDAR_RUN CI_GP_CALENDAR_RUN 参照: 第 16章、 「カレンダーの使
い方」、 405ページ
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コンポーネント コンポーネント インターフェイス名 参照

GP_ED_PYE CI_GP_ED_PYE 参照: 第 18章、 「上書きの設定」
、 「受給者上書きの定義」、 470
ページ

GP_GL_GROUP CI_GP_GL_GROUP 参照: 第 39章、 「PeopleSoft
Enterprise一般会計との統合」、
1091ページ

GP_GL_MAP CI_GP_GL_MAP 参照: 第 39章、 「PeopleSoft
Enterprise一般会計との統合」、
1091ページ

GP_OFFCYCLE_REQ CI_GP_OFFCYCLE_REV 参照: 第 24章、 「オフサイクル処
理の管理」、 「オフサイクルトラン
ザクションの起動」、 674ページ

GP_PAYEE_SOVR CI_GP_PAYEE_SOVR 参照: 第 18章、 「上書きの設定」
、 「受給者上書きの定義」、 470
ページ

GP_RCP_PYE CI_GP_RCP_PYE 参照: 第 34章、 「銀行振込の定
義」、 「控除と受給者に対する受
取人の割り当て」 、 953ページ

GP_BNK_FILE_ENTRY GP_BNK_FILE_ENTRY_CI 参照: 第 35章、 「支給の照合」、
「銀行ファイル情報の入力」、 981
ページ

GP_BRACKETS GP_BRACKETS 参照: 第 6章、 「データ取得エレメ
ントの定義」、 「ブラケットエレメン
トの定義」、 104ページ

GP_PYENT GP_PAYENTITY_SOVR 参照: 第 14章、 「組織構造の定
義」、 「支給元の定義」、 369ペー
ジ

GP_PYGRP GP_PAYGROUP_SOVR 参照: 第 14章、 「組織構造の定
義」、 「支給グループの定義」、
374ページ

GP_PI_MNL_ERNDED GP_POSITIVE_INPUT 参照: 第 17章、 「ポジティブ入力
の使い方」、 「ポジティブ入力の作
成」、 445ページ
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コンポーネント コンポーネント インターフェイス名 参照

GP_PYE_SECTION GP_PYE_SECTIONS 参照: 第 15章、 「エレメント処理の
定義」、 「セクションの設定」、 394
ページ

GP_VARIABLE GP_VARIABLES 参照: 第 7章、 「計算エレメントの
定義」、 「変数エレメントの定義」
、 149ページ

その他の情報ソース

導入プランの作成段階では、インストール ガイド、テーブルへのデータ ロードの手順、データ モデル、ビ
ジネス プロセス マップなど、PeopleSoft 内にある全ての情報を活用するようにしてください。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「PeopleSoft Enterprise HRMS ア
プリケーションの基礎 - まえがき」

Enterprise PeopleTools PeopleBook: PeopleSoft Setup Manager

Enterprise PeopleTools PeopleBook: PeopleSoft Component Interfaces
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グローバル ペイロールについて

この章では、以下の内容について説明します。

• グローバル ペイロールの機能

• エレメント

• 給与計算ルール

• 給与計算処理

• 休暇欠勤処理

• 分割

• 遡及処理

• ほかの PeopleSoft アプリケーションとのリアルタイム統合

グローバル ペイロールの機能
グローバル ペイロールでは、多国籍企業の給与計算をあらゆる面で管理できます。多国籍、多言語、多
通貨、および欧州通貨単位 (EMU) の処理要件に対応しています。

コア アプリケーションでは、給与計算および休暇欠勤の処理を行うと共に、ご使用の給与計算システム
の仕様も詳細に調整することができます。ブラウザ環境、PeopleTools、およびルール ベース システム
を使用することによって、ソース コードの作成や変更を行わずに給与計算システムをオンラインで設定
することが可能なため、導入にかかる時間や費用を削減することができます。グローバル ペイロールで
は、ハードウェアやソフトウェアをアップグレードしても、表示方法が変わりません。また、事実上どのオペ
レーティング システムの端末でも使用できます。ユーザー インターフェイスとしてブラウザを使っている
ため、オペレーティング システムに依存しないからです。

給与計算の実行は一般的に膨大で時間のかかる処理なので、必要部分にのみ計算が実行されます。
つまり、毎回の実行で従業員 10,000 人が処理されるのではなく、20 人、100 人など、各実行時に調整の
対象となる人数だけが処理されます。給与計算に何時間 (または何日) もかかるということがないので、
何回でも繰り返して給与計算処理を実行できます。

エレメント
グローバル ペイロールには、アプリケーション固有のルールやコードがありません。エレメントと呼ばれ
る支給アイテムを使ってルールを定義し、バッチ処理中にどの給与計算コンポーネント、または休暇欠勤
処理コンポーネントを計算するのかを、受給者単位で指定できます。
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エレメントにより、システムを柔軟に利用できるようになります。給与計算のルールがソース コードに組み
込まれていないため、プログラミングをしなくてもシステムに変更を加えることができます。つまり、一般ユー
ザーが管理および変更作業の大部分を行えるということです。PeopleSoft には、入力されたルールを処
理するユーティリティが用意されており、ユーザーが設定したエレメント名を使用して処理が行われます。

グローバル ペイロールでは、以下のエレメントを含む多数のエレメントに名前を付けて定義します。

• 支給

• 控除

• フォーミュラ

• 比例配分ルール

• 端数処理ルール

• 累計

いくつかの例外を除いて、エレメントは値に変換されます。たとえば、SALARY という名前のエレメントを
作成し、特定の値、たとえばある受給者では 50,000、別の受給者では 67,000 に変換されるように設定
することができます。

一度エレメントを定義すると、そのエレメントを特定の国または全ての国と関連付けることができます。ま
た、産業、カテゴリ、あるいは 大 5 個までのユーザー定義データベース フィールドに基づいてグループ
を作成することもできます。このように、さまざまな方法でエレメントをグループ化することができるため、
給与計算システムにさらに柔軟性を持たせることができます。

エレメントは、PeopleSoft でサポートされているどの国の言語でも設定できます。PeopleSoft に標準装備
されているシステム エレメントには各国語の対訳が用意されています。また、ユーザーが作成したエレメ
ントを複数の言語で定義することもできます。給与計算の導入時には、これらの言語の一部または全部
を使用することができます。つまり、システムの内部処理を再設定せずに、各組織のニーズに適合した、
任意または全ての言語を使った給与計算を作成することができます。

重要: エレメントの定義は、グローバル ペイロールの重要な概念です。給与計算を正しく完了させるに
は、給与計算の前にエレメントに名称を割り当て、定義を設定し、給与計算の処理順序を指定しておく必
要があります。

給与計算ルール
給与計算ルールは複数のエレメントを組み合わせたもので、以下の目的で使用されます。

• 支給アイテムの計算、累計、および集計

• 支給アイテムのグループ化および順序指定

• フォーミュラと論理ステートメントの組み合わせによる反復処理の設定

ルールでは通常、1 つまたは複数のエレメントが使用されます。給与計算ルールでは、有資格グループ、
ジェネレーション コントロール、受給者割り当て/上書き、サポート エレメント上書きなどをフィルタとして
使用し、計算の対象となるエレメントを決定します。給与計算ルールを定義したら、プロセス リストと呼ば
れるメイン コントロール機能にそのルールを追加します。プロセス リストによって、給与計算実行の際に
処理されるエレメント、および処理の順序が決まります。

また、国ごとに固有のグローバル ペイロール ルールを定義することができます。
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注: コア アプリケーションには、定義済みの国別ルールは用意されていません。国別ルールは、国別拡
張機能の一部として提供されます。コア アプリケーションだけを購入した場合は、ユーザーが全てのルー
ルを作成します。

給与計算処理
グローバル ペイロールを組織のニーズに合わせて設定し終えたら、給与計算に関する以下の処理を行
います。

• 各給与計算実行で支給の対象になる受給者の決定

• 給与計算プロセスの実行

• 必要に応じて、正確な結果が得られるまで給与計算プロセスを再実行

• 給与計算の 終確定

• 銀行振込、レポート作成、給与明細書作成などの後処理の実行

まず 初に、処理の対象となる受給者を決めます。受給者を選択したら、給与計算プロセスを実行しま
す。給与計算プロセスまたは休暇欠勤プロセスの実行後に一部の受給者のデータが変更された場合、
この受給者についてだけ計算プロセスを再実行することができます。受給者全員についてプロセスを再
実行する必要はありません。正しい結果が出るまで、何回でも必要なだけ計算を再実行できます。

オフサイクル処理
オフサイクル給与計算処理とは、通常の給与計算スケジュール外の給与計算結果に対する支給処理お
よび訂正処理を指します。オフサイクルのトランザクションは、過去の支給の訂正や、次のオンサイクル
の給与計算まで待てない雇用終了に伴う支給を前倒しで行う場合に使用されるのが一般的です。

カレンダーを追加で作成しなくてもオフサイクル処理を即座に実行することができます。その場合、オン
サイクルの処理は自動的に一時停止されます。この機能はどの組織にとっても便利ですが、特に人材の
入れ替わりの激しい組織には非常に便利です。グローバル ペイロールでは、以下の 4 つのオフサイク
ル トランザクション タイプがサポートされています。

• 手動支給

• 訂正

• 追加支給

• 前払い

休暇欠勤処理
受給者の休暇欠勤情報の追跡は、給与計算を正確に行うために不可欠です。病気、休養など、受給者
の休暇欠勤の理由を明らかにする必要があります。 も重要なのは、受給者の休暇欠勤時間に対して
給与を支給するかどうかを明確にすることです。

グローバル ペイロールでは、有効な休暇欠勤タイプとその処理方法を定義します。休暇付与および休暇
取得のルールを設定したら、そのルールを使って受給者の休暇欠勤を追跡し、支給処理を行います。
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分割
分割 (Segmentation) とは、プロセス リストに含まれる全て (または一部) のエレメントについて個別のス
ライスまたはセグメントごとに計算するプロセスです。支給期間中に発生した給与変更、従業員ステータ
ス変更などのイベントに合わせて、給与コンポーネントを分割することができます。たとえば、支給期間中
に従業員の職務に変更があり、変更前の職務と変更後の職務で支給のコンポーネントを分割する場合、
PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理で職務変更に伴う異動区分/理由フィールドの変更に合わ
せて給与明細書の支給結果の分割が起動されるように設定できます。

グローバル ペイロールには、このような状況に対処するために、"期間分割" および "エレメント分割"
の 2 種類の分割方法が用意されています。

遡及処理
ある支給期間の給与計算処理が終わった後で、その支給期間に該当するデータを修正または追加しな
ければならない場合があります。このような状況に対処するには、グローバル ペイロールの遡及処理機
能が役に立ちます。

ほかの PeopleSoft アプリケーションとのリアルタイム統合
グローバル ペイロールでは、ほかの PeopleSoft アプリケーションと同一のリレーショナル データ構造、
ユーザー インターフェイス、レポート ツール、および設定機能を共有しているため、こうした PeopleSoft
アプリケーションと統合して使うことができます。コンポーネントが統合されているので、グローバル ペイ
ロールからほかの PeopleSoft アプリケーションのテーブルの情報にアクセスすることができます。
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コア アプリケーションのアーキテクチャについて

この章では、コア アプリケーションのアーキテクチャ、エレメント、処理のフレームワーク、バッチ処理のアーキテ
クチャ、多通貨処理の概要、およびインストール設定の定義方法について説明します。

コア アプリケーションのアーキテクチャについて
グローバル ペイロールは、あらゆる国の組織で給与計算システムを作成することができるコア アプリ
ケーション上に構成されています。コア アプリケーションのアーキテクチャを理解することで、グローバル
ペイロールの複雑な詳細情報をより深く理解できます。

エレメントについて
グローバル ペイロールを使って給与計算システムを構築する場合、そのシステムが組織のあらゆるニー
ズに対応できるようにする必要があります。PeopleSoft では、このための方法の 1 つとして "エレメント"
と呼ぶ構成要素を使用して給与計算システムを構築します。

このセクションでは、以下について説明します。

• エレメントについて

• エレメントとルールとの関連付け

• コア アプリケーションで支給アイテム名 (PIN) 処理が使われる理由

エレメントについて

エレメントは、グローバル ペイロールで 小の構成要素です。エレメントを他の構成要素と関連付けるこ
とによって給与計算システムの定義を行います。

エレメントを一度定義しておけば、システム内のどこででも繰り返し使用できます。

エレメント カテゴリは、以下のように分けられます。
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エレメント タイプ 説明

データ取得エレメント データを取得します。データ取得エレメントの中に
は、システムエレメントと呼ばれる、PeopleSoft にあ
らかじめ用意されている定義済みのエレメントがあ
ります。それ以外は、給与計算システムを作成する
際にユーザー自身が定義します。

計算フェーズ 計算を実行します。

組織エレメント システムの構造およびフレームワークを定義します。

以下のようにエレメント カテゴリを分けることもできます。

エレメント タイプ 説明

主要エレメント 支給、控除、および休暇欠勤用の主要ルールを表
します。

サポートエレメント 通常、単独では使われません。支給や控除など、
より複雑なほかのエレメントを作成するために使わ
れます。

その他のエレメント 資格条件、累計、ある種のルールなどを表します。

これらのエレメントをあらゆる方法で組み合わせ、必要な結果を給与計算処理で導き出すことができます。

例

今、ある受給者の賞与を計算するとします。あるエレメントは、賞与額を含むように定義されているとしま
す。また別のエレメントは、受給者の年功に基づいて正確な基本賞与の割合を取得するためのブラケッ
ト エレメントとして定義されているとします。さらに別のエレメントは、変数から取得された基本賞与額と、
ブラケット検索により取得された基本賞与の割合とを掛けて、賞与の支給額を算出するよう定義されてい
るとします。以下の例は、これらのエレメントがグローバル ペイロール内でどのように関連し合うのかを
表したものです。

エレメント同士がどのように関係して処理が行われるかを示した例
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関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 49ページ

エレメントとルールとの関連付け

グローバル ペイロールでは、オンライン ページからデータを入力して、ルールの作成および保存を行い
ます。

このルールによってコア アプリケーションが制御され、給与計算処理が定義されます。ルールとは、どの
ようにエレメントが計算されるかを定義したものと考えてください。ルールによって、給与計算処理そのも
のが定義されます。

グローバル ペイロールを使用している国ごとに、それぞれ独自のルールを定義します。たとえば、ある国
では残業の定義として、過去 3 か月間の平均支給額に対し、受給者の年功に基づいた係数 (5 年勤続
なら 1.3、10 年勤続なら 1.5、など) を掛け合わせた値を使用する、などがあります。グローバル ペイロー
ルでは、ルールを定義することにより、各組織独自の給与計算処理の要件に対処することができます。

注: PeopleSoft の国別拡張機能には、各組織の給与計算システムで必要とされるほとんどの国別ルー
ルをあらかじめ定義したデータ セットが用意されています。

以下の図は、エレメントとルールによって給与計算処理がどのように定義されるかを表したものです。

エレメントがルールによって処理されることで、給与計算処理が行われます。

重要: 通常は、グローバル ペイロールの COBOL プログラムを修正する必要はありません。オンライン
ページを使用して、それぞれの組織の給与計算処理の要件を満たすシステムを構成できます。アレイ サ
イズの修正といった例外もありますが、PeopleSoft が提供している COBOL プログラムの修正はできる限
り行わないでください。修正がシステム全体の整合性に影響する恐れがあるためです。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「アレイ エレメントの定義」 、 91ページ

コア アプリケーションで支給アイテム名 (PIN) 処理が使われる理由

PIN 番号は、エレメントに対する識別番号です。ユーザーが作成したエレメントや PeopleSoft から提供さ
れるエレメントを含め、グローバル ペイロールの全てのエレメントには個別の PIN 番号が付いています。
グローバル ペイロールのプログラムでは、エレメント名ではなくこの PIN 番号を参照して、エレメントへの
アクセスおよび処理が行われます。

PIN は、グローバル ペイロールのエレメントとして参照されます。PIN とエレメントは同一のもので、PIN 番
号はエレメント番号と同じものです。PIN はアプリケーションのプログラムやテーブル構造のいたるところで
参照されるため、ここで PIN という用語について説明します。PIN はプログラムおよびテーブル構造で使
用される技術的な名称で、エレメントは全てのページや説明で使用される機能的な名称と考えてください。
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グローバル ペイロールはどの国のどの組織でも使用できるように設計されているため、このような仕組
みが必要になります。各組織では通常、組織の要件に応じて、給与計算システムの基本になるエレメン
トに異なった名前を付けることが予想されます。また、国ごとに、各国の言語でそのエレメントに名前を
付けることになります。さらに、PeopleSoft が提供するシステム エレメントは、多くの場合、複数の言語に
翻訳されています。そのため名前がエレメントを特定する唯一の手段であれば、問題が発生する可能性
があります。

また、PIN 番号を使うとバッチ処理のパフォーマンスが向上します。文字より数値を使う方が、システムに
とっては効率的です。このパフォーマンスの向上により、処理アレイへの数値の読み込み、およびアレイ
内の適切な位置を指すポインタの作成が簡単にできるようになります。

PIN には、番号が順に割り当てられます。

注: ユーザーによって作成されたエレメントには、PIN 番号が自動的に割り当てられます。 初に割り当
てられる番号は 100,001 です。100,001 より小さい PIN 番号は、グローバル ペイロールが提供するエレメ
ントに使用されます。

以下の図のように、エレメントはエレメント名ではなく PIN 番号によってアクセスされます。

エレメントは PIN 番号によってアクセスされます。

処理のフレームワーク
どの国の組織でも、グローバル ペイロールのコア アプリケーションを共通の基盤および構造として、独
自の計算ルールを作成します。コア アプリケーションによって、それぞれの組織の給与計算処理および
休暇欠勤処理の基本のフレームワークが決まります。このフレームワークによって、給与計算または休
暇欠勤の計算で使用される、一般的な処理順序、組織構造、処理構造が定義されます。

このセクションでは、以下について説明します。

• 処理順序

• 組織構造

• 処理構造
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• カレンダー

処理順序

給与計算処理または休暇欠勤処理はいくつかの処理フェーズによって構成されています。その処理フェー
ズのいくつかは、まとめて実行することができます。給与計算処理または休暇欠勤処理の典型的な処理
順序 (グローバル ペイロールで実行されるバッチ処理フェーズの処理順序) は、以下のフェーズで構成
されます。

• 特定 (受給者の選択) フェーズ

• 計算フェーズ

• 終決定フェーズ

また必要に応じて、キャンセル、凍結、凍結解除、および一時停止のフェーズを実行したり、受給者ごと
に処理の指示を変更したりすることができます。

バッチ処理が開始されると、グローバル ペイロールでは、指定された選択条件により、給与計算処理ま
たは休暇欠勤処理の実行対象となる受給者が決定されます。この特定フェーズは、カレンダー グルー
プ ID ごとに 1 度だけ実行されます。

計算フェーズでは、給与計算または休暇欠勤の計算処理が行われます。各受給者は順番に処理されま
す。受給者ごとに、プロセス リストに指定されている各エレメントが処理されます。処理対象エレメントの
選択では、資格やジェネレーション コントロールなどのさまざまな条件が考慮されます。

計算処理は何回でも繰り返すことができます。その場合、計算対象の支給のみが処理されます。計算
が 初に実行された時点で、全ての支給が処理されます。それ以降の計算では、以下の支給だけが処
理されます。

• 反復トリガから発生する支給

• 再計算を指定した支給

• 前回の実行でエラーになった支給

反復トリガは、受給者のデータに変更が生じたときに起動されるようにすることができます。たとえば、受
給者の給与が変更されると反復トリガを起動させることができます。また、カレンダー グループ ID に新
規採用者が追加されたときに反復トリガを起動させることもできます。

休暇欠勤または給与計算の実行が 終決定されると、プロセスは完了します。

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 577ページ

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「プロセス リストについて」 、 391ページ

組織構造

グローバル ペイロール コア アプリケーションによって、給与計算処理のための組織構造が決められま
す。以下の図は、組織構造における構成要素の階層構造を表しています。
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グローバル ペイロールの組織構造

支給元

支給元では、受給者へ支給を行う組織を定義します。また、各計算で処理通貨として使う通貨のタイプを
定義します。
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支給元に定義できる処理通貨は 1 つだけです。ただし、入力および出力には複数の通貨タイプを使用で
きます。たとえば、支給元に定義した処理通貨に関係なく、データ入力にはある通貨を使い、その支給の
50% に別の通貨を、残りの 50% にはまた別の通貨を指定することも可能です。

支給元に定義された処理通貨は、レポート作成に使われる通貨になります。

支給元は1 つまたは複数の支給グループにリンクできます。ただし、各支給グループはそれぞれ 1 つの
支給元にしかリンクできません。

それぞれの支給元には、特定の国を関連付けます。単一のカレンダー グループ ID を持つカレンダーの
グループ、遡及方法、トリガ定義など、グローバル ペイロールの多くの機能にとって、この国指定は重要
です。

支給グループ

グローバル ペイロールでは、支給グループと呼ばれる論理グループを使って、個人に受給資格を与えま
す。一般的に、同じ支給グループのメンバーにはなんらかの共通点があるため、給与計算システムで同
時に処理されます。

支給グループの一般的な例としては、給与所得者グループや時間給所得者グループなどがあります。導
入時にこのオプションを選択すると、受給者のデフォルトの支給および控除を支給グループに基づいて
割り当てることができます。1 つの支給グループは、1 つの支給元にしか関連付けることができません。

各支給グループには、デフォルトの有資格グループが関連付けられています。これにより通常、その支
給グループに対してデフォルトで割り当てられる支給および控除が決まります。支給グループに関連付
けられているデフォルトの有資格グループは、受給者レベルのデフォルトとして使用されます。このデフォ
ルトは上書きが可能です。

支給グループは、 終的には給与計算を処理する支給カレンダーに関連付けられます。一般に同じタイ
プの支給や控除を受けている受給者はもちろん、週次や月次など同じ周期で支給を受ける受給者をグ
ループにまとめることが重要です。

受給者

受給者とは、組織内で支給の対象になる人のことです。

同じ支給グループに定義されている受給者が、異なる有資格グループに属している場合があります。支
給グループに定義されている有資格グループは、あくまでもデフォルトです。支給グループのページで定
義されている有資格グループは、受給者の初期デフォルトとして使用されます。このデフォルトは上書き
できます。

有資格グループ

有資格グループとは、エレメント グループをさらにグループ化したものです。有資格グループによって、
ある受給者のグループが有資格者となる特定のエレメントが指定されます。デフォルトの有資格グルー
プは、支給グループのレベルで定義されます。受給者は、支給グループ レベルのデフォルトとして定義さ
れている有資格グループに割り当てられます。このデフォルト値は上書きできます。

たとえば、月単位で支給を受けている受給者全員が含まれる支給グループがあるとします。この受給者
のほとんどは、基本支給の対象となる正規の給与所得者です。ただし、その他に 10 名の幹部役員に対
しても同じ支給グループで支給します。これらの幹部役員には、やや異なる支給と控除の資格を割り当
てる必要があります。この場合、幹部役員の有資格グループを上書きして、"役員報酬" という有資格グ
ループに幹部役員を割り当てます。各支給グループには、デフォルトの有資格グループを 1 つだけ割り
当てます。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 15



コア アプリケーションのアーキテクチャについて 第 3 章

エレメント グループ

エレメント グループを使用すると、多数のエレメント (たとえば税金) を多数の有資格グループに割り当て
ることができるので、全ての有資格グループにエレメントを繰り返し割り当てる必要がなくなります。エレメ
ント グループを使うと、こうしたエレメントをグループ化できます。1 つの有資格グループに対し、エレメン
ト グループはいくつでも割り当てることができます。

エレメント

エレメントは、グローバル ペイロールの基本構成要素です。グローバル ペイロールの組織構造は、この
基本になる給与計算構成要素を定義することから始まります。

関連項目:

第 4 章、 「受給者データの使い方」 、 39ページ

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 361ページ

処理構造

以下の図は、処理構造の構成要素を表しています。

グローバル ペイロールの処理構造

プロセス リスト

プロセス リストには、総支給額エレメントおよび純支給額エレメントの処理と変換の手順を指定します。こ
れらのエレメントは、セクションを使ってプロセス リストに追加します。プロセス リストにセクションを追加
すると、そのセクションはリストに挿入された順に実行されます。また、条件付きでセクションを実行する
こともできます。
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休暇欠勤と給与計算のどちらの計算処理を行うかは、プロセス リストで指定します。休暇欠勤処理と給
与計算処理の実行では異なるカレンダーを使用します。このため、休暇欠勤の実行用と給与計算の実行
用に別のプロセス リストを作成する必要があります。

プロセス リストの定義ページでは、どのタイプの計算を実行するかを指定します。計算タイプが休暇欠勤
であれば、総支給額、純支給額、および純支給額下限のエレメント名フィールドは使用できません。計算
タイプが給与計算であれば、総支給額および純支給額のエレメント名フィールドに値を入力する必要が
あります。純支給額下限エレメントはオプションです。純支給額下限エレメントの値を入力しないと、純支
給額下限はゼロと見なされます。総支給額および純支給額のエレメント名を入力すると、総支給額累計
および純支給額累計が参照されます。

純支給額エレメントと純支給額下限エレメントは、控除延滞処理で使用されます。控除できるかどうかを
確認するために、純支給額および純支給額下限が控除額と比較されます。純支給額および純支給額下
限が控除額より少なければ、一連のルールに従って控除処理が行われます。

純支給額および総支給額のエレメント番号およびその値は出力テーブルに保存され、レポート作成やオ
ンライン照会の際にこれらのデータにアクセスできます。

セクション

セクションはエレメントをグループ化したもので、エレメントがプロセス リストで処理される順序を制御しま
す。処理タイプに応じて、以下の 5 つのセクションが使用されます。

• 標準セクション: 休暇欠勤処理の実行、給与計算の実行、またはその両方で使用されます。

• サブ プロセス セクション: 給与計算の実行で使用されます。また、総額算出に使うことができます。

• 受給者セクション: 給与計算の実行で使用されます。

受給者セクションは、処理対象のエレメントとその順序を受給者レベルで柔軟に区別する必要のある、
差し押さえなどのエレメントに使うことができます。

• ポジティブ入力作成セクション: 休暇欠勤処理の実行、給与計算の実行、またはその両方で使用され
ます。

このセクションは、さまざまなカレンダーのポジティブ入力作成で使用されます。

• 休暇取得セクション: 休暇欠勤処理の実行で使用されます。

このセクションは、日付順に休暇欠勤処理を実行するのに使用されます。

定義済みのセクションは、複数のプロセス リストで再利用できます。

エレメント

エレメントは、グローバル ペイロールの基本構成要素です。エレメントには、単独で使用できるものと、
サポート エレメントと呼ばれる単純なエレメントを組み合わせてより複雑なエレメントを形成できるものが
あります。

給与計算処理や休暇欠勤処理の実行中に、各受給者のプロセス リストに含まれるエレメントがそれぞ
れ変換されます。変換されるエレメントは受給者によって異なるため、変換後のエレメントの値は処理中
の受給者によって異なります。

関連項目:

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 381ページ

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 49ページ
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カレンダー

給与計算処理または休暇欠勤処理を実行するには、カレンダーを使用して関連するシステム構成要素
をリンクさせます。また、支給対象者、支給額、および支給対象期間もカレンダーで管理されます。

1 つのカレンダーに関連付けられる支給グループは 1 つだけです。以下のさまざま選択条件を用いて、
支給対象者を定義できます。

• カレンダー実行タイプ: 支給項目を定義します。

• カレンダー期間 ID: 支給対象期間を定義します。

• カレンダー グループ ID: 同時に処理するカレンダーをグループ化します。

以下の図は、カレンダーによってどのように給与計算処理や休暇欠勤処理の構成要素が結び付けられ
ているかを表しています。

カレンダーによってプロセス全体が結び付けられます。

関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 405ページ

バッチ処理フローのアーキテクチャについて
このセクションでは、以下について説明します。

• グローバル ペイロールのモード

• 受給者の選択

• 計算 (技術情報)

• バッチ処理で使用されるアレイ (技術情報)

• バッチ処理出力テーブル
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グローバル ペイロールのモード

グローバル ペイロールでは、非常に特殊な処理順序で受給者およびエレメントを処理します。給与計算
処理または休暇欠勤処理の実行時には、受給者、エレメント、ルールなど、定義済みのシステム構成要
素全てが連携して動作します。

グローバル ペイロールには、以下の 2 つの主要なモードがあります。

• 設定モード

設定モードでは、給与計算システムを構成する多様なエレメント、ルール、その他のシステム設定を定
義します。

• 処理モード

処理モードでは、定義済みの設定情報および入力されたデータが全て参照され、指定されたとおりに
処理されます。

注: このセクションでは、バッチ処理フローのアーキテクチャの大まかな概要について説明しています。
処理の各フェーズについては、この PeopleBook の後の方で詳しく説明します。

受給者の選択

給与計算または休暇欠勤のバッチ処理を実行する際に、 初に呼び出されるのはサービス プログラム
です。サービス プログラムは、処理対象となる受給者の選択と計算処理との間の調整役として機能しま
す。サービス プログラムによって、受給者選択処理が起動されます。受給者の選択が終わると、サービ
ス プログラムは受給者選択フェーズで作成されたデータの制御を計算プログラムに移します。

以下の図は、サービス プログラムがどのようにして受給者選択フェーズと計算フェーズの調整をしてい
るかを表しています。

サービス プログラムはバッチ処理の開始点

給与計算処理を行うには、まず処理対象となる受給者を指定する必要があります。グローバル ペイロー
ルでは、これを受給者の選択または受給者の特定と呼んでいます。受給者の選択は、給与計算処理お
よび休暇欠勤処理では必須です。
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受給者選択の処理は、計算処理とは別のものです。受給者選択のルールは、給与計算または休暇欠勤
の計算処理に関連付けられていません。受給者の選択フェーズでは、受給者の選択、および後で計算
フェーズに渡されるデータの作成だけが行われます。

支給カレンダーは、受給者選択処理と計算処理の調整と定義を行う制御機能としての役割を果たしま
す。また、給与計算/休暇欠勤ラン コントロールでも、受給者の選択が制御されます。

カレンダー定義のページで、アクティブな受給者を処理するのか、それともリストされた受給者のみを処
理するのかを指定します。アクティブな受給者を処理する場合、ほかにもいくつかの条件を指定できま
す。リストされた受給者のみを処理する場合は、処理対象にする受給者の従業員 ID を受給者リストに
挿入します。

受給者の選択処理ではまた、遡及トリガおよび期間分割トリガが使われます。遡及トリガを使うと、特定
の受給者について、現在の支給期間以外の支給期間も処理することができます。期間分割トリガを使う
と、支給期間がセグメントに分割されるため、複数の計算が行われます。

受給者選択処理の結果、受給者処理ステータス (GP_PYE_PRC_STAT) レコードおよび受給者セグメント
ステータス (GP_PYE_SEG_STAT) レコードが作成されます。受給者処理ステータス レコードは、カレンダー
ごとに各受給者に対して作成されます。遡及処理も対象になります。受給者セグメント ステータス レコー
ドは、カレンダーごとに各セグメントの各受給者に対して作成されます。受給者処理ステータス レコードお
よび受給者セグメント ステータス レコードには、実行中のカレンダーに関連付けられている受給者デー
タが格納されます。実質的に、受給者処理ステータス レコードおよび受給者セグメント ステータス レコー
ドには、処理対象の受給者および全支給期間がリストされます。これには、現在の支給期間および予想
される遡及期間も含まれます。

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「処理の概念」 、 580ページ

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 405ページ

計算 (技術情報)

受給者の選択が終わると、サービス プログラムは処理の制御を計算フェーズに移します。計算フェーズ
では、受給者処理ステータス レコードおよび受給者セグメント ステータス レコードに保存されているデー
タが、受給者データの開始データ セットとして扱われます。

給与計算処理の 初のステップで、プロセス レベルのデータがアレイにロードされます。ロードされる
データには、支給元、支給グループ、有資格グループ、カレンダー、プロセス リストなどから取得された
データが含まれます。これらのシステム データは、受給者固有のデータと違って頻繁に変更されることは
ありません。

計算プログラムでは、受給者選択フェーズで作成された受給者処理ステータス レコードおよび受給者セ
グメント ステータス レコードに基づき、各受給者データが処理されます。このプログラムによって、受給
者レベルのデータが全て受給者アレイにロードされます。ロードされるデータには、職務、個人、給与、上
書き、ポジティブ入力などのテーブルから取得されたデータが含まれます。

また、受給者レベルのデータをアレイにロードする処理では、支給を処理するたびにデータがリフレッシュ
されるか、またはデータへのポインタが初期化されるため、以下のことが可能になります。

• 正しい有効日の付いた情報が常に使用されます。

• 正しい年間累計残高が常に反映されます。

• 休暇欠勤データなどの全てのポジティブ入力が、常に次回の支給に繰り越されます。

この段階で、プロセス レベルおよび受給者レベルの全てのデータがアレイにロードされ、処理の準備が
整います。
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次に、計算フェーズでエレメントの資格が確認されます。

計算プログラムによって、プロセス リスト マネージャ プログラムが呼び出されます。プロセス リスト マ
ネージャ プログラムでは、プロセス リストが参照され、どのエレメントをどの順番で処理するのかが決め
られます。

プロセス リスト マネージャで処理対象のエレメントが見つかると、各エレメントの管理プログラムである
PIN マネージャが呼び出され、処理の始めに処理対象として確認された各エレメントが処理されます。PIN
マネージャでは、この処理中に PINV アレイが参照されます。PINV アレイには、給与計算バッチ処理中
に全てのエレメントの変換結果が保存されます。PINV に保存されているデータが未変換のエレメントが
あることを示している場合、PIN マネージャによって、特定タイプのエレメントを処理する PIN 変換プログ
ラムが呼び出されます。

PINW と呼ばれる別のアレイには、バッチ処理中に変換される累計データが保存されます。

各 PIN 変換プログラムでは、それぞれ特定のタイプのエレメントが変換されます。たとえば、ある PIN 変
換プログラムでは支給エレメントが変換され、別の PIN 変換プログラムではフォーミュラ エレメントが変
換されます。PIN 変換プログラムによって、エレメントの定義がメモリにロードされます。その後 PIN 変換
プログラムでは、受給者に対する受給者上書きデータやポジティブ入力データによって、メモリに保存さ
れている定義が上書きされます。エレメントからほかのエレメントが参照され、メモリにロードされている
定義が上書きされると、PIN 変換プログラムによって PIN マネージャが呼び出され、参照先のエレメント
が変換されます。エレメントは、ほかのエレメントの構成要素になることができます。つまり、処理中にあ
る 1 つのエレメントを変換すると、主要エレメントを構成しているほかのエレメントを全て変換する必要が
ある場合がある、ということです。この処理の結果は、支給額、控除額、およびその他のエレメントの値
の計算に使用されます。計算結果の値が PIN マネージャに返されると、PIN マネージャによってその値
が主要値アレイ (PINV) に書き込まれます。

各エレメントは周期的に、または繰り返し変換されます。つまり、各エレメントが変換され、データが PINV
または PINW に保存されると、次にプロセス リスト マネージャによって再びプロセス リストが参照され、
次に処理されるエレメントが確認されます。こうして処理は繰り返されます。

給与計算または休暇欠勤の計算処理が全て終了すると、その結果が適切な出力テーブルに書き込まれ
ます。 初に PINV および PINW アレイが参照され、計算結果がデータベースに書き込まれます。次に、
全てのポジティブ入力が参照され、ポジティブ入力の履歴レコードにデータが書き込まれます。 後に、
後で遡及処理を行うためのデルタが作成されます。

以下の図は、バッチ処理の計算フェーズを表わしています。
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計算処理

関連項目:

第 19 章、 「エレメントの資格チェックと変換」 、 505ページ

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「プロセス リストの設定に使用するページ」 、 402ページ

第 18 章、 「上書きの設定」 、 461ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

バッチ処理で使用されるアレイ (技術情報)

グローバル ペイロールのバッチ処理では、データの保存にアレイを使用します。アレイは、COBOL プロ
グラムで処理中のデータを保存する一時テーブルです。処理が終了すると、プログラムによって一時アレ
イから適切な出力テーブルにデータが書き込まれます。

アレイの 大サイズを、PeopleSoft が提供しているプログラムで定義されているサイズより大きくしたい場
合には、COBOL プログラムの修正が必要になります。アレイが小さすぎてデータがアレイに入らなくなると、
エラー メッセージが表示されてバッチ処理は異常終了します。エラー メッセージ (MSGID-ARRAY-OFLOW)
には、アレイ、およびそのアレイが定義されている COBOL ファイルが表示されます。これによって、どの
ファイルを修正する必要があるのかがわかります。
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アレイの反復回数の増加

テーブルにアクセスするプログラムでは、特定のサイズのメモリ領域を割り当てて、通常 1 回の給与計
算で使用される給与計算処理テーブルの詳細行をテーブル アレイに保存します。

適切なテーブル アクセス プログラムのアレイの反復回数を増やすことで、アレイの 大サイズを増加さ
せることができます。

注: ここで詳しく説明する修正以外、グローバル ペイロールによって提供されている COBOL の修正は
極力行わないことをお勧めします。

たとえば、GPCDPDM.CBL 内の修正前のコードを見てみましょう。

以下は、アレイおよびそのアレイに対応する、COUNT コントロール フィールドです。このフィールドの値
を超過しない限り、処理が強制終了されることはありません。修正を行う際には、強調表示されている数
字を両方とも同じ値に変更する必要があります。

05 L-PMT-COUNT PIC 9999 VALUE 0 COMP.

88 L-PMT-COUNT-MAX VALUE 200.

05 L-PMT-DATA OCCURS 200

INDEXED BY PMT-IDX.

ここでは、どのカレンダーの実行中にも、1 人の受給者について処理する支給の数が 200 を超えないも
のと想定されています。200 を超える支給が処理されると、エラー メッセージ (MSGID-ARRAY-OFLOW)
が表示され、その給与計算処理は終了します。

このアレイは処理する受給者が変わるたびにデータのロードとリフレッシュが行われますが、支給ごとに
リフレッシュされるアレイや、処理全体を通してロードとインクリメントが行われるアレイもあります。

グローバル ペイロールの新規リリースにアップグレードする際、PeopleSoft からまったく新しいソース コー
ドのセットが提供される場合でも、このタイプの修正は難しくありません。アレイ サイズの修正を新しい
コード行に移動するだけです。アレイのサイズを修正したときは、必ずグローバル ペイロール COBOL
コード行 (GPP*) 全体を再コンパイルする必要があります。

バッチ処理出力テーブル

給与計算または休暇欠勤のバッチ処理実行の 終目的は、一連の出力テーブルを作成することです。
この出力テーブルには、重要なバッチ処理の結果が保存されます。グローバル ペイロールで作成した出
力テーブルに保存されている情報のタイプがわかっていれば、これらのテーブルを使ってそれぞれの組
織のニーズに対応したレポートを作成したり、その他の方法でデータを加工したりすることができます。
以下の図は、バッチ処理の出力テーブル間の関係を表しています。
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バッチ処理出力テーブル間の関係

受給者選択処理で作成されるテーブル

受給者選択処理によって、以下のテーブルが作成されます。

• 受給者処理ステータス レコード (GP_PYE_PRC_STAT)

カレンダーごとに、従業員 ID と雇用レコードの組み合わせそれぞれについて、受給者処理ステータス
レコードが 1 つあります。

受給者処理ステータス レコードと受給者セグメント ステータス レコードとの関係は 1 対 1 または 1 対
多です。

• 受給者セグメント ステータス レコード (GP_PYE_SEG_STAT)

受給者セグメント ステータス レコードは、受給者処理ステータス レコードの子レコードです。カレンダー
内の総額/純額の計算ごとに、受給者セグメント ステータス レコードが 1 つ存在します。

エレメント結果を保存するテーブル

以下のテーブルに、エレメント結果が保存されます。

• 支給/控除 (GP_RSLT_ERN_DED)

バッチ処理終了後の支給および控除のエレメント結果が保存されます。

• その他のエレメント (GP_RSLT_PIN)

休暇付与エレメントの結果など、バッチ処理終了後の各種エレメントの変換結果が保存されます。

累計結果を保存するテーブル

累計テーブル (GP_RSLT_ACUM) には、バッチ処理終了後の累計結果が保存されます。
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デルタを保存するテーブル

デルタ テーブル (GP_RSLT_DELTA) に、デルタが保存されます。デルタとは 2 つのエレメント結果の間の
差分のことです。このデータは、遡及処理の際に重要になることがあります。このテーブルは、受給者セ
グメント ステータス テーブル (GP_PYE_SEG_STAT) の子テーブルです。受給者セグメント ステータス テー
ブルは受給者処理ステータス テーブル (GP_PYE_PRC_STAT) の子テーブルです。

ポジティブ入力の結果を保存するテーブル

以下のテーブルに、ポジティブ入力の結果が保存されます。

• ポジティブ入力データ (GP_RSLT_PI_DATA)

バッチ処理終了後のポジティブ入力計算の結果が保存されます。計算で使用されたポジティブ入力行
だけがこのテーブルに含まれます。

• ポジティブ入力サポート エレメント上書き (GP_RSLT_PI_SOVR)

バッチ処理終了後のサポート エレメント上書きの結果が保存されます。

• 休暇欠勤日次データ (GP_RSLT_ABS)

休暇欠勤日時データの結果が保存されます。

多通貨について
どの複数国対応システムでも重要な点となるのは通貨のサポートです。グローバル ペイロールを使うと、
多通貨処理を効率的に行うことができます。金額の入力および支払いには、どの通貨でも使うことができ
ます。定義されたパラメータを使って必要な換算が自動的に行われます。

このセクションでは、以下について説明します。

• 通貨の使い方と定義

• 支給元レベルでの通貨

• エレメント レベルでの通貨

• 為替レート タイプと換算日

• 累計と通貨

• 多通貨にまたがった支給額の表示

• オンライン通貨デフォルト

• バッチ処理での通貨

注: グローバル ペイロールは、欧州通貨統合 (EMU) の通貨変更要件に対応できるように設計されてい
ます。また、それ以外の全ての通貨にも対応しており、複数の通貨間で換算ができます。

通貨の使い方と定義

グローバル ペイロールで多通貨を使用するには、以下のテーブルを設定および管理します。

• 通貨コード テーブル (CURRENCY_CD_TBL。通貨コード データを格納)

• 通貨建値テーブル (CURR_QUOTE_TBL。通貨建値方法データを格納)
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• 市場レート インデックス テーブル (RT_INDEX_TABLE。市場レート インデックス データを格納)

• 市場レート タイプ テーブル (RT_TYPE_TBL。市場レート タイプを格納)

• 市場レート データ テーブル (RT_RATE_TABLE。市場レート データを格納)

これらの PeopleSoft エンタープライズ コンポーネントのテーブルは、PeopleSoft Enterprise ヒューマン リ
ソース管理全体で使用されます。

参照: 『PeopleSoft Enterprise Components for PeopleSoft Enterprise HRMS and Campus Solutions 9.0
PeopleBook』の「Working With Currencies and Market Rates」

システムで使用する通貨コード、タイプ、為替レート、および基本通貨を定義したら、多通貨を使って給与
計算を実行するために、これらの情報がグローバル ペイロールでどのように使われるのかを知っておく
必要があります。

このセクションに出てくるページについてはこのドキュメントの他の箇所で詳しく説明されているので、ここ
では、通貨処理でこれらのページのフィールドがどのように使われるかについてだけ説明します。

通貨レート コード、レート タイプ、および為替レートを一度設定しておけば、これらを使って入力および
出力する金額を制御できます。

以下の表は、グローバル ペイロールにおける、2 つのレベルの通貨コードの扱い方を表しています。

レベル 通貨コードの用途

支給元 この支給元に属する全ての受給者の処理通貨が決
定されます。下位レベルで通貨コードの上書きが指
定されていない場合、金額はこの処理通貨で処理
されます。

データベースフィールドまたはエレメントの定義 職務テーブルまたは受給者データのコンポーネント
で、受給者の基本報酬をデータベースフィールドとし
て入力する際に通貨コードを入力できます。また、支
給や控除などほかのエレメントを定義するときも、そ
の定義に通貨コードを割り当てることができます。こう
することにより、このエレメントに値が入力されると、
そこで定義された通貨が適用されます。その後、この
通貨は純支給額処理で処理通貨として指定されてい
る通貨に換算されます。

グローバル ペイロールでは、ページ上で金額を入力するたびに通貨コードを指定する必要があります。
通貨コードを使って、入力する通貨の単位を指定します。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「通貨の設定と使い方」

支給元レベルでの通貨

給与計算処理では、支給元は組織の 上位レベルになります。全ての受給者は支給グループに割り当
てられます。各支給グループは、1 つの支給元だけに割り当てられます。支給元のページで入力された
通貨は、その支給元に割り当てられている全ての支給グループ、およびそれらの支給グループに割り当
てられている全ての受給者に適用されます。この支給元通貨を処理通貨といいます。
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支給元に関連付けられた受給者の計算は全て、その支給元通貨で行われます。処理の前に、全ての入
力アイテムがこの通貨に換算されます。処理が終わると、受給者ごとに全ての出力値が純支給額配分
情報と共に保存されます。 終的に、この情報は銀行支給ファイルに渡されます。出力金額から別の通
貨への換算は全て、この情報を受け取る団体 （銀行など） によって処理されます。

処理に使用する通貨がそれぞれの国や地域で規定されていない場合、入出力で もよく使用する通貨
を処理通貨として必ず定義してください。

注: 処理通貨は上書きできません。これは、ほかの通貨で金額の入力や出力ができないということではな
く、実際の処理がこの通貨で行われていることを意味します。デフォルト通貨が上書きされた場合でも、
支給額は処理通貨に換算されてから処理されます。

関連項目:

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「支給元の定義」 、 369ページ

エレメント レベルでの通貨

グローバル ペイロールには、多様な種類の金額エレメントがあります。通貨は、基本報酬およびその他
のエレメントに使用できます。

基本報酬で通貨を使用する場合

職務データ コンポーネントで受給者の基本支給額を入力するときは、金額に通貨コードを指定します。こ
の通貨が処理通貨と異なる場合、入力された金額は、受給者の支給が処理される前に処理通貨に換算さ
れます。通貨コードを入力しない場合、これらの金額は処理通貨の値と見なされ、換算は行われません。

注: 職務データ コンポーネントの通貨コードには、デフォルトとして支給元テーブルではなくインストール
テーブルの基本通貨が表示されます。基本通貨は必ずしも支給元通貨と同じである必要はありません。
基本通貨はグローバル ペイロールに影響しません。ただし、デフォルトの通貨コードを使って問題がない
かを確認してください。正しくない場合は変更してください。

その他のエレメントで通貨を使用する場合

エレメントの例として支給および控除があります。支給エレメントや控除エレメントを定義する場合、支給
エレメントまたは控除エレメントのコンポーネント フィールドに、変数などのほかのサポート エレメントを
入力します。ベースやレートなどのコンポーネント フィールドには、通貨フォーマットを指定できます。通
貨コードは、通貨フォーマットが指定されている全てのフィールドで指定する必要があります。バッチ シス
テムへの入力時に、金額の通貨が処理通貨に変換されます。金額が変数で定義される場合、変数プロ
グラムで金額が処理通貨に変換されます。その時点から、変換された値が計算で使用されます。変数が
支給計算で使用される場合は、変換された値が使用されます。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「システム エレメントの使い方」 、 86ページ

為替レート タイプと換算日

グローバル ペイロールの計算では、支給元レベルで定義された処理通貨でない通貨の値があると、給
与計算システムによる通貨換算が必要となります。通貨換算を行うには、使用する為替レート タイプと適
用する換算日が認識される必要があります。為替レート タイプと換算日については以下で説明します。
為替レート タイプと換算日が計算に使用されるのは、グローバル ペイロール内で行われる処理に対して
だけです。オンラインの通貨換算など、ほかの機能には適用されません。
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受給者レベルでの為替レート タイプと換算日

支給グループ コンポーネントの受給者職務データのデフォルトで定義した為替レート タイプと換算日を、
受給者レベルで上書きすることができます。たとえば、イギリスの 10 人の受給者がドイツで勤務している
とします。このうちの 9 人には銀行の公定レート、残りの 1 人には特別のレートを使用するとします。こ
れらの受給者が含まれる支給グループには、為替レート タイプに銀行の公定レートを定義します。しか
し、10 人目の受給者についてはこの値を上書きする必要があります。職務データ コンポーネントで為替
レート タイプを上書きすることができます。

受給者のデフォルトの値は、その受給者が含まれる支給グループに定義されている値です。この値を上
書きした場合だけ、受給者レベルの値がシステムに保存されます。

為替レートの換算日は、支給期間終了日、支給日、または支給期間開始日とカレンダー期間の日付とを
比較して決定されます。その結果、バッチ処理中に行う必要のある通貨換算に使われる為替レートが、
適切な有効日に基づいて決められます。

関連項目:

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「支給グループの定義」 、 374ページ

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「支給元の定義」 、 369ページ

第 4 章、 「受給者データの使い方」 、 39ページ

累計と通貨

累計の値は単一の通貨で管理されます。処理通貨を変更すると、累計の値は新しい処理通貨に自動的
に換算されます。つまり、7 月 1 日に処理通貨をフラン (FRA) からユーロ (EUR) に切り替えると、6 月 30
日時点の累計の値がユーロに換算されます。6 月 30 日より後に累計に加算、または累計から差し引か
れる金額は、ユーロで管理されます。

受給者が、異なる通貨で複数の国から給与を受け取る場合は、各通貨ごとに個別の累計を定義しておく
必要があります。たとえば、ある受給者が 1 つの国で勤務しており、その国の通貨で給与を受け取って
いるとします。累計には、その受給者の年間累計支給額が保存されます。この受給者の職務が変更さ
れ、異なる通貨を使用する国がもう 1 つの勤務先として定義されたとします。この場合、この受給者の支
給額を 1 つの累計に保存することができなくなります。したがって、2 つ目の国での年間累計支給額を保
存するために、新しい累計をもう 1 つ定義する必要があります。

多通貨にまたがった支給額の表示

多くのオンライン ページでは、1 つの通貨で表示された支給額や金額を別の通貨で表示できるため、シ
ステムでサポートされている全ての通貨で換算を管理できます。

グローバル ペイロールでは、データ入力用および情報表示用のページで、金額を多通貨で表示できます。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「通貨の設定と使い方」

オンライン通貨デフォルト

金額を入力するときには、通貨コードも入力する必要があります。デフォルトの通貨コードは変更可能で
す。
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通貨のデフォルトには、プライマリ権限リスト基本設定、エレメント定義、または支給元の値が使用され
ます。プライマリ権限リスト基本設定では、プライマリ権限リスト基本設定レコード (OPR_DEF_TBL_HR) の
EXCHNG_TO_CUR フィールドが参照されます。これは、プライマリ権限リスト基本設定のページで設定し
ます。このレコードには有効日がありません。支給元レコードおよびエレメント定義レコードには、有効日
があります。

以下の表は、デフォルトの通貨コードと有効日の一覧です。

ページ デフォルト通貨コードのソース 有効日

支給 プライマリ権限リスト基本設定 なし

控除 プライマリ権限リスト基本設定 なし

変数 プライマリ権限リスト基本設定 なし

ブラケット プライマリ権限リスト基本設定 なし

再計算/履歴抽出ルール プライマリ権限リスト基本設定 なし

ポジティブ入力 エレメント定義に通貨がある場合
はエレメント定義、そうでない場合
はカレンダー IDの支給元

エレメント定義がソースの場合
は、"定義の指定日"時点の定義
を使用します。支給元がソースの
場合は、支給期間終了日を使用
します。

サポートエレメント上書き エレメント定義に通貨がある場合
は支給元定義、そうでない場合は
支給元

現在の日付

エレメント定義に通貨がある場合
は支給グループ定義、そうでない
場合はその支給グループの支給
元

現在の日付

エレメント定義に通貨がある場合
は支給カレンダー定義、そうでな
い場合はカレンダーの支給グルー
プの支給元

支給期間終了日
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ページ デフォルト通貨コードのソース 有効日

エレメント定義に通貨がある場合
は受給者定義、そうでない場合は
プライマリ権限リスト基本設定

現在の日付

上書き エレメント定義に通貨がある場合
は受給者定義、そうでない場合は
プライマリ権限リスト基本設定

現在の日付

バッチ処理の通貨

以下は、バッチ処理の間に行われる通貨換算のステップです。

1. ユーザーは、自分が選択した通貨タイプを使って金額を入力します。

2. 為替レートが計算され、単一の処理通貨、つまり支給元レベルで定義されている処理通貨に換
算されます。

金額に通貨コードが関連付けられていない場合、エレメントは変換されず、その支給はエラーに
なります。

バッチ処理では標準の PeopleSoft 通貨換算アプリケーションが使われます。このアプリケーショ
ンによって換算が行われ、入力された通貨に対応する分子および分母が返されます。この処理
では、3 つの通貨を使った換算処理も行えます。

計算では、前の期間から取得されて別の通貨で保存されている累計値などの値は、現在の期間
の為替レート タイプと有効日に基づいて、現在の処理通貨に換算されます。

3. 計算は処理通貨で行われ、その結果は処理通貨で PINV アレイに保存されます。

4. 計算結果は適切なテーブルに処理通貨で保存されます。通貨換算に使われた為替レート、通貨
換算バッチ プログラムで使われた分子と分母、または 初に入力された金額と通貨コードは保
存されません。

バッチ処理で、金額フィールドに関連付けられた通貨コードが見つからなかった場合、つまりフィー
ルドが空白または通貨コードが無効な場合は、エレメントの変換ができないため、その支給はエ
ラーになります。

注: 計算に使われた元の金額および通貨コードを確認するには、入力ソース テーブルを参照してください。

以下のフローチャートは、バッチ処理で通貨がどのように処理されるかを表しています。

バッチ処理で使用される通貨
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インストール設定の定義
インストール設定を定義するには、インストール テーブル コンポーネント (INSTALLATION_TBL)、インス
トール設定コンポーネント (GP_INSTALLATION)、および国別設定コンポーネント (GP_COUNTRY) を使用
します。

グローバル ペイロールをインストールする際には、各組織に合わせてさまざまな設定やデフォルト値を
選択します。

このセクションでは、以下の作業を行う方法について説明します。

• グローバル ペイロール設定のアクティブ化

• デフォルトの国の設定

• グローバル ペイロールのインストール設定の定義

• スケジュール設定の定義および日付のロード

• 国別設定の定義

インストール設定の定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[製品] INSTALLATION_TBL1 [HRMS基本設定]、[インス
トール]、[インストール
テーブル]

インストールされている
PeopleSoft アプリケーショ
ンを定義します。

[国別指定] INSTALLATION_TBL3 [HRMS基本設定]、[インス
トール]、[インストールテー
ブル]、[国別指定]

国別の情報を定義します。

[インストール設定] GP_INSTALLATION [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[システム設定]、[イン
ストール設定]

グローバルペイロール特
有のインストール設定を
定義します。

[スケジュール設定] TL_INSTL_PUNCH [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[システム設定]、[イ
ンストール設定]、[スケ
ジュール設定]

勤務スケジュールのデフォ
ルト設定を定義します。

[日付テーブルのロード] TL_DATE_LOAD スケジュール設定ページの
[日付のロード]ハイパーリ
ンクをクリックします。

スケジュールの設定で使用
する日付をロードします。

[国別設定] GP_COUNTRY [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[システム設定]、[国別
設定]、[国別設定]

純支給額確認フォーミュ
ラ、デフォルト遡及方法、お
よび銀行振込処理や一般
会計処理などの国別設定
パラメータを定義します。

グローバル ペイロール設定のアクティブ化

製品ページにアクセスし、[グローバル ペイロール コア] チェック ボックスをオンにします。
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PeopleSoft Enterprise Payroll for North America、または PeopleSoft Enterprise 給与計算インターフェイス
を使用する場合は、それぞれのチェック ボックスもオンにします。従業員への支給には、グローバル ペイ
ロールだけを使うことも、ほかの給与計算アプリケーションを組み合わせて使うこともできます。たとえば、
3 つの職務を兼任している従業員に対し、1 つの職務についてはグローバル ペイロールで、別の職務に
ついては Payroll for North America で、さらにもう 1 つの職務については給与計算インターフェースでエ
クスポートしたデータを使用するサードパーティの給与計算システムで、給与を支給することができます。

グローバル ペイロールの国別拡張機能をインストールするには、製品ページの [グローバル ペイロール
国別機能] ハイパーリンクをクリックして、適用する国別拡張機能を選択します。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「PeopleSoft Enterprise HRMS の
設定とインストール」

デフォルトの国の設定

国別指定ページにアクセスします。

[国] フィールドには、組織が業務を行う主要な国を設定します。従業員の大多数が支給を受ける国を指
定してください。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「PeopleSoft Enterprise HRMS の
設定とインストール」

グローバル ペイロールのインストール設定の定義

インストール設定ページにアクセスします。
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インストール設定ページ

チェックポイント間隔

チェックポイント間隔には、データベースの 1 つのコミットから次のコミットまでの間に処理される従業員数
を指定します。[確認フェーズ] と [計算フェーズ] には、異なる間隔を指定することができます。"コミット"
された従業員は、技術的な問題で実行を再開しなければならない場合でも、再計算の必要はありません。

[進行状況表示間隔] 処理された従業員数を処理ログに出力する頻度を指定します。

休暇欠勤処理

[休暇欠勤履歴月数] 休暇取得エレメント処理およびデュレーション エレメントで使用するため
に、休暇欠勤日次履歴をバッチ処理にロードする月数を指定します。休暇
欠勤日次履歴は結果テーブル GP_RSLT_ABS からロードされます。

[出力時にポジティブ入
力をバンドル]

このチェック ボックスをオンにすると、休暇欠勤処理でポジティブ入力がバ
ンドルされます。可能であれば、1 行のポジティブ入力データとして給与計
算に送られます。同じパーセントやレートを持つ、同じ休暇欠勤イベントに
対するポジティブ入力データがまとめられます。ユニット値、金額値、およ
びベース値は合計されます。つまり、休暇欠勤処理から、日次データ行で
はなくバンドルされたポジティブ入力行が出力されます。作成されたポジ
ティブ入力結果テーブルに対するデータ保存領域のサイズを検討する際
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には、このことを考慮する必要があります。日次支給/控除エレメントの詳
細は保存されない点に注意してください。これは給与計算時の実際の支給
/控除計算にはいかなる影響も与えません。このチェック ボックスをオフに
すると、休暇欠勤処理で、生成されるポジティブ入力結果テーブルには日
次データ行が挿入され、給与計算の入力プロセスの一部として日次デー
タ行がバンドルされます。

参照: 第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 695ページ

パッケージ処理デフォルト

[スクリプト ロケーション] DMS スクリプトが作成される場所を入力します。デフォルトは空白です。
フィールドの下に、スクリプト ロケーションの入力方法を示す例が表示され
ます。

注: 値は規定パッケージおよび規定外パッケージのデフォルトになりま
す。このスクリプト ロケーションは、使用する PSNT プロセス スケジュー
ラに対して設定されたロケーションと一致している必要があります。これは
psconfig.cfg ファイルで設定されています。

[比較レポート印刷オ
プション]

このグループ ボックスは、印刷される比較レポートのセクションを制御しま
す。印刷するレポートのセクションを選択します。パッケージ処理ページに
表示されるオプションのデフォルトは、比較レポートを実行するたびに選択
される値です。チェック ボックスは処理ページで上書きできます。

レポート セクションの値は、以下のとおりです。

• [エラー/警告]: 比較中に発生した警告またはエラーを印刷する場合に
選択します。

• [修正]: ターゲット データベース内のエレメントとは異なるエレメントを印
刷する場合に選択します。

上記の 2 つのオプションには、提供されているデフォルトが反映されます。

• [新規]: 新規エレメントを印刷する場合に選択します。

• [削除]: 削除されるエレメントを印刷する場合に選択します。

• [変更なし]: 変更のないエレメントを印刷する場合に選択します。

[アップグレード処理の続行] このグループ ボックスは、エラーまたは警告がある場合にアップグレード
処理を行うかどうかを制御します。デフォルトでは、各値はオフになってい
ます。

有効値は以下のとおりです。

• [エラーあり]: エラーがあっても比較後にパッケージをアップグレードする
場合に選択します。

• [警告あり]: 警告があっても比較後にパッケージをアップグレードする場
合に選択します。

スケジュール設定の定義および日付のロード

スケジュール設定ページにアクセスします。
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スケジュール設定ページ

[日付のロード] クリックすると "日付テーブルのロード" ページにアクセスします。このペー
ジでは、スケジュールで使用する日付の範囲をロードすることができます。
1994 年から 2014 年までの日付は、あらかじめロードされています。この日
付範囲より前か後の日付をロードする場合にのみ、この機能を使用します。

[スケジュール合計オ
プション]

このフィールドは、People Soft Enterprise 勤務管理がインストールされて
いる場合にのみ有効です。食事、休憩、またはその両方の時間を、スケ
ジュール定義、シフト定義、およびスケジュール管理ページの予定勤務時
間の合計に含めるかどうかを指定します。オプションには、[休憩を含め
る]、[食事/休憩を含める]、[食事/休憩を除外]、および [食事を含める] が
あります。デフォルト値は [休憩を含める] です。

[スケジュール決定オ
プション]

スケジュール変更の決定方法を指定します。

新のスケジュール更新を使用して従業員のスケジュールを決定する場
合は、[ 新のスケジュール更新を採用] を選択します。使用される更新
は、サードパーティの従業員スケジュール システムからのものか、オンラ
イン スケジュール上書きになります。

オンライン スケジュール上書きを使用して 1 日のスケジュールを決定す
る場合は、[オンライン スケジュール上書きを採用] を選択します。サード
パーティの従業員スケジュール システムによるスケジュール更新は使用
されません。

[記録パターンのデフォルト値]

スケジュールのページで表示されるデフォルトの記録時刻タイプを順に指定します。また、[グリッドの列
見出し] フィールドを使用して、スケジュールのページで表示される記録時刻タイプの列見出しを変更す
ることもできます。
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関連項目:

第 13 章、 「スケジュールの使い方」 、 327ページ

国別設定の定義

国別設定ページにアクセスします。

国別設定ページ

[純支給額確認フォーミュラ] 優先順位による純支給額確認を使用する場合は、この国の純支給額確認
に使用する純支給額確認フォーミュラを指定します。純支給額確認を行う
と、控除後の純支給額がゼロ未満、または定義された下限額未満になるよ
うな控除は行われなくなります。優先順位による純支給額確認を使用する
と、まず全ての控除が処理順序に従って計算されます。その後、優先順位
の低い控除 (優先順位番号の大きいもの) から順に、ここで指定したフォー
ミュラの変換が行われます。このフォーミュラは、エレメントの計算または
純支給額の確認 (あるいはその両方) を行うか、またはエレメントの計算を
スキップするかを指示する値を返します。フォーミュラ作成のガイドラインに
ついては、「エレメント処理の定義」の章で説明されています。

注: 純支給額確認については、この PeopleBook の後の方で詳しく説明し
ます。

参照: 第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「純支給額
の確認と延滞処理について」 、 216ページ

[デフォルト遡及方法] 選択した国に対して使用するデフォルトの遡及方法を指定します。[繰越]
または [訂正] を選択します。

[不整合時の遡及方法] 以下の場合に使用する遡及方法を [訂正] または [繰越] から選択します。

• 従業員が複数の支給グループまたは支給元に関連付けられている場合
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• 同じ期間 ID が指定されている 2 つのカレンダーが、1 つのカレンダー
グループ内で異なる遡及方法を使用する場合

[受給者割当処理] [受給者割当処理] フィールドは、受給者割当をいつ処理するかを決定しま
す。以下のオプションから選択します。

• [セグメント終了日時点でアクティブな場合]: セグメント終了日に割当が
アクティブな場合に、受給者割当ページで入力されたエレメントを処理す
るには、このオプションを選択します。

• [セグメント期間内でアクティブな場合]: セグメント期間内の任意の時点
で割当がアクティブな場合に、受給者割当ページで入力されたエレメント
を処理するには、このオプションを選択します。

注: 支給/控除割り当ての比例配分が必要なときは、このオプションを使
用します。これは、支給/控除割り当ての比例配分を設定する手順の
初のステップです。さらに、受給者割り当てレコード (GP_PYE_OVRD) に
対して分割トリガ定義を作成する必要があります。

[割当比例配分の開始日] 割当処理オプションが [セグメント期間内でアクティブな場合] のときに、割
り当てを比例配分する開始日を入力します。日付を空白のままにすると、
比例配分は遡及期間を含む全処理期間で有効になります。開始日を入力
すると、比例配分は指定された日付以降に有効になります。この場合、前
の行に影響を与えることで遡及結果を変更する事態を、避けることができ
ます。

[ゼロ以外のデルタ コンポーネントを保存]

エレメント名のページ (GP_PIN) にある [結果] グループ ボックスの該当エレメントの設定に関係なく、ゼ
ロ以外の値のデルタ金額やデルタ コンポーネントを保存する場合は、このチェック ボックスをオンにしま
す。エレメントの保存オプションをデルタに継承する場合は、このチェック ボックスをオフにします。

以下の表は、チェック ボックスの設定が各レベルでどのように解釈されるかをまとめたものです。

エレメントの保存オプション 国のデルタ オプション エレメントを保存 国を保存

オン オン はい はい

オン オフ はい はい

オフ オン いいえ はい

オフ オフ いいえ いいえ

注: 遡及処理に関する情報については、この PeopleBook のほかの章で詳しく説明します。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

[現在の結果と調整の合計を使用]

このグループ ボックスの [銀行振込処理] と [一般会計処理] のどちらをオンにしても、遡及方法によっ
て影響範囲が異なります。

• [デフォルト遡及方法] が [訂正] の場合、銀行振込処理と一般会計処理のどちらを指定しても、訂正
遡及の動作に影響はありません。
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• [デフォルト遡及方法] が [繰越] の場合、遡及処理では前回の金額や再計算後の金額は取り消され
ません。その代わり、チェック ボックスの設定に従って、現在の結果 (V1R1) と調整の合計が銀行振込
処理または一般会計処理に使用されます。

注: 銀行振込処理や一般会計処理に対する遡及処理の動作については、この PeopleBook のほかの
章で詳しく説明します。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 939ページ

参照: 第 39 章、 「PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合」 、 1091ページ
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受給者データの使い方

この章では、受給者データ、PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理からのデータ取得、および受給者へ
の給与計算システムと支給グループの割り当てについての概要と、以下の作業の方法について説明します。

• 関係者の追加

• 受給者データの表示

• 受給者データの更新

• 銀行振込データの共有

• スケジュール データの共有

受給者データについて
グローバル ペイロールでは、職務データ、個人データ、銀行情報、スケジュールなど、ヒューマン リソー
ス管理で定義されている受給者データを使用します。

グローバル ペイロールには、以下の 3 つの受給者タイプがあります。

• 従業員

• 非従業員

• 職務を持つ関係者

これら全ての受給者タイプに対し、グローバル ペイロールで給与を支給することができます。

参照: PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理 9.0 PeopleBook: 人事・労務管理、 「PeopleSoft
Enterprise ヒューマン リソース管理での個人情報の追加」、 「個人情報の追加」

職務データ コンポーネントでヒューマン リソース管理に受給者を追加する際に、その受給者の給与計算
システムとしてグローバル ペイロールを指定し、その受給者を支給グループに割り当てます。この支給
グループにより受給者に対するデフォルト処理が定義されますが、これは上書きすることができます。

グローバル ペイロールで定義されているエレメントを使用すると、処理中にヒューマン リソース管理から
受給者固有の情報を取得することができます。たとえば、給与レート コード エレメントを使って、複数の
給与コンポーネントで使用される情報をヒューマン リソース管理から取得することができます。

ヒューマン リソース管理とグローバル ペイロールで統合されている部分には、職務データや個人データ
を扱う部分など、国別に異なるものがあります。これらのトピックの詳細については、ヒューマン リソース
管理およびグローバル ペイロールの対応する国別機能のドキュメンテーションを参照してください。

注: グローバル ペイロールには、ユーザーが照会できる受給者を制限する、受給者レベル セキュリティ
が用意されています。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 39



受給者データの使い方 第 4 章

関連項目:

第 38 章、 「セキュリティの定義」 、 1075ページ

ヒューマン リソース管理からのデータ取得について
このセクションでは、どのようにヒューマン リソース管理のデータが取得され、グローバル ペイロールで
以下のエレメントと共に使用されるかについて説明します。

• データベース システム エレメント

• アレイ

• 給与レート コード

• 周期

• トリガ

データベース システム エレメント

データベース システム エレメントには、ヒューマン リソース管理から取得した受給者関連データが含ま
れています。これらのデータは、通常は支給計算に使用されます。これらのエレメントの設定や、変換の
ための特別な処理は必要ありません。これらのエレメントは計算に使用される際に変換されます。

データベース システム エレメントは、以下のヒューマン リソース管理テーブルのデータによって作成され
ます。

• PERSON

• PERS_DATA_EFFDT (有効日付き個人データ)

• PER_ORG_ASGN_VW

• JOB (国別サブ レコードから取得したフィールドを含む)

• PER_ORG_ASGN (雇用形態)

• PER_ORG_INST (雇用ﾃﾞｰﾀ)

• ADDRESSES

• CONTRACT_DATA

• WKF_CNT_TYPE (従業員契約タイプ)

参照: 第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「システム エレメントの使い方」 、 86ページ

住所関連システム エレメントの使い方

ヒューマン リソース管理では、1 人の受給者に対して複数の住所を登録することができます。グローバル
ペイロールでは、これらの住所の中からどの住所を使用するかを指定できます。これには、フォーミュラ
および ADDRESS TYPE と呼ばれるデータベース システム エレメントを使用します。

給与計算プロセスを実行すると、セグメントまたはスライスの終了日時点で有効な住所データが取得され
ます。
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注: システム エレメントによって取得されたデータが 30 文字 (文字フィールド)、または整数 12 桁小数
6 桁 (数値フィールド) を超える場合、そのデータはバッチ処理で切り捨てられます。たとえば、ADDRESS
フィールドのシステム エレメントは、55 文字までのデータを含むことができますが、バッチ処理の際にデー
タの 後の 25 文字が切り捨てられます。

使用する受給者の住所を指定するには、以下の手順に従います。

1. システム エレメント ADDRESS TYPE に適切な文字値を割り当てるフォーミュラを作成します。

たとえば、値 HOME を ADDRESS TYPE に割り当てるフォーミュラを作成します。

2. 作成したフォーミュラをプロセス リストのセクションに追加します。

注: [HRMS 基本設定]、[基本テーブル]、[個人情報管理タイプ]、[住所タイプ] にある住所タイプ テーブ
ル ページでさまざまな住所タイプを確認することができます。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「個人情報基本テーブルの
設定」、 「住所タイプの定義」

アレイ

アレイは、データベース システム エレメントによるデータ取得が行われないテーブルやビューからデータ
を取得するエレメントです。たとえば、アレイを使って、ヒューマン リソース管理の福利厚生テーブル、ま
たは会社テーブルからデータを取得し、それをグローバル ペイロールで処理することができます。

参照: 第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「アレイ エレメントの定義」 、 91ページ

給与レート コード

給与レート コードを使って、ヒューマン リソース管理から給与コンポーネントのデータを取得し、グローバ
ル ペイロールに取り込むことができます。ヒューマン リソース管理からデータそのものが転送されるので
はなく、グローバル ペイロール内で値を計算するため、給与計算ごとに通貨換算を実行することができ
ます。グローバル ペイロールでは、給与レート コード エレメントを定義して、ヒューマン リソース管理の
テーブルに定義されている、対応する給与レート コードにリンクさせることができます。

参照: 第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「給与レート コード エレメントの定義」 、 114ページ

周期

ヒューマン リソース管理には、有効日を持つ周期テーブルがあり、周期ごとに周期年次化係数を入力し
ます。周期年次化係数の定義は、グローバル ペイロールの給与計算処理にとって重要です。

グローバル ペイロールでは、ヒューマン リソース管理と同じ周期テーブルにアクセスして、グローバル ペ
イロール全体における年次化および非年次化に使用します。ヒューマン リソース管理で周期を設定する
ときに、係数を関連付けます。たとえば、年次係数を 1、月次係数を 12、週次係数を 52 にします。

年次化および非年次化に使用する周期計算式は、ヒューマン リソース管理とグローバル ペイロールで
共通です。

• (年次額) = (金額) × (周期係数)

• (非年次額) = (年次額)/(周期係数)
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重要: ヒューマン リソース管理の周期テーブル ページで既存の周期の有効ステータス、周期タイプ、ま
たは周期年次化係数を変更すると、その周期を使用した過去の計算値には新しい値が反映されないこ
とを警告するメッセージが表示されます。

グローバル ペイロールで支給や控除を定義する際に、ヒューマン リソース管理の周期係数が指定され
ます。支給エレメントや控除エレメントの年次化は、指定された周期係数を使用して行われます。支給エ
レメントや控除エレメントの非年次化は、指定されたカレンダー期間の周期を使用して行われます。ただ
し、ジェネレーション コントロール周期が指定されている場合は例外です。その場合は、支給や控除の
年次化は指定された周期係数を使用して行われますが、非年次化はジェネレーション コントロール周期
を使用して行われます。

グローバル ペイロールでは、周期は以下に使用されます。

• エレメント定義

• ジェネレーション コントロール

• カレンダー期間 (処理中の周期を定義する場合)

• 給与レート コード エレメント

• システム エレメント

参照: 第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「計算ルールおよびコンポーネント」 、
191ページ; 第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「周期およびジェネレーション コ
ントロールによる計算」 、 193ページ および PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎
PeopleBook、 「周期の設定と使い方」

トリガ

グローバル ペイロールでは、トリガにより、ヒューマン リソース管理のデータの変更に対応して、反復、
分割、または遡及処理を起動することができます。たとえば、給与レートの遡及昇給を検出するトリガを
作成すると、前の期間が再処理され、受給者に支払う金額が計算されます。

トリガはフィールド レベルおよびレコード レベルのデータ変更に対応できます。

グローバル ペイロールでは、一括トリガを作成することもできます。一括トリガを使用すると、設定テーブ
ルのデータ変更時に起動される受給者トリガを生成することができます。一括トリガは、特定のコンポー
ネントの特定のレコードに対して設定できます。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ および 第 31 章、 「一括トリガの設定」 、 837ページ

受給者への給与計算システムと支給グループの割り当てについて
グローバル ペイロールを使用して給与を支給する受給者それぞれに対し、以下の処理を行う必要があ
ります。

1. "インストール テーブル" の製品ページで、給与計算システムとして [グローバル ペイロール コ
ア] チェック ボックスをオンにします。

2. ヒューマン リソース管理の "職務データ" の給与計算ページで、給与計算システムとして [グロー
バル ペイロール] を選択します。

3. "職務データ" の給与計算ページで、受給者を支給グループに割り当てます。
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支給グループの割り当てにより、受給者の [有資格グループ]、[為替レート タイプ] および [使用レート
の指定日] フィールドのデフォルト値が決まります。これらのデフォルト値は、"職務データ" の給与計算
ページで上書きすることができます。

注: "職務データ" の給与計算ページで受給者の支給グループを選択する前に、グローバル ペイロー
ルの一般設定の一部として、あらかじめ受給者の職務データのデフォルトを支給グループ名ページで定
義する必要があります。

注: "職務データ" の給与計算ページで受給者の休日スケジュールを指定しない場合、その受給者の支
給グループに割り当てられている休日スケジュールが給与計算処理に使用されます。

参照: 第 14 章、 「組織構造の定義」 、 361ページ; PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの
基礎 PeopleBook、 「PeopleSoft Enterprise HRMS の設定とインストール」 および PeopleSoft Enterprise
ヒューマン リソース管理 9.0 PeopleBook: 人事・労務管理、 「雇用データの追加」

受給者の給与計算システムを指定することができる処理には、以下の 3 つがあります。

• 採用

• 再雇用

• 給与計算システムの変更

雇用または再雇用の処理中に、"職務データ" の給与計算ページで受給者の給与計算システムを指定
すると、指定された給与計算システムを示す給与計算システム フラグを持つ行が、各受給者の職務レ
コードに作成されます。

また、給与計算システムの変更処理を行って、給与計算システムを指定することもできます。

たとえば、もともとヒューマン リソース管理は導入されていたけれども、給与計算にはサードパーティの
給与計算システムが使用されていたとします。その後、2004 年 1 月 1 日にグローバル ペイロールに移
行することが決まったとします。そこで、グローバル ペイロールを指定する給与計算システム フラグを持
つ行を職務レコードに追加します。そうすると、2004 年 1 月 1 日時点で有効な支給期間に対する受給者
データの計算および支給には、グローバル ペイロール システムが使用されます。

重要な点

給与計算システムとしてグローバル ペイロールを指定する場合の重要な点をいくつかご紹介します。

• グローバル ペイロールで受給者を処理するには、受給者の職務レコードが存在する必要があります。
給与計算システム フラグや支給グループに関する情報は、受給者の職務レコードに格納されている
からです。これは、どの受給者タイプ (従業員、非従業員、および職務を持つ関係者) に対しても当て
はまります。

• グローバル ペイロールでは、受給者が給与計算システムに関連付けられている期間の給与計算シス
テム フラグがグローバル ペイロールに設定されている受給者のみを処理します。

• グローバル ペイロールでは、将来のデータに対して給与計算システム フラグをグローバル ペイロー
ルから別の給与計算システムに変更することができます。

• グローバル ペイロールでは、過去のデータに対して給与計算システム フラグをグローバル ペイロー
ルから別の給与計算システムに変更することができます。

注: 給与計算システム フラグ変更に対して、遡及トリガおよび期間分割トリガを作成することをお勧め
します。
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• 受給者がグローバル ペイロールに追加され、給与計算システム フラグ インジケータがグローバル ペ
イロールに設定されると、GP_PAYEE_DATA レコードに行が作成されます。

この時点で、グローバル ペイロールの遡及計算開始日は職務有効日に設定されます。グローバル ペ
イロールの処理中に、遡及可能な も古い有効日が遡及計算開始日になります。また、この日付以降
の日付に遡及計算開始日が更新されることはありません。職務有効日が修正されたり、この日付より
前の有効日でグローバル ペイロールに雇用レコードが追加されたりなど、遡及計算開始日の修正が
必要となる場合、グローバル ペイロールの遡及制限割当ページで手動で修正を行う必要があります。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

• 給与システム間の統合はありません。

たとえば、PeopleSoft Enterprise 給与計算インターフェイスからグローバル ペイロールに切り替えても、
残高やデータは自動的には転送されません。情報の転送は、それぞれの組織で行う必要があります。

職務データ レコードの追加または変更時のシステムの動作

受給者の職務レコードが作成されると、システム上でもなんらかの作業が行われます。たとえば、スケ
ジュール割り当てテーブルに行が追加され、対象の従業員が使用するデフォルトのスケジュールが設定
されます。デフォルトのスケジュールは、グローバル ペイロールでは支給グループ レベルで、PeopleSoft
Enterprise 勤務管理ではワークグループ レベルで割り当てられます。この処理は、受給者がグローバル
ペイロールから支給を受けているかどうかに関係なく行われます。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「遡及削除」 、 935ページ

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「タイム レポーターの設定」、 「グループへの
スケジュールの割り当て」

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「PeopleSoft Enterprise HRMS の
設定とインストール」、 「導入する PeopleSoft アプリケーションの選択」

関係者の追加
このセクションでは、グローバル ペイロールへの関係者の追加の概要、および関係者の追加方法につ
いて説明します。

関係者について

関係者とは、従業員でも非従業員でもないけれども、このシステムによって給与を支給されている人を指
します。関係者がグローバル ペイロールで給与を支給されている場合、その関係者は関係者タイプがグ
ローバル ペイロール受給者として、システムに追加されます。

関係者の追加は、グローバル ペイロールの [関係者情報の追加] コンポーネントを使用して行います。
このコンポーネントは、ヒューマン リソース管理の [個人情報の追加] コンポーネントと同じです。関係者
の追加はどちらのアプリケーションからでも行うことができますが、グローバル ペイロール固有の受給者
を追加する場合は、グローバル ペイロールの [関係者情報の追加] コンポーネントを使用した方が処理
が簡単です。
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関係者の追加に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[関係者情報の追加] GP_ADD_PERSON [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[関係者情報の追加]

グローバルペイロールに
関係者の受給者を追加
します。

関係者の追加

"関係者情報の追加" ページにアクセスします。

"関係者情報の追加" ページ

[従業員 ID] 関係者の従業員 ID を入力します。

[関係者タイプ] グローバル ペイロールで給与を支給する場合は、[グローバル ペイロー
ル受給者] を選択します。

[個人情報の追加] 関係者情報を設定して [個人情報の追加] ボタンをクリックすると、ヒュー
マン リソース管理の個人情報コンポーネントが表示されるので、個人情報
を入力します。ここで雇用データ (グローバル ペイロールの関係者の受給
者) を追加することができます。そうすると、ヒューマン リソース管理の職務
データ コンポーネントが表示されるので、給与計算システムや支給グルー
プなどの給与計算に関連するデータを入力します。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理 9.0 PeopleBook: 人事・労務管理、 「PeopleSoft Enterprise
ヒューマン リソース管理での個人情報の追加」

PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理 9.0 PeopleBook: 人事・労務管理、 「雇用データの追加」

受給者データの表示
このセクションでは、グローバル ペイロールの受給者データに関するページの概要と職務情報の表示方
法について説明します。
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グローバル ペイロールの受給者データのページについて

グローバル ペイロールには、受給者データに関連するページが 2 つあります。職務情報ページと遡及
制限割当ページです。このセクションでは、職務情報ページでの受給者の職務データの表示について説
明します。遡及制限割当ページについては、この PeopleBook の後の方で説明します。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「遡及期間と繰越遡及期限の設定」 、 886ページ

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「受給者レベルでの遡及処理制限の定義」 、 913ページ

職務情報の表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[職務情報] GP_PYE_DATA [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[職務情報確認]

ヒューマンリソース管理で
受給者の職務レコードに保
存されているグローバル
ペイロールの固有情報、お
よび職務レコードの支給グ
ループに関連付けられてい
る支給元が表示されます。

職務情報の表示

職務情報ページにアクセスします。

職務情報ページ

このページに表示されるデータを変更するには、"職務データ" の給与計算ページ、またはその他の職
務データのコンポーネントを使って、ヒューマン リソース管理の職務レコードを更新する必要があります。

[給与計算システム] 受給者の給与計算システムが表示されます。有効値は以下のとおりです。

GP (グローバル ペイロール)

NA (Payroll for North America)

OT (その他)

PI (給与計算インターフェイス)

[支給グループ] 受給者の支給グループが表示されます。

[支給元] 受給者の支給元が表示されます。

[有資格グループ] 受給者の有資格グループが表示されます。

[為替レート タイプ] 受給者の為替レート タイプが表示されます。この値はヒューマン リソース管
理に保存されています。グローバル ペイロール固有の値ではありません。
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[使用レートの指定日] 通貨換算レートを取得する際に使用される有効日が表示されます。有効
値は、カレンダー ID に基づいた支給期間開始日、支給期間終了日、およ
び支給日です。

注: [有資格グループ]、[為替レート タイプ]、および [使用レートの指定日] フィールドの値は、受給者レ
ベルで上書きされている場合にのみ表示されます。支給グループのデフォルト値が使用される場合は、
これらのフィールドは空白です。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「通貨の設定と使い方」、 「現在
の為替レート計算に関する情報の表示」

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「受給者レベルでの遡及処理制限の定義」 、 913ページ

受給者データの更新
受給者の職務データまたは個人データを変更する必要がある場合、有効日付きの行を新規に追加しま
す。職務データや個人データの既存行を変更すると、データが壊れる可能性があります。

たとえば、給与計算プロセスの実行後に、既存の職務データ行または個人データ行の受給者データを変
更するとします。支給キーを変更すると、遡及プロセスが起動され、以前の支給の取り消しを行おうとし
ます。しかし、支給を取り消すセグメントのために作成されたデルタのどれとも職務レコードの支給キー
が一致しないため、この支給はエラーになります。

これを修正するには、職務レコードを元に戻して、同一有効日連番が異なる行を新規に挿入します。

銀行振込データの共有
グローバル ペイロールでは、ヒューマン リソース管理にある銀行テーブル、銀行支店テーブル、および
送金元銀行口座テーブルを使用します。これらのテーブルは、銀行の名称、住所、口座名、および銀行
ID などの一般銀行情報の定義に使用できます。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「銀行および銀行支店の
設定」

グローバル ペイロールには、受給者の銀行口座情報や支給詳細の定義で使用される銀行振込関連の
ページが追加されています。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 939ページ

スケジュール データの共有
このセクションでは、以下の方法について説明します。

• ヒューマン リソース管理との休日スケジュールの共有

• 勤務管理とのスケジュール割り当ての共有
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ヒューマン リソース管理との休日スケジュールの共有

グローバル ペイロールでは、ヒューマン リソース管理で作成される休日スケジュールを使用します。休
日スケジュール情報は、受給者の職務レコードに保存されています。グローバル ペイロールではこの休
日スケジュールを使用して、休暇欠勤処理で日次データを作成し、休暇残数を更新します。また、休日ス
ケジュールを使用して、給与計算処理および休暇欠勤処理でカウント エレメントの変換が行われます。

ヒューマン リソース管理の職務レベルで受給者の休日スケジュールが定義されていない場合、グローバ
ル ペイロールでは、受給者の支給グループに定義されている休日スケジュールが使用されます。支給
グループに定義された休日スケジュールは、デフォルトでは職務レコードに表示されません。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「組織構造基本テーブルの設定」、
「休日スケジュールの設定」

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 361ページ

勤務管理とのスケジュール割り当ての共有

グローバル ペイロールおよび勤務管理では、スケジュールの設定や割り当てに多数の共通ページや共
通レコードを使用します。つまり、両方のアプリケーションを使用している組織では、スケジュールの作成
および割り当ては 1 回で済みます。

グローバル ペイロールでのスケジュール割り当てのバッチ処理は、勤務管理とは違った処理になりま
す。グローバル ペイロールの処理では、受給者がデフォルトの勤務スケジュールを使用している場合、
支給グループで定義されている勤務スケジュールがデフォルトとして使用されます。勤務管理の処理で
は、受給者がデフォルトの勤務スケジュールを使用している場合、ワークグループで定義されている勤務
スケジュールがデフォルトとして使用されます。

グローバル ペイロールではスケジュールを、支給グループのデフォルトではなく受給者レベルで割り当
てることもできます。"勤務スケジュールの割当" ページ ([主スケジュールの詳細] タブおよび [代替ス
ケジュールの詳細] タブ) で、スケジュールおよび代替スケジュールを受給者に個別に割り当てることが
できます。

重要な点

勤務スケジュールについての重要な点をいくつかご紹介します。

• 受給者のデフォルトの勤務スケジュールおよび代替勤務スケジュールは、職務レコードには保存され
ません。

これらの情報は勤務管理とグローバル ペイロールが共有している PS_SCH_ASSIGN テーブルに保存
されます。受給者が採用されると、新しい行が追加され、デフォルトの勤務スケジュールが受給者デー
タに適用されます。

• 受給者のデフォルトの勤務スケジュールおよび代替勤務スケジュールは、"勤務スケジュールの割当"
ページの [主スケジュールの詳細] タブおよび [代替スケジュールの詳細] タブで、受給者レベルで上
書きすることができます。

関連項目:

第 13 章、 「スケジュールの使い方」 、 「勤務スケジュールの割り当て」 、 346ページ

第 41 章、 「PeopleSoft Enterprise 勤務管理との統合」 、 1145ページ

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 361ページ
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エレメントの一般情報の定義

この章では、エレメント、エレメントの分類、データ取得エレメント、計算エレメント、および構造化エレメントにつ
いての概要と、以下の作業の方法について説明します。

• エレメント タイプの定義

• 入力タイプの定義

• 入力タイプの選択と使用先レコードとフィールドの組み合わせの表示

• 産業とカテゴリの定義

• エレメント名の定義

• コンポーネント エレメント情報の更新

• サフィックスの定義

エレメントについて
グローバル ペイロールのエレメントには多くの種類があり、それぞれに独自の使用目的があります。エレ
メントは使用方法によって、さまざまなカテゴリに分類することができます。エレメントは、データの取得、
結果の計算、またはその他のエレメントの処理順序の定義などに使用することができます。それ自身が
独立したエレメントである場合もありますが、サポート エレメントと呼ばれる、ほかのエレメントの構成要
素になっているエレメントもあります。

エレメントを定義する前に、エレメント タイプや入力タイプの定義といった基本設定を 1 回だけ行い、エレ
メント分類に活用します。こうすることにより、組織に も適した形でエレメントを使用することができます。

各エレメント タイプにはそれぞれ固有の特徴がありますが、全てのエレメント タイプは共通の属性を有し
ています。これらの属性は同じ方法で定義および保存されます。エレメント名を定義した後は、コンポー
ネント エレメントを使用して、ルールなどの情報を追加することができます。

エレメントの分類について
エレメントはさまざまなカテゴリに分類することができます。以下の表は、エレメントを機能別に分類した
ものです。
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データ取得エレメント 計算エレメント 構造化エレメント

システムエレメント 変数 エレメントグループ

アレイ 日付 セクション

書き込み可能アレイ デュレーション プロセスリスト

ブラケット フォーミュラ

給与レートコード 端数処理ルール

仮再計算 カウント

再計算/履歴抽出ルール 比例配分ルール

支給

控除

休暇付与

休暇取得

累計

ジェネレーションコントロール

また、エレメントは、主要エレメント、サポート エレメント、またはその他のタイプのエレメントなど、エレメ
ント タイプ別に分類することもできます。主要エレメントは、単独で使用できます。サポート エレメントは、
支給エレメントや控除エレメントなど、より複雑なエレメントを作成するために使用されます。その他のエ
レメントは、有資格条件、累計、およびある種のルールなどを定義するために使用されます。

以下の表は、エレメントをエレメント タイプ別に分類したものです。

主要エレメント サポート エレメント その他のエレメント

支給 システムエレメント 再計算/履歴抽出ルール

控除 アレイ 端数処理ルール
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主要エレメント サポート エレメント その他のエレメント

休暇付与 ブラケット 比例配分ルール

休暇取得 給与レートコード 累計

変数 仮再計算

日付 エレメントグループ

デュレーション セクション

フォーミュラ プロセスリスト

カウント ジェネレーションコントロール

書き込み可能アレイ

データ取得エレメントについて
PeopleSoft から提供されているデータ取得エレメントもありますが、その他にユーザー自身がデータ取得
エレメントを定義することもできます。このセクションでは、以下について説明します。

• システム エレメント

• アレイ

• 書き込み可能アレイ

• ブラケット

• 給与レート コード

• 仮再計算

• 再計算/履歴抽出ルール

システム エレメント

システム エレメントは PeopleSoft によって提供および管理され、給与計算ルールの定義に使用できる情
報を含んでいます。システム エレメントを変更したり、それらを定義するために特別な処理を行う必要はあ
りません。ユーザーによるシステム エレメントの追加はできませんが、名称を変更することは可能です。

システム エレメントには、以下の 2 つのタイプがあります。

• データベース システム エレメント
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データベース システム エレメントは、受給者に関するデータを取得するエレメントと考えることができま
す。これらには、部門 ID、所在地、および個人データなどの、計算に頻繁に使用されるデータが格納さ
れます。データベース システム エレメントは、計算に使用されるときにだけ変換されます。

• システム計算エレメント

システム計算エレメントは、給与計算処理によって値がロードされますが、実際のデータベース フィー
ルドではありません。システム計算エレメントが変換されるかどうか、またいつ、どんな方法で変換され
るかは、エレメントの使用目的およびタイプによって決まります。

たとえば、支給期間終了日や期間タイプなどは総額/純額計算の始めに毎回変換されますが、休暇欠
勤計算で使用される日次データは毎日計算されます。また、給与レート コードと共に使用されるシステ
ム計算エレメントなどは、給与レート コード エレメントが計算に使用される場合にのみ変換されます。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「システム エレメントの使い方」 、 86ページ

アレイ

アレイによって、フィールドとエレメントがリンクされます。アレイには、グローバル ペイロールによってシ
ステム エレメントに値がロードされないデータベース テーブルのデータが格納されます。また、グローバ
ル ペイロール以外のテーブルに保存されている複雑なデータを取得する場合にも、アレイを使用できま
す。たとえば、アレイを作成して、PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理の DEPENDENT_BENEF
テーブルから、受給者の扶養家族の誕生日データを取得することができます。

アレイは、COBOL プログラムで処理中にデータが保存される一時テーブルです。処理が終了すると、そ
のプログラムによって一時アレイから出力テーブルにデータが書き込まれます。

アレイの使用方法は、次の 2 つの処理ステップから成ります。

1. データベースからデータを取得する。

2. 取得したデータをそれ以降の処理で使用する。

アレイを定義する際には、必要な情報をシステムに入力して、これらのステップを両方とも実行できるよ
うにしておく必要があります。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「アレイ エレメントの定義」 、 91ページ

第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「バッチ処理で使用されるアレイ (技術情
報)」 、 22ページ

書き込み可能アレイ

書き込み可能アレイを使うと、ユーザー定義のエレメントの値をテーブルの行に書き込むことができます。
書き込み可能アレイは、多くの点で標準のアレイとは反対の性質を持っています。

書き込み可能アレイを使って、独自の結果テーブルにデータをロードすることができます。まず PeopleSoft
アプリケーション デザイナを使って結果テーブルを作成します。その後、グローバル ペイロールの書き込
み可能アレイ コンポーネントで、バッチ処理時にそのテーブルに値をロードするエレメントを定義します。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「アレイ エレメントの定義」 、 91ページ
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ブラケット

ブラケットを使って、他の値に基づいて検索テーブルの値を検索、取得することができます。

たとえば、年功ベースの賞与が支給されているとします。受給者の勤続年数に基づいた正確な賞与の金
額を検索するために、ブラケットを作成します。

注: ブラケットを定義する前に、検索ルールに関連のある構成要素を全て定義しておく必要があります。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「ブラケット エレメントの定義」 、 104ページ

給与レート コード

給与レート コード エレメントを使って、固定的賃金や固定的賃金外の給与などを含む、複数の給与デー
タを変換します。給与レート コード エレメントを使用して、ヒューマン リソース管理から複数の給与データ
を取得し、グローバル ペイロールに取り込みます。ヒューマン リソース管理からデータそのものが直接
転送されるのではなく、グローバル ペイロール内で値の計算が行われるため、給与計算を実行するたび
に通貨換算を行うことができます。

ヒューマン リソース管理の給与レート コードは、グローバル ペイロールでは自動的に変換されません。
給与レート コードを使用して支給を行うには、グローバル ペイロールで支給エレメントを設定し、その支
給エレメントの定義内で給与レート コード エレメントを指定します。支給対象とする給与レート コード エ
レメント全てに対し、支給エレメントを定義する必要があります。

注: グローバル ペイロールで給与レート コード エレメントを定義したら、そのエレメントを HR であらか
じめ定義されている給与レート コードと関連付けます。グローバル ペイロールの導入後にヒューマン リ
ソース管理で給与レート コードを作成した場合に限り、対応する給与レート コード エレメントがグローバ
ル ペイロールに自動的に作成されます。

注: グローバル ペイロールでは、レート マトリックスをマッピングすることはできません。グローバル ペイ
ロールでマッピングできるのは、単純な給与レート コードのみです。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「給与レート コード エレメントの定義」 、 114ページ

仮再計算

一時的な再計算を実行し、その結果を保存せずに返したいときは、仮再計算ルールを定義します。仮再
計算とは通常の計算処理で実行される補助的な計算のことで、特定のパラメータを仮に使用した場合の
純額を算出できます。この計算結果は、その後の通常の計算処理で使用されます。仮再計算は必ず通
常の計算の中で開始され、1 人の受給者、特定の期間のセットに対して実行されます。仮再計算の中間
結果は、通常の計算で使用される結果の一部以外は、必要とされないので無視されます。

仮再計算を使用する例の 1 つとして、産前産後休業があります。仮に、受給者が休業前の 3 か月間の
平均純支給額に基づいて、3 か月分の産休手当を与えられているとします。一定の条件 (この場合は、
出産) を満たした場合に限り、平均純支給額が計算されます。受給者が産前産後休業の間は、この平均
額が必要となります。ある値が変更されると、その変更データの有効日が後の日付であっても、元の 3
か月分の平均額を再計算する必要があります。
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関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「仮再計算エレメントの定義」 、 123ページ

再計算/履歴抽出ルール

再計算/履歴抽出ルール エレメントは、過去の期間のデータを取得するルールの設定に使用します。再
計算/履歴抽出ルールは、フォーミュラおよび仮再計算で使用されます。

再計算/履歴抽出ルールを使った例として、3 か月分の給与の移動平均を計算する場合があります。た
とえば、今が 4 月の支給期間の終わりだとします。3 か月前、すなわち 1 月の始めまでさかのぼって、
受給者の給与の平均額を計算する再計算/履歴抽出ルールを定義します。5 月の支給期間に移った場
合は、今度は 2 月までさかのぼって 3 か月分の平均額が計算されます。常に直前の 3 か月間の平均
額が計算されます。

再計算/履歴抽出ルールは、以下のように利用できます。

• エレメント定義ページで支給エレメント、または控除エレメントに割り当てます。

• グローバル ペイロールの支給/控除、累計、またはエレメントの各結果テーブルに保存されるエレメン
トに割り当てます。

• 仮再計算エレメントによる再計算の期間検出に使用します。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「再計算/履歴抽出ルール エレメントの定義」 、 129ページ

計算エレメントについて
計算エレメントを使用して、フォーミュラ、支給、控除などのエレメントを計算します。

このセクションでは、以下について説明します。

• 変数

• 日付

• デュレーション

• フォーミュラ

• 端数処理ルール

• カウント

• 比例配分ルール

• 支給

• 控除

• 休暇付与

• 休暇取得

• 累計

• ジェネレーション コントロール
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変数

変数エレメントを使用して、文字、日付、または数字などの値を定義および格納します。たとえば、1 月 1
日現在、3 つのフォーミュラと 2 つの支給エレメントがあり、それぞれで通貨係数 20 を使用して計算が行
われているとします。また、4 月 1 日にこの係数は 25 に変更される予定になっているとします。変数エレ
メントを使用しない場合は、有効日付きの変更を 5 つそれぞれに対して行う必要があります。しかし、こ
の係数を変数エレメントとして定義すると、変数自体に対する有効日付きの変更 1 回だけで済みます。
これで、この変数が使用されているところでは 25 という新しい係数が使われます。

変数は、アレイと共に使用できる唯一のエレメントです。アレイを作成すると、その値を変数にロードする
ことができます。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「変数エレメントの定義」 、 149ページ

日付

日付エレメントを使用することにより、既存の日付を基準として日付を加算、または減算して、新しい日付
を計算することができます。たとえば、受給者が勤続 5 年目になる日付を計算するには、受給者の採用
日に 5 年を加算します。

また、日付は分解することができます。たとえば、その日付の年だけを知りたい場合、日付エレメントを使
用してその日付を年、月、または日に分けて取り出します。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「日付エレメントの定義」 、 152ページ

デュレーション

デュレーション エレメントを使用して 2 つの日付の間の期間を計算します。デュレーションは、1 つの日
付をもう 1 つの日付から引いた結果です。デュレーションは、年数、月数、または日数で定義します。

たとえば、受給者の年齢を計算するには、その受給者の誕生日とカレンダー期間終了日の間のデュレー
ションを計算します。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「デュレーション エレメントの定義」 、 138ページ

フォーミュラ

フォーミュラを使用して、独自のエレメントを作成します。フォーミュラ エレメントとして、複雑なルール、数
式、および反復計算を定義することができます。

たとえば、従業員の休暇付与、四半期の賞与、年金プランへの従業員拠出金を計算するフォーミュラな
どを定義することができます。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「フォーミュラ エレメントの定義」 、 156ページ
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端数処理ルール

端数処理ルールを使用して、フォーミュラ、支給、控除などの数値に変換されるエレメントに端数処理を
適用します。端数処理ルールは、端数処理が正常に行われると 1、正常に行われないと 0 に値が変換
されます。

たとえば、変換済みの値を小数第 2 位までで切り捨てる端数処理ルールを定義するとします。計算によっ
て変換された値が 2.833333 であるとします。端数処理ルールによってこの値は 2.83 に切り捨てられます。

桁数または少数部桁数などで端数処理を行うか、または増分の値を使用して端数処理を行うかを指定し
ます。また、[指定値以上は切上、未満は切捨]、[切上げ]、[切捨て] から端数処理のタイプを選択します。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「端数処理ルール エレメントの定義」 、 169ページ

カウント

カウントは、日次ベースで計算および集計を行うための手段です。たとえば、カウントを使用して受給者
の勤務時間数を管理するとします。カウント エレメントを使用すると、1 日ごとに勤務時間を確認し、定義
された期間内の勤務時間の累計を取ることができます。

カウント フォーミュラを定義すると、このカウントを比例配分ルールに関連付けることができます。分割が
発生すると、比例配分ルールで使用されているカウント エレメントによって、時間数の比例配分に使用す
る分子と分母が決定されます。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「カウント エレメントの定義」 、 175ページ

比例配分ルール

比例配分ルールを使用して、分割が発生した際に値を比例配分します。

比例配分ルールでは分子と分母を定義して、分割の対象となる期間の値に適用します。

たとえば、6 月 1 日から 6 月 30 日までの支給期間があり、6 月 1 日から 6 月 10 日までのセグメントを
設定する場合、分子をセグメントの期間 (6 月 1 日から 6 月 10 日)、分母を支給期間の全体 (6 月 1 日
から 6 月 30 日) として定義します。比例配分ルールは 0.333 (10/30) に変換されます。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「比例配分ルールの定義」 、 177ページ

支給

支給エレメントを使用して、給与、賞与、手当、コミッション、年金および退職金などの受給者への全ての
給与タイプを定義します。

支給エレメントには、次の 4 つのタイプの計算ルールを定義することができます。

• 金額

• ベース×パーセント

• ユニット×レート

• ユニット×レート×パーセント
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たとえば、支給エレメント EARNINGS1 の計算ルールをユニット×レートとして定義することができます。
このエレメントのコンポーネント (ユニットとレート) には、エレメントと同じ属性が適用されます。エレメント
の値を変更すると、コンポーネントの値も変わります。一度支給エレメントを定義すると、そのコンポーネ
ントを再利用することができるので、新しいエレメントを作成するたびにコンポーネントを定義し直す必要
がなくなります。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの定義」 、 200ページ

控除

控除エレメントを使用して、受給者に対してさまざまなタイプの控除を定義します。控除には、退職プラン
に対する拠出金などのように任意のものも、税金や差し押さえのように法律で定められているものもあり
ます。

控除エレメントには、次の 4 つのタイプの計算ルールを定義することができます。

• 金額

• ベース×パーセント

• ユニット×レート

• ユニット×レート×パーセント

レート、ユニット、ベース、およびパーセントのコンポーネントに加えて、以下の 3 つのコンポーネントが
控除用に用意されています。

• 未控除額

• 回収額

• 延滞加算額

また、受給者の延滞を継続して管理するために、延滞残高累計も作成されます。延滞を使うと、純支給
額が不足しているために今回の給与計算の実行から差し引けない控除額を保存できます。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「控除エレメントの定義」 、 215ページ

休暇付与

休暇付与エレメントを使用して、休暇や休職などの休暇欠勤を管理します。休暇付与には、次の 2 つの
タイプがあります。

• 周期ごと

休暇欠勤があるかどうかにかかわらず、休暇付与日数が計算されます。

たとえば、1 年に 12 日の休暇が受給者に与えられていて、この付与は毎月 10 時間ずつ累積されると
します。この付与では、使用されるかどうかにかかわらず、規定の量が毎月計算および更新されます。

• 休暇欠勤ごと

休暇欠勤がある場合にのみ、休暇付与日数が計算されます。
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関連項目:

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 269ページ

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇付与エレメントの定義」 、 290ページ

休暇取得

休暇取得エレメントを使用して、休暇欠勤が有給休暇の対象となる条件を定義します。休暇取得エレメ
ントには、休暇取得日数の下限および上限のルールの定義も含まれます。休暇取得エレメントを設定し
て、時間、日、またはその他の単位で累計を行います。

たとえば、1 年に 12 日の休暇を付与されている受給者が 5 日間の休暇を取る場合、この受給者の休暇
取得日数は 5 日になります。

休暇取得コンポーネントで休暇取得ルールを定義しておくと、休暇イベント入力ページでその休暇取得エ
レメントを入力して、休暇取得を管理することができます。

関連項目:

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 269ページ

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇取得エレメントの定義」 、 300ページ

累計

累計エレメントを使用して、残高を保存および追跡管理します。累計では、指定した期間に対する累計を
保存できます。たとえば、1 年間の総支給額データを保存することができます。累計は、自動作成するこ
とも (自動生成累計)、手動で作成することもできます (追加累計)。

累計には、以下の 2 つのタイプがあります。

• 支給累計。総額/純額計算の値を累計します。

• 残数累計。1 か月または 1 年など、特定の期間の値を累計します。

また、残数を累計するレベルを定義することもできます。たとえば、受給者の雇用レコード番号、従業員
ID、部門、または組織単位で残数を累計できます。それぞれの組織にとって も役立つように、管理レベ
ルを設定できます。

関連項目:

第 10 章、 「累計の設定」 、 255ページ

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「自動作成累計」 、 192ページ

ジェネレーション コントロール

ジェネレーション コントロール エレメントを使用して、給与計算処理でエレメントが変換されるかどうかを制
御します。ジェネレーション コントロール エレメントを定義するには、従業員の HR ステータス、処理周期、
セグメント ステータスなどに基づいて、エレメントが処理される前に満たす必要がある条件を指定します。

たとえば、毎週給与を支給されている受給者がいて、この受給者が月に 1 度だけ 100 ドルの医療控除
を受けるとします。この場合、ジェネレーション コントロール周期のパラメータを定義して、この控除が月
の 初の支給期間にのみ差し引かれるようにすることができます。
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関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「ジェネレーション コントロール エレメントの定義」 、 180ページ

構造化エレメントについて
構造化エレメントは以下の要素から構成されます。

• エレメント グループと有資格グループ: 受給者が受け取る資格がある給与計算エレメントの、論理グ
ループを作成するために使用します。

• セクションとプロセス リスト: 各エレメントの処理順序を管理するために使用します。

このセクションでは、以下について説明します。

• エレメント グループと有資格グループ

• セクション

• プロセス リスト

エレメント グループと有資格グループ

エレメント グループを使用して、有資格グループに関連付けるエレメントをグループ化します。有資格グ
ループは、支給グループとリスト セットに関連付けられます。

エレメント グループは、それぞれの組織のニーズに合うように定義することができます。たとえば、給与
計算体系が単純な組織の場合、1 つのエレメント グループに全ての支給エレメントをまとめ、もう 1 つの
グループに全ての控除エレメントをまとめると、これら 2 つのエレメント グループ名を使うだけで全ての
支給エレメントと控除エレメントを指定することができます。

関連項目:

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「エレメント グループの定義」 、 364ページ

第 36 章、 「アプリケーションとリスト セットの管理」 、 989ページ

セクション

セクションとは、プロセス リストに追加されるエレメントのグループのことです。セクションでは、給与計算
処理や休暇欠勤処理の実行時に変換するエレメントとその変換順序を指定します。

セクションには、以下の 5 つのタイプがあります。

• 標準。通常の処理に使用します。

• ポジティブ入力作成。さまざまなカレンダー支給期間のポジティブ入力の作成に使用します。

• 受給者セクション。受給者レベルでの処理対象エレメントと処理順序の指定に使用します。

たとえば、受給者への差し押さえ処理に対し受給者セクションを作成することができます。

• サブ プロセス。総支給額の計算やその他の反復処理に使用します。

• 休暇取得。日付順に休暇欠勤を処理する場合に使用します。
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関連項目:

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「セクションの設定」 、 394ページ

プロセス リスト

プロセス リストを使用して、給与計算実行の際のセクションの処理順序を制御します。プロセス リストで
は、総支給額と純支給額の計算に使用される累計を識別し、この処理が給与計算のためのものなのか、
休暇欠勤計算のためのものなのかを指定します。

それぞれの組織のニーズに合わせて、一般的に使用するプロセス リストや特定の目的に使用するプロ
セス リストを作成できます。たとえば、基本支給、休暇欠勤、賞与、およびコミッションなど、受給者が受
ける支給タイプごとにプロセス リストを作成することができます。

関連項目:

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「プロセス リストの機能」 、 391ページ

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「プロセス リストについて」 、 391ページ

エレメント タイプの定義
エレメント タイプを定義するには、エレメント タイプ コンポーネント (GP_PIN_TYPE) を使用します。

このセクションでは、エレメント タイプとエレメント タイプ コードの概要、およびエレメント タイプの定義方
法について説明します。

エレメント タイプとエレメント タイプ コードについて

PeopleSoft では、エレメント タイプ ページで使用するデータを提供しています。これらのデータは、バッ
チ処理中にユーティリティ プログラムで有効なエレメント タイプを変換するのに使用されます。以下の表
は、PeopleSoft が提供するエレメントの 2 文字コードと対応するエレメント タイプのリストです。

エレメント タイプ コード エレメント タイプ

AA 自動割当

AC 累計

AE 休暇付与

AR アレイ

AT 休暇取得

BR ブラケット
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エレメント タイプ コード エレメント タイプ

CT カウント

DD 控除

DR デュレーション

DT 日付

EG エレメントグループ

EM エラーメッセージ

ER 支給

FC 仮計算

FM フォーミュラ

GC ジェネレーションコントロール

HR 履歴データルール

PO 比例配分ルール

PR プロセス

RC 給与レートコード

RR 端数処理ルール

SE セクション

SY システムエレメント

VR 変数

WA 書込可能アレイ
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ユーティリティ プログラムを修正することは可能ですが、実際に修正することはお勧めしません。代わり
に、新しいエレメント タイプとそれを変換するユーティリティ プログラムを作成することをお勧めします。エ
レメント タイプ ページで新しいエレメント タイプを追加して、ユーティリティ プログラムに関連付けを行っ
てください。

注: エレメント名がわかっているのにそのエレメントのタイプがわからない場合、[HRMS 基本設定]、[製品
/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[エレメント]、[エレメント名表示] の順にクリッ
クして開いたエレメント名ページでこの情報を参照できます。この照会ページにはセキュリティが設定され
ていないため、ユーザーはこのページで全てのエレメントを確認することができます。

エレメント タイプの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[エレメントタイプ] GP_PIN_TYPE [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[システム設定]、[エ
レメントタイプ]

アレイ、ブラケット、および
支給などのエレメントタイ
プを定義します。また、各
エレメントの変換に使用す
るプログラム IDを定義する
こともできます。

エレメント タイプの定義

エレメント タイプ ページにアクセスします。

エレメント タイプ ページ

エレメント タイプ 検索画面で選択したエレメント タイプが表示されます。

[変換情報]

[変換しない] エレメントを変換しない場合は、このボタンを選択します。この場合、この
エレメント タイプに関連付けられているエレメントは単にポインタとして機
能します。たとえば、エレメント グループはエレメントの集まりなので、値へ
の変換は行いません。この設定はバッチ処理で参照されます。PIN マネー
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ジャによってエレメント タイプが確認され、なんらかの変換が必要かどうか
判断されます。

[ユーティリティ モジュール
で変換]

このエレメント タイプに関連付けられたエレメントを、PeopleSoft によって
提供されているユーティリティ プログラム、またはユーザー定義のユーティ
リティ プログラムで変換する場合は、このボタンを選択します。

[プログラム ID] 各エレメントの変換に使用するユーティリティ プログラムを選択します。プ
ログラム ID データは、PeopleSoft から提供されています。

バッチ処理の実行中にアレイ エレメントが見つかった場合、どのプログラ
ムを呼び出してエレメントを変換するかが、まず確認されます。バッチ処理
では、このフィールドの値を参照して、指定されたエレメント タイプの変換
にはどのユーティリティ プログラムを使用するのかを判断します。

注: [変換情報] グループ ボックスで [変換しない] を選択した場合は、この
フィールドに値を入力することはできません。

入力タイプの定義
入力タイプを定義するには、入力タイプ コンポーネント (GP_ENTRY_TYPE) を使用します。

このセクションでは、入力タイプの概要、および入力タイプとエレメント グループの定義方法について説
明します。

入力タイプについて

エレメントには、別のエレメントを利用することができます。ただし、場合によって使用できるエレメントの
タイプに制限があることがあります。たとえば、支給エレメントの計算処理の際に休暇付与エレメントが
使用されるというのでは、道理に合いません。エレメント定義で入力されるデータのタイプを制限するに
は、入力タイプ ページを使用します。

エレメントを指定する入力タイプを作成することもできますが、必ずしもそうする必要はありません。たと
えば、エレメント名、金額、または日付タイプの入力タイプを作成することができます。入力タイプを使用
して、どのような値を入力させるのかを指定します。入力タイプ ページに入力される情報は、エレメント
ごとにそれぞれ保存されます。

たとえば、計算ルールが金額として定義されている支給エレメント EARNINGS1 について考えてみましょう。
EARNINGS1 は金額として定義されているので、EARNINGS1 の入力タイプには数値変数、数値フォーミュ
ラ、数値などが使用できます。しかし、金額フィールドに日付が入力されないようにする必要があります。

入力タイプがオンラインで選択されたときにプロンプト ビューを使用するように関連付けるには、主に入
力タイプ ページを使用します。定義した入力タイプにそれぞれプロンプト ビューを関連付けます。入力タ
イプによっては、[エレメント セキュリティと上書きのプロンプト ビュー] グループ ボックスに特定のプロン
プト ビューを追加で関連付けます。グループ ボックスの各値は、エレメント名共通ページの [上書きレベ
ル] グループ ボックスの値と関連しています。入力タイプ プロンプトは、入力タイプに密接に関連してい
ます。入力タイプ プロンプトを使用して、アプリケーション内のフィールドの入力タイプを指定します。そう
すると、入力タイプ プロンプトがグローバル ペイロールで使用され、指定された入力タイプ以外は入力で
きなくなります。入力タイプを選択すると、その入力タイプに指定されたプロンプト ビューが表示され、選
択可能なエレメントのリストが表示されます。
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入力タイプの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[入力タイプ] GP_ENTRY_TYPE [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇
欠勤管理]、[システム設
定]、[入力タイプ]

入力タイプを入力して、エ
レメントの固有グループを
定義します。

入力タイプとエレメント グループの定義

入力タイプ ページにアクセスします。

入力タイプ ページ

[値タイプ] この入力タイプが使用される際に、ページに表示されるフィールドのタイプ
を選択します。このフィールドの値には、[数値]、[整数]、[文字列]、[日付]、
[該当なし]、および [エレメント名] があります。[エレメント名] を選択する
と、[エレメント セキュリティと上書きのプロンプト ビュー] グループ ボックス
にデータを入力することができます。その他の値を選択した場合は、この
グループ ボックスにデータを入力することはできません。

[プロンプト ビュー名] 入力タイプ プロンプト ページの [プロンプト ビュー名] フィールドにこの値
が表示されます。テキスト表示される値をシステムにハード コードする代
わりに入力タイプ ページで値を定義して、表示されるプロンプト ビューを
制御します。

[エレメント セキュリティと上書きのプロンプト ビュー]

[カレンダー]、[受給者]、[支
給元]、[ポジティブ入力]、[
支給グループ]、[エレメント
使用] 、 [エレメント定義]

これらのフィールドは、エレメント名共通ページの [上書きレベル] グループ
ボックス内のチェック ボックスに関連付けられています。これらのプロンプト
ビューによって、さまざまなレベルで上書き入力ができ、セキュリティをさら
に強化することができます。たとえば、支給元コンポーネントを使用してい
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るときは、[プロンプト ビュー名] のプロンプト ビューではなく、[支給元] の
プロンプト ビューがまず確認されます。これらの 8 つのプロンプト ビュー ([
プロンプト ビュー名] のプロンプト ビューと、このグループ ボックスの 7 つ
のプロンプト ビュー) の使用目的は全て同じですが、使用先が異なります。
エレメント名共通ページの [上書きレベル] のチェック ボックスがオンになっ
ている場合に、このグループ ボックスのプロンプト ビューが使用されます。

入力タイプの選択と使用先レコードとフィールドの組み合わせの表示
入力タイプ プロンプト設定を定義するには、入力タイプ プロンプト コンポーネント (GP_ENTRY_PROMPT)
を使用します。

このセクションでは、プロンプト ビューの概要および以下の作業を行う方法について説明します。

• プロンプト ビューの入力タイプの定義

• 使用先レコードとフィールドの組み合わせの表示

プロンプト ビューについて

プロンプト ビューは入力タイプと関連付けて使用され、フィールドに指定可能な値のリストを作成します。
通常は、実際のエレメントを選択する前に入力タイプを選択する形で使用されます。この入力タイプは、
どのタイプのエレメントを使用するのか、または文字列、数値、日付などのどの値を使用するのかを指定
するために使用します。選択した入力タイプに基づいて、その次のフィールドに適切なプロンプト ビュー
が作成されます。

たとえば、支給エレメント定義の "計算" ページで計算ルールを選択すると、対応する入力タイプ フィー
ルドが使用可能になります。[計算ルール] を [金額] にすると、[金額タイプ] ラベルの隣にある 2 つの
フィールドが使用できるようになります。1 つは入力タイプのフィールドで、もう 1 つは実際のエレメントを
選択するフィールドです。入力タイプのフィールドには、有効値として [受給者レベル]、[変数 - 数値]、[
控除]、[支給]、[数値]、[累計]、[給与レート コード - 金額]、[システム エレメント - 数値]、[フォーミュラ
- 通貨 & 10 進数]、[ブラケット - 数値] などが表示されます。これらの有効値は全て入力タイプです。
たとえば、[変数 - 数値] を選択して Tab キーを押すと、次のフィールドへフォーカスが移り、有効な値と
して変数のみが指定可能になります。[ブラケット - 数値] を選択すると、有効な値としてブラケットのみ
が指定可能になります。

上に挙げた支給エレメント定義の例では、[計算ルール] が [金額] の場合の入力プロンプト ID には
GP_ENT_AMT_VW が定義されています。この入力プロンプト ID には、"数値"、"累計"、"ブラケット - 数
値"、"控除"、"支給"、"フォーミュラ - 通貨 & 10 進数"、"受給者レベル"、"給与レート コード - 金額"、
"システム エレメント - 数値"、および "変数 - 数値" の入力タイプが有効であることが指定されていま
す。入力タイプを有効にするには、該当する入力タイプの [有効入力タイプ] チェック ボックスをオンにし
ます。これらの値は、支給エレメント定義の計算ページで [計算ルール] を [金額] にした場合に表示され
る有効な入力タイプです。
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入力タイプの選択と使用先レコードとフィールドの組み合
わせの表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[入力タイププロンプト] GP_ENTRY_PROMPT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[システム設定]、[入力
タイププロンプト]

入力タイププロンプトで有
効にする入力タイプを定義
します。入力プロンプト ID
に対して指定可能な入
力タイプが全てリスト表
示されます。

このページを使用する前に
入力タイプページの入
力を完了しておく必要
があります。

[プロンプト ID使用先レ

コード/フィールド],

GP_ENTRY_PROMPT_VW 入力タイププロンプトペー
ジの [プロンプト ID使用先
レコード/フィールド] リンク
をクリックします。

入力プロンプト ID を使用す
るレコードとフィールドの組
み合わせが表示されます。
このページは入力タイププ
ロンプトページと連携し
て、この入力タイププロン
プトを使用するデータベー
スフィールドがひとめでわ
かるようになっています。
有効な入力タイプを変更す
るには、まずこのページで
どのレコードとフィールドの
組み合わせが影響を受け
るかを確認します。

入力タイプ プロンプトで使用する入力タイプの定義

入力タイプ プロンプト ページにアクセスします。
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入力タイプ プロンプト ページ

入力タイプ プロンプト ページを使用して、プロンプト ビューで有効にする入力タイプを定義します。

[入力タイプ] グリッドの [カレンダー]、[エレメント使用]、[支給元]、[支給グループ]、[ポジティブ入力]、[
受給者]、および [エレメント定義] は、エレメント名共通ページの [上書きレベル] のチェック ボックスの
指定と関連しています。これらのプロンプト ビューを使用して、さまざまなレベルでの上書きを入力し、セ
キュリティをさらに強化します。たとえば、支給元コンポーネントを使用しているときは、[プロンプト ビュー
名] に定義されたプロンプト ビューではなく、[支給元] に定義されたプロンプト ビューがまず確認されま
す。このように、入力タイプの 8 つのプロンプト ビュー ([プロンプト ビュー名] のプロンプト ビューと、入
力タイプ ページの [エレメント セキュリティと上書きのプロンプト ビュー] グループ ボックスの 7 つのプ
ロンプト ビュー) の使用目的は全て同じですが、使用先が異なります。[エレメント セキュリティと上書き
のプロンプト ビュー] グループ ボックスで指定されているプロンプト ビューは、エレメント名共通ページ
の [上書きレベル] のチェック ボックスがオンになっている場合に使用されます。入力タイプ プロンプト
ページでは、その入力プロンプト ID が使用された際に有効なタイプとして表示される入力タイプを選択
します。入力タイプ プロンプト ID を使用することにより、有効な入力タイプに関連付けられたプロンプト
ビュー (入力タイプ プロンプト) を作成および管理できます。入力タイプは、入力タイプ プロンプト内には
ハードコードされていません。

共通ページ情報

[プロンプト ID 使用先レ
コード/フィールド]

クリックするとプロンプト ID 使用先レコード/フィールド ページにアクセス
します。

[入力タイプ] 入力タイプ ページの情報が表示されます。入力プロンプト ID ごとに有効
な入力タイプを選択できます。たとえば、支給エレメント (EARNINGS1) があ
るとします。このエレメントに対する有効な入力タイプには、"数値" や "累
計" などを含めることができます。有効にする入力タイプの [有効入力タイ
プ] チェック ボックスをオンにします。[有効入力タイプ] チェック ボックスを
オンにすると、プロンプト ビューに有効値としてその入力タイプが表示され
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るようになります。選択した入力タイプに基づいて、入力タイプ ページの [
プロンプト ビュー名] フィールドに定義されているプロンプト ビューが使用
されます。

[カレンダー/エレメント使用]

[カレンダー/エレメント使用] タブをクリックします。

入力タイプ プロンプト - カレンダー/エレメント使用タブ

このタブには、カレンダーおよびエレメント使用のプロンプト ビューの上書き情報が表示されます。

[プロンプト ビュー名] のプロンプト ビュー、および [カレンダー/エレメント使用]、[支給元/支給グルー
プ]、[ポジティブ入力/受給者]、[エレメント定義] の各タブに表示されるプロンプト ビューは、入力タイプ
ページで入力された、それぞれの入力タイプの情報に基づいています。入力タイプ プロンプトをオンラ
インで使用する場合、まず入力タイプを選択します。その後、選択した入力タイプに基づいて、その次の
フィールドに値を入力します。

たとえば、支給額のフィールドに "変数" の入力タイプを選択した場合、そのフィールドで Tab キーを押
すと、次のフィールドへフォーカスが移り、該当するプロンプト ビュー名が参照されます。"変数" の入力
タイプのプロンプト ビュー名がこのフィールドのプロンプトとして使用され、その結果、変数のみが指定
可能になります。

これらのタブで定義されているプロンプト ビューの機能は、[プロンプト ビュー名] で指定されているプロ
ンプト ビューの機能と似ています。違いは、エレメント名共通ページにある [カレンダー]、[支給元]、[支
給グループ]、[受給者]、[ポジティブ入力]、[エレメント定義]、および [エレメント使用] の上書きレベルの
チェック ボックスによって、エレメントの上書きが行われるレベルが制御される点です。これらのタブには、
それぞれの入力タイプに対するプロンプト ビューが個別に定義されています。これらのプロンプト ビュー
を定義すると、エレメント名共通ページで上書きレベルのチェック ボックスが使用可能になります。

つまり、使っている画面によって、プロンプト ビュー名または上書きのプロンプト ビュー名のどちらかを使
用して、2 番目のフィールドの有効値のプロンプト ビューが決定されるということです。

[支給元/支給グループ]

[支給元/支給グループ] タブをクリックします。
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このタブには、支給元および支給グループのプロンプト ビューの上書き情報が表示されます。

[ポジティブ入力/受給者]

[ポジティブ入力/受給者] タブをクリックします。

このタブには、ポジティブ入力および受給者のプロンプト ビューの上書き情報が表示されます。

[エレメント定義]

[エレメント定義] タブをクリックします。

このタブには、エレメント定義のプロンプト ビューの上書き情報が表示されます。

産業とカテゴリの定義
産業およびカテゴリを定義するには、カテゴリ コンポーネント (GP_PIN_CATEGORY) を使用します。

このセクションでは、産業およびカテゴリの概要を説明し、産業およびカテゴリの定義に使用するページ
のリストを紹介します。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

第 38 章、 「セキュリティの定義」 、 「ユーザー アクセスの制限」 、 1076ページ

産業とカテゴリについて

産業およびカテゴリを使って、エレメントをさらに細かく分類できます。組織で使用する産業およびカテゴ
リに対してコードを作成します。コードごとに、そのコードを全ての国で使用するのか、特定の国で使用す
るのかを指定します。

全ての産業コードとカテゴリ コードは、産業/地域タイプ ページとカテゴリ タイプ ページで照会すること
ができます。ユーザー ルール プロファイル ページで指定されたユーザーのセキュリティ レベルにより、
産業およびカテゴリを追加可能な国が決まります。

エレメント名共通ページで、産業とカテゴリをプロンプト テーブルから選択して、エレメントに関連付けま
す。エレメントが定義されている国により、有効な産業コードとカテゴリ コードが決まります。

注: 既存の産業コードおよびカテゴリ コードは GP_PIN テーブルにも入力されているため、変更や削除を
行うことはできません。産業/地域タイプ ページ、またはカテゴリ タイプ ページで更新を行っても、GP_PIN
テーブルは更新されません。
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産業とカテゴリの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[産業/地域タイプ] GP_PIN_INDUSTRY [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[産業
/地域]

エレメントおよびサポート
エレメントの分類に使用
する産業/地域コードを
定義します。

[カテゴリタイプ] GP_PIN_CATEGORY [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[カテゴリ]

エレメントおよびサポー
トエレメントの分類に使
用するカテゴリコードを
定義します。

エレメント名の定義
このセクションでは、エレメント名、PIN コード、PIN 番号、および指定日によるエレメント定義の選択処理
についての概要と、以下の作業を行う方法について説明します。

• エレメント名の定義

• エレメント定義へのユーザー定義フィールドの追加

• エレメントに関するコメントの入力と確認

• 予測オプションの選択

エレメント名について

エレメント タイプにはそれぞれ独自の使用目的がありますが、全てのエレメント タイプで共通する属性も
あります。これらの属性は、各エレメント定義コンポーネントの 初のページで定義、保存されます。この
ページのオブジェクト名は常に GP_PIN で、全てのエレメント定義の 初のページとして表示されます。こ
の章では、このページのことを "エレメント名共通ページ" と呼びます。しかし実際のページには通常、
「支給名」など、作成されるエレメント タイプを示すラベルが付けられています。エレメント名を定義する
と、そのエレメント タイプ特有の追加情報を入力することができます。

PIN コードと PIN 番号について

エレメント名を作成すると、PIN コードと PIN 番号がエレメントに自動的に割り当てられます。PIN コード
とエレメント名の値は、固有である必要があります。新しくエレメントを作成する場合、この固有の識別子
の組み合わせが既に存在しているかどうかが確認されます。エレメント名は変更できますが、PIN コード
は変更できません。

PIN 番号についての説明は以下のとおりです。

• PIN 番号を使用すると、エレメント名に関係なく、そのエレメントとエレメント名がどこで使用されている
かを追跡管理することができます。

PIN 番号を使用すると、システムに影響を与えずにエレメント名を変更することができます。

• PIN 番号により、エレメント名共通ページでエレメント データとエレメント名がポイントされます。

• PIN 番号はデータベース内でのみ意味を持つ値であり、同じエレメント名でもデータベースが違うと、
PIN 番号が異なることがあります。
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• PIN 番号は、GP_PIN テーブルに対するキーとして機能します。その値は、エレメント データを構成する
ほかのテーブルに保存されています。

• PIN 番号は、連番で割り当てられます。

• PIN 番号は、バッチ処理でのみ使用されます。

関連項目:

第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「グローバルペイロールのユーティリティについて」 、 1001ページ

指定日によるエレメント定義の選択処理について

エレメントには、有効日の異なる複数の行を定義することができます。エレメント名共通ページでエレメン
トに割り当てる定義の指定日によって、どの有効日行のエレメント定義を取得して処理を行うかが決まり
ます。

[定義の指定日] には、[カレンダー期間開始日]、[カレンダー期間終了日]、[支給日]、[処理開始日]、お
よび [処理終了日] から 1 つを選択します。

注: カレンダー グループ ページを使って、受給者とカレンダー グループに対する [処理開始日] および [
処理終了日] を上書きすることができます。

例 1

エレメントに、次のような有効日を持つ行 (定義) とその値があるとします。

有効日: 1990/01/01、値: 100

有効日: 2000/01/01、値: 125

有効日: 2000/01/31、値: 150

有効日: 2000/02/01、値: 175

1 月のカレンダーと 2 月のカレンダーには、以下の日付があるとします。

カレンダー日付 1 月のカレンダー 2 月のカレンダー

開始日 2000年 1月 1日 2000年 2月 1日

終了日 2000年 1月 31日 2000年 2月 28日

支給日 2000年 2月 1日 2000年 3月 1日

1 月のカレンダーを処理する場合、エレメントの定義の指定日に基づいてエレメントの定義が取得されま
す。
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定義の指定日 使用される有効日行 値

カレンダー期間開始日 2000年 1月 1日 125

カレンダー期間終了日 2000年 1月 31日 150

支給日 2000年 2月 1日 175

例 2

[処理開始日] および [処理終了日] は、前払い支給を行う場合に指定すると特に便利です。これらの日
付にはそれぞれ、エレメントが実際に処理されるカレンダー期間の開始日と終了日が使われます。

たとえば、2 月に休暇を取る受給者への前払い支給を 1 月に行うとします。前払い支給を行うには、1 月
に 2 月のカレンダーを処理します。その際、実際の処理期間である 1 月時点のエレメント定義を使用す
ることができます。

以下の表は、定義の指定日の値に基づいて取得されるエレメント定義を表しています。

定義の指定日 使用される有効日行 値

処理開始日 2000年 1月 1日 125

処理終了日 2000年 1月 31日 150

カレンダー期間開始日 2000年 2月 1日 175

カレンダー期間終了日 2000年 2月 28日 175

関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「受給者のカレンダー上書き指示の入力」 、 428ページ
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エレメント名の定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

"<エレメントタイプ>名" (エ

レメント名共通ページ)

GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[給与計
算エレメント]、[支給]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

<エレメントタイプ> - <エ

レメント名>のユーザー

フィールド

GP_PIN_CUSTOM_SEC エレメント名共通ページの [
ユーザーフィールド] リンク
をクリックします。

エレメント定義にユーザー
定義フィールドを追加
します。

<エレメントタイプ> - <エレ

メント名>のコメント

GP_PIN_SEC エレメント名共通ページ
の [コメント] リンクをク
リックします。

エレメントに関する詳細コメ
ントを入力したり、確認した
りします。入力したコメント
は単なる情報として扱われ
ます。給与計算処理には
影響しません。

<エレメントタイプ> - <エレ

メント名>の予測

GP_FORECAST_SEC エレメント名共通ページの [
予測] リンクをクリックしま
す。休暇取得エレメントおよ
び休暇付与エレメントでの
み使用できます。

エレメントの予測オプション
を指定します。

エレメント名の定義

エレメント名共通ページ (この例では支給名ページ) にアクセスします。
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エレメント名共通ページ

注: このスクリーン ショットは、全てのエレメント タイプの作成で使用する共通のページの例です。エレメ
ント共通ページでエレメントを定義した後は、この PeopleBook に記載されている内容に従い、該当のコン
ポーネントで各エレメントの定義処理を続行します。

[フィールド フォーマット] 変換値のフォーマットを定義します。エレメント タイプにより有効値は異な
ります。[日付]、[10 進数]、[文字列]、[金額]、および [ポインタ] (変数の汎
用フォーミュラ計算の場合) などがあります。

支給や控除など、エレメント タイプによっては表示されたフィールド フォー
マットを変更できないことがあります。

注: [10 進数] と [金額] の違いは、[金額] は通貨制御フィールドで、通貨
コードを入力する必要があることです。

[定義の指定日] プロセスを実行する際に、どの時点 (日付) のエレメント定義を使用するか
を指定します。選択できるオプションは、以下のとおりです。

[カレンダー期間開始日]: エレメントが関連付けられているカレンダー期間
の開始日。

[カレンダー期間終了日]: エレメントが関連付けられているカレンダー期間
の終了日。

[支給日]: エレメントが関連付けられているカレンダー期間の支給日。

[処理開始日]: エレメントが処理されるカレンダー期間の開始日。

[処理終了日]: エレメントが処理されるカレンダー期間の終了日。
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エレメントによっては、選択肢が限定されているものがあります。たとえば、
セクション エレメントおよびプロセス リスト エレメントでは、[カレンダー期間
終了日] が唯一の有効値となります。

また、遡及処理でもこのフィールドの値は使用されます。再計算処理では
必ずこの日付が参照され、各再計算のカレンダー期間に基づいた適切な
日付が使用されます。

[エレメント番号] PIN 番号です。

[常時再計算] このチェック ボックスは、エレメントの変換中にのみ適用されます。デフォ
ルトはオンです。このチェック ボックスをオンにすると、計算処理でこのエ
レメントが検出されるたびにエレメントの再計算が行われます。このチェッ
ク ボックスをオフにすると、前に変換された値が使用されます。

以下の場合には、チェック ボックスをオフにします。

• フォーミュラなどのエレメントを使用してエレメントの値を更新する場合。

オンにすると、このエレメントは、検出されるたびにエレメント定義に従っ
て初期化されます。

• エレメント名共通ページで [エレメント使用] が上書きに設定されている
変数など、変換をやり直すと前の変換値とは異なる値が出ると予測され
る場合。

たとえば、ループ、アレイ、またはカウントで使用されるフォーミュラなど、前
の値は無効で再計算の必要があると思われる場合は、このチェック ボッ
クスをオンにします。

注: このチェック ボックスがオフで、"セクション" の定義ページの [再計算]
チェック ボックスがオンになっている場合、そのセクションの処理中は、こ
のエレメントは検出されるたびに変換されます。[再計算] チェック ボックス
がオフになっている別のセクションでこのエレメントが検出された場合、こ
のエレメントは一度だけ変換されます。

PIN マネージャがエレメントを検出すると、そのエレメントを変換する必要
があるかどうかが確認されます。PIN マネージャによってエレメントの変換
が必要と判断されると、再計算ロジックが参照されます。エレメントの再計
算はプロセス リスト レベル、セクション レベル、およびエレメント レベルで
指定できます。この内のいずれかのレベルで再計算が指定されている場
合、エレメントは再計算されます。

たとえば、[常時再計算] チェック ボックスがオンになっていると、エレメン
トは再計算されます。[常時再計算] チェック ボックスがオフの場合、変換
済みエレメントのテーブルから、計算日が同一の該当エレメント データが
検索されます。該当するものがある場合、その値が使用されます。そうで
ない場合、エレメントが変換されます。

参照: 第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「指定日によるエレメント定義の選択処理について」 、
71ページ

[エレメント使用]

このグループ ボックスでは、セキュリティ関連オプションをいくつか定義します。

[所有者] エレメント定義の管理者および所有者を指定します。有効値は、次のとお
りです。
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[ユーザー管理]: ユーザー作成のエレメントを表します。全てのフィールド
に入力できます。

[PS 配布/管理]: PeopleSoft によって配布および管理されるエレメントを表
します。このエレメントに変更を加えるには、[ユーザー管理インジケータ]
チェック ボックスをオンにします。こうすることにより、[所有者] の値が [PS
配布/ユーザーにより修正] に変更されます。将来、PeopleSoft によってこ
のエレメントの改訂版がリリースされた場合、その改訂版を採用するか、
ユーザーが変更を加えた旧版のままにするかを選択することができます。
どちらの場合も、エレメント所有者は変更されません。

支給エレメント、控除エレメント、または休暇欠勤エレメントの [エレメント
名]、[名称]、[上書きレベル]、[クラス]、[産業/地域]、または [カテゴリ] を
変更すると、そのエレメントの関連コンポーネント全てに同じ変更が加えら
れます。また、累計が自動生成され、変更されたアイテムの所有者も変更
されます。

重要: エレメントの管理者をユーザーに変更すると元に戻すことができな
くなります。

[PS 配布/管理なし]: サンプル データや法令データなど、PeopleSoft によっ
て提供されているが管理はされていないエレメントを表します。編集可能
フィールドを更新することができます。

[PS 配布/ユーザーにより修正]: [PS 配布/管理] から変更されたエレメン
トを表します。

[PS 配布/管理/保護]: PeopleSoft によって配布および管理されるエレメン
トを表します。[エレメント名]、[名称]、[上書きレベル]、[結果]、[ユーザー
フィールド]、および [コメント] を編集できます。システム エレメントの場合
は、[チャートフィールドとして使用] と [プロンプト ビュー名] を編集できま
す。行った変更は、将来 PeopleSoft によって改訂版がリリースされると、
上書きされる可能性があります。

[クラス] エレメントのルールのタイプを表します。有効値は、次のとおりです。

[慣例]: PeopleSoft によって作成されたサンプル ルール。実際の法令や
ルールではなく、一般的に使用されているルールです。慣例ルールが使用
される例としては、関税率を適用させる場合があります。慣例ルールは、
実際の環境で頻繁に使用されます。

[クラス指定なし]

[サンプル データ]: サンプル データとして PeopleSoft によって作成された
ルール。サンプル データは、実際の環境では使用されません。

[法令]: 法によって定められている計算ルール用に PeopleSoft によって作
成されたルール。

[システム データ]: PeopleSoft によって作成されたルール。共通の定数や
日付など、アプリケーションにあらかじめ定義されているシステム エレメン
トまたはシステム データです。

[クラス] フィールドは、[所有者] フィールドと併せて使用され、サポートお
よびセキュリティのレベルを決定します。
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注: 全ての法令ルールが、[PS 配布/管理] に設定されるわけではありま
せん。法令ルールには、[所有者] が [PS 配布/管理なし] に設定されてい
るものもあります。これらのルールにより、課税対象総額のように法令によ
り定められたルールでも、各組織で修正ができます。課税対象総額の報告
などを行う場合は、組織ごとに課税対象となる支給を指定できます。

[使用先] エレメントが [全ての国]、または [特定の国] のどちらで使用されるのかを
選択します。このフィールドは、ユーザーがアクセス可能なエレメントを決
定するユーザー ルール プロファイル セキュリティでも使用されます。

[国] [使用先] フィールドで [特定の国] を指定した場合、[国] フィールドを指定
します。セキュリティ関連オプションが適用される国を選択します。

注: エレメント使用セキュリティは、検索画面に表示されるエレメントの数を
制限する手段です。これにより、必要なエレメント情報のみを表示させるこ
とができます。

[産業/地域] エレメントをさらに詳しく分類するには、産業コード、または地域コードを選択
します。産業コードは、産業/地域タイプ ページで定義します。特定の産業
で使用するエレメントを作成する場合は、ここで産業コードを指定します。一
般的な産業コードには、銀行業、保険業、および業冶金業などがあります。

[カテゴリ] エレメントをさらに詳しく分類するには、カテゴリ コードを選択します。カテ
ゴリ コードは、カテゴリ タイプ ページで定義します。

[ユーザー管理インジ
ケータ]

このチェック ボックスは、ユーザー ルール プロファイルに基づいた、エレ
メント管理の権限がある場合にのみ表示されます。[所有者] フィールドの
説明を参照してください。

参照: 第 38 章、 「セキュリティの定義」 、 「ユーザー アクセスの制限」 、 1076ページ

[上書きレベル]

このグループ ボックスでは、指定されたエレメントのセキュリティ関連の上書きレベルを有効にします。
つまり、ユーザーがいつエレメントの値を上書きできるかを定義します。場合によっては、エレメントを処
理対象から外すこともできます。たとえば、上書きレベルの [カレンダー] をオンにすると、"カレンダー"
の除外エレメント ページにこのエレメントを登録して、特定のカレンダーに関連付けられた受給者データ
の処理にこのエレメントが使用されないようにすることができます。また、ブラケット、日付、デュレーショ
ン、フォーミュラ、または変数などのエレメントに対して [カレンダー] をオンにすると、"カレンダー" の "
サポート エレメント上書き" ページにこのエレメントを登録して、特定のカレンダーの処理でこのエレメン
トの上書き値が使用されるようにすることができます。

[支給元]、[支給グループ]、
[受給者]、[カレンダー]、[エ
レメント使用]、[エレメント定
義] 、 [ポジティブ入力]

有効にする上書きレベルをそれぞれオンにします。エレメント タイプによっ
て、指定できるオプションが異なります。

参照: 第 18 章、 「上書きの設定」 、 461ページ

[結果]

このグループ ボックスでは、エレメントの変換値を結果テーブルに保存するタイミングを指定します。エレ
メント タイプによって指定できるオプションが異なります。
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結果テーブルが大きくなりすぎると管理が難しくなるので、このオプションの選択には注意してください。
レポートやオーディット、再計算/履歴抽出ルールおよび遡及の実行など、エレメントの前の変換値を参
照する必要のある値のみを保存するようにしてください。

[保存] このチェック ボックスをオンにすると、処理時に結果テーブルにエレメント
の変換値が保存されます。エレメント タイプによっては、このチェック ボッ
クスの下に表示されるオプションをオンにして、値を保存する条件を指定
することができます。

[保存] チェック ボックスがオフになっていると、変換値は保存されません。

[常時再計算] エレメント タイプが支給または控除の場合にのみ、デフォルトとして表示さ
れます。このオプションを選択すると、変換値が 0 の場合でもエレメントの
変換結果が保存されます。

[エレメントが 0 以外] エレメント タイプが支給または控除の場合にのみ表示されます。このオプ
ションを選択すると、変換値が 0 以外の場合はエレメントの変換結果が保
存されます。

[エレメント/コンポーネント
が 0 以外]

エレメント タイプが支給または控除の場合にのみ表示されます。このオプ
ションを選択すると、エレメントの変換値、またはそのコンポーネント (パー
セント、ベース、レート、ユニットなど) の値の 1 つが 0 以外である場合に、
エレメントの変換値が保存されます。

このオプションを使用すると、延滞残高、回収額、未控除額、調整値、遡及
調整値が 0 以外である場合に、エレメントの値またはコンポーネントの値
が常に保存されます。

[ゼロのとき保存] 支給エレメントおよび控除エレメント以外の全てのエレメント タイプで表示さ
れます。このチェック ボックスをオンにするには、まず [保存] チェック ボッ
クスをオンにする必要があります。

[ゼロのとき保存] チェック ボックスを使用することで、結果テーブルに何を
保存するかをさらに詳しく定義できます。

[ゼロのとき保存] チェック ボックスをオンにすると、値が 0 の場合でも、変
換値が保存されます。

[保存] チェック ボックスをオン、[ゼロのとき保存] チェック ボックスをオフ
にすると、変換値が 0、空白、NULL のいずれでもない場合にのみエレメン
トの変換値は結果テーブルに書き込まれます。両方のチェック ボックスを
オンにすると、変換値が 0、空白、または NULL であってもその値は結果
テーブルに書き込まれます。どちらのチェック ボックスもオンにしない場合
は、変換値は保存されません。

[変換パラメータ]

このグループ ボックス内のフィールドは、エレメント タイプが支給または控除の場合にのみ表示されます。

参照: 第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメント名の定義」 、 202ページ

[バージョン情報]

[ユーザー バージョン] このフィールドに 14 文字までの英数字を入力して、エレメント定義に加えた
変更を識別することができます。定義を保存すると、プレフィックス INT_ が
追加され、この変更がユーザー定義によるものであることが示されます。
グローバル ペイロールのユーティリティを使って、バージョン別にエレメン
トをスタンプで区別して一括してまとめることもできます。
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ここに入力する値は、更新したページの [バージョン] フィールドに表示さ
れます。たとえば、支給エレメントの計算ルールを変更してエレメント名共
通ページの [ユーザー バージョン] フィールドを更新すると、入力したバー
ジョン情報が支給名ページと計算ページに表示されます。

[バージョン] エレメントのバージョンが表示されます。P_ で始まるバージョンは、PeopleSoft
からリリースされたバージョンを表します。INT_ で始まるバージョンは、ユー
ザーによって作成されたバージョンです。

以下の状況が発生すると、ページのバージョンがクリアされます。

• 変更後にページを保存した場合。

変更したページのバージョンだけがクリアされます。

• [ユーザー バージョン] フィールドに値を入力して、ページを保存した場
合。

変更したページのバージョンだけがユーザー バージョンの値に変わりま
す。

• エレメントにスタンプ処理を実行した場合。

この場合、そのエレメントには新しいバージョン番号がスタンプ付けされ
ます。

その他の項目

[ユーザー フィールド] このリンクをクリックして、"<エレメント タイプ> - <エレメント名> のユーザー
フィールド" ページにアクセスします。

[コメント] このリンクをクリックして、"<エレメント タイプ> - <エレメント名> のコメント"
ページにアクセスします。

[予測] このリンクは、エレメント タイプが休暇付与、または休暇取得の場合にの
み表示されます。このリンクをクリックして、"<エレメント タイプ> - <エレメ
ント名> の予測" ページにアクセスします。

関連項目:

第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「バージョン番号の割り当てとバージョン別パッケージ作成」 、
1071ページ

エレメント定義へのユーザー定義フィールドの追加

"<エレメント タイプ> - <エレメント名> のユーザー フィールド" ページにアクセスします。

このページのフィールドは、ニーズに合わせて使用します。たとえば、このフィールドを使ってエレメントを
分類したり、レポートのソート順を指定したりできます。入力したデータは、システム エレメントによって保
存されます。

エレメントに関するコメントの入力と確認

"<エレメント タイプ> - <エレメント名> のコメント" ページにアクセスします。

PeopleSoft が提供するシステム計算エレメントには全て、エレメントの概要、このシステム エレメントを使
用できるタイミングや場所などの詳細なコメントが付けられています。これらの情報は、特定のシステム
エレメントの役割を把握するのに役立ちます。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 79



エレメントの一般情報の定義 第 5 章

ユーザー定義のエレメントの場合、コメント ページを使用して、そのエレメントについてのメモや詳細を確
認したり入力したりすることができます。

予測オプションの選択

"<エレメント タイプ> - <エレメント名> の予測" ページにアクセスします。

"<エレメント タイプ> - <エレメント名> の予測" ページ

[予測使用] このチェック ボックスをオンにすると、このエレメントの休暇欠勤予測また
は残日数照会が有効になります。

[予測必須] このチェック ボックスは、休暇取得エレメントに対してのみ表示されます。
このチェック ボックスをオンにすると、休暇イベント入力ページで予測処理
を実行せずに休暇欠勤イベントを保存しようとした場合に、警告メッセージ
が表示されます。

コンポーネント エレメント情報の更新
コンポーネント エレメント情報を定義するには、コンポーネント コンポーネント (GP_COMPONENT) を使
用します。

このセクションでは、コンポーネント エレメント情報の更新方法について説明します。

コンポーネント エレメント情報の更新に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[コンポーネント名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
サポートエレメント]、[コ
ンポーネント]

支給、控除、および休暇付
与の各エレメントを作成す
る際に作成される、レート、
ユニット、ベース、パーセン
トなどのコンポーネントエ
レメントに関する情報を
更新します。

コンポーネント エレメント情報の更新

コンポーネント名ページにアクセスします。
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コンポーネント名ページ

このページで入力または選択が可能なのは、[名称] フィールド、[エレメント使用] チェック ボックス、[ユー
ザー フィールド] リンク、および [コメント] リンクだけです。

その他のフィールドは、親エレメントの値が変更されると更新されます。親エレメントには、支給エレメン
ト、控除エレメント、休暇付与エレメントがあります。これらのフィールドには、親エレメントの作成時に入
力された値が表示されます。

[上書きレベル]

[エレメント使用] 必要に応じて、このチェック ボックスをオンにし、コンポーネントに対する上
書きレベルを指定します。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント定義へのユーザー定義フィールドの追加」 、 79
ページ

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「上書きについて」 、 461ページ

サフィックスの定義
サフィックスを定義するには、エレメント サフィックス コンポーネント (GP_SUFFIX) を使用します。

このセクションでは、サフィックスの概要と以下の方法について説明します。
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• 支給/控除エレメントのコンポーネント エレメントおよび累計に対するサフィックスの定義

• 休暇付与エレメントに対するサフィックスの定義

サフィックスについて

グローバル ペイロールでは、サフィックスを使用して、支給、控除および休暇欠勤のエレメントに対して作
成されるコンポーネントおよび自動作成累計を定義します。支給、控除、または休暇欠勤のエレメントを
定義するときは、ベース、レート、ユニット、およびパーセントなどの、そのエレメントを構成するコンポー
ネントを指定する必要があります。エレメント名にサフィックスが付加され、これらのコンポーネントおよび
自動作成累計に対し、自動的に名前が指定されます。たとえば、名前が EARN1 で、計算ルールが (ユ
ニット×レート) の支給エレメントを定義するとします。この場合、この計算ルールで使用されているコン
ポーネントに対し、以下の 2 つの追加エレメントが自動的に作成されます。

• レート エレメント: EARN1_RATE

• ユニット エレメント: EARN1_UNIT

この例では、エレメントのコンポーネントに名前を指定するために、サフィックス _RATE および _UNIT が
使用されています。

PeopleSoft からもサフィックスが提供されていますが、ユーザー定義によるサフィックスを作成することも
できます。サフィックスは国ごとに定義されるため、各国の言語で定義できます。

どのサフィックスが使用されるかは、エレメント名共通ページの [使用先] フィールドおよび [国] フィール
ドで指定された国に基づいて決められます。[使用先] フィールドが [全ての国] と定義されているエレメン
トの場合、エレメント サフィックス ページで [デフォルト サフィックス セット] チェック ボックスがオンになっ
ている項目に応じて、使用されるサフィックスが決まります。

注: エレメントを作成すると、そのエレメントに必要なサフィックスとコンポーネントだけが自動的に作成さ
れます。たとえば、支給エレメント EARNINGS1 を作成し、その計算ルールを (ユニット×レート) として定
義した場合、ユニットおよびレートのサフィックスだけが自動的に作成されます。

注: 各国または [全ての国] に対して定義されているエレメントに適用されるサフィックスを、エレメント サ
フィックス (GP_SUFFIX) コンポーネントで追加、修正、削除することができます。

サフィックスの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[支給/控除] GP_SUFFIX1 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇
欠勤管理]、[システム設
定]、[エレメントサフィック
ス]、[支給/控除]

支給エレメントおよび控除
エレメントのコンポーネント
と累計に対するサフィック
スを、選択した基本言語で
定義します。

[休暇付与] GP_SUFFIX2 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇
欠勤管理]、[システム設
定]、[エレメントサフィック
ス]、[休暇付与]

休暇付与エレメントに対す
るサフィックスを、選択され
た基本言語で定義します。
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支給/控除エレメントのコンポーネント エレメントおよび
累計に対するサフィックスの定義

支給/控除ページにアクセスします。

支給/控除ページ

[国] サフィックスを定義する国を選択します。

国を選択すると、ページのフィールドに、選択した国の言語であらかじめ定
義されているサフィックスが自動的に入力されます。このあらかじめ定義さ
れているサフィックスは変更できます。

[デフォルト サフィック
ス セット]

エレメント名共通ページの [使用先] フィールドおよび [国] フィールドで "
全ての国" に定義したエレメントで使用されるデフォルト サフィックスを指
定するために選択します。

注: このページの [国] フィールドとエレメント名共通ページの [国] フィー
ルドの指定が一致しない場合、コンポーネントおよび自動作成累計にはデ
フォルトのサフィックス セットが使用されます。

[サフィックス区切り文字] コンポーネント名のサフィックスとエレメント名の区切りとして使用されます。
たとえば、支給エレメント EARN1 を作成し、その計算ルールを (ユニット×
レート) として定義した場合、EARN1、EARN1_UN、EARN1_RT の 3 つのエ
レメントが作成されます。この場合、区切り文字はアンダースコア (_) にな
ります。区切り文字には何を指定してもかまいません。このフィールドを空
白にしておくこともできます。
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[サフィックス - コンポーネント]、[カレンダー期間累計]、[会計期間累計]、[サフィックス - 延滞
コンポーネント]、[サフィックス - 延滞累計]

特定の国の言語を使用して、コンポーネントまたは自動作成される累計の各タイプに付加されるサフィッ
クスを入力します。

関連項目:

第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「計算ルールおよびコンポーネント」 、 191ページ

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「自動作成累計」 、 192ページ

休暇付与エレメントに対するサフィックスの定義

休暇付与ページにアクセスします。

休暇付与ページ

[サフィックス - コンポーネント] および [サフィックス - 累計]

休暇付与エレメントに対して自動作成されるコンポーネントおよび累計に付加されるサフィックスを定義し
ます。

関連項目:

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「自動作成累計のルールの定義」 、 296ページ
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データ取得エレメントの定義

この章では、データ取得エレメントの概要および以下の方法について説明します。

• システム エレメントの使い方

• アレイの使い方

• 書き込み可能アレイの使い方

• ブラケットの定義

• 給与レート コードの定義

• 仮再計算の定義

• 再計算/履歴抽出ルールの定義

データ取得エレメントについて
グローバル ペイロールでは、データ取得エレメントを使用してシステムからデータを取り出します。

データ取得エレメントには、以下の 6 つの種類があります。

• システム エレメント

• アレイ

• ブラケット

• 給与レート コード

• 仮再計算

• 再計算/履歴抽出ルール

システム エレメントは、PeopleSoft によって定義および配布されます。アレイやブラケットなど、その他の
エレメントは、ユーザーが名称と基本的なパラメータを定義します。

バッチ処理

システム エレメントおよびアレイにより取得されるデータが以下の長さを超える場合、超過分が切り捨て
られます。

文字フィールド: 30 文字

数値フィールド: 整数 12 桁小数 6 桁

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ
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システム エレメントの使い方
このセクションでは、システム エレメントおよびシステム エレメントのバッチ処理についての概要と、以下
の方法について説明します。

• システム エレメント名の定義

• システム エレメントの詳細の表示

• システム エレメントのコメントの表示

システム エレメントについて

システム エレメントは PeopleSoft により配布および管理されており、通常は計算に使用される受給者関
連のデータが格納されます。ユーザーはシステム エレメントの追加はできませんが、その使用方法を決
める各種パラメータを定義することはできます。

システム エレメントには、以下の 2 つのタイプがあります。

• データベース システム エレメント: あらかじめ定義されたデータベースのレコードおよびフィールドのリ
ストから値を取得します。

• システム計算エレメント: システム内に保存されているデータから値を取得します。

システム計算エレメントが変換されるタイミングは、それぞれ異なります。たとえば、計算セグメントの
始め、日ごと、給与レート コード エレメントを検出した時など、その目的によって変換のタイミングはさ
まざまです。

注: レポートに使用するデータ ベース システム エレメントの値を保存するには、そのエレメントをプロセ
スに入れる必要があります。

システム エレメントのバッチ処理について

データベース エレメント、システム計算エレメントに関係なく、全てのシステム エレメントで考慮すべき重
要な事柄があります。給与レートによって周期が管理されるシステム エレメント、つまり、給与周期によっ
て管理されるシステム エレメントは、カレンダー期間の周期に基づいた [周期] フィールドの値によって年
次化され、そして非年次化されます。つまり、支給、控除、休暇欠勤など、[周期] フィールドを使用するエ
レメントは、周期としてカレンダー期間の周期を使用するように定義する必要があります。このような方法
を取ることにより結果が正確なものとなり、不必要な年次化や非年次化がなくなります。

データベース システム エレメント

有効日付きレコードの値を取得するデータベース エレメントの場合、選択される行はその状況によって
異なります。通常は、セグメント終了日時点の値が取得されます。スライスされたエレメントの変換中に参
照された場合、そのスライスの終了日時点の値が使用されます。たとえば、職務レコードから値を取得
する場合、従業員 ID、雇用レコード番号、セグメント終了日またはスライス終了日が一致したものが取
得されます。

処理対象の国、および全ての国で使用されるシステム エレメント定義が、処理開始時にロードされます。
システム エレメントは、処理で使用される際に変換されます。

注: 使用されたデータベース システム エレメントの中で、保存するように定義されているものだけが結果
テーブルに保存されます。
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PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理のデータベース システム エレメントで使用する
レコード

次の表は、データベース システム エレメントにデータがロードされるデータベース テーブルの一覧です。

テーブル名 説明

PERSON 有効日なしのデータ。従業員 IDに基づいて選択さ
れます。

PERS_DATA_EFFDT (有効日付き個人データ) 新の有効日付き行は、有効日がセグメント終了日
より前か同じ日付の行になります。スライスで参照さ
れる場合、有効日がスライス終了日より前か同じ日
付の行が、 新の有効日付き行として参照されます。

JOB 新の有効日付き行は、有効日がセグメント終了日
より前か同じ日付の行になります。スライスで参照さ
れる場合、有効日がスライス終了日より前か同じ日
付の行が、 新の有効日付き行として参照されます。

PER_ORG_ASGN (雇用形態) 有効日なしのデータ。従業員の組織レコード番号に
基づいて選択されます。

PER_ORG_INST (雇用データ) 有効日なしのデータ。

CONTRACT_DATA 有効日なしのデータ。選択された職務レコードの
CONTRACT_NUM (契約番号)フィールドに基づいて
選択されます。

WKF_CNT_TYPE (従業員契約タイプ) 新の有効日付き行は、職務レコードの契約番号
と一致する契約番号を持つ、有効日がセグメント終
了日より前か同じ日付の行になります。JOBテーブ
ルとCONTRACT_DATAテーブルのCONTRACT_NUM
は互いに同期が取られているため、どちらの
CONTRACT_NUMを使用することもできます。契約
番号がスライスで参照される場合は、スライス終了
日が使用されます。

COMPENSATION 有効日 (EFFDT)および同一有効日連番 (EFFSEQ)
が職務テーブルと一致する、各給与レートコード
(COMP_RATECD)の給与有効連番 (COMP_EFFSEQ)
行が全て選択されます。

注: これらのヒューマン リソース管理のテーブルについては、ヒューマン リソース管理のドキュメンテー
ションで詳しく説明します。

参照: PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理 9.0 PeopleBook: 人事・労務管理、 「雇用データの
追加」
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データベース システム エレメントと通貨

データベース システム エレメントの中には、値が金額のものがあります。フィールドに保存される値は、
その値が関連付けられている通貨単位で表わされます。この通貨は、グローバル ペイロールの処理通
貨と同じ場合もあれば、異なる場合もあります。

注: 職務レコードからデータを取得する COMPRATE システム エレメントを使用する場合には注意が必
要です。このシステム エレメントは、複数のコンポーネントでロードされます。給与計算中に参照される場
合、その値は 新の為替レート タイプや有効日には動的に更新されません。ヒューマン リソース管理で

後に更新を行った時点の為替レートや有効日を使って値がロードされます。

これらのシステム エレメントが変換される際、ヒューマン リソース管理のレコードの通貨コードと給与計
算実行時の処理通貨とが一致しない場合、ヒューマン リソース管理の通貨からグローバル ペイロール
の支給元ページで定義された処理通貨に換算されます。

次の表は、職務レコードの金額フィールドの一覧です。

職務レコードのフィールド 関連付けられている通貨

給与レート (COMPRATE) 通貨コード （CURRENCY_CD）

年間給与 (ANNUAL_RT) 通貨コード （CURRENCY_CD）

月間給与 (MONTHLY_RT) 通貨コード （CURRENCY_CD）

日給 (DAILY_RT) 通貨コード （CURRENCY_CD）

時間給与 (HOURLY_RT) 通貨コード （CURRENCY_CD）

シフト特別レート (SHIFT_RT) 通貨コード （CURRENCY_CD）

変更額 (CHANGE_AMT) 通貨コード （CURRENCY_CD）

福利厚生費算定基礎 (年額) (ANNL_BENEF_BASE_RT) 通貨コード （CURRENCY_CD）

同様に、指定された周期で表されるシステム エレメントは、通貨のシステム エレメントと同じ方法で変換
されます。職務レコードの給与レート フィールドは、職務レコードに保存されている給与周期で表されま
す。この給与周期は、グローバル ペイロールで使用されるカレンダー周期とは異なる場合があります。
周期で管理されるデータベース システム エレメントは、全てカレンダー周期で変換されます。

システム計算エレメント

システム計算エレメントは、そのシステム計算エレメントが実際に使用されていて、"システム エレメント
" のソース/使用ページで適切な出力オプションが選択されている場合に、出力結果のテーブルに出力
されます。
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データベース システム エレメントは、バッチ処理中に全てのデータが取得され、その値がアレイに格納
されます。それに対し、システム計算エレメントは、適切な処理アプリケーションによって値の取得および
セットが行われます。たとえば、休暇欠勤処理の場合、休暇欠勤で使用されるシステム エレメントに対し
てのみ、値がロードされます。

システム エレメントを使用して以下の処理を行います。

• 初のアクティブ セグメントは、特定のプロセス ステータス レコードに対して作成された全アクティブ
セグメントに基づいてロードされます。

• 後のアクティブ セグメントも、特定のプロセス ステータス レコードに対して作成された全アクティブ セ
グメントに基づいてロードされます。

システム エレメントの変更および表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

システムエレメント名 GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[サ
ポートエレメント]、[システ
ムエレメント]、[システム
エレメント名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

ソース/使用 GP_SYSTEM_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[システムエレ
メント]、[ソース/使用]

システムエレメントが、シス
テム計算エレメントかデー
タベースシステムエレメン
トかを指定します。データ
ベースシステムエレメント
の場合、データ元のレコー
ドとフィールド、およびフィー
ルドがセットIDで管理され
るかどうかを指定します。

ソース別システムエレ

メント

GP_SYSTEM_PIN_INQ [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[ソース別シス
テムエレメント表示]

ソース別にシステムエレメ
ントを表示します。

<エレメント名>のコメント GP_PIN_SEC システムエレメント名ペー
ジの [コメント] リンクをク
リックします。

PeopleSoft によって提供さ
れるシステム計算エレメ
ントの詳細なコメントを
表示します。

参照: 第 5章、 「エレメント
の一般情報の定義」、 「エ
レメントに関するコメントの
入力と確認」、 79ページ

システム エレメント名の定義

"システム エレメント名" ページにアクセスします。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 89



データ取得エレメントの定義 第 6 章

注: GP_PIN というオブジェクト名のエレメント名共通ページで、エレメント名やその基本パラメータを全て
定義します。エレメント名共通ページのページ タイトルや内容は、定義するグローバル ペイロール エレ
メントのタイプによって変わります。このページに表示されるフィールドについては全て、この PeopleBook
のほかの章で説明されています。

PeopleSoft が提供するシステム計算のシステム エレメントには全て、エレメントの概要や、このシステム
エレメントを使用できるタイミングや場所などの詳細なコメントが付けられています。これらの情報は、[コ
メント] リンクをクリックすると確認することができます。これらの情報は、特定のシステム エレメントがど
のように使用されるかを把握するのに役立ちます。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメントに関するコメントの入力と確認」 、 79ページ

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

システム エレメントの詳細の表示

ソース/使用ページにアクセスします。

[ソース/使用] ページ

[レコード] システム エレメントでデータを取得するレコードが表示されます。

[フィールド名] システム エレメントでデータを取得するフィールドが表示されます。

[セットID による管理] フィールドをセットID で管理する場合、オンにします。セットID で管理する
エレメントには、フィールド名とプロンプト ビュー名を指定する必要がありま
す。

[チャートフィールドとし
て使用]

[データベース フィールド] が指定されている場合にこのチェック ボックス
をオンにすると、エレメントをチャートフィールドとして使用することができま
す。チャートフィールドは、グローバル ペイロールを PeopleSoft Enterprise
一般会計と統合する場合に使用されます。

[プロンプト ビュー名] セットID で管理するエレメントやチャートフィールドとして使用するエレメン
トには、プロンプト ビュー名を指定する必要があります。セットID で管理す
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るシステム エレメントをポジティブ入力のサポート エレメント上書きで使用
する場合も、プロンプト ビュー名を指定する必要があります。

[セットID エレメント] システム エレメントのセットID フィールド名が表示されます。

関連項目:

第 39章、 「PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合」 、 「一般会計への費用の割り当てに使用するチャー
トフィールドの選択」 、 1096ページ

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「HRMS について」、 「ビジネス ユ
ニット、テーブルセット、およびセットID」

アレイ エレメントの定義
アレイ エレメントを定義するには、アレイ コンポーネント (GP_ARRAY) を使用します。

このセクションでは、アレイ エレメントおよびアレイ エレメントのバッチ処理の概要と、以下の方法につい
て説明します。

• アレイ名の定義

• SQL ステートメント情報の選択と定義

• アレイを使用してデータを取得するフィールドの定義

• アレイで使用する処理フォーミュラの定義

アレイ エレメントについて

アレイを使って、ヒューマン リソース管理のテーブルなど、給与計算ルールで使用、評価、または処理す
る必要のある外部ソースのデータを取得することができます。

アレイを作成するには、アレイ定義コンポーネントで FROM 句、SELECT 句、および WHERE 句から成る
構造化照会言語 (SQL) ステートメントを組み立てる必要があります。

• FROM 句を定義するには、フィールド マップ/キー ページの [レコード (テーブル) 名] フィールドに、必
要なデータを持つテーブルを指定します。

• SELECT 句を作成するには、フィールド マップ/キー ページの [取得フィールドと変数エレメントのマッ
ピング] グループ ボックスに、必要なデータを持つテーブルの列 (フィールド) を指定します。

• WHERE 句を作成するには、アレイのキーと検索条件を定義します。アレイのキーの値に基づいた条件
に従って、データベース テーブルからデータ行が取得されます。

これを行うには、フィールド マップ/キー ページの [キー/検索条件] グループ ボックスのフィールドを
使用します。

• SQL ステートメントを定義したら、アレイ内のデータベース列の値をグローバル ペイロールの変数に
マッピングする必要があります。

これらの変数に列の値を格納して、グローバル ペイロールのルールで使用できるようにします。

これを行うには、フィールド マップ/キー ページの [変数エレメント名] フィールドを使用します。
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注: SQL ステートメントを構築したら、フォーミュラを定義することもできます。アレイで取得したデータの
評価が必要な場合があるからです。

これは、処理フォーミュラ ページで行います。

注: アレイは、有効日で管理されていません。アレイを変更すると、遡及処理に影響が出る可能性があり
ます。

アレイのバッチ処理について

アレイを使用すると、システム エレメントでは取得できないデータベース テーブルやビューのデータにア
クセスすることができます。アレイは値には変換されませんが、その代わりに処理を呼び出します。

フィールド マップ/キー ページで、受給者別のアレイも、受給者別でないアレイも作成できます。受給者
別のアレイの場合、現在処理されているスライスまたはセグメントで変換されます。

アレイは、セグメントおよびスライスごとに変換する必要があります。アレイによって値がセットされるエレ
メントが、スライスされる別のエレメントでも使用されている場合、そのアレイおよびアレイの全ての戻り
列のエレメントも確実にスライスされるように、アレイそのものをイベント リストに加える必要があります。
そのため、アレイをイベント リストに入力する作業は必須となります。

受給者別に管理されるアレイの処理

受給者別に管理されるアレイの処理は、以下の手順で行われます。

1. カレンダー実行中に初めてこのアレイが検出されると、アレイによりデータベースが呼び出されま
す。

指定されたキーに基づいた WHERE 条件を満たすデータ行が全て、メモリに読み込まれます。カー
ソルは、従業員 ID (昇順)、雇用レコード番号 (昇順)、有効日 (降順) の順でソートされます。

2. 受給者ごとに、適切なデータ行にアクセスできるようにカーソルが設定されます。適切なデータ行
とは、フィールド マップ/キー ページのフィールドで指定された受給者と有効日のフィールドのデー
タ行です。

受給者別のアレイは、支給期間終了日を基準にして支給ごとに並べられます。分割が発生してい
て、アレイがイベント リストに含まれている場合、あるいは、スライスまたはセグメントに分割され
る支給、控除、休暇欠勤エレメントで使用されている場合は、アレイは、スライスまたはセグメント
の終了日の順に並べられる必要があります。

3. アレイ処理フォーミュラは、メモリに格納されている受給者データ (受給者カーソルが指している受
給者のデータ) に対して、処理コードを基に適用されます。

4. データベース フィールドは、処理フォーミュラが適用されたデータの 後の行になります。

アレイにアクセスするたび、手順の 2 から 4 までが繰り返し実行されます。手順 1 は、受給者が変わっ
た、または新しいスライスまたはセグメントが変換される場合に限り、再度実行されます。

受給者別に管理されないアレイの処理

受給者別に管理されないアレイの処理は、以下の手順で行われます。

1. カレンダー実行中に初めてこのアレイが検出されると、アレイによりデータベースが呼び出されま
す。

指定されたキーに基づいた WHERE 条件を満たすデータ行が全て、メモリに読み込まれます。そ
のため、処理フォーミュラでも有効日行の判定ロジックを使用する必要があります。
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2. テーブルが有効日付きの場合、適切な日付 (セグメント、スライス、期間) を照会するシステム エ
レメントが、検索フォーミュラによって参照されます。

分割が発生していて、アレイがイベント リストに含まれている場合、あるいは、スライスまたはセグ
メントに分割される支給、控除、休暇欠勤エレメントで使用されている場合は、アレイは、スライス
またはセグメントの終了日の順に並べられる必要があります。アレイはデータベースから得た複
数の行を戻すことができます。処理フォーミュラは、複数の行に対して適用されます。

3. アレイ処理フォーミュラが実行されます。

4. データベース フィールドは、処理フォーミュラが適用されたデータの 後の行になります。

アレイにアクセスするたび、手順の 2 から 4 までが繰り返し実行されます。手順 1 は、フィールド マップ
/キー ページで [変換毎に再ロード] または [セグメント毎に再ロード] が選択されている場合に限り、実
行されます。

関連項目:

第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「バッチ処理で使用されるアレイ (技術情
報)」 、 22ページ
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アレイ エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[アレイ名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[サ
ポートエレメント]、[アレ
イ]、[アレイ名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

[フィールドマップ/キー] GP_ARRAY_KEYS [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[アレイ]、[
フィールドマップ/キー]

• SQLステートメントの
FROM句に対するデー
タベーステーブルを
指定します。

• アレイ、およびアレイの
データ取得時に使用す
るSQLステートメント
のWHERE句に対する
キーおよび検索条件を
定義します。

• アレイによって値を取得
するフィールドとその値
がセットされるエレメント
を定義します。このデー
タはSQLステートメント
のSELECT句で使用さ
れ、アレイが呼び出され
たときに変換されるエレ
メントを指定します。ま
た、データベースから取
り込まれる各行のソート
順も定義します。

[処理フォーミュラ] GP_ARRAY_PROCESS [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[アレイ]、[処
理フォーミュラ]

必要な処理フォーミュラを
定義します。

アレイ エレメント名の定義

アレイ名ページにアクセスします。
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アレイ名ページ

アレイは、処理が実行されている間だけ結果を保持する一時テーブルであり、処理が終了すればそれら
のデータを保存しておく必要はなくなります。そのため、[保存] および [ゼロのとき保存] チェック ボックス
はオフに設定され、入力できないようになっています。

さらに、アレイは有効日で管理されないため、このページには [定義の指定日] フィールドは用意されて
いません。アレイの定義を変更する場合は、新しいアレイを作成し、そのアレイを参照する有効日付きの
エレメントを新規に作成します。データベース テーブル名またはビュー名を変更した場合も、新しいアレ
イを作成する必要があります。

注: GP_PIN というオブジェクト名のエレメント名共通ページで、エレメント名やその基本パラメータを全て
定義します。エレメント名共通ページのページ タイトルや内容は、定義するグローバル ペイロール エレ
メントのタイプによって変わります。このページに表示されるフィールドについては全て、この PeopleBook
のほかの章で説明されています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

SQL ステートメント情報の選択と定義

フィールド マップ/キー ページにアクセスします。
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フィールド マップ/キー ページ

[レコード (テーブル) 名] PeopleSoft で定義されているテーブルのリストから、SQL ステートメントで
使用するテーブルを選択します。SQL ステートメントの FROM 句では、選
択したテーブル名に自動的にプレフィックス "PS_" が付けられます。

ビューを選択することもできます。検索結果リストには、データベースにあ
る全ての SQL テーブルとビューが表示されます。

[ロード処理オプション] アレイ データをデータベースから取得し直す周期を選択します。

有効値は、次のとおりです。

[従業員ベースの検索]: 受給者別のアレイを作成する場合に選択します。

受給者ごとに 1 回、データを取得します。1 人の受給者の処理が終わる
と、アレイのストレージが開放され、次の受給者の処理で使用できるように
なります。

[1 回のみロード (小さいテーブル)]: 受給者別でないアレイを作成する場合
に選択します。処理中にアレイが 初に参照されたときに 1 回だけ、デー
タを取得します。ほかの 2 つの "再ロード" と比較してこのオプションでは、
データ ロードのためのデータベースへのアクセスが 1 回しか行われないた
め、パフォーマンスが大幅に向上します。明記されているように、このオプ
ションは小さいテーブルに対してのみ使用してください。このオプションに関
連付けられているアレイのバッファは全体で、5000 行しか格納することが
できません。プロセス自体によってテーブルのデータを変更する場合 (この
場合、プロセス内部でその更新内容を反映させるのが望ましいのですが)、
[1 回のみロード (小さいテーブル)] オプションは選択しないでください。

[変換毎に再ロード]: 受給者別でないアレイを作成する場合に選択します。

アレイが変換されるたびに、データベースからデータを取得します。

[セグメント毎に再ロード]: 受給者別でないアレイを作成する場合に選択し
ます。
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各セグメントでアレイが変換される回数に関係なく、セグメントが処理され
るたびに 1 回、データベースからデータを取得します。

注: 選択されたロード処理オプションによって、[キー タイプ] フィールドに
入力できるキー タイプは変わります。

参照: Enterprise PeopleTools PeopleBook: Data Management

[取得フィールドと変数エレメントのマッピング]

[取得フィールドと変数エレメントのマッピング] グループ ボックスで、選択された行から値を取得する列を
指定します。これは、SQL ステートメントの SELECT 句の一部として使用されます。また、選択された列
の値をロードする変数エレメントを指定します。受給者別のアレイの場合、従業員 ID (および、指定され
ていれば、雇用レコード番号や有効日) でソートされます。従業員 ID と雇用レコード番号は昇順、有効日
は降順でソートされます。

[フィールド使用] 以下のオプションから選択します。

[通貨]: 通貨換算が必要な場合に選択します。

[ポインタ]: 列で PIN が使用されている場合に選択します。

[その他]: 上記以外の場合に選択します。デフォルトはこの値です。

[フィールド] データベース テーブルの列の中からフィールドを選択します。検索結果
リストには、SELECT 句や ORDER BY 句で使用することができる、データ
ベース テーブルの列が全て表示されます。

[変数エレメント名] 選択されたフィールドの値をロードする変数を定義します。[変数エレメント
名] フィールドは、必須フィールドではありません。このフィールドが空白の
場合、データベース フィールド名の列にある値は、ORDER BY 句でだけ使
用されます。

注: 複数の異なるフィールド名に対し、同じ変数名を指定することはできま
せん。

[通貨フィールド] データベースから取得するフィールドが金額の場合、そのフィールドの通貨
コードを保存しているフィールドの列名をデータベースから選択します。こ
の通貨コードが処理通貨と異なる場合、データベース上の金額は処理通
貨の値に換算されます。このフィールドは、[フィールド使用] で [通貨] が
選択されている場合にのみ入力できます。

[ソート基準] [昇順]、[降順]、[なし] の中から、データベースより取得する行のソート順
を選択します。検索フォーミュラによっては、取得する 初の行だけを必要
としたり、ソート順によって結果が変化する特別なフォーミュラのロジックを
使用したりするため、ソート順序は非常に重要です。

注: 同じフィールドを複数のグローバル ペイロールの変数に割り当てるこ
とはできますが、昇順と降順など、複数のソート順序を指定することはでき
ません。

[キー/検索条件]

[キー タイプ] キー タイプを選択します。
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[ロード処理オプション] が [従業員ベースの検索] の場合、キー タイプは
[その他]、[従業員 ID]、[有効日]、および [雇用 Rcd] (雇用レコード番号)
になります。テーブル内のその他のデータベース フィールドを検索のキー
として使用したいときは、[その他] を選択します。

[ロード処理オプション] が [1 回のみロード (小さいテーブル)]、[変換毎に
再ロード]、または [セグメント毎に再ロード] の場合、キー フィールドは全
て [その他] として定義されます。

ユーザー定義アレイに対するキーを指定する場合、少なくとも 1 つのキー
を指定する必要がありますが、指定しなくてもこのページを保存することは
できます (指定がない場合は、テーブル全体がロードされます)。

警告: アレイのキーを変更すると、[キー/検索条件] グループ ボックス、お
よび処理フォーミュラ ページのデータがクリアされます。

[フィールド] データベースに定義されているレコード (テーブル) の列の名前を正確に
入力します。これは、WHERE 句の条件式の左辺になります。たとえば、
"WHERE EMPLID = PAYEE ID1" (PAYEE ID1 はシステム エレメント) という
WHERE 句を作成する場合、[フィールド] に EMPLID を指定します。

フィールド名は、データベース テーブルの、フィールド ラベルやフィールド
名称ではなく、列の名称と一致している必要があります。

[演算子] WHERE 句の演算子を指定します。キー タイプが [その他] の場合にのみ、
演算子を指定することができます。有効な演算子は、[<]、[<=]、[<>]、[=]、
[>=]、[>]、および [該当なし] です。

エレメント タイプ "ブラケット"、"フォーミュラ"、"システム エレメント"、または "変数" から
選択します。キー タイプが [その他] の場合にのみ、エレメント タイプを指
定することができます。

[エレメント名] WHERE句の条件式の右辺になるエレメントを指定します。たとえば、"WHERE
EMPLID = PAYEE ID1" (PAYEE ID1 はシステム エレメント) という WHERE
句を作成する場合、[エレメント名] に PAYEE ID1 を指定します。キー タイ
プが [その他] の場合にのみ、エレメント名を指定することができます。

[生成 SQL ステートメントの確認]

[実行時にステートメント
をログに記録]

このチェック ボックスをオンにすると、バッチ処理中にアレイ モジュールに
より動的に作成される SQL ステートメント テキストを見ることができます。
PeopleTools Configuration Manager でリダイレクト出力のオプションを選択
すると、それらのアウトプットをファイルに出力することができます。

[生成されるクエリーの表示] クリックすると、リアルタイムで SQL ステートメントを確認することができま
す。アレイにデータを取り込むのに、どのような SQL が作成されるかが表
示されます。また、[レコード (テーブル) 名] フィールドに定義されたテーブ
ルの行数がリストされます。

システム エレメントのキー値としての使い方

ロード処理オプションの値によっては、[従業員 ID]、[雇用 Rcd]、および [有効日] をキー フィールドとし
て使用できます。
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アレイのキーとして [従業員 ID] または [雇用 Rcd] を選択すると、[演算子] フィールドおよび [エレメント
名] フィールドが非表示になり、演算子 [=] が現在の [従業員 ID] および [雇用 Rｃｄ] に自動的に割り当
てられます。[有効日] に対する演算子は、[有効日との比較] フィールドの日付と同じかそれより前 ([<=])
であると見なされます。

たとえば、[ロード処理オプション] で [従業員ベースの検索] を選択して [キー タイプ] に [従業員 ID] を、
[フィールド] に EMPLID を指定し、次に (行を追加して) [キー タイプ] に [雇用 Rcd] を、[フィールド] に
EMPL_RCD を指定すると、現在の受給者のデータだけを取得する SQL ステートメントが作成されます。

受給者別のアレイ、および受給者別でないアレイでのキー タイプ [その他] の使い方

用意された 3 つのキー タイプを使用しない場合、またはそれ以外のフィールドをキーとして入力したい場
合、キー フィールド名、演算子、エレメント タイプ、および適切なエレメント名を入力する必要があります。

1. 指定したキー フィールド (レコード列) に対する正しい演算子を選択します。これは、WHERE 句で
使用される演算子になります。

2. エレメントのタイプを選択します。

3. エレメント タイプに対応したエレメント名を入力します。ここで指定するエレメントは、指定されたエ
レメント タイプで定義されているエレメントである必要があります。

ここで指定された値が、アレイにデータを取り込む際に必要となる SQL ステートメントの WHERE 句に使
用されます。設定に合わせて、複数のキー フィールドを指定できます。

注: このページで複数のキーを入力した場合、それらの複数の条件は常に AND 条件として処理されます。

例: ユーザー定義のキー構造

たとえば、部門 ID が一致するデータ行をデータベースから検索する場合を考えてみましょう。

[その他]、DEPTID、[=]、システム エレメント、DEPTID の順に選択します。このアレイが検出されると、部
門テーブル (DEPT_TBL) の行の中から、現在処理中の受給者に対するシステム エレメント DEPTID と値
の一致する部門 ID (DEPTID) を持つ行が検索されます。

アレイ エレメントで使用する処理フォーミュラの定義

処理フォーミュラ ページにアクセスします。

[処理フォーミュラ] ページ

[処理オプション] フォーミュラをいつ、どのように適用するかを、以下の値の中から選択しま
す。値は次のとおりです。
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[フォーミュラ別、全行に適用]: アレイで必要とされる全ての行が選択され
ます。まず 初のフォーミュラが全ての行に適用され、その次に 2 番目の
フォーミュラ、というように全てのフォーミュラが順に適用されます。

[行別、全フォーミュラを適用]: データベースからデータ行が 1 行選択され、
その 1 行に対してこのページの各フォーミュラが適用されます。その後、
次の行が選択され、その行に対して各フォーミュラが適用されます。同様
にして、各行ごとに全てのフォーミュラが適用されます。

[検索]: データベースからデータ行が 1 行選択され、その 1 行に対してこの
ページの各フォーミュラが適用されます。その後、次の行が選択され、その
行に対して各フォーミュラが適用されます。フォーミュラの値が 1 になった
時点で、ループは停止されます。したがって、たとえば特定の値のデータを
検索する場合、その値が見つかった時点でデータの検索は停止されます。

注: 検索処理について、処理オプションで [検索] を選択して [フォーミュラ
名] を指定しない場合、アレイによって返された 初のデータ行が使用さ
れます。

[エラー処理フォーミュラ] 行が 1 行も選択されなかった場合に、エラー処理に使用するエラー処理
フォーミュラ名を選択します。

[フォーミュラ名] アレイの変換で使用される、各データ行に適用するフォーミュラを選択しま
す。

[処理オプション] で [検索] を選択した場合、ここにはブール値を返すフォー
ミュラを選択する必要があります。

注: フォーミュラを使用する代わりに、必要なデータ行が常に 初に返され
るようなアレイを定義することも検討してください。アレイによって返される
データ行が常に 1 行だけで、その行に必要なデータが必ず含まれている
場合、処理オプションが [検索] であっても [フォーミュラ名] フィールドの値
を指定する必要はありません。

注: 各フォーミュラには自動的に連番が割り当てられます。割り当てられた連番は変更できません。順番
を間違えてしまった場合は、間違えたフォーミュラとそれ以降のフォーミュラを全て削除して、もう一度正
しい順番で追加し直します。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「フォーミュラ エレメントの定義」 、 156ページ

書き込み可能アレイ エレメントの定義
書き込み可能アレイ エレメントを定義するには、書き込み可能アレイ コンポーネント (GP_WRITE_ARRAY)
を使用します。

このセクションでは、書き込み可能アレイ、書き込み可能アレイの記憶領域に関する注意事項、および書
き込み可能アレイのバッチ処理についての概要と、以下の方法について説明します。

• 書き込み可能アレイ名の定義
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• 書き込み可能アレイのレコードとフィールドの定義

書き込み可能アレイ エレメントについて

書き込み可能アレイ エレメントを使って、独自の結果テーブルにデータを書き込むことができます。まず
PeopleSoft アプリケーション デザイナを使って結果テーブルを作成します。その後、このセクションで説
明する書き込み可能アレイ ページを使って、バッチ処理でそのテーブルに値をロードするエレメントを定
義します。書き込み可能アレイは、多くの点で標準のアレイとは反対の性質を持っています。書き込み可
能アレイでは、テーブルの行の値をユーザー定義の変数に読み込むのではなく、ユーザー定義のエレ
メントの値をテーブルの行に書き込みます。

書き込み可能アレイを使用すると、レポートをニーズに合わせて構成できます。テーブルの各行をレポー
ト上の情報行として使用することができます。また、複数のテーブルを組み合わせて 1 つのレポートを作
成することもできます。たとえば、あるテーブルをレポートのヘッダー、別のテーブルをレポートの内容、さ
らに別のテーブルをレポートのフッターとして使用することができます。

書き込み可能アレイで複数行にわたる情報を 1 行にまとめることによって、貴重な記憶領域を節約する
こともできます。

書き込み可能アレイを定義するには、次の手順に従います。

1. PeopleSoft アプリケーション デザイナを使って、書き込み可能アレイ エレメントでデータをロード
するテーブルを作成します。

テーブルの 初の 7 つのフィールドは、通常の結果テーブルのキー フィールドと同じにする必要
があります。また、INSTANCE や SLICE_BGN_DT などの任意の結果テーブルのキーを使用した
り、DEPTID などの通常の結果テーブルではキーとして使用されないフィールドをキーにすること
もできます。

7 つのフィールドは、以下のとおりです。

• EMPLID

• CAL_RUN_ID

• EMPL_RCD

• GP_PAYGROUP

• CAL_ID

• ORIG_CAL_RUN_ID

• RSLT_SEG_NUM

2. 書込可能アレイ名ページで、書き込み可能アレイの名称に関する情報を定義します。

3. "定義とフィールド" ページで、書き込み可能アレイでデータをロードするテーブルを指定し、ロー
ドするデータを持つエレメントと、そのエレメントのデータがロードされるテーブルのフィールド (列)
をマッピングします。

注: 書き込み可能アレイを使って結果テーブルを作成するときは、標準の結果テーブル全てで共有され
るセグメント ステータスの基本キーをテーブルに含める必要があります。また、さらにキーを追加するこ
ともできます。

書き込み可能アレイ エレメントの記憶領域に関する注意事項について

ユーザー定義の結果テーブルを使用すると記憶領域の節約になりますが、通常の結果テーブルとデー
タが重複している場合、その重複分のスペースが余分に必要となります。以下に挙げる種類の結果につ
いては、書き込み可能アレイを使ってデータをまとめたり、一時保存しておくことをお勧めします。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 101



データ取得エレメントの定義 第 6 章

• 検証処理で必要となる、規定外の個人データ

これらの情報は、通常の結果テーブルではなく 1 つの行にまとめて保存して、検証処理で必要になる
ときまで保持しておきます。

• 期間のサマリ データ

年間累計レポートで期間ごとのデータ サマリが必要な場合、期間ごとのサマリ データを必要な時期ま
でさかのぼって保存することができます。

• レポートで使用される一時データ

レポートの作成時に、標準の結果テーブルで検出されたデータをコピーして、別の形式で出力すること
ができます。その後レポート期間が終了したら、その複製のデータを削除できます。

一時データはデータによって削除する時期が異なるため、結果テーブルのデータ管理はシステムが実
行せずにユーザーが行うように設定されています。

書き込み可能アレイ エレメントのバッチ処理について

通常、書き込み可能アレイ エレメントを呼び出すごとに、データ行が 1 行作成されます。複数行を出力
するには、サブプロセス セクションでループ処理を行い、アレイを使用して書き込み可能アレイを複数回
呼び出します。ポインタや変数を使って、書き込み可能アレイの 1 つのフィールドに異なるエレメントの値
を入れることができます。しかし、文字列型のエレメントと数値型のエレメントを同じフィールドにマッピン
グすることはできません。

書き込み可能アレイ エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[書込可能アレイ名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[書込可能アレ
イ]、[書込可能アレイ名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

[定義とフィールド] GP_WRITABLE_ARRAY [HRMS基本設定]、[製品・
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[書込可能アレ
イ]、[定義とフィールド]

書き込み可能アレイプロセ
スによりデータを挿入する
テーブルを指定します。
テーブルの各列 (フィール
ド名)にデータをロードする
エレメントも指定します。

書き込み可能アレイ名の定義

書込可能アレイ名ページにアクセスします。

書き込み可能アレイの変換が正常に終了すると、エレメント自体の値が 1 に設定されます。ほとんどの
場合、この値は保存しておく必要がないため、エレメント名共通ページの [保存] チェック ボックスと [ゼロ
のとき保存] チェック ボックスはデフォルトでオフになっています。必要であれば、これらのチェック ボック
スはオンにすることができます。

さらに、書き込み可能アレイは有効日で管理されていないので、書込可能アレイ名ページには [定義の
指定日] フィールドがありません。エレメントの定義を変更する必要がある場合は、変更する代わりに新
しい書き込み可能アレイを作成し、その書き込み可能アレイを参照する有効日付きのエレメントを新規
に作成します。データベース テーブルやビューの名称を変更する場合も、新しい書き込み可能アレイを
作成します。
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注: GP_PIN というオブジェクト名のエレメント名共通ページで、エレメント名やその基本パラメータを全て
定義します。エレメント名共通ページのページ タイトルや内容は、定義するグローバル ペイロール エレ
メントのタイプによって変わります。このページに表示されるフィールドについては全て、この PeopleBook
のほかの章で説明されています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

書き込み可能アレイのレコードとフィールドの定義

"定義とフィールド" ページにアクセスします。

"定義とフィールド" ページ

注: 書き込み可能アレイを保存するには、レコード名と 低 1 つのフィールド名を指定する必要があり
ます。

[レコード (テーブル) 名] 書き込み可能アレイでデータをロードするテーブル名を入力します。選択
できるテーブルは、書き込み可能アレイの 7 つの必須キー フィールドを含
むテーブルだけです。

テーブル名にはプレフィックスの PS_ が自動的に付加されます。その名前
が、SQL ステートメントの INSERT 句で使用されます。

[直ちに行挿入] 定義した書き込み可能アレイを使用して、同じプロセス内で標準のアレイ
が直ちに使用できるようにデータを生成する場合は、オンにします。こうす
ることにより、標準のアレイ エレメントが処理される際に、データが確実に
データベースに存在するようになります。

このチェック ボックスがオフの場合、書き込み可能アレイによってロードさ
れたデータは即座にはデータベース テーブルに書き込まれません。デー
タは、これより後のタイミングで一括挿入プロセスによって挿入されます。
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注: 全てのリレーショナル データベース管理システム (RDBMS) に一括挿
入機能が備わっているわけではありません。一括挿入機能のない RDBMS
の場合、データ行は常に 1 行ずつ挿入されます。

[フィールド名] データがロードされる書き込み可能アレイのフィールド名を入力します。検
索結果画面には、[レコード (テーブル) 名] フィールドで選択したテーブル
に含まれるフィールドが一覧表示されます。

フィールド名の追加順序は重要ではありせん。

[入力タイプ] フィールドに値をロードするエレメントのタイプを選択します。

[エレメント名] 書き込み可能アレイのキー フィールドにロードする値が入っているエレメ
ントを選択します。

注: 処理中は、選択したエレメントの現在の値がアレイに使用されます。エ
レメントを書き込み可能アレイ フィールドに関連付けるだけでは、エレメン
トは変換されません。

ブラケット エレメントの定義
ブラケット エレメントを定義するには、ブラケット コンポーネント (GP_BRACKET) を使用します。

このセクションでは、ブラケット、補間法、およびブラケットのバッチ処理についての概要と、以下の方法
について説明します。

• ブラケットの検索ルールを定義します。

• 検索キーと戻り列の定義

• 検索値を入力します。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

ブラケット エレメントについて

ブラケットを使用すると、簡単な検索テーブルを作成することができます。ブラケットでは、定義されたテー
ブルに基づいてデータが検索され、検索データに対応する値が割り当てられます。ブラケットは、バンド
テーブルまたは検索テーブルと呼ばれることもあります。

ブラケットでは複数の検索値 (検索列) を使用できます。ブラケットの処理では、検索値を使って 1 つある
いは複数の列を結果として返します。この結果は、フォーミュラなどのほかのエレメントで使用できます。

ブラケットを定義する前に、ブラケットの定義で使用するのに必要なエレメントを作成します。たとえば、
勤務年数に応じて賞与額を求めるブラケットを作成するには、勤務年数を返すデュレーション エレメント
を前もって作成します。

ブラケットを定義するには、次の手順に従います。

1. ブラケットの名称情報を、ブラケット名ページで定義します。

2. ブラケットの検索ルールを、検索ルール ページで定義します。
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3. 検索テーブルに使用する検索キーの値および戻り列の値を、"検索キー/戻り列" ページで選択
します。

4. 検索値を、データ ページで入力します。

補間法について

検索キーの値がデータ ページで定義されたブラケットの検索値に完全に一致しない場合に、ブラケット
の返す値をどのように計算するかを補間法で定義します。

検索ルール ページで、以下の 4 つの補間法の中から 1 つを選択します。

• 線形

数式を使って、指定された検索キーの次に高い値と次に低い値の間で比例配分した値を算出します。
この方法は、1 つまたは 2 つの数値型の検索キーおよび数値型の戻り列を持つブラケットにのみ有効
です。

• も近い値を使用

も近いキーの値を持つ行の戻り列の値を使用します。この方法は、数値型または日付型のキーを持
つブラケットにのみ有効です。

• 次の高い値を使用

次に高いキーの値を持つ行の戻り列の値を使用します。この方法は、全てのブラケットに有効です。

• 次の低い値を使用

次に低いキーの値を持つ行の戻り列の値を使用します。この方法は、全てのブラケットに有効です。

たとえば、ブラケットを作成して勤続年数に応じた賞与を計算するとします。次の表は、検索キーと戻り
列の一覧です。

検索キー (勤続年数) 戻り列 (賞与金額)

5 30%

10 60%

勤続年数が 7 年の場合、指定された補間法によって返される値が変わります。次の表は、補間法ごとの
戻り値のリストです。

補間法 戻り値 説明

線形 42% 計算式によって、値は42パーセント
と計算されます。

も近い値を使用 30% ７年の場合、10年より 5年の方が近
いので、5年の行の戻り列の値が使
用されます。
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補間法 戻り値 説明

次の高い値を使用 60% 次に高いキーの値の10年が選択さ
れ、その行の戻り列の値が返されま
す。

次の低い値を使用 30% 次に低いキーの値の5年が選択され、
その行の戻り列の値が返されます。

低/ 高値オプションの使用

線形補間法では、次に値の低い行と次に値の高い行を検索して、戻り値の計算が行われます。次に値
の低い行または高い行がない場合、検索ルール ページの [ 低/ 高値オプションの使用] チェック ボッ
クスを使用して、 低値または 高値を使用するかどうかを指定できます。

たとえば、次のような検索キーと戻り列のブラケットを定義するとします。

検索キー (部門 ID、勤続年数) 戻り列 (賞与パーセント)

ABC、1 10

ABC、3 12

ABC、5 15

DEF、1 11

DEF、3 13

DEF、5 15

部門 ID が ABC で従業員の勤続年数が 6 年の場合、部門 ID ABC の次に値の低い行は勤続年数 5 年
です。しかし、次に値の高い行はありません。[ 低/ 高値オプションの使用] チェック ボックスがオンの
場合、 も値の高い、部門 ABC の勤続年数 5 年の戻り列の値が使用されます。

端数処理ルール

線形補間法を使用する場合、端数処理ルールを使って戻り値の端数処理タイプを指定できます。

たとえば、四半期に働いた時間数 (四半期労働時間) に基づいて賞与金額と賞与レートが決定され、受
給者の時間数がデータ ページで定義された値に一致しない場合は、線形補間法を使用して賞与額また
は賞与レートを決定する必要があるとします。その際、戻り列の値の小数点以下を丸めるとします。

ブラケットには、次の表のようなデータが登録されているとします。
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検索キー - 四半期労働時間の累計 戻り列 - ブラケット - 賞与金額

200 2000

300 2500

500 3000

ある受給者の四半期間の労働時間が 303.5 時間だとします。線形補間法を使用すると、通常は以下の
とおり値が返されます。

(303.5 − 300) / (500 − 300) = 3.5/200 = 0.017500

計算式は以下のとおりです。

2500 + (0.017500 * (3000-2500) = 2500 + (0.017500 * 500) = 2500+ 8.75 = 2508.75

端数処理ルール エレメントが適用されると、小数点以下が丸められ、ブラケットからの戻り列の値は
2508.75 ではなく 2509 になります。

ブラケット エレメントのバッチ処理について

ブラケットの処理では、キー値に基づいて行が検索され、ブラケットの値が戻されます。

ブラケット エレメントは常に、 初に戻される列の値に変換されます。ブラケットは、処理中に検出され
た時点で変換されます。ブラケットの戻り列に指定されているエレメントが処理中に検出されても、その
エレメントがこのブラケットに関連付けられているかどうかわからないので、ブラケットは自動的には変換
されません。

ブラケットおよび全ての戻り列は処理中に検出されると、使用されているスライス終了日またはセグメン
ト終了日時点のデータが以下の条件に従ってロードされます。

• ブラケットを使用しているエレメントがスライスされる場合、そのブラケットおよび全ての戻り列のエレメ
ントもまたスライスされます。

• ブラケットがプロセス リストで検出された場合、現在処理中のセグメントに対して変換されます。

• 分割の際にブラケットの戻り列を再変換する必要がある場合、そのブラケットは計算の中で使用される
か、イベント リストに含まれている必要があります。

ブラケットでの補間法の使い方

以下の点を考慮する必要があります。

• [補間法]: [次の高い値を使用]、[次の低い値を使用]、または [線形] を選択した場合、対応する [ 低
/ 高値オプションの使用] チェック ボックスの値を設定します。

• [テーブルの範囲外]: 初のキーが一致しない場合にのみ適用されます。

• [エラー処理オプション]: 適切な補間法および検索を使用しても一致するデータがない場合に適用され
ます。

指定可能なオプションは 2 つあります。[エラー作成] を選択すると、ブラケットおよび戻り列の変換は
全く行われず、支給はエラーになります。[処理続行] を選択すると、ブラケットおよびその他の戻り列
の値は 0 または空白 (フィールドのフォーマットによって異なります) に変換されます。
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次の表は、バッチ処理における各補間法の使用方法を一覧にしたものです。

補間法 バッチ処理

も近い値を使用 一致しないキーが数値でない場合、エラー処理オプ
ションに進みます。

一致しないキーが数値の場合、次に低い値および次
に高い値があるかどうかが判断されます。

• 次に低い値だけがある場合は、その行が使用さ
れます。

• 次に高い値だけがある場合は、その行が使用さ
れます。

• 次に低い値と次に高い値の両方がある場合は、ど
ちらの値がより近いかが判断され、近い方の行が
戻されます。両方の値のちょうど中間に位置する場
合は、高い方の行が戻されます。

次の低い値を使用 次に値の低い行があるかどうかが判断されます。

• 次に値の低い行がある場合は、その行が使用さ
れます。

• 次に値の低い行がない場合、[ 低/ 高値オプショ
ンの使用]チェックボックスの設定が参照されます。

• [ 低/ 高値オプションの使用]チェックボックスが
オンの場合、キーが一致した行の中から値の一番
高い行が使用されます。

• [ 低/ 高値オプションの使用]チェックボックスが
オフの場合、エラー処理オプションに進みます。
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補間法 バッチ処理

次の高い値を使用 次に値の高い行があるかどうかが判断されます。

• 次に値の高い行がある場合は、その行が使用さ
れます。

• 次に値の高い行がない場合、[ 低/ 高値オプショ
ンの使用]チェックボックスの設定が参照されます。

• [ 低/ 高値オプションの使用]チェックボックスが
オンの場合、キーが一致した行の中から値の一番
高い行が使用されます。

• [ 低/ 高値オプションの使用]チェックボックスが
オフの場合、エラー処理オプションに進みます。

線形 一致しないキーが数値でない場合、エラー処理オプ
ションに進みます。

一致しないキーが数値の場合、次に低い値および次
に高い値があるかどうかが判断されます。

• どちらか一方しか存在しない場合、[ 低/ 高値
オプションの使用]チェックボックスの設定が参照
されます。

• [ 低/ 高値オプションの使用]チェックボックスが
オンの場合、 低/ 高値に該当する行が使用さ
れます。線形補間法は使われません。

• [ 低/ 高値オプションの使用]チェックボックスが
オフの場合、エラー処理オプションに進みます。

次に低い値と次に高い値の両方がある場合、以下
の処理が行われます。

• キーに対して、以下が行われます。

- 次に値の低い行と次に値の高い行の値の差が
調べられます。これを、キー差1とします。

- 指定した値と次に値の低い行の値の差が調べら
れます。これを、キー差2とします。

- キー差2をキー差1で割り、比率を算出します。
これを、キー比率とします。

• 戻り列に対して、以下が行われます。

- 次に値の低い行と次に値の高い行の値の差が
調べられます。これを、戻り列差1とします。

- キー比率を戻り列差1に適用します。これを、戻
り列差2とします。

- 戻り列差2を、次に値の低い行の戻り列の値に
足します。この値が、戻り列に返されます。
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ブラケット エレメントのバッチ処理についての補足

検索キーは、ブラケットの定義で入力された順に評価されます。キーの順序で、値は昇順にソートされま
す。

どの補間法でも、全てのキーが一致する行があれば、その行が使用されます。また、どの補間法でも、
初のキー、2 番目のキー、という順番にキーが照合されます。

キーが一致しないときの処理

初のキーが一致しない場合、以下が実行されます。

• 一致しない場合の処理が [テーブルの範囲外] グループ ボックスで指定されているかどうかが確認さ
れます。

初のキーの値が、データ ページで 初の行に定義された検索キー 1 の値より低い場合は、以下が
実行されます。

- [下回る場合は 小値を使用] チェック ボックスがオンの場合、 初の行が使用されます。

- [下回る場合は 小値を使用] チェック ボックスがオフの場合、エラー処理オプションに進みます。

• 初のキーの値が、データ ページで 後の行に定義された検索キー 1 の値より高い場合は、以下が
実行されます。

- [上回る場合は 大値を使用] チェック ボックスがオンの場合、 終行が使用されます。

- [上回る場合は 大値を使用] チェック ボックスがオフの場合、エラー処理オプションに進みます。

• 一致しない場合の処理が [テーブルの範囲外] グループ ボックスで指定されていない、かつ、補間法
も選択されていない場合は、エラー処理オプションに進みます。

• 補間法が指定されていても、 初のキーのフィールド フォーマットが数値でない場合は、エラー処理オ
プションに進みます。

• 補間法が指定されていて、フィールド フォーマットが数値の場合は、指定された補間法に基づき適切な
ロジックが使用されます。それぞれの補間法の詳細については、上の表を参照してください。

• 次のキーで値が一致せず、補間法が指定されていない場合は、エラー処理オプションに進みます。

• 次のキーで値が一致せず、補間法が指定されている場合は、そこまでの全てのキーが一致した行だ
けが選択の対象となります。

補間方法に従って、適切なロジックが実行されます。それぞれの補間法の詳細については、上の表を
参照してください。
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ブラケット エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

ブラケット名 GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[ブラケット]、[
ブラケット名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

検索ルール GP_BRACKET1 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[ブラケット]、[
検索ルール]

ブラケットの検索ルールを
定義します。

検索キー/戻り列 GP_BRACKET2 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[ブラケット]、[
検索キー/戻り列]

ブラケットの検索キーおよ
び戻り列を指定します。

データ GP_BRACKET3 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[サ
ポートエレメント]、[ブラ
ケット]、[データ]

検索値を入力します。"ブ
ラケット"の "検索キー/戻
り列"ページで選択した検
索キーおよび戻り列の値
が表示されます。

ブラケット エレメント名の定義

ブラケット名ページにアクセスします。

注: GP_PIN というオブジェクト名のエレメント名共通ページで、エレメント名やその基本パラメータを全て
定義します。エレメント名共通ページのページ タイトルや内容は、定義するグローバル ペイロール エレ
メントのタイプによって変わります。このページに表示されるフィールドについては全て、この PeopleBook
のほかの章で説明されています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

ブラケット エレメントの検索ルールの定義

検索ルール ページにアクセスします。
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検索ルール ページ

[エラー処理オプション] 以下の値から選択します。

[エラー作成]: 処理を停止してエラーを作成します。

[処理続行]: 値を返さずに処理を続けます。

[テーブルの範囲外] キーの値がテーブルに定義されている値より大きい、または小さい場合の
対処法を定義します。

[下回る場合は 小値を使用]: オンにすると、キーの値がテーブルに定義
されている値を下回る場合、テーブルのデータの 小値が使用されます。

[上回る場合は 大値を使用]: オンにすると、キー値がテーブルに定義さ
れている値を上回る場合、テーブルのデータの 大値が使用されます。

[補間法] たとえばキーの値が 2 つの行の間になるなど、キーが完全に一致しなかっ
た場合にどのような戻り値を返すかを補間法で指定します。どの補間法
も、 初に一致しなかった検索キーに対してのみ、使用されます。以下の
値から選択します。

[線形]: 数式を使って、指定された検索キーの次に高い値と次に低い値の
間で比例配分した値を算出します。この方法は、1 つまたは 2 つの数値型
の検索キーおよび数値型の戻り列を持つブラケットにのみ有効です。

[ も近い値を使用]: も近いキーの値を持つ行の戻り列の値を使用しま
す。この方法は、数値型または日付型のキーを持つブラケットにのみ有効
です。

[次の高い値を使用]: 次に高いキーの値を持つ行の戻り列の値を使用し
ます。この方法は、全てのブラケットに有効です。

[次の低い値を使用]: 次に低いキーの値を持つ行の戻り列の値を使用し
ます。この方法は、全てのブラケットに有効です。

参照: 第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「補間法について」 、 105
ページ

[ 低/ 高値オプション
の使用]

線形補間法を使用する場合、全ての検索キーが再度照合されます。続い
て、検索キーの値の中から、次に値の低い行および次に値の高い行が検
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索されます。検索キーの値の中に次に低い行または高い行がない場合、[
低/ 高値オプションの使用] チェック ボックスを使用して、 低値また

は 高値を使用するかどうかを指定できます。

参照: 第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「補間法について」 、 105
ページ

[端数処理ルール エレメ
ント]

線形補間法を使用する場合、端数処理ルールを使って戻り値の端数処理
タイプを指定できます。線形補間法では、次に値の低いキーの戻り値と次
に値の高いキーの戻り値の比率を計算し、その比率を基に算出した比例
配分値を、次に値の低いキーの戻り値に追加して返すため、この端数処理
は、フィールド フォーマットが数値 (数字または金額) の戻り列の全てに対
して適用されます。返される結果には、小数が含まれる場合があります。

参照: 第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「補間法について」 、 105
ページ

ブラケットの検索キーと戻り列の定義

"検索キー/戻り列" ページにアクセスします。

"検索キー/戻り列" ページ
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[検索列]

[検索列] グループ ボックスには、ブラケット データの検索に使用するキーを指定します。キーごとに、入
力する検索キーのタイプ (エレメント タイプ) を選択します。その後、対応するエレメント名を指定します。
検索キーは 5 つまで入力できます。

[戻り列]

[戻り列] グループ ボックスには、戻される検索結果を格納する列を指定します。列ごとに、入力する戻り
値入力タイプ (エレメント タイプ) を選択します。その後、対応するエレメント名を指定します。 初の戻り
列はブラケットそのものです。戻り列は 8 つまで入力できます。

ブラケットの検索値の入力

"ブラケット" のデータ ページにアクセスします。

"ブラケット" - データ ページ

[ブラケットの検索キーと戻り列値] グリッドの [検索キー]

検索キーの値を入力します。

[ブラケットの検索キーと戻り列値] グリッドの [戻り列 1 ～ 4]、[戻り列 5 ～ 8]

"検索キー/戻り列" ページの入力に基づいて、検索キーの値ごとに返される値を入力します。複数の戻
り列値を入力することができます。

給与レート コード エレメントの定義
給与レート コード エレメントを定義するには、給与レート コード コンポーネント (GP_RATE_CODE) を使
用します。

このセクションでは、給与レート コードのマッピング、支給における給与レート コードの使用、および給与
レート コードのバッチ処理についての概要と、以下の方法について説明します。

• 給与レート コード エレメント名の定義

• 給与レート コード エレメントの作成
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給与レート コードのマッピングについて

給与レート コード エレメントを使用して、固定的賃金コンポーネントや固定的賃金外の給与コンポーネン
トなど、ヒューマン リソース管理で定義された複数の給与コンポーネントの値を取得することができます。

ヒューマン リソース管理で設定された給与レート コードをグローバル ペイロールに取り込むには、それ
らの給与レート コードに対応する給与レート コード エレメントをグローバル ペイロールで定義し、該当す
るヒューマン リソース管理の給与レート コードとマッピングする必要があります。ヒューマン リソース管
理の給与レート コードは、グローバル ペイロールの給与レート コード エレメントと 1 対 1 で関連付ける
ことができます。

注: グローバル ペイロールでは、レート マトリックスをマッピングすることはできません。グローバル ペイ
ロールでマッピングできるのは、単純な給与レート コードのみです。

給与レート コード エレメントを定義し、ヒューマン リソース管理の給与レート コードにマッピングするに
は、以下の 2 つの方法があります。

1. ヒューマン リソース管理で給与レート コードを作成してからグローバル ペイロールを導入する
場合、給与レート コード コンポーネントを使って給与レート コード エレメントを作成し、対応する
ヒューマン リソース管理の給与レート コードにマッピングします。

ヒューマン リソース管理の給与レート コードにマッピングすることにより、エレメントにヒューマン
リソース管理の給与レート コードの値が割り当てられます。

2. グローバル ペイロールを導入してからヒューマン リソース管理で給与レート コードを作成する場
合、給与レート コード エレメントが作成されるかどうかは、給与レート コード作成者のユーザー ID
の行がユーザー ルール プロファイル ページにあるかどうかで決まります。

a. ユーザールールプロファイルページに、ヒューマンリソース管理で給与レートコードを作成するユー
ザーのユーザー IDの行がある場合、対応する給与レートコードエレメントが自動的に休暇管理に
作成されます。この給与レートコードでは、給与レートコード名ページに、給与レートコードを作成す
るユーザーのユーザー IDに対して定義されたものと同じ [使用先]および [国]フィールドの値が表
示されます。異なる給与レートコードが必要な場合は、使用先に [全ての国]が定義されているユー
ザー IDのユーザーが、[使用先]および [国]フィールドを変更して給与レートコードを修正します。

b. ユーザールールプロファイルページに、ヒューマンリソース管理で給与レートコードを作成する
ユーザーのユーザー IDの行がない場合、給与レートコードエレメントはグローバルペイロールに
作成されません。上記の1と同様に処理されます。ユーザールールプロファイルページに適切な
ユーザー ID設定があるユーザーが、グローバルペイロールの給与レートコードコンポーネントを
使用して給与レートコードエレメントを作成する必要があります。

参照: 第 38 章、 「セキュリティの定義」 、 「ユーザー アクセスの制限」 、 1076ページ

給与レート コード エレメントは、グローバル ペイロールの給与レート コード コンポーネントで確認できま
す。また、このコンポーネントでエレメントをほかの給与レート コードにマッピングすることもできます。

次の表は、給与レート コード コンポーネントのページに表示される値の一覧です。

フィールド 値

[エレメント名] ヒューマンリソース管理での給与レートコード名

[エレメントタイプ] 給与レートコード (RC)

[名称] ヒューマンリソース管理での給与レートコードの名称
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フィールド 値

[フィールドフォーマット] 10進数

[定義の指定日] カレンダー期間終了日

[常時再計算] オフ

[所有者] ユーザー管理

[クラス] クラス指定なし

[使用先] ヒューマンリソース管理で給与レートコードを作成
するユーザーに対して、ユーザールールプロファイ
ルページで定義されている [使用先]フィールドの
値と同じ

[国] ヒューマンリソース管理で給与レートコードを作成す
るユーザーに対して、ユーザールールプロファイル
ページで定義されている [国]フィールドの値と同じ

[産業/地域] 空欄

[カテゴリ] 空欄

[上書きレベル] 全てのオプションをオフ

[保存] オン

[ゼロのとき保存] オン

[カスタムフィールド] 空欄

[コメント] 空欄

支給エレメントの定義における給与レート コード エレ
メントの使い方について

給与レート コード エレメントは、ヒューマン リソース管理で定義された給与レート コードの値を返します。
給与レート コードを受給者の支給額の計算で使用するには、支給エレメント定義でその給与レート コー
ドを、支給額の計算ルールの一部として直接使用するか、支給額の計算ルールで使用されるフォーミュ
ラやほかのエレメントで使用する必要があります。
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例

ある受給者の支給月額が 3 つのコンポーネント (基本給、能力給、基本給と能力給の月額合計の 10% の
賞与) から構成されていて、以下の給与レート コードがヒューマン リソース管理で定義されているとします。

BASE = 1000 (基本給月額)

MERIT = 100 (能力給月額)

BONUS = 10 パーセント (賞与月額)

グローバル ペイロールでこれらの給与レート情報をヒューマン リソース管理から取得して計算に使用す
るには、対応する給与レート コード エレメントをグローバル ペイロールで作成し、ヒューマン リソース管理
の給与レート コードにマッピングする必要があります。次の表はマッピング内容を一覧にしたものです。

ヒューマン リソース管理の給与レート コード 対応するグローバル ペイロールの給与レート コー
ド エレメント

BASE BASE

MERIT MERIT

BONUS BONUS

グローバル ペイロールには、賞与月額を計算できるように、給与計算ごとに基本給と能力給の合計を管
理する累計 (SALARY TOTAL) が既に定義されています。ヒューマン リソース管理で定義された給与レー
ト コードを使って、受給者の支給月額を計算します。この場合、グローバル ペイロールで 3 つの支給エ
レメントを作成する必要があります。

• E1 は、基本給を表します。

E1 の計算ルールには [金額] を選択し、基本給与額を取得するエレメントとして、給与レート コード エ
レメントの BASE を指定します。

• E2 は、能力給を表します。

E2 の計算ルールには [金額] を選択し、能力給与額を取得するエレメントとして、給与レート コード エ
レメントの MERIT を指定します。

• E3 は、賞与を表します。

E3 の計算ルールには [ベース*パーセント] を選択し、ベース コンポーネントとして累計エレメント
SALARY TOTAL を、パーセント コンポーネントとして給与レート コード エレメント BONUS を指定します。

注: グローバル ペイロールにヒューマン リソース管理の給与レート コードの情報を取り込むには、支給
エレメントおよび控除エレメントの定義に給与レート コード エレメントを含める必要があります。

通常、給与レート コード エレメントは、支給エレメントを定義するときに計算ページで使用されます。次
の表は、支給計算ルールのコンポーネントとして給与レート コード エレメントを使用する方法を一覧にし
たものです。
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給与レート コード タイプ 支給計算ルール コンポーネント情報

固定額 金額 金額=給与レートコードエレメント

パーセント ベース×パーセント ベース =該当する値 (通常は累計)

パーセント =給与レートコードエ
レメント

点数 ユニット×レート レート =該当する値 (通常は、会社
テーブルから適切な給与点数を取
得し、必要に応じてFTEを適用す
るアレイを呼び出すフォーミュラ)

ユニット =給与レートコードエレ
メント

時間給 ユニット×レート レート =給与レートコードエレメ
ント

ユニット =該当する値 (ポジティブ
入力など)

時間給＋固定額 ユニット×レート レート =フォーミュラ (固定額の給
与レートコードエレメントを取得
し、計算済みの時間給与に加算
するフォーミュラ)

ユニット =該当する値 (ポジティブ
入力など)

注: 支給エレメントのコンポーネントとして固定的賃金外の給与レート コードを使用する場合、"エレメン
ト グループ" のエレメント グループ メンバー ページで、その支給エレメントの [資格の割当] を [受給者]
に設定することをお勧めします。こうしておくと、処理の際、その支給期間において固定的賃金外の支給
を持つ受給者に対してのみ固定的賃金外の処理が行われます。

警告: 支給エレメントの給与レート コード エレメントも含め、給与レート コード エレメントが変換される順
番は非常に重要です。

関連項目:

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「プロセス リストのエレメントとセクションの順序」 、 393ページ

給与レート コード エレメントのバッチ処理について

給与計算の処理中に給与レート コード エレメントが検出されると、給与レート コード PIN 変換プログラム
が呼び出され、そのエレメントがカレンダー期間終了日に有効であるかどうか、固定的賃金の給与レー
ト コードなのか固定的賃金外の給与レート コードなのかが 初に確認されます。その後、固定的賃金
または固定的賃金外のどちらか該当する方の給与レート コード エレメントの定義に従って、給与レート
コードが変換されます。
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職務行の選択条件

固定的賃金、固定的賃金外どちらの給与レート コード エレメントの場合でも、グローバル ペイロールで
は RATE AS OF DATE というシステム エレメントを使って、その給与レート コードで参照する 新の有効
日の職務行を決定します。選択された職務行の従業員 ID、雇用レコード番号、および支給キーは、処理
中の支給の値にそれぞれ一致する必要があります。一致しない場合、支給はエラーになります。

• RATE AS OF DATE に値がロードされていない場合、現在のスライスまたはセグメントの終了日を使用
して職務行が選択されます。

• RATE AS OF DATE の値がカレンダー期間終了日より後の場合、カレンダー期間終了日を使用して職
務行が選択されます。

• RATE AS OF DATE の値が職務行の一番古い有効日より前の場合、給与レート コードはゼロに変換さ
れ、その支給はエラーになります。

• その他の場合は全て、RATE AS OF DATE の値が使用されます。

給与レート コードに適用される FTE 係数は、支給キーが一致していて、有効日が RATE AS OF DATE の
値またはスライス終了日と同じかそれより前の行の中で、 新の有効日を持つ職務行から取得されます。

通貨換算

ヒューマン リソース管理で定義されている、固定額、時間給、または時間給 + 固定額の給与レート コー
ドの通貨コードが処理通貨と異なる場合、グローバル ペイロールでは処理中に標準通貨換算が実行さ
れます。この場合、受給者の有効日付き為替レート タイプを使用して、通貨換算が行われます。

注: パーセント給与レート コードまたは点数給与レート コードの場合、戻り値は金額ではないので、通貨
換算は必要ありません。

周期換算

グローバル ペイロールでは、固定額または時間給 + 固定額の給与レート コードに対し、ヒューマン リ
ソース管理で指定された周期コードとカレンダー期間の周期が一致しない場合、周期換算も行われます。
対応するヒューマン リソース管理の周期係数を使って、給与レート コードが年次化されます。続いて適
切な周期係数を用いて、カレンダー期間の周期に非年次化されます。給与レート コードを使用する支給
エレメントは全て、周期オプションを [カレンダー期間の周期を使用] に設定する必要があります。

注: パーセント給与レート コードまたは点数給与レート コードの場合、戻り値は金額ではないので、周期
換算は必要ありません。

同一給与レート コード エレメントの複数インスタンスの変換

PS_COMPENSATION レコードに同一の固定的賃金または固定的賃金外の給与レート コードのインスタン
スが複数ある場合、各インスタンスは個別に評価された後に全て合計され、給与レート コード エレメント
には 1 つの値として戻されます。グローバル ペイロールでは、RATE CODE GROUP と FTE INDICATOR
の 2 つのシステム エレメントが参照され、以下のルールが適用されます。

• インスタンス間で給与レート コード グループが異なる場合、システム エレメント RATE CODE GROUP
が 後のインスタンスに従って変換され、その後エラー メッセージが生成されます。

• インスタンス間で FTE インジケータが異なる場合、システム エレメント FTE INDICATOR が 後のイン
スタンスに従って変換され、その後警告メッセージが生成されます。受給者がエラー状態になることは
ありません。グローバル ペイロールでは、給与レート コード タイプが固定額、または時間給 + 固定額
の給与レート コードに対してのみ、FTE INDICATOR が使用されます。
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たとえば、固定額の給与レート コードに、FTE が適用されるインスタンスが 1 つある場合、グローバル ペ
イロールではこのインスタンスに対して FTE_COMPRATE を使用します。2 番目のインスタンスでは FTE
が適用されない場合、2 番目のインスタンスに対しては COMPRATE が使用され、その後 2 つのインスタ
ンスが合計されます。

固定的賃金の給与レート コード エレメントの変換の順序

ヒューマン リソース管理の固定的賃金の給与レート コードにマッピングされた給与レート コード エレメン
トが検出されると、給与レート コードがエレメントと一致する PS_COMPENSATION レコードの行が検索さ
れます。その後、次の表のように、給与レート コード タイプに基づく値が返されます。

給与レート コード タイプ PS_COMPENSATION の評価対象
フィールド

戻される給与レート コードの値

パーセント COMP_PCT パーセント

点数 COMP_RATE_POINTS 点数

固定額 COMPRATEおよび

FTE_INDICATOR

FTE_INDICATORが Yesの場合、
COMPRATE×FTE係数 (職務テー
ブルに保存)。FTE_INDICATORが
Noの場合、COMPRATE。

時間給 COMPRATE 時間給与

固定的賃金外の給与レート コード エレメントの変換の順序

ヒューマン リソース管理の固定的賃金外の給与レート コードにマッピングされた給与レート コード エレメン
トが検出されると、以下の順序で給与レートが検索されます。給与レートが見つかると処理は停止します。

• 給与テーブル (PS_COMPENSATION)

• 職務コード テーブル (PS_JOBCD_COMP_RATE)

セットID フィールドおよび職務コード フィールドが、SETID_JOBCODE システムエレメントおよび JOBCODE
システム エレメントと一致する行が検索されます。

• HR 給与レート テーブル (PS_COMP_RATECD_TBL)

その後、次の表のように、給与レート コード タイプおよび FTE_INDICATOR に基づく値が返されます。

給与レート コード タイプ PS_COMPENSATION の評価対象
フィールド

戻される給与レート コードの値

パーセント COMP_PCT パーセント

点数 COMP_RATE_POINTS 点数
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給与レート コード タイプ PS_COMPENSATION の評価対象
フィールド

戻される給与レート コードの値

固定額、または時間給+固定額 COMP_RATE

FTE_INDICATOR

FTE_INDICATORが Yesの場合、
COMPRATE×FTE係数 (職務テー
ブルに保存)。FTE_INDICATORが
Noの場合、COMPRATE。

時間給 COMPRATE 時間給与

このセクションで使用する共通コンポーネント

固定的賃金コンポーネント 受給者の固定的賃金となる給与コンポーネントを、固定的賃金コンポー
ネントと言います。固定的賃金コンポーネントは全て、ヒューマン リソース
管理の PS_COMPENSATION レコードに保存されますが、グローバル ペイ
ロールの受給者別エレメント割当ページまたはポジティブ入力ページで上
書きできます。固定的賃金コンポーネントでは、時間給 + 固定額の給与
レート コード タイプは使えません。

複数給与コンポーネント この機能によって、1 人の受給者に対し、基本給、能力給などの複数の給
与レートを使用して支給することができます。コンポーネントは、固定額、
時間給、時間給 + 固定額、従業員給与パッケージのパーセント、給与点
数などで表示されます。

固定的賃金外の給与コン
ポーネント

固定的賃金の計算に含まれないコンポーネントを、固定的賃金外の給与
コンポーネントと言います。PS_COMPENSATION レコードに保存されること
もありますし、保存されないこともあります。給与計算処理の実行時には、
変換の順序に従って適切なレートが使用されます。

給与レート コード エレメントの作成に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[給与レートコード名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
サポートエレメント]、[給
与レートコード]、[給与
レートコード名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

[定義] GP_RATE_CODE [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[給与レート
コード]、[定義]

給与レートコードエレメント
を作成し、ヒューマンリソー
ス管理で定義された給与
レートコードにマッピングし
ます。また、このページは
給与レートコードエレメント
の表示およびマッピングの
変更にも使用できます。

給与レート コード エレメント名の定義

給与レート コード名ページにアクセスします。
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注: GP_PIN というオブジェクト名のエレメント名共通ページで、エレメント名やその基本パラメータを全て
定義します。エレメント名共通ページのページ タイトルや内容は、定義するグローバル ペイロール エレ
メントのタイプによって変わります。このページに表示されるフィールドについては全て、この PeopleBook
のほかの章で説明されています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

給与レコード コード エレメントの作成

"給与レート コード" の定義ページにアクセスします。

"給与レート コード" - 定義ページ

[給与レート コード] このエレメントにマッピングするヒューマン リソース管理の給与レート コー
ドを選択します。給与レートコードを選択すると、ページの下半分に、選択
したヒューマン リソース管理の給与レート コードの定義情報が表示されま
す。この情報は、グローバル ペイロールでは変更できません。

[周期換算] このチェック ボックスのデフォルトは、オンです。オンの場合、給与レート
コードにより返された値に、自動的に周期換算 (年次化/非年次化) が実
行されます。

給与レート コードの値に周期換算をせずにそのまま返す場合は、このチェッ
ク ボックスをオフにします。

[警告の作成] 固定的賃金コンポーネントの給与レード コードに対してのみ、このチェック
ボックスは使用できます。バッチ処理で受給者の給与レコードに給与レー
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ト コードが見つからない場合に警告メッセージが表示されるように、この
チェックボックスは自動的にオンに設定されます。

給与レート コードが検出されなかった場合でも警告メッセージを表示させ
たくない場合は、このチェック ボックスをオフにします。

関連項目:

第 4章、 「受給者データの使い方」 、 「ヒューマン リソース管理からのデータ取得について」 、 40ページ

仮再計算エレメントの定義
仮再計算エレメントを定義するには、仮再計算コンポーネント (GP_FICT_CALC) を使用します。

このセクションでは、仮再計算エレメントおよび仮再計算エレメントのバッチ処理についての概要と、以下
の方法について説明します。

• 仮再計算の過去の期間ルールの定義

• 元の値を上書きするエレメントの指定

• 次のセグメントに渡される累計の選択

• 現在の期間エレメントに値を保存するエレメントの指定

• 仮再計算を使ったデータの移動

仮再計算エレメントについて

仮再計算ルールを使用すると、一時計算が実行できます。一時計算では、計算を実行して値を保存せ
ずに返すことができます。

仮再計算とは通常の計算処理で実行される補助的な計算のことで、特定のパラメータを仮に使用した場
合の純額を算出できます。この計算結果は、その後の通常の計算処理で使用されます。仮再計算は必
ず通常の計算の中で開始され、1 人の受給者、特定の期間のセットに対して実行されます。

仮再計算の中間結果は、通常の計算で使用される結果の一部以外は、必要とされないので無視されま
す。

注: 過去の期間の結果は変更されないので、仮再計算は遡及処理ではありません。新しいバージョン、
デルタ、および調整値は作成されません。結果も保存されません。また、現在の期間の値の中には、過
去の期間の仮再計算で使用され、元の計算で使用されていた値を上書きするものがあります。

仮再計算エレメントのバッチ処理について

バッチ処理の計算フェーズでは、支給の計算に支給ループが使用されます。支給ループ処理で仮再計
算が必要になった場合、仮再計算アプリケーションに制御が渡されます。仮再計算アプリケーションで
は、次の手順が実行されます。

1. 仮再計算の定義が読み込まれます。

2. 入力および出力のマッピング アレイが作成されます。

3. 過去の期間ルールを変換するために PIN マネージャが呼び出されます。

4. SERVC コピーブックの仮再計算スイッチが設定されます。
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5. GPPSERVC プログラムが呼び出され、SERVC が渡されます。

6. 要求された平均/合計処理が行われます。

7. PIN マネージャに値が戻されます。

この時点で、サービス アプリケーションに制御が戻ります。サービス アプリケーションでは、いつ仮再計
算が行われるかを把握しています。そのため、いくつかのプロセスについては仮再計算を実行し、遡及、
受給者選択、出力テーブルへの書き込みなどのプロセスはバイパスする、という処理が可能です。

仮再計算の特定の結果をオーディット テーブルに書き込む際、デバッグに使用する場合を除いて、中間
結果は保存されません。

カレンダーやセグメントは、 初に実行された順序で処理されます。

仮再計算エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[仮再計算名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[仮再計算]、[
仮再計算名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

[プロセス] GP_FICT_CALC1 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポー
トエレメント]、[仮再計
算]、[プロセス]

仮再計算を実行する期間
の決定に使用される、仮再
計算の過去の期間ルール
を定義します。元のプロセ
スを使用することも、別の
プロセスを指定して使用す
ることもできます。

[入力マッピング] GP_FICT_CALC2 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[仮再計算]、[
入力マッピング]

元の値を上書きする現在
の期間のエレメントを指定
します。指定されたエレメ
ントの元の値は、各仮
再計算の期間ごとに上
書きされます。

[分割マッピング] GP_FICT_CALC3 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[仮再計算]、[
分割マッピング]

次のセグメントに渡される
累計を選択します。

[出力マッピング] GP_FICT_CALC4 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[仮再計算]、[
出力マッピング]

現在の期間に戻され、現
在の期間エレメントとして
保存される、仮再計算の期
間エレメント (合計または平
均)を指定します。

仮再計算エレメント名の定義

仮再計算名ページにアクセスします。
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注: GP_PIN というオブジェクト名のエレメント名共通ページで、エレメント名やその基本パラメータを全て
定義します。エレメント名共通ページのページ タイトルや内容は、定義するグローバル ペイロール エレ
メントのタイプによって変わります。このページに表示されるフィールドについては全て、この PeopleBook
のほかの章で説明されています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

仮再計算エレメントの過去の期間ルールの定義

プロセス ページにアクセスします。

プロセス ページ

[過去の期間エレメント] 仮再計算で再計算する期間を決めるエレメントを選択します。使用可能な
エレメントは、仮再計算用に特別に作成された再計算/履歴抽出ルールで
す。

[元のプロセス使用] 仮再計算で元のプロセスを使用する場合に選択します。このプロセスで
は、仮再計算を 2 度実行することはできません。

[指定プロセス使用] 仮再計算で元のプロセス以外のプロセスを使用する場合に選択します。仮
再計算で使用するプロセスを [プロセス名] フィールドで指定します。

注: 仮再計算では、受給者レベルでのシステム エレメントの値およびシス
テム計算エレメントの値には、過去の期間の値が使用されます。

元の値を上書きするエレメントの指定

入力マッピング ページにアクセスします。
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入力マッピング ページ

[現在の期間エレメント] 過去の期間に値を渡すエレメントを指定します。

[仮再計算の期間エレメント] 現在の期間エレメントの値で値を上書きする過去の期間エレメントを指定
します。

次のセグメントに渡される累計の選択

分割マッピング ページにアクセスします。

分割マッピング ページ

[仮再計算の期間エレメント] 次のセグメントに値を渡すエレメントを指定します。

現在の期間エレメントに値を保存するエレメントの指定

出力マッピング ページにアクセスします。
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出力マッピング ページ

[仮再計算の期間エレメント] 現在の期間エレメントに合計値または平均値 (過去の期間ルールの計算
タイプによって決定) を渡すエレメントを指定します。

[現在の期間エレメント] 過去の期間の計算結果を格納する現在の期間エレメントを指定します。

[仮再計算の期間] 仮再計算の期間の処理順序を番号で指定します。 も小さい番号の仮再
計算の期間が 初に、その後は番号順に処理されます。

[仮再計算の期間エレメント] 現在の期間に値を渡すエレメントを指定します。

[現在の期間エレメント] 過去の期間の計算結果を格納する現在の期間エレメントを指定します。

仮再計算を使用したデータの移動

次の表は、現在の期間から仮再計算の期間へ、またはその逆へ移動可能なデータを一覧にしたものです。

移動元エレメ
ント

複数インスタン
ス

値のステータ
ス

移動先エレメント 上書き前の複
数インスタンス

上書きステー
タス

主要エレメント なし 期間 主要エレメント あり、スライス/
ポジティブ入力

期間ごとに 1
インスタンス

主要エレメント あり 合計済 主要エレメント あり、スライス/
ポジティブ入力

期間ごとに 1
インスタンス

主要エレメント なし 期間 サポートエレメント あり 期間ごとに 1
インスタンス

主要エレメント あり 合計済 サポートエレメント あり 期間ごとに 1
インスタンス
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移動元エレメ
ント

複数インスタン
ス

値のステータ
ス

移動先エレメント 上書き前の複
数インスタンス

上書きステー
タス

主要エレメント なし 期間 累計 あり、スライス 期間ごとに 1
インスタンス

主要エレメント あり 合計済 累計 あり、スライス 期間ごとに 1
インスタンス

サポートエレ
メント

あり 期間または
合計済

サポートエレメント あり 期間ごとに 1
インスタンス

サポートエレ
メント

あり 期間または
合計済

主要エレメント あり、スライス/
ポジティブ入力

期間ごとに 1
インスタンス

サポートエレ
メント

あり 期間または
合計済

累計 あり、スライス 期間ごとに 1
インスタンス

累計 あり、スライス 合計済 累計 あり、スライス 期間ごとに 1
インスタンス

累計 あり、ユーザー
キー

期間または
合計済

現在のユー
ザーキー値

累計 あり、ユーザー
キー

現在のユー
ザーキー値
に対するもの
だけが上書き
されます。現
在のユーザー
キーは、PINV
に追加されま
す。

累計 あり、スライス 合計済 サポートエレメント あり、スライス 期間ごとに 1
インスタンス

累計 あり、スライス 合計済 主要エレメント あり、スライス 期間ごとに 1
インスタンス
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移動元エレメ
ント

複数インスタン
ス

値のステータ
ス

移動先エレメント 上書き前の複
数インスタンス

上書きステー
タス

累計 あり、ユーザー
キー

期間または
合計済

現在のユー
ザーキー値

サポートエレメント あり 期間ごとに 1
インスタンス

累計 あり、ユーザー
キー

期間または
合計済

現在のユー
ザーキー値

主要エレメント あり、スライス/
ポジティブ入力

期間ごとに 1
インスタンス

再計算/履歴抽出ルール エレメントの定義
再計算/履歴抽出ルール エレメントを定義するには、再計算/履歴抽出ルール コンポーネント (GP_HIST_
RULE) を使用します。

このセクションでは、再計算/履歴抽出ルール エレメント、および再計算/履歴抽出ルール エレメントの
バッチ処理についての概要と、以下の方法について説明します。

• ルール タイプと処理対象の期間の定義

• 再計算/履歴抽出ルールのフォーミュラを定義します。

再計算/履歴抽出ルール エレメントについて

再計算/履歴抽出ルール エレメントは、過去の期間からデータを取得するルールを設定するのに使用し
ます。再計算/履歴抽出ルールは、フォーミュラおよび仮再計算で使用されます。

再計算/履歴抽出ルールは、"フォーミュラ" のフィールド ベース定義ページで支給エレメントおよび控除
エレメントに関連付けることができます。また、支給/控除結果テーブル、累計結果テーブル、その他のエ
レメントの結果テーブルに保存されているエレメントにも関連付けることができます。また、再計算/履歴
抽出ルールは、仮再計算エレメントで再計算の期間を決定するのにも使用できます。

再計算/履歴抽出ルール エレメント、遡及計算、および仮再計算エレメントには、以下のような違いがあ
ります。

• 再計算/履歴抽出ルール エレメントでは、過去の期間からデータを取得するルールを設定できます。

• 遡及計算では、過去の期間の再計算が可能で、その計算の結果は保持されます。

• 仮再計算エレメントでは、過去の期間の再計算が可能ですが、その結果は保持されず、 終金額のみ
が現在の期間に渡されます。

再計算/履歴抽出ルールを定義するには、次の手順に従います。

1. 再計算/履歴ページで、再計算/履歴抽出ルールの名称情報を定義します。

2. 処理期間ページで、ルール タイプと処理対象の期間を定義します。

3. パラメータ/マッピング ページで、再計算/履歴抽出ルールで使用するフォーミュラを定義します。
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再計算/履歴抽出ルール エレメントのバッチ処理について

再計算/履歴抽出ルールは、"フォーミュラ" のフィールドベース定義ページで支給または控除エレメントに関
連付けることができます。また、グローバル ペイロールの支給/控除結果テーブル (GP_RSLT_ERN_DED)、
累計結果テーブル (GP_RSLT_ACUM)、その他のエレメントの結果テーブル (GP_RSLT_PIN) に格納されて
いるエレメントにも関連付けることができます。さらに、仮再計算エレメントで再計算期間の決定に使用
することもできます。

警告: 再計算/履歴抽出ルール エレメントは、給与計算結果の 大のバージョン番号および 大のレビ
ジョン番号を読み取ります。繰越遡及を使用してエレメントをさかのぼって再計算する際に、デルタが再
計算エレメントに含まれ、さらに現在の期間にも繰り越されます。その結果、再計算/履歴抽出ルールで
読み取られる結果に 2 度含まれることになります。

この問題を回避するには、"累計" の定義 ページで、セグメント累計に対して [遡及処理] の [訂正を使
用] をオンにします。

再計算/履歴抽出ルールは、正常に変換されると 1、正常に変換されないと 0 になります。この動作のし
くみはアレイ エレメントと同じです。変換後の再計算/履歴抽出ルールは、以下のようにフォーミュラで使
用できます。

IF HIST_RULE_TEST =1, THEN

(再計算/履歴抽出ルールによって値がロードされた変数エレメントを使用）

ELSE

(エラー処理)

END-IF

[ 後に実行するフォーミュラ] に指定されているフォーミュラがエラーなしで変換された場合、またはその
フォーミュラが使用されず、[真の場合の停止処理] に指定されている変数の値が真の場合は、再計算/
履歴抽出ルールの値は 1 に設定されます。

その他の場合、再計算/履歴抽出ルールの値は 0 に設定されます。SQL からデータは戻されません。

再計算/履歴抽出ルール エレメントの処理

再計算/履歴抽出ルールは、次のように処理されます。

1. グローバル ペイロールの結果テーブルで必要なエレメントに値をロードする SQL が動的に作成
されます。

SQL の UNION を使って複数の結果テーブルから一度にデータを取得することができます。UNION
を使用すると、再計算/履歴抽出ルールが呼び出されるたびに、データベースに直接アクセスが
行われます。SELECT および一連の FETCH が毎回実行されます。このエレメント タイプの使用
は、パフォーマンスに影響します。

2. 列が変数にマッピングされます。

これらの変数は、フォーミュラで使用することができます。

3. 初のフェッチで、 初に取得するセグメントのキーが設定されます。

セグメントのキーに区切りが検出されるまで、レコードのフェッチは続けられます。入出力インター
フェース コピーブック (PINL) に、取得したエレメントの値がセットされます。エレメント マッピングで
エレメントが見つからなかった場合は、ヌル値がセットされます。その後、プログラムにより [セグメ
ント別に実行するフォーミュラ] で指定したフォーミュラの変換が要求されます。

4. セグメントごとにフォーミュラの変換が実行されます。
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5. 平均計算などの追加の計算のために、[ 後に実行するフォーミュラ] に指定されているフォーミュ
ラが変換されます。

次の表にあるとおり、カレンダーやセグメントは 初に実行された順序と逆の順序で処理されます。

元の処理順序 再計算/履歴抽出ルールの処理順序

1月の休暇欠勤カレンダー

1月の給与計算カレンダー (セグメント 1、セグメント 2)

2月の休暇欠勤カレンダー

2月の給与計算カレンダー

2月の給与計算カレンダー

2月の休暇欠勤カレンダー

1月の給与計算カレンダー (セグメント 2、セグメント 1)

1月の休暇欠勤カレンダー

先行値の計算に使用されるフォーミュラ

期間別に実行されるフォーミュラ (CUM_COMP) には、以下のものがあります。

• CUM_PERIOD_SAL + CUR_SAL = CUM_PERIOD_SAL: 支給額を計算します。

• CUM_NUM_PERIODS + 1 = CUM_NUM_PERIODS: 期間を計算します。

後に実行されるフォーミュラ (AVG_COMP) には以下のものがあります。

CUM_PERIOD_SAL/CUM_NUM_PERIODS = AVG_COMP: 期間で割った支給額を計算します。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「比例配分ルールの定義」 、 177ページ
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再計算/履歴抽出ルール エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[再計算/履歴] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[サ
ポートエレメント]、[再計
算/履歴抽出ルール]、[
再計算/履歴]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

[処理期間] GP_HIST_RULE1 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[再計算/履歴
抽出ルール]、[処理期間]

再計算/履歴抽出ルール
の処理期間の詳細を定義
します。[ルールタイプ]で
選択した値によっては、
入力できないフィール
ドもあります。

[パラメータ/マッピング] GP_HIST_RULE2 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[再計算/履歴
抽出ルール]、[パラメー
タ/マッピング]

再計算/履歴抽出ルールの
フォーミュラを定義します。

再計算/履歴抽出ルール名の定義

再計算/履歴ページにアクセスします。

注: GP_PIN というオブジェクト名のエレメント名共通ページで、エレメント名やその基本パラメータを全て
定義します。エレメント名共通ページのページ タイトルや内容は、定義するグローバル ペイロール エレ
メントのタイプによって変わります。このページに表示されるフィールドについては全て、この PeopleBook
のほかの章で説明されています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

ルール タイプと処理対象の期間の定義

処理期間ページにアクセスします。
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処理期間ページ

注: 処理期間ページでは、期間の開始日と終了日を指定します。その後で、選択した結果データを処理
期間にマッピングします。エレメントのデータが期間内に存在しない場合、文字エレメントおよび日付エレ
メントに対しては空白が、数値エレメントおよび金額エレメントに対してはゼロがセットされます。

ルール タイプ 仮再計算/履歴ルールのタイプを以下のオプションから選択します。

[仮再計算で使用]: この再計算/履歴抽出ルール エレメントを仮再計算エ
レメントで使用して、再計算する支給期間を決める場合は、このオプション
を選択します。

[値の検索]: この再計算/履歴抽出ルール エレメントをフォーミュラで使用
して、過去に計算した値を取得する場合は、このオプションを選択します。

遡及開始日付範囲 開始日タイプ、終了日タイプ、開始日エレメント、および終了日エレメント
を定義して、この再計算/履歴抽出ルールの期間を設定します。ルール タ
イプに [値を検索] が選択されている場合、このフィールドには[遡及開始]
が表示されます。ルール タイプに [仮再計算で使用] が選択されている場
合、このフィールドには [先行開始] が表示されます。

[開始日タイプ] および [終了日タイプ] の値は、以下の中から選択します。

[ブラケット]

[カレンダー日]: 日付に変換されるエレメントを指定する代わりに、日付を
直接入力します。ルール タイプが [値の検索] の場合は遡及開始日を、[
仮再計算で使用] の場合は先行開始日を、隣のフィールドで指定します。

[日付]

[フォーミュラ]

[システム エレメント]

[変数]

基準の選択 再計算/履歴抽出ルールで処理する GP_RSLT テーブル データの基準と
なる日付を指定します。有効値は、[支給日]、[期間終了日]、および [期間
開始日] です。

実行時にステートメント
をログに記録

このチェック ボックスをオンにすると、バッチ処理中にアレイ モジュールに
より動的に作成される SQL ステートメント テキストを見ることができます。
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PeopleTools Configuration Manager でリダイレクト出力のオプションを選択
すると、それらのアウトプットをファイルに出力することができます。

例

3 月 28 日から 6 月 27 日までの 3 か月分の給与 (SALARY エレメント) を決定するとします。GP_RSLT
テーブルには、次の表の値が含まれています。

支給期間 結果 期間開始日 期間終了日 支給日

2003年 1月 100 2003年 1月 1日 2003年 1月 31日 2003年 2月 2日

2003年 2月 100 2003年 2月 1日 2003年 2月 28日 2003年 3月 2日

2003年 3月 100 2003年 3月 1日 2003年 3月 31日 2003年 4月 2日

2003年 4月 100 2003年 4月 1日 2003年 4月 30日 2003年 5月 2日

2003年 5月 100 2003年 5月 1日 2003年 5月 31日 2003年 6月 2日

2003年 6月 100 2003年 6月 1日 2003年 6月 30日 2003年 7月 2日

2003年 7月 100 2003年 7月 1日 2003年 7月 31日 2003年 8月 2日

[期間開始日] を選択すると、再計算/履歴抽出ルールでは、6 月、5 月、4 月が処理されます。7 月は処
理されません。7 月の期間開始日の 7 月 1 日は、遡及期間の開始日の 6 月 27 日より後の日付だか
らです。同様に、3 月も処理されません。3 月の期間開始日の 3 月 1 日は、遡及期間の終了日の 3 月
28 日より前の日付だからです。

注: 再計算/履歴抽出ルールでは、遡及開始日から処理が開始され、元の処理順序とは逆の順序で遡
及終了日までさかのぼって各期間やセグメントが参照されます。

[期間終了日] を選択すると、再計算/履歴抽出ルールでは、5 月、4 月、3 月が処理されます。6 月は処
理されません。6 月の期間終了日の 6 月 30 日は、遡及期間の開始日の 6 月 27 日より後の日付だか
らです。同様に、2 月も処理されません。2 月の期間終了日の 2 月 28 日は、遡及期間の終了日の 3 月
28 日より前の日付だからです。

[支給日] を選択すると、再計算/履歴抽出ルールでは、5 月、4 月、3 月が処理されます。6 月は処理さ
れません。6 月の支給日の 7 月 2 日は、遡及期間の開始日の 6 月 27 日より後の日付だからです。同
様に、2 月も処理されません。2 月の支給日の 3 月 2 日は、遡及期間の終了日の 3 月 28 日より前の
日付だからです。

関連項目:

第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Data Management
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再計算/履歴抽出ルール エレメントのフォーミュラの定義

パラメータ/マッピング ページにアクセスします。

パラメータ/マッピング ページ

注: 処理期間ページの [ルール タイプ] で指定した値によって、このページに表示されるフィールドは変
化します。

給与計算を実行すると、[真の場合の停止処理] で指定された変数の値がゼロ以外になるか、または
後の過去の期間が処理されるまで、[セグメント別に実行するフォーミュラ] のフォーミュラが過去の期間
ごとに変換されます。その後、[ 後に実行するフォーミュラ] で指定されたフォーミュラが変換されます。

[セグメント別に実行する
フォーミュラ]

セグメント、または期間ごとに変換されるフォーミュラを指定します。

[真の場合の停止処理] 変数を入力します。この変数がゼロ以外の値になるか、終了日に達する
か、または処理するデータがなくなるまで、期間ごとにフォーミュラが変換
され続けます。

[ 後に実行するフォー
ミュラ]

期間処理が終了したときに変換するフォーミュラを指定します。

[真の場合に使用する期間] このフィールドは、[仮再計算で使用] ルール タイプのときのみ表示されま
す。変数を入力します。[セグメント別に実行するフォーミュラ] フィールドで
指定したフォーミュラが呼び出されるごとに、この変数の値が 0 と 1 のどち
らに設定されているかが確認されます。1 に設定されると、フォーミュラが
呼び出された期間が仮再計算処理で使用されます。

[エレメント マッピング]

[エレメント マッピング] グリッドには、再計算/履歴抽出ルールでグローバル ペイロールの結果テーブル
からデータを取得するエレメントが一覧表示されます。

[エレメント タイプ] [支給]、[控除]、[変数] など、値を取得するエレメントのタイプを選択します。

[過去の期間エレメント] 値を取得するエレメントを指定します。

[現在の期間エレメント] 取得した値を格納する変数を指定します。ここに指定した変数は、[セグメ
ント別に実行するフォーミュラ] フィールドで使用できるようになります。
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[スライス オプション] 過去の期間エレメントの複数インスタンスに対して、 終スライスを使用す
るか、スライスを合計するかを指定します。
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計算エレメントの定義

この章では、計算エレメントの概要および以下の作業の方法について説明します。

• デュレーション エレメントの定義

• 変数エレメントの定義

• 日付エレメントの定義

• フォーミュラ エレメントの定義

• メッセージ エレメントの定義

• 端数処理ルール エレメントの定義

• カウント エレメントの定義

• 比例配分ルールの定義

• ジェネレーション コントロール エレメントの定義

• ジェネレーション コントロール周期エレメントの定義

計算エレメントについて
サポート エレメントは、システムの構成要素です。計算エレメントは、サポート エレメントの一部として使
用されるもので、計算処理の補助や、より複雑なエレメントの作成に使用されます。

このセクションでは、以下について説明します。

• 計算エレメント名の定義

• エレメント ポインタ

計算エレメント名の定義

全てのエレメントについて、名称とその基本パラメータをエレメント名共通ページで定義する必要があり
ます。全てのエレメントのコンポーネントの 初のページとして、エレメント名共通ページ (GP_PIN) が共
有されています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

エレメント ポインタ

エレメント ポインタは、システムの識別番号 (PIN) を使ってほかのエレメントを指し示すエレメントです。
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定義したエレメントの値は、変わることがあります。これは、ほかのエレメントの計算でエレメントを使用す
る場合に問題となります。フォーミュラの作成では特に、この問題は大きくなります。エレメント ポインタ
を使うと、この問題を解決できます。

エレメント ポインタの利点

エレメント ポインタを使用すると、以下のような利点があります。

• フォーミュラで使用すると、汎用フォーミュラや再利用可能なフォーミュラを作成することができます。

• さまざまな支給、控除、および休暇欠勤の計算で、同じフォーミュラを使用することができます。

• フォーミュラを定義する際、フォーミュラを構成するさまざまなエレメントの値が変化することは珍しいこ
とではありません。エレメントの値を参照する代わりに、エレメント ポインタを使ってシステムの識別番
号、すなわちエレメント番号を参照することができます。

• エレメント番号は不変です。したがってエレメント番号を参照すると、エレメントの値が変わっても、その
エレメントを使用するフォーミュラを使い続けることができます。

エレメント ポインタの例

差し押さえを計算するフォーミュラがあります。受給者が変わると差し押さえの内容も変わります。この
フォーミュラでエレメント ポインタを使って、エレメントの識別番号でエレメントを参照するようにすると、受
給者ごとの差し押さえの数やタイプに合わせてフォーミュラを記述し直さずに済みます。エレメント ポイン
タでエレメントを参照すると、そのエレメントの現在の値を取得できるので、このフォーミュラで受給者に
合った計算が可能になります。

エレメント ポインタを使用できるエレメント

エレメント ポインタは、"定義" ページを使用するほとんど全てのエレメントを参照することができます。

主に以下のようなエレメントを使って、データの取得、保存、およびエレメント ポインタの割り当てを行い
ます。

• 変数

• ブラケット

ブラケットを使用する場合、エレメント ポインタには検索で戻された値を格納することができます。その
場合、"ブラケット" の "検索キー/戻り列" ページで、ブラケットの値を格納するポインタを選択します。

• フォーミュラ

• アレイ

エレメント ポインタを使用して、取得する列には PIN 番号が格納されていることをシステムに認識させ
ます。"アレイ" のフィールド マップ/キー ページを使用して、アレイで取得する列の設定を入力します。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「フォーミュラにおけるエレメント ポインタについて」 、 156ページ

デュレーション エレメントの定義
デュレーション エレメントを定義するには、デュレーション コンポーネント (GP_DURATION) を使用します。

このセクションでは、デュレーション エレメントおよびデュレーション エレメントのバッチ処理についての
概要と、以下の方法について説明します。
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• デュレーション エレメント名の定義

• デュレーション エレメントの定義

• 期間を対象、または除外にする HR ステータスの定義

デュレーション エレメントについて

デュレーション エレメントは、ある日付を別の日付から減算することで、2 つの日付の間の時間を計算し
ます。たとえば、支給期間終了日における年齢は、支給期間終了日から生年月日を引いて算出されま
す。その結果の値がデュレーションになります。

デュレーション エレメントは、常に数値に変換されます。デュレーションの戻り値は、年数、月数、または日
数で定義します。日数でデュレーションを定義する場合は、PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管
理の従業員ステータスに基づいて、特定の期間を対象にしたり、対象から除外したりすることができます。
また、グローバル ペイロールで入力された休暇欠勤日数も、対象にしたり除外したりすることができます。

休暇欠勤の対象/除外

休暇欠勤の対象/除外機能は主に、デュレーションから休暇欠勤日数を除外する際に使われます。たと
えば、勤続期間デュレーションの計算に病欠を含めたくないとします。日次休暇欠勤フォーミュラは、デュ
レーションの開始日から終了日まで、日次の休暇欠勤の計算のために変換されます。このフォーミュラで
は、病欠の場合はその都度 1 が、それ以外の場合は 0 が戻されます。デュレーション プログラムでは、
各日の値が合計されます。受給者のこの期間内の病欠が 15 日で、[休暇欠勤日数を含む] チェック ボッ
クスがオフの場合、この期間のカレンダー日数の合計から 15 が引かれます。

フォーミュラでは、休暇欠勤デュレーション用に特別に設計されたシステム エレメントを呼び出すことが
できます。これらのエレメント名は、休暇欠勤の日次データの生成に使用するエレメント名と同じですが、
サフィックス DU が付加されています。たとえば、ABS END DATE DU というシステム エレメントを使用し
て、特定の休暇欠勤の休暇欠勤終了日を取得することができます。

例 1: 端数処理

"デュレーション" の定義ページで、そのデュレーションに小数を含めるかどうか、およびデュレーション
の端数処理をどうするかを定義します。このセクションでは、小数のデュレーションに対してどのように端
数処理が行われるかを説明します。

端数処理を行う前の結果は、2 年と 5 か月と 20 日で、端数処理をせずに月数で結果を返したいとしま
す。計算式は以下のとおりです。

29 か月 (= (2 年×12) + 5 か月) + 20/30 = 29.666667

[小数でデュレーションを返す] チェック ボックスがオフの場合、値は 29 になります。

[小数でデュレーションを返す] チェック ボックスと [月単位に端数切上げ/日数 >=] チェック ボックスをオ
ンにして、日数を 15 にすると、結果は次のようになります。

(2 年×12) + 5 か月 + 1 か月 (日数 > 15 であるため) = 30

デュレーションの変換をシステム全体で使用する場合は、結果のわずかな差異が大きな違いをもたらす
可能性があるので注意してください。

例 2: 端数処理

この例では、以下のような設定があるとします。

デュレーションの開始日は 1999 年 1 月 1 日、デュレーションの終了日は 2001 年 1 月 31 日。
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次の表は、さまざまなオプションの組み合わせによって、デュレーション エレメントから戻される値がどの
ように変化するかを表しています。システムで標準のフィールド サイズは整数 12 桁小数 6 桁なので、値
は全て小数 6 桁で表示してあります。

デュレーションの戻
り値の単位

端数処理
年単位に端数切上

げ/月数 >=

端数処理
月単位に端数切上

げ/日数 >=

小数でデュレーショ
ンを返す

戻り値

年 オフ オフ オン 2.083333

年 オフ オフ オフ 2.000000

年 オン、1 オフ オフ 2.000000

月 オフ オフ オン 25.000000

月 オフ オン、15 オフ 25.000000

日 オン 実行不可能です。
オンラインエラー
メッセージが表示さ
れます。

日 オフ オフ オフ、開始日/終了
日を含む=オフ

761.000000

日 オフ オフ オフ、開始日/終了
日を含む=オン

762.000000

注: デュレーション プログラムでは、PeopleTools ユーティリティ PTPDTWRK を使用して、2 つの日付の
差を取得します。GP デュレーション オプションが値を年で返すように指定されている場合、PTPDTWRK
は AGE オプションで呼び出され、結果を年数、月数、および日数で返します。たとえば、日付が 2003 年
4 月 1 日から 2004 年 4 月 1 日のときは、PTPDTWRK は 1 年と 0 か月と 0 日を返します。終了日が
2004 年 3 月 31 日のときは、PTPDTWRK は 0 年と 11 か月と 30 日を返します。2 つの日付の小数形式
の差は、364/365 = 0.99726 で計算されるように思われますが、実際はそうではありません。PTPDTWRK
では日付の差を日数で返すことができますが、その値を年数に変換するには、うるう年の回数を計算す
る必要があります。

期間を対象、または除外にする HR ステータス

"日次 HR ステータス条件の設定" ページで、HR の従業員ステータスに基づいて、該当ステータスの期
間をデュレーション計算の対象としたり、対象から除外したりすることができます。

従業員ステータスによる [対象] または [除外] の条件がデュレーション定義の一部として定義される場
合、以下のルールが適用されます。

• デュレーション開始日は、PS_JOB 行の も古い有効日よりも前の日付にすることはできません。
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デュレーション開始日が PS_JOB 行の も古い有効日よりも前の日付の場合、デュレーション計算で
は、この従業員 ID/雇用レコード番号の組み合わせを持つ PS_JOB 行の中で も古い有効日が、デ
フォルトのデュレーション開始日として使用されます。デュレーション計算では、その他のフィールドに
基づいてデュレーション開始日が限定されることはありません。

• デュレーション終了日は、カレンダー期間終了日よりも後の日付にすることはできません。

デュレーション終了日がカレンダー期間終了日よりも後の日付の場合、デュレーション計算では、カレ
ンダー期間終了日がデフォルトのデュレーション終了日として使用されます。

• PS_JOB 行の中で同一有効日連番が も大きい行だけが計算の対象として考慮されます。それ以外の
同一有効日連番の PS_JOB 行のステータスは無効と見なされるためです。

• デュレーション開始日またはデュレーション終了日が、上記の状況で PS_JOB 行の も古い有効日ま
たはカレンダー期間終了日に修正されても、警告またはエラーは発行されません。

たとえば、PS_JOB 行の も古い有効日が 1995 年 1 月 7 日で、デュレーションの開始日が 1995 年 1
月 1 日の場合、デュレーションの開始日として PS_JOB 行の も古い有効日より前の日付を使用するこ
とはできないので、1995 年 1 月 7 日が使用されます。

注: 支給キーは、ステータス コントロールの [対象] または [除外] の計算では無視されます。

例 1: 期間を対象、または除外にする HR ステータス

この例では、以下のように設定されているとします。

開始日: 2000 年 1 月 1 日

終了日: 2000 年 1 月 31 日

戻り値の単位: 日

開始日/終了日を含む: オン

従業員ステータス: 休職 (有効日: 2000 年 1 月 22 日)

アクティブな日数: 21、非アクティブな日数: 10、日次休暇欠勤フォーミュラの結果: 5

次の表は、さまざまな対象/除外オプションの設定に基づいて、デュレーションの値がどのように変換さ
れるかを表しています。

HR ステータス 日次休暇欠勤
フォーミュラ

デュレーションの日
数 (開始日/終了
日を含む = オン)

デュレーションの日
数 (開始日/終了
日を含む = オフ)

対象となる日

対象-アクティブ 指定なし 21日間 21日間 アクティブな日数
のみ

対象-非アクティブ 指定なし 10日間 9日間 休職の日数のみ

対象-アクティブ 休暇欠勤日数を含
む

26日間 26日間 アクティブな日数+
フォーミュラの日数

対象-非アクティブ 休暇欠勤日数を含
む

15日間 14日間 休職の日数+
フォーミュラの日数
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HR ステータス 日次休暇欠勤
フォーミュラ

デュレーションの日
数 (開始日/終了
日を含む = オン)

デュレーションの日
数 (開始日/終了
日を含む = オフ)

対象となる日

対象-アクティブ 休暇欠勤日数を除
外

16日間 16日間 アクティブな日数-
フォーミュラの日数

対象-非アクティブ 休暇欠勤日数を除
外

5日間 4日間 休職の日数-
フォーミュラの日数

指定なし 休暇欠勤日数を含
む

5日間 5日間 フォーミュラの日数
のみ

指定なし 休暇欠勤日数を除
外

26日間 25日間 合計日数-フォー
ミュラの日数

指定なし 指定なし 31日間 30日間 合計日数

除外-アクティブ 指定なし 10日間 9日間 休職の日数のみ

除外-非アクティブ 指定なし 21日間 21日間 アクティブな日数
のみ

除外-アクティブ 休暇欠勤日数を含
む

15日間 14日間 休職の日数+
フォーミュラの日数

除外-非アクティブ 休暇欠勤日数を含
む

26日間 26日間 アクティブな日数+
フォーミュラの日数

除外-アクティブ 休暇欠勤日数を除
外

5日間 4日間 休職の日数-
フォーミュラの日数

除外-非アクティブ 休暇欠勤日数を除
外

16日間 16日間 アクティブな日数-
フォーミュラの日数

例 2: 期間を対象、または除外にする HR ステータス

デュレーションが次のように設定されているとします。

• 開始日: 1999 年 6 月 23 日

• 終了日: 1999 年 9 月 23 日

サブ期間が次のように定義されているとします。

• HR ステータスが [アクテイブ] の場合、対象とする。

• サブ期間 > 5 日間
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次の表は、ある受給者の PS_JOB 行のリストです。

ステータス 有効日

アクティブ 1999年 6月 23日

停職 1999年 7月 1日

アクティブ 1999年 8月 1日

雇用終了 1999年 8月 10日

デュレーションは、8 日 ( 初のアクティブの日数) + 9 日 (2 番目のアクティブの日数) で合計 17 日に変
換されます。どちらのアクティブの期間も 5 日を超えるため対象になります。

注: HR ステータス以外のフィールドおよび支給キーは、ステータスの計算の対象/除外には考慮されま
せん。

有効日が期間終了日より前か同じ PS_JOB 行だけが考慮されます。デュレーション開始日およびデュレー
ション終了日は、それぞれ PS_JOB 行の も古い有効日および期間終了日に修正される可能性がありま
す。これは、デュレーション開始日を PS_JOB の も古い有効日より前にすることはできない、また、デュ
レーション終了日を期間終了日より後にすることはできない、というシステム ルールがあるためです。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理 9.0 PeopleBook: 人事・労務管理

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 「日次データ」 、 278ページ

デュレーション エレメントのバッチ処理について

デュレーション モジュールは、次のような手順でデュレーション エレメントを変換します。

1. 必要に応じて、開始日および終了日を変換します。

2. ステータスが入力されている場合は、開始日が PS_JOB 行の も古い有効日よりも前でないこ
と、および終了日が期間終了日よりも後でないことを確認します。

3. 開始日と終了日の間のデュレーション (年数、月数、または日数) を計算します。

4. HR ステータス条件が入力されている場合は、その処理を行います。

5. 必要に応じて、休暇欠勤日数を計算対象に入れたり、除外したりします。

6. 端数処理を適用します。

7. [小数でデュレーションを返す] チェック ボックスがオフの場合、小数を切り捨てます。

"デュレーション" の定義ページで、値を年で返すように指定して、[年単位に端数切上げ/月数 >=] と [
月単位に端数切上げ/日数 >=] の両方のチェック ボックスをオンにした場合は、[月単位に端数切上げ
/日数 >=] オプションが先に処理されます。その後、[年単位に端数切上げ/月数 >=] オプションが処理
され、適用されます。
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デュレーション エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[デュレーション名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[デュレーショ
ン]、[デュレーション名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

[定義] GP_DURATION [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポー
トエレメント]、[デュレー
ション]、[定義]

2つの日付の間の日数、月
数、年数を定義します。

[日次HRステータス条

件の設定]

GP_DUR_STAT_SEC "デュレーション"の定義
ページで戻り値の定義に [
日]を選択するとアクティブ
になる、[日次HRステータ
ス条件の設定]リンクをク
リックします。

ヒューマンリソース管理の
ステータスコードに従っ
て、デュレーション計算の
対象にしたり、除外したり
する期間を指定します。

デュレーション名の定義

デュレーション名ページにアクセスします。

全てのエレメントについて、エレメント名共通ページでその名称と基本パラメータを定義してください。グ
ローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN) という
共通ページが含まれています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

デュレーション エレメントの定義

"デュレーション" の定義ページにアクセスします。
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"デュレーション" - 定義ページ

[開始日タイプ] 、 [終了
日タイプ]

[開始日] および [終了日] フィールドのエレメント タイプを選択します。有
効値は、[変数]、[日付]、[カレンダー日]、[システム エレメント]、[フォーミュ
ラ]、および [ブラケット] です。

[開始日] 、 [終了日] デュレーション計算の対象となる 初と 後の日付を定義します。

日付を返すエレメント名を選択します。

[開始日] の日付が [終了日] の日付と同じか後の日付の場合、デュレー
ション エレメントはゼロに変換されます。

[デュレーションの単位] デュレーションの戻り値の単位を選択します。有効値は以下のとおりです。

• [年]: このオプションを選択すると、デュレーションの戻り値は年数になり
ます。デフォルト値です。

• [月]: このオプションを選択すると、デュレーションの戻り値は月数になり
ます。

• [日]: このオプションを選択すると、デュレーションの戻り値は日数になり
ます。

[日] を選択すると、[開始日/終了日を含む] チェック ボックスおよび [休
暇欠勤日数を含む] チェック ボックスが使用できるようになります。

[開始日/終了日を含む] チェック ボックスをオンにすると、開始日と終了
日が計算の対象となります。

たとえば、開始日が 2006 年 2 月 1 日、終了日が 2006 年 2 月 5 日の
場合、[開始日/終了日を含む] チェック ボックスをオンにすると、計算結
果は 5 日になります。[開始日/終了日を含む] チェック ボックスをオフに
すると、終了日は無視され、計算結果は 4 日になります。この場合、[休
暇欠勤日数を含む]、または [日次 HR ステータス条件の設定] の指定
に対しても、終了日は無視されます。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 145



計算エレメントの定義 第 7 章

戻り値の単位が [日] で、[開始日/終了日を含む] がオフの場合、開始
日と終了日が同じときはゼロの値が返されます。[開始日/終了日を含
む] がオンの場合、返される値は 1 になります。

[小数でデュレーション
を返す]

デュレーションの結果を小数形式で取得する場合は、このチェック ボック
スをオンにします。

[小数でデュレーションを返す] チェック ボックスをオンにすると、デュレー
ションは、定義された端数処理ルールの適用後に小数値に変換されます。

[デュレーションの単位] の値によって、結果は以下のようになります。

[年]: 年数と、残りの月数および日数が小数形式で返されます。小数形式
で計算するには、日数を 30 で割り、その結果を月数に加算します。次に、
月数を 12 で割り、その結果を年数に加算します。たとえば、2 年と 1 か月
のデュレーションは、2.08333 の値を返します。

[月]: 月数と、残りの日数 (1 か月に満たない日数) が小数形式で返されま
す。日数を 30 で割った数が、小数部分となります。

[日]: 無効です。

注: 1 か月は、ある月の 初の日から次の月の 初の日までの期間と定
義されています。たとえば、2006 年 1 月 1 日から 2006 年 1 月 31 日まで
は、1 か月ではなく 30 日です。1 か月にするには、[小数でデュレーション
を返す] チェック ボックスをオンにします。そうすると、1 か月を意味する 30
日が返されます。[小数でデュレーションを返す] チェック ボックスをオンに
しないで月数をカウントすると、結果はゼロになります。

[端数処理する日数] このチェック ボックスをオンにすると、端数がその右のフィールドで指定し
た日数以上の場合に月数が切り上げられます。

[端数処理する月数] このチェック ボックスをオンにすると、端数がその右のフィールドで指定し
た月数以上の場合に年数が切り上げられます。

これらのフィールドを使用して、デュレーションの計算結果に適用する端数処理ルールを指定します。こ
れらのチェック ボックスが両方ともオフの場合、端数処理は行われません。

これらのチェック ボックスのいずれかをオンにすると、指定した値より月数または日数が多い場合には、
それぞれ 1 年または 1 か月が加算されます。

たとえば、[デュレーションの単位] が [年] の場合、[端数処理する月数] を選択して「6」を入力すると、計
算結果が 3 年 6 か月のデュレーションでは 4 年という値が返されます。

注: 指定した端数処理ルールは、デュレーションを小数に変換する前に適用されます。[小数でデュレー
ションを返す] チェック ボックスと端数処理オプションをオンにした場合、必要に応じて月数または年数
が切り上げられ、小数値はゼロになります。

[開始日/終了日を含む] このチェック ボックスをオンにすると、開始日と終了日が計算の対象にな
ります。

[休暇欠勤日数を含む] このチェック ボックスをオフにすると、休暇欠勤日数は計算対象から除外
されます。たとえば、このチェック ボックスをオフにすると、デュレーション
の期間から病欠の日数を引いた値を計算することができます。

[休暇欠勤日数を含む] チェック ボックスをオンにすると、休暇欠勤日数は
デュレーションの計算対象になります。
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このチェック ボックスは、戻り値の単位として [日] を選択すると、使用可
能になります。

注: [休暇欠勤日数を含む] がオフで、[日次休暇欠勤フォーミュラ] が指定
されている場合、休暇欠勤日数は自動的に計算対象から除外されます。

[日次休暇欠勤フォーミュラ] このフィールドは、戻り値の単位として [日] を選択すると、使用可能にな
ります。

受給者が欠勤した日数を計算対象に含めたり、除外したりするには、休暇
欠勤日数を返すフォーミュラを選択します。受給者の休暇欠勤日数を計算
対象に含めるには、[休暇欠勤日数を含む] チェック ボックスをオンにしま
す。受給者の休暇欠勤日数を計算対象から除外するには、[休暇欠勤日
数を含む] チェック ボックスをオフにします。そうすると、休暇欠勤日数が
デュレーションの合計日数から差し引かれます。

このフォーミュラを変換して、開始日と終了日を含む、この期間の休暇欠
勤の日次の履歴を取得します。対象となる欠勤日ごとに 1 が返されます。
デュレーション プログラムでは、休暇取得プロセスによって出力される休暇
欠勤日次データ (GP_RSLT_ABS) の各行に対するフォーミュラの値を累計
し、休暇欠勤日が開始日と終了日の間にある全ての行に対するフォーミュ
ラの結果を合計します。終了日は、[開始日/終了日を含む] チェック ボッ
クスがオンの場合にのみ計算の対象となることに注意してください。

フォーミュラには、日数をカウントしたい休暇取得エレメントが指定されて
いる必要があります。たとえば、IF ステートメントで休暇欠勤タイプを使う
と、病欠だけを集計できます。

フォーミュラでは、休暇欠勤デュレーション用に特別に設計されたシステム
エレメントを呼び出すことができます。これらのエレメント名は、休暇欠勤の
日次データの生成に使用するエレメント名と同じですが、サフィックス DU が
付加されています。たとえば、ABS END DATE DU というシステム エレメン
トを、特定の休暇欠勤の休暇欠勤終了日を検索するために使用できます。

[日次 HR ステータス条件
の設定]

このフィールドは、戻り値の単位として [日] を選択すると、使用可能にな
ります。

このリンクをクリックして "日次 HR ステータス条件の設定" ページにアク
セスします。このページでは、HR の従業員ステータス コードに基づいて、
該当ステータスの期間をデュレーション計算の対象としたり、対象から除外
したりすることができます。

[休暇欠勤日数を含む] チェック ボックスをオンにして、かつ、ステータス コードに基づいて該当する期間
を対象にしたり除外したりする場合、2 つのカウントが別個に変換され、その結果が組み合わされます。
たとえば、従業員ステータスがアクティブになっている日数を対象とし、休暇欠勤日数は除外する場合、
受給者がアクティブな日数がカウントされ、受給者が欠勤した日数が差し引かれます。

警告: 入力したこれら 2 つの指示によっては、日数が二重にカウントされる場合があります。たとえば、
アクティブな日数と受給者が病欠の日数を含める場合、受給者がアクティブで病欠した日数は 2 度計算
されます。

期間を対象、または除外にする HR ステータスの定義

"日次 HR ステータス条件の設定" ページにアクセスします。
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"日次 HR ステータス条件の設定" ページ

"デュレーション" の定義ページで、戻り値の単位を [日] にすると、HR ステータス コードに基づいて期間
をデュレーションの対象に含めたり、除外したりすることができます。 低期間と 高期間を指定して、範
囲を限定することもできます。

[リストしたステータス
の処置]

[対象] または [除外] を選択して、[HR ステータス リスト] グリッドで指定し
たステータスを計算対象にしたり、対象から除外したりします。ステータス
を対象とするか除外するかによって、次のように処理が異なります。

[対象] を選択すると、指定されたステータスに該当する期間はデュレーショ
ン計算の対象になります。

[除外] を選択すると、指定されたステータスに該当する期間はデュレーショ
ン計算の対象から除外されます。

入力されたステータス コードの組み合わせは、グループとして対象または除外されます。つまり、特定の
ステータス コードを対象として指定すると、指定されなかったコードは自動的に除外になります。また、特
定のコードを除外として指定すると、指定されなかったコードは自動的に対象になります。

指定される期間には、PS_JOB の有効日が含まれます。

サブ期間の定義

以下のフィールドを使用して、デュレーションの対象/除外とする期間をさらに細かく定義します。

[右の条件に一致するサ
ブ期間]

オンにすると、特定の長さのサブ期間がデュレーションの対象/除外とされ
ます。サブ期間には、受給者のステータスが変更されずにいる連続日数を
指定します。

複数のサブ期間をカウントに含めることができるかどうかは、それらのサブ
期間が同じ期間内にあるかどうかで決まります。各サブ期間が個々に条件
を満たしている場合は、全て一緒に加算されます。期間は 1 つずつ計算さ
れます。期間ごとに、このページで定義した条件がチェックされます。条件
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に適合すると、その期間は対象または除外と見なされます。条件に適合し
ない場合、その期間は無視されます。

[オペランド] [<]、[<=]、[>]、および [>=] から選択して、その期間がデュレーション計算
の対象または除外となるかどうかを決定します。[オペランド] は、[値] およ
び [期間] フィールドと共に使用されます。

[値] デュレーションの対象/除外となる年数、月数、日数です。オペランドと共
に使用し、デュレーション計算の対象/除外となるステータスの期間の長さ
を指定します。

[期間] 前のフィールドで選択した値に対する期間の単位です。[日]、[月]、または
[年] から選択します。

変数エレメントの定義
変数エレメントを定義するには、変数コンポーネント (GP_VARIABLE) およびカテゴリ別変数コンポーネン
ト (GP_VARIABLE_BY_CAT) を使用します。

このセクションでは、変数エレメント、フィールド フォーマット、および変数のバッチ処理についての概要
と、以下の方法について説明します。

• 変数名の定義

• 変数の定義

変数エレメントについて

変数は、値を保管し、後で使用するための手段です。フォーミュラ、計算コンポーネント、またはそれ以
外のところで値を入力する必要がある場合、変数の入力タイプを指定して、同じ値を繰り返し使用するこ
とができます。変数を使うと、ある値を変数として定義し、フォーミュラや計算のどこででもその値を呼び
出すことができます。

例

1 月 1 日時点で、バッチ処理で変換される 3 つのフォーミュラと 2 つの支給で、通貨係数 20 が計算に使
用されているとします。この係数が、4 月 1 日に 25 に変更されるとします。この係数に数値のフォーマッ
ト タイプを割り当てていると、有効日 (4 月 1 日) 付きの変更を 5 つそれぞれに対して行う必要がありま
す。しかし、この通貨係数を変数エレメントとして定義し、この係数を使用する全ての箇所からこの変数を
参照するようにすると、この変数の値を有効日 4 月 1 日で新しい係数 25 に変更するだけですみます。

フィールド フォーマットについて

変数は、以下のフィールド フォーマットで定義することができます。

• 文字列

文字列のフィールド フォーマットの場合、変数のフィールド長は 30 文字です。

• 日付

• 10 進数

10 進数のフィールド フォーマットの場合、変数のフィールド長は整数 12 桁小数 6 桁です。

• 金額
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金額のフィールド フォーマットの場合、変数のフィールド長は整数 12 桁小数 6 桁です。

• ポインタ

変数は、ある変数エレメントを別のエレメントにリンクさせることが可能なエレメント ポインタ フィール
ド フォーマットとして定義することができます。変数エレメントをフォーミュラ エレメントのコンポーネント
として使用し、そのフォーミュラをさらに汎用的に、さまざまな状況の変化にも対応できるようにするに
は、エレメント ポインタはとても便利です。

エレメント ポインタは、エレメントの実際の値ではなく、別のエレメントのエレメント番号を保存するため
に使用します。エレメント ポインタ変数を使うと、エレメント ポインタが指すエレメントの値が処理で使
用されます。

注: 直接的に、またはほかのエレメント (アレイなど) を使って変数に値を割り当てる場合、その変数が割
り当てられた値のフィールド長やフィールド フォーマットに対応しているかどうかを考慮する必要がありま
す。たとえば、50 文字のテキストを、フィールド長が 30 文字の文字列変数に割り当てないでください。同
様に、金額の値を、フォーマット タイプが文字列の変数には割り当てないようにしてください。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「フォーミュラにおけるエレメント ポインタについて」 、 156ページ

変数のバッチ処理について

変数はデータ入力エレメントなので、バッチ処理で検出されたときに変換されます。変換された値は、定
義で指定した値と等しくなります。

変数名ページで [保存] チェック ボックスをオンにした場合は、変数の変換値が全て保存されます。
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変数エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[変数名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
サポートエレメント]、[変
数]、[変数名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

[定義] GP_VARIABLE [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[変数]、[定義]

変数名ページで指定した
フィールドフォーマット
に従って、変数の値を
定義します。

[カテゴリ別変数] GP_VARIABLE_BY_CAT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
サポートエレメント]、[カ
テゴリ別変数]

同じカテゴリ内の1つまた
は複数の変数を表示また
は更新します。変数のカテ
ゴリは、"変数"の変数名
ページで割り当てます。
大 3つの "値"タブが、この
ページに表示されます。

• [数値] タブには、10進数
または金額 (通貨コード
付き)のフィールドタイプ
で定義された変数が表
示されます。

• [文字値]タブには、文字
列のフィールドタイプで
定義された変数が表
示されます。

• [日付値]タブには、日付
のフィールドタイプで
定義された変数が表
示されます。

注: このページを使用して、
変数を作成したり削除した
りすることはできません。

変数名の定義

変数名ページにアクセスします。

全てのエレメントについて、エレメント名共通ページでその名称と基本パラメータを定義してください。グ
ローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN) という
共通ページが含まれています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ
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変数の定義

"変数" の定義ページにアクセスします。

"変数" - 定義ページ

[値] この変数に割り当てる値を入力します。

割り当てる値のタイプは、変数名ページで指定したフォーマット タイプに
よって異なります。

[チャートフィールドとして使
用] 、 [プロンプト ビュー名]

この変数エレメントをチャートフィールドとして使用する場合は、[チャート
フィールドとして使用] チェック ボックスをオンにします。チャートフィールド
は、PeopleSoft Enterprise 一般会計で使用されます。[プロンプト ビュー名]
フィールドには、この変数と関連付けるレコードを指定します。レコードの名
前は、GL マッピングのページで列見出しとして表示されます。

関連項目:

第 39 章、 「PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合」 、 「グローバル ペイロールと一般会計の統合」 、
1092ページ

日付エレメントの定義
日付エレメントを定義するには、日付コンポーネント (GP_DATE) を使用します。

計算で日付を使用するには、日付エレメントを使用します。また、開始日を取得したり、別の日付を取得
するために期間を加算または減算したりして、新しい日付を決める場合も日付エレメントを使用します。

注: 日付エレメントは、特定の日付を定義する際に使用します。ある日付を別の日付から減算して、それ
らの日付の間の期間を求める必要がある場合は、日付エレメントでなく、デュレーション エレメントを使
用します。

このセクションでは、以下の手順について説明します。

• 日付名の定義
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• 日付の定義、または既存の日付に基づいた新しい日付の計算を行います。

• エレメント固有の識別子の割り当て

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「デュレーション エレメントの定義」 、 138ページ

日付エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[日付名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
サポートエレメント]、[日
付]、[日付名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

[定義] GP_DATE [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[日付]、[定義]

日付の定義、または既存
の日付に基づいた新しい
日付の計算を行います。

[抽出] GP_DATE_EXTRACT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[日付]、[抽出]

"日付"の定義ページで入
力したエレメントに固有の
識別子を割り当て、年、
月、日のフィールドの値を
個別に、または一緒に再
利用できるようにします。

日付名の定義

日付名ページにアクセスします。

全てのエレメントについて、エレメント名共通ページでその名称と基本パラメータを定義してください。グ
ローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN) という
共通ページが含まれています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

日付の定義、または既存の日付に基づいた新しい日付の計算

"日付" の定義ページにアクセスします。
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"日付" - 定義ページ

[日付指定] 日付を指定する場合はこのオプションを選択して、該当する日付を持つエ
レメントの入力タイプを [開始日タイプ] フィールドに指定します。[開始日]
フィールド、または [開始日エレメント] フィールドに、該当する日付、または
日付エレメントを定義します。[開始日] フィールドは、[開始日タイプ] フィー
ルドで [カレンダー日] を選択すると表示されます。

[日付作成] このオプションを選択すると、選択したエレメントを基にして日付が作成さ
れます。

[日付作成] を選択すると、[年入力タイプ]、[月入力タイプ]、および [日入
力タイプ] の各フィールドが使用可能になります。これらのフィールドを使
用して、該当する年、月、日を持つエレメントの入力タイプを定義します。右
側のフィールドでそれぞれの日付エレメントを指定します。

[月の 終日を返す] このチェック ボックスをオンにすると、月の 終日が値として返されます。

このチェック ボックスは、[日付指定] と [日付作成] の両方のオプションで
使用できます。このチェック ボックスをオンにすると、指定または作成され
た日付は、日付の日の部分がその月の 終日に書き換えられます。

[作成日付の変更パラメータ (オプション - デフォルトは [なし])]

[なし] この日付を使って計算を行う必要がない場合は、このオプションを選択しま
す。日付の値は、上のグループ ボックスで定義した値のままになります。
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[加算] このオプションを選択すると、[日付作成パラメータ] グループ ボックスで定
義した値に加算が行われます。[計算用年入力タイプ]、[計算用月入力タイ
プ]、および [計算用日入力タイプ] フィールドが利用できるようになり、入力
タイプのドロップダウン リストが表示されます。これらの入力タイプ フィー
ルドの右にあるフィールドで、対応するエレメントを指定します。

指定した値が [日付作成パラメータ] グループ ボックスの日付値に加算さ
れます。

[減算] このオプションを選択すると、[日付作成パラメータ] グループ ボックスで定
義した値に減算が行われます。[計算用年入力タイプ]、[計算用月入力タイ
プ]、および [計算用日入力タイプ] フィールドが利用できるようになり、入力
タイプのドロップダウン リストが表示されます。これらの入力タイプ フィー
ルドの右にあるフィールドで、対応するエレメントを指定します。

指定した値が [日付作成パラメータ] グループ ボックスの日付値から減算
され、変換結果の日付値になります。

[月の 終日を返す] このチェック ボックスをオンにすると、月の 終日が値として返されます。
このオプションは、加算または減算の実行後に適用されます。[日付作成
パラメータ] グループ ボックスの [月の 終日を返す] チェック ボックスと
は別のレベルで機能します。

例

次の表は、このページの設定に応じて得られる日付値を示しています。

日付指定/
日付作成

入力タイプ、
値

月の 終
日を返す

計算オプショ
ン

入力タイプ、
値

月の 終
日を返す

変換結果値

日付指定 日付、1999
年 11月 22
日

オフ 加算 月: 数値、2 オフ 2000年 1月
22日

日付指定 日付、1999
年 11月 22
日

オフ 加算 月: 数値、2

日: 数値、3

オフ 2000年 1月
25日

エレメント固有の識別子の割り当て

抽出ページにアクセスします。
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抽出ページ

[年エレメント]、 [月エレメン
ト] 、 [日エレメント]

必要に応じて、"年"、"月"、および "日" を抽出する変数を選択します。

たとえば、日付エレメントの変換結果の "年" の値だけが必要だとします。
YEAR という変数を作成し、[年エレメント] フィールドで選択します。そうす
ると、日付エレメントが 2008 年 1 月 10 日に変換される場合、2008 という
値が YEAR 変数に格納されます。

値がセットされた YEAR 変数は、新しい日付を作成する日付フォーミュラな
どで使用することができます。

フォーミュラ エレメントの定義
フォーミュラ エレメントを定義するには、フォーミュラ コンポーネント (GP_FORMULA) を使用します。

このセクションでは、フォーミュラにおけるエレメント ポインタの概要と以下の方法について説明します。

• フォーミュラ名の定義

• 計算で使用するフォーミュラを定義します。

• 端数処理ルールおよびエレメント ポインタ選択の指定

• フォーミュラの表示

フォーミュラにおけるエレメント ポインタについて

フォーミュラを定義する際、フォーミュラを構成する各エレメントの値が変化することは珍しいことではあり
ません。そのため、もしエレメントの特定の時点の特定の値を参照する場合は、構成要素のエレメントの
値が変わる度にフォーミュラを変更する必要があります。エレメントの値を参照する代わりに、エレメント
ポインタを使ってシステムの識別番号、つまりエレメント番号を参照することができます。エレメント ポイ
ンタを使用すると、処理の時点で、エレメントのアレイに格納されている値が取得されます。エレメント番
号は一定なので、その値は常に有効値として使用できます。そのため、そのエレメントを使用するフォー
ミュラも、そのまま継続して使用できます。

バッチ処理の際、ポインタのフィールド フォーマットで定義された変数の値は、PINV アレイのエレメント ポ
インタ フィールドに格納されます。つまり、エレメント番号だけが保存され、変数エレメントは実際の文字
値、数値、日付値には変換されないことになります。
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フォーミュラで使用されている変数エレメントのフィールド フォーマットがポインタではなく、エレメント属
性ページで [エレメント値を使用] オプションが選択されている場合、フォーミュラではエレメントの値が使
用されます。

フォーミュラで使用されている変数エレメントのフィールド フォーマットがポインタではなく、エレメント属性
ページで [エレメント番号を使用] オプションが選択されている場合、フォーミュラではエレメント番号が使
用されます。

フォーミュラで使用されている変数エレメントのフィールド フォーマットがポインタで、エレメント属性ペー
ジで [エレメント値を使用] オプションが選択されている場合、フォーミュラではポインタ エレメントが指す
エレメントの値が使用されます。

フォーミュラで使用されている変数エレメントのフィールド フォーマットがポインタで、エレメント属性ペー
ジで [エレメント番号を使用] オプションが選択されている場合、フォーミュラではポインタ エレメントの値
が使用されます。言い換えると、ポインタのフィールド フォーマットのエレメントに保存される値はエレメン
ト番号なので、フォーミュラではエレメント番号が使用されます。

次の表は、設定によって使用される値をまとめたものです。

フィールド フォーマット [エレメント値を使用] オプション
を選択

[エレメント番号を使用] オプショ
ンを選択

フィールドフォーマットがポインタ
以外

エレメント値 エレメント番号

フィールドフォーマットがポインタ ポインタの値が指すエレメントの値 ポインタの値 (エレメント番号)

例 1

差し押さえを計算するフォーミュラがあります。しかし、差し押さえの計算方法は受給者によって異なりま
す。このフォーミュラでエレメント ポインタを使って、エレメント番号でエレメントを参照するようにすると、
受給者ごとの差し押さえ数やタイプに合わせてフォーミュラを記述し直さずに済みます。エレメント ポイン
タでエレメントを参照すると、そのエレメントの現在の値を取得できるので、このフォーミュラで受給者に
合った計算が可能になります。

例 2

あるフォーミュラを使用する前のエレメントの値は、次のとおりとします。

エレメント番
号

エレメント名 エレメント タ
イプ

フィールド
フォーマット

10 進数値 文字列値 ポインタ値

1000 V1 変数 10進数 150

2000 V2 変数 文字列 ABC

3000 V3 変数 10進数 250

4000 V4 変数 ポインタ 1000
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エレメント属性ページで [エレメント値を使用] オプションが選択されているとします。

エレメントのフィールド フォーマットがポインタでない場合は、フォーミュラではそのエレメントの値が使用
されます。このとき、フォーミュラで次のステートメントを使用しているとします。

V1 を V3 に割り当てます。

フォーミュラが変換されると、V3 の値は 150 となります。

エレメントのフィールド フォーマットがポインタの場合は、フォーミュラではそのポインタが指すエレメント
の値が使用されます。このとき、フォーミュラで次のステートメントを使用しているとします。

V4 を V3 に割り当てます。

フォーミュラが変換されると、V3 の値は 150 となります。

V4 をフォーミュラで使用する場合、フォーミュラでは [エレメント値を使用] オプション、または [エレメント
番号を使用] オプションが選択されているかどうかが確認されます。この例では、[エレメント値を使用] オ
プションが選択されています。次に、フィールド フォーマットがポインタかどうかが確認されます。この例
では、フィールド フォーマットはポインタです。ポインタの値は 1000 です。この 1000 はエレメント番号で
あり、このエレメント番号は V1 を指しているので、このフォーミュラでは V1 の値 (150) が使用されます。

今度は、エレメント属性ページで [エレメント番号を使用] オプションが選択されているとします。

[エレメント 1] と [エレメント 2] のフィールド フォーマットがポインタではない場合は、フォーミュラではエレ
メント番号が使用されます。このとき、フォーミュラで次のステートメントを使用しているとします。

V2 を V4 に割り当てます。

この場合、エレメント番号が使用されるので、このフォーミュラが変換されると、V4 のポインタ値には 2000
が入ります。

[エレメント 1] と [エレメント 2] のフィールド フォーマットがポインタの場合は、フォーミュラではポインタ値
が使用されます。このとき、フォーミュラで次のステートメントを使用しているとします。

V4 = 2000 かどうか。

V4 のポインタ値 = 2000 なので、この条件は真です。

V2 をフォーミュラで使用する場合、フォーミュラでは [エレメント値を使用] オプション、または [エレメント
番号を使用] オプションが選択されているかどうかが確認されます。この例では、[エレメント番号を使用]
オプションが選択されています。次に、フィールド フォーマットがポインタかどうかが確認されます。この
例では、V2 はポインタではありません。これによって、フォーミュラでは V2 のエレメント番号、すなわち
2000 が使用されます。そのため、V4 のポインタ値には 2000 が割り当てられます。

注: V2 のエレメント番号を使用する場合は、割り当て先のエレメントのフィールド フォーマットはポインタ
である必要があります。また、[エレメント 1]、[エレメント 2]、および [エレメント 3] の属性ページで [エレ
メント番号を使用] オプションを選択する必要があります。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「フィールド フォーマットについて」 、 149ページ

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「変数エレメントの定義」 、 149ページ
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フォーミュラ エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[フォーミュラ名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[フォーミュラ]、
[フォーミュラ名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

[フィールドベース定義] GP_FORMULA1_V2 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[フォーミュラ]、
[フィールドベース定義]

計算で使用するフォーミュ
ラを定義します。

フォーミュラ定義を検証
します。

[エレメント属性] GP_FORMULA_F1_SEC フォーミュラのフィールド
ベース定義ページで、[エ
レメント属性]ボタンをク
リックします。

端数処理ルール、前回の
値の選択、およびエレメン
トポインタ選択を、フォー
ミュラで使用するフィールド
に割り当てます。

[テキスト定義] GP_FORMULA2_V2 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[フォーミュラ]、
[テキスト定義]

フォーミュラを表示し、問題
がないか確認します。

フォーミュラ名の定義

フォーミュラ名ページにアクセスします。

全てのエレメントについて、エレメント名共通ページでその名称と基本パラメータを定義してください。グ
ローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN) という
共通ページが含まれています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

計算で使用するフォーミュラの定義

フィールド ベース定義ページにアクセスします。
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フィールドベース定義ページ (1/4)
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フィールドベース定義ページ (2/4)

フィールドベース定義ページ (3/4)
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フィールドベース定義ページ (4/4)

フォーミュラの作成

[フィールド ベース領域] グループ ボックスで、行ごとに演算や結果を指定して、フォーミュラを作成します。

関数 フォーミュラの関数のタイプ、または修飾子のタイプを選択します。オプ
ションには、[And]、[Average]、[Else]、[Endif]、[Exit]、[If]、[In]、[Maximum]、
[Minimum]、[Or]、[Sum]、[Then]、および [コメント] があります。

( (左かっこ) フォーミュラの計算処理をグループ化する場合、オンにします。このチェッ
ク ボックスをオンにする場合は、[)] チェック ボックスもオンにする必要が
あります。かっこを使用してフォーミュラの計算処理をグループ化すること
により、計算の順序を指定できます。

入力タイプ 1、入力タイプ
2、 エレメント 1、エレメント
2、 カレンダー日付 1、カレ
ンダー日付 2、 文字値 1、
文字値 2 、 数値 1、数値 2

演算で使用するフィールドの入力タイプを選択します。入力タイプとして [
日付]、[カレンダー日]、[文字列]、または [数値] を選択した場合は、対応
する "日付値"、"文字値"、または "数値" フィールドに値を入力してくだ
さい。その他の入力タイプを選択すると、対応する "エレメント" フィールド
にプロンプト ビューが作成され、適切なエレメントを検索して指定すること
ができます。

エレメント N 属性 このアイコンをクリックすると、"エレメント N の属性" ページにアクセスし
ます。このページで、端数処理ルール、前回の値の選択、およびエレメント
ポインタ選択を、フォーミュラで使用するフィールドに割り当てます。"エレメ
ント N の属性" ページで追加情報を入力すると、入力タイプ フィールドの
右にあるチェック ボックスがオンになります。

演算子 入力したオペランドに対して実行する演算子を選択します。次の標準的な
演算子が使用できます。空欄にするか、[-]、[*]、[/]、[+]、[<]、[<=]、[<>]、
[=]、[>]、および [>=] から選択します。

) (右かっこ) フォーミュラの計算処理をグループ化する場合、オンにします。このチェッ
ク ボックスをオンにする場合は、[(] チェック ボックスもオンにする必要が
あります。かっこを使用してフォーミュラの計算処理をグループ化すること
により、計算の順序を指定できます。
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割当先タイプ (画面上で
は赴任先タイプ) 、 エレ
メント 3

エレメントに値を割り当てるには、先に入力タイプを指定してからエレメント
を選択します。

たとえば、基礎年金額を定義する BASIC PENSION という名前のフォーミュ
ラがあるとします。このエレメントは、フォーミュラがどのように変換される
かによって 1000 または 1200 に変換されます。エレメント BASIC PENSION
に 1000 または 1200 の値を持たせるには、このフォーミュラの [エレメント
3] に BASIC PENSION を指定する必要があります。[エレメント 3] に指定
すると、BASIC PENSION エレメントは、支給エレメントまたは控除エレメン
トとして使用することができ、これらの値を持つことになります。

このフォーミュラ エレメントの機能を有効にするには、有効日を指定して
フォーミュラを保存する必要があります。

注: カッコの中にも複数のセットのカッコを入力できます。この操作を行うには、複数の行を入力します。1
行につき、1 つの [(] または [)] しか指定できません。

フォーミュラの検証

フォーミュラを定義した後は、そのフォーミュラを保存し、構文を検証してフォーミュラを編集します。フォー
ミュラを変更した場合は常に、検証作業を行います。

[確認] このボタンをクリックすると、フォーミュラの検証が行われます。フォーミュ
ラの検証を行うと、フォーミュラが自動的に保存されます。

[検証済] [検証] ボタンをクリックして、フォーミュラの検証に問題がなかった場合、こ
のチェック ボックスがオンになります。

注: フォーミュラの変更後に検証処理を行わないまま、そのフォーミュラを使用しているプロセスを実行す
ると、エラーが発生します。[検証] ボタンをクリックする前にページを保存します。ページはいつでも保存
できますが、[検証] ボタンをクリックするまで、データベースに対する検証処理は行われません。[検証]
ボタンをクリックすると、フォーミュラの検証と保存が行われます。

例: フォーミュラの設定

フォーミュラ エレメントを使用すると、数学演算子、論理演算子、ルール、および数式を使ってエレメント
を作成できます。

この例では、年金控除を計算する簡単なフォーミュラを作成します。フォーミュラの要件は、次のとおりで
す。

• 基本給与 (basic comp) が 10,000 ドル未満の場合は、基本給与の 1% の年金控除 (pension) が適用さ
れます。

• 基本給与が 10,000 ドル以上の場合は、10,000 ドルに対して 1%、その残額に対して 2% の控除が適用
されます。

計算は全て、基本給与を使って行われます。このフォーミュラの変換結果が年金控除額となります。

まず、この計算内容を数式に置き換えます。

If BASE COMP < 10,000, then

BASE COMP * .10 = PENSION,

else

(10,000 * .01) + ((BASE COMP - 10,000) * .02) = PENSION

Endif
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フォーミュラは、さまざまな方法で表すことができます。処理を能率的に行うには、 小限の処理しか必
要としない も単純なパターンを使用します。

計算内容を数式に置き換えたら、フォーミュラを入力します。エレメントの定義と基本情報の入力をまだ
行っていない場合は、フォーミュラ名ページで行います。次に、フィールド ベース定義ページでフォーミュ
ラを 1 行ずつ定義します。

次の表に従って、年金フォーミュラを入力します。

連番 関数 (
エレメント

1 演算子
エレメント

2 )
エレメント

3

1 If BASE
COMP

< 10,000

2 Then BASE
COMP

* .10 PENSION

3 Else ( 10,000 * .01 )

4 +

5 (

6 ( BASE
COMP

- 10,000 )

7 * .02 ) PENSION

8 Endif

注: If ステートメントは必ず Endif で終わる必要があります。

各エレメント名は、適切な入力タイプに関連付けられている必要があります。たとえば、 初の行では、
エレメント 1 (BASE COMP) は、システム エレメントの入力タイプに関連付けられています。エレメント 2
(10,000) は、数値の入力タイプに関連付けられています。

テキスト定義ページにアクセスすると、フォーミュラ定義を確認することができます。フォーミュラを定義し
たら、フィールドベース定義ページの [検証] ボタンをクリックして、フォーミュラの検証を行います。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「フォーミュラにおけるエレメント ポインタについて」 、 156ページ

端数処理ルールおよびエレメント ポインタ選択の指定

"エレメント N の属性" ページにアクセスします。
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エレメント属性ページ

[端数処理ルール エレメ
ント]

フォーミュラ名ページで選択したエレメントのフィールド フォーマットが [金
額]、[10 進数]、または [ポインタ] の場合は、検索結果リストから端数処理
ルールを選択します。このフィールドは、これらのフィールド フォーマットの
エレメントでのみ表示されます。

端数処理ルールは、入力したオペランドに対してのみ適用されます。エレ
メント自体は更新されません。影響があるのは計算だけです。

[値/ポインタ選択]

以下のフィールドを使用して、フォーミュラのエレメント ポインタを定義します。

[エレメント値を使用] このオプションを選択すると、計算でエレメントの値が使用されます。

[エレメント番号を使用] デフォルト値は [エレメント値を使用] です。エレメントの番号を使用する
フォーミュラを作成することもできます。

このオプションを選択すると、現在の値ではなくシステムの識別番号、つま
りエレメント番号を使用してエレメントが参照されます。

たとえば、差し押さえを計算するフォーミュラがあるとします。しかし、差し
押さえの計算方法は受給者によって異なります。このフォーミュラでエレメ
ント ポインタを使って、エレメントの識別番号でエレメントを参照するように
すると、受給者ごとの差し押さえの数やタイプに合わせてフォーミュラを記
述し直さずに済みます。エレメント ポインタでエレメントを参照すると、その
エレメントの現在の値を取得できるので、このフォーミュラで受給者に合っ
た計算が可能になります。

[前回の値の選択]

[前回の計算値を使用] 前回計算した値を使用する場合は、このチェック ボックスをオンにします。

フォーミュラの表示

テキスト定義ページにアクセスします。
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テキスト定義ページ

テキスト定義ページを使用して、フィールドベース定義ページで作成したフォーミュラを確認します。誤り
がある場合は、フィールド ベース定義ページに戻ってフォーミュラを修正します。

[行ごとにテキストを表示] フィールドベース定義ページで作成したフォーミュラのテキストを、入力し
たとおり 1 行ずつ表示する場合にクリックします。

これは、エラーのあるフォーミュラをトラブルシューティングする際に便利で
す。SaveEdit により生成されたエラーが、テキスト内、およびページの下に
表示されるエラー メッセージで特定されます。

注: 行ごとに表示される場合、各行の先頭には行番号が表示され、表示さ
れるフォーミュラ テキストの行に合わせてエラーの場所が更新されます。

メッセージ エレメントの定義
メッセージ エレメントは、フォーミュラ エレメントと密接に関連しています。メッセージ エレメントを十分に
理解するためには、フォーミュラのセクションを読んだ後にこのセクションを読んでください。

このセクションでは、メッセージ エレメントの定義方法について説明します。

注: メッセージ エレメントはシステム データの中に用意されているため、メッセージ エレメントを定義す
る特定のオンライン ページはありません。

フォーミュラでメッセージ エレメントを参照することにより、バッチ処理で出力されるエラー メッセージを管
理できます。メッセージ エレメントによって、エラー メッセージ テーブル PS_GP_MESSAGES にエラー メッ
セージを書き込むプログラムが呼び出されます。また、その後で支給をエラーにすることもできます。

PS_GP_MESSAGES テーブルのフィールドの多くは、自動的にロードされます。その他のフィールドは、バッ
チ処理の際にデータがロードされます。これらのフィールド値をフォーミュラの構成要素として使用する
と、バッチ処理中に独自のメッセージやエラーの条件を作成できます。
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自動的にロードされないフィールドに値をロードするために、以下の構成要素やプロセスが用意されてい
ます。

• ポインタのフィールド フォーマットを持つ、5 つのシステム エレメント (MSG_BIND1_PTR ～ MSG_BIND5_
PTR)

これらのポインタは、エラー メッセージで使用するパラメータを指し示します。

• 10 進数のフィールド フォーマットを持つ、5 つのシステム エレメント (MSG_BIND1_NM_IND ～ MSG_
BIND5_NM_IND)

MSG_BINDx_NM_IND の値が 0 の場合、MSG_BINDx_PTR エレメントが指し示すエレメント名が受給者メッ
セージのページに表示されます。それ以外の場合は、MSG_BINDx_PTR エレメントが指し示すエレメント
値が表示されます。

• メッセージ番号とメッセージ セット番号のための、10 進数のシステム エレメント (MSG_NBR および
MSG_SET_NBR)

• 計算をエラーにする、10 進数のシステム エレメント (MSG_PAYMENT_ERR)

このシステム エレメントの値が 0 以外の場合、その計算はエラーになります。

• エラー メッセージ エレメント タイプ

このエレメント タイプを持つエレメントは、GP_PIN_NM テーブル内で 1 つだけ (MSG_PIN) です。フィール
ド フォーマットは 10 進数です。[常時再計算] チェック ボックスは、オフになっている必要があります。
この入力タイプは、フィールドベース定義ページの [エレメント 1] フィールドおよび [エレメント 2] フィー
ルドでのみ使用することができます。バッチ処理でこのメッセージ (フォーミュラ) エレメントが検出され
ると、指定されたメッセージ番号とパラメータで、PS_GP_MESSAGES テーブルに行が追加されます。エ
ラーがない場合は、MSG_PIN エレメントの値は 0 です。エラーが発生した場合は、MSG_PIN エレメント
の値は 1 になります。このエレメント タイプを使用する主な理由は、ユーザー エラーを呼び出す必要
があることをバッチ処理で認識できるようにすることです。バッチ処理では、その値は参照されません。

エラー メッセージに関連する全てのシステム エレメントは、空白またはゼロにリセットされます。

注: フォーミュラ エレメントを使用する場合にのみ、ユーザー独自のエラー メッセージを作成できます。

例

次の表は、フォーミュラ エレメントの設定の例 (フォーミュラ定義の一部) です。

連番 関数 エレメント 1 演算子 エレメント 2 エレメント 3

1 If XXXXX = YYYYY

2 Then (エラー
の場合)

17005 MSG_SET_NBR

1015 MSG_NBR

3 ELEMENT_A (エ
レメント番号を使
用)

MSG_BIND1_
PTR (エレメント
番号を使用)
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連番 関数 エレメント 1 演算子 エレメント 2 エレメント 3

4 ELEMENT_B (エ
レメント番号を使
用)

MSG_BIND2_
PTR (エレメント
番号を使用)

5 1 MSG_BIND1_
NM_IND

6 1 MSG_
PAYMENT_ERR

7 If MESS_AGE = 0

8 . . .

次の表は、上の表で記述したフォーミュラの説明です。

連番 説明

1 フォーミュラの標準の式です。

2, 3 エラーメッセージ番号をシステムエレメントMSG_NBR
とMSG_SET_NBRに割り当てます。

3 ELEMENT_A (エラーになっているエレメント)のエレメ
ント番号をMSG_BIND1_PTRのポインタ値に割り当
てます。

4 ELEMENT_B (エラーになっているエレメント)のエレメ
ント番号をMSG_BIND2_PTRのポインタ値に割り当
てます。

5 値 1をMSG_BIND1_NM_INDに割り当て、ELEMENT_A
にエレメント番号が含まれていることを示します。
MSG_BIND2_NM_INDには値が割り当てられていない
ため、エレメント値として表示されます。

6 値 1をエレメントMSG_PAYMENT_ERRに割り当て、支
給ステータスをエラーにします。

7 MSG_PINエレメントを使って、このエレメントタイプの
変換プログラムを呼び出します。
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注: システムでは、各インジケータを確認してその数値がエレメント番号かどうかを判断します。これによ
りフォーミュラ メッセージ プログラムでは、その値をそのままにするか、エレメントの値を取得するのか
が認識されます。値をそのままにすると、エレメント名がオンライン メッセージのページに表示されること
になります。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「フォーミュラ エレメントの定義」 、 156ページ

端数処理ルール エレメントの定義
端数処理ルール エレメントを定義するには、端数処理ルール コンポーネント (GP_ROUNDING) を使用し
ます。

このセクションでは、端数処理ルール エレメントの概要と以下の方法について説明します。

• 端数処理ルール エレメント名の定義

• 数値の端数処理方法を定義します。

端数処理ルール エレメントについて

計算を実行して数値に変換する際、その値の端数を処理する必要がある場合があります。端数処理され
た値は、保存され後続の計算で使用されます。端数処理を使用すると、あらかじめ定義されたルールに
従って、値を自動的に変更することができます。

端数処理ルール エレメントを定義すると、システム全体でほかのエレメントに適用して端数処理の方法
を指定することが可能になります。

注: システムの特定の機能に、多くの端数処理ルールが適用されています。これについては、この
PeopleBook の該当する機能についてのセクションで説明されています。ここでは、端数処理ルール エレ
メントの一般的な機能だけを説明します。

端数処理対象の位の例

次の表は、"端数処理ルール" の定義ページで [端数処理] を選択すると、どのように端数処理が行わ
れるかを表しています。

端数処理後の有効桁
(位)

オプション 端数処理前の値 端数処理後の値

小数二位 切り捨て 123.454999 123.450000

切り捨て 123.455000 123.450000

切り捨て 123.450001 123.450000
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端数処理後の有効桁
(位)

オプション 端数処理前の値 端数処理後の値

切り捨て 123.450000 123.450000

切り上げ 123.454999 123.460000

切り上げ 123.455000 123.460000

切り上げ 123.450001 123.460000

切り上げ 123.450000 123.450000

4以上は切り上げ、未満
は切り捨て

123.454999 123.460000

4以上は切り上げ、未満
は切り捨て

123.455000 123.460000

4以上は切り上げ、未満
は切り捨て

123.450001 123.450000

4以上は切り上げ、未満
は切り捨て

123.450000 123.450000

一の位 切り捨て 123.499999 123.000000

切り捨て 123.500000 123.000000

切り捨て 123.000001 123.000000

切り捨て 123.000000 123.000000

切り上げ 123.499999 124.000000

切り上げ 123.500000 124.000000

切り上げ 123.000001 124.000000

切り上げ 123.000000 123.000000
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端数処理後の有効桁
(位)

オプション 端数処理前の値 端数処理後の値

4以上は切り上げ、未満
は切り捨て

123.499999 124.000000

4以上は切り上げ、未満
は切り捨て

123.500000 124.000000

4以上は切り上げ、未満
は切り捨て

123.000001 123.000000

4以上は切り上げ、未満
は切り捨て

123.000000 123.000000

十の位 切り捨て 124.999999 120.000000

切り捨て 125.000000 120.000000

切り捨て 120.000001 120.000000

切り捨て 120.000000 120.000000

切り上げ 124.999999 130.000000

切り上げ 125.000000 130.000000

切り上げ 120.000001 130.000000

切り上げ 120.000000 120.000000

4以上は切り上げ、未満
は切り捨て

124.999999 130.000000

4以上は切り上げ、未満
は切り捨て

125.000000 130.000000
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端数処理後の有効桁
(位)

オプション 端数処理前の値 端数処理後の値

4以上は切り上げ、未満
は切り捨て

120.000001 120.000000

4以上は切り上げ、未満
は切り捨て

120.000000 120.000000

増分による端数処理の例

次の表は、"端数処理ルール" の定義ページで [増分] を選択すると、どのように端数処理が行われるか
を表しています。

増分 オプション 端数処理前の値 端数処理後の値

25 切り捨て 137.499999 125.000000

切り捨て 137.500000 125.000000

切り捨て 150.000001 150.000000

切り捨て 150.000000 150.000000

切り上げ 137.499999 150.000000

切り上げ 137.500000 150.000000

切り上げ 150.000001 175.000000

切り上げ 150.000000 150.000000

12.4以上は切り上げ、未
満は切り捨て

137.499999 150.000000

12.4以上は切り上げ、未
満は切り捨て

137.500000 150.000000

12.4以上は切り上げ、未
満は切り捨て

150.000001 150.000000
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増分 オプション 端数処理前の値 端数処理後の値

12.4以上は切り上げ、未
満は切り捨て

150.000000 150.000000

2.5 切り捨て 137.499999 135.000000

切り捨て 137.500000 137.500000

切り捨て 150.000001 150.000000

切り捨て 150.000000 150.000000

切り上げ 137.499999 137.500000

切り上げ 137.500000 137.500000

切り上げ 150.000001 152.500000

切り上げ 150.000000 150.000000

1.25以上は切り上げ、未
満は切り捨て

137.499999 137.500000

1.25以上は切り上げ、未
満は切り捨て

137.500000 137.500000

1.25以上は切り上げ、未
満は切り捨て

150.000001 150.000000

1.25以上は切り上げ、未
満は切り捨て

150.000000 150.000000
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端数処理ルール エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[端数処理名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[端数処理ルー
ル]、[端数処理名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

[定義] GP_ROUND_RULE [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[端数処理
ルール]、[定義]

数値の端数処理方法を
定義します。

端数処理ルール名の定義

端数処理名ページにアクセスします。

全てのエレメントについて、エレメント名共通ページでその名称と基本パラメータを定義してください。グ
ローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN) という
共通ページが含まれています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

数値の端数処理方法の定義

"端数処理ルール" の定義ページにアクセスします。

"端数処理ルール" - 定義ページ

[端数処理] 一般的な端数処理ルールを使用する場合、このオプションを選択します。
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[増分] 端数処理の増分を指定する場合、このオプションを選択します。

このオプションを選択すると、[増分] フィールドが表示されます。このフィー
ルドに増分の値を定義します。

[有効桁 (位)] このフィールドは、[端数処理] オプションを選択すると表示されます。検索
結果リストから有効桁 (位) を選択します。値は一の位から千億の位まで、
または小数一位から小数五位までです。

ページの右下の [端数処理サンプル] フィールド、および端数処理結果の
フィールドで、それぞれの端数処理の実行例を確認することができます。

[指定値以上は切上、未満
は切捨]

このオプションを選択すると、結果の端数の値が [端数処理調整数] フィー
ルドに入力された値以上の場合に、入力された桁数や位に基づいて切り
上げられます。端数がこの値未満の場合、結果は切り捨てられます。

端数処理調整数のデフォルト値は 5 です。

[端数処理] オプションを選択した場合、[端数処理調整数] フィールドに指
定できるのは 1 桁だけです。[増分] オプションを選択した場合は、8 桁まで
の値を指定できます。[端数処理調整数] の値は、[有効桁 (位)] の位の右
側の位に対して適用されます。たとえば、百の位に端数処理をする場合、
十の位の桁が参照されます。

[切上げ] このオプションを選択すると、入力された位に基づいて端数が切り上げら
れます。指定された [有効桁 (位)] の右側の値がゼロより大きい場合に、
切り上げられます。次の位だけでなく、それ以下の残りの位も全てチェック
されます。

[切捨て] このオプションを選択すると、入力された位に基づいて端数が切り捨てら
れます。指定された [有効桁 (位)] の右側の位の数値が全てゼロに変わ
り、切り捨てられます。

[端数処理サンプル] 値を入力すると、このページで指定した設定に基づいてどのように端数処
理が行われるかを確認できます。

カウント エレメントの定義
カウント エレメントを定義するには、カウント コンポーネント (GP_COUNT) を使用します。

このセクションでは、カウント エレメントの概要とカウント エレメントの定義方法について説明します。

カウント エレメントについて

特定の期間の予定勤務日数または予定勤務時間数を計算する処理が必要な場合があります。この目
的のためにカウント エレメントを使用できます。カウント エレメントは、主として比例配分の計算に使用さ
れますが、このほかの状況で使用することもできます。

カウント エレメントを定義する際は、既にカウント フォーミュラとして定義されているフォーミュラを関連付
けます。つまり、予定勤務日数または予定勤務時間数を集計するフォーミュラを定義しておき、次に "カ
ウント" の定義ページでそのフォーミュラを関連付けます。関連付けられたフォーミュラは、カウント フォー
ミュラとして処理されます。
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カウント エレメントでは、各受給者に関連付けられた勤務スケジュールを参照して、正しい勤務日数を集
計します。それぞれの日の勤務スケジュールの確認が終了すると、分割またはスライスのサブ期間に対
する日数や時間数が集計されます。

フォーミュラは、勤務スケジュールの期間内のそれぞれの日に対して変換されます。それぞれの日の単
位数を返すフォーミュラを設定します。カウント プログラムにより、フォーミュラの結果が累積されます。
カウント エレメントが比例配分ルール エレメントから呼び出されると、カウントする期間は比例配分ルー
ル エレメントの期間になります。カウント フォーミュラが比例配分ルール エレメントで呼び出されない場
合は、カウントする期間はセグメントの期間になります。

カウント フォーミュラの簡単な例に、GP COUNT WORK DAYS があります。

If SCHED HRS>0 Then

GP TRUE => GP COUNT WORK DAYS

Else

GP FALSE => GP COUNT WORK DAYS

Endif

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「比例配分ルールの定義」 、 177ページ

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「フォーミュラ エレメントの定義」 、 156ページ

第 13 章、 「スケジュールの使い方」 、 「勤務スケジュールについて」 、 327ページ

第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

カウント エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[カウント名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[サ
ポートエレメント]、[カウン
ト]、[カウント名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

[定義] GP_COUNT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
サポートエレメント]、[カ
ウント]、[定義]

カウントエレメントを定義し
ます。このページを使用し
て、既存のカウントフォー
ミュラを選択します。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「フォーミュラ エレメントの定義」 、 156ページ

カウント エレメント名の定義

カウント名ページにアクセスします。

全てのエレメントについて、エレメント名共通ページでその名称と基本パラメータを定義してください。グ
ローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN) という
共通ページが含まれています。
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関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

カウントの定義

"カウント" の定義ページにアクセスします。

"カウント" - 定義ページ

[カウント フォーミュラ] カウント処理を実行するフォーミュラ名を入力します。

[(フォーミュラ名)] リンク [カウント フォーミュラ] フィールドの隣のリンクをクリックすると、フォーミュ
ラ定義ページにアクセスします。

比例配分ルールの定義
比例配分ルールを定義するには、比例配分ルール コンポーネント (GP_PRORATION) を使用します。

このセクションでは、比例配分ルールの概要と、分子および分母の定義方法について説明します。

比例配分ルールについて

比例配分ルールは、分割か、または PRORATE というシステム エレメントと共に使用して呼び出します。
比例配分ルールの分子および分母として使用する値を定義します。比例配分ルールを適用すると、分子
が金額と掛け合わされ、その結果が分母で割られます。

比例配分ルールは、支給、控除、または周期ベースの休暇付与の各エレメントで使用できます。比例配
分は、エレメントの金額、ベース、またはユニットの各コンポーネントにのみ適用されます。"支給グルー
プ" のデフォルト ページで、デフォルトの比例配分ルールを割り当てることができます。

支給、控除、または周期ベースの休暇付与の各エレメントを定義する場合、比例配分について、以下の
3 つの選択肢があります。

• 分割の有無にかかわらず、比例配分を行わない。

• 支給グループの比例配分ルールを使用する。

• 特定の比例配分ルールを指定する。
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分母のスケジュールの例

"比例配分ルール" の定義ページにある [分母のスケジュール] グループ ボックスで、どの勤務スケジュー
ルを分母の計算に含めるのかを指定します。ある受給者には、以下の 2 つの勤務スケジュールがある
とします。

• 勤務スケジュール A: 週に 5 日

• 勤務スケジュール B: 週に 3 日

また、2 月はちょうど 4 週間あり、比例配分ルールは勤務日数を使用するように定義されているとします。

• この受給者に勤務スケジュール A しかない場合、分母は 20 (5 日×4 週) となります。

• 受給者に勤務スケジュール B しかない場合、分母は 12 (3 日×4 週) となります。

• 初の 2 週間は勤務スケジュール A、次の 2 週間は勤務スケジュール B の場合、使用される分母
は以下のようになります。

- 期間終了日時点の勤務スケジュールを使用する場合、12 (3 日×4 週)。

- 両方 (全て) の勤務スケジュールを使用する場合、16 ((5 日×2 週) + (3 日×2 週))。

注: 比例配分エレメントを定義すると、比例配分名ページの [常時再計算] チェック ボックスが自動的に
オンになります。これにより、エレメント分割が行われる際には、比例配分係数が適切に計算されるよう
になります。

比例配分ルールの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[比例配分名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[比例配分ルー
ル]、[比例配分名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

[定義] GP_PRORATION [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[比例配分
ルール]、[定義]

比例配分係数を構成する
分子と分母を定義します。

比例配分ルール エレメント名の定義

比例配分名ページにアクセスします。

全てのエレメントについて、エレメント名共通ページでその名称と基本パラメータを定義してください。グ
ローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN) という
共通ページが含まれています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ
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分子と分母の定義

"比例配分ルール" の定義ページにアクセスします。

"比例配分ルール" - 定義ページ

[分子入力タイプ]、[分母入
力タイプ]、[分子エレメント]
、 [分母エレメント]

分子 (スライス期間) と分母 (支給期間全体) を定義するエレメントのタイプ
を選択します。有効値は、[変数]、[累計]、[カウント]、[デュレーション]、お
よび [フォーミュラ] です。

各入力タイプフィールドの右にある [分子エレメント] フィールド、または [分
母エレメント] フィールドにエレメント名を入力します。

比例配分ルールの定義では、通常、カウントのエレメント タイプを使用しま
す。たとえば、カウント エレメントを定義して、支給期間内の予定勤務日数
や予定勤務時間を計算することができます。受給者データに対して分割が
発生する場合、スライス期間 (スライスがない場合はセグメントの期間) に
対するカウント エレメントが変換され、その値が分子として使用されます。
また、期間全体に対するカウント エレメントも変換され、その値が分母とし
て使用されます。

カレンダー日数を集計する場合は、デュレーション エレメントを使用します。
カウント エレメントを使用することもできますが、1 日ごとに値が戻されるの
で、デュレーション エレメントを使用した方がパフォーマンスが向上します。
分子には、スライスの開始日から終了日までの間のデュレーションでカレン
ダー日数を計算して使用します。分母には、期間の開始日から終了日まで
の間のカレンダー日数を計算するデュレーション エレメントを使用します。

カレンダー期間の実際の日数に関係なく、一定の値を使いたい場合には、
変数を使います。たとえば、月ごとに支給を行う場合、月によってカレンダー
日数が変化しますが、この変動を無視したいとします。この場合、値 30.00
で変数を作成し、これを分母として使用することができます。

[分母のスケジュール]

以下のフィールドを使用して、どの勤務スケジュールを分母の計算に含めるのかを指定します。

[セグメントの 新のスケ
ジュール]

このオプションを選択すると、そのセグメントの 新のスケジュールが使用
されます。
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[セグメントの全てのスケ
ジュール]

このオプションを選択すると、そのセグメントの全てのスケジュールが使用
されます。

ジェネレーション コントロール エレメントの定義
ジェネレーション コントロール エレメントを定義するには、ジェネレーション コントロール コンポーネント
(GP_GCTL_CONDITION) を使用します。

このセクションでは、ジェネレーション コントロール エレメントの概要と以下の方法について説明します。

• バッチ処理における特定のエレメント条件の定義

• 対象、または除外にする従業員ステータス条件の定義

• 対象、または除外にする異動区分/理由コードの組み合わせの定義

• 対象、または除外にする周期コードの定義

• 対象、または除外にするセグメント ステータス条件の定義

• 対象、または除外にするフォーミュラ エレメントの定義

• 対象、または除外にする実行タイプの定義

ジェネレーション コントロール エレメントについて

エレメントの基本処理では、受給者データが処理されるたびにエレメントが変換されます。ただし、常に受
給者全てに対してエレメントを変換する必要がない場合もあります。

ジェネレーション コントロール エレメントでは、バッチ処理で受給者のエレメントを変換するかどうかを、さ
らに細かくコントロールすることができます。ジェネレーション コントロール エレメントを使うと、あらかじめ
定義した条件に基づいて、エレメントを変換するかどうかをシステムに認識させることができます。

以下の 6 つのパラメータを使用して、ジェネレーション コントロール エレメントを定義します。

• HR ステータス

• 異動区分/理由

• セグメント ステータス

• 周期

• フォーミュラ

• 実行タイプ

上記のコントロール パラメータごとに、バッチ処理でエレメントを変換の対象にするか対象外にするかを
指定します。エレメントを対象にすると、指定した値と一致する受給者のエレメントのみが変換されます。
その他の値は全て除外されます。エレメントを除外にすると、指定した値と一致する受給者のエレメント
は変換されません。その他の値は全て対象になります。
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HR ステータスの例 1

従業員ステータスがアクティブな受給者を全て処理の対象にするには、このステータスを持つ全ての受
給者を対象とするジェネレーション コントロール エレメントを作成します。次に、このジェネレーション コン
トロール エレメントを、制限を適用したいエレメントに関連付けます。その結果、バッチ処理では、従業員
ステータスがアクティブである受給者に対してのみ、このエレメントは変換されます。非アクティブまたは
雇用終了など、ほかの従業員ステータスを持つ受給者のエレメントは全て変換されません。

HR ステータスの例 2

次の表は、ある受給者の PS_JOB 行のリストです。

有効日 従業員ステータス

1999年 1月 1日 アクティブ

1999年 1月 10日 休職

1999年 1月 20日 アクティブ

次の表は、エレメント E1 と E2 に適用されている、"エレメント X (Y) の HR ステータス" ページ (X はエレ
メント名、Y は名称) で定義されたジェネレーション コントロールの条件を表しています。

エレメント 対象/除外 従業員ステータス セグメントの全職
務レコード

新の職務レコー
ド

E1 対象 休職 オフ オン

E2 対象 休職 オン オフ

E1 は、 新の職務データ行の従業員ステータスが休職でないため、変換されません。E2 は、セグメント
内に従業員ステータスが休職の職務データ行があるため、変換されます。

異動区分/理由の例 (分割なし)

次の表は、ある受給者の PS_JOB 行のリストです。

有効日 異動区分 異動理由

1990年 1月 1日 採用 新規ポジション

次の表は、エレメント E1 に適用されている、"<エレメント名> の HR 異動区分/理由" ページで定義され
たジェネレーション コントロールの条件を表しています。
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エレメント 対象/除外 異動区分 異動理由

E1 対象 採用 新規ポジション

1999 年 1 月 1 日から 1999 年 1 月 31 日までの給与計算処理を行う場合、E1 は変換されません。これ
は、PS_JOB の行の有効日がセグメント内にないためです。

異動区分/理由の例 (分割あり)

次の表は、ある受給者の PS_JOB 行のリストです。

有効日 異動区分 異動理由

1990年 1月 1日 採用 新規ポジション

1999年 1月 15日 雇用終了 背信行為

次の表は、エレメント E1 に適用されている、"<エレメント名> の HR 異動区分/理由" ページで定義され
たジェネレーション コントロールの条件を表しています。

エレメント 対象/除外 異動区分 異動理由

E1 対象 雇用終了 背信行為

1999 年 1 月の支給期間に対して、この受給者には 2 つのセグメントがあります。セグメント 1 (1999 年 1
月 1 日から 1999 年 1 月 15 日) とセグメント 2 (1999 年 1 月 16 日から 1999 年 1 月 31 日) です。

PS_JOB 行の有効日がセグメント 1 の日付範囲内にあるため、E1 はセグメント 1 で変換されます。有効
日がセグメント 2 のパラメータの範囲内にないため、E1 はセグメント 2 では変換されません。

異動区分/理由の例 ( 新勤務日を使用)

この例では、雇用終了する受給者に対し、特定の支給を行うとします。次の表は、エレメント E1 と E2 に
適用されている、"<エレメント名> の HR 異動区分/理由" ページで定義されたジェネレーション コント
ロールの条件を表しています。

エレメント 対象/除外 異動区分 新勤務日を使用

E1 対象 雇用終了 オン

E2 対象 雇用終了 オフ

以下のような設定を想定します。

支給期間は、2001 年 1 月 1 日から 2001 年 1 月 3１ 日までです。
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受給者の 終勤務日 ( 新勤務日) は、2001 年 1 月 31 日です。

したがって、異動区分が雇用終了の職務データ行は、2001 年 2 月 1 日 (この受給者が雇用終了、また
は非アクティブになる 初の日) の有効日で挿入されます。

異動区分が期間内にあるかどうかの判断には雇用レコードの勤務終了日が参照されるので、E1 は変
換されます。

職務データ行の有効日が 2001 年 2 月 1 日なので、E2 は 1 月には変換されません。なんらかの理由で
2 月にこの受給者の支給が行われる場合は、E2 は変換されます。

注: [ジェネレーション コントロール]、"条件" の "エレメント X (Y) の HR 異動区分/理由" ページ (X は
エレメント名、Y は名称) では、指定されたセグメントに対して、全ての PS_JOB 行が考慮の対象とされま
す。PS_JOB 行は、そのセグメント内に有効日がある必要があります。

周期の例

週次の支給期間において、月の 初の支給期間にだけ、特定の控除を適用する必要があるとします。
ただし、月に毎週実行する給与計算では、4 回とも全て同じプロセス リストを使用します。月の 初の支
給期間用に別のプロセス リストを新しく作成しなくても済むように、ジェネレーション コントロールの周期
条件に [月 - 第 1 週] を定義します。これで、4 つの全ての支給期間に対して同じプロセス リストを使用
し、その上で月の 初の支給期間にだけ特定の控除処理を限定して使用できます。

ジェネレーション コントロール エレメントのバッチ処理について

ジェネレーション コントロール プログラムは、控除、支給、および休暇付与の各プログラムから呼び出さ
れます。呼び出し側のプログラムから、変換対象のジェネレーション コントロール エレメントが渡されま
す。PIN マネージャが、プロセスを管理する中央プログラムとしての役割を果たします。
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ジェネレーション コントロール エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

ジェネレーションCTL名 GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[ジェネレーショ
ンコントロール]、[ジェネ
レーションCTL名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

条件 GP_GCTL_CONDITION [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[ジェネレーショ
ンコントロール]、[条件]

バッチ処理で特定のエレ
メントを対象、または除
外にするための条件を
定義します。

<エレメント名>のHR

ステータス

GP_GCTL_ST_SEC 条件ページの [HRステータ
ス] リンクをクリックします。

バッチ処理で対象、または
除外にする従業員ステータ
スを定義します。

<エレメント名>のHR異動

区分/理由

GP_GCTL_AR_SEC 条件ページの [異動区分
/理由]リンクをクリック
します。

対象、または除外にする異
動区分/理由コードの組み
合わせを定義します。

<エレメント名>の周期 GP_GCTL_FQ_SEC 条件ページの [周期]リンク
をクリックします。

対象、または除外にする周
期コードを定義します。

<エレメント名>のセグメ

ントステータス

GP_GCTL_SS_SEC 条件ページの [セグメン
トステータス] リンクをク
リックします。

対象、または除外にする
セグメントステータスを
定義します。

<エレメント名>のフォー

ミュラ

GP_GCTL_FM_SEC 条件ページの [フォーミュ
ラ] リンクをクリックします。

対象、または除外にする
フォーミュラエレメントを
定義します。

<エレメント名>の実行

タイプ

GP_GCTL_RT_SEC 条件ページの [実行タイプ]
リンクをクリックします。

対象、または除外にする実
行タイプを定義します。

ジェネレーション コントロール エレメント名の定義

[ジェネレーション CTL 名] ページにアクセスします。

全てのエレメントについて、エレメント名共通ページでその名称と基本パラメータを定義してください。グ
ローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN) という
共通ページが含まれています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

バッチ処理における特定のエレメント条件の定義

"ジェネレーション コントロール" の条件ページにアクセスします。
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"ジェネレーション コントロール" - 条件ページ

[HR ステータス] このリンクをクリックすると、"<エレメント名> の HR ステータス" ページに
アクセスします。処理対象の従業員のステータス条件を指定します。

[異動区分/理由] このリンクをクリックすると、"<エレメント名> の HR 異動区分/理由" ペー
ジにアクセスします。処理対象の異動区分/理由コードの組み合わせを指
定します。

[周期] このリンクをクリックすると、"<エレメント名> の周期" ページにアクセスし
ます。処理対象の周期を指定します。

[セグメント ステータス] このリンクをクリックすると、"<エレメント名> のセグメント ステータス" ペー
ジにアクセスします。処理対象のセグメント ステータス条件を指定します。

[フォーミュラ] このリンクをクリックすると、"<エレメント名> のフォーミュラ" ページにアク
セスします。処理対象のフォーミュラを指定します。

[実行タイプ] このリンクをクリックすると、"<エレメント名> の実行タイプ" ページにアクセ
スします。処理対象の実行タイプを指定します。

重要: HR ステータスと周期など、複数のジェネレーション コントロール パラメータ タイプを入力すると、
ジェネレーション コントロールを通過するには、従業員は両方の条件を満たす必要があります。異動区
分に [採用] と [再雇用] を指定するなど、1 つのジェネレーション コントロール タイプに複数の値を入力
した場合は、いずれかの条件を満たす従業員が対象 (または対象外) と見なされます。

対象、または除外にする従業員ステータス条件の定義

"<エレメント名> の HR ステータス" ページにアクセスします。
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"<エレメント名> の HR ステータス" ページ

[対象] 、 [除外] これらのオプションを選択して、その下のグループ ボックスに入力する従
業員のステータス条件を対象にするのか、除外にするのかを指定します。

[セグメントの全職務レ
コード]

このオプションを選択すると、セグメント期間内の全ての職務行が検索対
象になります。[従業員ステータス] フィールドで指定した値の行が 1 行で
もあれば、条件を満たしていると見なされます。

[ 新の職務レコード] このオプションを選択すると、対象となる期間内で 新の有効日を持つ
PS_JOB 行のみが検索対象となります。

[従業員ステータス] リストからステータス コードを選択します。

対象、または除外にする異動区分/理由コードの組み合わせの定義

"<エレメント名> の HR 異動区分/理由" ページにアクセスします。

"<エレメント名> の HR 異動区分/理由" ページ

[対象] 、 [除外] これらのオプションを選択して、その下のグループ ボックスに入力する異
動区分/理由コードの組み合わせを対象にするのか、除外にするのかを指
定します。

[ 新勤務日を使用] 新勤務日を使用する場合は、このチェック ボックスをオンにします。

[異動区分] 、 [異動理由] HR 異動区分コードのリストから選択します。
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注: [異動区分] に値を入力して [異動理由] に値を指定しない場合は、その異動区分の全ての異動理由
が有効であると見なされます。

対象、または除外にする周期コードの定義

"ジェネレーション コントロール" の "<エレメント名> の周期" ページにアクセスします。

"ジェネレーション コントロール" - "<エレメント名> の周期" ページ

[対象] 、 [除外] これらのオプションを選択して、その下のグループ ボックスに入力する周
期コードを対象にするのか、除外にするのかを指定します。

[周期] 周期コードのリストから選択します。

対象、または除外にするセグメント ステータス条件の定義

"<エレメント名> のセグメント ステータス" ページにアクセスします。

"<エレメント名> のセグメント ステータス" ページ

[対象] 、 [除外] これらのオプションを選択して、その下のグループ ボックスに入力するセグ
メント ステータス条件を対象にするのか、除外にするのかを指定します。

[セグメント ステータス] セグメント ステータス条件のリストから選択します。

対象、または除外にするフォーミュラ エレメントの定義

"ジェネレーション コントロール" の "<エレメント名> のフォーミュラ" ページにアクセスします。
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"ジェネレーション コントロール" - "<エレメント名> のフォーミュラ" ページ

[対象] 、 [除外] これらのオプションを選択して、その下のグループ ボックスに入力する
フォーミュラ エレメントを対象にするのか、除外にするのかを指定します。

[フォーミュラ名] フォーミュラ エレメントのリストから選択します。

対象、または除外にする実行タイプの定義

"ジェネレーション コントロール" の "<エレメント名> の実行タイプ" ページにアクセスします。

ジェネレーション コントロール - <エレメント名> の実行タイプ ページ

[対象] 、 [除外] これらのオプションを選択して、その下のグループ ボックスに入力する実
行タイプを対象にするのか、除外にするのかを指定します。

[実行タイプ] 実行タイプのリストから選択します。

ジェネレーション コントロール周期の定義
ジェネレーション コントロール周期を定義するには、ジェネレーション コントロール周期コンポーネント
(GP_GCTL_FREQUENCY) を使用します。

このセクションでは、ジェネレーション コントロール周期の概要とジェネレーション コントロール周期の定
義方法について説明します。
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ジェネレーション コントロール周期について

周期タグ エレメントを使用して中間テーブルを定義し、ヒューマン リソース管理の周期テーブルにある
ヒューマン リソース管理の周期とグローバル ペイロールの周期を関連付けます。使う機会が少ない周期
はたくさんありますが、この機能により、ヒューマン リソース管理の周期テーブルではなく、グローバル ペ
イロールのテーブルを使用して、そのような周期を定義できます。

周期タグを使用することで、ジェネレーション コントロールはエレメントの年次化/非年次化の方法にも関
連付けられます。

ジェネレーション コントロールを使用しない場合、年次化の分子はエレメントの周期で、分母はカレンダー
期間の周期になります。ジェネレーション コントロールを使用する場合、年次化の分子は同じようにエレ
メントの周期ですが、分母はジェネレーション コントロールの周期になります。

ジェネレーション コントロール周期の定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[ジェネレーションCTL

周期]

GP_GCTL_FREQUENCY [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[ジェネレーショ
ンコントロール周期]

ジェネレーションコントロー
ル周期を定義します。

ジェネレーション コントロール周期の定義

ジェネレーション CTL 周期ページにアクセスします。

ジェネレーション CTL 周期ページ

[周期] [年次]、[隔週]、[契約]、[日次] などの有効な値をリストから選択します。

このフィールドの有効値は、FREQUENCY_TBL から取得しています。
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支給エレメントおよび控除エレメントの定義

この章では、支給エレメントおよび控除エレメントの概要と、以下の方法について説明します。

• 支給エレメントの定義

• 控除エレメントの定義

• 支給と控除の処理の準備

支給エレメントおよび控除エレメントについて
このセクションでは、以下について説明します。

• 支給および控除

• 計算ルールおよびコンポーネント

• 自動作成累計

• 周期およびジェネレーション コントロールによる計算

• 遡及計算

• 前処理フォーミュラおよび後処理フォーミュラ

• 比例配分および端数処理

• エレメント別および受給者別の支給と控除の割り当て

• 複数変換

支給および控除

支給および控除は、グローバル ペイロールにハード コードされていません。代わりに、ユーザーが支給
および控除に関する独自のルールをオンラインで作成します。支給および控除を定義する手順は基本的
には同じですが、控除では延滞残高処理や銀行振り込み情報の処理方法を指定する必要があります。

計算ルールおよびコンポーネント

支給エレメントまたは控除エレメントを作成する場合、"ユニット×レート" や "ユニット×レート×パーセ
ント" など、そのエレメントの計算ルールを定義します。エレメント定義を保存すると、次のようなコンポー
ネントが、選択された計算ルールとエレメント タイプに基づいて自動的に作成されます。

• ユニット、レート、ベース、およびパーセントのコンポーネント。これらは計算ルールを基に作成されます。

• 回収額、未控除額、および延滞加算額のコンポーネント。これらは控除エレメントに対してのみ作成さ
れます。
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• 延滞残高累計。これは控除エレメントに対してのみ作成されます。

自動作成されたコンポーネントには、支給エレメント名または控除エレメント名にサフィックスを付加した
名前が付けられます。たとえば、計算ルールがユニット×レートの支給エレメント EARN1 を作成すると、
EARN1_UNIT、および EARN1_RATE という名前の 2 つのコンポーネント エレメントが自動的に作成され
ます。サフィックス名の言語は、エレメント名共通ページで指定する支給エレメントまたは控除エレメント
の国によって決まります。

注: 支給エレメント名および控除エレメント名の文字数は、サフィックスを付けるために 大 12 文字 (半
角) に制限されています。ほかのエレメント名は 18 文字 (半角) まで使用できます。

コンポーネントは、支給エレメントまたは控除エレメントの属性を引き継ぎます。支給エレメントまたは控
除エレメントの属性を変更すると、コンポーネントの属性も変更されます。前述の支給エレメント EARN1
の例では、エレメント名を REGULAR に変更すると、そのコンポーネント名も REGULAR_UNIT および
REGULAR_RATE に変更されます。ユーザーが直接変更できるコンポーネントの属性は、名称、コメント、
ユーザー フィールド、および上書きレベル (エレメント使用) だけです。これらの変更は、コンポーネント名
ページで行います。

コンポーネントもエレメントの 1 つなので、ほかのエレメント定義で使用することができます。たとえば、
以下のようなエレメントを定義するとします。

• SALARY1 = ユニット×レート

• SALARY2 = ユニット×レート

• SALARY2 のレート = SALARY1 のレート

SALARY2 のレートを計算するときには、SALARY1 のレートが使用されます。このようにすると、新しいエ
レメントを定義するたびにレートを定義し直さずに済みます。SALARY1 のレートが、数値、フォーミュラな
ど、どのような方法で定義されても、SALARY2 のレートは常に SALARY1 のレートと等しくなります。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「コンポーネント エレメント情報の更新」 、 80ページ

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「サフィックスの定義」 、 81ページ

自動作成累計

支給エレメントまたは控除エレメントを定義する場合には、自動作成される累計も指定します。たとえば、
定義した支給エレメントおよび控除エレメントごとに、年間の累計が作成されるように指定することができ
ます。また、カレンダー期間ごと、会計期間ごと、またはその両方で累計が作成されるように指定すること
も可能です。さらに、金額、ユニット、またはその両方を保存するかどうかも指定できます。そして、累計
に保存する期間、つまり期間、月、四半期、または年を指定できます。

コンポーネントと同様に、累計には、対応する支給エレメントおよび控除エレメントの属性が継承され、エ
レメント サフィックス コンポーネント (GP_SUFFIX) の支給/控除ページで定義したサフィックスが使用され
ます。

注: 属性が支給エレメントまたは控除エレメントに直接関連付けられている累計は、支給コンポーネント
(GP_EARNING) または控除コンポーネント (GP_DEDUCTION) で自動作成された累計だけです。累計コン
ポーネント (GP_ACCUMULATOR) を使用して作成した累計の属性は、支給エレメントまたは控除エレメン
トには直接関連しません。

関連項目:

第 10 章、 「累計の設定」 、 255ページ
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周期およびジェネレーション コントロールによる計算

支給または控除を設定するときに、計算ページで周期を指定することができます。次の 2 つのオプション
があります。

• [カレンダー期間の周期を使用]: このオプションを選択すると、エレメントの周期はカレンダー期間に
よって決定されます。

• [指定の周期を使用]: このオプションを選択すると、周期を定義することができます。

周期で管理されている給与レート コードを使用する支給エレメントまたは控除エレメントに対しては、[カ
レンダー期間の周期を使用] を選択してください。そうしないと、必要な結果が得られません。

周期で管理されている給与レート コード エレメントは、カレンダー周期で変換されます。エレメントは、そ
のエレメントを管理する [周期オプション] フィールドに基づいて年次化され、カレンダー周期で非年次化
されます。

たとえば、週単位の給与計算に対し、金額が 100 で周期が月次の支給エレメントを作成するとします。
ジェネレーション コントロール条件が定義されていない場合は、金額の年次化および非年次化が行わ
れ、処理する周期の金額が算出されます。その組織の月次周期は 12 で、週次周期は 52 だとします。

初に、月次の金額である 100 ドルが 1200 ドルに年次化されます。その後、この金額が給与計算の周
期、つまり週次の金額に非年次化されます。給与計算の周期が週次の場合、各支給期間の支給額は、
1200/52 = 23.076923になります。

組織で複数の支給周期が使用されている場合、エレメントの金額は、それぞれの周期に対応した支給期
間の金額に換算されます。たとえば、その組織では全受給者に対し、金額 1000 の年間賞与を 1 年を通
して支給するとします。時間給での受給者は週単位で、給与受給者は月単位でその賞与の支給を受け
ます。賞与支給を年次の周期で BON = 1000 と定義する場合、年次化と非年次化を使用して、各グルー
プの支給周期に基づいて全ての受給者にこの定義が適用されます。

ヒューマン リソース管理およびグローバル ペイロールの周期テーブル

グローバル ペイロールでは通常、PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理の周期テーブルを使用し
て周期の計算方法を決定します。ただし、周期によっては、このテーブルではなく、グローバル ペイロール
のジェネレーション コントロール周期テーブルに定義されているものもあります。この場合の例としては、"
月 - 第 1 週" という周期があります。たとえば、週次の支給周期で、月の 初の支給期間にだけ支給した
い支給エレメントがあるとします。グローバル ペイロールでは、ジェネレーション コントロール周期を定義
し、その周期をジェネレーション コントロールを使って目的の支給エレメントに割り当てることができます。

周期換算およびジェネレーション コントロール

ジェネレーション コントロールを使用すると、周期を始めとするさまざまな条件に基づいて、エレメントを
処理するタイミングを制御できます。

[カレンダー期間の周期を使用] 以外の周期オプションを選択すると、その支給期間の周期に基づいて
支給額の年次化および非年次化が行われます。ジェネレーション コントロール周期が存在する場合は、
ジェネレーション コントロール周期に基づいて支給額の年次化および非年次化が行われます。周期換算
時には、支給期間の周期はジェネレーション コントロールの周期によって上書きされます。

たとえば、計算ルールが "金額" で 1200、周期が年次、支給期間が月次で支給エレメントが定義されて
いるとします。月次周期が 12 と定義されていて、この支給に対するジェネレーション コントロール周期が
ない場合、この金額は月あたり 100 ドルに非年次化されます (1200/12 = 100)。ジェネレーション コント
ロール周期が四半期の場合、この支給エレメントは 300 に非年次化されます (1200/4 = 300)。

次の表は、周期換算が実行される計算ルールとコンポーネントの一覧です。
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計算ルール コンポーネント

金額 金額

ベース×パーセント ベース

ユニット×レート ユニット

ユニット×レート×パーセント ユニット

[周期オプション] フィールドで [カレンダー期間の周期を使用] を選択すると、周期換算は実行されません。

たとえば、計算ルールが金額で、金額が 100 の支給エレメントがあるとします。[周期オプション] が [カ
レンダー期間の周期を使用] に設定されている場合、計算結果の金額は、使用される期間周期に関係
なく常に 100 です。週次の支給グループおよび月次の支給グループがある場合、変換後の金額はどち
らのグループの受給者に対しても 100 になります。ジェネレーション コントロール条件で周期が使用され
ている場合でも、年次化および非年次化は行われません。周期換算を行うには、支給計算ルールで周
期を指定する必要があります。ジェネレーション コントロール周期の非年次化は、支給エレメント定義で
周期を指定しない限り行われません。この処理を行わない場合でも、"ジェネレーション コントロール - <
エレメント名> の周期" ページを使用して、そのエレメントが週次の支給グループに対して処理される時
期を制御できます。

参照: 第 7章、 「計算エレメントの定義」 、 「ジェネレーションコントロールエレメントの定義」 、 180ページ

例 1: ジェネレーション コントロールを使用しない周期換算

固定額が 1200、年次周期 (係数 = 1) の支給エレメントがあるとします。ここで、月次周期 (係数 = 12) で
支給期間を実行します。

エレメントに定義された周期の値 (1)、および支給期間に定義された周期の値 (12) が、ヒューマン リソー
ス管理の周期テーブルから取得されます。エレメントの周期係数を期間の周期係数で割って、年次化/非
年次化係数を算出します。このエレメントの計算に使用される式は、 1200 × 1/12 = 100 です。

例 2: ジェネレーション コントロールを使用する周期換算

月次の給与計算に、12 月にだけ支給されるクリスマス賞与の支給エレメントがあるとします。この支給エ
レメントには、固定額 50 と週次の周期 (係数 = 52) が設定されています。12 月に賞与を支給するには、
次の手順に従います。

1. December という名前のジェネレーション コントロール周期を作成し、周期係数 1 を割り当てます。

2. Christmas という名前のジェネレーション コントロール定義を作成します。

3. この定義の [ジェネレーション コントロール]、"条件" の "エレメント X (Y) の周期" ページ (X は
エレメント名、Y は名称) で、ジェネレーション コントロール周期 December を追加し、[対象] を選
択します。

4. このジェネレーション コントロール定義を支給エレメントに追加します。

5. ジェネレーション コントロール周期 December を、カレンダー December に加えます。
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受給者に対するカレンダー December の処理で、周期が条件になっているジェネレーション コントロール
が支給エレメントに割り当てられていると、その周期と一致するジェネレーション コントロール周期がカレ
ンダーに登録されているかどうかがチェックされます。一致するものがない場合は、そのエレメントは処理
されません。一致するものがある場合は、次の計算が実行されます。

エレメントの金額 (50) ×エレメントの周期係数 (52) / ジェネレーション コントロール周期係数 (1) = 2600

分母が期間周期からジェネレーション コントロール周期に変わります。

遡及計算

遡及処理の際に、支給または控除エレメントが [再計算しない] になっている場合は、全てのセグメントと
スライスが一致していれば、エレメントの前回の値が、その全てのコンポーネント エレメントと一緒に返さ
れます。ただし、再計算される期間と前回計算した期間の間でセグメントまたはスライスが一致しない場
合は、指定した [再計算しない] オプションは無視され、エレメントは再計算されます。

セグメントの一致とは、セグメントの開始日、終了日、および支給キーが一致することです。セグメントが
一致するには、セグメントのこれらの部分が全て一致する必要があります。

スライスの一致とは、スライスの日付に関係なく現在の計算でのスライス数と前回の計算でのスライス数
が一致することです。セグメントと異なり、日付や範囲が違っていてもスライスは不一致とは見なされま
せん。

以下のような場合に、不一致と見なされます。

• エレメントが過去に計算されていない場合は、遡及処理で常に計算されます。

• セグメントが一致しない、またはセグメントは一致するがスライスが一致しない場合は、[再計算しない]
の指定が無視され、エレメントが再計算されます。

ポジティブ入力では、[再計算しない] の指定は上書きされます。ポジティブ入力のインスタンスでは、常
に計算されます。

注: アクション タイプが上書きになっているポジティブ入力の単一インスタンスでは、エレメントは再計算
されます。アクション タイプが追加のポジティブ入力インスタンスでは、追加されるエレメントが再計算済
みかどうかにかかわらず、常に再計算されます。つまり、アクション タイプが追加の新規ポジティブ入力
行では、エレメントが [再計算しない] で指定されていても、再計算が行われるということです。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

前処理フォーミュラおよび後処理フォーミュラ

支給エレメントまたは控除エレメントを定義する場合、前処理フォーミュラ、後処理フォーミュラ、およびそ
の両方を計算ページで割り当てることができます。

• 前処理フォーミュラは、支給エレメントまたは控除エレメントを変換する直前に実行されるフォーミュラ
です。

たとえば、前処理フォーミュラを使用して、支給エレメントまたは控除エレメントの変換で使用されるデー
タを取得することができます。

• 後処理フォーミュラは、支給エレメントまたは控除エレメントを変換した直後に実行されるフォーミュラ
です。
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たとえば、後処理フォーミュラを使用して、変換された支給または控除およびそのコンポーネントの値
を、PINV アレイに保存され、他のところで使用可能になる前に変更することができます。また、後処理
フォーミュラを使用して、控除の年間限度額を設定したり、追加金額を加算したりすることもできます。

前処理フォーミュラおよび後処理フォーミュラは、エレメントのインスタンスごとに実行されますが、システ
ム エレメントを使って、変換するタイミングを制御することがきます。PeopleSoft では、前処理フォーミュラ
および後処理フォーミュラと一緒に使用する、たくさんのシステム エレメントが用意されています。

後処理フォーミュラのためのシステム エレメント

次の表は、PeopleSoft によって用意されている、後処理フォーミュラで使用するためのシステム エレメン
トの一覧です。全てのシステム エレメントと同じように、これらのエレメントはフォーミュラなどの処理で参
照された場合にのみ変換されます。

システム エレメント 説明

CURR x VAL (xは AMT、PCT、UNITS、BASE、また
はRT)

も 近のインスタンスで変換された金額の値、また
はパーセント、ユニット、ベース、およびレートの各コ
ンポーネントの値が格納されます。このエレメントに
は、金額が計算された場合はすぐにその金額の値が
ロードされ、パーセント、ユニット、ベース、レートの各
コンポーネントが変換された場合はすぐにそれぞれ
の値がロードされます。この値には、必要に応じて周
期換算、比例配分、端数処理が適用された後の値が
使用されます。この値は、後処理フォーミュラの入力
データとして使用することができます。CURR x VAL
は、SET CURR x VALにゼロ以外の数値が設定され
ると更新されます。このシステムエレメントの主な用
途は、支給または控除に対する現在の金額、または
現在のパーセント、ユニット、ベース、レートの各コン
ポーネントの値を確認することです。

OVRD CURR x VAL (xは AMT、PCT、UNITS、BASE、
またはRT)

も 近のインスタンスで変換された金額の値、ま
たはパーセント、ユニット、ベース、レートの各コン
ポーネントの値の上書きに使用される値が格納され
ます。これは、後処理フォーミュラの出力と見なすこ
とができます。このエレメントのセットに、上書きする
値を割り当てます。

OVRD CURR x VALは、SET CURR x VALが真 (ゼロ以
外の数値)に設定されると更新されます。

SET CURR x VAL (xは AMT、PCT、UNITS、BASE、
またはRT)

も 近のインスタンスで変換された金額の値、また
はパーセント、ユニット、ベース、レートの各コンポー
ネントの値を上書きする場合は、このシステムエレメ
ントにゼロ以外の値を設定します。この設定を行うと、
OVRD CURR x VALの値が金額の値、またはパーセ
ント、ユニット、ベース、レートの各コンポーネントの
値に割り当てられます。
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例

以下の例は、年間控除に対して限度額を設ける後処理フォーミュラの使用方法を示しています。控除の
計算後に後処理フォーミュラを呼び出し、控除額が限度額に達しているかどうかを判断します。限度額に
達している場合は、その控除に対して特定の処理を行います。

前提:

• DD は控除エレメントです。

• YTD Limit Amt は、年間限度額を表す変数です。

• Amt Over は、超過限度額を表す変数です。

このコードは次のようになります。

If DD YTD Accum + CURR AMT VAL + DD Arrears Amt<= YTD Limit Amt

Then exit

Else

DD YTD Accum + CURR AMT VAL + DD Arrears Amt - YTD Limit Amt = Amt Over

CURR AMT VAL − Amt Over = OVRD_CURR_AMT_VAL

1 = SET CURR AMT VAL

数字を使って表してみましょう。控除の年間限度額 (YTD Limit Amt) が 1000 だとします。受給者の控除
の年間累計残高 (DD YTD Accum) は 950 です。現在の期間の控除 (CURR AMT VAL) は 125 で、延滞
残高 (DD Arrears Amt) はありません。この場合、処理は次のようになります。

If 950 + 125 + 0 <= 1000

then exit

else

950 + 125 + 0 - 1000 = 75

125 - 75 = 50

上書き用エレメント (OVRD_CURR_AMT_VAL) に 50 という値が割り当てられ、SET CURR AMT VAL の値が
1 に設定されているので、上書き用エレメントの値が自動的に取得され、この控除に割り当てられます。

後処理フォーミュラの後で、変換済みの金額に定義されている端数処理ルールが適用されます。

注: 後処理フォーミュラは、延滞処理の前に変換されます。つまり、限度額を設けるために後処理フォー
ミュラを使用する場合、フォーミュラで定義された超過限度額は延滞残高の更新に使用されません。

変換のタイミングを制御するシステム エレメント

PeopleSoft によって用意されているシステム エレメントを使って、前処理フォーミュラや後処理フォーミュ
ラの変換を行うタイミングを制御することができます。次の表は、特定のインスタンスで前処理フォーミュ
ラや後処理フォーミュラを実行する場合に便利なシステム エレメントの一覧です。
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システム エレメント 説明

PI INSTANCE NUMBER ポジティブ入力のインスタンス番号です。ポジティブ入
力があると、そのインスタンス番号に変換されます。
それ以外の場合は、ゼロに変換されます。

PI INSTANCE FIRST 初のポジティブ入力インスタンスであるかどうかを
表します。 初のポジティブ入力インスタンスの場合
はY、それ以外の場合はNに変換されます。

PI INSTANCE LAST 後のポジティブ入力インスタンスであるかどうかを
表します。 後のポジティブ入力インスタンスの場合
はY、それ以外の場合はNに変換されます。

関連項目:

第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

比例配分および端数処理

支給エレメントまたは控除エレメントの比例配分および端数処理は、次に手順に従って行われます。

1. セグメントまたはスライスごとに、計算ルールのコンポーネントが取得されます。

2. セグメントまたはスライスごとに、適切なコンポーネントが比例配分されます。

注: パーセント コンポーネントおよびレート コンポーネントは、比例配分の対象ではありません。

3. コンポーネントが端数処理されます。

4. セグメントまたはスライスが変換されます。

5. セグメントまたはスライスの変換後の金額が端数処理されます。

システム エレメント PRORATE

支給エレメントまたは控除エレメントの比例配分は、分割を行う、またはシステム エレメント PRORATE を
使用するという、2 つの方法で実行することができます。

システム エレメント PRORATE を使用すると、分割が行われない場合にも支給エレメントまたは控除エレ
メントを比例配分できます。これを実行するには、PRORATE が Y に設定される条件を定義した前処理
フォーミュラを作成します。この条件を満たすと、支給または控除エレメントに関連付けられている比例分
配ルールを使用して、比例分配が実行されます。後処理フォーミュラには、PRORATE を N にリセットす
るコマンドを必ず入れるようにします。

関連項目:

第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「前処理フォーミュラおよび後処理フォーミュラ」
、 195ページ
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支給および控除の割り当てとポジティブ入力

支給および控除は、1 つ以上の計算ルールのコンポーネント (ユニット、レート、ベース、パーセント、また
は金額) を受給者レベルで設定して定義します。つまり、支給または控除は、処理を行う前に特定の受
給者に割り当てる必要があるということです。また、受給者レベルで指定されたコンポーネントの値は、
ポジティブ入力コンポーネント、エレメント別受給者割り当てコンポーネント、または受給者別エレメント割
り当てコンポーネントで入力する必要があります。エレメント別受給者割り当てページ、受給者別エレメ
ント割り当てページ、およびポジティブ入力ページでは、特定の支給および控除に対する受給者レベル
のデータを簡単に入力することができます。

関連項目:

第 9 章、 「エレメント上書きの設定」 、 233ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

複数変換

グローバル ペイロールでは、次に示す方法によって、単一のセグメント内でエレメントを複数回変換でき
ます。

• エレメントに対するポジティブ入力の作成で、[アクション タイプ] に [追加]、[上書き]、または [ゼロに
する] を指定します。

[アクション タイプ] が [追加] のポジティブ入力をエレメントに設定すると、そのエレメントは、エレメント
の計算ルール定義、またはエレメント上書きがある場合はその上書き値を使用していったん変換され
ます。その後、ポジティブ入力の追加タイプのインスタンスに関連付けられた値を使用して、再度エレメ
ントが変換されます。

追加タイプのポジティブ入力が複数ある場合、それぞれの入力に異なるインスタンス番号が割り当てら
れ、そのエレメントの複数変換が行われます。

上書きタイプのポジティブ入力が複数ある場合、それらは個別に処理されます。インスタンス番号を使
用して、そのエレメントの複数変換が行われます。

• 受給者別エレメント割り当てのページで、エレメントの複数インスタンスを入力します。

たとえば、同じ期間に同じ差し押さえを複数回入力します。各入力に対してインスタンス番号が割り当
てられ、それぞれ別々に処理されます。

ユーザー フィールドを定義して、エレメントの個別の変換結果を追跡することもできます。たとえば、差
し押さえ番号というユーザー フィールドを定義して、差し押さえエレメントの個別の変換結果を識別する
ことができます。

• 支給または控除の複数変換を行うドライバ累計を定義します。累計のインスタンスごとに、そのインス
タンスに対応する支給または控除の変換が行われます。

• 支給または控除に対してエレメントの分割が行われると、エレメントのスライスごとに個別に変換が行
われます。

関連項目:

第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 199



支給エレメントおよび控除エレメントの定義 第 8 章

支給エレメントの定義
支給エレメントを定義するには、支給コンポーネント (GP_EARNING) を使用します。

このセクションでは、支給エレメントの設定手順の概要と以下の方法について説明します。

• 支給エレメント名の定義

• 支給エレメントのユーザー フィールドの定義

• 支給エレメントの計算ルールの定義

• 支給エレメントの端数処理オプションおよび比例配分オプションの定義

• 支給エレメントの自動作成累計の定義

• 支給エレメントの累計期間の選択

• 支給エレメントの作成済みエレメントの表示

• 支給エレメントの累計先となる累計の指定

• 支給エレメントの上書き

支給エレメントの設定手順について

支給は、給与、手当、および賞与などの全てのタイプの報酬のことで、従業員が行った仕事やサービス
の対価として支給されるものです。それぞれの組織の支給ルールが実現されるように支給エレメントを
定義します。

支給エレメントを作成するには、次の手順に従います。

1. 支給名ページで、支給名、セキュリティ レベル、および上書きレベルを定義します。

支給エレメントにドライバ累計やユーザー フィールドを関連付けます。

2. "支給" の計算ページで、計算ルールを設定します。

計算ルールを構成するコンポーネントを選択します。計算ルールには、金額、またはベース、パー
セント、レート、およびユニットの組み合わせを指定できます。また、支給の周期を定義し、適用
するジェネレーション コントロール パラメータを選択します。支給に前処理フォーミュラ、後処理
フォーミュラ、および遡及再計算オプションを定義します。

注: 既に支給が変換されて結果が出力されているか、または有効日付きの行が複数ある場合は、
定義した計算ルールは変更できません。

3. "支給" の端数処理/比例配分ページで、エレメントの端数処理と比例配分ルールを指定します。

"支給グループ" のデフォルト ページで定義した端数処理および比例配分ルール、または独自の
ルールを指定したり、端数処理および比例配分を行わないように指定したりできます。

4. "支給" の自動作成累計ページで、自動作成累計の特性を定義します。

受給者の支給の残高を追跡し管理する累計の特性を定義します。累計のタイプ、および累計を更
新するタイミングとその方法を指定し、その累計のカレンダーと会計期間を選択します。

5. "支給 - その他の累計" ページで、その支給エレメントの累計先となる累計を選択します。

この支給がどの累計に含まれるのかを指定できます。それぞれの累計について、エレメント名、
開始日と終了日、支給を累計に加算するのか減算するのか、および累計に対する支給の加算/
減算率を指定します。
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6. 必要に応じて、サポート エレメントを上書きします。

支給の計算で使用される可能性のあるサポート エレメントを上書きできます。

支給エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

支給名 GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[給
与計算エレメント]、[支
給]、[支給名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。

支給- <エレメント名>の

ユーザーフィールド

GP_PIN_USR_FLD_SEC 支給名ページの [変換パラ
メータ]グループボックス内
の [ユーザーフィールド] リ
ンクをクリックします。

ユーザーフィールドを定義
して、個別のインスタンス
をエレメントに作成します。

計算 GP_ERN_DED_CALC [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
給与計算エレメント]、[
支給]、[計算]

支給エレメントの計算ルー
ルを定義します。

端数処理/比例配分 GP_ERN_DED_RND [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[給与計
算エレメント]、[支給]、[端
数処理/比例配分]

支給エレメントのコンポー
ネントの端数処理オプショ
ンおよび比例配分オプショ
ンを定義します。

自動作成累計 GP_AUTOGEN_ACUM [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[給与計
算エレメント]、[支給]、[自
動作成累計]

支給エレメントの自動作成
累計の特性を定義します。

支給- <エレメント名>の

累計期間

GP_ERN_DED_ACM_SEC "支給"の自動作成累計
ページの [累計期間]リンク
をクリックします。

自動的に作成される累計
を定義します。

このページは、控除エレメ
ントの表示にも使用さ
れます。

参照: 第 8章、 「支給エレメ
ントおよび控除エレメントの
定義」、 「控除エレメント
の定義に使用するペー
ジ」 、 224ページ
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

支給- <エレメント名>の作

成済エレメント

GP_AUTOGEN_SEC "支給"の自動作成累
計ページの [作成済エ
レメント表示]リンクをク
リックします。

支給エレメントに対して自
動的に作成されたコン
ポーネントと累計が表
示されます。

このページは、控除エレメ
ントの表示にも使用さ
れます。

参照: 第 8章、 「支給エレメ
ントおよび控除エレメントの
定義」、 「控除エレメント
の定義に使用するペー
ジ」、 224ページ

その他の累計 GP_ERN_DED_AC_ADDL [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[給与計
算エレメント]、[支給]、[そ
の他の累計]

支給エレメントの累計先と
なる、システムに定義済み
の累計を指定します。

サポートエレメント上書き GP_ELM_DFN_SOVR [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[給与計
算エレメント]、[支給]、[サ
ポートエレメント上書き]

支給エレメントで使用され
ている特定のサポートエレ
メント、または支給の定
義に含まれていないサ
ポートエレメントの値を
上書きします。

このページは、控除の上書
きにも使用されます。

参照: 第 8章、 「支給エレメ
ントおよび控除エレメントの
定義」、 「控除エレメント
の定義に使用するペー
ジ」、 224ページ

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「控除エレメントの定義に使用するページ」 、
224ページ

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「エレメント定義上書きの定義」 、 485ページ

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

支給エレメント名の定義

支給名ページにアクセスします。
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支給名ページ

注: 全てのエレメントについて、エレメント名共通ページでその名称と基本パラメータを定義してください。
グローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN) と
いう共通の先頭ページが含まれています。ただし、支給名ページには、支給にのみ適用される、次のよう
なフィールドがあります。

[ドライバ累計] 累計を使って支給の複数変換を行うには、[ドライバ累計] フィールドに累
計を指定します。

累計のインスタンスごとに、支給のインスタンスが個別に変換されます。

注: ドライバ累計を支給に関連付けると、その累計のユーザー キーがそ
の支給のユーザー フィールドとして、その支給に引き継がれます。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

[ユーザー フィールド] このリンクをクリックすると、"エレメント X (Y) のユーザー フィールド" ペー
ジ (X はエレメント名、Y は名称) にアクセスします。このページでは以下の
ことが行えます。

• ユーザー フィールドのエレメントへの関連付け ( 大 6 つまで)

ユーザー フィールドは、エレメントの個別のインスタンスの定義に使用さ
れます。ユーザー フィールドによって、支給または控除の複数変換の作
成や追跡を行うことができます。
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注: ユーザー フィールドの値は、サポート エレメント上書きの入力で指
定したり、フォーミュラ、ブラケット、およびアレイでロードしたりして設定し
ます。

たとえば、勤務地や生計費によって変化する手当を、Location というユー
ザー フィールドを関連付けることによって、基本支給に定義することがで
きます。複数の勤務地に関連付けられた複数の手当が受給者に支給さ
れる場合、それぞれの勤務地をサポート エレメント上書きで定義するこ
とができます。

• ドライバ累計から引き継がれたユーザー フィールドの表示

• 遡及デルタ ユーザー フィールド レベルの定義

参照: 第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレ
メントのユーザー フィールドの定義」 、 204ページ および 第 20 章、 「支給
または控除の複数変換」 、 513ページ

注: 支給名ページのその他のフィールドについては全て、この PeopleBook で説明されています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

支給エレメントのユーザー フィールドの定義

<エレメント名> のユーザー フィールド ページにアクセスします。

"支給 - <エレメント名> のユーザー フィールド" ページ
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[ユーザー フィールド N] (N
は 1 ～ 6 の番号)

ユーザー フィールドの値を保持するエレメントのタイプを定義します。

オプションには、[変数] および [システム エレメント] があります。

計算ルールでこのフィールドの値を参照するように設計して、支給と控除
の割り当てのページでこのエレメントを定義する場合は、[変数] を選択す
る必要があります。これは、これらのページで上書きが可能なサポート エ
レメントは変数だけだからです。

ポジティブ入力でこのエレメントの値を上書きする場合は、[変数] と [シス
テム エレメント] のどちらも選択できます。

注: これらのフィールドの値は、フォーミュラ、ブラケット、およびアレイなど
の、ほかのエレメントを使用して設定することもできます。

注: 支給名ページでドライバ累計を指定すると、これらのフィールドには
データを入力できなくなります。ドライバ累計のユーザー キーが自動的に
支給エレメントのユーザー フィールドとなり、[ユーザー フィールド N] (N は
1 ～ 6 の番号) の入力タイプ ([変数] または [システム エレメント]) には、
継承されたドライバ累計のキーが表示されます。また、支給が一度でも処
理されると、ユーザー フィールドは変更できなくなります。参照だけが可能
になります。

[エレメント N] (N は 1 ～ 6
の番号)

[ユーザー フィールド N] (N は 1 ～ 6 の番号) で [変数] を選択した場合
は、このフィールドの値を保存する変数エレメント名を入力します。

注: この変数は、あらかじめ変数定義のページで定義しておく必要があり
ます。

[ユーザー フィールド N] (N は 1 ～ 6 の番号) で [システム エレメント] を
選択した場合は、このフィールドの値を保存するシステム エレメント名を入
力します。

注: 支給名ページでドライバ累計を指定すると、[エレメント N] (N は 1 ～ 6
の番号) フィールドにはデータを入力できなくなります。ドライバ累計のユー
ザー キーが自動的に支給エレメントのユーザー フィールドとなり、[エレメ
ント N] (N は 1 ～ 6 の番号) には、ドライバ累計のキー値を保存するため
に定義された変数またはシステム エレメントが表示されます。

[遡及デルタ ユーザー
フィールド レベル]

ユーザー フィールド レベルを、次の中から選択します。このユーザー フィー
ルド レベルで、異なるユーザー フィールド値を持つ支給の各インスタンス
に対する遡及デルタのグループ化を制御します。

• [なし]: ユーザー フィールドの値の差に関係なく、支給の全てのインス
タンスのデルタを合計します。

• [ユーザー フィールド 1]: [ユーザー フィールド 1] の値が同じ支給の、
異なるインスタンスのデルタを合計します。

• [ユーザー フィールド 2]: [ユーザー フィールド 1] と [ユーザー フィール
ド 2] の値が同じ支給の、異なるインスタンスのデルタを合計します。

• [ユーザー フィールド 3]: [ユーザー フィールド 1]、[ユーザー フィールド
2]、および [ユーザー フィールド 3] の値が同じ支給の、異なるインスタン
スのデルタを合計します。
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• [ユーザー フィールド 4]: [ユーザー フィールド 1] から [ユーザー フィール
ド 4] までの値が同じ支給の、異なるインスタンスのデルタを合計します。

• [ユーザー フィールド 5]: [ユーザー フィールド 1] から [ユーザー フィール
ド 5] までの値が同じ支給の、異なるインスタンスのデルタを合計します。

• [定義された全てのユーザー フィールド]: [ユーザー フィールド 1] から [
ユーザー フィールド 6] までの値が同じ支給の、異なるインスタンスのデ
ルタを合計します。

注: 選択可能な値は、定義されたユーザー フィールドの数によって変わり
ます。たとえば、ユーザー フィールドが 3 つ定義されている場合、選択肢
は [なし]、[ユーザー フィールド 1]、[ユーザー フィールド 2]、および [定
義された全てのユーザー フィールド] になります。ユーザー フィールドま
たはドライバ累計のユーザー キーを変更すると、指定可能な値は自動的
に更新されます。ユーザー フィールドの数を減らして現在の [遡及デルタ
ユーザー フィールド レベル] の値が無効になると、[遡及デルタ ユーザー
フィールド レベル] の値は自動的に [定義された全てのユーザー フィール
ド] に変更され、そのことを知らせるメッセージが表示されます。 [遡及デル
タ ユーザー フィールド レベル] の値は、その後で変更できます。

重要: ユーザー フィールドを使用して控除が定義されている場合、そのユー
ザー フィールドは自動的に控除の自動作成延滞累計のユーザー キーに
コピーされます。ユーザー フィールドが変更されると、ユーザー フィールド
を使用した延滞累計のキーも自動的に同期が取られます。エレメントの変
換後は、ユーザー フィールドは変更できません。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

関連項目:

第 10 章、 「累計の設定」 、 255ページ

支給エレメントの計算ルールの定義

"支給" の計算ページにアクセスします。
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支給 - 計算ページ

[計算ルール] エレメントの計算ルールを定義します。有効値は、[金額]、[ベース*パーセ
ント]、[ユニット*レート]、および [ユニット*レート*パーセント] です。この選
択によって、ほかのどのフィールドが使用できるのかが変わります。

エレメントの計算ルールをいったん定義すると、以下の全ての条件が満た
されない限りそのルールは変更できません。

• エレメントがまだ変換されていないこと (このエレメントの出力結果が存
在しないこと)。

• エレメントの有効日付きの行が 1 行だけであること。

注: 計算ルールの定義で、これらの条件が 1 つでも当てはまる場合は、
別の新しいエレメントを作成する必要があります。この制限は主に遡及処
理のために設けられています。たとえば、ユニット×レートの計算ルール
で支給エレメントを定義したとします。給与計算をいくつか実行した後、新
しい有効日付きの行を追加し、計算ルールを金額に変更します。そうする
と、このエレメントを再計算する遡及イベントが発生し、現在の期間にその
デルタが繰り越されます。しかし、計算ルールは既に変更されているので、
たとえばユニットに対する調整などは、現在の金額の計算ルールとは矛盾
してしまいます。

[ユニット タイプ]、[レー
ト タイプ]、[ベース タイ
プ]、[パーセント タイプ]
、 [金額タイプ]

必要に応じて、金額またはコンポーネントの値の決め方を指定します。更
新可能なフィールドは、指定した計算ルールによって変わります。たとえ
ば、計算ルールが [ユニット*レート] の場合、ユニットの値とレートの値を
取得するには、それぞれ [ユニット タイプ] フィールドおよび [レート タイプ]
フィールドでエレメントのタイプを指定します。指定できる値は、コンポーネ
ント タイプによって異なります。
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[受給者レベル] を選択すると、そのコンポーネントの値が受給者別エレメ
ント割当ページ、エレメント別受給者割当ページ、またはポジティブ入力で
検出された場合にのみ、エレメントが変換されます。コンポーネントを受給
者レベルで定義するには、支給名ページの [上書きレベル] グループ ボッ
クスの [受給者] チェックボックスまたは [ポジティブ入力] チェック ボック
スの一方または両方をオンにします。

[ユニット エレメント]、[レー
ト エレメント]、[ベース エレ
メント]、[パーセント エレメ
ント]、[金額エレメント]、[金
額値] 、 [金額通貨]

計算ルールのコンポーネント タイプに対応するエレメント名を指定します。

注: [金額タイプ] で [数値] を選択すると、[金額エレメント] フィールドは表
示されません。その代わりに、[金額値] および [金額通貨] フィールドが入
力可能になります。同様に、レート コンポーネントやベース コンポーネント
で [数値] を選択すると、それぞれ [レート値] および [レート通貨] フィール
ド、[ベース値] および [基本通貨] フィールドが表示されます。 [ユニット タ
イプ] または [パーセント タイプ] で [数値] を選択すると、それぞれ [ユニッ
ト値] フィールドまたは [パーセント値] フィールドが入力可能になります。

デフォルトの通貨コードの値は、ユーザーに定義されている通貨に基づい
ています。この通貨は、プライマリ権限リスト基本設定ページで設定しま
す。支給エレメント用に入力された通貨は全て、エレメントの変換時には常
に処理通貨に換算されます。処理通貨は、支給元情報を設定するときに
定義します。計算ルールのコンポーネントに変数などのエレメント タイプを
指定すると、そのエレメントに定義された通貨が使用され、その通貨が処
理通貨と異なる場合は通貨換算が行われます。

[ジェネレーション コント
ロール]

適切なジェネレーション コントロール エレメントを選択して、エレメントを変
換する条件を制限します。たとえば、ジェネレーション コントロールを使用
して、アクティブな受給者のエレメントだけを変換するように指定できます。

ジェネレーション コントロール エレメントの定義は、ジェネレーション コン
トロール コンポーネントで行います。

注: ジェネレーション コントロールによって控除が変換されない場合でも、
延滞残高がある場合は、延滞回収は処理されます。また、遡及調整も処
理されます。

参照: 第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「周期およ
びジェネレーション コントロールによる計算」 、 193ページ

[前処理フォーミュラ] 、 [後
処理フォーミュラ]

支給エレメントまたは控除エレメントのインスタンスが変換されるたびに、
その直前または直後に実行されるフォーミュラを選択します。

参照: 第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「前処理
フォーミュラおよび後処理フォーミュラ」 、 195ページ

[周期オプション] 設定する値の周期オプションを選択します。有効値は、次のとおりです。

[カレンダー期間の周期を使用]: エレメントの周期は、定義したカレンダー
期間の周期になります。

[指定の周期を使用]: この値を選択する場合は、[周期] フィールドで周期
を定義します。

参照: 第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「周期およ
びジェネレーション コントロールによる計算」 、 193ページ
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[周期] [周期オプション] で [指定の周期を使用] を選択する場合は、このフィール
ドに周期タイプを定義します。たとえば、"年次"、"隔週"、"契約"、"日次
"、"4 週毎"、"時間毎"、"月次"、"四半期毎"、"半月毎"、および "週次"
などがあります。これらの値は、ヒューマン リソース管理の周期テーブル
から検索結果リストに表示されます。

[遡及再計算オプション] 遡及処理でエレメントの再計算を行うかどうかを指定します。有効値は、次
のとおりです。

[常時再計算]

[再計算しない]

[常時再計算] を選択すると、遡及処理で使用されるときにエレメントが再
計算されます。

注: このフィールドは、遡及プロセス上書ページで上書きできます。

参照: 第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「遡及計
算」 、 195ページ および 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

支給エレメントの端数処理オプションおよび比例配分オプションの定義

"支給" の端数処理/比例配分ページにアクセスします。

端数処理/比例配分ページ

[端数処理オプション - ユ
ニット]、[端数処理オプショ
ン - レート]、[端数処理オプ
ション - ベース] 、 [端数処
理オプション - パーセント]

コンポーネントの端数処理オプションを選択します。有効値は、次のとおり
です。

[支給グループの端数処理使用]: この値がデフォルトです。"支給グループ
- デフォルト" ページで定義した端数処理ルールを使用する場合は、この
オプションを選択します。

[指定の端数処理使用]: この値を選択すると、その右側のフィールドで端
数処理ルール エレメントが選択できるようになります。
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注: 支給コンポーネントの端数処理オプションを選択するには、その前に
端数処理ルール エレメントを定義しておく必要があります。端数処理ルー
ルは、端数処理ルール コンポーネントで定義します。

[端数処理なし]: 端数処理を行わない場合は、このオプションを選択します。

[端数処理オプション - 変
換済金額]

計算ルールが金額のエレメントの端数処理方法、および計算ルールでほ
かのコンポーネントを使用するエレメントの変換済みの値の端数処理方法
を指定します。

たとえば、E1 の支給の計算ルールがレート×ユニットだとします。[端数処
理オプション - レート] および [端数処理オプション - ユニット] フィールド
で [端数処理なし] を選択して、ここで端数処理ルールを選択すると、レー
ト×ユニットの変換後の値が端数処理されます。また、レートを小数第四
位に端数処理して、その後でレート×ユニットの結果を小数第二位に端数
処理するとします。この場合は、[端数処理オプション - レート] フィールド
とこのフィールドの両方で端数処理ルールを指定します。

通常、変換済みの金額には端数処理を行うので、[支給グループの端数処
理使用] か [指定の端数処理使用] を選択します。[端数処理なし] を選択
を選択するのは、特別な場合に限ります。

注: 計算処理では、小数点以下の桁数は固定されていません。しかし、国
ごとにそれぞれの国の通貨の桁数に合うように端数処理の方法を制限で
きます。米国の場合は、金額を全て小数第二位までにして支給することが
できます。たとえば、200.6778 という支給額は 200.68 に切り上げます。ま
た、ほかの国では、小数第二位よりも小さい位で金額を支給することもで
きます。変換済み金額の端数処理ルールを定義する際には、この点につ
いてよく考慮する必要があります。変換済み金額の端数処理は、控除の
純支給額の確認処理の前に実行されます。純支給額の確認処理で部分
フォーミュラを使用する場合、組織の端数処理要件に応じて、部分フォー
ミュラの金額を端数処理する必要があります。

[ユニット エレメント]、[レー
ト エレメント]、[ベース エレ
メント]、[パーセント エレメ
ント] 、 [金額エレメント]

該当する端数処理オプションごとに、エレメントを指定します。

[比例配分オプション] 分割がある、またはシステム エレメント PRORATE の値がゼロでない場合
に、そのコンポーネントの値または金額を比例配分するのかどうか、およ
びどのように比例配分するのかを指定します。有効値は、次のとおりです。

[支給グループの比例配分ルール]: この値がデフォルトです。"支給グルー
プ - デフォルト" ページで定義した標準の比例配分ルールを使用する場
合は、このオプションを選択します。

[指定の比例配分ルール]: この値を選択すると、その右側のフィールドで
比例配分ルール エレメントが選択できるようになります。

[比例配分しない]: この支給に比例配分ルールを適用しない場合は、この
オプションを選択します。

[比例配分エレメント] [比例配分オプション] フィールドで [指定の比例配分ルール] を選択した
場合は、このフィールドで比例配分ルール エレメントを指定します。

210 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 8 章 支給エレメントおよび控除エレメントの定義

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「比例配分ルールの定義」 、 177ページ

支給エレメントの自動作成累計の定義

"支給" の自動作成累計ページにアクセスします。

"支給" - 自動作成累計ページ

注: [ユーザー フィールドのコピー] ボタン、[累計期間] リンク、[作成済エレメント表示] リンクを除くこの
ページのフィールドは全て、累計コンポーネントのレベル ページの各フィールドと同じです。これらのフィー
ルドについては、この PeopleBook で説明されています。

参照: 第 10 章、 「累計の設定」 、 「累計キーの指定」 、 262ページ

[ユーザー フィールドの
コピー]

この支給に関連付けられているユーザー フィールドを自動作成累計にコ
ピーする場合にクリックします。これらのフィールドは、この累計のユーザー
キーになります。

このボタンをクリックすると、ユーザー フィールド値が異なる支給の変換ご
とに、別々の累計インスタンスが作成されます。

注: このボタンは、"<エレメント名> のユーザー フィールド" ページでユー
ザー フィールドが定義されている場合にだけ、表示されます。
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重要: 控除にユーザー フィールドが定義されていると、これらのフィールド
は自動的に、控除の自動作成延滞累計のユーザー キーとしてコピーされ
ます。[ユーザー フィールドのコピー] ボタンをクリックして、ユーザー フィー
ルドを延滞累計にコピーする必要はありません。ユーザー フィールドが変
更されると、ユーザー フィールドを使用した延滞累計のキーも自動的に同
期が取られます。エレメントの変換後は、ユーザー フィールドは変更できま
せん。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

[累計期間] このリンクをクリックすると、累計期間ページにアクセスします。このページ
では、支給エレメントを累計する期間を定義します。

[作成済エレメント表示] このリンクをクリックすると、"<エレメント名> の作成済エレメント" ページ
にアクセスします。このページには、既に自動的に作成されているコンポー
ネントと累計が表示されます。

支給エレメントの累計期間の選択

"支給 - <エレメント名> の累計期間" ページにアクセスします。

"支給 - <エレメント名> の累計期間" ページ

注: 自動作成累計名には、支給エレメント名にサフィックスを付け加えたものが使用されます。サフィック
スは各累計のチェック ボックスの隣に表示されます。これらのサフィックスは、エレメント名共通ページで
指定する支給エレメントまたは控除エレメントの国によって決まります。
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[カレンダー期間累計]、[
会計期間累計]

作成する累計を選択します。累計は、必要なだけいくつでも選択すること
ができますが、パフォーマンスとデータ量に注意する必要があります。

支給エレメントの作成済みエレメントの表示

"支給 - <エレメント名> の作成済エレメント" ページ。

"支給 - <エレメント名> の作成済エレメント" ページ

[コンポーネント] 支給エレメントの各コンポーネントの自動作成済みエレメントが表示されま
す。

[延滞エレメント] 控除エレメントの場合は、[回収額]、[未控除額]、[延滞加算額]、および [
延滞残高] の延滞エレメントが割り当てられています。 初の 3 つは控除
のコンポーネントですが、[延滞残高] は累計です。

[自動作成累計] 自動作成累計が表示されます。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「サフィックスの定義」 、 81ページ

支給エレメントの累計先となる累計の指定

"支給" の "その他の累計" ページにアクセスします。

"支給" - "その他の累計" ページ
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[累計]

支給エレメントの値をその他の累計に加算するのか減算するのかを指定します。たとえば、支給エレメン
トの変換結果を基本給与総額累計や課税対象総額累計に加算することができます。

累計ごとに、累計エレメント名、開始日、終了日、および支給エレメントの値を累計に加算するのか減算
するのかを指定します。

[累計エレメント] エレメント名を選択します。

[開始日] 支給エレメントの累計への加算または減算をいつ開始するのかを指定しま
す。加算モードでは、デフォルトの日付はそのエレメントの も早い有効日
になります。減算の場合、デフォルトの日付は今日の日付になります。

[終了日] 支給エレメントの累計への加算または減算をいつ終了するのかを指定しま
す。

注: 支給エレメントを特定の期間だけ累計する場合は、開始日と終了日を
入力します。開始日または終了日が支給期間中にある場合、その期間中、
支給エレメントは累計されます。[終了日] を空白にすると、データを入力し
た日付から累計が開始され、[終了日] に日付が入力されるまで、全ての
支給期間で累計されます。

[累計指示] [加算] または [減算] を選択して、支給エレメントの値を累計に加算するの
か減算するのかを指定します。

[累計値]

[累計値] タブをクリックします。

[支給] - [その他の累計] - [累計値] タブ

累計ごとに、その累計に加算または減算する、支給エレメントの値の比率を指定します。

[オプション - パーセント] 累計に加算または減算する、支給エレメントの値の比率を指定します。

[数値]: 比率を直接指定する場合は、[数値] を選択します。

[変数]、[フォーミュラ]: 累計に加算または減算する値を返す変数エレメン
トまたはフォーミュラ エレメントを使用する場合は、[変数] または [フォー
ミュラ] を選択します。
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[累計率] [オプション - パーセント] で [数値] を選択した場合は、このフィールドに
100 パーセントまでの範囲で比率を入力します。

[パーセント エレメント] [オプション - パーセント] で [変数] または [フォーミュラ] を選択した場合
は、このフィールドで変数名またはフォーミュラ名を指定します。

支給エレメントの上書き

支給コンポーネントのサポート エレメント上書きページを使用して、支給エレメントの定義で使用されて
いるブラケット、日付、デュレーション、フォーミュラ、または変数の各エレメントの値を上書きできます。
また、この上書き機能を使用すると、支給エレメントの定義に含まれていなくても、その支給エレメントの
変換時に、ブラケット、日付、デュレーション、フォーミュラ、または変数などのサポート エレメントを変換
することができます。

注: "支給" の "サポート エレメント上書き" ページについては、この PeopleBook の「上書きの設定」の
章で説明されています。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「エレメント定義上書きの定義」 、 485ページ

控除エレメントの定義
控除エレメントを定義するには、控除コンポーネント (GP_DEDUCTION) を使用します。

このセクションでは、控除エレメントの設定手順、純支給額の確認と延滞処理、延滞と遡及処理、および
回収処理についての概要と、以下の方法について説明します。

• 控除エレメント名の定義

• 控除エレメントのユーザー フィールドの定義

• 控除エレメントの計算ルールの定義

• 控除エレメントの端数処理オプションおよび比例配分オプションの定義

• 延滞情報の定義

• 控除エレメントの自動作成累計の定義

• 控除エレメントの累計期間の選択

• 控除エレメントの作成済みエレメントの表示

• 控除エレメントの累計先となる累計の指定

• 控除の一般受取人の選択

• 控除エレメントの上書き

控除エレメントの設定手順について

控除とは、個人の給与から差し引かれる給与計算の要素のことです。控除には、任意控除と法定控除
があります。任意控除には、退職プラン、企業の株式購入、組合費、駐車代などの控除があります。法
定控除には、税や差し押さえなどの控除があります。

控除エレメントを作成するには、次の手順に従います。
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1. 控除名、計算ルール、端数処理と比例配分ルール、累計、およびサポートエレメント上書きを、必
要に応じて定義します。

注: 控除エレメント定義で使用するページは、支給エレメント定義のページとほぼ同じです。

2. 純支給額が控除額に満たない場合に適用するルールを定義します。

これらのルールを定義するには、"控除" の延滞ページを使用します。延滞を使用すると、純支給
額が不足しているために今回の給与計算の実行から差し引けない控除を保存できます。つまり、
延滞には将来控除される金額が保存されます。

3. 必要に応じて、"控除" の受取人ページで、控除の一般受取人を指定します。

注: このセクションでは、控除コンポーネントに固有のページについてのみ説明します。支給コンポーネ
ントと控除コンポーネントの両方に共通するページについては、この章の支給についてのセクションで説
明されています。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの定義」 、 200ページ

純支給額の確認と延滞処理について

控除エレメントを定義する際に、受給者の純支給額が控除の合計額より少ない場合はどうするかを定義
します。また、その控除できなかった金額、つまり延滞額の回収方法も設定できます。

注: 控除を定義する前に、"控除" の延滞ページにある機能を使用するか、これらの機能をユーザー自
身で処理するかを決める必要があります。

純支給額の確認

純支給額の確認機能を使用すると、控除後の純支給額がマイナス、または定義された下限額未満にな
るような控除は行われなくなります。システムに用意されている延滞管理機能および回収機能を使用す
るには、純支給額の確認機能を有効にする必要があります。純支給額の確認を使用しない場合、受給
者の純支給額がマイナスになっても、常に控除の合計額が差し引かれます。また、延滞処理のオプショ
ンは全て使用できません。

純支給額の確認を使用すると、純支給額が控除の合計額より少ないときの控除の順序を指定すること
ができます。選択肢は以下のとおりです。

• 処理順序

• 優先順位

処理順序の場合は、セクションの処理中に検出された控除の順序が参照されます。この順序は、セクショ
ンに割り当てられた控除の連番によって決まります。控除を計算するときに、受給者の純支給額が控除
額より多いかどうかが即座に確認されます。純支給額が足りない場合、"控除" の延滞ページの定義に
従って、金額の一部を控除するか、全く控除しないかが決められます。

優先順位の場合は、"控除" の延滞ページで割り当てられた控除の相対優先番号が参照されます。優
先順位に基づいて純支給額の確認を行う場合、まず純支給額の確認なしの処理順序で全ての控除が計
算されます。その後、純支給額累計が確認されます。純支給額がゼロまたは定義された下限額より大き
い場合は、処理が終了します。そうでない場合は、優先順位の も低い控除を調整して、純支給額が足
りているかどうかが確認されます。純支給額がゼロまたは定義された下限額を超えるまで、優先順位の
低い控除から順にこの処理が繰り返されます。優先順位に基づいた純支給額の確認は反復処理を必要
とするので、サブ プロセス セクションでのみ使用できます。
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注: 優先順位に基づいた純支給額の確認は、控除の処理順序と優先順位が異なる場合に使用すると便
利です。たとえば、税引き前の控除の場合、正しい純支給額を算出するには、税計算の前に変換を行う
必要があります。しかし、税計算の後に処理される差し押さえの控除の方が、税引き前の控除よりも重
要となる場合があります。

注: 通常、特定の給与計算の実行で使用される純支給額の確認方法は 1 つだけです。

処理順序による純支給額の確認と優先順位による純支給額の確認の違いを、次の例で説明します。

例: 処理順序による純支給額の確認

次の表は、処理順序に基づいた純支給額の確認 (NPV) の処理結果を表しています。それぞれの控除
は、純支給額がマイナスの値になった場合に、部分控除を認めるように定義されているとします。

処理順序 常時再計算
金額 (純支給額

の確認前) 変換済金額 未控除額 純支給残額

給与 9,000

車両手当 9,000

健康保険 × 500 500 0 8,500

年金 × 1,500 1,500 0 7,000

税 1 ◯ 2,240 2,240 0 4,760

税 2 ◯ 720 720 0 4,040

組合費 × 500 500 0 3,540

駐車代 × 300 300 0 3,240

差し押さえ 1 ◯ 1,208 1,208 0 2,032

差し押さえ 2 × 3,000 2,032 968 0

この例の場合、純支給額は差し押さえ 2 以外の全ての控除をカバーしています。差し押さえ 2 について
は、部分控除を差し引くことができます (3,000 - 2,032 = 968)。

例: 優先順位による純支給額の確認

次の表は、優先順位に基づいた純支給額の確認 (NPV) を行う場合の、 初の処理結果を表していま
す。純支給額の確認は、サブプロセスの 初の処理では行われません。
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処理順序 常時再計算
金額 (純支給額

の確認前) 変換済金額 未控除額 純支給残額

給与 9,000

車両手当 9,000

健康保険 × 500 500 0 8,500

年金 × 1,500 1,500 0 7,000

税 1 ◯ 2,240 2,240 0 4,760

税 2 ◯ 720 720 0 4,040

組合費 × 500 500 0 3,540

駐車代 × 300 300 0 3,240

差し押さえ 1 ◯ 1,208 1,208 0 2,032

差し押さえ 2 × 3,000 3,000 0 -968

注: 車両手当は、現物の支給です。課税対象総額には含まれますが、純支給額には含まれません。

純支給残額がマイナスなので、もう一度処理が行われます。2 度目の処理では、優先順位の も低い、
つまり優先順位番号が も大きい駐車代に対して純支給額の確認が行われます。まず、駐車代の 初
の処理の値が戻されます。控除名ページの [常時再計算] チェック ボックスで定義した控除の再計算
ルールが常に参照されます。そのため、2 度目の処理では、駐車代は再計算されずに純支給額の確認
が行われます。

処理順序 常時再計算

未控除の
場合の純
支給額

金額 (純支
給額の確認

前) 変換済金額 [未控除額] 純支給残額 優先順位

給与 -968

車両手当 -968

健康保険 × 500 500 0 -968 450

年金 × 1,500 1,500 0 -968 500

税 1 ◯ 2,240 2,240 0 -968 100

税 2 ◯ 720 720 0 -968 100

組合費 × 500 500 0 -968 700

駐車代 × -668 300 0 300 -668 800
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処理順序 常時再計算

未控除の
場合の純
支給額

金額 (純支
給額の確認

前) 変換済金額 [未控除額] 純支給残額 優先順位

差し押さえ 1 ◯ 1,208 1,208 0 -668 225

差し押さえ 2 × 3,000 3,000 0 -668 225

2 度目の処理の後でも、純支給残額はマイナスです。駐車代はこれ以上減額できないので、優先順位
リストから除外されます。次のループでは、優先順位の も低い控除は組合費になります。駐車代がス
キップされること以外は全く同じ再計算ロジックが実行され、組合費が純支給額の確認処理の対象となり
ます。組合費の次は、年金の控除が評価されます。この処理は、純支給残額がゼロ以上になるまで繰り
返されます。

注: パフォーマンスを向上させるには、税引き後の控除全てに同じ優先順位番号を割り当てて、同じ処理
の中でまとめて変更するようにします。

優先順位による純支給額の確認の設定手順

控除の優先順位に基づいて純支給額の確認が行われるようにするには、処理順序による純支給額の確
認では必要とされない設定をいくつか行う必要があります。

純支給額の確認で優先順位を使用するには、次の設定手順に従います。

1. 純支給額の確認のためのフォーミュラを定義します。

全ての控除が処理順序に従って計算された後で、優先順位の低い控除 (優先順位番号の大きい
もの) から順に、このフォーミュラが変換されます。このフォーミュラは、エレメントの計算または純
支給額の確認 (あるいはその両方) を行うか、またはエレメントの計算をスキップするかを指示す
る値を返します。フォーミュラ作成のガイドラインについては、「エレメント処理の定義」の章で説明
されています。

2. 純支給額確認フォーミュラを、適用する国に割り当てます。

"国別設定" の国ページの [純支給額確認フォーミュラ] フィールドで、このフォーミュラを選択し
ます。

3. "控除" の延滞ページで、控除の優先順位を指定します。

4. サブプロセス セクションに控除を登録します。

このサブプロセス セクションでは、[優先順位による純支給額確認] をオンにする必要があります。

参照: 第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「セクションの設定」 、 394ページ および 第 3章、 「コアアプ
リケーションのアーキテクチャについて」 、 「国別設定の定義」 、 36ページ

延滞コンポーネントと累計

控除エレメントを作成すると、純支給額の確認の実行を指定したかどうかにかかわらず、延滞処理に対
する 3 つのコンポーネント エレメントと延滞残高累計が自動的に作成されます。次に説明する、これらの
コンポーネントは、純支給額の確認機能が使用される場合にのみ、自動的に更新されます。

• 未控除額

このコンポーネントでは、現在の支給期間に対する純支給額累計の下限額を超過した控除金額が保
存されます。

注: 純支給額累計は、プロセス リスト コンポーネント (GP_PROCESS) の定義ページで定義します。
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• 回収額

このコンポーネントでは、延滞残高のうち現在の支給期間で回収される金額が保存されます。回収額
には、現在の支給期間の未控除額は含まれません。

• 延滞加算額

"控除" の延滞ページで、[控除延滞を認める] チェック ボックスをオンにすると、延滞加算額が未控除
額と等しくなります。

• 延滞残高

この累計では、受給者の延滞額の追跡管理を行います。延滞加算額コンポーネントの値が、この残高
累計に加算されます。回収額コンポーネントの値は、この残高累計から減算されます。

延滞処理方法

純支給額が控除の合計額より少ない場合、部分的に控除するか、または全く控除しないようにすることが
できます。"控除" の延滞ページの [純支給額確認方法] グループ ボックスでオプションを指定します。
以下の 2 つの例は、それぞれの処理方法による計算結果を示しています。

延滞処理の例 1: [部分控除を認める] チェック ボックスがオフの場合

[部分控除を認める] チェック ボックスがオフの場合、現在の支給期間に対し、純支給額が控除の合計
額より多い場合にのみ控除が行われます。控除額全体を差し引くことができない場合、控除の合計額が
延滞残高に加算されます。次の表は、この例の純支給額、控除額、および延滞額の一覧です。

現在の純支給残額 控除額 開始時の延滞残高

100 120 50

処理手順は次のとおりです。

1. 控除額 120 を未控除額に加算します。

2. [控除延滞を認める] チェック ボックスがオンの場合、控除額 120 を延滞加算額に加算します。

3. 控除額をゼロにします。

4. 開始時の延滞残高 50 を回収額に移動します。

5. 開始時の延滞残高 50 を控除額に移動、つまり、回収額を控除額に加算します。

次の表は、処理後の値の一覧です。

控除額 未控除額 延滞加算額 終了時の延滞残高

50 120 120 120

変換後の控除エレメントの値は、控除額と回収額の合計になります。

延滞処理の例 2:

1 月の控除前の純支給残額 = 50

次の控除があります。
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• D1 = 25、部分控除を認める

• D2 = 50、全額控除のみ

• D3 = 50、部分控除を認める

次の表は、控除 D1、D2、および D3 の延滞処理における計算値の一覧です。

控除エ
レメン
ト

変換済
み金額

未控除
額

延滞加
算額

回収額 終了時の
延滞残高

年間累計
額

振替金
額

終純
支給額

D1 25 0 0 0 0 25 25 25

D2 0 50 50 0 50 0 0 25

D3 25 25 25 0 25 25 25 0

1 月の 終純支給額 = 0

2 月の控除前の純支給額 = 110

次の表は、控除 D1、D2、および D3 の延滞処理における、2 月の計算値の一覧です。

控除
エレ
メント

変換済
み金額

未控除額 延滞加
算額

回収額 終了時の
延滞残高

年間累計
額

振替金
額

終純
支給額

D1 25 0 0 0 0 50 25 85

D2 85* 0 0 35 15 85 85 0

D3 0 50 50 0 75 25 0 0

* 50 + 35 = 85 (現在の控除額 + 回収可能な延滞残高の金額)

2 月の 終純支給額 = 0

延滞と分割

期間が分割され、 初のセグメントで控除が延滞になると、後に続くセグメントでその延滞の回収が試み
られます。

純支給額の確認と遡及処理

純支給額の確認の前に、遡及調整額が控除額に加算されます。純支給額がこの調整額をカバーできな
い場合、カバーできなかった金額は全て未控除額に加算されます。

延滞と遡及処理について

延滞処理では、基本的に次の 2 つの状況を考慮する必要があります。
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• ある支給期間に対し、 初は延滞が計算されたが、その後の遡及処理で延滞が計算されない場合。

• ある支給期間に対し、 初は延滞が計算されなかったが、その後の遡及処理で延滞が計算される場合。

延滞および遡及処理の繰越について、基本的なルールを以下に示します。

• 繰り越されるエレメントに基づいているエレメントの場合、同じように "繰り越し" で動作するようには
設定しません。

• 別のエレメントに基づいているエレメントが控除の場合は、以下のようになります。

- 繰り越されないエレメントに基づいている控除は繰り越します。

- 繰り越されるエレメントに基づいている控除は繰り越しません。

注: 延滞累計を定義する場合は、"累計" のレベル ページの [訂正を使用] チェック ボックスを常にオン
にしておくことをお勧めします。これは、累計に含まれるコンポーネントがそれ自身はデルタを生成しない
ためで、累計が繰り越し処理される場合に二重計上が非常に発生しやすくなります。

参照: 第 10 章、 「累計の設定」 、 255ページ および 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

延滞と遡及処理の繰り越しの例

次の例では、ほかのエレメントに基づくエレメントを設定する方法と、それらが遡及処理でどのように処理
されるのかを説明します。ここでは特に、前回の期間の延滞を再計算する際の説明をしていますが、この
説明は相互に関連するエレメントを再計算するあらゆる状況に当てはめることができます。

この例では、繰り越しの遡及方法を使用しているとします。遡及処理の繰り越しでは、全てのエレメント
が自動的に繰り越されるわけではなく、繰り越すエレメントを手動で選択する必要があります。また、ほ
かのエレメントに関連付けられている控除があるときは、一定の設定ルールに従います。次の例では、
一般的な設定について説明します。

この例では、以下のように設定されているとします。

• 1 月と 2 月の 2 つの支給期間があります。

• 2月には、1 月に対する遡及支払いを行います。

• 以下のエレメントが含まれています。

- E1: 固定額 (数値) = 100

- D2: 固定額 (数値) = 95

- D1: ベース×パーセント (ベースは支給 (E1)、パーセントは数値 (10%)。したがって、D1 = E1×10%)

• その他のエレメント定義:

- E1: 遡及再計算オプション = 常時再計算

- D2: 遡及再計算オプション = 再計算しない

- D1: 遡及再計算オプション = 再計算しない

• 1 月の E1 に対する遡及調整額は 100 です。受給者には総額で 200 が支給されています。 2 月に繰
り越されるデルタ 100 があります。

次の表に、E1、D1、D2、D1_ANT (未控除額)、D1_PBK (回収額)、D1_ATAR (延滞加算額)、D1_ARR (延滞
累計) について、1 月と 2 月の 2 か月間に対する、再計算前および再計算後の金額を示します。2 月は
現在の期間なので、2 月の再計算値はありません。
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エレメント 遡及再計算オプショ
ン

1 月 - 再計算
前の値

1 月 - 再計算後
の値

2 月

E1 常時再計算 100 200 (デルタ 100) 300 (200 + 1月から繰り越し
のデルタ 100)

D2 再計算しない 95 95 95

D1 再計算しない 5 5 35 (30 +回収額5)

D1_ANT 再計算しない 5 5 0

D1_PBK 再計算しない 0 0 5

D1_ATAR 再計算しない 5 5 0

D1_ARR 訂正を使用=オフ 5 5 0

純支給額 該当なし 0 0 170

この例の説明は以下のとおりです。

• 1 月分の D1 の値は 5 です。

D1 は E1 の 10% なので、通常なら 1 月の D1 の値は 10 になるのですが、E1 の値が 100 で D2 の値
が 95 であり、純支給額はマイナスにできないので、1 月の D1 の上限額は 5 になります。控除されな
かった分の 5 は、D1_ANT (未控除額)、D1_ATAR (延滞加算額)、D1_ARR (延滞累計) に移されます。

• 2 月分の E1 の値は 300 です。

これは、200 (E1 の 2 月の元の額) + 100 (1 月から繰り越されたデルタの額) = 300 で算出されます。

• 2 月分の D1 の値は 35 です。

これは、30 (2 月分の E1 の 10%) + 回収額 5 (2 月に繰り越された D1_ARR の 1 月分の値) = 35 で算
出されます。

• D1 で控除される額の合計は 40 です。これは 2 か月分の合計で、D1 = 5 (1 月分) + 35 (2 月分) = 40
で算出されます。

この遡及計算が正しいことは、次の方法でも確認できます。D1 は E1 の 10% なので、E1 の両方の月の
元の金額を次のように合計します。100 (1 月分) + 300 (2 月分) = 400。つまり、D1 = 40 (400 の 10%)。

回収処理について

控除に対し、アクション タイプが "処理しない" のポジティブ入力行、および延滞残高が存在する場合、そ
の控除がまだプロセス リストにあって純支給額が足りていると、その延滞残高の回収が試みられます。

エレメントのジェネレーション コントロールでエレメントの変換が指定されていない場合でも、延滞残高が
あり、また [延滞回収の管理] オプションが [給与計算の全実行] に設定されていると、回収処理は行わ
れます。
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回収処理の対象となる延滞残高には、延滞残高に新しく加算された金額は含まれません。

回収処理と資格

回収処理では、受給者の控除資格は確認されません。受給者に延滞残高があり、その控除がまだプロ
セス リストにあって純支給額が足りている場合は、その延滞残高の回収が試みられます。たとえば、延
滞残高のある受給者の有資格グループを変更した場合、その控除エレメントが新しい有資格グループに
指定されないと、この延滞残高の回収処理は続けられます。

例: 延滞と回収処理

この例では、以下のような情報があるとします。

• 純支給額 = 100

• 控除額 = 120

• 開始時の延滞残高 = 50

• [純支給額の確認を実行する] がオン、[部分控除を認める] がオフ、[控除延滞を認める] がオンで、[
延滞回収オプション] に [制限なし] が設定されているとします。

控除額および延滞加算額は以下のようになります。

• 未控除額 = 120

• 延滞加算額 = 120

• 控除額 = 0

回収処理は以下のように実行されます。

• 回収対象となる開始時の延滞残高 = 50

• 純支給額 = 100

• 回収額には 50 が設定されます。

• 回収額を控除額に加算します (0 + 50 = 50)。

延滞累計は以下のように計算されます。

• 開始時の残高 = 50

• 延滞加算額 = 120

• 回収額 = 50

• 計算式: 開始時の残高 + 延滞加算額 − 回収額

50 + 120 − 50 = 120.

控除エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[控除名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[給
与計算エレメント]、[控
除]、[控除名]

エレメント名を付け、基本
パラメータを定義します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[控除] - [控除名] - [エレ

メント X (Y)のユーザー

フィールド] (Xはエレメン

ト名、Yは名称)

GP_PIN_USR_FLD_SEC 控除名ページの [変換パラ
メータ]グループボックス内
の [ユーザーフィールド] リ
ンクをクリックします。

ユーザーフィールドを定義
して、個別のインスタンス
をエレメントに作成します。

[控除] - [計算] GP_ERN_DED_CALC [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
給与計算エレメント]、[
控除]、[計算]

控除エレメントの計算ルー
ルを定義します。

[控除] - [端数処理/

比例配分]

GP_ERN_DED_RND [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[給与計
算エレメント]、[控除]、[端
数処理/比例配分]

控除エレメントの端数処理
オプションおよび比例配分
オプションを指定します。

[控除] - [延滞] GP_ERN_DED_ARR [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
給与計算エレメント]、[
控除]、[延滞]

純支給額が控除額より少
ないときの処理方法、延滞
残高がある場合の、延滞
の回収方法、およびサード
パーティのシステムを使用
する受取人への支払方法
を指定します。

[控除] - [自動作成累計] GP_AUTOGEN_ACUM [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[給与計
算エレメント]、[控除]、[自
動作成累計]

控除エレメントの自動作成
累計の特性を定義します。

[控除] - [自動作成累計] -

[エレメント X (Y)の累計期

間] (Xはエレメント名、

Yは名称)

GP_ERN_DED_ACM_SEC "控除"の自動作成累計
ページの [累計期間]リンク
をクリックします。

自動的に作成される累計
を定義します。

[控除] - [自動作成累計] -

[エレメント X (Y)の作成済

エレメント] (Xはエレメン

ト名、Yは名称)

GP_AUTOGEN_SEC "控除"の自動作成累
計ページの [作成済エ
レメント表示] リンクをク
リックします。

控除エレメントに対して自
動的に作成されたコン
ポーネントと累計が表
示されます。

[控除] - [その他の累計] GP_ERN_DED_AC_ADDL [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[給与計
算エレメント]、[控除]、[そ
の他の累計]

控除エレメントの累計先と
なる、システムに定義済み
の累計を指定します。

[控除] - [受取人] GP_RCP_DED [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[給与計
算エレメント]、[控除]

控除の一般受取人を選択
します。税務署など、特定
の控除に対して受給者か
ら源泉徴収される金額の
全てを受け取る組織を
指定します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[控除] - [サポートエレメン

ト上書き]

GP_ELM_DFN_SOVR [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[給与計
算エレメント]、[控除]、[サ
ポートエレメント上書き]

控除エレメントの定義で使
用されている特定のサ
ポートエレメント、または控
除の定義に含まれていな
いサポートエレメントの値
を上書きします。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの定義に使用するページ」 、
201ページ

控除エレメント名の定義

全てのエレメントについて、エレメント名共通ページでその名称と基本パラメータを定義してください。グ
ローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN) とい
う共通の先頭ページが含まれています。ただし、控除名ページには、控除にのみ適用されるフィールド
がいくつかあります。

控除名ページは、支給名ページとほぼ同じです。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメント名の定義」 、 202ページ

控除エレメントのユーザー フィールドの定義

[控除]、"控除名" の "エレメント X (Y) のユーザー フィールド" ページ (X はエレメント名、Y は名称) は、
[支給]、"支給名" の "エレメント X (Y) のユーザー フィールド" ページ (X はエレメント名、Y は名称) と
ほぼ同じです。

重要: ユーザー フィールドを使用して控除が定義されている場合、そのユーザー フィールドは自動的に
控除の自動作成延滞累計のユーザー キーにコピーされます。ユーザー フィールドが変更されると、ユー
ザー フィールドを使用した延滞累計のキーも自動的に同期が取られます。エレメントの変換後は、ユー
ザー フィールドは変更できません。

関連項目:

第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントのユーザーフィールドの定義」
、 204ページ

控除エレメントの計算ルールの定義

"控除" の計算ページは、"支給" の計算ページとほぼ同じです。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの計算ルールの定義」 、 206
ページ

控除エレメントの端数処理オプションおよび比例配分オプションの定義

"控除" の端数処理/比例配分ページは、"支給" の端数処理/比例配分ページとほぼ同じです。
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関連項目:

第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの端数処理オプションおよび比
例配分オプションの定義」 、 209ページ

延滞情報の定義

"控除" の延滞ページにアクセスします。

"控除" - 延滞ページ

[純支給額の確認を実
行する]

このチェック ボックスをオンにすると、純支給額の確認が有効になります。
純支給額の確認を行うと、純支給額が控除額より少ない場合に、純支給額
がゼロまたは定義された下限額を下回らないようにすることができます。[
部分控除を認める] チェック ボックスと [控除延滞を認める] チェック ボッ
クスを使用して、その控除を差し引くのかどうか、またどのくらい差し引くの
かを指定することができます。

このチェック ボックスをオンにしないと、控除後の純支給額がマイナスにな
る場合でも、控除額が全額差し引かれます。その場合、純支給残高がマイ
ナスになった場合の処理を定義する必要があります。

純支給額がゼロでない下限額を下回らないようにするには、"プロセス リ
スト" の定義ページで下限額を定義します。

注: このページのその他のフィールドは、このチェック ボックスをオンにし
た場合にのみ、入力することができます。

参照: 第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「プロセス リストの設定」 、 400
ページ

[優先順位] ほかの控除に対する、この控除の優先順位を指定します。受給者の純支
給額が控除の合計額より少ない場合に、この値が参照されます。デフォル
トの値は 999 です。この値は 大値でもあります。優先順位番号の小さい
控除の方が、優先度が高くなります。たとえば、優先順位が 1 のエレメント
の控除額は、その他の控除を差し引く前に差し引かれます。
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同じ優先順位番号の控除が複数ある場合は、セクションに登録されている
順、つまり処理順序に従って、控除に対する純支給額の確認が行われま
す。控除に複数のインスタンスがある場合、優先順位は処理順序の逆に
なります。たとえば、エレメント D1 のインスタンス 1、2、および 3 がある場
合、その処理順序は 1、2、3 になります。反対に、純支給額の確認の順序
は 3、2、1 になります。

注: このフィールドは、控除の優先順位に基づいて純支給額の確認をする
場合に使用します。

控除エレメントを定義した国に対して純支給額確認フォーミュラが関連付
けられているか、または控除エレメントが全ての国に対して定義された場
合に、このフィールドは使用可能になります。国別の純支給額確認フォー
ミュラを指定するには、国別設定のページを使用します。

参照: 第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「純支給額
の確認と延滞処理について」 、 216ページ

[純支給額確認方法]

このグループ ボックスで、控除があればそのうちいくらを処理するのか、および未控除額を延滞残高とし
て管理するのかどうかを指定します。

[部分控除を認める] このチェック ボックスをオンにすると、控除後の純支給額がゼロ、または "
プロセス リスト" の定義ページで定義した純支給額の下限額を下回る場
合に、控除額の一部だけが差し引かれます。どのくらい控除するかは、次
のオプションから選択して指定します。

[純支給残額を使用]: このオプションを選択すると、控除可能な純支給残
額が全て差し引かれます。たとえば、受給者の純支給額が 100 で、控除
額が 120 の場合、100 が控除されます。純支給額の下限額を定義してい
る場合は、純支給額がその下限額を下回るような控除は行われません。

[フォーミュラを使用]: このオプションを選択すると、控除額の決定にフォー
ミュラが使用されます。

[フォーミュラを使用] オプションは、優先順位に基づいて純支給額の確認
を行う場合に、税引き前の控除に対して特に役に立ちます。たとえば、純
支給残額の 3 分の 1 など、純支給残額より少ない部分控除額を設定する
フォーミュラを作成することができます。こうすることで、純支給額確認サブ
プロセス セクションで必要とされるループ数を減らすことができます。フォー
ミュラでは、システム エレメント OVRD CURR AMT VAL に部分控除額を割
り当てるようにします。変換された金額は、純支給額の確認処理の前に端
数処理されるので、部分控除の金額については、端数処理の要件に応じ
て、このフォーミュラで端数処理を行う必要があります。この控除エレメン
トの値がプラスの値で、かつ、純支給額の下限額を考慮した上で、システ
ム エレメント NET AVAILABLE に格納されている純支給残額以下である
かどうかが確認されます。OVRD CURR AMT VAL の値がマイナスか、NET
AVAILABLE の値より大きい場合、控除および支給はエラーになります。

この場合、フォーミュラは次のようになります。(sy/NET AVAILABLE/2) >>
sy/OVRD CURR AMT VAL

このフォーミュラでは、純支給残額を分割して部分控除額を算出します。
初は 2 で割ります。
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このチェック ボックスをオンにしない場合、控除の全額を差し引くことがで
きないので、給与計算で控除は行われません。変換後の金額はゼロにな
ります。

[部分フォーミュラ エレメ
ント]

[フォーミュラを使用] オプションを選択する場合は、このフィールドに値を
入力します。

[控除延滞を認める] このチェック ボックスがオンの場合、控除額が控除可能な純支給額を上回
ると、控除額が延滞残高累計に保存されます。これにより、未控除額 ([部
分控除を認める] チェック ボックスの設定に従って、控除額の一部または
全部) の追跡が可能になり、将来の給与計算で控除する必要がある金額
として認識されます。将来の給与計算で回収する金額は、[延滞回収オプ
ション] グループ ボックスで指定します。

[純支給額の確認を実行する] チェック ボックスがオンの場合、未控除額
は常に保存されます。[控除延滞を認める] チェック ボックスがオンの場合
にのみ、未控除額が延滞加算額コンポーネントに移され、回収の対象とな
ります。さらに、この値は延滞残高に加算されます。

[サードパーティへの振替]

控除受取人に送金する控除額を指定します。受取人情報は、"控除" の受取人ページで定義します。

[控除済金額] 受給者に対する変換済みの金額だけを送金する場合は、このオプション
を選択します。この場合、未控除額コンポーネントに保存されている金額
は含まれません。

[計算済金額] 計算済みの金額、つまり変換された金額と未控除額の合計を送金する場
合は、このオプションを選択します。

例: サードパーティへの振替方法の比較

延滞額が回収されると、控除済み金額と計算済み金額の 終的な値は同一になります。以下のような
設定を想定します。

D1: 控除済み金額 (値 = 100)

D2: 計算済み金額 (値 = 100)

期間 1 では、純支給額が不足しているため、D1 に対しては 50、D2 に対してはゼロが控除されます。D1
に対しては、控除済み金額の 50 が送金されます。D2 に対しては、変換済みの金額と未控除額の合計
の 100 が送金されます。

期間 2 では、両方の控除に対する現在の控除額および回収額を、純支給額が上回っています。D1 は、
150 (現在の控除額 100 と回収額 50 の合計) に変換されます。D2 は、200 (現在の控除額 100 と回収
額 100 の合計) に変換されます。D1 に対しては 150 (現在の控除額と回収額の合計)、D2 に対しては
100 (現在の控除額のみ) が送金されます。期間 2 の後では、それぞれの控除に対して 200 が送金され
ています。

[延滞回収オプション]

[制限なし] このオプションを選択すると、延滞残高の全額の控除が試みられます。た
とえば、 初の給与計算の後で、受給者に 200 の延滞残高があったとしま
す。[制限なし] オプションを選択すると、次に給与計算が処理されるときに、
延滞残高全額の 200 の控除が試みられます。この額が回収額となります。
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[指定額を使用] このオプションを選択すると、数値を入力するか、またはブラケット、フォー
ミュラ、変数のエレメントを選択して、 大回収額を指定できます。

[回収タイプ] このフィールドは、[指定額を使用] オプションを選択した場合にのみ指定
できます。 大回収額の値を返すエレメントのタイプを選択します。この金
額が、各給与計算で延滞残高がゼロになるまで控除される 大の金額に
なります。

有効値は、[変数]、[数値]、[フォーミュラ]、および [ブラケット] です。

[回収エレメント] 大回収額を返すエレメントを選択するか、数値を入力します。変数、ブラ
ケット、およびフォーミュラの場合は、フィールド フォーマットが 10 進数ま
たは金額のエレメントのみが指定可能です。

注: [支給] または "控除" の計算ページで定義されている通貨が使用さ
れます。これらのページで通貨が定義されていない場合は、プライマリ権
限リスト基本設定ページで定義されている通貨が使用されます。

[延滞回収の管理]

回収がいつ行われるかを指定します。

[給与計算の全実行] このオプションを選択すると、受給者が支給を受けるたび、または受給者に
対しセグメントが処理されるたびに、延滞額の回収が行われます。これは、
期間内にジェネレーション コントロール条件が存在する場合も同様です。

[控除スケジュール] このオプションを選択すると、控除が変換されたときにのみ、回収が行わ
れます。たとえば、週単位の給与計算で毎月の 初の週次期間にのみ処
理 (変換) される控除があるとします。この期間に受給者に対して延滞が
作成されると、ジェネレーション コントロールが設定されているので、次の
月の 初の週次期間までその回収は行われません。ただし、スケジュー
ルされていない期間に対してポジティブ入力が行われている場合、回収が
実行されます。

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「ポジティブ入力の作成」 、 445ページ

控除エレメントの自動作成累計の定義

"控除" の自動作成累計ページは、"支給" の自動作成累計ページとほぼ同じです。

関連項目:

第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの自動作成累計の定義」 、 211
ページ

控除エレメントの累計期間の選択

[控除]、"自動作成累計" の "エレメント X (Y) の累計期間" ページ (X はエレメント名、Y は名称) は、
[支給]、"自動作成累計" の "エレメント X (Y) の累計期間" ページ (X はエレメント名、Y は名称) とほ
ぼ同じです。

関連項目:

第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの累計期間の選択」 、 212ページ
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控除エレメントの作成済みエレメントの表示

[控除]、"自動作成累計" の "エレメント X (Y) の作成済エレメント" ページ (X はエレメント名、Y は名称)
は、[支給]、"自動作成累計" の "エレメント X (Y) の作成済エレメント" ページ (X はエレメント名、Y は
名称) とほぼ同じです。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの作成済みエレメントの表示」
、 213ページ

控除エレメントの累計先となる累計の指定

"控除" の "その他の累計" ページは、"支給" の "その他の累計" ページとほぼ同じです。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの累計先となる累計の指定」
、 213ページ

控除の一般受取人の選択

"控除" の受取人ページにアクセスします。

"控除" - 受取人ページ

注: 初に、控除受取人定義ページで一般受取人を定義する必要があります。受取人を指定するフォー
ミュラを使用する場合は、先にそのフォーミュラを定義する必要があります。

[受取人タイプ] 受取人のタイプを選択します。有効値は、[受取人] と [受取人 ID] です。

[受取人] この控除の受取人または受取人 ID を指定します。

この控除で源泉徴収される全額に対する一般受取人がいる場合は、その
受取人を指定します。「銀行振込の定義」の章で説明されている控除受取
人コンポーネントで、一般または個人の受取人カテゴリを設定します。

有効値は、次のとおりです。

[受取人]: 一般受取人を指定するフォーミュラを使用する場合に選択しま
す。

[受取人 ID]: 控除額の全てを同一の一般受取人が受け取る場合に選択し
ます。

差し押さえがあるなど、受給者レベルで受取人を割り当てる場合は、この
フィールドは空欄にしておきます。代わりに、受給者用の控除受取人割当
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ページを使用して、特定の受給者に対する控除額の個人受取人を選択し
ます。特定の受給者または控除に対して複数の個人受取人を指定する場
合 (複数変換される控除の場合) は、受給者別エレメント割当ページまた
はエレメント別受給者割当ページを使用して、個人受取人をインスタンスに
割り当てます。

注: 控除に一般受取人を割り当てている場合でも、特定の受給者に対する
受取人を上書きできます。受取人を上書きするには、受給者用の控除受
取人割当ページで個人受取人を設定し、必要に応じて受給者別エレメント
割当ページまたはエレメント別受給者割当ページを使用します。

関連項目:

第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「控除受取人の定義」 、 950ページ

第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「控除と受給者に対する受取人の割り当て」 、 953ページ

控除エレメントの上書き

"控除" の "サポート エレメント上書き" ページは、"支給" の "サポート エレメント上書き" ページとほ
ぼ同じです。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの上書き」 、 215ページ

支給と控除の処理の準備
支給エレメントまたは控除エレメントを設定した後で、以下の作業を行う必要があります。

• エレメント グループへのエレメントの追加

エレメント グループを使って、資格対象エレメントのグループ化を行います。

• セクションへのエレメントの追加

セクションでは、処理の際にどのエレメントがどの順序で変換されるかを定義します。

関連項目:

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「エレメント グループの定義」 、 364ページ

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「セクションについて」 、 382ページ
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エレメント上書きの設定

この章では、エレメント割り当て上書きの概要と、以下の内容について説明します。

• ビジネス プロセスのニーズに応じたサポート エレメント上書きコンポーネントの修正および置換

• 標準コンポーネント上書き例の確認

• 代替コンポーネント上書き例の確認

エレメント上書きの設定について
グローバル ペイロールを使用すると、PeopleSoft 提供の以下のページを設定できます。

• エレメント詳細ページ (受給者別エレメント割当コンポーネントおよびエレメント別受給者割当コンポー
ネントからアクセス可能、支給/控除割り当てページとも呼ばれる)

• "ポジティブ入力 - 詳細" ページ (ポジティブ入力コンポーネントおよび"ポジティブ入力 - カレンダー別
" コンポーネントからアクセス可能)

これらの各ページをそのまま使用することも、以下のようにすることも可能です。

• 上書きするエレメントに適合するようにラベル、プロンプト テーブル、トランスレート値、およびオン/オフ
値を変更して各ページを修正します。

• エレメント詳細ページを置き換える新規のページおよびコンポーネントを作成します。これにより、さら
に柔軟にフィールド、ページ ラベル、プロンプト、およびその他のページ エレメントを定義できるように
なります。

PeopleSoft アプリケーション デザイナを使用して、ほかのコンポーネントと同様に PeopleSoft で代替の
ページおよびコンポーネントを作成します。

参照: Enterprise PeopleTools PeopleBook: PeopleSoft Application Designer

エレメント上書きコンポーネントの修正

2 つの設定コンポーネントを使用して、エレメント上書きページを修正できます。具体的には、エレメント
別設定コンポーネントおよびカテゴリ別設定コンポーネントで以下のことが可能です。

• エレメント詳細ページ (支給/控除割り当て用) を自分で作成した代替コンポーネントに置き換えます (
ローン、差し押さえ、および債券などの上書き処理のため)。

• エレメント詳細ページ (支給/控除割り当て用) と "ポジティブ入力 - 詳細" ページ (ポジティブ入力用)
を、以下の操作が可能なページを使用して修正します。

- サポート エレメント上書きのグループ ボックス ラベルの定義

- ユーザーが入力できるサポート エレメント上書きの指定
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- フィールドが必須であることの指定

- 各サポート エレメント上書きについて、適用するプロンプト、オン/オフ値、トランスレート値の指定

- サポート エレメント上書きラベルの定義

以下の表は、修正または置換できるエレメント上書きページのリストです。各ページに対して行うことが
できる変更内容を説明しています。

エレメント上書きペー
ジ名 アクセス方法 修正/置換

[追加の上書き] グ
ループ ボックスの

表示/非表示 要約

ポジティブ入力-詳
細

• ポジティブ入力
ページでアイコ
ンリンクをクリッ
クします。

• "PI - カレンダー
別"ページでア
イコンリンクをク
リックします。

可/不可 該当なし • [サポートエレメント上書き]グ
ループボックスの説明ラベル
を定義します。たとえば、標準
の [サポートエレメント上書き]
グループボックス内に新しい
グループボックスとして表示
されるグループボックスに"
車両手当上書き"というラベ
ルを付けることができます。

• [サポートエレメント上書き]
グループボックス内の汎用
フィールドラベルを名称ラベ
ルで置き換えます。たとえば、
オブジェクト名別に変数をリス
トする "変数名"というラベル
の付いたフィールドに、州ま
たはビジネスユニットを示す
変数に"州"や "会社"など
の名称ラベルを持つフィール
ドを挿入できます。

• [サポートエレメント上書き]
グループボックス内のこれら
のフィールドラベルを、オン/
オフ編集プロンプト、トランス
レートテーブルプロンプト、お
よび標準プロンプトなどのプ
ロンプトにリンクします。たと
えば、"州"または"場所"の
フィールドを定義して、州また
は場所のプロンプトテーブル
にリンクできます。

• ユーザーにデータの入力を義
務付ける"必須"としてフィー
ルドを定義します。
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エレメント詳細 • 受給者別エレメ
ント割当ページ
で [エレメント名]
リンクをクリック
します。

• エレメント別受給
者割当ページで
[従業員 ID] リン
クをクリックしま
す。

• ·受給者別エレメ
ント割当ページ
またはエレメン
ト別受給者割当
ページで [新規
割当を追加]ボ
タンをクリックし
ます。

可/可 可 • [サポートエレメント上書き]
グループボックスの説明ラベ
ルを定義します。たとえば、
特定の車両手当金額につい
て"サポートエレメント上書き
"ではなく "車両手当上書き"
とグループボックスにラベル
を付けることができます。

• [サポートエレメント上書き]
グループボックス内の汎用
フィールドラベルを名称ラベ
ルで置き換えます。たとえば、
オブジェクト名別に変数をリ
ストする "変数名"というラベ
ルの付いたフィールドに、州
またはビジネスユニットを示
す変数に"州"や "会社"な
どの名称ラベルを持つフィー
ルドを挿入できます。

• [サポートエレメント上書き]
グループボックス内のこれら
のフィールドラベルを、オン/
オフ編集プロンプト、トランス
レートテーブルプロンプト、お
よび標準プロンプトなどのプ
ロンプトにリンクします。たと
えば、"州"または"場所"の
フィールドを定義して、州また
は場所のプロンプトテーブル
にリンクできます。

• ユーザーにデータの入力を義
務付ける"必須"としてフィー
ルドを定義します。

• エレメント詳細ページを設定
して、[追加の上書き]グルー
プボックスのフィールドの表
示/非表示を切り替えます。

エレメント上書き割り当ての設定
このセクションでは、設定コンポーネントおよび修正手順の概要、標準および代替のエレメント上書きコン
ポーネント作成に使用するページについて説明します。

設定コンポーネントについて

PeopleSoft は、サポート エレメント上書きコンポーネントを修正または置換できる以下の 2 つのよく似た
コンポーネントを提供しています。

• [エレメント別設定]

• [カテゴリ別設定]
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これらのコンポーネントでは、以下の操作が可能です。

• [上書き適用] フィールドで [両方] オプションを選択すると、エレメント詳細ページと "ポジティブ入力 -
詳細" ページの両方に適用されるサポート エレメント上書き変更を定義できます。

• [上書き適用] フィールドで [エレメント割当] オプションを選択すると、エレメント詳細ページ (受給者別
エレメント割当コンポーネントおよびエレメント別受給者割当コンポーネントからアクセス可能) を修正
できます。

• [上書き適用] フィールドで [ポジティブ入力] オプションを選択すると、"ポジティブ入力 - 詳細" ページ
(ポジティブ入力コンポーネントからアクセス可能) を修正できます。

注: エレメント別設定を定義するときに、処理する支給エレメントまたは控除エレメントがエレメント割当レ
ベルまたはポジティブ入力でのみデータ入力を許可している場合があります。その場合、このページに表
示されるオプションが制限されるため、いずれかのページにのみ適用される上書きを設定します。

注: たとえば "税" などのカテゴリに対して表示テンプレートを設定し、そのカテゴリ内のあるエレメント
に対して固有の表示テンプレートを設定する場合、エレメント レベルで行った設定が優先されます。つま
り、あるカテゴリ内に 15 のエレメントがあり、そのうちの 14 では 1 つの表示テンプレートを使用するが、
1 つのエレメントでは別の表示テンプレートが必要な場合、2 つの設定を行うだけでニーズに対応するこ
とができます。

標準の修正手順について

エレメント上書きコンポーネントを修正するには、次の手順に従います。

1. エレメントのエレメント別設定コンポーネントまたはカテゴリ別設定コンポーネントにアクセスします。

2. [フレーム ラベル上書き] グループ ボックスで、[ラベル タイプ] を使用して、ユーザー独自のエレ
メント上書きグループ ボックスのラベルを定義します。

[ラベル タイプ] で [メッセージ カタログ] オプションが選択されると、[メッセージ セット] および [メッ
セージ番号] などのフィールドが表示されます。[ラベル タイプ] で [静的テキスト] オプションが選
択されると、[ラベル] フィールドだけが表示されます。

3. 支給/控除割り当てとポジティブ入力の両方に標準の上書きを作成する計画で、上書き情報がそ
れぞれに同じ場合は、[上書き適用] フィールドの [両方] オプションを選択します。

4. 支給/控除割り当て上書きとポジティブ入力上書きに異なる指定を行う場合は、[上書き適用] ド
ロップダウン フィールドの [エレメント割当] または [ポジティブ入力] オプションを選択します。

5. コンポーネントを保存します。

代替コンポーネントの修正手順について

代替コンポーネントを作成し、それを使用してエレメントの既存のエレメント詳細ページを置換するには、
次の手順に従います。

1. PeopleSoft アプリケーション デザイナを使用して置換コンポーネントを作成します。

参照: Enterprise PeopleTools PeopleBook: PeopleSoft Application Designer

2. エレメントのエレメント別設定コンポーネントまたはカテゴリ別設定コンポーネントにアクセスします。

3. 共通設定ページで、[フレーム ラベル上書き] グループ ボックスの [ラベル タイプ]、[メッセージ
セット]、[メッセージ番号]、[ラベル] の各フィールドを使用して、ユーザー独自のエレメント上書き
グループ ボックスのラベルを定義します。ここでは、エレメント詳細ページを代替コンポーネントに
置き換えるので、これは "ポジティブ入力 - 詳細" ページのみに適用されます。
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4. [エレメント割当ページ] グループ ボックスで、[代替ページの使用] オプションを選択します。

[標準ページの使用] オプションから [代替ページの使用] オプションに切り替えるときに、[標準
ページおよびポジティブ入力の上書き] リストの内容が評価されます。このリストは、ポジティブ入
力ページの表示にのみ適用されるようになります。標準エレメント割当ページの表示を制御する
ように設定されている項目があった場合、その項目は削除され、以下の警告が表示されます。

"エレメント割当ページを変更すると、エレメント上書きリストは削除されます。" (17000,136)

カスタム データ入力ページを使用するように設定を変更すると、上書きのリストはポジティブ入力
の入力にのみ適用されるようになります。エレメント割当、またはエレメント割当とポジティブ入力
の両方に適用される行は削除されます。

変更を完了するには [OK] をクリックします。変更をキャンセルして現在のデータを保持するには
[キャンセル] をクリックします。

[OK] をクリックして [代替ページの使用] オプションを有効にします。

5. [コンテンツ参照名] フィールドに、手順 1 で定義したコンテンツ参照を ([PeopleTools]、[ポータル]、
[フォルダ/コンテンツ参照] で定義されているとおり) 入力します。

6. カテゴリ別設定を使用するときは、[標準ページおよびポジティブ入力の上書き] グリッドで修正を
行います。エレメント別設定では、[ポジティブ入力の上書き] グリッドで修正を行います。[上書き
適用] フィールドには [ポジティブ入力] オプションだけが表示されます。

注: "ポジティブ入力 - 詳細" ページを代替コンポーネントで置き換えることはできません。"ポジ
ティブ入力 - 詳細" ページに対する修正は、エレメントの上書きグループ ボックスでのフィールド、
ラベル、プロンプトに限定されます。

7. コンポーネントを保存します。
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エレメント上書きの設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[カテゴリ別設定] GP_ED_SETUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇
欠勤管理]、[システム設
定]、[カテゴリ別設定]、[カ
テゴリ別設定]

[サポートエレメント上書き]
グループボックスのユー
ザー独自のラベルを定義
します。このラベルは、シ
ステム内で指定のエレメン
トカテゴリ内のエレメントに
ついて表示されます。エレ
メント詳細ページと "ポジ
ティブ入力-詳細"ページ
の両方に適用されます。

エレメント割当ページを指
定します (エレメント詳細
ページにのみ適用されま
す)。標準ページを使用す
ると、[追加の上書き]グ
ループボックスのフィール
ドを表示するかどうかを制
御できます。カスタムペー
ジを使用すると、表示する
ページ、およびそのページ
に移動するための追加の
検索条件を指定すること
ができます。

[サポートエレメント上書き]
フィールドをエレメント詳細
ページと "ポジティブ入力-
詳細"ページの両方で同じ
ように表示したい場合は、
標準のエレメント上書き設
定を入力します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[エレメント別設定] GP_ED_SETUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[システム設定]、[エ
レメント別設定]、[エレ
メント別設定]

[サポートエレメント上書き]
グループボックスのユー
ザー独自のラベルを定義
します。このラベルは、シ
ステム内で指定のエレメン
トカテゴリ内のエレメントに
ついて表示されます。エレ
メント詳細ページとポジティ
ブ入力-詳細ページの両
方に適用されます。

エレメント割当ページを指
定します (エレメント詳細
ページにのみ適用されま
す)。標準ページを使用す
ると、[追加の上書き]グ
ループボックスのフィール
ドを表示するかどうかを制
御できます。カスタムペー
ジを使用すると、表示する
ページ、およびそのページ
に移動するための追加の
検索条件を指定すること
ができます。

[サポートエレメント上書き]
フィールドをエレメント詳細
ページと "ポジティブ入力-
詳細"ページの両方で同じ
ように表示したい場合は、
標準のエレメント上書き設
定を入力します。

注: このページは、カテゴ
リ別設定ページと似て
います。

参照: 第 9章、 「エレメント
上書きの設定」、 「共通の
エレメント上書き設定の入
力」、 239ページ

共通のエレメント上書き設定の入力

カテゴリ別設定ページにアクセスします。
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カテゴリ別設定ページ

注: このスクリーン ショットは、カテゴリ別設定ページを示しています。このページは、エレメント別設定
ページと非常によく似ています。

[国] エレメント上書きページを設定する国を表示します。

[カテゴリ] カテゴリ別設定ページを表示すると、エレメント上書きコンポーネントを修
正するエレメントのカテゴリ (支給または控除) が表示されます。

注: カテゴリ タイプ ページでエレメントのカテゴリを定義します。

エレメント名共通ページ (GP_PIN) でエレメントにカテゴリを割り当てます。

[エレメント タイプ] エレメント上書きコンポーネントを修正するエレメント タイプが表示されま
す。

有効値は以下のとおりです。

• 支給

• 控除

注: [エレメント タイプ] は空白のままにすることもできます。支給および控
除のいずれでも、カテゴリ内の全てのエレメントに同じ設定を使用するとき
は、そのカテゴリに 1 つの設定を定義して、[エレメント タイプ] フィールド
は空白にしておきます。

[エレメント名] エレメント別設定ページを表示すると、エレメント上書きページを修正する
エレメントが表示されます。

[フレーム ラベル上書き] グループ ボックス

次のフィールドを使用して、エレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページの汎用の [サポート
エレメント上書き] グループ ボックスのラベルと置き換える名称ラベルを定義します。
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注: システムは、PeopleSoft 提供または標準のサポート エレメント上書きコンポーネントについてこれら
の値を参照します。

[ラベル タイプ] 以下のオプションから 1 つ選択します。

• [静的テキスト]

[静的テキスト] を選択する場合は、[ラベル] フィールドに静的ラベルを
入力する必要があります。

• [メッセージ カタログ]

[メッセージ カタログ] を選択する場合は、新しいラベルのメッセージ セッ
トとメッセージ番号を指定する必要があります。

メッセージ セットとメッセージ番号を入力すると、関連するラベルが表示
されます。

[メッセージ セット] エレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページに表示するラベル
を含むメッセージ セットを選択します。

このフィールドは、[ラベル タイプ] で [メッセージ カタログ] を選択すると使
用可能になります。

[メッセージ番号] エレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページに表示するラベル
に対応するメッセージ番号を選択します。

このフィールドは、[ラベル タイプ] で [メッセージ カタログ] を選択すると使
用可能になります。

[ラベル] エレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページに表示するラベ
ルを入力します。

このフィールドは、[ラベル タイプ] で [静的テキスト] を選択すると使用可
能になります。

[エレメント割当ページ] グループ ボックス

次のフィールドを使用して、標準ページを使用するか、またはエレメント詳細ページと "ポジティブ入力 -
詳細" ページを置き換える全体的に新規のコンポーネントを指定します。新規のコンポーネントにより、
さらに柔軟にフィールド、ページ ラベル、プロンプト、およびその他のページ エレメントを定義できるよう
になります。

[標準ページの使用] 特定のエレメントのエレメント上書きページを (置換ではなく) 設定する場
合に選択します。

[代替ページの使用] 特定のエレメントのエレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ペー
ジを置き換える、代替ページおよびコンポーネントを指定する場合に選択
します。

このオプションを選択する場合は、[コンテンツ参照名] フィールドにポータ
ル定義を入力する必要があります。

注: このページで選択する前に、代替ページ、コンポーネント、およびポー
タル コンテンツ参照を作成しておく必要があります。

参照: Enterprise PeopleTools PeopleBook: PeopleSoft Application Designer

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 241



エレメント上書きの設定 第 9 章

[コンテンツ参照名] 標準のエレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページを置き換
える、作成済みのコンテンツ参照の名前を入力します。

このフィールドは、[代替ページの使用] を選択した場合にのみ表示されま
す。

[追加の上書きの表示] エレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページの [追加の上書
き] グループ ボックスの既存のフィールドを表示する場合に選択します。

このフィールドは、[標準ページの使用] を選択する場合にのみ関係します。

標準ページおよびポジティブ入力の上書き設定の入力

[標準ページおよびポジティブ入力の上書き] グループ ボックスの各フィールドを使用して、支給/控除割
り当て入力とポジティブ入力の両方に、同じエレメント上書き修正ルールを指定します。具体的には、[エ
レメント] タブと [コントロール] タブを使用して以下の項目を定義します。

• エレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページでユーザーが上書きできるようにするサポー
ト エレメント

• サポート エレメントがエレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページに表示される順序

• プロンプトおよび必須のフィールド

[表示順序] 上書きエレメントがエレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ペー
ジに表示される順序を定義する順序番号を入力します。

注: 上書きエレメントは昇順にリストされます。

[上書き適用] 以下の値から 1 つを入力します。

• [両方]: エレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページの両方
に適用されるサポート エレメント上書き変更を定義します。

• [エレメント割当]: エレメント詳細ページ (受給者別エレメント割当コン
ポーネントおよびエレメント別受給者割当コンポーネントからアクセス可
能) を修正します。

• [ポジティブ入力]: "ポジティブ入力 - 詳細" ページ (ポジティブ入力コン
ポーネントからアクセス可能) を修正します。

[入力タイプ] エレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページで上書きを入力す
るサポート エレメントの種類を入力します。

エレメント割当で上書きに使用できる [入力タイプ] は、[変数] だけです。
ポジティブ入力では、[システム エレメント] と [変数] のいずれかを選択で
きます。

[エレメント名] 指定した入力タイプに対応するエレメントを選択します。

受給者レベルでの上書きを許可するように設定されたエレメントのみが検
索画面に表示されます。

また、[上書き適用] で [エレメント割当] または [両方] オプションが選択さ
れている場合、金額タイプの変数エレメントは許可されません。ポジティブ
入力に適用される上書きでのみ、金額タイプの変数を入力できます。

[上書き必須] 有効値は以下のとおりです。
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• [両方]: エレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページでエレ
メントを必須にする場合に選択します。

• [エレメント割当]: エレメント詳細ページでエレメントを必須にする場合に
選択します。

• [ポジティブ入力]: "ポジティブ入力 - 詳細" ページでエレメントを必須に
する場合に選択します。

この値が選択されていて、ユーザーがエレメント詳細ページまたはカレン
ダー ID 上書き詳細ページでエレメントの値を入力しないと、ユーザーは
ページを保存できません。

注: ゼロは数値型フィールドに対する実際の値とは見なされません。した
がって、ユーザーが数値型のエレメントを必須にする場合、エレメント詳
細ページまたは "ポジティブ入力 - 詳細" ページでそのエレメントにゼロ
を入力することはできません。

[編集タイプ] このフィールドを使用して、プロンプト テーブル編集に [エレメント名] フィー
ルドで指定されたサポート エレメントを関連付けます。

以下の値から 1 つを入力します。

• [プロンプト無]

テーブル編集にサポート エレメントを関連付けない場合に選択します。

• [Xlat 値]

トランスレート テーブル編集にサポート エレメントを関連付ける場合に
選択します。

このオプションを選択する場合は、[プロンプト ビュー名] フィールドでトラ
ンスレート テーブルを特定する必要があります。

• [オン/オフ]

オン/オフ編集にサポート エレメントを関連付ける場合に選択します。

[オン/オフ] を選択すると、エレメント詳細ページまたは "ポジティブ入力
- 詳細" ページでサポート エレメント上書きのフィールドの隣にチェック
ボックスが表示されます。

• [プロンプト]

プロンプト テーブル編集にサポート エレメントを関連付ける場合に選択
します。

このオプションを選択する場合は、[プロンプト ビュー名] フィールドでプ
ロンプト ビューを特定する必要があります。

[フィールド ラベル タイプ] 以下のオプションから 1 つ選択します。

• [名称]

[名称] を選択すると、サポート エレメントの略称が [フィールド ラベル]
に表示専用で表示されます。

• [エレメント名]

[エレメント名] を選択すると、[フィールド ラベル] は空白で表示専用に
なります。
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• [静的テキスト]

[静的テキスト] を選択する場合は、[フィールド ラベル] に 30 文字まで
の英数字を入力する必要があります。

注: エレメントはエレメント詳細ページまたは "ポジティブ入力 - 詳細" ペー
ジに、エレメントの名称または名前をラベルとして使用して表示されます。

[フィールド ラベル] [フィールド ラベル タイプ] で [静的テキスト] を選択する場合は、1 ～ 30
文字の英数字を入力する必要があります。このテキストは、エレメント詳細
ページまたはポジティブ入力 - 詳細ページにこのフィールドを表示すると
きに、ラベルとして使用されます。

エレメント別設定ページにアクセスします。

エレメント割当ページに固有の設定の入力

前述のとおり、エレメント レベルの設定を行う支給または控除エレメントが、受給者 (エレメント割当) レ
ベルまたはポジティブ入力 (ポジティブ入力 - 詳細) レベルでの上書きは許可するが、両方での上書き
を許可しない場合があります。ポジティブ入力レベルでの上書きを許可しないエレメントでは、設定ペー
ジは次のように表示されます。

エレメント別設定ページにアクセスします。

エレメント別設定ページ

エレメント別設定ページ - [コントロール] タブ
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[エレメント割当ページ] グループ ボックス

次のフィールドを使用して、エレメント詳細ページの汎用の [サポート エレメント上書き] グループ ボック
スのラベルと置き換える名称ラベルを定義します。

注: システムは、PeopleSoft 提供または標準のサポート エレメント上書きコンポーネントについてこれら
の値を参照します。

[ラベル タイプ] 以下のオプションから 1 つ選択します。

• [静的テキスト]

[静的テキスト] を選択する場合は、[ラベル] フィールドに静的ラベルを
入力する必要があります。

• [メッセージ カタログ]

[メッセージ カタログ] を選択する場合は、新しいラベルのメッセージ セッ
トとメッセージ番号を指定する必要があります。

メッセージ セットとメッセージ番号を入力すると、関連するラベルが表示
されます。

[メッセージ セット] エレメント詳細ページに表示するラベルを含むメッセージ セットを選択しま
す。

このフィールドは、[ラベル タイプ] フィールドで [メッセージ カタログ] オプ
ションを選択すると使用可能になります。

[メッセージ番号] エレメント詳細ページに表示するラベルに対応するメッセージ番号を選択
します。

このフィールドは、[ラベル タイプ] フィールドで [メッセージ カタログ] オプ
ションを選択すると使用可能になります。

[ラベル] エレメント詳細ページに表示するラベルを入力します。

このフィールドは、[ラベル タイプ] フィールドで [静的テキスト] オプション
を選択すると使用可能になります。

[標準ページおよびポジティブ入力の上書き]

[標準ページおよびポジティブ入力の上書き] グループ ボックスの各フィールドを使用して、支給/控除
割り当て入力に、同じエレメント上書き修正ルールを指定します。具体的には、[エレメント] タブと [コン
トロール] タブを使用して以下の項目を定義します。

• エレメント詳細ページでユーザーが上書きできるようにするサポート エレメント

• サポート エレメントがエレメント詳細ページに表示される順序

• プロンプトおよび必須のフィールド

[表示順序] 上書きエレメントがエレメント詳細ページに表示される順序を定義する順
序番号を入力します。

注: 上書きエレメントは昇順にリストされます。

[エレメント名] 指定した入力タイプに対応するエレメントを選択します。
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受給者レベルでの上書きを許可するように設定されたエレメントのみが検
索画面に表示されます。また、金額タイプの変数エレメントは許可されませ
ん。

[上書き必須] 有効値は以下のとおりです。

• [両方]: エレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページでエレ
メントを必須にする場合に選択します。

• [エレメント割当]: エレメント詳細ページでエレメントを必須にする場合に
選択します。

• [ポジティブ入力]: "ポジティブ入力 - 詳細" ページでエレメントを必須に
する場合に選択します。

この値が選択されていて、ユーザーがエレメント詳細ページまたはカレン
ダー ID 上書き詳細ページでエレメントの値を入力しないと、ユーザーは
ページを保存できません。

注: ゼロは数値型フィールドに対する実際の値とは見なされません。し
たがって、ユーザーが数値型のエレメントを必須にする場合、エレメント
詳細ページまたはポジティブ入力 - 詳細ページでそのエレメントにゼロ
を入力することはできません。

[編集タイプ] このフィールドを使用して、プロンプト テーブル編集に [エレメント名] フィー
ルドで指定されたサポート エレメントを関連付けます。

以下の値から 1 つを入力します。

• [プロンプト無]

テーブル編集にサポート エレメントを関連付けない場合に選択します。

• [Xlat 値]

トランスレート テーブル編集にサポート エレメントを関連付ける場合に
選択します。

このオプションを選択する場合は、[プロンプト ビュー名] フィールドでトラ
ンスレート テーブルを特定する必要があります。

• [オン/オフ]

オン/オフ編集にサポート エレメントを関連付ける場合に選択します。

[オン/オフ] を選択すると、エレメント詳細ページのサポート エレメント上
書きのフィールドの隣にチェック ボックスが表示されます。

• [プロンプト]

プロンプト テーブル編集にサポート エレメントを関連付ける場合に選択
します。

このオプションを選択する場合は、[プロンプト ビュー名] フィールドでプ
ロンプト ビューを特定する必要があります。

[フィールド ラベル タイプ] 以下のオプションから 1 つ選択します。

• [名称]

[名称] を選択すると、サポート エレメントの略称が [フィールド ラベル]
に表示専用で表示されます。
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• [エレメント名]

[エレメント名] を選択すると、[フィールド ラベル] は空白で表示専用に
なります。

• [静的テキスト]

[静的テキスト] を選択する場合は、[フィールド ラベル] に 30 文字まで
の英数字を入力する必要があります。

[フィールド ラベル] [フィールド ラベル タイプ] で [静的テキスト] を選択する場合は、1 ～ 30
文字の英数字を入力する必要があります。このテキストは、エレメント詳細
ページまたはポジティブ入力 - 詳細ページにこのフィールドを表示すると
きに、ラベルとして使用されます。

ポジティブ入力の上書きに固有の設定の入力

前述のとおり、エレメント レベルの設定を行う支給または控除エレメントが、受給者 (エレメント割当) レ
ベルまたはポジティブ入力 (ポジティブ入力 - 詳細) レベルでの上書きは許可するが、両方での上書き
を許可しない場合があります。受給者レベルでの上書きを許可しないエレメントでは、設定ページは次の
ように表示されます。

エレメント別設定ページにアクセスします。

エレメント別設定ページ

エレメント別設定ページ - [コントロール] タブ

[表示順序] 上書きエレメントが "ポジティブ入力 - 詳細" ページに表示される順序を
定義する順序番号を入力します。

注: 上書きエレメントは昇順にリストされます。

[エレメント入力タイプ] "ポジティブ入力 - 詳細" ページで上書きを入力するサポート エレメントの
種類を入力します。
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以下の値から選択します。

• [変数]

• [システム エレメント]

[エレメント名] エレメントの名前を入力します。

受給者レベルでの上書きを許可するように設定されたエレメントのみが検
索画面に表示されます。

[上書き必須] 有効値は以下のとおりです。

• [両方]: エレメント詳細ページと "ポジティブ入力 - 詳細" ページでエレ
メントを必須にする場合に選択します。

• [エレメント割当]: エレメント詳細ページでエレメントを必須にする場合に
選択します。

• [ポジティブ入力]: "ポジティブ入力 - 詳細" ページでエレメントを必須に
する場合に選択します。

この値が選択されていて、ユーザーがエレメント詳細ページまたはカレン
ダー ID 上書き詳細ページでエレメントの値を入力しないと、ユーザーは
ページを保存できません。

注: ゼロは数値型フィールドに対する実際の値とは見なされません。し
たがって、ユーザーが数値型のエレメントを必須にする場合、エレメント
詳細ページまたはポジティブ入力 - 詳細ページでそのエレメントにゼロ
を入力することはできません。

[編集タイプ] このフィールドを使用して、プロンプト テーブル編集に [エレメント名] フィー
ルドで指定されたサポート エレメントを関連付けます。

以下の値から 1 つを入力します。

• [プロンプト無]

テーブル編集にサポート エレメントを関連付けない場合に選択します。

• [Xlat 値]

トランスレート テーブル編集にサポート エレメントを関連付ける場合に選
択します。このオプションを選択する場合は、[プロンプト ビュー名] フィー
ルドでトランスレート テーブルを特定する必要があります。

• [オン/オフ]

オン/オフ編集にサポート エレメントを関連付ける場合に選択します。[オ
ン/オフ] を選択すると、"ポジティブ入力 - 詳細" ページでサポート エレ
メント上書きのフィールドの隣にチェック ボックスが表示されます。

• [プロンプト]

プロンプト テーブル編集にサポート エレメントを関連付ける場合に選択
します。このオプションを選択する場合は、[プロンプト ビュー名] フィール
ドでプロンプト ビューを特定する必要があります。

[フィールド ラベル タイプ] 以下のオプションから 1 つ選択します。

• [名称]
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[名称] を選択すると、サポート エレメントの略称が [フィールド ラベル]
に表示専用で表示されます。

• [エレメント名]

[エレメント名] を選択すると、[フィールド ラベル] は空白で表示専用に
なります。

• [静的テキスト]

[静的テキスト] を選択する場合は、[フィールド ラベル] に 30 文字まで
の英数字を入力する必要があります。

注: エレメントはエレメント詳細ページまたはポジティブ入力 - 詳細ページ
に、エレメントの名称または名前をラベルとして使用して表示されます。

[フィールド ラベル] [フィールド ラベル タイプ] で [静的テキスト] を選択する場合は、1 ～ 30
文字の英数字を入力する必要があります。このテキストは、エレメント詳細
ページまたはポジティブ入力 - 詳細ページにこのフィールドを表示すると
きに、ラベルとして使用されます。

標準コンポーネント上書き例の確認
支給/控除割り当てまたはポジティブ入力のどちらかについて、エレメント上書き詳細ページの外観を修正
する場合、[エレメント割当ページ] グループ ボックスで [標準ページの使用] オプションを選択して、標準
コンポーネント上書きを作成できます。. たとえば、指定のエレメントまたはエレメント カテゴリについて、"
ポジティブ入力 - 詳細" とエレメント詳細ページの両方で [サポート エレメント上書き] グループ ボックス
の外観を修正する場合は、[標準ページおよびポジティブ入力の上書き] グリッドを使用して定義します。
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[標準ページの使用] オプションを使用する [標準ページおよびポジティブ入力の上書き] の例

[標準ページおよびポジティブ入力の上書き] のタブの例

注: "ポジティブ入力 - 詳細" ページに同じフィールドが適用または表示されるようにするには、[上書き
適用] フィールドの [ポジティブ入力] オプションを選択する必要があります。エレメント詳細ページとポジ
ティブ入力 - 詳細ページの両方に同じフィールドが表示されるようにするには、[上書き適用] フィールド
の [両方] オプションを選択します。

標準の設定を定義したら、受給者別エレメント割当ページ (またはエレメント別受給者割当ページ) にア
クセスして、以下のように "Superannuation" のエレメント カテゴリに属する控除エレメントを割り当てまた
は上書きできます。
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標準コンポーネント設定の受給者別エレメント割当ページの例

[ER ADDLSPR] の [エレメント名] リンクをクリックし、エレメント詳細ページにアクセスすると、出荷時のグ
ループ ボックスではなく修正済みの [サポート エレメント上書き] グループ ボックスが表示されます。

エレメント詳細ページの例 (1/2)
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エレメント詳細ページの例 (2/2)

上記において、[サポート エレメント上書き] グループ ボックスおよびフィールドはユーザー定義であるこ
とに注意してください。グループ ボックスはこれで [Superannuation Override] という名前になり、グルー
プ ボックス内のフィールドは [標準ページおよびポジティブ入力の上書き] グリッドで先に定義したユー
ザー定義のラベルを持ちます。また、[エレメント割当ページ] グループ ボックスで、[追加の上書きの表
示] チェック ボックスがオンにされているので、[Superannuation Override] グループ ボックスの下に [追
加の上書き] グループ ボックスが表示されます。このチェック ボックスをオフにすると、このグループ ボッ
クスは表示されません。

注: この例では、[上書き適用] フィールドで [エレメント割当] オプションが選択されているので、標準の "
ポジティブ入力 - 詳細" ページ (ポジティブ入力ページからアクセス可能) は修正されません。

代替コンポーネント上書き例の確認
エレメント上書き詳細ページを全て一緒に置換する (支給/控除割り当て上書きについてのみ) 場合は、
PeopleSoft アプリケーション デザイナで置換用の代替コンポーネントを作成できます。そして、置換コン
ポーネントを指すエレメントまたはエレメント カテゴリの設定ルールを作成します。たとえば、PENSION AL
1 エレメントの上書き詳細ページをユーザー独自のデザインのコンポーネントに置き換える場合は、以下
のように定義します。

置換コンポーネントのコンテンツ参照名を入力します。
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コンテンツ参照名の入力例

置換コンポーネントを定義したら、受給者別エレメント割当ページ (またはエレメント別受給者割当ページ)
にアクセスして、以下のように PENSION AL 1 エレメントを割り当てまたは上書きできます。

代替コンポーネント設定の受給者別エレメント割当ページの例

[PENSION AL 1] の [エレメント名] リンクをクリックし、エレメントのエレメント詳細ページにアクセスする
と、出荷時のエレメント詳細ページではなく以下の置換コンポーネントが表示されます。
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ユーザー定義の代替ページの例

ページ タイトル、グループ ボックス タイトル、およびこのページ (HC_GPFR_GAR_DAT_GBL) の全てのフィー
ルド ラベルはユーザー定義です。このページは、PeopleSoft アプリケーション デザイナでユーザーが作
成しました。
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累計の設定

この章では、累計の概要、および以下の項目について説明します。

• 累計の定義

• 累計の調整

累計について
この章では、以下の項目について説明します。

• 累計エレメント

• バッチ処理における残高累計

• 遡及処理および累計

累計エレメント

累計は、処理される際に定義済みの項目の累積値を保存するエレメントです。たとえば、発生した休暇
付与残数、支給総額、およびその他の累積値を保存できます。

累計エレメントは以下のように定義できます。

• 自動

支給、控除、または休暇付与エレメントを作成すると、特定の期間にわたってエレメントの値を追跡す
るために一連の累計エレメントが自動的に作成されます。自動作成累計では、通常は単一のエレメント
の値が累計されます。累計エレメントが追跡する期間を指定します。

• 手動

累計エレメントを作成して、全ての任意控除や全ての発生している休暇付与など、いくつかのエレメント
を追跡できます。累計エレメントが追跡するエレメントを選択し、累計の対象となる期間を定義します。
特定の期間にわたって単一の値または複数の値を累計できます。

累計には、以下に示すように 1 つは単一のセグメントに関するタイプと、いくつかの計算期間にわたる
タイプの 2 つのタイプがあります。

• セグメント累計は、単一の総額/純額計算中に値を累計します。

• 残高累計は、1 か月間または 1 年間など、特定の期間中の値を累計します。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「自動作成累計」 、 192ページ
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バッチ処理における残高累計について

このセクションでは、バッチ処理における累計残高のさまざまな処理方法について説明します。

残高の更新

前回の期間の終了時点以降の累計の値がロードされます。累計が処理されるときに、現在の期間の値
が前回の値に加えられ、 新の残高が保存されます。バッチ処理により、各期間に対して同様にこの累
計が繰り越されます。

新規インスタンスの作成

累計を定義するときに、属性 (レベル、基準日など) や対象期間 (カレンダー年など) を割り当てます。レ
ベルによって、職務別に集計値を保存するか、従業員単位で全ての職務について合算した集計値を保存
するかが決定されます。ユーザー キー (契約、部門など) を追加すると、細かい設定ができます。また、
期間および基準日によって、適切な期間が決定されます。これらの属性が相互に関連して、バッチ処理
で累計インスタンスごとにどのように値を累計するのか、どのタイミングで累計を行うのか、などが決定さ
れます。キー フィールドの値を変更するたびに、残高およびセグメント累計の新しいインスタンスが作成
されます。また、残高累計では新しい期間ごとに新しいインスタンスが作成されます。

結果テーブルへの書き込み

累計ページの設定によって、結果テーブルにその累計を自動的に書き込むかどうかが指定されます。累
計残高をいつ終了するのかは、終了日後の保持期間として指定される月数を基準に、それぞれのインス
タンスの累計終了日と現在の支給期間の開始日を比較して決定されます。

関連項目:

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 381ページ

遡及処理および累計

遡及処理を使用する際に、累計についていくつか考慮が必要なことがあります。

セグメント累計のデルタのみが繰り越せます。これは、累計残高のデルタを繰り越すと、累計対象として
エレメントを二重に計算するおそれがあるからです。計算期間累計のデルタは累計ではなく、支給また
は控除に繰り越す必要があります。

遡及方法が訂正の場合、デフォルトでは累計には遡及期間の新しい遡及値が反映されます。遡及方法
が繰り越しの場合、デフォルトでは遡及期間の遡及値は変更には使われず、現在の期間の調整値とし
て渡され、デルタ値として反映されるように設定されています。

通常の遡及方法として設定されている "繰り越し" の指定を、上書きして "訂正" にするにはレベル ペー
ジ (自動作成累計では、"支給" の自動作成累計ページ) で [訂正を使用] チェック ボックスを使用しま
す。全ての休暇残数累計は、訂正として定義します。これにより、それぞれの期間を反映した正確な累計
の残数になります。

注: 累計に結果が保存されると、[訂正を使用] チェック ボックスは選択できなくなります。チェック ボック
スを選択できるようにするには、累計の結果を生成したペイロール カレンダーをキャンセルする必要が
あります。
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例

累計が退職金口座の限度額として使用され、この累計の値によってほかのエレメントの値が決定されま
す。現在期間が 12 月で、10 月まで遡及するとします。さらに、10 月の開始時点での元の残高が 9,000
で、退職金口座への拠出がなかったとします。遡及の結果、拠出額が 1,000 として再計算された場合、
それ以上拠出が行われないように 11 月に繰り越される累計残高にこの拠出額を含める必要がありま
す。12 月の調整額に 1,000 のデルタが繰り越される際は、二重に計算されないように、累計には加算さ
れません。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「残高累計のロード」 、 885ページ

累計の定義
累計を定義するには、累計コンポーネント (GP_ACCUMULATOR) を使用します。

このセクションでは、以下の作業を行う方法を説明します。

• 累計の名称の設定

• 累計期間およびタイミング情報の定義

• 累計キーの指定

• 累計に含まれるエレメントのリストを定義します。
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累計の定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[累計名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
サポートエレメント]、[累
計]、[累計名]

累計エレメントに名前を
付け、基本パラメータを
定義します。

[累計] - [定義] GP_ACCUMULATOR_2 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[累計]、[定義]

期間情報を定義し、累計
が変換されるタイミングを
指定します。

[累計] - [レベル] GP_ACCUMULATOR_1 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
サポートエレメント]、[累
計]、[レベル]

累計のキーを指定します。

[メンバー] GP_ACCUMULATOR_3 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
サポートエレメント]、[累
計]、[メンバー]

累計に含まれるエレメント
のリストを定義します。

累計の名称の設定

作成する全てのエレメントについて、名称とその基本パラメータをエレメント名共通ページで定義する必
要があります。グローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントの 初のページとして、同
じエレメント名共通ページ (GP_PIN) を共有しています。

注: 累計を作成するには、[10 進数] または [金額] のフィールド フォーマットを選択できます。通貨換算
の対象になる可能性のあるエレメントには [金額] を、休日時間数や勤続年数などの金額以外の値を累
計するエレメントには [10 進数] を選択します。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

累計期間およびタイミング情報の定義

"累計" の定義ページにアクセスします。
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累計 - 定義ページ

[累計期間]

累計期間は、累計対象が収集、累積される期間を表します。

[期間] 以下の値から選択します。

[セグメント]: 単一の総額/純額計算またはセグメントのことです。分割が
ない場合は、セグメントと支給期間は同一です。

[カレンダー期間]: 現在のカレンダー期間の開始日と終了日が使用されま
す。

[月間]: 月単位で情報が収集されます。

[四半期]: 四半期単位で情報が収集されます。

[年間]: 年単位で情報が収集されます。

[カスタム期間]: カスタム期間を使用すると、終了日がない累計を作成で
きます。たとえば、従業員の生涯賃金を管理する場合などに、終了日の必
要ないカスタム期間を使用します。このオプションを選択すると、開始日を
設定するために [日付] フィールドが表示されます。このフィールドでエレメ
ント タイプを選択します。

[開始オプション] 累計の開始時期が指定できます。このフィールドは、[期間] フィールドで [
月間]、[四半期]、または [年間] を選択した場合に表示されます。以下の
値から選択します。

[指定日]: [開始月オプション] および [開始日オプション] フィールドが表示
されます。日と月を入力するか、これらの値を返す変数を選択します。
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[支給元のカレンダーを使用] および [支給元の会計年度を使用]: "支給
元 - 処理詳細" ページで設定されたデフォルトが使用されます。

[初期化ルール]

[初期化ルール エレメント] 新しい期間が始まり、累計のインスタンスが新しく作成される場合に呼び
出されるフォーミュラ エレメントを入力します。また、このフォーミュラは、そ
の結果がこの累計に追加されるように、累計メンバーとして設定されてい
る必要があります。たとえば、年間の有給休暇日数を表す累計に対し、カ
レンダー年の初めに、決められた有給休暇日数だけを前年度から繰り越
せるように制限できます。このような場合にフォーミュラを選択して使用し
ます。新しい年に対する累計が作成されるときに、このフォーミュラが呼び
出されます。このフィールドを空白のままにした場合は、特定の処理は発
生しません。

[終了日後の保持期間]

[月数] 終了日後、出力結果テーブルに累計をどのくらいの期間保持するかを指
定します。これは、現在の計算で必要な前回の累計値にアクセスするため
に使用できます。

注: [期間] フィールドで [セグメント] を選択すると、このフィールドは使用
できなくなります。

[カスタム期間終了日オプション]

以下のフィールドは、カスタム期間の累計でのみ使用されます。

注: このグループ ボックスの 2 つのフィールドは独立して動作します。

[0 の場合は終了日を設定] 累計値がゼロであるときに、累計の終了日を期間のセグメント終了日に設
定する場合にこのオプションを選択します。これにより、ゼロになったら累
計値が表示され、その後の期間でのこの値の保存が中止されます。たと
えば、未払いのローン残高を追跡する場合は、このフィールドを使用して
完全に支払が終わるまで残高を表示できます。このチェック ボックスをオ
ンにすると、[期間月数] フィールドにはデフォルトで 999 (終了日なしとい
う意味) が挿入されます。

[期間月数] 累計の期間の長さを入力します。カスタム期間は、この期間の後に終了し
ます。たとえば、産休を追跡する場合は、このフィールドを使用して、設定
されている付与月数の累計を表示できます。[0 の場合は終了日を設定]
チェック ボックスをオンにした場合は、このフィールドに値を入力しないで
ください。[0 の場合は終了日を設定] チェック ボックスをオンにすると、[期
間月数] フィールドに入力した値は 999 という値 (終了日なしという意味)
で上書きされます。

[累計基準]

[基準] カレンダー日付のどの時点の値を累計するのかを決定します。有効値に
は、[期間開始日]、[期間終了日] (デフォルト)、[支給日]、[指定日] があり
ます。[指定日] は、通常は休暇欠勤処理で使用されます。休暇欠勤が別
の期間に属していても、その休暇欠勤が元の開始日に関連付けられてい
ることがよくあります。
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例:

ある月次の累計には、1 つのメンバー E1 があるとします。

週単位の支給グループの期間の日付は以下のとおりです。

開始日 = 2000 年 1 月 26 日

終了日 = 2000 年 2 月 3 日

支給日 = 2000 年 2 月 4 日

支給 1 = 100.00

[基準] フィールドの値により、E1 の値 100.00 が 1 月または 2 月、どちら
の月次の値に加算されるのかが決まります。[期間開始日] を選択した場
合、100.00 は 1 月の残高に加算されます。[期間終了日] (または [支給
日]) を選択した場合、100.00 は 2 月の残高に加算されます。

注: このフィールドは、[期間] フィールドで [月間]、[四半期]、または [年
間] を選択した場合にのみ使用できます。

[遡及処理]

[訂正を使用] [訂正を使用] をオンにすると、遡及方法が繰り越しとして定義されている場
合に累計の動作が上書きされます。これにより、累計の "繰り越し" 動作を
"訂正" に変更できます。[訂正を使用] がオンの場合、累計は "訂正" モー
ドで動作します。現在期間内の累計は調整されません。デフォルト値です。

特定の残高累計を "訂正" に設定することによって、その累計の残高を
給与計算が完了するまで待たなくても、遡及再計算が終わった時点でメン
バー エレメントの新しく計算された値で更新できます。更新された残高が
後続の計算で使われるような場合にこのような設定が必要です。

注: 延滞累計を定義する場合は、"累計" のレベル ページの [訂正を使用]
チェック ボックスを常にオンにしておくことをお勧めします。これは、累計に
含まれるコンポーネントがそれ自身はデルタを生成しないためで、累計が
繰り越し処理される場合に二重計上が非常に発生しやすくなります。

注: いったん累計に結果が保存されると、[訂正を使用] チェック ボックスは
選択できなくなります。チェック ボックスを選択できるようにするには、累計
の結果を生成したペイロール カレンダーをキャンセルする必要があります。

[累計のタイミング]

累計の変換方法を選択します。全ての累計には、関連付けられたエレメント ("累計" のメンバー ページ
で定義) のリストがあります。処理中に累計を参照する場合、指定した累積の発生時期によって累計の
値が変わります。

[累計メンバー変換時] それぞれの拠出エレメントが変換されるときに、累計は新しい値を反映し
て更新されます。支給や休暇付与などのエレメントの値を、そのエレメント
の計算時に累計に加算します。この累計はプロセス リストに含める必要
はありません。

[随時] 累計は、たとえば、フォーミュラ内で検出された場合は常に変換されます。
この累計は変換されるプロセス リストに含める必要はありません。累計に
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関連付けられている拠出エレメントが変換されても、累計自体は自動的に
新しい値で更新されません。

[計算後] 累計は、メインの計算処理中は更新されませんが、 終決定された 後
のセグメントの終わりからロードされる値を保持します。その他の全てのエ
レメントが変換された後でのみ、拠出メンバーの新しい、現在の値を反映
するように累計が更新されます。これは自動的に行われるので、累計をプ
ロセス リストに含める必要はありません。デフォルトでは、自動作成累計
は [計算後] として定義されます。

[保存オプション]

[保存オプション] 累計を変更および保存できる実行タイプを選択します。以下のいずれかを
選択します。

• [全ての計算]: 累計値は、どの実行タイプの場合でも変更できます。値
は、全ての実行後に保存されます。

注: 本当に必要な場合にのみこのオプションを選択してください。全ての
実行後に値を保存すると、大量の記憶領域を消費します。

• [給与計算]: 累計値は、給与計算実行中にのみ変更できます。値は、給
与計算実行後にのみ保存されます。

• [休暇欠勤計算]: 累計値は、休暇欠勤実行中にのみ変更できます。値
は、休暇欠勤実行後にのみ保存されます。

注: 累計が不適切な実行タイプの間に更新された場合はエラー メッセージが表示されます。たとえば、
給与計算実行で休暇欠勤累計を更新しようとした場合にエラー メッセージが表示されます。

警告: 保存オプションは、バッチ処理を行う前に選択する必要があります。これは、バッチ システムが累
計残高をロードするために使用する方法が既に生成されている結果と矛盾しないようにするためです。

累計キーの指定

"累計" のレベル ページにアクセスします。
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"累計" - レベル ページ

[受給者 (従業員 ID)] 受給者の全ての職務の結果を一緒に累計に保存する場合に選択します。
これがデフォルトの設定です。

[職務 (従業員 ID/雇用
レコード番号)]

従業員 ID/雇用レコード番号をキーとして、受給者が保持する各職務の結
果を個別の累計に保存する場合に選択します。

[ユーザー キー タイプ] 1 つの累計に 6 個までのユーザー キーを定義できます。ユーザー キーに
よって、累計を雇用レコードより細かいレベルで追跡管理できます。たとえ
ば、契約番号または会社別に従業員の年間累計支給額を追跡管理できま
す。

ユーザー キーのエレメント タイプを入力します。有効な値は、[変数] と [シ
ステム エレメント] です。

[キー エレメント] これらのフィールドを使用して、累計キーとして使用するエレメントを選択し
ます。たとえば、会社別に累計を追跡管理するには、ユーザー キーとして
システム エレメント COMPANY を選択し、それぞれの所在地の従業員に
対して個別に累計されている数字を管理します。

以下のガイドラインに従います。

• 従業員データは、異なる国の支給グループや支給元にまたがって累計
されません。このため、COUNTRY をユーザー キーに指定しても意味が
ありません。

• キーの値は半角で 25 文字まで入力でき、文字、日付、または整数を使
用できます。ユーザー キーを選択する前に、これらの値が結果テーブル
にどのように保存されているのかを把握しておく必要があります。

• 10 進数および金額のエレメントをユーザー キーとして使用することは可
能ですが、整数のみが使用され、小数点以下は無視されます。負の値
は正の値に変換されて保存されます。
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関連項目:

第 10 章、 「累計の設定」 、 「遡及処理および累計」 、 256ページ

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 269ページ

累計に含まれるエレメントのリストの定義

メンバー ページにアクセスします。

メンバー ページ

[メンバー]

[メンバー] タブをクリックします。

このタブのフィールドを使用して、累計の合計に含まれるエレメントを指定します。

[エレメント タイプ] エレメント タイプのリストから選択します。値は、[休暇付与]、[アレイ]、[自
動割当]、[ブラケット]、[控除]、[デュレーション]、[支給]、[フォーミュラ]、[
累計]、[システム エレメント]、および [変数] です。

[エレメント名] この累計の合計に含まれるエレメントを選択します。1 つのエレメントを複
数の累計に含めることも、また累計をほかの累計に含めることも可能です。

[開始日] 、 [終了日] メンバーの累計への累積を開始および終了する時期を指定します。

このフィールドが空白の場合は、そのエレメントが有効である限り、累計は
引き続き更新されます。

[累計指示] エレメントが累計に加算されるのか減算されるのかを指定するために、[加
算] または [減算] を選択します。

[累計値]

[累計値] タブをクリックします。

累計 - メンバー - 累計値タブ

264 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 10 章 累計の設定

[メンバー] タブで選択したエレメントが一覧表示されます。

[パーセント タイプ] 、
[累計率]

エレメントの値のうち、どれだけをこの累計に自動的に加算または減算す
るのかを指定します。有効値は以下のとおりです。

[数値]: 100 パーセントまでのパーセントを指定するには、このオプションを
選択します。[累計率] フィールドにパーセントを入力します。

[変数]、[フォーミュラ]: 累積または差し引く値を返す変数またはフォーミュ
ラ エレメントを指定するために選択します。[エレメント名] フィールドで、使
用する変数名またはフォーミュラ名を選択します。

累計の調整
このセクションでは、累計調整の概要と、累計額を調整する方法について説明します。

累計の調整について

終決定されたカレンダー グループ内の指定の受給者について、以下の操作ができます。

• 累計結果の調整または結果への新しいインスタンスの追加

• 結果への新しい累計の挿入

累計結果を調整する際は、計算の開始点としてロードされた累計を調整します。たとえば、3 月実行を
終決定し、3 月の年間累計に対して調整を行う必要があるとします。そして、この調整を行います。4 月
実行を処理する際には、この調整と共に 3 月の年間残高を読み込み、累計の開始値として使用します。
これとは対照的に、3 月を再計算させる遡及トリガ付きで 4 月を実行した場合、開始残高は 2 月からの
もので、調整は無視されます。

累計の調整に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[累計残高調整] GP_ACM_USER_ADJ [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[残数/残高の調整]、[
累計]、[累計残高調整]

終決定されたカレンダー
グループ内の指定の受給
者について累計残高を
調整します。

累計の調整

累計残高調整ページにアクセスします。
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累計残高調整ページ

注: 終決定されていないカレンダー グループ内の累計は調整できません。

[累計]

[累計名] 調整する累計を選択します。累計を選択すると、その名称がフィールドの右
側に表示され、[インスタンス] グループ ボックスに結果テーブルからの情
報が挿入されます。結果が返されない場合は、この従業員に指定された雇
用レコードとカレンダーに対し、累計の残高記録がないことを意味します。

[インスタンス]

このグループ ボックスは、選択した雇用レコードとカレンダーに対し残高記録が存在する場合にそれを
表示します。表示されるカレンダー ID の期間終了時点の結果テーブルに追加する新しいインスタンス
を入力できます。

[累計開始日] 、 [累計
終了日]

累計期間の開始日と終了日です。

[ユーザー キー] 累計に関連付けられるユーザー キーです。

[累計値] このカレンダー ID の期間終了日時点の従業員 (および雇用レコード) の
累計の値です。

[累計雇用レコード番号] 　 このフィールドは、受給者が複数の職務を持っている場合に役立ちます。
累計値に関連する雇用レコード番号を特定します。

ある従業員 ID の全ての累計データは、セグメントからセグメントへ職務に
関係なく渡されます。このため、特定の雇用レコード番号にアクセスし、そ
の職務を処理した結果の累計値を表示または調整する際、受給者のその
他の職務も同様に累計値を表示および調整できます。
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例として、受給者が以下のように 2 つの職務を持っているとします。

• 雇用レコード番号 = 0 (毎月 1000 の給与)

• 雇用レコード番号 = 1 (毎月 1100 の給与)

また、雇用レコード番号が年間給与累計のキーであると仮定します。そし
て、1 月/職務 1 と 1 月/職務 2 という 2 つのセグメントの給与計算を処
理するとします。1 月のカレンダーで雇用レコード番号 0 の累計残高調整
ページにアクセスした場合、累計雇用レコード番号 0 に対して 1000 の値
が表示されます (システムでは、 初のセグメントについて処理された内
容のスナップショットが提供されます)。雇用レコード番号 1 でこのページに
アクセスした場合、累計雇用レコード番号 0 に対して 1000 の値が再度表
示されます。さらに、次の職務のリンクをクリックすると、累計雇用レコード
番号 1 に対して 1100 の値が表示されます。

注: 雇用レコード番号 0、累計雇用レコード番号 0 の累計残高を調整する
が、受給者について処理された 後のセグメントが雇用レコード番号 1 で
ある場合、調整は無視されます。この残高は次のカレンダーのソースにな
るので、雇用レコード番号 1、累計雇用レコード番号 0 の残高を調整する
ようにしてください。

[適用済調整額] この累計インスタンスに対して行われた調整額の合計を示します。[保存]
をクリックすると、この数値は、[調整] グループ ボックスに入力されている
全ての累計調整額を反映して更新されます。

[調整]

[調整額] 正または負の調整額を入力します。

[理由] 調整の理由を入力します。

[更新日時] 、 [更新者] ページを保存すると更新日時と更新者が表示され、調整データを照会した
ときにもこれらの情報が表示されます。

注: 新しいインスタンスを追加して累計を調整することはできますが、入力したデータを削除することはで
きません。全ての調整データは、後でオーディットができるようシステムに記録されます。前の調整を無
効にするには、相殺または負の値を持つ行を入力します。
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休暇欠勤管理について

休暇欠勤管理とは、受給者の休暇欠勤情報を入力し処理を実行することです。この章は、グローバル ペイロー
ル システムの休暇欠勤のタスクや機能について習得する上で出発点となる章です。ここでは、以下の内容につ
いて説明します。

• 休暇欠勤の設定と管理タスク

• 休暇欠勤管理機能

• バッチ休暇欠勤プロセス

• 休暇付与プロセス

• 休暇取得プロセス

• オンラインの休暇欠勤予測および残日数照会プロセス

関連項目:

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 285ページ

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 695ページ

第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 719ページ

第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 743ページ

休暇欠勤の設定と管理タスクについて
このセクションでは、休暇欠勤の導入タスクと継続タスクの概要、共通フィールド、設定と継続の両タスク
の手順について説明します。

休暇欠勤の導入および継続タスクの概要

受給者が業務を休んだ期間を追跡管理することは、正確な給与計算の実行には欠かせません。受給者
が病気、休暇、その他の理由でいつ休んだのか、その期間に対して給与を支給するかどうかを把握す
る必要があります。

次のフローチャートは、休暇欠勤の設定と管理タスクの典型的な順序を示しています。
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休暇欠勤の導入タスクと継続タスク

この章で使用する共通フィールド

休暇欠勤イベント 受給者が同じ理由で休んだ連続する期間。たとえば、受給者が月曜日か
ら水曜日まで病気で休んだ場合、3 日間の休みを指して "休暇欠勤イベン
ト" といいます。

調整 休暇付与残数に対しての増減

休暇付与 各タイプの休暇欠勤または各休暇欠勤イベントに対して受給者が取得す
る権利のある有給休暇数。有給休暇数は、どのような条件で発生するか
によって、その数は異なります。たとえば、組織の受給者に 20 日/年の休
暇を付与することができます。

休暇付与残数 使われていない休暇付与数

休暇取得 受給者が実際に取得した休暇数

ユニット 休暇付与、休暇取得、調整、残数、その他の休暇欠勤に関係する期間を
測る基準となる単位。通常、ユニットは時間数または日数を表します。使
用する測定基準を選択します。

設定タスク

以下に示すのは、休暇欠勤機能を導入する手順の説明です。

1. 勤務スケジュールを定義し受給者に割り当てます。

勤務スケジュールには、受給者が勤務する予定の時間数と曜日が定義されています。この情報
は、報告された休暇欠勤が予定勤務時間中に発生したのかをシステムに認識させるのに使用さ
れるので、休暇欠勤プロセスでは重要な役割を持ちます。予定勤務期間中の休暇欠勤でも、組織
の休暇欠勤ルールを満たしていれば有給になる場合があります。

2. 休暇欠勤タイプと理由を定義します。
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休暇欠勤タイプでは、疾病、休暇、産前産後休業など、組織で追跡が必要なさまざまな種類の休
暇を定義します。休暇欠勤タイプごとに、休暇欠勤をさらに詳しく類別するための休暇欠勤理由を
複数設定できます。たとえば、疾病という休暇欠勤タイプの理由に、風邪、インフルエンザ、ストレ
スなどを定義できます。

3. 休暇付与エレメントを定義します。

休暇付与エレメントでは、さまざまな休暇欠勤タイプについて組織が受給者に対し有給休暇をど
れだけ付与するかを定義します。また、休暇付与期間、計算周期、休暇付与残数への自動調整
も指定します。たとえば、受給者に 15 日/年の有給休暇を付与するように "休暇" の休暇付与エ
レメントを設定できます。また、翌年 4 月 1 日までに使用されなかった全ての休暇日数の半分を
受給者に補償するように指定することもできます。休暇付与は、休暇欠勤ごとまたは指定する周
期ごとに付与することができます。

4. 休暇取得エレメントを定義します。

休暇取得エレメントは、有給休暇を認めるためのルールを定義します。どのタイプの休暇欠勤が有
効で、休暇付与を使用する上でどの条件を満たす必要があるのかを定義します。たとえば、休暇
付与を使うには 3 か月の雇用期間が必要であることを休暇取得ルールで条件定義できます。それ
ぞれの休暇取得エレメントに、休暇欠勤タイプを 1 つと、休暇付与エレメントを 1 つ以上関連付け
ます。こうすることにより、有給/無給のユニット数を計算したり休暇付与残数を自動的に更新した
りできます。また、各休暇取得エレメントに 1 つ以上の支給および控除エレメントをリンクできます。

5. 休暇欠勤エレメントを有資格グループとプロセス リストに追加します。

休暇付与および休暇取得エレメントを設定した後、支給および控除エレメントを定義した後に行っ
たのと同じ、次の 2 つのステップを実行します。このステップは、休暇付与が定期的な周期 (月
次、年次など) ではなく休暇欠勤ごとに行われるときには適用されません。

a. 休暇欠勤エレメントを適切なエレメントグループに追加します。このエレメントグループにより、どの
エレメントが受給者に割り当てられるのかが決定されます。

b. 休暇欠勤エレメントを 1つ以上の休暇欠勤プロセスリストに追加します。プロセスリストは、休暇欠
勤処理の際にどのエレメントが、どの順序で変換されるかを定義します。目的に応じて、休暇
付与エレメント用と休暇取得エレメント用に、別々にプロセスリストを作成することも、1つにま
とめて作成することもできます。

6. (オプション) セルフサービス休暇欠勤トランザクションのルールを定義します。

従業員、管理者、またはその両方がセルフサービス ページを使用して休暇欠勤リクエストを入力
できるようにするには、セルフサービス トランザクションのルールを定義します。また、セルフサー
ビス休暇欠勤リクエストの承認ルールを定義することもできます。

注: PeopleSoft Enterprise 勤務管理がインストールされている場合は、セルフサービス休暇欠勤
ページの他にもタイムシート ページを使用して、休暇欠勤リクエストの入力やセルフサービス トラ
ンザクションのルール定義を行うことができます。

継続タスク

以下に示すのは、休暇欠勤イベントを管理する手順の説明です。

1. 休暇欠勤を入力します。

実際に発生した休暇欠勤をシステムに入力するには、休暇欠勤を識別する休暇取得エレメントを
選択し、休暇欠勤の日付を入力します。設定手順の手順 2 で休暇欠勤理由を定義してある場合
には、休暇欠勤の理由を入力して休暇欠勤の内容をさらに類別します。休暇取得ルールによって
は、入力された休暇欠勤に対し休暇欠勤処理を実行する前に承認を要求することもできます。予
測が必要な休暇取得エレメントを使用する場合、オンラインの予測プロセスを実行せずに休暇欠
勤を保存しようとすると、警告メッセージが表示されます。
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注: セルフサービス休暇欠勤トランザクションのルールを定義すると、従業員、管理者、またはそ
の両方がセルフサービス ページを使用して休暇欠勤リクエストを入力できます。セルフサービス
ページで入力されたリクエストは、承認されると実際の休暇欠勤として扱われます。

2. 必要に応じて休暇付与を上書きまたは調整し、ポジティブ入力を行います。

ユーザーは、必要に応じて休暇付与残数に対し、ポジティブ入力による調整を手動で入力したり (
休暇付与が休暇欠勤ごとに定義される場合)、各受給者の標準付与ルールを上書きすることがで
きます。

3. 休暇付与プロセス (GPPDPRUN) を実行します。

休暇付与プロセスでは、休暇付与数が変換され、受給者の休暇付与残数が更新されます。この
プロセスを実行する手順は、通常の給与計算を実行する手順に似ています。休暇付与プロセスを
開始すると、休暇欠勤カレンダーに関連付けられたプロセス リストが取得され、受給者それぞれ
について適切な休暇付与エレメントが変換されます。

4. 休暇取得プロセス (GPPDPRUN) を実行します。

このプロセスを実行する手順は、通常の給与計算を実行する手順に似ています。休暇付与プロセ
スと休暇取得プロセスは同時に実行しても別々に実行してもかまいません。(ただし、休暇欠勤エ
レメントが支給および控除エレメントとは別のカレンダーに関連付けられている必要があります。)

休暇取得プロセスでは、以下の処理が実行されます。

a. 休暇欠勤イベントの各日についての詳細データが作成されます。

b. 日次データに休暇欠勤ルールが適用され、有給/無給ユニット数が算出されます。

c. 算出されたユニットが、休暇欠勤取得ルールで定義した支給/控除エレメントに関連付けられます。

d. 給与計算プロセス用のポジティブ入力が作成されます。

e. 休暇付与残数が更新されます。

5. 給与計算プロセス (GPPDPRUN) を実行します。

この時点で給与計算 (GPPDPRUN) を実行する準備は既に完了しています。給与計算を実行すれ
ば、休暇取得プロセスで作成されたポジティブ入力が支給または控除エレメントに換算されます。

休暇欠勤管理機能
グローバル ペイロール システムは、休暇欠勤管理に必要なあらゆる機能を備えています。事前に組織
のニーズの分析と使う機能の決定に時間を割くことで、導入にかかる時間を省くことができます。

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• スケジュール機能

• 休暇付与機能

• 休暇取得機能

• 休暇欠勤入力機能

• セルフサービス機能
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スケジュール機能

スケジュール機能には、次のものがあります。

• アプリケーション間でのスケジュールの共有

グローバル ペイロールと勤務管理の両方を使う場合、2 つのアプリケーションで同じ勤務スケジュー
ルを共有することができます。

• ユーザー定義フィールド

シフトを設定する場合、シフト ページで 4 つまでのユーザー定義フィールドに情報を入力できます。休
暇取得プロセスの実行時、この情報により日次データが自動的に更新されます。この情報は休暇欠勤
フォーミュラで使うことができます。

関連項目:

第 13 章、 「スケジュールの使い方」 、 327ページ

休暇付与機能

休暇付与機能には、次のものがあります。

• 付与方法と周期

作成した休暇付与エレメントのそれぞれについて、休暇付与が休暇欠勤ごとに発生する (疾病ごとに
40 日など) か、指定した周期で発生する (1 か月に 2 日の病欠など) かを指定します。休暇欠勤を基
準とした休暇付与は、休暇欠勤の発生後に休暇取得プロセスを実行すると変換されます。周期を基準
とした休暇付与は、休暇付与プロセスの実行時に変換されます。周期ベースの休暇付与では、ジェネ
レーション コントロールを使って休暇付与を変換する条件を制限できます。たとえば、アクティブな受給
者に限って変換することができます。

• 休暇付与数

休暇付与数を数値で入力するか、処理時に適切な数を取得するサポート エレメントを定義できます。
たとえば、勤続月数に基づき休暇付与数を返すブラケット エレメントを作成します。

• 比例配分と端数処理

休暇付与ユニット数を端数処理または比例配分するように指定したり、使用する端数処理および比例
配分ルールを定義できます (比例配分は周期ベースの休暇付与に限り適用されます)。

• 自動調整

特定の条件を満たしたとき (受給者が雇用終了したとき、特定の日付になったときなど) に、受給者の
周期ベースの休暇付与残数の処理方法を指定できます。受給者に対し、未使用の休暇付与の全部ま
たは一部を補償したり、無効にするなどの調整が可能です。ジェネレーション コントロール エレメントを
使って、調整が行われる条件を定義できます。

• 累計基本設定

休暇付与の残数累計はシステムにより作成されます。ユーザーは、残数の計算方法を定義したり、追
加の累計を選択できます。また、システムに累計の開始時期と期間を設定します。

• 休暇欠勤予測

休暇欠勤の入力中にオンライン休暇欠勤予測の使用を必須にするか、またはオプションにできます。
予測機能を使うことにより、ユーザーは実際の休暇欠勤イベントや予定されている休暇欠勤イベントを
入力し、前回 終決定されたカレンダー期間以降の将来の期間についてオンライン プロセスを実行で
きます。プロセスでは残数や定義しておいたアイテムの値が返されます。この機能を使うと、休暇欠勤
数を満たすだけの休暇付与数を受給者が持っているかどうか、または今後付与されるかどうかなどに
ついても判断できます。
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• 残日数照会

残日数照会の機能を使うと、実際の休暇欠勤イベントや予定されている休暇欠勤イベントを入力しなく
ても受給者の休暇付与残数が確認できます。オンライン プロセスでは現在の付与残数が表示されま
す。また、日付を指定して休暇取得により発生する付与数を確認するのにも使用できます。

関連項目:

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇付与エレメントの定義」 、 290ページ

休暇取得機能

休暇取得機能には、次のものがあります。

• 休暇付与のリンク

休暇取得エレメントそれぞれに 1 つ以上の休暇付与エレメントをリンクすることができます。1 つ以上
の休暇付与エレメントにリンクする場合、それらのエレメントが使用される順序を指定します。休暇欠勤
が発生すると、まず 初の休暇付与エレメントの残数が使用され、それを使い切った後に次の休暇付
与エレメントの残数が使用されます。

• 休暇欠勤タイプと理由コード

疾病、休暇、私的都合、勤務中の負傷など、組織で必要な休暇欠勤の分類を表す休暇欠勤タイプを作
成します。各休暇欠勤タイプに対し、風邪、背中の痛み、などの休暇欠勤理由をさらに詳しく分類する
コードを定義できます。休暇欠勤イベントに関連付けられた休暇欠勤タイプと理由は、休暇欠勤フォー
ミュラで使用可能なシステム エレメントにロードされます。

• 承認

休暇欠勤イベントが承認されてから処理されるように条件付けることができます。このオプションを選択
すると、ユーザーは休暇イベント入力ページで休暇欠勤を入力するときに休暇欠勤イベント入力詳細
ページの [管理者承認済] チェック ボックスをオンにする必要があります。チェック ボックスがオフの場
合、イベントは処理されません ("休暇取得" の計算ページで指定)。

• 休暇欠勤の結合

同じ支給期間内で同じタイプの休暇欠勤の複数インスタンスについてポジティブ入力を 1 行作成する
か、休暇欠勤イベントそれぞれについてポジティブ入力の行を別々に作成するか指定できます ("休暇
取得" の計算ページで指定)。あるいは、全ての休暇欠勤取得についてポジティブ入力を 1 行作成す
るように指定できます (インストール設定ページで指定)。

• ユーザー定義フィールド

"休暇取得" の計算ページでユーザー定義フィールドに必要な情報を 4 つまで入力できます。休暇取得
プロセスの実行時、この情報により日次データが自動的に更新されます。この情報は休暇欠勤フォー
ミュラで使うことができます。

• 支給と控除のリンク

休暇取得エレメントそれぞれに、ポジティブ入力を作成するための支給または控除エレメントを関連付
けることができます。関連付けた支給または控除エレメントの計算ルールが、レート×ユニット、または
レート×ユニット×パーセントの場合には、そのエレメントの変換結果がユニット、パーセント、レート、
金額で返されるよう指定することもできます。

• 休暇欠勤マッチング データの作成

マップ機能を使うと、休暇欠勤イベントが報告されたときに、関連付けられている休暇取得エレメントに
対して休暇欠勤マッチング データが自動的に作成されます。フォーミュラを使って、休暇取得プロセス
でマッチング データを作成する条件を定義することもできます。

• 日数計算フォーミュラ
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休暇欠勤イベントの各日を評価するのに使用するフォーミュラを選択します。フォーミュラは、休暇付与
残数と比較して有給/無給ユニットを計算するための休暇欠勤ユニット数を返します。

• 自動日数差し引き

休暇取得エレメントに休暇欠勤ごとに発生する休暇付与を関連付ける場合、休暇付与残数を減算する
条件を指定します。

• 期間に関する条件

休暇欠勤が有給になるのに満たす必要がある期間条件を、到達する必要がある資格取得日付、 低
休暇欠勤期間、休暇欠勤ごとの有給待機のうち、 高 3 つの条件を選択できます。

• 休暇欠勤のリンク

指定された期間内で同じタイプの関連する休暇欠勤をリンクするように指定できます。休暇欠勤の入
力時に、リンクさせる休暇欠勤の元の開始日を入力します。このようにしてリンクされた休暇欠勤では、
同じ休暇付与または同じ有給待機期間が共有できます。休暇欠勤をリンクできる期間も定義します。

• 休暇付与の超過取得

休暇欠勤に対し休暇付与数が足りないときの対処法を指定できます。対処法には、指定した限度まで
の超過取得を認める、無給として認識する、関連付けられた別の休暇取得エレメントの日数を再度割
り当てその休暇取得/付与ルールで処理を実行する、などの選択肢があります。

• 同一日の休暇欠勤に対する優先処理

同一日に複数の休暇欠勤イベントを入力できるように設定するか、自動優先処理機能を使用できます。
1 人の受給者に対し同じ日に 2 つ以上のイベントが入力されると、それぞれの休暇取得エレメントに割り
当てられた優先順位に基づき、指定した日についてどの休暇欠勤イベントを処理するかを決定します。

関連項目:

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇欠勤タイプと理由の定義」 、 289ページ

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇取得エレメントの定義」 、 300ページ

休暇欠勤入力機能

休暇欠勤入力機能には、以下のものがあります。

• 時間指定

休暇欠勤を、丸 1 日もしくは時間指定で入力できます。休暇欠勤イベントの各日で受給者の休暇欠勤
時間数が同じときに、その時間数を 1 回だけ入力するか、[または半日] グループ ボックスのチェック
ボックスをオンにするか、適切な方を選択します。

• ユーザー定義フィールド

休暇欠勤イベントを入力するとき、ユーザー定義フィールドを ４ つまで入力できます。休暇取得プロセ
スの実行時、この情報により日次データが自動的に更新されます。この情報は休暇欠勤フォーミュラで
使うことができます。この機能の使用を選択する場合、入力できるデータの種類についてのガイドライ
ンをユーザーに提供することをお勧めします。

• 予測

ユーザーは、将来の期間の休暇欠勤を処理するプロセスを実行できます。これは、将来の休暇残数を
予測したり、将来の期間に休暇欠勤関連のビジネス ルールを適用する場合に役立ちます。

参照: 第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 「オンラインの休暇欠勤予測および残日数照会プロセス」
、 283ページ
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関連項目:

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 695ページ

セルフサービス機能

セルフサービス機能には、次のものがあります。

• 休暇欠勤の入力と予測

受給者および管理者は、Web ブラウザで休暇欠勤のリクエストを入力したり、リクエストを表示したり、
特定の日付での休暇付与残数の予測などを実行できます。

• 休暇欠勤承認

管理者は、休暇欠勤リクエストをオンラインで承認、却下、または差し戻すことができます。

• 国別の表示設定

セルフサービス ページをどのように表示するか国別のルールを定義できます。たとえば、休暇付与残
日数、休暇欠勤履歴、予測オプションをどのようにユーザーに表示するかをコントロールできます。

• 取得別の表示設定

セルフサービス ページでデータの表示方法をコントロールするさまざまなルールおよび設定を定義で
きます。たとえば、誰が休暇欠勤リクエストを入力および承認するのか、日付ルール、およびメッセージ
のユーザーへの返信と表示方法をコントロールできます。また、勤務管理がインストールされている場
合は、勤務管理のタイムシートで特定の休暇欠勤リクエストを行うこともできます。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「勤務時間の管理」、 「タイムシートの
使い方」

• 予測ルール

予測結果と残日数照会結果の両方について休暇付与残日数をどのように表示するかを定義できます。

• 設定可能なセルフサービス テキスト

セルフサービス休暇欠勤ページに表示されるテキストを修正できます。テキスト カタログ機能を使用し
て、フィールド ラベル、ボタン テキスト、およびセルフサービス ページに表示されるテキストを修正でき
ます。

関連項目:

第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 719ページ

第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 743ページ

バッチ休暇欠勤プロセス
グローバル ペイロール プロセス (GPPDPRUN) 内の 2 つのバッチ プログラムは、休暇欠勤エントリの計
算と給与計算の入力データの作成を行います。これらのプログラムは、休暇付与プロセスと休暇取得プ
ロセスと呼ばれます。それぞれについて別々のプロセス リストを作成することも、1 つのプロセス リストを
使用することもできます。プロセスの実行時にカレンダーにより呼び出された休暇欠勤プロセス リストに
含まれる休暇付与および休暇取得エレメントが、ほかのエレメントと同じように処理されます。
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注: 休暇欠勤ごとに休暇付与エレメントを変換するために、休暇付与プロセスを個別に実行する必要は
ありません。これらのエレメントは、休暇取得プロセスを実行したときにのみ変換されます。

処理機能

処理機能には、次のものがあります。

• 処理期間

休暇欠勤期間は、支給期間と同じでも異なっていてもかまいません。たとえば、1 月の休暇欠勤は、1
月または 2 月のどちらにでも支給できます。休暇欠勤処理ごとに、ターゲットの支給カレンダーを指定
します。

• 複数の休暇取得プロセス

複数の休暇取得プロセスで同じ支給カレンダーをターゲット カレンダーとして共有できます。こうするこ
とにより、たとえば 1 月に取得した休暇と 2 月に取得した病欠の両方を 2 月に支給することが可能に
なります。そのためには、休暇欠勤プロセス リストを 2 つ (一方は休暇用、もう一方は病欠用) 作成し、
それぞれのプロセス リストを別々の休暇欠勤カレンダーに関連付けます。そして、それぞれの休暇欠
勤カレンダーで同じ支給カレンダーをターゲット カレンダーとして選択します。

• 休暇付与プロセスと休暇取得プロセスの連結

休暇付与プロセスと休暇取得プロセスを同時に実行することも、別々に実行することも可能です。

• 処理の順序

休暇欠勤取得は、プロセス リストの順序に従うか、または日付順に処理できます。休暇欠勤を日付順
に処理するには、休暇取得エレメントをプロセス リストの休暇欠勤取得セクションに含めます。

関連項目:

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「休暇取得セクション」 、 389ページ

休暇付与プロセス
休暇付与プロセスの主な機能は、休暇付与エレメントの変換です。受給者の処理中、プロセス リスト マ
ネージャによりプロセス リストで休暇付与エレメントが検出された時点でプロセスが開始されます。この
プロセスには、次の 4 つのステップがあります。

1. 休暇付与ルール定義の取得

a. 休暇付与エレメントの定義を取得します。

b. 受給者の上書きがある場合、その値で休暇付与エレメントの定義が上書きされます。

c. ポジティブ入力がある場合、ポジティブ入力で休暇付与エレメントの定義が上書きされます。

d. 受給者の上書きが必須の場合に、いかなる上書きやポジティブ入力も存在しない場合は、このプ
ログラムを終了します。

2. 周期ベースの休暇付与の変換

a. 休暇付与に対するジェネレーションコントロールを確認します。

b. ジェネレーションコントロールが入力されている場合は、ジェネレーションコントロールプログラ
ムを呼び出します。プログラムにより、休暇付与エレメントや調整エレメントのプロセスが行わ
れない場合は、プログラムを終了します。
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c. ジェネレーションコントロールが入力されていない場合、または条件が満たされていない場合
は、PINマネージャが呼び出され、休暇付与が変換されます。

d. 休暇付与の周期が、支給期間の周期と異なる場合、休暇付与ユニットを換算します。

3. 調整の変換 (該当する場合)

a. ジェネレーションコントロールにより、調整プロセスが要求される場合は、PINマネージャが呼び出
され、調整エレメントと補償ユニットエレメントが変換されます。

b. 補償ユニットエレメントの値が、0 (ゼロ)でない場合、補償支給エレメントとユニットがポジティ
ブ入力に追加されます。

4. 結果の更新

a. PINマネージャに対する戻り値を設定します。

b. 休暇付与エレメントとユニットが計算された場合は、PINマネージャの戻り値リストにその値を
追加します。

c. 調整エレメントとユニットが計算された場合は、PINマネージャの戻り値リストにその値を追加します。

休暇取得プロセス
この章では、以下の項目について説明します。

• 日次データ

• 日次データのシステム エレメントの役割

• 休暇取得プロセス (詳細)

• 日次処理 (詳細)

日次データ

休暇取得プロセスを実行するとき、プログラムで 初に行われることは、受給者について休暇欠勤処理
期間 (処理期間が分割されている場合は、現在のセグメント) 中に発生したプロセス リストの各休暇欠勤
イベントを展開することです。イベントを展開すると、GP_RSLT_ABS レコードに休暇欠勤イベントの各日に
ついての詳細データ行が作成されます。これらの行は、日次データと呼ばれます。

休暇取得プロセスでは、現在のセグメントの期間に属する日付を持つイベントがそれぞれ展開されます。
休暇欠勤イベントの各日について行が作成されます。プロセスの対象期間に含まれない日付について
も同様に行が作成されます。受給者が休暇欠勤イベントの前日と翌日に欠勤していない場合、それらの
両日に対しても勤務スケジュールと休日スケジュールのシステム エレメントがロードされます。受給者が
報告された休暇欠勤の前日または翌日に欠勤している場合は、ルールでの設定に従い、休暇欠勤に関
係したほかのシステム エレメントがロードされます。

たとえば、処理期間が 5 月 1 日 ～ 5 月 31 日で、分割がないとします。受給者が 5 月 5 日 ～ 5 月 6 日
と、5 月 29 日 ～ 6 月 2 日を休んだ場合、休暇取得プロセスでは 初の休暇欠勤について 2 行、2 回
目の休暇欠勤について 5 行の日次データが作成されます。
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休暇欠勤イベントの各日に対して作成される日次データ

休暇欠勤イベントの各日について日次データの行が作成されても、各日が処理されるという意味ではあ
りません。イベント全体が展開されるのは、それぞれの休暇欠勤日を正確に評価するのに必要な情報を
全てシステムに認識させるためです。実際に処理されるのは、処理期間中に発生した休暇欠勤日だけに
なります。上記の例では、5 月の 5 日、6 日、29 日、30 日、31 日が処理されます。

日次データのソース

初に日次データにロードされるデータのソースは次の 2 つです。

• 受給者の勤務および休日のスケジュール。曜日、予定勤務時間数、休日タイプの情報が提供されます。

• 休暇欠勤イベント。休暇取得エレメント、開始日と終了日、時間指定の休暇欠勤などの情報やその他
の情報が提供されます。

日次データのソース

休暇取得プロセス自体も日次データに情報を提供します。プロセスにより休暇欠勤ルール (休暇欠勤エ
レメントによって定義) がイベントや予定勤務時間データに適用されると、日次データにロードされる一連
の結果値が取得されます。取得される結果値には、開始付与残数、休暇欠勤ユニット数、有給/無給ユ
ニット数、プロセス後の休暇付与残数などのさまざまな情報が含まれています。
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日数計算フォーミュラを作成して休暇取得ルールに割り当てますが、このフォーミュラによって結果値が
取得されます。このフォーミュラは休暇欠勤の各日で変換され、休暇欠勤日のユニット数 (4 時間、1 日な
ど) を返します。休暇欠勤の日数計算が終わると、その日数と休暇付与残数が照らし合わされます。支
給に必要な有給待機期間またはその他の条件が満たされているかどうかが判断され、有給となる休暇
欠勤ユニット数が決定します。また、処理後の休暇付与残数も計算されます。

日次データのシステム エレメントの役割

休暇欠勤日次データの多くはシステム エレメントによって保存されます。システム エレメントとは、事前
に定義されているエレメントです。

フォーミュラでのシステム エレメントの使い方

休暇取得エレメントを定義するときには日数計算フォーミュラを指定する必要があります。これを使って、
受給者が休んだ処理対象日のユニット数が計算されます。このフォーミュラでは日次データに保存され
ている情報 (場合によっては評価対象日の前後の日のデータも含む) を使うことができます。たとえば、
受給者の予定勤務時間の情報を保存するシステム エレメントには、次の 3 つがあります。

• SCHED_HRS: 評価対象日の受給者の予定勤務時間数を取得します。

• SCHED_HRS_DB: 評価対象日前日の受給者の予定勤務時間数を取得します。

• SCHED_HRS_DA: 評価対象日翌日の受給者の予定勤務時間数を取得します。

前日または翌日の値を計算で使う日数計算フォーミュラを作成することもできます。また、SCHED_HRS エ
レメントの値を使って日数を計算する日数計算フォーミュラを作成することもできます。

使用する休暇欠勤機能によっては、その他のフォーミュラを作成する必要があります。これらのフォーミュ
ラでも、システム エレメントによって取得される日次データを使用できます。

ユーザー定義フィールドの使い方

ユーザー定義のシステム エレメントを使用することにより、組織固有の休暇欠勤データを取得し、使用で
きます。ユーザー定義のフィールドに入力されたデータはシステム エレメントに格納され、休暇取得プロ
セスにより日次データのレコードに追加されます。その他のシステム エレメントと同様に、ユーザー定義
のシステム エレメントにより取得されたデータも休暇欠勤フォーミュラで使用できます。

ユーザー定義フィールドは、以下のページで使用されます。

• 休暇イベント入力

• 休暇取得の計算

• シフト

• 休暇欠勤リクエスト (管理者または従業員)

休暇取得プロセス (詳細)

休暇取得エレメントの主な機能は、有給/無給ユニットの決定です。[休暇取得] プロセスでは、それぞれ
の休暇欠勤イベントを日次データに展開し、給与計算実行のためのポジティブ入力を作成します。また、
残数累計も更新します。

1. 休暇取得エレメントの検索

a. 現在のセグメント内にあるイベントについて、休暇取得処理アレイ内から現在の取得エレメントに
対するイベントアレイを検索します。イベントが見つからなかった場合は、現在のセグメント内
の日次行を検索します。
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b. イベントまたは日次行が見つかった場合は、休暇取得処理アレイの現在の休暇取得エレメントに対
して、イベントの検出、日次行の検出、休暇取得処理を「Yes」に設定します。

c. イベントまたは日次行が見つからなかった場合は、アレイの次の取得に進みます。

2. ルール定義の取得

休暇取得処理アレイの現在の休暇取得エレメントについて、以下が行われます。

a. 取得エレメントの定義、および休暇付与の子レコード、支給/控除の子レコード、同一日の取得エレ
メントの子レコードなどのエレメントの子レコードを取得します。

b. 休暇付与の子レコードごとに休暇付与定義を取得します。

c. 休暇取得処理アレイの取得ポインタを該当の有効日付きの休暇取得定義に設定します。休暇取得
定義がロード済みの場合でも、この設定はセグメントごとに行われます。

3. 休暇欠勤の既存の日次データ行を更新します。日次行が見つかっている場合は、休暇取得処理
アレイの現在の休暇取得エレメントと一致し、セグメント内に存在する未処理の既存の日次データ
行が更新されます。

a. 取得処理ポインタを、該当の取得定義に設定します。また、行が処理されたことも示されます。

b. 休暇取得プロセスポインタを使って、休暇欠勤タイプ、休暇取得設定フィールドを更新します。

c. 行の関連付け。重複が日次順序または休暇取得のセクション順序で正しく設定されます。

4. 勤務スケジュールがロードされていない場合は、休暇欠勤期間内のセグメントごとに、各雇用レ
コードに対しそれらをロードします。

現在の期間の勤務スケジュールと休日データを取得します。これには、現在の期間の前後の日
付も含まれており、DB (休暇欠勤前) システム エレメントと DA (休暇欠勤後) システム エレメン
トに値が提供されます。

5. 現在セグメントのイベントを展開します。イベントの検出が「Yes」に設定されている場合、休暇取
得処理アレイの現在の休暇取得エレメントのイベントを展開し、そのイベントの各休暇欠勤日に対
して休暇欠勤日次データ行を作成します。各日次データ行には、以下のものが含まれます。

a. 勤務スケジュールデータ。

b. 代替勤務スケジュールデータ。

c. 休日データ。

d. 休暇欠勤イベント情報。

e. Set Insert-No。

f. 該当の休暇取得エレメントの定義への休暇取得ポインタの設定。その行がどのように処理さ
れるかも指定されます。

g. 休暇取得データ。休暇取得プロセスポインタを使用した休暇欠勤タイプとユーザー定義フィール
ドなど。

h. 行の関連付け。重複が日次順序または休暇取得のセクション順序で正しく設定されます。

6. 日次処理の実行 (次のサブセクションで詳しく説明します)

日次処理 (詳細)

以下に示すのは、（上記のステップ 6 の）日次処理を実行するためのステップの詳細です。

1. 日次データの初期化

a. 検証が実行中の場合、検証アレイを初期化し、取得エレメントの新しい検証行を作成します。

b. 取得エレメントが変更されていて、前回の取得エレメントに上書き定義 (SOVR)があった場
合、そのSOVR値を元の値に再設定します。
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c. 取得エレメントが変更されていて、現在の取得エレメントに、有効な上書き定義 (SOVR)がある場
合、この取得エレメントの前回の上書き定義 (SOVR)の値を保存し、新しい上書き値を追加します。

d. 取得エレメントが別のエレメントからマッピングされている場合は、現在処理中の日次行に対して、
現在の日付、その前後の日付、および取得の親エレメントなどのポインタを使用すると、システム
エレメントでデータが使用可能になります。

e. 前日または翌日に休暇欠勤がない場合は、スケジュールデータを適切なシステムエレメン
トにロードします。

f. 複数イベント可を選択した場合、現在の日次行に対する全取得エレメントの時間指定の値を
合計します。

2. イベントの初期化。セグメント内にある各イベントの 1 日目、または 初に処理が行われる日で
初期化が実行されます。

a. その休暇欠勤日が休暇欠勤イベントの開始日の場合は、以下を実行します。

低休暇日数の条件を確認します。

リンク (休暇欠勤ごとのエレメントの場合)を確認します。

資格取得条件を確認します。

有給待機期間を確認します。

b. 休暇欠勤日が休暇欠勤イベントの開始日ではない場合は、以下を実行します。

前回の日付から現在の日付に、その休暇欠勤イベントに関連するフィールドをコピーします。

資格取得条件を確認します。

有給待機期間を確認します。

3. 日数の取得

a. PINマネージャを呼び出し、日数計算フォーミュラを変換します。

b. PINマネージャを呼び出し、(該当する場合)有給待機カウントフォーミュラを変換します。

4. 各日の評価 (有給/無給ユニットの作成)。通常処理、および予測処理に対して、実行されます。

a. 低休暇日数を確認します (該当する場合)。

b. 資格取得日を確認します (該当する場合)。

c. 有給待機期間を確認します (該当する場合)。

d. 取得ユニットの結果が0 (ゼロ)になるか、付与エレメントがなくなるまで、付与アレイをループ
処理します。

e. 現在の休暇欠勤付与残数を取得します。

残数が0 (ゼロ)を超える場合、処理ユニットと照らし合わせます。残数が残りのユニット数を満たす
場合は、そのユニットは有給ユニットとして見なされます。残数が不足していて、ほかに付与エレ
メントが存在しない場合は、超過取得ルールを適用します。

有給ユニットがある場合は、システムにより自動的に割り当てられる有給ユニットをPINマネー
ジャの戻り値リストに追加します。

f. 有給日数ユニットと無給日数ユニットをPINマネージャの戻り値リストの日次データ行に追加します。

5. 予測 PIN 処理。予測と残数の照会に対して、実行します。

PIN マネージャを呼び出し、予測 PIN を変換します。

6. 支給/控除日数計算のループ処理。通常の処理に対してのみ実行されます。

PIN マネージャを呼び出し、ユニット フォーミュラを変換します。
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フォーミュラ結果が 0 (ゼロ) の場合、PIN マネージャを呼び出し、パーセント フォーミュラ、レート
フォーミュラ、金額フォーミュラを変換します。

フォーミュラ結果が 0 (ゼロ) でない場合、支給/控除エレメント、ユニット、およびパーセントを日次
のポジティブ入力に追加します。

7. マッピングおよびリダイレクトが指定された日次行の追加

a. PINマネージャを呼び出し、マッピングの判別フォーミュラを変換します。

b. フォーミュラがない場合や、フォーミュラの値が0 (ゼロ)でない場合は、マップされた取得エレメント
に対して、現在の日付の休暇欠勤のデータ行のコピーが挿入されます。

c. リダイレクトが指定された日付行の場合、その取得に対して、現在の日付の休暇欠勤のデータ行
のコピーが挿入されます。

d. マッピングおよびリダイレクトが指定された取得を取得処理アレイで検索します。取得処理が「No」
に設定されている場合、取得処理アレイループで実行したように、ルール定義を取得します。取得
処理が「Yes」に設定されている場合は、ルール定義は既にロードされています。

e. マッピングまたはリダイレクトが指定された日付の取得が取得処理アレイで見つかった場合、
以下の手順に従います。

取得処理ポインタを、該当の取得定義に設定します。

その休暇取得処理ポインタを使用して [休暇欠勤タイプ]フィールドと [設定取得]フィールドを
更新します。

f. 休暇欠勤ポインタを設定すると新しい行が関連付けられ、重複が日次順序または休暇欠勤取
得のセクション順序で正しく設定されます。

8. 日次データ処理の終了

a. 日次データの結果を日次データ行に保存します。

b. 終了日が「Yes」に設定されている場合、予測エレメントの結果値を取得します。

c. 休暇欠勤日がセグメントの終了日と同一日である場合、予測結果を保存します。

d. 処理した日次データ行に、Set Insert-Yesの設定を行います。

e. 日次プロセススイッチを処理済に指定します。

f. 検証が実行中の場合、取得エレメントの検証行を更新し、変換チェーンを書き込みます。

g. 有効な上書き定義があり、処理対象のデータ行がない場合、現在の取得上書き定義に対して、前
回の上書きエレメントの値 (SOVR) を再設定します。

オンラインの休暇欠勤予測および残日数照会プロセス
これらの 2 つのオンライン休暇欠勤プロセスでは、将来の期間を対象として処理を実行できます。これら
のプロセスを使用して、将来の休暇付与残数を予測したり、その他の休暇欠勤を適用したり、将来の期
間に休暇欠勤関連のビジネス ルールを使用できます。

• 休暇欠勤予測
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休暇欠勤予測プロセスは、実際の休暇欠勤または予定休暇欠勤を入力した後に休暇イベント入力ペー
ジで実行します。ユーザーが定義した予測フォーミュラが実行され、定義された英数字の値が返されま
す。また休暇取得エレメントの作成時に指定したエレメント メンバーの値の一覧も返されます。たとえ
ば、フォーミュラを使って受給者の付与残数が休暇欠勤数に足りているかどうかも判別できます。付与
残数が足りている場合は、ELIGIBLE の値が休暇イベント入力ページに表示され、未来の休暇欠勤処
理後の付与残数、リクエストしている休暇欠勤の期間などの有益な情報が返されます。特定の休暇欠
勤取得に対し、予測プロセスを実行せずに休暇欠勤の入力を保存しようとした場合に警告メッセージ
が表示されるよう設定することも可能です。

• 残日数照会

残日数照会プロセスは、予測残日数ページで実行できます。ここで、取得エレメントを選択し、残数や
値を確認したい特定の日付を指定します。

休暇欠勤予測や残日数照会プロセスは、休暇付与プロセスや休暇取得プロセスのシュミレーションを行
うものです。どちらのプロセスを行う場合でも、グローバル ペイロール システムでは受給者について
終決定されていない 初のカレンダーが確認され、そのカレンダー以降の期間 (カレンダー グループ テ
ンプレートに含まれるもの) から、休暇欠勤予測の場合は 新の予測イベント日のカレンダーの期間ま
で、または残日数照会の場合は目的の日付が属するカレンダーの期間までが参照されます。休暇欠勤
予測プロセスと残日数照会プロセスでは、受給者の支給グループに関連付けられているカレンダーのみ
を選択します。どちらのプロセスも直接的には通常のバッチ処理には影響を与えません。ただし、休暇欠
勤予測のシステム エレメントで変換された値は通常のバッチ処理のシステム エレメントで使用できます。

休暇欠勤予測プロセスにより、休暇欠勤イベント レコード (GP_ABS_EVENT) の予測値 (ABS_EVT_FCST_
VAL) と予測日時 (FCST_DTTM) が更新されます。残日数照会プロセスでは、休暇欠勤イベント レコード
は更新されません。

休暇取得ルールを定義するときに、開始残数、終了残数、休暇欠勤期間など、どの情報が表示され
るかを指定できます。休暇欠勤予測または残日数照会プロセスが完了すると、その結果がテーブル
(GP_ABS_EVT_FCST) にロードされます。1 人の受給者に対し休暇欠勤予測または残日数照会プロセス
が正常に実行されるごとにこれらの結果は上書きされます。データは、休暇取得プロセスや休暇付与プロ
セスで使用される結果テーブルには書き込まれずに、GPX_ (GP_ではない) のプレフィックスが付いた同一
のテーブルに書き込まれます。休暇取得プロセスを実行すると、予測値が結果テーブル (GP_RSLT_ABS)
に書き込まれます。したがって、以下のようになります。

• 履歴ルールでは、現在実行しているデータではなく前回実行されたバッチ処理でのデータが返されます。

• 結果テーブルを読み込むアレイでは、現在実行されているバッチ処理の値ではなく、前回実行したバッ
チ処理からのデータが返されます。

• 書き込み可能アレイは処理されません。

関連項目:

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇取得エレメントの定義」 、 300ページ

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「残日数照会ルールの定義」 、 320ページ
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この章では、休暇欠勤エレメントの設定についての概要と、以下の内容について説明します。

• 休暇欠勤タイプと理由の定義

• 休暇付与エレメントの定義

• 休暇取得エレメントの定義

• 休暇欠勤エレメントの使用準備

• 休暇付与残日数の予測および照会の設定

休暇欠勤エレメントの設定について
このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 前提条件

• 設定のガイドラインおよびその依存関係について

• 休暇欠勤フォーミュラ

前提条件

休暇欠勤エレメントを定義する前に、休暇欠勤機能の概要を説明する「休暇欠勤管理について」の章を
確認してください。

関連項目:

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 269ページ

設定のガイドラインおよびその依存関係について

欠勤に対して支給を行ったり追跡管理を行うのに組織で使用する方針やルールを、休暇付与および休
暇取得エレメントを作成して定義します。休暇付与エレメントには、受給者に有給休暇が発生する条件や
時間数を定義します。休暇取得エレメントには、休暇取得プロセスで休暇欠勤が有給になるかどうかを決
定するのに適用するルールを指定します。

設定前に、以下の点を考慮する必要があります。

• 多くの休暇欠勤機能では、フォーミュラを使用しなければならないことがあります。
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休暇取得エレメントを定義する場合は、日数計算フォーミュラの設定は 低必須条件となります。休暇
欠勤ごとに変換される休暇付与エレメントを定義する場合は、休暇欠勤毎フォーミュラ エレメントも設
定する必要があります。"休暇付与" の計算ページでフォーミュラの名称を入力しないと、休暇付与エ
レメントを保存できません。

• 休暇付与および休暇取得エレメントは関連しています。

休暇取得エレメントを定義するときは、適用する休暇付与ルールを指定しておきます。休暇取得エレメ
ントを定義してから休暇付与エレメントを定義した場合、休暇取得コンポーネントに修正モードで戻って
その休暇付与エレメントを関連付ける必要があります。

• 各休暇取得エレメントに休暇欠勤タイプを割り当てます。

休暇欠勤タイプにより、休暇欠勤エレメントをグループ化し、分類します。1 つの休暇欠勤タイプを、複
数の休暇取得エレメントに割り当てることが可能です。

• 休暇取得ルールによっては、休暇取得エレメント間で相互依存の関係を持たせることができます。

休暇取得のエレメント間で相互関係を構築することで設定時間を省くことができます。休暇取得エレメ
ントは、次の場合に関連付けられます。

- 休暇欠勤が休暇付与残数を超えたときに、別の休暇取得エレメントに関連する休暇付与を使うこと
を認める場合。

- 2 番目の休暇取得エレメントについて同じイベントが作成されるように設定する場合。

- 1 人の受給者に対して同じ日に複数の休暇欠勤を入力することができないようにし、エラー メッセー
ジで重複するイベントの優先度についての情報を示すようにする場合。

• 休暇付与、調整、残数、その他の休暇欠勤関連の値には、それぞれ同じユニット (時間、日数、または
それ以外の時間枠) が使われます。

たとえば、休暇付与を日数で表す場合、調整、残数、その他の休暇欠勤関連の値を定義するサポート
エレメントも日数に必ず変換されるようにします。休暇欠勤エレメントの定義に使用されるユニットと、
ユーザーが休暇付与を調整または上書きするときに使用するユニットは互いに一致している必要があ
ります。

• 休暇付与エレメント、および休暇取得エレメントのほとんどは導入時に定義しますが、導入後に追加す
ることも可能です。

業務上、変更が必要な場合は、既存の休暇欠勤エレメントを修正するのではなく、新しいエレメントを
作成することをお勧めします。既存エレメントを変更すると、遡及処理に影響を及ぼす場合があるため
です。

休暇欠勤フォーミュラ

フォーミュラを使うと、さまざまな休暇欠勤管理機能を容易に実現することができます。機能ごとに異なる
フォーミュラを作成することもできますが、必要に応じていくつもの状況で同じフォーミュラを使用すること
もできます。

次の表は、休暇欠勤に関連するフォーミュラを一覧にしたものです。
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フォーミュラおよびページ 用途 ロードされるエレメント 戻り値

休暇欠勤毎フォーミュラ
エレメント ("休暇付与" -
計算ページ)

休暇欠勤ごとの休暇付
与エレメントの場合に必
須。休暇付与を変換する
タイミングを定義。

処理中に残数が必要な
場合、日ごとに変換。

0 (ゼロ) =休暇付与を変
換しない

0以外の値=休暇付与
を変換

日数計算フォーミュラ ("
休暇取得" -日数計算
フォーミュラページ)

全ての休暇取得エレメ
ントに必須。各休暇欠勤
日を判定し休暇付与残
数と比較するユニットを
返す。

常に、日ごとに変換。

DAY COUNT 休暇欠勤日のユニット数

差引フォーミュラ ("休暇
取得" -日数計算フォー
ミュラページ)

休暇欠勤ごとの休暇付
与エレメントの場合に必
須。自動的に開始時の
休暇付与残数から減算。

休暇欠勤ごとの休暇付
与が変換された直後に
変換。

休暇付与残数に加算/
減算される数

判別フォーミュラ ("休暇
取得" -日数計算フォー
ミュラページ)

別の休暇取得エレメント
の休暇欠勤イベントを作
成する条件を定義。

0 (ゼロ)または 0以外の
値
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フォーミュラおよびページ 用途 ロードされるエレメント 戻り値

(有給待機)カウント
フォーミュラ ("休暇取得
" -期間ページ)

受給者が有給待機期間
を満たすために必要な休
暇欠勤の残数を返す。

有給待機カウントに使わ
れるフォーミュラは、日数
計算フォーミュラに使わ
れるフォーミュラと同じこ
とがよくある。たとえば、
このフォーミュラを使って
勤務日をカウントするこ
とも可能である。

WAIT COUNT 日数

予測エレメント ("休暇取
得" -予測ページ)

休暇欠勤を判別するた
めに予測プロセス中に使
用。フォーミュラの結果
は休暇イベント入力ペー
ジに表示。

休暇イベントの日ごとに
換算。システムには、休
暇欠勤 後の日に換算
された値のみが保存。

ABS EVT FCST VAL 英数半角30文字まで

システム エレメントの多くは、休暇欠勤フォーミュラで使用され、休暇欠勤日次データ テーブルの列を示
すために作成されています。

たとえば、SCHED HRS という名前のシステム エレメントを日数計算フォーミュラで使い、そのフォーミュラ
の名前を WRK DAY とし、次のように定義したとします。

IF SCHED HRS > 0

THEN 1 ->> WRK DAY

ELSE 0 ->> WRK DAY

END IF

フォーミュラは、予定勤務時間数 SCHED HRS が 0 (ゼロ) より大きいかを確認します。0 より大きければ、
日数は 1 勤務日と等しくなります。0 以下であれば、1 勤務日としてカウントされません。つまりこのフォー
ミュラでは、予定勤務時間が 低 1 時間あれば、休暇欠勤日は1 勤務日として見なされることになります。

フォーミュラによって、処理している休暇取得エレメントに指定された期間の日次データの各行が処理さ
れます。つまり、行ごとに日次データ テーブルから SCHED HRS の値が取得されます。

注: 日次データ行の休暇欠勤システム エレメントには、現在の処理行に含まれるデータが反映されます。
フォーミュラでほかのシステム エレメントを使うことはできますが、そのエレメントは行ごとには変換され
ず、 初に一度だけ変換されます。たとえば、JOB 行から部門などのシステム エレメントを使う場合、部
門の値はどの行でも同じ値となり、行ごとに変化することはありません。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「システム エレメントの使い方」 、 86ページ
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休暇欠勤タイプと理由の定義
休暇欠勤のタイプと理由を設定するには、休暇欠勤タイプ コンポーネント (GP_ABS_TYPE) を使用します。

このセクションでは、休暇欠勤タイプと理由の概要および定義方法について説明します。

休暇欠勤タイプと理由について

休暇取得エレメントを定義する場合、休暇、病気などの欠勤の種類を表す休暇欠勤タイプを割り当てま
す。休暇欠勤タイプは、全ての国で使用可能にすることも特定の国でだけ使用可能にすることもできま
す。休暇欠勤タイプごとに、休暇欠勤理由を任意の数だけ定義できます。

休暇欠勤イベントを入力すると、選択した休暇欠勤取得エレメントに関連付けられた休暇欠勤タイプが
表示されます。休暇欠勤の理由の入力は必須ではありません。休暇欠勤タイプと理由コードは、バッチ
処理またはオンラインの予測プロセスの際、ABSENCE_TYPE、ABSENCE_TYPE_DB (前日の休暇欠勤タイ
プ)、ABSENCE_REASON などのシステム エレメントにロードされます。これらのシステムエレメントは、休
暇欠勤フォーミュラで使用されます。

休暇欠勤タイプの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[休暇欠勤タイプ] GP_ABS_TYPE [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇欠勤タ
イプ]、[休暇欠勤タイプ]

組織で認められている休
暇欠勤のタイプを定義しま
す。休暇欠勤のタイプごと
に休暇欠勤の理由を設
定できます。

休暇欠勤タイプの定義

休暇欠勤タイプ ページにアクセスします。
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休暇欠勤タイプ ページ

[セルフサービスでリク
エスト可]

このチェック ボックスをオンにすると、セルフサービス休暇欠勤機能に全て
の関連する休暇取得エレメントを設定できます。

[休暇欠勤理由] 各休暇欠勤理由には 3 桁以下の英数字をコードとして入力できます。

休暇付与エレメントの定義
休暇付与コンポーネント (GP_ABS_ENTL) を使って、組織に必要な各タイプの休暇付与に対して休暇付与
エレメントを作成します。疾病、休暇、産前産後休業など、休暇欠勤の種類によって休暇を付与するルー
ルが異なる場合、それぞれ別の休暇付与エレメントを作成します。

このセクションでは、自動作成累計の概要と、以下について説明します。

• 休暇付与エレメント名の定義と予測の有効化

• 休暇付与数と計算方法の定義

• 端数処理および比例配分ルールの定義

• 休暇付与の累計ルールの定義

• 累計期間の開始日と長さの定義

• 自動作成累計の表示

• 休暇付与エレメントのサポート エレメント上書きの定義

自動作成累計について

新しい休暇付与エレメントを定義して保存すると、休暇付与残数を追跡管理する累計が作成されます。
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エレメントの保存後、累計の定義を開き、休暇付与残数累計に対し追加の設定を行います。

• 周期ベースの休暇付与の場合、前累計期間の付与残数の全部または一部を繰り越す初期化ルール
を選択できます。初期化ルールを選択しない場合、新しい累計期間が開始されるときの付与残数は 0
(ゼロ) に設定されます。

• 休暇欠勤ベースと周期ベースの休暇付与のどちらの場合でも、残数に加える、または差し引くエレメン
トを追加/削除して、休暇付与残数を更新する方法を指定します。次のフォーミュラを使って休暇付与
残数が計算されます。

休暇付与残数 = 休暇付与 − 取得ユニット + 調整ユニット

取得ユニットと調整ユニットはシステムにより自動的に割り当てられるエレメントで、休暇付与残数の
累計が作成されると同時に作成されます。

例

VACATION という名前の休暇付与エレメントを作成すると、休暇付与の残日数累計が自動的に作成され
ます。この表は、"累計" のメンバー ページで定義されたエレメントの一覧です (サフィックス名は国によっ
て異なります)。エレメントを変換する時期について説明しています。

エレメント名 エレメント タイプ 累計指示 変換時期

VACATION (休暇付与) 休暇付与 加算 休暇付与が変換される
とき

VACATION_TAKE (取得
ユニット)

自動割当 減算 取得プロセス中、取得済
みユニット数が日ごとに
このエレメントに入れら
れます。

VACATION_ADJU (調整
ユニット)

自動割当 加算 (正または負の数) 休暇付与調整が変換さ
れるとき
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休暇付与エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

休暇付与名 GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇付与]、
[休暇付与名]

エレメントに名前を付け、基
本パラメータを定義します。

休暇付与- <エレメント名)

の予測

GP_FORECAST_SEC 休暇付与名ページの [予
測]リンクをクリックします。

休暇付与エレメントの予測
機能を有効にします。

計算 GP_ABS_ENTL [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇
欠勤エレメント]、[休暇
付与]、[計算]

休暇付与の計算方法、休
暇付与数、ジェネレーショ
ンコントロールを定義し、
特定の条件下での休暇付
与残数を調整する際の指
示を入力します。

端数処理/比例配分 GP_ABS_RND_PRORTN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇付与]、
[端数処理/比例配分]

休暇付与エレメントの端数
処理および比例配分ルー
ルを定義します。

自動作成累計 GP_AUTOGEN_ACUM [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇付与]、
[自動作成累計]

休暇付与残数の追跡管理
に使用するユーザーキー
と、付与累計の実行時期を
指定します。

休暇付与- <エレメント

名>の累計期間

GP_AUTOGEN_SEC "休暇付与の自動作成累
計ページの [累計期間]リ
ンクをクリックします。

休暇付与の累期期間の開
始日と長さ (月間、年間な
ど)を定義し、休暇付与、
調整、休暇取得を追跡す
る自動作成累計のオプショ
ンを選択します。

休暇付与- <エレメント名>

の作成済エレメント

GP_ABS_ACM_SEC [休暇付与]の自動作成累
計ページの [作成済エ
レメント表示]リンクをク
リックします。

エレメントの定義保存後に
休暇付与エレメントの自
動作成累計のリストを
参照します。

サポートエレメント上書き GP_ELM_DFN_SOVR [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇付与]、
[サポートエレメント上書き]

休暇付与エレメントの定義
で使用されるサポートエレ
メントを上書きします。

参照: 第 18章、 「上書きの
設定」、 「エレメント使用上
書きの定義」、 484ページ

休暇付与エレメント名の定義と予測の有効化

休暇付与名ページにアクセスします。
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全てのエレメントについて、名称とその基本パラメータをエレメント名共通ページで定義する必要がありま
す。グローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN)
という共通ページが含まれています。

予測の有効化

定義している休暇付与エレメントが、休暇欠勤予測が有効になっている休暇休暇取得エレメントにリンク
される場合は、休暇付与名ページ下部にある [予測] リンクをクリックして予測ページにアクセスします。[
予測使用] チェック ボックスをオンにします。

システム効率の低下を防ぐため、この機能は予測が必要とされる休暇取得エレメントまたは休暇付与エ
レメントに対してのみ使用してください。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 「休暇欠勤管理機能」 、 272ページ

休暇付与数と計算方法の定義

"休暇付与" の計算ページにアクセスします。

"休暇付与" - 計算ページ

[休暇付与タイプ] 休暇付与数の変換に使用するエレメントのタイプを選択します。有効なオ
プションは、[累計]、[ブラケット]、[フォーミュラ]、[受給者レベル]、[システ
ム エレメント]、[変数] です。

[受給者レベル] を選択する場合、休暇付与エレメントは、休暇付与/取得
割当ページで受給者に割り当てられている場合にのみ変換されます。

[休暇付与エレメント] [休暇付与タイプ] フィールドで [数値] 以外の値を選択した場合は、休暇
付与を計算するエレメントの名前を選択します。
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[休暇付与ユニット] [休暇付与タイプ] フィールドで [数値] を選択した場合、このフィールドには
ユニット数を入力します。

[周期の設定]

このグループ ボックスに表示されるフィールドは、選択する周期オプションに応じて変化します。

[休暇欠勤発生毎に計算] 休暇欠勤が発生したときにのみ休暇付与を行う場合、たとえば、それぞれ
の病気ごとに 42 日の休暇を受給者に付与する場合などに選択します。月
次、年次などの通常周期で付与を行う場合には選択しないでください。

[支給期間毎に計算] 周期ベースの休暇付与で、支給期間ごとに休暇を付与する場合、このオ
プションを選択します。

[その他の周期毎に計算] 、
[周期 ID]

休暇付与が周期ベースであり、[周期 ID] フィールドで指定する周期で付
与する場合に選択します。周期には、"年次"、"日次"、"週次"、"月次"、
"四半期毎"、"半月毎" などがあります。

注: 周期の値は、PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理で定義し
ます。

システムでは、周期を使って各支給期間ごとに発生する休暇付与数を決
定します。たとえば、受給者に 1 日の休暇付与が "月次" で発生する場
合、1 (日) × 12 か月で年次化 (1 年間の休暇付与の計算) を行います。
付与数の非年次化には、休暇欠勤実行のカレンダー期間を使います。受
給者の休暇欠勤が週単位で実行される場合は、給与計算実行ごとに発生
する休暇付与数を 12/52 で計算します。このため、受給者には12/52 日ま
たは 0.23 日の疾病休暇が支給期間ごとに発生します。

支給期間以外の周期を使用して休暇付与の非年次化を行う場合は、[休
暇付与ジェネレーション コントロール エレメント] フィールドでジェネレーショ
ン コントロールの周期を選択します。

[休暇欠勤毎フォーミュラ エ
レメント]

このフィールドは、[休暇欠勤発生毎に計算] を選択した場合にのみ表示さ
れます。フォーミュラ エレメントを選択します。休暇取得プロセスを実行す
ると、日数計算フォーミュラ ("休暇取得" の日数計算フォーミュラ ページ
で定義) が変換され、休暇欠勤日が評価されて休暇付与残数が必要かど
うかが判別されます。残数が必要な場合、休暇欠勤毎フォーミュラ エレメ
ントが変換されます。

条件が満たされると (フォーミュラが 0 (ゼロ) 以外の値を返すと)、休暇取
得プロセスで休暇付与が行われれます。条件が満たされない場合は、既
存の休暇付与残数が使われます。

この休暇付与に関連付けられている休暇取得エレメントに 低支給期間、
資格取得期間、または有給待機期間が指定されている場合、休暇欠勤毎
フォーミュラはこれらの期間を満たした後でのみ実行されます。

[休暇付与ジェネレーション
コントロール エレメント]

給与付与エレメントの変換時の条件を制限するためにジェネレーション コ
ントロール エレメントを選択します。このフィールドは、[支給期間毎に計算]
または [その他の周期毎に計算] を選択すると表示されます。

たとえば、ジェネレーション コントロールを使ってエレメントの変換をアクティ
ブな受給者に限定して行うことができます。周期ベースの休暇付与を定義
している場合は、[その他の周期毎に計算] を選択すれば、ジェネレーショ
ン コントロール周期エレメントを選択できます。この場合、システムでは支
給カレンダーの周期ではなく、ジェネレーション コントロール エレメントで
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定義された周期を使って、休暇付与数の非年次化や休暇付与の変換時期
の決定が行われます。

[調整と補償]

周期ベースの休暇付与について、特定のイベントが発生したときに、受給者の休暇付与残数の全部また
は一部を自動的に減らす、または補償するように指定できます。ジェネレーション コントロールを使って、
調整が発生する時期を定義します。

[調整タイプ] 休暇付与残数に加算または減算するユニット数を返すサポート エレメント
のタイプを選択します。システムでは、返されたユニット数が休暇付与残数
に "加算" されるため、残数から差し引く場合はエレメントが負の数を返す
必要があります。[累計]、[ブラケット]、[フォーミュラ]、[システム エレメン
ト]、[変数] のエレメント タイプから選択します。

[調整エレメント] 調整ユニットを返すサポート エレメントの名前を選択します。

たとえば、受給者は 3 か月前までの未使用休暇を翌年へ繰り越す資格が
あり、その期間を過ぎると未使用の休暇付与は全て失われるとします。こ
こで、3 月 31 日時点で受給者に前期から繰り越した未使用の休暇が 3 日
あるとします。このフィールドで選択したエレメントにより、-3 の値が返され
ます。

[調整ジェネレーション コン
トロール エレメント]

[調整タイプ] フィールドを入力した場合、このフィールドは必須フィールドで
す。調整が発生する時期を指定するジェネレーション コントロール エレメ
ントを指定します。

[補償タイプ] 無効になるユニットの全てまたは一部を受給者に補償するために使用しま
す。補償されるユニット数を返すサポート エレメントを選択します。有効な
オプションは、[累計]、[ブラケット]、[フォーミュラ]、[システム エレメント]、[
変数] です。

[補償エレメント] 補償するユニットを返すサポート エレメントの名前を選択します。

[補償支給] [補償エレメント] フィールドの入力が終わったら、補償ユニットと関連付け
る支給エレメントを選択します。休暇取得プロセスを実行するとき、現在の
カレンダーに指定されたターゲット カレンダーにポジティブ入力が作成さ
れます。

休暇付与の繰り越し

新しい累計期間の始めに新しい累計が作成されるとき、前回の累計の値は PREV VALUE ACCM という
システム エレメントに割り当てられます。休暇付与残数を新しい累計期間に繰り越す場合、初期化フォー
ミュラを "累計" の期間ページで作成して、この PREV VALUE ACCM から前回の値を取得してフォーミュ
ラに割り当てます。次に、メンバー ページでこのフォーミュラ エレメントを累計のエレメント メンバー リス
トに追加 ([累計指示] で [加算] を選択) します。これにより、PREV VALUE ACCM の値はフォーミュラに
割り当てられ、残数累計に加算されます。前年度の残数を全て、または任意の数だけ新しい累計に加算
できます。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「ジェネレーション コントロール周期の定義」 、 188ページ

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「ジェネレーション コントロール エレメントの定義」 、 180ページ

第 10 章、 「累計の設定」 、 「累計期間およびタイミング情報の定義」 、 258ページ
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端数処理および比例配分の定義

"休暇付与" の端数処理/比例配分ページにアクセスします。

[休暇付与] − 端数処理/比例配分ページ

期間の分割がある場合に、休暇付与ユニットの端数処理や比例配分を行うようにシステムを設定できま
す。比例配分は周期ベースの休暇付与に限り適用されます。端数処理ルールと比例配分ルールの両方
を選択した場合、休暇付与ユニットは比例配分されてから端数処理されます。調整ユニットと補償ユニッ
トに対しては、端数処理または比例配分は行われません。

[端数処理ルール オプショ
ン ] 、 [端数処理ルール エ
レメント]

休暇付与ユニットを端数処理する場合、[端数処理ルール オプション] フィー
ルドで次のいずれかの値を選択し、端数処理ルールを指定します。

[支給グループの端数処理使用]: 受給者の支給グループに定義された端
数処理ルールが適用されます。

[指定の端数処理使用]: [端数処理ルール エレメント] フィールドで選択す
る端数処理ルールが適用されます。

[比例配分オプション] 、 [比
例配分エレメント]

これらのフィールドは、周期ベースの休暇付与に限り適用されます。支給
期間が分割されている場合に付与ユニットを比例配分するには、比例配分
ルールを下の値から選択します。

[支給グループの比例配分ルール]: 受給者の支給グループに定義された
比例配分ルールが適用されます。

[指定の比例配分ルール]: [比例配分エレメント] フィールドで選択する比
例配分ルールが適用されます。

注: PRORATE システム エレメントを使用すると、分割が行われていない場合でも休暇付与エレメントを
比例配分できます。PRORATE の値を Y (Yes) または N (No) に設定し、比例配分をアクティブまたは非
アクティブに切り替えます。たとえば、休暇付与エレメントの処理を開始する前に PRORATE を Y に設定
するフォーミュラを作成することも可能です。処理が終わった後に、PROPRATE システム エレメント を N
に再度設定し直します。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「端数処理ルール エレメントの定義」 、 169ページ

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「比例配分ルールの定義」 、 177ページ

自動作成累計のルールの定義

"休暇付与" の自動作成累計ページにアクセスします。
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"休暇付与" - 自動作成累計ページ

このページのフィールドは、累計コンポーネントの定義ページにあるフィールドと同一のものです。ここで
は、休暇付与エレメントに特有の設定についてのみ説明します。

[累計レベル]

[ユーザー キー タイプ 1]
～ [ユーザー キー タイプ
6] 、 [キー エレメント 1] ～
[キー エレメント 6]

ユーザーが元の開始日が同じ休暇欠勤イベントを複数入力したとき、その
休暇取得エレメントを関連付けて 1 つの休暇欠勤ごとの休暇付与残数を
共有する場合、ユーザー キーを選択して次のように設定できます。

ユーザー キーの 1 つに [システム エレメント] を選択し、対応するキー エ
レメントのフィールドで ORIG BEGIN DATE (元の開始日) を選択します。"<
エレメント名> の累計期間" ページの [期間] フィールドで [カスタム期間]
を選択します。[日付] フィールドで [システム エレメント - 日付] を選択し、
[開始日エレメント] フィールドで ORIG BEGIN DATE を選択します。

このようにすると、同じ休暇取得エレメントで休暇欠勤イベントを 2 つ入力
し、両方のイベントで元の開始日が同じ場合、2 番目のイベントでは 初
のイベントの休暇付与残数が使われます。

[変換のタイミング]

[変換のタイミング] には、休暇付与残数累計が変換される時期が表示されます。オンライン メッセージ
が示すように、累計に含まれるエレメントがそれぞれ変換されるときに、累計自体も更新されます。この
累計は更新される休暇欠勤プロセス リストに含める必要はありません。
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[遡及処理]

[遡及処理] には、遡及処理時の累計の更新方法が表示されます。休暇欠勤累計では常に訂正遡及方
法が使用されます。累計の値は、遡及処理でそのメンバー エレメントに対し新しく算出された値で、更新
されます。

関連項目:

第 10 章、 「累計の設定」 、 「累計キーの指定」 、 262ページ

累計期間の開始日と長さの定義

"休暇付与 - <エレメント名> の累計期間" ページにアクセスします。

休暇付与 - <エレメント名> の累計期間ページ

[累計期間]

[期間] 累計を追跡管理する期間を選択します。選択したオプションによって、表示
されるフィールドが変化します。以下のいずれかを選択します。

[カレンダー期間]

[カスタム期間]: このオプションを選択した場合は、[日付] フィールドで値
を選択します。

[月間オプション]: このオプションを選択した場合は、[開始オプション] フィー
ルドと [開始日オプション] フィールドで値を選択します。

[四半期]: このオプションを選択した場合は、[開始オプション] フィールド、
[開始月オプション] フィールド、および [開始日オプション] フィールドで値
を選択します。

[セグメント]
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[年間]: このオプションを選択した場合は、[開始オプション] フィールド、[
開始月オプション] フィールド、および [開始日オプション] フィールドで値
を選択します。

[日付] 、 [開始日]、[開
始日エレメント]

[期間] フィールドで [カスタム期間] を選択した場合、累計期間の開始日を
指定するサポート エレメントのタイプを選択します。選択できるのは、[ブラ
ケット - 日付]、[カレンダー日付]、[日付]、[フォーミュラ - 日付]、[システ
ム エレメント - 日付]、[変数 - 日付] です。

([カレンダー日付] を選択すると、特定の日付を選択できます。[日付] を選
択すると日付エレメントを使用できます。)

[開始日エレメント] フィールドで、日付を定義するエレメント名を選択しま
す。 初のフィールドで [カレンダー日付] を選択した場合は、日付を選択
します。

[開始オプション] [期間] フィールドで [四半期] または [年間] を選択した場合、累計期間の
開始日を定義するサポート エレメントのタイプを選択します。以下のいず
れかを選択します。

[指定日]: [開始月のオプション] フィールドと [開始日のオプション] フィー
ルドで値を選択することで、指定した日付から累計期間が始まります。

[支給元のカレンダーを使用]: 支給元に対して定義されたカレンダーの開
始日と同じ日から累計期間が始まります。

[支給元の会計年度を使用]: 支給元に対して定義された会計年度の開始
日と同じ日から累計期間が始まります。

支給元のカレンダーと会計年度は、"支給元" の処理詳細ページで定義し
ます。

[開始月オプション] このフィールドは、[期間] フィールドで [四半期] または [年間] を選択した
場合にのみ表示されます。累計期間を開始する月を選択します。

[開始日オプション] このフィールドは、[期間] フィールドで [月間]、[四半期]、または [年間] を
選択した場合にのみ表示されます。累計期間を開始する月の日にちを選
択します。

警告: 休暇付与プロセスまたは休暇取得プロセスを実行した後、開始月または開始日を変更すると、累
計結果が変わるおそれがあります。

[自動作成累計]

累計が作成されるときに、それぞれの累計の名前にサフィックスが自動的に付加され、その累計が表す
もの (残数、休暇付与、調整、休暇取得) を識別できます。たとえば、VACATION という休暇付与エレメン
トには、VACATION_BAL、VACATION_TAKE などの累計があります。

[残数] デフォルトでオンになっており、受給者に発生した未使用の休暇付与ユニッ
トを追跡管理できるように残数累計が常に作成されます。残数累計が作成
されるときに、休暇付与残数累計に算入される 2 つのシステム割り当てエ
レメント、つまり調整ユニットと取得ユニットも作成されます。

[休暇付与] このチェック ボックスをオンにすると、累計期間中に受給者に発生する休
暇付与ユニットの合計数 (使用したものも含む) を追跡管理する別の累計
が作成されます。
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[調整数] このチェック ボックスをオンにすると、システムにより自動的に割り当てら
れる調整ユニット エレメント用に、別の累計が作成されます。この累計で
全ての調整 (手動/自動調整を含む) を追跡管理します。

[休暇取得] このチェック ボックスをオンにすると、システムにより自動的に割り当てられ
る取得ユニット エレメント用に、別の累計が作成されます。この累計で、累
計期間中、受給者が使った休暇付与ユニットの合計数を追跡管理します。

自動作成累計の表示

"休暇付与 - <エレメント名> の作成済エレメント" ページにアクセスします。

"休暇付与" - "エレメント X (Y) の作成済エレメント" ページ

休暇付与エレメントの定義を保存したら、自動作成累計のリストを表示できます。

休暇付与エレメントのサポート エレメント上書きの定義

"サポート エレメント上書き" ページを使って、ブラケット、日付、デュレーション、フォーミュラ、または付
与エレメントに関連付けられた変数エレメントの値を上書きします。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「エレメント定義上書きの定義」 、 485ページ

休暇取得エレメントの定義
休暇取得コンポーネント (GP_ABS_TAKE) を使って、組織に必要な各タイプの休暇について休暇取得エレ
メントを作成します。たとえば、疾病、休暇、休職などに対する休暇の付与方法についてそれぞれのルー
ルがある場合、それぞれについて休暇取得エレメントを個別に作成します。

このセクションでは、休暇取得エレメントについての概要と、以下の内容について説明します。

• 休暇取得エレメント名の指定と予測の設定の有効化

• 休暇取得エレメントの一般的な計算ルールの定義
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• 日数計算フォーミュラ、関連支給エレメントと控除エレメント、およびその他の休暇取得エレメントの選択

• 休暇取得期間と休暇欠勤のリンクの定義

• 超過取得ルールの定義

• 休暇取得の優先度の定義

• 休暇欠勤予測ルールの定義

• 残日数照会のルールの定義

• ユーザー定義結果フィールドの定義

• 休暇取得エレメントのサポート エレメント上書きの定義

休暇取得エレメントについて

ここでは、以下の項目について説明します。

• マッピング

• 取得資格、 低休暇欠勤、および有給待機期間の基準

• 休暇取得のリンク

• ユーザー定義フィールドの日次データを上書きするシステム エレメント

マッピング

ユーザーは、ある休暇取得 (たとえば TAKE1) で休暇欠勤イベントを入力したときに、別の休暇取得エレ
メント (たとえば TAKE2) にも同一の休暇欠勤が作成されるようにシステムを設定できます。つまり、休
暇取得プロセスを実行すると、TAKE2 の休暇欠勤データ (日次) テーブルにも TAKE1 に入力された同じ
データを使用して、追加日数が作成されます。しかし、このとき休暇取得ルールには TAKE2 に定義され
たものが使用されます。イベントをマッピングすることにより、1 つの休暇欠勤イベントに対して異なる休
暇付与/取得ルールの組み合わせを使って変換ができます。

たとえば、法に定められた疾病プランのほかに、追加の疾病補助プランを設定したとします。病欠を入
力すると受給者が両方のプランから給付を受け取るようにする場合、法定プランの休暇取得エレメント
(SICK) を補足プランの休暇取得エレメント (SUPP SICK) にマップします。これで、ユーザーが SICK に対
し休暇欠勤イベントを入力すると、SUPP SICK の追加の休暇欠勤日数も自動的に作成されるようになり
ます。休暇取得プロセスが終了すると、これらの追加日数は休暇欠勤イベント レコード (GP_ABS_EVENT)
ではなく、休暇欠勤データ (日次) テーブル (GP_RSLT_ABS) で参照できます。"休暇取得" の日数計算
フォーミュラ ページでリンクされた休暇取得を定義します。

取得資格、 低休暇欠勤、および有給待機期間の基準

休暇取得エレメントを定義する際に、休暇欠勤の取得が認められるために必要な期間要件を 3 つまで
選択することができます。

• 低休暇欠勤

支給を認められるために 低限必要な休暇欠勤日数 (カレンダー日付) を定義します。休暇欠勤の日
数が 低限必要とされる日数に達しなければ、休暇欠勤全体が無給になります。

• 資格取得

休暇欠勤の支給が認められる日付を指定します。

• 有給待機
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休暇欠勤ごとに休暇発生までに必要な待機期間を指定します。この有給待機期間を満たした後に限
り、休暇欠勤の支給が認められます。なお、有給待機期間を超過した日数しか有給になりません。相
互に関連する休暇欠勤をリンクする場合、1 つの有給待機期間を全てのリンクされたイベントに適用す
るのか、イベントごとに設定されている有給待機期間をそれぞれ適用するのか指定できます。

休暇取得プロセスを実行すると、日数計算フォーミュラが変換され、各日が評価され、ここで説明した順
序で期間条件が満たされているかが確認されます。 低支給期間が満たされていない場合、その日につ
いてはそれ以上処理されず、日数計算フォーミュラから返された日数は無給日数と見なされます。 低
休暇欠勤期間が満たされた場合、次は資格取得期間が満たされているかどうか、その次は有給待機期
間が満たされているかどうか、というように順に確認されます。"休暇取得" の期間ページで取得資格、

低休暇欠勤、および有給待機期間の基準を定義します。

参照: 第 12章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇取得期間と休暇欠勤のリンクの定義」 、 313ページ

休暇取得のリンク

定義された期間内で関連する休暇欠勤をリンクするように指定できます。同一の休暇欠勤が発生してい
て、それらが互いにリンクされているとき、休暇欠勤ごとの休暇付与または有給待機期間を共有すること
ができます。"休暇取得" の期間ページで休暇欠勤のリンク条件を定義します。

休暇取得プロセスを実行したとき、新しい休暇欠勤がリンクが可能な有効期間内にあるか判断されます。
期間内にある場合は、新しいイベントに関連付けられている LINK YES-NO というシステム エレメントが
YES に設定されます。休暇欠勤毎フォーミュラ エレメント ("休暇付与" の計算ページで選択) では、LINK
YES-NO エレメントの値を参照して、休暇付与を変換するか、既存の休暇付与残数を使用するかが決定
されます。

常に現在イベントの開始日と 後にこの条件に一致した休暇欠勤イベントが比較され、イベントがリンク
期間内にあるかが判断されます。ユーザーは、どこまでの期間に含まれるイベントを一致イベントとして
見なすのか、その条件を定義します。休暇イベント入力ページの [元の開始日] フィールドを使用して休
暇欠勤のリンクを特定すると指定すると、同じ休暇欠勤タイプと元の開始日を持つ休暇欠勤エントリは 1
つの休暇欠勤期間として扱われます。

たとえば、受給者が足を骨折したため 1 月 23 日から 1 月 25 日まで欠勤し、そして 2 月 7 日から 2 月
8 日まで再度同じ理由で欠勤する場合、この表は休暇イベント入力ページの個人に関する休暇欠勤の
入力方法を示しています。

休暇欠勤タイプ 休暇欠勤理由 (オ
ンラインでは入力

しません)

開始日 終了日 元の開始日

疾病 足の骨折 1月 23日 1月 25日 1月 23日

疾病 足の骨折の悪化 2月 7日 2月 8日 1月 23日

以下の図は、リンクがどのように行われるかの例を示します。
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元の開始日を使用した/使用しない休暇欠勤のリンク

ユーザー定義フィールドの日次データを上書きするシステム エレメント

休暇欠勤イベント入力詳細ページのユーザー定義フィールド ([日付 1]、[日付 2]、[10 進数 1]、[10 進数
2] など) に入力された休暇欠勤データを上書きするため、 大で 16 のシステム エレメントを使用できま
す。取得プロセスを実行する際に、システム エレメントに割り当てられた値が休暇欠勤の結果テーブル
(GP_RSLT_ABS) の日次データのユーザー入力値の位置に書き込まれます。システム エレメントを使用し
て、休暇欠勤イベントの日ごと、または選択した日のデータを上書きできます。
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以下の表は、システム エレメント、休暇欠勤の結果テーブルで上書きされる対応するフィールド、および
休暇欠勤イベント入力詳細ページのユーザー定義フィールドのラベルの一覧です。

システム エレメント
休暇欠勤の結果テーブルで上書き

されるフィールド
休暇欠勤イベント入力詳細ページの

フィールド ラベル

EVT CONFIGx DT UPD EVT CONFIGx DT [日付 1]、[日付 2]、[日付 3]、[日付
4]

EVT CONFIGx DC UPD EVT CONFIGx DC [10進数 1]、[10進数 2]、[10進数
3]、[10進数 4]

EVT CONFIGx CH UPD EVT CONFIGx CH [文字 1]、[文字 2]、[文字 3]、[文字
4]

EVT CONFIGx MN UPD EVT CONFIGx MN [金額 1]、[金額 2]、[金額 3]、[金額
4]

ここでは、x = 1、2、3、または 4

たとえば、ユーザーが休暇欠勤イベント入力詳細ページの [金額 1] フィールド (EVT CONFIG1 MN) の値
として 100 USD を入力したとします。EVT CONFIG1 MN UPD システム エレメントを使用して、システムに
休暇欠勤イベントの初日について 150 USD を結果テーブルに書き込ませることができます。さらに、イベ
ントの残りの日数についてはユーザーが入力した値を使用します。

システム エレメントを使用するには、次の作業を行います。

• ユーザー定義フィールドを上書きできるかどうかを指定します。

"休暇取得" のユーザー定義フィールド ページでこれらのフィールドを選択します。

• 値をシステム エレメントに割り当てるための条件を定義するフォーミュラまたはルールを使用します。

関連項目:

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇取得期間と休暇欠勤のリンクの定義」 、 313ページ

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「ユーザー定義結果フィールドの定義」 、 320ページ

休暇取得エレメントの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

休暇取得名 GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇取得]、
[休暇取得名]

エレメントに名前を付け、基
本パラメータを定義します。

休暇取得- <エレメント名

>の予測

GP_FORECAST_SEC 休暇取得名ページの [予
測]リンクをクリックします。

"休暇取得"の予測ページ
で入力する予測ルールを
有効にします。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

計算 GP_RSLT_ADM_ABS [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇
欠勤エレメント]、[休暇
取得]、[計算]

休暇取得エレメントの一般
的な計算ルールの定義、
休暇欠勤タイプの選択、休
暇付与エレメントの関連付
け、休暇欠勤イベントに管
理者の承認が必要かどう
かの指定を行います。ユー
ザー定義フィールドも用意
されています。

日数計算フォーミュラ GP_ABS_TAKE2 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇取得]、
[日数計算フォーミュラ]

日数をカウントするための
日数計算フォーミュラ、リン
クさせる支給エレメントや
控除エレメント、開始残数
からの日数差引の条件、
マップ先の取得エレメント
を指定します。

期間 GP_ABS_TAKE3 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇
欠勤エレメント]、[休暇
取得]、[期間]

取得資格、 低休暇欠
勤、有給待機などの要件を
定義します。関連休暇欠勤
への関連付けも行います。

超過取得 GP_ABS_TAKE4 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇取
得]、[超過取得]

超過取得ルール (休暇付
与残数が欠勤数に対し不
足している場合の対処方
法)を定義します。

優先度 GP_ABS_TAKE5 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇取
得]、[優先度]

同じ受給者に対し、同一日
に複数の休暇欠勤を入力
できるかどうかを指定しま
す。同一日に1つの休暇
欠勤タイプしか入力できな
い場合には、休暇欠勤
取得に対し優先順位を
割り当てます。

予測 GP_ABS_TAKE6 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇
欠勤エレメント]、[休暇
取得]、[予測]

休暇欠勤予測に使用する
フォーミュラ、休暇欠勤
予測プロセスに表示さ
れるエレメントリストを
指定します。

残数照会 GP_ABS_TAKE7 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇取得]、
[残日数照会]

残日数照会プロセスに表
示されるエレメントリストを
表示します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

ユーザー定義フィールド GP_ABS_TAKE8 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇取得]、
[ユーザー定義フィールド]

処理中にシステムエレメン
トが上書きできるユー
ザー定義フィールドを選択
します。

サポートエレメント上書き GP_ELM_DFN_SOVR [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇取得]、
[サポートエレメント上書き]

休暇取得エレメントの定義
に使用されるブラケット、日
付、デュレーション、フォー
ミュラ、変数の各エレメント
の値を上書きします。

休暇取得エレメント名の指定および予測の設定の有効化

休暇取得名ページにアクセスします。

休暇取得名ページ

全てのエレメントについて、名称とその基本パラメータをエレメント名共通ページで定義する必要がありま
す。グローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN)
という共通ページが含まれています。
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予測の設定の有効化

"休暇取得" の予測ページで休暇取得エレメントの予測ルールを定義する前に、休暇取得エレメントで
予測を有効にしておく必要があります。これを行うには、休暇取得名ページの下部にある [予測] リンク
をクリックして予測ページにアクセスします。[予測使用] チェック ボックスをオンにします。ユーザーが休
暇イベント入力ページで休暇欠勤を入力する前に予測プロセスを実行する必要がある場合は、[予測必
須] チェック ボックスをオンにします。

システム効率の低下を防ぐため、この機能は予測が必要とされる休暇取得エレメントに対してのみ有効
にしてください。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 「休暇欠勤管理機能」 、 272ページ

休暇取得エレメントの一般的な計算ルールの定義

"休暇取得" の計算ページにアクセスします。

"休暇取得" - 計算ページ

[休暇欠勤タイプ] 休暇欠勤タイプを選択します。休暇欠勤タイプは休暇欠勤タイプ ページで
定義します。

[管理者の承認が必要] この休暇取得に関連する全ての休暇欠勤を管理者が承認する必要があ
る場合、このチェック ボックスをオンにします。ユーザーが休暇欠勤を入力
するときは、誰かが休暇欠勤イベント入力詳細ページで [管理者承認要]
チェック ボックスをオンにしておく必要があります。オンにしないと、休暇取
得プロセスを実行したときにイベントが処理されません。このチェック ボッ
クスをオンにしたユーザーが管理者かどうかは確認されません。
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注: このフィールドは、セルフサービス ページで入力された休暇欠勤リク
エストには適用されません。セルフサービス設定ページのフィールドによっ
て、これらのリクエストの承認要件がコントロールされます。

[複数インスタンス] このチェック ボックスをオンにすると、支給エレメントまたは控除エレメント
(この休暇取得エレメントに関連付けられている) のために作成されたポジ
ティブ入力のインスタンスについて個別のバンドルが作成されます。

たとえば、1 月の処理期間で受給者に次のような 2 回の疾病があるとしま
す。

• イベント 1: 1 月 1 日～ 2 日

• イベント 2: 1 月 20 日～ 22 日

[複数インスタンス] がオンにされている場合、イベント 1 についてポジティ
ブ入力が 1 行、イベント 2 についてポジティブ入力が 1 行作成され、給与
明細に 2 つのイベントを分けてレポートできます。

休暇欠勤開始日と休暇欠勤期間開始日は、このチェックボックスをオンに
するとロードされます。これらの開始日が支給プロセスのルールや控除プ
ロセスのルールにとって必要なものである場合、このチェック ボックスをオ
ンにします。

チェック ボックスがオフの場合、この期間において、この休暇取得で発生し
た全ての休暇欠勤イベントのポジティブ入力がまとめられます。1 行のポジ
ティブ入力行に、全ての休暇イベントのポジティブ入力がまとめられます。

[休暇付与メンバー リスト]

[休暇付与メンバー リスト] グループ ボックスを使って休暇取得エレメントに 1 つ以上の休暇付与エレメン
トを関連付けます。休暇取得プロセスを実行したときに、指定した順序で休暇付与残数が差し引かれま
す。たとえば、休暇の休暇取得を変形休日の休暇付与、休暇の休暇付与の順序で関連付けた場合、変
形休日はその休暇付与残数がなくなるまで使われ、その後、休暇の休暇付与残数から差し引かれます。

休暇付与メンバーリストに追加する全ての休暇付与エレメントが、休暇欠勤ごとの休暇付与か、周期ベー
スの休暇付与のどちらかに統一されている必要があります。リストに追加した 初のエレメントによって、
次の行に追加できる休暇付与エレメントの選択が限定されます。

[優先度] 大 3 桁で入力し、休暇取得が適用される休暇付与エレメントの順序を
指定します。

[休暇付与エレメント] 休暇取得エレメントに関連付ける休暇付与エレメントを選択します。

休暇付与エレメントの行を既に追加している場合、"休暇付与" の計算ペー
ジで [周期の設定] オプションが選択されているかどうかよって、次に入力
できるエレメント タイプ (休暇欠勤ベースの休暇付与エレメントまたは周期
ベースの休暇付与エレメント) が決まります。

[休暇欠勤毎] 休暇付与が休暇欠勤ベースである ("休暇付与" の計算ページで [休暇
欠勤発生毎に計算] オプションが選択されている) 場合、システムはこの
チェック ボックスをオンにします。 初の行で選択した値によって、追加の
行で選択できる休暇付与エレメントのタイプが決まります。
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[ユーザー定義フィールド]

休暇取得の定義に必要な情報を追加するのに使用できる 4 つのユーザー定義フィールドが用意されて
います。休暇取得プロセスを実行するときに、入力したデータがシステム エレメント TAKE CONFIG1 か
ら TAKE CONFIG4 までにロードされます。

[フィールド 1] ～ [フィール
ド 4]

各フィールドに 10 文字までの英数字を入力します。

日数計算フォーミュラ、関連支給エレメントと控除エレメント、
およびその他の休暇取得エレメントの選択

"休暇取得" の日数計算フォーミュラ ページにアクセスします。

"休暇取得" - 日数計算フォーミュラ ページ

[日数差引の開始]

休暇取得エレメントが休暇欠勤ごとの休暇付与に関連付けられている場合、開始時の休暇付与残数か
ら差し引く条件を定義するフォーミュラを選択できます。休暇付与エレメントが変換される時 (休暇付与判
別フォーミュラが真の場合) に限り、[日数差引の開始] で指定したフォーミュラが実行されます。

受給者が過去に発生した関連する休暇欠勤について既に休暇付与を受け取っている場合に、この機能
を使って休暇付与の残数を差し引くことができます。たとえば、日数差引の開始フォーミュラを使って疾病
の休暇付与数から過去 12 か月間に使われた日数を差し引くことができます。

[差引フォーミュラ エレメ
ント]

実行するフォーミュラを選択します。[開始日] フィールドと [終了日] フィー
ルドで定義した期間の各日についてフォーミュラが実行されますが、休暇
付与エレメントが変換される場合に限ります。開始時の休暇付与残数から
差し引かれるユニット数が返されます。
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フォーミュラが実行されると、[開始日] フィールドと [終了日] フィールドで
定義した期間の日ごとに休暇欠勤の日次データ行を 1 行ずつ繰り返し処
理して、休暇取得エレメントごとに行単位でフォーミュラの値を求めます。

たとえば、フォーミュラにより、変数 SICK_PD_TAKEN に関連付けられた各
行 (日) にユニット数が割り当てられるとします。この変数が休暇付与残数
累計のメンバーで減算処理が指定されている場合、この変数が各日で変
換され累計で使用されて開始時の休暇付与残数が減算されます。

どの休暇取得エレメントとイベントをシステムに認識させるかをフォーミュ
ラで指定することが重要です。フォーミュラでは、休暇欠勤の日次データ行
の全ての情報を参照できます。

[開始日タイプ]、[終了日タ
イプ]、[開始日] 、 [終了日]

フォーミュラが適用される期間の開始日または終了日を定義するエレメン
トのタイプを選択します。選択できるのは、[ブラケット]、[カレンダー日]、[
日付]、[フォーミュラ]、[システム エレメント]、[変数] です。([カレンダー日]
を指定すると、特定の日付を選択できます。[日付] を指定すると日付エレ
メントを使用できます。)

[開始日] フィールドおよび [終了日] フィールドで、日付を定義するエレメ
ント名を選択します。ただし、[カレンダー日] を選択した場合は、このフィー
ルドで日付を選択します。

イベントのマッピング

[マップ先エレメント] このエレメントで休暇取得を作成するのと同時に、別の休暇取得エレメン
トでも休暇取得を作成する場合、そのマップ先のエレメントの名前を選択
します。

休暇取得プロセスでは、エレメントを変換するとき、処理されている現在日
付で重複する休暇欠勤日次データ行が挿入されますが、休暇取得エレメ
ントと休暇取得のユーザー定義フィールドが変更されます。

重要: マップされた休暇取得エレメントを休暇取得プロセス リストに追加す
る順序が重要です。このフィールドで選択するエレメントはソース エレメン
トの後に処理されます。ソース エレメントが 初に処理されないと、マップ
先の休暇取得エレメントも変換されません。

[判別エレメント] [マップ先エレメント] フィールドに値を入力すると、休暇欠勤イベントの各
日について実行される判別フォーミュラを選択して、マップ先のエレメントに
同じ内容のエントリを作成するか判別できます。

フォーミュラから 0 (ゼロ) 以外の値が返されるか、このフィールドを空白の
ままにすると、同じ内容の行が作成されます。

[日数計算フォーミュラ] 休暇欠勤イベントの各日を評価するのに使用するフォーミュラ エレメントを
選択します。このフォーミュラは、休暇付与残日数と比較する休暇欠勤日
のユニットを返します。休暇取得プロセスでは休暇取得ルール、開始時の
残数、休暇欠勤ユニットを使って、給与計算に渡す有給/無給ユニットの数
を計算します。

日数計算フォーミュラでは、プランで要求される方法で休暇欠勤の各日が
評価されます。たとえば、受給者の予定勤務時間が 8 時間にもかかわらず
3 時間しか勤務しなかった場合、日数計算フォーミュラを使って、これが全
日、半日、0 (ゼロ) 日、5/8 日のうち、どの休暇欠勤になるか判別されます。

たとえば、日数計算フォーミュラが次のような内容だとします。
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IF SCHED_HRS > 0

THEN 1 ->> WRK_DAY

ELSE 0 ->> WRK_DAY

END IF

受給者が 2 月 1 日から 5 日まで休暇を取るとします。

水曜日 2 月 1 日 8 時間

木曜日 2 月 2 日 8 時間

金曜日 2 月 3 日 8 時間

土曜日 2 月 4 日 0 時間

日曜日 2 月 5 日 0 時間

日数計算フォーミュラでは各日が評価されます。2 月 1 日を処理すると、
システム エレメント SCHED HRS がロードされ、日数計算フォーミュラ WRK
DAY は 1 に変換されます。2 月 4 日は受給者に勤務が予定されていませ
ん。SCHED HRS に 0 (ゼロ) がロードされ、WRK DAY は 0 に変換されます。

[ポジティブ入力作成メンバー リスト]

休暇取得プロセスで、計算ルールがユニット×レート、またはユニット×レート×パーセントの支給エレメ
ントと控除エレメントにポジティブ入力を作成する場合には、このグループ ボックスのフィールドに値を指
定します。計算ルールと比較するためのユニット値を返すサポート エレメントを指定します。パーセント、
レート、金額を返すサポート エレメントを指定することもできます。

共通ページ情報

[順序] 休暇取得プロセスでこの休暇取得処理を毎日実行するときに、支給また
は控除エレメントのポジティブ入力を作成する順序を 大 3 桁の整数で指
定します。番号が小さいエレメントから先に処理されます。

順序は、エレメント間に依存関係がある場合に限り重要です。たとえば、支
給 1 で作成されたデータが支給 2 の変換に必要な場合、支給 1 の順番
を先に設定しておく必要があります。

[エレメント タイプ] 休暇取得プロセスを実行したときにポジティブ入力が作成されるエレメント
のタイプを選択します。[支給] または [控除] のどちらかを選択します。

[エレメント] ポジティブ入力が作成される支給または控除エレメントの名前を選択しま
す。

"レート×ユニット" または "レート×ユニット×パーセント" の計算ルール
を持つ支給および控除のエレメントだけが選択できます。

[ユニット]

[ユニット エレメント タイプ] 支給または控除に関連付けられる有給/無給ユニットの値を返すサポート
エレメントのタイプを選択します。選択できるエレメントのタイプは、[累計]、
[ブラケット]、[フォーミュラ]、[システム エレメント]、[変数] です。

たとえば、日数計算フォーミュラで有給ユニット数を返す場合、DAY COUNT
PD というシステム エレメントを選択します。また、無給ユニット数を返すに
は、DAY COUNT UNPD というシステム エレメントを選択します。
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日数計算フォーミュラから返されるユニット数を、たとえば日数から時間数
に換算するには、次のシステム エレメントを使うフォーミュラ エレメントを
使用します。

• DAY COUNT (日数計算フォーミュラの結果)

• DAY COUNT PD (日数計算フォーミュラの有給日数)

• DAY COUNT UNPD (日数計算フォーミュラの無給日数)

• SCHED HRS (受給者の予定勤務時間)

注: 休暇取得エレメントに休暇付与エレメントが関連付けられていない場
合、有給/無給のエレメントは作成されません。DAY COUNT を使用する必
要があります。

[ユニット エレメント] 支給または控除に関連付けられたユニットを返すサポート エレメントの名
前を選択します。

[レート]

[レート] タブをクリックします。

[レート エレメント タイプ] レート コンポーネントの値を返すサポート エレメントのタイプを選択します。
選択できるタイプは、[ブラケット]、[フォーミュラ]、[システム エレメント]、[
変数] です。

休暇取得プロセスでは、入力した指定が各日で適用されます。そのため、
レート コンポーネントの値が (たとえば休暇欠勤期間中に) 変わった場合
でも、その変更は該当する日付で正しく適用されます。

たとえば、受給者が疾病時に 100 % の給与補償を受ける場合に、年功によ
りその補償割合が変更されたとします。この場合でも、システム エレメント
を使うことによりポジティブ入力に対し、正しい変更後の値を取得できます。

[レート エレメント] エレメント タイプを選択してある場合、レート コンポーネントの値を返すサ
ポート エレメントの名称を指定します。

[パーセント]

[パーセント] タブをクリックします。

[パーセント エレメント タ
イプ]

支給または控除エレメントの計算ルールが "レート×ユニット×パーセン
ト" と定義されている場合、パーセント コンポーネントの値を返すサポート
エレメントを選択します。有効なオプションは、[ブラケット]、[フォーミュラ]、
[システム エレメント]、[変数] です。

休暇取得プロセスでは、入力した指定が各日で適用されます。そのため、
パーセント コンポーネントの値が (たとえば休暇欠勤期間中に) 変更され
ても、その変更は該当する日付で正しく適用されます。

たとえば、受給者が疾病の 初の 30 日について給与の 100 % を、それ以
降は給与の 75 % を毎日受け取る場合でも、ブラケット エレメントにより、休
暇欠勤の長さに応じて適切なパーセントの値が返されるため、正しい値を
使用できます。

[パーセント エレメント] エレメント タイプを選択してある場合、パーセント コンポーネントの値を返
すサポート エレメントの名称を指定します。

312 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 12 章 休暇欠勤エレメントの定義

[金額]

[金額] タブをクリックします。

[金額エレメント タイプ] 支給または控除エレメントの金額コンポーネントの値を返すエレメントを選
択します。

エレメントの計算ルールにあるそのほかのコンポーネントから返される値
は、このコンポーネントからの値により全て上書きされます。レート コンポー
ネントやパーセント コンポーネントから値が返されるようにエレメントを選
択できますが、実際の計算ではこれらの値は使用されなくなります。

有効なオプションは、[累計]、[ブラケット]、[フォーミュラ]、[システム エレ
メント]、[変数] です。

[金額エレメント] 金額コンポーネントの値を返すエレメントの名称を選択します。

関連項目:

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 381ページ

休暇取得期間と休暇欠勤のリンクの定義

"休暇取得" の期間ページにアクセスします。

"休暇取得" - 期間ページ

[資格取得]

受給者が特定の日付以降に休暇取得を使用する資格を得られる場合には、[資格取得]、[エレメント タ
イプ]、および [日付エレメント] または [資格取得日付] の各フィールドに値を入力します。

[資格取得] 休暇取得の資格を得るために必要な期間を定義する場合にオンにします。
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[エレメント タイプ] 、[資格
取得日付]

[エレメント タイプ] フィールドで、資格取得日付を定義するサポート エレメン
トのタイプを選択します。休暇取得プロセスでは、資格取得日より前に取得
された日数は無給ユニットとして処理されます。資格取得日以降に取得し
た休暇は、休暇付与残数の適用対象として認識されます。たとえば、資格
取得日が 6 月 1 日の場合、6 月 1 日の休暇欠勤は有給扱いとなります。

有効なオプションは、[ブラケット]、[カレンダー日]、[日付]、[フォーミュラ]、
[システム エレメント]、および [変数] です。[カレンダー日] を指定すると、
特定の日付を選択できます。[日付] を指定すると日付エレメントを選択で
きます。

[資格取得日付] フィールドで、日付を定義するエレメント名を選択します。
ただし、[エレメント タイプ] フィールドで [カレンダー日] を選択した場合は、
適切な日付値を選択してください。

[ 低休暇欠勤]

[ 低休暇欠勤]、[休暇欠勤期間タイプ]、および [休暇欠勤の値] の各フィールドを使って、休暇欠勤が支
給対象として認められるために 低必要な休暇欠勤の日数 (カレンダー日数) を指定します。休暇欠勤イ
ベントが指定された 低期間を超えると、その休暇欠勤日数全てが支給対象として認められます。 低
期間を超えなかった場合は、休暇欠勤日数全てが無給扱いとなります ( 低期間を満たしているかを判
断するときに、休暇欠勤のリンクは考慮されません。休暇欠勤のリンクについては、以下で説明します。)

システムは休暇欠勤の終了日を参照し、それがカレンダー期間内に含まれているかどうかにかかわら
ず、 低期間の条件が満たされているかを判断します。

[ 低休暇欠勤] 休暇取得に必要な 低休暇欠勤ルールを定義する場合にオンにします。

[休暇欠勤期間タイプ] 、
[休暇欠勤の値]

[休暇欠勤期間タイプ] フィールドで、 低休暇欠勤期間を定義するサポー
ト エレメントのタイプを選択します。期間はカレンダー日数で表します。有
効なオプションは、[累計]、[ブラケット]、[デュレーション]、[フォーミュラ]、[
数値]、[システム エレメント]、および [変数] です。

[休暇欠勤の値] フィールドで、エレメントの名前を選択します。ただし、
初のフィールドで [数値] を選択した場合は、このフィールドに 8 桁までの
数値を入力します。

たとえば、4 日未満の休暇欠勤を無給とするルールの場合、 初のフィー
ルドで [数値] を選択して、右側のフィールドに「4」と入力します。

[有給待機]

それぞれの休暇欠勤イベントが有給になるために、 低の有給待機期間を満たす必要がある場合、[有
給待機]、[有給待機期間タイプ]、[有給待機期間の値]、および [カウント フォーミュラ] の各フィールドに
値を入力します。 低の有給待機期間を満たしている場合、受給者には有給待機期間を超えた期間分
だけ支給されます。

このページで有給待機を定義し、[休暇欠勤のリンク] チェック ボックスをオンにすると、リンクされたイベ
ントで同じ有給待機期間を共有できるようにするフォーミュラを作成できます。

[有給待機] 休暇欠勤ごとに、有給発生までの待機期間を定義する場合は、このチェッ
ク ボックスをオンにします。

[有給待機期間タイプ] 、[有
給待機期間の値]

[有給待機期間タイプ] フィールドで、イベントが有給になるために必要な有
給待機ユニット数を指定するサポートエレメントを選択します。このエレメン
トは、休暇欠勤イベントの初日に変換されます。

314 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 12 章 休暇欠勤エレメントの定義

有効なオプションは、[累計]、[ブラケット]、[デュレーション]、[フォーミュラ]、
[数値]、[システム エレメント]、および [変数] です。

[有給待機期間の値] フィールドで、エレメントの名前を選択します。ただし、
初のフィールドで [数値] を選択した場合は、このフィールドに 8 桁まで

の数値を入力します。たとえば、[数値] を選択して、その右側のフィールド
に「3」を入力した場合、休暇欠勤の 初の 3 日は (有給待機期間と見なさ
れ) 支給対象にはなりません。

[休暇欠勤のリンク] チェック ボックスをオンにして関連するイベントをリン
クすると、期間計算フォーミュラが返す値を個別のイベントに適用するので
はなく、リンクされた休暇欠勤期間全体に適用することができます。

期間計算フォーミュラでは、次のシステム エレメントのいずれかを参照で
きます。

• LINK YES-NO (リンク済みイベント - Yes/No): 現在のイベントが前回の
イベントにリンクされているとき、YES に設定されます。

• ABS CUM LINK WAIT (休暇欠勤累積リンク済み有給待機): リンクされた
イベントと現在のイベントの有給待機ユニットの合計を取得します。

これらの値は休暇欠勤の結果テーブルに保存され、期間から期間へ繰
り越されます。

[カウント フォーミュラ] [有給待機] がオンの場合、このフィールドにフォーミュラを選択します。カ
ウント フォーミュラによって、有給待機期間としてカウントされる日数が算
出されます。このフォーミュラは日数計算フォーミュラと似ていて、基本的に
はまったく同じものですが、必ず同じにする必要はありません。たとえば、
日数計算フォーミュラでは勤務日数を対象にしますが、カウント フォーミュ
ラではカレンダー日数を対象にしてもかまいません。

カウント フォーミュラは、有給待機期間が満たされるまで休暇欠勤イベント
の欠勤日ごとに変換されます。

注: 有給待機期間に達した日に数時間勤務した場合に、その勤務に対し
支給を行うには、カウント フォーミュラと日数計算フォーミュラを同じにする
必要があります。

休暇欠勤のリンク設定

[休暇欠勤のリンク] 関連する休暇欠勤同士をリンクさせる場合にオンにします。

[元の開始日によるリンク] 現在の休暇欠勤イベントを元の開始日が同じ前回の休暇欠勤イベントに
リンクさせるとき、このチェック ボックスをオンにします。

このチェック ボックスをオフにすると、イベントの開始日が元の開始日とし
て扱われます。

[開始] リンクされる休暇欠勤が有効な期間内にあるか判断するのに使われる開
始日を指定します。休暇取得プロセスを実行したときに、現在の休暇欠勤イ
ベントの 1 日目とこのフィールドで指定した日付が比較されます。その期間
が、[休暇欠勤間のデュレーション] フィールドで定義された期間を超えてし
まう場合はその休暇欠勤はリンクされません。有効値は以下のとおりです。

[ 終回の終了日]: 同一の休暇イベントのうち、一番 後に (前回) 実行さ
れたイベントの終了日が参照されます。[元の開始日によるリンク] をオンに
した場合の 終回のイベントとは、同一の休暇イベントのうち一番 後に
(前回) 実行されたイベントで、同一の元の開始日を持つものを指します。
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[初回の開始日]: 同一の休暇イベントのうち、 初のイベントの開始日が
参照されます。

[休暇欠勤間のデュレー
ション]、[デュレーションの
値] 、[ユニット]

[休暇欠勤間のデュレーション] フィールドで、期間を定義するエレメントの
タイプを選択します。有効なオプションは、[累計]、[ブラケット]、[デュレー
ション]、[フォーミュラ]、[数値]、[システム エレメント]、および [変数] です。

[デュレーションの値] フィールドで、デュレーション期間を定義するエレメン
ト名を選択します。[休暇欠勤間のデュレーション] フィールドで [数値] を選
択した場合は、ユニット数を入力します。

[ユニット] フィールドで、使用するユニットを選択します。有効な値は、[日
数]、[月数]、[週数] です。

超過取得ルールの定義

"休暇取得" の超過取得ページにアクセスします。

"休暇取得" - 超過取得ページ

"休暇取得" の超過取得ページで、受給者の休暇欠勤取得数が付与残数を超えた場合、つまり残数が
0 以下になった場合の処理方法を指定します。受給者が以下の処理をできるようにします。

• 指定した限度までの超過取得

• 無給の時間としての休暇欠勤の取得

• 別のタイプの休暇欠勤に関連付けられて発生した休暇付与の使用

超過取得ルールは、受給者が計算ページに定義された全ての関連する休暇付与を使い果たすまで有
効になりません。

[超過取得オプション] 受給者の休暇欠勤取得数が付与残数を超えた場合、つまり残数が 0 以
下になった場合の処理方法を指定します。有効値は以下のとおりです。

• [超過取得可] - 従業員に対し、既に発生している付与時間を超過して休
暇取得を認める場合、このオプションを選択します。休暇欠勤時間が、
今現在発生している休暇付与数を超過しても、指定した限度までは支給
の対象となります。

• [無給時間として取得] - 付与残数を超えた休暇欠勤を、無給時間と見な
す場合にこのオプションを選択します。休暇取得プロセスを実行すると、
システム エレメント DAY COUNT UNP に無給ユニット数がロードされま
す。(無給ユニットを控除として処理するには、日数計算フォーミュラ ペー
ジの一番下のグリッドにこの控除エレメントを追加します。)
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• [他の休暇欠勤で取得]- 別のタイプの休暇欠勤と関連付けられた休暇付
与をこの休暇取得に適用できるときに、このオプションをオンにします。

このオプションが選択されると、下に [休暇取得] フィールドが表示され
ます。使用する休暇付与に関連付けられた休暇取得エレメントを選択し
ます。

たとえば、産休の 初の 60 日について給与の 100%、次の 30 日につ
いて 50% を組織が支給するとします。休暇取得エレメントを 2 つ作成し
ます。一方は "産休 60"、もう一方は "産休 30" とします。"産休 60" の
休暇取得エレメントを定義するときに、[他の休暇欠勤で取得] オプション
ボタンを選択し、"産休 30" のエレメントと関連付けます。受給者の実際
の産休が休暇イベント入力ページで入力される場合、"産休 60" のエレ
メントを使って 合計 90 日が入力されます。 初の 60 日が 100% で支給
され、産休の休暇付与を使い果たします。次の 30 日間はエレメントが "
産休 30" の休暇取得エレメントに変更されます。つまり、60 日経過後は
"産休 30" のエレメントを使って毎日、新規行が追加されます。

[限度値タイプ] 、[超過
限度値]

これらのフィールドは、[超過取得オプション] で [超過取得可] が選択され
ている場合にのみ使用できます。

取得が認められる超過取得限度を定義するサポート エレメントを選択しま
す。限度を超えた休暇取得は、全てシステム エレメント DAY COUNT UNP
にロードされます。たとえば、限度が 3 ということは、3 日間までは有給と
いうことです。

[超過限度値] で、エレメントの名前を選択します。 初のフィールドで [数
値] を選択した場合は、このフィールドに数値を入力する必要があります。

[休暇取得] これらのフィールドは、[超過取得オプション] で [他の休暇欠勤で取得] が
選択されている場合にのみ使用できます。

使用する休暇付与に関連付けられた休暇取得エレメントを選択します。

休暇取得の優先度の定義

"休暇取得" の優先度ページにアクセスします。

"休暇取得" - 優先度ページ

[複数イベント可] このチェック ボックスをオンにすると、休暇イベント入力ページで、同一日に
複数の休暇欠勤を入力できるようになります。たとえば、受給者に午前中
2 時間の組合の会議と 6 時間の休暇が発生した場合、[複数イベント可]
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チェック ボックスをオンにすると、同じ日に発生したこれら 2 つの休暇欠勤
を入力し保存することが可能になります。このチェック ボックスをオフにする
と、ユーザーが同一日に複数の休暇欠勤を入力できないようになります。

休暇イベント入力ページで同一日に複数のイベントを入力し保存しようとす
ると、重複している旨を示したメッセージが表示されます。ユーザーが [OK]
をクリックすると、競合する日付について も優先度が高い (優先度の数
字が も小さいイベント) 休暇取得の定義が適用されます。

休暇取得エレメントの優先度は、[イベント優先度] フィールドで指定しま
す。この休暇取得エレメントを使う休暇欠勤を入力すると、優先度の数字
が休暇イベント入力ページに表示されます。

つまり、ユーザーが同一日に発生した組合の会議と休暇の入力を保存し
ようとしたときに、前述のメッセージを表示させたければ、[複数イベント可]
チェック ボックスをオフにします。

[イベント優先度] ほかの取得エレメントと比較した、この休暇取得エレメントの優先度を、
大 3 桁までの一意の数字でこのフィールドに入力します。小さい数字は優
先度が高いことを表します。

複数イベントが認められていないのに、ユーザーが同一日に複数の休暇欠
勤タイプを入力すると、休暇取得の優先度についての情報を示すメッセー
ジが表示されます。また、競合する日付について も優先度の高い休暇取
得の定義を使うプロセスをユーザーが起動することもできます。

[同一日に認められる休暇取得コード]

[休暇取得エレメント] [複数イベント可] チェック ボックスをオンにした場合、同一日に取得できる
休暇欠勤のエレメントを指定します。認められる休暇取得エレメントごとに
1 行追加します。少なくとも、エレメントを 1 つ選択します。

休暇取得プロセスを実行すると、同一日に発生した全てのイベントについ
て結果テーブルに書き込まれた時間の合計が計算されます。システムエ
レメント ABS CUM PARTIAL HR にその合計が返されます (予定勤務時間
数が合計を超える場合にエラーを表示するフォーミュラを作成することが
できます。)

休暇欠勤予測ルールの定義

"休暇取得" の予測ページにアクセスします。
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"休暇取得" - 予測ページ

"休暇取得" の予測ページは、休暇欠勤の入力時に予測プロセスを有効にするために使用します。

注: このページに情報を入力するには、休暇取得名ページの下部にあるリンクからアクセスする予測ペー
ジで [予測使用] チェック ボックスをオンにしておく必要があります。

[予測エレメント] 予測プロセス時に変換するフォーミュラを選択します。

フィールド タイプが文字種のフォーミュラのみ使用可能です。このフォー
ミュラは休暇欠勤日が評価された (DAY COUNT、DAY COUNT PD、DAY
COUNT UNPD エレメントが変換された) 直後に、イベントの各日で変換さ
れます。 終的に算出された値が格納されます。

たとえば、受給者の休暇付与数が休暇欠勤数に足りているかどうかによっ
て、FM ELIG という名前のフォーミュラが、ELIGIBLE または NOT ELIGIBLE
という値を返すように設定するとします。この場合の予測フォーミュラは次
のようになります。

IF DAY COUNT UNP > 0

THEN NOT ELIGIBLE >> FM ELIG

ELSE ELIGIBLE >> FM ELIG

ENDIF

[予測結果エレメント リスト]

このグループ ボックスにより、予測プロセスを実行後に休暇欠勤イベント コンポーネントの予測メッセー
ジ ページに表示される内容が決定します。予測結果を表示するエレメントを選択します。たとえば、休暇
欠勤の長さを表示するデュレーション エレメントや休暇付与残数を表示する累計エレメントなどを選択で
きます。

エレメントには、通常の休暇欠勤プロセスで変換されるエレメントを選択します。エレメントのタイプは [累
計]、[ブラケット]、[日付]、[デュレーション]、[フォーミュラ]、[システム エレメント]、[変数] です。
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関連項目:

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 「休暇欠勤入力機能」 、 275ページ

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇欠勤フォーミュラ」 、 286ページ

残日数照会ルールの定義

"休暇取得" の残数照会ページにアクセスします。

"休暇取得" - 残数照会ページ

注: このページに情報を入力するには、休暇取得名ページの下部にあるリンクからアクセスする予測ペー
ジで [予測使用] チェック ボックスをオンにしておく必要があります。

[残日数照会エレメント リスト]

このグループ ボックスにより、残日数照会プロセスの実行後に予測残日数ページに表示される内容が
決定します。結果を表示するエレメントを選択します。たとえば、休暇付与残数を追跡する累計エレメント
や、残数を示すシステム エレメントなどを選択します。

エレメントのタイプは [累計]、[ブラケット]、[日付]、[デュレーション]、[フォーミュラ]、[システム エレメン
ト]、[変数] です。

ユーザー定義結果フィールドの定義

"休暇取得" のユーザー定義フィールド ページにアクセスします。
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"休暇取得" - ユーザー定義フィールド ページ

[設定タイプ] フィールドで、システム エレメントによって上書きできるユーザー定義フィールドを選択しま
す。バッチ処理時に、対応するシステム エレメントに割り当てられた値によって、休暇欠勤結果テーブル
(GP_RSLT_ABS) のユーザー定義値が上書きされます。ルールで使用するフィールドのみを選択します。

たとえば、ユーザーが休暇欠勤イベント入力詳細ページの [日付 3] フィールドに入力する値を上書き可
に指定する場合は、[設定タイプ] フィールドで [ユーザー定義日付 3] を選択します。

関連項目:

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇取得エレメントについて」 、 301ページ

休暇取得エレメントのサポート エレメント上書きの定義

"サポート エレメント上書き" ページを使って、休暇取得エレメントに関連付けられたブラケット、日付、
デュレーション、フォーミュラ、変数のエレメントの値を上書きできます。

休暇欠勤エレメントの使用準備
休暇付与エレメントと休暇取得エレメントを作成したら、それらを使用するための準備を次の手順に従い
実行します。

1. 受給者へのエレメントの割当

まず、エレメントをエレメント グループに追加することから始めます。(エレメント グループは有資
格グループに関連付けられ、有資格グループは支給グループに関連付けられています。支給グ
ループはそれぞれの受給者に関連付けられています。)受給者に休暇欠勤エレメントが関連付け
られていれば、休暇付与が発生し、休暇欠勤に対して支給が行われます。ただし、例外も存在し
ます。休暇欠勤ごとの休暇付与エレメントの場合、それらを受給者に割り当てる必要はありませ
ん。関連する休暇取得エレメントを割り当てることで、受給者は自動的に休暇欠勤ごとの休暇付
与の資格を得るからです。受給者レベルに定義された休暇付与エレメント ("休暇付与" の計算
ページで [休暇付与タイプ] フィールドに [受給レベル] を選択した場合) を割り当てるには、付与
/取得割当ページを使用します。
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2. 休暇欠勤処理フレームワークへのエレメントの追加

各セクションによって、処理で変換するエレメントを指定します。組織のニーズに合わせて、休暇付
与プロセスと休暇取得プロセスの両方に対し 1 つのセクションを作成することも、別々にセクショ
ンを作成することも可能です。休暇欠勤ごとの付与エレメントは、セクションを通してプロセス リス
トに含める必要はありません。休暇欠勤ごとのエレメントは、休暇取得プログラムで関連する休暇
取得エレメントが処理されるときに自動的に処理されるためです。

関連項目:

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「エレメント グループの定義」 、 364ページ

休暇付与残日数の予測および照会の設定
このセクションでは、休暇欠勤予測と残日数照会を実行可能にする方法の概要と、以下の作業を行う方
法について説明します。

• トランザクション定義の作成

• 予測処理での休暇欠勤イベントのフィルタ

休暇付与残日数の予測および照会を実行可能にする方法について

休暇欠勤予測または残日数照会を使用する前には、休暇欠勤ごとに変換される休暇付与エレメントの場
合を除き、適用する休暇取得エレメントや休暇付与エレメントに対しこれらの機能を使用できるように設
定する必要があります。たとえば休暇に対する付与数だけを予測する場合は、休暇の休暇取得エレメン
トと休暇付与エレメントで予測機能を使用できるように設定しておきます。

休暇欠勤予測または残日数照会を実行可能にするには、以下の手順に従います。

1. 休暇取得に対する予測フォーミュラを定義します (休暇欠勤予測の場合)。

予測フォーミュラでは、定義したビジネス ルールに従い休暇欠勤が判別されます。たとえば、フォー
ミュラを使って付与数が休暇欠勤数に十分足りているかどうかを判別できます。また、付与数が足
りていなかった場合の処理を決定することも可能です。その結果、ユーザーが定義した文字種の
ストリング列が休暇イベント入力ページに返されます。たとえば、残数が足りている場合には "資
格あり" や "完了" などの値が表示されます。予測フォーミュラは、日数判別フォーミュラ、有給日
数フォーミュラ、無給日数フォーミュラが変換された後、休暇欠勤の各日で変換されます。休暇欠
勤予測プロセスでは、フォーミュラでの 終的な値だけが保存され、休暇欠勤イベント テーブル
(GP_ABS_EVENT) にロードされます。また、それらの値は休暇取得プロセスでイベントが処理され
る時に結果テーブル (GP_RSLT_ABS) にもロードされます。

フォーミュラでは、対象の日について無給ユニットがあるかどうか、なぜ無給ユニットとなったの
か (待機期間の不足など) が確認できます。これらを確認するには、休暇開始待機残日数 (ABS
BEGIN WAIT BAL) や休暇終了待機残日数 (ABS END WAIT BAL) などのシステム エレメントを参
照します。

予測フォーミュラの結果に基づき、ほかの処理を実行させることも可能です。たとえば、資格あり
の結果が返ってきたときに、ポジティブ入力の作成に使用されるユニット エレメントに自動的に値
をロードするフォーミュラを作成することも可能です ("休暇取得" の日数計算フォーミュラ ページ
でユニットのエレメントを選択します。)

2. エレメント名共通ページからアクセスする予測ページで休暇取得エレメントに対し休暇欠勤予測
/残日数照会機能を実行可能にします。
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a. 休暇欠勤予測の場合は、予測を可能にするオプション ([予測使用]チェックボックスをオン)、また
は予測を必須にするオプション ([予測必須]チェックボックスをオン)を設定します。

b. 残日数照会の場合は、[予測使用]チェックボックスをオンにします。

注: [予測使用] フィールドは、休暇欠勤セルフサービスで予測を実行可能にするためには
使用されません。休暇欠勤セルフサービスで予測を実行可能にするには、国別休暇取得
設定コンポーネントの予測メッセージ ページで [予測可] フィールドを選択します。

PeopleSoft Enterprise 勤務管理と統合している場合、国別休暇取得設定コンポーネントの
予測メッセージ ページにある [予測可] フィールドは、タイムシートで予測を実行可能にす
るために使用されます。

3. 必要に応じて、"休暇取得" の予測ページや残数照会ページに入力します。

a. 休暇欠勤予測の場合、"休暇取得"の予測ページで予測プロセスの結果を返す予測フォー
ミュラとエレメントを選択します。

b. 残日数照会の場合、"休暇取得"の残数照会ページで残日数照会プロセスの結果を返すエレメ
ントを選択します。

4. 関連付けられた休暇付与エレメントの予測機能を有効にします。

関連付けられた周期ベースの休暇付与エレメントに手順 2 を行います。

注: 休暇付与の場合、[予測使用] フィールドは、休暇欠勤セルフサービスからの全てのイベント
入力で使用される休暇付与にも適用されます。また、勤務管理と統合している場合は、勤務管理
のタイムシートにも適用されます。

5. リダイレクト先の休暇取得エレメントの予測機能を有効にします。

"休暇取得" の超過取得ページで、この休暇取得エレメントのリダイレクト先に別の取得エレメン
トを指定してある場合、そのリダイレクト先の休暇取得エレメントとそれに関連付けられた休暇付
与エレメントに対して手順 2 を行います。

6. カレンダー グループのテンプレートを作成します。

予測プロセスまたは残日数照会プロセスを実行する場合、参照先の休暇欠勤カレンダーを指定す
る必要があります。システムではこのカレンダーを参照して処理対象のエレメントや評価期間など
を識別します。カレンダー グループ ページを使って適切な休暇欠勤カレンダーを選択します (休
暇取得や休暇付与プロセスを実行する時に使用するカレンダーと同じカレンダーを選択します。)
また、カレンダー グループ ページの [テンプレートとして使用] チェック ボックスをオンにしてこの
カレンダー グループが予測プロセスで使用されることを示します。

テンプレートには、受給者について 終決定されていない 初のカレンダーから 新の休暇欠
勤イベントの 終日 (または残日数照会の指定日) までの予測対象期間を満たすものを選択し
ます。通常、1 年以上の期間を持つカレンダー グループを使用する場合がほとんどです ( 大で
225 のカレンダーを含めることができます。) テンプレートには、予測対象の従業員が属する支給
グループが全て含まれている必要があります。

7. トランザクション定義を作成します。

トランザクション定義ページを使って、1 つ前の手順で作成したカレンダー グループ テンプレート
に休暇欠勤予測プロセスまたは残日数照会プロセスを関連付けます。両方のプロセスを使用す
る場合、プロセスごとにトランザクション定義を作成します。予測または残日数照会プロセスの起
動時に、トランザクション ID により参照先のカレンダー グループが識別されます。

8. 休暇欠勤イベントのステータスを予測プロセスで考慮するように指定します。
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予測プロセスでは、指定するいずれかのステータスにある休暇欠勤イベントのみを扱うようにしま
す。予測フィルタ ページを使用してステータスを選択します。

関連項目:

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 「休暇欠勤入力機能」 、 275ページ

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 「現在の休暇付与残数の表示と休暇付与残数照会プロセスの実
行」 、 707ページ

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 「休暇欠勤入力時における休暇付与残数の予測」 、 703ページ

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「カレンダー グループの定義」 、 425ページ

トランザクション定義の作成と休暇欠勤セルフサービス
のフィルタに使用するページ

注: 勤務管理と統合している場合、これらのページは、タイムシートの休暇欠勤のフィルタにも使用され
ます。

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[トランザクション定義] GP_TXN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇欠勤予
測トランザクション]、[トラン
ザクション定義]

カレンダーグループテンプ
レートを休暇欠勤予測プロ
セスまたは残日数照会プ
ロセスに関連付けて、トラ
ンザクション定義を作成し
ます。トランザクション定義
は国別で指定されます。

[予測フィルタ] GP_TXN_FILTER [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[休暇欠
勤エレメント]、[休暇欠勤
予測トランザクション]、[
予測フィルタ]

予測プロセス実行時に対
象となる休暇欠勤イベ
ントのステータスを選択
します。

勤務管理と統合している場
合、選択されたステータス
は、タイムシートにおける予
測処理でも使用されます。

トランザクション定義の作成

トランザクション定義ページにアクセスします。
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トランザクション定義ページ

[トランザクション ID] 有効値は以下のとおりです。

100: 休暇欠勤予測プロセスを表します。

110: 残日数照会プロセスを表します。

注: 1 つの国に対し、上記 2 つのトランザクションを 1 つずつ定義できます。

[カレンダー グループ ID] 適切なカレンダー グループ ID を選択します。テンプレートとして設定され
ているカレンダー グループ ID の一覧から選択します。

ステータスによる休暇欠勤イベントのフィルタ

予測フィルタ ページにアクセスします。

予測フィルタ ページ

[データ保存済]、[送信済]、[承認] などのステータス値を使用して、休暇欠勤リクエストの承認が追跡、
管理されます。
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休暇欠勤セルフサービスを使用している場合、このページを使用して、予測の実行時にどの休暇欠勤ス
テータスを対象とするかを指定します。たとえば、予測プロセスでステータスが [承認] の休暇欠勤のみ
を評価したい場合があります。このようなケースでは、[ワークフロー ステータス] フィールドで [承認] を
選択します。

注: 勤務管理と統合している場合は、このページを使用して、タイムシートで予測を使用する際にどの休
暇欠勤ステータスを対象とするかを指定します。

休暇リクエストが休暇イベント入力ページから行われる場合、[ワークフロー ステータス] フィールドは空
白に設定されます。このようなイベントは、休暇欠勤予測の実行時に対象となります。イベント入力とセル
フサービスから入力されたイベントがある場合に休暇欠勤予測を実行すると、イベント入力から入力され
た全てのイベント、セルフサービスから入力された全てのイベント、およびステータスが予測フィルタ ペー
ジに含まれていた全てのイベントが対象となります。
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スケジュールの使い方

この章では、勤務スケジュールの概要および以下の項目について説明します。

• 勤務スケジュールの作成と表示

• スケジュールの確認

• 休日スケジュールの定義

• スケジュールの割り当て

• 管理者用セルフサービス スケジュール機能の使い方

• 従業員用セルフサービス スケジュール機能の使い方

注: グローバル ペイロールおよび勤務管理では、スケジュールの設定および割り当てに、多数の共通ページや
共通レコードを使います。両方のシステムを使用している場合、スケジュールの設定と割り当ては 1 回で済みま
す。スケジュールのページに表示されるスケジュール情報はアプリケーションによって異なります。

関連項目:

第 41 章、 「PeopleSoft Enterprise 勤務管理との統合」 、 「勤務管理との勤務スケジュールの共有」 、 1158ページ

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「勤務スケジュールの定義」

勤務スケジュールについて
グローバル ペイロールでは、勤務スケジュールを使用して出欠予定と連携し、従業員の出勤状況を管理
します。さらに、受給者の休暇欠勤が勤務予定日と重なる時期を判別する休暇欠勤プロセスが実行可能
になります。例外時間レポートの受給者については、スケジュールの設定後、例外データを入力します。
一般時間レポートの受給者については、報告された時間とスケジュールが比較され、給与が決定します。

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• スケジュールのタイプ

• シフトのタイプ

• スケジュールの定義とカレンダー

• 交代勤務スケジュール

• セルフサービス スケジュール機能

• スケジュール設定
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スケジュールのタイプ

以下の 3 種類の主要なスケジュールを定義できます。

• 記録時刻スケジュール。始業、終業、食事、休憩、および移動などの詳細時刻を含みます。

• 経過時間スケジュール。予定されている勤務時間数 (たとえば、月曜日は 8 時間勤務など) を示します。

• フレックス スケジュール。従業員にフレックスの始業時間と終業時間を適用します。

シフトのタイプ

シフトは、記録時刻タイプのセットで構成されます。以下の 3 種類のシフトを作成できます。

• 経過時間シフト

たとえば、経過時間 8 時間のシフトなど、シフトごとに経過時間を 1 つだけ定義します (この 8 時間は
記録時刻ではありません)。経過時間シフトに 24 時間を超過する時間数を指定することはできません。

• 記録時刻シフト

記録時刻シフトは、勤務時間をいくつか定義するシフトの作成に使用します。記録時刻シフトでは、始
業記録と、その後にある 初の終業記録までの間を定義します。始業記録と終業記録の間には、休
憩、食事、および移動などの記録時刻があります。記録時刻は各記録に関連付けられています。各記
録の時間数を手動で入力することも、次の記録時刻が入力されている場合には時間数を自動計算す
ることもできます。

• フレックス シフト

グローバル ペイロール システムは、シフトの始業と終業について受給者が自由に調整できるフレック
ス シフトをサポートしています。また、フレックス シフトに必要なコア タイム (必須就業時間) や週間勤
務時間数を入力することもできます。ただし、処理にアレイが設定されている場合、週次の情報のみが
使用されます。

参照: 第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「アレイ エレメントの定義」 、 91ページ

例: フレックス シフト

フレックス シ
フトのタイプ

始業 終業 予定勤務時
間

コア開始 コア終了 週間勤務時
間

1. フレックス
バンド

06:00 18:00 8 09:00 15:00 40

2. フレックス
レンジ

06:00 19:00 8 40

3. フレックス
コア

00:00 23.59 8 (1日あたり
の平均)

09:00 15:00 40

4. フレックス
コアプラス

00:00 23.59 8 09:00 15:00 40

この場合の条件は、以下のようになります。
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1. 受給者は、午前と午後のそれぞれに指定されたフレックス時間 (始業は 6 時から 9 時、終業は
15 時から 18 時) の範囲内であればいつでも始業および終業することができます。また、1 日 8 時
間、週 40 時間、およびコア タイム (9 時から 15 時) の間の就業が義務付けられていますが、フ
レックス時間内であれば、毎日の始業時間と終業時間は自由です。

2. 受給者は 1 日 8 時間、フレックス時間 (6 時から 19 時) の範囲内であればどの時間帯に働いて
もかまいません。会社が設定するコア タイムはありません。ただし、週 40 時間の就労が義務付
けられています。

3. 受給者は週 40 時間勤務し、コア タイム (9 時から 15 時) に就業していれば、どの時間帯に働い
てもかまいません。また、フレックス時間内であれば、毎日の始業時間と終業時間は自由で、週
40 時間という条件を守れば、日によって勤務時間数は異なってもかまいません。

4. 1 日 8 時間、週 40 時間、およびコア タイム (9 時から 15 時) の間の就業が義務付けられていま
すが、フレックス時間内であれば、毎日の始業時間と終業時間は自由です。

スケジュール定義とスケジュール カレンダー

勤務スケジュールを定義するスケジュール定義は、スケジュール ID で区別されます。スケジュール定義
を作成したら、支給グループおよび受給者に割り当てることができます。同じスケジュールを複数の支給
グループに割り当てることができます。また、個別にスケジュールを作成して、指定の受給者に割り当て
ることもできます。

スケジュール定義を使用してスケジュール カレンダーを作成し、受給者のスケジュールを決定します。ス
ケジュール カレンダーとは、就業時間と非就業時間が指定された期間のことです。

交代勤務スケジュール

開始日の異なる同一のスケジュールを複数の受給者に割り当てる交代勤務スケジュールを定義できま
す。たとえば、連続操業される工場の基本的な交代勤務スケジュールは次のような構成になります。

• 7 回の日勤

• 1 日休み

• 7 回の午後勤務

• 1 日休み

• 7 回の夜勤

• 5 日休み

工場を 24 時間、週 7 日間稼動するには作業者を 4 つのグループに分け、交代勤務します。各交代勤
務で同じスケジュールを使用しますが、シフトのそれぞれをカバーする交代勤務が必ず 1 つ存在するよ
うに実際の勤務は交互交代制で行われます。次の表は、ある月の実際の交代勤務を示しています。

開始日 交代勤務 1 交代勤務 2 交代勤務 3 交代勤務 4

1 日勤 非勤務日 午後勤務 夜勤

2 日勤 午後勤務 非勤務日 夜勤

3 日勤 午後勤務 夜勤 非勤務日

4 日勤 午後勤務 夜勤 非勤務日

5 日勤 午後勤務 夜勤 非勤務日
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開始日 交代勤務 1 交代勤務 2 交代勤務 3 交代勤務 4

6 日勤 午後勤務 夜勤 非勤務日

7 日勤 午後勤務 夜勤 非勤務日

8 非勤務日 午後勤務 夜勤 日勤

9 午後勤務 非勤務日 夜勤 日勤

10 午後勤務 夜勤 非勤務日 日勤

11 午後勤務 夜勤 非勤務日 日勤

12 午後勤務 夜勤 非勤務日 日勤

13 午後勤務 夜勤 非勤務日 日勤

14 午後勤務 夜勤 非勤務日 日勤

15 午後勤務 夜勤 日勤 非勤務日

16 非勤務日 夜勤 日勤 午後勤務

17 夜勤 非勤務日 日勤 午後勤務

18 夜勤 非勤務日 日勤 午後勤務

19 夜勤 非勤務日 日勤 午後勤務

20 夜勤 非勤務日 日勤 午後勤務

21 夜勤 非勤務日 日勤 午後勤務

22 夜勤 日勤 非勤務日 午後勤務

23 夜勤 日勤 午後勤務 非勤務日

24 非勤務日 日勤 午後勤務 夜勤

25 非勤務日 日勤 午後勤務 夜勤

26 非勤務日 日勤 午後勤務 夜勤

27 非勤務日 日勤 午後勤務 夜勤

28 非勤務日 日勤 午後勤務 夜勤
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セルフサービス スケジュール機能

セルフサービス スケジュール ページは管理者と受給者が使用できます。管理者は、これらのページを
使用してスケジュールの表示、受給者のスケジュール基本設定の表示とスケジュール割り当ての変更、
および個々の受給者のスケジュールの作成を行うことができます。従業員は、これらのページを使用して
月次スケジュールの表示、個人スケジュール基本設定の入力が可能です。

スケジュール設定

スケジュール設定ページを使用して、記録時刻タイプに表示するラベル、日付テーブル (TL_DATES_TBL)
の日付範囲、およびその他のスケジュール設定を定義します。日付テーブルには、カレンダー スケジュー
ルの作成に必要とされる曜日、日、カレンダー年などの日付関連の情報が保存されます。

関連項目:

第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「スケジュール設定の定義および日付の
ロード」 、 34ページ

第13章、 「スケジュールの使い方」、 「従業員用セルフサービススケジュール機能の使い方」、 359ページ

第13章、 「スケジュールの使い方」、 「管理者用セルフサービススケジュール機能の使い方」、 350ページ

スケジュールの作成と表示
スケジュールを作成するには、スケジュール グループ (SCH_GROUP)、シフト (SCH_SHIFT)、勤務日
(SCH_WRKDAY)、および 定義 (SCH_DEFINITION) の各コンポーネントを使用します。

このセクションでは、スケジュール作成の概要および以下の項目について説明します。

• スケジュール グループの定義

• シフトの設定

• 勤務日の定義

• スケジュール定義の作成

• スケジュール定義のシフト詳細の定義

• スケジュール カレンダーの表示

注: セルフサービス ページは、管理者が勤務スケジュールを作成、表示、および修正するために使用で
きます。これらのページについてはこの章の後の方で説明します。

関連項目:

第 13章、 「スケジュールの使い方」、 「管理者用セルフサービススケジュール機能の使い方」、 350ページ

スケジュールの作成について

勤務スケジュールを作成するには、以下の手順に従います。

1. スケジュール グループを作成します。
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スケジュール グループは、スケジュールを編成し、類似したスケジュールを持つ受給者をグルー
プ分けします。各スケジュール グループは、(各シフト、勤務日、およびスケジュール定義と同じく)
セットID と関連付けられています。スケジュールを割り当てる際は、割り当て可能なスケジュール
が含まれるスケジュール グループを選択します。

2. シフトを作成します (オプション)。

[シフト] (SCH_SHIFT) コンポーネントを使用して経過時間シフト、フレックス シフト、および記録時
刻シフトを作成するか、スケジュール定義を作成する際にシフト情報を手動で入力できます。

3. 勤務日を作成します (オプション)。

スケジュール定義内の日のラベルとして使用する勤務日を作成できます。

4. スケジュール定義を作成します。

スケジュール定義は、一連の短期または長期の勤務日で構成されます。スケジュール定義を作
成する際に、事前定義済みのシフトと勤務日を組み込むことができます。また、シフト情報を手動
で入力することもできます。

5. スケジュール カレンダーを確認します。

スケジュール カレンダーは、スケジュール定義を元に作成されます。

個人スケジュールの作成

特定の受給者にのみ適用するスケジュール定義を作成したい場合があります。そのようなケースで
は、"勤務スケジュールの割当" ページからアクセス可能な 個人スケジュール定義コンポーネント
(SCH_DEFN_ADHOC) を使用します。個人スケジュール定義ページの内容は、その他の全ての勤務スケ
ジュールの定義に使用するスケジュール定義コンポーネントのページと同一です。

関連項目:

第 13 章、 「スケジュールの使い方」 、 「個人スケジュール定義の作成」 、 349ページ
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スケジュールの定義と表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[スケジュールグループ] SCH_GROUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[スケジュール]、[スケ
ジュールグループ]、[スケ
ジュールグループ]

スケジュールグループを
定義します。

[シフト] SCH_SHIFT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[スケジュール]、[シ
フト]、[シフト]

経過時間、フレックス、およ
び記録時刻の各シフトを
設定します。

[勤務日] SCH_WRKDAY [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[スケジュール]、[勤務
日]、[勤務日]

勤務日を設定します。

[定義] SCH_DEFINITION [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[スケジュール]、[
定義]、[定義]

基本的なスケジュール定
義の詳細を定義します。

[スケジュールシフト] SCH_DEFINITION_2 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[スケジュール]、[定
義]、[スケジュールシフト]

スケジュール定義のシフト
を定義します。

[シフト情報] SCH_DEFN_SEC "定義"のスケジュールシ
フトページで [追加詳細]リ
ンクをクリックします。

シフト詳細を定義または
確認します。

[スケジュールカレンダー] SCH_CLND_VW_SEC "定義 -スケジュールシフト
"ページで [カレンダーの表
示]リンクをクリックします。

特定のスケジュール定
義から作成されたスケ
ジュールカレンダーを
確認します。

関連項目:

第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「スケジュール設定の定義および日付の
ロード」 、 34ページ

スケジュール グループの定義

スケジュール グループ ページにアクセスします。
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スケジュール グループ

スケジュール グループを使用して、スケジュールを編成することができます。シフト、勤務日、およびスケ
ジュール定義は、セットID 値に基づいて作成されます。スケジュール グループは、セット コントロール値
を使用してこれらをグループ化します。

スケジュールを支給グループに割り当てるか、受給者に直接割り当てる際は、まず関連するスケジュール
グループを選択する必要があります。この選択したスケジュール グループには、選択可能なスケジュー
ルだけが含まれています。

[既存スケジュール グルー
プのコピー]

[デフォルト セットID] フィールドを空欄にすると、コピーするスケジュール
グループを選択できます。コピーされるスケジュール グループ定義のセッ
トID がコピーされます。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「HRMS におけるシステム データ
規定の使い方」

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Data Management

シフトの設定

シフト ページにアクセスします。
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シフト ページ

[有効日] シフトの有効日を入力します。保存済みのシフトを変更する場合、選択す
る有効日は制限されます。シフトの有効日を以下のような日付に変更する
ことはできません。

そのシフトを含む全勤務日の も古い有効日より前の日付

そのシフトを含むスケジュール カレンダーの開始日より後の日付

デフォルトのスケジュール ID にそのシフトを含む全支給グループの も
古い有効日より後の日付

[シフト タイプ] 以下のオプションからタイプを選択します。

[経過時間]: このオプションを選択すると、時刻のタイプには [経過] のみ
が表示されます。1 つの経過時間シフトが保持できるのは、1 つの時間エ
ントリだけです。

[記録時刻]: [始業]、[終業]、[休憩]、[食事]、および [移動] の中から記録
時刻タイプを選択できます。[フレックス シフト情報] グループ ボックスはこ
のページには表示されません。記録時刻シフトを保存するには、[始業] と
[終業] の記録時刻を入力する必要があります。

[フレックス]: [始業] と [終業] の記録時刻のみ入力できます。[フレックス シ
フト情報] グループ ボックスが表示され、入力が可能です。フレックス シフト
を保存するには、[始業] と [終業] の記録時刻を入力する必要があります。

追加モードで定義している場合、記録詳細を指定した後にこのフィールドを
変更しようとすると、[シフト タイプ] フィールドの値を変更すると記録詳細
が削除されるという警告が表示されます。有効日が付いている全ての行に
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ついて記録詳細が削除され、[シフト タイプ] フィールドの値は新しく選択し
たタイプで更新されます。

シフト タイプを指定して保存した後は、他のタイプに変更することはできま
せん。

[非勤務日] この日が非勤務日であることを示す場合に選択します。

注: セルフサービスの休暇欠勤期間の計算に非勤務日を含める場合は、
非勤務日で使用する時間を [時間] フィールドに追加する必要があります。

[予定勤務時間] そのシフトの勤務時間の合計が表示されます。たとえば、受給者に対して
9 時始業、18 時終業を義務付け、打刻しない 1 時間の昼休みがシフトに
含まれるとします。このフィールドでの計算は 9 時間となりますが、組織は
そのうちの 8 時間分の就労に対して給与を支払うので、予定勤務時間は
8 時間になります。

このフィールド値には、ページ下部のグループ ボックスにある時間数の合
計が計算されます。その際、[食事] の時間は計算から除外されます。記録
時刻シフトおよびフレックス シフトでは、この数値を編集することもできま
す。経過時間シフトでは、このフィールドの値は、常に経過時間の記録エン
トリの時間と等しくなっており、変更はできません。

記録時刻や記録時間に影響を及ぼす変更が行われると、[予定勤務時間]
フィールドの値は再計算されます。

[開始時刻] 、 [終了時刻] これらのフィールドは、シフトの開始時刻と終了時刻を示します。固定シフ
トと記録時刻シフトの場合、これらのフィールドには [シフト詳細] グループ
ボックスに入力された情報に基づいて自動的に値が挿入されます。

[勤務時間レポートのタスク グループ]

このグループ ボックスを使用すると、スケジュール定義の作成中に勤務時間レポートおよびタスク エレメ
ントを表示できます。このグループ ボックスは、勤務管理がインストールされている場合にのみ表示され
ます。

[タスク グループ] タスク グループを選択します。[勤務時間レポート テンプレート ID] フィール
ドには関連付けられている勤務時間レポート テンプレートが表示されます。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「タスク レ
ポートの要件の定義」

[タスク テンプレート ID] 選択したタスク グループに関連付けられているタスク テンプレートが表示
されます。タスク テンプレートに関する詳細を表示するには隣にあるリンク
をクリックします。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「タスク レ
ポートの要件の定義」

[勤務時間レポート テンプ
レート ID]

このフィールドには、選択したタスク グループに関連付けられている勤務時
間レポート テンプレートが挿入されます。勤務時間レポート テンプレートに
関する詳細を表示するには、このフィールドの隣のリンクをクリックします。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「勤務時間
のレポート」、 「勤務時間レポート テンプレートの作成」
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タスク テンプレートと関連する勤務時間レポート テンプレートにより、スケジュール用にグリッド列に表示
されるタスク エレメントと勤務時間レポート エレメントが決まります。

[スケジュール設定合計時間]

追跡する時間の合計が表示されます。ページ下部のグループ ボックスにある列 ([設定 1] ～ [設定 4])
ごとに、チェック ボックスがオンになっている全てのエントリの合計時間数が計算され、[スケジュール設
定合計時間] の対応する各フィールド ([合計 1] ～ [合計 4]) の時間数が更新されます。

[フレックス シフト情報]

[シフト タイプ] で [フレックス] を選択した場合、このフレックス シフトに義務付けるコア タイムを入力し
ます。

[コア開始] 、 [コア終了] コア タイム、つまり食事時間と休憩時間を除いて受給者が勤務しなければ
ならない時間を入力します。コア開始時間は、シフトの [始業] で記録され
る時間よりも後になり、コア終了時間は、シフトの [終業] で記録される時
間よりも前になる必要があります。

[週間勤務時間] このシフトに必要な週間勤務時間数を入力します。

[シフト詳細]

このグループ ボックスのラベルは、選択したシフト タイプによって異なります。シフト ページを保存する
には、記録時刻詳細が少なくとも 1 行は必要です。

[タイプ] 記録時刻タイプを選択します。[移動] という記録時刻タイプ以外は、同じ
記録時刻タイプを連続して選択することはできません。以下のいずれかを
選択します。

[始業]: 勤務時間の開始時刻です。シフトの開始時だけでなく、休憩や食
事後の業務再開時にも使用します。記録時刻シフト、およびフレックス シ
フトでは、 初の記録時刻タイプは必ず [始業] にしてください。記録時刻
シフト、またはフレックス シフトでは、[始業] の行に [時刻] および [時間]
の値が入力されていない場合、シフトの保存はできません。

[移動]: タスクおよび給与に関する変更を伴う勤務時間の開始を記録しま
す。

[休憩]: 休憩時間の開始を記録します。[休憩] を選択した場合、その直後
の記録時刻タイプを [始業] または [移動] にする必要があります。

[食事]: 食事時間の開始時刻を記録します。[食事] を選択した場合、その
直後の記録時刻タイプを [始業] または [移動] にしないとページを保存で
きません。

[終業]: 無給時間、勤務していない時間が開始される時刻です。記録時刻
シフト、およびフレックス シフトでは、 終の記録時刻タイプは必ず [終業]
にしてください。[時間] フィールドへの入力はできません。同じシフト内で先
に [始業] の記録時刻がないと、[終業] の記録時刻を入力することはでき
ません。記録時刻シフトおよびフレックス シフトでは、[終業] の行に [時刻]
の値が入力されていないと、シフトの保存はできません。記録時刻シフトお
よびフレックス シフトでは、[終業] の記録時刻を入力する必要があります。
[終業] の行より後にシフトに対する記録時刻を追加することはできません。

[経過時間]: 経過時間シフトの場合に使用します。関連する [時間] フィー
ルドには、シフトの経過時間を入力します。[経過] の行に時間を入力しな
いと、経過時間シフトは保存できません。
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注: この PeopleBook では、"記録時刻" と "記録時刻タイプ" という用語を
同じ意味で使うことがあります。

[時刻] 記録時刻シフトおよびフレックス シフトに使用します。記録時刻シフトおよ
びフレックス シフト中の全記録 ([終業] を除く) には必ず時刻と時間を入力
します。各記録の予定開始時刻を入力します。シフトの 初の記録時刻は
必ず入力してください。その後に続けて記録時刻を入力できます。または、
前の記録の時間を基にして記録時刻を自動的に計算することもできます。

記録時刻を変更すると、それが 終行でなければ、変更後の記録時刻の
値と次行の記録時刻の値を基にして [時間] の値が変更されます。また、
変更するのが 初の行でなければ、変更後の新しい記録時刻の値を基に
して、直前の [時間] の値も変更されます。

記録時刻を入力する場合、その直前の行の記録時刻を基に [時間] の値
が計算されます。[時間] に値を入力すると、次行の [時刻] フィールドの値
が自動計算されます。

[タイムゾーン] このシフトについて入力された時刻に割り当てられたタイムゾーンを入力
します。

[時間] 2 つの記録時刻の時間差を時間数で表わします。この値はユーザーが入
力するか、あるいは次行の記録時刻が入力されると自動計算されます。

記録時刻を変更すると、それが 終行でなければ、変更後の記録時刻の
値と次行の記録時刻の値を基にして [時間] の値が変更されます。また、
変更するのが 初の行でなければ、変更後の新しい記録時刻の値を基に
して、直前の [時間] の値も変更されます。

行を削除すると、削除した行の前後の行の記録時刻の値の差異が計算さ
れ、削除した行の直前の行の [時間] の値がその差異に変更されます。

記録時刻シフト、およびフレックス シフトが 24 時間を超過すると、警告が
表示されます。

[時間] の値は、1 時間を 1 とする百分率で表示されます。

注: このフィールドは、休暇欠勤セルフサービスの休暇欠勤期間の計算で
使用されるフレックスおよび記録時刻スケジュールの非勤務日で使用しま
す。

[設定 1] ～ [設定 4] (スケ
ジュール設定)

これらのチェック ボックスをオンにすると、シフト内の時間数が計算されま
す。対応する [スケジュール設定合計時間] の各フィールドが、シフト内の
対応する時間数で更新されます。

たとえば、シフト内の午前と午後の時間数を自動計算するには、午前の全
記録時刻の行で [設定 1] のチェック ボックスをオンにし、午後の全記録時
刻の行で [設定 2] のチェック ボックスをオンにします。

注: これらのフィールドは、休暇欠勤セルフサービスの休暇欠勤期間の計
算で使用されるフレックスおよび記録時刻スケジュールの非勤務日で使用
します。

勤務日の定義

勤務日ページにアクセスします。
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勤務日ページ

スケジュール定義を作成する際、シフトをグループ分けするために勤務日を使用します。勤務日の有効
日と名称を入力します。勤務日の有効日は、それを使用するスケジュール定義の有効日と同じかそれよ
り前である必要があります。

注: 勤務日の設定は、スケジュール定義を作成するための前提条件ではありません。スケジュール定義
を作成する際には、勤務日によってグループ分けされていないシフト情報を定義できます。

スケジュール定義の作成

"定義" の定義ページにアクセスします。

"定義" - 定義ページ

[スケジュール ID] このページにアクセスするために入力した値が表示されます。

[スケジュール詳細]

[有効日] スケジュール定義の開始日を指定します。たとえば、スケジュールが月曜
日から始まる場合は、入力する日付が月曜日になるようにします。

[定義タイプ] 以下のオプションからタイプを選択します。

[経過時間]: この定義に使用できるのは、経過時刻シフトのみです。

[記録時刻]: この定義に使用できるのは、記録時刻シフトのみです。
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[フレックス]: この定義に使用できるのは、フレックス シフトのみです。

同一定義内で異なるタイプのシフトを組み合わせることはできません。

追加モードで定義をしている際、一度シフト詳細行を選択した後にこのフィー
ルドの値を変更しようとすると、タイプ フィールドを変更するとシフト詳細行
が削除されるという警告が表示されます。

タイプを指定して保存したスケジュール定義は、他のタイプに変更すること
はできません。たとえばタイプを [経過時間] と指定して保存したスケジュー
ル定義を [記録時刻] に変更することはできません。

[交代勤務スケジュール] この定義が交代勤務スケジュール用であることを示す場合に選択します。
このチェック ボックスをオンにすると、[交代勤務の詳細] グループ ボック
スが表示されます。

[スケジュール日数] スケジュールに含める日数を入力します。この日数はいつでも変更できま
す。日数を変更すると、スケジュール内の各日につき 1 行が存在するよう
に SCH_DEFN_DTL テーブルに対して自動的に行が挿入または削除されま
す。

[サマータイム ルール] このフィールドは、記録時刻スケジュールとフレックス スケジュールに適用
されます。

サマータイム時間切替日があるシフトと重なる場合にその日のスケジュー
ルをどのように決定するかを選択します。

[修正時間]: シフトを 1 時間長くまたは短くする場合でも、指定された終業
時間が使用されます。

[修正期間]: シフトに指定された合計期間を維持するようにスケジュール
が調整されます。

[勤務時間レポートのタスク グループ]

このグループ ボックスを使用すると、スケジュール定義の作成中に勤務時間レポートおよびタスク エレメ
ントを表示できます。このグループ ボックスは、勤務管理がインストールされている場合にのみ表示され
ます。

[タスク グループ] タスク グループを選択します。[勤務時間レポート テンプレート ID] フィール
ドには関連付けられている勤務時間レポート テンプレートが表示されます。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「タスク レ
ポートの要件の定義」

[タスク テンプレート ID] 選択したタスク グループに関連付けられているタスク テンプレートが表示
されます。タスク テンプレートに関する詳細を表示するには隣にあるリンク
をクリックします。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「タスク レ
ポートの要件の定義」

[勤務時間レポート テンプ
レート ID]

このフィールドには、選択したタスク グループに関連付けられている勤務時
間レポート テンプレートが挿入されます。勤務時間レポート テンプレートに
関する詳細を表示するには、このフィールドの隣のリンクをクリックします。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「勤務時間
のレポート」、 「勤務時間レポート テンプレートの作成」
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タスク テンプレートと関連する勤務時間レポート テンプレートにより、スケジュール用にグリッド列に表示
されるタスク エレメントと勤務時間レポート エレメントが決まります。

[交代勤務の詳細]

このグループ ボックスを使用してスケジュールの交代勤務パターンを決定します。同一のスケジュール
を共有するが、開始日の異なる複数の交代勤務 ID を作成します。

[交代勤務 ID] 各交代勤務の ID を入力します。

[相対日付] 交代勤務が開始する日を、スケジュールの初日から数えて何日目かで入
力します。たとえば、このフィールドに「8」を入力した場合、関連する交代
勤務は初日から 7 日後に開始します。

注: 「0」を入力したり、スケジュールの合計日数を超える数値を入力する
ことはできません。

[交代勤務の追加] 新しい交代勤務を挿入する場合にクリックします。新しい交代勤務の相対日
付を決定するために、交代勤務間の日数を入力するように求められます。

スケジュール定義のシフト詳細の定義

"定義" のスケジュール シフト ページにアクセスします。

"定義" - スケジュール シフト ページ

このページを使用して、以下の 2 種類の方法でスケジュールのシフト情報を定義します。
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• 事前定義済みの勤務日とシフトの使用

[勤務日 ID] 列と [シフト ID] 列を使用して、事前定義済みの勤務日とシフトを選択します。入力したシ
フトに基づいて残りの列に値が挿入されます。

• 手動入力 (フレックス スケジュールと記録時刻スケジュールの場合)

定義しているスケジュールのタイプによって、[シフト詳細] グリッドに表示される列が決定されます。記
録時刻スケジュールの場合は、スケジュール設定ページで定義したデフォルトの記録時刻パターンとラ
ベルが表示されます。使用可能な全ての記録時刻タイプを表示するには、[記録パターン] フィールドで
[全記録パターン] を選択します。フレックス スケジュールの場合は、[In] (始業)、[Out] (終業)、および [
予定勤務時間] の各フィールドが表示されます。経過時間スケジュールの場合は、非勤務日と予定勤
務時間を示すフィールドが表示されます。

非勤務日を指定するには、事前定義済みの非勤務日を選択するか、[非勤務日] チェック ボックスをオ
ンにして始業時刻と終業時刻を入力できます。このチェック ボックスをオンにすると、[追加詳細] リンク
は非アクティブになります。これにより、非勤務日の時間を追加できます。

[カレンダーの表示] リンクをクリックして、スケジュール定義から作成されるスケジュール カレンダーを
表示します。

[追加詳細] リンクをクリックして、シフトの詳細を表示または入力できるシフト情報ページにアクセスします。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「スケジュール設定の定義および
日付のロード」 、 34ページ

[コピー]、[貼り付け]、および [シフトのクリア]

[選択] 列のチェック ボックスをオンにします。これにより、[コピー]、[貼り付け]、および [シフトのクリア] の
各リンクが使用できるようになり、勤務日とシフト情報の行をすばやくコピー、挿入、および削除できます。

参照: 第 13 章、 「スケジュールの使い方」 、 「シフトの設定」 、 334ページ

[設定可能時間の合計]

[設定可能時間の合計] タブをクリックします。
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スケジュール定義 - スケジュール シフト - 設定可能時間の合計タブ

このタブには、各設定インジケータに関連付けられている合計時間数が表示されます。給与計算ルール
と休暇欠勤ルールでこの設定可能時間の合計を使用できます。

スケジュール カレンダーの表示

スケジュール カレンダー ページにアクセスします。
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スケジュール カレンダー ページ

このページを使用すると、特定のスケジュール定義から作成されたスケジュール カレンダーを表示でき
ます。

[開始日] 表示するスケジュール カレンダーの開始日を入力します。デフォルトでは、
このページには関連付けられているスケジュール定義の有効日から始ま
るスケジュール カレンダーが表示されます。

[交代勤務 ID] スケジュール カレンダーを表示する交代勤務 ID を選択します。このフィー
ルドは、スケジュール カレンダー用に定義された交代勤務 ID が存在する
場合にのみ表示されます。

[ワークグループ] スケジュール カレンダーを表示するワークグループを入力します。この
フィールドは、勤務管理がインストールされている場合にのみ使用できま
す。

[カレンダーのロード] 選択した日付とワークグループのスケジュール カレンダーを表示する場合
にクリックします。

[前期間] 前の期間のスケジュール カレンダーを表示する場合にクリックします。

[次期間] 次の期間のスケジュール カレンダーを表示する場合にクリックします。
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勤務スケジュールの確認
記録時刻タイプ スケジュールの場合は、シフトが変更される際に関連するスケジュールを再確認する場
合があります。

スケジュールの確認に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[確認対象スケジュール] SCH_CLND_REFRESH [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[スケジュール]、[確認
対象スケジュール]

シフトを変更した後でスケ
ジュールを確認します。

スケジュールの確認

確認対象スケジュール ページにアクセスします。

確認対象スケジュール ページ

このページには、記録時刻タイプ スケジュールについて関連するシフトが修正されたので確認が必要な
スケジュールのリストが含まれます。確認が必要な各スケジュールのスケジュール ID、名称、ステータ
スが表示されます。

スケジュールを確認する場合は [確認] ボタン、スケジュール定義ページにアクセスする場合は [スケ
ジュールの表示] リンクをクリックします。

休日スケジュールの定義
休日スケジュールを定義するには、休日スケジュール コンポーネント (HOLIDAY_SCHED_TBL) を使用し
ます。

バッチ処理時に各受給者の休日スケジュールが取得され、この情報を使って休暇処理およびカウントが
実行されます (日次休日スケジュール情報のシステム エレメントがいくつか用意されています)。

デフォルトでは、受給者には支給グループの休日スケジュールが継承されます。"職務データ" の給与
計算ページを使用して受給者に異なる休日スケジュールを割り当てることができます。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 345



スケジュールの使い方 第 13 章

休日スケジュールの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[休日スケジュール] HOLIDAY_SCHED_TBL [HRMS基本設定]、[基本
テーブル]、[組織構造]、
[休日スケジュール]、[休日
スケジュール]

休日スケジュールを定義
します。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「組織構造基本テーブルの設定」、
「休日スケジュールの設定」

勤務スケジュールの割り当て
このセクションでは、勤務スケジュールの割り当ての概要と、以下の項目について説明します。

• 受給者への勤務スケジュールの割り当て

• 個人スケジュール定義の作成

• 勤務スケジュールの交代勤務の比較

勤務スケジュールの割り当てについて

勤務スケジュールを作成した後は、支給グループ名ページを使用してスケジュール グループとスケジュー
ル ID を各支給グループに割り当てます。デフォルトでは、受給者には受給者の支給グループに関連付
けられているスケジュール グループと勤務スケジュールが継承されます。(支給グループは、職務情報コ
ンポーネントの給与計算ページを使用して受給者に割り当てられます。)

勤務スケジュール割当コンポーネント (GP_SCH_ASSIGN) を使用して支給グループのデフォルト以外のス
ケジュールを受給者に明示的に割り当てることができます。また、このコンポーネントを使用して、代替の
スケジュールを受給者に割り当て、個人スケジュール定義コンポーネント (SCH_DEFN_ADHOC) にアクセ
スして受給者の個人スケジュールを定義することもできます。

受給者にスケジュールを割り当てると、その受給者に対しそれとは異なるタイプで定義されている勤務日
上書きは全て削除され、新しく割り当てたスケジュールと同じか、それより後の日付が設定されます (たと
えば、記録時刻の代わりに経過時間を割り当てた場合など)。

管理者は、セルフサービス ページを使用してスケジュールを受給者に割り当てたり、スケジュール割り当
てを変更することができます。セルフサービス ページについてはこの章の後の方で説明します。

注: スケジュールの割り当てについては、Workforce_Sync メッセージが PERSON_DATA キューでアクティ
ブである必要があります。このキューは PeopleSoft インテグレーション ブローカー機能に用意されてい
ます。
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勤務スケジュールの割り当てに使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[支給グループ名] GP_PYGRP_NAME [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、[組
織]、[支給グループ]、[支
給グループ名]

スケジュールグループとス
ケジュールを支給グループ
に割り当てます。

[勤務スケジュールの割当] SCH_ASSIGN [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[受給者レベル上書
き]、[勤務スケジュール
割当]、[勤務スケジュー
ル割当]

受給者の長期スケジュー
ルまたは代替スケジュー
ルを割り当てます。

[定義] SCH_DEFINITION "勤務スケジュールの割当
"ページで、[スケジュール
の作成]リンク (割当方法が
[個人スケジュールの作成]
である場合にのみ表示)を
クリックします。

特定の受給者のスケ
ジュール定義詳細を定義
します。

[スケジュールシフト] SCH_DEFINITION_2 "勤務スケジュールの割当
"ページで、[スケジュール
の作成]リンク (割当方法が
[個人スケジュールの作
成]である場合にのみ表
示)をクリックします。スケ
ジュールシフトページ
を選択します。

特定の受給者のシフト詳
細を定義します。

[スケジュールカレンダー] SCH_CALENDAR "勤務スケジュールの割当
"ページで、[スケジュール
の表示]リンクをクリックし
てスケジュールカレンダー
ページにアクセスします。([
スケジュールの表示]リン
クは、割当方法が [デフォ
ルト使用]または [定義済ス
ケジュールの選択]である
場合に表示されます。)ス
ケジュールカレンダーペー
ジの [交代勤務情報の比
較]リンクをクリックします。

選択した交代勤務を比較
して、スケジュール割り
当ての有効日時点での
交代勤務のパターンを
確認します。

関連項目:

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「支給グループの定義に使用するページ」 、 375ページ

第 13 章、 「スケジュールの使い方」 、 「スケジュールの管理に使用するページ」 、 351ページ

受給者への勤務スケジュールの割り当て

"勤務スケジュールの割当" ページにアクセスします。
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"勤務スケジュールの割当" ページ

[主スケジュールの詳細]

[割当方法] 以下の値から選択します。

• [個人スケジュールの作成]: この受給者について有効日が設定された
スケジュールを作成する場合に選択します。このオプションを選択する
と、[スケジュールの作成] リンクが表示されます。

• [定義済スケジュールの選択]: 受給者と関連付けるスケジュール グルー
プとスケジュール ID を選択します。

• [デフォルト使用]: 受給者の支給グループのデフォルト スケジュールを
割り当てる場合に選択します。

[スケジュール グループ] 割当方法が [定義済スケジュールの選択] または [個人スケジュールの作
成] である場合は、受給者に割り当てるスケジュール グループを選択しま
す。各スケジュール グループには、受給者に関連付けることができるスケ
ジュール (定義済みスケジュールを割り当てる場合)、または使用可能な定
義済みの勤務日とシフト (個人スケジュールを作成する場合) を決定する
セットID が関連付けられています。

割当方法が [デフォルト使用] である場合は、受給者の支給グループから
継承されるスケジュール グループが表示されます。

[スケジュール ID] 割当方法が [定義済スケジュールの選択] である場合は、受給者に割り当
てるスケジュールを選択します。

割当方法が [デフォルト使用] である場合は、受給者の支給グループから
継承されるスケジュール ID が表示されます。

割当方法が [個人スケジュールの作成] である場合は、このフィールドには
受給者の従業員 ID と 0 が 5 つ表示されます。たとえば、受給者の従業員
ID が KA3007 である場合、スケジュール ID は KA300700000 となります。

[交代勤務 ID] このフィールドは、選択したスケジュールが交代勤務スケジュールである
場合に表示されます。受給者を割り当てるスケジュールの相対日付を決定
するために使用されます。

[スケジュールの表示] このリンクは、割当方法が [デフォルト使用] または [定義済スケジュール
の選択] である場合に表示されます。スケジュール割り当ての有効日時点
でのスケジュールを確認するスケジュール カレンダー ページにアクセスす
る場合にクリックします。交代勤務スケジュールの場合は、スケジュール カ
レンダー ページのリンクをクリックして交代勤務情報を比較できます。
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[スケジュールの作成] このリンクは、割当方法が [個人スケジュールの作成] である場合に表示
されます。この受給者のスケジュールを定義できる 個人スケジュール定義
コンポーネントにアクセスする場合にクリックします。

[代替スケジュール詳細]

[代替スケジュール詳細] タブを選択します。

"勤務スケジュールの割当" ページ - 代替スケジュール詳細タブ

このタブを使用して代替のスケジュールを受給者に割り当てます。このタブのフィールドは、[主スケジュー
ルの詳細] タブのフィールドと似ています。

スケジュール割り当ての履歴の表示

ページの履歴セクション展開するリンクをクリックすると、受給者の支給グループに割り当てられたデフォ
ルトのスケジュールに対する変更を含む、全てのスケジュール割り当てが表示されます。

個人スケジュール定義の作成

個人スケジュール定義の定義ページにアクセスします。

スケジュール定義を作成するのと同じ方法で受給者のスケジュールを定義します。ただし、個人スケジュー
ルを交代勤務スケジュールにすることはできません。

関連項目:

第 13 章、 「スケジュールの使い方」 、 「スケジュール定義の作成」 、 339ページ

交代勤務の比較

スケジュール カレンダー ページにアクセスします。
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スケジュール カレンダー ページ

表示されるスケジュール パターンが実際のスケジュールの長さです。たとえば、スケジュールが 28 日間
である場合は、それが表示される実際のパターンです。

[交代勤務情報の比較] 比較する交代勤務を選択する場合にクリックします。スケジュールに関連
付けられている交代勤務 ID のリストが表示されます。比較したい交代勤
務 ID を選択し、[交代勤務情報のロード] ボタンをクリックします。

管理者用セルフサービス スケジュール機能の使い方
管理者は、グローバル ペイロールのセルフサービス ページを使用して勤務スケジュールの割り当て、
表示、変更、および上書きを行うことができます。適用範囲、割り当て済みのシフト、および合計勤務時
間数の表示に加えて、管理者は要員の変更、シフトの交換、スケジュールのコピー、および短期と長期
のスケジュールの変更が可能です。

このセクションでは、以下の作業を行う方法を説明します。

• スケジュールの管理

• シフトの上書き

• デフォルト オプションの選択

• 要員の変更

• スケジュールのコピー

• スケジュールの交換

• スケジュールの割り当てと作成
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スケジュールの管理に使用するページ

注: 以下の表は、グローバル ペイロールで提供されるセルフサービス スケジュール ページだけを示し
ています。勤務管理もインストールしている場合は、『PeopleSoft Enterprise 勤務管理 PeopleBook』のド
キュメンテーションも参照してください。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[スケジュールの管理] ([日

次スケジュール]、[週次ス

ケジュール]、[日付範囲

スケジュール])

SCH_MNG_DAILY,

SCH_MNG_WEEKLY,

SCH_MNG_DRANGE

[管理者セルフサービス]、
[勤務時間管理]、[スケ
ジュールの管理]、[スケ
ジュールの管理]、[週次
スケジュール]

受給者のスケジュールを
表示し、リンクされている
ページにアクセスしてスケ
ジュールを更新します。

"日次詳細<日付>"ページ SCH_MNG_DAILY_DTL スケジュールの管理ページ
で時間数のリンクをク
リックします。

指定のシフトおよび上書
きシフト情報の詳細を
表示します。

[スケジュール管理表示オ

プション]

SCH_MNG_OPTIONS [管理者セルフサービス]、
[勤務時間管理]、[スケ
ジュールの管理]、[スケ
ジュールの管理]

"スケジュールの管理"
ページ下部の [スケジュー
ル表示オプション]をク
リックします。

"スケジュールの管理"
ページのデフォルト設定を
定義します。

[スケジュール基本設定] SCH_EE_PREF [管理者セルフサービス]、
[勤務時間管理]、[スケ
ジュールの管理]、[スケ
ジュールの管理]

受給者の名前をクリック
します。

従業員の連絡先およびス
ケジュールの基本設定を
確認します。

このページは他の箇所で
も使用されます。

参照: 第 13章、 「ス
ケジュールの使い方」、
「スケジュール基本設定
の入力とスケジュール
の表示に使用するペー
ジ」、 359ページ

[要員の変更] SCH_MNG_REPLACE [管理者セルフサービス]、
[勤務時間管理]、[スケ
ジュールの管理]、[スケ
ジュールの管理]

受給者を選択し、[要員
の変更]ボタンをクリック
します。

従業員の交換要員を検索
します。

[スケジュールのコピー] SCH_MNG_COPY [管理者セルフサービス]、
[勤務時間管理]、[スケ
ジュールの管理]、[スケ
ジュールの管理]

受給者を選択し、[スケ
ジュールのコピー]ボタンを
クリックします。

別の従業員に使用できる
ように従業員スケジュール
をコピーします。

[スケジュールの交換] SCH_MNG_SWAP [管理者セルフサービス]、
[勤務時間管理]、[スケ
ジュールの管理]、[スケ
ジュールの管理]

受給者を選択し、[スケ
ジュールの交換]ボタンをク
リックします。

2人の従業員のスケジュー
ルを交換します。
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関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「勤務スケジュールの定義」

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「タイム レポーターの設定」

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「管理者セルフサービスのスケジュール コン
ポーネントの使い方」

スケジュールの管理

週次スケジュール ページにアクセスします。

週次スケジュール ページ (1/3)
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週次スケジュール ページ (2/3)

週次スケジュール ページ (3/3)

このページにアクセスすると、スケジュール管理表示オプション ページで設定されているデフォルトに応
じて [日次スケジュール]、[週次スケジュール]、または [日付範囲スケジュール] のいずれかが表示され
ます。

[従業員の選択条件] に値を入力し、[従業員を取得] ボタンをクリックして、変更または確認が必要な受
給者のリストをフィルタします。[ワークグループ] と [タスクグループ] の各フィールドは、勤務管理がイ
ンストールされている場合にのみ適用されます。[北アメリカの支給グループ] フィールドは、Payroll for
North America がインストールされている場合にのみ適用され、[グローバル ペイロールの支給グループ]
フィールドは適用されません。

[表示単位] リストされている受給者とそのスケジュールを選択した期間を使用して表
示する場合に [日]、[週]、または [日付範囲] を選択します。ここで選択し
た値によって、さまざまなリンクや日付フィールドに表示されるラベルが決
定されます。

• [日] を選択した場合は、開始時刻と終了時刻も入力できます。

• [日付範囲] を選択した場合、 大 31 日間のスケジュールを表示できま
す。

[スケジュール タイプ] [主要] または [代替] を選択します。
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[適用範囲] このフィールドは、日次スケジュールの場合に表示されます。[スケジュー
ル済] と [未スケジュール] を選択できます。

[リフレッシュ] 表示設定を選択した後でページをリフレッシュする場合にクリックします。

[<管理者名> の従業員]

検索条件を満たす受給者が一覧表示されます。

[選択] このフィールドは、スケジュール アクションのフィールドと連携しています。

[氏名] スケジュールを変更する前に従業員のスケジュールの基本設定を確認す
るスケジュール基本設定ページにアクセスする場合は、従業員の氏名をク
リックします。

[<X> 時間] (X は時間数) シフト詳細を確認したり、シフトを上書きするために指定のシフトの日次詳
細ページにアクセスする場合はこのリンクをクリックします。

[スケジュール アクション]

[要員の変更]、[スケジュールの交換]、および [スケジュールのコピー] というスケジュール アクションを
確認後、実行します。

[要員の変更] 受給者の交換要員を検索するには、受給者を選択して [要員の変更] ボ
タンをクリックします。

[スケジュールのコピー] 受給者のスケジュールをコピーするには、受給者を選択して [スケジュー
ルのコピー] ボタンをクリックします。コピー元のスケジュールを継承する受
給者を指定する "スケジュールのコピー" ページが表示されます。

[スケジュールの交換] 2 人の受給者のスケジュールを交換するには、2 人の受給者を選択して [
スケジュールの交換] ボタンをクリックします。

[凡例]

承認済研修、休暇欠勤予定、休日などのイベントはアイコンでスケジュール上に示されます。クロスオー
バー シフトは、深夜 0 時を過ぎても続くシフトを示します。承認済研修は、勤務管理がインストールされ
ている場合にのみ指定できます。

1 日に複数のシフトがある場合は、 初のシフト情報が複数シフト アイコンと共に表示されます。2 番目
のシフトとその詳細は、"日次詳細 <日付>" ページに表示されます。

注: 承認済研修、休暇欠勤予定、休日、欠勤のアイコンを表示するには、スケジュール管理表示オプショ
ン ページでこれらのオプションを選択しておく必要があります。

シフトの上書き

"日次詳細 <日付>" ページにアクセスします。
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"日次詳細 <日付>" ページ

スケジュール管理のデフォルト オプションの選択

スケジュール管理表示オプション ページにアクセスします。
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スケジュール管理表示オプション ページ

このページを使用して "スケジュールの管理" ページのデフォルト設定を定義します。

[週次グリッドの開始曜日] スケジュール グリッドに 初に表示する曜日を選択します。

[デフォルト表示] [日付範囲]、[日]、または [週] を選択して、"スケジュールの管理" ページ
にアクセスした際に日次、週次、または日付範囲のいずれかのページが
表示されるようにします。

[ 大表示行数] 各ページに表示する受給者の 大人数を入力します。

[スケジュール カテゴリ]

スケジュールでアイコンを付けるイベントのタイプを選択します。該当日には対応する記号が表示されま
す。

承認済研修は、勤務管理がインストールされている場合にのみ適用されます。この場合、PeopleSoft エ
ンタープライズ ラーニング マネジメントおよびヒューマン リソース管理の研修管理で記録されている研
修日数を特定できます。

休暇欠勤予定は、(GP_ABS_EVENT テーブルの) 申請済みと承認済み休暇欠勤を表わしています。勤務
管理がインストールされている場合は、休暇欠勤予定に基本福利厚生利用者の休職も含まれます。

欠勤情報は、記録時刻スケジュールの受給者に適用されます。勤務管理がインストールされている場合
にのみレポートできます。"欠勤" のアイコンは、日次スケジュール ページにのみ表示されます。過去の
"欠勤" 情報を確認できるように、"欠勤" 情報は保存されます。
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[週次/日付範囲オプション]

勤務管理がインストールされている場合は、週次ページまたは日付範囲ページに 1 つのタイプのタスク
データと 1 つの勤務時間レポート項目を表示できます。

要員の変更

"要員の変更" ページにアクセスします。

このページには、変更要員が必要なシフトまたは時間範囲には勤務予定のない全ての受給者がリスト
されます。休暇欠勤が入力されている受給者は除外されます。勤務管理がインストールされている場合
は、研修が予定されている受給者も除外されます。

休暇欠勤する受給者をその期間に勤務するスケジュールがない別の受給者と変更する場合に、要員の
変更機能を使用します。

交換要員として働く従業員を選択し、[要員の変更] ボタンをクリックします。"スケジュールの管理" ペー
ジの [日次スケジュール詳細] 列で、変更された従業員には "R" が表示されます。

この従業員と交代する変更要員はスケジュールを継承します。変更された従業員には、その日の休暇欠
勤をレポートするために適切な支給を示す元のスケジュールが保持されます。

要員の変更を元に戻す必要がある場合は、変更された従業員のセル ("R" が表示されているセル) 内の
[日次詳細の表示] をクリックします。[要員の変更を元に戻す] ボタンをクリックして [OK] をクリックします。

スケジュールのコピー

"スケジュールのコピー" ページにアクセスします。

コピー元のスケジュールを適用する 1 人または複数の従業員を選択して、[コピー] ボタンをクリックしま
す。定義された日付または日付の範囲の 1 日全体がコピーされます。

注: "スケジュールの管理" ページで [表示単位] オプションとして [日] を選択した場合は、[開始日] フィー
ルドは表示だけで編集できません。

スケジュールの交換

"スケジュールの交換" ページにアクセスします。

必要に応じて開始日と終了日を変更して、[スケジュールの交換] ボタンをクリックします。1 日全体のス
ケジュールが 2 人の従業員の間で交換されます。[表示単位] に [日付範囲] を選択した場合は、リスト
されている全ての日が交換されます。

重要: 休暇欠勤する受給者を変更するために、スケジュールの交換機能を使わないでください。スケ
ジュールの交換機能を使用して変換された受給者が休暇欠勤をレポートした場合は、受給者が休暇欠
勤に対し適切な支給を受けられないことがあります。これは、休暇欠勤数を決定するために、休暇欠勤
プロセスが受給者の実際のスケジュールではなく交換されたスケジュールを参照するからです。交換さ
れたスケジュールは、非勤務日または別のシフト用の場合があります。

注: [表示単位] オプションとして [日] を選択した場合は、このページの [開始日] フィールドは表示だけ
で編集できません。
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スケジュールの割り当てと作成

受給者の "勤務スケジュールの割当" ページにアクセスします。

このページを使用して勤務スケジュールを受給者に割り当てたり、割り当て済みのスケジュールを表示
するページや、特定の受給者のスケジュールを作成するページにアクセスすることができます。これらの
ページは、管理者がスケジュールを割り当てたり個人スケジュールを作成するために使用するページと
同じです。

関連項目:

第 13 章、 「スケジュールの使い方」 、 「勤務スケジュールの割り当て」 、 346ページ

従業員用セルフサービス スケジュール機能の使い方
従業員は、グローバル ペイロールのセルフサービス ページを使用して、スケジュール更新時の希望連
絡方法、集中勤務週に勤務可能かどうか、および曜日ごとの希望シフトなどのスケジュールの基本設定
を入力できます。管理者が要員の変更、スケジュールの交換またはコピーをする際、従業員の基本設定
を表示して対応可能な 良の交換要員やスケジュールを決定できます。

このセクションでは、スケジュール基本設定の設定方法について説明します。

スケジュール基本設定の入力とスケジュールの表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[スケジュール基本設定] SCH_EE_PREF [セルフサービス]、[勤務時
間レポート]、[ユーザー
基本設定]、[スケジュー
ル基本設定]

従業員がスケジュール
に関連する基本設定を
表示および更新できる
ようにします。

[個人情報], HR_EE_PERS_INFO スケジュール基本設定ペー
ジで [連絡先情報の更新]
リンクをクリックします。

連絡先情報を表示し、各
情報を更新できるページに
アクセスします。

[月次スケジュール] SCH_EE_MONTHLY,

SCH_EE_PREF

[セルフサービス]、[勤務時
間レポート]、[勤務時間の
表示]、[月次スケジュー
ル]、[月次スケジュール]

従業員がスケジュールを
表示できるようにします。

スケジュールの基本設定の設定

スケジュール基本設定ページにアクセスします。

[連絡先基本設定]

従業員の希望電話番号と電子メール アドレスが表示されます。PeopleSoft Enterprise eProfile-人材プロ
ファイルがインストールされている場合は、個人情報ページにアクセスするリンクをクリックでき、そこで
連絡先情報を更新できます。

[スケジュール基本設定]

各曜日について、勤務する際に希望するシフトまたは開始時刻と終了時刻を入力します。
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[集中勤務可] 集中勤務週に勤務可能かどうかを定義します。

[シフト] 勤務する際に希望するシフトを入力します。このフィールドは、従業員 ID
に基づいて値が入力されます。現在のユーザーにスケジュールが割り当
てられている場合、選択できるシフトはユーザーのスケジュール ID とユー
ザーのスケジュール グループによって決定されるセットID に対応するシフ
トだけです。ユーザーにスケジュールが割り当てられていない場合は、シ
フト ID フィールドは表示されません。

注: 開始/終了時刻とシフトとの整合性が検証されることはありません。入
力された時刻がシフト内に収まるかどうかを検証するロジックは存在しま
せん。

[開始時刻]、[終了時刻] 勤務する際に希望する開始時刻と終了時刻を入力します。

[超過勤務可] 超過勤務可能かどうかを入力します。

[二交代制可] 二交代制で勤務可能かどうかを入力します。
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組織構造の定義

この章では、グローバル ペイロールの組織構造の概要および以下の項目について説明します。

• エレメント グループの定義

• 有資格グループの定義

• 支給元の定義

• 支給グループの定義

組織構造について
次の図は、給与計算処理用のグローバル ペイロールの組織構造のコンポーネントを示しています。
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グローバル ペイロールの組織構造

エレメントは、グローバル ペイロールの基本構成要素です。エレメント グループは、有資格グループに一
連のエレメントを関連付けるために使用します。有資格グループは支給グループに関連付けられます。
支給特性を共有する複数の受給者は、支給グループに関連付けられます。複数の支給グループが 1 つ
の支給元に関連付けられます。支給元は、受給者に対して給与を支給する業務組織のことです。
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受給者が受け取るエレメントを管理する方法として、有資格グループとエレメント グループが使用されま
す。エレメント グループは、支給、控除、休暇付与、および休暇取得などの個別のエレメントで構成され
ています。有資格グループは、エレメント グループで構成されています。この 2 つのレベルのアプローチ
により、以下の例に示すようなより効率的な設定が可能になります。

受給者には、管理者用の有資格グループや従業員用の有資格グループなどの有資格グループがそれ
ぞれ割り当てられます。役職手当のように管理者だけが受け取るエレメントもあれば、超過勤務手当の
ように従業員だけが受け取るエレメントもあります。また、基本給与や税控除などのように、受給者全員
が対象となっているエレメントもあります。

例

管理者と従業員という 2 つの異なる受給者のグループが存在するため、有資格グループを 2 つ作成す
るとします。

50 個の支給エレメントがあります。これらのうち、10 個を管理者専用の支給エレメント (E1−E10) とし、ほ
かの 10 個を従業員専用の支給エレメント (E11−E20) とします。そして、残りの 30 個を全受給者用の支
給エレメント (E21−E50) とします。また、受給者全員用に 20 個の税控除エレメント (D1−D20) と、管理者
のみを対象とした 10 個の任意控除エレメント (D21-D30) があるとします。

エレメント グループがない場合は、管理者の有資格グループに対してエレメントを 70 個、従業員の有資
格グループに対してエレメントを 70 個追加しなければなりません。

エレメント グループの概念を利用して、以下の 5 つのエレメント グループを作成します。

• 管理者支給エレメント グループ (管理者のみを対象とした支給)

• 従業員支給エレメント グループ (従業員のみを対象とした支給)

• 共通支給エレメント グループ (両方の受給者グループを対象とした支給)

• 税控除エレメント グループ (20 個の控除エレメント)

• 任意控除エレメント グループ (管理者のみを対象とした 10 個の控除エレメント)

次の表は、有資格グループに追加するエレメント グループを示しています。

有資格グループ エレメント グループ メンバー

管理者 管理者支給 (E1−E10)

共通支給 (E21−E50)

税控除 (D1−D20)

任意控除 (D21-D30)

従業員 従業員支給 (E11−E20)

共通支給 (E21−E50)

税控除 (D1−D20)

初期導入後にエレメントを追加する場合、エレメント グループの別のメリットが十分に活かされます。導
入後に新しく D21 という税控除を作成するとします。その場合、新しいエレメントを全ての有資格グルー
プに追加する必要はありません。税控除というエレメント グループにエレメントを一回追加するだけで十
分です。
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エレメント グループの定義
エレメント グループを定義するには、エレメント グループ コンポーネント (GP_ELEMENT_GROUP) を使用
します。

このセクションでは、エレメント グループの概要と以下の作業を行う方法について説明します。

• エレメント グループ名の設定

• エレメント グループにエレメントを挿入します。

エレメント グループについて

数多くあるエレメントを区別できるように、エレメントを支給、控除、休暇などのエレメント グループとして
定義できます。エレメント グループを使用すると、以下のことが可能になります。

• 複数の受給者への同一のエレメントのセットの割り当て

たとえば、あるエレメント グループに支給エレメントをまとめ、もう 1 つのグループには控除エレメントを
まとめ、これら 2 つのエレメント グループを使って支給と控除を指定することもできます。あるいは、時
給の従業員用の支給エレメントにエレメント グループを 1 つ作成し、給与所得従業員用の支給エレメ
ントに別のエレメント グループをもう 1 つ作成することもできます。

• オフサイクルの給与計算中に処理するエレメントのセットの識別

オフサイクル トランザクションを処理しているときに、給与計算の訂正や予定外の支給など、エレメン
ト グループ機能を使用して処理するエレメントを指定できます。オフサイクル リクエスト コンポーネン
ト (GP_OFFCYCLE_SETUP) を通してオフサイクルの処理指示を入力する際には、エレメント セットを選
択します。

オフサイクル トランザクションを処理しているときに、給与計算の訂正や予定外の支給など、エレメント
グループ機能を使用して処理済みのエレメントをフィルタできます。オフサイクル リクエスト コンポーネ
ント (GP_OFFCYCLE_SETUP) を通してオフサイクルの処理指示を入力する際には、エレメント セットを
選択します。

• リスト セットの作成

リスト セットとは、エレメントのリストを必要とするプロセスまたはレポートで使用できるエレメントとパラ
メータの集まりです。たとえば、エレメント グループを使用して、給与明細作成プロセスで使用するリス
ト セットを作成できます。

関連項目:

第 24 章、 「オフサイクル処理の管理」 、 667ページ

第 36 章、 「アプリケーションとリスト セットの管理」 、 989ページ
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エレメント グループの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[エレメントグループ名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[エレメン
トグループ]、[エレメン
トグループ名]

エレメントグループ名を設
定し、基本パラメータを
定義します。

[エレメントグループ

メンバー]

GP_ELEMENT_GROUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[エレメン
トグループ]、[エレメントグ
ループメンバー]

エレメントグループにエレ
メントを挿入します。

エレメント グループ名の設定

全てのエレメントについて、エレメント名共通ページでその名称と基本パラメータを定義してください。グ
ローバル ペイロールでは、全てのエレメントのコンポーネントに、エレメント名共通ページ (GP_PIN) という
共通の先頭ページが含まれています。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

エレメント グループへのエレメントの挿入

エレメント グループ メンバー ページにアクセスします。

エレメント グループ メンバー ページ
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リスト セットで参照されているエレメント グループを変更する際は注意してください。エレメント グループの
変更は、関連するリスト セットに影響を与えます。リスト セットとその使用方法、およびエレメント グルー
プとの関係は、この PeopleBook の別の章で詳しく説明しています。

参照: 第 36 章、 「アプリケーションとリスト セットの管理」 、 989ページ

[エレメント グループの用途] このエレメント グループがどのように使用されるかを定義します。このフィー
ルドによって、[エレメント グループ メンバー] グループ ボックスで選択可
能なエレメント タイプが制限されます。有効な値は以下のとおりです。

• [全用途を含む]: このエレメント グループが資格処理、オフサイクル処
理用プロセス セットの定義、リスト セット機能と共に使用可能な場合に
選択します。

• [資格処理]: デフォルト値です。このエレメント グループを資格処理にの
み使用する場合に選択します。

• [プロセス セット]: このエレメント グループが指定のセグメントについて
処理されるエレメントの特定のセットを識別する場合に選択します。この
タイプのエレメント グループは、オフサイクル処理で使用できます。エレ
メントをこのグループに入れても資格要件は免除されません。受給者は
エレメントを変換するためにこれらのエレメントの資格が必要です。

• [アプリケーション]: このエレメント グループを特にリスト セット機能と共
に使用する場合に選択します。この値を選択すると、[アプリケーション -
静的/動的] グループ ボックスと [アプリケーションのデフォルト ソート順
序] フィールドが表示されます。

注: [エレメント グループの用途] フィールドの値は、複数の有効日が設定
されている行で同一である必要があります。このため、このページに有効
日の設定された第 2 の行を追加する場合、有効日の設定された新しい行
の [エレメント グループの用途] フィールドには元の行または も古い有
効日の設定された行の値がデフォルトで挿入され、全ての有効日の設定さ
れた行で [エレメント グループの用途] フィールドが入力できなくなります。
つまり、1 行しかない場合は、[エレメント グループの用途] フィールドの値
を編集できます。複数の行を挿入する場合は、全ての行が同じ [エレメント
グループの用途] フィールドの値 (元の行または も古い有効日の設定さ
れた行の値) を持ち、全ての行で [エレメント グループの用途] フィールド
が入力できなくなります。

[アプリケーション - 静的/動的]

エレメント グループが静的なエレメント リストであるのか動的なエレメント リストであるのかを選択します。
静的なエレメント グループの場合は、[エレメント グループ メンバー] グループ ボックスにエレメント リスト
が表示されます。動的なエレメント グループの場合は、エレメント グループが呼び出されるたびにグルー
プに入れるエレメントを動的に決定する SQL Where 句 ([動的選択条件] フィールド) のみが表示されま
す。また、Where 句には、選択したエレメントをソートするための Order By 句を含めることができます。こ
のオプションは、[エレメント グループの用途] が [アプリケーション] であるときにだけ選択できます。

[エレメント グループ メンバー]

[エレメント タイプ] エレメント グループに追加するエレメントのタイプを選択します。有効値は
[休暇付与]、[休暇取得]、[控除]、[支給]、および [エレメント グループ] で
す。
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注: エレメント グループをネストする (つまり、エレメント グループ内にエレ
メント グループを入れる) 場合は、メンバー グループは親グループと同じ
用途オプションを持つ必要があります。

[エレメント名] 選択したエレメント タイプに対応するエレメント名を選択します。

[名称] エレメントの定義コンポーネントを個別のブラウザ ウィンドウで開く場合に
クリックします。

[資格の割当] 選択したエレメントを受給者に割り当てる方法を選択します。このフィール
ドにより、受給者を有資格グループに登録するだけでそのエレメントが処
理されるのか、受給者レベルの支給/控除割当ページでエレメントを割り当
てたり、ポジティブ入力を行う必要があるのかを指定できます。このフィー
ルドは、[エレメント グループの用途] が [資格処理] か [全用途を含む] で
ある場合に表示されます。

以下のいずれかの値を選択します。

[有資格グループ]: 有資格グループによりこのエレメント グループに関連
付けられている全てまたは大半の受給者に対し適用されます。支給および
控除のほとんどが受給者特有のものであるため、このオプションが頻繁に
使用されることはありません。

[受給者]: 受給者単位で適用されるエレメントです。通常、支給エレメント
および控除エレメントのほとんどが、このカテゴリに入ります。

このフィールドは、[エレメント グループの用途] に [プロセス セット] を選択
すると表示されません。また、[エレメント タイプ] が [エレメント グループ]
である場合も表示されません。

[アプリケーションのデフォ
ルト ソート順序]

エレメントをソートするための順序番号を入力します。複数のエレメントを
同一行に表示する場合は、同一の順序番号を使用します。たとえば、事業
主と従業員の控除を横に並べて表示する場合に同じ順序番号を使用しま
す。このフィールドは、[エレメント グループの用途] が [アプリケーション]
か [全用途を含む] である場合に表示されます。

[エレメント グループの用途] フィールドの変更

必要な場合は、エレメント グループを作成した後で、[エレメント グループの用途] の値を変更できます。
このフィールドの値が変更されると、以下のチェックが実行されます。

• このフィールドの値が [資格処理] または [プロセス セット] で、エレメント グループをその特定の領域
で使用している場合は、[全用途を含む] への変更だけが可能です。

• このフィールドの値が [資格処理] または [プロセス セット] であるが、エレメント グループをその特定
の領域で使用していない場合は、いかなる変更も可能です。

• このフィールドの値が [全用途を含む] である場合は、現在の用途を変更しない場合にのみ変更が許
可されます。たとえば、エレメント グループがプロセス セットを定義するために使用されている場合に
は、[資格処理] に変更することはできません。

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

第 36 章、 「アプリケーションとリスト セットの管理」 、 989ページ
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有資格グループの定義
資格処理グループを定義するには、有資格グループ コンポーネント (GP_ELIG_GROUP) を使用します。

このセクションでは、有資格グループの概要と、エレメント グループを有資格グループに挿入する方法に
ついて説明します。

有資格グループについて

有資格グループは、特定の受給者を資格対象者とする指定エレメントの集まりを示すものです。有資格
グループは、1 つまたは複数のエレメント グループから構成され、主に従業員のタイプやレベルを区別
するために使用されます。たとえば、会社の幹部役員に関連付けるエレメント グループに対し、有資格
グループを設定できます。

各支給グループにデフォルトの有資格グループを割り当てます。支給グループに割り当てられた受給者
には、その支給グループ定義にある有資格グループが引き継がれます。受給者別に、割り当てられた支
給グループの定義を上書きするには、受給者レベルで別の有資格グループを指定します。

有資格グループの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[有資格グループ] GP_ELIG_GROUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、[組
織]、[有資格グループ]、
[有資格グループ]

エレメントグループを有資
格グループに挿入します。

有資格グループへのエレメント グループの挿入

有資格グループ ページにアクセスします。
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有資格グループ ページ

[エレメント名] この有資格グループに関連付けるエレメント グループの名称を選択しま
す。エレメント グループを追加するには、さらに行を追加します。

支給元の定義
支給元を定義するには、支給元コンポーネント (GP_PYENT) を使用します。

このセクションでは、支給元の概要および以下の作業を行う方法について説明します。

• 支給元の住所情報を入力します。

• 支給元の処理詳細を入力します。

注: このセクションでは、支給元コンポーネントの 初の 2 ページについて説明します。遡及制限ページ、
"サポート エレメント上書き" ページ、および送金元銀行リンク ページを含む支給元コンポーネントの他
のページについては、この PeopleBook の別のセクションで説明しています。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「遡及期間と繰越遡及期限の設定」 、 886ページ

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「支給元上書きの定義」 、 467ページ

第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「支給元と送金元銀行の関連付け」 、 946ページ
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支給元について

支給元は、受給者に対する給与の支払いを担当する組織です。支給元を使って、計算の処理時に使用
する通貨コードも定義できます。支給元とは、組織を給与計算の観点から法的な定義を用いて表したも
のです。多くの場合、組織と支給元は同じです。ただし、グローバル ペイロールでは組織と支給元との関
係を定義しません。複数の組織が 1 つの親会社により所有されている場合、その親会社が支給元とな
ることがあります。あるいは、同一組織であっても、その組織を構成する子会社がそれぞれ独立した支給
元となっている場合もあります。システムでは、累計のほとんどが支給元別に定義されます。

バッチ処理

処理詳細ページのデータは、ロードするエレメントを決定するためにバッチ処理時に使用されます。エレ
メント名共通ページで [全ての国] と指定されているエレメント、および [特定の国] と指定されているエレ
メントで支給元の国が指定されているエレメントだけがロードされます。

それ以外の国のエレメントが参照先になっている場合は、バッチ プログラムによってエラーが記述されま
す。処理を続行するかどうかは、そのエレメントの重要度によって決まります。続行しない場合は、以下
の内容のメッセージが表示されます。

エレメント %1 (PIN %2) が UPINA にロードされませんでした (国: %3 には該当しません)。

処理が続行される場合は、次の内容のメッセージのいずれかが表示されます。

エレメント %1 (PIN %2) のデータはプロセスにロードされませんでした (国: %3 には無効)。

プロセス リスト %3 の親エレメント %2 のエレメント %1 が %4 にありません。(PIN 番号 %5)

注: 指定された国が一致しないという理由以外で、エレメントがロードされない場合もあります。

支給元の定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[支給元住所] GP_PYENT_NAME [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[フレームワー
ク]、[組織]、[支給元]、
[支給元住所]

支給元の住所情報を入力
します。

[処理詳細] GP_PYENT_PRCS_DTL [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、[組
織]、[支給元]、[処理詳細]

支給元の処理詳細を入力
します。

支給元の住所情報の入力

支給元住所ページにアクセスします。
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支給元住所ページ

[国] 支給元が所在する国を選択します。

[住所] 支給元の住所を入力する場合は [住所編集] リンクをクリックします。選択
した国用に設定された住所フィールドが表示されます。住所情報のフィー
ルドへの入力は必須ではありません。組織の支給元に適用される情報だ
け入力します。その他のフィールドは空白のままにしておきます。

支給元の処理詳細の入力

処理詳細ページにアクセスします。
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処理詳細ページ

警告: 導入後は、上記ページの有効日が設定されている領域よりも上にあるフィールドの値を変更しな
いでください。変更すると、遡及計算および累計計算の整合性が損なわれる場合があります。

[国] 支給元の処理国を選択します。

[期間定義]

[カレンダー年開始月] 、 [カ
レンダー年開始日]

支給元が採用しているカレンダー年の開始日を入力します。累計定義で特
に異なる設定を定義しない限り、この日付がカレンダー年に基づいた累計
のデフォルトの開始日として使用されます。

[会計年度開始月] 、 [会
計年度開始日]

支給元が、カレンダー年とは異なる会計年度を採用している場合、その会
計年度の開始日を指定します。累計定義で特に異なる設定を定義しない
限り、この日付が会計年度に基づいた累計のデフォルトの開始日として使
用されます。

[支給情報]

[支給キー 1] ～ [支給
キー 4]

ビジネス ルールで支給キーを使用する必要がある場合は、ここで支給キー
を設定します。1 つの支給元に対し、支給キーを 4 つまで設定できます。オ
プションは、[会社コード]、[契約番号]、[部門]、および [事業所 ID] です。

支給キーは主に遡及繰り越しで使われます。たとえば、再計算期間 (この
期間の遡及デルタが繰り越されます) に [会社コード] や [契約番号] などの
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支給キーが指定されていて、その遡及デルタが現行期間に繰り越される場
合、システムでは現行の支給期間の中で遡及デルタ データを別に分けて保
存します。これにより、これらの支給キーのセットに対し GP_PYE_SEG_STAT
というレコードが新たに作成され、現行の支給期間における総額/純額計
算を分けて実行できます。

[送金元銀行 ID] デフォルトの送金元銀行を入力します。この支給元の受給者の給与支給
アクティビティに、資金を提供するために使用されます。送金元銀行リンク
ページから、この値を上書きすることもできます。

[処理通貨]

計算が実行される前に、その他の通貨が支給元レベルで定義された処理通貨に換算されます。

[通貨コード] デフォルトの処理通貨を選択します。ここで指定した通貨は、計算やレポー
トに使用されたり、関連通貨のないエレメントのデフォルト通貨として使用
されます。

注: 支給期間中に有効日が変更された場合、その支給期間の 終日の時
点での有効通貨が使用されます。通貨を変更する場合は、支給期間の開
始時に行うようにしてください。

[端数処理なし] 通貨換算時に端数処理をしない場合、このオプション ボタンを選択します。

[指定の端数処理使用] 値のソース (たとえばポジティブ入力、累計、再計算/履歴抽出ルールな
ど) にかかわらず、通貨換算時に端数処理ルールを実行する場合、この
オプション ボタンを選択します。

[端数処理ルール エレメ
ント]

[指定の端数処理使用] を選択した場合は、端数処理に使用する端数処理
ルール エレメントを入力します。

[ポジティブ入力による資格
の上書きを許可]

ポジティブ入力による有資格グループのデフォルトの上書きを許可する場
合は、このチェック ボックスをオンにします。これにより、受給者が受け取
ることができるエレメントを決定する有資格グループの設定を上書きするこ
とができます。

たとえば、バッチ処理中に、受給者の有資格グループにない支給エレメン
トに対するポジティブ入力が出てきたとします。この場合、このチェック ボッ
クスをオンにしておけば、このようなポジティブ入力が処理されるようにな
ります。

遡及処理をする場合、その支給期間の元の計算で使用されていたものと同じ通貨を使って支給期間を
再計算する必要があります。再計算期間と現行期間の処理通貨が異なる場合、新しく計算された値と以
前の値との差異は元の計算での通貨を使って計算されます。

遡及デルタは、受給者レベルで定義された有効日 (支給期間の開始日と終了日、および支給日) 時点
の為替レートを使って、処理通貨に換算されます。そのため、遡及調整は処理通貨を使って計算される
ことになります。

例

2001 年 1 月から 2001 年 6 月まで、通貨をフランス フラン (FRF) に設定するとします。7 月には、ユー
ロ (EUR) に変更します。7 月に、受給者に対し 2001 年 6 月に対する遡及がある場合、再計算は FRF を
使って処理されます。デルタは、まず FRF を使って計算されてから、現行の支給期間の為替レートを使っ
てユーロに換算されます。遡及調整は、ユーロで現行の期間に反映されます。
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デルタは FRF で計算および保存されます。7 月のカレンダーを処理する場合、7 月のカレンダーに読み
込まれるよう指定、または設定されたデルタが取得され、ユーロに変換された後に 7 月の計算で使用さ
れます。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 939ページ

第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「多通貨について」 、 25ページ

第 18 章、 「上書きの設定」 、 461ページ

支給グループの定義
支給グループを定義するには、支給グループ コンポーネント (GP_PYGRP) を使用します。

このセクションでは、支給グループおよび支給グループ デフォルトの上書きの概要と、以下の作業を行う
方法について説明します。

• 支給グループのパラメータの定義

• 支給グループの端数処理、比例配分および周期のデフォルトの定義

注: このセクションでは、支給グループ コンポーネントの 初の 2 ページについて説明します。支給グ
ループ コンポーネントの 3 つ目のページである "サポート エレメント上書き" ページについては、この
PeopleBook の別のセクションで説明しています。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 461ページ

支給グループについて

支給グループは、支給の受給資格を個人に与えるための論理的グループであり、支給特性を共有する
受給者で構成されます。支給グループの受給者全員が同一の支給周期 (開始日、終了日、および支給
日) と給与計算処理を持ち、同一の支給元に所属する必要があります。

支給グループ デフォルトの上書きについて

支給グループを設定する際に、支給グループに関連付けられている受給者に適用する、有資格グルー
プや勤務スケジュールなどのいくつかのデフォルト設定を定義します。

ただし、支給および控除については支給グループ ルールを上書きできます。この機能は、あるルールが
特定の受給者グループに当てはまらない場合などに使用すると便利です。

同一タイプの支給や控除を受ける従業員をグループ化できます。これにより、支給グループの大半の受
給者に適用されるエレメント グループを定義できます。受給者ごとに上書きを行って例外を作成したり、
デフォルトの支給グループを上書きすることもできます。
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支給グループの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[支給グループ名] GP_PYGRP_NAME [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、[組
織]、[支給グループ]、[支
給グループ名]

支給グループのパラメータ
を定義します。

[デフォルト] GP_PYGRP_DFLT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[フレームワー
ク]、[組織]、[支給グルー
プ]、[デフォルト]

支給グループの端数処
理、比例配分および周期
のデフォルトを定義します。

支給グループのパラメータの定義

支給グループ名ページにアクセスします。

支給グループ名ページ

[支給元] この支給グループに関連付ける支給元を選択します。1 つの支給グルー
プに対し、1 つの支給元を関連付けられます。

警告: 一度給与計算を処理した後で、支給元を変更しないでください。変更するとデータが損なわれる
場合があります。
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[受給者職務データのデフォルト]

このグループ ボックスでは、支給グループに関するさまざまなデフォルト設定を定義します。有効日はグ
ループ ボックス全体の内容に適用されているため、スケジュール、ビジネス プロセス、またはルールに
変更が生じた場合、これらのオプション全てを一度に変更できます。

注: 支給グループの受給者全員に同一の有資格グループ、為替レート タイプ、または休日スケジュール
が設定されているとは限りません。デフォルトは全て、"職務データ" の給与計算ページで上書きするこ
とができます。有効日を使用して、特定期間のデフォルト値を上書きできます。"職務データ" の給与計
算ページで [給与計算システム] フィールドを [グローバル ペイロール] に設定した場合にのみ、[有資格
グループ]、[為替レート タイプ]、[休日スケジュール] を含む [グローバル ペイロール] グループ ボック
スが表示されます。

参照: 第 4 章、 「受給者データの使い方」 、 39ページ

参照: PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理 9.0 PeopleBook: 人事・労務管理、 「雇用データの
追加」

[有資格グループ] この支給グループに関連付けるデフォルトの有資格グループを選択します。

有資格グループによって支給グループの受給者にエレメントが適用されま
す。有資格グループは支給グループに関連付ける必要があります。各支
給グループに定義されたデフォルトに従い、受給者に有資格グループが割
り当てられます。このデフォルト値は、受給者ごとに上書きできます。

注: 有資格グループに登録されている受給者に対し個別にエレメントを割
り当てることは可能ですが、割り当てようとしているエレメントの有資格グ
ループにその受給者が属している必要があります。

[為替レート タイプ] 処理時に支給グループの通貨換算に使用されるデフォルトの為替レート
タイプを選択します。処理通貨ではなく、通貨のエレメントを指定してくださ
い。処理の際、ここで指定した為替レート情報に従い、処理通貨に換算さ
れます。レート タイプ ページで為替レート タイプを定義します。

参照: 『PeopleSoft Enterprise Components for PeopleSoft Enterprise HRMS
and Campus Solutions PeopleBook』

[為替レートの日付] 為替レートの取得に使用する有効日を選択します。これらのオプションは、
この支給グループに関連付けられたカレンダー日付と対応します。選択で
きるのは、[支給期間開始日]、[支給期間終了日]、および [支給日] です。

[受給者スケジュールのデフォルト]

支給グループのスケジュールのデフォルトを定義します。受給者には、受給者の支給グループに定義さ
れたスケジュールのデフォルトに基づいて、勤務スケジュールと代替勤務スケジュールを割り当てること
ができます。

[スケジュール グループ] 支給グループのスケジュール グループを選択します。スケジュール グルー
プを使用すると、スケジュールを特定のグループに分類することができま
す。

[スケジュール ID] 支給グループのスケジュール ID を選択します。

[交代勤務 ID] 選択したスケジュール ID の交代勤務 ID を選択します。交代勤務 ID は、
交代勤務スケジュールと共に使用されます。交代勤務スケジュールは、ス
ケジュール開始日が異なる複数の受給者に割り当てることができます。
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注: [交代勤務 ID] フィールドは、交代勤務スケジュールを選択した場合に
のみ表示されます。

[代替スケジュール グ
ループ]

(省略可) 支給グループの代替のスケジュール グループを選択します。

[代替勤務スケジュール] (省略可) 代替の勤務スケジュールを選択します。受給者には、特定の休
暇欠勤用の代替勤務スケジュールを関連付けることができます。

[代替交代勤務 ID] (省略可) 支給グループの代替の交代勤務 ID を選択します。

注: [代替交代勤務 ID] フィールドは、交代勤務スケジュールを選択した場
合にのみ表示されます。

[休日スケジュール ID] この支給グループの休日スケジュールを選択します。"職務データ" の給
与計算ページで受給者に異なる休日スケジュールを選択していない場合
は、支給グループの休日スケジュールが処理に使用されます。ただし、支
給グループの休日スケジュールは、受給者の職務レコードのデフォルトと
しては入力されません。

関連項目:

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「支給元の定義」 、 369ページ

第 32 章、 「分割の定義」 、 「比例配分と分割」 、 862ページ

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「比例配分ルールの定義」 、 177ページ

第 13 章、 「スケジュールの使い方」 、 「勤務スケジュールについて」 、 327ページ

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「通貨の設定と使い方」

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「職務の設定」

支給グループの端数処理、比例配分、および周期のデフォルトの定義

デフォルト ページにアクセスします。
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デフォルト ページ

[期間情報]

支給グループの会計年度の日付を定義します。

[会計年度開始] この支給グループについて、組織の会計年度の開始日を定義します。以
下のいずれかを選択します。

[支給元のデフォルトを使用]: これを選択すると、下の 2 つのフィールドは
入力できなくなります。

[指定開始日を使用]: 下の 2 つのフィールドに値を入力します。

[開始月] 、 [開始日] 組織の会計年度の開始月、開始日を入力します。

[コンポーネント端数処理デフォルト]

支給グループ レベルで支給および控除についてデフォルトの端数処理ルールを指定します。支給エレメ
ントや控除エレメントを定義する際にそれぞれに固有の端数処理を指定することも、支給グループのデ
フォルト設定を使用するように指定することもできます。

[端数処理オプション - ベー
ス]、[端数処理オプション -
ユニット]、[端数処理オプ
ション - レート]、[端数処理
オプション - パーセント] 、
[端数処理オプション - 金額]

支給、控除、および休暇付与エレメントなどのコンポーネントが計算の前
に端数処理を行うことができるかどうかを指定できます。以下のいずれか
を選択します。

[端数処理なし]: コンポーネントの端数処理を行いません。

[指定の端数処理使用]: 右側の該当するフィールドに端数処理ルールを
入力します。

[変換済金額] 支給と控除の変換済み金額に適用する端数処理ルールを選択します。
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端数処理は、エレメントの計算ルールを処理してから行われます。計算
ルールが "金額" の支給エレメントや控除エレメントにも端数処理が行わ
れます。以下のいずれかを選択します。

[端数処理なし]: その金額の端数処理を行いません。

[指定の端数処理使用]: 右側のフィールドに端数処理ルールを入力します。

[比例配分オプション] [比例配分なし] または [指定比例配分使用] を選択します。

[比例配分ルール] [比例配分オプション] フィールドで [指定比例配分使用] を選択した場合
は、この支給グループ処理時に使用されるエレメントのデフォルトとして使
用する比例配分ルールを入力します。支給エレメントや控除エレメントを定
義する場合、支給グループのデフォルト値を使用するか、または特定の支
給エレメントや控除エレメントに対し固有のルールを使用するようにシステ
ムに対し指定できます。

[周期のデフォルト]

このグループ ボックスを使用して、複数支給の計算コンポーネントで使用される周期のデフォルトを定
義します。

注: "職務データ" の給与計算ページで各受給者に割り当てられた支給グループに関連付けられている
周期係数に基づいて "職務データ" の給与データ ページに表示される日次および月次の給与レートが
計算されます。その結果、グローバル ペイロールのルール内でこれらの対応する日次および月次のレー
ト システム エレメントを直接使用する場合は、支給グループに関連付けられている周期係数を、これら
の値を決定した結果の値と一致させる必要があります。そうしないと、日次および月次レートが職務デー
タから直接取得されるため、レートが同期しないことがあります。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「周期の設定と使い方」、 「周期
ID と国別デフォルトの定義」

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「端数処理ルール エレメントの定義」 、 169ページ

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「比例配分ルールの定義」 、 177ページ

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「給与レート コード エレメントの定義」 、 114ページ

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「周期の設定と使い方」
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エレメント処理の定義

この章では、エレメントの処理、セクション、およびプロセス リストの概要と、以下の項目について説明します。

• セクションの設定

• プロセス リストの設定

エレメントの処理について
グローバル ペイロールでは、給与計算、休暇取得、および休暇付与の各プロセスを定義できます。プロ
セスを設定するには、次の手順に従います。

1. 給与計算または休暇欠勤処理の実行で変換対象となるセクション、つまりエレメントの論理グルー
プを作成します。

2. エレメントの各セクションの変換順序および変換条件を特定するプロセス リストに、セクションを
追加します。

プロセス リストはいくつでも作成できますが、給与計算と休暇欠勤処理には別のリストが必要に
なります。

3. プロセス リストを実行タイプで関連付けて、カレンダーと結び付けます。

4. カレンダーを使ってプロセスのスケジュールを作成します。

給与計算または休暇欠勤処理を実行するには、定義したプロセスを実行します。プロセス リスト マネー
ジャというプログラムが、各受給者に対し 初に呼び出されます。このプログラムと PIN マネージャが連
動し、プロセス リストの各セクションの順に、エレメントを変換します。システムにより、処理結果を保存す
るためのファイルおよびテーブルのセットが作成されます。

この章で使用する共通フィールド

再計算 このチェック ボックスをオンにすると、プロセス リストで同じエレメントが複
数回出てきた場合に、その都度、PIN マネージャによってエレメントが再計
算されるように指定できます。PIN マネージャがエレメントのエレメント名共
通ページの [常時再計算] チェック ボックスの設定に従うようにする場合
は、このチェック ボックスをオフにします。

サブプロセス セクションでは、[再計算] がオンになります (優先順位によ
る純支給額確認用に設定されているサブプロセス セクションは除く)。この
設定は変更できません。

エレメントを再計算すると処理速度が下がる場合があるので、再計算はで
きるだけ行わないようにしてください。
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連番 　 セクションの中のエレメントの連番を入力し、処理順序を指定します。処理
順序は大変重要です。給与計算や休暇欠勤の計算に直接影響を及ぼす
場合があるからです。

セクションでは、一意で 5 桁までの数字を指定できます。連番は、10、20、
30 や 15、30、45 などの単位で割り当てます。こうすると、エレメントを挿入
する際に番号を変更する必要はありません。

セクションについて
このセクションでは、以下の項目について説明します。

• セクション タイプ

• 標準セクション

• ポジティブ入力作成セクション

• 受給者セクション

• サブプロセス セクション

• 休暇取得セクション

セクション タイプ

セクションは、規模の大きいプロセス リストを扱いやすい大きさに分割することによって、各エレメント グ
ループの処理順序を管理します。各セクションには、1 つまたは複数のエレメントが含まれます。1 つの
セクションに複数のエレメント グループを追加することはできず、通常はセクションにセクションを含める
こともできません。

セクションを使うことにより、作業単位を再利用できます。たとえば、ある一連の支給コードのセットが複
数のプロセスで使われている場合、支給セクションを 1 つ作成して、それを複数のプロセス リストに関
連付けることができます。

セクションは有効日で管理されています。給与計算の実行時には、カレンダー期間終了日に基づいて、
プロセス リストに関連付けられたセクションが検索されます。

5 つのタイプのセクションを定義して、以下について決定します。

• 給与計算または休暇欠勤実行におけるセクション エレメントの処理方法

• 支給エレメント、休暇取得エレメント、およびサポート エレメントなど、各セクションに追加できるエレメ
ント タイプ

• セクションが休暇欠勤処理、給与計算、またはその両方に使えるかどうか

次の表で、セクション タイプ、処理タイプ、および用途について簡単に説明します。
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セクション タイプ 処理タイプ 用途

標準 休暇欠勤、給与計算、またはそ
の両方

通常処理、あるいは休暇付与処
理や休暇取得処理の定義に使い
ます。

ポジティブ入力作成 休暇欠勤または給与計算 別のカレンダー用のポジティブ入
力 (支給または控除)の作成に使
います。例: 食事手当て

受給者 休暇欠勤、給与計算、またはそ
の両方

受給者レベルで、処理エレメントと
処理順序の指定に使います。例:
裁判所命令

サブプロセス 給与計算 純額計算、控除優先順位による純
支給額確認、あるいはその他の反
復処理を行います。特定のエレメ
ントを変換するかどうかを決定する
ループと条件式を含めることがで
きます。例: 転居費用、賞与の支給

休暇取得 休暇欠勤 休暇欠勤開始日に基づく日付順
の休暇取得エレメントの変換に使
います。

標準セクション

プロセス リストのセクションはほとんどが標準セクションです。給与計算または休暇欠勤処理の実行中、
プロセス リスト マネージャが標準セクションを処理する際は、指定した順序でセクション内のエレメント
が読み取られ変換されます。

ポジティブ入力作成セクション

ポジティブ入力作成セクションによって、ポジティブ入力の作成が開始されます。ポジティブ入力とは、食
事手当てや出張手当てなど、単一の支給期間のみに適用され、受給者ごとに異なる支給データや控除
データの入力のことです。ポジティブ入力は給与計算実行時に作成され、別の給与計算実行時に変換
されます。プロセス リスト マネージャによるソース カレンダーの処理中にポジティブ入力作成セクション
が見つかると、ポジティブ入力の行が作成されます。作成された行は、ターゲット カレンダーと呼ばれる
別のカレンダーのプロセスで処理され、支給が行なわれます。ソース カレンダーおよびターゲット カレン
ダーは、同一または異なる支給期間あるいはカレンダー グループ ID に関連付けられます。

組織が、1 日に 4 時間以上勤務する受給者に食事手当てを支給すると仮定します。ポジティブ入力ペー
ジで費用を手動で入力する代わりに、定義済みの計算式に基づいてポジティブ入力を作成できます。

注: ポジティブ入力は手動で入力を行ったり、ほかのアプリケーションから入力されることもあります。

ポジティブ入力作成セクションに関するルール

ポジティブ入力作成セクションに関するルールは、以下のとおりです。
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• ポジティブ入力は、次のいずれかの計算ルールで定義された支給エレメントおよび控除エレメントに対
してだけ作成できます。

ベース×パーセント

ユニット×レート

ユニット×レート×パーセント

• ポジティブ入力を作成する前に、支給または控除エレメントの少なくとも 1 つの自動割り当てコンポー
ネント (ベース、パーセント、レート、またはユニット) が変換されている必要があります。

プロセス リスト マネージャにより、バッチ処理中にポジティブ入力作成セクションが見つかると、 初の
エレメント用にポジティブ入力作成プログラムが呼び出され、このエレメントのいずれかのコンポーネン
トにデータがロードされているかどうかが判断されます。ロードされている場合、ターゲット カレンダー用
にポジティブ入力の行が作成されます。1 つもロードされていない場合は、プロセス リスト マネージャ
はセクションの次のエレメントへ移ります。

• ポジティブ入力はソース カレンダーの処理中に作成され、ターゲット カレンダーの処理中に変換され
るため、ソース カレンダーを使って給与計算または休暇欠勤プロセスを実行する前に、ソース カレン
ダーとターゲット カレンダーの両方を作成しておく必要があります。

• エレメントの資格が検証されるのは、ターゲット カレンダーの処理中です。ポジティブ入力が作成され
るソース カレンダーの処理中ではありません。

エレメントの資格を検証する際に、以下の項目についても検証されます。

- エレメントが有資格グループを通して受給者に割り当てられていること

- エレメントが "カレンダー" の除外エレメント ページの [除外エレメント] グリッドにないこと

- エレメントがポジティブ入力ページとPI - カレンダー別ページで [処理しない] に指定されていないこと

• ジェネレーション コントロールおよび有資格グループに変更を加えると、ポジティブ入力の変換に影響
が出る場合があります。

6 月の給与計算で受給者のポジティブ入力を作成すると仮定します。ターゲット カレンダーが 7 月で、
受給者が 7 月の時点で資格がなくなっていた場合は、支給元設定の [ポジティブ入力による資格の上
書きを許可] チェック ボックスの設定に基づいてポジティブ入力が変換されるかどうかが決まります。

• 期間分割が発生する場合、ターゲット カレンダーではなく、ソース カレンダーの開始日および終了日に
基づいて、ポジティブ入力作成セクションが分割されます。

ソース カレンダーが分割されると、プロセス リスト マネージャにより、各セグメントに対し 1 度だけ、ポ
ジティブ入力作成プログラムが呼び出されます。作成されたポジティブ入力は、ターゲット カレンダーの
終了日に基づいて、ターゲット カレンダーに指定されます。

• エレメントの分割が発生する場合、各スライスごとにポジティブ入力のインスタンスが別々に作成され
ます。

各スライスに関連付けられた指定日のレートは、セグメント終了日ではなくスライス終了日に対応して
います。

ポジティブ入力作成セクションの例

1 日の労働時間が 4 時間以上である従業員に対して食事手当てが毎日支給される場合に、ユニット×
レートの計算ルールで Meal_Allow_Earn という支給エレメントを作成したとします。

この場合、プロセス リストはここに示す例のようになります。ポジティブ入力作成セクションは、プロセス
リストの 後にあります。
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プロセス リストとポジティブ入力作成セクションの関係の例

まず、セクション 1 のフォーミュラ エレメントが変換されます。これにより、期間中、受給者が 1 日 4 時間
以上勤務する日数で、Meal_Allow_Earn のユニット コンポーネントが初期化されます。次に、セクション 2
に進み、休暇取得エレメントが変換されます。これにより受給者が 4 時間以上勤務する予定であった日
を欠勤した日数分だけ、食事手当てのユニット数が削減されます。予定勤務時間が 5 時間で、実際に受
給者が 5 時間勤務した場合に、ユニット数が 1 日に変換されると仮定します。 後に、食事手当ての支
給エレメントを含むセクション 3 のポジティブ入力作成セクションに進みます。支給エレメントのユニット
コンポーネントがセクション 1 およびセクション 2 でロードされているので、次の表にあるようなポジティ
ブ入力の行が作成されます。

エレメント レート コンポーネント
(Meal_Allow_Earn_Rate)

ユニット コンポーネント
(Meal_Allow_Earn_Unit)

Meal_Allow_Earn 10 1

ターゲット カレンダーに対して給与計算プロセスを実行するまでは、データ行は何も変更されません。シ
ステムでは次に、受給者にまだ食事手当ての資格があるかどうか検証されます。資格がある場合は、10
× 1 の計算式でポジティブ入力が変換されます。

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 405ページ

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「エレメント グループの定義」 、 364ページ

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「有資格グループの定義」 、 368ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「分割に関する注意事項」 、 440ページ
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受給者セクション

受給者セクションを使うと、受給者ごとに変換対象のエレメントを指定し、その処理順序を設定することが
できます。裁判所命令、受給者が退職プランへの積立て金を拠出する財形貯蓄、および受給者レベルに
応じた特別な指示が必要な場合などに、受給者セクションを使用します。

受給者セクションを作成し終えたら、受給者セクション ページを使って特定の受給者用の変換対象エレ
メントを定義します。プロセス リスト内に受給者セクションが見つかると、その受給者用の適切な受給者
セクションが検索され、セクション内のエレメントが 1 つずつ処理されます。

プロセス リストには複数の受給者セクションを含めることができます。サブプロセス セクションの中に受
給者セクションを含めることができます。

サブプロセス セクション

サブプロセス セクションは、以下の状況で特に有効です。

• 既知の純額に基づいた総額の算出

たとえば、受給者が特定の金額の賞与の支給を受けたとします。この場合、反復計算を使用するサブ
プロセス セクションを作成して、税金および税金徴収後の総支給額を計算し、必要な純額を求めること
ができます。

• 相対的な優先順位に基づいた控除の取得

優先順位による純支給額確認を有効にしたサブプロセス セクションを作成できます。控除が純支給額
または定義した純支給額下限を超えた場合、反復処理により各控除の相対的優先順位に基づいて控
除額が調整されます。

サブプロセスには、特定のエレメントを変換するかどうか、およびループ アクションを行うかどうかを定義
する条件式を含めることができます。

参照: 第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「純支給額の確認と延滞処理について」
、 216ページ

サププロセス セクションの使用に関するルール

サププロセス セクションの使用に関するルールは、以下のとおりです。

• サブプロセス セクションの全てのエレメントおよびサポート エレメントは、サブプロセスの実行中に再
計算されます。

このルールの例外は、優先順位による純支給額確認を有効にしたサブセクションです。これらのセク
ションについては、エレメントを再計算するかどうかを選択できます。デフォルトでは、再計算しません。

• サブプロセスでの反復処理のたび、繰り越し調整が対象として考慮されます。

• サブプロセスの処理中に、通常のエレメント資格およびジェネレーション コントロールが適用されます。

• サブプロセス セクションの中に標準セクションと受給者セクションを含めることができます。

• 反復処理中に使われる累計は自動修正されるため、リセットする必要はありません。

反復処理中、必要に応じて古い値が削除され、新しい値が加算または減算されます。累計の [累計のタ
イミング] オプションが [計算後] に設定されている場合、処理が終了するまでその値は更新されません。

優先順位による純支給額確認を有効にしたサブセクションでは、このルールは反復処理中に計算され
たエレメントにのみ適用されます。累計は、控除用に実際に取得できた金額に応じて更新されます。

• エレメント変換チェーンによりサブプロセスが検証されます。

検証チェーンの結果は反復して書き込まれます。つまり、ループは反復番号付きで記録されます。
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参照: 第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「エレメント変換チェーンの表示」 、 644ページ

• 優先順位による純支給額確認機能を使用すると、純支給額がゼロ (定義した純支給額下限) を下回っ
たことを検出した時点で純支給額確認処理が実行されます。

複数のサブプロセス セクションのプロセス リストへの追加

1 つのプロセス リストに複数のサブプロセス セクションを組み込むためのガイドラインを以下に示します。

• 複数のサブプロセス セクションを作成する代わりに、同じサブプロセスの中で複数のエレメントの総額
算出ができます。

純額が全て入力された後、控除の前に総額が算出されます。エレメントまたはエレメント グループの総
額を算出したときに、その総額を保持するための別の支給エレメントを作成してください。既存のエレメ
ント内の純額は変わりません。ポジティブ入力による入力の場合でも、結果テーブルにある純額は、入
力された実際のポジティブ入力と同じになります。全額をレポートするには、純額と総額の両方を含む
累計を作成します。

• 総額を計算するエレメントの数を減らすには、類似エレメントのグループ (たとえば、同一の税措置を受
けるエレメントなど) の総額を保持する累計を作成します。

該当する累計にこの総額エレメントを加算できます。

• 優先順位による純支給額確認を使用する場合は、対象となる全ての控除を同じサブプロセス ループ
に入れる必要があります。

純支給額確認は、純支給額確認のサブプロセス ループの外にある全ての控除の処理順序に従って
行われます。

サブプロセス セクションで使用される純支給額確認のロジックを定義するガイドライン

優先順位による純支給額確認を行うには、以下のガイドラインに従います。

• セクションを作成する際に、"セクション" の定義ページで [優先順位による純支給額確認 ] チェック
ボックスをオンにします。

注: このチェック ボックスは、関連する国の "国別設定" の国ページに純支給額確認フォーミュラが含
まれている場合にのみ表示されます。

• 通常の処理順序でサブプロセス セクションに控除およびその他のエレメントをリストします。

純支給額確認プロセス中に "控除" の延滞ページで控除に割り当てられた優先順位が参照されます。

• ループ フォーミュラを、ループ アクションを開始するエレメントと関連付けます。 初のループ中に、
フォーミュラが真 (1) を返すと、サブプロセス内の全てのエレメントが処理順序で計算されます。後続の
ループを実行する前に、フォーミュラは純支給額をチェックします。純支給額がゼロまたはプロセス リス
トに定義した純支給額下限より大きいことが検出された場合、フォーミュラは偽の値 (0) を返し、ループ
プロセスを終了します。純支給額がゼロまたは定義した純支給額下限より小さい場合は、フォーミュラ
は真の値 (1) を返し、別のパスを開始します ("国別設定" の国ページで選択した純支給額確認フォー
ミュラが自動的に呼び出され、 下位の優先順位を持つ控除が調整されます)。

次の例は、FM ANOTHER PASS と呼ばれる条件式を使用してループを起動する方法を示しています。
システム エレメント SUB PROCESS PASS を使用して、現行のループ番号が判別されます。このエレメ
ントは、各パスの前に自動的に増分されます。GXVRNPVMIN は、純支給額下限を決定する "プロセス
リスト" の定義ページに入力されたエレメントを表します。

If ac/NET1 >=var/GXVRNPVMIN and sy/SUB PROCESS PASS > 1

then 0 >> fm/FM ANOTHER PASS?

Else
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1 >> fm/FM ANOTHER PASS?

Endif

SUB PROCESS PASS > 1 は、ループを 低でも 1 度処理し、エレメントを全て計算することを指示しま
す。この指示がないと、サブプロセス セクションのエレメントは、控除を取得する前に純支給額が純支
給額下限を超えるイベントで処理されません (通常のケース)。

• ゼロ以外の純支給額下限を指定するには、"プロセス リスト" の定義ページで純支給額下限エレメン
トを選択します。

純支給額確認フォーミュラを作成するためのガイドライン

"国別設定" の国ページを使用して純支給額確認フォーミュラを、優先順位による純支給額確認機能を
使用する予定の各国に割り当てます。このフォーミュラの [常時再計算] オプションを有効にします。プ
ロセス リスト マネージャ プログラムは、フォーミュラを 2 番目のループで始まるサブプロセス セクション
に含まれる各控除につき 1 度変換します。

フォーミュラは、以下の 4 つの値のいずれかを返します。

• 0 = 計算、および純支給額確認を実行

計算および純支給額確認が同じ反復処理中に発生する必要がある場合にこの値を返します。これは総
額/純額サブプロセス セクションのデフォルト設定であり、通常はこのフォーミュラでは使用されません。

• 1 = 計算

これは、ループの 初の反復処理のデフォルト値です。2 番目の反復処理で始まるフォーミュラが変
換されます。

• 2 = 純支給額確認を実行

• 3 = スキップ

フォーミュラがその他の値を返した場合は、エラー メッセージが表示され、セグメントがエラーになります。
また、控除がスキップされ、セクション内の次のエレメントから処理が続行されます。フォーミュラが存在し
ない場合は、エラー メッセージが表示され、セグメントがエラーになります。セグメントの計算は、デフォ
ルト設定のゼロ (計算、および純支給額確認を実行) で続行されます。

以下にサンプルのフォーミュラを示します。

/* このフォーミュラでは、純支給額確認サブプロセスでの控除ごとの処理を

制御します。*/

/*計算するように設定します。*/

1 >> fm/FM CONTR NPV FLOW

/*純支給額が定義された下限を超えており、控除の NPV が完了していない

場合は、計算を行う必要があります。*/

IF ac/NET >= var/MINIMUM NET and sy/NPV COMPLETED = 0

Exit

End-If

/*エレメントが既に NPV 修正済みの場合は、再使用しません。スキップするように設定します。*/

If sy/NPV COMPLETED = 1

2 >> fm/FM CONTROL NPV FLOW

exit

end-if
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/*エレメントの優先順位が最下位でない場合は、計算を行います。*/

if sy/CURR PRIORITY NBR <> sy/LOW PRIORITY NBR then

Exit

End-If

/*フォーミュラを NPV 処理に設定します。*/

3 >> fm/FM CONTROL NPV FLOW

サブプロセスのフォーミュラでのシステム エレメントの使い方

優先順位による純支給額確認処理のフォーミュラを作成する際に、以下のシステム エレメントが役立ち
ます。

システム エレメント 説明

NET AVAILABLE 純額累計の現在値から現在処理中の控除を除く純支給額下限を引いた値を保
持します。これは、エレメントの純支給額確認中に、支給と控除の変換モジュー
ルによって設定されます。控除を部分的に計算する純支給額確認の部分フォー
ミュラは、このエレメントを参照することができます。

CURR PRIORITY NBR 現在処理中の控除の優先順位を保持します。純支給額確認フォーミュラを処理す
る前に控除プログラムで設定します。

LOW PRIORITY NBR サブプロセスセクション内で処理されている控除の相対的に 下位の優先順位を
保持します。LOW PRIORITY NBRシステムエレメントは、現在のサブプロセス反復
処理で純支給額確認が処理されている優先順位を表します。控除が各サブプロセ
スループの終了時に純支給額確認プロセスによってゼロに減らされると、このエレ
メントは次に 低位の優先順位 (一番高い優先順位番号)に設定されます。より高
位の優先順位の控除が存在しない場合は、このエレメントがゼロに設定されます。

SUB PROCESS PASS 現在のループ反復処理の番号を保持します。この番号は、サブプロセスルー
プの開始時に設定されます。

NPV COMPLETED (バイナリ: 1/0、10進値の1または0)。控除が純支給額確認プロセスの前のパスで
修正済みでゼロに設定されている場合は、真 (ゼロ以外の値)に設定します。こ
のエレメントを真に設定するには、控除の全てのインスタンスを処理してゼロに
する必要があります。

PRIOR DED VAL 以前に計算された控除額を保持します。控除額は、純支給額確認で控除を処理し
ている間に、純支給額確認サブプロセス内でのみ使用可能です。システムエレメ
ントは、純支給額確認の部分フォーミュラ (純支給額確認サブプロセスセクショ
ン内のみ)で使用できます。

関連項目:

第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「国別設定の定義」 、 36ページ

休暇取得セクション

休暇取得セクションを使用すると、セクションで定義されている処理順序ではなく、休暇欠勤が発生した
順序に基づいて休暇取得エレメントを処理できます。これらのセクションは、休暇取得エレメント間に依
存関係があるとき、および支給対象の休暇欠勤を適切に判断するために日付順の処理が必要な場合に
役立ちます。
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休暇取得セクションの例

受給者が過去 1 年間に疾病や労働災害で休暇欠勤した日数分、疾病の休暇付与を減らす要件がある
とします。受給者は 2 月に疾病で 7 日間、労働災害で 6 日間、疾病で 8 日間という順序で休暇欠勤し
ました。

SICK (疾病)、IND ACC (労働災害) という処理順序で休暇取得エレメントを含むセクションを作成します。
以下の段落で説明するように、セクション タイプは、休暇取得の補償に使用できる休暇付与数に影響し
ます。

• セクション タイプが [標準] である場合は、IND ACC 休暇取得より先に 2 つの SICK 休暇取得が処理
されます。

このため、2 番目の SICK 休暇取得で利用可能な付与残数を決定する際、労働災害で取得された日
数は考慮されません。

• セクション タイプが [休暇取得] である場合は、休暇欠勤が発生順に処理されます。

その結果、 後の SICK 休暇取得の付与残数は、過去 1 年間に労働災害と前の疾病で取得 (支給)
された日数分減ります。

休暇取得セクションのルール

休暇取得セクションには以下のルールがあります。

• 休暇取得セクションには、休暇取得エレメントのみ含めることができます。

• 休暇取得には、休暇欠勤開始日に基づいて処理されます。

も古い開始日を持つ休暇欠勤イベントを検索する場合、休暇欠勤イベント レコード (GP_ABS_EVENT)
が検索されます。

• 複数の休暇欠勤が同じ日付を持つ場合、どの休暇取得を 初に処理するかを決定するため、セクショ
ンに定義された処理順序が参照されます。

たとえば、休暇取得セクションに休暇取得 A と B がこの順序で設定されていて、6 月 2 日～ 3 日 (休
暇取得 B) と 6 月 3 日 (休暇取得 A) と休暇欠勤イベントがレポートされたとします。休暇欠勤日は以
下の順序で処理されます。

- 6 月 2 日、休暇取得 B ( も古い開始日を持つイベント)

- 6 月 3 日、休暇取得 A

- 6 月 3 日、休暇取得 B

• 休暇取得エレメント (親エレメント) が別の休暇取得エレメント (子エレメント) にマッピングされている場
合は、以下のようになります。

- 子エレメントは、その日の親エレメントの処理が終わり次第処理されます。

プロセス リストには親エレメントの後に子エレメントが表示されます。その日の全ての自動作成およ
び手動入力された休暇取得エレメントが処理された後でのみ次の日に進みます。

- 親エレメントが処理されているセクションに含まれていない子エレメントは、子エレメントを含むセクショ
ンが変換されるまで処理されません。

注: マッピングとは、"休暇取得" の日数計算フォーミュラ ページの [マップ先エレメント] フィールド、ま
たは "休暇取得" の超過取得ページの [他の休暇欠勤で取得] フィールドにエレメントを入力して、ある
休暇取得から別の休暇取得へのリンク付けを行うことを意味します。

参照: 第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「日数計算フォーミュラ、関連支給エレメントと控除エレ
メント、およびその他の休暇取得エレメントの選択」 、 309ページ
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参照: 第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「超過取得ルールの定義」 、 316ページ

プロセス リストについて
このセクションでは、以下の項目について説明します。

• プロセス リストの機能

• バッチ処理とプロセス リスト マネージャ

• プロセス リストのエレメントおよびセクションの順序

• プロセス リストの遡及処理に関する注意事項

プロセス リストの機能

プロセス リストによって、給与計算処理を 上位レベルで管理します。プロセス リストには、次の 3 つ
の基本機能があります。

• 給与計算処理で変換するセクション (エレメントのセット) と変換順序の指定

• 給与計算処理で使用する総支給額および純支給額の累計の指定

銀行振込処理では、純支給額の累計を参照して、純支給額が決められます。

• 処理を給与計算または休暇欠勤処理のどちらに適用するかの指定

給与計算と休暇処理はよく似ていますが、遡及処理の際の処理方法が多少異なります。

バッチ処理とプロセス リスト マネージャ

プロセス リスト マネージャは、給与計算のプロセス中に PIN マネージャを呼び出し、プロセス リストにあ
るエレメントを変換するためのプログラムです。プロセス リストから指定された順序でセクションを 1 つず
つ読み込みます。条件式があると、プロセス リスト マネージャから PIN マネージャが呼び出され、条件
式が変換されます。フォーミュラの変換結果が 0 である場合、セクションは処理されません。フォーミュラ
の変換結果が 0 以外の数字である場合は、セクションは処理されます。

次の図で、給与計算または休暇欠勤の実行中に、プロセス リスト マネージャと PIN マネージャがどのよ
うに連携してプロセス リストのセクションが変換されるかを説明します。
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プロセス リスト マネージャ
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関連項目:

第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「バッチ処理フローのアーキテクチャにつ
いて」 、 18ページ

第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

プロセス リストのエレメントとセクションの順序

セクション内のエレメントおよびプロセス リスト内のセクションは、給与計算プロセス用に正しい実行順序
で論理的に配列する必要があります。以下にガイドラインをいくつか示します。

• 休暇付与の処理では残数累計が加算されます。

休暇取得処理では残数累計が減算されます。同じプロセス リストに休暇付与エレメントおよび休暇取
得エレメントを含めて、付与エレメントの後に休暇取得エレメントを置いた場合、加算された残数累計
を休暇取得処理に使用できます。

• 条件式が処理される前に、アレイを使ってデータ フィールドに情報をロードする必要がある場合、条件
セクションの前にそのアレイを含むセクションを追加します。

• パーセント以外のレート コードを持つ支給の変換は、パーセントのレート コードを持つ支給の変換の
前に行います。パーセント計算で使われる給与レート コード グループのメンバー エレメントの変換を
先に済ませておく必要があるからです。

• 固定的賃金のレート コードを持つ支給の変換は、固定的賃金外の給与レート コードを持つ支給の変
換の前に行います。この順序だと、適切な時間給が先に計算されるため、"時間給 + 固定額" のレート
コードを持つ支給の計算に利用できるようになるからです。

• エレメントが標準およびポジティブ入力作成の両方のセクションに存在し、標準セクションがポジティブ
入力作成セクションよりも前にくる場合、そのエレメントのポジティブ入力作成時にベースおよびユニッ
トへの調整が考慮されます。

PIN マネージャは、変換された金額と調整額との合計値を返します。ポジティブ入力作成セクションの
みにエレメントがある場合は、処理時に調整は無視されます。

プロセス リストの遡及処理に関する注意事項

ここでは、以下の項目について説明します。

• プロセス リストへの変更が遡及処理に与える影響

• 遡及処理中のサブプロセス セクションの再計算

プロセス リストへの変更が遡及処理に与える影響

有効日に注意してください。以前に処理された給与計算期間に適用する有効日の設定されたデータの
セットを修正する場合、遡及処理を実行すると結果が変わります。将来の給与計算期間のみについてセ
クションを変更する場合は、新しい有効日の設定された行をセクションに追加し、エレメントのリストを修
正します。

遡及処理中のサブプロセス セクションの再計算

遡及処理中にサブプロセス セクションが実行されると、"支給" の計算ページで支給エレメントおよび控
除エレメント用に選択した [遡及再計算オプション] が反映されます。たとえば、[再計算しない] を選択し
た場合、サブプロセス セクションでエレメントは再計算されません。
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関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

セクションの設定
セクションを設定するには、セクション コンポーネント (GP_SECTION) を使用します。

このセクションでは、セクション設定の概要および以下の作業を行う方法について説明します。

• セクション名の設定

• セクションを構成するエレメントの選択

• プロセス リストの受給者セクションの作成

セクションの設定について

セクションはプロセス リストの作成に使う構成要素です。エレメント名を指定し、セクション使用に給与計
算処理、休暇欠勤処理、またはその両方を指定してセクションを作成します。 後に、セクション タイプ
を選択し、処理する順序でエレメントを挿入します。使用できるエレメントは、セクションの使用対象およ
びセクション タイプにより異なります。次の図は、各セクション タイプで選択可能なエレメント タイプを示
しています。
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セクションに追加できるエレメントは、セクション使用とセクション タイプによって異なります。

警告: セクションにエレメントを追加したり、セクションからエレメントを削除してから遡及支給を実行する
と、正しい結果が得られない場合があります。セクションのエレメントに変更を加える前に、遡及処理に及
ぼす影響を確認してください。

関連項目:

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「セクションの設定」 、 394ページ

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「プロセス リストのエレメントとセクションの順序」 、 393ページ
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セクションの設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[セクション名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、[プ
ロセス]、[セクション]、
[セクション名]

セクション名を設定し、基
本パラメータを定義します。

このページは、プロセスリ
ストの設定にも使用さ
れます。

参照: 第 15章、 「エレメント
処理の定義」、 「プロセ
スリストの設定に使用する
ページ」、 402ページ

[定義] GP_SECTION [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、[プ
ロセス]、[セクション]、
[定義]

セクションを構成するエレメ
ントを選択します。

[受給者セクション] GP_PYE_SECTION [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[受給者レベル上書
き]、[受給者セクション]、
[受給者セクション]

プロセスリストの受給者セ
クションを作成します。

セクション名の設定

セクション名ページを使って、各セクションの基本パラメータの値を入力します。グローバル ペイロールで
は、全てのエレメントで同一のエレメント名共通ページ (GP_PIN) が共有されます。

注: セクション名ページの [定義の指定日] フィールドでは、[カレンダー期間終了日] だけが有効な値で
す。給与計算プロセスを実行すると、カレンダー期間終了日が読み込まれ、どの有効日付きセクションと
プロセス リストを使用するかが決められます。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

セクションを構成するエレメントの選択

定義ページにアクセスします。
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定義ページ

[セクション使用] セクションを給与計算、休暇欠勤処理、またはその両方に使用するかどう
かを指定します。この指定により、作成できるセクション タイプおよびセク
ションに追加できるエレメントも決定されます。有効な値は、[休暇欠勤処
理のみ]、[給与計算のみ] および [給与計算/休暇欠勤処理] です。

[セクション タイプ] セクション タイプを選択します。給与計算または休暇欠勤の実行中に、プ
ロセス リスト マネージャがこのセクションのエレメントをどのように処理す
るかを指定します。[セクション使用] での選択に応じて使用できる値が異
なります。

[休暇欠勤処理のみ]: [休暇取得]、[ポジティブ入力作成]、[受給者セクショ
ン] または [標準] を選択します。

[給与計算のみ]: [サブプロセス]、[ポジティブ入力作成]、[受給者セクショ
ン] または [標準] を選択します。

[給与計算/休暇欠勤処理]: [受給者セクション] または [標準] を選択しま
す。

選択したタイプによって、[セクション エレメント リスト] グループ ボックス
の特定のフィールドが非表示になったり、入力可能になったりします。[受
給者セクション] を選択すると、全てのフィールドが入力できなくなります。
このページを保存した後、受給者セクション ページにアクセスして特定の
受給者用に変換するエレメントを選択できます。

[優先順位による純支給
額確認]

[セクション タイプ] として [サブプロセス] を選択し、関連する国の国別設
定コンポーネントで純支給額確認フォーミュラが指定されている場合にの
み表示されます。このセクションを優先順位による純支給額確認に適合さ
せる場合にオンにします。これにより、純支給額確認ロジックがセクション
を通過する 初のループに適用されなくなります。代わりに、 初のルー
プ中にその処理順序に応じてエレメントが計算されます。
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ループ アクションが [開始] のエレメントの隣にあるコントロール フォーミュ
ラは、後続のループの数をコントロールします。このフォーミュラは、純支
給額をゼロ (または定義した純支給額下限) と比較して、別のループを実
行するかどうかを決定します。純支給額確認フォーミュラ ([国別設定] で指
定) は、後続のループで各控除に対して発生する項目をコントロールしま
す。このフォーミュラが返す値に応じて、控除が計算され純支給額確認が
行われるか、計算のみまたは純支給額確認の実行のみが行われるか、あ
るいは控除がスキップされます。

[反復回数の上限] このフィールドは、[ループ アクション] フィールドと連携していて、[セクショ
ン タイプ] として [サブプロセス] を選択した場合にのみ表示されます。ルー
プを実行するには、ループの反復回数の上限を入力します。有効値は 1
から 999 までで、小数は入力できません。

注: より効率的に処理を行うには、反復処理を 小限にとどめ、条件が一
致した場合は反復回数の上限に達する前でもループを終了させる条件を
ループに含めます。

[フォーミュラ名] このフィールドは、[セクション タイプ] として [サブプロセス] を選択した場
合にのみ表示されます。このフィールドは、[ループ アクション] フィールド
と連携しています。エレメント (ループ内のエレメント) を処理するかどうか
を決定する数値フォーミュラを選択できます。

• ループ アクションが [開始] のエレメントの隣にあるコントロール フォー
ミュラは、開始タグと終了タグの間の全てのエレメントの変換をコントロー
ルします。フォーミュラによる変換結果がゼロ (偽) になった場合、これら
のエレメントは変換されず、ループは終了します。変換の結果が 0 以外
の値 (たとえば、-2、-1、1、または 2) になると、条件が真であると見なさ
れ、ループ内のエレメントが変換されます。

• ループ アクションが [なし] の、単一のエレメントに関連付けられている
フォーミュラは、そのエレメントにだけ適用されます。フォーミュラの変換
結果がゼロである場合、そのエレメントは変換されません。変換の結果
が 0 以外の値になると、そのエレメントは変換されます。

[ループ アクション] このフィールドは、[セクション タイプ] として [サブプロセス] を選択した場
合にのみ表示されます。ループの開始または終了を指定するループ アク
ションを選択します。有効な値は、[なし]、[開始]、および [終了] です。1 つ
のサブプロセスに対しては、[開始] と [終了] を 1 つずつ指定できます。[
開始] の後には必ず [終了] を指定します。このフィールドは、[反復回数
の上限] フィールドと連携しています。

[エレメント タイプ] セクションに追加するエレメントのタイプを選択します。指定した [セクショ
ン タイプ] および [セクション使用] の値に応じて有効なオプションが表示
されます。

標準セクションでは、[累計]、[アレイ]、[ブラケット]、[カウント]、[日付]、[
デュレーション]、[フォーミュラ]、[レート コード]、[履歴ルール]、[システム
エレメント]、[変数] または [書可アレイ] から選択できます。

給与計算の標準セクションでは、上記の全ての値に加えて、[控除]、[仮計
算] および [支給] を選択できます。

休暇欠勤処理の標準セクションでは、上記の標準セクションの全ての値に
加えて、[休暇付与] と [休暇取得] を選択できます。([休暇付与] は、周期
ベースの休暇付与エレメントだけを指します。)
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サブプロセス セクションでは、[累計]、[アレイ]、[ブラケット]、[カウント]、[
日付]、[控除]、[デュレーション]、[支給]、[仮計算]、[フォーミュラ]、[レー
ト コード]、[履歴ルール]、[システム エレメント]、または [変数] から選択
できます。

ポジティブ入力作成セクションでは、[支給] または [控除] を選択できます。

休暇取得セクションでは、[休暇取得] を選択します。

[エレメント名] セクションに含めるエレメントの名前を入力します。指定するエレメント タイ
プによって、選択できるエレメントが決まります。

ドライバ累計

[ドライバ累計] タブをクリックします。

このタブには、エレメント名共通ページ (GP_PIN) で支給または控除にドライバ累計が定義されている場
合に、ドライバ累計が表示されます。このタブは参照専用です。ドライバと支給または控除を関連付ける
には、支給または控除の設定コンポーネントにアクセスします。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「フォーミュラ エレメントの定義」 、 156ページ

プロセス リストの受給者セクションの作成

受給者セクション ページにアクセスします。

受給者セクション ページ

このページを使用する前に、"セクション" のセクション名ページおよび "セクション" の定義ページを使
用して受給者セクションを作成しておきます。

[エレメント名] "セクション" のセクション名ページで定義した受給者セクション名を入力
します。

[セクション使用] セクションを使用できるプロセス リストのタイプを示す値が表示されます。
"給与計算"、"休暇処理"、"いずれか" があります。これらは、"セクション
" の定義ページの [セクション使用] フィールドで指定できます。
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[受給者セクション エレメント]

[エレメント入力タイプ] セクションに追加するエレメントのタイプを選択します。[セクション使用] で
の値に応じて有効値が異なります。

"給与計算": [累計]、[アレイ]、[ブラケット]、[カウント]、[日付]、[控除]、
[デュレーション]、[支給]、[仮計算]、[フォーミュラ]、[履歴ルール]、[給与
レート コード]、[システム エレメント]、[変数]、または [書込可能アレイ] か
ら選択できます。

"休暇処理": [休暇付与] (周期ベースの付与エレメント)、[休暇取得]、[累
計]、[アレイ]、[ブラケット]、[カウント]、[日付]、[デュレーション]、[フォー
ミュラ]、[履歴ルール]、[給与レート コード]、[システム エレメント]、[変数]、
または [書込可能アレイ] から選択できます。

"いずれか": [累計]、[アレイ]、[ブラケット]、[カウント]、[日付]、[デュレー
ション]、[フォーミュラ]、[給与レート コード]、[システム エレメント]、[変数]、
または [書込可能アレイ] から選択できます。

[エレメント名] セクションに追加するエレメントの名称を選択します。

プロセス リストの設定
プロセス リストを設定するには、プロセス リスト コンポーネント (GP_PROCESS) を使用します。

このセクションでは、プロセス リスト設定の概要と、以下の作業について説明します。

• プロセス リスト名の設定

• プロセス リストを構成するセクションの指定

プロセス リストについて

プロセス リストを作成する前に、プロセス リストに追加するエレメント セットをグループ分けして、プロセ
スに含めるセクションに定義しておきます。プロセス リストでは、各セクションを実行するタイミングを条件
付きロジックを使って指定できます。

次の図は、エレメント、セクション、およびプロセス リストの関係を示しています。
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プロセス リスト、セクション、およびエレメントの関係

給与計算用に複数のプロセス リストを作成することができます。たとえば、基本支給、賞与、時間外給与
など、支給タイプごとに別のプロセス リストを作成することも、全ての支給タイプを処理する 1 つのプロ
セス リストを作成することも可能です。休暇欠勤用には別のプロセス リストを作成します。休暇欠勤は
給与計算と切り離して処理する必要があるからです。

プロセス リストの作成が完了したら、実行タイプによってプロセス リストに 1 つまたは複数のカレンダー
を関連付けます。カレンダーによって以下が決定されます。

• 支給先

そのカレンダーの支給グループおよび受給者選択条件で指定されます。

• 支給エレメント

カレンダーに関連付けられたプロセス リストで指定されます。

• 支給期間および支給周期

カレンダーにリンクされた周期 ID によって指定されます。

給与計算を実行する際は、カレンダーの支給期間終了日が読み込まれ、該当する有効日の付いたプロ
セス リストが検索されて、選択された受給者に対する給与計算処理が 1 人ずつ行われます。

関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 405ページ

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 「バッチ休暇欠勤プロセス」 、 276ページ
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プロセス リストの設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[プロセスリスト名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、[プ
ロセス]、[プロセスリスト]、
[プロセスリスト名]

プロセスリスト名を設定
し、基本パラメータを定義
します。

[定義] GP_PROCESS [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、
[プロセス]、[プロセスリ
スト]、[定義]

プロセスリストを構成する
セクションおよび実行順序
を指定します。

プロセス リスト名の設定

プロセス リスト名ページを使って、プロセス リストの基本パラメータの値を入力します。グローバル ペイ
ロールでは、全てのエレメントで同一のエレメント名共通ページ (GP_PIN) が共有されます。

注: プロセス リスト名ページの [定義の指定日] フィールドでは、[カレンダー期間終了日] だけが有効な
値です。給与計算プロセスを実行すると、カレンダー期間終了日が読み込まれ、使用する有効日の設定
されたプロセス リストとセクションが決められます。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

プロセス リストを構成するセクションの指定

定義ページにアクセスします。
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定義ページ

[計算タイプ] 休暇欠勤処理または給与計算にこのプロセス リストを使用できるかどうか
を指定します。またこのプロセス リストに追加できるセクションのタイプを指
定します。有効な値は [休暇欠勤計算] および [給与計算] です。

[総支給額] 総支給額の累計エレメントを入力します。受給者のセグメント ステータス
レコードに、総支給額が保存されます。このフィールドは、休暇欠勤処理の
プロセス リストでは使用できません。

[純支給額] 銀行振込処理で受給者の純支給額決定に使われる純支給額累計エレメ
ントを選択します。受給者のセグメント ステータス レコードに、純支給額が
保存されます。この情報は、延滞処理で純支給額を検証するときにも使わ
れます。このフィールドは、休暇欠勤処理のプロセス リストでは使用できま
せん。

[純支給額下限入力タイプ] このフィールドは、純支給額確認機能を使用する際に適用可能になりま
す。受給者の控除が純支給額または定義した純支給額下限を超えると純
支給額確認が行われます。純支給額が純支給額下限を下回らないように
するには、純支給額下限を定義するエレメント タイプを選択します。これ
は、処理が処理順序 (純支給額確認のサブセクションに含まれない) と優
先順位 (純支給額確認セクションに含まれる) のどちらで行われるのかに
関係なく、純支給額確認処理で有効です。

有効な値は [ブラケット]、[フォーミュラ] および [変数] です。

[純支給額下限エレメント] 純支給額下限を定義するエレメントを選択します。[純支給額下限入力タイ
プ] で選択したタイプによって選択できるエレメントが決まります。

控除の純支給額確認処理では、ここで定義された純支給額下限が使用さ
れます。純支給額下限値を入力しない場合は、ゼロが純支給額確認中の
純支給額下限として使用されます。

このエレメントを定義する際に、エレメントを再計算するかどうかを考慮して
ください。ほとんどの場合、支給実行全体につき 1 つの純支給額下限値が
必要です。この場合、[常時再計算] チェック ボックスをオフします。
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[プロセス リスト メンバー]

[セクション エレメント名] 追加するセクションの名前を選択します。選択した計算タイプにより、追加
できるセクションが決まります。1 つのプロセス リストには同じセクションを
1 度しか使えませんが、同じセクションを複数のプロセス リストに追加でき
ます。

[条件入力タイプ] [フォーミュラ] または [変数] を選択して、プロセス リストに追加するセク
ションを変換する条件を指定できます。

[条件エレメント名] このフィールドは、条件入力タイプを選択した場合に必要です。条件を定
義するエレメントの名前を選択します。エレメントによる変換結果が 0 にな
ると、条件が偽と見なされ、セクションは変換されません。計算の結果が 0
以外の値 (たとえば、-2、-1、1、または 2) になると、条件が真であると見
なされ、セクションが変換されます。

関連項目:

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「プロセス リストのエレメントとセクションの順序」 、 393ページ

第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「純支給額の確認と延滞処理について」 、 216
ページ
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カレンダーの使い方

この章では、カレンダーの概要と以下の項目について説明します。

• 実行タイプの定義

• 期間の作成

• 単一カレンダーの作成

• カレンダーのセットの作成

• カレンダー グループの定義

• 受給者のカレンダー上書きの入力

カレンダーについて
このセクションでは、共通フィールドと、以下の内容について説明します。

• カレンダー支給プロセス フロー

• カレンダーの作成

この章で使用する共通フィールド

カレンダー 処理対象となる受給者、実行タイプ、および支給期間を指定します。ジェ
ネレーション コントロールに対しても、処理から特定のエレメントを除外す
る、サポート エレメントを上書きする、およびほかの情報を提供する、など
の情報を指定します。

カレンダー グループ 給与計算処理または休暇欠勤処理を開始する場合、カレンダー グループ
ID を入力して、処理するカレンダーまたはカレンダーのセットを指定する必
要があります。オフサイクル実行の場合は、処理するオフサイクル グルー
プのセットを指定します。

同時に複数のカレンダーまたはオフサイクル グループを処理できます。カ
レンダー グループは国名がキーとなっているため、1 つのカレンダー グ
ループに同じ国の複数のカレンダーまたはオフサイクル グループを含め
ることができます。

期間 実行処理を行う支給期間と支給周期を定義します。

支給期間をカレンダーにリンクすることによって、給与計算実行に関連付
けます。実行タイプと同様に、支給期間は再利用できます。

実行タイプ 給与計算または休暇欠勤の実行を指定するためにユーザーが定義できま
す。一般的な実行タイプとしては、基本支給、賞与、時間外給与、前払い
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があります。実行タイプでは、使用するプロセス リスト、遡及トリガを処理
するかどうか、および勤務管理またはヒューマン リソース管理の変動報酬
管理アプリケーションのデータを処理する際に必要な情報を指定します。
実行タイプは、ジェネレーション コントロール、再計算/履歴抽出ルール、
および遡及マッチング処理にも使用されます。

実行タイプをカレンダーにリンクすることによって、給与計算実行処理に関
連付けます。実行タイプの情報はカレンダーとは関係なく定義するため、同
じ実行タイプを複数のカレンダーにリンクできます。たとえば、週次の支給
グループと月次の支給グループがあり、同じプロセス リストが使用されてい
るときは、実行タイプを 1 つ設定して、それを複数のカレンダーにリンクす
ることも可能です。有効日を設定することで、プロセス リストまたは遡及トリ
ガ処理を変更でき、さらに変更前の設定でも遡及計算を再生成できます。

関連項目:

第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「ジェネレーション コントロール エレメントの定義」 、 180ページ

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「再計算/履歴抽出ルール エレメントの定義」 、 129ページ

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「未処理遡及デルタの管理」 、 914ページ

カレンダー支給プロセス フロー

給与計算実行または休暇欠勤実行の処理時には、処理対象となる受給者と、その受給者に対して、ど
の支給、控除、その他のエレメントを処理するか、および処理を行う期間について把握している必要が
あります。

オンサイクル処理では、カレンダーによってこの情報が一元管理されます。カレンダーは、処理対象とな
る受給者と処理内容およびその支給期間を定義する各構成要素にリンクされています。

注: オフサイクル処理では、カレンダーではなくオフサイクル グループによって、処理対象となる受給者、
エレメント、および期間を指定します。

次の図は、各構成要素がオンサイクルの給与計算および休暇欠勤のバッチ処理実行時に、どのように
連携するかを示します。
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コンポーネントの相互作用

関連項目:

第 24 章、 「オフサイクル処理の管理」 、 「オフサイクル処理について」 、 667ページ

カレンダーの作成

カレンダーでは、給与計算または休暇欠勤実行のルールやプロセスに従い、選択された支給グループ
の受給者がまとめられます。以下のいずれかの方法でカレンダーを定義できます。

• カレンダー コンポーネントを使ってカレンダーを個別に定義

この機能を使ってカレンダーを定義する際は、ジェネレーション コントロール、上書き、または処理から
除外するエレメントを指定できます。勤務管理から取得する給与支給対象時間の期間も指定できます。

• 自動カレンダー作成コンポーネントを使って、複数のカレンダーを同時定義

カレンダー コンポーネントを使って、自動作成されたカレンダーを編集できます。
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注: カレンダーを作成する前に、カレンダーに関連付けられる実行タイプと期間 ID を定義しておく必要
があります。

参照: 第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「事前設定」 、 416ページ

実行タイプの定義
このセクションでは、処理パラメータの指定方法について説明します。

実行タイプの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[実行タイプ] GP_RUN_TYPE [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[フレームワー
ク]、[プロセス]、[実行タイ
プ]、[実行タイプ]

使用するプロセスリスト、
および遡及トリガを処理す
るかどうかやその他の処理
パラメータを指定します。

処理パラメータの指定

実行タイプ ページにアクセスします。
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実行タイプ ページ

注: 処理が開始された後は、実行タイプ ページ上のフィールドを編集できません。変更するには、給与
計算実行をキャンセルします。

[計算タイプ] [給与計算] または [休暇欠勤計算] を選択します。

[重複可] セグメントの重複を許可する場合はチェック ボックスをオンにします。

このチェック ボックスがオフの場合、受給者選択処理によってセグメント ス
テータス レコードを作成する際、システムによって従業員 ID、雇用レコー
ド、支給グループ、実行タイプ、期間 ID、セグメントの開始日と終了日が全
て同じで、アクティブなセグメント ステータス レコードが、他に既に存在す
るかどうかがチェックされます。

一致するレコードが存在しない場合は、新しいセグメント ステータス レコー
ドが作成されます。

このチェック ボックスでは、ある条件下での重複支給の可否を設定します。
たとえば、オフサイクルの支給を計算するカレンダーを作成するとします。
この場合は、通常の給与計算サイクルの間に、受給者に対して重複支給
が行われるのを避ける必要があります。この場合、チェック ボックをオフに
しておけば、受給者に対して重複支給は行われません。また、賞与または
コミッションの給与計算を実行するためのカレンダーを作成する場合、複数
のカレンダー ID を定義し、同じ受給者に複数のカレンダーを使って支給を
許可することがあります。この場合には、チェック ボックスをオンにして、受
給者に対して支給が 2 回行われるようにします。
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注: 設定とは関係なく、カレンダー内の同じ受給者に対して重複するセグメ
ントは作成されません。受給者カレンダー上書きまたはオフサイクルの前
払いのある期間を部分的に処理した場合、同じカレンダーの後続の処理
では期間の残りの部分のみが処理され、処理の重複が回避されます。

[遡及調整ソース]

[実行タイプ名] 給与計算実行中に遡及調整を含める追加の実行タイプを入力します。た
とえば、通常の給与計算実行タイプに対する追加の遡及調整ソースとして
賞与の実行タイプを選択できます。これにより、通常の給与計算実行中に
賞与の遡及デルタを自動的に繰り越せるため、受給者は不定期な賞与支
給の実行を待つことなく、賞与の遡及調整を受け取ることができます。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「未処理遡及デルタの管理」 、 914
ページ

[定義]

[プロセス名] [計算タイプ] フィールドで選択した値に基づいて、休暇欠勤または給与計
算のプロセス リストからリストを入力します。

[遡及トリガの処理] 遡及トリガを処理するには、このチェック ボックスをオンにします。賞与ま
たは経費の処理実行中には遡及トリガを無視する場合もありますが、通常
の給与計算では遡及トリガの処理を常に含めます。

このチェック ボックスがオンにされると、カレンダー ID に含まれる全ての
受給者には、遡及トリガが処理されます。

カレンダーおよびカレンダー グループ ID レベルでこのフィールドを上書き
できます。

[勤務管理 TRC]

[勤務時間レポート コード] 特定の実行タイプを処理する場合に勤務時間レポート コードを選択します。

注: このフィールドは、勤務管理を使用している場合にのみ表示されます。

[変動報酬 - 報奨]

[支給] 処理中の報奨レコードにリンクされた支給エレメントを入力します。

注: このフィールドは、ヒューマン リソース管理の変動報酬管理アプリケー
ションを使用している場合にのみ表示されます。

関連項目:

第 41 章、 「PeopleSoft Enterprise 勤務管理との統合」 、 1145ページ

第 42 章、 「変動報酬機能との統合」 、 1159ページ
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期間の作成
期間を設定するには、期間コンポーネント (GP_CALENDAR_PERIOD) を使用します。

給与計算または休暇欠勤を処理するには、計算対象となる期間に対し、期間 ID を使って支給期間の開
始日、終了日、周期を定義します。

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 単一期間の定義

• 自動期間作成の使用

期間の作成に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

期間 GP_CALENDAR_PERIOD • [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算処
理]、[カレンダー定義]、
[期間]、[期間]

• [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グ
ローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[フレーム
ワーク]、[カレンダー]、
[期間]、[期間]

単一の支給期間を定義
します。

自動期間作成 GP_AUTO_PRD • [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算処
理]、[カレンダー定義]、
[期間-自動作成]、[自
動期間作成]

• [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グ
ローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[フレーム
ワーク]、[カレンダー]、
[自動期間作成]、[自
動期間作成]

複数の支給期間を定義
します。

単一期間の定義

期間ページにアクセスします。
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期間ページ

注: 処理が開始された後は、期間ページ上のフィールドを編集できません。変更するには、給与計算実
行をキャンセルします。

[期間開始日] 、 [期間
終了日]

計算される期間の日付を入力します。

カレンダーによっては、支給期間が同じでも、その支給日は異なる場合が
あります。支給日は "カレンダー" の定義ページで指定します。

[周期] 周期を入力します。この周期を使用して、ジェネレーション コントロールの
周期なしで定義された支給、控除、または休暇付与エレメントを非年次化
します。ジェネレーション コントロールの周期がエレメントに対して定義され
ている場合は、以下のとおりになります。

• エレメントのジェネレーション コントロールとカレンダー ID のジェネレー
ション コントロールが一致する場合には、このジェネレーション コントロー
ルの周期は非年次化係数に使用されます。

• エレメントのジェネレーション コントロールとカレンダー ID のジェネレー
ション コントロールが一致しない場合は、いくつかの例外を除き、エレメ
ントは処理されません。

遡及調整がある場合は、調整は支給または控除には適用されますが、
支給または控除自体は処理されません。控除プログラムにより、延滞回
収処理は実行されます。回収金額が生成されると、控除額は回収金額
に変換されます。

注: 休暇付与エレメントには 2 つのジェネレーション コントロール フィール
ドがあり、1 つは主要エレメント、もう 1 つは調整処理に使用します。

[周期係数] 年次化または非年次化の係数を表示します。

期間 ID で定義可能な時間および周期のデータ例

次の表は、終了日と周期を変えることで異なる期間を定義する例を示しています。
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開始日 終了日 周期

6月 1日 6月 7日 週次

6月 1日 6月 30日 月次

6月 1日 6月 15日 半月

6月 1日 8月 31日 四半期

周期の例

4 つのエレメントがあり、各エレメントが総額 1200 で開始していると仮定してください。次の表は、さまざ
まな周期オプションを組み合わせた場合の影響を表しています。周期オプション適用後の各エレメントの
値は、表の 終行に表示されています。

周期 エレメント 1 エレメント 2 エレメント 3 エレメント 4

金額 1200 1200 1200 1200

周期 (エレメント定
義)

月次 (12) 月次 (12) 月次 (12) 月次 (12)

ジェネレーションコ
ントロールの周期

なし 月次 (12) 月次 (12) 年次 (1)

支給期間の周期 半月 (24) 半月 (24) 半月 (24) 半月 (24)

カレンダーのジェ
ネレーションコント
ロール周期

なし 月次 (12) なし 半月 (24)

計算金額

(金額×年次化係
数/非年次化係数)

600

(金額×周期/支給
期間の周期)

1200

(金額×周期/ジェ
ネレーションコント
ロールの周期)

変換なし 24 000

(金額×周期/ジェ
ネレーションコント
ロールの周期)

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「ジェネレーション コントロール エレメントの定義」 、 180ページ

自動期間作成の使い方

自動期間作成ページにアクセスします。
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自動期間作成ページ

期間作成パラメータを入力して [実行] をクリックします。

[周期 ID] カレンダーの期間周期を入力します。このフィールドは期間の名称作成に
も使用します。

注: 入力した値が、[単位] フィールドと [期間内の単位数] フィールドの値
との整合性を検証して変更されることはありません。

参照: 第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「単一期間の定義」 、 411ページ

[単位] 期間の単位を選択します。

[日] と [月] は [期間内の単位数] フィールドと共に使用し、期間の日数ま
たは月数を指定します。

[半月] は 15 日間を表します。 初の半月周期には常に 1 日から 15 日
までが含まれ、2 番目の半月周期には、16 日から月によって 28、29、30、
31 日のいずれかまでが含まれます。この値を選択すると、[期間内の単位
数] が表示されなくなります。

[期間内の単位数] 作成された各期間の単位数を入力します。

[開始日] 、 [終了日] [開始日] の日付から期間が作成されます。[終了日] の日付に達するま
で、期間が連続して作成されます。

[終了日] より以前、または同日を終了日として持つ期間が作成されます。

[期間 ID プレフィックス] 7 文字までの半角英数字でプレフィックス (接頭辞) を入力します。システ
ムでは、このプレフィックスに期間周期サフィックスと連番を組み合わせて、
各期間固有の期間 ID を作成します。

[期間周期サフィックス] 期間 ID に追加される期間周期サフィックス (接尾辞) を入力します。デフォ
ルト値は選択した周期 ID の 初の文字になっています。
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[連番] 初の期間の番号を入力します。以降に作成される各期間に対し、連番
が継続して自動的に割り当てられます。

これは、同じ年に別の処理を実行して期間を作成する際に便利です。仮
に、月次の給与計算に 6 つの期間を作成する必要があるとします。この
フィールドに 1 を入力すると、1 から 6 までの期間が作成されます。その
後、残りの月の期間を作成する際には、7 を入力します。

[作成される期間 ID ( 大
値は 99)]

このフィールドは、期間 ID プレフィックス、期間周期サフィックス、および連
番を組み合わせ、プロセスによって作成される期間を示します。たとえば、
期間 ID プレフィックスに PAY2001、期間周期サフィックスに M、連番に 1
と入力した場合、作成される期間は PAY2001M01 ～ PAY2001Mnn となり
ます。nn は、作成された 後の期間の番号です。

例: 単位と期間内の単位数の組み合わせ

次の表は、単位と期間内の単位数のさまざまな組み合わせを使用して定義した期間の例を示しています。

単位 期間内の単位数 結果

[日] 7 7日間単位の期間が作成されます
(週単位の給与計算に使用)。

[日] 14 14日間単位の期間が作成されま
す (隔週単位の給与計算に使用)。

[半月] なし 15日間単位の期間が作成されま
す (半月周期の給与計算に使用)。
期間には、1日から 15日までのも
のと 16日から各月の 終日まで
のものがあります。

[月] 1 1か月単位の期間が作成されます
(月単位の給与計算に使用)。

[月] 3 3か月単位の期間が作成されます
(四半期単位の給与計算に使用)。

単一カレンダーの作成
単一のカレンダーを作成するには、カレンダー コンポーネント (GP_CALENDAR) を使用します。

このセクションでは、事前設定および以下の方法について説明します。

• カレンダーと受給者選択条件のリンク

• カレンダーのジェネレーション コントロール周期の上書き

• カレンダーのサポート エレメントの上書き
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• エレメントのカレンダーからの除外

注: 処理が開始された後は、これから処理する受給者リストへ受給者を追加する以外に、カレンダー コン
ポーネント上のフィールドは変更できません。これらのページを変更するには、処理をキャンセルします。

事前設定

カレンダーを作成する前に、カレンダーに関連付ける実行タイプと期間 ID を定義します。

別のカレンダーのポジティブ入力を作成する休暇欠勤実行、給与計算実行のカレンダーを作成する場合
は、ターゲット カレンダーを先に作成します。

注: カレンダーは 1 つの支給グループに関連付けられています。受給者の支給グループを変更すると、
期間分割が生じます。たとえば、受給者が PGA の支給グループから PGB に 6 月 15 日に変更される
場合、1 日から 14 日までは PGA のカレンダーで処理され、15 日から 30 日までは PGB のカレンダー
で処理されます。

関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「実行タイプの定義」 、 408ページ

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「期間の作成」 、 411ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

単一カレンダーの作成に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[定義] GP_CALENDAR1 • [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算処
理]、[カレンダー定義]、
[カレンダー]、[定義]

• [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グ
ローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[フレーム
ワーク]、[カレンダー]、
[カレンダー]、[定義]

カレンダーに関連付けられ
た支給グループ、期間 ID、
実行タイプ ID、ターゲット
カレンダー IDおよび受
給者選択の検索条件を
リンクします。

[ジェネレーションコン

トロール]

GP_CALENDAR3 • [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算処
理]、[カレンダー定義]、
[カレンダー]、[ジェネレー
ションコントロール]

• [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グ
ローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[フレーム
ワーク]、[カレンダー]、
[カレンダー]、[ジェネレー
ションコントロール]

カレンダーのジェネレー
ションコントロール周期を
上書きします。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[サポートエレメント上書き] GP_CALENDAR2 • [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算処
理]、[カレンダー定義]、
[カレンダー]、[サポートエ
レメント上書き]

• [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グ
ローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[フレーム
ワーク]、[カレンダー]、
[カレンダー]、[サポートエ
レメント上書き]

カレンダーに関連付けられ
たブラケット、日付、デュ
レーション、フォーミュラ、
または変数エレメントの値
を上書きします。

[除外エレメント] GP_CALENDAR4 • [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算
処理]、[カレンダー定
義]、[カレンダー]、[除
外エレメント]

• [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇欠
勤管理]、[フレームワー
ク]、[カレンダー]、[カレン
ダー]、[除外エレメント]

カレンダーから除外する支
給、控除、休暇取得、また
は休暇付与エレメントを
指定します。

カレンダーと受給者選択条件のリンク

"カレンダー" の定義ページにアクセスします。

"カレンダー" - 定義ページ

期間 ID カレンダーが表す支給期間を入力します。対応する日付が隣の開始日と
終了日を示すフィールドに表示されます。
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支給日 受給者に支給される日を入力します。税計算用に、このデータが重要な国
もあります。

実行タイプ このカレンダー実行に使用されるプロセス リストを指定する実行タイプを
入力します。実行タイプにより、遡及トリガを処理するかどうかも指定され
ます。

<実行タイプ名称> 使用するプロセス リストを指定したり、遡及トリガを処理するかどうか、お
よびその他の処理パラメータを指定する実行タイプ ページにアクセスする
場合にクリックします。

参照: 第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「処理パラメータの指定」 、 408
ページ

ターゲット カレンダー 休暇欠勤処理の実行またはポジティブ入力を作成する処理の実行を定義
する際に使用します。作成される日次データまたはポジティブ入力に対する
ターゲット カレンダーを指定します。休暇欠勤処理では過去の期間をター
ゲットにすることはできないので、ターゲット カレンダーの終了日は現在の
期間 ID の終了日より前にはできません。

勤務カレンダー 勤務管理を使用している場合は、カレンダー期間 ID を入力します。これに
より、期間を給与計算カレンダーにマップできるようになります。この期間
によって、勤務管理の支給対象時間が給与計算実行に取り込まれます。

[受給者オプション]

選択された支給グループの中でどの受給者を、定義中のカレンダーに含めるかを指定します。受給者を
自動的に指定することも、手動で選択することもできます。アクティブな受給者とは、支給期間中に少なく
とも 1 日、この支給グループでアクティブとなった受給者です。

システムでは、ここで入力した情報を基に各カレンダーでどの受給者を処理をするのかを決定します。

注: アクティブな受給者用に作成されたカレンダーでは、支給が重複してしまうことのないよう、支給グ
ループ、期間 ID および実行タイプの組み合わせが重複しないようにしてください。

[アクティブな受給者のみ] ほかの選択条件なしで、全てのアクティブな受給者を含める場合に選択し
ます。

アクティブな受給者とは、支給期間中に少なくとも 1 日、この支給グループ
でアクティブとなった受給者です。

[アクティブな受給者 - 追加
条件付き]

保留のポジティブ入力または保留の遡及トリガを持つアクティブな受給者
のみを含める場合に選択します。このオプションを選択する場合は、[ポジ
ティブ入力] チェック ボックスまたは [遡及変更未処理] チェック ボックス、
あるいはその両方をオンにする必要があります。

[アクティブ受給者/条件付
き受給者]

全てのアクティブな受給者およびこの支給グループでこれまでにアクティ
ブとなった受給者で、保留のポジティブ入力、保留の遡及トリガ、または保
留の繰越済調整額を持つ受給者のみを含める場合に選択します。このオ
プションを選択する場合は、[ポジティブ入力] チェック ボックスまたは [遡
及変更未処理] チェック ボックス、あるいはその両方をオンにする必要が
あります。

[全ての受給者 - 追加条
件付き]

保留のポジティブ入力または保留の遡及トリガを持つ受給者のみを含め
る場合に選択します。このオプションを選択する場合は、[ポジティブ入力]
チェック ボックスまたは [遡及変更未処理] チェック ボックス、あるいはそ
の両方をオンにする必要があります。
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[リストされた受給者のみ] 処理対象の受給者を自動的に選択するのではなく、受給者リストを使って
選択するには、このオプション ボタンを選択します。[受給者リスト] グルー
プ ボックスが使用可能になります。

このオプションを使って、1 人の受給者、または小人数の受給者グループ
に対して支給できます。

[ポジティブ入力] [アクティブな受給者 - 追加条件付き]、[アクティブ受給者/条件付き受給
者]、または [全ての受給者 - 追加条件付き] を選択すると使用可能にな
ります。

[アクティブな受給者 - 追加条件付き] を選択して、このチェック ボックス
をオンにすると、このカレンダーによって保留のポジティブ入力を持つアク
ティブな受給者が処理されます。

[アクティブ受給者/条件付き受給者] を選択して、このチェック ボックスを
オンにすると、このカレンダーによってアクティブな受給者と保留のポジティ
ブ入力を持つ受給者が処理されます。

このチェック ボックスをオンにすると、雇用終了した受給者であっても、そ
の受給者に対しポジティブ入力が存在するので、アクティブのみの実行に
その受給者を含めることができます。

[遡及変更未処理] [アクティブな受給者 - 追加条件付き]、[アクティブ受給者/条件付き受給
者]、または [全ての受給者 - 追加条件付き] を選択すると使用可能にな
ります。

[アクティブな受給者 - 追加条件付き] を選択して、このチェック ボックスを
オンにすると、このカレンダーによって保留の遡及トリガを持つアクティブな
受給者が処理されます。

[アクティブ受給者/条件付き受給者] を選択して、このチェック ボックスを
オンにすると、このカレンダーによってアクティブな受給者または遡及変更
が未処理の受給者が処理されます。

このチェック ボックスにより、非アクティブな受給者であっても、その受給者
に影響する遡及処理が存在するので、非アクティブな受給者をアクティブ
のみの実行に含めることができます。

[受給者リスト]

[リストされた受給者のみ] オプションを選択すると、このグループ ボックスが表示されます。

[従業員 ID] このカレンダーで処理する受給者を入力します。受給者リストの受給者は
全て、このカレンダーに関連付けられた支給グループに現在所属している
か、または過去に所属していた必要があります。カレンダーがオープンで
ある限り、受給者を受給者リストに追加できます。

[計算対象期間終了日] このフィールドのデフォルト値は、[期間 ID] フィールドで選択された期間の
終了日です。支給期間の一部について受給者の計算を実行する場合は、
それより前の日付を入力できます。入力した日付以前の日付で終了する
セグメントだけが計算されます。

カレンダーのジェネレーション コントロール周期の上書き

"カレンダー" のジェネレーション コントロール ページにアクセスします。
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"カレンダー" - ジェネレーション コントロール ページ

資格および非年次化処理のために、エレメント レベルで入力したジェネレーション コントロールの周期と
周期を比較するには、両方の周期をここで入力します。

[周期タグ] 上書きする周期 ID を入力します。

[周期年次化係数] 選択した周期 ID に関連付けられた年次化係数が表示されます。

有資格の例

週単位の支給グループと支給期間があると仮定します。この支給グループには、毎月の 初の支給期
間にのみ処理される控除があります。"月の初回処理時" (係数 12) というジェネレーション コントロール
の周期を作成し、控除に割り当て、各月の 初のカレンダーに "月の初回処理時" という周期を関連付
けます。

控除が処理される際に、エレメントのジェネレーション コントロールの周期とカレンダーの値が比較され
ます。一致する場合、控除は有資格と認められます。一致する値がない場合、控除は有資格と認められ
ず、処理されません。ジェネレーション コントロールとカレンダーに複数の周期の値がある場合、複数の
周期が一致しても係数が異なるときは、受給者に対する処理はエラーになります。

関連項目:

第 19 章、 「エレメントの資格チェックと変換」 、 「ジェネレーション コントロール」 、 509ページ

カレンダーのサポート エレメントの上書き

"カレンダー" の "サポート エレメント上書き" ページにアクセスします。

"カレンダー" - "サポート エレメント上書き" ページ
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[カレンダーのサポート エレメント上書きリスト]

[エレメント タイプ] エレメント タイプを選択します。有効値は、[ブラケット]、[日付]、[デュレー
ション]、[フォーミュラ] および [変数] です。

[エレメント名] 上書きする特定のエレメントを選択します。

[数値] 上書き値を入力します。プロセス リストで指定のエレメントが処理されると
き、このフィールドで定義した上書き値が適用されます。上書き値自体は、
ポジティブ入力の指示、受給者上書き処理などによって上書きされる場合
があります。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 461ページ

エレメントのカレンダーからの除外

"カレンダー" の除外エレメント ページにアクセスします。

"カレンダー" - 除外エレメント ページ

[エレメント タイプ] エレメント タイプを選択します。有効値は、カレンダーのタイプに応じて [休
暇付与] および [休暇取得]、または [控除] および [支給] です。

[エレメント名] 処理から除外するエレメントを入力します。エレメントは処理されず、ポジ
ティブ入力の使用、延滞残高からの回収、調整の繰り越し、およびフォー
ミュラでの "割り当て" は行われません。

注: 処理からエレメントを除外するには、そのエレメントをカレンダーの上書きができるように定義しておく
必要があります。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 461ページ

カレンダーのセットの作成
このセクションでは、事前設定とカレンダーのセットの作成方法について説明します。
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事前設定

一連のカレンダーを作成する前に、カレンダーに関連付ける実行タイプと期間を定義します。期間を自動
的に作成するには、自動期間作成機能を使います。

別のカレンダーのポジティブ入力を作成する休暇欠勤実行、給与計算実行のカレンダーを作成する場合
は、ターゲット カレンダーを先に作成します。

注: カレンダーは 1 つの支給グループに関連付けられています。受給者の支給グループを変更すると、
期間分割が生じます。

関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「実行タイプの定義」 、 408ページ

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「期間の作成」 、 411ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

カレンダーのセットの作成に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[自動カレンダー作成] GP_AUTO_CAL1 • [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算処
理]、[カレンダー定義]、[
カレンダー -自動作成]、
[自動カレンダー作成]

• [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グ
ローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[フレーム
ワーク]、[カレンダー]、[
自動カレンダー作成]、[
自動カレンダー作成]

自動カレンダー作成プロセ
スを実行してカレンダーの
セットを作成します。

カレンダーのセットの作成

自動カレンダー作成ページにアクセスします。

422 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 16 章 カレンダーの使い方

自動カレンダー作成ページ

[カレンダー ID プレフィッ
クス]

7 文字までの半角英数字でプレフィックスを入力します。システムではこの
プレフィックスに、このカレンダーに関連付けられた期間 ID とカレンダー番
号を加えて、各カレンダー固有のカレンダー ID を作成します。

たとえば、[第 1 期間 ID] が PAY2001M01 で、REGULAR というプレフィックス
を入力すると、 初に作成されたカレンダー ID は REGULAR PAY2001M01
になります。

[支給グループ] 作成するカレンダーの支給グループを入力します。

[実行タイプ] カレンダーに関連付ける実行タイプを入力します。

[周期] カレンダーを作成するための周期を入力します。

[第 1 期間 ID] カレンダーの作成に使用する第 1 期間を入力します。[周期] で選択した
値によって、選択できる期間 ID は異なります。

期間を作成する際、定義した連続する期間の数だけ、カレンダーが作成さ
れます。

[第 1 ターゲット カレンダー] 別のカレンダーに対するポジティブ入力を作成する休暇欠勤処理、給与計
算処理のカレンダーを定義する場合は、作成する 初のカレンダーのター
ゲット カレンダー ID を入力します。このフィールドへの入力は任意です。

この ID に基づいて、自動作成カレンダーに使用する連続するターゲット カ
レンダーが決まります。
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注: 連続するターゲット カレンダーを決定するために、[第 1 ターゲット カ
レンダー] フィールドに入力するカレンダーは、カレンダーが表わす月ま
たはその他の期間を表わす 2 桁の数値で終わる標準の名称指定規則に
従う必要があります。たとえば、[第 1 ターゲット カレンダー] として GXCI
CPY2000M01 を選択できます。 後の 2 桁の数値は連続するターゲット
カレンダーを決定するために使用されます。GW10204P などの標準的でな
い [第 1 ターゲット カレンダー] を選択した場合、[保存] または [実行] を
クリックするとエラー メッセージが表示されます。

このプロセスにより、 大で 99 個のカレンダーを作成できますが、各カレ
ンダーは既存の 1 つのターゲット カレンダーに基づいている必要がありま
す。たとえば、カレンダー ABS001 ～ ABS099 を作成しようとしても、ター
ゲット カレンダーが PAY001 ～ PAY050 しか存在しない場合、カレンダー
ABS051 ～ ABS099 を作成できません。

[支給日の設定]

[期間終了日からの日数]
、 [日数]

支給日を期間終了日前、または期間終了日後の特定の日にする場合に
選択します。[日数] フィールドに正または負の数値を入力します。たとえ
ば、期間終了日の 2 日前に常に支給するには、[日数] フィールドに「-2」
と入力します。

[特定の曜日] 支給日を常に週の同じ曜日にする場合に選択します。[支給曜日] フィー
ルドで曜日を選択します。[期間終了日以前] または [期間終了日以後] を
選択して、選択した曜日がカレンダー期間終了日と異なる場合に適用する
条件を指定します。たとえば、月単位のカレンダーの支給日として金曜日
を選択し、期間終了日が 5 月 26 日で、5 月の 終金曜日が 25 日である
とします。[期間終了日以前] を選択すると、支給日は 5 月 25 日になりま
す。[期間終了日以後] を選択すると、支給日は次の金曜日の 6 月 1 日
となります。また、週単位のカレンダーを設定し、土曜日を期間終了日、金
曜日を支給日として指定するとします。2001 年 7 月を例に挙げると、期間
終了日は 7 月 7 日、14 日、21 日、および 28 日になります。[期間終了日
以前] を選択すると、支給日は 7 月 6 日、13 日、20 日、および 27 日に
なります。[期間終了日以後] を選択すると、支給日は 7 月 13 日、20 日、
27 日、および 8 月 3 日になります。

[支給日が休日の場合]

支給日が休日の場合の処理方法を指示するオプションを選択します。[支給日を 1 日前に変更]、[支給
日の変更なし] および [支給日を 1 日後に変更] のいずれかを選択します。

[受給者オプション]

このグループ ボックスは、[リストされた受給者のみ] オプションがないことを除き、"カレンダー" の定義
ページの [受給者オプション] と同じです。

関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「カレンダーと受給者選択条件のリンク」 、 417ページ

424 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 16 章 カレンダーの使い方

カレンダー グループの定義
このセクションでは、カレンダー グループの概要と、カレンダー グループ ID の作成方法について説明し
ます。

カレンダー グループについて

カレンダー グループには、オンサイクル実行時に同時に処理するカレンダー、またはオフサイクル実行
時に処理するオフサイクル グループを指定します。カレンダー グループを作成する際は、以下の点を考
慮してください。

• ラン コントロール ページで定義した処理フェーズは、カレンダー グループの全メンバーに対して実行さ
れます。このため、まったく同じ計算が必要なカレンダーをグループにまとめます。

• 国が異なるエレメントを同時に処理することはできません。

支給元が (カレンダーの支給グループに基づいて) 異なる国であるカレンダーは、同じカレンダー グ
ループに入れないようにしてください。

• カレンダー グループ ID のカレンダーの順序によって、計算処理順序が決定されます。

同じカレンダー グループ ID で、休暇欠勤カレンダーと給与計算カレンダーを処理する場合は、正確な
結果が得られるように、給与計算カレンダーより先に休暇欠勤カレンダーを処理します。

処理の順序

支給期間の日付の順序に従ってカレンダーの処理を実行してください。給与計算は、カレンダーが実行
および 終決定される順序に基づいて処理される場合が非常に多いからです。カレンダーを支給期間の
順序で実行しない場合、累計および遡及制限日付の処理方法に影響が出る可能性があります。次に続
く支給期間用以外のカレンダーを挿入すると、予期しない結果を招く可能性があります。

支給期間の順序に従わずに処理されるカレンダーでは、累計結果に関して以下のような問題が発生し
ます。

• 処理されている国に対して、 終決定された給与計算または休暇欠勤カレンダーの中でどれが 新
かを判断し、累計がカレンダー処理に含まれます。

• 累計値は、支給期間の開始日および終了日ではなく、累計の開始日および終了日に基づいて、各カレ
ンダーに保存されます。

累計の開始日および終了日に支給期間の日付が含まれる場合は、結果テーブルに累計が書き込ま
れます。

• 累計は結果テーブルには書き込まれない可能性があり、累計値を参照または更新するのを防ぐため、
次のカレンダーに含まれない場合があります。

• 累計残高が正しくない場合があります。

2 月のカレンダーを処理する前に 3 月のカレンダーを実行すると仮定します。この場合、2 月の開始残
高として含まれる累計残高が、3 月のカレンダーの結果に含まれる可能性があります。

支給期間の順序に従わずに処理されるカレンダーでは、遡及制限日付に関する以下のような問題が発
生します。

• 遡及制限日付は、受給者の処理中にそのカレンダー グループ ID 内で 初に処理されるカレンダーに
基づいて決められます。

後でそれ以前の支給期間の日付を持つカレンダーが処理されたとしても、遡及制限日付は 初に処
理されたカレンダーの日付に基づいて決められます。
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• 遡及処理においては、 終決定したカレンダーの中から、カレンダー期間の終了日がトリガ有効日よ
りも後の日付で、 新のタイムスタンプを持つものを検索することで、再実行するカレンダーが決めら
れます。

たとえば、1 月のカレンダー (カレンダー 1)、2 月のカレンダー (カレンダー 2)、別の 1 月のカレンダー (
カレンダー 3)、3 月のカレンダー (カレンダー 4) を、この順で実行し 終決定するとします。2 月 15 日
の遡及データがある場合、カレンダー 2、カレンダー 3、およびカレンダー 4 が再実行されます。

注: オンサイクル処理では、複数のカレンダーに同じカレンダー グループ ID を指定し、受給者の確認
処理が完了した後にそれらのカレンダーのうち 1 つを処理しないと決めた場合は、ほかのカレンダーを
実行する前に全実行をキャンセルしておく必要があります。実行をキャンセルした後、キャンセルしたい
支給グループのカレンダーに戻り、元の支給グループ ID を変更または削除します。その後、処理中の
支給グループの給与計算に戻ります。オフサイクル処理では、全実行をキャンセルする必要はありませ
ん。代わりに、カレンダー グループからオフサイクル グループを削除し、適切なグループを追加できま
す。オフサイクル処理を再度実行する際に、削除されたオフサイクル グループがキャンセルされ、追加
したグループが処理されます。

関連項目:

第 24 章、 「オフサイクル処理の管理」 、 「オフサイクル処理について」 、 667ページ

カレンダー グループの作成に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[カレンダーグループ] GP_CALENDAR_RUN [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[カ
レンダー定義]、[カレン
ダーグループ]、[カレン
ダーグループ]

[グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[オフ
サイクル]、[オフサイクルカ
レンダーグループ]、[カレ
ンダーグループ]

同時に処理するオフサイク
ルグループのカレンダー
IDを定義します。カレン
ダーはリストされている順
序で処理されます。

カレンダー グループの作成

カレンダー グループ ページにアクセスします。
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カレンダー グループ ページ

注: オンサイクル実行の処理が開始された後は、カレンダー グループ ページ上のフィールドを編集でき
ません。このページを変更するには、給与計算実行をキャンセルします。

[テンプレートとして使用] このカレンダー グループを使ってオンラインの休暇欠勤予測または残日
数照会プロセスを実行する場合は、このチェック ボックスをオンにします。
このオプションはオフサイクル処理では選択できません。

参照: 第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 「オンラインの休暇欠勤予測
および残日数照会プロセス」 、 283ページ

[ストリーム処理の実行] このカレンダー グループにストリーム処理を使用する場合は、このチェッ
ク ボックスをオンにします。この機能は通常、オフサイクル処理には使用
されません。

[オフサイクル] このカレンダー グループをオフサイクル処理に使用する場合は、このチェッ
ク ボックスをオンにします。

[遡及トリガの処理] このカレンダー グループの遡及トリガを処理する場合は、このチェック ボッ
クスをオンにします。

オンサイクル処理でのデフォルト値は、実行タイプ ページの [遡及トリガ
の処理] チェック ボックスの設定に基づいています。実行タイプの中に遡
及トリガの処理が指定されているものがある場合、オンの状態がデフォル
トになります。

オフサイクル処理では、このカレンダー グループに追加するオフサイクル
グループに訂正トランザクションが含まれている場合、このチェック ボック
スをオンにする必要があります。

[カレンダー リスト]

同時に処理するカレンダーをリストします。[連番] フィールドで入力する番号によってカレンダーの処理
順序が決まります。このグリッドは、[オフサイクル] チェック ボックスをオンすると非表示になります。

[処理順のオフサイクル グループ リスト]

以下のグリッドは、[オフサイクル] チェック ボックスをオンにすると表示されます。処理するオフサイクル
グループをリストします。オフサイクル グループには、特定の支給グループおよび期間について処理す
るオフサイクル トランザクションを指定します。
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オフサイクル グループの値の入力

関連項目:

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 「オンラインの休暇欠勤予測および残日数照会プロセス」 、 283
ページ

受給者のカレンダー上書き指示の入力
このセクションでは、カレンダー上書きの概要および以下の項目について説明します。

• 上書きするカレンダーの選択

• 期間セグメントの処理指示の入力

カレンダー上書きについて

受給者カレンダー上書きでは、カレンダーの選択条件を "上書き" します。たとえば、[受給者オプション]
の [アクティブな受給者 - 追加条件付き] と [ポジティブ入力] などの選択条件を使用してカレンダーを設
定したとします。退職 (非アクティブ) していてポジティブ入力を持たない人の受給者カレンダー上書きを
追加した場合でも、カレンダー上書きによりその受給者はカレンダーに基づいて処理されます。同じ受給
者およびカレンダーに対してオフサイクルの前払いを設定した場合でも、処理では全ての通常の選択条
件が適用され、受給者は処理されません。

受給者のカレンダーに対し追加セグメント (総額/純額支給) を作成し、特定のセグメント処理の指示を
入力することができます。

3 月に、4 月 1 日から 15 日まで休暇を取る受給者の前払い処理を行うとします。3 月に 4 月の支給の
半分を受給者に支給することになるため、4 月には 4 月 16 日 ～ 30 日分の給与だけを支給します。"受
給者カレンダー グループ" のカレンダー グループ ページを使ってこの処理を実行できます。

3 月と 4 月を含めるカレンダー グループを作成します。3 月に前払いを処理するには、3 月のカレンダー
グループ ページを使って、3 月と 4 月 1 日 ～ 15 日のカレンダー両方で受給者に支給されるように指
示します。4 月には 4 月のカレンダー グループを使いますが、ここでは 4 月 16 日 ～ 30 日分の支給だ
けが受給者に行われるように指示します。

カレンダーのセグメントを処理する際、どの有効日のルールを適用するか、およびどの期間の累計を更
新するかを指定できます。たとえば、3 月に 4 月の金額の支給をする場合、3 月に有効な支給ルールを
適用し、3 月の累計を更新するように指示できます。もしくは、4 月に有効になるルールを使用するように
指示することもできます。

注: カレンダー上書きを使用して前払いを処理する別の方法として、オフサイクル オンデマンド コンポー
ネント (GP_OFFCYCLE_) で前払いの指示を入力し、オフサイクル給与計算を実行することができます。
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受給者のカレンダー上書き指示の入力に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[カレンダーグループ] GP_PYE_RUN [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者
データ]、[受給者レベル
上書き]、[受給者カレン
ダーグループ]、[カレン
ダーグループ]

カレンダーを選択し、受給
者に固有な処理指示を
入力します。

[セグメント詳細] GP_PYE_RUN_SEC カレンダーグループページ
で [セグメント詳細]のリン
クをクリックします。

受給者の期間セグメントを
作成し、どのセグメントを処
理するかを指定します。

上書きするカレンダーの選択

カレンダー グループ ページにアクセスします。

カレンダー グループ ページ

[処理開始日]、 [処理終了
日] 、 [支給日]

処理開始日、処理終了日、および支給日を入力します。これらのフィール
ドは、(エレメント名共通ページで [定義の指定日] が [処理開始日]、[処理
終了日]、または [支給日] に設定されている) 処理中の有効日付きエレメ
ントに適用されます。

この日付によって、どの有効日ルール (エレメントの定義) をこれらのエレ
メントに使用するか、エレメントに対しどの期間の累計を更新するかが決
まります。

たとえば、支給エレメントに対し [定義の指定日] が、[処理終了日] に設
定されているとします。バッチ処理中にそのエレメントが処理される場合、
[処理終了日] フィールドで入力した日に有効なエレメントの定義が使用さ
れます。
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[処理開始日] または [処理終了日] が含まれる期間の累計も更新されま
す。

[上書きカレンダーを実行] このチェック ボックスをオンにすると、[処理対象カレンダー] グループ ボッ
クスまたはセグメント詳細ページで指定しているカレンダーまたはセグメン
トのみが処理されます。

このチェック ボックスがオフの場合は、[処理対象カレンダー] グループ ボッ
クスにリストされている上書きの必要なカレンダーの他に、カレンダー グ
ループに含まれているカレンダーも処理されます。

[処理対象カレンダー]

このグループ ボックスでは、受給者に固有の特別な処理指示の指定が必要なカレンダーを選択します。

[連番] カレンダーの処理順序を決定する番号を入力します。

[支給グループ] 上書きするカレンダーに関連付けられた支給グループを入力します。

[カレンダー ID] 上書きするカレンダーを入力します。

[処理オプション] [上書きカレンダーを実行] チェック ボックスがオフの場合にのみ適用しま
す (つまり、選択したカレンダーだけを上書きします)。カレンダー グループ
のほかの全てのカレンダーの前あるいは後に、上書き指示があるカレン
ダーの処理を行うかどうかを決める処理オプションを選択します。値は [標
準カレンダー前]、[標準カレンダー後] および該当なしのいずれかです。

たとえば、3 月のカレンダー グループに通常カレンダーと賞与カレンダーが
含まれる場合、4 月のカレンダー グループにも同様に含まれます。通常の
3 月および 4 月のカレンダーの上書き入力を作成します。上書き指示のあ
る通常カレンダーを処理するには、賞与カレンダーが処理される前に、[標
準カレンダー前] を選択します。カレンダーは、3 月通常、3 月賞与、4 月
通常、4 月賞与の順に処理されます。

[セグメント詳細] このリンクをクリックすると、セグメント詳細ページにアクセスします。

期間セグメントの処理指示の入力

セグメント詳細ページにアクセスします。

セグメント詳細ページ

セグメント開始日 、 セグメ
ント終了日

カレンダー期間の中で、処理をする日と処理をしない日を入力します。

カレンダー期間全体について指示を入力します。
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注: カレンダー期間の一部に対して支給計算を行うには、受給者に対して複数の期間分割トリガを作成
する必要があります。セグメント詳細ページで入力する日付は、トリガ有効日と対応している必要があり
ます。たとえば、2 月 1 日から 9 日までの支給を処理し、残りの日数は処理しない場合、2 月 10 日の
分割トリガを定義します。

関連項目:

第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ
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ポジティブ入力の使い方

この章では、ポジティブ入力の概要および以下の項目について説明します。

• ポジティブ入力の作成

• ポジティブ入力を作成するテンプレート ベースのページの作成および使用

• ポジティブ入力の遡及調整

• ポジティブ入力の確認

ポジティブ入力について
ここでは、以下の項目について説明します。

• ポジティブ入力の特徴

• ポジティブ入力のソース

• インスタンスとバンドル

• 資格ルール

• アクション タイプと処理ルール

• 分割に関する注意事項

• バッチ処理とポジティブ入力

ポジティブ入力の特徴

ポジティブ入力とは、1 つの支給期間に対して入力する支給および控除データです。これは、勤務時間
や一時賞与などの受給者特定のデータで、期間ごとに変更することができます。手動でポジティブ入力
をしたり、PeopleSoft Enterprise 勤務管理などのアプリケーションからデータを受け取ることもできます。

支給エレメントまたは控除エレメントのポジティブ入力を行う際は、固定額、またはエレメントの計算ルー
ル コンポーネントの値のどちらでも入力できます。たとえば、受給者の基本給エレメントを計算するルー
ルが「基本給 = レート×ユニット」である場合は、計算ルールを上書きする金額を入力したり、レート、ユ
ニット、またはその両方に値を指定できます。値を入力する場合は、"40 時間" などの数値を入力した
り、PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理のコンポーネントの値を取得するレート コード エレメン
トを選択することもできます。

グローバル ペイロールは、ポジティブ入力を行う際に使用するオプション機能を備えています。入力に適
用する通貨を選択し、受給者の部門、職務コード、または所在地を上書きし、組織に特定の情報を入力
して、これらを一般会計のシステムに送信することもできます。
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注: 入力したデータは 1 つの支給期間にのみ適用されます｡エレメントの長期にわたる上書きを設定する
場合は、受給者別エレメント割当ページまたはエレメント別受給者割当ページを使用します。

ポジティブ入力のソース

ポジティブ入力は、さまざまなソースから作成され、以下のことが可能です。

• ポジティブ入力ページでデータを手動入力できます。

• 勤務管理、ヒューマン リソース管理の変動報酬管理ビジネス プロセス、またはサード パーティ アプリ
ケーションからデータを取得できます。

• 休暇取得プロセス (GPPDPRUN) を実行し、有給および無給休暇をポジティブ入力に変換できます。

• プロセス リストにポジティブ入力作成セクションを含めて、別の支給カレンダーにポジティブ入力を自動
的に作成できます。

1 つの例外を除いて、手動で入力されたデータは、ほかのソースで作成されたポジティブ入力を常に上
書きします。手動入力のデータのうちアクション タイプが [追加] のものは、自動作成された入力を上書
きしません。勤務管理および休暇取得プロセスなどの複数のソースから受給者データが自動入力され、
手動入力のデータがない場合、全ての自動入力が給与計算実行時に処理されます。

手動入力された場合のみ、ポジティブ入力を編集できます。自動作成された入力を追加、削除、または修
正する必要がある場合は、ポジティブ入力を作成して、自動作成入力を上書きします。また、データがほ
かのアプリケーションで作成されている場合は、ソース レコードを修正して、そのデータを再送信します。

関連項目:

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 285ページ

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 「ポジティブ入力作成セクション」 、 383ページ

第 41 章、 「PeopleSoft Enterprise 勤務管理との統合」 、 1145ページ

第 42 章、 「変動報酬機能との統合」 、 1159ページ

インスタンスとバンドル

このセクションでは、ポジティブ入力のインスタンスとバンドルの概要について説明します。

インスタンス

ポジティブ入力で入力された値は、インスタンスとも呼ばれます。ポジティブ入力を手動でシステムに入力
する際は、入力ごとにインスタンス番号を割り当てます。つまり、受給者が 3 つの異なるレートで超過勤
務を行い、"超過勤務" と名付けられたエレメントに、3 つの異なるポジティブ入力を行う場合、それぞれ
の入力には個別のインスタンス番号が割り当てられます。次の例は、計算ルールが (超過勤務) = (レー
ト) × (ユニット) であると仮定しています。

エレメント インスタンス レート×ユニット

超過勤務 1 25× 10
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エレメント インスタンス レート×ユニット

超過勤務 2 35× 5

超過勤務 3 30× 5

ポジティブ入力が外部ソースから作成される場合、インスタンス番号はシステムにより自動的に割り当て
られます。個別のインスタンス番号が各ポジティブ入力に対して割り当てられるか、ひとまとまりの入力
に対して割り当てられるかは、バンドルが発生したかどうかによります。

バンドル

休暇取得プロセス、勤務管理、またはサードパーティ アプリケーションによって作成されたポジティブ入
力は、さらに効率良く処理するために、支給期間ごとにアレイにバンドルされることがよくあります。週単
位の支給周期で 1 日に 8 時間勤務する場合、8 時間ごとに 5 回入力するところを 40 時間にして 1 回
の入力にバンドルできます。バンドルは、複数行ではなく単一行の出力 (GP_RSLT_ERN_DED) を作成する
以外に処理または結果に影響を与えません。

バンドルごとにインスタンス番号が割り振られます。インスタンス番号は 1 から始まり、カレンダー実行時
に含まれるバンドルされた各エレメントに対し割り当てられます。

データをバンドルするルールは、ポジティブ入力のソースによって異なります。次の図は、ポジティブ入力
とバンドルのソースを示しています。

ポジティブ入力とバンドルのソース
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勤務管理のバンドル ルール

勤務管理から取得されたポジティブ入力は (勤務管理内では給与支給対象時間と呼ばれる)、共通の
データを含む場合、スライスまたはセグメントでバンドルされます。つまり、以下のデータ タイプの値が同
じ場合にバンドルされます。

• レート

• 通貨

• 指定日のレート

• タスク エンティティ*

* バンドルするためには、ビジネス ユニット、製品、および部門など、勤務管理で定義し選択されたタスク
エンティティは、マッピング ページを使ってグローバル ペイロールのシステム エレメントまたは変数エレ
メントにマッピングされている必要があります。

例 1

受給者には、1 週間の勤務日それぞれに対しポジティブ入力が 1 つずつあり、合計 5 つの入力が存在
します。それぞれの入力には、表のようなレート値が指定されています。木曜日を除き、支給レートは毎
日同じです。その結果、4 日間の勤務日を自動的に 10 のレートでバンドルして 1 つのインスタンスが作
られ、木曜日の勤務日に対しては 12 のレートで別のインスタンスが作成されます。

曜日 勤務時間 レート

月 8 10

火 4 10

水 8 10

木 8 12

金 8 10

例 2

受給者が 2 つの部門で勤務しています。ポジティブ入力には、部門 (A または B) を定義するシステム
エレメントと、勤務時間を指定する変数エレメントが含まれます。バンドルするには、システム エレメント
が一致することが条件なので、部門 A の全ての入力がバンドルされ、部門 B の入力には別のバンドル
が作成されます。

曜日 変数 システム エレメント

月 8 部門A

火 8 部門A
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曜日 変数 システム エレメント

水 8 部門B

木 8 部門B

金 8 部門A

休暇取得のバンドル ルール

休暇取得プロセスで作成され、同じスライスやセグメント内にあるポジティブ入力は、休暇取得エレメン
トの定義によってはバンドルできる場合があります。

• 休暇取得エレメントで複数インスタンスを許可するオプションを選択していない場合、支給期間中にあ
る同じ理由の休暇取得のポジティブ入力はバンドルされます。

• 休暇取得エレメントに対するポジティブ入力を、複数の支給エレメントまたは控除エレメントに関連付け
る場合 ("休暇取得" の日数計算フォーミュラ ページ)、それぞれの支給エレメントと控除エレメントのポ
ジティブ入力が個別にバンドルされます。

サードパーティ アプリケーションのバンドル ルール

サードパーティ アプリケーションから取得されたポジティブ入力は、グローバル ペイロールに送信され
る前に各インスタンスに割り当てられたバンドル グループ タグによって、バンドルができる場合とできな
い場合があります。サードパーティ アプリケーションはソース (PI_SOURCE) フィールドに対して固有の値
を使い、分割条件がある場合にそれらに対応する必要があります。サードパーティのインターフェイスで
は、グローバル ペイロールで要求される方法でポジティブ入力をバンドルする必要があります。

資格ルール

ポジティブ入力を変換するには、以下の条件の全てを満たす必要があります。

• 処理対象の受給者が選択され、処理対象に指定されていること。

支給期間のカレンダーを作成する際に、受給者の選択条件を入力します。給与計算処理のラン コント
ロールを設定する際、計算対象の受給者を選択します。

• エレメントがカレンダーから除外されないこと。

• エレメントが、処理中に実行されるプロセス リストのセクションに含まれていること。

• エレメントが受給者の有資格グループに属しているか、ポジティブ入力が "支給元" の処理詳細ペー
ジで上書きとして選択されていること。

ポジティブ入力が変換されない原因

処理中に変換されなかったポジティブ入力のインスタンスがある場合、その原因として可能性が高いの
は、上記に資格ルールとして述べたもの以外に、以下が考えられます。

• エレメント計算ルールのコンポーネントの値が受給者レベルの入力として定義されているが、ポジティ
ブ入力、受給者上書きのどちらでも、コンポーネントの値を指定しなかった場合。

コンポーネントの値を入力せずにポジティブ入力を行うと、エレメントの定義、受給者の上書きがある場
合には、それらを使ってエレメントが変換されます。
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• 給与計算処理の計算フェーズの 終反復を実行後、または受給者の計算を凍結後にポジティブ入力
を行った場合。

関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 405ページ

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 381ページ

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「有資格グループの定義」 、 368ページ

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「処理の概念」 、 580ページ

アクション タイプと処理ルール

ポジティブ入力のインスタンスを手動で入力する際、インスタンスの処理方法を指示するアクション タイ
プを選択します。以下のアクション タイプから選択できます。

• [上書き]

• [追加]

• [処理しない]

• [ゼロにする]

各アクション タイプの簡単な説明を以下に示します。

[上書き]

アクション タイプが [上書き] のポジティブ入力を作成する際は、エレメントのインスタンスの計算ルール
を上書きする金額を入力したり、エレメントの計算ルール コンポーネント (レート、ユニット、パーセント、
またはベース) の値を入力することができます。計算ルールが金額として定義されている場合は、金額だ
けを入力できます。

支給コードを固定額の 100 EUR と定義するとします。受給者には、100 EUR ではなく 90 ＥＵＲ を支給し
たいとします。ポジティブ入力ページでは、アクション タイプを [上書き] として金額 90 ＥＵＲ を入力しま
す。変換時に定義金額 100 ＥＵＲ は上書きされ、受給者は 90 ＥＵＲ を受け取ります。

[追加]

アクション タイプが [追加] のポジティブ入力を作成した場合、受給者別エレメント割当ページまたはエ
レメント別受給者割当ページにエレメント定義または指示が入力されていると、それに基づいてエレメン
トの通常変換が行われます。さらに、ポジティブ入力に入力した値に基づいてエレメントが再度処理され
るので、処理が複数回行われます。

支給コードを固定額の 100 EUR と定義するとします。受給者には、さらに 50 ＥＵＲ を支給したいとします。
管理者はポジティブ入力ページでアクション タイプを [追加] として追加の 50 EUR を入力します。定義金
額 100 EUR が処理され、さらに追加金額 50 EUR が変換されます。受給者は 150 EUR を受け取ります。

[処理しない]

アクション タイプが [処理しない] のポジティブ入力を作成すると、カレンダー計算時に受給者に対してそ
のエレメントは処理されません。結果テーブルに結果は書き込まれません。

[処理しない] の指示は、"カレンダー ID 上書き詳細" ページで終了日を入力しない限り、手動、自動作
成にかかわらず、カレンダーの全てのセグメントやスライス内のエレメントに対するポジティブ入力の全
インスタンスに適用されます。終了日を入力すると、同じスライスやセグメント内のインスタンスへの指示
を限定できます。
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たとえば、インスタンス 1 のアクション タイプが [処理しない] で、同じエレメントのインスタンス 2 のアク
ション タイプが [上書き] だとします。インスタンス 1 に終了日を入力しない場合、[処理しない] の指示は
両方のインスタンスに適用され、どちらも処理されません。

[ゼロにする]

アクション タイプが [ゼロにする] のポジティブ入力を作成すると、値が 0 の支給または控除のインスタン
スが変換されます。

[処理しない] とは異なり、[ゼロにする] の場合は結果テーブルに 0 の金額を書き込み、給与明細の金
額としてゼロが使用できるようになります。また、[ゼロにする] を選択しても他のインスタンスには影響
しません。

アクション タイプが混在する場合のルール

1 つのセグメント内に複数のアクション タイプを持つポジティブ入力が存在する場合は、以下のルール
が適用されます。

• ポジティブ入力が [追加] と [上書き] アクション タイプの組み合わせである場合は、上書き入力が存
在するのでエレメント定義は変換されません。

その代わりに、[上書き]、[追加] という順序 (階層: まずアクション タイプが [上書き] の入力、次にアク
ション タイプが [追加] の入力) でこれらのアクション タイプの全てのポジティブ入力が処理されます。

E3 が固定額 100 USD であると仮定します。アクション タイプが [追加] で 30 USD のインスタンス 1 と、
アクション タイプが [上書き] で 200 USD のインスタンス 2 という、2 つのポジティブ入力を作成します。

アクション タイプが競合しているように見えますが、アクション タイプが入力された順序は関係なく両方
の入力が処理されます。アクション タイプが [上書き] の入力がまず処理され、支給/控除結果テーブ
ルに 200 USD の行が作成されます。次に、アクション タイプが [追加] の入力が処理され、支給/控除
結果テーブルに 30 USD の行が作成されます。

結果として、支給/控除結果テーブルには 2 行が追加され、受給者は E3 について 230 USD を受け取
ります。エレメント自体の定義は、ルール定義に基づいて変換されません。

• アクション タイプの組み合わせとは無関係に、アクション タイプが [処理しない] の入力があると、その
セグメントのその他のポジティブ入力は常に [処理しない] で上書きされます。

言い換えると、このエレメントについては何も処理されません。[処理しない] の値は、全てのアクション
タイプより優先されます。

• アクション タイプ [ゼロにする] は、現在のポジティブ入力インスタンスにのみ影響します。

アクション タイプ [上書き]、[追加]、および [ゼロにする] を組み合わせた場合、全てのエントリが処理
されます。

E4 が固定額 500 USD であると仮定します。次の属性を持つ 3 つのポジティブ入力を作成します。

- アクション タイプが [上書き] で 700 USD

- アクション タイプが [ゼロにする]

- アクション タイプが [追加] で 300 USD

終の結果として、3 つ全てのポジティブ入力が処理され、支給/控除結果テーブルに 3 行 (インス
タンス) が書き込まれ、受給者は E4 について 1000 USD を受け取ります。エレメント自体の定義は変
換されません。また、結果額が 0 の行が作成されます。
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関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「エレメント割り当て上書き、ポジティブ入力、およびエレメント定義の間の
競合の管理」 、 486ページ

第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「ユーザー フィールド セットのあるエレメント割当とポジティ
ブ入力との相互作用の定義」 、 524ページ

分割に関する注意事項

カレンダー支給期間に期間分割やエレメント分割がある場合、ポジティブ入力は比例配分されません。ポ
ジティブ入力は、インスタンスの終了日に基づいて、1 つのセグメントまたはスライスに割り当てられます。

• 終了日がカレンダー期間開始日の前になる場合、インスタンスは支給期間の 初のセグメントかスラ
イスに割り当てられます (次の図のインスタンス 1 を参照)。

• 終了日がカレンダー期間内にある場合、インスタンスはその期間内のセグメントかスライスに割り当て
られます (次の図のインスタンス 2 を参照)。

• 終了日が指定されていないとき、インスタンスは支給期間の 後のセグメントかスライスに割り当てら
れます。

この場合、カレンダーとインスタンスの終了日が同じと見なされます (次の図のインスタンス 3 を参照)。
例外として、"処理しない" の指示を入力すると、エレメントが変換されるのを防ぐことができます。終了
日についての指示を入力しないでこの設定を行った場合、エレメントはどのスライスまたはセグメント
においても変換されません。

• 終了日が支給期間終了日の後になる場合、インスタンスは処理されません (次の図のインスタンス 4
を参照)。

次の図は、終了日を基準にセグメントとスライスに割り当てられるインスタンスを示しています。

終了日を基準にセグメントとスライスに割り当てられるインスタンス
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例 1: ポジティブ入力に与える期間分割の影響

1 月の給与計算を処理しているとします。1 月 16 日に、受給者が昇進した結果、期間分割が発生しまし
た (2 つの総額/純額に分割)。これとは無関係のトランザクションで、この受給者に対し開始日 1 月 20
日、終了日 1 月 21 日の支給エレメントのポジティブ入力を行いました。ポジティブ入力の終了日がセグ
メント 2 の中にあるので、セグメント 2 の中でのみ処理されます。セグメント 1 では、支給エレメントが通
常どおり処理され、ポジティブ入力による影響を受けません。

セグメント 1
1 月 1 日 ～ 15 日

セグメント 2
1 月 16 日 ～ 31 日

エレメントは通常どおり処理されます。 ポジティブ入力が処理されます。

例 2: ポジティブ入力に与えるエレメント分割の影響

1 月の給与計算を処理しているとします。1 月 16 日に受給者の給与レートが変更になったために、エレ
メント分割 (スライス) が発生しました。この受給者に対し開始日 1 月 20 日、終了日 1 月 21 日のポジ
ティブ入力を行いました。ポジティブ入力の終了日がスライス 2 の中にあるので、ポジティブ入力がその
スライスに割り当てられます。エレメントはスライス 1 では処理されません。つまり、ポジティブ入力はエ
レメントの分割を上書きします。(スライス日は、まだ累計と関連しています。)

スライス 1
1 月 1 日 ～ 15 日

スライス 2
1 月 16 日 ～ 31 日

エレメントについて入力されたポジティブ入力は処
理されません。

ポジティブ入力が処理されます。

注: この例は重要なことを示しています。つまり、エレメントがスライスされていて、あるスライスを対象と
した "上書き" のポジティブ入力が、同じ分割内の別のスライスを対象にしていない場合、エレメントは上
書きの対象となるスライスでのみ、上書き値を使用して変換されるということです。それ以外のスライスで
エレメントの変換が行われることはありません。これは、ポジティブ入力は単一のスライスではなく、"セグ
メント全体" でエレメントの通常変換を上書きするからです。

例 3: 給与計算に与えるエレメント分割の影響

スライスおよびセグメントにポジティブ入力を割り当てるルールは、給与計算にも影響を与える可能性が
あります。

(総額) = (支給 1) + (支給 2) とします。ポジティブ入力または分割がない場合、エレメントの値は以下の
ようになります。

エレメント 分割を伴わないエレメント値

支給1 3000

支給 2 900
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エレメント 分割を伴わないエレメント値

総額 3900

税 10%×総額

税 = 390 (10% × 3900)

6 月 10 日、税率が 20 % に引き上げられたので、エレメント分割が発生しました。分割イベント定義には
支給 1、支給 2、および税が含まれます。

エレメント分割 (ポジティブ入力なし) により、各エレメントの値は次のとおりになっています (支給 1 と支
給 2 が比例配分されたと仮定)。

エレメント名 スライス 1
6 月 1 日 ～ 10 日

スライス 2
6 月 11 日 ～ 30 日

支給1 1000 2000

支給 2 300 600

総額 1300 2600

税 10%×総額 20%×総額

税 = 650 ((10% × 1300) + (20% × 2600))

ポジティブ入力のインスタンスを入力すると、次の結果になります。

エレメント 金額 開始日 終了日

支給1 3300 6月 2日 6月 8日

ポジティブ入力が終了日に基づき該当のスライスに割り当てられます。インスタンスの終了日がスライス
1 の中にあるので、支給 1 のポジティブ入力はスライス 1 で変換され、そのエレメントの標準計算が上
書きされます。さらに、エレメントのポジティブ入力は同じ分割内の全てのスライスの通常変換を上書き
するため、支給 1 はスライス 2 で変換されません。

ポジティブ入力およびエレメントの分割がある場合、エレメントの値は次のようになります。
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エレメント名 スライス 1
6 月 1 日 ～ 10 日

スライス 2
6 月 11 日 ～ 20 日

支給1 3300 0

支給 2 300 600

総額 3600 600

税 10%×総額 20%×総額

税 = 480 ((10% × 3600) + (20% × 600))

ポジティブ入力のインスタンスが、今度は以下に示すような開始日と終了日を持っていたとすると、入力
はスライス 2 に割り当てられ、20 % の税が課され 3300 となります。

エレメント 金額 開始日 終了日

支給1 3300 6月 8日 6月 12日

次に、エレメントの値は次のようになります。

エレメント名 スライス 1
6 月 1 日 ～ 10 日

スライス 2
6 月 11 日 ～ 20 日

支給1 0 3300

支給 2 300 600

総額 300 3900

税 10%×総額 20%×総額

税 = 810 ((10% × 300) + (20% × 3900))

税額は、スライス 1 に割り当てられたインスタンスの場合は 660 ですが、ここでは 1080 になります。ポジ
ティブ入力がどのスライスやセグメントに割り当てられるかによって給与計算に大きな影響を与えること
になります。

注: この例は重要なことを示しています。つまり、エレメントがスライスされていて、あるスライスを対象と
した "上書き" のポジティブ入力が、同じ分割内の別のスライスを対象にしていない場合、エレメントは上
書きの対象となるスライスでのみ、上書き値を使用して変換されるということです。それ以外のスライスで
エレメントの変換が行われることはありません。これは、ポジティブ入力は単一のスライスではなく、"セグ
メント全体" でエレメントの通常変換を上書きするからです。
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関連項目:

第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

バッチ処理とポジティブ入力

このセクションでは、バッチ処理でポジティブ入力がどのように扱われるかを説明します。

未処理のポジティブ入力

全てのポジティブ入力の処理が終わらなくてもカレンダーを 終決定できます。たとえば、受給者に 10 ユ
ニットのポジティブ入力があり、計算フェーズを実行後、そのユニットを 12 に変更すると、(ユニット フィー
ルドが反復トリガを作成するように設定されている場合) 反復トリガが作成されます。計算フェーズを再実
行しない場合は、10 ユニットだけが処理されます。ただし、遡及処理を実行すれば、12 ユニットが全て処
理されます (ユニット フィールドが遡及トリガも作成するように設定されている場合)。

延滞回収

アクション タイプが [上書き] のポジティブ入力インスタンスが存在する場合、延滞回収金額が決定され、
初のポジティブ入力インスタンスに追加されます。エレメントが現在の期間中に 1 セグメントあたり複

数回変換される場合は、延滞回収金額を適用する際に次の階層が参照されます。

1. エレメントの通常変換

2. エレメントの上書き変換

3. エレメントのその他の変換

ポジティブ入力のタイプが [追加] のインスタンスのみ存在する ([上書き] などのその他のアクション タイ
プはなし) 場合、エレメントの通常変換に基づいた 初の計算に延滞回収が適用されます。エレメントの
後続のその他の変換には追加されません。アクション タイプ [上書き] と [追加] が混在している場合、
延滞回収金額はエレメントの上書き変換に適用されます。 後に、エレメントの通常変換が存在せず、エ
レメントの上書き変換も存在しない場合は、延滞回収はエレメントのその他の変換に適用されます。延滞
回収金額は 1 度だけ適用されるようにしてください。

周期換算、端数処理、および比例配分

ポジティブ入力で入力した数値のコンポーネントや金額には周期換算、端数処理、および比例配分は適
用されません。ポジティブ入力で入力されなかったコンポーネントの場合は、エレメント定義に基づき通常
のルール処理が行われます。

バッチ処理によるポジティブ入力の保存方法

手動で行ったポジティブ入力は、自動で作成されたポジティブ入力とは別のレコードで管理されます。た
だし、処理中に対象と見なされた全てのポジティブ入力は、そのソースにかかわらず、同じ出力のレコー
ド (GP_RSLT_PI_DATA) に保存されます。2 次のレコード (GP_RSLT_PI_SOVR) には、手動で入力した、ま
たは勤務管理から取得した部門、職務コードなどサポート エレメントのデータが保存されます。

各インスタンスに対して、1 行のデータが出力テーブルに書き込まれます。入力がバンドルされた場合
は、そのバンドル全体に対して 1 行のデータが出力テーブルに書き込まれます。それぞれの入力に個
別のインスタンス番号が割り当てられた場合、それぞれの入力に対して 1 行のデータが出力テーブル
に書き込まれます。

出力テーブルに保存されたインスタンス番号によって、それぞれの入力に処理結果をリンクできます。自
動生成されるソース コード (PI_Source) は、休暇欠勤、ポジティブ入力作成セクション、手動、または勤務
管理など、入力ソースを表します。
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ポジティブ入力の作成
このセクションでは、ポジティブ入力の作成手順、作成に関するヒントおよび以下の項目について説明し
ます。

• 1 人の受給者に対するポジティブ入力の作成

• 複数の受給者に対するポジティブ入力の作成

• ポジティブ入力詳細の上書き

ポジティブ入力を作成する方法

ポジティブ入力を行う前に、ポジティブ入力と関連付けられるカレンダーを設定する必要があります。カレ
ンダーの作成は、給与計算の実行タイプを使って行います。カレンダーを作成した後に、ポジティブ入力
の作成を開始することができます。

グローバル ペイロールでは、ポジティブ入力を手動で行うため、いくつかのオプションを提供しています。
オプションは次のとおりです。

• 選択した支給グループおよびカレンダーに関連付けられた、1 人の受給者に対するポジティブ入力の
作成

• 同じ支給グループおよびカレンダーに関連付けられた、複数の受給者に対するポジティブ入力の作成

• テンプレートを使った同じ支給グループに属する受給者専用のデータ入力ページの作成

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「ポジティブ入力を作成するテンプレートベースのページの作成
および使用」 、 453ページ

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 405ページ

ポジティブ入力を作成する際のヒント

このセクションでは、ポジティブ入力を作成する際のヒントについて説明します。

異なる支給キーによる受給者のポジティブ入力

ポジティブ入力は、それが処理される期間の支給キーに適用されます。たとえば、契約 ID の変更により
分割が発生した場合、ポジティブ入力はそのセグメントに有効な契約 ID に適用されます。インスタンス
に対して適切な開始日や終了日を入力することによって、ポジティブ入力を特定の契約に割り当てるこ
とができます。ポジティブ入力を前期の契約に適用する場合、適用するカレンダーの開始日、終了日を
入力します。必要に応じて、遡及処理が行われます。

業務別に異なるレートで支給を受ける受給者のポジティブ入力

次のことが可能です。

• 適切な数値レートを入力したり、レート コードを選択し、データを取得

• 支給エレメントが固定的賃金外のレート コードで定義されている場合、職務コード システム エレメント
を上書き

選択した職務コードに対するレートが検索されます。
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関連項目:

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「支給元の処理詳細の入力」 、 371ページ

終決定または承認済みカレンダーのポジティブ入力

終決定または承認済みの受給者に対して入力されたポジティブ入力は、同じカレンダーの遡及支給実
行中にのみ処理されます。ポジティブ入力を作成する支給グループおよびカレンダーが 終決定済みで
あるか、銀行処理が承認済みで、カレンダーに関連付けられた受給者が存在する場合は、次のようなメッ
セージがデータ入力ページに表示されます。

"支給カレンダーは 終決定/承認済みです。確定後に行った変更は、遡及処理での対応となります。"

ポジティブ入力の作成に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[ポジティブ入力] GP_PI_MNL_ERNDED [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者
データ]、[支給と控除の割
当]、[ポジティブ入力]、[ポ
ジティブ入力]

1人の受給者に対するポジ
ティブ入力を行います。従
業員 ID、支給グループ、
およびカレンダーを選
択してこのページにア
クセスします。

[PI - カレンダー別] GP_PI_GRP_ERNDED [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給与
計算の準備]、[ポジティブ
入力-カレンダー別]、[PI -
カレンダー別]

同じ支給グループおよびカ
レンダーの受給者に対し
て、ポジティブ入力を作成、
編集、または表示します。

[ポジティブ入力-詳細] GP_PI_MNL_SEC ポジティブ入力ページの [メ
インコンポーネント] タブま
たは"PI - カレンダー別"
ページの [エレメント上書
き] タブの詳細ボタンをク
リックします。

パーセント、ベース、レー
ト、ユニット、金額の各
フィールドにレートコードま
たは数値を入力します。ま
た、[通貨]フィールドで通
貨の変更、[ポジティブ入力
名]フィールドで名称の追
加、[開始日]および [終了
日]フィールドで値の入力
を行います。また、部門、
職務コード、指定日の給与
レートなどポジティブ入力
に関連付けられたシステム
エレメントおよび変数エレメ
ントも上書きできます。

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「テンプレートの処理に使用するページ」 、 454ページ

1 人の受給者に対するポジティブ入力の作成

ポジティブ入力ページにアクセスします。
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ポジティブ入力ページ

1 人の受給者に対するポジティブ入力を作成するには、次の手順に従います。

1. [アクション] タブで、ポジティブ入力を行う支給エレメントまたは控除エレメントを選択し、インスタ
ンス番号を割り当て、処理中に実行されるアクションを指定します。

2. 必要に応じて、[メイン コンポーネント] タブで、エレメントの計算ルール コンポーネントに対する
数値を入力します。

3. エレメントの計算ルール コンポーネントに対してパーセントまたはベースの数値を入力するか、レー
ト コード エレメントを選択する場合は、[メイン コンポーネント] タブの詳細ボタンをクリックします。

また、必要に応じて、システム エレメントまたは変数エレメントの値を上書きすることもできます。

[アクション]

[アクション] タブをクリックします。

この受給者に適用されるポジティブ入力の各インスタンスを入力します。

[入力タイプ] [支給] または [控除] を選択して、ポジティブ入力を行うエレメントのタイプ
を指定します。

[エレメント名] ポジティブ入力を行うエレメント名を選択します。以下の条件を全て満たす
エレメントを選択できます。

• 選択した入力タイプを持つもの。

• ポジティブ入力の上書きが可能になっていること (エレメント名共通ペー
ジ (GP_PIN) で指定)。

• ユーザー ルール プロファイル ページのユーザー ルール プロファイル
に関連付けられた国に対し定義されたエレメントであること。

つまり、ユーザー ルール プロファイルに [特定の国] としてフランスが設
定されている場合、フランスおよび全ての国に対して設定されたエレメン
トだけを表示できます。

[インスタンス] エレメントに入力するポジティブ入力のインスタンスを表す、1 から 999 ま
での数字を入力します。 初の行のデフォルト入力値は 1 です。

注: [アクション タイプ] が [追加] である場合はインスタンス番号は必須で
す。
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[アクション タイプ] ポジティブ入力のこのインスタンスを処理する際に行われるアクションのタ
イプを選択します。[上書き]、[追加]、[処理しない] および [ゼロにする] か
ら選択します。

[ゼロにする] を選択すると、"ポジティブ入力 - 詳細" ページで情報を入力
できなくなります。

参照: 第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「アクション タイプと処理
ルール」 、 438ページ

[メイン コンポーネント]

[メイン コンポーネント] タブをクリックします。

入力できるフィールドは、[アクション タイプ] フィールドの選択値と、支給エレメントまたは控除エレメント
で使われる計算ルールによって異なります。

[ユニット] ユニットがエレメントの計算ルールのコンポーネントの場合、このフィール
ドに正または負のユニット数を入力できます。

レート コード エレメントを選択してヒューマン リソース管理のユニットの値
を取得するには、詳細ボタンをクリックして "ポジティブ入力 - 詳細" ペー
ジにアクセスします。

ユニットの値を入力しない場合、エレメントの計算ページでユニットが定義
済みの場合は、該当する値を決めるエレメントの指定日が確認されます。

[レート] [ユニット] フィールドと同様です。

[金額] エレメントの計算ルールを上書きするには、正または負の金額を入力しま
す。計算ルールにかかわらず、この金額を使ってエレメントが変換されま
す。

金額を入力しても、エレメントの計算ルールに "ユニット" や "レート" のコ
ンポーネントが使用されていれば、[ユニット] や [レート] フィールドに数値
を入力できます。入力した値が計算に使われることはありませんが、支給
と控除の結果テーブルにその値が転送され、給与明細で利用できます。

たとえば、レート×ユニットと定義された支給エレメントがあり、金額とレート
を入力した場合、入力した金額を使ってエレメントが変換され、金額とレー
トの両方の値が結果テーブルに転送されます。

[通貨コード] レートまたは金額を選択する際は、処理通貨のコード (エレメント定義また
は支給元で定義済み) が表示されます。

別の通貨を使う場合は、その通貨を選択します。

[詳細] 詳細ボタンをクリックして "ポジティブ入力 - 詳細" ページにアクセスし、エ
レメントの計算ルール コンポーネント (パーセント、ベース、レート、金額、
ユニット) にレート コードを選択するか、数値を入力します。また、ビジネス
ユニット、部門、または職務などのポジティブ入力のこのインスタンスに関
連付けられている変数またはシステム エレメントを上書きして、その他の
指示を入力することもできます。

"ポジティブ入力 - 詳細" ページで指示が入力されている場合、[詳細あり]
チェック ボックスがオンになります。
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複数の受給者に対するポジティブ入力の作成

PI - カレンダー別ページにアクセスします。

PI - カレンダー別ページ

このページを使って、同じ支給グループおよびカレンダーに関連付けられた複数の受給者に対するポジ
ティブ入力を追加、変更、または表示できます。このページからポジティブ入力を削除することはできま
せん。

[既存エントリの検索]

このグループ ボックスを使って、表示または編集するポジティブ入力レコードを指定します。検索条件を
全て満たす入力が検索されます。

受給者のポジティブ入力を表示する、または未処理の入力を編集するには、次の手順に従います。

1. 確認するポジティブ入力に対する検索条件を入力します。

部門または所在地コードで検索するには、先にビジネス ユニットを選択する必要があります。

バッチ コードで検索するには、検索条件に一致し、バッチ コードが割り当てられている受給者が
低でも 1 人存在する必要があります。これは、[既存エントリの検索] グループ ボックスの [バッ

チ コード] フィールドでは、検索条件に一致する受給者に割り当てられた全てのバッチ コードの取
得元のテーブルが検索されるためです。

2. [一致するポジティブ入力の選択] ボタンをクリックします。

3. [支給/控除] グループ ボックスの両方のタブで入力を確認または編集します。

[支給/控除]

このグループ ボックスのフィールドは、1 人の受給者のポジティブ入力を行うために使用するポジティブ
入力ページ上のフィールドと似ています。

複数の受給者のポジティブ入力を行うには、次の手順に従います。

1. (省略可) [エレメント上書き] タブで、受給者レコードが関連付けられているポジティブ入力を識別
しやすいように、各受給者行に固有のバッチ コードを入力します。

2. このタブにある残りの必須およびオプションのデータ入力フィールドの入力を完了します。
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3. (省略可) 詳細ボタンをクリックして "ポジティブ入力 - 詳細" ページにアクセスし、各受給者のレー
ト コード、開始日および終了日、その他の指示を入力します。

ポジティブ入力に関連付けられたシステム エレメントおよび変数エレメントを上書きすることもで
きます。

4. 必要であれば、データ入力フィールドに行を追加します。

データ入力フィールドに行を追加するには、次の手順に従います。

1. [選択済行から値をコピー] チェック ボックスをオンにして、指定の行に入力した値を新しい行に
コピーします。

このチェック ボックスをオフにすると、空白の行が追加されます。

2. コピーする行の [+] (行 N に複数行を追加) ボタンをクリックして、表示されるユーザー プロンプト
フィールドに追加する行数を入力します。

[従業員 ID] フィールドと [雇用レコード No.] フィールドの値はコピーされません。

3. [エレメント] タブと [エレメント上書き] タブの両方で、全ての新しい行に対して従業員 ID とその他
の値を入力します。

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「1 人の受給者に対するポジティブ入力の作成」 、 446ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「ポジティブ入力詳細の上書き」 、 450ページ

ポジティブ入力詳細の上書き

"ポジティブ入力 - 詳細" ページにアクセスします。

ポジティブ入力 - 詳細ページ (1/2)
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ポジティブ入力 - 詳細ページ (2/2)

ページ上部に表示されるタイトルは、このページにポジティブ入力ページからアクセスしたか、PI - カレン
ダー別ページからアクセスしたかに応じて異なります。

[値またはエレメントの設定]

ユニット、レート、ベース、およびパーセントの各フィールドは、これらが、選択した支給エレメントまたは
控除エレメントの計算ルールに使用されるコンポーネントである場合にのみ使用できます。ポジティブ入
力ページで入力した全ての数値が、ここで表示されます。

ユニットに正または負の数値を入力したり、ヒューマン リソース管理の値を取得するレート コード エレメ
ントを選択できます。コンポーネントに値を入力しない場合、およびコンポーネントの値が該当エレメント
の計算ページで定義済みである場合は、エレメントの指定日を使用して値が決定されます。

[開始日] 、 [終了日] [開始日] フィールドには、ポジティブ入力のインスタンスの開始日を入力し
ます。[開始日] フィールドに値を入力する場合、[終了日] フィールドにも値
を入力する必要があります。開始日は処理に使用されません。

終了日は、カレンダー期間終了日と異なる場合に入力します。カレンダー
期間が分割される場合、入力した終了日により、ポジティブ入力のインスタ
ンスをどのセグメントやスライスに割り当てるかが決まります。終了日はカ
レンダー期間終了日、またはそれ以前である必要があります。

[通貨] [レート値]、[ベース値]、または [金額値] フィールドに値を入力すると、処
理通貨のコード (エレメント定義または支給元で定義済み) がこのフィール
ドに表示されます。別の通貨を使う場合は、その通貨を選択します。

[休暇欠勤日]

休暇取得に関連付けられた支給エレメントまたは控除エレメントのポジティブ入力を行う場合は、以下の
フィールドに値を入力します。

[イベント開始日] 、 [イ
ベント終了日]

休暇欠勤イベントの日付を入力します。

[期間開始日] 休暇欠勤イベントまたはカレンダー期間の開始日より後の日付を入力しま
す。

[期間終了日] 休暇欠勤イベントまたはカレンダー期間の終了日より前の日付を入力しま
す。
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[その他のデータ]

[バッチ コード] このフィールドには、[エレメント上書き] タブにバッチ コードが設定されてい
る場合、それがデフォルトで挿入されます。バッチ コードはオプションで、受
給者レコードが関連付けられているポジティブ入力を識別しやすいようにし
ます。この識別子をPI - カレンダー別ページで検索値として使用できます。

注: 各受給者については、"PI - カレンダー別" ページに入力するバッチ
コードが、[エレメント上書き] タブのバッチ コードと同期化されます。逆の
場合も同様です。

[ポジティブ入力名] (ポジ
ティブ入力の名称)

入力した名称は GP_RSLT_PI_DATA レコードに保存されます。この機能を
使うと、給与明細や報告書を、エレメント名共通ページ (GP_PIN) で定義し
たエレメントの名称以外の特別な名称を使って印刷できます。

[サポート エレメント上書き]

ポジティブ入力のインスタンスと関連付けられた、システム エレメントまたは変数エレメントを上書きできま
す。たとえば、インスタンスに関連付けられた部門、職務コード、または所在地を上書きできます。固定的
賃金外の支給エレメントの職務コードを上書きする際、指定した職務に対する給与レートが使用されます。

ある受給者が組織で 2 つのタイプの業務に就き、支給レートが 2 つあると仮定します。支給期間中、受
給者は、正規の業務である職務 A で 32 時間、職務 B で 8 時間働きました。この場合、職務 A のポジ
ティブ入力のインスタンスに 32 時間を入力します。この入力は受給者の正規の職務に適用されるので、
このインスタンスには他に何も入力する必要はありません。次に職務 B のインスタンスに 8 時間を入力
し、[サポート エレメント上書き] グループ ボックスを使って 8 時間のインスタンスの標準職務コードを上
書きします。

1 回の上書きは、ポジティブ入力したインスタンス 1 つだけに適用されます。インスタンスが変換される
と、サポート エレメントはその前の値に戻されます。入力できるフィールドは、そのエレメントのフォーマッ
トが数字か、文字か、日付かによって変わります。通貨値は入力できません。

注: 実際に表示される [サポート エレメント上書き] グループ ボックスは、このドキュメンテーションで表
示されるものと異なる場合があります。各エレメントのラベル、フィールド、およびプロンプト表示は、サ
ポート エレメント上書きのデータを簡単かつ正確に入力できるよう、設定可能なエレメント上書き機能を
使用して修正できます。

参照: 第 9 章、 「エレメント上書きの設定」 、 233ページ

[ビジネス ユニット] ヒューマン リソース管理の職務データ コンポーネントで受給者に割り当て
られたもの以外のビジネス ユニットを指定するには、検索結果リストから
選択します。

[サポート エレメント上書き] グループ ボックスに値を入力する際に使用で
きるように、検索結果リストに値がロードされます。

[エレメント入力タイプ] 上書きするエレメント タイプを選択します。選択できる値は [システム エレ
メント] と [変数] です。

[エレメント名] 以下の条件を全て満たすエレメントから、上書きするエレメントの名前を入
力します。

• 選択した入力タイプであること。

• ポジティブ入力の上書きが可能になっていること (エレメント名共通ペー
ジで指定)。
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• ユーザー基本設定に一致すること。

[文字値] 選択したサポート エレメントで文字値を使用する場合、このフィールドには
25 文字 (半角) まで入力できます。

ビジネス ユニットを選択していない場合、部門、職務コード、所在地のシス
テム エレメントを選択すると、このフィールドは使用できなくなります。

ビジネス ユニットおよび部門、職務コード、または所在地を選択した場合、
選択したビジネス ユニットに適用できる値がリストされた検索結果リストが
表示されます。表示されたリストから上書き値を選択できます。

たとえば、ビジネス ユニットにビジネス ユニット 123 を、エレメント名に職
務コードを選択すると、ビジネス ユニット 123 に関連付けられた全ての職
務コードが検索結果リストに表示されます。

[数値] サポート エレメントで数値を使う場合は、使用する数値を入力します。

[日付値] サポート エレメントで日付値を使う場合は、使用する日付を入力します。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「給与レート コード エレメントの定義」 、 114ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「分割に関する注意事項」 、 440ページ

第 9 章、 「エレメント上書きの設定」 、 233ページ

ポジティブ入力を作成するテンプレート ベースの
ページの作成および使用

ポジティブ入力テンプレートを作成するには、ポジティブ入力テンプレート コンポーネント (GP_PI_BULK_
TMPLT) を使用します。

このセクションでは、テンプレートの概要および以下の作業を行う方法について説明します。

• ポジティブ入力用のデータ入力ページの作成

• テンプレート ベースのページでのポジティブ入力の作成

テンプレートについて

テンプレートを使用して、受給者に固有のポジティブ入力情報の入力をユーザーに促す独自のデータ入
力ページを設計できます。6 つまでの支給および控除エレメントのフィールドに加えて、2 つのコンポー
ネントの上書きを可能にし、各支給または控除エレメントに対して 3 つのサポート エレメントを上書き可
能にできます。ユーザーは、設計したページにアクセスして、同一の支給グループの複数の受給者につ
いてポジティブ入力を迅速に入力できます。

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「ポジティブ入力の作成」 、 445ページ
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テンプレートの処理に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[PI - テンプレート] GP_PI_BULK_TMPLT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[ポジティ
ブ入力テンプレート]、[PI -
テンプレート]

データ入力ページ (テン
プレート別PIページ)に
表示されるフィールドを
定義します。

[テンプレート別PI] GP_PI_BULK_SSN [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給与
計算の準備]、[ポジティブ
入力-テンプレート別]、[テ
ンプレート別PI]

同じ支給グループおよびカ
レンダーの受給者に対し
て、ポジティブ入力を作成
します。このページは、"PI
- テンプレート"ページで作
成されたテンプレートに基
づいて構成されます。

ポジティブ入力用のデータ入力ページの作成

PI - テンプレート ページにアクセスします。

PI - テンプレート ページ (1/2)
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PI - テンプレート ページ (2/2)

注: 各テンプレートは、テンプレートを作成したユーザーの国と関連付けられています。

[エレメント コンポーネント/メイン コンポーネント]

エレメント名共通 (GP_PIN) ページでポジティブ入力が上書き可能に設定された支給または控除エレメン
トを 6 つまで選択できます。これらのエレメントは、データ入力ページに表示されるものです。

選択した各支給または控除エレメントに対して、1 つまたは 2 つのコンポーネントの上書きフィールドを含
めることができます。コンポーネントは、支給または控除エレメントの計算ルールに使用されます。

[コンポーネント 1] 、 [コ
ンポーネント 2]

ユーザーが上書き可能なコンポーネントのタイプを選択します。選択できる
のは、[金額]、[ベース]、[パーセント]、[レート] および [ユニット] です。

エレメントの計算ルールの一部であるコンポーネントだけを選択できます。

[保存オプション]

テンプレート ベースのポジティブ入力ページを使用して給与計算データを入力すると、Global Payroll では
コンポーネント インターフェイスを使用して、このデータを実際のポジティブ入力レコードにロードします。
ポジティブ入力レコードに送信して保存するデータを制限する場合は、[保存オプション] グループ ボック
スのフィールドを使用します。

[常に保存]: 値がコンポーネント用に指定されているか、サポート エレメント上書き用に指定されている
かに関係なく、受給者のポジティブ入力を保存する場合に選択します。

[コンポーネントがゼロ以外のとき]: 値がコンポーネントまたはサポート エレメント上書き用に指定されて
いるときにだけ受給者のポジティブ入力を保存する場合に選択します。

[サポート エレメントが存在するとき]: コンポーネント値が入力されているかどうかに関係なく、値がサポー
ト エレメント上書き用に指定されているときにポジティブ入力を保存する場合に選択します。

[エレメント属性]

[開始終了日を使用] データ入力ページに [期間開始日] フィールドと [終了日] フィールドを表示
する場合に選択します。これにより、ポジティブ入力インスタンスの開始日
と終了日が入力できるようになります。

カレンダー期間が分割される場合、終了日によりインスタンスをどのセグメ
ントやスライスに割り当てるかが決まります。

[通貨コード] 全ての入力に適用される通貨コードを表示するフィールドを含めるには、
該当する通貨を選択します。
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[サポート エレメント上書き]

テンプレート別 PIページでポジティブ入力を行う際に、ユーザーが上書きできるシステム エレメントまた
は変数エレメントを、3 つまで選択できます。

[入力タイプ] 選択できる値は [システム エレメント] と [変数] です。

[サポート エレメント] ユーザーが上書きできるサポート エレメントの名前を入力します。指定の
エレメントを 1 度だけ選択できます。

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「ポジティブ入力詳細の上書き」 、 450ページ

テンプレートで作成したページでのポジティブ入力の作成

テンプレート別 PIページにアクセスします。

テンプレート別 PIページ

注: 表示されるフィールドは、テンプレートによって異なります。テンプレート別 PIページは、単一のポジ
ティブ入力インスタンスのデータ入力を迅速に行うことを目的としています。

従業員 ID および雇用レコード番号の各組み合わせに対して、データを 1 行入力できます。テンプレー
トを保存した後は、このコンポーネントを使用して入力を表示したり編集することはできなくなります。保
存後の修正または追加は全て、ポジティブ入力コンポーネントまたはポジティブ入力 - カレンダー別コン
ポーネントから行う必要があります。どちらのコンポーネントも複数のポジティブ入力インスタンスを作成
できます。初回の入力は "ポジティブ入力 - テンプレート別" コンポーネントを使用して迅速に実行でき
ます。2 回目以降は必要に応じて、上記の 2 つのコンポーネント ("ポジティブ入力" または "ポジティブ
入力 - カレンダー別") のどちらかを使用して、指定の支給グループ/支給カレンダーのポジティブ入力
を全て呼び出すことができます。その時点で、複数のインスタンスを入力したり、必要に応じて初回の入
力を修正できます。
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ポジティブ入力を行うには、次の手順に従います。

1. ポジティブ入力を作成する支給グループおよびカレンダー ID を選択します。

カレンダー期間の開始日と終了日が表示されます。

2. (省略可) 作成するポジティブ入力の各インスタンスに適用する固有のバッチ コードを入力しま
す。バッチ コードは、受給者レコードが関連付けられているポジティブ入力を識別しやすいように
します。この識別子をPI - カレンダー別ページで検索値として使用できます。また、バッチ コード
は、"PI - カレンダー別" ページや "ポジティブ入力 - 詳細" ページで修正または編集できます。

3. 入力するポジティブ入力の各インスタンスに適用するアクション タイプを選択します。

参照: 第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「アクション タイプと処理ルール」 、 438ページ

4. ポジティブ入力のインスタンスを各行に 1 つずつ入力します。

ポジティブ入力を自動作成する場合は、 低でも 1 つのコンポーネントの値を入力する必要があ
ります。

5. 必要であれば、データ入力フィールドに行を追加します。

データ入力フィールドに行を追加するには、次の手順に従います。

1. [選択済行から値をコピー] チェック ボックスをオンにして、指定の行に入力した値を新しい行に
コピーします。

このチェック ボックスをオフにすると、空白の行が追加されます。

2. コピーする行の [+] (行 N に複数行を追加) ボタンをクリックして、表示されるユーザー プロンプト
フィールドに追加する行数を入力します。

[従業員 ID] フィールドと [雇用レコード No.] フィールドの値はコピーされません。

3. [受給者]、[追加コンポーネント]、[サポート エレメント] および [ポジティブ入力表示] タブで新し
い行に値を入力します。

ポジティブ入力の遡及調整
このセクションでは、遡及調整の概要と、ポジティブ入力を訂正する方法について説明します。

遡及調整について

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• ポジティブ入力と再計算オプション

• ポジティブ入力の削除

• デルタの適用

• 不一致のセグメントとスライスおよび再計算しないオプション

• バージョン番号

ポジティブ入力と再計算オプション

ポジティブ入力は、遡及処理中にエレメントの再計算ルールを上書きします。エレメントの計算ページの
[遡及再計算オプション] チェック ボックスの設定にかかわらず、ポジティブ入力に入力される値を基に
インスタンスが変換されます。
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ただし、ポジティブ入力を削除する際にはこのルールは適用されません。

ポジティブ入力の削除

[再計算しない] が選択されていて、支給カレンダーが既に 終決定されているエレメントのポジティブ入
力を削除する場合、元の入力をそのままにして、アクションを [処理しない] に変更するのが 善の方法
です。こうしておけば、次に給与計算を再実行しても、エレメントは変換されません。入力を削除してしま
うと、エレメントや期間の分割がある場合は、予測外の結果が生じるおそれがあります。

デルタの適用

セグメントが一致するときに遡及デルタを調整値として現在の期間に繰り越すために、エレメントのデル
タが合計され、現在のカレンダーの 初のセグメントに繰り越されます。 初のセグメントがスライスされ
ている場合は、この 初のセグメント内の 初のスライスに調整値が繰り越されます。エレメントが現在
の期間中に 1 セグメントあたり複数回変換される場合は、合計されたデルタを適用する際に次の階層が
参照されます。

1. エレメントの通常変換

2. エレメントの上書き変換

3. エレメントのその他の変換

現在の期間で、[追加] のアクション タイプだけを持つポジティブ入力の複数のインスタンスが存在する場
合、調整値がエレメントのその他の変換ではなくエレメントの通常変換に適用されます。[上書き] と [追加]
のアクション タイプが混在するために複数の行が存在する場合、遡及調整値がエレメントの上書き変換
に適用されます。 後に、エレメントの通常変換が存在せず、エレメントの上書き変換も存在しない場合
は、遡及調整値がエレメントのその他の変換に適用されます。調整額が適用されるのは 1 度だけです。

不一致のセグメントとスライス

エレメントが分割されている場合に遡及処理を行うと、元の計算の変換数と再計算のスライス数が比較
され、不一致が存在するかどうかが判断されます。アクション タイプが [追加] のポジティブ入力インスタ
ンスは、偽の不一致を発生させることがあるのでカウントから除外されます。

バージョン番号

手動以外のソースから作成されるポジティブ入力に遡及調整を行う際は、バージョン管理機能を使って
元の入力と修正後の入力を区別します。元の入力にバージョン番号 1 が割り当てられます。この番号
は PI_VER_NUM フィールドにロードされます。バージョン番号は調整が行われるたびに増加します。この
バージョンは、遡及支給処理による結果を追跡するためのバージョン番号およびレビジョン番号とは異
なります。

そのカレンダーに作成されたポジティブ入力の全てのインスタンス (変更しなかったインスタンスも含む)
に割り当てられたバージョン番号が更新されるため、元の入力と遡及処理に使用される入力を区別でき
ます。

たとえば、休暇取得プロセスで 1000 の値を持ったポジティブ入力のインスタンスを作成したとします。
バージョン 1 が自動的にこのインスタンスと他の手動以外の入力に割り当てられます。2 か月後に、遡
及調整により値が 1200 に変更になりました。ターゲット カレンダーの給与計算を再実行する際、更新さ
れた入力と他の全てのポジティブ入力の手動以外の入力が自動的にバージョン 2 となります。

関連項目:

第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ
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ポジティブ入力の訂正

ポジティブ入力のインスタンスを修正するには、元の入力の支給期間で修正を行います。オンライン変
更を検出するための遡及トリガを定義した場合、入力はトリガ発生テーブルに書き込まれます。受給者
の次の給与計算サイクルを実行する際、テーブルからデータが読み込まれ、ポジティブ入力の遡及調整
が行われます。

ポジティブ入力の確認
給与計算処理の計算フェーズを実行した後で、[カレンダー別結果] およびカレンダー グループ別結果コ
ンポーネントに含まれるぺージでポジティブ入力を表示することができます。

関連項目:

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「ポジティブ入力の結果の表示」 、 618ページ
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上書きの設定

この章では、上書きの概要および以下の項目について説明します。

• 支給元上書きの定義

• 支給グループ上書きの定義

• 受給者上書きの定義

• 支給カレンダー上書きの定義

• エレメントを使用した上書きの定義

• エレメント定義上書きの定義

• ポジティブ入力を使用した上書きの定義

• エレメント定義、ポジティブ入力、およびエレメント割り当て上書きの間の競合の管理

• 補足ルール インスタンスの作成

• バッチ処理での上書きの変換

上書きについて
このセクションでは、この章で使用する共通フィールドと以下の項目について説明します。

• 上書きレベル

• 主要エレメントの上書き

• サポート エレメントの上書き

• 上書きに対する開始日および終了日のロジック

• エレメントの上書きと分割

上書きを使用して、指定期間に対するエレメントの変換に使う値を制御します。給与計算または休暇欠勤
処理を実行する際に、エレメントのルール定義が検索され、入力した上書きの指示が全て適用されます。

この章で使用する共通フィールド

エレメント定義上書き 主要エレメント (支給、控除、休暇取得、または休暇付与) の定義で使用さ
れたブラケット、日付、デュレーション、フォーミュラ、または変数エレメント
の値を上書きします。

支給カレンダー上書き カレンダーから特定の支給、控除、および休暇欠勤エレメントを除外し、関
連付けられたブラケット、日付、デュレーション、フォーミュラ、および変数エ
レメントの値を上書きできます。
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支給元上書き 、 支給グ
ループ上書き

指定の支給元または支給グループにリンクされた受給者のエレメントを変
換する際、ブラケット、日付、デュレーション、フォーミュラ、または変数エレ
メントの値を上書きします。

受給者上書き 受給者固有の上書きでは以下の 4 つのタイプの上書きが可能です。

• 支給、控除、または休暇欠勤エレメントの割り当てまたは無効化

• 支給、控除、または休暇欠勤 (および控除に対する延滞回収金額) エレ
メントの定義の上書き

• 特定の支給または控除で使用される変数値の上書き

• 変換が発生するたびに行われる、ブラケット、日付、デュレーション、フォー
ミュラ、または変数エレメントの上書き

ポジティブ入力上書き ポジティブ入力インスタンスに対する支給、控除、または休暇欠勤エレメ
ントの定義を上書きします。ポジティブ入力のインスタンスと関連付けられ
た、システムおよび変数エレメントを上書きできます。

エレメント使用上書き エレメントの値が、アレイ、ブラケット、日付、またはフォーミュラ エレメント
によって更新可能かどうかを制御します。

上書きレベル

エレメントの上書き指示を入力する前に、エレメント名共通ページの [上書きレベル] グループ ボックスで
適切なチェック ボックスをオンにして、上書きを許可するタイプを指定する必要があります。

サポート エレメントの上書きを可能にする場合は、エレメント名共通ページで [常時再計算] チェック ボッ
クスをオフにします。この操作を行わない場合は、エレメントの変換には上書きの値ではなくエレメントの
定義の値が使用されます。

注: 追加レベルの "受給者/カレンダー" 上書きがサポート エレメントに存在します (オフサイクル リクエ
スト コンポーネントを使用)。このレベルは、オフサイクル リクエストでのみ使用でき、定期カレンダーに
は展開されません。"受給者カレンダー上書き" ページでサポート エレメント上書きを入力する前に、サ
ポート エレメントのエレメント名共通ページにある [上書きレベル] グループ ボックスの [受給者] チェック
ボックスと [カレンダー] チェック ボックスをオンにする必要があります。

参照: 第 24 章、 「オフサイクル処理の管理」 、 「追加支給の作成」 、 688ページ

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

主要エレメントの上書き

上書きレベルでは、支給、控除、休暇取得、および休暇付与の各エレメントの値を、システムの定める以
下の適用順序に従って制御することができます。

1. 受給者上書き

受給者レベルで、支給、控除、休暇欠勤のエレメントの割り当てまたは無効化を行ったり、各エレ
メントの定義を上書きします。

2. 支給カレンダー上書き

3. エレメント使用上書き

4. ポジティブ入力上書き
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サポート エレメントの上書き

8 つの上書きレベルによって、ブラケット、日付、デュレーション、フォーミュラ、および変数の値を制御で
きます。

• 支給元上書き

• 支給グループ上書き

• 受給者上書き: 受給者に対して変換が発生するたびに、ブラケット、日付、デュレーション、フォーミュ
ラ、または変数エレメントの値を上書きします。

• 受給者/エレメント上書き: 受給者に割り当てられた特定の支給または控除に使用された変数の値を
上書きします。

• 支給カレンダー上書き

• エレメント使用上書き

• エレメント定義上書き

• ポジティブ入力上書き

サポート エレメントに対して複数の上書きがある場合は、支給元上書きから始まり、次の図に示された
順序で上書きが適用されます。
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エレメント上書きの階層

注: 受給者/エレメント上書きでは、受給者の特定の支給または控除に関連付けられた変数エレメントの
上書きが参照されます。これらの上書きは、エレメント別受給者割当ページおよび受給者別エレメント割
当ページにリンクされているエレメント詳細ページで入力します。受給者上書きとは、受給者に関連付け
られたブラケット、日付、デュレーション、フォーミュラ、または変数の上書きです。このような上書きは、受
給者のサポート エレメント上書きページで入力します。
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例

VARIABLE1 は、以下の値を持っています。

• 30 (ルール定義)

• 20 (支給元上書き)

• 10 (支給グループ上書き)

この場合、支給元上書きより支給グループ上書きが優先されるので、VARIABLE1 は 10 に変換されます。

上書きに対する開始日および終了日のロジック

上書き指示を入力する際に、開始日を指定します。

開始日は、上書き指示の適用をいつ開始するかを表します。デフォルトは現在の日付です。

ほとんどの場合、終了日は省略可能です。終了日は、上書き指示がいつ非アクティブになるかを指定し
ます。同じエレメントに対して複数行の指示を入力する場合にのみ、入力必須です。

処理される上書きタイプによって、開始日と終了日の処理ルールは異なります。

受給者上書きと分割

このセクションでは、以下について説明します。

• 受給者上書きと分割

• 受給者上書きを要因とする分割

• 受給者上書きの場合の比例配分と分割

受給者上書きと分割

ヒューマン リソース管理または以下のデータの変更に基づいて、支給期間をスライスまたは分割するよ
うに、グローバル ペイロール システムを設定できます。

• 期間中に発生する職務ステータスまたは職務名の変更

• 期間中に発生する部門間異動

• 期間中に発生する給与レートの変更

スライスまたは分割された期間内に受給者上書きがある場合、上書きの終了日と同様にセグメント/スラ
イスの終了日に基づいて、異なるスライス/セグメントに上書きが適用されます。

上書きが適用されるスライスまたはセグメントは、以下のルールに従って決定されます。

• 上書きをセグメントに適用する場合は、上書きの終了日がセグメント終了日と同じか、それ以降の日付
(または空白) である必要があります。

• 上書きの終了日が、あるセグメントの終了日よりも後の日付で、次のセグメントの終了日と同じかそれ
よりも後の日付の場合は、1 つの上書きを複数のセグメントに適用できます。

• 上書きの終了日がセグメント終了日よりも前の日付の場合、上書きはそのセグメントには適用されま
せん。

• セグメント上書きはセグメント終了日時点でアクティブにする必要があります。

支給元、支給グループ、およびエレメント定義の上書きが、分割に影響されることはありません。エレメン
トの定義と上書きは、期間またはエレメントの分割にかかわらず、全ての期間で 1 度だけ検索されます。
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注: 期間内のスライス/セグメントに上書きを適用するルールについては、分割の章で詳しく説明します。

参照: 第 32 章、 「分割の定義」 、 「分割の設定」 、 865ページ

受給者上書きを要因とするエレメント分割

既に述べたとおり、ヒューマン リソース管理またはその他のデータの変更に基づいて、支給期間をスライ
スまたは分割するようにグローバル ペイロール システムを設定できます。一方、他のデータ変更がない
場合でも、上書きに直接対応して、分割および比例配分をトリガするようにシステムを設定することがで
きます。つまり、上書き自体が分割をトリガするデータ変更と見なされるように、システムを設定すること
ができます。こうすると、エレメントの値を割り当てたり上書きしたりしたときに、上書きの開始日および終
了日に基づいて、割り当てられたエレメント、および分割エレメント リストに含まれるその他のエレメント
がスライスされます。

たとえば、支給エレメント E1 を割り当てたり上書きするとエレメント分割がトリガされるようにシステムを
設定し、受給者別エレメント割当コンポーネント (GP_ED_PYE) で、開始日と終了日にそれぞれ 6 月 10 日
と 20 日を指定して (支給期間は月次とします) E1 を受給者に割り当てるとします。割り当て/上書きの開
始日と終了日に基づいて、エレメントは 3 つのセグメントにスライスされ、2 番目のスライスのエレメント
が処理 (および比例配分) されます。

エレメント
スライス 1

6 月 1 日 ～ 10 日
スライス 2

6 月 11 日 ～ 20 日
スライス 3

6 月 21 日 ～ 30 日

支給= E1

計算ルール=金額

金額= 300

スライス 1のエレメントは
変換されない

変換後の金額= 100 (比例
配分係数= 0.333333333)

スライス 3のエレメントは
変換されない

注: エレメント割り当てまたは上書きによってトリガできる分割は、エレメント分割のみです。

エレメント割り当てに対応して分割がトリガされるようにシステムを設定するには、以下の手順に従います。

1. 国別設定コンポーネント (GP_COUNTRY) で、[セグメント期間内でアクティブな場合] オプションを
選択します。

これにより、終了日が支給期間の終了日よりも前のものを含め、期間内の全てのエレメント割り当
て/上書きが処理されます。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「インストール設定の定義」
、 31ページ

2. 割り当てるエレメントを比例配分する場合、支給または控除の定義ページで、エレメントに比例配
分ルールを関連付けます。

参照: 第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの端数処理オプ
ションおよび比例配分オプションの定義」 、 209ページ

3. 開始日と終了日が指定された支給および控除の割り当てレコード (GP_PYE_OVRD) に対する分割
トリガを設定し、割り当ての開始日が支給期間開始日よりも後の場合、および割り当ての終了日
が支給期間終了日よりも前の場合、またはそのいずれかの場合に、エレメント分割をトリガする支
給および控除をリストします。

受給者レベル上書きの場合の比例配分と分割

受給者レベル、主要エレメントの上書きの比例配分は、以下の条件に該当する場合に発生します。
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注: 主要エレメントの上書きには、支給と控除が含まれます。サポート エレメントの上書きには、変数、
フォーミュラ、アレイ、ブラケットなどのエレメントが含まれます。

• 期間分割またはエレメント分割が、エレメント上書きまたは割り当てと直接関係のないデータ変更によっ
てトリガされるとき。

- 支給または控除の割り当てが適用される期間に期間分割がある場合 (つまり、全てのエレメントが
分割されます)、エレメントが比例配分されるように定義されると、割り当てられたエレメントはセグメ
ントの開始日および終了日に基づいて比例配分されます。このようにしないと、そのエレメントの値全
体が、ターゲットのセグメントそれぞれに適用されます。

- 支給または控除の割り当てが適用される期間にエレメント分割があり、割り当てられたエレメントがス
ライス対象エレメントのリストに含まれている場合、そのエレメントが比例配分されるように定義され
ると、スライス日に基づいてエレメントが比例配分されます。このようにしないと、そのエレメントの値
全体が、ターゲットのスライスそれぞれに適用されます。

• 主要エレメントの上書きまたは割り当てがエレメント分割を直接トリガするように、システムを設定する
とき。

この場合、そのエレメントが比例配分されるように定義されると、割り当ての開始日と終了日に基づい
て、割り当てられたエレメント (およびエレメント リストでそのエレメントと関連付けられている全てのエ
レメント) がスライスされます。他の理由によるスライスまたは分割は行われません。エレメントが比例
配分されるように定義されないと、割り当ての開始日と終了日によって定義されるスライス内で、エレメ
ントの値がそのまま処理されます。

注: 受給者別エレメント割当コンポーネント (GP_ED_PYE) およびエレメント別受給者割当コンポーネント
(GP_ED_ELEM) で、受給者に割り当てられた上書きの開始日と終了日に基づいて支給期間内のエレメ
ントをスライスするように、システムを設定することができます。この作業については、トリガ定義の章で
説明します。

注: 主要エレメント上書きが比例配分されるのは、エレメントが比例配分されるように定義されていて、か
つ期間分割がある場合 (全てのエレメントが分割されます)、またはエレメント分割がある場合でそのエレ
メントがスライス対象エレメントのリストに含まれているときです。

サポート エレメント上書きについて、サポート エレメントが比例配分されるのは、それが比例配分される
ように定義されたエレメントのコンポーネントで、そのエレメントが分割またはスライスの対象になってい
るときです。

支給元上書きの定義
このセクションでは、支給元上書きの処理ルールの概要と、支給元に関連付けられたサポート エレメント
の値を上書きする方法について説明します。

支給元上書きの処理ルールについて

処理中には、開始日と終了日 (指定されている場合)、およびエレメント名共通ページでエレメントに対し
て定義された "定義の指定日" が参照されます。

上書きの指示は以下の場合に有効となります。

• 開始日は、エレメントの定義の指定日より前、または同じ日付にする必要があります。

• 終了日は、定義の指定日より後、または同じ日付にする必要があります。
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例

VARIABLE1 は、以下のように定義されます。

• 定義の指定日 = カレンダー期間開始日

• 値 = 100

• 支給期間 = 2004/01/01 ～ 2004/01/31

次のような支給元上書きがあるとします。

• 開始日 = 2004/01/16 (終了日なし)

• 値 = 200

受給者 1 は、2004/01/10 で分割が発生しており、受給者 2 には分割がありません。

どちらの受給者も、VARIABLE1 の値は同じになります。受給者 1 の分割による、VARIABLE1 の値への
変化はありません。

次の図では、支給元サポート エレメント上書きは VARIABLE1 の定義の指定日 (カレンダー期間開始日)
には当てはまらないため、どちらの受給者にも適用できず、その結果両方の受給者の値は 100 となりま
す。

ただし、VARIABLE1 の定義の指定日が支給期間終了日である場合には、どちらの受給者にも支給元上
書き値 200 が使用されます。

支給元上書きの処理ルールの例

468 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 18 章 上書きの設定

支給元上書きの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[支給元] - [サポートエ

レメント上書き]

GP_PYENT_SOVR [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、[組
織]、[支給元]、[サポートエ
レメント上書き]

特定の支給元に関連付け
られたブラケット、日付、
デュレーション、フォーミュ
ラ、または変数エレメントの
値を上書きします。

支給元に関連付けられたエレメントの値の上書き

"支給元" の "サポート エレメント上書き" ページにアクセスします。

"支給元" の "サポート エレメント上書き" ページ

"支給元" の "サポート エレメント上書き" ページで支給元上書きを定義するには、次の手順に従います。

1. 上書き指示を入力するサポート エレメントのタイプと名前を選択します。

2. 上書きの開始日および終了日を入力します。

3. [値] タブで上書きの値を入力します。

支給グループ上書きの定義
このセクションでは、支給グループ上書きの概要と、支給グループ上書きの定義に使用するページを示
します。

支給グループ上書きについて

特定の支給グループの受給者に関連付けられているサポート エレメントの値を上書きするには、"支給
グループ" の "サポート エレメント上書き" ページを使います。このページの処理ルールは、"支給元"
の "サポート エレメント上書き" ページと似ています。
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支給グループ上書きの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[支給グループ] - [サポート

エレメント上書き]

GP_PYGRP_SOVR [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、[組
織]、[支給グループ]、[サ
ポートエレメント上書き]

特定の支給グループの受
給者に関連付けられたブラ
ケット、日付、デュレーショ
ン、フォーミュラ、または変
数の各エレメントの値を
上書きします。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「支給元に関連付けられたエレメントの値の上書き」 、 469ページ

受給者上書きの定義
このセクションでは、受給者上書きおよび受給者上書きの処理ルールの概要と、以下の項目について説
明します。

• 受給者別の支給および控除の割り当てまたは無効化

• エレメント別の支給および控除の割り当てまたは無効化

• 受給者のコンポーネント値、ジェネレーション コントロール、周期、延滞、および変数の上書き

• 受給者のサポート エレメントの値の上書き

受給者上書きについて

受給者上書きにより、支給または控除エレメントを特定の受給者に対してどのように処理するかを制御
できます。

受給者上書きを使用すると、以下の作業を行うことができます。

• 受給者の支給または控除エレメントの割り当てまたは無効化

• 受給者に割り当てられた支給または控除エレメントに定義されたコンポーネント値の上書き、または指
定済みの周期、ジェネレーション コントロール、回収タイプ、延滞回収金額の上書き

• 受給者に割り当てられた特定の支給/控除によって使用される変数エレメントの上書き

• 変数を使用する全てのエレメント (受給者に割り当てられた 1 つの支給または控除だけでなく) の変数
の上書き

• 受給者に関連付けられたサポート エレメントの上書き

以下の 2 とおりの方法で、受給者に割り当てられた特定の支給または控除の上書きを入力できます。

• 受給者別にエレメントを割り当て、無効化、および上書きする方法

この操作を行うには、受給者を選択して支給または控除を割り当てるか、受給者の既存のエレメント割
り当ての上書きを入力します。

• エレメント別に受給者上書きを定義する方法

この操作を行うには、エレメントを選択してそれを受給者に割り当てるか、エレメントの既存の割り当て
の上書きを入力します。
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受給者上書きを使った複数の変換のトリガ

同じ支給または控除に対して割り当て日付が重複する複数の上書きを入力することで、受給者レベルで
エレメントの複数の変換をトリガできます。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

受給者上書きの処理ルールについて

受給者の上書きについては、セグメント終了日 (または、分割がない場合は期間終了日) が参照され、
受給者にサポート エレメント上書きが使用されるかどうかが決まります。上書きが処理されるには、終了
日がセグメント終了日と同じか、それより後の日付である必要があります。支給元および支給グループと
は異なり、定義の指定日は参照されません。

例: 分割と受給者のサポート エレメント上書き

2 人の受給者には、同じ上書きがあります。

• 受給者 1 には分割がありません。

• 受給者 2 には分割があります。セグメント 1 は 1 月 1 日 ～ 15 日です。セグメント 2 は 1 月 16 日 ～
31 日です。

• 支給期間は 1 月 1 日 ～ 31 日です。

• VR1 は変数エレメントであり、50 として定義されています。

• VR1 には、1 月 16 日から始まる受給者レベル上書き 100 があります。

受給者 1 では、VR1 の値は、分割がないので常に 100 です。

受給者 2 では、VR1 の値はセグメント 1 については 50 であり、セグメント 2 については 100 です。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「受給者上書きと分割」 、 465ページ
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受給者上書きの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[受給者別エレメント割当] GP_ED_PYE [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[支給と控除の割当]、
[受給者別エレメント割当]

受給者別に支給割り当て
と控除割り当てを表示およ
び更新したり、支給割り当
てまたは控除割り当てを無
効にします。

[エレメント別受給者割当] GP_ED_ELEM [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[支給と控除の割当]、
[エレメント別受給者割当]

エレメント別に支給割り当
ておよび控除割り当てを表
示、更新したり、支給割り
当てまたは控除割り当てを
無効にします。

[エレメント詳細] GP_ED_PYE_DTL_SEC • 受給者別エレメント割当
ページで、エレメント名の
リンクをクリックします。

• エレメント別受給者割当
ページで、従業員 IDのリ
ンクをクリックします。

このページは次の目的に
使用します。

• 支給および控除を受給
者に割り当てます。

• 支給エレメントまたは控
除エレメントに定義され
たコンポーネントの値を
上書きします。

• 受給者に割り当てられた
支給または控除に関連
付けられた変数値を上
書きします。

• ジェネレーションコント
ロール、周期、および延
滞を上書きします。

[サポートエレメント] GP_PAYEE_SOVR [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[受給者レベル上書
き]、[サポートエレメント]、
[サポートエレメント]

受給者に関連付けられた
エレメントの値 (ブラケッ
ト、日付、デュレーショ
ン、フォーミュラ、変数)を
上書きします。

関連項目:

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 「休暇付与の調整に使用するページ」 、 709ページ

受給者別の支給および控除の割り当てまたは無効化

受給者別エレメント割当ページにアクセスします。
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受給者別エレメント割当ページ

このページに 初にアクセスしたとき、受給者に対する全ての既存の割り当てが [割当] グリッドに表示
されます。[選択条件] グループ ボックスの各フィールドを使用して、受給者に対して検索される支給およ
び控除のサブセットを選択して表示します。

[カテゴリ] 表示するエレメントのカテゴリを選択します。支給元の国に一致するカテゴ
リだけが表示されます。カテゴリが入力されていない場合、エレメントの検
索でカテゴリは使用されません。

[エレメント タイプ] エレメントのタイプを選択します。有効なオプションは以下のとおりです。

• [控除]

割り当てられた控除のみを検索する場合に選択します。

• [支給]

割り当てられた支給のみを検索する場合に選択します。

• (空白)

割り当てられた支給と控除の両方を検索する場合に選択します。

[エレメント名] エレメント名を入力するか、[エレメント名] フィールドを空白のままにして指
定したエレメント タイプおよびカテゴリに属する全てのエレメントを検索しま
す。

受給者の支給元と一致する国が定義されているエレメントだけか、全ての
国に定義されたエレメントが選択できます。また、上書きレベルに "受給者
" が指定されているエレメントだけを入力できます。

[指定日] 指定日を入力するか、このフィールドを空白のままにします。

指定日を入力すると、指定日にアクティブなエレメント割り当てだけが検索
されます。アクティブな割り当てには以下のものが含まれます。

• 開始日が指定日以前の日で、かつ終了日が指定されていない割り当て

• 開始日が指定日以前の日で、かつ終了日が指定日以後の割り当て

日付を入力しないと、指定日に関係なく全てのエレメントが検索されます。
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[選択条件で検索] 指定した検索条件に基づき、受給者に割り当てられている支給または控
除を選択する場合にクリックします。

[クリア] 指定した検索条件を全てクリアする場合にクリックします。

[新規割当を追加] 新規の支給または控除の割り当てを追加する場合に、[新規割当を追加]
ボタンをクリックします。このボタンをクリックすると、[エレメントの選択] ダ
イアログ ボックスが表示され、割り当てるエレメントのタイプ (支給または
控除) および名前を指定する必要があります。次に、[エレメントの選択] ダ
イアログ ボックスで [OK] をクリックすると、エレメント詳細ページが表示さ
れ、新規割り当ての詳細を入力できます。

[控除受取人] ページ上部に名前と ID が表示されている受給者の "控除受取人追加"
ページにアクセスする場合にクリックします。

"控除受取人追加" ページを使用して、受取人を控除および受給者にリン
クします。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 939ページ

[エレメント]

[エレメント] タブにアクセスします。

[エレメント] タブの各フィールドを使用して、エレメントの割り当てを更新または無効にします。

受給者の支給エレメントまたは控除エレメントを更新するには、次の手順に従います。

1. エレメント名のリンクをクリックします。

2. 処理順序を修正します。

3. 終了日を修正します。

支給または控除の割り当てを無効にするには、次の手順に従います。

1. 無効にする割り当てを選択します。

2. その割り当ての [適用] チェック ボックスをオフにします。

注: エレメントをエレメント グループに割り当てる際は、エレメントが該当のエレメント グループを有資格
グループとして持つ各受給者に対して自動的に計算されるのか、それとも受給者に割り当てられたとき
のみ計算されるかどうかを指示します。

次に、受給者に対してポジティブ入力が存在する場合にのみエレメントを変換するのか、それとも受給者
別エレメント割当ページ、エレメント別受給者割当ページ、または付与/取得割当ページで受給者にエレ
メントを割り当てた場合にのみ変換するのかを指定します。

処理順序 割り当てられたエレメントの処理順序を更新します。

このフィールドのデフォルト値は 999 です。1 が 小値で、そのエレメント
が 初に処理されることを示します。
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注: このフィールドは、同じエレメントの各割り当てが処理される順序を制
御します。たとえば、控除 A を同じまたは重複する開始日と終了日を使用
して複数回割り当てる場合は、[処理順序] フィールドで割り当てのインス
タンスが処理される順序を 1 番目、2 番目、3 番目などと指定します。この
フィールドを使用して、エレメント間の相対的な処理順序を制御することは
できません。相対的な処理順序を管理するには、プロセス リストとセクショ
ンを使用してエレメントの処理順序を定義する必要があります。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

開始日 このフィールドには、エレメント割り当ての開始日が表示されます。この日
付を修正するには、エレメント名のリンクをクリックしてエレメント詳細ペー
ジにアクセスし、そのページの [開始日] フィールドの日付を変更します。

終了日 このフィールドには、エレメント割り当ての終了日が表示されます。この日
付は、[エレメント] タブの [終了日] フィールドで直接修正できます。

アクティブ デフォルトではこのチェック ボックスはオンになっています。この受給者に対
してエレメントの変換を行わない場合は、チェック ボックスをオフにします。

インスタンス 割り当てられた各エレメントにはインスタンス番号が自動的に割り当てら
れます。

同じ支給または控除に対して新規行が追加されると、このフィールドの値
が 1 増加します。

注: この番号を使用して、同じエレメントに複数の割り当てが存在する際で
もエレメントの固有のインスタンスが作成されます。同一または重複する開
始日と終了日を使用したエレメントの複数の変換が可能です。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「エレメント割当を使用
した複数変換」 、 516ページ

注: 標準のエレメント割り当てインターフェイスを置き換えるコンポーネントを定義する場合は、ユーザー
に割り当ての削除、割り当ての適用、および割り当ての開始日と終了日の更新を行う機能を付与するか
拒否できます。ここに表示されている標準のコンポーネントでは、ユーザーがこのようなアクションを実行
することを制限できません。

参照: 第 9 章、 「エレメント上書きの設定」 、 233ページ

[受取人]

[受取人] タブをクリックします。

[受取人タグ] [受取人タグ] フィールドを使用して、支給または控除割り当ての受取人タ
グを更新または修正します。

注: 受取人タグは、複数変換で使用します。同じエレメントの異なる割り当てをそれぞれ固有の受取人タ
グに関連付け、各タグを異なる受取人 ID または受取人名に関連付けることができるため、割り当てられ
たエレメントの変換ごとに異なる受取人に関連付けることができます。

注: "控除受取人追加" ページで、控除および受給者に対する受取人タグを定義します。
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参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「控除と受給者に対する受取人の割り当て」 、 953ページ

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「上書きに対する開始日および終了日のロジック」 、 465ページ

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「エレメント グループの定義」 、 364ページ

第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

エレメント別の支給および控除の割り当てまたは無効化

エレメント別受給者割当ページにアクセスします。

エレメント別受給者割当ページ

注: このページは、受給者別エレメント割当ページと似ています。以下で説明しているページ エレメントを
除き、受給者別エレメント割当ページに関する情報はこのページにも適用されます。

参照: 第 18章、 「上書きの設定」 、 「受給者別の支給および控除の割り当てまたは無効化」 、 472ページ

[選択条件] グループ ボックスの各フィールドを使用して、ページ上部に表示された支給または控除が割
り当てられた受給者を検索するための検索条件を指定します。

[国] このフィールドは、エレメントが全ての国を対象に定義されていない限り、
データ入力に使用できません。エレメントが全ての国に適用される場合、こ
のフィールドは空白になり、特定の国を入力できます。

[支給元] 検索するエレメントが割り当てられている従業員の支給元を指定します。

[支給グループ] 検索するエレメントが割り当てられている従業員の支給グループを指定し
ます。

[指定日] 指定日を入力するか、このフィールドを空白のままにします。
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指定日を入力した場合、[選択条件で検索] ボタンをクリックすると、指定日
にエレメント割り当てがアクティブな受給者が表示されます。

注: アクティブな割り当ては、受給者別にエレメントの検索を行うときと同
じ方法で定義します。

参照: 第 18章、 「上書きの設定」 、 「受給者別の支給および控除の割り当
てまたは無効化」 、 472ページ

日付を入力しない場合、検索中に検索された支給と控除がこれまでに割り
当てられた全ての受給者が表示されます。

[新規割当を追加] 新規の支給または控除の割り当てを追加する場合にクリックします。

このボタンをクリックすると、[受給者の選択] ダイアログ ボックスが表示さ
れ、エレメントを割り当てる受給者の従業員 ID と雇用レコード番号、およ
び割り当て開始日を指定する必要があります。次に、[受給者の選択] ダ
イアログ ボックスで [OK] をクリックすると、エレメント詳細ページが表示さ
れ、新規割り当ての詳細を入力できます。

[割当]

[割当] タブをクリックします。

[割当] タブの [アクティブ] フィールドを使用して、エレメントの割り当てを有効または無効にします。

[受取人]

[受取人] タブをクリックします。

このタブは、控除受取人に関連付けられているエレメントに対して表示されます。

[受取人タグ] [受取人タグ] フィールドを使用して、支給または控除の割り当ての受取人
タグを指定または修正します。

注: 受取人タグは、複数変換で使用します。同じエレメントの異なる割り当
てをそれぞれ固有の受取人タグに関連付け、各タグを異なる受取人 ID ま
たは受取人名に関連付けることができるため、割り当てられたエレメントの
変換ごとに異なる受取人に関連付けることができます。

注: "控除受取人追加" ページで、控除および受給者に対する受取人タグ
を定義します。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「控除と受給者に対する受取人の
割り当て」 、 953ページ

[受取人の編集] [従業員 ID] 列に表示された ID を持つ受給者の "控除受取人追加" ペー
ジにアクセスする場合にクリックします。

"控除受取人追加" ページを使用して、受取人を控除および受給者にリン
クします。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 939ページ

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 939ページ
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[支給グループ]

[支給グループ] タブを選択します。

[受給者詳細] タブの各フィールドを使用して、従業員の支給元や支給グループの情報を表示します。

受給者のコンポーネント値、ジェネレーション コントロール、
周期、延滞、および変数の上書き

エレメント詳細ページにアクセスします。

エレメント詳細ページ (1/2)

エレメント詳細ページ (2/2)

注: エレメント詳細ページの外観は、エレメント別設定コンポーネントおよびカテゴリ別設定コンポーネント
を使用して変更できます。またはユーザーが設定可能なコンポーネントを指定してこのページを置き換え
ることができます。選択するオプションによっては、実際のページの表示がここに示した標準のページと
は異なる場合があります。

参照: 第 9 章、 「エレメント上書きの設定」 、 233ページ
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[エレメント名] 割り当てているエレメントまたは上書きを入力しているエレメントの名前が
表示されます。

[割当のアクティブ化] エレメント割り当てをアクティブまたは非アクティブにするには、このチェッ
ク ボックスをオンまたはオフにします。

[開始日]、[終了日] エレメント割り当ての開始日と終了日を指定します。

[処理順序] 割り当てられたエレメントの処理順序を指定します。

このフィールドのデフォルト値は 999 です。1 が 小値で、そのエレメント
が 初に処理されることを示します。

注: このフィールドは、同じエレメントの各割り当てが処理される順序を制
御します。たとえば、控除 A を同じまたは重複する開始日と終了日を使用
して複数回割り当てる場合は、[処理順序] フィールドで割り当てのインス
タンスが処理される順序を 1 番目、2 番目、3 番目などと指定します。この
フィールドを使用して、エレメント間の相対的な処理順序を制御することは
できません。相対的な処理順序を管理するには、プロセス リストとセクショ
ンを使用してエレメントの処理順序を定義する必要があります。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

[受取人タグ] [受取人タグ] フィールドを使用して、支給または控除割り当ての受取人タ
グを指定または修正します。

注: 受取人タグは、複数変換で使用します。同じエレメントの異なる割り当
てをそれぞれ固有の受取人タグに関連付け、各タグを異なる受取人 ID ま
たは受取人名に関連付けることができるため、割り当てられたエレメントの
変換ごとに異なる受取人に関連付けることができます。

注: "控除受取人追加" ページで、控除および受給者に対する受取人タグ
を定義します。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「控除と受給者に対する受取人の
割り当て」 、 953ページ

[通貨コード] 割り当てられたエレメントの計算に使用する通貨を指定します。

[計算情報]

このグループ ボックスの各フィールドを使用して、支給エレメントまたは控除エレメントの計算ルールを
構成するコンポーネントの値 (ユニット、レート、ベース、パーセント、および金額) を割り当てたり上書き
することができます。

たとえば、エレメントの計算ルールがユニット×レートである場合、ユニットとレートの値は入力できます
が、ベースとパーセントの値は入力できません。

どの計算ルールを使用している場合でも、金額を入力することは可能です。コンポーネントの値と一緒に
金額を入力する場合は、その金額を使ってエレメントが変換されます。たとえば、ユニット×レートの計算
ルールを持つ支給エレメントで金額を入力すると、その金額が計算で使用されます。ユニットおよびレー
トを入力しても、結果テーブルにユニットおよびレートの値が入力されるだけで、エレメントの変換にこれ
らの値は使用されません。
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ユニット、レート、ベース、パーセント、または金額の各コンポーネントの値を上書きするには、上書きの
値を返すエレメント タイプを選択します。数値エレメントの場合は、[値] フィールドで適切な数字を入力
し、ほかのエレメント タイプの場合は、エレメント フィールドで上書きの値を取得するエレメントの名前を
入力します。

[サポート エレメント上書き]

[サポート エレメント上書き] グループ ボックスの各フィールドを使用して、支給または控除の計算で使
用される変数の値を上書きします。

支給または控除の計算で使用される変数の値を上書きするとき、上書き値は特定の受給者に対する支
給または控除の変換にだけ影響します。支給または控除が変換された後、変数はその前の値に設定さ
れます。これらの上書きは、受給者/エレメント上書きとも呼びます。

サポート エレメント上書きでは、親のエレメントと同じ開始日と終了日を使用します。通貨の入力タイプを
使って値を入力することはできません。

重要: 変数を使う全てのエレメント (変数を使う支給または控除だけでなく) に対して変数エレメントを上
書きするには、"受給者のサポート エレメント上書き" ページを使用します。

注: 標準の [サポート エレメント上書き] グループ ボックスは、上書き変数、必須フィールド、およびプロ
ンプト テーブル、トランスレート値、およびオン/オフ編集などの簡単な編集についての説明ラベルを含む
ように設定できます。あるエレメントまたはエレメントのカテゴリに対してこのグループ ボックスを設定す
るには、エレメント別設定コンポーネントおよびカテゴリ別設定コンポーネントを使用します。変更したグ
ループ ボックスで標準のグループ ボックスを置き換えます。

参照: 第 9 章、 「エレメント上書きの設定」 、 233ページ

例: 2 つの上書き方法による変数の変化

E1 と E2 は、金額 = V1 の固定額として設定されています。

V1 = 100 (エレメント定義の値)

"受給者のサポート エレメント上書き" ページで、V1 = 200 と上書き指定されている場合、E1 および E2
は 200 に変換されます。

"受給者別エレメント割当" ページまたは "エレメント別受給者割当" ページで、E1 に対して V1 = 200 の
上書きが指定されている場合、E1 が 200 に変換された後、V1 は 100 にリセットされ、E2 は 100 に変換
されます。

例: 裁判所命令に対する変数値の入力

受給者が裁判所命令を受けていると、受給者の可処分所得の定義が必要な場合があります。簡略化し
た例を使うと、判事により、E1 および E2 が可処分所得の対象として指定されており、E2 は 50% だけが
計算に含まれるとします。E1 が 1000 で E2 が 500 である場合、可処分所得は 1250 (内訳 1000 + 1/2
× 500) になります。

"累計" のメンバー ページで可処分所得の累計を定義する際に、エレメント (E1 と E2) およびパーセン
トを指定します。このページで、特定のパーセント (100 および 50) を指定することもできますが、この累
計を受給者固有のものに設定せずに、たとえば次に E2 に 75% のパーセント値を持つ受給者が生じたと
きにも再利用できるように、デフォルトが 100 (パーセント) の 2 つの変数を作成します。累計では、パー
セントではなく変数名を入力します。

受給者の変数値を入力するには、受給者別エレメント割当ページで差し押さえ控除エレメントを選択し、
エレメント詳細ページにアクセスし、変数値 (この例では E2 に 50%) を入力します。
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参照: 第 10 章、 「累計の設定」 、 「累計に含まれるエレメントのリストの定義」 、 264ページ

例: 差し押さえを計算する変数上書きの使い方

以下の支給エレメントとメンバーで、差し押さえ GARNAC1 の累計があるとします。

エレメント パーセント 累計率

EARNING1 VARIABLE1 空欄のまま

EARNING2 VARIABLE2 空欄のまま

EARNING3 VARIABLE3 空欄のまま

変数は、以下のように設定されています。

変数 デフォルト値

VARIABLE1 100

VARIABLE2 100

VARIABLE3 100

受給者 8001 には、同じ計算ルールを使う 2 つの差し押さえがあるとします。

GARNISH1 = パーセント × ベース

GARNISH2 = パーセント × ベース

ここでは、以下のようになっています。

パーセント = 受給者レベル上書き

ベース = GARNAC1

エレメント詳細ページで以下のように設定します。

エレメント パーセント 受給者のサポート
エレメント上書き

エレメント 受給者レベル上書
き値

GARNISH1 10 オン VARIABLE1 75

GARNISH1 10 オン VARIABLE2 50

GARNISH2 10 オン VARIABLE1 60
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• EARNING1 = 1000

• EARNING2 = 500

• EARNING3 = 750

GARNISH1 の計算では、システムにより GARNAC1 が検出されると、パーセントが変数かどうかが確認さ
れます。サポート エレメント上書きが検索され、受給者 8001 の VARIABLE1 と VARIABLE2 の上書き値
が検出されると、GARNAC1 の値は次のように計算されます。

[(1000 × 75%) + (500 × 50%) + (750 × 100%)] = 1750

GARNAC1 は次のように計算されます。

(EARNING1 × VARIABLE1 + EARNING2 × VARIABLE2 + EARNING3 × VARIABLE3)

また、GARNISH1 の GARNAC1 に対する計算ルールは、以下のとおりです。

1000 × 75% (VARIABLE1 の受給者レベル上書き値 75 を使用)

500 × 50% (VARIABLE2 の受給者レベル上書き値 50 を使用)

750 × 100% (VARIABLE3 は、受給者レベル上書き値がなかったのでデフォルト値 100 を使用)

GARNISH2 の計算では、VARIABLE1 のサポート エレメント上書きのみが検出され、GARNAC1 の値は次
のように計算されます。

[(1000 × 60%) + (500 × 100%) + (750 × 100%) = 1850

次に、この GARNAC1 の計算式を示します。

(EARNING1 × VARIABLE1 + EARNING2 × VARIABLE2 + EARNING3 × VARIABLE3)

GARNISH2 の GARNAC1 の実際の計算は次のとおりです。

1000 × 60% (VARIABLE1 の受給者レベル上書き値 60 を使用)

500 × 100% (VARIABLE2 は、受給者レベル上書き値がなかったのでデフォルト値 100 を使用)

750 × 100% (VARIABLE3 は、受給者レベル上書き値がなかったのでデフォルト値 100 を使用)

[追加の上書き]

このグループ ボックスの各フィールドを使用して周期、ジェネレーション コントロール、および延滞を上
書きします。

[周期オプション] エレメント名共通ページで定義した周期を上書きします。以下のいずれか
を選択します。

[カレンダー期間の周期を使用]: エレメントの周期は、定義したカレンダー
期間の周期になります。

[エレメントの周期を使用]: エレメントを設定したときに定義した周期が使用
されますが、カレンダー期間を使うこともできます。

[指定の周期を使用]: [周期] フィールドに特定の周期値を入力します。

[ジェネレーション コント
ロール]

エレメント名共通ページで定義したジェネレーション コントロールの条件を
上書きします。エレメント レベルでジェネレーション コントロールの詳細を
指定せずにここで指示を入力できます。以下のいずれかを選択します。

[ジェネレーション コントロールを使用しない]: 計算ルール レベルで定義し
たジェネレーション コントロールは無視されます。

482 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 18 章 上書きの設定

[ジェネレーション コントロールを指定]: [ジェネレーション コントロール]
フィールドにジェネレーション コントロール値を入力します。

[エレメント ジェネレーション コントロールを使用]: エレメントを設定したとき
に定義したジェネレーション コントロールが使用されます。

[回収オプション] 延滞回収を上書きします。エレメントが控除で、延滞ページで [控除延滞
を認める] チェック ボックスがオンの場合にのみ使用できます。以下のい
ずれかを選択します。

[エレメント回収額を使用]: 控除エレメントの設定中に定義した回収額が使
用されます。延滞ページで [純支給額の確認を実行する] チェック ボックス
がオンにされていない控除には使用できません。

[指定額を使用]: 延滞回収金額を指定する場合に選択します。[指定額を
使用] を選択した場合は、[回収タイプ] フィールドにエレメント タイプを指
定する必要があります。回収タイプを指定したら、[回収エレメント] フィール
ドでエレメント名を選択するか、または [回収額] フィールドで数値を入力し
ます (どちらを選択するかはエレメントタイプによって異なる)。

[制限なし]: 回収金額に制限を指定しない場合に選択します。

注: [回収額] フィールドの通貨は、エレメント定義の通貨と一致すると見な
されます。

注: [回収オプション] フィールドは、選択されたエレメントが、控除コンポー
ネント (GP_DEDUCTION) の延滞ページで [控除延滞を認める] が選択され
た控除である場合にのみ表示されます。

[回収タイプ] 延滞回収金額を上書きするには、上書き金額を取得するエレメントのタイ
プを選択します。オプションは、[ブラケット]、[フォーミュラ]、[数値]、および
[変数] です。[回収エレメント] フィールドでエレメント名を選択するか、[回
収額] フィールドに数値を入力します。

注: エレメント詳細ページの外観は、エレメント別設定コンポーネントおよびカテゴリ別設定コンポーネント
を使用して変更できます。またはユーザーが設定可能なコンポーネントを指定してこのページを置き換え
ることができます。選択するオプションによっては、実際のページの表示がここに示した標準のページと
は異なる場合があります。

参照: 第 9 章、 「エレメント上書きの設定」 、 233ページ

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「周期およびジェネレーション コントロールによ
る計算」 、 193ページ

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「純支給額の確認と延滞処理について」 、 216
ページ

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「延滞と遡及処理について」 、 221ページ

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「回収処理について」 、 223ページ
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受給者のサポート エレメントの値の上書き

サポート エレメント ページを使用して、受給者に関連付けられた値 ([ブラケット]、[日付]、[デュレーショ
ン]、[フォーミュラ]、[変数]) を上書きします。受給者のエレメントが変換されるたびに、選択した上書きの
値が使用されます。

サポート エレメント ページは、"支給元" の "サポート エレメント上書き" ページと似ていますが処理ルー
ルが異なります。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「支給元上書きの定義」 、 467ページ

支給カレンダー上書きの定義
給与計算処理または休暇欠勤処理のカレンダーを定義する際は、上書きについて 2 種類の指示を入力
することができます。次のことが可能です。

• 支給、控除、または休暇欠勤エレメントを指定して、全ての受給者に対する処理から除外できます。

"カレンダー" の除外エレメント ページでこれらの指示を入力できます。

• カレンダーの "サポート エレメント上書き" ページで、ブラケット、日付、デュレーション、フォーミュラ、
および変数の各エレメントの値を上書きできます。

この場合、上書きはカレンダー期間に適用されると見なされ、開始および終了日は使用されません。

関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「エレメントのカレンダーからの除外」 、 421ページ

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「カレンダーのサポート エレメントの上書き」 、 420ページ

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「受給者のカレンダー上書き指示の入力」 、 428ページ

エレメント使用上書きの定義
エレメント使用による更新機能は、別のエレメントによってどのエレメントを更新するのかを管理するため
に使用します。このアプリケーションの以下の 4 つのコンポーネントでは、エレメントを別のエレメントに
よって更新できます。

• アレイ ("アレイ" のフィールド マップ/キー ページにある [取得フィールドと変数エレメントのマッピン
グ] のフィールドを使用)

• ブラケット ("ブラケット" の "検索キー/戻り列" ページにある [戻り列] のフィールドを使用)

• 日付 ("日付" の抽出ページにある [定義] の日付に関するフィールドを使用)

• フォーミュラ ("フォーミュラ" のフィールド ベース定義ページの割り当て先エレメントを指定するフィー
ルドを使用)

別のエレメントを使用して更新されるエレメントの値を上書きする方法は 2 つあります。ポジティブ入力を
使って更新するか、支給/控除割当ページからアクセスできるサポート エレメントの上書きページで上書
きを入力する方法です。
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エレメント定義上書きの定義
このセクションでは、エレメント定義上書きの概要と、エレメント定義上書きの定義に使用するページを示
します。

エレメント定義上書きについて

エレメント上書きを使って、主要エレメントに関連付けられた特定のサポート エレメントを上書きすること
ができます。サポート エレメントは、主要エレメントの定義の一部です。

主要エレメントに関連付けられたエレメントの定義を上書きするには、エレメント定義の "サポート エレ
メント上書き" ページを使います。このページは、"支給元" の "サポート エレメント上書き" ページと似
ています。

主要エレメントの上書きに対する処理ルールは、支給元の上書きに対する処理ルールと同じですが、エ
レメントの上書きはバッチ処理の支給、控除、休暇欠勤モジュールで変換されます。したがって、上書き
されたサポート エレメントは、変換された後、その前の値に戻ります。

エレメント定義上書きの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[支給] - [サポートエレメン

ト上書き]

GP_ELM_DFN_SOVR • [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グ
ローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[エレメン
ト]、[給与計算エレメン
ト]、[支給]、[サポートエ
レメント上書き]

• 控除コンポーネント、休
暇取得コンポーネント、
または休暇付与コンポー
ネントからもそれぞれの
エレメントの "サポートエ
レメント上書き"ページに
アクセスできます。

支給、控除、休暇取得、ま
たは休暇付与エレメントに
関連付けられたブラケッ
ト、日付、デュレーション、
フォーミュラ、変数エレメン
トの定義を上書きします。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「支給元上書きの定義」 、 467ページ

ポジティブ入力を使った上書きの定義
ポジティブ入力コンポーネントでポジティブ入力を行い、支給、控除、または休暇欠勤エレメントを上書きす
ることができます。ポジティブ入力を使って、特定の 1 つの支給期間の受給者関連データを入力します。
たとえば、ある支給期間の一時賞与や勤務時間を入力するのにポジティブ入力を使うことができます。

また、ポジティブ入力コンポーネントの詳細ページからアクセスする [サポート エレメント上書き] グリッド
でも、ポジティブ入力のインスタンスに関連付けられたシステム エレメントや変数エレメントを上書きするこ
とができます。ここで使用するエレメント値は、数値、文字、または日付のみで、金額は使用できません。
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上書きは、ポジティブ入力したインスタンス 1 つだけに適用されます。インスタンスが変換された後は、そ
のサポート エレメントは元の値に戻されます。

ポジティブ入力と上書きの処理ルール

ポジティブ入力レコードには開始日と終了日がありますが、これらの日付はポジティブ入力連番 (インス
タンス番号) をセグメントまたはスライスに割り当てる方法としてのみ使用されます。サポート エレメント
に割り当てられる値は、その連番のインスタンスでのみ使用されます。使用した後は、ポジティブ入力の
前に割り当てられた値に戻ります。

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「支給元上書きの定義」 、 467ページ

エレメント割り当て上書き、ポジティブ入力、およびエ
レメント定義の間の競合の管理

このセクションでは、同じ支給または控除に対してエレメント割り当てとポジティブ入力が競合する場合の
管理方法について説明します。

競合するエレメント割り当てとポジティブ入力を処理するルール

グローバル ペイロールでは、1 つの支給期間スライスまたはセグメント内で、同じエレメントについて複
数のエレメント割り当ておよびポジティブ入力の行を入力することができます。これらの上書きに含まれ
る指示間の競合を管理するために、支給および控除の割り当てとそれらに対応するポジティブ入力が同
じスライスまたはセグメント内でマッチングされ、このセクションで説明する処理ルールに基づいて、変換
するエレメントおよび採用する指示が決定されます。

注: エレメント割り当てとポジティブ入力が同じエレメントについて、同じ支給期間スライスまたはセグメン
トで発生する場合、エレメント割り当てとポジティブ入力は一致していると見なされます。

競合するエレメント割り当てとポジティブ入力を処理する際に、以下のルールが適用されます。

ルール番号 説明

ルール1: 1つの割り当て対1つまたは複数のポジティ
ブ入力"上書き"行

各スライスまたはセグメント内で、アクションタイプが"
上書き"のエレメントに対する1つまたは複数のポジ
ティブ入力行、およびそれと一致する単一のエレメント
割り当てが存在する場合、エレメント割り当てではなく
ポジティブ入力が変換されます。ポジティブ入力行に
計算ルールの全てのコンポーネントの値が指定されて
いない場合、エレメント割り当てからこの未指定のコン
ポーネントの値が検索されます。そこで見つからない場
合は、エレメントのルール定義から検索されます。
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ルール番号 説明

ルール2: 多数の割り当て対1つまたは複数のポジティ
ブ入力"上書き"行

各スライスまたはセグメント内で、同じエレメントに複
数のエレメント割り当てが存在し、それと一致する"上
書き"行がポジティブ入力に 低でも 1つ存在する場
合、全てのエレメント割り当てが無視され、ポジティブ
入力上書きだけが変換されます。

ポジティブ入力の"上書き"行に計算ルールの全て
のコンポーネントの値が指定されていない場合、未
指定のコンポーネント値についてはエレメント定義が
検索されます。

注: 金額がポジティブ入力に入力されている場合、この
金額によってエレメントのルール定義の個々のコンポー
ネント値が上書きされます。

ルール3: 1つの割り当て対1つまたは複数のポジティ
ブ入力"追加"行

各スライスまたはセグメント内で、アクションタイプが"
追加"のエレメントに対する1つまたは複数のポジティ
ブ入力行、およびそれと一致する単一のエレメント割り
当てが存在する場合、ポジティブ入力の各行が変換さ
れ、エレメント割り当ても変換されます。ポジティブ入力
行に計算ルールの全てのコンポーネントの値が指定さ
れていない場合、エレメント割り当てからコンポーネント
の値が検索されます。そこで見つからない場合は、エレ
メントのルール定義から検索されます。

ルール4: 多数の割り当て対1つまたは複数のポジ
ティブ入力"追加"行

各スライスまたはセグメント内で、同じエレメントに複数
の割り当てが存在し、それと一致するアクションタイプ
が"追加"のポジティブ入力行が1つまたは複数存在
する場合、以下のようになります。

• エレメント割り当て行を考慮せず、"追加"の各ポジ
ティブ入力行が変換されます。

ポジティブ入力行にエレメントの計算ルールの全
てのコンポーネントの値が指定されていない場合、
未指定のコンポーネント値についてはエレメント定
義が検索されます。

• ポジティブ入力を考慮せず、各エレメント割り当て
行が処理されます。

エレメント割り当て上書きにエレメントの計算ルール
の全てのコンポーネントの値が指定されていない場
合、未指定のコンポーネント値についてはエレメン
ト定義が検索されます。

注: 金額がポジティブ入力レベルまたはエレメント割り
当てレベルで入力された場合、それらの金額が処理さ
れ、個々のコンポーネント値は無視されます。
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ルール番号 説明

ルール5: 1つまたは複数の割り当て対ポジティブ入力
の"ゼロにする"行

同じエレメントに 1つまたは複数の割り当てが存在し、
それと一致するアクションタイプが"ゼロにする"の行
がポジティブ入力に存在する場合、"ゼロにする"行だ
けが処理されます。全てのエレメント割り当て入力は
無視されます。

注: ポジティブ入力の"ゼロにする"インスタンスは、同
じセグメントまたはスライス内で割り当てられたエレメン
トだけでなく、他のスライスまたはセグメントの同じエレ
メントの全ての割り当てに適用されます。

ルール6: ポジティブ入力の"上書き"および"ゼロにす
る"行と関連したエレメント割り当て

エレメント割り当てが存在し、それと一致する"上書き
"行と "ゼロにする"行の両方がポジティブ入力に存
在する場合、"上書き"行と "ゼロにする"行は変換さ
れますがエレメント割り当ては変換されません。ポジ
ティブ入力の"上書き"行に計算ルールの全てのコン
ポーネントの値が指定されていない場合、エレメント割
り当てからこの未指定のコンポーネントの値が検索さ
れます。そこで見つからない場合は、エレメントのルー
ル定義から検索されます。

注: ポジティブ入力の"ゼロにする"インスタンスは、同
じセグメントまたはスライス内で割り当てられたエレメン
トだけでなく、他のスライスまたはセグメントの同じエレ
メントの全ての割り当てに適用されます。

注: "ゼロにする"アクションはインスタンスごとに変
換されます。

ルール7: ポジティブ入力の"追加"および"ゼロにす
る"行と関連したエレメント割り当て

エレメント割り当てが存在し、それと一致する "追加"行
と "ゼロにする"行の両方がポジティブ入力に存在す
る場合、"追加"行と "ゼロにする"行は変換されます
がエレメント割り当ては変換されません。ポジティブ入
力の"追加"行に計算ルールの全てのコンポーネント
の値が指定されていない場合、エレメント割り当てか
らこの未指定のコンポーネントの値が検索されます。
そこで見つからない場合は、エレメントのルール定義
から検索されます。

注: ポジティブ入力の"ゼロにする"インスタンスは、同
じセグメントまたはスライス内で割り当てられたエレメン
トだけでなく、他のスライスまたはセグメントの同じエレ
メントの全ての割り当てに適用されます。

注: "ゼロにする"アクションはインスタンスごとに変
換されます。

ルール8: ポジティブ入力の"処理しない"行と関連した
エレメント割り当て

各スライスまたはセグメント内で、エレメント割り当て
が存在し、それと一致する "処理しない"行がポジティ
ブ入力に存在する場合、エレメント割り当ては変換さ
れません。同じスライスまたはセグメントに他の種類 ("
ゼロにする"、"上書き"、または"追加")のポジティブ
入力があっても、"処理しない"の指示があれば、エレ
メントは変換されません。
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ルール番号 説明

ルール9: 1つのエレメント割り当てで [適用]チェック
ボックスがオフ

各スライスまたはセグメント内で、あるエレメント割り当
ての [適用]チェックボックスがオフになっている場合、"
処理しない"アクションを意味し、支給/控除は変換さ
れません。また、それと一致するアクションタイプが"
追加"または"上書き"のポジティブ入力が存在する
場合、ポジティブ入力は変換されますが、エレメント割
り当てに"処理しない"アクションがあるため、ルール
定義は変換されません。

注: "処理しない"の指示があるため、上記のルール1
およびルール3のように、ポジティブ入力で指定されて
いないコンポーネント値をエレメント割り当てから検索
することはできません。指定されていない値は、エレメ
ントのルール定義から直接検索されます。

ルール10: 多数のエレメント割り当ての1つで [適用]
チェックボックスがオフ

各スライスまたはセグメント内で、同じエレメントに複数
の割り当てが存在し、あるインスタンスの [適用]チェッ
クボックスがオフになっていると、その他全てのインスタ
ンスの [適用]チェックボックスはオンであってもインス
タンスは一切処理されません。言い換えると、[適用]が
オフとなる対象はエレメントまたはスライスレベルで、
他の行のアクションは無効になります。

重要: エレメント割り当てはポジティブ入力と同じスライスまたはセグメント内でのみ競合が起こるため、
ここで説明するルールは、スライスまたはセグメント単位で適用されることに注意してください。エレメント
の分割またはスライスがない場合、スライスまたはセグメントの開始日と終了日は期間全体の開始日お
よび終了日と同じであると考えることができ、エレメント割り当てとポジティブ入力は全期間にわたって競
合します。ただし、このルールには例外があります。ポジティブ入力の "ゼロにする" 行は、他のセグメン
トまたはスライス内の同じエレメントの割り当てを全てキャンセルします。つまり、"ゼロにする" 行は、そ
れが発生するセグメントまたはスライスに限定されません。

以下の例は、受給者レベル上書きがどのように処理されるかを示し、分割またはスライスされた期間と
分割されていない期間においてエレメント割り当てとポジティブ入力がどのように競合するかを説明して
います。

これらの例は、レート×ユニット×パーセントの計算ルールを持つ支給エレメント E1 に基づいています。

注: これらの例では、割り当てられた支給または控除に関連付けられたユーザー フィールド値はないと
仮定しています。ユーザー フィールド値がある場合のルールの変更については、複数変換の章を参照
してください。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

例: ルール 1 (1 つの割り当て対 1 つまたは複数のポジティブ入力 "上書き" 行)

以下のエレメント割り当てとポジティブ入力が支給エレメント E1 に存在すると仮定します。
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コンポーネント ルール定義 エレメント割当
ポジティブ入力 (上

書き)
ポジティブ入力 (上

書き)

ユニット 受給者レベル 10 10 5

レート 50 60 75

パーセント 150

ルール 1 を適用すると、E1 は以下のように変換されます。

1. 10 x 75 x 150% = 1125

コンポーネント ルール定義 エレメント割当
ポジティブ入力 (上

書き)
ポジティブ入力 (上

書き)

ユニット 受給者レベル 10

レート 50 75

パーセント 150

ポジティブ入力の 初のインスタンスが変換され、未指定のコンポーネント値についてはエレメント割り
当てかルール定義が検索されます。

2. 5 x 60 x 150% = 450

コンポーネント ルール定義 エレメント割当
ポジティブ入力 (上

書き)
ポジティブ入力 (上

書き)

ユニット 受給者レベル 5

レート 50 60

パーセント 150

ポジティブ入力の 2 番目のインスタンスが変換され、未指定のコンポーネント値についてはエレメント割
り当てかルール定義が検索されます。

例: ルール 2 (多数の割り当て対 1 つまたは複数のポジティブ入力 "上書き" 行)

以下のエレメント割り当てとポジティブ入力が支給エレメント E1 に存在すると仮定します。

コンポーネント ルール定義
エレメント割り当て

(インスタンス 1)
エレメント割り当て

(インスタンス 2)
ポジティブ入力 (上

書き)

ユニット 受給者レベル 10 10 5

レート 50 60 75

パーセント 150
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ルール 2 を適用すると、E1 は以下のように変換されます。

5 x 50 x 150% = 375

コンポーネント ルール定義
エレメント割り当て

(インスタンス 1)
エレメント割り当て

(インスタンス 2)
ポジティブ入力 (上

書き)

ユニット 受給者レベル 5

レート 50

パーセント 150

ポジティブ入力が変換され、未指定のコンポーネント値を取得するためにルール定義が検索されます。
全ての支給/控除割り当ては無視されます。

例: ルール 2 (多数の割り当て対 1 つまたは複数のポジティブ入力 "上書き" 行 - 上書きに基
づくエレメント分割を使用)

以下のエレメント割り当てとポジティブ入力が支給エレメント E1 に存在し、割り当ての開始日および終了
日に基づいてエレメント分割が発生すると仮定します。

注: 受給者別エレメント割当コンポーネント (GP_ED_PYE) およびエレメント別受給者割当コンポーネント
(GP_ED_ELEM) で、受給者に割り当てられる上書きの開始日と終了日に基づいて支給期間をスライスす
るように、システムを設定することができます。この作業については、トリガ定義の章で説明します。

注: この例では、エレメント割り当ては "割り当て"、ポジティブ入力は "PI"、アクション タイプが上書き
のポジティブ入力は "上書き" と省略されています。

コンポーネント ルール定義

割り当て (イ
ンスタンス 1)
スライス 1:
6 月 1 日 ～

15 日

割り当て (イン
スタンス 2)
スライス 2: 6
月 16 日 ～

30 日

PI (上書き)
スライス 1: 6
月 1 日 ～ 15

日

PI (上書き)
スライス 2: 6
月 16 日 ～

30 日

ユニット 受給者レベル 10 10 2 5

レート 50 60 75

パーセント 150

ルール 2 を適用すると、E1 は以下のように変換されます。

1. スライス 1 (6 月 1 日 ～ 15 日) : 2 x 60 x 150% = 180
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コンポーネント ルール定義

割り当て (イ
ンスタンス 1)
スライス 1:
6 月 1 日 ～

15 日

割り当て (イン
スタンス 2)
スライス 2: 6
月 16 日 ～

30 日

PI (上書き)
スライス 1: 6
月 1 日 ～ 15

日

PI (上書き)
スライス 2: 6
月 16 日 ～

30 日

ユニット 受給者レベル 2

レート 50 60

パーセント 150

ルール 2 を適用すると、スライス 1 (6 月 1 日から 6 月 15 日) のポジティブ入力は処理されますが、対
応するエレメント割り当ては処理されません。ポジティブ入力上書きは未指定のコンポーネント値を同じ
スライス内のエレメント割り当てから検索するため、ポジティブ入力はスライス 1 の割り当てのレート コン
ポーネントの値 (60) を使用し、次にスライス 1 のエレメント割り当てではパーセント値が指定されていな
いため、ルールのパーセント値 (150) を取得します。

2. スライス 2 (6 月 16 日 ～ 30 日) : 5 x 75 x 150% = 562.50

コンポーネント ルール定義

割り当て (イ
ンスタンス 1)
スライス 1:
6 月 1 日 ～

15 日

割り当て (イン
スタンス 2)
スライス 2: 6
月 16 日 ～

30 日

PI (上書き)
スライス 1: 6
月 1 日 ～ 15

日

PI (上書き)
スライス 2: 6
月 16 日 ～

30 日

ユニット 受給者レベル 5

レート 50 75

パーセント 150

ルール 2 を適用すると、スライス 2 (6 月 16 日から 6 月 30 日) のポジティブ入力は処理されますが、対
応するエレメント割り当ては処理されません。ポジティブ入力上書きは指定されていないコンポーネント
値を同じスライス内のエレメント割り当てから検索するため、ポジティブ入力はスライス 2 の割り当ての
レート コンポーネントの値 (75) を使用し、次にスライス 2 のエレメント割り当てではパーセント値が指定
されていないため、ルールのパーセント値 (150) を取得します。

例: ルール 4 (多数の割り当て対 1 つまたは複数のポジティブ入力 "追加" 行)

以下のエレメント割り当てとポジティブ入力が支給エレメント E1 に存在すると仮定します。

注: この例では、エレメント割り当ては "割り当て"、ポジティブ入力は "PI"、アクション タイプが追加のポ
ジティブ入力は "追加" と省略されています。

コンポーネント ルール定義
割り当て (インス

タンス 1)
割り当て (インス

タンス 2) PI (追加) PI (追加)

ユニット 受給者レベル 10 10 2 5

レート 50 60 75

パーセント 150
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ルール 4 を適用すると、E1 は以下のように変換されます。

1. 10 x 60 x 150% = 900

コンポーネント ルール定義
割り当て (インス

タンス 1)
割り当て (インス

タンス 2) PI (追加) PI (追加)

ユニット 受給者レベル 10

レート 50 60

パーセント 150

初のエレメント割り当てが変換され、未指定のコンポーネント値を取得するためにルール定義が検索
されます。

2. 10 x 75 x 150% = 1125

コンポーネント ルール定義
割り当て (インス

タンス 1)
割り当て (インス

タンス 2) PI (追加) PI (追加)

ユニット 受給者レベル 10

レート 50 75

パーセント 150

2 番目のエレメント割り当てが変換され、未指定のコンポーネント値を取得するためにルール定義が検
索されます。

3. 2 x 50 x 150% = 150

コンポーネント ルール定義
割り当て (インス

タンス 1)
割り当て (インス

タンス 2) PI (追加) PI (追加)

ユニット 受給者レベル 2

レート 50

パーセント 150

ポジティブ入力の 初のインスタンスが変換され、未指定のコンポーネント値を取得するためにルール
定義が検索されます。

4. 5 x 50 x 150% = 375

コンポーネント ルール定義
割り当て (インス

タンス 1)
割り当て (インス

タンス 2) PI (追加) PI (追加)

ユニット 受給者レベル 5
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コンポーネント ルール定義
割り当て (インス

タンス 1)
割り当て (インス

タンス 2) PI (追加) PI (追加)

レート 50

パーセント 150

ポジティブ入力の 2 番目のインスタンスが変換され、未指定のコンポーネント値を取得するためにルー
ル定義が検索されます。

例: ルール 5 (1 つまたは複数の割り当て対ポジティブ入力の "ゼロにする" 行)

以下のエレメント割り当てとポジティブ入力が支給エレメント E1 に存在すると仮定します。

コンポーネント ルール定義
エレメント割り当て

(インスタンス 1)
エレメント割り当て

(インスタンス 2)
ポジティブ入力 (ゼ

ロにする)

ユニット 受給者レベル 10 10

レート 50 60 75

パーセント 150

ルール 5 を適用すると、E1 は以下のように変換されます。

E1 = 0

コンポーネント ルール定義
エレメント割り当て

(インスタンス 1)
エレメント割り当て

(インスタンス 2)
ポジティブ入力 (ゼ

ロにする)

ユニット 受給者レベル 0

レート 50

パーセント 150

ポジティブ入力の "ゼロにする" 行だけが変換され、エレメント割り当ては変換されません。

例: ルール 5 (1 つまたは複数の割り当て対ポジティブ入力の "ゼロにする" 行 - 上書きに基づ
くエレメント分割を使用)

以下のエレメント割り当てとポジティブ入力が支給エレメント E1 に存在し、割り当ての開始日および終了
日に基づいてエレメント分割が発生すると仮定します。

注: 受給者別エレメント割当コンポーネント (GP_ED_PYE) およびエレメント別受給者割当コンポーネント
(GP_ED_ELEM) で、受給者に割り当てられる上書きの開始日と終了日に基づいて支給期間をスライスす
るように、システムを設定することができます。この作業については、トリガ定義の章で説明します。

注: この例では、エレメント割り当ては "割り当て"、ポジティブ入力は "PI"、アクション タイプが "ゼロに
する" のポジティブ入力は "RTZ" と省略されています。
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コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日 ～ 15 日

割り当て (インスタ
ンス 2)

スライス 2: 6 月
16 日 ～ 30 日

PI (RTZ)
スライス 1: 6 月
1 日 ～ 15 日

ユニット 受給者レベル 10 10 RTZ

レート 50 60 75

パーセント 150

ルール 5 を適用すると、E1 は以下のように変換されます。

1. スライス 1 (6 月 1 日 ～ 15 日) : E1 = 0

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日 ～ 15 日

割り当て (インスタ
ンス 2)

スライス 2: 6 月
16 日 ～ 30 日

PI (RTZ)
スライス 1: 6 月
1 日 ～ 15 日

ユニット 受給者レベル 0

レート 50

パーセント 150

スライス 1 では、ポジティブ入力の "ゼロにする" 行だけが変換され、エレメント割り当ては変換されま
せん。

2. スライス 2 (6 月 16 日 ～ 30 日) : E1 = 0

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日 ～ 15 日

割り当て (インスタ
ンス 2)

スライス 2: 6 月
16 日 ～ 30 日

PI (上書き)
スライス 1: 6 月
1 日 ～ 15 日

ユニット 受給者レベル 0

レート 50

パーセント 150

スライス 2 では、6 月 16 日から 30 日のエレメント割り当ては無視され、ポジティブ入力を使用して入力
された "ゼロにする" 行だけが処理されます。これは、ポジティブ入力の "ゼロにする" インスタンスが
同じセグメントまたはスライス内で割り当てられたエレメントだけでなく、他のスライス内の同じエレメント
の全ての割り当てに適用されるためです。

例: ルール 6 (ポジティブ入力の "上書き" および "ゼロにする" 行と関連したエレメント割り当て)

以下のエレメント割り当てとポジティブ入力が支給エレメント E1 に存在すると仮定します。
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コンポーネント ルール定義 エレメント割当
ポジティブ入力 (上

書き)
ポジティブ入力 (ゼ

ロにする)

ユニット 受給者レベル 10 2

レート 50 60

パーセント 150

ルール 6 を適用すると、E1 は以下のように変換されます。

1. 2 x 60 x 150% = 180

コンポーネント ルール定義 エレメント割当
ポジティブ入力 (上

書き)
ポジティブ入力 (ゼ

ロにする)

ユニット 受給者レベル 2

レート 50 60

パーセント 150

ポジティブ入力上書きが変換され、未指定のコンポーネント値を取得するためにエレメント割り当てとルー
ル定義の両方が検索されます。

2. 支給 1 = 0

コンポーネント ルール定義 エレメント割当
ポジティブ入力 (上

書き)
ポジティブ入力 (ゼ

ロにする)

ユニット 受給者レベル

レート

パーセント

ポジティブ入力の "ゼロにする" 行だけが変換され、エレメント割り当ては変換されません。

例: ルール 9 (1 つのエレメント割り当てで [適用] チェック ボックスがオフ)

以下のエレメント割り当てとポジティブ入力が支給エレメント E1 に存在すると仮定します。

コンポーネント ルール定義
エレメント割り当て ([適用]

がオフ) ポジティブ入力 (追加)

ユニット 受給者レベル 2

レート 50

パーセント 150

ルール 7 を適用すると、E1 は以下のように変換されます。
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2 x 50 x 150% = 150

コンポーネント ルール定義
エレメント割り当て ([適用]

がオフ) ポジティブ入力 (追加)

ユニット 受給者レベル 2

レート 50

パーセント 150

アクション タイプが "追加" のポジティブ入力が変換されます。支給 E1 のその他の変換は行われません。

例: ルール 10 (多数のエレメント割り当ての 1 つで [適用] チェック ボックスがオフ)

以下のエレメント割り当てとポジティブ入力が支給エレメント E1 に存在すると仮定します。

コンポーネント ルール定義
エレメント割当 (適用

= オン)
エレメント割り当て

([適用] がオフ)
エレメント割当 (適用

= オン)

ユニット 受給者レベル 10 2 15

レート 50 60 75

パーセント 150 50

ルール 10 を適用すると、支給 E1 は変換されません。

補足ルール インスタンスの作成
このセクションでは、補足ルールの作成がトリガされる条件について説明します。

補足ルールとは、既存のエレメント割り当ての開始日と終了日が支給期間の一部しか含まない場合に、
その割り当てを補足するために自動的に変換される支給または控除です。たとえば、開始日と終了日に
それぞれ 1 月 1 日と 15 日を使用して受給者に控除を割り当て、月次の支給期間カレンダーを使用する
とします。一定の条件下で、開始日と終了日に 1 月 16 日と 31 日を使用して同じエレメントの割り当てが
自動的に作成されます。つまり、セグメント内のスライス 1 における既存の割り当てを補足するため、ス
ライス 2 で控除のインスタンスが自動的に作成されます。

割り当てられたエレメントの補足ルールは、以下の条件に該当する場合に作成されます。

1. 国別設定ページで [セグメント期間内でアクティブな場合] オプションを選択します。

この場合、終了日が期間終了日よりも前の日付のものを含め、期間内の全てのエレメント割り当
てが処理されます。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「インストール設定の定義」
、 31ページ

2. 受給者別エレメント割当コンポーネント (GP_ED_PYE) およびエレメント別受給者割当コンポーネン
ト (GP_ED_ELEM) で、支給および控除を受給者に割り当てる際にそれらがエレメント分割 (スライ
ス) をトリガするように設定します。
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参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ

3. 支給または控除の割り当てられた開始日が、期間開始日よりも後の日付であり、かつ割り当てら
れた終了日が期間終了日よりも前の日付か、またはそのいずれかです。

4. 割り当てられるエレメントの資格のタイプをエレメント グループ メンバー ページで "有資格グルー
プ" に設定し、支給名ページまたは控除名ページでエレメントに "受給者" 上書きレベルを指定し
ます。

参照: 第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「エレメント グループの定義」 、 364ページ および 第 18
章、 「上書きの設定」 、 「上書きレベル」 、 462ページ

注: 支給名ページまたは控除名ページで "受給者" 上書きレベルを選択すると、受給者別エレメン
ト割当コンポーネント (GP_ED_PYE) およびエレメント別受給者割当コンポーネント (GP_ED_ELEM)
を使用して、エレメントを受給者レベルで割り当てることができます。

さらに、以下の条件が満たされる必要があります。

注: これらのルールは、割り当てのページまたは支給/控除の定義ページで、支給または控除に関連付
けられたユーザー フィールド値がないことを想定しています。ユーザー フィールド値がある場合のルー
ルの変更については、複数変換の章を参照してください。

• 支給期間内のどのスライスにも、同じエレメントに対してポジティブ入力の "上書き" 行がない。

いずれかのスライスにポジティブ入力の "上書き" 行があると、他の全てのスライスで補足ルールを作
成できません。

• 支給期間内のどのスライスにも、同じエレメントに対してポジティブ入力の "処理しない" 行がない。

いずれかのスライスに "処理しない" 行があると、他の全てのスライスで補足ルールを作成できません。

• 支給期間内のどのスライスにも、同じエレメントに対してポジティブ入力の "ゼロにする" 行がない。

いずれかのスライスに "ゼロにする" 行があると、他の全てのスライスで補足ルールを作成できません。

注: 支給または控除に対してエレメント割り当てが既にある場合、補足ルール インスタンスは作成されま
せん。たとえば、1 月 1 日 ～ 15 日の期間に対して既存の割り当てがあり、開始日と終了日にそれぞれ
1 月 16 日と 1 月 31 日を使用して同じエレメントの割り当てを追加すると、スライス 2 (1 月 16 日 ～ 31
日) の補足ルールは作成されません。

注: 同じエレメントが複数回割り当てられる場合でも、割り当てられるエレメントに対して、補足ルール イ
ンスタンスは任意のスライスで 1 つしか作成されません。たとえば、支給期間のスライス 1 で同じ控除を
5 回割り当てる場合、スライス 2 で補足ルール インスタンスは 1 つしか作成されません。

注: スライス内にポジティブ入力の "追加" 行があっても、同じスライスまたは他の全てのスライスで、
補足ルール インスタンスが作成されます。

これらの条件が全て満たされた場合、支給または控除の計算ルールで指定したユニット、レート、パーセ
ント、または金額コンポーネントの定義を使って、補足ルールが作成されます。

注: 計算ルールは、支給コンポーネント (GP_EARNING) または控除コンポーネント (GP_DEDUCTION) で
指定された、支給または控除の定義です。
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以下の例は、グローバル ペイロール システムによって補足ルール インスタンスがどのように、またどん
な状況で作成されるかを示しています。

例: 支給割り当てにより補足ルール インスタンスの作成がトリガされる

支給エレメント E1 に対するエレメント割り当てがあると仮定します (計算ルールはレート×ユニット×パー
セント)。資格は有資格グループで、エレメント割り当ての開始日と終了日はそれぞれ、6 月 1 日と 6 月
15 日です。

注: この例では、エレメント割り当ては "割り当て" と略して表記してあります。

コンポーネント ルール定義

割り当て (インスタン
ス 1)

スライス 1: 6 月 1
日 ～ 15 日

スライス 2: 6 月 16
日 ～ 30 日

ユニット 5 2

レート 50 60

パーセント 150 100

割り当ての開始日と終了日に基づいて、カレンダーは 2 つのスライス (スライス 1 = 6 月 1 日 ～ 15 日、
スライス 2 = 6 月 16 日 ～ 30 日) に分割されます。

E1 は以下のように変換されます。

1. スライス 1 (6 月 1 日 ～ 15 日) : 2 x 60 x 100% x .5 (比例配分係数) = 60

コンポーネント ルール定義

割り当て (インスタン
ス 1)

スライス 1: 6 月 1
日 ～ 15 日

スライス 2: 6 月 16
日 ～ 30 日

ユニット 5 2

レート 50 60

パーセント 150 100

2. スライス 2 (6 月 16 日 ～ 30 日) : 5 x 50 x 150% x .5 (比例配分係数) = 125

コンポーネント ルール定義

割り当て (インスタン
ス 1)

スライス 1: 6 月 1
日 ～ 15 日

補足ルール
スライス 2: 6 月 16

日 ～ 30 日

ユニット 5 5

レート 50 50

パーセント 150 150
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ルール定義 (支給コンポーネントで指定された支給の定義) を使用して、スライス 2 (6 月 16 日 ～ 30 日)
で E1 の補足ルール インスタンスが作成されます。

例: ポジティブ入力の "上書き" により補足ルール インスタンスが作成されない

支給エレメント E1 に対して、エレメント割り当てとポジティブ入力が存在するとします (計算ルールはレー
ト×ユニット×パーセント)。資格は有資格グループで、エレメント割り当てとポジティブ入力の開始日およ
び終了日はそれぞれ、6 月 1 日と 6 月 15 日です。

注: この例では、エレメント割り当ては "割り当て"、ポジティブ入力は "PI"、アクション タイプが上書き
のポジティブ入力は "上書き" と省略されています。

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日 ～ 15 日

PI (上書き)
スライス 1: 6 月
1 日 ～ 15 日

スライス 2: 6 月
16 日 ～ 30 日

ユニット 5 10 2

レート 50 60

パーセント 150

割り当ての開始日と終了日に基づいて、カレンダーは 2 つのスライス (スライス 1 = 6 月 1 日 ～ 15 日、
スライス 2 = 6 月 16 日 ～ 30 日) に分割されます。

E1 は以下のように変換されます。

1. スライス 1 (6 月 1 日 ～ 15 日) : 2 x 60 x 150% x .5 (比例配分係数) = 90

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日 ～ 15 日

PI (上書き)
スライス 1: 6 月
1 日 ～ 15 日

スライス 2: 6 月
16 日 ～ 30 日

ユニット 5 2

レート 50 60

パーセント 150

「エレメント割り当て上書き、ポジティブ入力、およびエレメント定義の間の競合の管理」セクションで説明
したルール 1 に従って、スライス 1 (6 月 1 日 ～ 15 日) のポジティブ入力は処理されますが、対応する
エレメント割り当ては処理されません。ポジティブ入力で指定されていないレート コンポーネントの値 (60)
がスライス 1 のエレメント割り当てから検索され、次にスライス 1 のエレメント割り当てではパーセント値
が指定されていないため、パーセント値 (150) がルールから検索されます。

2. スライス 2 (6 月 16 日 ～ 30 日) : スライス 1 のポジティブ入力の "上書き" 行により他の全てのスラ
イスで補足ルールが作成されないため、E1 の補足ルール インスタンスは作成されません。
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例: ポジティブ入力の "処理しない" の指示により補足ルール インスタンスが作成されない

支給エレメント E1 に対して、ポジティブ入力とエレメント割り当てがあり、資格は有資格グループであると
仮定します (E1 の計算ルールはレート×ユニット×パーセント)。それぞれ、ポジティブ入力の開始日と終
了日は 6 月 1 日と 6 月 10 日で、エレメント割り当ての開始日と終了日は 6 月 11 日と 6 月 20 日です。
ポジティブ入力には "処理しない" アクション タイプが指定されています。

注: この例では、ポジティブ入力は "PI"、エレメント割り当ては "割り当て" と省略されています。

コンポーネント ルール定義

PI (処理しない)
スライス 1: 6 月
1 日 ～ 10 日

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 2: 6 月
11 日 ～ 20 日

スライス 3: 6 月
21 日 ～ 30 日

ユニット 5 10

レート 50 60

パーセント 150

割り当ての開始日と終了日に基づいて、カレンダーは 3 つのスライス (スライス 1 = 6 月 1 日 ～ 10 日、
スライス 2 = 6 月 11 日 ～ 20 日、スライス 3 = 6 月 21 日 ～ 30 日) に分割されます。

E1 は以下のように変換されます。

1. スライス 1 (6 月 1 日 ～ 10 日) : "処理しない" の指示があるため、E1 は処理されません。

2. スライス 2 (6 月 11 日 ～ 20 日) : スライス 1 の "処理しない" の指示により同じセグメント内の他の
全てのスライスで処理が行われないため、E1 は処理されません。

3. スライス 3 (6 月 21 日 ～ 30 日) : スライス 1 の "処理しない" の指示により他の全てのスライスで補
足ルールが作成されないため、補足ルール インスタンスは作成されません。

バッチ処理での上書きの変換
このセクションでは、バッチ処理での上書きについて説明します。

次の表は、バッチ処理中にどのようにサポート エレメントに対する上書きが変換されるかを説明してい
ます。

プログラム プロセス

受給者データマネージャ 支給元、支給グループ、受給者、およびカレンダーの
サポートエレメント上書きの階層に従い、その中で

も優先順位の高い上書きをサポートエレメント上
書きと値のアレイにロードします。
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プログラム プロセス

PINマネージャ サポートエレメントが変換されたかどうかを確認し
ます。

• エレメントが変換されていない場合、、受給者デー
タマネージャによってサポートエレメント上書き
が検索されます。

- サポートエレメント上書きがある場合は、上書き
の値が使用されます。

- サポートエレメント上書きがない場合は、PIN変
換プログラムが呼び出されます。

• エレメントが変換されている場合、PINマネージャ
はRECALC論理を確認します。

- RECALC = NOである場合、PINマネージャは既に
変換された値を返します。

- RECALC = YESである場合、サポートエレメント
上書きが検索されます。RECALCがない場合は、
PINマネージャによってPIN変換プログラムが呼
び出されエレメントが変換されます。

エレメント割り当て アレイ、フォーミュラ、ブラケット、または日付の抽
出によって、別のエレメントに値を割り当てることが
できます。この場合、エレメントは変換されていると
見なされます。

支給、控除、休暇付与、休暇取得プログラム 主要エレメントの上書き、次に受給者/エレメントの上
書き、 後にポジティブ入力の上書きが、支給、控
除、休暇取得、または休暇付与エレメントに使用され
るサポートエレメントに適用されます。

主要エレメントの上書きは、支給、控除、休暇取得、
および休暇付与エレメントの変換中に有効です。受
給者/エレメントの上書きは、休暇取得および休暇付
与エレメントの変換中に有効です。支給および控除
エレメントについて、受給者/エレメントの上書きおよ
びポジティブ入力上書きはそれぞれの支給/控除イ
ンスタンスで有効です。

それぞれの上書きタイプに対して、プログラムにより、
上書きの値が割り当てられる前に、サポートエレメ
ントの現在の値が保存されます。上書きが有効で
なくなると、サポートエレメントは保存されている値
に戻されます。

支給/控除プログラム フロー

支給/控除プログラムで実行される内容について説明します。

1. 支給、控除、休暇取得、または休暇付与のルール定義を検索します。
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2. 主要エレメントの上書きがある (支給、控除、休暇取得、または休暇付与に関連付けられたサポー
ト エレメントを上書きする指示がある) 場合は、サポート エレメントの現在の値が取得、保存され
ます。

各サポート エレメントの値を上書き値 (支給エレメントまたは控除エレメントの変換中に有効とな
る) に設定します。

3. インスタンスごとにループ処理を行います。

注: 休暇取得エレメントおよび休暇付与エレメントでは、エレメントは 1 回だけ変換されます。支給
エレメントおよび控除エレメントでは、多数のインスタンス変換が行われることがあります。

4. 受給者/エレメントまたはポジティブ入力のサポート エレメント上書きが存在する場合、上書き値
がある各サポート エレメントの現在の値を取得、保存します。

5. それぞれのサポート エレメントの上書き値を設定します。

同じサポート エレメントに対して受給者/エレメントの上書きとポジティブ入力の両方の上書きが
ある場合は、ポジティブ入力の上書きが適用されます。

6. 受給者/エレメントの上書き (フィールド単位) をルールに適用します。

ポジティブ入力の上書き (フィールド単位) をルールに適用します。

7. 支給/控除インスタンスを計算します。

8. インスタンスの戻り値を PIN マネージャの戻り値リスト (支給/控除とコンポーネント) に追加します。

9. 受給者/エレメントおよびポジティブ入力のサポート エレメント上書きにより上書きされた各サポー
ト エレメントを以前の値に再設定します。

10. インスタンスのループ処理を終了します。

11. 主要エレメントの上書きにより上書きされた各サポート エレメントを以前の値に再設定します。こ
れにより、サポート エレメントの値が、支給、控除、休暇取得、または休暇付与エレメントの変換
前の値に完全に戻されます。
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エレメントの資格チェックと変換

この章では、給与計算または休暇欠勤の実行の際に、変換される資格がどのエレメントにあるのか、および変換
される資格があるエレメントを変換するかどうか、などの判断方法について説明します。この章は、以下の 2 つ
のセクションで構成されています。

• エレメントの資格チェック

• エレメントの変換

エレメントの資格チェック
このセクションでは、どのエレメントが変換される資格を持つのかを判断する方法について説明します。

資格の有無を確認する資格チェック プログラムによって、プロセス リストにあるどの支給、控除、休暇取
得、および周期ベースの休暇付与エレメントが、変換される資格を持つのかが判定されます。

• エレメントに資格がある場合、資格スイッチとプロセス スイッチが「Yes」に設定されます。プロセス リス
ト マネージャによって PIN マネージャが呼び出され、そのエレメントが変換されます。

• エレメントに資格がない場合、プロセス スイッチは通常「No」に設定され、エレメントは変換されません。

一定の状況下では、エレメントに資格がない場合でもプロセス スイッチが「Yes」になることもあります。た
とえば、支給または控除の遡及デルタがカレンダーに繰り越されている場合や、控除に未払いの延滞残
高がある場合です。このような場合、デルタが調整として変換されたり、延滞残高が変換されることがあ
りますが、支給または控除のエレメント自体は変換されません。

次の図は、システムによって、エレメントの資格の有無がチェックされる際の手順を示したものです。
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エレメント資格チェック図

エレメントの資格判断の際には、以下がチェックされます。

1. プロセス リスト

プロセス リストで資格チェックが 初に行われます。エレメントが変換資格を持つためには、その
プロセスのセクションに入っている必要があります。

プロセス リストによって、セクションの変換条件が指定されます。必要条件が満たされず、セクショ
ンが変換されない場合、そのセクションのエレメントに対する処理は続行されません。
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注: ポジティブ入力作成セクションでは、エレメントの資格が検証されるのは、ターゲット カレンダー
の処理中です。ポジティブ入力が作成されるソース カレンダーの処理中ではありません。

2. カレンダー除外

資格チェック プログラムでは、現在処理中のカレンダーからそのエレメントを除外する指示が入
力されているかどうかが検証されます。エレメントが除外されている場合、資格スイッチは「No」に
設定されます。この場合、エレメントは変換されず、ポジティブ入力も使用されず、延滞残高から
の回収、調整の繰り越しも行われません (エレメントを除外しても、フォーミュラでそのエレメントに
値を割り当てることは可能です)。

3. ポジティブ入力

ポジティブ入力がない場合は、エレメント割当の検証 (手順 4) に進みます。

[上書き] アクション タイプのポジティブ入力のインスタンス ([処理しない] が指定されていない) が
ある場合は、有資格グループが検証されます (手順 5)。

[処理しない] アクション タイプのポジティブ入力のインスタンスがある場合は、[上書き] または [
追加] アクション タイプのほかのインスタンスがあっても、資格チェック プログラムによってプロセ
ス スイッチは「No」に設定されます。つまり、[処理しない] インスタンスが 1 つでもあれば、そのエ
レメントの処理は停止するということです。

注: ここでは、ユーザー フィールドが含まれている場合、エレメントとは、エレメントとユーザー
フィールド セットを指します。たとえば、差し押さえのユーザー フィールドが "都道府県/州" で、
受給者にネバダ州とカリフォルニア州の両方の差し押さえがあるとします。このような場合、ネバ
ダ州の差し押さえポジティブ入力の [処理しない] インスタンスは、カリフォルニア州の同じ差し押
さえポジティブ入力の資格処理には影響しません。これは、以下で説明されている項目のいくつ
かにも適用されます。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

4. エレメント割当

エレメント割当には 2 つの機能があります。1 つは、エレメントを受給者に割り当てることです。も
う 1 つは、受給者のエレメントの定義を上書きすることです。

ポジティブ入力がない場合は、受給者レベルでエレメントを割り当てたり、上書きする指示がエレ
メント別受給者割当ページ、受給者別エレメント割当ページ、または付与/取得割当ページで入力
されているかどうかが検証されます。

エレメント割当がない場合は、有資格グループが検証されてエレメントの有無が確認されます (手
順 5)。

エレメント割当があり、[適用] チェック ボックスがオンになっている場合は、有資格グループが検
証されます (手順 5)。

エレメント割当があり、エレメントの [適用] チェック ボックスがオンになっていない場合は、プロセ
ス スイッチが「No」に設定されます。エレメントが受給者の有資格グループにある場合でも、エレ
メントは有資格であると認められません。この場合、ユーザーはエレメントの資格定義を上書きで
きます。

注: エレメントを有資格グループに追加する際には、そのエレメントの受給者レベルでの入力があ
る場合にのみ有資格であると認められるように指定できます。これは、ポジティブ入力とエレメン
ト割当の両方に適用されます。この場合、ポジティブ入力またはエレメント割当のどちらかがない
と、エレメントが有資格であるとは認められません (手順 5 を参照)。
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5. 有資格グループ

エレメントは、有資格グループに追加され、受給者レベルまたは有資格グループと指定されます。
受給者レベルで指定されるエレメントは、そのエレメントの受給者レベルで入力を必要とします。こ
れは、ポジティブ入力またはエレメント割当を使用して達成されます (上の手順 3 と 4 を参照)。

[上書き] アクション タイプのポジティブ入力インスタンスがあって、その中に [処理しない] インス
タンスがなく、そのエレメントが受給者の有資格グループにある場合は、プロセス スイッチと資格
スイッチは「Yes」に設定されます。それ以外の場合は、支給元上書きについて検証されます (手
順 6)。

エレメント割当があり、[適用] チェック ボックスがオンで、そのエレメントが受給者の有資格グルー
プにある場合は、プロセス スイッチと資格スイッチは「Yes」に設定されます。

ポジティブ入力またはエレメント割当がない場合は、受給者の [有資格グループ] と指定された有
資格グループにエレメントがあるかどうかが検証され、プロセス スイッチと資格スイッチは「Yes」
に設定されます。エレメントが有資格グループにない場合、エレメントの処理は停止します。

6. 支給元上書き

"支給元" の処理詳細ページで、支給元のポジティブ入力上書きを許可しておくと、エレメントは受
給者の有資格グループにない場合でも変換される資格を持ちます。

注: 延滞残高のある控除エレメントが資格条件の検証を通過しない場合でも、"控除" の延滞ページに
ある [延滞回収の管理] グループ ボックスの [給与計算の全実行] オプション ボタンが選択されていれ
ば、回収処理は実行されます。

関連項目:

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 381ページ

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「エレメントのカレンダーからの除外」 、 421ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「受給者別の支給および控除の割り当てまたは無効化」 、 472ページ

第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

エレメントの変換
このセクションでは、エレメント変換の概要と以下の項目について説明します。

• 定義の指定日

• 開始日と終了日

• ジェネレーション コントロール

• 延滞

• 支給と控除

• 上書き

• 再計算オプション
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エレメントの変換

資格条件を満たしているエレメントの変換に影響を及ぼす要因は多数あります。通常はエレメント タイ
プごとに、エレメント変換プログラムが用意されています。支給エレメントと控除エレメントは同じプログラ
ムで処理されます。

定義の指定日

有効日で管理された全てのエレメントには、[定義の指定日] フィールドがあります。このフィールドで、エ
レメント定義を検索するときにどの有効日が付いた行を使うのかが指定されます。[定義の指定日] の値
はエレメント名共通ページで指定します。たとえば、[カレンダー期間開始日] を選択すると、カレンダー期
間の開始日に有効なエレメント定義が検索されます。

関連項目:

第 5章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「指定日によるエレメント定義の選択処理について」 、 71ページ

開始日と終了日

開始日と終了日は、上書き指示と共に使用され、上書きが適用される期間を指定します。処理される上
書きタイプによって、開始日と終了日の処理ルールは異なります。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「上書きに対する開始日および終了日のロジック」 、 465ページ

ジェネレーション コントロール

ジェネレーション コントロールにより、受給者に対して支給、控除、休暇付与、または休暇付与調整の処
理を行うかどうかをさらに細かく管理できます。ジェネレーション コントロールではエレメントの変換条件
を定義します。HR ステータス、実行タイプ、セグメント ステータス、およびその他のパラメータに基づい
て条件を定義できます。

パラメータごとに、バッチ処理でそのエレメントを入力の対象にするか対象外にするかを指定します。そ
のエレメントが処理されるためには、各受給者はそのエレメントに対する全てのジェネレーション コント
ロール条件に一致している必要があります。

受給者が、ある控除のジェネレーション コントロールの条件に一致しなかった場合でも、回収処理が行
われ、遡及調整が実行される場合があります。受給者が支給のジェネレーション コントロールの条件に
一致しなかった場合でも、遡及調整は実行されます。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「ジェネレーション コントロール エレメントの定義」 、 180ページ

延滞

控除がジェネレーション コントロールの条件に一致しない場合でも、延滞ページの [延滞回収の管理] グ
ループ ボックスの値によって、回収処理が行われる場合があります。延滞には [給与計算の全実行] と
[控除スケジュール] の 2 つのオプションがあります。[控除スケジュール] では、延滞回収処理を行うた
めには控除がジェネレーション コントロールの条件に一致する必要があります。[給与計算の全実行] で
は、控除がジェネレーション コントロールの検証を通過しない場合でも回収処理は行われます。
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関連項目:

第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「純支給額の確認と延滞処理について」 、 216
ページ

支給と控除

ここでは、支給および控除プログラムでのエレメント変換の手順について説明します。

1. 資格チェックの検証を通過すると、エレメント ルールはエレメント別受給者割当ページ、受給者別
エレメント割当ページ、またはポジティブ入力ページの入力で上書きされます。

必要な受給者レベルのコンポーネントがない場合、エレメントは変換されません。この場合でも遡
及調整処理と延滞回収は行われます。

注: ここでは、エレメントは、エレメントとユーザー フィールド セットを指します。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 513ページ

2. 後に、ジェネレーション コントロールがチェックされます。

ジェネレーション コントロールの条件に一致しない場合、支給エレメントまたは控除エレメントは変
換されませんが、この場合でも延滞回収と遡及調整処理を行うことができます。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 191ページ

上書き

さまざまなレベルで値またはエレメントの定義を上書きできます。たとえば、支給、控除、休暇欠勤などの
主要エレメントを受給者レベルで上書きしたり、カレンダーの除外機能を使用して全ての受給者に対する
プロセス リストからエレメントを除外することができます。

エレメント名共通ページの [上書きレベル] グループ ボックスで [受給者] チェック ボックスをオフにする
と、エレメントの受給者レベルでの上書きを禁止できます。

エレメントに上書きのレベルがいくつかある場合には、階層に従って処理されます。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 461ページ

再計算オプション

エレメント名共通ページの [常時再計算] オプション、"支給/控除" の計算ページの [遡及再計算オプ
ション]、およびセクション コンポーネントの [再計算] オプションによって再計算を指定できます。

エレメント名共通ページの [常時再計算] をオンにすると、そのエレメントは、計算プロセスで検出される
たびに再計算されます。つまり、フォーミュラを更新してそれを再計算または再変換する場合、このチェッ
ク ボックスがオフになっていると、エレメントの前回の変換値が使用されます。[常時再計算] オプション
は、変換処理中の期間に対してのみ適用されます。

"支給/控除" の計算ページの [遡及再計算オプション] では、[常時再計算] または [再計算しない] を選
択することができます。[再計算しない] を選択してある場合、支給および控除プログラムによって遡及期
間でそのエレメントは変換されず、前の計算の値が返されます。この値が、支給と控除、支給と控除のコ
ンポーネント、延滞処理、および遡及調整に適用されます。
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注: セクションの再計算設定は、エレメント変換チェーン全体ではなく、そのセクションのエレメントだけに
適用されます。つまり、親エレメントによって使用されるエレメントには適用されません。

PIN マネージャ ロジック

エレメントを変換するために PIN マネージャが呼びされると、次の手順で変換が行われます。

1. 現在の時間枠 (つまり、セグメントまたはスライス) でエレメントが既に変換されているかどうかが
チェックされます。

2. エレメントが変換されていない場合は、PIN マネージャによって該当する変換プログラムが呼び出
されます。

3. エレメントが変換されている場合は、再計算ロジックがチェックされます。

再計算ロジック

再計算ロジックは次のとおりです。

1. エレメント名共通ページの [常時再計算] チェック ボックスが確認されます。

チェック ボックスがオンの場合、該当するエレメント変換プログラムが呼び出されます。オフの場
合は、次のステップに進みます。

2. PIN マネージャがプロセス リストから呼び出された場合は、この PIN マネージャによって、現在の
エレメントのセクションの [再計算] チェック ボックスが確認されます。

チェック ボックスがオンの場合、該当するエレメント変換プログラムが呼び出されます。チェック
ボックスがオフの場合は、PIN マネージャによって、以前に変換されたエレメントの値が返され、エ
レメントは再計算されません。

例 1

フォーミュラ F1 で変数 V1 に 10 という値を割り当ててから、別のフォーミュラ F2 で V1 を使用するとしま
す。V1 の [常時再計算] がオンになっている場合には、次のようになります。

V1 の値を取得するためにフォーミュラ プログラムによって PIN マネージャが呼び出され、PIN マネージャ
は V1 が変換されていることを確認します。[常時再計算] がオンになっているため、エレメントを変換する
ために変数エレメント変換プログラムが、PIN マネージャによって呼び出されます。V1 は、定義の内容に
従い変換されます。F1 から V1 に割り当てられた値は失われます。

V1 の [常時再計算] チェック ボックスをオフにした場合は、フォーミュラから V1 に割り当てられた値は失
われません。V1 を変換するために F2 から呼び出された PIN マネージャは、V1 が変換されていることを
確認します。さらに PIN マネージャによって、[常時再計算] がオフになっていることが確認され、以前に
変換された値がフォーミュラ プログラムに返されます。

日付、アレイ、およびブラケットでも、値を変数に割り当てることができます。正しい計算を行うには、再計
算ロジックを考慮する必要があります。

例 2

この例では、[常時再計算] チェック ボックスがオンになっている必要があります。カウント エレメントの変
換では日次処理が発生します。ほかのところでは使用されていないフォーミュラを変換するために PIN
マネージャが 1 日に 1 度呼び出されます。 初の日には、このフォーミュラが変換されます。このフォー
ミュラの [常時再計算] がオンになっていないと、2 日目には 初の日の値が使用されてしまいます。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ
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支給または控除の複数変換

この章では、複数変換の概要と以下の方法について説明します。

• ポジティブ入力を使用した複数変換

• エレメント割当を使用した複数変換

• 累計ドライバを使用した複数変換

• ユーザー フィールド セットのあるエレメント割当とポジティブ入力との相互作用の定義

• 支給/控除割当とポジティブ入力があり、ドライバを使用した複数変換の管理

• エレメントの資格の定義

• エレメントが複数変換される場合の計算ルールのコンポーネントの定義

• 累計ドライバとドライバ エレメントによるエレメント分割の定義

• 複数回変換されるエレメントのデータの取得

• 延滞の定義

• 複数変換でのジェネレーション コントロールの使用

• 常時再計算オプションの使用

• ブラケットとフォーミュラを使用したユーザー フィールドへのデータのロード

• 遡及処理に関する定義

• システム エレメントの使い方

複数変換について
次に示す方法によって、単一のセグメントでエレメントを複数回変換できます。

• エレメントをスライスまたは分割する (エレメント分割または期間分割を使用)

期間分割またはエレメント分割を使用してエレメントを分割すると、エレメントは複数回変換されます。

• エレメントに対するポジティブ入力の作成時に、[アクション タイプ] に [追加]、[上書き]、または [ゼロ
にする] を指定する

エレメントに "追加" ポジティブ入力を作成すると、エレメントは、エレメントのルール定義を使用して (
またはエレメント上書きがある場合は、上書き値を使用して) 1 回変換され、その後、ポジティブ入力の
"追加" タイプのインスタンスに関連付けられた値を使用して再び変換されます。

複数のポジティブ入力上書きを入力すると、インスタンス番号別に上書き値が別々に変換されます。

• エレメント割り当てのページで、エレメントの複数インスタンスを入力する
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たとえば、同じ期間またはセグメントに、同じ差し押さえを複数回入力できます。各入力に対してインス
タンス番号が割り当てられ、それぞれ別々に処理されます。

• 支給と控除の複数変換を行う累計ドライバを定義する

累計ドライバを指定した支給エレメントまたは控除エレメントでは、その累計のインスタンスごとに対応
する変換が行われます。

この章では、以下のタイプの複数変換を中心に説明します。

• ポジティブ入力を使用した変換

• エレメント割当を使用した変換

• 累計ドライバを使用した変換

分割を使用したエレメントの複数変換は、分割についての章で説明します。

関連項目:

第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

この章で使用する共通フィールド

支給/控除割当 "支給/控除割当" という用語は、受給者別エレメント割当、エレメント別受
給者割当、およびエレメント詳細の各ページで、受給者に対して支給、控
除、またはサポート エレメント上書きを割り当てることを指しています。

注: 表やグラフィックでは、"E/D 割当" と略されて表記される場合がありま
す。

ポジティブ入力 ポジティブ入力とは、ポジティブ入力ページおよび "ポジティブ入力" の詳
細ページで、単一の支給期間に対して入力される支給と控除のデータを
指します。

注: 表やグラフィックでは、"PI" と略されて表記される場合があります。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「受給者上書きの定義」 、 470ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

ポジティブ入力を使用した複数変換
ポジティブ入力を使用してエレメントの複数変換を行うには、次の手順に従います。

1. エレメントの上書きレベルに [受給者] と [ポジティブ入力] を選択します。

この作業は、支給または控除のエレメント名ページで行います。

2. [アクション タイプ] に [追加] または [ゼロにする] を指定して受給者とエレメントのポジティブ入
力を入力するか、[アクション タイプ] に [上書き] または [追加] を指定して複数のポジティブ入
力行を定義します。
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この作業は、ポジティブ入力ページで行います。

例 1: ポジティブ入力の "追加" インスタンスを使用して複数変換を行う場合

エレメントに "追加" ポジティブ入力を入力すると、そのエレメントは、エレメント レベル定義 (またはエレ
メントの上書きがあれば、上書き値) を使用して 1 回変換され、その後、追加のポジティブ入力値を使用
して再び変換されます。たとえば、エレメント レベルで 1000 EUR (ユーロ) の固定額として支給を定義し、
500 EUR の "追加" ポジティブ入力を入力した場合、1000 EUR の値でエレメントが 1 回変換され、その
後、500 EUR の値で再び変換されます。

例 2: ポジティブ入力の "上書き" インスタンスを使用して複数変換を行う場合

[アクション タイプ] に [上書き] を指定して、エレメントに複数のポジティブ入力を作成すると、各入力に
対して異なるインスタンス番号が割り当てられ、別々に変換されます。たとえば、エレメント レベルで 100
USD (アメリカ ドル) の固定額として支給を定義し、200 USD のポジティブ入力上書きをエレメントに 2 つ
入力した場合、各入力が別々に (200 USD + 200 USD) 変換されますが、エレメント レベル定義を使用し
た支給の変換 (100 USD) は行われません。

例 3: ポジティブ入力の "ゼロにする" インスタンスを使用して複数変換を行う場合

"ゼロにする" インスタンスとポジティブ入力上書きの両方を入力すると、"ゼロにする" 行と上書きの両
方が変換されます。たとえば、エレメント レベルで 500 USD の固定額として控除を定義し、200 USD の
ポジティブ入力上書きと "ゼロにする" 行を入力した場合、エレメントは 2 回 (1 回目は 200 USD、2 回目
は 0 USD) 変換されます。

注: "ゼロにする" アクションを選択しても、ほかのポジティブ入力インスタンスには影響しません。"ゼロ
にする" を選択したインスタンスのみに適用されます。

関連項目:

第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

第 18 章、 「上書きの設定」 、 461ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

ポジティブ入力を使用した複数変換に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[ポジティブ入力] GP_PI_MNL_ERNDED [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者
データ]、[支給と控除の割
当]、[ポジティブ入力]、[ポ
ジティブ入力]

ポジティブ入力を割り当
て、支給および控除の金
額を入力します。

[ポジティブ入力-詳細], GP_PI_MNL_SEC [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者
データ]、[支給と控除の割
当]、[ポジティブ入力]、[ポ
ジティブ入力]

[メインコンポーネント] タブ
にアクセスして [詳細]ボタ
ンをクリックします。

ポジティブ入力の上書き詳
細を入力します。
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エレメント割当を使用した複数変換
このセクションでは、エレメント割当を使用した複数変換の概要と以下の方法について説明します。

• ユーザー フィールドのないエレメント割当を使用した複数変換

• ユーザー フィールドのあるエレメント割当を使用した複数変換

エレメント割当を使用した複数変換について

グローバル ペイロールでは、エレメント割当を使用して支給または控除の複数変換を行うことができます。

これには、以下の 2 つの方法があります。

• ユーザー フィールドを指定せずに、重複した開始日および終了日の支給または控除の割当を複数入
力します。

• 重複した開始日および終了日を持つ支給または控除の割当の各インスタンスを別々に定義し、ユー
ザー フィールドを指定します。

ユーザー フィールドのないエレメント割当を使用した複数変換

支給/控除割当ページで、重複した開始日と終了日のエレメント割当が複数検出されると (ユーザー フィー
ルド指定なし)、各割当は別々に変換されます。累計インスタンスは個別には作成されません。

たとえば、7 月の控除 A のインスタンスを 3 つ定義した場合、各インスタンスが変換され、その控除の
自動作成累計により結果が合計されます。

注: 必要であれば、エレメントの各変換結果を別々に保存するための別の累計を定義できますが、自動
作成累計では結果は自動的に合計されます。

ユーザー フィールドのないエレメント割当を使用した複数変換を行うには、次の手順に従います。

1. エレメント定義のページで支給または控除を定義します。

2. 支給または控除を定義する際は、上書きレベルに [受給者] を選択します。

3. 受給者別エレメント割当ページまたはエレメント別受給者割当ページにアクセスし、同一のエレメ
ントの割当を複数入力します。

各入力に対してインスタンス番号が自動的に割り当てられ、それぞれが区別されます。

注: 各セグメントに対してエレメントのインスタンスが複数ある場合、[処理順序] フィールドを使用
して、エレメントの処理順序を制御できます。

グローバル ペイロールによってエレメントが処理される際は、各入力に対して 1 回ずつ変換が行
われ、その後、自動作成累計によって変換結果が合計されます。

例: ユーザー フィールドのない支給および控除の割当

以下の差し押さえ控除の例を考えてみます。
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控除名 インスタンス番号 開始日 終了日 金額

差押A 1 2003/3/1 2006/2/28 100

差押A 2 2003/6/15 2003/12/31 350

差押A 3 2003/7/1 2004/6/30 1200

この場合の条件は、以下のようになります。

• エレメント割り当てのページに、差し押さえのインスタンスが 3 つあります (インスタンス 1、2、および 3)。

• 2003 年 7 月の給与計算処理中に、控除は 3 回変換されます (同じ給与計算期間またはセグメントの
各エレメント割当に対して 1 回ずつ)。

• 各エレメント割当ごとの個別の累計インスタンスは作成されません。代わりに、単一の累計インスタン
スで変換結果が合計されます。

ユーザー フィールドのあるエレメント割当を使用した複数変換

重複した開始日と終了日および異なるユーザー フィールド値を持つ複数の割当が検出されると、各割
当は別々に変換されます。累計のユーザー キーによっては、個別の累計インスタンスが作成され、異な
る変換結果が別々に保存されます。

• 自動作成累計 (または、エレメントの変換結果を保存するために作成されたその他の累計) のユーザー
キーがエレメントのユーザー フィールドと一致する場合、個別の累計インスタンスが作成され、エレメ
ントのそれぞれの変換結果が別々に保存されます。

たとえば、7 月の控除 A のインスタンスを 3 つ定義し、その控除にはユーザー フィールド "所在地"
が関連付けられており、1 つのセグメント内に 3 つの所在地 (所在地 A、B、および C) に対する控除
割当がある場合、各所在地の控除が変換されて、個別の累計インスタンス (各所在地に対して 1 つず
つ) に結果が保存されます。

• 自動作成累計 (または、エレメントの変換結果を保存するために作成されたほかの累計) のユーザー
キーがエレメントのユーザー フィールドと一致しない場合、単一の累計インスタンスでエレメントの全て
の変換結果が合計される場合と合計されない場合の両方があります。

どちらの動作が行われるかは、累計キーがあれば、累計キーがどのように処理されるかによって異な
ります。たとえば、控除 A にユーザー フィールド "州" が設定されていて、対応する累計のユーザー
キーが "会社" だったとします。この控除に 2 つのインスタンス (カリフォルニアとニューヨーク) があ
り、それぞれ会社 "ABC" と会社 "DEF" に関連付けられている場合、各変換に対して個別の累計イン
スタンスが作成されます。

ユーザー フィールドのあるエレメント割当を使用した複数変換を行うには、次の手順に従います。

1. エレメント定義のページで支給または控除を定義します。

たとえば、LOAN という名前のローン回収控除を定義します。

2. 支給または控除のエレメント名ページで [ユーザー フィールド] リンクをクリックし、ユーザー フィー
ルド設定のページにアクセスします。

たとえば、LOAN という控除名の [ユーザー フィールド] リンクをクリックします。

3. ユーザー フィールド設定のページでユーザー フィールドを定義し、ユーザー フィールド値に基づ
いた一意のエレメント割り当てを行えるようにします。

たとえば、"ローン タイプ" というユーザー フィールドを定義します。
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4. ユーザー フィールドを変数として定義し、変数名を指定します。

支給または控除に関連付けられたユーザー フィールドは、変数として定義する必要があります。
これは、変数のみがエレメント割り当てのページで上書き可能であるためです。

注: ユーザー フィールドを使用してエレメントに変数を割り当てるには、変数定義のページで変数
を事前に定義しておく必要があります。受給者にエレメントを割り当てる際に、エレメント詳細ペー
ジで変数値を定義できます。

5. (省略可) 支給または控除の定義コンポーネントの自動作成累計ページで [ユーザー フィールドの
コピー] ボタンをクリックして、エレメントのユーザー フィールドを自動作成累計に移動します。

これを行うと、異なるユーザー フィールド値を持つ各変換に対して別々の累計インスタンスが作
成されます。

注: 控除に関連付けられたユーザー フィールドが、控除の自動作成延滞累計に自動的に移動し
ます。ユーザー キーを延滞累計にコピーする必要はありません。ただし、[ユーザー フィールドの
コピー] ボタンをクリックして、ユーザー フィールドをその他の全ての自動作成累計に移動させる
必要があります。

6. 支給または控除の定義コンポーネントで、上書きレベルに [受給者] を選択します。

7. 受給者別エレメント割当ページまたはエレメント別受給者割当ページにアクセスし、インスタンス番
号とユーザー フィールドで各割当を区別しながら、受給者に複数のエレメント割当を入力します。

グローバル ペイロールがエレメントを処理する際には、各入力が変換され、一意のユーザー フィー
ルド値を持つ各割り当てに対して個別の累計インスタンスが作成されます。

たとえば、同じ受給者に、異なるインスタンス番号および異なるユーザー フィールド値 (異なるロー
ン タイプ) を持つ LOAN 控除を複数割り当てます。

例: ユーザー フィールドおよび一致する累計キーのある支給と控除の割り当て

以下のローン回収控除の例を考えてみます。

控除名 インスタンス番号 開始日 終了日 金額

ユーザー フィー
ルドが "ローン
タイプ" のサポー
ト エレメント上書

き

LOAN 1 2003/7/1 2006/02/28 100 Car

LOAN 2 2003/06/15 2003/12/31 350 Personal

LOAN 3 2003/7/1 2004/06/30 1200 Education

この場合の条件は、以下のようになります。

• ローン回収控除は、ユーザー フィールド "ローン タイプ" に関連付けられています。

• ユーザー フィールド "ローン タイプ" は、LOAN 控除の自動作成累計のユーザー キーです。

• 異なるユーザー フィールド値を持つ 3 つのローンがエレメント割り当てページで割り当てられています
(インスタンス 1、2、および 3)。

• 7 月の給与計算処理中に、控除は 3 回 (各インスタンスに対して 1 回ずつ) 変換され、対応する累計
インスタンスが 3 つ作成されます。
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関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 191ページ

第 10 章、 「累計の設定」 、 255ページ

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「受給者上書きの定義」 、 470ページ

エレメント割当を使用した複数変換に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[受給者別エレメント割当] GP_ED_PYE [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[支給と控除の割当]、
[受給者別エレメント割当]、
[受給者別エレメント割当]

受給者別に特定の支給エ
レメントおよび控除エレメン
トを上書きしたり、支給エレ
メントまたは控除エレメント
を無効にします。

[エレメント別受給者割当] GP_ED_ELEM [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[支給と控除の割当]、
[エレメント別受給者割当]、
[エレメント別受給者割当]

エレメント別に受給者の特
定の支給および控除を上
書きしたり、支給エレメント
または控除エレメントを無
効にします。

[エレメント詳細] GP_ED_PYE_DTL_SEC • 受給者別エレメント割当
ページで、エレメント名の
リンクをクリックします。

• エレメント別受給者割当
ページで、従業員 IDのリ
ンクをクリックします。

このページは次の目的に
使用します。

• 支給エレメントまたは控
除エレメントに定義さ
れたコンポーネントの
値を割り当てたり、上
書きします。

• 受給者に割り当てられた
支給または控除に関連
付けられた変数値を割り
当てたり、上書きします。

• ジェネレーションコント
ロール、周期、および延
滞を上書きします。

累計ドライバを使用した複数変換
このセクションでは、累計ドライバを使用した複数変換の概要および累計ドライバを使用する支給と控除
の基本ルールの定義方法について説明します。

累計ドライバを使用した複数変換について

グローバル ペイロールでは、累計ドライバを定義して、支給または控除の複数変換を行うことができま
す。累計ドライバを指定した支給エレメントまたは控除エレメントでは、その累計のインスタンスごとに対
応する変換が行われます。

累計を設定して別のエレメントの複数変換を行うには、以下を定義する必要があります。

• ドライバの累計対象となるエレメント
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• ドライバ累計

• 累計に基づいて変換を行うエレメント (支給または控除)

• ドライバの累計対象エレメントで複数の累計インスタンスを作成するためのユーザー フィールド

次の手順に従って、累計ドライバを使用した複数変換を行います。

注: 以下で説明する手順は、累計ドライバを使用する支給または控除を定義するための 1 つの方法に
すぎません。実際の設定は、以下の説明とは異なる場合があります。

1. 累計ドライバの累計対象となる支給エレメントまたは控除エレメントを定義します。

たとえば、SALARY という名前の支給を定義します。

2. 支給または控除のエレメント名ページで [ユーザー フィールド] リンクをクリックし、ユーザー フィー
ルド設定のページにアクセスします。

たとえば、SALARY エレメントの支給名ページで [ユーザー フィールド] リンクをクリックします。

3. ユーザー フィールド設定のページで支給または控除とユーザー フィールドを関連付け、エレメン
トの各変換に対してユーザー フィールド別に個別の累計インスタンスが作成されるようにします。

このフィールドは、変数またはシステム エレメントとして指定できます。

たとえば、州別または所在地別に区別する必要のある課税対象支給 (SALARY) を定義する場合、
"州" または "所在地" という名前のユーザー フィールドを定義します。

注: ユーザー フィールドを変数として定義する場合、変数定義のページで変数を事前に定義して
おく必要があります。

4. 支給または控除を保存するためのセグメント累計を定義します。累計のユーザー キーと支給また
は控除に定義したユーザー フィールドは、一致している必要があります。

たとえば、"State Taxable Gross" (州課税対象総額) という名称の累計を定義し、累計キーに "州
" を使用して、課税対象支給が州別に分類されるようにします。

注: 累計のユーザー キーに "州" を使用した場合、異なる州の SALARY エレメントが変換される
と、州ごとに個別の累計インスタンスが作成されます。

5. 手順 4 で定義した累計に基づいて支給または控除の変換を行う場合、エレメント名ページの [ド
ライバ累計] フィールドを使用して、その累計を対象エレメントのドライバとして指定します。

たとえば、州ごとに課税対象支給に基づいて変換する必要のある税控除を定義する場合、"State
Taxable Gross" 累計をこの控除のドライバ累計として定義します。

注: 支給および控除に関連付けられたドライバ累計のユーザー キーは、支給および控除に自動
的に継承されます。これらのユーザー キーは、支給エレメントまたは控除エレメントのユーザー
フィールドになります。

例: 累計ドライバを使用した複数変換

次の表は、州税控除のドライバ累計のインスタンスを示しています。
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ドライバ (累計名) ユーザー キー (州) 結果値

State Taxable Gross 州 A 6000

State Taxable Gross 州 B 5500

State Taxable Gross 州 C 7000

この累計には、州レベルで課税される、給与や超過勤務手当などの支給が保存されます。この累計に
は、ユーザー キー "州" が設定されています。

また、累計対象の支給も、ユーザー フィールド "州" に関連付けられています。

"State Taxable Gross" 累計によって、州所得税控除の複数変換が行われます。

この控除は、州課税対象総額の 20 パーセントとして定義されています。

次の表で示すように、3 つのドライバ累計インスタンスに対応して州所得税の変換処理は 3 回行われま
す。

控除 (州課税対象総額の 20%) ユーザー フィールド (州) 結果値

州所得税 (インスタンス 1) 州 A 1200

州所得税 (インスタンス 2) 州 B 1100

州所得税 (インスタンス 3) 州 C 1400

この場合の条件は、以下のようになります。

• ユーザー フィールド "州" が各課税対象支給エレメント (たとえば給与や超過勤務支給など) に関連
付けられているため、"State Taxable Gross" 累計の適切なインスタンスが支給エレメントによって自動
的にロードされます。

• "State Taxable Gross" 累計は、州所得税控除のドライバとして定義されます。

• ドライバ累計のユーザー キーは、州所得税控除に自動的に継承されます。

• ドライバ累計の発生ごとに、州所得税控除の変換が別々に行われます。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 191ページ

第 10 章、 「累計の設定」 、 255ページ

累計ドライバを使用する支給と控除の基本ルールの定義

このセクションでは、以下の基本ルールについて説明します。

• 累計ドライバを使用する支給と控除

• 累計ドライバとして使用する累計

累計ドライバを使用する支給と控除

累計ドライバを使用する支給と控除は、以下のルールに従って設定する必要があります。
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• 支給エレメントまたは控除エレメントには、ドライバ累計のユーザー キーと同じユーザー フィールドを
設定する必要があります。

注: ドライバ累計のユーザー キーからユーザー フィールドが支給および控除に自動的に継承されます。

• 支給または控除のユーザー フィールドは、ドライバ累計のユーザー キーと同じ順序である必要があり
ます。

• 支給または控除の定義にドライバ累計を指定してユーザー キーを指定しないことはできません。

支給または控除には、少なくとも 1 つの (累計のユーザー キーと一致する) ユーザー フィールドを関
連付ける必要があります。

• ドライバ累計を使用して複数回の変換が行えるエレメントは、支給と控除のみです。

• 支給または控除には、そのエレメント自身の自動作成累計をドライバとして使用することはできません。

注: また、一般ルールとして、循環参照を避けるために、そのエレメント自身が含まれている累計をドラ
イバとして使用することはできません。

注: 自動作成累計は、[支給名] および控除名ページの [ドライバ累計] フィールドのプロンプト ビュー
から自動的に除外されます。

• 支給エレメントまたは控除エレメントに設定できるドライバは、1 つのみです。

ドライバ累計として使用する累計

ドライバとして使用する累計は、以下のルールに従って設定する必要があります。

• ドライバとして使用できるエレメント タイプは、累計のみです。

• セグメント累計のみが、ドライバとして使用できます。

• ドライバとして使用するセグメント累計には、"累計" のレベル ページの [累計のタイミング] グループ
ボックスで [累計メンバー変換時] が選択されている必要があります。

• ドライバとして使用する累計には、ユーザー キーが少なくとも 1 つ必要です。

注: [支給名] および控除名ページで有効なドライバ累計としてプロンプト表示されるのは、累計のタイ
ミングが [累計メンバー変換時] として定義されたセグメント累計で、さらに少なくとも 1 つのユーザー
キーが定義されている累計のみです。

• ドライバ累計のユーザー キーは、自動的に支給または控除のユーザー フィールドになります。

• ドライバのユーザー キーのデフォルト値は、自動的に "延滞" 累計に設定されます。

延滞累計のキー構造を変更することはできません。ただし、ほかの自動作成累計には、ドライバのキー
構造のデフォルトが自動的に設定されることはありません。これらの累計には異なるキー セットを定義
できます。また、同じキーを使うこともできます。

注: 全ての自動作成累計に同じキー セットを使用する場合、自動作成累計ページの [ユーザー フィー
ルドのコピー] ボタンをクリックします。これにより、キー値に基づいて、ドライブが実行されるエレメント
の累計インスタンスが個別に作成されます。

• 支給または控除に関連付けた後で、ドライバの累計キーを変更できます。
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ユーザー キーを変更すると、支給または控除のユーザー フィールドは、自動的に更新され、累計キー
と同一になります。ドライバ実行対象のエレメントが控除の場合、新規のキー構造が自動作成延滞累
計に自動的に継承されます。ただし、[ユーザー フィールドのコピー] ボタンをクリックして、その他の自
動作成累計を更新する必要があります。支給または控除が処理された後は、ドライバのユーザー キー
を変更することはできません (ユーザー キーに対するデータ入力ができない状態になります)。

累計ドライバを使用した複数変換に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[ユーザーフィールド] GP_PIN_USR_FLD_SEC • [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グ
ローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[エレメン
ト]、[給与計算エレメン
ト]、[支給]、[支給名]

• [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グ
ローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[エレメン
ト]、[給与計算エレメン
ト]、[控除]、[控除名]

支給名ページまたは控
除名ページで [ユーザー
フィールド] リンクをク
リックします。

このページは次の目的に
使用します。

• ドライバ累計で累計を
行う支給エレメントま
たは控除エレメントと
ユーザーフィールドを関
連付けます。

• ドライバ累計に基づいて
変換される支給エレメン
トまたは控除エレメントと
ユーザーフィールドを関
連付けます。

• ドライバ累計とドライバ
累計に基づいて変換さ
れる支給または控除を
関連付けます。

[累計名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、
[サポートエレメント]、[累
計]、[累計名]

ドライバ累計に名前を付
けます。

[レベル] GP_ACCUMULATOR_1 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、
[サポートエレメント]、[累
計]、[レベル]

ドライバ累計のユーザー
キーを定義します。

[期間] GP_ACCUMULATOR_2 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[累計]、[期間]

ドライバ累計の期間 (たと
えば、[セグメント]や [カス
タム期間]) を定義します。

[メンバー] GP_ACCUMULATOR_3 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、
[サポートエレメント]、[累
計]、[メンバー]

ドライバ累計に含めるメン
バー (支給または控除)を
定義します。
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ユーザー フィールド セットのあるエレメント割当とポジ
ティブ入力との相互作用の定義

このセクションでは、同じ支給または控除に対するエレメント割当およびポジティブ入力があり、その支給
または控除にユーザー フィールドが関連付けられている場合に、グローバル ペイロールによって行われ
る競合上書きの処理方法について説明します。

具体的には、以下の内容について説明します。

• ユーザー フィールド セットの定義

• ユーザー フィールド セットへの値の入力

• 支給/控除割当とポジティブ入力のマッチング

• 支給/控除割当とポジティブ入力の処理順序の定義

ここで説明する概念は、ユーザー フィールドが定義されている際のポジティブ入力とエレメント割当との
相互作用を理解するために不可欠です。

重要: このセクションは、ポジティブ入力とエレメント割当の相互作用に関して、「上書きの設定」の章の
情報を補足するものです。このセクションを読む前に、「上書きの設定」の章を確認する必要があります。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「エレメント割り当て上書き、ポジティブ入力、およびエレメント定義の間の
競合の管理」 、 486ページ

ユーザー フィールド セットの定義

グローバル ペイロールでは、ポジティブ入力またはエレメント割当に指定された全てのユーザー フィー
ルドの値を、"ユーザー フィールド セット" と呼びます。支給または控除には、それぞれ固有のユーザー
フィールド値のセットを持つ、複数のエレメント割当およびポジティブ入力を定義できます。

たとえば、以下の表で示すエレメント割当とポジティブ入力インスタンスには、それぞれ異なるユーザー
フィールド セットが関連付けられています。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当"、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

支給/控除定義 E/D 割当 PI (上書き) PI (上書き)

エレメント名 LOAN LOAN LOAN

インスタンス番号 2 1 2

金額 350 175 225

ユーザーフィールド (ロー
ン目的)

College Car Boat

ユーザーフィールド (ロー
ンタイプ)

Family Personal Personal
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ユーザー フィールド セットへの値の入力

支給または控除にユーザー フィールドがある場合、通常ユーザー フィールドの値は、支給/控除割当ま
たはポジティブ入力から取得されます。エレメントが変換される前に、ポジティブ入力とエレメント割当の
ページで入力された値に基づいて、ユーザー フィールドに値が入力されます。

ただし、エレメント割り当てのページまたはポジティブ入力のページでユーザー フィールドの値が定義さ
れていない場合は、その他のソースから値が取得される場合もあります。たとえば、アレイ、フォーミュラ、
ブラケットやその他のサポート エレメント上書き (カレンダー レベル上書きや支給グループ上書き) から
値が取得されます。

ユーザー フィールドのある支給または控除がスライスまたは分割される場合、ユーザー フィールドの値
はスライスまたはセグメントから取得され、スライスまたはセグメント間で異なることがあります。

ユーザー フィールドのある場合の支給/控除割当とポ
ジティブ入力のマッチング

グローバル ペイロールでは、単一の支給期間、スライスまたはセグメント内の同じエレメントについて、
エレメント割当およびポジティブ入力の上書き複数入力できます。これらの上書きに含まれる、競合に関
する指示を管理するために、支給および控除割当は、同じスライスまたはセグメント内の対応するポジ
ティブ入力とマッチング処理され、その後で、変換するエレメントと、この PeopleBook の「上書きの設定」
の章で説明する処理ルールに基づいて従う指示が判断されます。 また、割り当てられたエレメントとポジ
ティブ入力にユーザー フィールドが関連付けられている場合は、共通のユーザー フィールド セットに基
づいて、エレメント割当とポジティブ入力がマッチング処理されます。

注: エレメント割当とポジティブ入力が同じエレメントについて、同じ支給期間スライスまたはセグメントで
発生し、ユーザー フィールド セットが同じ場合、エレメント割当とポジティブ入力は一致していると見なさ
れます。

次に例を挙げます。

• 特定のスライスまたはセグメントで、ポジティブ入力上書きのユーザー フィールド セットと支給/控除割
当のユーザー フィールド セットが一致している場合、ポジティブ入力が処理され、エレメント割当は処
理されません。

• 特定のスライスまたはセグメントで、ポジティブ入力上書きのユーザー フィールド セットと支給/控除
割当のユーザー フィールド セットが一致していない場合、ポジティブ入力とエレメント割当の両方が処
理されます。

つまり、一致するユーザー フィールド セットを持たない限り、ポジティブ入力上書きとエレメント割当は "
異なる" エレメントとして扱われます。ユーザー フィールド セットが一致している場合は、ユーザー フィー
ルドのない同一エレメントに適用される処理ルールと同じルールに従って処理されます。

参照: 第 18 章、 「上書きの設定」 、 「エレメント割り当て上書き、ポジティブ入力、およびエレメント定義の
間の競合の管理」 、 486ページ

例 1: エレメント割当とポジティブ入力が部分的に一致している場合

控除 "LOAN PAYBACK" には、次の 2 つのユーザー フィールドがあります。

• ユーザー フィールド 1 = ローン目的

• ユーザー フィールド 2 = ローン タイプ

次の表は、この控除のポジティブ入力とエレメント割当を示しています。
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注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当"、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

E/D 割当 E/D 割当 PI (上書き) PI (上書き)

エレメント名 LOAN PAYBACK LOAN PAYBACK LOAN PAYBACK LOAN PAYBACK

インスタンス番号 1 2 1 2

金額 100 350 175 225

ユーザーフィールド
1 (ローン目的)

Car College Car Boat

ユーザーフィールド
2 (ローンタイプ)

Personal Family Personal Personal

この控除では 3 つのインスタンスが変換されます。

インスタンス番号 金額 ローン目的 ローン タイプ 上書きソース

1 175 Car Personal ポジティブ入力上書
き

2 350 College Family エレメント割当

3 225 Boat Personal ポジティブ入力上書
き

この例では、ポジティブ入力インスタンス 1 とエレメント割当インスタンス 1 が同一のユーザー フィールド
に基づいてマッチングされ、ポジティブ入力インスタンスのみが処理されます。ポジティブ入力インスタン
ス 2 とエレメント割当インスタンス 2 は一致していないため、両方のインスタンスが処理されます。

例 2: エレメント割当とポジティブ入力が完全に一致している場合

控除 A には、次の 2 つのユーザー フィールドがあります。

• ユーザー フィールド 1 = 州

• ユーザー フィールド 2 = 市

次の表は、この控除のポジティブ入力とエレメント割当を示しています。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当"、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

ルール定義 E/D 割当 E/D 割当 PI (上書き) PI (上書き)

エレメント名 控除A 控除A 控除A 控除A

インスタンス番号 該当なし 1 2 1 2

ベース 200 300
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ルール定義 E/D 割当 E/D 割当 PI (上書き) PI (上書き)

パーセント 受給者レベル 25% 50% 75% 100%

ユーザーフィー
ルド 1 (州)

該当なし ニューヨーク カリフォルニア ニューヨーク カリフォルニア

ユーザーフィー
ルド 2 (市)

該当なし ニューヨーク ロサンゼルス ニューヨーク ロサンゼルス

この控除では 2 つのインスタンスが変換されます。

インスタンス番号 ベース パーセント 州 市 上書きソース

1 300 75% ニューヨーク ニューヨーク ポジティブ入力
上書き

2 200 100% カリフォルニア ロサンゼルス ポジティブ入力
上書き

この例では、ポジティブ入力インスタンス 1 とエレメント割当インスタンス 1、およびポジティブ入力イン
スタンス 2 とエレメント割当インスタンス 2 がマッチングされます。エレメント割当ではなくポジティブ入力
が変換されます。

注: ベース コンポーネントの値が両方のポジティブ入力と 2 番目のエレメント割当には指定されていない
ため、変換時には、まずエレメント割当、次にルール定義を参照してベースの値が取得されます。

例 3: 別のエレメントによってユーザー フィールドの値が割り当てられる場合のマッチング

支給 "E1" にはユーザー フィールド "州" が定義されています。

"州" の値はアレイによって設定されており、アレイによって返された現在値は "ネバダ" です。

ユーザー フィールドの値は、エレメント割り当てのページまたはポジティブ入力のページを使用して、サ
ポート エレメント上書きとして入力することもできます。

次の表は、E1 のエレメント割当とポジティブ入力を示しています。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当"、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

E/D 割当 E/D 割当 PI (上書き) PI (上書き)

エレメント名 E1 E1 E1 E1

インスタンス番号 1 2 1 2

金額 1000 2000 3000 4000

ユーザーフィールド (
州)

なし カリフォルニア なし アリゾナ

E1 では 3 つのインスタンスが変換されます。
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インスタンス番号 金額 州 上書きソース

1 3000 ネバダ ポジティブ入力上書き

2 2000 カリフォルニア エレメント割当

3 4000 アリゾナ ポジティブ入力上書き

例 4: "追加" タイプのポジティブ入力のマッチング

控除 D1 には、ベース×パーセントの計算ルールが定義されています。

また D1 には、次の 2 つのユーザー フィールドがあります。

• ユーザー フィールド 1 = 州

• ユーザー フィールド 2 = 市

次の表は、D1 のエレメント割当とポジティブ入力を示しています。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当"、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

E/D 割当 PI (追加)

エレメント名 D1 D1

ベース 総支給額 総支給額

パーセント 10% 入力なし

ユーザーフィールド 1 (州) ニューヨーク ニューヨーク

ユーザーフィールド 2 (市) ニューヨーク ニューヨーク

D1 では 2 つのインスタンスが変換されます。

インスタンス番号 ベース パーセント 州 市 上書きソース

1 総支給額 10% ニューヨーク ニューヨーク エレメント割当

2 総支給額 10% ニューヨーク ニューヨーク ポジティブ入力
(追加)

ポジティブ入力に "追加" アクション タイプが指定されているため、控除割当に加えて追加のインスタン
スも変換されます。ただし、ポジティブ入力にパーセント値が含まれていないため、一致する控除割当が
参照されてパーセント値が取得されます。

処理順序の定義

支給または控除の処理順序は、以下の 2 つの要因によって決定されます。

• プロセス リストまたはセクション内でのエレメントのローケーションと連番

プロセス リストとセクションは、異なるエレメントの処理順序の管理に役立ちます。
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• エレメントの処理順序番号

処理順序とは、複数の支給/控除割当がある際に、同じエレメントのインスタンスが変換される順序の
ことです。

注: 受給者別エレメント割当ページまたはエレメント別受給者割当ページの [処理順序] フィールドを使用
して、"同じ" 支給/控除の相対処理順序を定義します。

たとえば、以下の連番を持つ、プロセス リストの同じセクション内にある控除について考えてみます。

連番 エレメント名

1 Main Loan Payback

2 Supplemental Loan

上記の表中の控除が受給者に割り当てられる際に、次の処理順序が設定されたとします。

入力タイプ エレメント名 インスタンス 処理順序

控除 Main Loan Payback 1 2

控除 Supplemental Loan 1 1

控除 Main Loan Payback 2 1

給与計算処理中には、"Supplemental Loan" の前に "Main Loan Payback" 控除が処理されます。これ
は、"Main Loan Payback" 控除の方が処理セクション内での優先度が高いためです。ただし、"Main Loan
Payback" 控除にはインスタンスが 2 つ存在します。どちらが先に処理されるかは、処理順序番号に基づ
いて決定されます。この例では、"Main Loan Payback" のインスタンス 2 の優先度の方が高い (処理順
序番号が小さい) ため、 初に処理されます。

複雑な状況での処理順序の定義

前述の例では、エレメント割当のみの処理であったため、処理順序の決定方法は単純でしたが、エレメ
ント割当とポジティブ入力が組み合わされると、処理順序の決定はより複雑になります。

そのような場合には、次のルールが適用されます。
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ルール 説明

ルール1 エレメント割当は、各ユーザーフィールドセットの中で
初に計算されます。また、エレメント割当によって、同

じユーザーフィールドセットを持つポジティブ入力の処
理順序が決定されます。

たとえば、処理順序番号が も小さいエレメント割当が
初に処理され、次に、同じユーザーフィールドを持つ

ポジティブ入力が処理されます。さらに、処理順序番号
が次に小さいエレメント割当が処理され、その後、同じ
ユーザーフィールドセットを持つポジティブ入力が処
理されます。つまり、ポジティブ入力は、同じユーザー
フィールドセットを持つエレメント割当の処理順序を継
承します。これは、ポジティブ入力がエレメント割当を上
書きする場合も同様です。

注: ポジティブ入力と同じユーザーフィールドセットを持
つエレメント割当が複数あり、それぞれ異なる処理順序
番号が割り当てられていた場合には、その中で も小
さい処理順序番号に基づいて、そのユーザーフィール
ドセットの処理順序が決定されます。

ルール2 あるユーザーフィールドセットを持つエレメント割当に
対して、同じユーザーフィールドセットを持つポジティ
ブ入力が複数ある場合、エレメント割当の処理順序は
このポジティブ入力のグループ全体に継承されます (
上記のルール1参照)。ただし、このポジティブ入力グ
ループ内では、アクションタイプ ("上書き"、"追加"、
または"ゼロにする")に関係なく、インスタンス番号の
順番で個々のポジティブ入力が次々に処理されます。
つまり、ポジティブ入力のグループは、同じユーザー
フィールドセットを持つエレメント割当の処理順序に基
づいて順番に処理され、グループ内では、インスタンス
番号順に各ポジティブ入力が処理されます。

ルール3 同じユーザーフィールドセットを共有する各インスタン
スの処理が終わった後に、ユーザーフィールドセット
の一致する支給/控除割当のないポジティブ入力が処
理されます。これらのポジティブ入力は、インスタンス
番号順に処理されます。

ルール4 ユーザーが処理順序番号を入力しなかった場合、処
理順序はデフォルト値の999に設定されます。処理順
序番号が999の入力は、ほかの入力が処理された
後、 後に処理さます。

ルール5 複数の支給/控除割当に同じ処理順序番号が指定され
ている場合、開始日の順序 (昇順)で処理されます。

ルール6 処理順序番号の同じ複数の支給/控除割当に、同じ開
始日が指定されている場合は、インスタンス番号の順
序 (昇順)で処理されます。

注: 複数の支給/控除割当は、処理順序番号、開始日、
インスタンス番号の順で処理されます。
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注: 分割カレンダーには、分割されていないカレンダーのエレメント割当とポジティブ入力に適用される処
理順序ルールと同じルールが適用されます ("スライス単位またはセグメント単位" で適用されるルール
は除きます)。ただし、スライスまたは分割されたカレンダーの場合は、他にもいくつかの検討事項があり
ます。これらについては、この章の後で説明します。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「複数変換を伴う分割について」 、 542ページ

以下に、上記のルールの適用例を挙げます。

注: 以下の例では、エレメント割当とポジティブ入力の競合がある場合に、処理順序がどのように設定さ
れるかについて説明しています。ここに挙げられているような状況は、ごくまれにしか発生しません。

例 1: エレメント割当およびポジティブ入力が複数ある場合の処理順序の定義

ローン回収控除には、次の 2 つのユーザー フィールドがあります。

• ユーザー フィールド 1 = ローン目的

• ユーザー フィールド 2 = ローン分類

次の表は、この控除のエレメント割当とポジティブ入力を示しています。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当"、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

E/D 割当 E/D 割当 E/D 割当 PI (上書き) PI (上書き) PI (上書き) PI (追加)

エレメント名 LOAN LOAN LOAN LOAN LOAN LOAN LOAN

インスタンス
番号

1 2 3 1 2 3 4

処理順序 30 10 40 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

金額 100 350 175 500 225 600 3000

ユーザー
フィールド 1

Car College Bike Car Stove Car College

ユーザー
フィールド 2

Personal Family Personal Personal Family Personal Family

LOAN では、6 つのインスタンスが、以下の順序で変換されます。

変換番号 金額
ユーザー フィールド

1
ユーザー フィールド

2 上書きソース

1 350 College Family エレメント割当

2 3000 College Family ポジティブ入力 (追
加)

3 500 Car Personal ポジティブ入力上書
き
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変換番号 金額
ユーザー フィールド

1
ユーザー フィールド

2 上書きソース

4 600 Car Personal ポジティブ入力上書
き

5 175 Bike Personal エレメント割当

6 225 Stove Family ポジティブ入力上書
き

ルール 1 に従って、処理順序番号が も小さい (10)、金額が 350 のエレメント割当が 初に処理されま
す。次に、同じユーザー フィールド セットを持つ、金額が 3000 の追加ポジティブ入力が処理されます。

注: エレメント割当に、同じユーザー フィールド セットを持つ "追加" ポジティブ入力インスタンスがある
場合は、エレメント割当が 初に処理されます。

Car と Personal のユーザー フィールド セットを持つエレメント割当の処理順序番号 (30) に基づき、同じ
Car と Personal のユーザー フィールド セットを持つポジティブ入力が、ルール 2 に従って処理されます。

ルール 2 に従って、ポジティブ入力のインスタンス番号に基づき、500 のポジティブ入力の処理後、600
のポジティブ入力が処理されます。

ルール 3 に従って、同じユーザー フィールド セットを共有する各インスタンスの処理が終わった後、
後に、ユーザー フィールド セットの一致する支給/控除割当のないポジティブ入力 (Bike と Stove のユー
ザー フィールド セットを持つポジティブ入力) が処理されます。

例 2: 同じユーザー フィールド セットを持つ複数の支給/控除割当がある場合

ローン回収控除には、次のユーザー フィールドが定義されています。

• ユーザー フィールド 1 = ローン目的

• ユーザー フィールド 2 = ローン分類

次の表は、この控除の支給/控除割当とポジティブ入力を示しています。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当"、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

E/D 割当 E/D 割当 E/D 割当 PI (上書き) PI (追加)

エレメント名 LOAN LOAN LOAN LOAN LOAN

インスタンス
番号

1 2 3 1 2

処理順序 30 40 35 該当なし 該当なし

金額 100 250 175 500 200
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E/D 割当 E/D 割当 E/D 割当 PI (上書き) PI (追加)

ユーザー
フィールド 1

Car Car Motorcycle Car Motorcycle

ユーザー
フィールド 2

Personal Personal Personal Personal Personal

LOAN では、3 つのインスタンスが、以下の順序で変換されます。

変換番号 金額 ローン目的 ローン分類 上書きソース

1 500 Car Personal ポジティブ入力上書
き

2 175 Motorcycle Personal エレメント割当

3 200 Motorcycle Personal ポジティブ入力 (追
加)

ルール 1 に従って、エレメント割当の処理順序によってポジティブ入力の処理順序が決定されます (この
ため、処理順序番号が 30 のエレメント割当が選ばれて、ポジティブ入力インスタンス 1 の変換が決定さ
れます)。

支給/控除割当とポジティブ入力があり、ドライバを
使用した複数変換の管理

このセクションでは、同じエレメントに対して支給/控除割当とポジティブ入力がある場合に、累計ドライバ
に基づいて変換されるエレメントの処理方法について説明します。

具体的には、以下の内容について説明します。

• 累計ドライバを使用する支給と控除のユーザー フィールド セットの定義

• 累計ドライバを使用するエレメントのユーザー フィールド セットへの値の入力

• 累計ドライバに基づいて実行されたエレメント変換のマッチング

• 処理順序の定義

ここで説明する概念は、累計ドライバに基づいて変換されるエレメント、ポジティブ入力、およびエレメント
割当の相互作用を理解するために不可欠です。

注: このセクションは、「上書きの設定」の章のポジティブ入力とエレメント上書きの相互作用に関する情
報を補足するものです。このセクションを読む前に、「上書きの設定」の章を確認する必要があります。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 「エレメント割り当て上書き、ポジティブ入力、およびエレメント定義の間の
競合の管理」 、 486ページ
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ユーザー フィールド セットの定義

累計ドライバを使用する支給または控除のユーザー フィールド セット (ユーザー フィールドとその値) は、
ドライバとして指定した累計のユーザー キーから継承されます。

累計ドライバを使用する全ての支給および控除は、以下のルールに従う必要があります。

• 支給または控除のユーザー フィールドは、ドライバ累計のユーザー キーと同じ順序である必要があり
ます。

• 支給または控除は、関連付けられたユーザー キーを持たないドライバ累計にリンクできません。

支給または控除には、少なくとも 1 つの (累計のユーザー キーと一致する) ユーザー フィールドを関
連付ける必要があります。

関連項目:

第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「累計ドライバを使用する支給と控除の基本ルールの定義」
、 521ページ

ユーザー フィールド セットへの値の入力

累計ドライバを使用するエレメントに関連付けられたユーザー フィールドの値は、以下のように複数の
ソースから入力されます。

• 支給/控除割当ページで入力されたサポート エレメント上書き (受給者レベル上書き)

• 支給グループ、カレンダー、またはその他のレベルで入力された上書き値

• ユーザー フィールドに値を入力するために設定されたアレイ、フォーミュラ、ブラケット、またはその他
のエレメント

累計ドライバに基づいて実行されたエレメント変換のマッチング

グローバル ペイロールでは、累計ドライバを使用するエレメントには、エレメント割当とポジティブ入力に
適用されるマッチング ルールと同じルールが適用されます (マッチング ルールが累計ドライバを使用す
る支給と控除まで拡張されるだけです)。つまり、累計ドライバ インスタンスを持つエレメントが、エレメント
割当およびポジティブ入力と同じスライスまたはセグメントで発生すると、エレメント割当またはポジティ
ブ入力のユーザー フィールド セットとドライバ インスタンスのユーザー フィールド セットが比較され、ど
のドライバ インスタンスにエレメント割当およびポジティブ入力を適用するかが決定されます。マッチング
は、同じユーザー フィールド セットが同じスライスまたはセグメントで検出された場合に成立します。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「ユーザー フィールドのある場合の支給/控除割当と
ポジティブ入力のマッチング」 、 525ページ

例 1: 累計ドライバを使用するエレメントと支給/控除割当およびポジティブ入力のマッチング

Tax Deduction には、ドライバ累計 (State Taxable Gross) が定義されています。

各ドライバ インスタンスは、ポジティブ入力のインスタンスまたはエレメント割当のどちらかとマッチング
されます。

Tax Deduction には、ユーザー フィールド "州" が 1 つあります。

Tax Deduction には、ベース×パーセントの計算ルールが定義されています。

パーセントは、"州" を使用して適切なパーセント値を取得するフォーミュラとして定義されているとします。

ベースは、CURR_DRIVER_VAL として定義されているとします。
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注: CURR_DRIVER_VAL は、エレメントの計算にドライバ累計が使用されている場合に、ドライバ累計の
現在値を取得する標準装備のシステム エレメントです。このシステム エレメントとその他のシステム エ
レメントについては、この章で後述します。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「システム エレメントの使い方」 、 574ページ

給与計算処理中に、ドライバの 2 つのインスタンスが検出されます。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当"、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

ドライバ (累計名) ユーザー キー (州) 結果値

State Taxable Gross 州 1 6000

State Taxable Gross 州 2 5500

次の表は、この控除の支給/控除割当とポジティブ入力を示しています。

E/D 割当 PI (上書き)

エレメント名 Tax Deduction Tax Deduction

インスタンス番号 1 1

処理順序 20 該当なし

金額 600 225

ユーザーフィールド (州) 州 1 州 2

この控除では、2 つのインスタンスが、以下の順序で変換されます。

変換番号 金額 ユーザー フィールド (州) 上書きソース

1 600 州 1 エレメント割当

2 225 州 2 ポジティブ入力上書き

この場合の条件は、以下のようになります。

• ドライバ エレメントには 2 つのインスタンスがあります (州 1 と州 2)。

• 州 1 のドライバ インスタンスと支給/控除割当が、同じユーザー フィールド値に基づいてマッチングさ
れます。

• 州 2 のドライバ インスタンスとポジティブ入力上書きが、同じユーザー フィールド値に基づいてマッチ
ングされます。

• 支給/控除割当とポジティブ入力によって、該当するエレメント定義が上書きされます。

例 2: エレメント割当またはポジティブ入力と一致しないドライバ インスタンスがある場合

Tax Deduction には、ドライバ累計 (State Taxable Gross) が定義されています。
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ポジティブ入力またはエレメント割当のどちらのインスタンスとも一致しないドライバ インスタンスがあり
ます。

Tax Deduction には、ユーザー フィールド "州" が 1 つあります。

Tax Deduction には、ベース×パーセントの計算ルールが定義されています。

パーセントは、"州" を使用して適切なパーセント値を取得するフォーミュラとして定義され、このフォーミュ
ラは "州 1"、"州 2"、"州 3" について 3% を返すとします。

ベースは、CURR_DRIVER_VAL として定義されているとします。

注: CURR_DRIVER_VAL は、エレメントの計算にドライバ累計が使用されている場合に、ドライバ累計の
現在値を取得する標準装備のシステム エレメントです。このシステム エレメントとその他のシステム エ
レメントについては、この章で後述します。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「システム エレメントの使い方」 、 574ページ

給与計算処理中に、ドライバの 3 つのインスタンスが検出されます。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当"、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

ドライバ (累計名) ユーザー キー (州) 結果値

State Taxable Gross 州 1 6000

State Taxable Gross 州 2 5500

State Taxable Gross 州 3 3300

次の表は、この控除の支給/控除割当とポジティブ入力を示しています。

E/D 割当 E/D 割当 E/D 割当 PI (上書き) PI (上書き) PI (上書き)

エレメント名 Tax Deduction Tax Deduction Tax Deduction Tax Deduction Tax Deduction Tax Deduction

インスタンス
番号

1 2 3 1 2 3

処理順序 20 10 30 該当なし 該当なし 該当なし

金額 600 555 175 225 325 500

ユーザー
フィールド
(州)

州 1 州 4 州 5 州 2 州 6 州 5

この控除では、6 つのインスタンスが変換されます。

変換番号 金額 ユーザー フィールド (州) 上書きソース

1 555 州 4 エレメント割当
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変換番号 金額 ユーザー フィールド (州) 上書きソース

2 600 州 1 エレメント割当

3 500 州 5 ポジティブ入力上書き

4 225 州 2 ポジティブ入力上書き

5 325 州 6 ポジティブ入力上書き

6 99 (3300 x 3%) 州 3 ドライバオカレンス

この場合の条件は、以下のようになります。

• 州 1 (6000) の累計インスタンスと金額が 600 のエレメント割当がマッチングされます。エレメント割当
は処理されますが、累計インスタンスは処理されません (エレメント割当によって累計インスタンスが上
書きされます)。

• 州 5 (175) のエレメント割当と、同じユーザー フィールドを持つポジティブ入力インスタンス (500) がマッ
チングされます。ポジティブ入力インスタンスは処理されますが、エレメント割当は無視されます (ポジ
ティブ入力によってエレメント割当が上書きされます)。

• ユーザー フィールド セットの一致する組み合わせはもうありません。残りのポジティブ入力上書きと、
同じユーザー フィールドを持つポジティブ入力またはエレメント割当のないドライバ オカレンス (99) が
処理されます。

処理順序の定義

以下のように、支給および控除割当とポジティブ入力が併用されているときに適用される処理ルールが、
支給および控除割当とポジティブ入力に加えて累計ドライバが使用されている場合にも適用されます。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「ユーザー フィールド セットのあるエレメント割当とポ
ジティブ入力との相互作用の定義」 、 524ページ

• 支給/控除割当は個別の各ユーザー フィールド セットの中で 初に計算され、支給/控除割当によっ
て同じユーザー フィールド セットを持つポジティブ入力の処理順序が決定されます。

• 支給/控除割当の後に、同じユーザー フィールド セットを持つポジティブ入力がインスタンス番号順に
処理されます。

注: ポジティブ入力によってエレメント割当を上書きする場合、そのポジティブ入力は、上書きするエレ
メント割当の処理順序を継承します。

• 次に、同じユーザー フィールドを持たないポジティブ入力がインスタンス番号順に処理されます。

さらに、累計ドライバを使用するエレメントに対しては、以下のルールが適用されます。

ユーザー フィールド セットが一致するエレメント割当またはポジティブ入力のないドライバ オカレンスは、
ポジティブ入力の後に処理されます。

例: 累計ドライバを使用するエレメントの処理順序

Tax Deduction には、ドライバ累計 (State Taxable Gross) が定義されています。

ポジティブ入力またはエレメント割当のどちらのインスタンスとも一致しないドライバ インスタンスがあり
ます。
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Tax Deduction には、ユーザー フィールド "州" が 1 つあります。

Tax Deduction には、ベース×パーセントの計算ルールが定義されています。

パーセントは、"州" を使用して適切なパーセント値を取得するフォーミュラとして定義され、このフォーミュ
ラは "州 1"、"州 2"、"州 3" について 3% を返すとします。

ベースは、CURR_DRIVER_VAL として定義されているとします。

注: CURR_DRIVER_VAL は、エレメントの計算にドライバ累計が使用されている場合に、ドライバ累計の
現在値を取得する標準装備のシステム エレメントです。このシステム エレメントとその他のシステム エ
レメントについては、この章で後述します。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「システム エレメントの使い方」 、 574ページ

給与計算処理中に、ドライバの 3 つのインスタンスが検出されます。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当"、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

ドライバ (累計名) ユーザー キー (州) 結果値

State Taxable Gross 州 1 6000

State Taxable Gross 州 2 5500

State Taxable Gross 州 3 3300

次の表は、この控除の支給/控除割当を示しています。

E/D 割当 E/D 割当 E/D 割当 E/D 割当

エレメント名 Tax Deduction Tax Deduction Tax Deduction Tax Deduction

インスタンス番号 1 2 3 4

処理順序 10 30 20 30

金額 1000 750 175 225

ユーザーフィールド
(州)

州 1 州 1 州 4 州 5

次の表は、この控除のポジティブ入力を示しています。

PI (上書き) PI (上書き) PI (上書き) PI (追加) PI (上書き) PI (追加)

エレメント名 Tax Deduction Tax Deduction Tax Deduction Tax Deduction Tax Deduction Tax Deduction

インスタンス
番号

1 2 3 4 5 6
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PI (上書き) PI (上書き) PI (上書き) PI (追加) PI (上書き) PI (追加)

金額 600 555 175 225 325 500

ユーザー
フィールド
(州)

州 1 州 2 州 6 州 2 州 6 州 5

Tax Deduction では、9 つのインスタンスが、以下の順序で変換されます。

変換番号 金額 ユーザー フィールド (州) 上書き

1 600 州 1 ポジティブ入力上書き

2 175 州 4 エレメント割当

3 225 州 5 エレメント割当

4 500 州 5 ポジティブ入力 (追加)

5 555 州 2 ポジティブ入力上書き

6 225 州 2 ポジティブ入力 (追加)

7 175 州 6 ポジティブ入力上書き

8 325 州 6 ポジティブ入力上書き

9 99 (3300 x 3%) 州 3 ドライバオカレンス

この場合の条件は、以下のようになります。

• も小さい処理順序番号のユーザー フィールド セット (州 1、処理順序番号 = 10) が 初に処理さ
れます。

• 次に小さい処理順序番号のユーザー フィールド セット (州 4、処理順序番号 = 20) が処理されます。

• このように、同じユーザー フィールド セットがなくなるまでエレメントの処理順序が定義され、処理され
ます。 後に処理されるエレメントは、州 3 のドライバ オカレンスで、一致するエレメント割当またはポ
ジティブ入力がありません。このドライバ オカレンスには も大きい処理順序番号 ( も低い優先度)
が指定されます。

注: システム エレメント CURR_DRIVER_VAL には、エレメント割当またはポジティブ入力に対応する累計
ドライバ インスタンスがある場合にのみ、値が入力されます。対応する累計インスタンスがない場合に
は、CURR_DRIVER_VAL の値は 0 (ゼロ) になります。そのため、ドライバ インスタンスのない支給/控除
割当またはポジティブ入力のデータを入力する際には、"ベース" や "金額" の値を入力する必要があり
ます。上記の例の場合では、州 4、州 5、州 6 の入力には、"ベース" または "金額" の値が必要です。

エレメントの資格の定義
このセクションでは、エレメントの資格の概要および資格に関する追記事項について説明します。
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エレメントの資格について

複数変換の場合にも、標準のエレメント資格ルールが適用されます。ただし、エレメントが複数回変換さ
れる場合、およびエレメントに複数のユーザー フィールド セットがある場合に、どのように資格が定義さ
れるのかを考慮することが重要です。

支給または控除の資格の割り当ては、以下のいずれかの方法で定義できます。

• 有資格グループ

エレメントの資格が "有資格グループ" の場合、単に受給者に割り当てられた有資格グループに含ま
れることによって、エレメントが処理されます。受給者に割り当てられた有資格グループに支給/控除が
含まれていない場合、複数の支給/控除割当があるかどうか、またはドライバが定義されているかどう
かに関係なく、受給者はその支給または控除に対する変換資格を持ちません。

• 受給者

エレメントの資格が "受給者" の場合、支給/控除割当またはポジティブ入力のみが変換される資格を
持ちます。これは、ドライバまたはドライバ インスタンスがエレメントにあるかどうかに関係なく適用さ
れます。

注: 資格は、スライスまたはセグメント別に決定されます。たとえば、控除のエレメントの資格が "受給者
" に定義され、分割カレンダーの 初のセグメントに控除のポジティブ入力がある場合、控除は 初のセ
グメントでのみ処理されます。

標準の資格ルールに加えて、以下の追加ルールが適用されます。

ユーザー フィールドのある支給または控除の資格は、そのユーザー フィールド セットのみに適用されま
す。つまり、エレメント割当の [適用] チェック ボックスをオフにしたり、またはポジティブ入力の [処理しな
い] を選択したりすると、該当するユーザー フィールド セットの処理のみがオフになります。

以下に挙げる例で、上記のルールを示します。

例 1: エレメント割当の場合の資格

ローン回収控除には、次の支給/控除割当があります。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当" と略して表記してあります。

E/D 割当 (適用 = オン) E/D 割当 (適用 = オフ)

エレメント名 LOAN PAYBACK LOAN PAYBACK

インスタンス番号 1 2

金額 100 250

ユーザーフィールド (ローン目的) Car Mobile

この控除では 1 つのインスタンスが変換されます。
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変換番号 金額 ローン目的 上書きソース

1 100 Car エレメント割当 (適用 =オ
ン)

例 2: ポジティブ入力の場合の資格

州税控除には、次のポジティブ入力があります。

注: 以下の例では、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

PI (上書き) PI (処理しない)

エレメント名 State Tax State Tax

インスタンス番号 1 2

金額 350 500

ユーザーフィールド (州) 州 1 州 2

この控除では 1 つのインスタンスが変換されます。

変換番号 金額 州 上書きソース

1 350 州 1 ポジティブ入力上書き

関連項目:

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「エレメント グループへのエレメントの挿入」 、 365ページ

資格に関する追記事項

複数割当 (たとえば、差し押さえとローンなど) の結果として複数回変換されるエレメントに対しては、エ
レメントの資格を "受給者" に設定することをお勧めします。累計ドライバ インスタンスの結果として複
数回変換されるエレメントに対しては、エレメントの資格を "有資格グループ" に設定することをお勧めし
ます。ドライバ累計インスタンスに基づいて変換するように設定された支給/控除エレメントの資格を "受
給者" として定義した場合、割り当てが行われるか、または "追加" アクション タイプのポジティブ入力
がない限り、エレメントは変換されません。

例: ドライバ累計を使用する控除の資格が "受給者" として定義されている場合

州税控除のエレメント資格は "受給者" に設定されています。

州税控除には、ベース×パーセントの計算ルールが定義されています。パーセントは、州課税対象総額
(State Taxable Gross) の 10 パーセントとして定義されています。

"State Taxable Gross" 累計にはベースが保持されており、この累計に基づいて税控除が実行されます。

このドライバ累計には 1 つのインスタンスがあります。
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ドライバ累計名 ユーザー フィールド (州) 結果値

State Taxable Gross 州 1 6000

州税控除に入力された割り当ては、以下のとおりです。

計算ルール 上書き値

インスタンス番号 1

パーセント 入力なし

ベース 入力なし

ユーザーフィールド (州) 州 1

エレメントの計算ルールに定義されているパーセントとベース (10%×6000 = 60) を使用して、州 1 の控除
のインスタンスが 1 つ変換されます。

注: 上記の例では、エレメント割当がなかった場合は、税控除は行われません。資格が "受給者" に指
定されている場合、エレメントを変換するためには、支給/控除割当または "追加" ポジティブ入力が必
要です。

エレメントが複数変換される場合の計算ルールのコンポーネントの定義
支給または控除を作成する際に、受給者レベルでエレメントの金額または計算ルールのコンポーネントを
定義できます。この場合、エレメント割り当てのページまたはポジティブ入力のページで、金額またはコン
ポーネントの値を入力する必要があります。入力が行われなかった場合、エレメントは変換されません。

ただし、複数回変換されるエレメントの場合は、受給者レベルの入力を行う前に、以下のことを考慮する
必要があります。

• 受給者レベルの入力を必要とする複数変換を設定すると、受給者に対する金額またはコンポーネント
の値が定義されるまで、エレメントは処理されません。

• 受給者レベルの入力を指定したエレメントにドライバ累計のインスタンスがある場合、ユーザー フィー
ルド値の一致するエレメント割当またはポジティブ入力があるときだけ、そのエレメントが処理されます
(欠落したコンポーネントの値を提供できる、対応するポジティブ入力またはエレメント割当のないドライ
バ累計インスタンスは無視されます)。したがって、エレメントが処理されない状況もあり得ます。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 461ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

複数変換を伴う分割について
この章では、以下の項目について説明します。
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• 累計ドライバを使用する場合と使用しない場合のエレメント分割

• エレメント分割の比例配分

• ユーザー フィールド セットが定義されている場合の分割カレンダーでのポジティブ入力

• エレメント分割がある場合のユーザー フィールド セットへの値の入力およびユーザー フィールド セッ
トの処理

• 分割がある場合の処理順序の定義

累計ドライバを使用する場合と使用しない場合のエレメント分割

ドライバとして使用される累計がスライスされる際には、以下のルールが適用されます。

• ドライバ累計がスライスされると、ドライバ実行対象の支給または控除が自動的にスライスされます。

ドライバ実行対象の支給または控除がスライスされると、支給または控除の各スライスにはそのドライ
バの値が適用されます。このドライバによって、支給または控除の各スライスの複数変換を行うことが
できます。

• 支給および控除によって、一致するスライス日を持つ累計インスタンスが使用されます。

一致するものがない場合は、支給または控除のスライス日を含むスライス日を持つ累計インスタンス
が使用されます。

例 1: 累計ドライバを使用しない支給および控除のエレメント分割

累計 "AC1" は、エレメントの分割イベント定義のリストに含まれています。

AC1 には、支給 E1、E2、および E3 というメンバーがあります。

これらの支給は、累計と共に、分割イベント定義のリストに自動的に含まれます。

AC1、E1、E2、および E3 は、分割トリガが発生するとスライスされます。

分割トリガは 1 月 15 日に定義されていて、支給期間は月次であると想定します。

E1 の金額は 700、E2 は 1000、および E3 は 1500 です。

次の表には、支給の結果が含まれています。

支給 インスタンス スライス番号 スライス日 金額

E1 1 1 1月 1日～14日 350

E1 2 2 1月 15日～ 31日 350

E2 1 1 1月 1日～14日 500

E2 2 2 1月 15日～ 31日 500

E3 1 1 1月 1日～14日 750

E3 2 2 1月 15日～ 31日 750

次の表には、累計の結果が含まれています。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 543



支給または控除の複数変換 第 20 章

累計 インスタンス番号 スライス番号 スライス日 金額

AC1 1 1 1月 1日～ 14日 1600

AC1 2 2 1月 15日～ 31日 1600

例 2: 累計ドライバを使用する支給および控除のエレメント分割

累計 "AC1" は、エレメントの分割イベント定義のリストに含まれています。

AC1 には、支給 E1、E2、および E3 というメンバーがあります。

これらの支給は、累計と共に、分割イベント定義のリストに自動的に含まれます。

AC1 は、控除 "D1" のドライバ累計です。

ドライバ累計 "AC1" がスライスされると、ドライバ実行対象の控除 (D1) も自動的にスライスされます。

"州" は、AC1 のユーザー キーであると共に、D1 のユーザー フィールドでもあります。

D1 は、ベース×パーセントとして定義されています (パーセントは、各州で同じであるとします)。

ベースは CURR_DRIVER_VAL で、パーセントは 15 パーセントです。

注: CURR_DRIVER_VAL は、エレメントの計算にドライバ累計が使用されている場合に、ドライバ累計の
現在値を取得する標準装備のシステム エレメントです。このシステム エレメントとその他のシステム エ
レメントについては、この章で後述します。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「システム エレメントの使い方」 、 574ページ

分割トリガは 1 月 15 日に定義されていて、支給期間は月次であると想定します。

E1 の金額は 700、E2 は 1000、および E3 は 1500 です。

次の表には、支給の結果が含まれています。

支給 インスタンス スライス番号 スライス日 金額
ユーザー フィー

ルド

E1 1 1 1月 1日～14日 175 州 1

E1 2 2 1月 15日～ 31
日

175 州 1

E1 3 1 1月 1日～14日 175 州 2

E1 4 2 1月 15日～ 31
日

175 州 2

E2 1 1 1月 1日～14日 250 州 1

E2 2 2 1月 15日～ 31
日

250 州 1

E2 3 1 1月 1日～14日 250 州 2
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支給 インスタンス スライス番号 スライス日 金額
ユーザー フィー

ルド

E2 4 2 1月 15日～ 31
日

250 州 2

E3 1 1 1月 1日～14日 375 州 1

E3 2 2 1月 15日～ 31
日

375 州 1

E3 3 1 1月 1日～14日 375 州 2

E3 4 2 1月 15日～ 31
日

375 州 2

次の表は、累計の結果を示しています。

累計
インスタンス番

号 スライス番号 スライス日 金額
ユーザー フィー

ルド

AC1 1 1 1月 1日～14
日

800 州 1

AC1 2 2 1月 15日～ 31
日

800 州 1

AC1 3 1 1月 1日～14
日

800 州 2

AC1 4 2 1月 15日～ 31
日

800 州 2

次の表は、控除の結果を示しています。

控除 インスタンス番号 スライス番号 スライス日 金額
ユーザー フィー

ルド

D1 1 1 1月 1日～14日 120 州 1

D1 2 2 1月 15日～ 31
日

120 州 1

D1 3 1 1月 1日～14日 120 州 2

D1 4 2 1月 15日～ 31
日

120 州 2

エレメント分割の比例配分

累計ドライバの実行対象となる支給または控除を設定する際に、比例配分を正しく定義しないと、予期し
ない結果を招く可能性があります。
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たとえば、分割イベント リストにドライバ累計を含めた場合、そのドライバ実行対象のエレメントを比例配
分する必要はありません。これは、ドライバ累計がスライスされると、累計メンバーとドライバ実行対象の
エレメントの両方が自動的にスライスされるためです。分割イベント リストに累計ドライバを含めず、ドラ
イバ実行対象のエレメントを含めた場合、累計ドライバとドライバ実行対象のエレメントは均等にスライス
されず、同期はとられません。このような状況では、ドライバ実行対象のエレメントを比例配分する必要
があります。

例: 累計ドライバを使用する支給および控除のエレメント分割 (累計ドライバが分割イベント定義
のリストに含まれていない場合)

AC1 は、控除 "D1" のドライバ累計です。

AC1 はエレメントの分割イベント定義のリストに含まれていませんが、D1 は含まれています (分割があ
ると、D1 のみがスライスされます)。

AC1 には、支給 E1、E2、および E3 というメンバーがあります。

"州" は、AC1 のユーザー キーであり、D1 のユーザー フィールドです。

D1 は、ベース×パーセントとして定義されています (パーセントは、各州で同じであるとします)。

ベースは CURR_DRIVER_VAL で、パーセントは 15 パーセントです。

注: CURR_DRIVER_VAL は、エレメントの計算にドライバ累計が使用されている場合に、ドライバ累計の
現在値を取得する標準装備のシステム エレメントです。このシステム エレメントとその他のシステム エ
レメントについては、この章で後述します。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「システム エレメントの使い方」 、 574ページ

分割トリガは 1 月 15 日に定義されていて、支給期間は月次であると想定します。

E1 の金額は 700、E2 は 1000、および E3 は 1500 です。

次の表には、支給の結果が含まれています。

支給 インスタンス番号 金額 ユーザー フィールド

E1 1 350 州 1

E1 2 350 州 2

E2 1 500 州 1

E2 2 500 州 2

E3 1 750 州 1

E3 2 750 州 2

次の表には、累計の結果が含まれています。
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累計 インスタンス番号 スライス日 金額 ユーザー フィールド

AC1 1 1月 1日～31日 1600 州 1

AC1 2 1月 1日～31日 1600 州 2

次の表は、比例配分がオフの場合の控除の結果を示しています。

控除 インスタンス番号 スライス番号 スライス日 金額
ユーザー フィー

ルド

D1 1 1 1月 1日～14日 240 州 1

D1 2 2 1月 15日～ 31
日

240 州 1

D1 3 1 1月 1日～14日 240 州 2

D1 4 2 1月 15日～ 31
日

240 州 2

注: 比例配分がオフの場合は、結果が水増しされます。

次の表は、比例配分がオンの場合の控除の結果を示しています。

控除 インスタンス番号 スライス番号 スライス日 金額
ユーザー フィー

ルド

D1 1 1 1月 1日～14日 120 州 1

D1 2 2 1月 15日～ 31
日

120 州 1

D1 3 1 1月 1日～14日 120 州 2

D1 4 2 1月 15日～ 31
日

120 州 2

関連項目:

第 32 章、 「分割の定義」 、 「比例配分と分割」 、 862ページ

ユーザー フィールド セットが定義されている場合の分割
カレンダーでのポジティブ入力

ポジティブ入力が分割カレンダーに入力されていると、通常、セグメントはポジティブ入力によって上書
きされます。ただし、ユーザー フィールド セットが定義されている場合には、ポジティブ入力のユーザー
フィールド セットに基づいて上書きが行われます。つまり、ポジティブ入力と同じユーザー フィールド セッ
トを持つ支給または控除のセグメントだけが上書きされます。異なるユーザー フィールド セットを持つ支
給または控除のその他の変換 (ドライバ インスタンスによるものか、エレメント割当によるものかには関
係なく) には、エレメント分割が適用されます。
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関連項目:

第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「分割に関する注意事項」 、 440ページ

エレメント分割がある場合のユーザー フィールド セットへの値の入力

支給または控除にエレメント分割が定義されている場合には、スライスごとにユーザー フィールド セット
が決められます。

ユーザー フィールドの値がエレメント割当からのものか、ポジティブ入力からのものか、またはドライバ
累計からのものかに応じて、以下のように値が割り当てられます。

• ユーザー フィールドの値がエレメント割当からのものである場合: エレメント割当は、通常はセグメント
内の全てのスライスに適用され、エレメント割当に関連付けられているユーザー フィールドの値も、そ
のセグメント内の全てのスライスに適用されます。ただし、エレメント分割をその開始日と終了日に基づ
いてトリガするようにシステムを設定していると、ユーザー フィールドの値はスライスごとに異なる値に
なる可能性があります。

• ユーザー フィールドの値がポジティブ入力からのものである場合: ポジティブ入力は、常に特定のスラ
イスまたはセグメントをターゲットとします。ポジティブ入力の終了日によって、ポジティブ入力が適用
されるスライスまたはセグメントが決定され、そのスライスまたはセグメントのみにユーザー フィールド
セットが適用されます。たとえば、支給が 2 つのセグメントに分割されており、1 つ目のセグメントの開
始日と終了日は 6 月 1 日と 6 月 15 日、2 つ目のセグメントの開始日と終了日は 6 月 16 日と 6 月
30 日であるとします。終了日が 6 月 10 日の支給に対してポジティブ入力を入力すると、このポジティ
ブ入力は支給期間の 1 つ目のセグメントに分類され、ポジティブ入力に関連付けられているユーザー
フィールドは、そのセグメントにのみ適用されます。

参照: 第 17章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「分割に関する注意事項」 、 440ページ および 第 20章、
「支給または控除の複数変換」 、 「ユーザー フィールド セットが定義されている場合の分割カレンダー
でのポジティブ入力」 、 547ページ

• ユーザー フィールドの値がドライバ累計からのものである場合: ドライバ累計のインスタンスには、ドラ
イバ累計に関連付けられたユーザー キーの値が含まれます。ドライバ累計が分割イベント リストに含
まれているかどうかに応じて、スライス日またはセグメント日のどちらかがインスタンスに割り当てられ
ます。ドライバの各スライスまたは各セグメントのユーザー キーの値は、支給または控除の、対応する
セグメントまたはスライスに適用されます。

例 1: 支給/控除割当の使用されているエレメント分割 (全てのユーザー フィールドが支給/控
除割当ページで上書きとして入力されている場合)

控除 "D1" は、分割イベントのエレメント リストに含まれています。

この控除には、累計ドライバは指定されていません。

給与計算は、月次で実行されます。

有効日が 6 月 16 日の分割トリガが作成されます。

全てのユーザー フィールドは、エレメント割り当てのページで上書きとして入力されています。

次の表は、この控除の控除割当を示しています。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当" と略して表記してあります。
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E/D 割当 E/D 割当 E/D 割当

エレメント名 D1 D1 D1

インスタンス番号 1 2 3

処理順序 10 20 30

金額 1000 500 600

ユーザーフィールド 1 (州) 州 1 州 2 州 1

ユーザーフィールド 2 (会
社)

AAA AAA AAA

この控除では、6 つのインスタンスが、以下の順序で変換されます。

変換番号 スライス番号 スライス日 金額

ユーザー
フィールド 1

(州)
ユーザー フィール

ド 2 (会社) 上書きソース

1 1 6月 1日～
15日

500 州 1 AAA エレメント割当

2 2 6月 16日～
30日

500 州 1 AAA エレメント割当

3 1 6月 1日～
15日

250 州 2 AAA エレメント割当

4 2 6月 16日～
30日

250 州 2 AAA エレメント割当

5 1 6月 1日～
15日

300 州 1 AAA エレメント割当

6 2 6月 16日～
30日

300 州 1 AAA エレメント割当

この例では、各変換のユーザー フィールド セットはエレメント割当によって入力され、両方のスライスに
均等に適用されます。

例 2: 支給/控除割当の使用されているエレメント分割 (全てのユーザー フィールドが支給/控
除割当ページで上書きとして入力されているわけではない場合)

控除 "D1" は、分割イベントのエレメント リストに含まれています。

この控除には、累計ドライバは指定されていません。

給与計算は、月次で実行されます。

有効日が 6 月 16 日の分割トリガが作成されます。
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全てのユーザー フィールドが、エレメント割り当てのページで上書きとして入力されているわけではあり
ません。"会社" ユーザー フィールドの値は、フォーミュラによって決定されます。このフィールドには、各
スライスごとに異なる値が入ります。

次の表は、この控除の控除割当を示しています。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当" と略して表記してあります。

E/D 割当 E/D 割当 E/D 割当

エレメント名 D1 D1 D1

インスタンス番号 1 2 3

処理順序 10 20 30

金額 1000 500 600

ユーザーフィールド 1 (州) 州 1 州 2 州 1

この控除では、6 つのインスタンスが、以下の順序で変換されます。

変換番号
スライス番

号 スライス日 金額
ユーザー フィー
ルド 1 (州)

ユーザー フィールド
2 (会社) 上書きソース

1 1 6月 1日～15
日

500 州 1 AAA エレメント割当

2 2 6月 16日～
30日

500 州 1 ZZZ エレメント割当

3 1 6月 1日～15
日

250 州 2 AAA エレメント割当

4 2 6月 16日～
30日

250 州 2 ZZZ エレメント割当

5 1 6月 1日～15
日

300 州 1 AAA エレメント割当

6 2 6月 16日～
30日

300 州 1 ZZZ エレメント割当

エレメント割当として入力されていないユーザー フィールドの値は、スライスごとに決定され、スライスご
とに異なります。

例 3: ポジティブ入力の使用されているエレメント分割 (全てのユーザー フィールドがポジティブ
入力ページで上書きとして入力されている場合)

控除 "D1" は、分割イベントのエレメント リストに含まれています。

この控除には、累計ドライバは指定されていません。

給与計算は、月次で実行されます。
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有効日が 6 月 16 日の分割トリガが作成されます。

全てのユーザー フィールドが、ポジティブ入力のページで上書きとして入力されます。

全てのポジティブ入力には、開始日と終了日が指定されています。

次の表は、この控除のポジティブ入力を示しています。

注: 以下の例では、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

PI (上書き) PI (上書き)

エレメント名 D1 D1

インスタンス番号 1 2

開始日 6月 1日 6月 16日

終了日 6月 15日 6月 30日

金額 1000 600

ユーザーフィールド 1 (州) 州 1 州 2

ユーザーフィールド 2 (会社) AAA ZZZ

この控除では、2 つのインスタンスが、以下の順序で変換されます。

変換番号 スライス番号 スライス日 金額

ユーザー
フィールド 1

(州)
ユーザー フィール

ド 2 (会社) 上書きソース

1 1 6月 1日～15
日

1000 州 1 AAA ポジティブ入力

2 2 6月 16日～
30日

600 州 2 ZZZ ポジティブ入力

変換 1 (スライス 1) では、ポジティブ入力インスタンス 1 で定義されたデータが使用され、変換 2 (スライ
ス 2) では、ポジティブ入力インスタンス 2 で定義されたデータが使用されます。

分割がある場合の処理順序の定義

分割カレンダーには、分割されていないカレンダーでエレメント割当が、ポジティブ入力とドライバ インス
タンスと共に発生する際に適用される処理順序ルールと同じルールが適用されます (スライス単位また
はセグメント単位で適用されるルールは除きます)。

次に例を挙げます。

• 各スライスまたはセグメントでは、支給/控除割当がそれぞれ個別のユーザー フィールド セットの中で
初に計算され、支給/控除割当によって、同じユーザー フィールド セットを持つポジティブ入力の処

理順序が決定されます。
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• 各スライスまたはセグメントでは、支給/控除割当の後に、同じユーザー フィールド セットを持つポジ
ティブ入力がインスタンス番号順に処理されます。

注: ポジティブ入力によってエレメント割当を上書きする場合、そのポジティブ入力は、上書きするエレ
メント割当の処理順序を継承します。

• 次に、各スライスまたはセグメントでは、同じユーザー フィールド セットを持たないポジティブ入力がイ
ンスタンス番号順に処理されます。

• ポジティブ入力の処理後、エレメント割当またはポジティブ入力のユーザー フィールド セットが一致し
ていないドライバ オカレンスが処理されます。

これらのルールは、各スライスまたはセグメント内のエレメントの処理順序に対してのみ適用されます。
別のスライスやセグメント間での処理順序を決定する場合は、分割のソースとタイプに応じて (エレメント
分割または期間分割)、以下で説明するいずれかのルールが適用されます。

• 割り当てられたエレメントが分割イベントのエレメント リストに含まれているためにスライスされる場合 (
分割イベントによるエレメント分割):

この場合、割り当てられたエレメントは複数のスライスに分割されますが、各スライス内のエレメントに
は同じ処理順序番号 (場合によっては同じユーザー フィールドと他の割当データも) が適用されます。
このケースでは、処理順序番号の も小さい割当が 初に計算され、次に、同じユーザー フィールド
セットを持つ全てのポジティブ入力インスタンスが 初のスライスから 後のスライスまで 1 スライスず
つ処理されます。各スライスでは、ユーザー フィールド セットが発生し、その後で次のセットに移動しま
す。たとえば、処理順序番号が 10、州がカリフォルニアのユーザー フィールドを持つ控除 D1 が、同
じユーザー フィールド セットを持つポジティブ入力と共にスライス 1、スライス 2、スライス 3 の順に処
理され、次に、処理順序番号が 20、州がネバダのユーザー フィールドを持つ控除 D1 が同じスライス
順序で処理されます。同じユーザー フィールドを持たないポジティブ入力がある場合は、この後、スラ
イス順ではなくインスタンス番号順に処理されます。

• 割り当てられたエレメントで、その開始日と終了日が支給期間の開始日と終了日と一致しないときにス
ライスをトリガするように設定している場合 (割当日に基づいたエレメント分割):

この場合、割当自体によってエレメント分割がトリガされます。また、支給期間の各スライスに同じエレメ
ントに対する別の割当 (それぞれ独自の処理順序番号、ユーザー フィールド、およびその他の割当固
有のデータを持つ) が存在する可能性があります。このケースでは、処理順序番号の も小さい割当が

初に計算され、次に、同じユーザー フィールド セットを持つ全てのポジティブ入力インスタンスがポジ
ティブ入力インスタンスの順に 1 スライスずつ処理されます。各スライスでは、ユーザー フィールド セッ
トが発生します。さらに、スライス内で処理順序番号が次に小さいエレメント割当が処理され、その後、
同じユーザー フィールド セットを持つポジティブ入力がインスタンス番号順に処理されます。同じユー
ザー フィールドを持たないポジティブ入力がある場合は、この後、インスタンス番号順に処理されます。

参照: 第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「ユーザー フィールドのある場合の支給/控除割当
とポジティブ入力のマッチング」 、 525ページ および 第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

• 期間分割があり、割り当てられたエレメントを含む全てのエレメントが複数のセグメントに分割される場合:

この場合、エレメントはセグメント順に処理されます。つまり、セグメント 1 のエレメントが処理された後、
セグメント 2 のエレメントが処理され、セグメント 2 のエレメントが処理された後、セグメント 3 のエレメ
ントが処理されます。異なるセグメントの中にエレメント分割 (スライス) がある場合、分割が行われた
理由に応じて、前の 2 つのルールのうちいずれかが適用されます。

参照: 第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

例 1: 割り当てられたエレメントが分割イベント リストに含まれているためスライスされる場合 (
全てのユーザー フィールドが支給/控除割当で上書きとして入力されている場合)

控除 "D1" は、分割イベントのエレメント リストに含まれています。
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この控除には、累計ドライバは指定されていません。

給与計算は、月次で実行されます。

4 月 11 日と 4 月 21 日の分割トリガが作成されます。これにより、そのエレメントについて支給期間が 3
つのスライスに分割されます。

割当は支給期間全体にわたります。

全てのユーザー フィールドは、エレメント割り当てのページで上書きとして入力されています。

次の表は、この控除の控除割当を示しています。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当" と略して表記してあります。

E/D 割当 E/D 割当

エレメント名 D1 D1

インスタンス番号 1 2

処理順序 10 20

金額 900 600

ユーザーフィールド 1 (州) 州 1 州 2

ユーザーフィールド 2 (会社) AAA AAA

この控除では、6 つのインスタンスが、以下の順序で変換されます。

変換番号 スライス番号 スライス日 金額

ユーザー
フィールド 1

(州)
ユーザー フィール

ド 2 (会社) 上書きソース

1 1 4月 1日～
10日

300 州 1 AAA エレメント割当

2 2 4月 11日～
20日

300 州 1 AAA エレメント割当

3 3 4月 21日～
30日

300 州 1 AAA エレメント割当

4 1 4月 1日～
10日

200 州 2 AAA エレメント割当

5 2 4月 11日～
20日

200 州 2 AAA エレメント割当

6 3 4月 21日～
30日

200 州 2 AAA エレメント割当
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割当は、処理順序番号に従って (処理順序番号が も小さい場合に優先度が も高い) 変換され、ユー
ザー フィールド セットの中でスライス 1、スライス 2、スライス 3 の順に処理された後、次のユーザー
フィールド セットに移動します。

例 2: エレメント分割が支給/控除割当によって直接トリガされる場合 (ユーザー フィールドを持
つポジティブ入力、全てのユーザー フィールドが支給/控除割当とポジティブ入力で上書きとし
て入力されている場合)

控除 D1 は、開始日と終了日が期間の開始日と終了日と一致しない受給者に割り当てられると、エレメ
ント分割 (および比例配分) をトリガするように設定されています。

控除 D1 は、開始日と終了日が 4 月 16 日～ 30 日の受給者に 初に割り当てられます。次に、控除 D1
は、開始日と終了日が 4 月 1 日～ 15 日の同じ受給者に割り当てられます。これにより、支給期間は 2
つのスライスに分割されます。

2 つ目の割当の開始日と終了日の方が 初の割当の開始日と終了日より早い場合でも、 初の割当の
処理順序番号は、2 つ目の割当の処理順序番号より小さくなります。

D1 のポジティブ入力は、両方のスライス (4 月 1 日～ 15 日、4 月 16 日～ 30 日) にあります。

ユーザー フィールドには全てのエレメント割当とポジティブ入力が関連付けられています。

注: 以下の例では、支給/控除割当は "E/D 割当"、ポジティブ入力は "PI" と略して表記してあります。

E/D 割当 E/D 割当 PI (追加) PI (上書き) PI (追加)

エレメント名 D1 D1 D1 D1 D1

インスタンス番号 2 1 1 2 3

処理順序 20 10 該当なし 該当なし 該当なし

開始日と終了日 4月 1日～15
日

4月 16日～ 30
日

4月 1日～15日 4月 1日～15日 4月 16日～ 30日

金額 1000 500 600 200 400

ユーザーフィールド
1 (州)

州 1 州 2 州 2 州 1 州 2

この控除では、4 つのインスタンスが、以下の順序で変換されます。

変換番号 スライス番号 スライス日 金額
ユーザー フィール

ド 1 (州) 上書きソース

1 2 4月 16日～ 30日 250 州 2 エレメント割当

2 1 4月 1日～15日 600 州 2 ポジティブ入力

3 2 4月 16日～ 30日 400 州 2 ポジティブ入力

4 1 4月 1日～15日 200 州 1 ポジティブ入力
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この例では、処理順序番号が も小さいエレメント割当は、スライス 2 にあるユーザー フィールドの値
が州 2 の割当で、この割当が 初に処理されます。次に、金額 600 の 初のスライスの同じユーザー
フィールド セットを持つポジティブ入力 "追加" 行が処理され、次に同じユーザー フィールド セットを持つ
金額 400 のポジティブ入力 "追加" 行が処理されます (ユーザー フィールド セットの全てのスライスが
ポジティブ入力インスタンス順に 1 つずつ処理されます)。 後に、スライス 1 の一致するエレメント割当
の処理順序番号 (20) に基づいて、このスライスの 200 のポジティブ入力上書きが処理されます。

ユーザー フィールド セットが異なる複数の変換がある場
合の補足ルール インスタンスの作成

補足ルールとは、既存のエレメント割当の開始日と終了日が支給期間の一部しか含まない場合に、その
割当を補足するために自動的に変換される支給または控除です。

このセクションでは、以下について説明します。

• 支給または控除に対して複数のエレメント割当とポジティブ入力があり、その支給または控除にユー
ザー フィールドの値が関連付けられている場合に、補足ルール インスタンスを作成します。

• エレメント割当とポジティブ入力に関連する補足ルール インスタンスの処理順序を定義します。

重要: このセクションは、「上書きの設定」の章の補足ルール インスタンスに関する情報を補足するもの
です。 このセクションを読む前に、「上書きの設定」の章を確認する必要があります。

参照: 第 18 章、 「上書きの設定」 、 「補足ルール インスタンスの作成」 、 497ページ

ユーザー フィールド セットを持つエレメント割当とポジティブ入力が
複数存在する場合の補足ルール インスタンスの作成

補足ルール インスタンスは、「上書きの設定」の章で説明される特定の条件下でのみ作成され、割当に
ユーザー フィールド セットが関連付けられているときは、ユーザー フィールドが存在しない場合に適用さ
れる、補足ルールの作成に関する同様の基本条件が適用されます。

さらに、特定のエレメント割当に対する補足ルール インスタンスを作成するには、以下の条件を満たして
いる必要もあります。

1. 任意の支給期間スライスにある同じユーザー フィールド セットについて、アクション タイプが "上
書き"、"ゼロにする"、または "処理しない" のポジティブ入力が存在しない。これらが存在する
と、補足ルールを作成できません。

2. 補足ルール インスタンスの作成が試行される同じスライスに既に値を設定済みの、アクション タ
イプが "上書き" または "ゼロにする" のポジティブ入力が存在しない。このポジティブ入力に補
足ルールと同じユーザー フィールド セットが存在するかどうかは関係ありません。

注: 同じエレメントが複数回割り当てられる場合でも、割り当てられるエレメントに対して、補足ルール イン
スタンスは任意のスライスで 1 つしか作成されず、割当ごとにユーザー フィールド セットは異なります。
たとえば、支給期間のスライス 1 で同じ控除を 5 回割り当てる場合、それぞれの割当に異なるユーザー
フィールド セットを適用しても、スライス 2 で補足ルール インスタンスは 1 つしか作成されません。
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例: 同じ、または異なるユーザー フィールド セットを持つ複数の割当によって単一の補足ルー
ル インスタンスの作成をトリガする場合

支給エレメント E1 に 2 つの割当があり (計算ルールは、レート×ユニット×パーセント)、これらの割当に
は同じユーザー フィールド セットがあるとします。エレメント割当の開始日と終了日は、それぞれ 6 月 1
日と 6 月 15 日です。

注: この例では、エレメント割り当ては "割り当て" と略して表記してあります。

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

割り当て (インス
タンス 2)

スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

ユニット 5 2 4

レート 50 60 60

パーセント 150 100 100

ユーザーフィールド (州) ネバダ カリフォルニア カリフォルニア

割当の開始日と終了日に基づいて、カレンダー内に 2 つのスライス (スライス 1 = 6 月 1 日～ 15 日、
スライス 2 = 6 月 16 日～ 30 日) が作成されます。

E1 は以下のように変換されます。

1. スライス 1 (6 月 1 日～ 15 日) で: 2 x 60 x 100% x .5 (比例配分係数) = 60

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

割り当て (インス
タンス 2)

スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

ユニット 5 2

レート 50 60

パーセント 150 100

ユーザーフィールド (州) ネバダ カリフォルニア

2. スライス 1 (6 月 1 日～ 15 日) で: 4 x 60 x 100% x .5 (比例配分係数) = 120
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コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

割り当て (インス
タンス 2)

スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

ユニット 5 4

レート 50 60

パーセント 150 100

ユーザーフィールド (州) ネバダ カリフォルニア

3. スライス 2 (6 月 16 日～ 30 日) で: 5 x 50 x 150% x .5 (比例配分係数) = 125

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

割り当て (インス
タンス 2)

スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

補足ルール
スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

ユニット 5 5

レート 50 50

パーセント 150 150

ユーザーフィールド (州) ネバダ ネバダ

ルール定義 (支給定義コンポーネントで指定された支給の定義) に戻ることで、スライス 2 (6 月 16 日～
30 日) に E1 の補足ルール インスタンスが 1 つ作成されます。2 つの支給割当に対して 1 つの補足ルー
ルのみ作成されます。

例: あるスライスでのポジティブ入力の "上書き" により別のスライスでの補足ルールが作成さ
れない

控除 D1 は、受給者に割り当てられるとエレメント分割 (および比例配分) をトリガするように設定されて
います。

D1 は、開始日と終了日が 6 月 1 日～ 15 日の受給者に割り当てられます。

開始日と終了日が 6 月 1 日と 6 月 15 日の D1 にはポジティブ入力上書きがあります。

ポジティブ入力上書きとルール定義で同じユーザー フィールド値を共有します。

注: この例では、エレメント割り当ては "割り当て"、ポジティブ入力は "PI"、アクション タイプが上書き
のポジティブ入力は "上書き" と省略されています。
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コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

PI (上書き)
スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

ユニット 5 2 4

レート 50 60 60

パーセント 150 100 100

ユーザーフィールド (州) ネバダ カリフォルニア ネバダ

割当の開始日と終了日に基づいて、カレンダー内に 2 つのスライス (スライス 1 = 6 月 1 日～ 15 日、
スライス 2 = 6 月 16 日～ 30 日) が作成されます。

E1 は以下のように変換されます。

1. スライス 1 (6 月 1 日～ 15 日) で: 2 x 60 x 100% x .5 (比例配分係数) = 60

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

PI (上書き)
スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

ユニット 5 2

レート 50 60

パーセント 150 100

ユーザーフィールド (州) ネバダ カリフォルニア

2. スライス 1 (6 月 1 日～ 15 日) で: 4 x 60 x 100% x .5 (比例配分係数) = 120

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

PI (上書き)
スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

ユニット 5 4

レート 50 60

パーセント 150 100

ユーザーフィールド (州) ネバダ ネバダ

2. スライス 2 (6 月 16 日～ 30 日) : 補足ルール変換なし
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コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

PI (上書き)
スライス 1: 6 月
1 日～ 15 日

補足ルール
スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

ユニット 5 補足ルール変換
なし

レート 50

パーセント 150

ユーザーフィールド (州) ネバダ

スライス 1 (6 月 1 日～ 15 日) のポジティブ入力上書きにより、スライス 2 (6 月 16 日～ 30 日) には補
足ルールが作成されません。その理由は、ポジティブ入力上書きには、控除定義コンポーネントで入力さ
れたルール定義に基づいてスライス 2 への作成が試行されるルール インスタンスと同じユーザー フィー
ルド値 (ネバダ) があるからです。

例: ポジティブ入力の "上書き" により同じスライスでの補足ルール インスタンスが作成されない

控除 D1 は、受給者に割り当てられるとエレメント分割 (および比例配分) をトリガするように設定されて
います。

D1 は、開始日と終了日が 6 月 1 日～ 10 日の受給者に割り当てられます。その結果、有効日が 6 月
11 日の分割トリガが作成されます。

分割トリガは給与レートの変更に伴って作成され、控除 D1 は分割イベント リストに含まれており、トリガ
の有効日は 6 月 21 日です。

開始日と終了日が 6 月 11 日と 6 月 20 日の D1 にはポジティブ入力上書きがあります。

ポジティブ入力上書きとルール定義で同じユーザー フィールド値を共有しません。

注: この例では、エレメント割り当ては "割り当て"、ポジティブ入力は "PI"、アクション タイプが上書き
のポジティブ入力は "上書き" と省略されています。

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日～ 10 日

PI (上書き)
スライス 2: 6 月
11 日～ 20 日

スライス 3: 6 月
21 日～ 30 日

ユニット 3 3 4

レート 50 60 60

パーセント 150 100 100

ユーザーフィールド (州) ネバダ カリフォルニア テキサス

控除割当の開始日と終了日、追加の分割イベントに基づいて、カレンダーに 3 つのスライス (スライス 1 =
6 月 1 日～ 10 日、スライス 2 = 6 月 11 日～ 20 日、スライス 3 = 6 月 21 日～ 30 日) が作成されます。

D1 は次のように変換されます。
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1. スライス 1 (6 月 1 日～ 15 日) で: 3 x 60 x 100% x .33 (比例配分係数) = 60

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日～ 10 日

PI (上書き)
スライス 2: 6 月
11 日～ 20 日

スライス 3: 6 月
21 日～ 30 日

ユニット 3 3

レート 50 60

パーセント 150 100

ユーザーフィールド (州) ネバダ カリフォルニア

スライス 1 では、支給/控除割当が変換されます。

2. スライス 2 (6 月 11 日～ 20 日) で: 4 x 60 x 100% x .33 (比例配分係数) = 80

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日～ 10 日

PI (上書き)
スライス 2: 6 月
11 日～ 20 日

スライス 3: 6 月
21 日～ 30 日

ユニット 3 4

レート 50 60

パーセント 150 100

ユーザーフィールド (州) ネバダ テキサス

スライス 2 の補足ルール インスタンスは処理されません。その理由は、補足ルールと同じ期間の上書き
によってルールが変換されないからです。これは、上書き (ユーザー フィールド = テキサス) に補足ルー
ルと同じユーザー フィールド セット (ユーザー フィールド = ネバダ) がなくても該当します。

2. スライス 3 (6 月 21 日～ 30 日) で: 3 x 50 x 150% x .33 (比例配分係数) = 75

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

スライス 1: 6 月
1 日～ 10 日

PI (上書き)
スライス 2: 6 月
11 日～ 20 日

補足ルール
スライス 3: 6 月
21 日～ 30 日

ユニット 3 3

レート 50 50

パーセント 150 150

ユーザーフィールド (州) ネバダ ネバダ

ルール定義 (控除定義コンポーネントで指定された控除の定義) に戻ることで、スライス 3 (6 月 21 日～
30 日) に D1 の補足ルール インスタンスが 1 つ作成されます。
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補足ルール インスタンスの処理順序について

前述した分割カレンダーの処理順序ルールに従って、補足ルール インスタンスにエレメント割当とポジ
ティブ入力が組み合わされている場合のユーザー フィールド セットの処理順序が決定されます。つまり、
処理順序は支給/控除割当によって継続的に決定されます。ただし、補足ルール インスタンスがある場
合は、以下のルールも適用されます。

補足ルール インスタンスが作成されると、そのインスタンスの変換順序は、任意のスライスまたはセグメ
ントの同じユーザー フィールド セットを持つエレメント割当 (ある場合) の処理順序番号によって決定さ
れます。ただし、そのユーザー フィールド セットの中では、補足ルール インスタンスは、それが発生する
スライスの順序に基づいて処理されます。

注: 補足ルールと同じユーザー フィールド セットを持つ複数のエレメント割当がある場合、処理順序は常
に、割当の中で も小さい処理順序番号を使用して決定されます。

エレメント割当と補足ルール インスタンスでユーザー フィールドが一致していない場合、インスタンスは
スライス順に処理され、前述の処理順序ルールに従って順序が決定されます。

以下に、上記のルールの適用例を挙げます。

例 1: エレメント割当で補足ルールと同じユーザー フィールドを共有する場合の処理順序

支給 E1 は、受給者に割り当てられるとエレメント分割 (および比例配分) をトリガするように設定されて
います。

E1 は、開始日 6 月 16 日、ユーザー フィールド "州"の値が "MO" の受給者に割り当てられます。金額
は 3000、終了日は未定です。

E1 は、開始日 6 月 16 日、ユーザー フィールド "州" の値が "AR" の同じ受給者に割り当てられます。
金額は 3000、終了日は未定です。

ルール定義レベルで、E1 は、金額の計算ルールとユーザー フィールド "州" の値 "MO" を使用して定
義されます。金額は 4000 です。

注: この例では、エレメント割り当ては "割り当て" と略して表記してあります。

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

処理順序番号 =
10

スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

割り当て (インス
タンス 2)

処理順序番号 =
20

スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

金額 4000 3000 2000

ユーザーフィールド (州) MO MO AR

E1 の 3 つのインスタンスは、以下の順序で変換されます。
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エレメント インスタンス
割り当て (イン

スタンス) 金額
ユーザー フィー

ルド 開始/終了日

E1 1 0 2000 (補足ルー
ルインスタンス)

MO 6月 1日～15日

E1 2 1 1500 MO 6月 16日～ 30
日

E1 3 2 1000 AR 6月 16日～ 30
日

この例では、ユーザー フィールド セットが MO のエレメント割当の処理順序番号によって、一致する補
足ルール インスタンスの処理順序が決定されます。このユーザー フィールド セットの中で、補足ルール
および関連するエレメント割当は、それらが発生するスライスの順に処理されます (スライス 1、スライス
2 の順)。

例 2: エレメント割当で補足ルールと同じユーザー フィールドを共有する場合の処理順序

支給 E1 は、受給者に割り当てられるとエレメント分割 (および比例配分) をトリガするように設定されて
います。

E1 は、開始日 6 月 16 日、ユーザー フィールド "州"の値が "AR" の受給者に割り当てられます。金額
は 3000、終了日は未定です。

E1 は、開始日 6 月 16 日、ユーザー フィールド "州" の値が "MO" の同じ受給者に割り当てられます。
金額は 2000、終了日は未定です。

ルール定義レベルで、E1 は、金額の計算ルールとユーザー フィールド "州" の値 "MO" を使用して定
義されます。金額は 4000 です。

注: この例では、エレメント割り当ては "割り当て" と略して表記してあります。

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

処理順序番号 =
10

スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

割り当て (インス
タンス 2)

処理順序番号 =
20

スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

金額 4000 3000 2000

ユーザーフィールド (州) MO AR MO

E1 の 3 つのインスタンスは、以下の順序で変換されます。

エレメント インスタンス
割り当て (イン

スタンス) 金額
ユーザー フィー

ルド 開始/終了日

E1 1 0 2000 (補足ルー
ルインスタンス)

MO 6月 1日～15日
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エレメント インスタンス
割り当て (イン

スタンス) 金額
ユーザー フィー

ルド 開始/終了日

E1 2 1 1500 AR 6月 16日～ 30日

E1 3 2 1000 MO 6月 16日～ 30日

この例では、前の例と同様に、ユーザー フィールド セットが MO のエレメント割当の処理順序番号によっ
て、一致する補足ルール インスタンスの処理順序が決定されます。このユーザー フィールド セットの中
で、補足ルールおよび関連するエレメント割当は、それらが発生するスライスの順に処理されます (スラ
イス 1、スライス 2 の順)。ただし、前の例とは異なり、この例では、エレメント割当のユーザー フィール
ド値と処理順序番号は元に戻ります。つまり、ユーザー フィールド値が AR の割当の処理順序番号は、
ユーザー フィールド値が MO の割当より小さく (つまり、優先度が高く)、スライス順序についてはこの割
当の方が 初に計算されます。

例 3: エレメント割当で補足ルールと同じユーザー フィールドを共有していない場合の処理順序

支給 E1 は、受給者に割り当てられるとエレメント分割 (および比例配分) をトリガするように設定されて
います。

E1 は、開始日 6 月 16 日、ユーザー フィールド "州"の値が "KS" の受給者に割り当てられます。金額
は 3000、終了日は未定です。

E1 は、開始日 6 月 16 日、ユーザー フィールド "州" の値が "AR" の同じ受給者に割り当てられます。
金額は 2000、終了日は未定です。

ルール定義レベルで、E1 は、金額の計算ルールとユーザー フィールド "州" の値 "MO" を使用して定
義されます。金額は 4000 です。

注: この例では、エレメント割り当ては "割り当て" と略して表記してあります。

コンポーネント ルール定義

割り当て (インス
タンス 1)

処理順序番号 =
10

スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

割り当て (インス
タンス 2)

処理順序番号 =
20

スライス 2: 6 月
16 日～ 30 日

金額 4000 3000 2000

ユーザーフィールド (州) MO KS AR

E1 の 3 つのインスタンスは、以下の順序で変換されます。

エレメント [順序番号]
割り当て (インス

タンス) 金額
ユーザー フィー

ルド 開始/終了日

E1 1 0 2000 (補足ルー
ルインスタンス)

MO 6月 1日～15日
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エレメント [順序番号]
割り当て (インス

タンス) 金額
ユーザー フィー

ルド 開始/終了日

E1 2 1 1500 KS 6月 16日～ 30
日

E1 3 2 1000 AR 6月 16日～ 30
日

この例では、エレメント割当と補足ルール インスタンスでユーザー フィールド セットは一致していません。
補足ルールは、スライスの順序に従って割当より前に処理されます。また、ユーザー フィールドの値が
"KS" の割当が処理された後、ユーザー フィールドの値が "AR" の割当が処理順序番号に基づいて処
理されます。

複数回変換されるエレメントのデータの取得
支給または控除にユーザー フィールドがあり、複数のユーザー フィールド セットによって複数変換が行
われる場合、特定のセグメントでエレメント値が返される際に、変換結果が合計されます。個々のユー
ザー フィールド インスタンスの値は返されません。

例: エレメントの各インスタンス値の合計

支給エレメント E2 には、ベース コンポーネントとして E1 が使用されます。

次の表で示すように、E1 は 1 つのセグメント内で複数回変換されます。

インスタンス番号
ユーザー フィールド

(州) 金額 セグメント開始日 セグメント終了日

1 州 1 2000 2003/10/01 2003/10/31

2 州 2 1000 2003/10/01 2003/10/31

3 州 3 500 2003/10/01 2003/10/31

E2 にはベース コンポーネントとして E1 が使用されるとすると、E2 の変換の際には E1 の値として 3500
が返されます (2000 + 1000 + 500)。

注: エレメントの各ユーザー フィールド インスタンスの値を使用する必要のある場合は、適切なユーザー
キーを使用してセグメント累計を作成します。この例では、まず、ユーザー フィールド "州" を使用して
E1 のセグメント累計を定義します。その後、E2 の定義でこのセグメント累計をベース コンポーネントと
して使用します。

延滞の定義
ユーザー フィールドを持ち、延滞処理が定義されている控除エレメントには、次のルールが適用されます。

• 控除に関連付けられたユーザー フィールドは、自動作成延滞累計の累計キーのデフォルト値として自
動的に設定されます。
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これにより、ユーザー フィールド セットごとに延滞の追跡管理を行うことができます。

• 控除の延滞回収は、同じユーザー フィールドの値を持つインスタンスのみに適用されます。

• 延滞が定義されている控除がスライスされても変換されず、延滞回収のみが処理される場合、延滞回
収は、カレンダー期間の各スライスではなくセグメント全体に適用されます。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「延滞と遡及処理について」 、 221ページ

複数変換でのジェネレーション コントロールの使用
ジェネレーション コントロールは、エレメント定義レベルと支給/控除割当レベルの両方で設定することが
できます。ジェネレーション コントロールは、定義レベルに関係なく、インスタンスごとに考慮されます。受
給者別エレメント割当ページまたはエレメント別受給者割当ページで、エレメントの各割り当てごとに異な
るジェネレーション コントロール パラメータを定義できます。

注: ジェネレーション コントロールは、ポジティブ入力によって上書きされます。つまり、エレメントのポジ
ティブ入力がある場合には、ジェネレーション コントロール パラメータに関係なく、ポジティブ入力が変換
されます。

注: 遡及調整と延滞回収は、ジェネレーション コントロールの影響を受けず、常に処理されます。

関連項目:

第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「周期およびジェネレーション コントロールによ
る計算」 、 193ページ

常時再計算オプションの使用
支給名ページおよび控除名ページ (GP_PIN) の [常時再計算] オプションは、インスタンス レベルではな
く、エレメント レベルで適用されます。たとえば、ユーザー フィールド "州" の値が "カリフォルニア" に指
定された控除インスタンスの [常時再計算] オプションをオンにして、ユーザー フィールド "州" の値が "
ニューヨーク" に指定されたインスタンスの [常時再計算] オプションをオフにすることはできません。支
給または控除が再計算に設定されている場合、 初の計算で得られた全ての変換結果は、再計算で得
られた変換結果に置き換えられます。

[常時再計算] オプションがオンの場合は、以前に計算された値が変更される場合やユーザー フィール
ド セットが既に存在しない場合に累計と延滞の古い値がクリアされるように、エレメントを算入する累計
が更新されます。

以下に挙げる例で、累計がどのように更新されるのかを示します。

注: 支給または控除の再計算は、通常、エレメントがプロセス リストに複数回配置されていたり、純支給
額確認プロセスが複数回実行されたりした場合に発生します。
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例 1: エレメントの再計算でインスタンス数が変わるケース

控除 D1 は、累計 AC1 に加算されます。

AC1 に保存されている初期残高は、ゼロ (0) です。

プロセス リストで D1 が 初に検出された際に、この控除は 3 回変換されます。

インスタンス 変換済金額
ユーザー フィールド

1 (州)
ユーザー フィールド

2 (所在地) スライス日

1 5000 州 1 所在地1 1月 1日～ 31日

2 1000 州 2 所在地2 1月 1日～ 31日

3 3500 州 3 所在地3 1月 1日～ 31日

D1 の各変換ごとに、対応する累計インスタンスがあります。

連番 金額
ユーザー フィールド

1 (州)
ユーザー フィールド

2 (所在地) スライス日

1 5000 州 1 所在地1 1月 1日～ 31日

2 1000 州 2 所在地2 1月 1日～ 31日

3 3500 州 3 所在地3 1月 1日～ 31日

プロセス リストで D1 が 2 回目に検出された際には、2 回しか変換が行われません。

インスタンス 変換済金額
ユーザー フィールド

1 (州)
ユーザー フィールド

2 (所在地) スライス日

1 5500 州 1 所在地1 1月 1日～ 31日

2 4000 州 2 所在地2 1月 1日～ 31日

注: 州 3 の結果は、支給および控除結果テーブル (GP_RSLT_ERN_DED) に保存されません。

次の表は、累計 AC1 がどのように更新されたのかを示しています。

連番 金額
ユーザー フィールド

1 (州)
ユーザー フィールド

2 (所在地) スライス日

1 5500 (5000 - 5000 +
5500)

州 1 所在地1 1月 1日～ 31日

2 4000 (1000 - 1000 +
4000)

州 2 所在地2 1月 1日～ 31日

3 0 (3500 - 3500 + 0) 州 3 所在地3 1月 1日～ 31日
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例 2: エレメントの再計算で異なるユーザー フィールド セットを持つインスタンスが変換される
ケース (インスタンス数は同じ)

控除 D1 は、累計 AC1 に加算されます。

AC1 に保存されている初期残高は、ゼロ (0) です。

プロセス リストで D1 が 初に検出された際に、この控除は 3 回変換されます。

インスタンス 変換済金額
ユーザー フィールド

1 (州)
ユーザー フィールド

2 (所在地) スライス日

1 5000 州 1 所在地1 1月 1日～31日

2 1000 州 2 所在地2 1月 1日～31日

3 3500 州 3 所在地3 1月 1日～31日

D1 の各変換ごとに、対応する累計インスタンスがあります。

連番 金額
ユーザー フィールド

1 (州)
ユーザー フィールド

2 (所在地) スライス日

1 5000 州 1 所在地1 1月 1日～31日

2 1000 州 2 所在地2 1月 1日～31日

3 3500 州 3 所在地3 1月 1日～31日

プロセス リストで D1 が 2 回目に検出された際には、この控除は 3 回変換されますが、その中の 1 つに
は異なるユーザー フィールド値が割り当てられます。

インスタンス 変換済金額
ユーザー フィールド

1 (州)
ユーザー フィールド

2 (所在地) スライス日

1 5500 州 1 所在地1 1月 1日～31日

2 2500 州 2 所在地2 1月 1日～31日

3 2000 州 4 所在地4 1月 1日～31日

次の表は、累計 AC1 がどのように更新されたのかを示しています。

連番 金額
ユーザー フィールド

1 (州)
ユーザー フィールド

2 (所在地) スライス日

1 5500 (5000 - 5000 +
5000)

州 1 所在地1 1月 1日～31日

2 2500 (1000 - 1000 +
2500)

州 2 所在地2 1月 1日～31日
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連番 金額
ユーザー フィールド

1 (州)
ユーザー フィールド

2 (所在地) スライス日

3 2000 州 4 所在地4 1月 1日～ 31日

4 0 (3500 - 3500 + 0) 州 3 所在地3 1月 1日～ 31日

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 73ページ

ブラケットとフォーミュラを使用したユーザー フィー
ルドへのデータのロード

支給または控除に関連付けられたユーザー フィールドの値をフォーミュラまたはブラケットによって入力
する場合、フォーミュラまたはブラケットの値が返される際には支給または控除のゼロ インスタンスが更
新されます。つまり、フォーミュラまたはブラケットによってユーザー フィールド値が入力されるときに、エ
レメントの複数インスタンスは作成されません。たとえば、支給 E1 が 100 USD に変換され、このエレメ
ントに関連付けられたユーザー フィールド "州" の値が "カリフォルニア" だったとします。その後、この
ユーザー フィールドに値を入力するフォーミュラまたはブラケットによって、州の値が "ネバダ" と定義さ
れた場合、カリフォルニアの既存値が上書きされ、ネバダにはゼロ インスタンスの値が設定されます。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「ブラケット」 、 53ページ

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「フォーミュラ」 、 55ページ

遡及処理に関する定義
このセクションでは、以下について説明します。

• ユーザー フィールド レベルによるデルタのグループ化

• 遡及プロセス上書きの繰り越しオプション

• ユーザー フィールドおよびユーザー フィールド レベルによるデルタの繰り越し

• 未処理遡及デルタの管理

• 遡及再計算オプションの定義

• スライスの不一致
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ユーザー フィールド レベルによるデルタのグループ化

グローバル ペイロールでは、一致するユーザー フィールド セットに基づいて、支給または控除のデル
タをグループ化したり区分したりすることができます。一致と見なすための条件を定義して、エレメントの
デルタをグループ化するために必要な一致レベルを制御できます。この条件には、1 つ目のユーザー
フィールドのみが一致した場合にデルタをグループ化できる、1 つ目と 2 つ目の両方が一致した場合に
デルタをグループ化できる、または 1 つ目、2 つ目、および 3 つ目が一致した場合にデルタをグループ
化できるなどを定義できます。

現在の期間に繰り越される遡及デルタのグループ化方法を制御するには、支給エレメントまたは控除エ
レメントの定義の際に、次のユーザー フィールド レベルの中から 1 つを選択します。

ユーザー フィールド レベル 説明

なし エレメントレベルのグループ化 (ユーザーフィールド
セットの違いに関係なく、全てのデルタを結合)

ユーザーフィールド 1 部分設定 (ユーザーフィールド 1だけを基準に、一致し
ている場合にデルタを結合)

ユーザーフィールド 2 部分設定 (ユーザーフィールド 1と 2だけを基準に、一
致している場合にデルタを結合)

ユーザーフィールド 3 部分設定 (ユーザーフィールド 1、2、3を基準に、一致
している場合にデルタを結合)

ユーザーフィールド 4 部分設定 (ユーザーフィールド 1、2、3、4を基準に、一
致している場合にデルタを結合)

ユーザーフィールド 5 部分設定 (ユーザーフィールド 1、2、3、4、5を基準に、
一致している場合にデルタを結合)

定義された全てのユーザーフィールド 全設定 (全てのユーザーフィールドが一致している場
合にデルタを結合)

注: ユーザー フィールド設定のページで [遡及デルタ ユーザー フィールド レベル] の値を設定します。

参照: 第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントのユーザー フィールド
の定義」 、 204ページ

以下に挙げる例で、ユーザー フィールド レベルに基づいて、どのようにデルタのグループ化または区分
が行われるのかを示します。

例 1: ユーザー フィールド レベルが "なし" の場合

期間 2 で期間 1 にさかのぼる遡及処理があり、エレメント E1 のユーザー フィールド レベルが [なし] に
設定されているとします。

遡及方法は繰り越しです。

期間 1 (V1R1) の結果は、次のとおりです。
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支給 インスタンス 金額
ユーザー フィー

ルド 1 (州)
ユーザー フィー
ルド 2 (所在地)

ユーザー フィー
ルド 3 (会社)

E1 1 300 州 1 所在地1 ABC

E1 2 200 州 1 所在地2 DEF

E1 3 150 州 3 所在地3 ABC

期間 1 が再計算された際 (V1R2) の結果は、次のとおりです。

支給 インスタンス 金額
ユーザー フィー

ルド 1 (州)
ユーザー フィー
ルド 2 (所在地)

ユーザー フィー
ルド 3 (会社)

E1 1 400 州 1 所在地1 ABC

E1 2 300 州 1 所在地2 DEF

E1 3 200 州 3 所在地3 ABC

E1 の以下のデルタが結果テーブルに保存されます。

支給 [デルタ番号] デルタ
ユーザー フィー

ルド 1 (州)
ユーザー フィー
ルド 2 (所在地)

ユーザー フィー
ルド 3 (会社)

E1 1 250

注: デルタはエレメント レベルで保存されるため、各ユーザー フィールド セットのデルタが合計されます
(100 + 100 + 50 = 250)。ユーザー フィールドの値は保存されません。

例 2: ユーザー フィールド レベルが "定義された全てのユーザー フィールド" (全設定) の場合

期間 2 で期間 1 にさかのぼる遡及処理があり、ユーザー フィールド レベルが [定義された全てのユー
ザー フィールド] に設定されているため、全てのユーザー フィールドが一致している場合に遡及デルタ
がグループ化されるものとします。

遡及方法は繰り越しです。

期間 1 (V1R1) の結果は、次のとおりです。

支給 インスタンス 金額
ユーザー フィー

ルド 1 (州)
ユーザー フィー
ルド 2 (所在地)

ユーザー フィー
ルド 3 (会社)

E1 1 300 州 1 所在地1 ABC

E1 2 200 州 1 所在地2 DEF

E1 3 150 州 3 所在地3 ABC

期間 1 が再計算された際 (V1R2) の結果は、次のとおりです。
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支給 インスタンス 金額
ユーザー フィー

ルド 1 (州)
ユーザー フィー
ルド 2 (所在地)

ユーザー フィー
ルド 3 (会社)

E1 1 400 州 1 所在地1 ABC

E1 2 300 州 1 所在地2 DEF

E1 3 200 州 3 所在地3 ABC

E1 の以下のデルタが結果テーブルに保存されます。

支給 [デルタ番号] デルタ
ユーザー フィー

ルド 1 (州)
ユーザー フィー
ルド 2 (所在地)

ユーザー フィー
ルド 3 (会社)

E1 1 100 州 1 所在地1 ABC

E1 2 100 州 1 所在地2 DEF

E1 3 50 州 3 所在地3 ABC

注: ユーザー フィールド レベルの設定によって、遡及デルタの合計にはユーザー フィールドの完全一致
が求められるため、デルタはユーザー フィールド セットごとに保存されます。

例 3: ユーザー フィールド レベルが "ユーザー フィールド 1" (部分設定) の場合

期間 2 で期間 1 にさかのぼる遡及処理があり、ユーザー フィールド レベルが [ユーザー フィールド 1]
に設定されているため、ユーザー フィールド 1 が一致している場合に遡及デルタがグループ化されるも
のとします。

ユーザー フィールド 1 は "会社" です。

遡及方法は繰り越しです。

期間 1 (V1R1) の結果は、次のとおりです。

支給 インスタンス 金額
ユーザー フィー
ルド 1 (会社)

ユーザー フィー
ルド 2 (州)

ユーザー フィー
ルド 3 (所在地)

E1 1 300 ABC 州 1 所在地1

E1 2 200 DEF 州 1 所在地2

E1 3 150 ABC 州 3 所在地3

期間 1 が再計算された際 (V1R2) の結果は、次のとおりです。

支給 インスタンス 金額
ユーザー フィー
ルド 1 (会社)

ユーザー フィー
ルド 2 (州)

ユーザー フィー
ルド 3 (所在地)

E1 1 400 ABC 州 1 所在地1
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支給 インスタンス 金額
ユーザー フィー
ルド 1 (会社)

ユーザー フィー
ルド 2 (州)

ユーザー フィー
ルド 3 (所在地)

E1 2 300 DEF 州 1 所在地2

E1 3 200 ABC 州 3 所在地3

E1 の以下のデルタが結果テーブルに保存されます。

支給 [デルタ番号] デルタ
ユーザー フィー
ルド 1 (会社)

ユーザー フィー
ルド 2 (州)

ユーザー フィー
ルド 3 (所在地)

E1 1 150 ABC

E1 2 100 DEF

注: この例では、会社 (ユーザー フィールド 1) ごとにデルタが保存されます。

遡及プロセス上書きの繰り越しオプション

エレメントをほかのエレメントへ繰り越す際には (遡及方法は関係なし)、繰り越し元のエレメントのユー
ザー フィールド セットとユーザー フィールド レベルの両方が、繰り越し先のエレメントのユーザー フィー
ルド セットとユーザー フィールド レベルに一致している必要があります。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

ユーザー フィールドおよびユーザー フィールド レベ
ルによるデルタの繰り越し

デルタが合計され、前の期間から現在の期間へ繰り越される際には、以下のルールが適用されます。

• エレメントのデルタは、現在のカレンダーの 初のセグメント ( 初に変換されたインスタンス) へ繰り
越されます。

• この 初のセグメントがスライスされている場合は、その中の 初のスライスに調整値が繰り越されま
す。

• 受給者レベル データがないため、またはジェネレーション コントロールの設定によって、支給または控
除が現在の期間で変換されない場合、エレメントの遡及調整は、現在の期間の初のインスタンスとし
て繰り越されます。

• 遡及調整のみのインスタンス (一致する現在期間インスタンスのない繰り越し調整インスタンス) があ
る場合、調整インスタンスは、スライス日ではなく、セグメント日で変換されます。

• ポジティブ入力またはルール処理と遡及調整がある場合、この遡及調整は、 初に変換されたインス
タンスに追加されます。

• 現在の期間に控除の延滞回収があり、控除自体は変換されていない場合、延滞回収と調整は合算さ
れ、セグメント日を使用して単一のインスタンスが作成されます。

以下の追加ルールは、エレメントのユーザー フィールド レベルが定義されている際に適用されます。

• ユーザー フィールド レベルが [なし] の場合、デルタは、現在期間の支給または控除の 初のインスタン
スへ繰り越されます。これらのデルタは、 初のインスタンスのユーザー フィールド値を引き受けます。
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現在のインスタンスがない場合、この調整値が 初のインスタンスとなり、セグメント日を使用してユー
ザー フィールド セットに値が取得されます。

• ユーザー フィールド レベルが [定義された全てのユーザー フィールド] (全設定) の場合、デルタに関
連付けられた全てのユーザー フィールドが遡及調整に付随して繰り越されます。

• ユーザー フィールド レベルが部分設定 ([ユーザー フィールド 1]、[ユーザー フィールド 2]、[ユーザー
フィールド 3]、[ユーザー フィールド 4] など) の場合、デルタは、指定した部分設定と一致するエレメン
トの 初のインスタンスに繰り越されます。

一致するものがない場合は、セグメント日を使用してユーザー フィールド セットに値が取得されます。

以下の追加ルールは、ユーザー フィールドを持つ支給と控除およびユーザー フィールドを持たない支給と
控除、ドライバが指定されているエレメントおよびドライバが指定されていないエレメントに適用されます。

• 同じユーザー フィールド値を持つエレメントのインスタンスが現在の期間に複数ある場合、調整は
初のインスタンスに適用されます。

• 各ユーザー フィールド セットに対して可能な遡及調整は 1 つのみです。

調整値は、ユーザー フィールド セットの 初のインスタンスに追加され、そのインスタンスに関連付け
られた日付で保存されます。

• 同じユーザー フィールド セットを持つエレメントの現在のインスタンスがない場合、セグメント日を使用
して調整自体が変換されます。

新しいユーザー フィールド セットが、エレメントの新しい追加インスタンスになります。

関連項目:

第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「ユーザー フィールド レベルによるデルタのグループ化」 、
569ページ

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「複雑な遡及処理について」 、 920ページ

未処理遡及デルタの管理

未処理遡及デルタの管理コンポーネントでは、インスタンスとユーザー フィールド セット別に遡及デルタ
が表示されます。ただし、未処理遡及デルタの管理コンポーネントの以下の属性は、インスタンス レベル
やユーザー フィールド セット レベルではなく、エレメント レベルで適用されます。

• 遡及デルタ マッチング処理 (デフォルトのマッチング処理、処理なし、カレンダーに適用)

• 繰越先支給グループおよび繰越先カレンダー

注: 未処理遡及デルタの管理コンポーネントを使用して、未処理遡及デルタを特定のカレンダーに指定
し、デルタの繰越先エレメントを変更できます。繰り越し元のエレメントのユーザー フィールド セットとユー
ザー フィールド レベルの両方が、繰り越し先のエレメントのユーザー フィールド セットとユーザー フィー
ルド レベルに一致している必要があります。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「未処理遡及デルタの管理」 、 914ページ
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遡及再計算オプションの定義

支給および控除の定義コンポーネントの計算ページにある [遡及再計算オプション] は、インスタンス レ
ベルではなく、エレメント レベルで適用されます。たとえば、ユーザー フィールド "州" の値が "カリフォル
ニア" の控除インスタンスに対しては遡及再計算オプションを [再計算] に設定し、"州" の値が "ニュー
ヨーク" の控除インスタンスに対しては [再計算しない] を設定するといったことはできません。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「遡及計算」 、 195ページ

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの計算ルールの定義」 、 206
ページ

スライスの一致と不一致の定義

遡及処理の際に、支給または控除エレメントが [再計算しない] になっている場合は、エレメントの前回
の値が、そのコンポーネント エレメントと一緒に返されます。ただし、再計算される期間と前回計算した
期間の間でセグメントまたはスライスが一致しない場合は、指定した [再計算しない] オプションは無視
され、エレメントは再計算されます。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「遡及計算」 、 195ページ

システム エレメントの使い方
グローバル ペイロールでは、累計ドライバを使用して複数変換を行う支給または控除の定義に使用で
きるシステム エレメントが標準で用意されています。これらのシステム エレメントの中でも も重要なの
は、CURR_DRIVER_VAL です。このシステム エレメントは、エレメントの計算ルールでドライバ累計がベー
スとして使用されている場合に、ドライバ累計の現在値を返します。

例: CURR_DRIVER_VAL の使い方

ドライバ累計を使用するエレメント (支給または控除) を定義する際に、ドライバ累計に基づいてエレメン
トを変換するほかに、そのドライバ累計を計算ルールでも使用する場合があります。

たとえば、州課税対象総額に基づいて複数回の変換が行われる税控除 D1 を定義するとします。この
エレメントは、以下のように定義されます。

• 州課税対象総額は、ユーザー キー "州" を持つ "State Taxable Gross" という名前の累計に含まれ
ています。

• この累計に基づいて、ベース×パーセントの計算ルールが定義されている税控除 D1 の変換が行わ
れます。

• パーセントには "州" に基づいて値を返すフォーミュラ、ベースには課税対象総額支給が定義されてい
ます。

エレメントの計算ルールを定義する際には、ベースに "State Taxable Gross" 累計を使用せずに、システ
ム エレメント "CURR_DRIVER_VAL" を使用して、ドライバ累計の現在値を取得することができます。

システム エレメントを使用すると、以下のような利点があります。
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• 処理中に、既存のドライバ累計インスタンスの値が変更されて、新しいインスタンスが作成され、ドライ
バ累計の正しい現在値が変わってしまう場合があります。

このような問題を避けるため、システム エレメント "CURR_DRIVER_VAL" によって既存の累計インスタ
ンスのスナップショット (コピー) が作成されます。このスナップショットは、ドライバ実行対象の支給また
は控除が変換前にプロセス リストで検出されるたびに作成されるため、正しい現在値を使用してエレ
メントの変換を行うことが可能になります。

• パフォーマンスの観点から見て、累計値が直接アクセスされる場合よりも、計算ルールで CURR_DRIVER_
VAL が使用されている場合の方が、支給または控除のドライバ変換が迅速に行われます。

• 支給または控除の計算ルールでドライバ累計が直接使用されると、通常の累計値取得ロジックが起動
され、累計アレイにある間違った行が返される可能性があります。

たとえば、ユーザー キーの値は、支給または控除の変換中に (たとえば、フォーミュラによって) 変更さ
れる場合があり、間違ったドライバ値 (行) が返される可能性があります。

注: グローバル ペイロールでは、有効な結果を得るため、ドライバ累計の代わりにシステム エレメント
"CURR_DRIVER_VAL" を使用することをお勧めします。

その他のシステム エレメント

グローバル ペイロールでは、CURR_DRIVER_VAL のほかに、次のシステム エレメントが標準で用意され
ており、累計ドライバの実行対象となる支給または控除を定義する際に使用できます。

システム エレメント オカレンス レベル 有効範囲
フィールド フォーマッ

ト

1 USER_FIELD_EXISTS エレメント セグメント全体 文字列 (0/1)

2 DRIVER_EXISTS エレメント セグメント全体 文字列 (0/1)

3 ACCUM_IS_DRIVER エレメント セグメント全体 文字列 (0/1)

4 DRIVER_ELEM エレメント セグメント全体 PIN番号

5 ED_ASSIGN_EXISTS エレメント 支給/控除変換のみ 文字列 (0/1)

6 PI_EXISTS エレメント 支給/控除変換のみ 文字列 (0/1)

7 DRIVER_EXISTS エレメント 支給/控除変換のみ 文字列 (0/1)

8 UFS_ED_ASGN_
EXISTS

UFSごと 支給/控除変換のみ 文字列 (0/1)

9 UFS_PI_EXISTS UFSごと 支給/控除変換のみ 文字列 (0/1)

10 UFS_DRIVER_
EXISTS

UFSごと 支給/控除変換のみ 文字列 (0/1)

11 INSTANCE_NUM エレメント 支給/控除変換のみ 10進数

12 ED_ASSIGN_
INSTANCE_NUM

インスタンスごと 支給/控除変換のみ 10進数
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システム エレメント オカレンス レベル 有効範囲
フィールド フォーマッ

ト

13 ED_PROCESS_
ORDER

インスタンスごと 支給/控除変換のみ 10進数

14 ED_ASSIGN_BGN_DT インスタンスごと 支給/控除変換のみ 日付

15 ED_ASSIGN_END_DT インスタンスごと 支給/控除変換のみ 日付

16 CURR_DRIVER_VAL インスタンスごと 支給/控除変換のみ 10進数

17 UFS_PI_INST_FIRST インスタンスごと 支給/控除変換のみ 文字列 (Y/N)

18 UFS_PI_INST_LAST インスタンスごと 支給/控除変換のみ 文字列 (Y/N)

注: ELEM_IS_DRIVER を除く全てのシステム エレメントは、支給エレメントまたは控除エレメントの属性で
す。ELEM_IS_DRIVER は、累計の属性です。

関連項目:

第 44 章、 「配布されたエレメントの表示」 、 1173ページ
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給与計算の処理

この章では、給与計算処理の概要と以下の方法について説明します。

• 処理の指示の入力

• グループ リストの作成

• 処理ストリームの作成

注: この章では、オンサイクル処理に焦点を置いていますが、ここで説明するほとんどの概念や手順は、オフサ
イクル処理にも適用されます。

関連項目:

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 597ページ

第 24 章、 「オフサイクル処理の管理」 、 667ページ

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 「休暇付与および休暇取得プロセスの実行」 、 713ページ

給与計算処理について
このセクションでは、以下について説明します。

• 処理機能

• 処理の準備

• 処理の順序

• 処理の概念

• ステータス コードと処理インジケータ

処理機能

給与計算システムの設定が終了すると、給与計算実行の準備が整います。定期的な給与計算のプロセ
スを実行する場合も、休暇取得または休暇付与のプロセスを実行する場合も、ステップは同じです。プロ
セス リストとカレンダー定義によって、処理対象の従業員と処理内容が決定されます。

グローバル ペイロールの処理能力を有効活用するには、給与計算実行および休暇欠勤実行の処理方
法と、使用できるオプションの内容を理解することが重要です。以下のいくつかのセクションで、主な処
理機能、準備、プロセスを実行するためのステップ、および処理を監視するためのステータス コードにつ
いて説明します。
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仮給与計算実行の反復処理

反復処理を使用すると、必要なシステム リソースを 小限に抑えながら、複雑な仮給与計算の実行を迅
速に処理できます。まず確認フェーズを開始して、給与計算実行の選択条件に合った受給者それぞれに
フラグを立てます。次に計算フェーズを開始して、"確認済み" の全ての受給者の純所得を計算します。
または必要に応じて、それらの従業員の休暇付与や休暇取得を計算します。結果を確認して必要な訂正
をした後、前回の実行から変更のあった受給者の計算フェーズを再実行します。

ストリーム処理

ストリーム処理はオプション機能で、この機能を使うと処理時間を短くすることができます。受給者を従業員
ID に基づいてサブセットに分けて、この複数の受給者のセットに対して同時に計算処理を実行できます。

グループ リスト

グループ リストは、処理予定の受給者群のサブセットで、ユーザーが定義します。この機能を使用する
と、給与計算担当者は、異なる受給者のセットを同時に処理することができます。

トラブルシューティング ツール

給与計算または休暇欠勤計算を実行するときに、受給者ごとに、各エレメントが変換された方法と順序を
示すエレメント変換チェーンを作成することができます。このチェーンにより、プロセス リストのそれぞれの
エレメントを変換するのにかかった時間もわかります。エレメント変換チェーンを作成するには、非常に多
くのシステム リソースが必要です。このため、この機能は問題を解決するときに限って使用してください。

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「ストリーム処理の作成」 、 593ページ

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「グループ リストの作成」 、 592ページ

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「エレメント変換チェーンの表示」 、 644ページ

処理の準備

次の図は、給与計算処理の準備のステップを示しています。

処理の準備ステップ

給与計算処理の準備の手順は、以下のとおりです。

1. カレンダーの作成 (必須)

カレンダーを使って、処理対象となる支給グループ、実行タイプ、プロセス リスト、およびカレン
ダー期間を指定します。支給グループ、実行タイプ、およびプロセス リストは、システムの導入時
に定義します。カレンダー期間は、導入時でもカレンダーを設定するときでも定義できます。

重要: [リストされた受給者のみ] オプションを選択して、カレンダーに受給者を追加する目的以外
では、処理を開始した後に、[期間]、[カレンダー]、または [カレンダー グループ] の各コンポーネ
ントのフィールドを編集することはできません。これらのページに変更を加える必要がある場合に
は、給与計算実行をキャンセルする必要があります。
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2. カレンダー グループ ID の作成 (必須)

カレンダー グループ ID によって、一括して実行する一連のカレンダーとそれらのカレンダーを処
理する順序を指定します。ストリーム処理を使用する場合は、カレンダー グループ ID を設定する
ときにそれを指定する必要があります。

3. ストリームの作成 (オプション)

ストリーム処理を使用するには、各ストリームの対象となる従業員 ID の範囲を定義します。スト
リーム設定は 1 回の処理で済みますが、データベース管理者のサポートが必要なことがあります。

4. グループ リストの作成 (オプション)

グループ リスト機能を使用するには、給与計算処理を実行する担当者が各グループ リストの受
給者を選択します。グループ リストはユーザー ID と関連付けられています。

5. ポジティブ入力の入力 (オプション)

支給期間のポジティブ入力は、処理を開始する前でも後でも入力できます。計算フェーズを実行後
にポジティブ入力を入力した場合は、変更を取り込むために計算フェーズを再実行してください。

関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 405ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

処理の順序

次の図は、給与計算処理と休暇欠勤処理のステップを示しています。

処理ステップ

給与計算または休暇欠勤処理の実行手順は、以下のとおりです (ステップ 1、2、および 5 では休暇欠
勤/給与計算ページを使用します)。

1. 受給者の確認 (確認フェーズ)

給与計算サイクルは、処理する受給者全員を確認する処理を実行したときから開始します。

2. 計算の実行 (計算フェーズ)

計算フェーズでは、受給者ごとに、給与計算実行の場合は総支給額と純支給額を、休暇欠勤実
行の場合は休暇取得または休暇付与のユニットを算出します。

3. 結果の確認

たとえば無効なエレメント定義や受給者の資格に問題がある場合など、計算フェーズで問題が発
生した場合は、その受給者はエラーになります。さまざまなページを使用して、結果のサマリ、エ
ラー、警告メッセージを確認できます。

4. エラーの修正および再計算
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エラーを修正するために、ポジティブ入力ページを更新したり、グローバル ペイロールと統合され
ているほかのアプリケーション (ヒューマン リソース管理や勤務管理など) でのデータ変更が必要
となる場合もあります。変更後に、計算フェーズを再度実行して、再計算が必要な受給者につい
てのみ処理を行うことができます。

5. 実行の 終決定

処理結果に問題がなくなった時点で、 終決定フェーズを実行してそのカレンダー グループ ID
を閉じます。

処理の概念

このセクションでは、給与計算処理と休暇欠勤処理のステップについて詳しく説明します。

受給者の確認

給与計算実行または休暇欠勤実行は、休暇欠勤/給与計算ページで [確認] チェック ボックスをオンにし
て開始します。確認フェーズでは、そのカレンダー グループ ID にリンクされた全てのカレンダーが順に
処理され、そのカレンダーの設定時に指定した支給グループに属する全ての受給者が検出されます。次
に、そのカレンダーの受給者選択条件に一致する受給者のサブセットが確認されます。

確認フェーズは、カレンダー グループ ID ごとに 1 回実行します。また、ストリーム処理を使用している場
合はストリームごとに 1 回実行します。実行後に、新規受給者の追加、雇用終了した受給者の削除、ポ
ジティブ入力の入力、または受給者の資格に影響するその他の変更を行った場合には、計算フェーズの
実行時に反復トリガの検索によってそれらの変更が検出されます。職務レコードに対しどのような変更が
発生した場合に反復トリガが作成されるのか、定義しておく必要があります。

たとえば、確認フェーズ実行後に、5 人の新規に採用された受給者がその支給グループに追加されたと
します。それぞれの新規採用者が追加されるごとに、反復トリガが作成されます。計算フェーズを実行す
ると、新規採用の反復トリガが検索されて処理対象の受給者に含まれます。

カレンダー グループ ID は、確認フェーズを起動した時点から 終決定フェーズを実行して実行を完了す
るまで "オープン" であると認識されます。

重要: 受給者が一度にリンクできるのは、1 つのオープンなカレンダー グループ ID のみです。たとえば、
7 月の給与計算を完了し、別のカレンダー グループ ID を賞与について設定した場合、これらの受給者
の賞与計算を実行する前に 7 月の基本給与計算実行を 終決定しておく必要があります。この機能に
より、必ず正しい順序で累計が更新されます。

受給者の計算

対象の受給者が確認されると、純支給額計算、休暇取得、または休暇付与計算を実行できます。1 回に
1 人の受給者が、カレンダーごとに計算されます。受給者に関連付けられたカレンダーが分割されている
場合、つまり、その受給者がそのカレンダーで複数の純額支給を受け取る場合、それぞれのセグメント
の純額が計算されてから、その受給者の次のカレンダーの純額が計算されます。1 人の受給者の全て
のカレンダーについての純支給額の計算が終了すると、次の受給者の計算に移ります。

通常、同じカレンダー グループ ID に対して計算フェーズを何回か実行しますが、初回は確認フェーズで
選択した対象の受給者全員に対して実行し、その後は変更またはエラーのある受給者について実行し
ます。反復処理のたびに、以下のオプションのいずれかを選択して、計算対象の受給者を選択します。

• [計算]

この計算オプションは、 も頻繁に使用します。このオプションにより、反復トリガのある受給者全員が
確認されます。これには、新規採用されたり異動のあった受給者、前回計算時にエラーが発生した受
給者、および [処理インジケータ] を使って処理の指示を手動で入力した受給者が含まれます。
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• [全て再計算]

場合によっては、カレンダー グループ ID、ストリーム、またはグループ リストに関連付けられた全ての
受給者について再計算する必要があります。[全て再計算] オプションによって、既存の計算は全て削
除され、受給者の再確認は行われずに、受給者全員について再度計算が行われます。つまり、各受給
者が受給者選択条件を変わらずに満たしているかは判別されません。

計算の凍結と凍結解除

実際のビジネスの現場では、通常、給与計算のプロセスの実行開始日から締切日までの間を少し空けて
設定しています。そして、その期間中のある時点で、反復トリガのある受給者 (給与調整がある受給者な
ど) の処理を停止して、エラーの修正に集中し、給与計算を 終決定できるようにする場合があります。
この場合には、指定する受給者の計算を凍結させます。計算フェーズでは、給与計算実行中に受給者に
対して行われたオンラインでの変更や、計算後に入力された受給者へのポジティブ入力は全て無視され
ます。後に受給者が凍結解除されたときのため、そのトリガは維持されます。ただし、受給者を凍結した
後で [全て再計算] オプションを実行した場合は、その受給者は再計算されます。

休暇欠勤/給与計算ページの [凍結] オプションを選択して、ストリーム処理、グループ リスト、またはカ
レンダー グループ ID の全ての受給者を凍結または凍結解除することができます。また、受給者ステー
タス ページでは選択した受給者を凍結できます。

受給者の計算を凍結するには、以下の条件を満たす必要があります。

• 全てのカレンダーの全てのセグメントについて、その受給者に関連付けられた各支給の計算ステータ
スが [計算正常終了] であること。ある受給者に対する 1 つのセグメントを凍結または凍結解除する場
合は、そのカレンダー グループに対するその受給者の全てのセグメントが凍結または凍結解除される
ことになります。

• 選択ステータスが [ユーザーによる一時停止]、[システムによる一時停止]、または [キャンセル] では
ないこと。

アクティブな受給者の一時停止

処理の指示を送信する際に、アクティブな受給者全員を一定の状況下で自動的に一時停止するオプショ
ンを選択することができます。これにより、小人数の受給者グループに対する臨時賞与など、特別な実
行処理を行うことができます。休暇欠勤/給与計算ページの [受給者一時停止] チェック ボックスを使用
して、この機能を実行することができます。オンサイクル処理では、確認フェーズと計算フェーズ ([全て
再計算] を含む) を実行する際に、このオプションを使用できます。オフサイクル処理では、このオプショ
ンは自動的に選択され、変更できません。

[受給者一時停止] チェック ボックスをオンにすると、各受給者の処理の際に、以下の処理が行われます。

• 受給者が、オープンになっている別のカレンダー グループに関連付けられているかどうかが確認され
ます。

• 関連付けられている場合、そのカレンダー グループの受給者の計算ステータスが確認されます。

- 計算ステータスが [凍結] でない限り、受給者はその実行を一時停止されます。そのため、新規の実
行ですぐにその受給者の確認および計算を行うことができます。

- 計算ステータスが [凍結] の場合、受給者は、現在設定中の新規の実行を一時停止されます。

関連項目:

第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「ステータス コードと処理インジケータ」 、 582ページ
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ステータス コードと処理インジケータ

ステータス コードと処理インジケータは、給与計算処理と休暇欠勤処理において重要な役割を果たしま
す。ステータス コードは、処理結果の監視や確認に使用すると便利です。処理インジケータを使用する
と、特定の受給者に対する処理の指示を手動で入力できます。このセクションでは、主に、コードの作成
方法とその意味について説明します。

ステータス コード

処理対象の各受給者が確認されるときに、2 つのステータス コードが作成されます。

• 選択ステータス コード: カレンダーごとに各受給者に 1 つ作成され、処理ステータス レコードに保存さ
れます。確認フェーズの初回実行時に、それぞれの受給者の選択ステータスは [アクティブ] または [
非アクティブ] に設定され、受給者が処理対象として確認された理由が表されます。このステータスは、
計算フェーズを反復処理するたびに自動的に更新されます。これによって、受給者が処理の対象また
は対象外になった理由が表されます。

ステータスが "一時停止" または "キャンセル" の場合のみ、除外された受給者の記録を残します。
単に受給者に選択対象となる資格が既にない場合 (たとえば、異なる支給グループに受給者が割り当
てられている場合など)、記録は行われず、受給者の処理レコードおよびステータス レコードは削除さ
れます。

• 計算ステータス コード: カレンダー セグメントごとに各受給者に 1 つ作成され、セグメント ステータス
レコードに保存されます。カレンダーに期間分割がない場合は、受給者の計算ステータスは 1 つです。
計算ステータスは、そのセグメントに対して 後に実行されたアクションを表示します。たとえば、[確認
済]、[計算済]、[エラー]、または [凍結] などです。初めて計算フェーズを実行する前には、それぞれの
受給者のステータス コードは [確認済] になっています。

受給者が処理対象と確認されたときに作成されるステータス コード
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処理インジケータ

場合によって、給与計算実行または休暇欠勤実行から受給者をキャンセルするなどして、一時的に受給
者に対し凍結、凍結解除の処理を停止したり、または受給者レベルでのその他の処理を行う必要があり
ます。このような処理は、次の反復処理で行うアクションを指定する処理インジケータを入力することで可
能になります。たとえば、受給者 A の選択ステータスが [アクティブ] で、この受給者の給与計算実行を
キャンセルする必要がある場合は、受給者の処理インジケータを [キャンセル] に設定します。次の計算
フェーズの実行時に、受給者 A の計算結果は全て削除され、受給者 A の選択ステータスは [キャンセ
ル] に変更されます。処理インジケータの更新は、受給者ステータス コンポーネントで行います。

重要: 1 つの処理インジケータを変更すると、同じカレンダー グループ ID の受給者のセグメントは全て
更新されます。

ステータス コードと処理インジケータの定義

以下の表に、ステータス コードと処理インジケータを示します。選択ステータス (カレンダーごとに受給者
に 1 つ) と計算ステータス (カレンダー セグメントごとに 1 つ) はシステムにより管理されますが、処理イ
ンジケータはユーザーが管理します。

選択ステータス 説明

[アクティブ] 受給者はそのカレンダー内の少なくとも 1日はアク
ティブでした。

[非アクティブ] 受給者は、そのカレンダー内ではアクティブではあり
ませんでしたが、ポジティブ入力、遡及トリガ、または
繰り越し調整のために選択されました。

[キャンセル] 受給者は、手動でカレンダー実行から除外されてい
ます。現在のカレンダー実行または遡及実行に対し
て、この受給者は再選択されません。

[ユーザーによる一時停止] 受給者は、ユーザーにより手動でカレンダー実行を
一時停止されました。カレンダーの次回実行時に、受
給者の確認と純支給額の計算が再度行われます。

[システムによる一時停止] 受給者は、別のオープンされているカレンダーグ
ループ IDに関連付けられています。一度に1つの
終決定されていないカレンダーグループ IDにしか、
受給者は選択できません。

計算ステータス 説明

[確認済] セグメントは計算対象として確認されましたが、まだ計
算は行われていません。

[計算正常終了] セグメントは計算済みです。
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計算ステータス 説明

[以降の計算凍結] 凍結解除するか、または"全て再計算"フェーズを実
行しない限り、セグメントがその後の計算対象になら
ないことを示します。

[ 終決定] カレンダー実行が 終決定されました。以降の変更
はできません。

[ 終決定-振込処理完了] セグメントは 終決定され、振込処理も完了しました。こ
のステータスは、 終決定ステップを実行した後に振込
処理を実行した場合に発生します。

[計算エラー] 計算中にエラーが発生しました。

[計算エラー -スキップ] エラーのため、受給者の計算が実行されなかったこ
とを示します。

[計算エラー-ルール] メッセージエレメントを使用して定義した条件 (ルール)
の結果としてエラーが生成されました。

[セグメント未作成] セグメントに予定された支給が含まれていません。

処理インジケータ 説明

[正常] この初期設定は、それぞれの計算後に表示されま
す。この受給者には特別な処理の指示がないことを
示します。

[キャンセル] 計算フェーズの次回の反復処理時に、この受給者
が給与計算処理または休暇欠勤処理から除外され
ることを示します。選択ステータスは [キャンセル]に
変更されます。給与計算実行を 終決定する前にイ
ンジケータを [キャンセル以外]に変更しない限り、こ
の受給者は再度確認されません。

[再計算] 受給者の職務 (従業員 IDと雇用レコード番号の組み
合わせ)に関連付けられた全ての計算は、計算フェー
ズの次回実行時に再実行されます。このステータス
は、休暇欠勤/給与計算ページの [全て再計算]オプ
ションに似ていますが、これはユーザーによって選択
された受給者に対してのみ適用されます。
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処理インジケータ 説明

[停止] 計算フェーズの次回実行時には、受給者の処理は行
われません。選択ステータスは"一時停止"に変更さ
れ、計算結果は全て削除されます。以降の計算時か
らは (この受給者について正常終了するかキャンセル
されるまで)確認と計算が繰り返し行われます。ほか
の処理をする必要はありません。

[キャンセル以外] 選択ステータスが [キャンセル]から [アクティブ]、[非
アクティブ]、またはその他の適切な値に変更され、計
算フェーズの次回実行時に受給者の確認と計算が
再度行われます。

[凍結] 休暇欠勤/給与計算ページまたは受給者ステータ
スページで "全て再計算"あるいは"凍結解除"か
"解除"を選択しない限り、受給者は再計算の対象
となりません。

[解除] 受給者の凍結ステータスを取り消します。

関連項目:

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「受給者ステータスの表示および受給者の処理の指示
の更新」 、 609ページ

この章で使用する共通フィールド

[開始従業員 ID] 、 [終了従
業員 ID]

照会ページの照会対象に含まれる、あるいはストリーム ページのストリー
ム処理に含まれる 初と 後の受給者の従業員 ID 番号を入力します。

処理の指示の入力
給与計算実行または休暇欠勤実行を開始する準備が完了したら、ラン コントロール ID を作成し、処理
項目を指定します。

1. "休暇欠勤計算/給与計算" の休暇欠勤/給与計算ページにアクセスします。

2. 処理対象となる受給者を指定します。オプションは処理フェーズによって異なります。

3. 実行する処理フェーズを選択します。 初は必ず確認フェーズを選択します。カレンダー グルー
プに対する処理を開始するには、まずカレンダー グループを指定する必要があります。

4. エレメント変換チェーンの作成、または処理統計の作成を行う場合、該当するオプションを選択し
ます。

5. ログ ファイルに使用する言語を選択します。
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6. [実行] ボタンをクリックします。

注: プロセス リスト ページには、プロセス名とその説明として、"GPPDPRUN" と "グローバル ペイロー
ル" が表示されます。休暇欠勤実行と給与計算実行には同じ名称が使用されます。

反復処理が行われるため、実行が 終決定されるまで、休暇欠勤/給与計算ページに何度か戻って指
示を更新することになります。たとえば、計算フェーズの実行後、結果を確認して修正するため、同じラン
コントロール ID を使って "休暇欠勤計算/給与計算" の休暇欠勤/給与計算ページにアクセスし、次の
フェーズの処理に対する指示を入力する場合などです。実行の 終決定が可能になるまで、このプロセス
を必要な回数繰り返します。処理フェーズが終了するたびに、ラン コントロール レコードは削除されます。

給与計算実行が異常終了した場合、問題を修正して、休暇欠勤/給与計算ページから再実行情報ペー
ジを表示し、処理が停止しているところから再実行できます。給与計算実行を始めから開始する必要は
ありません。処理が異常終了した際には、同じラン コントロール ID を使用して再実行を行うことが重要
です。これは、ラン コントロール ID を使用して、再実行に必要な情報が保存されているためです。新しい
ラン コントロール ID を使用することはできません。

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 給与計算処理、休暇取得処理、および休暇付与処理の指示の入力

• 異常終了した実行および処理の再実行についての情報の表示

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: PeopleSoft Process Scheduler

処理の指示の入力とラン コントロール パラメータの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[休暇欠勤/給与計算] GP_RUNCTL [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
欠勤計算/給与計算]、[休
暇欠勤/給与計算]

給与計算、休暇取得、また
は休暇付与のプロセスの
処理の指示を入力します。
このページは、オンサイク
ルおよびオフサイクルの
両方の給与計算実行に
使用します。

[再実行情報] GP_RUNCTL_SEC 休暇欠勤/給与計算ページ
の [再実行情報]リンクをク
リックします。

実行が異常終了した場合
に、問題を解決した後、ど
こから処理が再開され、再
実行されるのかなどの関
連情報を表示します。

[デバッグ/チューニングオ

プション]

GP_RUNCTL_DBUG_SEC 休暇欠勤/給与計算ページ
の [デバッグ/チューニン
グオプション] リンクをク
リックします。

統計を作成して、給与計算
実行のパフォーマンスを向
上させます。

処理の指示の入力

休暇欠勤/給与計算ページにアクセスします。
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休暇欠勤/給与計算ページ

[給与計算/休暇欠勤処理の実行]

[カレンダー グループ ID] 一連のカレンダーを処理するために選択します。 終決定済みのカレン
ダー グループ ID は、検索結果リストから除外されます。

[オープン] カレンダー グループの属性です。この設定は、カレンダー グループ テー
ブルに保存されています。カレンダー グループに対して 初に確認フェー
ズが実行された際に、そのカレンダー グループは "オープン" であると認
識され、このチェック ボックスはオンになります。 終決定フェーズが実行
されると、"オープン" とは認識されなくなり、このチェック ボックスはオフに
なります。

[ストリーム番号] カレンダー グループ ページで [ストリーム処理の実行] チェック ボックス
がオンにしてあると、この [ストリーム番号] フィールドを使用できます。こ
のフィールドには、以下の条件が適用されます。

• 処理フェーズとして [確認] チェック ボックスをオンにする場合は、処理
するストリーム番号を入力する必要があります。

• [計算]、[凍結解除]、または [凍結] チェック ボックスをオンにした場合
は、対象のストリーム番号を入力します。全てのストリームに対して確認
フェーズを実行してある場合は [グループ リスト ID] フィールドに入力す
る必要があります。

[グループ リスト ID] 特定のグループ リストに含まれる受給者のみを計算、凍結、凍結解除す
るために、グループ リスト ID を入力します。ユーザーが自分のユーザー
ID で作成したグループ リストのみを処理できます。

[言語コード] ログ ファイルの表示に使用される言語を指定します。ログ ファイルはシス
テム管理者が、実行が正常に終了したがどうかを判断する際に有用です。
ユーザーに定義した設定言語が、デフォルトとして使用されます。

参照: 第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「ストリーム処理の作成」 、 593ページ
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[処理フェーズとオプション]

実行する処理フェーズを選択します。確認や計算のフェーズを一緒に行うなど、複数のフェーズを同時に
実行できます。1 つのオプションをオンにすると、ほかのオプションが使用不可になる場合もあります。

[確認] 初に処理を実行するときに、このチェック ボックスをオンにします。指定
のカレンダー グループ ID と、場合によっては特定のストリーム番号に関
連付けられていて、そのカレンダー グループに含まれるカレンダーのカレ
ンダー コンポーネントで定義された受給者選択条件を満たしている全ての
受給者が確認されます。また、計算フェーズと確認フェーズを同時に実行
することができます。

確認フェーズを実行した後は、全実行をキャンセルする場合を除き、同じ
カレンダー グループ ID やストリームについて、このチェック ボックスを再
びオンにすることはできません。反復処理の場合、データに対する変更を
基に受給者が加えられたり除外されたりします。そのため、確認処理を複
数回実行する必要はありません。この処理には、反復トリガが使用されま
す。反復トリガが設定された受給者に対しては、計算フェーズの実行時に
確認と計算が再度行われます。

[計算] 給与計算や休暇欠勤実行のための休暇欠勤ユニットを計算をする場合
に、このチェック ボックスをオンにします。確認フェーズの後、あるいは同
時に計算フェーズを実行できます。 初に計算処理が実行される場合、確
認フェーズでフラグの付いた全ての受給者が計算されます。

その後に実行する計算フェーズでは、該当するチェック ボックスをオンにし
て、処理または再処理する受給者のサブセットを定義します。

以下の受給者を再確認および再計算する場合は、[計算] チェック ボック
スをオンにします。

• 前回の計算でエラーになった受給者

• 一時停止ステータスになった受給者

• [処理インジケータ] を [再計算] または [キャンセル以外] に手動で設定
した受給者

• 反復トリガを持ち、凍結されていない受給者

凍結された受給者も含め既に計算済みの全ての受給者を再計算する場
合に、[計算] および [全て再計算] の両方をオンにします。反復トリガのあ
る受給者のみが、再確認されます。

[凍結] 計算済みの受給者を凍結する場合に、このチェック ボックスをオンにしま
す ([確認済] ステータスの受給者は凍結されません)。選択した受給者の
全ての計算が凍結されます。この受給者に対し計算フェーズを再実行す
る場合は、受給者が凍結されている間に追加された反復トリガおよびポジ
ティブ入力は無視されます。ただし、[全て再計算] チェック ボックスをオン
にした場合は、反復トリガとポジティブ入力は処理されます。

[ 終決定] このカレンダー グループ ID の給与計算、または休暇欠勤処理を終了する
場合に、このチェック ボックスをオンにします。実行を 終決定すると、そ
れ以上計算できなくなります。

終決定フェーズは単独で実行する必要があります。

[凍結解除] 凍結された受給者の凍結を解除する場合に、このチェック ボックスをオン
にします。バッチ処理中に、計算ステータスは "計算済み" にリセットされ
ます。その後の計算フェーズの実行時に、これらの受給者の計算は必要

588 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 21 章 給与計算の処理

に応じて再実行されます (再計算の指示または反復トリガが設定されてい
るなどの理由がない限り、これらの受給者の再実行は自動的には行われ
ません)。

[停止] オープンされている給与計算実行で受給者を一時停止する場合に、この
チェック ボックスをオンにします。一時停止になった受給者には、[未処理]
のステータスを持つ反復トリガが定義されます。その後、オープンの給与
計算実行が 終決定になる前に、これらの受給者をオフサイクルまたは
賞与などのほかの実行処理に含めることができます。オープンの給与計
算実行に戻した場合は、これらの一時停止になった受給者の確認と計算
が再度行われます。一時停止になった受給者に関連付けられた遡及情報
は失われません。

[キャンセル] 全ての給与計算実行を無効 (カレンダー グループが実行されなかった場
合と同様の状態) にする場合、このチェック ボックスをオンにします。受給
者の全ての計算が削除され、データは全て元の値に戻され、ステータスの
インジケータも全て削除されます。

このチェック ボックスは、確認フェーズや計算フェーズを実行した後でオン
にします。このチェック ボックスをオンにした場合は、ほかのオプションは
使用できなくなります。支給が 終決定された後では、実行をキャンセル
することはできません。

キャンセル フェーズは単独で実行する必要があります。

[受給者一時停止] このチェック ボックスによって、オープンになっている別のカレンダー グ
ループでの受給者の実行を一時停止するかどうかが決定されます。一時
停止した場合、新規の実行でそれらの受給者を処理することができます。
一度に 1 つのオープンになっているカレンダー グループ ID にしか、受給
者は選択できません。

オンサイクル処理では、[確認] または [計算] チェック ボックスをオンにし
た場合に、このチェック ボックスを使用できます。デフォルトではオフに設
定されています。

オフサイクル処理では、このチェック ボックスは常にオンになっており、設
定の変更はできません。

[全て再計算] このチェック ボックスをオンにする場合は、[計算] チェック ボックスもオン
にします。凍結されている受給者も含め全ての受給者の前回までの実行
結果が削除され、ステータスが元の値に戻されます。次に既に計算済みの
受給者全員が再計算されます。ただし、再確認はされません。

処理では使用されても、エレメント定義の変更など、反復トリガを作成しな
いレコードを修正した場合は、このオプションの使用が適しています。

警告: 全ての受給者を再計算すると、システムのリソースに大きな負荷が
かかります。データ不良、不正確なエレメント定義、その他広範に影響を及
ぼす問題により、多くの受給者に計算違いが発生したと考えられる場合に
のみ、[全て再計算] チェック ボックスをオンにしてください。

[確認済] 全てのストリームに対して確認フェーズが実行されている場合、このチェッ
ク ボックスがオンになります。全てのストリームが確認されると、その他の
処理フェーズにグループ リストを使用できます。

[再実行情報] 処理中にデータベースのエラーなどの致命的エラーが起こった場合は、そ
の処理が停止され、エラー メッセージが表示されます。[再実行情報] リン
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クをクリックすると、どのフェーズで処理が停止したか、問題を解決した後
はどこから再開されるのかを参照できます。エラーを訂正した後、処理を
再実行します。通常、実行をキャンセルする必要はありません。

[デバッグ/チューニング オ
プション]

[デバッグ/チューニング オプション] リンクをクリックして表示されたページ
で、統計を作成し、給与計算実行のパフォーマンスを向上させることがで
きます。

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「ストリーム処理の作成」 、 593ページ

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「給与計算実行または休暇欠勤処理実行の 終決定」
、 652ページ

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「給与計算実行または休暇欠勤処理実行のキャンセ
ル」 、 653ページ

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「エレメント変換チェーンの表示」 、 644ページ

処理の再実行

再実行情報ページにアクセスします。

再実行情報ページ

[フェーズ]、[プログラム オ
プション確認] 、 [ステップ]

プログラムが処理中にコミットした場合、これらのフィールドで、処理がどの
段階で停止したかを確認します。[フェーズ] には、"初期"、"反復"、"キャ
ンセル"、"確認"、"計算"、" 終決定"、"完了" のいずれかが表示されま
す。

[再実行プログラム]、[次の
ステップ] 、 [再実行番号]

確認フェーズで処理が異常終了した場合のみ、これらのフィールドに情報
が表示されます。

[再実行従業員 ID] 計算フェーズで異常が発生した場合、処理を再実行するときに 初に計算
される受給者の従業員 ID が表示されます。
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注: グループ リストに対する計算フェーズが再実行される際には、再開時
点でのグループ リストの定義が使用されます。

デバッグとチューニング

デバッグ/チューニング オプション ページにアクセスします。

デバッグ/チューニング オプション ページ

[パフォーマンス チューニング]

[統計の更新] このオプションは、データベース管理者がシステムの処理効率を微調整す
るのに有用です。このチェック ボックスをオンにした場合、計算フェーズの
開始時に統計が作成されます。この統計から、処理中に作業テーブルが
どのように使われているかという情報を得ることができます。

[デバッグ]

[一括挿入の停止] このチェック ボックスをオンにすると、複数のテーブルに挿入されるデータ
のキャッシュへの格納は行われません。結果テーブルに重複した結果を挿
入している際に重複挿入などの SQL エラーが発生した場合は、このチェッ
ク ボックスをオンにして処理を再度実行します。実行後、SQL エラー メッ
セージと共にエラーの原因となった従業員 ID が表示されます。
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計算フェーズでは、複数のトレース オプションが使用できます。これらのオプションによって、次の実行
で計算される受給者に対するエレメント変換チェーン (計算フェーズ結果の詳細ファイル) の作成をリク
エストできます。

注: 大量の受給者を計算する場合に、[SQL 時間をログ]、[エラーのエレメントをトレース]、および [全エ
レメントをトレース] を選択すると、システムのパフォーマンスが低下する可能性があります。これらのオ
プションはトラブルシューティングの場合にのみ使用してください。これらのオプションでは同レベルのシ
ステム リソースが必要になります。

[トレースしない] エレメント変換チェーンを作成しない場合、このオプションを選択します。

[SQL 時間をログ] バッチ処理中に職務テーブル、職務日付情報テーブル、雇用形態テーブ
ル、および雇用データ テーブルのカーソル (複数行が返される SELECT
文) が開かれるたびに、受給者データ管理プログラムによってログ ファイ
ルがレポートされるようにする場合にこのオプションを選択します。この情
報はパフォーマンス調整に有用です。

[エラーのエレメントをト
レース]

エラーの受給者のみを含むエレメント変換チェーンを作成する場合にこの
オプションを選択します。

[全エレメントをトレース] 計算された受給者の全てのエレメントがどのように変換されたかを表示す
るエレメント変換チェーンを作成する場合にこのオプションを選択します。
全てのエレメントの中間値とエレメントが変換された順序を決定できます。

グループ リストの作成
グループ リストにより、同時に処理できる受給者のサブセットを定義します。グループ リストは、ユーザー
ID とリンクしています。自分が作成したグループ リストであれば、どれでも処理できます。カレンダー グ
ループに確認フェーズを実行した後は、計算、凍結、および凍結解除の処理フェーズでグループ リストを
使用できます。グループ リストとストリームは、どちらか一方しか使用できません。処理にグループ リストを
選択するとストリーム番号は選択できず、ストリーム番号を選択するとグループ リストは選択できません。

グループ リストのメンバーの主な特徴は以下のとおりです。

• グループ リストのメンバーはいつでも更新できます。処理にはグループ リストの 新の定義が使用さ
れます。

• 処理中の支給カレンダーと関連付けられていないグループ リストの受給者は無視されます。

• 1 人の受給者を 2 つ以上のグループ リストに含めることも可能ですが、推奨しません。

同じメンバーを含む異なるグループ リストを使用して、同じカレンダー グループに対して処理を同時に
開始すると、開始後すぐに、2 番目の処理は停止します。これによって、グループ リストから重複して
いる受給者を削除できます。

警告: グループ リストを指定して計算フェーズを実行すると、 初の確認フェーズの後にカレンダーから
追加または削除された受給者に対する変更はシステムに認識されません。これは、グループ内の受給
者のみが処理されるためです。見落とされた受給者を処理するには、実行を 終決定する前に、グルー
プ リストを指定せず全ての受給者に対して計算フェーズを実行します。
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グループ リストの作成に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[グループリスト] GP_GRP_LIST [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[受給者グルー
プ]、[グループリスト]、[グ
ループリスト]

給与計算または休暇欠勤
処理の実行中に処理する
受給者のサブセットを作
成、編集、表示します。

グループ リストの作成

グループ リスト ページにアクセスします。

グループ リスト ページ

[従業員 ID] グループに入れる各従業員の ID を選択します。

注: ユーザーが表示または編集できるのは、そのユーザーのユーザー ID を使用して作成したグループ
のみです。

ストリーム処理の作成
このセクションでは、ストリーム処理の概要、事前設定、およびストリームの作成について説明します。

ストリーム処理について

ストリーム処理は、給与計算処理に柔軟性を与えるオプション機能です。従業員 ID に基づき受給者をサ
ブセット、つまりストリームに分割し、以下のいずれかを実行できます。

• 選択したストリームの受給者のみ計算

• 同時に 2 つ以上のストリームを計算

一度に複数のストリームが処理されることで、処理時間が大幅に短縮されます。つまり、ストリームは 1
つずつで処理されるのではなく、複数のストリームが同時に処理され、処理量が増加します。また、給与
計算の結果をデータベースにコミットできるように、それぞれの実行の順序を管理しブレーク ポイントを
作成する際、ストリームの使用は有用です。
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カレンダー グループ ID を 終決定する前に各ストリームを処理する必要があります。 終決定フェー
ズは、同じカレンダー グループ ID で処理される全ての受給者に影響を及ぼすため、ストリームを使用
できません。

事前設定

ストリーム処理では、事前にいくつかの手順を行う必要があります。手順 1 と 2 は 1 回だけ実行します。
手順 3 と 4 は、給与計算でストリーム処理を使用するたびに行います。

ストリーム処理の準備をするには、次の手順に従います。

1. ストリームを作成します。

2. データベース内のテーブルを分割します。

データベース管理者は従業員 ID をキーとして用いてテーブルを分割する必要があります。

3. カレンダー作成の際、カレンダー グループ ページで [ストリーム処理の実行] チェック ボックスを
オンにします。

4. 休暇欠勤/給与計算ページで、処理するストリームを選択します。

複数のストリーム処理を同時に実行するには、以下の手順に従います。

a. 初のストリームの処理オプションを選択します。

b. 異なるランコントロール IDを使用して、次のストリームの指示を入力します。

c. 各ストリームに対し、手順4bを繰り返します。

ストリームは、一括、または個別に実行できます。

ストリームの作成に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[ストリーム] GP_STREAM [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[受給者グループ]、[ス
トリーム]、[ストリーム]

ストリーム処理を設定
します。

ストリーム処理を使用する
前に、データベース内の
テーブルを分割しておく必
要があります。

ストリームの作成

ストリーム ページにアクセスします。
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ストリーム ページ

ストリーム番号、およびそのストリームに含める 初と 後の受給者の従業員 ID を入力します。

注: 複数のストリームに同じ従業員 ID を含めることはできません。
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給与計算結果の表示と 終決定

この章では、以下の方法について説明します。

• 処理結果の表示

• ログ ファイルの表示

• 処理統計の表示

• 受給者反復処理結果リストの表示

• 受給者メッセージの表示

• 受給者ステータスの表示および受給者の処理の指示の更新

• カレンダー別結果の表示

• ポジティブ入力結果の表示

• 休暇取得処理の日次結果の表示

• 遡及計算デルタ値の表示

• カレンダー グループ別結果の表示

• 処理結果管理ビューの定義

• 処理結果管理ビューの表示

• エレメント変換チェーンの表示

• バッチ処理とデータ入力エラーの修正

• 給与計算実行または休暇欠勤実行の 終決定

• 給与計算実行または休暇欠勤実行のキャンセル

• 特殊な状態の処理

• 給与計算データのレポート

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 577ページ

この章で使用する共通フィールド

アクション タイプ ポジティブ入力のインスタンスが処理されたときに行われたアクションのタ
イプが表示されます。有効値は、次のとおりです。
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[追加]: エレメントの通常変換が行われた後に再びそのエレメントが処理さ
れ、ポジティブ入力から金額が追加されたことを示しています。

[処理しない]: ポジティブ入力ページの指示により、このインスタンスは変
換されなかったことを示しています。

[上書き]: ポジティブ入力ページの金額、レート、ユニット、パーセント、ベー
ス金額を使用してこのインスタンスの値が変換されたことを示しています。

[ゼロにする]: ポジティブ入力のインスタンスは変換されず、結果テーブル
にはゼロがロードされたことを示しています。

計算アクション このフィールドには、以下の値が表示されます。

[計算]: セグメントが計算済みであることを示します。

[計算して置換]: そのセグメントは計算されていて、その後、訂正タイプが
"置換" でオフサイクル訂正が選択されていることを示します。

[取消]: そのセグメントは当初は計算されていましたが、再計算期間中に
受給者が選択される資格を失ったため、セグメントの計算が取り消された
ことを示します。たとえば、受給者は当初支給グループ A に所属していま
したが、支給グループ B に異動したとします。受給者の支給グループを支
給グループ B に変更するために遡及変更が行われます。前回の計算を
取り消すために、"取消" セグメントが遡及中に支給グループ A のカレン
ダーで作成されます。

開始従業員 ID 、 終了従
業員 ID

照会ページの照会対象に含まれる、あるいはストリーム ページのストリー
ム処理に含まれる 初と 後の受給者の従業員 ID 番号を入力します。

有給 、 無給 日数計算の有給部分と無給部分です。

レビジョン番号 、 バー
ジョン番号

これらのフィールドを組み合わせて使用し、金額が遡及により再計算され
たかどうかが示され、その場合に、どの遡及方法が適用されたかが示され
ます。

遡及方法が "訂正" のときは、バージョン番号が 1 つ増加し、レビジョン
番号は 1 のままです。

遡及方法が "繰越" のときは、バージョン番号はそのままで、レビジョン番
号が 1 つ増加します。

カレンダー計算の 初の出力結果はバージョン 1、レビジョン 1 の組み合
わせになります。

セグメント番号 セグメントに関連付けられた番号です。カレンダーが分割されていない場
合は、値 1 が表示されます。

処理結果の表示
計算フェーズを実行した後で、その結果を表示できます。処理結果は次の表にリストされたコンポーネン
トで表示されます。次に示された順序でコンポーネントを表示することをお勧めします。
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結果を表示するコンポーネント 目的

ログファイル システム管理者は、COBOLプロセスが正常に終了し
たかどうかを確認できます。

処理統計 エラーになった受給者の数などの、実行の処理統計
が表示されます。カレンダー別、またはカレンダーグ
ループ別に表示されます。

受給者反復処理結果 反復計算の対象になった受給者のリストが表示さ
れます。

受給者メッセージ エラーメッセージおよび警告が表示されます。

受給者ステータス 受給者の計算ステータスを表示し、個々の受給者の
処理インジケータを入力できます。

カレンダーグループ別結果 選択したカレンダーグループ IDに関連付けられたカ
レンダーごとに、受給者の計算済みの支給、控除、
累計、およびサポートエレメントが表示されます。ま
た、カレンダーセグメント別計算、ポジティブ入力、
休暇欠勤、およびデルタや繰り越し調整を含む遡
及計算が参照できます。

カレンダー別結果 カレンダーグループ別結果コンポーネントと同じ情
報が表示されますが、指定したカレンダーに関する
情報のみが表示されます。異なるカレンダーグルー
プに使用された際のカレンダーの結果も表示できま
す。たとえば、カレンダーに遡及が発生し複数回実
行された場合、元の実行結果と各遡及実行結果に
アクセスできます。

エレメント変換チェーン 各エレメントがどのように変換されたかが表示され
ます。

終決定フェーズの後も、これらのコンポーネントは有益なリソースになります。"受給者メッセージ" と "
反復トリガ" 以外は、実行の 終決定後も全ての情報にアクセスできます。給与計算実行または休暇欠
勤実行全体をキャンセルすると、全ての結果が削除されます。

ログ ファイルの表示
このセクションでは、給与計算または休暇欠勤処理によって生成されたログ ファイルの表示について説
明します。
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システム管理者は、ログ ファイルを使って、実行の基本情報やその実行が正常に完了したかどうかを確
認します。ファイルの作成に使用される言語は、休暇欠勤/給与計算ページで、処理の指示を入力した
担当者のユーザー ID によって決まります。

注: エラー発生時に従業員 ID がわかっている場合は、その従業員 ID がログ ファイルに書き込まれます。

例 1: 正常に終了した処理のログ ファイル

休暇欠勤/給与計算ページで選択したデータベース名および処理オプションが、ログ ファイルの先頭に
表示されます。

Process started : 13:27:09

Connecting to Database GP830DVL

with User ID : PSGP

and Batch Run ID : 1

Calendar Group ID K0CRUSA 199910

Stream Number : 00

Group List ID :

Identify Option : No

Calculation Option : Y

- Trace Option : A

- Recalculate All : N

Unfreeze Option : N

Freeze Option : N

- By Calendar : N

Finalize Option : N

Cancel Option : N

インストール設定ページで選択した [チェックポイント間隔] と [進行状況表示間隔] の値が次のログ ファ
イルの次のセクションに表示されます。

Checkpoint / Restart

CheckPoint Interval : 1000

Progress Interval : 0500

実行フェーズに関する情報は以下のとおりです。この中の情報のいくつかは、休暇欠勤/給与計算ペー
ジで [再実行情報] リンクをクリックしても参照できます。

Run Phase : 1

Cancel Pgm Option :

Identify Pgm Option :

Next Program :

Next Step : 0000

Next Number : 00

Next Employee ID :

Processing Payee Range

First Employee ID : B-BARET100

Last Employee ID : ZP007

それぞれの処理フェーズの開始と終了のタイムスタンプ メッセージが表示されます。タイム スタンプは、
データベースのマシン タイムではなく、アプリケーション サーバーのマシン タイムを表します。
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Initial Phase started : 13:27:12

Looking for T&L feed

COMMIT TAKEN

Initial Phase ended : 13:27:12

Iterative Phase started: 13:27:12

COMMIT TAKEN

Iterative Phase ended : 13:27:12

Cancel Phase started: 13:27:12

Canceling Selectively for Recalculation

Total number of Segments processed : 0

COMMIT TAKEN

Cancel Phase ended : 13:27:14

Identify Phase started: 13:27:14

Iterative screening for new Payees

Total number of Payees identified : 10

Total number of Segments identified : 20

COMMIT TAKEN

Identify Phase ended : 13:27:17

Calculate Phase started: 13:27:18

Looking for T&L feed

COMMIT TAKEN

Total number of Payees processed : 10

Total number of Segments processed : 20

Total number of Payees in error : 0

Total number of Segments in error : 0

Calculate Phase ended : 13:27:45

COMMIT TAKEN

Process ended : 13:27:45

COBOL Array usage recorded during this run

PAYEE or SEGMENT Level Arrays
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Copybook Array Name Used Limit

--------------------------------------------------

GPPIDNT7.CBL CSTAT-DATA OF W-WK 2 50

GPPIDNT7.CBL CSEG-ENTRY OF W-WK 2 99

GPPIDNT7.CBL JOB-ROW OF W-WK 1 1000

GPCDPDM1.CBL L-JOB-DATA 1 100

GPCDPDM1.CBL L-EMP-DATA 1 20

GPCDPDM1.CBL L-PRD-DATA 1 20

GPCDPDM1.CBL L-ADR-DATA 2 20

GPCDPDM1.CBL L-CMP-DATA 3 100

GPCDPDM1.CBL L-WS-DATA 1 20

GPCDPDM .CBL L-PMT-DATA 2 50

GPCDPDM5.CBL L-EVNT-DATA 1 50

GPCUPINV.CBL PINV-DATA 89 5000

GPCUPINW.CBL PINWB-DATA 33 3000

GPCDPDM2.CBL L-ABS-DATA 5 1000

GPCDPDM5.CBL L-FWD-PI-DATA 10 500

GPCDPDM5.CBL L-FWD-SOVR-DATA 10 600

GPCDPDM5.CBL L-PI-DATA 5 300

GPCDPDM5.CBL L-PI-SOVR-DATA 3 600

GPCDPDM5.CBL L-PI-REF-DATA 3 600

GPCUPINW.CBL PINWC-DATA 6 2000

GPCDPDM5.CBL L-EOVR-DATA 1 300

PROCESS Level Arrays

Copybook Array Name Used Limit

--------------------------------------------------

GPCDPRUN.CBL CAL-DATA 2 100

GPCUPING.CBL PING-DATA 25 50

GPCUPINT.CBL PINT-DATA 107951 300000

GPCUPINA.CBL PINA-DATA 6718 18000

GPCUPINB.CBL PINB-DATA 6718 18000

GPCPLIST.CBL PL-PRCLIST-DATA 1 20

GPCPLIST.CBL PLS-SECTION-DATA 10 200

GPCPLIST.CBL PLE-ELEMENT-DATA 64 2000

GPPCANWA.CBL WA-TBL-NM OF W-WK 43 50 ***

GPPIDNT7.CBL PE-ENTRY OF PE-DATA 1 50

例 2: エラーにより終了した処理のログ ファイル

休暇欠勤/給与計算ページで選択したデータベース名および処理オプションが、ログ ファイルの先頭に
表示されます。

Process started : 11:06:34

Connecting to Database GP830TS1

with User ID : PS

and Batch Run ID : GGTEST
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Calendar Group ID GXHCRUSA 199910

Stream Number : 00

Group List ID :

Identify Option : N

Calculation Option : Y

- Trace Option : N

- Recalculate All : Y

Unfreeze Option : N

Freeze Option : N

- By Calendar : N

Finalize Option : N

Cancel Option : N

Checkpoint / Restart

CheckPoint Interval : 1000

Progress Interval : 0500

Run Phase : 1

Cancel Pgm Option :

Identify Pgm Option :

Next Program :

Next Step : 0000

Next Number : 00

Next Employee ID :

Processing Payee Range

First Employee ID : B-BARET100

Last Employee ID : Z9060

Initial Phase started : 11:06:38

Looking for T&L feed

COMMIT TAKEN

Initial Phase ended : 11:06:38

Cancel Phase started: 11:06:38

Canceling All For Recalculation

Total number of Segments processed : 12

COMMIT TAKEN

Cancel Phase ended : 11:06:45

Calculate Phase started: 11:06:45

Looking for T&L feed

COMMIT TAKEN

Application Program Failed

Action Type : SQL FETCH
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In Pgm Section : SQLRT: DA000-FETCH

With Return Code: 08608

Error Message : [Microsoft][ODBC SQL Server Driver]String data,

right truncation (SQLSTATE 01004) 0

Application Program Failed

In Pgm Section : GPPDPDM1: RD000

Application Program Failed

In Pgm Section : GPPDPDM0: XA000-GET-NEXT-SEGMENT

Application Program Failed

In Pgm Section : GPPSERVC: XP000-CALL-PMT-DATA-MGR

Application Program Failed

In Pgm Section : GPPDPRUN: JA000-CALL-SERVICE

Process ended : 11:06:48

The process terminated with ERRORS.

関連項目:

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「バッチ処理エラーおよびデータ入力エラーの修正」 、
646ページ

処理統計の表示
このセクションでは、給与計算または休暇欠勤処理の処理統計の表示について説明します。

処理統計コンポーネントでは、以下の大まかな単位で処理結果を表示できます。

• [確認済]、[エラー]、[計算済]、[ 終決定] の各受給者数

• [アクティブ]、[非アクティブ]、[キャンセル]、および [一時停止] の各受給者数

処理統計の表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[カレンダーグループ別] GP_CALRUN_STAT1 [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休
暇/給与計算情報の確
認]、[処理統計]、[カレン
ダーグループ別]

給与計算実行または休暇
欠勤実行の処理統計が、
カレンダーグループ別に
表示されます。

初に確認フェーズを
実行します。

[カレンダー別] GP_CALRUN_STAT2 [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、[
処理統計]、[カレンダー別]

給与計算実行または休
暇欠勤実行の処理統計
が、カレンダー別に表
示されます。

カレンダー グループ別の処理統計の表示

カレンダー グループ別ページにアクセスします。
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"処理統計" - カレンダー グループ別ページ

[選択ステータス]

[アクティブ] そのカレンダー期間内で 低 1 日はアクティブとなっていたために処理対
象として確認された受給者です。選択ステータスが [キャンセル] または "
一時停止" の受給者は除外されます。

[非アクティブ] 非アクティブでありながら、ポジティブ入力、遡及トリガ、または繰り越し調
整を有するために、処理の確認が行われた受給者です。

[キャンセル] 受給者ステータス ページでこのカレンダー グループ ID から手動でキャン
セルした受給者です。

[ユーザーによる一時停止] 受給者ステータス ページまたは休暇欠勤/給与計算ページで、カレンダー
グループ ID から手動で一時停止した受給者です。

[システムによる一時停止] オープンになっている別のカレンダー グループ ID でも確認されたために、
システムによる一時停止を受けた受給者です。

[計算ステータス]

このグループ ボックスには、各計算ステータスの受給者の数とその割合を示すパーセントが表示されま
す。
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[セグメント ステータス]

このグループ ボックスには、アクティブ、非アクティブのステータスを持つ受給者の数とその割合を示す
パーセントが表示されます。

[アクティブ - カレンダー
期間内]

カレンダー期間内で 低 1 日はアクティブとなっていたために確認が行わ
れた受給者です。

[非アクティブ - 雇用
終了後]

会社を既に退職した者に支給される販売手数料など、非アクティブとなっ
ていた期間に支給を受けた受給者、または支給キーに不整合が生じ繰り
越し遡及の対象となったため支給を受けた受給者です。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

カレンダー別の処理統計の表示

カレンダー別ページにアクセスします。

カレンダー別ページのフィールドは、カレンダー グループ別ページと同じですが、各フィールドにはそれ
ぞれのカレンダーの結果が反映されます。

このカレンダー グループ ID に関連付けられた次の、または前のカレンダーの統計は、[カレンダー統計]
のタイトル バーの右向きや左向きの三角ボタンをクリックすると表示できます。

関連項目:

第 22章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「カレンダーグループ別の処理統計の表示」 、 604ページ

受給者反復処理結果リストの表示
"受給者反復処理結果リスト" の受給者反復処理結果ページを使用して、 後に実行された反復計算処
理の対象者とその理由を確認できます。このページで、リストに含まれる受給者 (特定の受給者、再計算
処理を受けた受給者、またはカレンダー グループ全体) を定義できます。各バッチ処理の過程で、処理
によって影響を受けた受給者の反復処理結果リストが自動的に作成されます。

受給者の反復処理結果リストは、 終決定処理の実行時に削除されます。

受給者反復処理結果リストの表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[受給者反復処理結果] GP_PYE_ITER_LST [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、
[受給者反復処理結果リス
ト]、[受給者反復処理結果]

バッチ処理の過程で処理
された全ての従業員のリス
トが表示されます。

受給者反復処理結果リストの表示

受給者反復処理結果ページにアクセスします。
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受給者反復処理結果ページ

[カレンダー グループ ID] このリストは、カレンダー グループの処理が 終決定されるまで使用可能
です。 終決定の時点でリストは削除されます。

[プロセス番号] プロセス番号には、ユーザー ID、ラン コントロール ID、タイムスタンプ、グ
ループ リスト ID が関連付けられています。

[直近の反復処理] このチェック ボックスをオンにすると、 後のカレンダー グループ実行で
処理された受給者のみが返されます。

[プロセス アクション] プロセス アクションは、リストに含めるための上位の条件を示します。[追
加済]、[計算済]、[ステータス変更済]、[未計算]、[削除済] のいずれかを
選択します。

[プロセス理由] [プロセス理由] を選択して、検索の対象を限定します。ここでは、[キャン
セル - ユーザー]、[プロセス エラー]、[凍結 - ラン コントロール]、[初期計
算]、[初期確認]、[反復トリガ]、[前回エラー]、[再計算 - ユーザー]、[全て
再計算 - ラン コントロール]、[一時停止 - ユーザー]、[一時停止 - システ
ム]、[勤務管理送信]、[キャンセル解除 - ユーザー]、[凍結解除 - ラン コ
ントロール]、[一時停止解除 - システム] のいずれかを選択します。

注: 初期確認と計算を同時に実行した場合、[プロセス アクション] および
[プロセス理由] は、それぞれ [計算済]、[初期確認] と表示されます。

[受給者の選択] [選択条件] グループ ボックスで指定した条件に基づいて、検索を実行し
ます。

[従業員 ID] 検索条件に一致した従業員 ID が表示されます。

[直近] 検索結果として表示された情報が 近のものである場合、このチェック ボッ
クスがオンになります。

[メッセージ] [メッセージ] リンクをクリックすると、受給者メッセージ ページが表示されま
す。

[ステータス] [ステータス] リンクをクリックすると、受給者ステータス ページが表示され
ます。

[結果] [結果] リンクをクリックすると、カレンダー グループ結果ページが表示され
ます。

[タイムスタンプ] ラン コントロールが保存された時間が表示されます。
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受給者メッセージの表示
受給者メッセージ ページでは、計算フェーズで発生したエラーや警告が表示されます。PeopleSoft により
定義された、メッセージ カタログのメッセージが表示されます。また、ユーザーがフォーミュラ エレメントを
使用して作成した独自のメッセージも表示されます。メッセージを確認したい受給者群を指定します。

メッセージ ログは、 終決定プロセス実行時に削除されます。

このセクションでは、以下の表示について説明します。

• 確認フェーズまたは計算フェーズで、カレンダー グループ ID に生じたエラーや警告

• 選択したメッセージの詳細情報

重要: エラー メッセージは問題の解決を要する場合に発行され、エラーがあると給与計算または休暇欠
勤の 終決定を行うことはできません。

受給者メッセージの表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

受給者メッセージ GP_MESSAGE_LOG [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、
[受給者メッセージ]、[受給
者メッセージ]

確認フェーズまたは計算
フェーズで、そのカレン
ダーグループ IDに発生
したエラーや警告が表
示されます。

メッセージの詳細 GP_MESSAGE_SP 受給者メッセージページで
[詳細]リンクをクリック
します。

選択したメッセージの詳細
情報が表示されます。

受給者メッセージの確認

受給者メッセージ ページにアクセスします。

受給者メッセージ ページ

受給者メッセージを表示するには、次の手順に従います。
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1. [選択条件] グループ ボックスに、メッセージの選択条件を入力します (省略可)。

グループ リスト ID を選択した場合は、表示されたグループに現在所属する受給者へのメッセー
ジが表示されます。選択条件を指定しない場合は、表示されているカレンダー グループの全ての
受給者へのメッセージが表示されます。

2. [一致するメッセージの選択] ボタンをクリックして検索結果を表示します。

[メッセージ]

[メッセージ セット] 、 [メッ
セージ番号]

メッセージ カタログのメッセージ セット番号とメッセージ番号です。メッセー
ジ セット 17005 には、コアとなるバッチ処理に使用されるメッセージのセッ
ト番号が含まれます。国特有のバッチ処理のメッセージには国別のセット
番号が付けられています。メッセージ番号が 300 を超えない場合、テキス
トは COBOL ログ ファイルにのみ表示されます。300 を超えるものについ
ては、オンライン表示されます。

[詳細] このリンクをクリックすると、"メッセージの詳細" ページに移動し、メッセー
ジの全テキスト、説明、およびメッセージを生成したグローバル ペイロール
プログラムの名前やセクション名を参照できます。

[メッセージ] ユーザーの使用言語に関連付けられた言語でメッセージが表示されます。
翻訳されていないメッセージは、グローバル ペイロールで定義された基本
言語で表示されます。

[支給データ]

このタブでは、警告またはエラー メッセージに関連付けられたカレンダー ID、支給グループ、およびセ
グメントが表示されます。

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「ステータス コードと処理インジケータ」 、 582ページ

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「バッチ処理エラーおよびデータ入力エラーの修正」 、
646ページ

受給者ステータスの表示および受給者の処理の指示の更新
このセクションでは、受給者ステータスと処理の指示の確認方法について説明します。

重要: 処理インジケータを変更すると、特定のカレンダー グループ ID で受給者に関連付けられた全て
のカレンダーの処理インジケータが更新されます。

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「ステータス コードと処理インジケータ」 、 582ページ
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受給者ステータスの表示と受給者の処理の指示の更新に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[受給者ステータス] タブ GP_PAYEE_STATUS [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、
[受給者ステータス]、[受給
者ステータス]

処理インジケータ別、計算
ステータス別、またはその
他の条件別に受給者を選
択し、実行されるアクション
を指定します。

受給者ステータスと処理の指示の確認

受給者ステータス ページにアクセスします。

受給者ステータス ページ

受給者ステータスを確認するには、次の手順に従います。

1. [選択条件] グループ ボックスで、確認する受給者を指定します (省略可)。

たとえば、次の実行で一時停止される全ての受給者を参照するには、[処理インジケータ] フィー
ルドで [一時停止] を選択します。

2. [選択条件で検索] ボタンをクリックして検索結果を表示します。

受給者の処理の指示を指定するには、次の手順に従います。

1. [選択条件] グループ ボックスで、指示を入力する受給者を指定します。

2. [受給者ステータス] タブで、該当する処理インジケータを選択します。

[受給者ステータス] タブ

検索結果が表示されます。遡及セグメントを含めそれぞれのセグメントが各行にリストされます。

[処理インジケータ] 実行するアクションを選択します。すぐに有効になるアクションと、対象の
受給者群に対して次回バッチ処理を実行したときに有効になるアクション
があります。受給者に関連付けられた選択ステータスおよび支給の計算ス
テータスによって、どのアクションを選択できるかが決定されます。実行を

終決定した後に、処理インジケータを変更することはできません。

全ての処理インジケータは、受給者に対する全ての支給に適用されます。
カレンダー別結果コンポーネントで受給者の支給リストを参照できます。受
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給者が 2 つの職務に就いているため 2 つの処理インジケータを有してい
て、1 つの処理インジケータを [キャンセル] にした場合、2 つ目の処理イ
ンジケータも [キャンセル] に設定されるのでその受給者には支給されなく
なります。選択できるオプションは、以下のとおりです。

[キャンセル]: 次に計算を実行するときに、その受給者の結果とセグメント
ステータス レコードが削除されます。選択ステータスは [キャンセル] にな
ります。後でステータスを [キャンセル外] に変更しない限り、[キャンセル]
のステータスが保持されます。

[凍結]: 計算ステータスが [計算正常終了] の場合のみ使用可能です。直
ちにステータスが [凍結] に更新され、このカレンダー期間での 後の計
算以降に入力された未処理のポジティブ入力やその他の変更が今後の計
算フェーズでは無視されます。受給者の全セグメントに適用されます。

[正常]

[再計算]: 計算ステータスが [計算正常終了] または [以降の計算凍結]
の場合のみ使用します。次に計算を実行するときに、その受給者は再計
算されます。

[一時停止]: 次にバッチ処理を実行するときに、その受給者の結果および
セグメント ステータス レコードが削除されます。[選択ステータス] は [ユー
ザーによる一時停止] に設定されます。給与計算実行にこの受給者を含
めるには、受給者の再確認処理を行います。

[キャンセル外]: 選択ステータスが [キャンセル] の場合のみ使用します。

[解除]: 計算ステータスが [以降の計算凍結] の場合のみ使用可能です。[
解除] が選択されると、計算ステータスが直ちに [計算正常終了] に変更さ
れます。次にこの受給者に対する計算フェーズを実行する際に、未処理の
変更 (反復トリガ) が実行されます。受給者の全セグメントに適用されます。

[結果] このリンクをクリックすると、カレンダー グループ別結果ページにアクセス
します。このページには、セグメント、支給、控除、累計およびサポート エ
レメントに関する情報が表示されます。

[メッセージ] このリンクをクリックすると、受給者メッセージ ページにアクセスします。こ
のページには、カレンダー グループ ID について作成されたエラーと警告
が表示されます。

[カレンダー データ] タブ

このタブによって、支給が作成されたセグメント、カレンダーと関連付けられた支給元、および休暇欠勤
または給与計算の実行タイプを確認します。

カレンダー別結果の表示
計算フェーズを実行するたびに、カレンダー別結果コンポーネントの各ページを使用して受給者情報を表
示できます。

このセクションでは、以下の表示について説明します。

• 受給者のセグメント情報

• セグメントの詳細情報
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• カレンダー別の支給と控除

• カレンダー別の累計

• カレンダー別のサポート エレメント

実行するたびにカレンダーの結果を確認できます。たとえば、遡及の結果 2000 年 2 月のカレンダーが
3 月、4 月および 5 月に再計算される場合、カレンダー別結果コンポーネントでそれぞれのカレンダー実
行の結果をすぐに参照できます。カレンダーの実行結果の各セットを表示するには、右向きまたは左向
き三角ボタンをクリックします。

関連項目:

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「カレンダー グループ別結果の表示」 、 634ページ
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カレンダー別結果の表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

カレンダー別結果-カレ

ンダー実行結果

GP_RSLT_CAL_SEG [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、[
カレンダー別結果]、[カレン
ダー実行結果]

受給者のセグメント情報が
表示されます。ポジティブ
入力、休暇欠勤、および遡
及結果を表示するページ
へのリンクもあります。

<従業員 ID>の結果セグ

メント詳細

GP_RSLT_SEG_SP • カレンダー実行結果ペー
ジで [セグメント詳細] リン
クをクリックします。

• カレンダーグループ結果
ページで [セグメント詳細]
リンクをクリックします。

セグメント処理やセグメント
ステータスの詳細情報が
表示されます。

このページには、カレン
ダーグループ別結果の
ページからもアクセスで
きます。

参照: 第 22章、 「給与計
算結果の表示と 終決
定」、 「カレンダーグルー
プ別結果の表示に使用す
るページ」 、 635ページ

カレンダー別結果-

支給/控除

GP_RSLT_CAL_ED [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[
休暇/給与計算情報の
確認]、[カレンダー別結
果]、[支給/控除]

受給者の支給と控除に関
する情報が表示されます。

エレメント変換詳細 GP_RSLT_RES_SEC "カレンダー別結果"の支
給/控除ページで [変換詳
細]リンクをクリックします。

各エレメントの変換詳細が
表示されます。

このページには、カレン
ダーグループ別結果の
ページからもアクセスで
きます。

参照: 第 22章、 「給与計
算結果の表示と 終決
定」、 「カレンダーグルー
プ別結果の表示に使用す
るページ」 、 635ページ

カレンダー別結果-累計 GP_RSLT_CAL_ACUM [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、[
カレンダー別結果]、[累計]

累計金額が表示されます。

カレンダー別結果-サ

ポートエレメント

GP_RSLT_CAL_PIN [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、[
カレンダー別結果]、[サ
ポートエレメント]

支給額または控除額を計
算するために使用された
各サポートエレメントの情
報が表示されます。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 613



給与計算結果の表示と 終決定 第 22 章

受給者のセグメント情報の表示

"カレンダー別結果" のカレンダー実行結果ページにアクセスします。

"カレンダー別結果" - カレンダー実行結果ページ

[セグメント詳細] このリンクをクリックすると、"X (Y) の結果セグメント詳細 (X は従業員 ID、
Y は名前)" ページが表示されます。

セグメントの詳細情報の表示

<従業員 ID> の結果セグメント詳細ページにアクセスします。

<従業員 ID> の結果セグメント詳細ページ
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[期間情報]

[期間 ID] そのカレンダーの範囲に含まれる期間の ID です。

[開始日] 、 [終了日] その処理ステータス レコードに関連付けられた開始日と終了日です。これ
らの日付はそのカレンダーの開始日および終了日と一致します。

[ターゲット カレンダー ID] このカレンダー実行のカレンダーを定義する際に選択したターゲット カレ
ンダーです。

[計算タイム スタンプ] この受給者に対して 後に計算処理が実行された時刻です。

[セグメント情報]

[レート タイプ] その支給に関連付けられた為替レート タイプです。為替レート タイプは、
支給グループ名ページで定義し、受給者別に上書きできます。

[計算ステータス] 有効な値は、以下のとおりです。

[アクティブ セグメント]: 受給者が、そのカレンダー セグメント内の少なくと
も 1 日はアクティブだったことを表します。

[非アクティブ セグメント]: その期間中に受給者がアクティブではなかった
ことを表します。

[ 終決定]: 支給またはトランザクションの特定の計算が 終決定された
ことを表します。

[トランザクション タイプ] オフサイクル結果の際に表示されます。有効値は、[訂正]、[前払給与]、[
不定期支給]、[手動支給] です。

[支給 ID] 手動支給の ID です。

[支給番号] 手動支給の支給番号です。

[支給キー]

このグループ ボックスには、受給者の支給元に定義されている支給キーが表示されます。

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「ステータス コードと処理インジケータ」 、 582ページ

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「支給元の処理詳細の入力」 、 371ページ

カレンダー別の支給と控除の表示

"カレンダー別結果" の支給/控除ページにアクセスします。
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"カレンダー別結果" - 支給/控除ページ

[金額] このエレメントに対して計算された金額です。控除の場合は、控除額に回
収額を加えた金額になります。

[遡及調整]

[計算調整値] その支給または控除エレメントに対する遡及が行われた場合の、この支給
期間中に適用された全ての遡及調整額の合計です。

[ベース調整値] ベースがエレメント計算ルールのコンポーネントになっている場合の、この
支給期間中にベース額に適用された全ての遡及調整額の合計です。

[ユニット調整値] ユニットがエレメント計算ルールのコンポーネントになっている場合の、こ
の支給期間中にそのユニットに行われた全ての遡及調整額の合計です。

[控除延滞]

[金額] 控除額に回収額を加えた金額です。

[未控除額] 現在の支給期間の純支給額累計を超える控除額です。

[回収額] 延滞残高のうち、現在の支給期間中に回収される予定の金額です。

[延滞加算額] 延滞残高累計に加算される金額です。延滞ページの [控除延滞を認める]
チェック ボックスをオンにしている場合は、[延滞加算額] は [未控除額] と
等しくなります。

[変換詳細] このリンクをクリックすると、各エレメントの変換詳細が表示されるエレメン
ト変換詳細ページにアクセスできます。

変換詳細の表示

エレメント変換詳細ページにアクセスします。
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エレメント変換詳細ページ

カレンダー別累計の表示

"カレンダー別結果" の累計ページにアクセスします。

"カレンダー別結果" - 累計ページ

[累計結果]

[期間] 累計によって追跡される期間です。

[ユーザー キー]

このタブでは、各累計のユーザー キーに関連付けられたシステム エレメントや変数エレメントが表示さ
れます。

カレンダー別サポート エレメントの表示

"カレンダー別結果" のサポート エレメント ページにアクセスします。
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"カレンダー別結果" - サポート エレメント ページ

各サポート エレメントの変換値のタイプは、その値が [金額]、[文字値]、[日付値] の下のどの列にリスト
されるかを見るとわかります。

[スライス開始日] 、 [ス
ライス終了日]

サポート エレメントが変換されたスライスの開始日と終了日です。

ポジティブ入力の結果の表示
このセクションでは、以下の表示について説明します。

• 休暇取得処理からのポジティブ入力

• 受給者に対して処理された全てのポジティブ入力

• システムで自動作成されたカレンダー別ポジティブ入力

• サポート エレメント情報
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ポジティブ入力の結果の表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[ポジティブ休暇欠勤] GP_RSLT_CAL_AE,

GP_RSLT_RUN_AE

• [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算処
理]、[休暇/給与計算
情報の確認]、[カレン
ダー別結果]、[カレン
ダー実行結果]

カレンダー実行結果ペー
ジの [ポジティブ入力-
休暇欠勤]リンクをク
リックします。

• [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算処
理]、[休暇/給与計算情
報の確認]、[カレンダー
グループ別結果]、[カレ
ンダーグループ結果]

カレンダーグループ結果
ページの [ポジティブ入
力-休暇欠勤]リンクをク
リックします。

休暇欠勤カレンダーに対し
て処理された周期ベース
の休暇付与エレメントの残
日数調整が表示されます。

[ポジティブ給与計算] GP_RSLT_CAL_PI,

GP_RSLT_RUN_PI

• カレンダー実行結果ペー
ジの [ポジティブ入力-
給与計算]リンクをク
リックします。

• カレンダーグループ結果
ページの [ポジティブ入
力-給与計算]リンクをク
リックします。

そのカレンダーグループ
のカレンダーをターゲット
として処理された全て
のポジティブ入力が表
示されます。

[ポジティブ入力-詳細] GP_RSLT_PI_COMP_SP ポジティブ給与計算ページ
の [その他のデータ] リンク
をクリックします。

ユーザーの指示の詳細が
表示されます。

[サポートエレメント上書き] GP_RSLT_PI_SOVR_SP ポジティブ給与計算ペー
ジの [上書き] リンクをク
リックします。

ユーザーの指示の詳細が
表示されます。

[ポジティブ入力] GP_RSLT_CAL_GPI,

GP_RSLT_RUN_GPI

• カレンダー実行結果
ページの [作成済ポジ
ティブ入力]リンクをク
リックします。

• カレンダーグループ結果
ページの [作成済ポジ
ティブ入力]リンクをク
リックします。

プロセスリストの作成済み
ポジティブ入力セクション
や休暇取得処理、および
勤務管理から取得された
給与支給対象時間から、
別のカレンダーに対して作
成された変換済または未
変換のポジティブ入力が表
示されます。

[ポジティブ入力-詳細] GP_RSLT_GPICOMP_SP ポジティブ入力ページの [
その他のデータ] リンクをク
リックします。

自動作成されたポジティブ
入力のインスタンスの詳細
情報が表示されます。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[サポートエレメント上書き] GP_RSLT_GPISOVR_SP ポジティブ入力ページの
[上書き]リンクをクリック
します。

自動生成されたポジティブ
入力のインスタンスに関連
するサポートエレメントの
詳細情報が表示されます。

休暇取得処理からのポジティブ入力の表示

ポジティブ休暇欠勤ページにアクセスします。

ポジティブ休暇欠勤ページ

[ソース] "休暇欠勤" は、ポジティブ入力のインスタンスが休暇取得処理によって作
成されたことを示します。

[残日数調整] この休暇取得エレメントに対する付与残日数を調整するユニット数です (
該当する場合)。

[開始日] 、 [終了日] その休暇欠勤イベントの開始日と終了日です。

受給者に対して処理された全てのポジティブ入力の表示

ポジティブ給与計算ページにアクセスします。

ポジティブ給与計算ページ
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[支給/控除]

[入力タイプ] 入力のタイプが表示されます。

[エレメント名] エレメントの名前が表示されます。

[名称] エレメントの名称が表示されます。

[ソース] ポジティブ入力のソースが表示されます。有効な値は、以下のとおりです。

[休暇欠勤]: このインスタンスは、休暇取得処理で作成されたことを示して
います。

[作成済 PI]: このインスタンスは、プロセス リストの作成済みポジティブ入
力セクションで作成されたことを示しています。

[手入力]: このインスタンスは手動で入力されたことを示しています。

[勤務管理]: このインスタンスは、勤務管理から取得されたことを示してい
ます。

[その他のデータ] このリンクをクリックすると、ポジティブ入力 - 詳細ページが表示され、ポジ
ティブ入力の詳細ページで入力された指示の詳細が表示されます。

[上書き] このリンクをクリックすると、"サポート エレメント上書き" ページが表示さ
れ、ポジティブ入力の上書きページで入力された全ての上書き情報が表
示されます。

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「ポジティブ入力詳細の上書き」 、 450ページ

第 18 章、 「上書きの設定」 、 461ページ

システムで自動作成されたカレンダー別ポジティブ入力の表示

ポジティブ入力ページにアクセスします。

ポジティブ入力ページ

[その他のデータ] このリンクをクリックすると、ポジティブ入力 - 詳細ページが表示され、そ
のポジティブ入力のインスタンスに関連する詳細情報を表示できます。
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[上書き] このリンクをクリックすると、"サポート エレメント上書き" ページが表示さ
れ、その作成済みインスタンスに関連付けられたサポート エレメントの情
報を表示できます。

関連項目:

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「サポート エレメント情報の表示」 、 622ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「ポジティブ入力詳細の上書き」 、 450ページ

サポート エレメント情報の表示

"カレンダー別結果" または "カレンダー グループ別結果" の "サポート エレメント上書き" ページにア
クセスします。

"サポート エレメント上書き" ページ

[セットID データ]

このタブをクリックすると、そのサポート エレメント上書きに関連付けられたセットID が表示されます。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 461ページ

休暇取得処理の日次結果の表示
このセクションでは、以下の表示について説明します。

• 休暇欠勤処理の日次結果

• 受給者の休暇付与残数に関する情報

• 受給者の欠勤時間数

• ユーザー定義フィールドの値

• スケジュール設定フィールド 1 ～ 4 の値

• 設定フィールド 1 ～ 4 の値 (代替勤務スケジュールがアクティブな場合)
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休暇取得処理の日次結果の表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[休暇欠勤データ] GP_RSLT_CAL_ABS,

GP_RSLT_RUN_ABS

• [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算処
理]、[休暇/給与計算
情報の確認]、[カレン
ダー別結果]、[カレン
ダー実行結果]

カレンダー実行結果ペー
ジで [休暇欠勤データ] リ
ンクをクリックします。

• [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算処
理]、[休暇/給与計算情
報の確認]、[カレンダー
グループ別結果]、[カレ
ンダーグループ結果]

カレンダーグループ
結果ページで [休暇欠
勤データ] リンクをク
リックします。

日数計算、日数計算の有
給や無給部分、終了付与
残数、予測値、休暇欠勤
のタイプ、および理由を含
む、休暇取得処理の日次
の結果が表示されます。

[休暇欠勤残数データ] GP_ABS_EXPLAIN_SP 休暇欠勤データページ
の [休暇欠勤詳細1] タブ
で [残数詳細] リンクをク
リックします。

その受給者の休暇付与残
数に関する詳細情報が表
示されます。

[休暇欠勤開始/終了

データ]

GP_ABS_BGN_END_SP 休暇欠勤データページの
[開始/終了データ] タブで
[開始/終了] リンクをク
リックします。

受給者の休暇欠勤が1日
未満の場合に、欠勤時間
数が表示されます。この休
暇欠勤が以前の休暇欠勤
にリンクされている場合
は、この休暇の開始日と
元の休暇の開始日が表
示されます。

[ユーザー定義フィールド] GP_ABS_CONFIG_SP 休暇欠勤データページの
[スケジュールデータとユー
ザー定義フィールド] タブで
[ユーザー定義フィールド]
リンクをクリックします。

休暇欠勤を報告したときに
ユーザー定義フィールドに
入力した値、およびその取
得エレメントに関連付けら
れたユーザー定義の値が
表示されます。

[勤務スケジュールデータ] GP_ABS_WS_SP 休暇欠勤データページの
[スケジュールデータとユー
ザー定義フィールド] タブで
[勤務スケジュール] リンク
をクリックします。

シフトページでこの休暇欠
勤日に設定されたスケ
ジュール設定フィールドに
対する値が表示されます。
また、勤務日上書きスケ
ジュールに関連付けられた
スケジュール設定フィール
ドの値も表示されます。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[代替勤務スケジュー

ルデータ]

GP_ABS_ALT_WS_SP 休暇欠勤データページの
[スケジュールデータとユー
ザー定義フィールド] タブで
[代替勤務スケジュール] リ
ンクをクリックします。

この休暇欠勤日に設定さ
れたスケジュール設定
フィールドに対する値が表
示されます。その休暇欠勤
日に代替勤務スケジュー
ルが有効な場合にのみ、
適用されます。

休暇欠勤処理の日次結果の表示

休暇欠勤データ ページにアクセスします。

休暇欠勤データ ページ

[日数計算] その休暇取得エレメントに対する日数計算フォーミュラの結果が表示され
ます。

[処理後の休暇付与残数] この休暇欠勤が計算された後に、その受給者に付与される有給休暇日数
が表示されます。

[残数詳細] このリンクをクリックすると、休暇欠勤残数データ ページが表示され、その
休暇欠勤の詳細情報を参照できます。

参照: 第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「休暇付与残数情
報の表示」 、 627ページ

[休暇欠勤詳細 2]

[休暇欠勤詳細 2] タブをクリックします。
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休暇欠勤データ - 休暇欠勤詳細 2 タブ

[予測値] フィールドには、その休暇欠勤イベントの 終日の予測値が表示されます。

[開始/終了データ]

[開始/終了データ] タブをクリックします。

休暇欠勤データ - 開始/終了データ タブ

[休暇欠勤データ ソース] その休暇欠勤イベントを作成した休暇欠勤処理が表示されます。値は以
下のとおりです。

[取得処理]: "休暇取得" の超過取得ページの指示によって超過取得日数
が別の取得エレメントに振り分けられたとき、または "休暇取得" の日数
計算フォーミュラ ページで定義されたマッピング機能によって 2 次休暇欠
勤イベントが作成されたときに、この行は作成されます。
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[イベント処理]: 休暇取得処理中にその休暇欠勤イベントが日次の行に展
開されたときに、この行は作成されます。

[元の開始日] これがリンクされた休暇欠勤の場合は、このフィールドに休暇イベント入力
ページで入力した元の開始日が表示されます。

[開始/終了] このリンクをクリックすると、休暇欠勤開始/終了データ ページが表示され、
半日休暇欠勤の情報が表示されます。

参照: 第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「受給者の欠勤時
間数の表示」 、 629ページ

[休日タイプ] 休暇欠勤が休日に発生した場合には、"BRG" (振替休日)、"CAN" (カナダ
法定休日)、"HIGH" (給与割増率 - 中)、"LOW" (給与割増率 - 低)、"STD"
(標準)、"USA" (U.S. 法定休日)、"VERY" (給与割増率 - 高) を含む休日
のタイプから、該当するものが表示されます。

[休日時間] 休日スケジュール ページで指定した時間数が表示されます。

[スケジュール データとユーザー定義フィールド]

[スケジュール データとユーザー定義フィールド] タブをクリックします。

休暇欠勤データ - スケジュール データとユーザー定義フィールド タブ

[ユーザー定義フィールド] このリンクをクリックすると、ユーザー定義フィールド ページが表示され、そ
の休暇欠勤イベントおよび休暇取得エレメントに関連付けられたユーザー
定義フィールドの情報を参照できます。

[予定勤務時間] 休暇欠勤日に受給者が勤務する予定だった時間数が表示されます。

[勤務スケジュール] このリンクをクリックすると、勤務スケジュール データ ページが表示され、
その受給者の勤務日 ID、ユーザー定義フィールドのデータ、およびスケ
ジュール上書きに関する情報を参照できます。

[代替 - 予定勤務時間] その休暇欠勤日に受給者が勤務する予定だった時間数が、その受給者の
代替勤務スケジュールに従って表示されます。
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[代替勤務スケジュール] このリンクをクリックすると、代替勤務スケジュール データ ページが表示さ
れ、受給者の勤務日 ID、ユーザー定義フィールドのデータ、および代替勤
務スケジュールのスケジュール上書きに関する情報を参照できます。

参照: 第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「設定フィールド 1
～ 4の値の表示 (代替勤務スケジュールがアクティブな場合)」 、 631ページ

[関連エレメント]

[関連エレメント] タブをクリックします。

[休暇欠勤データ] - [関連エレメント] タブ

[マップ先エレメント] その受給者の休暇欠勤に関連付けられている休暇取得エレメントが、"休
暇取得" の日数計算フォーミュラ ページでほかの休暇取得エレメントにマッ
ピングされている場合は、一致する休暇欠勤イベントを自動作成する休暇
取得エレメント名が表示されます。

[ソース PIN 名] 2 次休暇欠勤イベントの作成のトリガになる休暇取得エレメントが表示さ
れます。

[超過取得エレメント] そのイベントが超過取得となった場合で、"休暇取得" の超過取得ページ
でこの休暇取得エレメントに対して [他の休暇欠勤で取得] オプションを選
択した場合は、指定した休暇取得エレメント名がここに表示されます。

休暇付与残数情報の表示

休暇欠勤残数データ ページにアクセスします。
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休暇欠勤残数データ ページ

[処理前の休暇付与残数] 、
[処理後の休暇付与残数]

この休暇取得が計算される前および計算された後に、受給者に付与され
た有給休暇数が表示されます。

[日数計算] 計算済みの日数計算が表示されます。

[処理前有給待機残数] この休暇欠勤が有給待機ルールの対象の場合は、現在の休暇欠勤日が
有給になるために受給者が休む必要のある残日数がこのフィールドに表
示されます。現在の休暇欠勤日は含まれません。

[処理後有給待機残数] 現在の休暇欠勤日が計算された後の有給待機残数が表示されます。

[有給待機カウント] 有給待機カウント フォーミュラの結果が表示されます。

[有給待機カウント累計] 現在の休暇欠勤イベントに関連付けられた有給待機ユニット数が表示さ
れます。

[資格取得日付] その休暇欠勤が資格取得期間の対象の場合に、その受給者が有給休暇
を取れるようになる日付がこのフィールドに表示されます。資格取得日以
降に取得した休暇は、休暇付与残数の適用対象として認識されます。この
日付より前の日は無給です。

[資格取得] 資格取得日になるとこのチェック ボックスがオンになります。

[ 低休暇日数] この休暇欠勤が 低休暇日数ルールの対象の場合は、受給者の全ての
休暇欠勤が有給になるために休む必要のあるカレンダー日数の 低数が
このフィールドに表示されます。

[ 低休暇] この休暇欠勤が 低休暇日数の条件をクリアしている場合に、このチェッ
ク ボックスがオンになります。
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[リンク休暇日数] その休暇欠勤が休暇欠勤のリンク ルールの対象である場合にのみ、この
フィールドが適用されます。この休暇欠勤日の時点で、この休暇欠勤イベ
ントと関連の休暇欠勤イベントに対するリンク済み有給休暇数の残数が表
示されます。リンク付けられた休暇欠勤は、同じ付与および同じ待機期間
を共有します。

[リンク] この休暇欠勤イベントがほかの休暇欠勤イベントとリンクされている場合、
このチェック ボックスがオンになります。

受給者の欠勤時間数の表示

休暇欠勤開始/終了データ ページにアクセスします。

休暇欠勤開始/終了データ ページ

[エレメント名] 休暇取得エレメント名が表示されます。

[時間指定] 受給者が 1 日全部ではなく部分的に欠勤した場合、その時間数がこの
フィールドに表示されます。

[元のイベント開始日] 休暇欠勤イベント入力詳細ページの [元の開始日] フィールドに入力した
日付が表示されます。

ユーザー定義フィールドの値の表示

ユーザー定義フィールド ページにアクセスします。
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ユーザー定義フィールド ページ

[休暇取得]

[ユーザー定義 1]、[ユー
ザー定義 2]、[ユーザー定
義 3] 、 [ユーザー定義 4]

"休暇取得" の計算ページの [ユーザー定義フィールド] に入力した情報
が、これらのフィールドに表示されます。

[休暇欠勤イベント]

これらのフィールドには、休暇欠勤イベント入力詳細ページの [ユーザー定義フィールド] に入力した情
報が表示されます。

スケジュール設定フィールド 1 ～ 4 の値の表示

勤務スケジュール データ ページにアクセスします。
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勤務スケジュール データ ページ

[スケジュール データ]

[予定勤務時間] 休暇欠勤日に受給者が勤務する予定だった時間数が表示されます。この
時間数は、シフト ページの [予定勤務時間] フィールドからロードされます。

[勤務日 ID] 受給者に割り当てられた勤務パターンの勤務日 ID が表示されます。勤務
日 ID は支給グループ名ページで支給グループの全てのメンバーに割り当
てられ、勤務スケジュールの割当ページから受給者に対して上書きできま
す。

[ユーザー定義 1] ～ [ユー
ザー定義 4]

このシフトのシフト ページでスケジュールのスケジュール設定合計時間の
各フィールドに集計されたデータが表示されます。

[スケジュール上書き]

[スケジュール上書き] 受給者に対する上書きが入力された場合、このチェック ボックスがオンに
なります。

[予定勤務時間] 入力された勤務日上書きに関連付けられた予定勤務時間が表示されます。

[勤務日 ID] 上書き対象として選択された勤務日 ID が表示されます。

[ユーザー定義 1] ～ [ユー
ザー定義 4]

勤務日上書きスケジュールに関連付けられたスケジュール設定フィールド
の値が表示されます。

設定フィールド 1 ～ 4 の値の表示 (代替勤務スケ
ジュールがアクティブな場合)

代替勤務スケジュール データ ページにアクセスします。

このページのフィールドは勤務スケジュール データ ページのものと同じですが、これらのフィールドにつ
いては、代替勤務スケジュールに対しても同様に適用されます。
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関連項目:

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「スケジュール設定フィールド 1～ 4の値の表示」 、 630
ページ

遡及計算のデルタ値の表示
このセクションでは、デルタ値の表示について説明します。

受給者に遡及処理を行うと、その受給者に作成された各エレメントが再計算されます。再計算された結
果と元の結果の差異は "デルタ" と呼ばれます。デルタは未払いまたは過払いを表し、これにより受給
者の支給調整が生じます。

デルタ値の表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[遡及計算デルタ] GP_RSLT_CAL_DLTA [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、[
カレンダー別結果]、[カレン
ダー実行結果]

カレンダー実行結果ページ
で [遡及計算デルタ] リンク
をクリックします。

遡及のために再計算され
た支給に関連付けられた
デルタ値が表示されます。

デルタ値の表示

遡及計算デルタ ページにアクセスします。

遡及計算デルタ ページ

[金額デルタ]、[ユニット デ
ルタ] 、 [ベース デルタ]

元の値と再計算された値の差異が表示されます。

[訂正済] 遡及方法が、元の計算値が再計算された値と置き換わったことを示す "訂
正" のとき、このチェック ボックスがオンになります。
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[繰越] 遡及方法が "繰越" のとき、または遡及方法が "訂正" で繰り越し例外を
定義したときに、このチェック ボックスがオンになります。指示に従って、繰
り越しに定義された支給と控除の各デルタが調整として現在の期間に繰
り越されたか、またはエレメントの値が新しいエレメントに繰り越されたこと
を示します。

[繰越先]

このタブでは、現在の期間のエレメントの遡及デルタの値を受け取るカレンダー グループ ID、カレンダー、
支給グループ、およびエレメントが表示されます。

[マッチング]

[マッチング] タブをクリックします。

遡及計算デルタ - マッチング タブ

繰り越し遡及処理の際に、雇用レコード番号、支給元、支給グループおよび実行タイプが一致したとき、
再計算されたカレンダーからの調整が現在のカレンダーに繰り越されます。これらのどれかが一致しな
い場合は、未処理遡及デルタ ページでその受給者に定義され、[デルタ金額] に表示される繰り越し指
示に従って処理されます。

[マッチング処理] 未処理遡及デルタ ページで入力した指示が表示されます。有効値は、以
下のとおりです。

[カレンダーに適用]: 未処理遡及デルタ ページの [ターゲット カレンダー]
フィールドと [ターゲット PG] フィールドに入力した指定のカレンダーと支給
グループに、その遡及デルタが取り込まれたことを示しています。

[デフォルトのマッチング処理]: 現在のカレンダーと支給グループに、その
遡及デルタが取り込まれたことを示しています。

[処理なし]: その未処理遡及デルタは遡及調整としてカレンダーに取り込
まれていないことを示しています。

[ターゲット カレンダー ID] 、
[ターゲット支給グループ ID]

そのデルタが繰り越されたカレンダーと支給グループが表示されます。

[支給キー]

支給キーの名称およびその値が表示されます。
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関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「繰越遡及での支給キーの使い方」 、 930ページ

カレンダー グループ別結果の表示
このセクションでは、カレンダー グループ別の結果の表示について説明します。カレンダー別に結果を
表示することもできます。

関連項目:

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「カレンダー別結果の表示」 、 611ページ
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カレンダー グループ別結果の表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

カレンダーグループ結果 GP_RSLT_RUN_SEG [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休
暇/給与計算情報の確
認]、[カレンダーグルー
プ別結果]、[カレンダー
グループ結果]

全てのカレンダーグルー
プの処理統計が表示され
ます。このコンポーネントに
は、カレンダー別結果コン
ポーネントと同じ情報が表
示されますが、個々のカレ
ンダーに対するものではな
く、カレンダーグループに
対する情報が表示されま
す。ポジティブ入力、休暇
欠勤、および遡及処理結
果を表示するページへのリ
ンクもあります。

<従業員 ID>の結果セグ

メント詳細

GP_RSLT_SEG_SP • カレンダー実行結果ペー
ジで [セグメント詳細] リン
クをクリックします。

• カレンダーグループ結果
ページで [セグメント詳細]
リンクをクリックします。

セグメント処理やセグメント
ステータスの詳細情報が
表示されます。

カレンダーグループ別結

果-支給/控除

GP_RSLT_RUN_ED [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、
[カレンダーグループ別結
果]、[支給/控除]

受給者の支給と控除に関
する情報が表示されます。

カレンダーグループ別結

果-エレメント変換詳細

GP_RSLT_RES_SEC "カレンダーグループ別結
果"の支給/控除ページ
で [変換詳細]リンクをク
リックします。

各エレメントの変換詳細が
表示されます。

カレンダーグループ別結

果-累計

GP_RSLT_RUN_ACUM [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、
カレンダーグループ別
[結果]、[累計]

累計金額が表示されます。

カレンダーグループ別結

果-サポートエレメント

GP_RSLT_RUN_PIN [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、
[カレンダーグループ別結
果]、[サポートエレメント]

支給額または控除額を計
算するために使用された
各サポートエレメントの情
報が表示されます。

処理結果管理ビューの定義
このセクションでは、事前設定および処理結果管理ビューの設定について説明します。
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事前設定

リスト セットによって、処理結果管理ビューのフレームワークが管理されます。アプリケーション定義は、
システム データとして標準で用意されています。このアプリケーション定義によって、リスト セットとエレメ
ント グループに属性が割り当てられます。リスト セットは、ページに表示されるエレメントを決定する際に
使用されます (そのリスト セットに定義されたエレメント グループが参照されます)。処理結果管理ビュー
コンポーネントとコンポーネント上に表示される情報は、これらの属性によって管理されます。異なるデー
タ ビュー タイプに対して、さまざまなリスト セットを設定できます。

リスト セットを使用して、以下のことが行われます。

• 有効または非表示になる照会ページの決定

• リスト セットに定義されているエレメント グループの中からの、ページのエレメント リスト領域に表示さ
れるエレメント グループの指定

• デフォルト タイトルの受け入れまたはデフォルト タイトルの上書き

• 支給、控除、累計、サポート エレメント、および休暇欠勤などのエレメント リストの指定

• 総額累計および純額累計に使用されるエレメントの個別リストの指定

• 照会ページで表示されるエレメント セットの定義

• 表示されるエレメントの属性の構成

参照: 第 36 章、 「アプリケーションとリスト セットの管理」 、 989ページ

また、グローバル ペイロール管理者や福利厚生管理者など、特定の PeopleSoft のロールを持つユー
ザー別に、表示できるエレメントを決めておく必要があります。たとえば、グローバル ペイロール管理者
は全てのエレメントを表示できる一方で、福利厚生管理者は福利厚生控除のみにアクセスでき、給与情
報にはアクセスできない、というように決定しておく必要があります。

参照: Enterprise PeopleTools PeopleBook: Security Administration の「Setting Up Roles」

処理結果管理ビューの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[管理ビュー定義] GP_RSLT_ADM_SETUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[システム設定]、[処理
結果管理ビューの定義]、
[管理ビュー定義]

国オプションを設定し、サ
マリページの [受給者詳
細]グループボックス用に
リストセットをPeopleSoft
のロールに関連付けます。

参照: 第 22章、 「給与計
算結果の表示と 終決
定」、 「サマリ情報の表
示」、 640ページ

処理結果管理ビューの設定

管理ビュー定義ページにアクセスします。
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管理ビュー定義ページ

[ロール]

リスト セットに関連付けるロールを入力します。

参照: Enterprise PeopleTools PeopleBook: Security Administration の「Setting Up Roles」

[受給者詳細フィールド]

[フィールド タイプ] サマリ ページの [受給者詳細] セクションに表示される値のフィールド タ
イプを入力します。有効値は、[支給キー] および [休暇欠勤/給与計算結
果] です。

[支給キー] [フィールド タイプ] に [支給キー] を指定した場合、サマリ ページの [受給
者詳細] セクションに表示される支給キー番号を入力します。

[入力タイプ] [フィールド タイプ] に [休暇欠勤/給与計算結果] を指定した場合、入力タ
イプを入力します。有効値は、[システム エレメント - 文字列] と [変数 -
文字列] です。

[エレメント名] [フィールド タイプ] に [休暇欠勤/給与計算結果] を指定した場合、選択し
た入力タイプのエレメント名を入力します。
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[フィールド ラベル]

[ラベル タイプ] 選択したフィールド タイプのラベルを入力します。選択したラベル タイプに
基づいて、さまざまなフィールドを編集できます。

[フィールド タイプ] が [支給キー] の場合、有効値は、[メッセージ カタログ]
と [テキスト] になります。

[フィールド タイプ] が [休暇欠勤/給与計算結果] の場合、有効値は、[エレ
メント名称]、[エレメント名]、[メッセージ カタログ]、[テキスト] になります。

[ラベル テキスト] [ラベル タイプ] に [テキスト] を選択した場合は、ラベルに使用するテキス
トを入力します。ここで入力した名称は、サマリ ページの [受給者詳細] グ
ループ ボックスで表示されます。

[メッセージ セット番号] [ラベル タイプ] に [メッセージ カタログ] を選択した場合は、メッセージ セッ
ト番号を入力します。ここで入力した値は、サマリ ページの [受給者詳細]
グループ ボックスで表示されます。

[メッセージ番号] [ラベル タイプ] に [メッセージ カタログ] を選択した場合は、メッセージ番
号を入力します。ここで入力した値は、サマリ ページの [受給者詳細] グ
ループ ボックスで表示されます。

[フィールド名称]

このセクションのフィールドを使用して、レコードからフィールドの名称を取得します。

[レコード (テーブル) 名] サマリ ページの [受給者詳細] グループ ボックスにフィールドの名称を表
示する場合は、このフィールドにレコード名を入力します。

少なくとも 1 文字のキーを持つテーブルのみ選択できます。

[フィールド名] サマリ ページの [受給者詳細] グループ ボックスに名称を表示するフィー
ルド名を入力します。

エレメントの名称が正常に変換されるように、選択したレコードには EMPLID、
EFFDT または SETID がキーとして含まれるのに加え、1 つの追加キーが
含まれる場合があります。レコードに EMPLID、EFFDT または SETID 以外
に追加キーが含まれている場合は、このフィールドを [フィールド名] フィー
ルドに指定する必要があります。

[セットID による管理] 選択したレコードがセット ID によって管理される場合、このフィールドは自
動的にオンになります。

処理結果管理ビューの表示
このセクションでは、処理結果管理ビューの概要と以下の表示について説明します。

• サマリ情報

• サポート エレメント

• 支給と控除

• 累計

• 休暇欠勤
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処理結果管理ビューについて

処理結果管理ビューの各照会ページは、ユーザーが設定した給与計算処理の結果の表示に使用されま
す。これらのページでは、給与計算処理が行われた後に、以下のタイプの情報を表示することができます。

• 総支給額累計および純支給額累計、受給者詳細、セグメント詳細などを含むサマリ情報

• 変数や累計など、給与計算で使用するサポート エレメント

• 支給エレメントと控除エレメント

• 累計

• 休暇欠勤

管理ビュー定義ページでのアプリケーション定義、リスト セット、およびロールについての設定は、全て
処理結果 - 管理ビュー コンポーネントの表示に関与しています。たとえば、リスト セット定義ページの [
リスト セット属性] グループ ボックスでの設定によって、処理結果 - 管理ビュー コンポーネントの表示内
容が管理されます。これは、処理結果 - 管理ビュー コンポーネントの表示に対するリスト セットの、多数
ある関与の中のほんの一例です。次の図は、この関係の概要を示しています。

処理結果 - 管理ビュー コンポーネントの表示に関する設定

注: PeopleSoft では [国] の値が "ALL" の RSLT_ADM アプリケーションが標準で用意されており、処理
結果 - 管理ビュー コンポーネントと連動して機能するように設計されています。したがって、このアプリ
ケーションは変更しないようにしてください。このアプリケーションと選択したリスト セットをリンクして、処
理結果 - 管理ビュー コンポーネントの表示を管理するために使用します。
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関連項目:

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「処理結果管理ビューの定義」 、 635ページ

処理結果管理ビューの表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[サマリ] GP_RSLT_ADM_SUMM [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休
暇/給与計算情報の確
認]、[処理結果-管理
ビュー]、[サマリ]

受給者情報がセグメント別
に表示されます。

[処理結果-管理ビュー] -

[サポートエレメント]

GP_RSLT_ADM_SOVR [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、
[処理結果-管理ビュー]、
[サポートエレメント]

受給者の支給および控除
の計算に使用するサポー
トエレメントに関する情報
が表示されます。

[処理結果-管理ビュー]

- [支給/控除]

GP_RSLT_ADM_ED [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、
[処理結果-管理ビュー].
[支給/控除]

受給者の支給と控除に関
する情報が表示されます。

[処理結果-管理ビュー

] - [累計]

GP_RSLT_ADM_ACUM [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休
暇/給与計算情報の確
認]、[処理結果-管理
ビュー]、[累計]

累計金額が表示されます。

[処理結果-管理ビュー] -

[休暇欠勤]

GP_RSLT_ADM_ABS [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、
[処理結果-管理ビュー].
[休暇欠勤]

その休暇欠勤カレンダーに
対して処理される休暇欠勤
日次データ、ポジティブ入
力作成メンバーリスト、お
よび累計が表示されます。

サマリ情報の表示

サマリ ページにアクセスします。
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サマリ ページ

注: このページの表示は、リスト セットとロール ベース セキュリティによって管理されます。ユーザーの
ロールおよびそのロールと指定のリスト セットとの関連付けによって、異なる値が表示されます。

参照: 第 36 章、 「アプリケーションとリスト セットの管理」 、 989ページ

参照: Enterprise PeopleTools PeopleBook: Security Administration の「Setting Up Roles」

[セグメント詳細]

リスト セット設定に関係なく、受給者のセグメントに関する情報が表示されます。セグメントの開始日と終
了日、カレンダー ID、支給グループ、支給日、計算タイム スタンプ、計算ステータスなどが表示されます。

[受給者詳細]

リスト セット設定に関係なく、受給者のセグメントに関連する給与計算結果テーブルに保存された情報が
表示されます。このグリッドのタイトルと内容は、国別に設定され、管理ビュー定義ページの [受給者詳
細フィールド] グループ ボックスの設定に従って表示されます。

参照: 第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「処理結果管理ビューの定義」 、 635ページ

分割が発生した場合は、 後のスライスの値が表示されます。

[総額/純額]

受給者のセグメントに関連付けられたセグメントの値と年間累計が表示されます。このグリッドのタイトル
と内容は、国別に設定され、関連付けられたリスト セットに従って指定されます。[名称] 列の値は、エレ
メント グループ属性ページの [タイプ/名称] タブの [名称] フィールドから取得されます。列の見出しは、
リスト セット定義ページのリスト セット属性 (リスト セットのアプリケーション定義によって割り当てられる)
から取得されます。アプリケーションとリスト セットの関係については、この PeopleBook の別の箇所でさ
らに詳しく説明します。

参照: 第 36 章、 「アプリケーションとリスト セットの管理」 、 989ページ

サポート エレメントの表示

サポート エレメント ページにアクセスします。
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サポート エレメント ページ

このページには、リスト セットに定義されたサポート エレメントが表示されます。

[選択条件]

このグループ ボックスは、処理結果 - 管理ビュー コンポーネントのほとんどのページに表示されます。
選択条件を入力しない場合は、設定で定義されたリスト セットに適用される全てのエレメントが表示され
ます。選択条件を入力した場合は、その照会ページのエレメントに対してフィルタが掛けられますが、ほ
かの照会ページのエレメント情報には影響しません。

複数の条件を入力した場合は、全ての条件を満たすエレメントのみが表示されます。

[カテゴリ] フィルタを掛けるエレメントのカテゴリ名を選択します。このドロップダウン
リストに表示されるカテゴリ名は、カテゴリ テーブルから取得されます。

参照: 第 5章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「産業とカテゴリの定義」
、 69ページ

[金額] 表示する金額のタイプを選択します。[負の金額] または [正の金額] を選
択できます。全ての金額を取得する場合は、このフィールドを空白のまま
にします。

支給と控除の表示

支給/控除ページにアクセスします。
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支給/控除ページ

このページには、リスト セットに定義された支給と控除が表示されます。このページでは、[カテゴリ] と [金
額] に加えて、[調整値詳細の表示] および [ポジティブ入力のみ] を選択条件として選ぶことができます。

累計の表示

累計ページにアクセスします。

累計ページ

このページには、リスト セットに定義された累計が表示されます。
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休暇欠勤の表示

休暇欠勤ページにアクセスします。

休暇欠勤ページ

このページには、休暇欠勤情報が表示される 3 つのエレメント リスト領域があります。これらのリスト領
域には、休暇欠勤日次データ、ポジティブ入力作成メンバー、および累計が表示されます。表示される各
エレメントは、リスト セットに定義されています。

エレメント変換チェーンの表示
給与計算を実行するときに、受給者ごとに各エレメントが変換される方法と順序を示すエレメント変換
チェーンを作成することができます。このチェーンにより、プロセス リストの各エレメントを変換するのにか
かった時間もわかります。これは、給与計算処理で計算に時間がかかる場合やルール定義でパフォー
マンス調整を行うときに有効です。エレメント変換チェーンの作成には非常に多くのシステム リソースが
必要なため、この機能を使うのは、問題を解決するときだけにすることをお勧めします。

このセクションでは、以下の方法について説明します。

• 変換されたエレメントの表示

• エレメントが変換された順番の表示
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エレメント変換チェーンの表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[エレメント変換チェーン] GP_AUDIT_CHAIN [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[休暇
/給与計算情報の確認]、
[エレメント変換チェーン]

処理中に受給者に対して
変換されたエレメントが表
示されます。

[チェーン検証詳細] GP_AUDIT_DTL_SEC エレメント変換チェーン
ページで [エレメント名]の
リンクをクリックします。

各エレメントが変換された
順番、およびそのエレメン
トが変換された数値、文字
値、または日付値が表
示されます。

変換されたエレメントの表示

エレメント変換チェーン ページにアクセスします。

エレメント変換チェーン ページ

[開始日] 、 [終了日] エレメントを処理したカレンダーの開始日と終了日が表示されます。

[エレメント名] クリックすると、チェーン検証詳細ページが表示され、エレメントが変換さ
れた順番を参照できます。

[変換時間] タブ

[処理秒数] そのエレメントを変換するのにかかった秒数です。変換にかかった時間が
1 秒未満の場合、アスタリスク (*) が表示されます。

[異常終了トレース] プログラムのエラー、破損したテーブル、またはその他の問題により、その
エレメントの変換を追跡管理するのが不可能な場合に、このチェック ボッ
クスがオンになります。
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[スライス日] タブ

そのエレメントが変換されるスライスの開始日と終了日が表示されます。

[追加情報] タブ

[ポインタ値] [エレメント名] フィールドで指定したポインタ エレメントが変換された PIN
番号が表示されます。ポインタのフィールド フォーマットを持つエレメントに
のみ適用されます。

[調整数] 遡及調整など、そのエレメントに対する計算済みの調整金額が表示され
ます。"10 進数" または "金額" のフィールド フォーマットを持つエレメント
にのみ適用されます。

[計算未処理値] そのエレメントが処理中に端数処理された場合、端数処理前の金額が表
示されます。"10 進数" または "金額" のフィールド フォーマットを持つエ
レメントにのみ適用されます。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「仮再計算エレメントの定義」 、 123ページ

エレメントの変換順序の表示

チェーン検証詳細ページにアクセスします。

チェーン検証詳細ページ

[変換連番] フィールドは、変換順序を示します。

バッチ処理エラーおよびデータ入力エラーの修正
このセクションでは、バッチ処理エラーとエラー メッセージの概要、および受給者メッセージ レポートの作
成方法について説明します。

バッチ処理エラーについて

バッチ処理中にエラーが発生すると、支給の計算ステータスに以下のいずれか 1 つが割り当てられます。

• 計算エラー
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金額計算中にエラーが発生したことを示します。たとえば、バッチ処理でエレメント定義に対する適切
な有効日付きの行が見つからなかった場合などです。

• 計算エラー - スキップ

エラーのため、受給者の計算が実行されなかったことを示します。たとえば、受給者の職務行が見つ
からなかった場合などです。

• 計算エラー - ルール

それぞれの組織で定義されたエラーの条件に一致したことを示します。たとえば、受給者の給与が 1
億円に達したときや、その他の指定金額に達したときなどに、エラー メッセージを生成するフォーミュラ
エレメントなどです。

計算フェーズを実行するたびに、エラーになった支給の数を処理統計コンポーネントで確認できます。ま
た、受給者メッセージ コンポーネントでも、エラーごとに生成された警告やメッセージを参照できます。エ
ラーの原因となった問題を解決した後、計算フェーズを再実行します。指定した受給者の再計算が実行
されます。

照会の各ページに表示される詳細情報を使用することで、ほとんどのエラーを解決することが可能です
が、それ以上の情報が必要になる場合もあります。数人の受給者に対するエラーを解決する場合、それ
らの受給者に限定してエレメント変換チェーンを作成することができます。

変換チェーンを作成するには、次の手順に従います。

1. 受給者ステータス ページで、[処理インジケータ] を [再計算] に設定します。

2. 休暇欠勤/給与計算ページで [計算] チェック ボックスをオンにし、[デバッグ/チューニング オプ
ション] リンクをクリックして [エラーのエレメントをトレース] オプションを選択します。

3. ジョブを開始します。

重要: エラーのある給与計算は 終決定できません。給与計算実行を完了する前に全てのエラーを解
決できない場合は、エラーのある給与計算をキャンセルして、後から追加実行で処理します。

データ エラーと入力漏れ

データ入力エラー、事務処理の遅れ、およびほかの要因から、システムが検出できないエラーが生じる
場合もあります。照会の各ページは、この種の問題を見つけるのに役立ちます。

ほかのアプリケーションからグローバル ペイロールに送信されたデータにエラーが含まれている場合、
以下のいずれかを行います。

• 送信元アプリケーションのエラーを修正し、データを再送信します。

• ポジティブ入力機能を使用して、間違ったデータを上書きします。

送信元アプリケーションのエラーを修正することにより、送信元アプリケーションとグローバル ペイロー
ルの両方で正しいデータを維持することができます。

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

バッチ処理エラー メッセージについて

グローバル ペイロールのバッチ処理メッセージは、次の 2 種類に分けられます。

• メッセージ 1 ～ 300
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情報メッセージおよび処理の異常終了を示すメッセージです。これらのメッセージは、処理ログに表示
され、処理の進捗状況や処理の異常終了の原因となった重大なエラーを知らせます。

• メッセージ 301 以上

警告または重大ではないエラーのメッセージです。受給者メッセージ ページで指定される受給者に対
し 1 つ以上のセグメント (支給) でこれらのエラーが生じても、処理は続行できます。

これらのメッセージは、いくつかの例外を除いて、エレメントの変換やセグメントがスキップされる原因と
なった問題を知らせ、影響を受ける受給者を示します。これらのメッセージは、受給者メッセージ ペー
ジで参照できます。

これら 2 種類のバッチ処理エラー メッセージは、標準で提供されるメッセージ セット 17005 およびユー
ザーによって作成されるメッセージ セットに適用されます。

メッセージ セット番号 17005 には、グローバル ペイロールのコアとなるアプリケーション バッチ処理に対
するメッセージが含まれています。このセット内の主なメッセージの説明を以下に示します。

受給者メッセージ ページまたは受給者メッセージ レポートによって、バッチ処理メッセージを確認するこ
とができます。受給者メッセージ レポートを使用すると、給与計算の 終決定を完了するために追加編
集が必要な受給者を確認できます。オンラインで使用可能なものと同じ選択ロジックが提供されます。
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メッセージ番号 メッセージ/説明

3 アレイ上限数%3のコピーブック %2に定義されているアレイ %1の内
部アレイがオーバーフローしました。

COBOLではデータのスペース配分が動的に行われないので、
データを読み込むための全てのアレイに行数をあらかじめ設定し
ておく必要があります。処理中に、プログラム内に確保された保存
領域を超えるデータがデータベースから取得されると、このメッ
セージが発行されます。このメッセージでは、どの保存領域が超過
したか、その領域はどのコピーブックで定義されたか、およびその
領域の限度が指定されます。

先に進むには、システム管理者かシステムプログラマに、領域を必
要数まで拡大し、グローバルペイロールCOBOLアプリケーション
を再コンパイルした後に、その処理を再実行するように依頼する
必要があります。

サンプルメッセージ:

GPPDPDM1: XB000

Internal array overflow occurred for array %1

defined in copybook %2 with a max array count of

%3

L-PMT-DATA

GPCDPDM.CBL

20

解決例: 問題のコピーブックから以下に示された設定部分を見
つけます。
05 L-PMT-COUNT PIC 9999 VALUE 0 ⇒

COMP.

88 L-PMT-COUNT-MAX VALUE 50.

05 L-PREV-PMT-PTR PIC 9999 VALUE 0 ⇒

COMP.

05 L-ORIG-PMT-COUNT PIC 9999 VALUE 0 ⇒

COMP.

05 L-PMT-DATA OCCURS 50

INDEXED BY

PMT-IDX.

OCCURS句の番号を増やしますが、同時にL-PMT-COUNT-MAX
のVALUEも同数にします。このアレイには、カレンダーグループ内
の1人の受給者のために処理されたセグメントごとに 1行が含まれ
ます。また、受給者が複数の職務に就いている場合は、処理中の雇
用レコード番号全てについて、履歴行を1行と、全ての遡及セグメン
ト、および現在の処理期間に含まれるセグメント数が含まれます。
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メッセージ番号 メッセージ/説明

301 プロセスリスト %3の親エレメント %2のエレメント %1が %4にありま
せん。(PIN番号 %5)

キー属性アレイ (UPINTまたはUPINA)の 1つでそのエレメントに対
する入力が見つからない場合に、エレメント変換プログラムによって
このエラーメッセージが発行されます。このメッセージには、エレメン
トコンポーネント、その親 (%2)および今回処理されるプロセスリスト
(%3)が指定されます。また、UPINTまたはUPINA (%4) で入力が見つ
からないことやそのエレメントのPIN番号 (%5) も通知されます。

親エレメントが現在実行中のカレンダーグループの国以外の国に特
別に定義されたエレメントを使用するように設定されている場合に、
このエラーが発生する可能性があります。

解決方法: 親エレメントを調べます。または、エラーが報告されたエ
レメントがプロセスリストに直接にある場合、プロセスリストのセク
ションを調べます。エレメントの関連付けを修正するか、該当するプ
ロセスリストからそのエレメントを削除します。

メッセージ 314 と 315 も参照してください。

302 エレメント %1 (親エレメント %2、プロセスリストエレメント %3)の定義
は%4の時点で非アクティブです。

受給者メッセージページでは、%nプレースホルダーがエレメント名に
置き換えられます。処理中に、変換のリクエストが行われた日付
(%4)以前に非アクティブに設定されたエレメントを変換するリクエスト
が行われた場合、このメッセージが発行されます。親エレメント (%2)
は、このエレメントに直接関連付けられているエレメントです。プロセ
スリストエレメント (%3)は、エラーのエレメントと親エレメントの両方
に関連しているプロセスリストのエレメントを表します。

より複雑な設定では、親エレメントとプロセスリストのエレメントの間
に複数のエレメントの階層がある場合もあります。プロセスリストの
入力に対しエラーが発生した場合は、3つのエレメント全てに同じ
エレメント名が表示されます。

解決方法: エラーのエレメント定義を見直し、そのエレメントを非アク
ティブにする必要があるか判断します。非アクティブにする必要があ
る場合は、親エレメントの定義を修正して、変換の際にこのエレメント
の値を使用しないで済むようにします。エラーのエレメントが直接プ
ロセスリストにある場合 (つまりプロセスリストのセクションにある場
合)、そのセクションからそのエレメントを削除する必要があります。
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メッセージ番号 メッセージ/説明

314 エレメント %1のPIN %2は無効です。有効範囲は1から %3です。
PINはロードされませんでした。

エレメントまたはエレメントルール定義がロードされるときに、この
メッセージが表示されます。PIN番号の有効範囲 (1～ 300,000)外の
PIN番号を持つエレメントが検出されます。 大限度は、GPCUPINT
のUPINTアレイのサイズです。

解決方法: PIN番号 (%2)がゼロの場合、いずれかのルールの設
定に問題があります。PIN番号が300,000 を超えているということ
は、ルール設定が拡大していることを表します。UPINTアレイを拡
大するために、システム管理者またはアプリケーション開発者に
相談してください。

315 エレメント %1 (PIN %2)のデータはプロセスにロードされませんで
した (国: %3には無効)。

このメッセージはエレメントまたはエレメントルール定義のロード中
に表示されます。このメッセージは、メッセージ 314 と違ってPIN番
号は有効ですが、処理中にデータをロードしようとしているエレメ
ントが現在の処理に関連付けられた国 (%3)以外の国用のエレメン
トであるために表示されるメッセージです。

解決方法: 後に正常に実行されてから行われたルールの修正ま
たは追加に注目して、ルール設定を確認します。

受給者メッセージ レポートの作成に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[給与計算メッセージ] GP_GPSQR04_PNL [グローバルペイロール/
休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算処
理]、[レポート]、[給与計
算メッセージ]

メッセージレポート
(GP000004) SQRプロセス
を実行して、給与計算の
終決定を完了するために
追加編集が必要な受給者
を確認します。

給与計算メッセージ レポートの作成

給与計算メッセージ ページにアクセスします。
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給与計算メッセージ ページ

[カレンダー グループ ID] 処理対象のカレンダー グループを指定します。

[開始従業員 ID] 、 [終了従
業員 ID]

処理対象の受給者の範囲を指定します。[終了従業員 ID] に値を入力した
ら必ず [開始従業員 ID] にも値を入力する必要があります。

[支給グループ] 処理対象の支給グループを指定します。

[カレンダー ID] 処理対象のカレンダーを指定します。

[グループ リスト ID] グループ リスト ID に現在割り当てられている受給者が処理されます。

[計算ステータス] 処理対象の計算ステータスを指定します。

[メッセージ セット] 特定のメッセージ セットを選択することができます。選択したグローバル
ペイロールのメッセージのみがレポートされます。

[メッセージ番号] このフィールドは、[メッセージ セット] を指定した場合に入力可能になりま
す。有効なメッセージ番号を入力します。

[メッセージの重要度] [エラー] または [警告] を選択して、情報メッセージおよび処理の異常終了
を示すメッセージ (メッセージ番号 300 以下) をレポートから除外します。

給与計算実行または休暇欠勤処理実行の 終決定
給与計算実行または休暇欠勤実行を 終決定すると、それ以降の変更はできません。カレンダー グルー
プのカレンダーは、実行の 終決定後にのみ、それ以降に実行される他のカレンダー グループの遡及
処理で使用できるようになります。

給与計算サイクルの 後に実行全体を 終決定する前に、エラーを全て解決し全ての調整を行います。
終決定フェーズを実行すると、以下のことが行われます。

• 各支給の計算ステータスが [ 終決定] に設定されます。
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• 全ての警告、エラー メッセージ、エレメント変換チェーン、処理済みの遡及トリガ、および未処理も含む
反復トリガが削除されます。ポジティブ入力、分割トリガ、および未処理遡及トリガは削除されません。

• カレンダー グループ ページで参照できるようにタイムスタンプ (処理の開始時間と終了時間) が挿入さ
れます。

• カレンダー グループ ID が [ 終決定] とマークされ、[オープン] インジケータがクリアされます。

このセクションでは、給与計算実行または休暇欠勤実行を 終決定する方法について説明します。

重要: 終決定フェーズは取り消しできません。

給与計算実行または休暇欠勤実行を 終決定するには、次の手順に従います。

1. 以下の条件を満たすことを確認します。

以下のいずれかの条件を満たしていない場合、バッチ処理は異常終了します。ログ ファイルを
チェックすることで、満たされていない条件を確認できます。

条件 チェック箇所

支給がエラーや確認ステータスになって
いないこと。

そのカレンダーグループ IDの処理統計コ
ンポーネント。

受給者が [ユーザーによる一時停止]また
は [システムによる一時停止]になってい
ないこと。

そのカレンダーグループ IDの処理統計コ
ンポーネント。

そのカレンダーグループに対してストリーム
処理が使用されている場合は、全てのスト
リームの処理を終えていること。

処理統計コンポーネント。ストリーム番号
が不明の場合、ストリームページをチェッ
クします。

全ての [処理インジケータ]が [正常]に設
定されていること。

受給者ステータスページ。

全ての反復トリガが削除されるので、その前に反復トリガ確認ページを参照して別の実行で対処
する必要のある未処理のトリガがあるかどうかを調べることができます。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「カレンダー グループ ID 別反復トリガの表示」 、 831ページ

2. 同じラン コントロール ID で "休暇欠勤計算/給与計算" の休暇欠勤/給与計算ページにアクセス
して、[ 終決定] チェック ボックスをオンにします。

3. そのカレンダー グループ ID の処理統計コンポーネントを確認して、 終決定された数と合計の
数が一致するかを確認します。

給与計算実行または休暇欠勤処理実行のキャンセル
このセクションでは、以下について説明します。

• 給与計算全体のキャンセル
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• 受給者個人別のキャンセル

全て (カレンダー グループ ID 全体) の給与計算または休暇欠勤処理の実行をキャンセル、またはカレン
ダー グループ ID から受給者を個人別にキャンセルできます。キャンセルされた各受給者については、
全ての計算が削除され、選択ステータスは [キャンセル] に設定されて、計算ステータスが削除されま
す。またエレメント変換チェーンでリクエストした場合、全てのエラー メッセージ、警告および検証レコード
が削除されます。

手動でキャンセルを解除するか、または実行全体をキャンセルした場合には、確認フェーズを再実行し
ない限り、キャンセルされた受給者は、遡及実行を含め、それ以降の反復処理の対象となりません。

実行全体のキャンセル

給与計算の実行全体をキャンセルする必要は、通常生じません。ただし、ほとんどまたは全ての受給者
に影響を与える問題が発見された場合、その実行全体のキャンセルは、問題に も効率的に対処する
方法となります。たとえば、カレンダーに誤ったプロセス リストを適用した場合や、カレンダー グループ
ID に誤った順序でカレンダーを挿入した場合は、個別に受給者の訂正を行うより、実行をキャンセルして
訂正を行い、再度確認フェーズを実行した方が効率が良いでしょう。

給与計算実行をキャンセルするには、休暇欠勤/給与計算ページの [キャンセル] チェック ボックスをオ
ンにします。

受給者個人別のキャンセル

受給者個人をキャンセルするには、その受給者の [処理インジケータ] を [キャンセル] にします。

受給者のキャンセルを解除すると、次の処理実行中に反復トリガが作成されます。計算フェーズの次の
反復処理中に、その受給者は削除された後で再確認されます。確認処理で受給者がまだ選択条件を満
たしていると決定した場合は、その受給者はその実行で処理されます。それ以外の場合、その受給者は
再びキャンセルされます。

特殊な状態の処理
このセクションでは、以下の方法について説明します。

• 2 つのオープンなカレンダー グループに含まれる受給者の処理

• オフサイクル カレンダーの実行

2 つのオープンなカレンダー グループに含まれる受給者の処理

同じ支給グループに対して、月末の給与計算と四半期のボーナスなどの 2 つの支給を短期間で作成
する必要が生じる場合があります。1 人の受給者に対し、異なるカレンダー グループ ID で同時に確認
フェーズを実行することはできないため、支給ごとに個別のカレンダーを作成し、それらを同じカレンダー
グループ ID に、処理されるべき順序で追加する方法を推奨しています。

受給者が複数のオープンなカレンダー グループに含まれる場合、その受給者は 初に使用されるカレ
ンダー グループ ID で選択および処理されます。2 番目のカレンダー グループ ID で処理されるときに
は、その受給者のステータスはエラーになってしまいます。2 番目のカレンダー グループ ID で受給者を
処理するには、以下のいずれかを行います。

• 初のカレンダー グループ ID を 終決定して、その後で 2 番目のカレンダー グループ ID を実行し
ます。
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• 初のカレンダー グループ ID で受給者を一時停止して、次に一時停止のアクションを呼び出すため
に、 初のカレンダー グループ ID を再計算します。次に、2 番目のカレンダー グループ ID を再実行
および 終決定します。その後、 初のカレンダー グループ ID を再計算します。これが適用できるの
は、たとえば、期間中に受給者の支給グループが変わり、以前と現在の支給グループのカレンダーが
別のカレンダー グループにリンクされている場合などです。

オフサイクル カレンダーの実行

オフサイクル給与計算を実行する必要が生じる場合があります。たとえば、従業員が雇用終了した後に、
すぐに給与を支給する必要のある場合や、給与計算結果を修正する必要のある場合などです。オフサイ
クル処理の実行指示に関しては、この PeopleBook のほかの箇所で説明しています。

関連項目:

第 24 章、 「オフサイクル処理の管理」 、 667ページ

給与計算データのレポート
このセクションでは、給与計算結果の概要とその作成方法について説明します。

給与計算結果

給与計算結果ページでは、カレンダー グループ別または期間別に給与計算結果を作成できます。ラン
コントロール ページには、作成された結果をフィルタするいくつかのフィールドがあります。

ラン コントロール ページによって以下のアプリケーションとプログラムが起動されます。

1. GP_RGST_EXT アプリケーション エンジン プログラム。このプログラムは、指定されたラン コント
ロールのオプションと設定に基づいて給与計算結果を抽出するレポート データ用のパラメータを
準備します。

2. GP000001 SQR プログラム。このプログラムは、給与計算結果を出力します。このプログラムは、
給与計算結果ラン コントロール ページからパラメータを読み取って、指定されたリスト セットに対
して定義されているパラメータを使用してレポートを出力します。

関連項目:

第 45 章、 「レポート データの作成」 、 1177ページ

給与計算データのレポートに使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

給与計算結果 GP_RGST_RC [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[レ
ポート]、[給与計算結果]、
[給与計算結果]

指定されたカレンダーグ
ループまたは期間におけ
る給与計算結果を含むレ
ポートを作成します。

給与計算結果レポートの作成

給与計算結果ページにアクセスします。
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給与計算結果ページ (1/2)
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給与計算結果ページ (2/2)

[レポート パラメータ]

[レポート実行単位] レポートを [カレンダー グループ] または [期間] のいずれで作成するか
を指定します。

[カレンダー グループ] を選択すると、[期間情報] グループ ボックスのフィー
ルドは使用できなくなります。[期間] を選択すると、[カレンダー グループ
ID] フィールドは使用できなくなります。

[レポート タイプ] 作成するレポートのタイプを選択します。有効値は以下のとおりです。

• [従業員詳細]: このレポートには各従業員のセグメント詳細が表示され
ます。また、支給/控除セクションと累計/延滞セクションの両方が含まれ
ています。

• [従業員サマリ]: このレポートには、全てのセグメントの要約が表示され
ます。累計/延滞セクションは含まれません。
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• [組織サマリ]: このレポートには、従業員の詳細は表示されません。この
レポートには、組織内での支給額と控除額の総額が表示されます。

[カレンダー グループ ID] 給与計算結果を作成するカレンダー グループ ID を入力します。

[期間情報]

[日付タイプ] 給与計算結果を作成する日付のタイプを入力します。有効値は以下のと
おりです。

• [支給日範囲]: [開始日] フィールドおよび [終了日] フィールドに指定した
範囲に含まれる全支給日を対象とした給与計算結果が作成されます。

• [期間開始日範囲]: [開始日] フィールドおよび [終了日] フィールドに指
定した範囲に含まれる全開始日を対象とした給与計算結果が作成され
ます。

• [期間終了日範囲]: [開始日] フィールドおよび [終了日] フィールドに指
定した範囲に含まれる全終了日を対象とした給与計算結果が作成され
ます。

• [年度と四半期]: [年度] フィールドおよび [四半期] フィールドに年度と四
半期を対象とした給与計算結果が作成されます。

[開始日] 、[終了日] 給与計算結果を作成する支給日、開始日または終了日の範囲を入力しま
す。

[年度] 、[四半期] 給与計算結果を作成する年度と四半期を入力します。

リスト セット

給与計算結果レポートでは、リスト セットを選択する必要があります。リスト セットでは、特定のアプリケー
ションに関連付けられている、エレメントおよび対応するエレメント属性のグループを表します。選択した
リスト セットによって、給与計算結果として出力するレポート データの抽出に使用される支給、控除およ
び累計が決まります。また、出力したレポートのセクションとタイトルも決まります。

参照: 第 36 章、 「アプリケーションとリスト セットの管理」 、 「アプリケーションとリスト セットについて」 、
989ページ

[国] ここで選択した国によって、選択できるリスト セットが決まります。

[エレメント リスト セッ
ト作成]

リスト セット定義ページに追加モードでアクセスします。

[リスト セット] レポートで使用するリスト セットを選択します。リスト セットを選択すると、[
リスト セット] フィールドの横にリンクが表示され、リスト セット定義ページ
で選択したリスト セットに更新/表示モードでアクセスできます。

[ソート基準]

9 つのソート基準フィールドがあり、1 つのレポート定義に対して 大 7 つのソート基準フィールドを定義
できます。レポートの給与計算結果をソートするフィールド別に数値を入力します。空白のフィールドまた
は値がゼロのフィールドは、レポートでは使用されません。

[従業員レベルのソー
ト基準]

従業員を [従業員名と雇用レコード番号] または [従業員 ID と雇用レコー
ド番号] のいずれを基準にしてソートするかを選択します。
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[受給者グループ]

[対象グループ選択方法] レポート内の従業員のフィルタ方法を選択します。有効値は以下のとおり
です。

• [全ての受給者]: 指定された条件を満たす全ての受給者を含める場合に
選択します。この値を選択する場合は、[受給者グループ] グループ ボッ
クスの残りのフィールドに値を入力しないでください。

• [グローバル ペイロール グループ リスト]: 特定のグローバル受給者グ
ループ リストから全ての受給者を含める場合に選択します。この値を選
択する場合は、[グループ リスト ID] フィールドに対象とするグループ リ
ストを入力します。

• [HR グループ ビルド]: 特定のグループ ビルドから全ての受給者を含め
る場合に選択します。この値を選択する場合は、[グループ ID] フィール
ドに対象とするグループ ビルドを入力します。レポートに含めるグループ
のメンバーを決めるには、[グループ指定日] フィールドおよび [絞込日]
フィールドを使用します。

• [受給者]: [受給者] グループ ボックスに指定した受給者のみを含める場
合に選択します。

[グループ ID] [対象グループ選択方法] フィールドで [HR グループ ビルド] を選択すると、
入力したグループ ID のメンバーである受給者がレポートに含まれます。

[グループ指定日] レポートには、この日付または [絞込日] フィールドに指定した日付の時点
で、指定されたグループ ID に属しているメンバーが含まれます。

このフィールドを空白のままにしておくと、現在のシステム日付が [グルー
プ指定日] で使用されます。

[絞込日] 選択したグループ ID の定義に有効日が付いたレコードが含まれている場
合、実行するレコードの日付を入力します。たとえば、2002/1/1 という有
効日を持つグループを実行する場合に、2006/2/15 時点でそのグループ
にある 2002/1/1 の有効日が付いた行のみを実行するとします。その場合
には、指定日に 2002/1/1、絞込日に 2006/2/15 をそれぞれ選択します。
このフィールドを空白のままにしておくと、現在の日付でグループが実行さ
れます。

[グループ リスト ID] [対象グループ選択方法] フィールドで [グローバル ペイロール グループ
リスト] を選択すると、入力したグループ ID のメンバーである受給者がレ
ポートに含まれます。

[受給者] [対象グループ選択方法] フィールドで [受給者] を選択した場合は、レポー
トに含める受給者の従業員 ID を入力します。

[組織選択]

[選択] フィールドおよび [選択値] フィールドを使用して、組織条件に基づいてレポートに含める受給者を
決定します。以下の条件に基づいて受給者を選択できます。

• [会社]

• [部門]

• [事業所]

• [所在地]
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• [支給元]

• [支給グループ]
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オフサイクル トランザクションの設定

この章では、オフサイクル設定の概要とオフサイクル リクエストの設定方法について説明します。

オフサイクル設定について
グローバル ペイロールを使用すると、オフサイクル リクエスト ページを設定できます。このページは、提
供されたままの状態で使用することも、このページを修正して、オフサイクルの各トランザクション タイプ
で使用する特定のデフォルト設定を作成することもできます。このような設定を作成すると、オフサイクル
リクエスト ページに表示されるデータやオプションの数は大幅に減少します。

設定を定義すると、オフサイクル リクエストのいくつかの側面を制御できます。オフサイクル設定ページ
を使用すると、以下を行うことができます。

• 組織で有効なオフサイクル トランザクションのタイプを指定します。

• オフサイクル トランザクションのタイプに基づいて、リクエスト ページの基本的なフィールド レベルで
のデフォルト値を決定します。

• ビジネス上の理由を特定し、トランザクションのタイプに基づいて、リクエスト ページで必要なデータを
設定します。

注: オフサイクルのトランザクションの設定方法について十分に理解するには、まず、リクエスト ページ
に関するドキュメンテーションを参照してください。これにより、設定するレコードについて理解できます。

参照: 第 24 章、 「オフサイクル処理の管理」 、 667ページ

オフサイクル トランザクションのタイプ

グローバル ペイロールでは、以下の 4 つのオフサイクル トランザクション タイプがサポートされています。

• 手動支給

現金または小切手による支給など、システム外で計算および支払いを行うアイテムの支給を記録でき
ます。

• 訂正

終決定済みの給与計算結果を訂正するトランザクションです。たとえば、定期実行に含まれていない
新規採用者に対する支給や、エラーになった受給者に対する賞与支給の取り消しなどに適用されます。

• 不定期支給

特別賞与や費用の払い戻しなど、オンサイクル処理外で、カレンダーに通常定義されない 1 回限りの
支給などに適用されます。

• 前払い
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前払いトランザクションは、雇用終了に伴う賃金の前払いや、休暇に関する事前処理や事前支給など、
通常にスケジュールされる前のセグメント処理です。

オフサイクル リクエストの設定
このセクションでは、オフサイクル リクエストの設定の概要とオフサイクル リクエストの設定方法につい
て説明します。

オフサイクル リクエストの設定手順

トランザクションのタイプごとにオフサイクル リクエストを設定できます。

オフサイクル リクエスト ページを設定するには、次の手順に従います。

1. 設定するオフサイクル トランザクション タイプを国ごとに選択します。

2. オフサイクル処理にいくつかの理由コードを関連付ける必要がある場合は、設定対象のトランザ
クション タイプに適用可能な理由コードを入力します。このトランザクション タイプのオフサイクル
リクエスト時に特定の理由コードを指定したい場合は、デフォルトの理由コードを 1 つ入力します。

3. このオフサイクル トランザクション タイプで使用できる理由をそれぞれに入力します。

4. 処理コントロールを選択します。

選択したオフサイクル トランザクションのタイプに特定の追加設定を行う必要があります。以下のような
追加設定があります。

• 訂正については、使用する訂正タイプや遡及方法などに関する訂正方法を選択します。

• 手動支給と追加支給については、オフサイクル トランザクションの開始日と終了日を入力するための
カレンダー コントロールを選択します。

オフサイクル リクエスト ページの設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

オフサイクル設定 GP_OC_SETUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[システム設定]、[オ
フサイクル設定]、[オフ
サイクル設定]

オフサイクルリクエスト
ページを設定するグローバ
ルペイロール設定を定義
します。これは、国とトラン
ザクションのタイプに固有
の設定です。

オフサイクル リクエストの設定

オフサイクル設定ページにアクセスします。
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オフサイクル設定ページ

オフサイクル設定ページのフィールドについて

オフサイクル トランザクション タイプごとにページ特性は異なります。トランザクション タイプ間で共通の
フィールドや、トランザクション タイプごとに固有のフィールドがあります。この表では、トランザクション タ
イプごとに使用可能なオプションについて説明します。

フィールド 手動支給 訂正支給 追加支給 前払い

[リクエストの入力を許可] 可 可 可 可

[デフォルト理由] 可 可 可 可

[理由] 可 可 可 可

[名称] 可 可 可 可

[略称] 可 可 可 可

この表では、トランザクション タイプごとに使用可能なカレンダー コントロール オプションについて説明し
ます。

フィールド 手動支給 訂正支給 追加支給 前払い

[カレンダーコントロールを非表示] 可 不可 可 不可
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フィールド 手動支給 訂正支給 追加支給 前払い

[開始日の入力を許可] 可 不可 可 不可

[終了日の入力を許可] 可 不可 可 不可

この表では、トランザクション タイプごとに使用可能な処理コントロール オプションについて説明します。

フィールド 手動支給 訂正支給 追加支給 前払い

[処理コントロールを非表示] 可 可 可 不可

[支給キーの入力を許可] 可 不可 可 不可

[実行タイプ] 可 不可 可 不可

[実行タイプの入力を許可] 可 不可 可 不可

[支払方法] 不可 可 可 可

[支払方法の入力を許可] 不可 可 可 可

[一部期間の前払を許可] 不可 不可 不可 可

[エレメント選択] 可 可 可 不可

[エレメント選択の入力を許可] 可 可 可 不可

この表では、トランザクション タイプごとに使用可能な訂正方法のオプションについて説明します。

フィールド 手動支給 訂正支給 追加支給 前払い

[訂正タイプ] 不可 可 不可 不可

[訂正タイプの入力を許可] 不可 可 不可 不可

[遡及方法] 不可 可 不可 不可

[遡及方法の入力を許可] 不可 可 不可 不可

トランザクション タイプと理由

[国] オフサイクル リクエスト ページを設定する国が表示されます。

[オフサイクル タイプ] リクエスト ページを設定するオフサイクル トランザクション タイプを選択し
ます。有効値は、[追加支給]、[前払]、[訂正]、および [手動支給] です。

[リクエストの入力を許可] 特定の国における特定のオフサイクル タイプについてオフサイクル リクエ
ストの入力を許可する場合はオンにします。デフォルトでは、このチェック
ボックスはオンになっています。このチェック ボックスをオフにすると、指定
したタイプと国についてはオフサイクル リクエストを入力できなくなります。
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[デフォルト理由] オフサイクル リクエストのデフォルトの理由を入力します。この理由は、リ
クエストの作成時に上書きできます。

[追加支給の理由リスト]

このセクションのタイトルは、入力したオフサイクル タイプによって異なります。タイトルは、"追加支給の
理由リスト"、"前払の理由リスト"、"訂正の理由リスト"、"手動支給の理由リスト" のいずれかです。

[理由] このオフサイクル タイプに対して、オフサイクル リクエスト ページで指定
可能にする有効な理由を全て入力します。これらの理由のみが、指定可
能になります。

新しい理由が追加されると、選択された全ての属性がオフサイクル リクエ
スト ページで使用できるようになります。

[名称] 理由の説明を入力します。

[略称] 理由の簡単な説明を入力します。

[カレンダー コントロール]

[カレンダー コントロールを
非表示]

オフサイクル リクエスト ページのカレンダー コントロールを全て非表示に
する場合はオンにします。

[開始日の入力を許可] オフサイクル リクエストの開始日の入力を許可する場合はオンにします。

[終了日の入力を許可] オフサイクル リクエストの終了日の入力を許可する場合はオンにします。

[訂正方法]

このセクションは、[オフサイクル タイプ] が [訂正] の場合にのみ入力できます。

[訂正タイプ] 有効な訂正タイプを選択します。有効値は、次のとおりです。

• [強制取消]: 処理対象の受給者が検出されるかどうかにかかわらず、支
給カレンダーまたは休暇欠勤カレンダーは取り消されます。

• [置換]: 受給者が有資格であるかどうかに基づいてエレメントが再計算
または削除されます。これは、通常の遡及処理と同じです。

[訂正タイプの入力を許可] オフサイクル リクエストのユーザーが訂正タイプを入力できるようにする
場合はオンにします。

[遡及方法] 選択した訂正タイプで使用する遡及方法を選択します。値は、[強制訂正]
または [既存の遡及ルールを使用] です。

[遡及方法の入力を許可] オフサイクル リクエストのユーザーが遡及方法を入力できるようにする場
合はオンにします。

[処理コントロール]

[処理コントロールを非表示] オフサイクル リクエスト ページの処理コントロールを全て非表示にする場
合はオンにします。

[支給キーの入力を許可] オフサイクル リクエストのユーザーが支給キーを入力できるようにする場
合はオンにします。

[実行タイプ] このオフサイクル タイプで使用する実行タイプを入力します。
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[実行タイプの入力を許可] オフサイクル リクエストのユーザーが実行タイプを入力できるようにする
場合はオンにします。

[支払方法] このオフサイクル タイプと理由で使用する支払方法を選択します。[現金]、
[小切手]、[郵便為替]、[第 1 口座にのみ支給]、または [通常の配分を使
用] を選択できます。

[支払方法の入力を許可] オフサイクル リクエストのユーザーが支払方法を入力できるようにする場
合はオンにします。

[一部期間の前払を許可] このオプションは、オフサイクル タイプが前払の場合にのみ使用できます。
支給期間の一部で前払いする場合はオンにします。

[エレメント選択] オフサイクル リクエストのエレメント選択を選択します。[全て]、[ポジティブ
入力のあるエレメント]、または [限定エレメント セット] を選択できます。

[エレメント選択の入力
を許可]

オフサイクル リクエストのユーザーがエレメント選択を入力できるようにす
る場合はオンにします。

[エレメント セット] [エレメント選択] の値が [限定エレメント セット] の場合、このフィールドに
値を入力できます。エレメント セットは、処理対象のプロセス リストで検出
される支給と控除を定義 (制限) します。
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この章では、オフサイクル処理の概要と、以下の方法について説明します。

• オフサイクル トランザクションの開始

• 手動支給の記録

• 終決定済み計算結果の訂正または取り消し

• 追加支給の作成

• 前払いの処理

• オフサイクル トランザクションの処理および結果の表示

オフサイクル処理について
このセクションでは、以下について説明します。

• オンサイクル処理とオフサイクル処理の相違点

• オフサイクル トランザクションのタイプ

• オフサイクル処理の機能

• オフサイクル リクエストの入力手順

• 処理手順および後処理手順

• オフサイクル バッチ処理

• オフサイクル ルールの設定に使用するシステム エレメント

この章で使用する共通フィールド

エレメント選択 選択するオプションによって、プロセス リストにある主要エレメント (支給お
よび控除) の変換が決定されます。以下の値から選択します。

[全て]: オンサイクル給与計算処理と同じ変換を行う場合に選択します。

[ポジティブ入力のあるエレメント]: ポジティブ入力で入力されたエレメント
のみを変換する場合に選択します。
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注: 選択内容にかかわりなく、ポジティブ入力は常に処理されます。

[限定エレメント セット]: プロセス リスト内の選択した支給エレメントおよび
控除エレメントのみを処理する場合に選択します。処理対象のエレメント
グループを入力します。限定エレメント セットを定義するには、エレメント グ
ループ コンポーネント (GP_ELEMENT_GROUP) を使用します。

たとえば、受給者のポジティブ入力を入力する際に事業主拠出金も処理
されるように指定するには、事業主拠出金用のエレメントを含むエレメント
グループを作成して、支給方法を入力するときにこのエレメント セットを選
択します。

限定エレメント セットにエレメントを含めても、一般の資格ルールは上書き
されません。限定エレメント セットは、変換するエレメントをさらに限定する
追加フィルタとして機能します。

参照: 第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「エレメントグループの定義」 、 364
ページ

オフサイクル グループ 処理対象のオフサイクル トランザクション セットを指定します。オフサイク
ル グループ名は、ユーザーが自由に定義できます。使用できる名前に制
限はありません。

支給日 以下の決定の際に使用される日付です。

• 累計を更新する期間 (支給日に基づいて累計が行われるように定義さ
れた累計の更新期間)

• 処理中に取得されるエレメント定義 (定義の指定日として支給日が使用
されているエレメントのエレメント定義)

支払方法 有効な値は [現金]、[小切手]、[郵便為替]、[通常の配分を使用]、および
[第 1 口座にのみ支給] です。このフィールドは、手動支給を除く全てのト
ランザクション タイプに適用されます。選択した支払方法によって、計算処
理中にルールを通じて割り当てられる支払方法が決定されます。

期間開始日 、 期間終了日 以下の決定の際に使用される日付です。

• 累計を更新する期間 (期間開始日または期間終了日に基づいて累計が
行われるように定義された累計の更新期間)

• 処理中に取得されるエレメント定義 (定義の指定日として期間開始日ま
たは期間終了日が使用されているエレメントのエレメント定義)

手動支給、訂正、および追加支給では、ターゲット カレンダーからこれらの
日付が継承されますが、これらのデフォルト値は上書きできます。前払い
支給では、ソース カレンダー (前払い対象のカレンダー) からこれらの日付
が継承されますが、上書きはできません。

サポート エレメント上書き [サポート エレメント上書き] ボタンをクリックして、受給者カレンダー上書
きページにアクセスし、特定の受給者およびカレンダーに関連付けられた
ブラケット、日付、デュレーション、フォーミュラ、または変数などのエレメン
トの値を上書きできます。

ターゲット期間 ID 残高累計が更新される期間に影響を与えます。ターゲット期間により、前
払いを除く全てのトランザクションの期間開始日と期間終了日のデフォル
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ト値が設定されます。前払いでは、ターゲット期間により、処理開始日と処
理終了日の値が設定されます。

オンサイクル処理とオフサイクル処理の相違点

オンサイクル処理とは、定期的に実行する給与計算処理のことを指します。この処理では、あらかじめ定
義された期間、カレンダー、およびカレンダー グループに対して、給与計算が繰り返し実行されます。た
とえば、月次周期が定義された支給グループに対して、毎年 12 回、定期的に給与計算処理を行う場合
などに使用されます。

オフサイクル処理とは、通常の給与計算スケジュール外の 終決定された結果に対する支給処理およ
び訂正処理を指します。オフサイクルのトランザクションは、過去の支給の訂正や、次のオンサイクルの
給与計算まで待てない雇用終了に伴う支給を前倒しで行う場合に使用されるのが一般的です。

注: 四半期ごとの賞与、手当の支給、および定期的な給与計算実行よりも処理頻度が少ないその他の
定期トランザクションでは、大きな受給者グループを扱う場合が多いため、オンサイクル処理を適用する
ことによって、より効率的な管理を行うことができます。

この章で説明する例外を除けば、オンサイクル処理に適用される概念は、オフサイクル処理にも適用さ
れます (遡及、分割、カレンダーとカレンダー グループ、計算の実行、銀行振込、一般会計など)。オンサ
イクル処理とオフサイクル処理の主な相違点は、処理内容と処理対象の指示の入力方法です。

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 577ページ

オフサイクル トランザクションのタイプ

グローバル ペイロールでは、以下の 4 つのオフサイクル トランザクション タイプがサポートされています。

• 手動支給

現金または小切手による支給など、システム外で計算および支払いを行うアイテムの支給を記録でき
ます。

• 訂正

終決定済みの給与計算結果を訂正するトランザクションです。たとえば、定期実行に含まれていない
新規採用者に対する支給や、エラーになった受給者に対する賞与支給の取り消しなどに適用されます。

• 追加支給

特別賞与や費用の払い戻しなど、オンサイクル処理外で、カレンダーに通常定義されない 1 回限りの
支給などに適用されます。

• 前払い

前払いトランザクションは、雇用終了に伴う賃金の前払いや、休暇に関する事前処理や事前支給など、
通常にスケジュールされる前のセグメント処理です。

オフサイクル処理の機能

オフサイクル処理では、以下の処理を行うことができます。

• 受給者の通常の支払い方法の上書き
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"純支給額配分の指定" ページで受給者に対して定義した支払い方法、または計算プロセス中にルー
ルを通じて定義される支払い方法を上書きできます。たとえば、月に 1 回定期的に給与が自動振込で
支給される場合でも、その受給者に対して 1 回限りの賞与を小切手で発行することができます。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「受給者の純支給額配分の定義」 、 957ページ

• 変換されるエレメントの限定

前払いを除く全てのオフサイクル トランザクションには、変換されるプロセス リストの主要エレメント (
支給と控除) を限定するための機能が 2 種類用意されています。[エレメント選択] セクションでは、変
換する主要エレメント (これらのエレメントの遡及またはポジティブ入力は除く) を選択することができま
す。全てのエレメント、ポジティブ入力のあるエレメント、または処理対象の限定された主要エレメント
のセットを指定できます。

• サポート エレメントの上書き

前払いを除く全てのオフサイクル トランザクションでは、特定の受給者とカレンダーに対するブラケッ
ト、日付、デュレーション、フォーミュラ、および変数の値を上書きできます。前払いトランザクションで
は、前払い処理対象のカレンダーのカレンダー定義から上書き値が取得されます。

オフサイクル リクエストの入力手順

同じ支給グループおよびターゲット期間に対して、複数のオフサイクル リクエストを入力できます。

オフサイクル トランザクションのリクエストを入力するには、次の手順に従います。

1. オフサイクル オンデマンド コンポーネント (GP_ONDEMAND) を使用して、オフサイクル グループ
を作成します。

オフサイクル グループは、同時に処理される受給者と支給のグループです。オフサイクル グルー
プによって、処理対象のオフサイクル トランザクションとその処理の指示が指定されます。これに
は、支払い対象や支払い内容 (支給グループ)、および支払い時期 (ターゲット カレンダー ID) な
どが含まれます。オフサイクル グループの用途は、各受給者に対して個別に指示を入力すること
以外は、オンサイクル処理でのカレンダーと似ています。オフサイクル オンデマンド ページでオフ
サイクル グループの名前を入力します。

2. 個々の支給リクエストを入力します。

オフサイクル オンデマンド コンポーネントでは、オフサイクル手順を任意の順序で実行することは
できません。リクエストを入力するには、[リクエスト作成] ボタンまたは [リクエスト編集] ボタンを
クリックします。 低 1 つのリクエストが作成されている場合、ボタンは [リクエスト編集] と表示さ
れます。

ボタンをクリックするとメイン リクエスト ページに移動し、ユーザーの組織に有効なオフサイクル
のタイプが表示されます。このメイン ページで、トランザクション タイプ別に受給者の従業員 ID を
指定します。次に、詳細のリンクをクリックすると、トランザクション タイプの個々の詳細ページが
表示されます。

注: オフサイクル設定ページを使用して、オフサイクル トランザクションの個々の詳細ページに表
示されるフィールドを設定します。これらのページを設定すると、オフサイクル トランザクションを
作成する際に表示されるフィールドおよびオプションの数が大幅に減少します。

参照: 第 23 章、 「オフサイクル トランザクションの設定」 、 661ページ

3. オフサイクル実行用のカレンダー グループを作成します。
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オフサイクル処理用のカレンダー グループにより、同時に処理するオフサイクル グループが指定
されます (これに対し、オンサイクル処理のカレンダー グループでは、同時に処理するカレンダー
が指定されます)。同じページを使用して、全てのカレンダー グループを作成し、オフサイクル処
理に関連するフィールドを入力します。

オフサイクル オンデマンド コンポーネントのオフサイクル オンデマンド ページで [カレンダー グ
ループ作成] ボタンをクリックすると、オフサイクル実行用のカレンダー グループを作成できます。
ダッシュボードからカレンダー グループを作成すると、オフサイクル グループの名前 (キーの 1
つ) がカレンダー グループ名として使用されます。また、カレンダー グループ ページに、オフサイ
クル カレンダー グループの作成に必要なその他の情報が入力されます。

注: 訂正リクエストを処理する場合、訂正が要求された支給を再計算するための遡及トリガが存
在していることを確認してください。

処理手順および後処理手順

オフサイクル トランザクションのリクエストを処理するには、次の手順に従います。

1. オフサイクル実行を開始します。

オフサイクル オンデマンド コンポーネントのオフサイクル オンデマンド ページで、[計算] ボタンを
クリックしてオフサイクル実行を開始します。計算はリモート コールとして実行されます。リモート
コールにより、計算処理の間、オフサイクル オンデマンド ページが表示されたままになります。完
了時には関連メッセージが表示されます。計算が実行されるたびに、受給者がキャンセルされ、
計算の対象となる受給者が特定され、受給者の全てのエレメントが計算されます。

注: オンサイクル処理の場合と同様に、"休暇欠勤計算/給与計算" ページを使用してオフサイク
ル処理を実行することもできます。

計算が終了すると、受給者ステータス ページが開きます。このページから、カレンダー グループ
別結果ページと受給者メッセージ ページにアクセスできます。受給者ステータス ページは結果が
計算されたかどうかを反映します。このページでは、以下の内容を確認できます。

• 受給者の計算スターテス

• 受給者の結果

• 受給者のメッセージ

注: カレンダー グループが作成されているとき、[ステータスと結果の表示] リンクをクリックする
と、受給者ステータス ページにいつでもアクセスできます。

2. 処理結果を確認したら、以下の操作を選択できます。

• 計算をキャンセルします。オフサイクル オンデマンド ページで [キャンセル] ボタンをクリックし
ます。

• オフサイクル トランザクションの変更に基づいて再計算します。オフサイクル オンデマンド ペー
ジで [計算] ボタンをクリックします。

• 給与計算処理を 終決定します。オフサイクル オンデマンド ページで [ 終決定] ボタンをク
リックします。これが終了したら、ステップ 3 に進みます。

3. 銀行振込、一般会計、費用データを勤務管理へ送信、レポートなどの、全ての後処理を実行しま
す。

各後処理の手順は、オンサイクルと同じ順序で実行する必要があります。必ず、オンサイクル給
与計算と同じナビゲーションを使って、これらの手順を開始してください。
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関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「処理の指示の入力」 、 585ページ

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「受給者ステータスの表示および受給者の処理の指示
の更新」 、 609ページ

オフサイクル バッチ処理

オフサイクル処理では、影響を受ける受給者が、アクティブになっているほかの実行で自動的に一時停
止されるため、これらの受給者をオフサイクル処理に含めることが可能になります (受給者は、一度に 1
つの実行でしかアクティブにできません)。

オフサイクル リクエストが送信されると、以下の処理が行われます。

• 受給者が、オープンになっているカレンダー グループに関連付けられているかどうかが確認されます。

• 関連付けられている場合、オフサイクル グループですぐに計算を行えるようにするために、その受給
者は、そのカレンダー グループで一時停止されます。

注: 計算ステータスが "凍結" に設定されている場合、受給者は、オフサイクル カレンダー グループで
一時停止されます。

トランザクション処理は、処理対象のオフサイクル リクエストのタイプによって異なります。

手動支給

手動支給では、バッチ検証により、計算された総支給および純支給の累計額が、入力された総支給額お
よび純支給額と一致しているかどうかがチェックされます。計算された総支給額および純支給額が、入力
された金額と異なる場合、メッセージが表示され、その受給者のステータスはエラーに設定されます。こ
れらの金額が一致しない限り、給与計算を 終決定することはできません。

バッチ処理中に、入力した実行タイプに関連付けられたプロセス リストが使用されます。

手動支給が処理されるときは、次のような処理が行われます。

• 手動支給リクエストで入力した支給および控除については、以下のとおりです。

- プロセス リストに含まれている場合にのみ変換されます。

- ジェネレーション コントロールを含め、エレメントの資格はチェックされません。

- 前処理フォーミュラおよび後処理フォーミュラが変換されます。後処理フォーミュラによる、支給また
は控除の値の修正は、適用されません。

- 個々のコンポーネントは変換されません。ただし、ユーザーがコンポーネントを追加した場合、そのコ
ンポーネントは保存され、関連する累計に追加されます。たとえば、ユニットを時間として入力した場
合、金額は、金額の計算ではなくこのユニットの残数を更新するために使用されます。

• 他の支給および控除は、エレメント選択に従って変換されます。

• サポート エレメントは、プロセス リストに含まれている場合、常に変換されます。

• 期間分割トリガとエレメント分割トリガの両方が無視されます。

• PeopleSoft Enterprise 勤務管理および PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理の変動報酬管理
からの入力は無視されます。

訂正

オフサイクル訂正は、オンサイクル実行で行われる遡及訂正と同様に、遡及処理に基づいて行われます。
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• トリガは、訂正または取り消し対象のカレンダーの支給期間終了日、またはそれ以前に存在する必要
があります。

• 以下の 2 つの訂正タイプを選択できます。

- [置換]: 間違って支払われた既存の支給を置き換えます。

- [強制取消]: 間違って支払われた既存の支給を、受給者に資格があるかどうかにかかわらず、取り
消します。

• 遡及方法は以下の 2 つのタイプを使用できます。

- [既存の遡及ルールを使用]: トリガとルール設定に基づいた遡及方法が使用されます。

- [強制訂正]: 遡及方法は "訂正" になります。

• 訂正または取り消し対象のカレンダーに対して、支給および控除は、通常の処理と資格に基づいて変
換されます。

• 新しいカレンダーが作成され、処理されます。デルタが存在し、繰り越しが行われる場合、自動生成さ
れたこれらの新規のオフサイクル カレンダーに対してデルタの繰り越しが実行されます。

- 支給および控除は、エレメント選択や、オフサイクル リクエストで入力したポジティブ入力に従って変
換されます。

- プロセス リストにある全てのサポート エレメントが変換されます。

- 分割トリガは無視されます。

- 勤務管理および変動報酬管理アプリケーションからの入力は無視されます。

追加支給

バッチ処理中に、入力した実行タイプに関連付けられたプロセス リストが使用されます。

• 追加支給リクエストで入力した支給および控除には、以下のオンサイクル バッチ処理ロジックが適用さ
れます。

- プロセス リストに含まれている場合にのみ変換されます。

- ジェネレーション コントロールを含め、エレメントの資格は考慮されます。

- 前処理フォーミュラおよび後処理フォーミュラが変換されます。

- 個々のコンポーネントが必要に応じて変換されます。

• 支給および控除は、エレメント選択やオフサイクル リクエストで入力したポジティブ入力に従って変換さ
れます。

• サポート エレメントは、プロセス リストに含まれている場合、常に変換されます。

• 期間分割トリガとエレメント分割トリガの両方が無視されます。

• PeopleSoft 勤務管理および PeopleSoft 変動報酬管理アプリケーションからの入力は無視されます。

前払い

前払いトランザクションでは、カレンダー グループは、適切なカレンダーに基づいて処理されます。オン
サイクル処理と同じバッチ処理ロジックが適用されます。

オフサイクル ルールの設定に使用するシステム エレメント

次の表で、オフサイクル処理に使用する標準装備のシステム エレメントについて説明します。
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システム エレメント 説明 値

GP TX TYPE トランザクションタイプを識別します。 • R (訂正)

• M (手動支給)

• U (追加支給)

• A (前払い)

• なし (オンサイクル実行)

OFF CYCLE カレンダーがオフサイクルであるか
オンサイクルであるかを識別します。

• Y (Yes) =オフサイクルカレンダー

• N (No) = オンサイクルカレンダー (
準定期実行も含め、定義されたカ
レンダーに基づく全ての実行が、
オンサイクルと見なされます。)

GP CORR TYPE 訂正タイプを識別します。 • N (通常の遡及)

• R (置換 -通常の遡及)

• V (取消 -通常の遡及)

• W (取消 -置換)

オフサイクル トランザクションの起動
この章では、オフサイクル トランザクションの準備入力の概要と、以下の方法について説明します。

• オフサイクル リクエストの作成

• 基本のオフサイクル情報の入力

オフサイクル トランザクションの準備入力について

オフサイクル オンデマンド ページまたはオフサイクル リクエスト ページにアクセスして、オフサイクル リ
クエストを作成することができます。オフサイクル オンデマンド コンポーネント (GP_ONDEMAND) を使っ
て、オフサイクル リクエストを作成し、リクエストを処理して結果を表示します。オフサイクル リクエスト コ
ンポーネント (GP_OFFCYCLE_REQ) では、該当するオフサイクル トランザクション タイプの従業員 ID を
入力します。オフサイクル リクエスト ページで従業員 ID を入力した後、処理対象のトランザクション タイ
プごとに用意されているページで詳細を入力します。

受給者に複数のトランザクション タイプの入力がある場合は、手動支給、訂正、追加支給、前払い支給
の順にトランザクションが処理されます。その他の順序でトランザクションを処理するには、別のオフサイ
クル グループを設定して、別の実行で支給を処理します。

674 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 24 章 オフサイクル処理の管理

オフサイクル トランザクションの開始に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

オフサイクルオンデマンド GP_ONDEMAND [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[オフ
サイクル]、[オフサイクル
オンデマンド]、[オフサイク
ルオンデマンド]

このページにアクセスする
と、以下のことを行えます。

• オフサイクルリクエストを
作成または編集します。

• オフサイクルカレンダー
グループを作成または
編集します。

• オフサイクルカレンダー
グループを処理します。
このページから、実行を
計算、キャンセル、また
は 終決定できます。

オフサイクルリクエスト GP_OFFCYCLE_REQ • オフサイクルオンデマン
ドページで [リクエスト作
成]をクリックします。

• [グローバルペイロール/
休暇欠勤管理]、[休暇欠
勤処理と給与計算処
理]、[オフサイクル]、[オ
フサイクルリクエスト]、
[オフサイクルリクエスト]

入力した従業員 IDに対す
るオフサイクルトランザク
ションタイプの詳細ページ
にアクセスします。

オフサイクル リクエストの作成

支給グループ、ターゲット期間 ID、オフサイクル グループ名を入力して、オフサイクル オンデマンド ペー
ジにアクセスします。

オフサイクル オンデマンド ページ

リクエスト作成 または リク
エスト編集

このボタンをクリックすると、オフサイクル リクエストページにリクエストが
作成されます。リクエストが既に作成されている場合、ボタンは [リクエスト
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編集] と表示され、クリックすると作成済みのオフサイクル リクエストを編
集することができます。

カレンダー グループ作
成 または カレンダー グ
ループ編集

このボタンをクリックするとカレンダー グループ ページにアクセスし、オフ
サイクル トランザクションを処理するカレンダー グループを作成することが
できます。カレンダー グループが既に作成されている場合、ボタンは [カ
レンダー グループ編集] と表示され、クリックすると作成済みのカレンダー
グループを編集することができます。

参照: 第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「カレンダー グループの定義」
、 425ページ

計算 このボタンをクリックすると、オフサイクル トランザクションが計算されます。
計算はリモート コールとして実行されます。リモート コールにより、計算処
理の間、ブラウザはオフサイクル オンデマンド ページに表示されたままに
なります。

注: [計算] ボタンの機能は単純化されており、計算を凍結したり、エレメン
トのトレースをオンにしてプロセスを実行するようなオプションは利用できま
せん。こうしたオプションを利用するには、"休暇欠勤計算/給与計算" ペー
ジでオフサイクル カレンダー グループを処理する必要があります。

参照: 第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「処理の指示の入力」 、 585ページ

ステータスと結果の表示 このリンクをクリックすると、受給者ステータス ページにアクセスします。こ
のページを使用して、処理インジケータ別、計算ステータス別、またはその
他の条件別に受給者を選択し、実行されるアクションを指定します。また、
受給者ステータス ページ上のリンクをクリックすると、カレンダー グループ
別結果コンポーネント (GP_RSLT_CAL_RUN) または受給者メッセージ コン
ポーネント (GP_MESSAGE) にアクセスできます。

参照: 第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「受給者ステータス
の表示および受給者の処理の指示の更新」 、 609ページ; 第 22章、 「給与
計算結果の表示と 終決定」 、 「カレンダー別結果の表示」 、 611ページ
および 第 22章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「受給者メッセージ
の表示」 、 608ページ

終決定 このボタンをクリックすると、オフサイクル実行が 終決定されます。この
ボタンは、カレンダー グループの計算が正常に完了した後でのみ表示さ
れます。

キャンセル このボタンをクリックすると、オフサイクル実行がキャンセルされます。この
オプションは、オフサイクル グループがカレンダー グループに関連付けら
れるとすぐに表示されます。

リクエスト入力済、カレン
ダー グループ作成済、計
算結果の 終決定可、
終決定

オフサイクル オンデマンド ページ上のプッシュボタンの右側にあるチェッ
ク ボックスは、入力には使用できません。これらのチェック ボックスは、オ
フサイクル処理の進捗状況を示します。たとえば、リクエストを作成し、カ
レンダー グループの作成を完了し、計算を 1 回実行して、エラーがなかっ
た場合、オフサイクル オンデマンド ページで複数のチェック ボックス ([リ
クエスト入力済]、[カレンダー グループ作成済] および [計算結果の 終
決定可]) がオンになり、既に完了した手順を示します。
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基本のオフサイクル情報の入力

支給グループ、ターゲット期間 ID、オフサイクル グループ名を入力して、オフサイクル リクエスト ページ
にアクセスします。

オフサイクル リクエスト ページ

従業員 ID 該当するオフサイクル トランザクション セクションで従業員 ID を入力しま
す。このセクションは、オフサイクル グループに関連付けられた支給グルー
プに関連付けられている受給者 (および職務) に限定されます。

雇用レコード番号 オフサイクル トランザクションを作成する職務を選択します。

理由 デフォルトの理由コード、または作成されるオフサイクル リクエストに適用
される理由コードを選択します。このフィールドは、理由コードを使用するた
めのオフサイクル トランザクション タイプが設定済みの場合にのみ表示さ
れます。設定はオフサイクル設定ページで行います。

注: 理由コードは、トランザクション タイプの設定が既に作成されている場
合にのみ使用されます。理由コードを入力すると、特定の設定を選択した
ことになります。

参照: 第 23 章、 「オフサイクル トランザクションの設定」 、 661ページ
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支給詳細、 訂正詳細 ま
たは 前払詳細

クリックすると、手動支給詳細ページ、訂正詳細ページ、追加支給詳細ペー
ジ、または前払詳細ページにアクセスし、該当するオフサイクル トランザク
ション タイプの詳細を入力することができます。

手動支給の記録
このセクションでは、手動支給の記録の概要と、手動支給詳細の記録方法について説明します。

手動支給の記録について

手動支給とは、グローバル ペイロール システム外で準備された支給を指します。手動支給を使用する
状況としては、グローバル ペイロールにアクセスできないような遠隔地にオフィスがあるために、手動支
給を入力して 後の給与計算調整を行う場合が考えられます。また、システムによって作成された給与
小切手のエラーを訂正するために手動支給を作成することもできます。

手動支給はシステム外で作成されるため、これらの支給をグローバル ペイロールに手動で記録して、従
業員の支給、控除、差し押さえ、税残高などを更新する必要があります。

たとえば、従業員 8101 が 1 月 1 日付で遠隔地のオフィスに採用され、担当者がその新規採用情報を
本社に通知しなかったとします。そのため、1 月分の給与計算が行われた際に、その新規採用の従業員
は小切手を受け取ることができませんでした。このような場合、給与計算担当者は、オフサイクル実行で
処理する手動支給の計算と作成を行います。その後、本社のシステムに入力するためにその小切手情
報を転送する必要があります。

手動支給は、オフサイクル給与計算実行で処理されます。

手動支給の入力に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[手動支給詳細] GP_OFFCYCLE_M_SEC オフサイクルリクエスト
ページの [手動支給]セク
ションの [支給詳細]アイコ
ンをクリックします。

全ての手動支給の詳細を
入力します。

手動支給詳細の記録

手動支給詳細ページにアクセスします。
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手動支給詳細ページ (1/2)

手動支給詳細ページ (2/2)

注: このページで入力に使用できるフィールドは、このタイプのオフサイクル トランザクションに対して作
成された設定に応じて異なります。

このページ画面は、設定が作成されていない場合のページを示します。

参照: 第 23 章、 「オフサイクル トランザクションの設定」 、 661ページ

[支給日] オフサイクル リクエスト ページで値が入力されている場合は、指定されて
いるデフォルト値が表示されます。この日付は、有効日ルールの選択、お
よび適切な時間枠への結果の割り当て (月間、四半期、および年間残数)
を制御します。
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注: 前述のように、支給日は、更新する期間残数を決定する際に使用され
ます。そのため、元の支給の発行日とは異なる場合があります。

[期間開始日] 、 [期間
終了日]

ターゲット期間 ID から取得されます。

以下の決定の際に使用される日付です。

• 累計を更新する期間 (期間開始日または期間終了日に基づいて累計が
行われるように定義された累計の更新期間)

• 処理中に取得されるエレメント定義 (定義の指定日として期間開始日ま
たは期間終了日が使用されているエレメントのエレメント定義)

手動支給、訂正、および追加支給では、ターゲット カレンダーからこれらの
日付が継承されますが、これらのデフォルト値は上書きできます。前払い
支給では、ソース カレンダー (前払い対象のカレンダー) からこれらの日付
が継承されますが、上書きはできません。

[実行タイプ] 理由コードを使用していて、選択した理由によって実行タイプが設定され
ない場合、カレンダーの実行タイプを入力します。

[エレメント選択]

このセクションの各フィールドは、オフサイクル トランザクションで処理されるエレメントを示します。必要
なオプションを選択します。手動支給の場合、 も論理的な選択肢は [ポジティブ入力のあるエレメント]
です。

[支給キー上書き]

このセクションの各フィールドには、支給元レベルで選択されている支給キーが表示されます。支給キー
が設定されている場合にのみ表示されます。支給キーは、上書きが可能です。支給キーが上書きされな
い場合は、期間終了日の受給者職務情報から取得した支給キーの値が使用されます。

注: 1 つの支給キーを上書きする場合、全ての支給キーを上書きする必要があります。

[手動支給詳細]

支給番号 この手動支給の支給番号、現金受領、小切手、銀行振替に関連付けられ
た番号を入力します。

発行日 支給が発行され、受給者に対して支払い可能になった日付を入力します。

支給 ID この支給を支給照合処理に含めるために、この手動支給に適用される支
給 ID を追加します。

総支給額 手動支給の総支給額を入力します。

純支給額 手動支給の純支給額を入力します。

計算値 ポジティブ入力詳細で入力された支給または控除が総支給および純支給
の累計に算入される際の定義方法に基づいて、[前回確認総額] および [
前回確認純額] に値が取得されます。支給または控除は 100 パーセント
未満で累計に累積可能なため、計算された総支給と純支給は、入力され
た [総支給額] および [純支給額] の値と異なる場合があります。

確認 このページの全てのデータを入力した後に、このボタンをクリックして手動
支給の入力を確認します。確認プロセスでは、金額が正しく入力されてい
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るかどうかを確認するため、入力された総支給額および純支給額と計算さ
れた総支給および純支給の累計額が一致しているかどうかが検証されま
す。金額が一致しない場合、手動支給詳細は保存できますが、処理はでき
ません。手動支給を確認して処理を実行するには、入力された総支給額
および純支給額が、計算された総支給および純支給の累計額と一致して
いる必要があります。ただし、確認ステータスが [計算時に確認] の場合
は例外です。

確認ステータス 確認プロセスが実行されると、[確認ステータス] が自動的に更新されます。

[未確認]: 計算された総支給および純支給の累計額と入力された総支給
額および純支給額が一致しないか、または支給が保存されたが確認はさ
れなかったことを示します。

[確認済]: 計算された総支給および純支給の累計額と入力された総支給
額および純支給額が一致したことを示します。

[計算時に確認]: 支給または控除が、ほかのエレメントに基づく累計に算
入されたことを示します。エレメントの変換が計算時に行われる必要があ
るため、計算が実行されるまで確認はされません。

注: 全ての支給と控除を入力して [確認] ボタンをクリックすると、計算が実行され、総支給額と純支給額
を算定できます。手動支給自体を発行する際にも同様に使用できます。

支給および控除の詳細

[エレメント名] この手動支給で使用される全ての支給エレメントまたは控除エレメントを
入力します。

[ユニット]、 [レート]、[金
額]、[ベース]、[パーセント]
、 [通貨コード]

手動支給の各エレメントの適切なフィールドに値を入力します。

[累計率] エレメントの定義に基づいて、このエレメントが総支給額累計および純支
給額累計に加算または減算されるパーセントが表示されます。

注: エレメントが、別のエレメントに基づいて累計される場合、そのエレメン
ト名が表示されます。また、エレメントの累計率が総支給と純支給で異なる
場合、このフィールドには ##### が表示されます。このようなときは、"# -
累計率は、総額と純額で異なります。" というメッセージが表示されます。

[計算値] 確認プロセスが実行された後、総支給額累計および純支給額累計の両方
またはいずれかに算入されるエレメントの計算値が表示されます。

[サポート エレメント上書き] クリックすると、サポート エレメント上書きページが表示されます。このペー
ジでは、特定の支給または控除のサポート エレメントの値を上書きできま
す。上書き詳細が入力されている場合は、[詳細あり] チェック ボックスが
オンになります。

[サポート エレメント上書き
- 支給レベル]

クリックすると、受給者カレンダー上書きページが表示されます。このペー
ジでは、この手動支給のサポート エレメントの値を上書きできます。この上
書きは処理対象の全てのサポート エレメントに適用されます。
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終決定済み計算結果の訂正または取り消し
グローバル ペイロールでは、通常、訂正は、組み込み遡及処理機能により、オンサイクル給与計算の基
本部分として処理されます。オフサイクル処理では、より重要な例外にすばやく対処することができます。

このセクションでは、給与計算結果の訂正の概要と、給与計算結果の訂正指示の入力方法について説
明します。

給与計算結果の訂正について

選択可能な訂正タイプは 2 つあります。以下のとおりです。

• [置換]

• [強制取消]

選択可能な遡及方法には 2 つのタイプがあります。以下のとおりです。

• [既存の遡及ルールを使用]

• [強制訂正]

"通常の遡及訂正" および "置換訂正" の例

4 月の給与計算が完了した後で、支給が間違っていることに受給者が気付いたとします。1 月に遡及の
昇給があったとします。給与が 10,000.00 から 11,000.00 に昇給されています。5 月末の支給まで待つの
ではなく、オフサイクル訂正支給を行うことにします。

"既存の遡及ルールを使用した置換訂正" では、既存トリガによって決定されたとおりに、通常の遡及処
理モードおよび通常の遡及処理セットによって調整が処理されます。オンサイクル実行と同様、遡及ルー
ルの標準の使用方法および検証方法が適用されます。これには以下が含まれます。

• 遡及モード

• エレメントの繰り越し

• エレメントの再計算

繰り越しモード クライアントでは、この例は、以下のように処理されます。

処理対象カレ
ンダー

バージョン/レ
ビジョン番号 給与 (古い値)

年間累計 (古
い値)

給与 (新しい
値)

繰り越される
デルタ

年間累計 (新
しい値)

1月 (第 1 トリ
ガ)

V1R2 10,000 10,000 11,000 1,000 10,000

2月 V1R2 10,000 20,000 11,000 1,000 20,000

3月 V1R2 10,000 30,000 11,000 1,000 30,000

4月 V1R2 10,000 40,000 11,000 1,000 40,000

オフサイクル
ターゲットカレ
ンダー

4,000 44,000
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"強制訂正遡及を使用した置換訂正" では、通常の遡及処理の動作が、"訂正するカレンダー" の繰り越
しで無効になります。遡及トリガのクロス検証が実行されている間は (トリガ間の遡及方法の不整合は許
可されていません)、ほかのルールは無効になります。以下は、通常の遡及訂正についての説明です。

• 遡及モードは "訂正" です (トリガの遡及イベントの処理では無視されます)。

• エレメントは繰り越されません (遡及処理セットは無視されます)。

• 全てのエレメントは再計算されます (遡及の再計算設定は無視されます)。

繰り越しモード クライアントでは、この例は、以下のように処理されます (遡及モードでの変化に注目し
てください)。

処理対象カレ
ンダー

バージョン/レ
ビジョン番号 給与 (古い値)

年間累計 (古
い値)

給与 (新しい
値)

繰り越されな
いデルタ

年間累計 (新
しい値)

1月 (第 1 トリ
ガ)

V1R2 10,000 10,000 11,000 1,000 11,000

2月 V2R1 10,000 20,000 11,000 1,000 22,000

3月 V2R1 10,000 30,000 11,000 1,000 33,000

4月 V2R1 10,000 40,000 11,000 1,000 44,000

オフサイクル
ターゲットカレ
ンダー

"取消 - 置換" および "取消 - 通常の遡及" の例

たとえば、ある受給者が 2 月中に "有給休職" ステータスで処理されたとします。本来は "無給休職" ス
テータスで処理されるべきでした。トリガは 1 月 1 日に設定されていますが、1 月には変更は行われな
かったとします。

確認対象の元の値 2 月 取り消し入力 オフサイクル

給与 (E1) 10000 給与 -10000

401K 1000 401K -1000

FWT 2000 FWT -2000

組合費 100 組合費 -100

純支給額 6900 純支給額 -6900

[強制取消] オプションでは、例で示されているとおり、支給が全てのエレメントで (または全てのアイテム
で) 取り消されます。これは HR データベースで受給者ステータスがまだ更新されていない場合でも行わ
れます。必要なデータ訂正が行われない場合、次の遡及処理で、取り消された支給の再確認と再計算
が行われます。

必要な訂正が既に行われて受給者ステータスが HR データベースで訂正されている場合、置換リクエス
トでも取り消しは行われますが、通常の遡及処理ルールが適用されるため、エレメントごとの結果は異
なることがあります。
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"既存の遡及ルールを使用した強制取消" では、元のトリガによって決定された遡及処理モードが使用さ
れ、ほかのルールは無効になります。全てのエレメントは再計算されます (遡及の再計算設定は無視さ
れます)。繰り越しクライアントでは、残高およびターゲット カレンダー計算の点から、以下のような結果
になります。

第 1 トリガ
ターゲット カレン

ダー

1月 2月 3月 4月 オフサイクル

V1R2 V1R2 V1R2 V1R2

E1 (古い値) 10000 10000 10000 10000

年間累計 (古い
値)

10000 20000 30000 40000

E1 (新しい値) 10000 0 10000 10000 -10000

年間 (年間累計) 10000 20000 30000 40000 30000

差額 10000

訂正クライアントでは、残高およびターゲット カレンダー計算に関して、以下のように処理されます。

• エレメントは繰り越されません (遡及処理セットは無視されます)。

• 全てのエレメントは再計算されます (遡及の再計算設定は無視されます)。

第 1 トリガ
ターゲット カレン

ダー

1月 2月 3月 4月 オフサイクル

V2R1 V2R1 V2R1 V2R1

E1 (古い値) 10000 10000 10000 10000

年間累計 (古い
値)

10000 20000 30000 40000

E1 (新しい値) 10000 0 10000 10000 0

年間 (新しい値) 10000 10000 20000 30000

差額 10000

"強制訂正遡及を使用した強制取り消し" では、通常の遡及動作が "訂正するカレンダー" と繰り越し
で無効になる標準の置換と同様の処理が行われます。遡及トリガのクロス検証が実行されている間は (
トリガ間の遡及方法の不整合は許可されていません)、ほかのルールは無効になります。以下は、置換
取り消し訂正についての説明です。

• 遡及モードは "訂正" です (トリガの遡及イベントの処理では無視されます)。
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• エレメントは繰り越されません (遡及処理セットは無視されます)。

• 全てのエレメントは再計算されます (遡及の再計算設定は無視されます)。

繰り越しクライアントでは、残高およびターゲット カレンダー計算に関して、以下のように処理されます。

第 1 トリガ
ターゲット カレン

ダー

1月 2月 3月 4月 オフサイクル

V2R1 V2R1 V2R1 V2R1

E1 (古い値) 10000 10000 10000 10000

年間累計 (古い
値)

10000 20000 30000 40000

E1 (新しい値) 10000 0 10000 10000 0

年間累計 (新しい
値)

10000 10000 20000 30000 30000

差額 10000

訂正クライアントでは、"既存の遡及ルールを使用した強制取消" による処理と "強制訂正遡及を使用し
た強制取消" による処理に大きな違いはありません

注: 前述の例には、訂正された給与計算と実際の訂正を示すために、3 月と 4 月が終了済み給与計算
として記述されています。これらは、特に通常の繰り越しクライアントに対する通常の遡及処理と強制置
換処理の性質の違いを示しています。この違いは、 も 近の支給期間 (この場合、4 月) に対する訂
正に現れる場合がありますが、動作の相違は通常、ほとんどありません。

給与計算結果の訂正に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[訂正リクエスト詳細] GP_OFFCYCLE_C_SEC オフサイクルリクエスト
ページの [訂正するカレン
ダー]セクションの [訂正
詳細]アイコンをクリック
します。

給与計算結果の訂正指示
を入力します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[ポジティブ入力] GP_PI_MNL_ERNDED • 訂正リクエスト詳細ペー
ジで [PI訂正するカレン
ダー] リンクをクリックし
ます。

• 訂正リクエスト詳細ペー
ジで [PI ターゲットカレン
ダー] リンクをクリックし
ます。

訂正が必要なカレンダーに
対するポジティブ入力を
入力します。

ターゲットカレンダーに
対するポジティブ入力を
入力します。

注: "取消"では、既存の
データを取り消すことしか
行わないため、遡及モード
にかかわりなく、これらの
PI リンクを使用することは
ありません。

このページは、追加支
給および前払い支給の
指示を入力する際にも
使用します。

参照: 第 24章、 「オフサイ
クル処理の管理」、 「追加
支給の作成に使用する
ページ」、 689ページおよ
び第24章、 「オフサイクル
処理の管理」、 「前払い
の処理に使用するペー
ジ」、 691ページ

[休暇イベント入力] GP_ABS_EVENT 訂正リクエスト詳細ページ
で [休暇イベント入力]リン
クをクリックします。

訂正が必要な休暇欠勤イ
ベントを入力します。

注: このリンクは、
PeopleSoft Enterprise休
暇管理がインストールさ
れている場合にのみ表
示されます。

[受給者カレンダー上書き] GP_PYE_CAL_SOVR 訂正リクエスト詳細ページ
で [サポートエレメント上書
き -ターゲットカレンダー]
リンクをクリックします。

サポートエレメント上書き
情報の入力と確認を行
います。

このページは、追加支給の
指示を入力する際にも
使用します。

参照: 第 24章、 「オフサイ
クル処理の管理」、 「追加
支給の作成に使用する
ページ」、 689ページ

[遡及] GP_TRIGGER_RTO 訂正リクエスト詳細ページ
で [トリガ確認]リンクをク
リックします。

遡及トリガ情報の入力と確
認を行います。

訂正の作成

訂正リクエスト詳細ページにアクセスします。
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訂正リクエスト詳細ページ

注: このページで入力に使用できるフィールドは、このタイプのオフサイクル トランザクションに対して作
成された設定に応じて異なります。

このページ画面は、設定が作成されていない場合のページを示します。

参照: 第 23 章、 「オフサイクル トランザクションの設定」 、 661ページ

[カレンダー ID] 訂正対象のカレンダーを選択します。

[ 終決定されていないカ
レンダー (前払処理済)
を検索]

オンサイクル カレンダー自体がまだ 終決定されていないが、この受給者
に対してカレンダーが前払いとして既に処理されている場合、このフィール
ドを選択すると、そのカレンダーが選択されて訂正されます。

[PI 訂正するカレンダー] このリンクをクリックすると、ポジティブ入力ページにアクセスします。

[休暇イベント入力] このリンクをクリックすると、休暇イベント入力ページにアクセスします。

[訂正タイプ] 訂正のタイプを入力します。有効値は [置換] および [強制取消] です。

注: 取り消し処理の際には、支給を無効にする必要があります。銀行振込
の 終決定後に "カレンダー グループ別支給額の確認" コンポーネントを
使用するか、"支給の手動照合" ページで照合目的を指定する際に、支給
を無効にできます。これは、自動的には処理されません。
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参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 939ページ および 第 35 章、 「支給
の照合」 、 「トランザクションの手動照合」 、 985ページ

[遡及方法] この訂正タイプで使用する遡及方法を入力します。有効値は [既存の遡及
ルールを使用] および [強制訂正] です。

[支給日] オフサイクル リクエスト ページで値が入力されている場合は、指定され
ているデフォルト値が表示されます。この日付は、有効日付きルールの選
択、および適切な時間枠への結果の割り当て (月間、四半期、および年間
残数) を制御します。

[支払方法] 訂正の支払い方法を選択します。

[エレメント選択] この訂正で処理するエレメントを選択します。

注: 強制取消訂正では、[エレメント選択] を使用して入力することはできま
せん。

[PI ターゲット カレンダー] このリンクをクリックすると、ポジティブ入力ページにアクセスします。

[サポート エレメント上書き
- ターゲット カレンダー]

このリンクをクリックすると、受給者カレンダー上書きページにアクセスしま
す。

[トリガ確認] このリンクをクリックすると、遡及トリガの表示、編集、追加を行うことがで
きます。

[遡及トリガあり] 訂正対象のカレンダーの支給期間終了日またはそれ以前にトリガがあり、
そのトリガが、オフサイクル グループの支給グループに関連付けられた国
と同じ国を表している場合、このチェック ボックスがオンになります。チェッ
ク ボックスがオフの場合は、手動でトリガを作成するか、データに対する
訂正を作成してトリガを作成する必要があります。

[遡及トリガ] 訂正と同じ国に関連付けられている遡及トリガのリストが表示されます。

追加支給の作成
このセクションでは、追加支給の概要および追加支給の指示の入力方法について説明します。

追加支給について

追加支給とは、通常の処理サイクル外で処理が行われる 1 回限りの支給のことを指します。たとえば、
特別賞与、報償、費用の払い戻し、従業員の住宅賃借料などに適用されます。これらのトランザクション
は手動支給の際とほとんど同じですが、手動支給が一般的にシステム外で支給され、支給が行われた
後でシステムに記録されるのに対し、追加支給はシステム内で支給されます。

追加支給で支給されるアイテムおよび金額は、通常、1 回限りのポジティブ入力として入力されます。

688 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 24 章 オフサイクル処理の管理

追加支給の作成に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

追加支給詳細 GP_OFFCYCLE_U_SEC オフサイクルリクエスト
ページの [追加支給]セク
ションの [支給詳細]アイコ
ンをクリックします。

追加支給処理の指示を
入力します。

ポジティブ入力 GP_PI_MNL_ERNDED 追加支給詳細ページで [ポ
ジティブ入力]リンクをク
リックします。

ターゲットカレンダーに
対するポジティブ入力を
入力します。

受給者カレンダー上書き GP_PYE_CAL_SOVR 追加支給詳細ページで [サ
ポートエレメント上書き] リ
ンクをクリックします。

特定の追加支給に関連付
けられたブラケット、日付、
デュレーション、フォーミュ
ラ、または変数エレメントの
値を上書きします。

追加支給の指示の入力

追加支給詳細ページにアクセスします。

追加支給詳細ページ

注: このページで入力に使用できるフィールドは、このタイプのオフサイクル トランザクションに対して作
成された設定に応じて異なります。

このページ画面は、設定が作成されていない場合のページを示します。

参照: 第 23 章、 「オフサイクル トランザクションの設定」 、 661ページ
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[カレンダー ID] ターゲット カレンダーは、ターゲット期間 ID に基づいて自動的に作成され
ます。カレンダー名には、そのターゲット期間 ID の後にそのトランザクショ
ンの連番が付け加えられたものが使用されます。カレンダー コンポーネン
トでそのカレンダーにアクセスすることはできませんが、そのカレンダーの
データは結果テーブルに保存されます。

[支給日] 値を入力しない場合は、オフサイクル リクエスト ページからのデフォルト値
が使用されます。この日付は、有効日付きルールの選択、および適切な時
間枠への結果の割り当て (月間、四半期、および年間残数) を制御します。

[期間開始日] 、 [期間
終了日]

ターゲット期間 ID から取得されます。

以下の決定の際に使用される日付です。

• 累計を更新する期間 (期間開始日または期間終了日に基づいて累計が
行われるように定義された累計の更新期間)

• 処理中に取得されるエレメント定義 (定義の指定日として期間開始日ま
たは期間終了日が使用されているエレメントのエレメント定義)

手動支給、訂正、および追加支給では、ターゲット カレンダーからこれらの
日付が継承されますが、これらのデフォルト値は上書きできます。前払い
支給では、ソース カレンダー (前払い対象のカレンダー) からこれらの日付
が継承されますが、上書きはできません。

[実行タイプ] 実行タイプによって、処理中に使用するプロセス リストが指定されます。

選択したソース カレンダーに関連付けられたプロセス リストに、変換対象
のエレメントが含まれていない場合、追加支給に対する新規のプロセス リ
ストおよび実行タイプを作成して、その新規の実行タイプをこのフィールド
で選択することができます。

[支払方法] 追加支給の支払い方法を選択します。

[エレメント選択] この追加支給で処理するエレメントを選択します。

注: 通常の支給および控除が追加支給に表示されないようにするには、[
限定エレメント セット] フィールドに値を入力するか、[ポジティブ入力のあ
るエレメント] オプションを選択して、処理する全てのエレメントをポジティブ
入力ページに入力します。

[支給キー上書き] このセクションは、手動支給詳細ページの [支給キー上書き] セクションと
同一です。支給グループに関連付けられている支給元に定義された支給
キーの値を上書きできます。

参照: 第 24 章、 「オフサイクル処理の管理」 、 「手動支給の記録」 、 678
ページ

[ポジティブ入力] このリンクをクリックすると、ポジティブ入力ページにアクセスし、ターゲット
カレンダーに対するポジティブ入力を入力できます。

[サポート エレメント上書き] [サポート エレメント上書き] アイコンをクリックして、受給者カレンダー上
書きページにアクセスし、特定の追加支給に関連付けられたブラケット、日
付、デュレーション、フォーミュラ、または変数などのエレメントの値を上書
きできます。
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前払いの処理
このセクションでは、前払いの概要および前払い支給の指示の入力方法について説明します。

前払いについて

前払い処理は、定期スケジュールの前に行われるオンサイクル カレンダーの処理です。たとえば、早期
退職に伴う支給や全期間または一部期間の前払いなどに適用されます。

注: 前払いオンサイクル カレンダーは、定期実行に含まれているときと同様に個別に処理されます。処
理が行われるタイミングのみが異なります。一括支給を行う場合は、前払い支給ではなく、追加支給を
作成します。

この PeopleBook の他の章で、オンサイクル処理を使用した前払い処理について詳しく説明されています。

参照: 第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「受給者のカレンダー上書き指示の入力」 、 428ページ

前払いの処理に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

前払リクエスト詳細 GP_OFFCYCLE_A_SEC オフサイクルリクエスト
ページの [前払]セクション
で [前払詳細]アイコンをク
リックします。

前払い支給処理の指示を
入力します。

休暇残日数調整 GP_PI_MNL_AE 前払リクエスト詳細ページ
で [休暇残日数調整]ボタ
ンをクリックします。

休暇付与残数の調整
を行います。

ポジティブ入力 GP_PI_MNL_ERNDED 前払リクエスト詳細ページ
で [ポジティブ入力]ボタン
をクリックします。

支給および控除の上書き
を行います。

遡及 GP_TRIGGER_RTO 前払リクエスト詳細ページ
で [トリガ確認]リンクをク
リックします。

遡及トリガ情報の入力と確
認を行います。

休暇イベント入力 GP_ABS_EVENT 前払リクエスト詳細ページ
で [休暇イベント入力] リン
クをクリックします。

前払い支給に関連する休
暇欠勤イベントを入力
します。

カレンダーグループ GP_PYE_RUN 前払リクエスト詳細ページ
で [受給者カレンダー上書
き情報の確認]リンクをク
リックします。

前払い対象期間の受給者
カレンダーに対する上書き
の詳細を入力します。

前払い支給の指示の入力

前払リクエスト詳細ページにアクセスします。
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前払リクエスト詳細ページ

注: このページで入力に使用できるフィールドは、このタイプのオフサイクル トランザクションに対して作
成された設定に応じて異なります。

このページ画面は、設定が作成されていない場合のページを示します。

参照: 第 23 章、 「オフサイクル トランザクションの設定」 、 661ページ

注: 同じオフサイクル実行内で同一のカレンダー グループおよび従業員に対して複数の前払い支給を
処理することはできません。同じ支給期間内のより小さい期間を複数 (たとえば、1 日から 5 日までと 10
日から 11 日まで) 同時に前払い処理する必要のある場合は、リクエストを別々に 2 つ作成して、それら
を別の実行で個別に処理する必要があります。

また、2 つの異なるオフサイクル リクエストで同じ受給者およびカレンダー グループに対して 2 つの前
払い支給が設定されている場合、これらを同じ実行でまとめて処理しようとすると、"重複が検出されまし
た。1 つを除く全てのリクエストが無視されます。" という内容の警告が表示されます。警告を無視して処
理を続行するか、リクエストを変更してから処理を行います。

[前払する受給者とカレンダー グループ]

カレンダー グループ 支給グループに関連付けられた 終決定済みのカレンダー グループを選
択します。[カレンダー] グリッドには、選択したカレンダー グループに関連
付けられた全てのカレンダーが処理順に表示されます。

支給日 値を入力しない場合は、オフサイクル リクエスト ページからのデフォルト値
が使用されます。この日付は、有効日付きルールの選択、および適切な時
間枠への結果の割り当て (月間、四半期、および年間残数) を制御します。

計算対象期間開始日 、 計
算対象期間終了日

一部の期間の支給を発行するには、その支給対象期間の開始日または終
了日を入力します。たとえば、月次の支給カレンダーの場合、1 日から 15
日までを処理するには、終了日に 15 日を入力するだけです。16 日から月
末までを処理するには、ユーザーは開始日に 16 日を入力するだけです。

ここで日付を入力すると、オフサイクル実行中に分割トリガなしで期間分割
が行われます。分割トリガは、オンサイクル トランザクションとオフサイク
ル トランザクションの両方に影響を及ぼすため、望ましくありません。たと
えば、10 日分の給与を前払いしている場合、同じ期間の受給者の賞与支
給または休暇欠勤データを分割する理由はありません。
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不必要な支給の重複を避けるため、カレンダーに開始日と終了日を定義
したときは常に、後続処理でそのセグメントが同じカレンダーの同じ期間に
含まれていないかどうかが確認されます。このルールは、実行タイプによっ
てそのカレンダー期間に対する重複が許可されているかどうかに関係なく
適用されます。

支払方法 その給与計算カレンダーの支払い方法のデフォルト値を上書きできます。

休暇残日数調整 または
ポジティブ入力

このボタンは、休暇残日数調整ページ、またはポジティブ入力ページにア
クセスするために使用します。アクセスされるページは、リスト内のカレン
ダーが休暇欠勤カレンダーか給与計算カレンダーかで決定されます。

休暇欠勤カレンダーの場合、このボタンをクリックすると休暇残日数調整
ページにアクセスし、休暇付与残数を調整することができます。

給与計算カレンダーの場合は、このボタンをクリックするとポジティブ入力
ページにアクセスし、支給と控除の上書きを行うことができます。

トリガ確認 このリンクをクリックすると、遡及ページにアクセスし、トリガの確認、追加、
削除を行うことができます。

休暇イベント入力 このリンクをクリックすると、休暇イベント入力ページにアクセスし、この前
払い支給に関連する休暇欠勤イベントを入力することができます。

受給者カレンダー上書
き情報の確認

クリックすると、カレンダー グループ ページ (GP_PYE_RUN) が表示されま
す。このページでは、上書きの表示や変更を行うことできます。前払い支
給処理の場合は、カレンダー処理を行わない上書きを含む、全ての受給
者カレンダー上書きが使用されます。

参照: 第 24 章、 「オフサイクル処理の管理」 、 「手動支給の記録」 、 678
ページ

上書きあり カレンダー グループに受給者カレンダー上書きがある場合は、このインジ
ケータがオンになります。

オフサイクル トランザクションの処理および結果の表示
オフサイクル オンデマンド コンポーネントは、リクエストの作成、およびカレンダーの作成に使用されま
すが、オフサイクル リクエストの処理と結果の確認にも使用されます。オフサイクル オンデマンド ページ
では、実行を計算し、結果を表示して、処理を 終決定するかキャンセルすることができます。実行を計
算するたびに、まず全ての結果がキャンセルされ、次にオフサイクル リクエストが確認されて計算され
ます。したがって、オンデマンド ページから計算処理を実行する限り、反復トリガの設定は必要ありませ
ん。"休暇欠勤/給与計算" ラン コントロール ページを使用してオフサイクル リクエストを計算する場合
は、[全て再計算] オプションを選択せずに [計算] を選択するとき、再確認と再計算を行うために反復ト
リガが必要です。

遡及トリガと分割トリガはオフサイクル トランザクションでも作成する必要があります。国ごとに適切なト
リガ定義が設定されていないと、トリガは作成されません。トリガ定義を作成する必要があるレコードは、
GP_OFFCYCL_M_VW、GP_OFFCYCL_C_VW、GP_OFFCYCL_U_VW、および GP_OFFCYCL_A_VW です。これ
らは、手動支給、訂正、追加支給、および前払いにそれぞれ対応しています。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「トリガ定義の設定」 、 807ページ
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このページから処理を行う際に、クリックするボタンに応じて、実行を計算、 終決定、またはキャンセル
するリモート コールが行われます。これにより、オフサイクル オンデマンド ページが表示されたままで、
処理が実行されます。"休暇欠勤計算/給与計算" ページには移動しません。変換チェーン、ストリーム、
またはプロセス リストを利用して処理を実行するには、オンサイクル給与計算処理の場合と同じ "休暇
欠勤計算/給与計算" ページを使用して、処理を実行する必要があります。オフサイクル オンデマンド
ページで計算処理が正常に実行されると、計算または 終決定の完了時に、受給者ステータス ページ
が自動的に表示されます。実行をキャンセルすると、受給者ステータス ページではなく、キャンセルが正
常に実行されたことを示すメッセージが表示されます。

注: 給与計算処理および結果の表示の詳細については、「給与計算処理」の章および「給与計算結果の
表示と 終決定」の章で説明されています。

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「給与計算処理について」 、 577ページ

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「受給者ステータスの表示および受給者の処理の指示
の更新」 、 609ページ

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「カレンダー別結果の表示」 、 611ページ

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「受給者メッセージの表示」 、 608ページ
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休暇欠勤の入力と処理

この章では、以下の項目について説明します。

• 休暇欠勤イベントの入力、更新、および無効化

• 休暇欠勤入力時における休暇付与残数の予測

• 現在の休暇付与残数の表示と残数照会プロセスの実行

• 休暇付与残数の調整と上書き

• 日次休暇欠勤レコードの確認

• 休暇付与および休暇取得プロセスの実行

• 休暇欠勤結果の作成

関連項目:

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 269ページ

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 285ページ

休暇欠勤イベントの入力、更新、および無効化
このセクションでは、休暇欠勤入力の概要および以下の項目について説明します。

• 休暇欠勤イベントの入力、更新、および無効化

• 休暇欠勤に関する詳細情報の入力

休暇欠勤入力について

予定されている勤務時間に従業員が勤務しなかった場合、休暇取得エレメント、開始日、終了日、その
他管理するデータを記録します。

休暇欠勤は以下のページから入力できます。

• 休暇イベント入力ページ

給与計算管理者は、このページを使用して休暇欠勤イベントを記録できます。

• セルフサービス休暇欠勤ページ

受給者と管理者は、セルフサービス ページを使用して休暇欠勤のリクエストを入力できます。また、管
理者は、セルフサービス ページからリクエストを承認することもできます。

PeopleSoft Enterprise 勤務管理を休暇欠勤管理と共に使用している場合は、勤務管理のタイムシート
ページを利用して休暇欠勤管理セルフサービスのページにアクセスできます。
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参照: 第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 743ページ

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「セルフサービス コンポーネントの使い
方」、 「勤務時間のレポート」

この章では、給与計算管理者の休暇欠勤入力タスクについて説明します。

休暇欠勤イベントの入力手順

休暇欠勤イベントを入力する手順は、次のとおりです。

1. 受給者の休暇イベント入力ページにアクセスします。

2. 休暇取得エレメントを選択し、休暇欠勤の開始日および終了日を入力します。

3. 必要に応じて、時間指定や休暇欠勤の元の開始日を入力します。

4. [詳細] リンクをクリックして、休暇欠勤イベント入力詳細ページにアクセスします。休暇欠勤に関
連するその他の詳細情報があればそれを入力できます。

5. 入力したイベントに対して予測処理が必要とされる場合は、休暇イベント入力ページに戻り、休暇
欠勤入力時における休暇付与の予測手順に従います。 初に予測処理を実行せずに休暇欠勤
取得エントリを保存しようとすると、警告メッセージが表示されます。

参照: 第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 「休暇欠勤入力時における休暇付与残数の予測」 、 703
ページ

休暇欠勤イベントの入力、更新、および無効化に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[休暇イベント入力] GP_ABS_EVENT [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[休暇欠勤管理]、[休
暇欠勤イベント]、[休暇
イベント入力]

休暇欠勤を入力、更新、お
よび無効化します。休
暇欠勤予測プロセスを
開始します。

[休暇欠勤イベント入力

詳細]

GP_ABS_EVENT_SEC 休暇イベント入力ページの
[詳細]リンクをクリック
します。

理由、処理アクション、管
理者承認、ユーザー定義
データ、休暇付与調整、
時間指定など、休暇欠
勤に関する詳細情報を
入力します。

休暇欠勤の入力、更新、および無効化

休暇イベント入力ページにアクセスします。

休暇イベント入力ページ
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休暇欠勤を新規に入力するには、行を挿入して、以下に説明するフィールドに値を入力します。行を変更
する場合は、その行を削除し、新たに行を追加します。

注: 同一日に複数の休暇欠勤を入力できないように休暇欠勤ルールで設定されている場合、日付が重
なる休暇欠勤を入力しイベントを保存しようとすると、エラー メッセージが表示されます。自動優先処理
機能を使用するように設定し、休暇取得エレメントに優先度が割り当てられている場合は、問題の日付
について優先権がどの休暇取得エレメントにあるか判断され、優先処理を実行するかどうか選択できま
す。休暇欠勤の優先ルールは、"休暇取得" の優先度ページで定義します。

[開始日]、[終了日] ユーザーは、[開始日] フィールドと [終了日] フィールドに日付を入力する
ことで、指定の日付範囲に含まれる休暇リクエストを表示できます。開始
日、終了日、または両方の日付が空白の場合は、デフォルトの日付に基
づいて検索されます。

[開始日] から [終了日] までの期間は、国別設定コンポーネントの履歴グ
リッド ページに入力された [デフォルト履歴期間] の値で決まります。[デ
フォルト履歴期間] が設定されていない場合、[開始日] フィールドには現
在の日付より 90 日前の日付が、[終了日] フィールドには現在の日付から
90 日後の日付がデフォルトで使用されます。

参照: 第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 「国別のセルフ
サービス休暇欠勤ルールの定義」 、 720ページ

[リフレッシュ] [開始日] フィールドおよび [終了日] フィールドに日付を入力するか、日付
を変更または削除した後、[リフレッシュ] ボタンをクリックします。

注: [開始日] フィールドまたは [終了日] フィールドの日付を変更した後、[
リフレッシュ] をクリックしないと、このボタンをクリックする必要があること
を示すエラー メッセージが表示されます。[リフレッシュ] ボタンをクリックす
れば、休暇欠勤の入力を継続できます。

[休暇取得]

[休暇取得エレメント] 受給者の休暇欠勤に該当する休暇取得エレメントを選択します (受給者に
資格がある休暇取得エレメントだけでなく、組織で定義されている全ての
休暇取得エレメントから選択できます)。

[開始日] 、 [終了日] 休暇欠勤の開始日および終了日を入力します。休暇欠勤が断続的に発生
する場合は、それぞれのイベントを別々に入力します。たとえば、受給者
が 2 日間病欠し、3 日間勤務に戻り、その後再び病欠した場合、2 つの休
暇欠勤イベントを入力します。休暇欠勤に週末が含まれる場合 (木曜日か
ら月曜日までの休暇欠勤の場合など) は、1 つの休暇欠勤イベントとして
入力します。

指定した開始日の時点で有効な休暇取得定義が適用されます。

[時間指定] 1 日未満の休暇欠勤の場合に、その時間数を入力します。

受給者が 1 日以上欠勤した (開始日と終了日が異なる) 場合は、休暇欠
勤の 1 日目についてのみ時間指定が適用されます。1 日目以外を指定す
るには、[詳細] リンクをクリックして休暇欠勤イベント入力詳細ページにア
クセスします。

[処理アクション] 新規の休暇欠勤イベントは、デフォルトで [正常] が設定されています。

既に休暇取得プロセスで処理されている休暇欠勤を無効にする場合に、
[無効] を選択します。無効に設定されたイベントは、それ以降のプロセス

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 697



休暇欠勤の入力と処理 第 25 章

実行において処理されません。その代わりに、次に取得プロセスが実行さ
れる際に、処理アクションが [正常] に再設定され、[無効] チェック ボック
スが自動的にオンになります。

遡及処理では、無効にされたイベントを除いて新バージョンの結果が計算
されます。無効にされたイベントからはポジティブ入力は作成されず、支給
/控除の結果にはデルタが含まれます。

[無効] イベントを無効に設定し休暇取得プロセスを実行した場合、このチェック
ボックスはオンになります。

このチェック ボックスは、自動優先処理機能を使用し、休暇取得エレメント
に優先度を割り当てている場合もオンになります。重複した日付の休暇欠
勤エントリを保存しようとすると、優先度の低いイベントが自動的に無効に
なり、日付が重複しない新規イベントが作成されます。

[元の開始日] 過去に同じ理由で取得された休暇欠勤に、この休暇欠勤をリンクできるよ
うに休暇取得ルールで設定されている場合に、このフィールドに日付を入
力します ([休暇欠勤のリンク] および [元の開始日によるリンク] オプショ
ンは、"休暇取得" の期間ページで設定します)。

この休暇欠勤が別の休暇欠勤と関連している場合、このフィールドに 初
の休暇欠勤の開始日を入力します。

例: 受給者が次の期間、病欠したとします。

休暇欠勤タイプ 休暇欠勤理由 (オ
ンラインでは入力

しません)

開始日 終了日 元の開始日

疾病 手首の捻挫 5月 15日 5月 16日 5月 15日

疾病 インフルエンザ 6月 1日 6月 5日 6月 1日

疾病 手首が未完治 6月 10日 6月 10日 5月 15日

1 行目と 3 行目の休暇欠勤イベントについて、同じ元の開始日を入力すると、システムでは、これらの休
暇欠勤が関連していることが認識されます。休暇欠勤どうしがリンクするように休暇取得エレメントを定義
している場合、現在の休暇欠勤がリンク可能な期間内に発生しているかが確認されます。期間内に発生
していれば、この 2 つのイベントはリンクされます。

[元の開始日] のデフォルト値は [開始日] の日付になります。ここで開始日を変更しても、元の開始日
は更新されません。

[詳細] このリンクをクリックすると、休暇欠勤イベント入力詳細ページが表示され、
休暇欠勤に関する詳しい情報を入力できます。

[給与計算ステータス] 休暇欠勤イベントは給与計算処理に関連付けられているため、このイベン
トのステータスが表示されます。有効値は、[未処理]、[処理済]、および [

終決定済] です。

注: ステータスが [ 終決定済] の休暇欠勤イベントが定期または不定期計
算時に遡及処理された場合、そのステータスは [処理済] に設定されます。
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[追加] ボタンと [削除] ボ
タン

[削除] ボタンは、[給与計算ステータス] とイベント入力ページで選択され
た [削除オプション] に応じて使用できる場合と使用できない場合がありま
す。選択された [削除オプション] が [処理済を除く全てのイベント] の場
合、[削除] ボタンは、処理済行と 終決定済行の全てにわたって無効で
す。選択された [削除オプション] が [ 終決定済を除く全てのイベント] の
場合、[削除] ボタンは、全ての 終決定済行で無効です。

[削除オプション] の [ 終決定済を除く全てのイベント] を選択している場
合に、休暇欠勤イベントを削除しようとすると、警告が表示されます。"特定
の開始日と終了日のイベントの削除を確認する" という警告メッセージが
表示されます。また、このメッセージと共に、"この休暇欠勤ｲﾍﾞﾝﾄは既に
処理済みです。このｲﾍﾞﾝﾄを削除した場合は、休暇欠勤処理を再度実行し
て、結果を訂正する必要があります。" という説明も表示されます。

参照: 第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 「国別のセルフ
サービス休暇欠勤ルールの定義」 、 720ページ

[予測] 休暇欠勤イベントの入力後、このボタンをクリックすると予測プロセスが開
始されます。このボタンを使用するには、1 つまたは複数の取得エレメント
に対して休暇欠勤予測が有効になっている必要があります。

[予測値]

[予測値] タブをクリックします。

休暇イベント入力ページ - 予測値タブ

[開始日] 、 [終了日] これらのフィールドには、メイン ページで入力した休暇欠勤イベントの日付
が表示されます。ここで加えた変更は全てメイン ページに反映されます。

[予測値] [予測値] は、予測エレメントによって導き出された値 (半角英数字) です。予
測フォーミュラを "休暇取得" の予測ページで取得エレメントと関連付けま
す (たとえば、予測エレメントによって "ELIGIBLE" または "NOT ELIGIBLE"
という値が返されます)。

[予測日時] その休暇取得エレメントに対して、予測プロセスが 後に実行された日時
です。

[予測詳細] 休暇欠勤予測結果ページにアクセスする場合にクリックします。

休暇欠勤に関する詳細情報の入力

休暇欠勤イベント入力詳細ページにアクセスします。
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休暇欠勤イベント入力詳細ページ

[休暇取得] 休暇イベント入力ページで選択した休暇取得エレメントが表示されます。

[イベント優先度] "休暇取得" の優先度ページで休暇取得エレメントに優先度が割り当てら
れている場合は、その値が表示されます。

同一日に複数の休暇欠勤を入力する場合には、エントリを保存する際に
自動優先処理機能を使用するオプションがあります。この機能では、重複
する休暇欠勤の優先度が比較され、どの休暇取得ルールを適用するかが
決定されます。値が小さければ、優先度が高いことを意味します。

[休暇欠勤理由] 休暇欠勤の開始日の時点で有効とされる理由の中から選択します。休暇
欠勤の理由は、休暇欠勤タイプ ページで定義し、"休暇取得" の計算ペー
ジで休暇欠勤タイプと休暇取得エレメントをリンクさせます。

[休暇欠勤タイプ] 休暇取得エレメントの休暇欠勤タイプが表示されます。

[入力ソース] 休暇欠勤の入力されたソースを指定します。有効な値は以下のとおりです。

休暇管理者: 休暇欠勤イベントが休暇イベント入力ページで入力されたこ
とを示します。休暇イベント入力ページで新しいエントリを入力する場合の
デフォルト値です。
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サードパーティ: 休暇欠勤イベント入力は、サードパーティ インターフェイ
スを使用して作成されたものです。

従業員セルフサービス: 休暇欠勤イベント入力は、従業員セルフサービス
の休暇リクエスト ページで作成されたものです。

管理者セルフサービス: 休暇欠勤イベント入力は、管理者セルフサービス
の休暇リクエスト ページで作成されたものです。

従業員タイムシート: 休暇欠勤イベントは、従業員タイムシート ページで作
成されたものです。

管理者タイムシート: 休暇欠勤イベントは、管理者タイムシート ページで作
成されたものです。

[管理者承認済] このチェック ボックスをオンにすると、休暇取得プロセス実行の際に休暇
取得が処理されます。"休暇取得" の計算ページで、休暇取得エレメントに
対し管理者承認を必要としないよう定義した場合は、このチェック ボックス
はデフォルトでオンになります。

[ 終更新日] 入力したデータを保存後、日付が表示されます。

[ユーザー定義フィールド]

4 つまでのユーザー定義フィールドにデータを入力できます。休暇取得プロセスを実行すると、日次レコー
ドにデータが書き込まれ、日数計算フォーミュラで使用できるようになります。

GP_ABS_EVENT レコードの 4 つのシステム エレメントが、各ユーザー定義フィールドに対応します。命名
規則は以下のとおりです。

• 日付: EVT CONFIG1(2, 3, 4) DT

• 10 進数: EVT CONFIG1(2, 3, 4) DC

• 文字: EVT CONFIG1(2, 3, 4) CH

• 金額: EVT CONFIG1(2, 3, 4) MN

省略形の説明: EVT CONFIG = Event configurable (ユーザー定義)、DT = date (日付)、DC = decimal (10
進数)、CH = character (文字)、MN = monetary (金額)

たとえば、ある従業員が病欠に対して 100 パーセントまたは 80 パーセントの給与支給を受けるとしま
す。100% を受け取る場合、5 日間の病欠を取得するごとに 1 日の休暇を失います。10 進数のフィールド
のいずれかに従業員の選択に応じて 100 または 80 を入力し、それぞれのケースで従業員が失う休暇
日数を計算するフォーミュラを使用します。

注: ユーザー定義フィールドに入力された値は、休暇取得プロセス中に休暇取得ルールに応じて上書き
できます。

注: このページのユーザー定義フィールドと、"休暇取得" の計算ページに表示されるユーザー定義フィー
ルドとは無関係です。

[上書き]

休暇取得エレメントが休暇欠勤ごとの休暇付与エレメントと関連付けられている場合、このグループ ボッ
クスを使用して、標準休暇付与数の上書きまたは受給者の休暇付与残日数の調整を行います。周期
ベースの休暇付与数を上書きする、または休暇付与の残日数を調整するには、休暇残数調整ページを
使用します。
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重要: 休暇付与エレメントの定義に使用されたユニット タイプと同一のものを使用する必要があります。

休暇付与 このイベントの休暇付与を上書きするには、このフィールドにそのユニット
数を入力します。休暇取得が複数の休暇付与エレメントとリンクされている
場合は、 初にリンクされたエレメントの休暇付与のみが上書きされます。

調整数 休暇付与残日数を調整するには、このフィールドにユニット数を入力します
(入力された数値は、自動的に割り当てられた調整エレメントにロードされ
ます)。休暇付与残日数を減らす場合は、負の数を入力します。

[休暇欠勤開始/終了データ]

[開始日]、[終了日] 、 [元
の開始日]

これらのフィールドには、メイン ページで入力した休暇欠勤イベントの日付
が表示されます。ここで加えた変更は全てメイン ページに反映されます。

次のフィールドに入力するデータは、休暇欠勤フォーミュラで参照される場合にのみ、休暇欠勤計算で使
用されます。

[時間指定] 1 日未満の休暇欠勤の場合に、受給者が休んだ時間数をこの 2 つのフィー
ルドに入力します ([開始日の時間数] フィールドには、メイン ページで入
力した時間指定の値が表示されます。)

休暇欠勤の 1 日目に 1 日未満の休暇欠勤を取った場合、または各日に
同じ時間数を休んだ場合は、[開始日の時間数] フィールドを入力します。
休暇欠勤の 終日に 1 日未満の休暇欠勤を取った場合、[終了日の時間
数] フィールドを入力します。

休暇取得プロセスでは、これらの時間数は PARTIAL HOURS システム エ
レメントを通じて使用されます。

注: 1 日だけの休暇欠勤の場合、上下どちらのフィールドに時間指定を入
力してもかまいません。

[または半日] 受給者がちょうど半日休んだ場合、このチェック ボックスをオンにします。

休暇欠勤の 1 日目または各日に半日勤務した場合、[開始日の半日] チェッ
ク ボックスをオンにします。休暇欠勤の 終日に半日勤務した場合は、[
終了日の半日] チェック ボックスをオンにします。

[または全ての日] [開始日の時間数] フィールドに値を入力した場合、または開始日に対して
[開始日の半日] を選択し、選択内容が休暇欠勤の全ての日に適用される
場合にオンします。このフィールドで、どちらの条件を適用するかが指定さ
れます。

関連項目:

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇取得の優先度の定義」 、 317ページ

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「ユーザー定義結果フィールドの定義」 、 320ページ
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休暇欠勤入力時における休暇付与残数の予測
このセクションでは、予測の概要および以下の項目について説明します。

• 休暇付与残日数の予測結果の確認

• 予測メッセージの確認

休暇付与残数の予測について

休暇欠勤予測プロセスによって、休暇欠勤イベントによる影響を検証できます。この機能を使用するに
は、組織に適用される予測ルールを定義し、休暇欠勤予測の機能を有効にしておく必要があります。

休暇欠勤予測の手順

休暇欠勤予測を行う手順は、次のとおりです。

1. 休暇イベント入力ページで、受給者の実際の、または予定されている休暇欠勤イベントを入力し
ます。

2. [予測] ボタンをクリックして、予測プロセスを開始します。

3. 必要に応じて予測メッセージ ページを確認し、処理中にエラーや警告が発生していないかどうか
確認します。

4. エラーが発生した場合は修正し、再度プロセスを実行します。

予測プロセスを実行するたびに、それまでの予測データは上書きされます。

5. 休暇イベント入力ページで [予測詳細] リンクをクリックし、結果を参照します。

休暇欠勤予測と遡及処理

休暇欠勤予測の場合、予測期間には、未処理の遡及トリガが存在するため再処理する必要があるカレ
ンダーが含まれます。休暇欠勤イベントが変更された場合は遡及トリガを作成して、そのトリガの有効日
を期間に含む 終決定済カレンダーを予測期間に含める必要があります。

遡及処理を持つ休暇欠勤予測の例

ある従業員の休暇付与残数は、9 月の実行が終了した時点で 16 時間です。10 月の実行で、この従業
員は 10 月 17 日から 10 月 19 日まで 24 時間の休暇欠勤を取ります。この休暇欠勤に対して休暇付与
残数は不足しているため、一部は有給になりません。この休暇欠勤のために定義されているルールによ
り、このイベントは資格無しと見なされます。

休暇欠勤の終了日が 10 月 18 日に変更された場合は、十分な休暇付与残数があるため、このイベント
は資格ありと見なされます。このイベントに対する変更によって遡及トリガが作成され、その結果、10 月
のカレンダーは予測時に再処理されます。

注: 休暇欠勤イベントが変更された場合は遡及トリガを作成して、そのトリガの有効日を期間に含む 終
決定済カレンダーを予測期間に含める必要があります。また、遡及制限を満たす も古い遡及トリガ (
休暇欠勤イベントからの遡及トリガに限定されません) が選択されて、遡及処理の起点となるテンプレー
ト カレンダーが決定します。カレンダー期間の終了日は、遡及制限日以後の遡及トリガの 小有効日以
後でなければなりません。
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関連項目:

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 「休暇欠勤と遡及処理」 、 716ページ

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 「オンラインの休暇欠勤予測および残日数照会プロセス」 、 283
ページ

休暇付与残数の予測に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[休暇欠勤予測結果] GP_ABS_EVT_FCS_SEC 休暇イベント入力ページの
[予測値]タブで [予測詳細]
リンクをクリックします。

指定された休暇欠勤イベ
ントとそのイベントにマッピ
ングされている全ての取得
エレメントに対して実行さ
れた予測プロセスの結果
を確認します。

[予測メッセージ] GP_ABS_FCST_MSG [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[休暇欠勤管理]、[
休暇欠勤イベント]、[予
測メッセージ]

予測プロセスの実行中に
作成されたメッセージを
確認します。

[予測メッセージ詳細] GP_ABS_FCS_MSG_SEC 予測メッセージページで
[詳細]リンクをクリック
します。

選択されたエラーまたは警
告メッセージの内容を
確認します。

休暇付与残数予測結果の確認

休暇欠勤予測結果ページにアクセスします。

休暇欠勤予測結果ページ

[予測結果]

このタブには、"休暇取得" の予測ページに表示されている各エレメントに対する予測値が、関連する取
得エレメントと共に表示されます。
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[第 2 エレメント] 結果に関連する取得エレメント名が表示されます。たとえば、"休暇取得"
の予測ページに表示されている取得エレメント、ほかのエレメントから割り
当てが変更された (リダイレクトされた) 取得エレメント、その取得に関連す
るマップ先取得エレメントなどがあります。

注: リダイレクト先のエレメントは "休暇取得" の超過取得ページで指定し、
マップ先エレメントは "休暇取得" の日数計算フォーミュラ ページで指定し
ます。リダイレクト先の休暇取得エレメントは、ほかの休暇取得エレメントに
リダイレクトすることができます。たとえば、A が B にリダイレクトされ、B が
C にリダイレクトされている場合は、C もこのフィールドに表示されます。

[予測エレメント] 、 [タイプ] 値が予測されたエレメントの名前とそのタイプが表示されます。

予測の値は、"休暇取得" の残日数照会ページにリストされている各エレ
メントに対して表示されます。

[累計結果]

[累計結果] タブをクリックします。

休暇欠勤予測結果ページ - 累計結果タブ

"休暇取得" の予測ページにある [予測結果エレメント リスト] に含まれる累計データに関して、累計期
間の開始日と終了日が表示されます。

[ユーザー キー]

[ユーザー キー 1-3] タブまたは [ユーザー キー 4-6] タブをクリックします。
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休暇欠勤予測結果ページ - ユーザー キー タブ

"休暇取得" の予測ページにある [予測結果エレメント リスト] に含まれる累計データに関して、累計の
ユーザー キーの値が表示されます。

予測メッセージの確認

予測メッセージ ページにアクセスします。

予測メッセージ ページ

[計算ステータス] 処理中にエラーまたは警告が発生した場合、発生したフェーズを示します。

[メッセージ テキスト] メッセージの内容とその他の関連情報が、省略された形で表示されます。

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「ステータス コードと処理インジケータ」 、 582ページ
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現在の休暇付与残数の表示と休暇付与残数照会プロセスの実行
残日数照会機能を使用して、受給者の現在の休暇付与残日数を確認することができます。また、残日
数照会プロセスを実行して、"休暇取得" の残日数照会ページで指定されているエレメントの値を返すこ
ともできます。通常、これらのエレメントのうち 1 つが休暇残日数の値を返します。指定した日付の時点
での値が表示されます。

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 受給者の現在の残日数確認

• 残日数照会プロセスの開始

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「ステータス コードと処理インジケータ」 、 582ページ

残日数照会プロセスの開始と残日数の表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[現在残数] GP_ABS_CUR_BAL [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[休暇欠勤管理]、[休暇
残日数確認]、[現在残数]

受給者の現在の休暇付与
残日数を表示します。

[予測残数] GP_ABS_FCST_BAL [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[休暇欠勤管理]、[休暇
残日数確認]、[予測残数]

残日数照会プロセスを開
始し、その結果を表示
します。

受給者の休暇付与残日数の表示

現在残数ページにアクセスします。

現在残数ページ

[累計残数] タブ 

[開始日] と [終了日] で指定された期間において、その受給者に対して 後に実行された休暇付与プロ
セスに基づいて休暇付与の残日数が表示されます。

[ユーザー キー] タブ

休暇付与の累計ページで定義された各ユーザー キーに対して入力された値が表示されます。
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関連項目:

第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「自動作成累計のルールの定義」 、 296ページ

残日数照会プロセスの実行

予測残数ページにアクセスします。

予測残数ページ

残日数照会プロセスを実行するには、次の手順に従います。

1. 休暇取得エレメントを選択し、予測結果の処理対象となる日付を指定します。

2. [予測] ボタンをクリックします。

3. [予測残日数結果詳細] グループ ボックスに結果が表示されます。

このグループ ボックス内のタブは、休暇欠勤予測結果ページにあるタブと同一です。

関連項目:

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 「休暇付与残数予測結果の確認」 、 704ページ

休暇付与残日数の調整と上書き
受給者の休暇付与残日数を調整または上書きするには、いくつかの方法があります。

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 休暇付与の調整

• 周期ベースの休暇付与ルールの再定義
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休暇付与の調整に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[休暇残数調整] GP_PI_MNL_AE [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者
データ]、[残数/残高の
調整]、[休暇欠勤]、[休
暇残数調整]

単一カレンダー期間におい
て、受給者の周期ベース
の休暇付与を調整します。

調整を入力する前に、対
応する休暇欠勤カレン
ダーを設定しておく必要
があります。

[付与/取得割当] GP_ABS_OVRD [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[休暇欠勤管理]、[休
暇付与/取得割当]、[付
与/取得割当]

指定された期間における
受給者の周期ベースの休
暇付与ルールを再定義し
ます。受給者に対し、休暇
取得エレメントまたは周期
ベースの休暇付与エレメン
トのどちらを処理するかを
指定します。

単一カレンダー期間の受給者の休暇付与調整

休暇残数調整ページにアクセスします。

休暇残数調整ページ

休暇付与プロセスは、このページに入力した指示に従います。

注: また、休暇欠勤イベントの入力時に、休暇欠勤ごとの休暇付与エレメントに一時調整を入力すること
もできます。

[調整残高]

選択された休暇欠勤カレンダーに対して、この受給者に適用される調整をそれぞれ入力します。同一エ
レメントに対して複数の調整を入力することはできません。

[エレメント名] 調整を入力する対象の休暇付与エレメントを選択します。プロンプト テー
ブルには、エレメント名共通ページでポジティブ入力の上書きが定義され
ている周期ベースの休暇付与エレメントだけが表示されます。

[残日数調整] 調整ユニット数を入力します。正の数、負の数のどちらでも入力できます。
入力した数量は、休暇付与プロセスを実行したときに、開始時の休暇付与
残日数に加算または減算されます。ジェネレーション コントロールは無視
されます。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 709



休暇欠勤の入力と処理 第 25 章

[開始日] 、 [終了日] カレンダー期間が分割されている場合、これらの日付によりどのセグメント
に調整が適用されるかを指定します。

• [開始日] フィールドを空白にしておくと、"カレンダー" の定義ページで
指定された [開始日] と同じ日付であると見なされます。処理の際は、開
始日は使用されません。

• [終了日] がカレンダー期間終了日とは異なり、カレンダー期間が分割さ
れている場合、入力された終了日によって調整が適用されるセグメント
またはスライスが決まります。

関連項目:

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 「休暇欠勤イベントの入力、更新、および無効化」 、 695ページ

周期ベースの休暇付与ルールの再定義

付与/取得割当ページにアクセスします。

付与/取得割当ページ

休暇欠勤ごとの休暇付与ルールを上書きするには、休暇イベント入力ページを使用します。

注: 休暇付与エレメントまたは休暇取得エレメントを上書きするには、エレメント名共通ページ (GP_PIN) で
[受給者] の上書きオプションがオンに設定されている必要があります。

[エレメント]

[エレメント タイプ] 上書きするエレメントのタイプを選択します。[休暇付与] または [休暇取得]
のどちらかを選択します。

[エレメント名] 上書きするエレメント名を選択します。受給者が上書きできるエレメントだ
けが表示され、受給者に資格があるかどうかは確認されません。

エレメント タイプに [休暇付与] を選択した場合、周期ベースの休暇付与
エレメントしか選択できません。

[アクティブ] デフォルトではオンに設定されています。受給者に対してこの休暇欠勤エレ
メントを自動的に変換しない場合は、このチェック ボックスをオフにします。

[開始日] 、 [終了日] 上書き指示が有効になる日付と、適用される 終日を入力します。

[ユニット エレメント]

[ユニット エレメント タイプ] 休暇付与ユニットの計算に使用されるサポート エレメントを変更するには、
[累計]、[ブラケット]、[フォーミュラ]、[数値]、[受給者レベル]、[システム エ
レメント]、[変数] のどれかを選択します。
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[数値] を選択した場合は、[休暇付与ユニット] フィールドに値を入力しま
す。

それ以外のエレメント タイプに関しては、[エレメント名 - ユニット] フィール
ドでエレメント名を選択します。

[周期] 、 [周期 ID] 休暇付与が行われるときに適用される周期を指定します。有効値は [支給
期間] と [その他] です。

[その他] を選択した場合、[周期 ID] フィールドで、[月次] などの周期を選
択します。

[ジェネレーション コントロール]

[ジェネレーション コント
ロール オプション]

エレメント名共通ページで休暇取得エレメントまたは休暇付与エレメントに
対して定義されたジェネレーション コントロール条件を上書きできます。エ
レメント レベルでジェネレーション コントロールの詳細を指定しなかった場
合でも、ここで指示を入力できます。有効な値は以下のとおりです。

[なし]: 計算ルール レベルで定義されたジェネレーション コントロールは
無視されます。

[指定]: 右側のフィールドにジェネレーション コントロールの値を入力しま
す。

[エレメント] (デフォルト): エレメントの設定時に定義されたジェネレーショ
ン コントロールが使用されます。

日次休暇欠勤レコードの確認
以下の表は、休暇欠勤のバッチ処理の結果が表示されるページの一覧です。

プロセス ロード先のテーブル 照会ページと表示内容

休暇取得 GP_RSLT_ABS (休暇欠勤日次デー
タ行)

休暇欠勤データページ: 休暇取得
プロセスによって作成された日次
データが表示されます。

GP_RSLT_ACUM 累計ページ: 更新された休暇付与
の残日数が表示されます。

GP_RSLT_PI_DATA カレンダー別結果-ポジティブ入
力-休暇欠勤ページ:休暇欠勤カ
レンダーに対して処理された周期
ベースの休暇付与エレメントの残
日数調整です。
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プロセス ロード先のテーブル 照会ページと表示内容

GP_RSLT_ABS カレンダー別結果-カレンダー実
行結果-休暇欠勤データ。また
は、カレンダーグループ別結果-
カレンダー実行結果-休暇欠勤
データ:休暇欠勤タイプ、理由、予
測値などが表示されます。

GP_GEN_PI_DATA このテーブルには、休暇取得処理
からの作成済ポジティブ入力が保
存されます (注: このテーブルは、
休暇欠勤管理で給与計算システ
ムに情報を提供するために使用さ
れる主要なテーブルです)。

休暇付与 GP_RSLT_ACUM 累計ページ: 更新された休暇付与
の残日数が表示されます。

GP_RSLT_PIN サポートエレメントページ: サポー
トエレメントが指定された休暇付
与ユニットが表示されます。

給与計算 (ターゲットカレンダー) GP_RSLT_ERN_DED 受給者別エレメント割当ページ: 休
暇欠勤を含む、受給者に適用さ
れる支給/控除の内容が表示さ
れます。

GP_RSLT_PI_DATA カレンダー別結果-ポジティブ入
力-給与計算ページ:休暇取得プ
ロセスの過程で、支給額と控除額
に対して作成されたポジティブ入
力がどのように変換されたかが表
示されます。

GP_RSLT_PI_SOVR "サポートエレメント上書き"ペー
ジ: 休暇取得プロセスによって作
成されたポジティブ入力の変換時
に使用されたサポートエレメントが
表示されます。

関連項目:

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「ポジティブ入力の結果の表示」 、 618ページ

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「休暇取得処理の日次結果の表示」 、 622ページ
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休暇付与および休暇取得プロセスの実行
このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 休暇付与および休暇取得プロセス

• 休暇欠勤と分割

• 休暇欠勤と遡及処理

休暇付与および休暇取得プロセス

以下のプロセスによって休暇欠勤が処理されます。

• 休暇付与プロセス

このプロセスでは、受給者の周期ベースの休暇付与が更新され、休暇付与が使用可能になります。た
とえば、休暇付与が毎月行われる場合、給与計算は毎週実行し、休暇付与プロセスは月に一度実行
するということもできます。休暇欠勤ごとの休暇付与については、休暇取得プロセスで自動的に更新さ
れるため、このプロセスを実行する必要はありません。休暇付与プロセスは、休暇取得プロセスの前後
どちらで実行してもかまいません。

• 休暇取得プロセス

このプロセスでは、各日次レコードが参照され、該当する休暇欠勤ルールに従って、有給または無給
の時間数が決定されます。有給および無給のユニットはポジティブ入力に変換され、休暇付与残日数
が調整されます。

休暇付与および休暇取得プロセスの実行後、給与計算プロセスを実行して、受給者に有給休暇欠勤に
対する報酬を支給します。

休暇欠勤処理のサイクル

休暇付与および休暇取得プロセスの実行を準備するには、次の手順に従います。

1. 1 つまたは複数の休暇欠勤プロセス リストを作成し、プロセスの実行中に変換されるべき休暇取
得エレメントまたは周期ベースの休暇付与エレメントを定義します。

2. プロセス リストを実行タイプに関連付けます。

3. 休暇欠勤処理期間に対するカレンダーを作成します。

4. 作成したカレンダーをカレンダー グループ ID に割り当てます。

休暇欠勤カレンダーおよび支給カレンダーを、同一のカレンダー グループ ID に割り当てることが
できます。

通常は、グローバル ペイロールの導入時に、プロセス リストを作成し実行タイプに割り当てます。それ
から、残りのタスクを定期的に実行します。
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休暇欠勤処理の準備

プロセス リストの特長

プロセス リストの特長は、以下のとおりです。

• 休暇欠勤期間は、支給期間と同じでも異なっていてもかまいません。たとえば、1 月の休暇欠勤は、1
月または 2 月のどちらにでも支給できます。休暇欠勤処理ごとに、ターゲットの支給カレンダーを指定
します。

• 休暇付与プロセスと休暇取得プロセスを同時に実行することも、別々に実行することも可能です。

• 複数の休暇取得プロセスで同じ支給カレンダーをターゲット カレンダーとして共有できます。こうするこ
とにより、たとえば 1 月に取得した休暇と 2 月に取得した病欠の両方を 2 月に支給することが可能に
なります。そのためには、休暇欠勤プロセス リストを 2 つ (一方は休暇用、もう一方は病欠用) 作成し、
それぞれのプロセス リストを別々の休暇欠勤カレンダーに関連付けます。そして、それぞれの休暇欠
勤カレンダーで同じ支給カレンダーをターゲット カレンダーとして選択します。

• 休暇取得プロセスは、プロセス リストの順または日付順に処理できます。休暇欠勤を日付順に処理す
るには、休暇取得エレメントをプロセス リストの休暇取得セクションに含めます。

プロセス リスト作成のガイドライン

プロセス リスト作成のガイドラインを以下に示します。

• プロセス リストを設定するときは、"プロセス リスト" の定義ページで、計算タイプに [休暇欠勤計算] を
選択します。

• 休暇付与エレメントと休暇取得エレメントを同一のプロセス リスト (または異なるプロセス リスト) に含
めることができます。

• 休暇欠勤ごとの休暇付与エレメントは、プロセス リストには含めません。

このタイプの休暇付与は、休暇欠勤が発生するたびに休暇取得プロセスで変換されます。

• プロセス リストにエレメントを追加する順番を検討します。

休暇付与エレメントは休暇取得エレメントの前に置きます。

• 休暇取得エレメントがマッピングされているために、両方のエレメントに対して同じ休暇取得が同時に
作成される場合、マップ元のエレメントをマップ先のエレメントの前に置きます。それ以外の配置では、
マップ先のエレメントが変換されません。エレメントは、"休暇取得" の日数計算フォーミュラ ページの [
マップ先エレメント] フィールドを使用してマッピングできます。

• 休暇欠勤イベントを日付順に処理するには、休暇取得エレメントをプロセス リストの休暇取得セクショ
ンに追加します。
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休暇欠勤カレンダー作成のガイドライン

休暇欠勤カレンダー作成のガイドラインを以下に示します。

• 休暇取得および休暇付与プロセスには、支給カレンダーを関連付ける必要があります。

休暇取得および休暇付与プロセスのカレンダー作成時に、支給カレンダーをターゲット カレンダーとし
て選択します。

• 休暇欠勤期間は、支給期間と同じでも異なっていてもかまいません。

• 適切なカレンダーを同じカレンダー実行 ID に指定することで、同一の実行でプロセスの一部または全
部を実行できます。

• 休暇付与および休暇取得プロセスはどの順序でも実行できますが、通常は休暇付与プロセスを先に
実行します。

次の例のように、実行のタイミングによって休暇付与残日数が変わることがあります。

受給者に 20 時間/月の休暇が付与されることになりました。受給者が、1 月に 15 時間の休暇を取得
するとします。前年からの繰り越しはなく、1 月 1 日時点での休暇付与残数はゼロです。

- 休暇付与プロセスを先に実行した場合、受給者は 20 時間/月の休暇付与を受けます。次に休暇取
得プロセスを実行すると、15 時間が差し引かれ、休暇付与残数は 5 時間になります。

- 休暇取得プロセスを先に実行した場合は、従業員の休暇付与残数は -15 時間になります。その後、
休暇付与プロセスを実行すると、残数は 5 時間になります。組織で超過取得が認められていない場
合、受給者は無給で 15 時間の休暇を取得するか、別の休暇欠勤取得と関連付けられた休暇付与
から 15 時間を控除することになります。休暇付与プロセスが実行されて初めて、受給者に 20 時間
全部が付与されます。

休暇付与および休暇取得プロセスの実行

カレンダー実行 ID を定義すると、プロセスを開始する準備が整います。休暇欠勤計算/給与計算ページ
での作業を完了し、PeopleSoft プロセス スケジューラを使用してプロセスを開始します。

関連項目:

第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 381ページ

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 577ページ

休暇欠勤と分割

休暇取得プロセスを実行すると、次のルールに従って、インスタンス番号が各イベントに割り当てられます。

• "休暇取得" の計算ページで [複数インスタンス] チェック ボックスがオンになっている場合、同じ休暇
欠勤期間内にある同様のイベントそれぞれに、異なるインスタンス番号が割り当てられます。

• [複数インスタンス] がオンになっていない場合は、同じ休暇欠勤期間内にある同様のイベント全てに、
同一のインスタンス番号が割り当てられます。

休暇取得エレメントに関連付けられた支給エレメントまたは控除エレメントが分割されている場合は、[複
数インスタンス] の設定にかかわらず、休暇取得プロセスにより複数のインスタンスが作成されます。ま
た、休暇取得エレメントに定義されたパーセントが変更されても、複数のインスタンスが作成されます。
パーセントは、"休暇取得" の日数計算フォーミュラ ページの [ポジティブ入力作成メンバー リスト] で定
義されます。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 715



休暇欠勤の入力と処理 第 25 章

例

受給者 A が 1 月 10 日から 17 日まで欠勤したと仮定します。また、支給エレメントは次に示すように分
割されているとします。この場合、イベントは 2 つのインスタンスに分けられます。

分割により複数インスタンスに分割されるイベント

休暇欠勤と遡及処理

このセクションでは、休暇欠勤処理と遡及処理がどのように関連し合うのかについて説明します。

休暇欠勤イベントのトリガの設定

グローバル ペイロールの機能の 1 つであるトリガは、なんらかのシステム アクションを必要とするデー
タ変更を検出するために使用します。PeopleSoft では、休暇イベント入力ページから休暇欠勤イベント (
レコード GP_ABS_EVENT) に変更を加えた場合に、そのオンラインでの変更が自動的に認識されるように
する遡及トリガと反復トリガを作成するよう推奨しています。トリガを作成しておけば、イベントを追加、削
除、更新するたびに、遡及または反復処理が開始されます。

遡及処理の方法

休暇欠勤カレンダーの遡及処理は、"訂正" の遡及方法を使って実行されます。デルタは作成されません。

遡及処理によって、作成済みポジティブ入力結果と日次休暇欠勤データ (GP_RSLT_ABS) が新規バージョ
ンで作成されます。たとえば、 初に処理された時点で休暇欠勤イベントが 1 月 1 日～ 5 日に発生した
場合、イベントは 5 行の日次レコード データで表され、データにはそれぞれ "バージョン 1" と名前が付け
られます。その後、終了日を 1 月 7 日に変更すると、"バージョン 2" の結果として 7 行が表示されます。

関連項目:

第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ
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休暇欠勤データのレポート
このセクションでは、休暇欠勤処理結果レポートの作成方法について説明します。

休暇欠勤処理結果レポートの作成に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

休暇欠勤結果 GP_GPSQR01_PNL [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[レ
ポート]、[休暇欠勤結果]、[
休暇欠勤結果]

このレポートには、支給
額、控除額、および累計に
対する各給与計算の結果
が表示されます。

休暇欠勤結果レポートの作成

休暇欠勤結果ページにアクセスします。

[言語コード] 翻訳および日付と数字のフォーマットに使用される言語を定義します。

[カレンダー グループ] レポートを作成する休暇欠勤処理のカレンダー グループを選択します。

注: カレンダー グループを複数選択するには、少なくともカレンダーの 1
つが休暇欠勤カレンダーである必要があります。

[レポート対象] [全カレンダー グループ]: 選択したカレンダー グループ ID に関連付けら
れた全支給グループと受給者についてレポートを作成する場合に選択しま
す。

[指定された支給グループ]: 選択したカレンダー グループ ID に関連付け
られた特定の支給グループについてレポートを作成する場合に選択しま
す。選択すると、[支給グループ] フィールドへの入力が可能になります。レ
ポートによって、休暇欠勤処理または給与計算実行のどちらに関連付けら
れた支給グループが選択できるかが決まります。

[指定された受給者]: 特定の受給者についてレポートを作成する場合に選
択します。選択すると、[従業員 ID] フィールドへの入力が可能になります。

[受給者のソート基準] 受給者を従業員 ID または氏名のどちらでソートするかを指定します。
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休暇欠勤セルフサービス機能の設定

この章では、休暇欠勤のセルフサービス トランザクションの設定タスクの概要と、以下の方法について説明します。

• 国別のセルフサービス休暇欠勤ルールの定義

• 休暇取得エレメント別のセルフサービス休暇欠勤ルールの定義

• セルフサービス休暇リクエストの予測ルールの定義

• セルフサービス休暇欠勤ページのテキストの表示または修正

関連項目:

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 269ページ

セルフサービスの設定タスクについて
受給者および管理者は、セルフサービス ページと呼ばれる Web ベースのブラウザ ページを使用して、
休暇リクエストのオンライン入力、現在および将来の休暇欠勤残数の表示、休暇欠勤予測プロセスの実
行を行うことができます。また、管理者は、セルフサービス ページを使用して、休暇リクエストを承認、却
下、または差し戻すことができます。

セルフサービス ページで入力されたリクエストは、承認後、実際の休暇欠勤として扱われ、休暇取得プ
ロセスに含められます。

このセクションでは、前提条件と共通フィールド、および休暇欠勤のセルフサービス トランザクションの
主な設定タスクの概要について説明します。

前提条件

休暇欠勤のセルフサービス トランザクションの休暇取得ルールを定義するには、どの休暇取得タイプを
セルフサービスで使用できるようにするかを指定する必要があります。指定の休暇欠勤タイプの休暇欠
勤タイプ ページで、[セルフサービスでリクエスト可] チェック ボックスをオンにします。これにより、その休
暇欠勤タイプを持つ休暇取得エレメントのセルフサービス ルールを定義できます。

参照: 第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇欠勤タイプと理由の定義」 、 289ページ

この章で使用する共通フィールド

ステータス 休暇欠勤セルフサービスの新しい国別または休暇取得固有のルールを作
成する場合、ルールのデフォルトのステータスは [アクティブ] です。ルー
ルのステータスを [非アクティブ] に変更すると、入力済みだが未承認の休
暇リクエストに影響する可能性があります。ルールのステータスを [非アク
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ティブ] に変更する前に、このアクションが送信済みのリクエストにどのよう
に影響するかを考慮してください。

休暇欠勤のセルフサービス トランザクションの設定タスク

休暇欠勤セルフサービスの設定タスクは以下のとおりです。

1. 国別のセルフサービス ルールを定義します。

国別のルールは、指定の国の全ての休暇取得エレメントに適用されます。国別のルールにより、
セルフサービス ページの一部のフィールドの表示がコントロールされ、予測および残数照会プロ
セスをオンラインで使用できるユーザーが決定されます。国別にセルフサービス ルールのさまざ
まなセットを定義できます。

2. 各休暇取得エレメントのセルフサービス ルールを定義します。

セルフサービス ユーザーの使用を許可する休暇取得エレメントにはそれぞれ追加のルール セッ
トを定義します。これらのルールは、半休等の休暇欠勤を許可するかどうか、休暇リクエストの承
認要件、予測結果の表示方法、およびその他の使用ルールを指定します。

3. 予測結果に表示する休暇付与残日数を選択します。

セルフサービス ユーザーが予測プロセスまたは休暇欠勤照会プロセスをオンラインで実行できる
ようにする場合は、セルフサービス ユーザーに表示する休暇付与残数を指定します。

4. (オプション) 必要に応じて、フィールド ラベルおよびページのテキストを修正します。

テキスト カタログには、フィールド ラベル、ボタン名、ハイパーリンク、ページ説明、警告など、セ
ルフサービス ページで使用されるテキストが保存されています。このテキストは、テキスト カタロ
グのエントリを編集することで修正できます。

注: 手順 2 と手順 3 の順番は入れ替えることができます。

国別のセルフサービス休暇欠勤ルールの定義
休暇欠勤セルフサービス ページを使用するための国別のルールを定義するには、国別設定コンポーネ
ント (GP_ABS_SS_CNTRY) を使用します。

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 休暇付与残日数を表示するフィールドの選択

• 休暇欠勤履歴を表示するフィールドの選択

• 予測のオプションおよびフィールドの選択

• 休暇残日数エレメントの入力と表示オプションの選択

• 休暇欠勤イベントの削除オプションの選択
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国別のセルフサービス休暇欠勤ルールの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[休暇付与グリッド] GP_ABS_SS_CNTRY1 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[休暇欠勤管
理]、[国別設定]、[休暇
付与グリッド]

"休暇残日数の表示"ペー
ジに表示される休暇付与
フィールドを選択します。

[履歴グリッド] GP_ABS_SS_CNTRY2 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[休暇欠勤管理]、[国
別設定]、[履歴グリッド]

休暇リクエストの表示ペー
ジに表示される履歴フィー
ルドを選択します。

[予測グリッド] GP_ABS_SS_CNTRY3 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[休暇欠勤管理]、[国
別設定]、[予測グリッド]

予測のオプションおよび
フィールドを選択します。

[休暇残数] GP_BAL_ELIG_SS [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[休暇欠勤管理]、[国
別設定]、[休暇残数]

休暇残日数エレメントを入
力し、表示オプションを
選択します。

[イベント入力] GP_ABS_EVT_ENTRY [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[休暇欠勤管理]、[国
別設定]、[イベント入力]

休暇イベント入力ページで
休暇欠勤入力を削除する
ための削除オプションを
選択します。

休暇付与残日数を表示するフィールドの選択

休暇付与グリッド ページにアクセスします。

休暇付与グリッド ページ

このページの各フィールドは、"休暇残日数の表示" ページに表示される項目をコントロールします。
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[累積期間] 月間や年間など、各休暇付与残日数の累計期間を表示する場合にオンに
します ("エレメント <エレメント名> の累計期間" ページで休暇付与累計の
期間を定義します。休暇残数ページで休暇付与累計を選択します)。

[開始日] 、[終了日] 累積期間の開始日と終了日を表示する場合にオンにします。

[ユーザー キー 1] ～ [
ユーザー キー 6]

休暇付与累計に関連付けられた、 大 6 つのユーザー キーの値を表示
する場合にオンにします (ユーザー キー値は休暇付与エレメントの自動作
成累計ページで定義します)。

休暇欠勤履歴を表示するフィールドの選択

履歴グリッド ページにアクセスします。

履歴グリッド ページ

このページの各フィールドは、休暇リクエストの表示ページに表示される項目をコントロールします。

[デフォルト履歴期間] 過去の休暇欠勤イベントを表示するデフォルトの日付範囲を定義する場合
にオンにします。このチェック ボックスをオンにすると、現在の日付より前
の 90 日と現在の日付より後の 90 日が表示されます。

注: ユーザーは、"休暇リクエストの表示" ページの [開始日] フィールドと
[終了日] フィールドを編集することで、この日付の範囲外の日付を選択で
きます。

[現在の日付前の日数] 、[
現在の日付後の日数]

過去の休暇欠勤イベントを表示するデフォルトの日付範囲を修正する場合
にこれらのフィールドを使用します。

[申請者] 各リクエストを送信した人のロール (従業員、休暇管理者、管理者) を示す
列を表示する場合に選択します。名前は表示されません。デフォルトでは
このフィールドはオンになっています。

[期間] 休暇欠勤イベントの期間を表示する場合にオンにします。デフォルトでは
このフィールドはオンになっています。
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予測のオプションおよびフィールドの選択

予測グリッド ページにアクセスします。

予測グリッド ページ

このページの全てのチェック ボックスはデフォルトでオンになっています。

[予測リクエスト可] セルフサービス ユーザーが休暇欠勤予測プロセスをオンラインで実行で
きるようにする場合にオンにします。これにより、従業員と管理者の休暇リ
クエスト ページに [予測残数] ボタンが表示されるようになります。

セルフサービス ユーザーが指定の休暇取得エレメントの予測プロセスを
実行するには、その休暇取得エレメントの国別取得ルールでも予測を許可
する必要があります ([予測可] チェック ボックスを休暇取得エレメントの予
測メッセージ ページでオンにする必要があります)。

[予測残数の照会可] セルフサービス ユーザーが残数照会プロセスをオンラインで実行できるよ
うにする場合にオンにします。これにより、[予測残日数] リンクが休暇リク
エスト ページと "休暇残日数の表示" ページに表示されるようになります。

[開始日] 、[終了日] 予測した期間の開始日と終了日を予測結果に表示する場合にオンにしま
す。

[ユーザー キー 1] ～ [
ユーザー キー 6]

予測した休暇付与エレメントの累計に対して定義されたユーザー キーの
値を表示する場合にオンにします。

休暇残日数エレメントの入力と表示オプションの選択

休暇残数ページにアクセスします。
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休暇残数ページ

このページの各フィールドは、セルフサービス コンポーネントの休暇残日数の表示ページに表示される
項目をコントロールします。

[有効日] 残数累計の日付が "休暇残日数の表示" ページに表示されます。

[エレメント名] 表示する休暇付与残日数の累計エレメントを選択します。

[ユニット タイプ] セルフサービス ページに表示されるユニットとして [日] または [時間] の
いずれかを選択します。これらのユニットは、ユーザーが休暇付与残日数
を確認する際に表示されます。

注: 休暇取得エレメントに定義されているユニット タイプと同じユニット タ
イプを選択します。

[ゼロの場合に結果を表示] その累計に残日数がない場合に、休暇残日数の表示ページにエレメントを
表示する場合にオンにします。従業員への休暇付与プロセスが 後に実
行された時点での残日数が表示されます。

休暇欠勤イベントの削除オプションの選択

イベント入力ページにアクセスします。

イベント入力ページ

このページのフィールドは、休暇イベント入力ページの削除オプションを制御します。
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[削除オプション] 休暇イベント入力ページで削除できる休暇欠勤イベントを指定する値を選
択します。有効値は、[全てのイベント]、[ 終決定済を除く全てのイベン
ト]、および [処理済を除く全てのイベント] です。休暇イベント入力ページ
の削除ボタンは、[削除オプション] で指定された条件を満たさない行に対
しては無効になります。

関連項目:

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 「休暇欠勤イベントの入力、更新、および無効化」 、 695ページ

休暇取得エレメント別のセルフサービス休暇欠勤ルールの定義
休暇取得固有のセルフサービス休暇欠勤ルールを定義するには、国別休暇取得設定コンポーネント
(GP_ABS_BAL_SS_DEF) を使用します。

このセクションでは、PeopleSoft 提供の承認プロセス ID と承認フレームワーク イベントの概要、休暇欠
勤期間と終了日計算、予測メッセージ、および以下の項目について説明します。

• 休暇リクエストのユニット、管理ルール、および表示ルールの定義

• 休暇欠勤日の入力ルールの定義

• 表示するユーザー フィールドの定義

• 予測ルールと予測メッセージの選択

• 予測メッセージのカスタマイズ

PeopleSoft 提供の承認プロセス ID と承認フレームワークイベントについて

承認プロセス ID により、休暇リクエストの送信、承認、却下、差し戻しのリクエストが承認者、申請者、休
暇欠勤管理者の間でどのように経路指定されるのかが決まります。ユーザーによるアクションを必要とす
る休暇欠勤のセルフサービス トランザクションは、ユーザーのワークリストと電子メールの両方に表示さ
れます。電子メール メッセージの内容は、PeopleTools のワークフローの通知コンポーネントに含まれる
汎用テンプレート ページを使用して定義します。どの電子メール テンプレートを使用するかは、ユーザー
のロール (承認者、申請者、または管理者)、および承認フレームワーク イベントに応じて異なります。

休暇欠勤管理のために提供されている承認プロセス ID

以下の表は、提供されている承認プロセス ID を一覧表示しています。

承認プロセス ID 説明

AbsenceManagement 休暇欠勤セルフサービス

Absence_Mgmt_ByDeptManager 部門管理者による休暇欠勤管理

Absence_Mgmt_ByPosMgmt ポジション管理による休暇欠勤管理

Absence_Mgmt_ByPosnDeptMgr ポジション部門管理者別の承認 ID
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承認プロセス ID 説明

Absence_Mgmt_ByPosnSupervisor ポジション監督者による休暇欠勤管理

Absence_Mgmt_BySupervisorId 監督者 IDによる休暇欠勤管理

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「セルフサービス トランザ
クションの設定と使い方」、 「直属部下の設定」

休暇欠勤管理セルフサービス トランザクションの電子メール通知テンプレート

以下の表は、承認フレームワーク イベントに基づいて各ロールに使用される電子メール テンプレート名
を一覧表示しています。

承認フレーム
ワーク イベン

ト
申請者テンプ

レート 承認者テンプレート
管理者テンプ

レート 休暇リクエスト アクション ボタン

Launch GP_ABS_SS_SUB [送信]

Approve GP_ABS_SS_APPR_
READY

[送信]

OnApprove GP_ABS_SS_
APPR

GP_ABS_SS_APPR [承認]

OnDeny GP_ABS_SS_DNY GP_ABS_SS_DNY [却下]

Back GP_ABS_SS_WRK [差戻し] (承認に複数のレベルが
存在する場合に使用。たとえば、
承認者2が承認者1へ差し戻し
を行う場合)

Terminate GP_ABS_SS_WRK [差戻し]

Error GP_ABS_SS_
ERR

なし

参照: Enterprise PeopleTools PeopleBook: Workflow Technology の「Using Notification Templates」

休暇欠勤期間と終了日計算について

定義するルールに基づいて、ユーザーが休暇リクエストを入力した際に、休暇欠勤イベントの期間また
は終了日の自動計算が行われます。ユーザーが休暇リクエスト ページでボタンをクリックすると計算が
行われます。

以下の項目は、休暇欠勤期間または終了日の計算に影響を与える可能性があります。

• 半休などの休暇欠勤

ユーザーは、休暇欠勤イベントの開始日、期間中全て、終了日、または開始日と終了日に対して半休
などの休暇欠勤を適用するかどうかを指定できます。

• 休暇取得フォーミュラ
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組織が休暇取得処理用に定義したフォーミュラが時間指定を認識しない場合、ユーザーは半休など等
の休暇欠勤を入力できますが、それらは計算で使用されません。

• 休日と非勤務日

休暇欠勤を休日または非勤務日に開始または終了できるようにする場合に指定します。また、終了日
または期間 (あるいはその両方) を基にした計算ルールを指定します。

• ユニット タイプ

休暇欠勤ページの [ユニット タイプ] フィールドで休暇欠勤に定義されているユニット タイプが [日] であ
る場合、休暇欠勤イベントに記録された時間指定は休暇欠勤期間と終了日の計算では無視されます。

[ユニット タイプ] に [時間] を指定した休暇欠勤の計算

休暇欠勤の [ユニット タイプ] が [時間] に定義されている場合、休暇欠勤イベントの終了日と期間の自
動計算は以下のように実行されます。

• 終了日

終了日の計算では、[期間] フィールドに入力された時間が、開始日を先頭に、予定時間に対して日付
ごとに適用されます。時間指定休暇と半日休暇は計算要素に含まれます。終了日の時点で残日数が
負の数値であれば (終了日の予定時間が残り時間を超えている場合)、終了日の指定時間は時間の
差異を反映するように調整されます。

[全ての日に適用] チェック ボックスがオンになっていて、休暇欠勤期間の時間数を時間指定の時間数
で均等に分割できない場合、またはこのチェック ボックスがオンになっていて、半日が選択され、休暇
欠勤期間の時間数が全ての勤務予定時間数の合計を 2 で割ったものでない場合には、エラーが返さ
れます。

• 期間

リクエストされた休暇欠勤日に対する予定時間数が合計され、合計が半休等または半日休暇に合わ
せて調整されます。

例 1: 終了日の計算

月曜から金曜まで、1 日 8 時間勤務を想定します。土曜日と日曜日は非勤務日です (勤務時間ゼロ)。あ
る従業員が、開始日が 1 月 7 日 (水曜日)、期間が 24 時間の休暇リクエストを入力しました。休暇取得
は時間単位で定義します。以下の表は、自動計算で導き出された、各種のシナリオでの休暇欠勤期間
を示しています。

開始日 期間
開始日、
時間指定

半日、開
始日 全ての日

終了日、
時間指定

半日、終
了日 終了日 コメント

2004/01
/07

24 0 N N 0 N 2004/01
/09

8時間/水曜
日、木曜日、金
曜日

2004/01
/07

24 3 N N 5 N 2004/01
/12

3時間/水曜日
(開始日)、8時
間/2日間、0
時間/土曜日、
日曜日、5時間
/月曜日 (終了
日)
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開始日 期間
開始日、
時間指定

半日、開
始日 全ての日

終了日、
時間指定

半日、終
了日 終了日 コメント

2004/01
/07

24 0 Y N 4 N 2004/01
/12

4時間/水曜日
(開始日)、8時
間/2日間、0
時間/土曜日、
日曜日、4時間
/月曜日 (終了
日)

2004/01
/07

24 0 N Y/全ての
日が4時
間

0 N 2004/01
/14

4時間/水曜
日、木曜日、金
曜日、0時間/
土曜日、日曜
日、4時間/月
曜日、火曜日、
水曜日

2004/01
/07

24 0 N Y/全て半
日

0 N 2004/01
/14

4時間/水曜
日、木曜日、金
曜日、0時間/
土曜日、日曜
日、4時間/月
曜日、火曜日、
水曜日

2004/01
/07

24 0 N Y/全ての
日が5時
間

0 N エラー 24は 5で割り
切れない

2004/01
/07

5 5 N N 0 N 2004/01
/07

24は 5で割り
切れない

例 2: 期間の計算

月曜から金曜まで、1 日 8 時間勤務を想定します。土曜日と日曜日は非勤務日です (勤務時間ゼロ)。あ
る従業員が休暇リクエストを入力し、その開始日と終了日を指定しました。休暇取得は時間単位で定義
します。以下の表は、自動計算で導き出された、各種のシナリオでの休暇欠勤期間を示しています。

開始日 終了日
開始日、
時間指定

半日、開
始日 全ての日

終了日、
時間指定

半日、終
了日 期間 コメント

2004/01
/05

2004/01
/08

0 N N 0 N 32 8時間/月曜
日、火曜日、水
曜日、木曜日

2004/01
/05

2004/01
/08

3 N N 0 N 27 3時間/月曜
日、8時間/火
曜日、水曜日、
木曜日
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開始日 終了日
開始日、
時間指定

半日、開
始日 全ての日

終了日、
時間指定

半日、終
了日 期間 コメント

2004/01
/05

2004/01
/08

0 N N 3 N 27 8時間/月曜
日、火曜日、水
曜日、3時間/
木曜日

2004/01
/05

2004/01
/08

3 N N 3 N 22 3時間/月曜
日、8時間/火
曜日、水曜日、
3時間/木曜日

2004/01
/05

01/08
/2004

0 N Y/全ての
日が3時
間

0 N 12 3時間/月曜
日、火曜日、水
曜日、木曜日

2004/01
/05

01/08
/2004

0 Y N 0 N 28 4時間/月曜
日、8時間/火
曜日、水曜日、
木曜日

2004/01
/05

2004/01
/08

0 N N 0 Y 28 8時間/月曜
日、火曜日、水
曜日、4時間/
木曜日

2004/01
/05

2004/01
/08

0 Y N 0 Y 24 4時間/月曜
日、8時間/火
曜日、水曜日、
4時間/木曜日

2004/01
/05

2004/01
/08

0 N Y/全て半
日

0 N 16 4時間/月曜
日、火曜日、水
曜日、木曜日

2004/01
/05

2004/01
/10

0 N N 0 Y 40 8時間/月曜
日、火曜日、水
曜日、木曜日、
金曜日、0時間
/土曜日

2004/01
/04

2004/01
/08

0 Y N 0 N 32 0時間/日曜
日、8時間/月
曜日、火曜日、
水曜日、木曜
日

2004/01
/04

2004/01
/10

0 N Y/全て半
日

0 N 20 0時間/日曜
日、4時間/月
曜日、火曜日、
水曜日、木曜
日、0時間/土
曜日
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予測メッセージについて

セルフサービス ユーザーが予測プロセスをオンラインで実行できるようにする場合は、そのプロセスの
終了時に表示するメッセージを定義できます。テキスト カタログを使用して、正常終了メッセージ、警告
メッセージ、エラー メッセージという 大で 3 つのメッセージのテキストを定義できます。休暇付与エレメ
ントの予測フォーミュラでは、各メッセージを発行する条件を指定します。各条件に対して返される値を、
テキスト カタログで定義したメッセージにそれぞれマッピングします。

予測メッセージを定義するには、次の手順に従います。

1. テキスト カタログを使用して、正常終了、警告、エラーという各予測結果に対してステータス メッ
セージまたは説明、あるいはその両方を定義します。

2. "メッセージのカスタマイズ" ページを使用して、各メッセージ タイプ (正常終了、警告、エラー) を、
予測フォーミュラによって返される値にマッピングし、テキスト カタログから表示するテキストを指
定します。
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休暇取得エレメント別のセルフサービス休暇欠勤ルー
ルの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[休暇欠勤] GP_ABS_ELIG_SS [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[休暇欠勤管
理]、[国別休暇取得設
定]、[休暇欠勤]

特定の休暇取得エレメント
と国に対して休暇欠勤ユ
ニット (日数または時間
数)、リクエストを送信およ
び承認できるユーザー、
キャンセルされたリクエスト
をどう処理するか、および
半休等の休暇欠勤を許可
するかどうかを定義しま
す。また、休暇欠勤理由と
休暇残日数を表示するか
どうかを指定できます。

[日付のルール] GP_ABS_ELIG2_SS [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[休暇欠勤管理]、[国
別休暇取得設定]、[日
付のルール]

休暇欠勤が休日または非
勤務日に開始または終了
できるかどうか、および休
暇欠勤の終了日または期
間を自動計算するかどうか
など、休暇欠勤日の入力
ルールを定義します。

[ユーザーフィールド] GP_ABS_ELIG3_SS [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[休暇欠勤管理]、[国
別休暇取得設定]、[ユー
ザーフィールド]

ユーザーフィールドを
定義します。

[予測メッセージ] GP_ABS_ELIG4_SS [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[休暇欠勤管理]、[国
別設定]、[予測メッセージ]

予測ルールを定義します。

[メッセージの表示] GP_ABS_ELIG42_SEC 予測メッセージページで [
メッセージの表示]リンクを
クリックします。

オンラインの予測プロセス
によって返されるデフォルト
のメッセージを表示します。

[メッセージのカスタマイズ] GP_ABS_ELIG4_SEC 予測メッセージページで [
メッセージのカスタマイズ]
リンクをクリックします。

オンラインの予測プロセス
によって返されるメッセー
ジをカスタマイズします。

休暇リクエストのユニット、管理ルール、および表示ルールの定義

休暇欠勤ページにアクセスします。
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休暇欠勤ページ

[セルフサービス ルール]

[ユニット タイプ] セルフサービス ページに表示されるユニットとして [日] または [時間] の
いずれかを選択します。これは、ユーザーが休暇をリクエストした際に入
力するユニットです。

注: 休暇取得エレメントに定義されているユニット タイプと同じユニット タ
イプを選択します。

[管理ルール]

[リクエスト可能なロール] セルフサービス ページからこの休暇取得エレメントに対して休暇をリクエ
ストできるユーザーを指定します。[従業員]、[従業員と管理者] (デフォル
ト)、[管理者] から選択できます。

[使用ロール] この休暇取得エレメントを管理者セルフサービス ページで "従業員" また
は "管理者" としてリクエストできるかどうか、あるいは "適用なし" である
かを指定します。

[使用ロール上書き] 選択されている使用ロール オプションを管理者セルフサービス ページで
上書きできるかどうかを指定します。

[承認プロセス ID] 国と休暇取得エレメントで使用する承認プロセス ID を選択します。承認プ
ロセス ID は、承認プロセスの実行と、承認プロセスと承認ワークフロー エ
ンジンとの統合を制御する技術的な定義のことです。また、通知 (電子メー
ルとワークリスト) は、承認プロセス ID 内に定義されます。
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[承認定義 ID] 承認フレームワークの設定に基づいて、この承認タイプに対応する ID を
選択します。PeopleSoft では、1 つの承認定義 ID を用意しており、これは
提供されている 6 つのプロセス ID で使用されます。国レベルでのセルフ
サービス休暇取得エレメントの定義 ID の選択内容は、会社がどのように
直属の部下を設定しているかに応じて異なります。

このフィールドへの入力は任意です。また、このフィールドに値を入力しな
いで、管理ルールを設定することもできます。定義 ID を持たない休暇取
得を定義すると、従業員または管理者が休暇欠勤セルフサービス ページ
でこの休暇取得エレメントを選択した場合に、承認フレームワークは使用
されません。

注: 承認を必要としない休暇リクエストの場合は、[承認プロセス ID] と [承
認定義 ID] を空欄のままにします。空欄のままにすると、休暇リクエストは
ユーザーが送信すると自動的に承認されます。

[キャンセル オプション] 休暇リクエストがキャンセルされたときの処理方法を指定します。以下の
いずれかを選択します。

[レコードのステータスを変更]: (デフォルト) リクエストのステータスを [キャ
ンセル] に変更する場合にオンにします。リクエストのステータスが [キャン
セル] に設定されていると、そのリクエストにはアクセスできません。

[データベースから削除]: データベースからリクエストを削除する場合にオ
ンにします。

[勤務管理での入力を許可] PeopleSoft 勤務管理のタイムシート ページで休暇欠勤イベントの入力を
許可する場合にオンにします。

[ページ表示ルール]

[理由の表示] セルフサービス ユーザーが休暇欠勤の理由を指定できるようにする場合に
オンにします。デフォルトではこのチェック ボックスはオンになっています。

[理由必須] ユーザーが休暇欠勤の理由を必ず入力するようにする場合にオンにしま
す。

[現在の残日数の表示] 休暇リクエスト ページで 後に 終決定された休暇欠勤実行を基準に、
休暇付与エレメントの残日数を表示する場合に選択します。残日数には、
ユーザーがリクエストしているユニット数は反映されていません。このチェッ
ク ボックスはデフォルトでオフに設定されます。

[現在残数累計] [現在の残数の表示] チェック ボックスをオンにした場合は、この休暇取得
エレメントの現在の残数を保存する累計エレメントを選択します。

[残数表示オプション] 異なるユーザー キーを持つ累計の複数のインスタンスが存在する場合に、
現在の残日数として表示する値を指定します。

以下のオプションから 1 つ選択します。

[サマリなし] (デフォルト): 現在の残日数を表示するルールが非常に複雑
な場合にこのオプションを使用してください。累計のメンバーとなるエレメン
トの値を集計する累計を作成してください。その累計の 新のインスタン
スの値が表示されます。

[サマリ]: 複数のインスタンスの合計を表示する場合にこのオプションを選
択します。
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[元の開始日の表示] 休暇リクエスト ページに [元の開始日] フィールドを表示する場合にオン
にします。

[半休等の許可] このチェック ボックスは、[半休等指定オプション] フィールドと共に使用し
ます。休暇欠勤で半休を許可する場合にオンにします。

半休または時間指定の休暇欠勤が許可されない場合は、このチェック ボッ
クスをオンにしないでください。

[半休等指定オプション] このフィールドは、[半休等の許可] チェック ボックスをオンにした場合に使
用できます。以下のいずれかを選択します。

• [半日]: ユーザーは半日の休暇欠勤のリクエストを入力するチェック ボッ
クスを選択できます。ユーザーのスケジュールを参照して休暇欠勤の時
間数が決定されます。

• [時間指定]: ユーザーは休暇欠勤時間数を入力することで半休等の休
暇欠勤をリクエストできます。これがデフォルトの設定です。

• [時間指定と半日]: ユーザーは半日休暇のチェック ボックスをオンにす
るか、時間数を入力することで半休等の休暇欠勤をリクエストできます。

• [半休等の許可] チェック ボックスがオフになっている場合は、[なし] が
デフォルト値です。

次の例では、[サマリ] オプションは KOAE PTO 累計に対して値 20 を返します。

累計 開始日 終了日 ユーザー キー 1 ユーザー キー 2 値

KOAE PTO 2000年 1月 1
日

2000年 12月 31
日

CIA A 支給グループA 5

KOAE PTO 2001年 1月 1
日

2001年 12月 31
日

CIA A 支給グループA 8

KOAE PTO 2002年 1月 1
日

2002年 7月 31日 CIA B 支給グループB 4

KOAE PTO 2002年 8月 1
日

2002年 12月 31
日

CIA B 支給グループB 2

KOAE PTO 2003年 1月 1
日

2003年 12月 31
日

CIA B 支給グループXYZ 1

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「セルフサービス トランザクション
の設定と使い方」、 「直属部下の設定」

休暇欠勤日の入力ルールの定義

"日付のルール" ページにアクセスします。
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"日付のルール" ページ

[開始日と終了日のルール]

[休日の開始/終了を許可] リクエストの開始日または終了日が休日に当たることを許可する場合にオ
ンにします。デフォルトではこのフィールドはオンになっています。

[非勤務日の開始/終了
を許可]

リクエストの開始日または終了日が、従業員が勤務する予定でない日に
当たることを許可する場合にオンにします。デフォルトではこのフィールド
はオンになっています。

[計算ルール]

ここで選択するオプションによって、[終了日の計算] ボタン、[期間の計算] ボタン、または [終了日また
は期間の計算] ボタンが休暇リクエスト ページに表示されるようになります。

参照: 第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 「休暇欠勤期間と終了日計算について」 、
726ページ

[終了日の計算] [終了日の計算] ボタンを表示する場合にオンにします。休暇リクエストの
入力時に、ユーザーは休暇欠勤の開始日と期間を入力する必要がありま
す。[終了日の計算] ボタンをクリックすると、終了日が自動的に計算され、
表示されます。これはデフォルトの設定です。

[期間の計算] [期間の計算] ボタンを表示する場合にオンにします。休暇リクエストの入
力時に、ユーザーは休暇欠勤の開始日と終了日を入力する必要がありま
す。[期間の計算] ボタンをクリックすると、期間が自動的に計算され、表示
されます。

[終了日と期間の入力時に
再計算]

このフィールドでの指定により、ユーザーが休暇リクエストを入力する際
に、[終了日] フィールドと [期間] フィールドの両方に値を入力した場合に
どのように処理するかをコントロールします。

• [終了日] を選択すると、このフィールドは再計算されます。
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• [期間] を選択すると、このフィールドは再計算されます。

[休日を除外] リクエストされた休暇欠勤イベントに対する終了日や期間の計算から休日
が除外する場合にオンにします。

注: PeopleSoft 勤務管理を使用している場合、このフィールドは勤務時間
管理処理にも影響します。このチェック ボックスをオフにすると、勤務時間
管理処理により、受給者の勤務スケジュールの非勤務日の期間フィール
ドに基づいて、非勤務日の時間が作成されます。

[非勤務日を除外] リクエストされた休暇欠勤イベントに対する終了日や期間の計算から受給
者のスケジュールにある非勤務日が除外する場合にオンにします。

注: PeopleSoft 勤務管理を使用している場合、このフィールドは勤務時間管
理処理にも影響します。このチェック ボックスをオフにすると、勤務時間管
理処理により、受給者の勤務スケジュールの休日の時間が作成されます。

ユーザー フィールドの定義

ユーザー フィールド ページにアクセスします。

ユーザー フィールド ページ

[ユーザー フィールド
の表示]

休暇リクエスト ページに 大で 4 つのユーザー定義フィールドを表示する
場合にオンにします。

[ユーザー フィールド]

休暇リクエスト ページに表示するフィールドを 大 4 つまで定義できます。これらのフィールドにより、休
暇欠勤の管理に必要な、その他のデータを集めることができます。これらのフィールドをシステム エレメン
トとして使用してルールに埋め込み、ユーザーが入力した情報を使用して特定のタスクを実行できます。

定義する各フィールドに対し、フォーマット、フィールド ラベル、入力必須フィールドかどうかの指定を行い
ます。
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[フィールド <番号> フォー
マット]

[文字列]、[日付]、[10 進数]、[金額] のいずれかを選択します。

[ラベル <番号>] 英数字で 30 字以内のフィールド名を入力します。ユーザー フィールドを休
暇欠勤の詳細ページに表示するには、ラベルの入力が必要です。

[フィールド <番号> 必須] フィールドへの入力が必須である場合にオンにします。

予測ルールの定義

予測メッセージ ページにアクセスします。

予測メッセージ ページ

[予測ルール]

[予測可] セルフサービス ユーザーが予測プロセスをオンラインで実行できるように
する場合にオンにします。[予測残数] ボタンが休暇リクエスト ページに表
示されます。このチェック ボックスはデフォルトでオフに設定されます。

注: セルフサービス ユーザーが予測プロセスを実行するには、その休暇
取得エレメントの国別ルールでも予測を許可する必要があります (予測グ
リッド ページで [予測リクエスト可] チェック ボックスがオンになっている必
要があります)。

[送信ロール] 休暇リクエストを送信する前に予測が必須である場合は、プロセスを実行
するユーザーを指定します。[従業員]、[管理者]、[従業員と管理者]、[適
用なし] (デフォルト) から選択できます。
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このフィールドは、[送信前の予測必須] チェック ボックスと共に使用しま
す。[送信前の予測必須] チェック ボックスをオンにした場合は、このフィー
ルドでロールを指定する必要があります。

[送信前の予測必須] 休暇リクエストを送信する前に予測プロセスの実行を必須とする場合にオ
ンにします。このチェック ボックスはデフォルトでオフに設定されます。ルー
ルによっては、予測プロセスの結果に応じてリクエストを送信できるかどう
かが判断されます。

ユーザーが 初に休暇付与残日数を予測せずに休暇リクエスト ページで
[送信] をクリックすると、ユーザーにはエラー メッセージが表示されます。

[承認ロール] 予測が必須である場合、予測プロセスを実行するユーザーを指定します。
[管理者] および [適用なし] から選択できます。

[承認前の予測必須] 休暇リクエストを承認する前に予測プロセスのオンライン実行を必須とす
る場合にオンにします。

[予測メッセージ]

予測プロセス終了時に予測が正常に完了したことを通知するメッセージが表示されます。カスタマイズし
たメッセージを作成して表示することもできます。予測プロセスが正常終了したとき、警告を作成すると
き、またはエラーが発生したときで異なるメッセージを表示することができます。正常終了、警告、または
エラー メッセージを発行する基準を定義します。

[デフォルト メッセージ] 、[
メッセージの表示]

ユーザーが予測プロセスを実行した後に、デフォルト メッセージを表示する
場合にオンにします。"メッセージの表示" ページにアクセスしてデフォルト
メッセージを確認する場合は、[メッセージの表示] リンクをクリックします。
正常終了した予測とシステム エラーにデフォルト メッセージがあります。

[カスタム メッセージ] ユーザーが予測プロセスをオンラインで実行した後に、カスタマイズした
メッセージを表示する場合にオンにします。

[警告の許可] 、 [警告時の
送信可]

予測プロセスで警告が出されてもユーザーが休暇リクエストを送信できる
ようにする場合にオンにします。[警告時の送信可] フィールドで、警告が
あってもリクエストを送信できるユーザーを指定します。[従業員]、[管理
者]、[従業員と管理者] (デフォルト)、[適用なし] から選択できます。

[エラーの許可] 、 [エラー
時の送信可]

予測プロセスでエラーが出されてもユーザーが休暇リクエストを送信できる
ようにする場合にオンにします。[エラー時の送信可] フィールドで、エラー
があってもリクエストを送信できるユーザーを指定します。[従業員]、[管理
者]、[従業員と管理者] (デフォルト)、[適用なし] から選択できます。

予測メッセージのカスタマイズ

"メッセージのカスタマイズ" ページにアクセスします。
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"メッセージのカスタマイズ" ページ

[メッセージ タイプ] 定義するメッセージのタイプを [エラー]、[正常終了]、[警告] から選択しま
す。

[予測値] このメッセージの表示のトリガとなる予測プロセス (予測フォーミュラ) の戻
り値を入力します。このフィールドには 20 文字 (休暇管理の文字エレメン
トの 大フィールド長) までの英数字を入力できます。

[表示オプション] 予測が完了した後に表示するテキスト カタログの情報タイプを指定します。
[ステータス]、[説明]、および [両方] (デフォルト) から選択できます。

[ステータス テキスト ID] [表示オプション] フィールドで [ステータス] または [両方] を選択した場合
は、ステータス メッセージの HR のテキスト カタログからテキスト ID を入
力します。

[説明テキスト ID] [表示オプション] フィールドで [説明] または [両方] を選択した場合は、説
明の HR のテキスト カタログからテキスト ID を入力します。

セルフサービス休暇リクエストの予測ルールの定義
セルフサービスの予測および残数照会プロセスを使用するルールを定義するには、予測コンポーネント
(GP_ABS_SS_FCST) を使用します。

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 予測結果に表示する休暇付与残数の選択

• 残数照会結果に表示する休暇付与残数の選択
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セルフサービス予測ルールの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[予測] GP_ABS_TAKE6 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[休暇欠勤管理]、[予
測設定]、[予測]

予測結果グリッドに表示す
る予測結果エレメントを指
定します。また、名称として
HRのテキストカタログから
カスタマイズしたラベルを
表示するか、またはエレメ
ント名共通ページ (GP_PIN)
で定義されているエレメン
ト名称を表示するかどうか
も指定します。

[残数照会] GP_ABS_TAKE7 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[休暇欠勤管理]、[予
測設定]、[残数照会]

残日数照会プロセスで表
示する休暇付与残日数を
指定し、名称としてHRの
テキストカタログからカスタ
マイズしたラベルを表示す
るか、またはエレメント名
共通ページ (GP_PIN) で定
義されているエレメント名
称を表示するかどうかも
指定します。

セルフサービス休暇付与残数の予測ルールの定義

予測ページにアクセスします。

予測ページ

このページは、"休暇取得" の予測ページで休暇取得エレメントに定義された予測ルールを表示します。
ページ上部の [予測エレメント] フィールドは、予測プロセス中に変換されるフォーミュラです。[予測結果
エレメント リスト] グリッドには、予測プロセスの実行後に休暇イベント入力コンポーネントの休暇欠勤予
測結果ページに表示される項目が表示されます。予測プロセスの実行後にセルフサービス ユーザーに
対してこれらの結果の全てまたは一部を表示することができます。

注: このページに情報を入力するには、予測メッセージ ページの [予測可] チェック ボックスと、休暇取
得定義ページの [予測使用] チェック ボックスがオンになっている必要があります。
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[セルフサービス] このエレメントの予測結果をセルフサービス ユーザーに表示する場合に
オンにします。

[ラベル] セルフサービスに表示する予測エレメントのラベルを指定します。ラベルを
指定しない場合は、エレメントの名称が表示されます。

関連項目:

第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 「セルフサービス休暇リクエストの予測ルールの定
義」 、 739ページ

セルフサービス残数照会プロセスのルールの定義

残数照会ページにアクセスします。

残数照会ページ

このページは、予測ページと機能が似ていますが、残日数照会プロセスのルールに適用されます。

セルフサービス休暇欠勤ページのテキストの表示または修正
テキスト カタログ機能を使用して、セルフサービス休暇欠勤ページに表示されるフィールド ラベル、ボタ
ン テキスト、およびテキストを修正できます。

関連項目:

第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「休暇取得処理の日次結果の表示」 、 622ページ

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「共通コンポーネントの使い方」、
「テキスト カタログの設定」
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セルフサービス休暇リクエストの入力と承認

この章では、休暇リクエスト トランザクションの概要と、次の作業方法について説明します。

• 従業員セルフサービス ページの管理

• PeopleSoft Enterprise 勤務管理セルフサービスによる従業員の休暇欠勤の管理

• 管理者セルフサービス ページの管理

• 勤務管理セルフサービスによる管理者の休暇欠勤の管理

注: Global Payroll in Switzerland を使用している場合は、この章の代わりにスイス用の設定インストラクションを
参照してください。

関連項目:

第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 719ページ

事前設定
指定の国の全ての休暇欠勤取得エレメントに適用される国別ルールの定義には、国別休暇取得設定コ
ンポーネントが使用されます。この国別ルールにより、セルフサービス ページの一部のフィールドの表示
がコントロールされ、その国の休暇欠勤取得エレメントの設定のために予測および残数照会プロセスを
オンラインで使用できるかどうかが決定されます。国別にセルフサービス ルールのさまざまなセットを定
義できます。

セルフサービス ユーザーの使用を許可する休暇欠勤取得エレメントにはそれぞれ追加のルール セット
を定義します。これらのルールは、半休等の休暇欠勤を許可するかどうか、休暇リクエストの承認要件、
予測結果の表示方法、およびその他の使用ルールを指定します。

国別休暇取得設定コンポーネントを設定し、このコンポーネントで選択または入力する値の重要性を理
解したうえで、休暇欠勤セルフサービスを利用して値を入力することが重要です。

関連項目:

第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 「国別のセルフサービス休暇欠勤ルールの定義」
、 720ページ
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休暇リクエスト トランザクションについて
セルフサービス トランザクションを使用すると、従業員と管理者はグローバル ペイロールのセルフサー
ビス ページを使用して休暇リクエストの送信、休暇付与残数の予測、その他の共通タスクの実行を行う
ことができます。

セルフサービスのオプションは従業員と管理者でそれぞれ異なります。

ロール 休暇欠勤セルフサービス オプション

従業員 • 休暇リクエストの追加、編集、予測、送信、一時的
な保存、およびキャンセルを行うことができます。

注: 休暇欠勤セルフサービスを使用して入力され
た休暇リクエストのみ編集、予測、およびキャン
セルできます。

• 休暇リクエストの詳細とその承認ステータスを表示
できます。

• 休暇欠勤管理者が入力した休暇欠勤イベントを
表示できます。

• タイムシートに入力された休暇欠勤イベントを表示
できます。

• 現在の期間での休暇付与残日数を表示できます。

• 将来指定日の休暇付与残日数を表示できます。

• 過去および将来の従業員の月次スケジュールを
表示できます。

管理者 • 直属の部下に代わり、休暇欠勤処理関連の全ての
従業員セルフサービス機能を実行できます。

• 直属部下の休暇リクエストのリストを表示できます。

• (省略可)承認のために休暇リクエストを予測でき
ます。

• 直属部下からの休暇リクエストの承認、却下、また
は差し戻しを行います。

• 直属部下の月次カレンダーを表示します。

関連項目:

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 「休暇欠勤イベントの入力、更新、および無効化」 、 695ページ
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従業員セルフサービス ページの管理
このセクションでは、従業員セルフサービス休暇欠勤ページへのアクセスと使用手順の概要と、以下の
項目について説明します。

• 休暇のリクエスト

• 月次スケジュールの表示

• 休暇残日数の表示

• 休暇リクエスト履歴の表示

• 休暇リクエストの詳細の表示

• 休暇付与残日数の予測

• 職務名の選択

従業員が休暇リクエストの管理に使用するセルフサービス ページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

休暇リクエスト GP_ABS_SS_REQUEST [セルフサービス]、[勤務時
間レポート]、[勤務時間の
レポート]、[休暇リクエス
ト]、[休暇リクエスト]

休暇欠勤イベントの開始日
に基づいて休暇をリク
エストします。

月次スケジュール SCH_EE_MONTHLY 休暇リクエストページの [
月次スケジュールの表示]
リンクをクリックします。

従業員は、過去または将
来のある 1か月間のスケ
ジュールを表示できます。

休暇残数の表示 GP_ABS_SS_BALANCES [セルフサービス]、[勤務時
間レポート]、[勤務時間の
表示]、[休暇残日数]、[休
暇残数の表示]

このページには、休暇のリ
クエスト、休暇リクエストの
表示、月次スケジュールの
表示、および残日数の予
測を行うページへのリンク
があります。

休暇リクエスト履歴 GP_ABS_SS_REQHIST • [セルフサービス]、[勤務
時間レポート]、[勤務時
間の表示]、[休暇リクエ
スト履歴]、[休暇リク
エスト履歴]

• 休暇リクエストページま
たは"休暇残数の表示"
ページで [休暇リクエスト
履歴の表示]リンクをク
リックします。

指定の日付範囲に基づい
て処理済みまたは保留中
の休暇欠勤イベントを
表示します。

このページは管理者も使
用できます。

参照: 第 27章、 「セルフ
サービス休暇リクエストの
入力と承認」、 「管理者が
休暇リクエストの管理に
使用するセルフサービ
スページ」 、 760ページ

リクエスト詳細 GP_ABS_SS_REQSTAT 休暇リクエスト履歴ページ
の [休暇付与名]列にあ
る休暇欠勤のリンクをク
リックします。

特定の休暇リクエストの詳
細を表示します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

予測残数 GP_ABS_SS_FCST_BAL "休暇残数の表示"ページ
の [予測残日数]リンクをク
リックします。

日付、休暇欠勤タイプ、お
よび休暇欠勤名に基づい
て、将来の休暇付与残日
数の予測プロセスをオンラ
インで実行します。

このページは管理者も
使用します。

参照: 第 27章、 「セルフ
サービス休暇リクエストの
入力と承認」、 「管理者が
休暇リクエストの管理に
使用するセルフサービ
スページ」 、 760ページ

職務の選択 HCM_JOB_SELECT [セルフサービス]、[勤務時
間レポート]、[勤務時間の
レポート]、<任意の従業
員セルフサービス休暇
欠勤プロセス>

複数の職務を持つ従業員
は、このページを使用して
休暇欠勤のセルフサー
ビストランザクションの
入力/確認を行う職務を
選択します。

休暇のリクエスト

休暇リクエスト ページにアクセスします。

休暇リクエスト ページ (1/2)
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休暇リクエスト ページ (2/2)

休暇リクエスト ページは、[休暇詳細]、[追加情報]、[コメント] という 3 つのグループ ボックスで構成され
ます。[追加情報] グループ ボックスで使用可能なフィールドは、組織が休暇欠勤管理のセルフサービス
をどのように設定したかに応じて異なります。

[休暇詳細]

[開始日] 休暇欠勤イベントの開始日を選択します。このフィールド オプションのデ
フォルトは現在の日付です。休暇欠勤が断続的に発生する場合は、それ
ぞれのイベントを別々に入力します。たとえば、受給者が 2 日間病欠し、3
日間勤務に戻り、その後再び病欠した場合、2 つの休暇欠勤イベントを入
力します。休暇欠勤に週末が含まれる場合 (木曜日から月曜日までの休
暇欠勤の場合など) は、1 つの休暇欠勤イベントとして入力します。

[終了日] 休暇欠勤イベントの終了日を選択します。このフィールドが空欄で、"国別
休暇取得設定" ページの設定で [終了日の計算] チェック ボックスがオン
になっていると、開始日、休暇欠勤期間、および半休オプションに基づい
て終了日が自動計算されます。

注: "国別休暇取得設定" の設定で、休暇欠勤ユニット タイプが [日] に定
義されている場合は、半休オプションを使用しないことをお勧めします。

[みなし初回採用日] 休暇欠勤イベントの元の開始日を選択します。取得する休暇欠勤の元の
開始日に基づいて規則上または支給上影響が及ぶ場合は日付を入力し
ます。

このフィールドは、国別休暇取得設定コンポーネントの休暇欠勤ページで
[元の開始日の表示] チェック ボックスをオンにした場合に表示されます。
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たとえば、足を負傷した従業員がいるとします。この従業員が 2005 年 1
月 3 日から 2005 年 1 月 7 日までの休暇欠勤を報告しました。症状が回
復し、職場に戻りました。その後、症状が再発し、2005 年 1 月 17 日から
2005 年 1 月 18 日まで 2 日以上の休暇欠勤が必要となりました。この 2
回目の休暇欠勤の元の開始日は、2005 年 1 月 3 日です。この 2 つの休
暇欠勤イベントを関連付けて、資格取得期間または 低有給待機期間の
点から 1 つの休暇欠勤イベントとして処理することができます。

注: このフィールドをセルフサービスで使用する場合は注意が必要です。こ
のフィールドに誤ったデータが入力されると、誤った資格取得期間が計算
され、1 つまたは複数のイベントに対して支給が行われる場合があります。

参照: 第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 「国別のセルフ
サービス休暇欠勤ルールの定義」 、 720ページ

[タイプ別フィルタ] 休暇欠勤タイプを選択します。このフィールドでの選択によって、[休暇付
与名] フィールドで選択できる項目が制限またはフィルタされます。

[休暇付与名] 選択可能なオプションから休暇付与名を選択します。選択できるオプショ
ンは、[タイプ別フィルタ] フィールドで選択された休暇欠勤タイプ、"国別休
暇取得設定" の設定で有効にした休暇欠勤タイプ、および従業員が資格
を持つエレメントによって異なります。

上記のフィールドで項目を選択すると、ページがリフレッシュされ、追加の
フィールドが表示されます。

注: 既に選択済みの休暇付与名を変更すると、既存の休暇欠勤データが
全て失われることを示す警告が表示されます。

参照: 第 19 章、 「エレメントの資格チェックと変換」 、 505ページ

[理由] 有効なオプションから理由を選択します。選択可能な理由は、前のフィー
ルドでの選択内容に応じて異なります。休暇欠勤理由は、休暇欠勤タイプ
を通じて休暇付与名 (休暇欠勤取得) にリンクされます。

参照: 第 12 章、 「休暇欠勤エレメントの定義」 、 「休暇欠勤タイプと理由の
定義」 、 289ページ

[半休等] 休暇欠勤イベントの中で半休等を取得した日を指定します。

休暇欠勤設定ページの [終了日または期間の計算] オプションが有効で、
[ユニット タイプ] が [時間] に指定されている場合、このグループ ボックス
での時間指定または半日のエントリは、終了日または期間の自動計算に
含まれます。

たとえば、ある従業員が月曜日から金曜日まで 1 日 8 時間勤務のスケ
ジュールを組んでいるとします。この従業員が 2007 年 1 月 8 日月曜日か
ら 2007 年 1 月 10 日水曜日までの休暇欠勤を報告します。その後、月曜
日は半日の休暇欠勤とし、残りの休暇欠勤は終日として取得するとします。

例 1: 国別休暇取得設定が以下のように定義されている場合

• [ユニット タイプ] = [時間]

• [半休等の許可] = オン

• [半休等] = [時間指定]
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このような設定の場合に休暇欠勤データを正しく入力するには、従業員は
以下のように報告する必要があります。

• [開始日] = 2007/01/08

• [終了日] = 2007/01/10

• [半休等] = [開始日のみ]

• [開始日の時間数] = 4

例 2: 国別休暇取得設定が以下のように定義されている場合

• [ユニット タイプ] = [時間]

• [半休等の許可] = オン

• [半休等] = [半日]

このような設定の場合に休暇欠勤データを正しく入力するには、従業員は
以下のように報告する必要があります。

• [開始日] = 2007/01/08

• [終了日] = 2007/01/10

• [半休等] = [開始日のみ]

• [開始日は半日] = オン

警告: "国別休暇取得設定" の設定で、休暇欠勤ユニット タイプが日に定
義されている場合は、半休オプションを使用しないでください。

注: 次のフィールドに入力するデータは、休暇欠勤フォーミュラで参照され
る場合にのみ、休暇欠勤計算プロセスで使用されます。

休暇欠勤計算時に [半休等] フィールドで選択可能なオプションは、次の
とおりです。

• [全ての日]

• [終了日のみ]

• [なし]

• [開始日のみ]

• [開始日と終了日]

選択したオプションによっては、 大 2 つのチェック ボックスが表示され、
休暇欠勤イベントで半休にする日を指定することができます。休暇欠勤イ
ベントとして適切なチェック ボックスをオンにします。

[期間] 期間を日数または時間数で入力します。休暇欠勤設定ページで [期間の
計算] が有効になっている場合は、期間を入力する必要はありません。[
期間の計算] ボタンをクリックすると、休暇欠勤期間が時間数または日数
単位で計算されます。

このフィールドの動作は、休暇欠勤設定ページでの設定に応じて異なりま
す。[終了日の計算] チェック ボックスがオンに設定されていると、値は自
動的に計算されます。
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• 休暇欠勤期間の単位 (ユニット タイプ) が日数または時間数に指定され
ている場合、開始日と終了日の入力時に期間が自動計算されます。

• 期間に基づいて終了日を計算する場合は、開始日と期間を入力し、[終
了日の計算] ボタンをクリックすると、終了日が自動的に計算されます。

[終了日または期間の計算] [開始日] フィールドと [期間] フィールドの値に基づいて休暇欠勤イベント
の終了日を自動的に計算する場合、または [開始日] フィールドと [終了
日] フィールドの値に基づいて [期間] を計算する場合に、このボタンをク
リックします。

注: "国別休暇取得設定" の日付のルール ページで、終了日と期間を計
算するように選択している場合、両方のフィールドに値が含まれていると
きは、再計算するフィールドを指定する必要があります。したがって、ユー
ザーが期間または終了日を入力して [終了日または期間の計算] ボタンを
クリックすると、どちらか一方のフィールドが再計算されます。

[予測残日数] この休暇リクエスト用として選択した休暇欠勤取得タイプに対して休暇欠
勤予測プロセスをオンラインで実行する場合は、このボタンをクリックしま
す。このボタンは、残数を予測する必要がある休暇付与名の場合のみ表
示されます。予測処理が完了すると、ページには予測プロセスから返され
た値とステータス、および [休暇欠勤予測詳細の表示] リンクが表示されま
す。このリンクを使用すると、予測残数詳細のリストにアクセスできます。

[一時保存] このオプションを使用すると、従業員は後で確認および編集するために休
暇欠勤イベント情報を保存できます。ただし、承認プロセスのワークフロー
は作成されません。

[送信] このオプションは、入力内容を保存し、1 人または複数の管理者にリクエ
ストを送信するワークフロー承認プロセスを作成します。その管理者には、
従業員に対して休暇リクエストをコメントと共に承認、却下、または差し戻
す権限のあるロールがワークフローで定義されています。差し戻しは、休
暇リクエストの修正を提案するか、追加の情報を取得するために承認者に
よってよく使用されます。

[キャンセル] このオプションは、内容を保存済みであるか、承認者から差し戻されたリク
エストでのみ使用できます。国別休暇取得設定の設定によっては、[キャン
セル] がクリックされる時期に応じて、リクエストおよびワークフロー レコー
ドからリクエストを物理的に削除するか、リクエストのステータスをキャンセ
ルに設定します。

[追加情報]

このグループ ボックスに表示される各フィールドは、導入プロセス中にグローバル ペイロールがどのよう
に設定されたかに応じて異なります。

[コメント]

従業員は、[申請者コメント] フィールドを使用して、レコードの一部となり、承認プロセス全体で確認でき
る休暇リクエストに関連する自由形式のテキストを入力できます。入力されたコメントは、休暇詳細ペー
ジに表示されます。

月次スケジュールの表示

月次スケジュール ページにアクセスします。
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月次スケジュール ページ (1/2)

月次スケジュール ページ (2/2)

従業員は、月および年フィールドで使用可能なオプションを使用して将来または過去のある 1 か月間の
スケジュールを表示できます。[前月の表示] ボタンと [翌月の表示] ボタンをクリックして前月と翌月を表
示できます。
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従業員が複数の職務を持つ場合、このページには各職務のリンクを表示する [職務名の選択] フィール
ドが表示されます。

参照: 第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 「職務名の選択」 、 758ページ

休暇残日数の表示

"休暇残数の表示" ページにアクセスします。

"休暇残数の表示" ページ

このページには以下のリンクが含まれます。

• [休暇リクエスト]

休暇リクエスト ページへ戻るリンクです。

• [休暇リクエスト履歴の表示]

休暇リクエスト履歴ページへのリンクです。

• [月次スケジュールの表示]

月次スケジュール ページへのリンクです。

• [予測残数]

予測残数ページへのリンクです。

• [職務リスト]

複数の職務を持つ従業員の "職務の選択" ページへのリンクです。

参照: 第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 「職務名の選択」 、 758ページ

注: 勤務管理と統合している場合、休暇付与残数はタイムシート ページに表示できます。
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参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「セルフサービス コンポーネントの使い
方」、 「勤務時間のレポート」

関連項目:

第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 「休暇のリクエスト」 、 746ページ

第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 「休暇リクエスト履歴の表示」 、 753ページ

第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 「休暇残日数の表示」 、 752ページ

休暇リクエスト履歴の表示

休暇リクエスト履歴ページにアクセスします。

休暇リクエスト履歴ページ

このページには、従業員の全ての休暇リクエストが表示されます。従業員が入力した休暇リクエストに
は、[休暇付与名] 列にリンクが含まれています。休暇イベント入力コンポーネントを利用して休暇欠勤管
理者が入力した休暇欠勤には、[休暇付与名] 列にリンクがありません。また、ステータスや期間もありま
せん。従業員は、[編集] 列の [編集] ボタンをクリックすることで、保存済みだがまだ送信されていない休
暇リクエストを編集できます。従業員は、[編集] ボタンをクリックすることで、キャンセルまたは却下され
た休暇リクエストを編集することもできます。
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休暇リクエストや休暇欠勤がタイムシートを利用して入力または修正されている場合や、休暇欠勤管理
者が休暇イベント入力コンポーネントを使用して入力または修正している場合、これらを休暇欠勤セルフ
サービスで編集することはできません。

注: 管理者が従業員として休暇欠勤をリクエストした場合、[申請者] 列には "管理者" と表示されます。

[開始日] 、 [終了日] ユーザーは、[開始日] フィールドと [終了日] フィールドに日付を入力するこ
とで、指定の日付範囲に含まれる休暇リクエストを表示できます。従業員が
[開始日] フィールドだけに日付を入力した場合は、開始日が指定した日付
と同じかそれより後の休暇リクエストが表示されます。また、従業員が [終
了日] フィールドだけに日付を入力した場合は、終了日が指定した日付と同
じかそれより前の休暇リクエストが表示されます。日付がどちらのフィール
ドにも入力されていないと、従業員の休暇リクエストが全て表示されます。

[開始日] から [終了日] までの期間は、国別設定コンポーネントの履歴グ
リッド ページに入力された [デフォルト履歴期間] の値で決まります。[デ
フォルト履歴期間] が設定されていない場合は、[開始日] 日付フィールド
には現在の日付から 90 日前の日付、[終了日] 日付フィールドには現在
の日付から 90 日後の日付がデフォルトで使用されます。

参照: 第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 「国別のセルフサービス休暇欠勤ルールの
定義」 、 720ページ

[リフレッシュ] [開始日] フィールドおよび [終了日] フィールドに日付を入力するか、日付
を変更または削除した後でクリックします。

[編集] このボタンは、休暇リクエストのステータスが保存、キャンセル、または却
下の場合に使用できます。このボタンをクリックすると、休暇リクエスト ペー
ジが開きます。

参照: 第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 「休暇のリクエスト」 、 746ページ

[休暇リクエスト履歴] グループ ボックスには、[休暇付与名]、[ステータス]、[開始日]、[終了日]、[期間]、
および [申請者] という列があります。列の見出しをクリックすることで、これらの条件のいずれかを基準
に行をソートできます。

注: 休暇欠勤セルフサービスまたはタイムシートを使用して入力された休暇リクエストの [期間] の値の
み自動的に計算、保存されます。休暇イベント入力などのオンライン ページや、コンポーネント インター
フェイスを利用して入力または修正された休暇欠勤の期間は、自動的に計算または保存されません。

関連項目:

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 「休暇欠勤イベントの入力、更新、および無効化」 、 695ページ

休暇リクエスト詳細の表示

リクエスト詳細ページにアクセスします。
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リクエスト詳細ページ (1/2)
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リクエスト詳細ページ (2/2)

このページには、選択した休暇に関する情報が表示されます。

注: 管理者が従業員として休暇欠勤をリクエストした場合、[リクエスト履歴] セクションの [氏名] フィー
ルドには従業員名が表示されます。

注: 承認パスのマップと詳細は、休暇欠勤セルフサービス アプリケーションにのみ表示されます。このパ
スと詳細は、タイムシート セルフサービスには表示されません。

休暇付与残日数の予測

予測残数ページにアクセスします。
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予測残数ページ

このページを使用すると、従業員は休暇付与残日数予測プロセスをオンラインで実行できます。また、指
定した将来の日付で、休暇欠勤タイプ、休暇付与名を指定して付与残日数を表示できます。

[指定日] 残日数の計算に使用する将来の日付を入力します。

[タイプ別フィルタ] 休暇欠勤タイプを選択します。このフィールドでの選択によって、[休暇付
与名] フィールドで選択できる項目が制限またはフィルタされます。

[休暇付与名] フィールドの選択可能なオプションから休暇付与名を選択します。

注: [予測残数] ボタンを表示するには、ユーザーはこのフィールドで休暇
付与名を選択する必要があります。

[予測残日数] 休暇残日数の予測プロセスをオンラインで実行する場合にクリックします。
プロセスが完了すると、予測された休暇残日数が [予測残日数詳細] グ
ループ ボックスに表示されます。
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職務名の選択

複数の職務を持つ従業員は、休暇欠勤のセルフサービス トランザクションを入力または確認する職務
を選択する必要があります。次のページは、複数の職務を持つ従業員が休暇リクエストを入力する場合
の例です。この従業員が休暇欠勤のセルフサービス トランザクションを開始すると、トランザクションのタ
イトルのみが異なる同様のページが表示されます。

休暇リクエストの "職務の選択" ページ

従業員が職務名を選択した後の各プロセスは、前のセクションで説明しているプロセスと同じになります。

PeopleSoft Enterprise 勤務管理セルフサービスによ
る従業員の休暇欠勤の管理

従業員は、休暇欠勤管理のセルフサービス ページを使用して、休暇欠勤を入力したり、休暇付与残数
を確認したりすることができます。この章では、休暇欠勤管理のセルフサービス ページについて詳しく説
明します。

注: 勤務管理タイムシートを利用して入力された休暇欠勤は、休暇欠勤または休暇欠勤イベントと呼ばれ
ます。休暇欠勤管理を利用して入力された休暇欠勤は、休暇欠勤または休暇リクエストと呼ばれます。

勤務管理と統合している場合、休暇欠勤イベントはタイムシート ページを利用して入力できます。また、
このページでは、休暇付与残数を表示して十分な休暇付与残数があることを確認したうえで、休暇欠勤
を入力できます。

実装時に行う以下の手順によって、従業員はタイムシート ページにアクセスして休暇欠勤を入力したり、
休暇付与残数を表示したりすることができます。

1. インストール テーブルで、休暇欠勤管理と勤務管理が選択されていることを確認します。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎PeopleBook、 「PeopleSoft Enterprise
HRMS の設定とインストール」

2. 国別休暇取得設定コンポーネントの休暇欠勤ページで、タイムシート ページで入力する休暇欠勤
取得エレメントに対して勤務管理で入力が行えるようになっていることを確認します。

参照: 第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 719ページ
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3. 勤務管理で必要なフレームワーク設定を実行し、タイムシートから従業員にアクセスできるように
します。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「勤務時間の管理」

以下の手順では、従業員がタイムシート ページで休暇欠勤を入力する方法と休暇付与残数を表示する
方法について説明します。

1. [セルフサービス]、[勤務時間レポート]、[勤務時間のレポート]、[タイムシート] の順にナビゲート
して、タイムシート ページにアクセスします。操作する勤務時間レポート期間を選択します。

2. [休暇欠勤イベント - クリックして表示] リンクをクリックして、休暇リクエストを追加、編集、予測、
または送信します。たとえば、休暇欠勤を追加するには、次の手順に従います。

a. [休暇欠勤イベントの追加]をクリックして新しいイベントを追加するか、[編集]をクリックして既存の
イベントを修正します。同時に複数のイベントを追加または編集することはできません。

b. 開始日を入力します。また、休暇欠勤の [終了日]フィールドが有効になっている場合は終了日も入
力します。[終了日]フィールドが空白のままで、終了日の計算機能を使用して計算されない場合、
このイベントを保存または送信すると、このフィールドにはデフォルトで開始日が設定されます。

参照: 第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 「国別のセルフサービス休暇
欠勤ルールの定義」 、 720ページ

c. ドロップダウンリストから [休暇付与名]を選択します。有効な値は、国別休暇取得設定の設定ペー
ジで既に定義済みの値で、勤務時間レポート期間の開始日時点での従業員の資格に基づきます。

参照: 第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 「国別のセルフサービス休暇
欠勤ルールの定義」 、 720ページ

参照: 第 19 章、 「エレメントの資格チェックと変換」 、 505ページ

d. 実装時に、国別休暇取得設定コンポーネントの休暇欠勤ページで、理由を表示するように選択
している場合は、必要に応じて休暇欠勤理由を入力します。

e. [詳細] リンクをクリックして休暇リクエスト詳細 (GP_ABS_SS_REQUEST) ページにアクセスし、休暇欠
勤の詳細情報と必要に応じてその他の情報を入力します。詳細情報を全て入力したら、[OK] をク
リックしてタイムシートページに戻ります。

注: . タイムシートの [休暇欠勤イベント] グリッドで使用可能なフィールド ([開始日]、[終
了日]、[休暇付与名]、[理由]) に入力する情報以外にも情報を入力する必要がある場合
は、休暇欠勤イベント詳細ページが自動的に開きます。

参照: 第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 「休暇のリクエスト」 、
746ページ

f. 休暇欠勤を保存して送信する前に、必要に応じて休暇残数を予測します。

g. 休暇欠勤を一時的に保存するか、送信して承認を受けます。新しい休暇欠勤は、保存または送信
前であれば削除できます。また、保存または送信後であれば、キャンセルできます。

3. [残時間数 - クリックして表示] リンクをクリックして、休暇付与残数を表示します。

注: 休暇欠勤を前回実行した時点での休暇付与残数が表示されます。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「セルフサービス コンポーネントの使い方」、
「勤務時間のレポート」
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管理者セルフサービス ページの管理
このセクションでは、管理者セルフサービス休暇欠勤ページへのアクセスと使用手順の概要と、以下の
項目について説明します。

• 従業員の休暇リクエストの代行

• 従業員の休暇リクエストの表示

• 休暇残日数の表示

• 休暇リクエストの承認と却下

• 休暇リクエスト履歴の確認

管理者が休暇リクエストの管理に使用するセルフサービス ページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[休暇リクエスト] HR_DR_ADDL_INFO [管理者セルフサービス]、[
勤務時間管理]、[勤務時間
のレポート]、[休暇リクエス
ト]、[休暇リクエスト]

休暇をリクエストする直属
部下のリストの作成に使用
する日付を入力します。

[休暇リクエスト] HR_DR_SELECT_EMPS 休暇リクエスト
(HR_DR_ADDL_INFO)ページ
の [続行]をクリックします。

直属部下のリストの表示、
従業員の選択、および従
業員の休暇リクエストの代
行入力を行います。

[休暇リクエスト履歴] HR_DR_ADDL_INFO [管理セルフサービス]、[勤
務時間管理]、[勤務時間の
表示]、[休暇リクエスト履
歴]、[休暇リクエスト履歴]

休暇履歴を表示する直属
部下のリストを使用する日
付を入力します。

[休暇リクエスト履歴] HR_DR_SELECT_EMPS 休暇リクエスト履歴
(HR_DR_ADDL_INFO)ページ
の [続行]をクリックします。

管理者は、このページを使
用して直属部下または間
接的部下の休暇リクエスト
情報を表示します。

[休暇残数の表示] HR_DR_ADDL_INFO [管理者セルフサービス]、[
勤務時間管理]、[勤務時間
の表示]、[休暇残数]、[休
暇残数の表示]

休暇残数を表示する直属
部下のリストを作成する日
付を入力します。

[休暇残数の表示] HR_DR_SELECT_EMPS 休暇残数の表示
(HR_DR_ADDL_INFO)ページ
の [続行]をクリックします。

直属部下の休暇残日数を
表示します。

[予測残数] GP_ABS_SS_FCST_BAL [管理者セルフサービス]、[
勤務時間管理]、[勤務時間
の表示]、[休暇残日数]

従業員の氏名のリンクをク
リックし、休暇残数の表示
ページで [残日数予測]リン
クをクリックします。

休暇欠勤予測プロセスの
結果を表示します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[休暇リクエスト] GP_SS_ABS_APPR [管理者セルフサービス]、[
勤務時間管理]、[勤務時間
と例外の承認]、[休暇リク
エスト]、[休暇リクエスト]

承認または却下の対象
となる休暇リクエストを
選択します。

[リクエスト詳細] GP_ABS_SS_REQUEST [管理者セルフサービス]、[
勤務時間管理]、[勤務時
間と例外の承認]、[休
暇リクエスト]

休暇リクエストページのリ
クエストで従業員の氏名の
リンクをクリックします。

管理者が従業員の休暇リ
クエストを承認、却下、また
は以前の承認レベルに差
し戻すために使用します。

[休暇リクエスト履歴] GP_ABS_SS_REQHIST [管理セルフサービス]、[勤
務時間管理]、[勤務時間の
表示]、[休暇リクエスト履
歴]、[休暇リクエスト履歴]

休暇リクエスト履歴ページ
で従業員の氏名のリンク
を選択します。

指定した日付範囲につい
て従業員の休暇リクエスト
履歴を確認します。

従業員の休暇リクエストの代行

休暇リクエスト ページにアクセスします。
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休暇リクエスト ページ

管理者が直属部下の氏名のリンクをクリックすると、その部下の休暇リクエスト ページが表示されます。
従業員セルフサービスの休暇リクエスト ページと同様のページが表示されます。

休暇リクエスト ページにアクセスします。
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休暇リクエスト (1/2)

休暇リクエスト (2/2)

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 763



セルフサービス休暇リクエストの入力と承認 第 27 章

"従業員休暇リクエストの表示" ページに戻るための [ワークフロー] セクションおよび [直属部下] リンク
がある場合を除いて、従業員セルフサービスの休暇リクエスト ページと同様のページが表示されます。

[ワークフロー]

[リクエスト可能なロール] 管理者または従業員と管理者が休暇欠勤取得を入力できることを示しま
す。

[使用ロール] リクエストを入力するのが従業員または管理者のいずれであるかを決めま
す。

管理者が従業員の休暇欠勤をリクエストする場合は、従業員または管理
者としてリクエストできます。管理者が従業員としてリクエストすることを選
択した場合、承認パスに他の承認者がいなければ、このリクエストは自動
的に承認されます。[送信] をクリックすると、管理者には承認の確認ペー
ジが表示されます。管理者が管理者としてリクエストすることを選択した場
合、リクエストは管理者の次の承認レベルに送信されるため、[送信] をク
リックした後は通常の "送信の確認" ページが表示されます。

国別休暇取得設定の設定で、休暇欠勤ページの [使用ロール上書き] フィー
ルドが選択されている場合は、[使用ロール] ドロップダウン リストが編集
可能になります。そうでない場合、このフィールドはグレイ表示され、デフォ
ルト値が設定されます。

関連項目:

第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 「休暇のリクエスト」 、 746ページ

従業員休暇リクエストの表示

休暇リクエスト履歴ページにアクセスします。
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休暇リクエスト履歴ページ

管理者の直属の部下がこのページに表示されます。[氏名]、[従業員 ID]、[給与計算ステータス]、および
[HR ステータス] の列のタイトルをクリックして、これらの条件を基準にリストをソートします。 後の列に
は、従業員に直属の部下がいる場合にそれを示すアイコンが表示されます。このアイコンをクリックする
と、その従業員の直属の部下のリストが表示されます。これらの従業員は、その管理者の間接的部下と
呼ばれます。

直属部下を名で検索するには、[続行] ボタンをクリックします。

[指定日] この日付の時点での管理者の直属部下が表示されます。

管理者が直属部下の氏名のリンクをクリックすると、その部下の休暇リクエスト履歴ページが表示されま
す。休暇リクエスト履歴ページに戻るための [直属部下] リンクがあることを除き、従業員セルフサービス
の休暇リクエスト履歴ページと同じページが表示されます。
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関連項目:

第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 「休暇リクエスト履歴の表示」 、 753ページ

休暇残日数の表示

"休暇残数の表示" ページにアクセスします。

"休暇残数の表示" ページ

このページは、休暇リクエスト履歴ページと同様の方法で動作します。このページで管理者が従業員名
を選択すると、その従業員の "休暇残数の表示" ページが表示されます。このページは、従業員セルフ
サービスの "休暇残数の表示" ページとほぼ同じであり、管理者が直属部下の将来の日付の休暇付与
残数を予測するための [予測残日数] リンクがあります。従業員セルフサービス ページと管理者セルフ
サービス ページの違いは、管理者セルフサービス ページには "休暇残数の表示" の "従業員の選択"
ページに戻る [直属部下] リンクがあることです。
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関連項目:

第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 「休暇残日数の表示」 、 752ページ

休暇リクエストの承認と却下

休暇リクエスト ページにアクセスします。

休暇リクエスト ページ

[ステータス別にリクエスト
を表示]

このフィールドでは以下のオプションを選択できます。

• [承認]

• [却下] (ステータスが "却下" および "差戻し" の休暇が表示されます)

• [保留] (デフォルト) (ステータスが "保留" および "承認処理中" の休
暇が表示されます)

ステータスを選択したら、[リフレッシュ] ボタンをクリックして全てのリクエストを表示します。リクエストを
処理する従業員の氏名のリンクをクリックします。リクエスト詳細ページが表示されます。
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リクエスト詳細ページ (1/2)

リクエスト詳細ページ (2/2)

管理者は、このページを使用して承認、却下、または承認プロセスの前のステップへの差し戻し ([差戻
し] ボタンをクリック) を行います。承認者は、[承認者のコメント] フィールドに情報を入力することで、変
更を提示したり、その他のコメントを入力したりすることができます。
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注: [差戻し] は、申請者と 初の承認者間でのみ使用できる操作です。承認パスの次の承認者からリク
エストが差し戻され、申請者に見直しが求められる場合は、[却下] プッシュ ボタンを使用し、[承認者の
コメント] フィールドに申請者に求める内容を入力します。

これらのいずれかのボタンを選択した後、承認者は以下の確認ページで選択内容を確認する必要があ
ります。

"承認の確認" ページ

[はい] ボタンをクリックすると、管理者がその他の休暇リクエストの処理を続けられるように休暇リクエス
ト ページが再表示されます。[いいえ] ボタンをクリックすると、リクエスト詳細ページが表示されます。

管理者が [差戻し] ボタンをクリックすると、"差戻しの確認" ページが表示されます。

休暇リクエスト履歴の確認

休暇リクエスト履歴ページにアクセスします。

[休暇リクエスト履歴]
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休暇リクエスト履歴ページに戻るための [直属部下] リンクがあることを除き、従業員セルフサービスの
休暇リクエスト履歴ページと同じページが表示されます。

[休暇付与名] 列のリンクをクリックすると、"承認内容の詳細" ページが表示されます。管理者がセルフ
サービス ページを使用して処理した休暇リクエストだけにリンクが表示されます。休暇リクエストまたは
休暇欠勤がタイムシートを利用して入力または修正されている場合や、休暇欠勤管理者がイベント入力
コンポーネントを使用して入力または修正している場合、これらを休暇欠勤セルフサービスで編集するこ
とはできません。

注: セルフサービスを使用して入力された休暇リクエストの [期間] の値のみ自動的に計算、保存されま
す。休暇イベント入力などのオンライン ページや、コンポーネント インターフェイスを利用して入力された
休暇欠勤の期間は自動的に計算または保存されません。

[開始日] 、[終了日] ユーザーは、[開始日] フィールドと [終了日] フィールドに日付を入力する
ことで、指定の日付範囲に含まれる休暇リクエストの履歴を表示できます。
管理者が [開始日] フィールドだけに日付を入力した場合は、開始日が指
定した日付と同じかそれより後の休暇リクエストが表示されます。また、管
理者が [終了日] フィールドだけに日付を入力した場合は、終了日が指定
した日付と同じかそれより前の休暇リクエストが表示されます。日付がど
ちらのフィールドにも入力されていないと、従業員の休暇リクエストが全て
表示されます。

関連項目:

第 25 章、 「休暇欠勤の入力と処理」 、 「休暇欠勤イベントの入力、更新、および無効化」 、 695ページ

勤務管理セルフサービスによる管理者の休暇欠勤の管理
管理者は、休暇欠勤管理のセルフサービス ページを使用して、従業員の休暇欠勤を入力したり、休暇
付与残日数を確認したりすることができます。この章では、休暇欠勤管理の管理者セルフサービス ペー
ジについて詳しく説明します。

勤務管理と統合している場合、管理者はタイムシート ページを利用して従業員の休暇リクエストを入力
できます。また、このタイムシート ページでは、休暇付与残日数を表示して従業員に十分な日数が残っ
ていることを確認したうえで、休暇欠勤を入力できます。

実装時に行う以下の手順によって、管理者タイムシート ページにアクセスして休暇欠勤を入力したり、休
暇付与残数を表示したりすることができます。

1. インストール テーブルで、休暇欠勤管理と勤務管理が選択されていることを確認します。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎PeopleBook、 「PeopleSoft Enterprise
HRMS の設定とインストール」

2. 国別休暇取得設定コンポーネントの休暇欠勤ページで、タイムシート ページで入力する休暇欠勤
取得エレメントに対して勤務管理で入力が行えるようになっていることを確認します。

参照: 第 26 章、 「休暇欠勤セルフサービス機能の設定」 、 719ページ

以下の手順では、管理者がタイムシート ページで休暇欠勤を入力する方法と休暇付与残数を表示する
方法について説明します。

1. [管理者セルフサービス]、[勤務時間管理]、[勤務時間のレポート]、[タイムシート] の順にナビゲー
トして、タイムシート ページにアクセスします。
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2. [従業員を取得] をクリックして、管理者の全従業員のリストを取得します。

3. 管理者が休暇欠勤を入力する従業員の氏名をクリックします。これにより、その従業員のタイム
シート ページが開きます。

4. [休暇欠勤イベント - クリックして表示] リンクをクリックして、休暇リクエストを追加、編集、予測、
または送信します。たとえば、リクエストを追加するには、次の手順に従います。

a. [休暇欠勤イベントの追加]をクリックします。

b. 休暇の開始日と終了日を入力します。

c. ドロップダウンリストから [休暇付与名]を選択します。有効値は、[疾病] と [休暇]です。

d. 実装時に、国別休暇取得設定コンポーネントの休暇欠勤ページで、理由を表示するように選択して
いる場合は、休暇欠勤理由を入力します。

e. [詳細] リンクをクリックして休暇リクエスト詳細 (GP_ABS_SS_REQUEST)ページにアクセスし、休
暇欠勤の詳細情報を入力します。詳細情報を全て入力したら、[OK] をクリックしてタイムシート
ページに戻ります。

注: タイムシートの [休暇欠勤イベント] グリッドで使用可能なフィールド ([開始日]、[終了
日]、[休暇付与名]、[理由]) に入力する情報以外にも情報を入力する必要がある場合は、
休暇欠勤イベント詳細ページが自動的に開きます。

参照: 第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 「従業員の休暇リクエ
ストの代行」 、 761ページ

5. [残時間数 - クリックして表示] リンクをクリックして、休暇付与残数を表示します。

注: 休暇欠勤を前回実行した時点での休暇付与残数が表示されます。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「勤務時間管理およびレポート用の管理者セル
フサービス コンポーネントの使い方」、 「勤務時間のレポート」
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休暇管理での承認の使い方

この章では、承認プロセス、承認ワークフロー、承認トランザクションの設定、および承認プロセスの設計の概要
について説明します。

承認プロセスについて
日常業務として行うタスクの多くは、複数のステップで構成される大きなプロセスの一部であり、複数の
人がそのタスクに携わっています。ワークフローという用語は、このプロセスを表しています。このプロセ
スには、休暇リクエストの承認などが含まれる場合があります。このようなマルチユーザー プロセスを容
易にすることを目的として、PeopleSoft Enterprise ではワークフロー通知を自動的に起動して、作業待機
プロセスの次の承認者への通知を行います。

承認ワークフロー エンジン (AWE) は、承認プロセスの作成、実行および管理機能を備えたエンジンで
す。このエンジンは、アプリケーション コンポーネント構成設定と組み合わされた一連のデータベース オ
ブジェクトを使用して、ワークフローによる承認の処理方法を決定します。

AWE は、HRMS とその他の製品ファミリの両方に含まれる複数の PeopleSoft Enterprise アプリケーショ
ンで共有される共通のコンポーネントです。このエンジンは幅広く使用されているため、このエンジンに関
するドキュメンテーションはさまざまな場所で提供されています。

• 『Enterprise PeopleTools PeopleBook: Workflow Technology』では、AWE とアプリケーションの設定につ
いて詳しく説明しています。

これは、承認ワークフローに関する主要な資料です。

• 現在のこの章では、PeopleTools に関する章についてさらに詳しく触れ、HRMS 製品ライン固有の AWE
に関する設定手順と詳細情報について説明しています。

• アプリケーション固有の HRMS では、特定のビジネス プロセスに関連する承認ワークフローの詳細を
示すことで、上記の内容全てについてさらに詳しく説明しています。

実装にあたっては、関連する全ての資料を熟読し、各要素がどのように連携するかについて十分に理解
しておく必要があります。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「承認の設定と使い方」

承認ワークフロー エンジンと休暇管理

PeopleSoft 休暇管理では、6 つの承認プロセス ID を提供しています。

• AbsenceManagement

• Absence Mgmt ByDeptManager

• Absence Mgmt ByPosMgmt
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• Absence Mgmt ByPosnDeptMgr

• Absence Mgmt ByPosnSupervisor

• Absence Mgmt BySupervisorid

注: 1 つの承認プロセス ID に複数の承認定義 ID を追加できます。複数の承認シナリオをリンクするこ
とができます。自己承認されるものもあれば、1 つの承認プロセス ID に対する 1 つまたは複数のユー
ザー リストに含まれる承認者によって 1 レベル、2 レベル、またはそれ以上の承認レベルを必要とする
ものもあります。この機能を使用すると、承認シナリオを簡素化して、複数の承認プロセス ID に対する管
理を軽減することができます。

休暇欠勤イベントの作成者がリクエストを送信すると、セルフサービス -国別休暇取得設定テーブル- 休
暇欠勤ページで定義された管理ルールに基づいて、承認が使用されているかどうかが確認されます。承
認の必要がない場合は、休暇欠勤ページの [承認プロセス ID] フィールドと [承認定義 ID] フィールドは
空白のままになります。また、独自の承認定義 ID を設定して、休暇欠勤イベントを自動的に自己承認す
ることもできます。これらのフィールドに値が入力されている場合は、承認プロセスが開始されます。

承認プロセスの 初の手順では、トランザクションの 初の承認者を特定します。この承認者は、承認
プロセス定義に基づきます。承認者が特定されると、承認待ちの休暇があることを示す通知が送信され
ます。承認者は以下を行うことができます。

• 休暇の承認。承認プロセスの次の承認者が指定されている場合は、その承認者に通知が送信されま
す。

• 休暇の却下。承認プロセスが終了します。休暇の作成者は、休暇が却下されたことを示す通知を受信
します。

• 休暇の差戻し。休暇の作成者は、休暇に留意が必要であることを示す通知を受信します。

注: 差戻しは、休暇が承認パスの 初の承認者を通過するまでに、承認者に有効なアクションです。
いったん 2 番目以降の承認者が休暇を差し戻すと、 初の承認者は休暇を差し戻すのではなく、却下
する必要があります。休暇を却下する場合は、 初の承認者はコメント フィールドに常に理由を入力
することをお勧めします。

初の承認者を特定できない場合、承認プロセスは 2 番目の手順に進みます。

以降の承認プロセスの手順では (複数の承認レベルが定義されている場合)、休暇の次の承認者が指定
されている場合は、その承認者を特定します。次の承認者が特定されると、承認を必要とする休暇があ
ることを示す通知がその承認者に送信されます。次の承認者は以下を行うことができます。

• 休暇の承認。承認対象の休暇欠勤イベントのステータスが更新され、承認プロセスが終了します。

• 休暇の却下。承認プロセスが終了します。休暇欠勤イベントの作成者は、休暇欠勤イベントが却下さ
れたことを示す通知を受信します。

• 休暇の差戻し。休暇欠勤イベントに関連付けられている 初の承認者に通知が送信され、休暇欠勤
に留意が必要であることが通知されます。

どの承認手順の条件も満たさない場合は、承認管理者に通知が送信され、留意が必要な休暇欠勤イ
ベントがあることが通知されます。

次の図で、承認プロセスの流れを説明します。
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休暇リクエストの承認プロセスの流れ

注: 提供されている承認プロセスの中で、2 つの承認レベルを持つのは、承認プロセス ID が
AbsenceManagement であるもののみです。その他の承認プロセスの承認レベルは 1 つです。提供され
ている承認プロセスが組織のニーズに合わない場合は、独自の承認プロセス ID を作成するか、社内ポ
リシーにより良好に適合する承認定義 ID にステップを追加することができます。
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承認トランザクションの設定

PeopleSoft では、休暇管理の承認トランザクションの設定に使用する以下のイベントおよび電子メール
通知テンプレートを提供しています。

イベント テンプレート

終承認時 GP_ABS_SS_APPR

差戻し GP_ABS_SS_WRK

終却下時 GP_ABS_SS_DNY

エラー発生時 GP_ABS_SS_ERR

プロセス開始時 GP_ABS_SS_SUB

承認に回す時 GP_ABS_SS_APPR_READY

終了時 GP_ABS_SS_WRK

注: 以上のテンプレートが提供されています。修正が必要な場合は、『PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0
アプリケーションの基礎 PeopleBook』を参照してください。提供されているイベントを修正することはでき
ません。これを修正すると、休暇欠勤セルフサービス アプリケーションが正しく機能しなくなります。承認
ワークフロー エンジン、PeopleCode および休暇欠勤セルフサービスについて十分に理解している場合
は、この設定を修正してもかまいません。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「承認の設定と使い方」、 「承認
トランザクションの設定」

承認プロセスの設計について

承認プロセスは、ステージ、パス、ステップ、ユーザー リスト、および条件から構成されています。

• [ステージ]

ステージとは、承認プロセスにおいて特定の順番で実行する高レベルのアクションです。ステージは、
1 つ以上のパスから構成されます。

AbsenceManagement、Absence Mgmt ByDeptManager、Absence Mgmt ByPosMgmt、Absence Mgmt By
PosnDeptMgr、Absence Mgmt ByPosnSupervisor および Absence Mgmt BySupervisorid では、1 つのス
テージを使用します。

• [条件]

条件では、承認プロセスで使用するルールを定義し、ステージやステップの実行の有無を指定します。

• [パス]

パスは、ステップの順番です。

AbsenceManagement、Absence Mgmt ByDeptManager、Absence Mgmt ByPosMgmt、Absence Mgmt By
PosnDeptMgr、Absence Mgmt ByPosnSupervisor および Absence Mgmt BySupervisorid では、1 つのパ
スを使用します。
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• ステップ

ステップは、休暇欠勤イベントの承認や評価を担当する 1 人以上のユーザーを表しています。パス内
のステップは、ステップごとの個別の条件で順番に実行されます。ステップを実行するかどうかは、ス
テップごとに指定します。

• ユーザー リスト

ユーザー リストでは、休暇欠勤イベント時にアクションを実行するユーザーを指定します。ユーザー リ
ストは、ロール、SQL 定義、クエリー、またはアプリケーション クラスになります。

AbsenceManagement では、AbsenceBySupervisorId ユーザー リストを使用します。

Absence Mgmt ByDeptManager では、AbsenceByDeptManager ユーザー リストを使用します。

Absence Mgmt ByPosMgmt では、AbsenceByPosMgmt ユーザー リストを使用します。

Absence Mgmt By PosnDeptMgr では、AbsenceByPosnDeptMgr ユーザー リストを使用します。

Absence Mgmt ByPosnSupervisor では、AbsenceByPosnSupervisor ユーザー リストを使用します。

Absence Mgmt BySupervisorid では、AbsenceBySupervisorId ユーザー リストを使用します。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「承認の設定と使い方」、
「承認用のユーザーの定義」

注: 承認プロセスを定義するには、プロセス定義の設定 (PTAF_PRCS) とトランザクション登録 (PTAF_TXN)
コンポーネントを使用します。
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休暇管理での委任の使い方

この章では、委任の概要と以下の項目について説明します。

• 休暇管理のために用意されている委任設定の確認

• セルフサービスによる委任リクエストの追加

委任について
PeopleSoft Enterprise 休暇管理では、委任を使用して休暇欠勤トランザクションの操作時に、自分の代
行をする人に権限を与えることができます。管理者の場合、作業量の軽減やオフィスでの不在などを理
由として、勤務時間の承認、従業員の勤務時間の入力、または自分の勤務時間の入力作業を別の人に
委任することができます。従業員の場合、オフィスを不在にするときに、自分の勤務時間の入力作業を
別の人に委任することができます。

委任に関する用語

以下の用語は、委任機能について理解するうえで重要です。

• 委任: 権限を別のユーザーに与えることです。

• 委任者: 権限を別のユーザーに与えるユーザーです。

• 代理人: あるユーザーの代行をする権限を与えられたユーザーです。

• 代理権: 委任者から代理人に与えられる権利や権限です。

• 委任リクエスト: 委任者から代理人に対して行われる、権限を引き継ぐためのリクエストです。

• 委任期間: 代理権の効力が有効な期間です。

• 委任管理者: 代理権を設定、管理および保守するシステム管理者です。

• 取消: 委任者が代理権を取り消すことです。

委任フレームワーク

委任フレームワークでは、以下のタイプの委任をサポートしています。

• 直属部下または所属階層の下位レベルの人員への下方委任

• 管理者または所属階層の上位レベルの人員への上方委任

• 同じ部門または所属階層の別の部門に属する同僚への平行委任
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注: 委任フレームワークでは委任が連鎖または循環することを避けるために、休暇欠勤トランザクション
で代理人に代理権がいったん渡ると、代理人がそのトランザクションで別のユーザーに権限を委任でき
ないようになっています。委任フレームワークでは、トランザクション時に第一委任者から第一代理人に
対してのみ権限が渡されます。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「委任の設定と使い方」、 「委任
について」

休暇管理のために用意されている委任設定の確認
このセクションでは、休暇管理のために用意されている委任設定の概要と以下の項目について説明しま
す。

• ワークフロー トランザクションの確認

• 委任の権限リストとロールの確認

• インストール設定の定義

• 委任トランザクションの確認

休暇管理のために用意されている委任設定

PeopleSoft では休暇管理用の委任フレームワークを提供しています。このフレームワークを確認するに
は、次の手順に従います。

1. ワークフロー トランザクション ページで、ワークフローの委任トランザクションを確認します。

2. PeopleTools のセキュリティのコンポーネントを利用して、委任の権限リストとロールを確認します。

3. 委任インストール設定ページで、委任のインストール設定を定義します。

4. 委任トランザクション設定ページで、委任のトランザクションを確認します。

ワークフロー トランザクションの確認

PeopleSoft システムは、休暇管理の委任フレームワーク用にあらかじめ設定済みのトランザクションを備
えています。次の表に、これらの委任トランザクションを示します。

トランザクション名 トランザクション タイプ 説明

GP_ABS_EESS_BAL 開始 休暇残数に関する従業員のビュー
の開始を委任します。

GP_ABS_EESS_HIST 開始 休暇履歴に関する従業員のビュー
の開始を委任します。

GP_ABS_EESS_REQ 開始 従業員の休暇リクエストの開始を
委任します。
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トランザクション名 トランザクション タイプ 説明

GP_ABS_MGRSS_BAL 開始 休暇残数に関する管理者のビュー
の開始を委任します。

GP_ABS_MGRSS_HIST 開始 休暇履歴に関する管理者のビュー
の開始を委任します。

GP_ABS_MGRSS_REQ 開始 管理者の休暇リクエストの開始を
委任します。

GP_SS_ABS_APPR_L 承認 管理者が承認する休暇リクエストの
承認を委任します。

[承認ワークフロー エンジン (AWE)/委任トランザクション] グリッドを使用して、AWE フレームワークと委
任トランザクションを使用するセルフサービス トランザクションを登録します。このグリッドに入力するデー
タによって、トランザクション名と HRMS セルフサービス トランザクション用の補助テーブルは、トランザク
ション登録ページでこれらのトランザクション用に作成する承認プロセス ID と関連付けられます。

注: "国別休暇取得設定" の設定で定義された承認プロセス ID と承認プロセス定義に従って、承認プロ
セス ID が適切に設定されていることを確認してください。複数の承認プロセス ID を定義できますが、一
度に使用できるのは 1 つだけです。トランザクション名 GP_SS_ABS_APPR_L の適切な承認プロセス ID を
関連付けて、休暇リクエストに関する委任が正しく行われるようにします。

1 つの承認プロセス ID に複数の承認定義 ID を追加できます。複数の承認シナリオをリンクすることが
できます。自己承認されるものもあれば、1 つの承認プロセス ID に対する 1 つまたは複数のユーザー
リストに含まれる承認者によって 1 レベル、2 レベル、またはそれ以上の承認レベルを必要とするものも
あります。この機能を使用すると、承認シナリオを簡素化して、複数の承認プロセス ID に対する管理を
軽減することができます。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「承認の設定と使い方」、 「ワー
クフロー トランザクションのリンク」

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「承認の設定と使い方」、 「承認
プロセス定義の設定」

委任の権限リストとロールの確認

PeopleSoft Enterprise HRMS は、委任フレームワークを使用するために必要な権限リストをシステム デー
タとして備えています。

次の表に、委任フレームワークのために用意されている休暇管理ロールを示します。

ロール名 添付されている権限リスト 説明

従業員の休暇残日数表示の委任 HCCPAMSS09 委任されたユーザーは、他の従業員
の休暇残日数を表示するコンポー
ネントにアクセスできます。
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ロール名 添付されている権限リスト 説明

従業員の休暇欠勤履歴表示の委任 HCCPAMSS10 委任されたユーザーは、他の従業
員の休暇欠勤履歴と休暇リクエスト
の詳細を表示するコンポーネントに
アクセスできます。

従業員の休暇リクエストの委任 HCCPAMSS08 委任されたユーザーは、他の従業
員の休暇リクエストを入力するコン
ポーネントにアクセスできます。

管理者の休暇欠勤承認の委任 HCCPAMSS04 委任されたユーザーは、他の管理者
の直属部下の休暇欠勤を承認する
コンポーネントにアクセスできます。

管理者の休暇残日数表示の委任 HCCPAMSS06 委任されたユーザーは、管理者の
直属部下の休暇残日数を表示する
コンポーネントにアクセスできます。

管理者の休暇欠勤履歴表示の委任 HCCPAMSS07 委任されたユーザーは、管理者の直
属部下の休暇欠勤履歴を表示する
コンポーネントにアクセスできます。

管理者の休暇リクエスト入力の委任 HCCPAMSS05 委任されたユーザーは、管理者の直
属部下の休暇リクエストを入力する
コンポーネントにアクセスできます。

注: 権限リストとロールのセキュリティ設定については、PeopleTools PeopleBook で詳しく説明しています。

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Security Administration

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「委任の設定と使い方」、 「委任
のための権限リストとロールの設定」

インストール設定の定義

委任を使用するときは、指定した階層が直属部下のアクセス タイプの設定と一致していることを確認し、
承認プロセス ID と承認定義 ID が休暇欠勤に関連付けられていることを確認します。設定に誤りがある
と、誤った結果が得られる可能性があります。たとえば、監督者 ID で直属部下のアクセス タイプと委任
階層を使用する場合は、休暇欠勤の承認プロセス ID が監督者 ID で設定されていることを確認します。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「委任の設定と使い方」、 「委任
インストール設定の定義」

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「セルフサービス トランザクション
の設定と使い方」、 「直属部下データへのアクセス権限の設定」

委任トランザクションの確認

次の表に、休暇管理のために用意されている委任トランザクションを示します。
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トランザクション名 トランザクション タイプ ロール

従業員の休暇残日数 開始 従業員の休暇残日数表示の委任

従業員の休暇欠勤履歴 開始 従業員の休暇欠勤履歴表示の委任

従業員の休暇リクエスト 開始 従業員の休暇リクエスト入力の委任

管理者の休暇残日数 開始 管理者の休暇残日数表示の委任

管理者の休暇欠勤履歴 開始 管理者の休暇欠勤履歴表示の委任

管理者の休暇リクエスト 開始 管理者の休暇リクエスト入力の委任

管理者の休暇承認 承認 管理者の休暇欠勤承認の委任

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「委任の設定と使い方」、 「委任
トランザクションの設定」

セルフサービスによる委任リクエストの追加
このセクションでは、セルフサービスによる委任の概要と、休暇管理で行う委任の例について説明します。

セルフサービスによる委任の設定手順

委任者は、以下の手順に従って、セルフサービスを利用して休暇リクエストを委任します。

1. システムにログインします。

2. 委任管理コンポーネントに移動します。

3. [委任リクエストの作成] ハイパーリンクをクリックします。

4. 委任者が複数の職務を兼任している場合は、トランザクションを委任する職務を選択する必要が
あります。

注: 人員が複数の職務を兼任している場合は、委任期間全体で少なくとも 1 つの職務でアクティ
ブである必要があります。

5. 委任リクエストの [開始日] と [終了日] に日付を入力し、[次へ] ボタンをクリックします。

6. 権限を委任するトランザクションを選択し、[次へ] ボタンをクリックします。

7. リストを確認し、代理人を選択します。この作業を行うには、権限の委任先となる人員を選択しま
す。

8. [委任者に通知] チェック ボックスをオンにし、[送信] をクリックします。

9. [OK] をクリックしたら、ログアウトします。
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関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「委任の設定と使い方」、 「セル
フサービスの委任の使い方」

休暇欠勤に関する権限の委任例

この例では、管理者である Antonio Smith は、2006 年 7 月 30 日から 2006 年 8 月 4 日まで休暇を取
得します。この休暇期間中、Antonio は、休暇欠勤に関する全ての管理権限を別の管理者である Paul
Harvest に委任します。

次の図に、Antonio Smith が休暇欠勤に関する権限を委任する際に行う手順を示します。

委任の管理

Antonio は、委任管理ページに移動して委任リクエストを作成します。

委任管理ページで権限を委任します。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「委任の設定と使い方」、
「委任アクティビティの参照」

委任リクエストの日付の入力

Antonio Smith は、休暇期間中に休暇欠勤に関する権限を委任する日付を入力します。
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"委任リクエストの作成" の "日付の入力" ページで委任の日付を入力します。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「委任の設定と使い方」、
「委任日付の入力」

委任リクエストのトランザクションの選択

Antonio は、権限を委任する休暇欠勤トランザクションのタイプを選択します。Antonio は、休暇欠勤に関
する全ての管理トランザクションを委任することを選択します。ただし、従業員の休暇欠勤トランザクショ
ンの委任は選択しません。
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"委任リクエストの作成" の "トランザクションの選択" ページでトランザクションを選択します。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「委任の設定と使い方」、
「委任対象のトランザクションの選択」

階層からの代理人の指定

Antonio は、休暇欠勤トランザクションを委任する人員として Paul Harvest を選択します。
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"委任リクエストの作成" の "代理人を階層から指定" ページで権限を委任する人員を選択します。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「委任の設定と使い方」、
「所属階層からの代理人の選択」

委任の詳細の表示

Antonio は、Paul に委任するために選択したトランザクションを確認できます。変更が必要であるかどうか
に応じて、委任リクエストを送信することもキャンセルすることもできます。委任リクエストを送信すると、
代理人である Paul Harvest に電子メール通知が自動的に送信され、代理人は委任内容を確認したうえ
で、これを受け付けるか拒否します。
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"委任リクエストの作成" の "委任の詳細" ページで委任の詳細を表示します。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「委任の設定と使い方」、
「委任リクエストの詳細の表示」

代理人の表示

Antonio は、全ての代理人と委任リクエストのリクエスト ステータスを表示できます。委任したトランザク
ションは、委任期間中いつでも必要に応じて取り消すことができます。
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"代理人の確認" ページでトランザクションと代理人を表示します。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「委任の設定と使い方」、
「委任対象の代理人の管理」

代理権の表示

Paul Harvest は、委任リクエストを通知する電子メールを受信すると、"代理権の確認" ページにアクセス
し、このリクエストを受け付けるか拒否します。

"代理権の確認" ページで代理権を表示し、受け付けるか拒否します。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「委任の設定と使い方」、
「代理権の管理」

複数のトランザクションの詳細の表示

委任リクエストを受け付けるか拒否する前に、Paul は自分に委任されるトランザクションを確認できます。
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複数トランザクション ページで委任されるトランザクションを表示します。

委任された休暇欠勤トランザクション

この例では、Owen Wills は Antonio Smith の部下です。この休暇期間中、Antonio Smith は承認権限を
Paul Harvest に委任しています。委任がアクティブになると、休暇リクエストの詳細には、休暇リクエスト
の承認者が表示されます。リクエスト詳細ページには、承認の代理権が表示されます。
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リクエスト詳細ページ (1/2)

リクエスト詳細ページ (2/2)

参照: 第 27 章、 「セルフサービス休暇リクエストの入力と承認」 、 「休暇のリクエスト」 、 746ページ
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トリガの設定

この章では、トリガの概要および以下の項目について説明します。

• トリガ定義の設定

• トリガの導入

• トリガの表示と管理

• PeopleSoft 提供のトリガの確認

トリガについて
このセクションでは、以下の項目について説明します。

• トリガの用途

• トリガ テーブルのデータ

• トリガの作成

• 使用済みまたは不要なトリガの管理

• 支給および控除の割り当てを使用した分割トリガ

• トリガの手動定義

トリガの用途

グローバル ペイロールでは、"トリガ" と呼ばれる機能を使用して、反復、遡及、または分割の処理に結び
つくオンラインのデータ変更を検出します。トリガを設定するには、昇給、勤務地の変更、雇用終了などの
データ変更に反応させるデータベース レコードおよびフィールドを選択します。変更が発生すると、"トリガ
テーブル" と呼ばれるテーブルにデータの行が追加され、システムに変更の処理方法が指示されます。

トリガには以下の 3 つのタイプがあります。

• 反復

反復トリガは、現在のオープン カレンダーについて受給者の処理 (または再処理) が必要であることを
指示します。たとえば、受給者のデータが変更された、またはバッチ処理中に受給者が一時停止モー
ドになった場合などに使用されます。カレンダー グループ内のカレンダー数にかかわらず、1 つのオー
プン カレンダー グループの受給者ごとに、反復トリガは 1 つしか作成されません。データが受給者に
ついて変更されたとき、オンライン コードによって反復トリガが作成されます。このトリガにより、バッチ
処理で受給者の再計算、カレンダー実行への受給者の追加、カレンダー実行からの受給者の除外が
可能になります。

• 遡及
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遡及トリガは、過去に計算した (処理済みの) カレンダーの再処理が必要であることを指示します。たとえ
ば、受給者の給与が変更され、変更が前回のカレンダーにさかのぼって行われる場合などに使用され
ます。受給者が正確な支給金額を確実に受け取るためには、給与データの再処理が必要になります。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

• 分割

分割トリガは、受給者データの変更により、給与計算実行について給与計算エレメントの全てまたはサ
ブセットの分割が必要であることを指示します。

参照: 第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

トリガは以下の 2 とおりの方法で作成できます。

• 手動: トリガ定義を設定する必要はありません。指定の受給者についてトリガを手動で作成します。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「自動作成されたトリガの管理とトリガの手動定義」 、 820ページ

注: トリガの手動作成は、遡及トリガと分割トリガでのみ使用できます。

• 自動: トリガ定義を設定する必要があります。これらのトリガ定義は、データベースが変更された際に、
"自動" トリガを作成する方法と時期を指定します。

手動または自動のどちらでトリガを作成した場合でも、バッチ処理によりトリガが使用され、適切なアク
ションが実行されます。

トリガ テーブルのデータ

レコードまたはレコードとフィールドの組み合わせの変更によってトリガが作成されると、変更の処理に
必要なデータがトリガ テーブルに書き込まれます。トリガ タイプごとに別々のテーブルがあり、データは
そのテーブルに保存されます。

反復トリガ テーブル

反復トリガで作成される情報は、反復トリガ テーブル (GP_ITER_TRGR) に保存されます。このテーブルに
は、以下のデータが含まれます。

フィールド 用途

EMPLID 反復トリガは、キー構造の一部として従業員 IDを持
つレコードから作成される、受給者レベルのトリガで
す。EMPLIDは、トリガを作成するデータ変更の影響
を受ける受給者を識別します。

一括トリガの動作はこれとは異なり、キー構造の一
部として従業員 IDを持っているレコードに制限され
ません。

参照: 第 31章、 「一括トリガの設定」、 837ページお
よび第31章、 「一括トリガの設定」、 837ページ

CAL_RUN_ID 反復トリガを処理するカレンダー実行を識別します。
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フィールド 用途

TRGR_CREATE_TS トリガ作成時のシステムの日時です (参照用)。同じ
反復トリガが繰り返し作成されるようなデータ変更を
行った場合は、各インスタンスを一意に識別するため
にタイムスタンプが必要になります。

ITER_TRGR_STATUS トリガの処理状況を識別します。値は以下のいずれ
かになります。

[キャンセル]: "トリガ確認"の反復ページで、ステー
タスが [未処理]となっているトリガはキャンセルで
きます。

[処理中]: バッチ処理で現在使用されているトリガ
です。

[処理済]: 処理が既に完了し、今後は使用されない
トリガです。

[未処理]: まだ処理されていないトリガです。

ITER_TRGR_SRC 反復トリガの作成方法を識別します。値は以下のい
ずれかになります。

[バッチ]: バッチ処理中に作成されるトリガです。

[オンライン]: オンラインコードで作成されるトリガで
す。

COUNTRY 反復トリガに関連付けられた国コードです。

RECNAME 反復トリガが作成されるソースレコードを識別します。

FIELDNAME データ変更に対して反復トリガを作成するフィールド
を識別します。

TRGR_FLD_VAL_CHAR 反復トリガを作成する文字値の変更を識別します。ト
リガがレコードレベルでのみ定義されている場合、こ
のフィールドの値は入力されません。

TRGR_FLD_VAL_DT 反復トリガを作成する日付値の変更を識別します。ト
リガがレコードレベルでのみ定義されている場合、こ
のフィールドの値は入力されません。

TRGR_FLD_VAL_NUM 反復トリガを作成する数値の変更を識別します。トリ
ガがレコードレベルでのみ定義されている場合、この
フィールドの値は入力されません。
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データ変更によって反復トリガが作成されると、従業員 ID、国、およびカレンダー実行 ID が、バッチ コー
ドによる反復処理を容易にするその他の情報と共にトリガ テーブルに書き込まれます。

たとえば、このデータにより次の事柄が認識されます。

• 処理または再処理対象の受給者

• 処理対象のオープン カレンダー

さらに、RECNAME、FIELDNAME、TRGR_FLD_VAL_CHAR、TRGR_FLD_VAL_DT、および TRGR_FLD_VAL_
NUM フィールドで、反復トリガのソース (トリガを作成するレコード、フィールド、またはフィールド値の変
更) が識別されます。この情報により、受給者の支給が反復処理される原因を明確に把握し、デバッグを
簡単に行ったりクエリーに回答することができます。

注: このテーブルに保存されているトリガのソース データは、反復ページで表示できます。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「反復トリガのトリガ ステータスの表示と変更」 、 829ページ

遡及トリガ テーブル

遡及トリガで作成される情報は、遡及トリガ テーブル (GP_RTO_TRGR) に保存されます。このテーブルに
は、以下のデータが含まれます。

フィールド 用途または説明

EMPLID 遡及トリガは、キー構造の一部として従業員 IDを持
つレコードから作成される、受給者レベルのトリガで
す。EMPLIDは、トリガを作成するデータ変更の影響
を受ける受給者を識別します。

一括トリガの動作はこれとは異なり、キー構造の一
部として従業員 IDを持っているレコードに制限され
ません。

参照: 第 31章、 「一括トリガの設定」、 837ページお
よび第31章、 「一括トリガの設定」、 837ページ

COUNTRY 遡及トリガに関連付けられた国コードです。

TRGR_EVENT_ID レコード、フィールド、または値の変更に関連付け
られたトリガイベント IDです。トリガの設定時に定
義します。

TRGR_EFFDT 有効日を使って、遡及処理の対象期間を指定しま
す。たとえば、有効日が2000年 1月 1日の遡及トリガ
は、2000年 1月の給与計算実行で始まる全てのカレ
ンダーを再処理するように指示します。

TRGR_CREATE_TS トリガ作成時のシステムの日時です (参照用)。同じ
遡及トリガが繰り返し作成されるようなデータ変更を
行った場合は、各インスタンスを一意に識別するため
にタイムスタンプが必要になります。
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フィールド 用途または説明

RTO_TRGR_SRC 遡及トリガの作成方法を識別します。値は以下のい
ずれかになります。

[自動]: オンラインコードで作成されたトリガを識別
します。

[手動]: 手動で作成されたトリガを示します。

[ユーティリティ作成]: ここでは該当しません。

TRGR_STATUS トリガの処理状況を識別します。値は以下のいずれ
かになります。

[キャンセル]: "トリガ確認"の遡及ページで、ステー
タスが [未処理]となっているトリガはキャンセルで
きます。

[処理中]: バッチ処理で現在使用されているトリガを
示します。

[処理済]: 処理が既に完了し、今後は使用されないト
リガを識別します。

[未処理]: まだ処理されていないトリガを識別します。

TRGR_DESCR トリガタグ (トリガの説明)として機能します。[ユーティ
リティ作成]ソース値で使用されます。

CAL_RUN_ID 遡及トリガを処理するカレンダー実行を識別します。

RECNAME 遡及トリガが作成されるソースレコードを識別します。

FIELDNAME データ変更に対して遡及トリガを作成するフィールド
を識別します。

TRGR_FLD_VAL_CHAR 遡及トリガを作成する文字値の変更を識別します。ト
リガがレコードレベルでのみ定義されている場合、こ
のフィールドの値は入力されません。

TRGR_FLD_VAL_DT 遡及トリガを作成する日付値の変更を識別します。ト
リガがレコードレベルでのみ定義されている場合、こ
のフィールドの値は入力されません。

TRGR_FLD_VAL_NUM 遡及トリガを作成する数値の変更を識別します。トリ
ガがレコードレベルでのみ定義されている場合、この
フィールドの値は入力されません。
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初にデータ変更によって遡及トリガが作成されると、従業員 ID、変更の有効日 (トリガ有効日)、国、お
よび関連付けられたイベント ID が、バッチ コードによる遡及処理を容易にするその他の情報と共にトリ
ガ テーブルに書き込まれます。

たとえば、このデータにより次の事柄が認識されます。

• 処理対象の受給者

• トリガ有効日に基づく遡及処理の実行期間

• 過去の期間の再計算に使用するプロセス定義

さらに、RECNAME、FIELDNAME、TRGR_FLD_VAL_CHAR、TRGR_FLD_VAL_DT、および TRGR_FLD_VAL_
NUM フィールドで、遡及トリガのソース (トリガを作成するレコード、フィールド、またはフィールド値の変
更) が識別されます。この情報により、受給者の支給が遡及処理される原因を明確に把握し、デバッグを
簡単に行ったりクエリーに回答することができます。

注: このテーブルに保存されているトリガのソース データは、遡及ページで表示できます。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「遡及トリガの表示、追加、またはキャンセル」 、 825ページ

注: 遡及データ変更に反応するレコードとフィールドの組み合わせを複数定義することによって、同じイベ
ントに対しトリガ データ行を複数作成できます。たとえば、採用日の遡及変更と支給グループの遡及変
更が、同じイベントに対して遡及トリガを作成する場合があります。遡及トリガが複数あるときは、 も古
いトリガ有効日が限度計算の実行に使われ、次に遡及計算に使用されます。

分割トリガ テーブル

分割トリガで作成される情報は、分割トリガ テーブル (GP_SEG_TRGR) に保存されます。このテーブルに
は、以下のデータが含まれます。

フィールド 用途

EMPLID 分割トリガは、キー構造の一部として従業員 IDを持
つレコードから作成される、受給者レベルのトリガで
す。EMPLIDは、トリガを作成するデータ変更の影響
を受ける受給者を識別します。

一括トリガの動作はこれとは異なり、キー構造の一
部として従業員 IDを持っているレコードに制限され
ません。

参照: 第 31章、 「一括トリガの設定」、 837ページお
よび第31章、 「一括トリガの設定」、 837ページ

EMPL_RCD 分割イベントによって影響を受ける職務を識別します。

COUNTRY 分割トリガに関連付けられた国コードです。

TRGR_EVENT_ID トリガの起動条件に関連付けられたトリガイベント ID
です。トリガの設定時に定義します。適用する分割の
タイプと、分割するエレメントを指定します (エレメン
トの分割の場合)。
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フィールド 用途

TRGR_EFFDT 有効日を使って、支給期間の分割方法を指定します。
たとえば、有効日が6月 15日の分割トリガは、6月の
支給期間を2つのセグメントに分割するように指示し
ます。1つのセグメントは 6月 1日～6月 15日で、も
う 1つのセグメントは 6月 16日～ 6月 30日です。

TRGR_CREATE_TS トリガ作成時のシステムの日時です (参照用)。同じ
分割トリガが繰り返し作成されるようなデータ変更を
行った場合は、インスタンスを一意に識別するために
タイムスタンプが必要になります。

SEG_TRGR_SRC 分割トリガの作成方法を識別します。値は以下のい
ずれかになります。

[自動]: オンラインコードで作成されたトリガを識別
します。

[手動]: 手動で作成されたトリガを示します。

SEG_TRGR_STATUS トリガの処理状況を識別します。値は以下のいずれ
かになります。

[アクティブ]: ユーザーがキャンセルするまで、トリガ
は書き込まれ、アクティブのままです。

[キャンセル]: "トリガ確認"の分割ページで、ステー
タスが [アクティブ] となっているトリガはキャンセル
できます。

SEG_TRGR_LVL トリガが、受給者レベルのトリガか受給者の職務
(EMPL_RCD) レベルのトリガであるかを指定します。こ
のフィールドによって、1つの職務についてのみ処理
する必要があるか、または全ての職務について処理
する必要があるか指示されます。

CAL_RUN_ID 分割トリガを使用する 初のカレンダーグループ ID
を指定します。遡及処理のために分割トリガが再使用
されても、カレンダーグループ IDは更新されません。

RECNAME 分割トリガが作成されるソースレコードを識別します。

FIELDNAME データ変更に対して分割トリガを作成するフィールド
を識別します。

TRGR_FLD_VAL_CHAR 分割トリガを作成する文字値の変更を識別します。ト
リガがレコードレベルでのみ定義されている場合、こ
のフィールドの値は入力されません。
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フィールド 用途

TRGR_FLD_VAL_DT 分割トリガを作成する日付値の変更を識別します。ト
リガがレコードレベルでのみ定義されている場合、こ
のフィールドの値は入力されません。

TRGR_FLD_VAL_NUM 分割トリガを作成する数値の変更を識別します。トリ
ガがレコードレベルでのみ定義されている場合、この
フィールドの値は入力されません。

TRGR_FLD_VAL_PIN 分割トリガを作成するエレメント (支給または控除)の
PIN番号を含みます。これは、支給/控除割り当てレ
コードGP_PYE_OVRDのエレメント割り当てから発生
するトリガにのみ適用されます。

初にデータ変更によって分割トリガが作成されると、従業員 ID、変更の有効日 (トリガ有効日)、国コー
ド、および関連付けられたイベント ID が、バッチ コードによる遡及処理を容易にするその他の情報と共
にトリガ テーブルに書き込まれます。

たとえば、このデータにより次の事柄が認識されます。

• 処理対象の受給者

• 期間セグメントまたはスライスに使用する日付

• 使用する分割のタイプと、分割対象のエレメント (エレメント分割の場合)

さらに、RECNAME、FIELDNAME、TRGR_FLD_VAL_CHAR、TRGR_FLD_VAL_DT、TRGR_FLD_VAL_NUM、お
よび TRGR_FLD_VAL_PIN フィールドで、分割トリガのソース (トリガを作成するレコード、フィールド、また
はフィールド値の変更) が識別されます。この情報により、受給者の支給が分割される原因を明確に把
握し、デバッグを簡単に行ったりクエリーに回答することができます。

注: このテーブルに保存されているトリガのソース データは、分割ページで表示できます。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「分割トリガの表示、追加、またはキャンセル」 、 821ページ

トリガの作成

このセクションでは、トリガ有効日タイプとトリガ レベルの概念について説明し、トリガ有効日タイプとトリ
ガ レベルに基づいてトリガがいつ、どのような方法で作成されるかを説明します。

有効日と有効日タイプ

反復トリガを除く全てのトリガは、トリガ有効日 (TRGR_EFFDT) と共にトリガ テーブルに保存されます。ト
リガ有効日は、トリガ作成の原因となったデータベース変更の日付に基づいていますが、必ずしも同一で
はありません。PeopleSoft システムでは、データベース変更の日付は [有効日]、[開始日]、[終了日]、
および [固定日] フィールドに記録されます。これらのフィールドは中心的な役割を果たすため、遡及トリ
ガと分割トリガは日付で管理されているレコードからのみ作成することができます。遡及トリガは、[有効
日] フィールドか、[開始日] フィールドと [終了日] フィールドが指定されているレコード、または [固定日]
フィールドが指定されているレコードに対してのみ定義できます。分割トリガは [有効日] フィールドが指
定されているレコードに対してのみ定義できますが、例外が 1 つあります。分割トリガは、開始日と終了
日が指定された支給/控除割り当てレコード GP_PYE_OVRD から作成することもできます。
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トリガ有効日のソースとなる日付フィールドに基づいて、それぞれの遡及トリガおよび分割トリガは以下
のいずれかの有効日タイプに属します。

• 有効日: トリガ日付は [有効日] フィールドに基づきます。

• 開始/終了日: トリガ日付は [開始日] または [終了日] フィールドに基づきます。

• 固定日: トリガ日付は、汎用の PeopleCode 関数 Generate_Triggers にパラメータとして渡された固定日
に基づきます。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「トリガの導入」 、 818ページ

遡及トリガと分割トリガの処理時には、有効日タイプが参照され、トリガ有効日として使用する日付が決
定されます。

注: 反復トリガではトリガ有効日の概念を使用しません。特定の受給者に対する現在の支給実行の計算
または再計算を起動する機能に、変更日が不要なためです。反復トリガは、有効日が指定されたレコード
や開始日と終了日が指定されたレコードと同様に、有効日が指定されていないレコードでも定義できます。

トリガ レベル

PeopleSoft グローバル ペイロールでトリガを設定する際は、データベース変更に反応するレベルを指定
する必要があります。レコードの任意のフィールドに対する、有効日が指定された変更、または開始日と終
了日が指定された変更に反応するか ([トリガ レベル] は [レコード])、レコードの特定のフィールドに対す
る全ての変更に反応するか ([トリガ レベル] は [フィールド] で、値に依存しない場合)、特定の値がフィー
ルドに入力されたときにのみトリガが作成されるように設定します ([トリガ レベル] は [フィールド] で、値
に依存する場合)。トリガ レベルによって、いつ、どのような状況でトリガが作成されるかが決定されます。

反復トリガのルール: トリガの作成

反復トリガは、オープン カレンダー グループが存在する場合のみ作成されるので、カレンダー グループ
を指定しておく必要があります。

[トリガ レベル] が [レコード] の場合、行の追加、変更、または削除があれば、反復トリガが作成されます。

[トリガ レベル] が [フィールド] で、値に依存しない場合、反復トリガは以下のときに作成されます。

• 行およびフィールドが変更されたとき

• 行が追加または削除されたとき

注: [トリガ レベル] が [フィールド] で、値に依存しない場合、行の追加でトリガが作成されるのは、
フィールド値が変更されたときだけです。

[トリガ レベル] が [フィールド] であり、値に依存する場合は、追加、変更、削除された行の値が指定した
値と一致するとき、または値が一致しなくてもトリガが作成されるように指定されているときのみ、反復ト
リガが作成されます。それ以外のルールは、値に依存しない場合と同じです。

遡及トリガのルール: トリガ有効日の設定とトリガの作成

[トリガ有効日タイプ] が [有効日] の場合

• デフォルトでは、行が追加されると、その有効日がトリガ有効日として使用されます。

注: デフォルトでは、変更日 (追加された行の有効日) がトリガ有効日として使用されますが、トリガ定
義のフィールド値ページで、トリガ日付が実際の変更日よりも前または後になるように遡及トリガの有
効日を修正できます。
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参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「アクションを起動するフィールド値の指定」 、 815ページ

• 行が削除されると、元の有効日がトリガ有効日として使用されます。

• 行が変更されると、元の有効日と変更後の有効日のうち、日付の古い方がトリガ有効日として使用さ
れます。

元の有効日は、行がロードされたときの有効日です。変更後の有効日は、行が保存されたときの有効日
です。有効日が変更されなければ、元の有効日と同じ日付になります。有効日が変更された場合、元の
有効日とは異なる日付になります。

[トリガ有効日タイプ] が [開始 - 終了日] の場合

• デフォルトでは、行が追加されると、その開始日がトリガ有効日として使用されます。

注: デフォルトでは、変更日 (追加された行の開始日) がトリガ有効日として使用されますが、トリガ定
義のフィールド値ページで、トリガ日付が実際の変更日よりも前または後になるように遡及トリガの有
効日を修正できます。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「アクションを起動するフィールド値の指定」 、 815ページ

• 行が削除されると、元の開始日がトリガ有効日として使用されます。

• 行が変更され、終了日のほかに変更されたフィールドがない場合は、元の終了日と変更後の終了日の
うち、日付の古い方がトリガ有効日として使用されます。それ以外の場合は、元の開始日と変更後の
開始日のうち、日付の古い方がトリガ有効日として使用されます。

元の開始日は、行がロードされたときの開始日です。変更後の開始日は、行が保存されたときの開始日
です。開始日が変更されなければ、元の開始日と同じ日付になります。開始日が変更された場合は、元
の開始日とは異なる日付になります。

元の終了日は、行がロードされたときの終了日です。変更後の終了日は、行が保存されたときの終了日
です。終了日が変更されなければ、元の終了日と同じ日付になります。終了日が変更された場合は、元
の終了日とは異なる日付になります。

注: 休暇欠勤については、終了日を変更した場合でも開始日が使用されます。既存の行を無効にし、新
しい行を作成した場合、開始日がトリガ有効日として使用されます。

[トリガ有効日タイプ] が [固定日] の場合、関数 Generate_Triggers (PeopleCode) でパラメータとして指定
した日付がトリガ日付になります。

[トリガ レベル] が [レコード] の場合

• 行が追加、変更、または削除されると、遡及トリガが作成されます。

• 複数の行を変更した場合、トリガ有効日には、変更された行の中で も古いトリガ日付が使用されます。

[トリガ レベル] が [フィールド] で、値に依存しない場合

• 行が追加または削除されると、その行のトリガ日付より前の日付で、 も新しい有効日の行が検索さ
れます。

前の行と追加または削除された行とでフィールド値が異なる場合は、遡及トリガが作成されます。

• 行とそのフィールド値が変更されると、その行の有効日が変更されたかどうかにかかわらず、遡及トリ
ガが作成されます。

• 行とその行の有効日が変更された場合 (変更前の有効日が "古い日付" で、変更後の有効日が "新
しい日付" と仮定) は以下のようになります。

- フィールドが変更されると、遡及トリガが作成されます。
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- 新しい日付よりも前の日付で、 も新しい有効日の行が検索されます。

前の行と変更された行でフィールド値が異なる場合は、遡及トリガが作成されます。

- 古い日付よりも前の日付で、 も新しい有効日の行が検索されます。

前の行と変更された行でフィールド値が異なる場合は、遡及トリガが作成されます。

• 前の行が見つからない場合は、追加/変更/削除された行がバッファの 初の行であることを意味しま
す。

この場合は、トリガ定義で指定された主要イベント ID を使用して遡及トリガが作成されます。

[トリガ レベル] が [フィールド] で、値に依存する場合は、追加、変更、削除された行の値が指定した値と
一致するとき、または値が一致しなくてもトリガが作成されるように指定されているときのみ、遡及トリガ
が作成されます。それ以外のルールは、値に依存しない場合と同じです。

分割トリガのルール: トリガ有効日の設定とトリガの作成

開始日と終了日が指定された支給/控除割り当てレコード GP_PYE_OVRD を除き、分割トリガは、[トリガ
有効日タイプ] が [有効日] のレコードからのみ作成されます。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「支給および控除の割り当てを使用した分割トリガ」 、 807ページ

削除された行に対して、分割トリガは作成されません。

[トリガ有効日タイプ] が [有効日] の場合

• 行が追加されると、追加された行の有効日がトリガ有効日として使用されます。

• 行が変更されると、変更後の有効日 (元の有効日ではない) がトリガ有効日として使用されます。

注: 元の有効日は、行がロードされたときの有効日です。変更後の有効日は、行が保存されたときの有
効日です。

[トリガ有効日タイプ] が [開始 - 終了日] の場合

注: 分割トリガを定義できる、開始日と終了日を持つレコードは、支給/控除割り当てレコード GP_PYE_OVRD
のみです。

• 行が追加されると、開始日が 初のトリガの有効日として使用され、終了日 + 1 が 終トリガの有効日
として使用されます。

注: 開始日と終了日が指定されたレコード GP_PYE_OVRD から分割トリガを作成すると、それぞれ異な
るトリガ有効日を使用して 2 つのトリガが作成されます。1 つは開始日に基づき、もう 1 つは終了日に
基づきます。たとえば、開始日と終了日に 6 月 10 日と 6 月 20 日を指定して受給者に控除を割り当
て、月次カレンダーで給与計算を処理するとします。有効日 6 月 10 日を使用してトリガが作成され (

初のトリガ)、有効日 6 月 21 日を使用して別のトリガが作成されます (終了日 + 1 の有効日を使用
する 終トリガ)。これらのトリガ日付に基づいて、期間は 6 月 1 日 ～ 6 月 10 日、6 月 11 日 ～ 6 月
20 日、6 月 21 日 ～ 6 月 30 日の 3 つのセグメントに分割されます。

• 行が変更され、終了日の他に変更されたフィールドがない場合は、変更後の終了日 + 1 が新しい
終トリガの有効日として使用されます。行が変更され、開始日の他に変更されたフィールドがない場合
は、変更後の開始日が 初のトリガの有効日として使用されます。

元の開始日は、行がロードされたときの開始日です。変更後の開始日は、行が保存されたときの開始日
です。開始日が変更されなければ、元の開始日と同じ日付になります。開始日が変更された場合は、元
の開始日とは異なる日付になります。
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元の終了日は、行がロードされたときの終了日です。変更後の終了日は、行が保存されたときの終了日
です。終了日が変更されなければ、元の終了日と同じ日付になります。終了日が変更された場合は、元
の終了日とは異なる日付になります。

[トリガ レベル] が [レコード] に指定されている場合、行が追加または変更されると、分割トリガが作成
されます。

[トリガ レベル] が [フィールド] で、値に依存しない場合

• 行が追加または変更されると、追加、変更された行よりも前の日付で、 も新しい有効日の行が検索
されます。

前の行と現在の行でフィールド値が異なる場合は、分割トリガが作成されます。

• 前の行が見つからない場合は、以下のようになります。

- フィールド値が変更されると、分割トリガが作成されます。

- 新規の行であれば、指定されたフィールド全てに対して分割トリガが作成されます。

[トリガ レベル] に [フィールド] が指定され、値に依存する場合は、追加または変更された行の値が指定
した値と一致するとき、または値が一致しなくてもトリガが作成されるように指定されているときのみ、分
割トリガが作成されます。それ以外のルールは、値に依存しない場合と同じです。

使用済みまたは不要なトリガの管理

グローバル ペイロール システムでは、遡及トリガと反復トリガは、必要な処理を起動した後、将来の計
算に影響を与えないように自動的に使用済みに指定されます。また、誤って作成してしまったり、給与計
算処理に影響を与えないようにしたい遡及トリガと反復トリガを手動でキャンセルすることができます。一
方、分割トリガは、システムでアクティブのまま残るように設計されています。計算期間中に分割イベント
が発生した場合、期間が処理されるたびに分割を起動する必要があるためです。ただし、分割イベントが
システムに入力された後で、それらを修正または削除する必要がある場合があります。分割イベントの
入力そのものが間違っていたとき、イベントの日付が誤って入力されたとき、または他のデータが誤って
記録されたときなどです。グローバル ペイロール システムでは、分割イベントによって引き起こされるこ
うした不要なトリガを自動的に削除することで、この問題を解決しています。以下に、3 つのトリガ レベル
(レコード レベル、値に依存しないフィールド レベル、値に依存するフィールド レベル) それぞれで、自動
削除が可能かどうかを、データ変更の種類ごとに示します。

データ変更 トリガ レベルがレコード
トリガ レベルがフィールド
で、値に依存しない場合

トリガ レベルがフィールド
で、値に依存する場合

有効日、開始日、または終
了日の訂正

可 可 可

フィールド値の訂正 不可 可 可

行の削除 可 可 可

重要: 削除されるのは自動的に作成されたトリガだけです。手動で作成されたトリガまたは一括トリガは
削除されません。

注: 分割トリガはここで説明した状況で自動的に削除されますが、反復トリガや遡及トリガと同様に、分
割トリガを手動でキャンセルすることもできます。トリガを管理したりキャンセルするには、トリガ確認コン
ポーネント (GP_TRIGGER) および反復トリガ確認コンポーネント (GP_TRGRITER_CALRUN) のページを使
用します。
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例: 行の有効日の変更に反応した分割トリガの削除

JOB レコードで設定されているトリガのレベルがフィールドで、値に依存する場合を仮定します。

トリガを作成するように定義されたフィールドおよびフィールド値は、[異動区分] と PAY (給与レートの変
更) または TER (雇用終了) です。

異動区分が雇用終了 (TER) の有効日を、11 月 15 日から 11 月 20 日に変更するとします。

この異動区分に関連付けられた有効日を変更すると、以下の動作が行われます。

• 変更したソース行に関連付けられている古いトリガが削除されます。

• 新しいトリガ有効日で新しいトリガが挿入されます。

ユーザー アク
ション フィールド変更

有効日/有効連
番

トリガ アクショ
ン

トリガ有
効日

ソース フィー
ルド値

トリガ イベント
ID

既存の行 PAY 2005/10/20 挿入 2005/10
/20

PAY イベント 1

既存の行 TER 2005/11/15 挿入 2005/11
/15

TER イベント 1

訂正 TER 2005/11/20 削除 2005/11
/15

TER イベント 1

挿入 2005/11
/20

TER イベント 1

この例では、雇用終了行の有効日が 11 月 15 日から 11 月 20 日に変更されます。その結果、11 月 15
日のトリガは削除され、有効日が 11 月 20 日の新しいトリガが作成されます。

例: フィールド値の変更に反応した分割トリガの削除

JOB レコードで設定されているトリガのレベルがフィールドで、値に依存する場合を仮定します。

トリガを作成するように定義されたフィールドおよびフィールド値は、[異動区分] と PAY (給与レートの変
更) または TER (雇用終了) です。

有効日が 10 月 20 日に設定された行の [異動区分] の値を、TER (雇用終了) から DTA (データ変更)
に変更するとします。

この異動区分に関連付けられたフィールド値を変更すると、以下のように、古いトリガが削除されます。
新しいトリガは作成されません。

ユーザー アク
ション フィールド変更

有効日/有効連
番

トリガ アクショ
ン

トリガ有
効日

ソース フィー
ルド値

トリガ イベント
ID

既存の行 PAY 2005/01/01 挿入 2005/01
/01

PAY イベント 1

既存の行 TER 2005/10/20 挿入 2005/10
/20

TER イベント 1

既存の行 DTA 2005/11/15 なし TER イベント 1
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ユーザー アク
ション フィールド変更

有効日/有効連
番

トリガ アクショ
ン

トリガ有
効日

ソース フィー
ルド値

トリガ イベント
ID

訂正 DTA 2005/10/20 削除 2005/10
/20

TER イベント 1

トリガなし

この例では、有効日が 10 月 20 日の行の値が TER から DTA に変更されます。TER と PAY だけがトリ
ガを作成するように設定されており、DTA はトリガを作成する値として認識されないため、有効日が 10 月
20 日のトリガが削除されても、新しいトリガは作成されません。

例: フィールド値の変更に反応した分割トリガの削除

JOB レコードで設定されているトリガのレベルがフィールドで、値に依存する場合を仮定します。

トリガを作成するように定義されたフィールドおよびフィールド値は、[異動区分] と PAY (給与レートの変
更) または TER (雇用終了) です。

有効日が 2005 年 7 月 1 日に設定された行の [異動区分] の値を、DTA (データ変更) から PAY (給与
レートの変更) に変更するとします。このとき、この行とは別に、値が PAY で有効日が 2006 年 1 月 1 日
の既存の行があるとします。この例では、前者の行の変更によって、後者の行が影響を受ける場合を示
します。

ユーザー アク
ション フィールド変更

有効日/有効連
番

トリガ アクショ
ン

トリガ有
効日

ソース フィー
ルド値

トリガ イベント
ID

既存の行 DTA 2005/01/01 なし PAY イベント 1

既存の行 DTA 2005/07/01 なし TER イベント 1

既存の行 PAY 2006/01/01 挿入 2006/01
/01

TER イベント 1

訂正 PAY 2005/07/01 削除 削除する
トリガなし

TER イベント 1

挿入 07/01/05

削除 01/01/06

トリガなし

この例では、有効日が 2005 年 7 月 1 日の行の値が DTA から PAY に変更されます。トリガの作成は
フィールド値の変更に基づきますが、2005 年 7 月 1 日の行と 2006 年 1 月 1 日の行の間で変更がない
ため (両方ともフィールド値は PAY です)、後者の行で 初は作成されていたトリガが削除され、有効日
が 2005 年 7 月 1 日の新しいトリガが挿入されます。DTA はトリガを作成する値として定義されていない
ため、DTA 行のトリガはありません。

EFFSEQ (同一有効日連番) フィールドを含むレコードに対するフィールド ベースの分割トリガの
ための特殊ルール

たとえば JOB レコードのように、レコードに EFFSEQ フィールドが含まれている場合、フィールド ベース
の分割トリガを管理するための特殊なルールがあります。
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• トリガ定義がフィールドで、値に依存しない場合、PeopleCode により有効日連番が も大きい行だけを
使用して、指定された有効日のトリガが挿入されます。つまり、トリガ定義がフィールドで、値に依存し
ない場合は、有効日ごとに有効日連番が も大きい行だけが考慮されます。これにより、有効日連番
の行を入力した後で、この行のエラーを訂正するために同じ有効日の別の行を入力する際に、不要な
トリガが作成されるのを防ぐことができます。

• トリガ定義がフィールドで、値に依存する場合、PeopleCode により、指定された有効日の有効日連番
行ごとに、それぞれ別個のトリガが挿入されます。言い換えると、値に依存するようにトリガが定義され
ている場合、同一有効日連番の行が全て処理されます。これは、同一有効日連番の複数の行を処理
することが必要、または望ましい状況に対応します。たとえば、異動と昇進を同じ日に続けて入力する
JOB.ACTION のようなフィールドが該当します。このフィールドのトリガ定義は通常、値に依存するよう
に設定されています。

支給および控除の割り当てを使用した分割トリガ

グローバル ペイロールでは、分割トリガは "有効日が指定されている" レコードでのみ定義できます
が、例外が 1 つあります。つまり、"開始日と終了日が指定されている" 支給/控除割り当てレコード
GP_PYE_OVRD でも、分割トリガを定義することができます。この例外により、受給者別エレメント割当コ
ンポーネント (GP_ED_PYE) またはエレメント別受給者割当コンポーネント (GP_ED_ELEM) で支給/控除を
受給者に割り当て、割り当ての開始日が支給期間の開始日より後の場合、または割り当ての終了日が
期間終了日より前の場合に、エレメントを分割 (および比例配分) することができます。

たとえば、300 USD (アメリカ ドル) の支給エレメント E1 を、開始日と終了日にそれぞれ 6 月 10 日と 20
日を指定して (支給期間は月次とします) 受給者に割り当て、このエレメントの支給/控除割り当てレコー
ドから分割が起動されるように設定するとします。割り当ての開始日と終了日に基づいて、支給期間は 3
つのセグメントにスライスされ、2 番目のスライスのエレメントが処理 (および比例配分) されます。

エレメント
スライス 1

6 月 1 日 ～ 10 日
スライス 2

6 月 11 日 ～ 20 日
スライス 3

6 月 21 日 ～ 30 日

支給= E1

計算ルール=金額

金額= 300

スライス 1のエレメントは
変換されない

変換後の金額= 100 (比例
配分係数= .333333333)

スライス 3のエレメントは
変換されない

注: GP_PYE_OVRD レコードで定義できる分割は、エレメント分割だけです。

トリガの手動定義

トリガは、自動的に作成されるように設定できますが、トリガ確認コンポーネント (GP_TRIGGER) を使用す
れば、トリガのタイプ、トリガ有効日、プロセス定義、および遡及処理や分割処理を起動するために必要
なその他のデータを選択して、手動で入力することもできます。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「自動作成されたトリガの管理とトリガの手動定義」 、 820ページ

トリガ定義の設定
このセクションでは、反復、遡及、および分割トリガのトリガ定義の概要と、トリガの設定に使用するペー
ジについて説明します。
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関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 405ページ

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

第 32 章、 「分割の定義」 、 「分割イベントと分割タイプの定義」 、 866ページ

トリガ定義の設定について

このセクションでは、オンライン システムによるトリガの自動作成の設定手順について説明します。

注: 遡及トリガや分割トリガを定義するときは、反復トリガも定義することを推奨します。カレンダー グルー
プが一度計算されてからデータ変更が発生した場合、反復トリガが定義されていないと、データ変更に
よって作成された遡及トリガまたは分割トリガは、次の確認フェーズまで処理されません。

反復トリガの設定

反復トリガは、有効日が指定されたレコード、開始日と終了日が指定されたレコード、および有効日が指
定されていないレコードで定義することができます。

反復トリガを設定するには、次の手順に従います。

1. [HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[トリガ]、[ト
リガ定義] の順にクリックします。

トリガ定義コンポーネント (GP_TRGR_SETUP) の検索ページが表示されます。

2. [新規値の追加] タブをクリックします。

3. [値の追加] タブで、国を選択し、データ変更に反応させるレコードを [レコード (テーブル) 名] フィー
ルドで指定し、トリガ タイプに [反復] を選択します。

4. [追加] ボタンをクリックします。

トリガ定義ページが表示されます。

5. トリガ定義ページの [トリガ レベル] で、[レコード] または [フィールド] を選択します。

レコード内のどのフィールドが変更されてもトリガが作成されるようにするには、[レコード] を選択
します。レコード内の特定のフィールドまたはフィールドのグループの変更に反応してトリガが作成
されるようにする場合は、[フィールド] を選択します。

[フィールド] を選択した場合、データ変更に反応させるフィールドを [トリガで使用するリスト フィー
ルド] グループ ボックスで指定する必要があります。また、特定のフィールドの [フィールド値に依
存] チェック ボックスをオンにし、反復処理を起動する値を指定して、トリガが作成されるデータ変
更をさらに制限することもできます。

遡及トリガの設定

遡及トリガは、有効日が指定されたレコード、開始日と終了日が指定されたレコード、および固定日が指
定されたレコードで定義することができます。

遡及トリガを設定するには、以下の手順に従います。

1. [HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[トリガ]、[ト
リガ定義] の順にクリックします。

トリガ定義コンポーネント (GP_TRGR_SETUP) の検索ページが表示されます。
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2. [値の追加] タブをクリックします。

3. [値の追加] タブで、国を選択し、データ変更に反応させるレコードを [レコード (テーブル) 名] フィー
ルドで指定し、トリガ タイプに [遡及] を選択します。

4. [追加] ボタンをクリックします。

トリガ定義ページが表示されます。

5. トリガ定義ページで、トリガ イベント ID ([トリガ レベル] が [フィールド] の場合は主要イベント ID)
を選択します。

トリガ イベント ID は遡及データの処理方法を指示します。

注: トリガ イベント ID は遡及イベント定義ページで定義します。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「トリガ イベント ID の定義」 、 907ページ

6. トリガ定義ページの [トリガ レベル] で、[レコード] または [フィールド] を選択します。

レコード内のどのフィールドが変更されてもトリガが作成されるようにする場合は、[レコード] を選
択します。レコード内の特定のフィールドまたはフィールドのグループの変更に反応してトリガが作
成されるようにする場合は、[フィールド] を選択します。

[フィールド] を選択した場合、データ変更に反応させるフィールドを [トリガで使用するリスト フィー
ルド] グループ ボックスで指定する必要があります。特定のフィールドの [フィールド値に依存]
チェック ボックスをオンにし、[リスト フィールド値] リンクをクリックして、遡及処理を起動する値を
指定すると、トリガが作成されるデータ変更をさらに制限できます。

7. さらに、以下のいずれかのレベルで、トリガ イベント ID または主要イベント ID を指定する必要
があります。

• [トリガ レベル] で [レコード] を選択した場合は、トリガ定義ページの [トリガ イベント ID] フィー
ルドに、トリガ イベント ID をレコード レベルで指定します。

• [トリガ レベル] で [フィールド] を選択し、トリガの作成が特定のフィールド値に依存しない場合
は、トリガ定義ページの [トリガで使用するリスト フィールド] グループ ボックスで、トリガ イベン
ト ID をフィールド レベルで指定します。

• [トリガ レベル] で [フィールド] を選択し、分割が特定のフィールド値に依存する場合は、[リスト
フィールド値] リンクをクリックし、トリガ定義の "フィールド値" ページの [フィールド値] グルー
プ ボックスで、トリガ イベント ID をフィールド値レベルで指定します。

• [トリガ レベル] で [フィールド] を選択した場合、トリガ定義ページの [主要イベント ID (遡及)]
フィールドに、主要イベント ID をレコード レベルで入力する必要があります。この ID は、変更、
追加、または削除されて遡及処理を起動する行がバッファ内で 初の行である場合、つまり前
の行が見つからない場合に、デフォルトのイベント ID として機能します。

注: [主要イベント ID (遡及)] フィールドは、[トリガ タイプ] が [遡及] で、[トリガ レベル] が [
フィールド] の場合のみ表示されます。

有効日が指定されたレコードに対する分割トリガの設定

グローバル ペイロールでは、分割トリガは、有効日が指定されたレコード、および開始日と終了日が指定
された 1 つのレコード (支給/控除割り当てレコード GP_PYE_OVRD) で設定することができます。このセク
ションでは、有効日が指定されているレコードに対して分割トリガを設定する手順について説明します。

有効日が指定されているレコードに対して分割トリガを設定するには、次の手順に従います。

1. [HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[トリガ]、[ト
リガ定義] の順にクリックします。
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トリガ定義コンポーネント (GP_TRGR_SETUP) の検索ページが表示されます。

2. [値の追加] タブをクリックします。

3. [値の追加] タブで、国を選択し、データ変更に反応させるレコードを [レコード (テーブル) 名] フィー
ルドで指定し、トリガ タイプに [分割] を選択します。

4. [追加] ボタンをクリックします。

トリガ定義ページが表示されます。

5. トリガ定義ページの [トリガ レベル] で、[レコード] または [フィールド] を選択します。

レコード内のどのフィールドが変更されてもトリガが作成されるようにする場合は、[レコード] を選
択します。レコード内の特定のフィールドの組み合わせに反応してトリガが作成されるようにする
場合は、[フィールド] を選択します。

[フィールド] を選択した場合、データ変更に反応させるフィールドを [トリガで使用するリスト フィー
ルド] グループ ボックスで指定する必要があります。特定のフィールドの [フィールド値に依存]
チェック ボックスをオンにし、[リスト フィールド値] リンクをクリックして、分割を起動する値を指定
すると、トリガが作成されるデータ変更をさらに制限できます。

6. さらに、以下の該当するレベルで、トリガ イベント ID を定義する必要があります。

• [トリガ レベル] で [レコード] を選択した場合は、トリガ定義ページで、トリガ イベント ID をレコー
ド レベルで定義します。

• [トリガ レベル] で [フィールド] を選択し、分割が特定のフィールド値に依存しない場合は、トリ
ガ定義ページの [トリガで使用するリスト フィールド] グループ ボックスで、トリガ イベント ID を
フィールド レベルで指定します。

• [トリガ レベル] で [フィールド] を選択し、分割が特定のフィールド値に依存する場合は、[リスト
フィールド値] リンクをクリックし、トリガ定義の "フィールド値" ページの [フィールド値] グルー
プ ボックスで、トリガ イベント ID をフィールド値レベルで指定します。

注: トリガ イベント ID は、使用する分割タイプ (期間分割またはエレメント分割) と、エレメント分割の場
合はデータ変更に反応して分割されるエレメント (支給エレメント、控除エレメント、およびその他のエレメ
ント) を指示します。トリガ イベント ID は分割イベント定義ページで定義します。

参照: 第 32 章、 「分割の定義」 、 「分割イベントと分割タイプの定義」 、 866ページ

開始日と終了日が指定された支給/控除割り当てレコード (GP_PYE_OVRD) に対する分割トリガ
の設定

割り当てたエレメントを割り当ての開始日と終了日に基づいてスライスおよび比例配分する場合、支給/
控除割り当てレコード (GP_PYE_OVRD) に対して分割トリガを設定することができます。

注: 分割されたエレメントを比例配分する場合、支給または控除の定義ページで、エレメントに比例配分
ルールを関連付ける必要があります。

支給/控除割り当てレコードに対する分割トリガを定義するには、次の手順に従います。

1. [HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[トリガ]、[ト
リガ定義] の順にクリックします。

トリガ定義コンポーネント (GP_TRGR_SETUP) の検索ページが表示されます。

2. [値の追加] タブをクリックします。

3. [値の追加] タブで、国を選択し、[レコード (テーブル) 名] フィールドに GP_PYE_OVRD と入力し、
トリガ タイプに [分割] を選択します。
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4. [追加] ボタンをクリックします。

トリガ定義ページが表示されます。

支給/控除割り当てレコード (GP_PYE_OVRD) に対して分割トリガを定義する場合、トリガ定義ペー
ジの各フィールドに以下の値が自動的に入力されます。

フィールド 値 説明

[トリガレベル] フィールド GP_PYE_OVRDレコードから
作成される分割トリガは、
フィールドレベルのトリガで
す。フィールドは自動的に
PIN_NUM ([エレメント名]) と
して定義されます。つまり、
分割トリガは、支給または
控除が受給者に割り当てら
れ、エレメント別受給者割当
コンポーネントまたは受給
者別エレメント割当コンポー
ネントのPIN_NUM ([エレメン
ト名]) フィールドに値が入
力されている場合にのみ作
成されます。

[トリガ有効日タイプ] 開始 -終了日 GP_PYE_OVRDレコードは開
始日と終了日が指定されて
いるレコードです。

[フィールド名] PIN_NUM これは、分割を起動
するように定義される
GP_PYE_OVRDレコードの唯
一のフィールドです。

[フィールド値に依存] オン GP_PYE_OVRDレコードに対
して分割トリガを定義する場
合、通常、分割を起動する
特定の支給または控除エレ
メントを指定する必要があ
ります。これらのエレメント
は、エレメント別受給者割
当コンポーネントまたは受
給者別エレメント割当コン
ポーネントの [エレメント名]
(PIN_NUM) フィールドで入力
するフィールド値です。

5. [リスト フィールド値] リンクをクリックして、トリガ定義の "フィールド値" ページを開きます。

6. トリガ定義の "フィールド値" ページの [エレメント タイプ] フィールドと [エレメント] フィールドを使
用して、割り当ての開始日が支給期間開始日よりも後の場合、または割り当ての終了日が支給
期間終了日よりも前の場合に、エレメント分割を起動する支給および控除を指定します。

さらに、エレメントごとに以下のいずれかのトリガ オプションを指定します。

• [このエレメントを分割]

このオプションを選択すると、指定したエレメントだけが分割されます。
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• [トリガ イベント ID を指定]

このオプションを選択する場合、トリガ イベント ID を指定する必要があります。選択したエレメ
ントだけでなく、トリガ イベント ID で指定されるエレメント リスト内の他のエレメントも全て分割さ
れます。

注: トリガ イベント ID は、データの変更に反応して分割されるエレメント (支給エレメント、控除
エレメント、およびその他のエレメント) を指示します。トリガ イベント ID は分割イベント定義ペー
ジで定義します。

参照: 第 32 章、 「分割の定義」 、 「分割イベントと分割タイプの定義」 、 866ページ

警告: 支給/控除割り当てレコード (GP_PYE_OVRD) に対して分割トリガを完全に機能させるに
は、国別設定コンポーネント (GP_COUNTRY) で [セグメント期間内でアクティブな場合] オプショ
ンを選択する必要があります。このオプションを選択しないと、分割トリガをレコードに追加する
際に、次の警告が生成されます。"警告 - 国コンポーネントで [セグメント期間内でアクティブな
場合] が選択されていません。(17000,4637) 支給/控除割当レコード (GP_PYE_OVRD) を指定し
た場合にこの機能を利用するには、国コンポーネントの [受給者割当処理] グループ ボックス
で、[セグメント期間内でアクティブな場合] を選択する必要があります。"

トリガ定義の設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[トリガ定義] GP_TRGR_SETUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[トリガ]、[トリガ定
義]、[トリガ定義]

反復/分割/遡及トリガを
定義します。

遡及および分割トリガを作
成するには、遡及イベント
定義ページまたは分割イ
ベント定義ページで適切な
イベント IDを定義しておく
必要があります。

[トリガ定義] - [フィー

ルド値]

GP_TRGR_SETUP_SEC トリガ定義ページで [リスト
フィールド値]リンクをク
リックします。

アクションを起動するフィー
ルド値を指定します。

トリガの定義

トリガ定義ページにアクセスします。
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トリガ定義ページ

注: このページに表示されるフィールドは、作成するトリガのタイプと選択する値によって異なります。

[国] トリガを定義する国を指定します。

[レコード (テーブル) 名] このページにアクセスするときに選択したレコード (テーブル) 名が表示さ
れます。これは、オンラインのデータ変更によって単独でトリガを作成する
レコード、またはフィールドと組み合わせてトリガを作成するレコードを表し
ます。

[トリガ ステータス] トリガ定義を有効にする場合は、[アクティブ] を選択します。

[トリガ タイプ] このページにアクセスするために選択したトリガ タイプが表示されます。表
示されるタイプは [反復]、[遡及]、[分割] のいずれかです。

[トリガ レベル] レコード内のどのフィールドが変更されてもトリガが作成されるようにする
場合は、[レコード] を選択します。レコード内の特定のフィールドの組み合
わせに反応してトリガが作成されるようにする場合は、[フィールド] を選択
します。

[フィールド] を選択した場合、データ変更に反応させるフィールドを、[トリ
ガで使用するリスト フィールド] グループ ボックスの [フィールド名] 列で指
定する必要があります。特定のフィールドの [フィールド値に依存] チェッ
ク ボックスをオンにし、[リスト フィールド値] リンクをクリックして、トリガの
作成を起動する値を指定すると、トリガが作成されるデータ変更をさらに制
限できます。

注: GP_PYE_OVRD レコードで分割トリガを定義する場合、[トリガ レベル]
は自動的に [フィールド] に設定されます。
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[トリガ イベント ID] 遡及トリガと分割トリガでは、レコード レベル、フィールド レベル、または
フィールド値レベルでトリガ イベント ID を指定します。

• [トリガ レベル] が [レコード] の場合、ページ上部の [トリガ イベント ID]
フィールドにトリガ イベント ID を指定します。

注: [トリガ タイプ] が [分割] で [トリガ レベル] が [フィールド] の場合、
レコード レベルでこのフィールドを使用することはできません。

注: [トリガ タイプ] が [遡及] で [トリガ レベル] が [フィールド] の場合、
レコード レベルの [トリガ イベント ID] フィールドは [主要イベント ID (遡
及)] フィールドに置き換えられます (以下の説明を参照してください)。

• [トリガ レベル] が [フィールド] で、値に依存しない場合、[トリガで使用
するリスト フィールド] グループ ボックスの [トリガ イベント ID] フィール
ドにトリガ イベント ID を指定します。

• [トリガ レベル] が [フィールド] で、値に依存する場合、トリガ定義の "
フィールド値" ページの [フィールド値] グループ ボックスで、トリガ イベ
ント ID を指定します。

注: 反復トリガの場合、現在のオープン カレンダーにおける受給者の処理
が唯一の機能であるため、定義されているイベントは常に同じです。その
ため、トリガ イベント定義は必要ありません。

[主要イベント ID (遡及)] 遡及イベント定義ページで定義したイベント ID を入力します。

主要イベント ID は、[トリガ レベル] が [フィールド] で、変更、追加、また
は削除した行がバッファ内で 初の行である場合、つまり前の行が見つか
らない場合に、デフォルトのイベント ID として機能します。その場合、主要
イベント ID を使って遡及トリガが作成されます。

注: [主要イベント ID (遡及)] フィールドは、[トリガ タイプ] が [遡及] で、[ト
リガ レベル] が [フィールド] の場合のみ表示されます。

[トリガ有効日タイプ] このフィールドには、[レコード (テーブル) 名] フィールドで指定したレコー
ドに基づいて、以下のいずれかの値が表示されます。

[有効日]

[開始 - 終了日]

[固定日]

[トリガ有効日タイプ] の [固定日] は、遡及トリガでのみ使用できます。固
定のトリガ有効日を使用して遡及トリガを作成するには、日付をパラメータ
として汎用の PeopleCode 関数 Generate_Triggers に渡す必要があります。
データの変更数に関係なく、トリガは 1 つしか作成されません。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「トリガの導入」 、 818ページ

注: GP_PYE_OVRD レコードで分割トリガを定義する場合、[トリガ有効日タ
イプ] は自動的に [開始 - 終了日] に設定されます。
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[トリガで使用するリスト フィールド]

[トリガ レベル] フィールドで [フィールド] を選択すると、[トリガで使用するリスト フィールド] グループ ボッ
クスが表示されます。

[フィールド名] データ変更に反応させるフィールドの名前を入力します。

注: GP_PYE_OVRD レコードで分割トリガを定義する場合、[フィールド名]
は自動的に [PIN_NUM] に設定されます。

[フィールド値に依存] このチェック ボックスをオンにすると、データ変更に反応するように定義し
たフィールドが特定のフィールド値に依存することが示されます。その場
合、トリガ定義の "フィールド値" ページで指定した値が変更された場合に
のみ、システム アクションが起動されます。これにより、反復、遡及、また
は分割処理を引き起こす変更の種類を制限できます。

GP_PYE_OVRD レコードで分割トリガを定義する場合、[フィールド値に依存]
チェック ボックスは自動的にオンになります。

[リスト フィールド値] このリンクは、[フィールド値に依存] チェック ボックスをオンにすると、使用
可能になります。

このリンクをクリックすると、トリガ定義の "フィールド値" ページにアクセス
し、アクションを起動するフィールド値を指定できます。

[トリガ イベント ID] [トリガ レベル] が [フィールド] で、[フィールド値に依存] チェック ボックス
がオフのとき、このフィールドへの入力が必要になります。定義するトリガ
タイプに基づいて、遡及イベント定義ページまたは分割イベント定義ページ
で定義したイベント ID を入力します。

注: このフィールドは反復トリガでは使用されません。

アクションを起動するフィールド値の指定

トリガ定義の "フィールド値" ページにアクセスします。
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トリガ定義 - フィールド値ページ

[フィールド値]

[連番] フィールド値を一意に識別し、複数のデータ行を設定した場合に各行を区
別するために必要とされる連番を入力します。

[数値] レコードとフィールドの組み合わせで数値が保存される場合、このフィール
ドが入力可能になります。システム アクションを起動する値を入力します。

[文字値] レコードとフィールドの組み合わせで文字値が保存される場合、このフィー
ルドが入力可能になります。システム アクションを起動する値を入力しま
す。

[日付値] レコードとフィールドの組み合わせで日付値が保存される場合、このフィー
ルドが入力可能になります。システム アクションを起動する値を入力しま
す。

[トリガ イベント ID] [トリガ レベル] が [フィールド] で、[フィールド値に依存] チェック ボックス
がオンのとき、このフィールドへの入力が必要になります。定義するトリガ
タイプに基づいて、遡及イベント定義ページまたは分割イベント定義ページ
で定義したイベント ID を入力します。

注: このフィールドは反復トリガでは使用されません。

[相殺日数] このフィールドは、[トリガ タイプ] が [遡及] の場合にのみ表示されます。

フィールド値の変更の日付に関して、遡及トリガ有効日を増減する正また
は負の数を入力します。たとえば、[フィールド値] グループ ボックスにリス
トされた値の 1 つに対して、[相殺日数] フィールドに「-1」を入力し、2000
年 1 月 1 日の有効日を使用してその値をデータベースにさかのぼって入
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力すると、トリガ有効日が 1999 年 12 月 31 日 (1 日前の日付) に自動的
に調整されます。支給期間は、2000 年 1 月ではなく、1999 年 12 月にさ
かのぼって処理されます。

[エレメント タイプ] このフィールドは、[トリガ タイプ] が [分割] で、トリガが定義されるレコー
ドが GP_PYE_OVRD の場合に表示されます。

[支給] を選択すると、受給者別エレメント割当コンポーネントまたはエレメ
ント別受給者割当コンポーネントで支給が受給者に割り当てられ、割り当
ての開始日が支給期間の開始日より後の場合、または割り当ての終了日
が期間終了日より前の場合に、支給によって分割が起動するように定義
されます。

[控除] を選択すると、受給者別エレメント割当コンポーネントまたはエレメ
ント別受給者割当コンポーネントで控除が受給者に割り当てられ、割り当
ての開始日が支給期間の開始日より後の場合、または割り当ての終了日
が期間終了日より前の場合に、控除によって分割が起動するように定義
されます。

[エレメント] このフィールドは、[トリガ タイプ] が [分割] で、トリガが定義されるレコー
ドが GP_PYE_OVRD の場合に表示されます。

上記で指定した入力タイプに応じて、受給者に割り当てられたときに分割
を起動する支給エレメントまたは控除エレメントを指定します。

[トリガ オプション] このフィールドは、[トリガ タイプ] が [分割] で、トリガが定義されるレコー
ドが GP_PYE_OVRD の場合に表示されます。

有効値は以下のとおりです。

• [トリガ イベント ID を指定]

このオプションを選択する場合、トリガ イベント ID を指定する必要があ
ります。選択したエレメントだけでなく、トリガ イベント ID で指定されるエ
レメント リスト内の他のエレメントも全て分割されます。

注: トリガ イベント ID は分割イベント定義ページで定義します。

参照: 第 32 章、 「分割の定義」 、 「分割イベントと分割タイプの定義」 、
866ページ

• [このエレメントを分割]

このオプションを選択すると、指定した支給エレメントまたは控除エレメン
トだけが分割されます。

[一致フィールド値なしオプション]

このグループ ボックス内のフィールドを使用すると、フィールドの変更が、トリガ定義の "フィールド値"
ページにリストされている値に該当しない場合に使用される、デフォルトのトリガ イベント ID を指定でき
ます。これらのフィールドは、他のフィールド値への変更によって、反復、遡及、または分割処理が起動
するように設定する場合にのみ使用します。

[トリガしない] このオプションはデフォルトで選択されます。データベースに入力された実
際の値と、トリガ定義の "フィールド値" ページで指定した値とが一致した
ときのみ、トリガを作成することが前提とされているためです。

[トリガ] このオプションを選択すると、[トリガ イベント ID] フィールドに入力できるよ
うになります。
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[トリガ イベント ID] トリガ定義の "フィールド値" ページでトリガ イベント ID にリンクされてい
ないフィールド値の処理に使用する、デフォルトのトリガ イベント ID を入
力します。

例: 遡及トリガでの相殺日数の使用

PeopleSoft では、JOB レコードの [異動区分] フィールドに入力された雇用終了の有効日が、受給者が
勤務しなくなる 初の日と見なされます。言い換えると、雇用終了の前の日が、受給者がアクティブであ
ると見なされる 後の日です。雇用終了をさかのぼって処理するトリガをこのフィールドに関連付けると、
トリガ有効日はデフォルトで、JOB 内の雇用終了行の日付に設定されます。雇用終了の有効日が支給
期間の開始日と同じ場合、つまり、 後に勤務した日が前回の支給期間の 後の日であるときは、問題
が発生する可能性があります。たとえば、1 月のカレンダーを処理してクローズした後、2 月 1 日に JOB
の雇用終了を入力するとします。この場合、2 月 1 日の有効日を使ってトリガが作成されます。これは現
在の期間、つまり受給者が "非アクティブ" であり、処理の対象から除外される期間に含まれます。前回
のクローズした期間 (1 月) にはトリガがないため、この期間は再計算されず、雇用終了に伴う支給を行
うために設定したルールが処理されません。このような問題を避けるには、JOB レコード内の異動区分
の値である [雇用終了] に対し、相殺日数を "-1" に設定します。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

トリガの導入
定義したトリガ定義を導入するには、それらの定義で使用されるレコードが、いずれかのフィールドの
SavePostChange PeopleCode で関数 Generate_Triggers を宣言および呼び出すように設定する必要があ
ります。この PeopleCode は、JOB などのトリガが定義される可能性があるレコードのほとんどで、あらか
じめ追加されているため、この設定手順が必要なケースはそう多くありません。しかし、トリガをレコード
に追加する必要がある場合には、以下の手順に従います。

注: SavePostChange PeopleCode があらかじめ追加されているレコードについては、この章の終わりを参
照してください。

1. トリガを作成する関数を宣言します。

Declare Function Generate_Triggers PeopleCode

FUNCLIB_GP.TRGR_FUNCTIONS FieldFormula;

2. ローカル日付の変数を宣言します。

Local date &L_DT;

3. 関数を呼び出します。

Generate_Triggers(EMPLID, &L_DT);

関数 Generate_Triggers は、FUNCLIB_GP.TRGR_FUNCTIONS.FieldFormula に定義され、呼び出すときに 2
つのパラメータが必要です。必要とされるパラメータは以下のとおりです。

• &P_EMPLID

トリガが作成される従業員 ID (EMPLID) を識別します。EMPLID フィールドを &P_EMPLID に使用します。

• &P_FIXED_DT
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[トリガ有効日タイプ] が [固定日] であるレコードのトリガ有効日の値を保持します。[トリガ有効日タイ
プ] が [有効日] または [開始 - 終了日] であるレコードの場合は無視されます。&L_DT を &P_FIXED_DT
に使用します。

[固定日] タイプのトリガに限り、変数 &L_DT に値を割り当てる必要があります。たとえば、ポジティブ入
力レコード (手動ポジティブ入力テーブル (GP_PI_MNL_DATA) と手動ポジティブ入力サポート エレメント上
書きテーブル (GP_PI_MNL_SOVR)) がこれに該当します。

注: ある条件が満たされた場合のみ関数を呼び出すように、PeopleCode を設定することもできます。以
下の例 2 を参照してください。

以下の例は、データベースに標準で用意されている PeopleCode を抜粋したものです。追加レコードに対
して PeopleCode を設定する方法を示しています。

例 1: トリガ レコード = GP_PYE_SOVR

PeopleCode のサンプル

PeopleCode on GP_PYE_SOVR.EMPLID.SavePostChange

Declare Function Generate_Triggers PeopleCode

FUNCLIB_GP.TRGR_FUNCTIONS FieldFormula;

Local date &L_DT;

/*-----Function to generate Triggers for Global Payroll---*/

Generate_Triggers(EMPLID, &L_DT);

この例では、受給者サポート エレメント上書きテーブル (GP_PYE_SOVR) の [トリガ有効日タイプ] が [固
定日] ではないため、&L_DT に値は割り当てられていません。

例 2: トリガ レコード = GP_PI_MNL_DATA (手動ポジティブ入力)

このレコードの [トリガ有効日タイプ] は [固定日] です。

PeopleCode のサンプル

PeopleCode on GP_PI_MNL_DATA.LASTUPDDTTM.SavePostChange

Declare Function Generate_Triggers PeopleCode

FUNCLIB_GP.TRGR_FUNCTIONS FieldFormula;

Local date &L_DT;

Local Rowset &L_RS0;

Component datetime &C_CAL_IDNT_TS;

/*-----Function to generate Triggers for Global Payroll---*/

&L_RS0 = GetLevel0();

&L_DT = &L_RS0(1).GP_PI_MNL_D.PRD_END_DT.Value;

If All(&C_CAL_IDNT_TS) Then

Generate_Triggers(EMPLID, &L_DT);

End-If;

この例では、&L_DT には、ポジティブ入力から作成されるトリガのトリガ有効日として使用する値を設定し
ます。

ポジティブ入力の場合は、ポジティブ入力があるカレンダーの期間終了日を使ってトリガを作成する必要
があります。そのため、&L_DT を次のように設定します。

&L_RS0 = GetLevel0();

&L_DT = &L_RS0(1).GP_PI_MNL_D.PRD_END_DT.Value;
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注: GP_PI_MNL_D.PRD_END_DT には、GP_PI_MNL_DATA.ENTRY_TYPE_ID.RowInit の前の PeopleCode に
よって、カレンダーの PRD_END_DT の値が割り当てられています。

ここで、関数を呼び出すことができます。ポジティブ入力の場合は、ポジティブ入力があるカレンダーが識
別された場合のみ、以下のようにトリガ作成機能を起動する必要があります。

If All(&C_CAL_IDNT_TS) Then

Generate_Triggers(EMPLID, &L_DT);

End-If;

注: 遡及トリガや分割トリガを定義するときは、反復トリガも定義することを推奨します。カレンダー グルー
プが一度計算されてからデータ変更が発生した場合、反復トリガが定義されていないと、データ変更に
よって作成された遡及トリガまたは分割トリガは次の確認フェーズまで処理されません。

関連項目:

第 30 章、 「トリガの設定」 、 「PeopleSoft 提供のトリガの確認」 、 835ページ

自動作成されたトリガの管理とトリガの手動定義
このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 分割トリガの表示、追加、またはキャンセル

• 遡及トリガの表示、追加、またはキャンセル

• 反復トリガのトリガ ステータスの表示または変更

• 反復トリガのカレンダー グループ ID 別表示

トリガの管理とトリガの手動入力ついて

トリガ確認コンポーネント (GP_TRIGGER) と反復トリガ確認コンポーネント (GP_TRGRITER_CALRUN) を使
用して、以下の作業を行います。

• オンライン システムによって自動的に作成されたトリガを確認、管理します。

• オンライン トリガ作成の設定を行わない場合に、遡及トリガおよび分割トリガを手動で定義します。

• トリガのソースとなるレコードまたはフィールドと、反復、分割、遡及処理を引き起こすフィールド値の変
更を表示します。この情報は、反復、遡及、または分割処理の特定のインスタンスが実行された原因を
識別する際のデバッグやトラブルシューティングに役立ちます。

注: 手動で定義されたトリガのソース データは表示されません。

注: トリガ確認コンポーネント (GP_TRIGGER) または反復トリガ確認コンポーネント (GP_TRGRITER_CALRUN)
を使用して、反復トリガを手動で定義することはできません。
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トリガの管理とトリガの手動入力に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[分割] GP_TRIGGER_SEG [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給
与計算の準備]、[トリガ
確認]、[分割]

受給者別の分割トリガを表
示、追加、またはキャンセ
ルします。分割トリガをこの
ページで表示または管理
するには、そのトリガの [ト
リガステータス]を [アク
ティブ]にしておく必要
があります。

[遡及] GP_TRIGGER_RTO [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給
与計算の準備]、[トリガ
確認]、[遡及]

受給者別の遡及トリガを表
示、追加、またはキャンセ
ルします。遡及トリガをこの
ページで表示または管理
するには、そのトリガの [ト
リガステータス]が [未処
理]である必要があります。

[反復] GP_TRIGGER_ITER [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給
与計算の準備]、[トリガ
確認]、[反復]

受給者別の反復トリガを表
示します。このページで反
復トリガを表示するには、[
トリガステータス]が [未処
理]である必要があります。

[反復トリガ確認] GP_TRGRITER_CALRUN [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給与
計算の準備]、[反復トリガ
確認]、[反復トリガ確認]

カレンダーグループ ID別
に反復トリガを表示しま
す。このページで反復トリ
ガを表示するには、トリ
ガが未処理である必要
があります。

分割トリガの表示、追加、またはキャンセル

分割ページにアクセスします。

分割ページ - イベント ID タブ

分割ページ - ソース/タイムスタンプ タブ
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分割ページ - 値タブ

[イベント ID]

[イベント ID] タブをクリックします。

[イベント ID] タブの各フィールドを使用して、自動作成された分割トリガのトリガ有効日やトリガ イベント
ID などの基本的なデータを表示したり、トリガを手動で定義するためにこれらのデータを追加します。

[国] トリガが適用される国が表示されます。

トリガを手動で作成する場合は、国コードを入力します。

[有効日] 分割対象の支給期間または支給期間内のエレメントの決定に使われる有
効日です。

トリガを手動で定義する場合は、トリガ有効日を入力します。

[イベント ID] イベント ID により、分割イベントを処理する際に使用される分割タイプと、
エレメント分割の場合に分割されるエレメントが特定されます。ここに表示
されるイベント ID は、分割イベント定義ページで定義したものです。

トリガを手動で作成する場合は、イベント ID を入力します。

[名称] 分割イベント定義ページで定義したトリガ イベント ID の名称です。

[トリガ レベル] 以下のいずれかを選択します。

[受給者]: [トリガ レベル] が [受給者] の場合、この受給者に属す全ての
職務の支給エレメントが分割されます。

[雇レコード]: [トリガ レベル] が [雇レコード] の場合、[雇用レコード No.]
フィールドの雇用レコード番号で指定される職務の支給エレメントが分割
されます。

[雇用レコード No.] 分割トリガの影響を受ける雇用レコード番号 (職務) が表示されます。

トリガを手動で定義する場合は、トリガを作成する雇用レコード番号 (職務)
を選択します。

[トリガ レベル] が [受給者] の場合、このフィールドの値は自動的に [0] に
設定されます。

[トリガ ステータス] トリガのステータスを選択します。

以下のいずれかを選択します。

[アクティブ]: デフォルトでは、このフィールドの値は [アクティブ] です。

[キャンセル]: アクティブな分割トリガをキャンセルする場合に選択します。
[キャンセル] を選択した場合、[保存] をクリックしてページを再度開くと、
このトリガは表示されなくなります。
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[ソース/タイムスタンプ]

[ソース/タイムスタンプ] タブをクリックします。

[ソース/タイムスタンプ] タブを使用して、分割トリガのソースであるレコードとフィールドを表示します。

トリガ レベルに応じて、以下のように、トリガのソース レコード、またはソース レコードとソース フィールド
の両方が表示されます。

トリガ レベル 表示される情報

レコード レコードの情報

フィールドで、値に依存しない場合 レコードとフィールドの情報

フィールドで、値に依存する場合 レコードとフィールドの情報

[国] [イベント ID] タブの [国] フィールドと同じです。

[有効日] [イベント ID] タブの [有効日] フィールドと同じです。

[イベント ID] [イベント ID] タブの [イベント ID] フィールドと同じです。

[トリガ ソース] 以下の値のいずれかが表示されます。

• [自動作成]

設定時に指定した条件によってオンライン システムにより作成されたト
リガであることを示します。

• [手動作成]

手動でこのページに入力されたトリガであることを示します。

[ソース レコード] トリガのソースであるレコードが表示されます。

手動で定義されたトリガの場合、このフィールドは空白です。

[フィールド名] トリガのソースであるフィールドが表示されます。

支給/控除割り当てレコード (GP_PYE_OVRD) から作成された分割トリガの
場合、[フィールド名] は [PIN_NUM] です。

手動で定義されたトリガの場合、このフィールドは空白です。

[タイムスタンプ] トリガが作成された日時が表示されます。

手動で定義されたトリガの場合、このフィールドは空白です。

[値]

[値] タブをクリックします。

[値] タブを使用して、分割トリガの作成を引き起こしたフィールド値の変更を識別します。

フィールド値は、以下のトリガ レベルのトリガでのみ表示されます。
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トリガ レベル 表示される情報

フィールドで、値に依存しない場合 フィールド値の情報

有効日が指定されているレコードから作成された分割
トリガの場合、分割を起動する文字値、日付値、また
は数値が表示されます。

フィールドで、値に依存する場合 フィールド値の情報

• 有効日が指定されているレコードから作成された分
割トリガの場合、分割を起動する文字値、日付値、ま
たは数値が表示されます。

• 開始日と終了日が指定された支給/控除割り当てレ
コード (GP_PYE_OVRD)から作成された分割トリガ
の場合、分割を起動するエレメントの名前が表示
されます。

[国] [イベント ID] タブおよび [ソース/タイムスタンプ] タブの [国] フィールドと
同じです。

[有効日] [イベント ID] タブおよび [ソース/タイムスタンプ] タブの [有効日] フィール
ドと同じです。

[イベント ID] [イベント ID] タブおよび [ソース/タイムスタンプ] タブの [イベント ID] フィー
ルドと同じです。

[文字値] トリガを作成する文字値が表示されます。

[日付値] トリガを作成する日付値が表示されます。

[数値] トリガを作成する数値が表示されます。

[エレメント名] 支給/控除割り当てレコード (GP_PYE_OVRD) から作成される分割トリガの
場合、トリガの作成を引き起こす支給または控除エレメントの名前が表示
されます。

分割トリガの手動追加

分割トリガを手動で挿入するには、以下を実行します。

• 分割ページの [イベント ID] タブで、国と有効日を入力します。ここで入力した有効日に基づいて、トリ
ガ有効日が決定されます。

• 分割ページの [イベント ID] タブで、トリガのイベント ID を指定します。

イベント ID により、使用される分割タイプと、エレメント分割の場合に分割されるエレメントが特定され
ます。

[トリガ ソース] が [手動作成] に、[トリガ ステータス] が [アクティブ] に設定されます。

注: 自動作成されるトリガと異なり、手動作成によるトリガはトリガ定義ページでレコードまたはレコードと
フィールドの組み合わせによって定義されるデータベース変更とは無関係です。そのため、手動作成の
トリガによって生じる影響を理解しておくことは重要です。手動作成したトリガは、特定のデータ変更とは
関連付けられていないため、何も変更されていない期間およびエレメントを分割してしまう可能性がある
からです。
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分割トリガの更新とキャンセル

自動および手動で作成されたトリガ データ行について

• イベント ID は変更可能です。

• [トリガ ステータス] は、[アクティブ] から [キャンセル] に変更できます。

• キャンセルしたトリガを元に戻すことはできません。新しいトリガを手動で追加する必要があります。

作成されたトリガ データ行の有効日について

• 分割ページの [有効日] は、分割対象期間の決定に使用される日付です。

• 手動で作成されたトリガの有効日は変更することができます。

• 事前に定義した設定ルールに基づいて自動作成されたトリガの有効日は変更できません。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「分割と遡及」 、 920ページ

遡及トリガの表示、追加、またはキャンセル

遡及ページにアクセスします。

遡及ページ - イベント ID タブ

遡及ページ - ソース タブ
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遡及ページ - 値/タイムスタンプ タブ

[イベント ID]

[イベント ID] タブをクリックします。

[イベント ID] タブの各フィールドを使用して、自動作成された遡及トリガのトリガ有効日やトリガ イベント
ID などの基本的なデータを表示したり、トリガを手動で定義するためにこれらのデータを追加します。

[国] トリガが適用される国が表示されます。

トリガを手動で作成する場合は、国コードを入力します。

[トリガ有効日] トリガ有効日が表示されます。再計算の対象となる支給期間 (期間数) の
決定に使用される日付です。

トリガを手動で定義する場合は、トリガ有効日を入力します。

[イベント ID] 遡及データを処理する際に使用される、遡及イベント定義を特定するイベ
ント ID が表示されます。ここに表示されるイベント ID は、遡及イベント定
義ページで定義したものです。

トリガを手動で作成する場合は、イベント ID を入力します。

[名称] 遡及イベント定義ページで定義したトリガ イベント ID の名称が表示されま
す。

[トリガ ステータス] トリガのステータスを選択します。

値は以下のいずれかになります。

[未処理]: デフォルトでは、このフィールドの値は [未処理] です。

[キャンセル]: 遡及トリガをキャンセルする場合に選択します。[キャンセル]
を選択した場合、[保存] をクリックしてページを再度開くと、このトリガは表
示されなくなります。

[ソース]

[ソース] タブをクリックします。

[ソース] タブを使用して、遡及トリガのソースであるレコードとフィールドを表示します。

トリガ レベルに応じて、以下のように、トリガのソース レコード、またはソース レコードとソース フィールド
の両方が表示されます。

トリガ レベル 表示される情報

レコード レコードの情報
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トリガ レベル 表示される情報

フィールドで、値に依存しない場合 レコードとフィールドの情報

フィールドで、値に依存する場合 レコードとフィールドの情報

[国] [イベント ID] タブの [国] フィールドと同じです。

[有効日] [イベント ID] タブの [有効日] フィールドと同じです。

[イベント ID] [イベント ID] タブの [イベント ID] フィールドと同じです。

[トリガ ソース] 以下の値のいずれかが表示されます。

• [自動作成]

設定時に指定した条件によってオンライン システムにより作成されたト
リガであることを示します。

• [手動作成]

手動でこのページに入力されたトリガであることを示します。

• [福利厚生管理]

PeopleSoft Enterprise Benefits Administration のレコードから作成された
トリガであることを示します。

• [一括トリガ]

一括トリガの設定を使用して作成されたトリガであることを示します。

参照: 第 31 章、 「一括トリガの設定」 、 837ページ

• [ユーティリティ作成]

サードパーティのソフトウェアによって作成されたトリガであることを示し
ます。

[トリガ タグ] トリガがユーティリティ作成の場合、このフィールドにはトリガのソースが表
示されます。

[ソース レコード] トリガのソースであるレコードが表示されます。

手動で定義されたトリガの場合、このフィールドは空白です。

[フィールド名] トリガのソースであるフィールドが表示されます。

手動で定義されたトリガの場合、このフィールドは空白です。

[値/タイムスタンプ]

[値/タイムスタンプ] タブをクリックします。

[値/タイムスタンプ] タブを使用して、遡及トリガの作成を引き起こしたフィールド値の変更を識別します。

フィールド値 (文字値、日付値、または数値) は、以下のトリガ レベルのトリガでのみ表示されます。

• フィールドで、値に依存しない場合

• フィールドで、値に依存する場合
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[国] [イベント ID] タブおよび [ソース] タブの [国] フィールドと同じです。

[トリガ有効日] [イベント ID] タブおよび [ソース] タブの [トリガ有効日] フィールドと同じで
す。

[イベント ID] [イベント ID] タブおよび [ソース] タブの [イベント ID] フィールドと同じです。

[文字値] トリガを作成する文字値が表示されます。

[数値] トリガを作成する数値が表示されます。

[日付値] トリガを作成する日付値が表示されます。

[タイムスタンプ] トリガが作成された日時が表示されます。

手動で定義されたトリガの場合、このフィールドは空白です。

遡及トリガの手動追加

遡及トリガを手動で挿入するには、以下を実行します。

• 遡及ページで国と有効日を入力します。

標準の遡及の場合と同様、有効日を使用して、再計算する必要のある期間が決定されます。

• トリガをイベント ID に関連付けます。

指定したイベント ID によって、遡及処理の方法が決まります。

[トリガ ソース] が [手動作成] に、[トリガ ステータス] が [未処理] に設定されます。

注: 自動作成されるトリガと異なり、手動作成によるトリガは、レコードまたはレコードとフィールドの組み
合わせに対するデータベース変更とは無関係です。そのため、手動作成のトリガによって生じる影響を
理解しておくことは重要です。手動トリガは特定のデータ変更とは関連付けられていないため、何も変更
されていない期間を遡及処理する可能性があります。

警告: 遡及トリガを追加またはキャンセルした場合は、データベース内の関連する遡及データも調整す
る必要があります。

遡及トリガの更新とキャンセル

自動および手動で作成されたトリガ データ行について

• イベント ID は変更可能です。

• [トリガ ステータス] は、[未処理] から [キャンセル] に変更できます。

トリガが一度処理されると、ステータスが [未処理] ではなくなり、遡及ページにも表示されなくなるの
で、トリガ ステータスは変更できなくなります。

• キャンセルしたトリガを元に戻すことはできません。

新しいトリガを手動で追加する必要があります。

作成されたトリガ データ行のトリガ有効日について

• 遡及ページの [トリガ有効日] は、遡及処理の対象となる期間 (期間数) の決定に使用される日付です。

• 手動作成されたトリガ ([トリガ ソース] が [手動作成]) のトリガ有効日は変更できます。

• 事前に定義した設定ルールに基づいて自動作成されたトリガのトリガ有効日は変更できません。
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警告: トリガをキャンセルしても、トリガを作成したデータベースの変更は元に戻りません。何か他の理由に
よる遡及処理が発生した場合、過去の期間の再計算によってこの変更も処理される可能性があります。

反復トリガのトリガ ステータスの表示と変更

反復ページにアクセスします。

反復ページ - カレンダー グループ タブ

反復ページ - ソース タブ

反復ページ - 値/タイムスタンプ タブ

[カレンダー グループ]

[カレンダー グループ] タブをクリックします。

[カレンダー グループ] タブの各フィールドを使用して、自動作成された反復トリガのトリガ有効日やカレ
ンダー グループ ID などの基本的なデータを表示します。

[国] トリガが適用される国が表示されます。

[カレンダー グループ ID] 反復トリガを処理するカレンダー グループが表示されます。

[トリガ ステータス] トリガのステータスを選択します。

値は以下のいずれかになります。

[未処理]: デフォルトでは、このフィールドの値は [未処理] です。
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[キャンセル]: 反復トリガをキャンセルする場合に選択します。[キャンセル]
を選択した場合、[保存] をクリックしてページを再度開くと、このトリガは表
示されなくなります。

[ソース]

[ソース] タブをクリックします。

[ソース] タブを使用して、反復トリガのソースであるレコードとフィールドを表示します。

トリガ レベルに応じて、以下のように、トリガのソース レコード、またはソース レコードとソース フィールド
の両方が表示されます。

トリガ レベル 表示される情報

レコード レコードの情報

フィールドで、値に依存しない場合 レコードとフィールドの情報

フィールドで、値に依存する場合 レコードとフィールドの情報

[国] [カレンダー グループ] タブの [国] フィールドと同じです。

[カレンダー グループ ID] [カレンダー グループ] タブの [カレンダー グループ ID] フィールドと同じで
す。

[トリガ ソース] 以下の値のいずれかが表示されます。

• [バッチ]

バッチ処理によって作成されたトリガであることを示します。

• [オンライン]

設定時に指定した条件に基づき、オンライン コードにより作成されたトリ
ガであることを示します。

• [福利厚生管理]

PeopleSoft Enterprise Benefits Administration のレコードから作成された
トリガであることを示します。

• [一括トリガ]

一括トリガを使用して作成されたトリガであることを示します。

参照: 第 31 章、 「一括トリガの設定」 、 837ページ

• [キャンセル解除]

受給者ステータス ページで受給者のステータスが "キャンセル解除" に
設定されたときに作成されたトリガであることを示します。

• [中断解除]

受給者ステータス ページで受給者のステータスが "中断解除" に設定
されたときに作成されたトリガであることを示します。

• [勤務管理]

• [勤務管理入力]
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[ソース レコード] トリガのソースであるレコードが表示されます。

[フィールド名] トリガのソースであるフィールドが表示されます。

[値/タイムスタンプ]

[値/タイムスタンプ] タブをクリックします。

[値/タイムスタンプ] タブを使用して、反復トリガの作成を引き起こしたフィールド値の変更を識別します。

フィールド値 (文字値、日付値、または数値) は、以下のトリガ レベルのトリガでのみ表示されます。

• フィールドで、値に依存しない場合

• フィールドで、値に依存する場合

[国] [ソース] タブの [国] フィールドと同じです。

[カレンダー グループ ID] [ソース] タブの [カレンダー グループ ID] フィールドと同じです。

[文字値] トリガを作成する文字値が表示されます。

[数値] トリガを作成する数値が表示されます。

[日付値] トリガを作成する日付値が表示されます。

[タイムスタンプ] トリガが作成された日時が表示されます。

反復トリガの手動追加

このページでは、トリガ データ行を手動で追加することはできません。

反復トリガの更新とキャンセル

自動作成されたトリガ データ行の場合は、[トリガ ステータス] を [未処理] から [キャンセル] に変更でき
ます。トリガが一度処理されると、ステータスが [未処理] ではなくなり、反復ページにも表示されなくなる
ので、トリガ ステータスは変更できなくなります。

カレンダー グループ ID 別反復トリガの表示

反復トリガ確認ページにアクセスします。
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反復トリガ確認ページ - 名前タブ

反復トリガ確認ページ - ソース タブ
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反復トリガ確認ページ - 値/タイムスタンプ タブ

[名前]

[名前] タブをクリックします。

[名前] タブの各フィールドを使用して、自動作成されたトリガに関連付けられている従業員 ID、従業員
名、ステータスなどの基本的なデータを表示します。

[従業員 ID] 反復トリガに関連付けられている受給者の従業員 ID が表示されます。

[名前] 反復トリガに関連付けられている受給者の名前が表示されます。

[トリガ ステータス] トリガのステータスを選択します。

値は以下のいずれかになります。

[未処理]: デフォルトでは、このフィールドの値は [未処理] です。

[キャンセル]: 反復トリガをキャンセルする場合に選択します。[キャンセル]
を選択した場合、[保存] をクリックしてページを再度開くと、このトリガは表
示されなくなります。

[ソース]

[ソース] タブをクリックします。

[ソース] タブを使用して、反復トリガのソースであるレコードとフィールドを表示します。

トリガ レベルに応じて、以下のように、トリガのソース レコード、またはソース レコードとソース フィールド
の両方が表示されます。

トリガ レベル 表示される情報

レコード レコードの情報
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トリガ レベル 表示される情報

フィールドで、値に依存しない場合 レコードとフィールドの情報

フィールドで、値に依存する場合 レコードとフィールドの情報

[従業員 ID] [名前] タブの [従業員 ID] フィールドと同じです。

[名前] [名前] タブの [名前] フィールドと同じです。

[トリガ ソース] 以下の値のいずれかが表示されます。

• [バッチ]

バッチ処理によって作成されたトリガであることを示します。

• [オンライン]

設定時に指定した条件に基づき、オンライン コードにより作成されたトリ
ガであることを示します。

• [福利厚生管理]

PeopleSoft Enterprise Benefits Administration のレコードから作成された
トリガであることを示します。

• [一括トリガ]

一括トリガを使用して作成されたトリガであることを示します。

参照: 第 31 章、 「一括トリガの設定」 、 837ページ

• [キャンセル解除]

受給者ステータス ページで受給者のステータスが "キャンセル解除" に
設定されたときに作成されたトリガであることを示します。

• [中断解除]

受給者ステータス ページで受給者のステータスが "中断解除" に設定
されたときに作成されたトリガであることを示します。

• [勤務管理]

• [勤務管理入力]

[レコード名] トリガのソースであるレコードが表示されます。

[フィールド名] トリガのソースであるフィールドが表示されます。

[値/タイムスタンプ]

[値/タイムスタンプ] タブをクリックします。

[値/タイムスタンプ] タブを使用して、反復トリガの作成を引き起こしたフィールド値の変更を識別します。

フィールド値 (文字値、日付値、または数値) は、以下のトリガ レベルのトリガでのみ表示されます。

• フィールドで、値に依存しない場合

• フィールドで、値に依存する場合

[従業員 ID] [ソース] タブの [従業員 ID] フィールドと同じです。
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[名前] [ソース] タブの [名前] フィールドと同じです。

[文字値] トリガを作成する文字値が表示されます。

[数値] トリガを作成する数値が表示されます。

[日付値] トリガを作成する日付値が表示されます。

[タイムスタンプ] トリガが作成された日時が表示されます。

PeopleSoft 提供のトリガの確認
グローバル ペイロールでは、トリガ作成が容易に行えるように、あらかじめ トリガの PeopleCode が定義
された以下のレコードが提供されています。これらは土台として提供されています。個々のビジネス ニー
ズに合わせるため、他のレコードにトリガを作成する PeopleCode を追加したり、以下のリストにあるレ
コードから PeopleCode を削除したりできます。

注: グローバル ペイロールのトリガ作成ロジックは FUNCLIB_GP.TRGR_FUNCTIONS FieldFormula
PeopleCode に格納されています。レコードがトリガを作成するには、そこに格納されている
GENERATE_TRIGGERS 関数を、レコードから SavePostChange PeopleCode で宣言および呼び出す必要
があります。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 「トリガの導入」 、 818ページ

• ADDRESSES

• BEN_PROG_PARTIC

• COMPENSATION

• CONTRACT_DATA

• DEP_BEN_ADDR

• DEP_BEN_EFF

• DEP_BEN_NAME

• GP_ABS_EVNT

• GP_ABS_OVRD

• GP_OFFCYCL_A_VW

• GP_OFFCYCL_M_VW

• GP_OFFCYCL_M_VW

• GP_OFFCYCL_U_VW

• GP_PI_MNL_DATA

• GP_PI_MNL_D_VW

• GP_PI_MNL_E_VW

• GP_PI_MNL_SOVR

• GP_PI_MNL_SSN

• GP_PYE_OVRD
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• GP_PYE_OVR_SOVR

• GP_PYE_SECT_DTL

• GP_PYE_SOVR

• GP_RTO_TRGR

• GP_RTO_TRGR_VW

• GP_SEG_TRGR

• HEALTH_BENEFIT

• JOB

• JOB_JR

• LIFE_ADD_BEN

• LIFE_ADD_BENEFC

• PERSON

• PERS_DATA_EFFDT

• PER_ORG_ASGN

• PRIMARY_JOBS

• SCH_ASSIGN

• SCH_MNG

• SCH_TBL

• WKF_CNT_TYPE

注: JOB レコードの [給与計算システム] フィールドと [支給グループ] フィールドの変更については、期
間分割トリガを設定してください。

836 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 31 章

一括トリガの設定

この章では、一括トリガの概要および以下の項目について説明します。

• 一括トリガの設定

• 一括トリガ アクション イベントの処理

関連項目:

第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ

一括トリガについて
この機能を使用すると、ユーザーは設定テーブルでの変更に基づく従業員トリガを作成できます。一括ト
リガは、特定のコンポーネントの特定のレコードに対して設定できます。SQL オブジェクトのセットは、設
定テーブルでの変更によって影響を受ける従業員を定義します。影響を受ける従業員が特定できたら、
変更を受け入れる前にトリガ詳細を確認できます。

一括トリガを設定するには、以下の処理を実行する必要があります。

• 一括トリガ定義ページで、トリガを起動するコンポーネント/レコードおよびフィールドを定義します。

参照: 第 31 章、 「一括トリガの設定」 、 「一括トリガの定義」 、 839ページ

• 設定テーブルでの変更によって影響を受ける従業員を判断するためにレコードをチェックする SQL オ
ブジェクトを設定します。SQL オブジェクトは PeopleTools を使用して定義し、一括トリガ SQL ページで
選択する必要があります。

参照: 第 31 章、 「一括トリガの設定」 、 「SQL オブジェクトの使用」 、 840ページ

• 一括トリガ定義で使用するレコードによって関数 Generate_Triggers を宣言し、それらのレコードのフィー
ルド SavePostChange PeopleCode のいずれかでこの関数を呼び出すようにシステムを設定します。

参照: 第 31 章、 「一括トリガの設定」 、 「Generate_Triggers 関数の宣言と呼び出し」 、 838ページ

一括トリガ イベント プロセスは、以下の 3 つのステップで行われます。

1. 一括トリガを起動するコンポーネント/レコードおよびフィールドを含むページを保存すると、イベン
トおよびフィールド値は一括トリガ結果テーブル (GP_MT_TRIGGER) に保存されます。イベント ス
テータスは [未展開] に設定されます。

2. SQL オブジェクトが評価され、影響を受ける従業員を記録する一括トリガ結果テーブル (GP_MT_
RESULT) に結果が書き込まれます。全てのオブジェクトの展開に成功すると、イベント ステータ
スは [展開済] に設定されます。

3. 影響を受ける従業員の遡及トリガと反復トリガのリストが作成されます。完了したら、イベント ス
テータスは [トリガ生成済] に設定されます。
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一括トリガ イベント コンポーネントでイベントとその結果を表示できます。以下のことが可能です。

• 一括トリガ イベント ページを使用したトリガ イベントの削除。これには一括トリガ、影響を受ける従業
員、および作成された受給者トリガが含まれます。作成されたトリガが処理済みである場合は、削除は
行われません。

参照: 第 31 章、 「一括トリガの設定」 、 「イベントの削除」 、 843ページ

• 影響を受ける従業員ページを使用したイベントの手動での展開。エラーのあった SQL オブジェクトを
訂正した後で、トリガを作成する場合があります。手動で展開されたトリガでは、次の処理を行うことが
できます。

- 影響を受ける従業員、およびステータスが [未展開] のイベントの遡及トリガと反復トリガの作成

- ステータスが [展開済] のイベントの遡及トリガと反復トリガの作成

参照: 第 31 章、 「一括トリガの設定」 、 「イベントの手動展開」 、 844ページ

Generate_Triggers 関数の宣言と呼び出し
グローバル ペイロールのトリガ作成ロジックは FUNCLIB_GP.TRGR_FUNCTIONS FieldFormula PeopleCode
に格納されています。レコードがトリガを作成するには、そこに格納されている GENERATE_TRIGGERS 関
数を、レコードから SavePostChange PeopleCode で宣言および呼び出す必要があります。この関数につ
いては、遡及、分割、および反復トリガの定義に関する章で例を示しながら詳しく説明しています。このセ
クションでは、主要な設定手順についてのみ説明します。

Generate_Triggers PeopleCode の使い方

Generate_Triggers 関数を宣言して呼び出すには、次の手順に従います。

1. トリガを作成する関数を宣言します。

Declare Function Generate_Triggers PeopleCode

FUNCLIB_GP.TRGR_FUNCTIONS FieldFormula;

2. ローカル日付の変数を宣言します。

Local date &L_DT;

3. 関数を呼び出します。

Generate_Triggers(EMPLID, &L_DT);

関数 Generate_Triggers は、FUNCLIB_GP.TRGR_FUNCTIONS.FieldFormula に定義され、呼び出すときに 2
つのパラメータが必要です。必要とされるパラメータは以下のとおりです。

• &P_EMPLID

トリガが作成される従業員 ID (EMPLID) を識別します。EMPLID フィールドを &P_EMPLID に使用します。

• &P_FIXED_DT

[トリガ有効日タイプ] が [固定日] であるレコードのトリガ有効日の値を保持します。[トリガ有効日タイ
プ] が [有効日] または [開始 - 終了日] であるレコードの場合は無視されます。&L_DT を &P_FIXED_DT
に使用します。

[固定日] タイプのトリガに限り、変数 &L_DT に値を割り当てる必要があります。
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関連項目:

第 30 章、 「トリガの設定」 、 「トリガの導入」 、 818ページ

一括トリガの設定
このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 一括トリガの定義

• SQL オブジェクトの使用

• SQL ステートメントの表示

トリガの設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

一括トリガ定義 GP_MT_TRG_DFN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[トリガ]、[一括トリガ定
義]、[一括トリガ定義]

トリガを起動するレコードを
定義します。

一括トリガSQL GP_MT_TRG_SQL [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[トリガ]、[一括トリガ定
義]、[一括トリガSQL]

一括トリガイベントによっ
て影響を受ける従業員を
取得するために実行する
必要があるSQLオブジェク
トを指定します。

SQL定義の表示 GP_MT_SQLTXT_SEC 一括トリガSQLページの
[SQL定義の表示]リンクを
クリックします。

SQL定義を表示します。

一括トリガの定義

一括トリガ定義ページにアクセスします。
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一括トリガ定義ページ

[トリガ イベント ID] トリガ イベント ID をレコード (テーブル) に関連付けて、作成された受給者
トリガを処理する遡及処理 ID に一括トリガをリンクします。

[雇用終了者を無視] 一括トリガ処理時に雇用終了者を除外する場合にオンにします。

[フィールド名] 一括トリガ イベントを自動作成するフィールドをリストします。SQL オブジェ
クト ページで入力パラメータとして使用されるフィールドはここにリストする
必要はありません。それらのフィールドは保存後に挿入されます。

SQL オブジェクトの使用

一括トリガ SQL ページにアクセスします。
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一括トリガ SQL ページ

[SQL オブジェクト ID] アプリケーション デザイナで定義されたスタンドアロンの SQL オブジェクト
を選択します。これらのオブジェクトには、入力パラメータのプレースホル
ダが含まれます。

[SQL 定義の表示] SQL 定義ページにアクセスする場合にクリックします。

[連番] SQL オブジェクトの各プレースホルダの番号を入力します。

[フィールド名] 実行時に SQL オブジェクトのプレースホルダを埋めるために使用するフィー
ルドを入力します。選択可能なフィールドは、上記に指定されたレコードか
ら表示されます。保存すると、これらのフィールドは一括トリガ定義ページ
に追加されます。

SQL ステートメントの表示

SQL 定義の表示ページにアクセスします。
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SQL 定義の表示ページ

このページを使用して、実際の SQL テキストを表示する他に、SQL ステートメントの説明を表示します。

一括トリガ アクション イベントの管理
このセクションでは、以下の項目について説明します。

• イベントの削除

• イベントの手動展開

• 遡及トリガの表示

• 反復トリガの表示
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トリガ イベントの処理に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[一括トリガイベント] GP_MT_TRIGGER [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給与
計算の準備]、[一括トリガ
確認]、[一括トリガイベント]

コンポーネント/レコードに
ついてリストされた全て
の一括トリガイベントを
表示します。イベントを
削除します。

[一括トリガイベント

メッセージ]

GP_MT_MSG_SEC 一括トリガイベントページ
の [メッセージ]リンクをク
リックします。

メッセージを表示します。

[イベントメッセージ詳細] GP_MT_MSGLNG_SEC 一括トリガイベントメッセー
ジページの [詳細] リンクを
クリックします。

メッセージ詳細を表示
します。

[フィールド値] GP_MT_TRG_VAL [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給与
計算の準備]、[一括トリガ
確認]、[フィールド値]

一括トリガイベント前後の
フィール値を表示します。

[影響を受ける従業員] GP_MT_RESULT [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[
給与計算の準備]、[一
括トリガ確認]、[影響を
受ける従業員]

一括トリガイベントによっ
て影響を受ける従業員の
リストを表示します。イベン
トを手動で展開します。

[遡及トリガ] GP_MT_RTO_TRG [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給与
計算の準備]、[一括トリガ
確認]、[遡及トリガ]

一括トリガイベントによっ
て作成された遡及トリガを
表示します。

[反復トリガ] GP_MT_ITER_TRG [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給与
計算の準備]、[一括トリガ
確認]、[反復トリガ]

一括トリガイベントによっ
て作成された反復トリガを
表示します。

[カレンダーグループ

別トリガ]

GP_MT_ITER_SEC 反復トリガページで [カレン
ダーグループ別トリガ] リン
クをクリックします。

受給者のカレンダーグ
ループ別トリガを表示
します。

イベントの削除

一括トリガ イベント ページにアクセスします。
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一括トリガ イベント ページ

トリガを処理する前にイベントを削除する場合は、削除ボタンをクリックします。これにより、フィールド値、
影響を受ける従業員のリスト、およびイベントによって作成された遡及トリガと反復トリガを含むイベント
の結果テーブルが削除されます。トリガ イベントは、それを作成したユーザーだけが削除できます。

イベントの手動展開

"影響を受ける従業員" ページにアクセスします。

"影響を受ける従業員" ページ

[従業員リストの展開/リフ
レッシュ]

イベントを手動で展開する場合にクリックします。展開を実行すると、現在
のリストが削除され、新しいリストが作成されます。全ての関連する遡及ト
リガと反復トリガも削除され、再作成されます。リフレッシュ ボタンは、関連
するトリガが何も処理されていない場合にのみクリックできます。一括トリ
ガ イベントを作成したユーザーだけがそれを実行できます。

[従業員 ID] 一括トリガ イベントの保存時にこのリストは作成されます。

[指定日] 遡及または分割処理が発生する日付です。

遡及トリガの表示

遡及トリガ ページにアクセスします。
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遡及トリガ ページ

[トリガ有効日] "影響を受ける従業員" ページの [指定日] に対応します。

[トリガ ステータス] [U (未処理)]、[I (処理中)]、[P (処理済)]、または [C (キャンセル)] のいず
れかです。

[カレンダー グループ ID] 遡及トリガを処理するために使用する ID です。

反復トリガの表示

反復トリガ ページにアクセスします。

反復トリガ ページ

一括トリガが展開されると、影響を受ける全ての従業員と、現在オープンである全てのカレンダー グルー
プ ID について、反復トリガが作成されます。[カレンダー グループ別トリガ] ボタンをクリックしてカレン
ダー グループ ページにアクセスし、反復トリガが作成されたカレンダー グループを表示します。
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分割の定義

この章では、分割の概要、および以下の項目について説明します。

• 分割の設定

• 分割の管理

分割の設定について
分割 (Segmentation) とは、プロセス リストに含まれる全て (または一部) のエレメントについて個別のスラ
イスまたはセグメントごとに計算するプロセスです。支給期間中の給与変更や従業員のステータス変更な
どのイベントに基づき、給与コンポーネントを分割することができます。たとえば、支給期間中に従業員の
職務に変更が発生し、組織では職務別に支給を分割するという方法を使用している場合は、PeopleSoft
Enterprise ヒューマン リソース管理で職務変更の [異動区分/理由] フィールドが変更されたときに、給与
明細の支給結果を分割する処理が行われるように設定できます。

この章では、以下の項目について説明します。

• 分割のタイプ

• 期間、セグメント、スライスにおける開始日と終了日の関係

• エレメント変換の基本ルール

• 有効日によるエレメント定義

• 累計と累計メンバーのスライスに関するルール

• 親エレメントと子エレメントの変換のルール

• 分割と受給者上書き

• 比例配分と分割

• 遡及処理と分割

• 分割を伴うポジティブ入力

• 分割システム エレメント

分割のタイプ

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 分割のタイプ

• 分割エレメントの選択
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分割のタイプ

グローバル ペイロールでは、以下の 2 つの分割タイプが用意されています。

• 期間分割

給与レートなどのデータが期間の中間で変更されたため、プロセス リストに登録されている全てのエ
レメントをその変更日の前後で複数回計算する必要がある場合に、この分割タイプが実行されます。
支給期間を 2 つ以上の独立したセグメントに分割し、各セグメントを完全に別の給与計算として処理し
ます。プロセス リスト内のそれぞれのエレメントがセグメントごとに計算されるので、複数の総額/純額
処理、給与明細、受給者処理ステータス レコードが存在することになります。別の期間スライスで有効
だったコンポーネントを使って、各エレメントが計算されます。

• エレメント分割

データが期間の中間で変更されたため、影響を受けたエレメント (および他のエレメントのサブセット) を
その変更日の前後で複数回計算する必要があるときに、この分割タイプが実行されます (それぞれの
サブ期間をスライスといいます)。選択したエレメントのみが分割され、指定したエレメントに対してのみ
結果の行がそれぞれ作成されます。エレメント分割では、総額/純額結果は 1 セットだけです。

分割エレメントの選択

期間分割では、プロセス リストの全てのエレメントが自動的に分割されます。エレメント分割の場合は、
スライス対象のエレメントをプロセス リストから選択する必要があります。この指定を行うには、分割イベ
ント定義ページを使って、分割対象のエレメントをエレメント リストに登録します。

関連項目:

第 32 章、 「分割の定義」 、 「分割イベントと分割タイプの定義」 、 866ページ

期間、セグメント、スライスにおける開始日と終了日の関係

支給期間ごとに、開始日と終了日が次のように設定されます。

• 期間

受給者の給与額のグループ化および計算に使用する支給期間 (月次、隔週、週次など) です。それぞ
れの期間には開始日と終了日があり、スライスや分割が可能です。

• セグメント

通常の支給期間を構成するサブ期間で、期間分割の結果として作成されます。セグメントはその期間
のエレメント全ての総額/純額計算を個別に表し、それぞれ開始日と終了日があります。各エレメント
は、サブ期間内でスライスできます。

• スライス

エレメント分割の結果として分割された期間を表します。セグメントや期間とは異なり、スライスは個別
の総額/純額プロセスを表しません。これは、スライスが期間またはセグメント内の限られたエレメント
にしか影響を及ぼさないためです。セグメントと同様、開始日と終了日があります。

期間がスライスまたは分割されるかに関係なく、給与計算が処理されるたびに 3 セット (期間、セグメン
ト、およびスライス) の日付が全て作成されます。期間、セグメント、およびスライスの開始日と終了日は、
その期間の出力結果テーブルに保存され、ほかの計算でもシステム計算エレメントとして使用可能です。

例 1: 分割されていない期間

期間が分割されていないので、期間の数は、セグメントおよびスライスの数と一致します。期間、セグメン
トおよびスライスの開始日と終了日は全て同じです。
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次の図は、期間が分割されない場合について、期間、セグメント、およびスライスの開始日と終了日の
関係を示しています。

分割されていない期間

例 2: 分割された期間

次の図では、期間が 2 つのセグメントに分割され、セグメント 1 にスライスされたエレメントがあります。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 849



分割の定義 第 32 章

分割された期間

エレメント変換の基本ルール

このセクションでは、期間分割とエレメント分割について、エレメント変換の基本ルールを説明します。

期間分割を使用した場合

期間分割を使用すると、全てのエレメントがセグメントごとに 1 回変換されます。

エレメント分割を使用した場合

エレメント分割を使用すると、以下のように処理されます。

• 主要エレメントは、エレメントのスライスが設定されている場合に限り、スライスごとに 1 回変換されます。

• サポート エレメントは、エレメントのスライスが設定されている場合に限り、スライスごとに 1 回変換さ
れます。

サポート エレメントは、スライスされるように定義されているエレメントの構成要素である場合にも、各
スライスで変換されます。たとえば、支給エレメント E1 をスライスするとします。このエレメントが、勤続
年数を算出するデュレーション エレメント (サポート エレメント) を使用している場合、支給 E1 の値は、
デュレーション エレメントから返される年数に基づいて計算されます。デュレーション エレメントは E1 の
構成要素であるため、E1 を変換するたびに変換されます。

注: スライス対象のエレメントを定義するには、分割イベント定義ページを使用します。

期間分割の例

期間分割では、セグメントごとに全てのエレメントが 1 回計算され、複数の総額/純額結果セットが実行
されます。
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次の表は、エレメント、その計算ルールおよび対応する期間分割ルールを示したものです。

エレメント 計算ルール ベース % 比例配分

E1 (基本給与) 金額 適用不可 適用不可 する

E2 ベース×パーセン
ト

E1 10% しない

D1 (控除) ベース×パーセン
ト

A1 10% しない

A1 (累計) E1 + E2 適用不可 適用不可 適用不可

E1 は基本給与を表し、E1 の値が 9 月 16 日に 10,000 から 20,000 に増えたことで支給期間 9 月の分割
処理が起動され、2 等分されたとします。このシナリオについて説明すると、次の表のようになります。

エレメント セグメント 1: 9 月 1 日から 9 月
15 日

セグメント 2: 9 月 16 日から 9
月 30 日

E1 (基本給与) 10,000×½= 5,000 20,000×½= 10,000

E2 セグメント 1の E1× 10% = (5,000
× 10%) = 500

セグメント 2の E1× 10% = (10,000
× 10%) = 1,000

A1 セグメント 1の E1 と E2の合計=
(5,000 +500) = 5,500

セグメント 2の E1 と E2の合計=
(10,000 +1,000) = 11,000

D1 (控除) セグメント 1のA1× 10% = 550 セグメント 2のA1× 10% = 1,100

純支給額 セグメント 1の純支給額= 4,950 セグメント 2の純支給額= 9,900

この例では、プロセス リストのエレメントが全て分割され、2 つの総額/純額計算がそれぞれ実行されます。

エレメント分割の例

エレメント分割を実行すると、エレメント リストに含まれているエレメントのみがスライスされます。1 つの
総額/純額結果セットのみ作成され、セグメントまたは期間内のスライスされたエレメントが含まれます。

次の表は、エレメント、その計算ルールおよび対応するエレメント分割ルールを示したものです。
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エレメント 計算ルール ベース % 分割対象のエレメント
リストへの登録

比例配分

E1 (基本給与) 金額 適用不可 適用不可 する する

E2 ベース×パー
セント

E1 10% しない しない

D1 (控除) ベース×パー
セント

A1 10% しない しない

A1 (累計) E1 + E2 適用不可 適用不可 しない 適用不可

E1 は基本給与を表し、E1 の値が 9 月 16 日に 10,000 から 20,000 に増えたことでエレメント E1 のスライ
ス処理が起動され、2 つに等分されたとします。スライスが定義されているエレメントは E1 のみです。こ
のシナリオについて説明すると、次の表のようになります。

エレメント スライス 1: 9 月 1 日から 9 月
15 日

スライス 2: 9 月 16 日から 9 月
30 日

E1 (基本給与) 10,000×½= 5,000 20,000×½= 10,000

E2 E1の合計×10% = (5,000 + 10,000)× 10% = 1,500

A1 (累計) E1 と E2の合計= (15,000 + 1,500) = 16,500

D1 (控除) A1× 10% = (16,500× 10%) = 1,650

純支給額 14,850

E1 は 9 月 16 日に一度スライスされ、その結果 E1 に対して 2 つの計算が発生し、各スライスにつき 1
回計算が実行されます。総額/純額処理は 1 回のみで、純支給額エレメントは、各スライスの E1 と E2
の合計から D1 (控除) を差し引いた額を表しています。

関連項目:

第 32 章、 「分割の定義」 、 「分割イベントと分割タイプの定義」 、 866ページ

有効日によるエレメント定義

有効日で管理された全てのエレメントには、[定義の指定日] フィールドがあります。このフィールドで、エ
レメント定義を検索するときに使用する有効日が付いた行を指定します。オプションには、カレンダー期
間開始日、カレンダー期間終了日、支給日などがあります。

期間内の全てのセグメントとスライスに対する定義の指定日には、同じ値が使用されます。
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関連項目:

第 5章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「指定日によるエレメント定義の選択処理について」 、 71ページ

累計と累計メンバーのスライスに関するルール

このセクションでは、累計と累計メンバーのスライスに関するルールについて説明します。

期間分割を使用した場合

期間分割の場合、エレメントとサポート エレメントは全て例外なく分割されます。エレメントは分割されて
も、そのエレメントが属している累計は分割されないということはありません。

エレメント分割を使用した場合

累計メンバーをスライスしても、累計はスライスされませんが、累計をスライスすると、メンバーのエレメ
ントは全てスライスされます。

ドライバとして使用する累計のスライス ルールについては、支給と控除の複数変換について説明してい
る章を参照してください。

関連項目:

第 20 章、 「支給または控除の複数変換」 、 「複数変換を伴う分割について」 、 542ページ

親エレメントと子エレメントの変換のルール

エレメントがほかのエレメントで構成されている (またはほかのエレメントに基づいている) 場合、構成要
素であるエレメントは "子エレメント"、子エレメントに基づくエレメントは "親エレメント" として定義されま
す。エレメントおよびサポート エレメントは、親と子のどちらにもなり得ます。

たとえば、税 A は、支給 E1 と支給 E2 に税率を掛けて求めた値であるとします (税 A = 10% × (E1 +
E2))。この場合は、税 A が "親"、E1 と E2 が "子" になります。子エレメントおよび親エレメントの概念
は、他のエレメントに基づくエレメントの変換方法を理解するうえで重要です。

スライスとセグメントの一致と不一致

期間分割では、全てのエレメントが均等に分割されるため、親エレメントと子エレメントが常に一致します。

エレメント分割の場合は、親エレメントと子エレメントを均等にスライスできますが、どちらかのエレメント
を多くスライスすることも可能です。たとえば、親エレメントが分割対象のエレメント リストに含まれていて
も、子エレメントは含まれていない場合があります。親エレメントと子エレメントのスライスが同じ場合は、
親子が "一致している" とされ、親子のスライスが異なる場合は、親子が "不一致である" とされます。

グローバル ペイロールでは、一定のルールに従って一致エレメントと不一致エレメントが処理されます。
このルールについては、次の例で説明します。

例 1 - 7: 親エレメントが主要エレメントまたはサポート エレメントの場合

ここで説明するケースでは、以下のエレメントが使用されています。

• 支給 E1 = F1 (サポート エレメント) のパーセント

• 支給 E3 = E2 (主要エレメント) のパーセント

• F1 = 100 (サポート エレメント)

• E2 = 100 (主要エレメント)
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次の表は、このセクションで挙げる例をまとめたものです。表の"一致する/しない" 列からもわかるよう
に、これらの例では親子のスライスは必ずしも一致していません。

ケース番号 親の処理 子の処理 子のタイプ
一致する/しな

い 処理ルール

1 スライスされる スライスされな
い

主要エレメント
(E2)

一致しない 親の各スライス
に対し子の値
を使用。

2 スライスされる スライスされる 主要エレメント
(E2)

一致する 親の各スライス
に対し子のスラ
イス値を使用。

3 スライスされる スライスされる 主要エレメント
(E2)

部分一致

子のスライスの
方が多い。

親のスライスに
一致する子の
各スライスの値
を合計。

4 スライスされる スライスされる 主要エレメント
(E2)

部分一致

子のスライスの
方が少ない。

日付が一致す
る子のスライス
値を使用。日
付が一致しな
い場合は、子
の全スライスの
値を合計。間
違った値が返
される場合が
あります。

5 スライスされる スライスされる 主要エレメント
(E2)

一致しない 子の全スライ
スの値を合計。
間違った値が
返される場合
があります。

6 スライスされな
い

スライスされる 主要エレメント
(E2)

一致しない 子の値を合計。

7 スライスされる スライスされな
い

サポートエレメ
ント (F1)

なし

子がサポート
エレメントの場
合は、一致でも
不一致でも影
響ありません。

親の各スライス
に対し子の値
を変換。

(ケースの詳細
説明の後の注
記を参照。)

注: 次の例では、比例配分を行った場合と、行わなかった場合の結果が示されています。括弧内の値が
比例配分された金額です。

854 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 32 章 分割の定義

ケース 1

前提:

E2 (主要エレメント) = 100

E3 (主要エレメント) = E2 の10%

E3 の比例配分

シナリオ: 親はスライスされますが、子はスライスされません。子は主要エレメントです。

E3 (親) スライス 1

100 (50)の 10%

スライス 2

100 (50)の 10%

E2 (子) スライス 1

100

E3 の各スライスには子 (E2) の値がそのまま使用されます。そのため、受給者メッセージ コンポーネント
に警告メッセージが表示されます。

ケース 2

前提:

E2 (主要エレメント) = 100

E3 (主要エレメント) = E2 の10%

E2 の比例配分

シナリオ: 親も子もスライスされます。子は主要エレメントです。

E3 (親) スライス 1

100 (50)の 10%

スライス 2

100 (50)の 10%

E2 (子) スライス 1

100 (50)

スライス 2

100 (50)

親のスライス日が子のスライス日と同じ場合、親には子の値が使用されます。スライス日が一致しても、
子に対して比例配分されないと、結果が間違っている場合があります。

ケース 3

前提:

E2 (主要エレメント) = 100

E3 (主要エレメント) = E2 の10%

E2 の比例配分
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シナリオ: 親も子もスライスされますが、子の方が多くスライスされます。スライスは部分的に一致しま
す。子は主要エレメントです。

E3 (親) スライス 1

100 (33.33)の 10%

スライス 2

200 (33.33 + 33.34) の 10%

E2 (子) スライス 1

100 (33.33)

スライス 2

100 (33.33)

スライス 3

100 (33.34)

親と子のスライス 1 が一致するため、子のスライス (この例ではスライス 1) が合計されます。E3 (親) の
2 番目のスライスでは、E2 (子) のスライス 2 とスライス 3 が合計されます。スライス 2 の開始日とスライ
ス 3 の終了日が E3 (親) のスライス 2 と一致するためです。このシナリオでは、受給者メッセージ コン
ポーネントに警告メッセージが表示されます。

ケース 4

前提:

E2 (主要エレメント) = 100

E3 (主要エレメント) = E2 の10%

E2 の比例配分

シナリオ: 親も子もスライスされますが、子の方が少なくスライスされます。スライスは部分的に一致しま
す。子は主要エレメントです。

E3 (親) スライス 1

100 (33.33)の 10%

スライス 2

200 (66.67) の 10%

スライス 3

200 (66.67)の 10%

E2 (子) スライス 1

100 (33.33)

スライス 2

100 (66.67)

通常、子が主要エレメントである場合は、親と同じスライス対象エレメント リストに登録されている必要が
あります。このようすることで、子と親のスライスが一致します。親子が同一のリストに登録されていない
と、上記のシナリオが発生する可能性があり、このようなシナリオは回避する必要があります。

変換は 2 回実行されます。親と子のスライス 1 のように完全に一致すると、子の値が使用されます。親
または子に比例配分が設定されている場合は、正しい結果が得られます。親の 2 回目の変換では、子
の変換値が全て合計されるので (この例では 200)、超過した額が算出されます。これは、親と子のスライ
ス日が一致しないために起こります。比例配分が設定されていても、子の額は超過します (括弧内の額
を参照)。

ケース 5

前提:

E2 (主要エレメント) = 100
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E3 (主要エレメント) = E2 の10%

E2 の比例配分

親も子もスライスされます。スライス日は一致しません。子は主要エレメントです。

E3 (親) スライス 1

300 (100)の 10%

スライス 2

300 (100)の 10%

E2 (子) スライス 1

300 (100)

スライス 2

300 (100)

スライス 3

(100)

通常、子が主要エレメントである場合は、親と同じスライス対象エレメント リストに登録されている必要が
あります。このようすることで、子と親のスライスが一致します。親子が同一のリストに登録されていない
と、上記のシナリオが発生する可能性があり、このようなシナリオは回避する必要があります。

ケース 5 の 2 番目の変換のように、親のスライス日が子のスライス日のどれとも一致しない場合は、親
の各変換に対して子のスライス値全てが合計されます。そのため、受給者メッセージ コンポーネントに警
告メッセージが表示されます。

ケース 6

前提:

E2 (主要エレメント) = 100

E3 (主要エレメント) = E2 の10%

E2 の比例配分

親はスライスされませんが、子はスライスされます。スライス日は一致しません。(スライス日は親に適用
されません。) 子は主要エレメントです。

E3 (親) スライス 1

200 (100)の 10%

E2 (子) スライス 1

200 (100)

スライス 2

200 (100)

親はスライスされずに子がスライスされる場合、子が主要エレメントであれば、親エレメントの変換では
子の変換値が全て合計されます。そのため、受給者メッセージ コンポーネントに警告メッセージが表示
されます。

ケース 7

前提:

E1 (主要エレメント) = F1 の10%

F1 (サポート エレメント) = 100
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E1 の比例配分

親はスライスされますが、子はスライスされません。子はサポート エレメントです。

E1 (親) スライス 1

100 (50)の 10%

スライス 2

100 (50)の 10%

F1 (子) スライス 1

100

スライス 2

100

E1 のスライス 1 によって、スライス 1 の期間について子が変換されます。F1 がスライスされるのは、F1
はサポート エレメントであり子であることから、親の各スライスに対して変換されるためです。

注: サポート エレメントをアレイ、ブラケットまたはフォーミュラにロードする場合は、アレイ エレメント、ブ
ラケット エレメントまたはフォーミュラ エレメントを親と同じスライス対象エレメント リストに登録する必要
があります。(スライス対象エレメント リストを定義するは、この章で説明されている分割イベント定義ペー
ジの [エレメント リスト] グリッドを使用します。)

システム作成の警告メッセージ

支給計算では、子エレメントが主要エレメントで、そのスライス日が親のスライス日と一致していないと、
以下のような場合には警告メッセージが表示されます。

• 親はスライスされ、子はスライスされない場合 (ケース 1 参照)。

• 親も子もスライスされるが、親のスライス日が子のスライス日と一致しない場合 (ケース 3、4、5 参照)。

• 親はスライスされないが、子はスライスされる場合 (ケース 6 参照)。

子エレメントが累計である場合、累計のスライス日が親のスライス日と一致しないときは必ず警告メッセー
ジが表示されます。

メッセージは、受給者メッセージ コンポーネントに表示されます。

分割と受給者上書き

以下の 2 種類の上書きを受給者レベルで定義することができます。

• 主要エレメントの上書き

• サポート エレメントの上書き

どちらの上書きも "受給者レベル" の上書きと呼ばれ、同一の基本ルールに従って、分割された期間お
よび非分割の期間に適用されます。一般的に、支給期間が期間分割またはエレメント分割されている場
合は、セグメント終了日と上書きの終了日に基づいて、受給者上書きがセグメントに適用されます。その
場合のルールを以下に説明します。受給者レベルにおける主要エレメントの上書きとサポート エレメン
トの上書きでは、同じルールが適用されるため、ここでは主要エレメントの上書きについてのみ説明しま
す。この 2 種類の上書きに若干の相違点がある場合は、以下の例で明確にしていきます。

受給者レベルで上書きを適用する場合のルールは、以下のとおりです。

• 主要エレメントの上書きは、支給、控除、および休暇付与、休暇取得の各エレメントに適用されます。上
書きには開始日が必要です。終了日は必要ありません。
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サポート エレメントの上書きは、変数、フォーミュラ、アレイ、ブラケットなどのエレメントに適用されます。

• 上書きをセグメントに適用する場合は、上書きの終了日がセグメント終了日と同じか、それ以降の日付
(または空白) である必要があります (下図の上書き 3 および 4 を参照)。

• 上書きの終了日が、あるセグメントの終了日よりも後の日付で、次のセグメントの終了日と同じか後の
日付である場合は、1 つの上書きを複数のセグメントに適用できます (下図の上書き 3 を参照)。

• 上書きの終了日が、セグメントの終了日よりも前の日付である場合、上書きはそのセグメントには適用
されません (下図の上書き 1 および 2 を参照)。

• 主要エレメントの上書きは、そのエレメントが比例配分するように定義されている場合、比例配分され
ます。

サポート エレメントの上書きの場合は、そのサポート エレメントが比例配分するように定義されたエレ
メントのコンポーネントで、そのエレメントが分割される場合、比例配分されます。

• セグメント上書きはセグメント終了日時点でアクティブにする必要があります。

次の図は、主要エレメントの上書きの例を示したものです。

主要エレメントの上書き

• 上書き 1 と上書き 2 は、それぞれの終了日がセグメント 1 および 2 の終了日よりも前の日付なので、
どちらのセグメントにも適用されません。

• 上書き 3 は、その終了日が 初のセグメントの終了日よりも後の日付であり、2 番目のセグメントの終
了日以降であるため、セグメント 1 および 2 のどちらにも適用されます。

• 上書き 4 は、その終了日がセグメント 1 の終了日以降の日付で、セグメント 2 の終了日より前の日付
であるため、セグメント 1 にのみ適用されます。

• 上書き 5 は、その終了日がセグメント 2 の終了日と同じ日付であり、開始日がセグメント 1 の終了日
よりも後の日付であるため、セグメント 2 に適用されます。
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以下の例では、分割された期間および分割されていない期間において受給者上書きがどのように適用
されるかをさらに詳しく説明します。

シナリオ: 2 人の受給者には、支給エレメント (E1) を受け取る資格があり、その値は 100 です。1 月の
支給期間において、受給者 1 に対しては分割がなく、受給者 2 に対しては期間分割が実行されるとしま
す。受給者 2 のセグメントは、2005 年 1 月 1 日～2005 年 1 月 15 日と 2005 年 1 月 16 日～2005 年 1
月 31 日です。また、両方の受給者は同じサポート エレメント上書きを持ち、処理された支給期間は 2005
年 1 月 1 日～2005 年 1 月 31 日です。次の表で、主要エレメントの上書きがシステムによってどのよ
うに適用されるか、ケース別に説明します。

ケース 上書き開
始日

上書き終了
日

上書き値 受給者 1 の
結果

受給者 2 の
結果

理由

1 2000年 1
月 1日

2004年 12
月 31日

200 100 100 終了日が期間/
セグメントの終
了日より前の日
付です。

2 2000年 1
月 1日

2005年 1
月 5日

200 100 100 終了日が期間/
セグメントの終
了日より前の日
付です。

3 2005年 1
月 1日

2005年 1
月 5日

200 100 100 終了日が期間/
セグメントの終
了日より前の日
付です。

5 2005年 1
月 5日

2005年 1
月 20日

200 100 S1=200

S2=100

受給者2の場
合は、終了日が
セグメント 1の
終了日よりも後
の日付であるた
め、セグメント 1
に上書きが適
用されます。
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ケース 上書き開
始日

上書き終了
日

上書き値 受給者 1 の
結果

受給者 2 の
結果

理由

6 2005年 1
月 20日

2005年 1
月 25日

200 100 100 受給者2の場
合は、上書きの
開始日がセグ
メント 1の終了
日より後の日付
で、終了日がセ
グメント 2の終
了日より前の日
付であるため、
どちらのセグメ
ントにも適用さ
れません。受給
者1の場合は、
上書きの終了
日が期間の終
了日より前の日
付であるため、
上書きは適用さ
れません。

7 2005年 1
月 5日

2005年 1
月 31日

200 200 S1=200

S2=200

上書きの開始
日がセグメント
1の終了日より
も前の日付であ
り、上書きの終
了日が両方の
セグメントの終
了日以降の日
付であるため、
どちらのセグメ
ントにも適用さ
れます。

8 2005年 1
月 20日

2005年 2
月 1日

200 200 S1=100

S2=200

受給者2の場
合は、上書きの
開始日がセグメ
ント 1の終了日
よりも後の日付
であるため、セ
グメント 1には
適用されませ
ん。

注: 上記の表では、期間分割を例として上書きの適用ルールが説明されていますが、同じ基本ルールが
エレメント分割の場合にも適用されます。スライスされたエレメントが受給者レベルで上書きされる場合
は、期間分割のセグメントへの適用と同様に、上書きがスライスに適用されます。

関連項目:

第 18 章、 「上書きの設定」 、 461ページ
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比例配分と分割

給与計算実行時に支給エレメント、控除エレメント、または休暇付与エレメントを分割するようにグローバ
ル ペイロール システムを設定している場合、支給期間における勤務時間数や勤務日数の総数に対す
る各スライス/分割における勤務時間数や勤務日数などの係数に基づいて、これらのエレメントの比例
配分を適用した計算結果を作成することもできます。そのためには、エレメント定義のページで、比例配
分を適用する各支給エレメント、控除エレメント、または休暇付与エレメントと比例配分ルールを関連付
ける必要があります。このようにすることで、分割やスライスが発生した場合に、エレメントが自動的に適
切な比例配分係数を呼び出します。

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 比例配分を伴う分割

• 比例配分を伴わない分割

• 支給/控除割当の分割と比例配分

比例配分を伴う分割

分割された支給エレメント、控除エレメントまたは周期ベースの休暇付与エレメントを比例配分するには、
エレメント定義の一環として比例配分を指定します。

ただし、ルール自体はハード コードされていないため、分割処理で使用される比例配分ルールを定義す
る必要があります。一般的に、定義される比例配分ルールは、スライスまたはセグメントを表す分子と、
支給期間全体を表す分母から成ります。

比例配分係数を構成する分母と分子をどのように定義するかはユーザーが決定できます。分子または
分母には、次のエレメントをどれでも指定できます。

• 累計

• カウント

• デュレーション

• フォーミュラ

• 変数

注: 比例配分エレメントを定義すると、比例配分名ページの [常時再計算] チェック ボックスが自動的に
オンになります。これにより、エレメント分割が行われる際には、比例配分係数が適切に計算されるよう
になります。

注: また、システム エレメント PRORATE を使用すると、分割が行われない場合にも支給エレメントまた
は控除エレメントを比例配分できます。

参照: 第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「比例配分ルールの定義」 、 177ページ および 第 8 章、 「支
給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントの端数処理オプションおよび比例配分オプ
ションの定義」 、 209ページ

比例配分を伴わない分割

比例配分を伴わない分割を適用するには、[支給]、[控除] または [休暇付与] の各コンポーネントの端
数処理/比例配分ページで [比例配分しない] オプションを選択します。
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次の表に、比例配分を伴わない分割の例を示します。

エレメント 計算ルール ベース % 分割対象のエレメント リ
ストへの登録

比例配分

E1 (基本給与) 金額 = 20,000 適用不可 適用不可 する しない

E2 ベース×パー
セント

E1 10% しない しない

A1 (累計) E1 + E2 適用不可 適用不可 しない 適用不可

E3 ベース×パー
セント

A1 10% しない しない

注: 比例配分を適用しないで期間を分割またはスライスすることはできますが、分割がなければエレメン
トを比例配分することはできません。

E1 は基本給与を表し、さらに E1 が支給期間の中間である 9 月 16 日にスライスされるとします。この例
では、相互に関連しているエレメントのうち、比例配分されるように定義されているものはありません。こ
のシナリオについて説明すると、次の表のようになります。

エレメント スライス 1: 9 月 1 日から 9 月
15 日

スライス 2: 9 月 16 日から 9 月
30 日

E1 (基本給与) 20,000 20,000

E2 (スライス 1の E1 +スライス 2のE1)× 10% = (20,000 + 20,000)× 10% =
4,000

A1 (累計) E1 (スライス 1 +スライス 2) と E2の合計= (40,000 + 4,000) = 44, 000

E3 A1× 10% = (44,000× 10%) = 4,400

E1 は比例配分されるよう定義されていないため、各スライス (スライス 1 とスライス 2) の E1 の値は
20,000 と誤って算出されます (各スライスの正しい値は 20,000 × 1/2)。このため、E2 の計算時に、各ス
ライスの E1 が合計され 40,000 × 10% という値が算出される、というエラーがさらに発生します (正しい
額は 20,000 × 10%)。同様に、A1 も 22,000 と変換される必要のあるところが 44,000 となり、A1 × 10% と
定義されている E3 は、44,000 × 10% と変換され、4,400 が算出されます (正しくは 2,200)。

分割が自動的に比例配分を実行しない理由を理解することが重要です。たとえば、E2 が E1 のパーセン
トで、両方がスライスされる場合、E2 ではなく E1 が比例配分されます。
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支給/控除割当の分割と比例配分

グローバル ペイロールでは、分割トリガは "有効日が指定されている" レコードでのみ定義できます
が、例外が 1 つあります。つまり、"開始日と終了日が指定されている" 支給/控除割り当てレコード
GP_PYE_OVRD でも、分割トリガを定義することができます。このような例外がある目的は、受給者別エレ
メント割当コンポーネント (GP_ED_PYE) またはエレメント別受給者割当コンポーネント (GP_ED_ELEM) で
支給または控除を受給者に割り当てて、割り当ての開始日が支給期間開始日よりも後の場合、または
割り当ての終了日が支給期間終了日よりも前の場合 (あるいはその両方の場合) に、エレメントの分割
と比例配分を実行できるようにすることです。計算結果に対して比例配分を適用する場合は、エレメント
定義の一環として比例配分を指定します。

注: 受給者別エレメント割当コンポーネント (GP_ED_PYE) およびエレメント別受給者割当コンポーネント
(GP_ED_ELEM) で、受給者に割り当てられる上書きの開始日と終了日に基づいて支給期間をスライスす
るように設定する手順は、標準的な分割設定とほぼ同じです。これについてはトリガの設定に関する章
で詳しく説明しています。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ

遡及処理と分割

イベントに応じて遡及トリガが作成されるとき、変更の有効日がグローバル ペイロールのトリガ発生テー
ブルに書き込まれます。この日付を使用して、以下のロジックに従い、クローズした期間を再計算するた
めにさかのぼる期間が決定されます。

• 遡及期間制限がない場合、遡及処理を起動する変更の有効日が取得され、その有効日が含まれてい
る 初のカレンダー期間までさかのぼって、その期間全体とそれ以降全てについて計算されます。

• 遡及する変更の有効日が期間の中間にある場合、元の支給アイテムの再計算時に、自動的に期間が
分割されたり、比例配分が実行されることはありません。これは、期間全体を再計算しようとするため
です。

• 分割トリガは、将来の遡及処理で必要になる可能性があるため、アクティブのままになります。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「遡及期間と繰越遡及期限の設定」 、 886ページ

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「分割と遡及」 、 920ページ

第 30 章、 「トリガの設定」 、 「トリガ テーブルのデータ」 、 794ページ

分割を伴うポジティブ入力

受給者レベルの上書きと同様、ポジティブ入力によって、支給期間内のエレメントの値を上書きできます。
また、受給者上書きのように、ポジティブ入力でも開始日と終了日が使用されます (ただし、ポジティブ入
力の場合、開始日と終了日は省略可能)。たとえば、カレンダー支給期間に期間分割またはエレメント分
割があるときは、インスタンスの終了日に基づいて、ポジティブ入力がセグメントまたはスライスに割り当
てられます。受給者の上書きとは異なり、ポジティブ入力は 1 つのエレメントまたはスライスにのみ適用さ
れ、比例配分はされません。ポジティブ入力の割り当てに関連するその他のルールは以下のとおりです。

• インスタンスの開始日と終了日が、カレンダー開始日よりも前の日付である場合、ポジティブ入力は
初のセグメントまたはスライスに割り当てられます。

• インスタンスに開始日または終了日が指定されていない場合、そのインスタンスは支給期間の 後の
セグメントまたはスライスに割り当てられます。

インスタンスの終了日とカレンダー終了日は同じであると想定されるためです。
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関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「分割に関する注意事項」 、 440ページ

分割システム エレメント

次の表は、分割に使用できるシステム エレメントをまとめたものです。

システム エレメント 説明

FIRST ACT SEGMENT FIRST ACT SEGMENT ( 初のアクティブセグメント (値
はYとN))は、処理対象のセグメントがカレンダー期間
内で 初のアクティブセグメントかどうかを表します。

FIRST SEGMENT FIRST SEGMENT ( 初のセグメント (値はYとN))は、処
理対象のセグメントがカレンダー期間内で 初のセグメ
ントかどうかを表します。

LAST ACT SEGMENT LAST ACT SEGMENT ( 後のアクティブセグメント (値
はYとN))は、処理対象のセグメントがカレンダー期間
内で 後のアクティブセグメントかどうかを表します。

LAST SEGMENT LAST SEGMENT ( 後のセグメント (値はYとN))は、処
理対象のセグメントがカレンダー期間内で 後のセグメ
ントかどうかを表します。

SEGMENTATION-PRD SEGMENTATION-PRDは、処理対象のセグメントがカレ
ンダー期間と同じであるかどうかを表します (期間分割
が発生したかどうかを表します)。処理対象のセグメント
がカレンダー期間と一致しない場合は1 (true) を返し、
カレンダー期間と一致する場合は0 (false) を返します。

SEGMENTATION-ELEM SEGMENTATION-ELEMは、処理対象のスライスがカレ
ンダー期間と同じであるかどうかを表します (エレメント
分割が発生したかどうかを表します)。処理対象のスライ
スがカレンダー期間と一致しない場合は1 (true) を返し、
カレンダー期間と一致する場合は0 (false) を返します。

分割の設定
このセクションでは、分割設定の概要と以下の操作を行う方法について説明します。

• 分割イベントと分割タイプの定義

• トリガ フィールドの定義

分割について

分割を設定するには、以下の手順に従います。

1. 分割イベント定義ページでイベント ID と分割タイプを定義します。
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支給グループの移動、支給元の移動、新規採用などのイベントが原因となって、分割は発生しま
す。ただし、イベントに適用される分割タイプ (期間またはエレメント) は、自動的に認識されませ
ん。したがって、イベント ID を作成するには、以下の指定を行います。

• 使用する分割タイプ

• スライスするエレメント (エレメント分割の場合のみ)

2. トリガ定義ページで、データの変更に応じて分割を実行する際のトリガとなるレコードまたはレコー
ドとフィールドの組み合わせを定義し、これらを上記のステップ 1 で定義したイベント ID に関連付
けます。

イベント ID と関連付けられたレコードやフィールドは、トリガ レコードまたはトリガ フィールドと呼
ばれ、受給者データの変更に応じて分割を起動します。イベント ID が適切なフィールドに関連付
けられることにより、分割イベントの発生時に使用する分割タイプが認識されます。

関連項目:

第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ

分割の設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[分割イベント定義] GP_SEG_EVENT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[トリガ]、[分割イベント
定義]、[分割イベント定義]

分割イベントの定義、分割
タイプの指定、分割の対象
となる各エレメントの選択
を行います。

[トリガ定義] GP_TRGR_SETUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[トリガ]、[トリガ定
義]、[トリガ定義]

トリガを定義します。

分割イベントと分割タイプの定義

分割イベント定義ページにアクセスします。
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分割イベント定義ページ

[国] このページで定義されたトリガ イベント ID を使用する国が表示されます。
イベント ID は国ごとに定義されます。エレメント分割の場合は、あるサブ
セットのエレメントを分割してイベントを処理する国 (またはある国内の組
織) がある一方で、別のサブセットのエレメントを分割して同じイベントを処
理する国もあるためです。または、同じイベントを処理するのに期間分割を
使用する国がある一方で、エレメント分割を使用する国もあります。

[トリガ イベント ID] このページにアクセスするために入力したトリガ イベント ID が表示されま
す。

トリガ イベント ID により、分割イベントの処理に使用される分割タイプ、お
よびエレメント分割の場合に分割されるエレメントが識別されます。

[分割タイプ] 分割タイプを選択します。選択できるオプションは [期間] と [エレメント] で
す。

参照: 第 32 章、 「分割の定義」 、 「分割のタイプ」 、 847ページ

[有効日] トリガ イベント ID の有効日を入力します。トリガ イベント定義を変更する
場合、各トリガ イベント ID に対して有効日で管理される行を複数入力で
きます。

[ステータス] トリガ イベント ID のステータスを選択します。オプションは、[アクティブ] と
[非アクティブ] です。

エレメント リスト

エレメント分割を使ってイベントを処理する場合は、エレメント分割が影響を及ぼすのは限られた一連の
エレメントのみであるため、プロセス リストのどのエレメントをスライスするかを指定する必要があります。
[エレメント リスト] グループ ボックスにスライス対象のエレメントを入力します。
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[入力タイプ] スライスするエレメント タイプを選択します。[休暇付与]、[アレイ]、[ブラ
ケット]、[日付]、[控除]、[支給]、[フォーミュラ]、[累計] (セグメント累計)、[
書可アレイ] (書込可能アレイ) のいずれかを選択します。

セグメント累計のみ分割可能です。

[エレメント名] エレメント名を選択します。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「遡及期間と繰越遡及期限の設定」 、 886ページ

第 30 章、 「トリガの設定」 、 「トリガ テーブルのデータ」 、 794ページ

トリガ フィールドの定義

トリガ定義ページにアクセスします。

このページでは、分割のトリガで使用するレコードまたはレコードとフィールドの組み合わせを定義し、そ
れらをイベント ID に関連付けます。

注: トリガ定義ページでは、反復、遡及の各トリガも定義できます。

関連項目:

第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ

分割の管理
トリガ データは、設定時に指定した条件に基づいて、オンライン システムによって自動的に作成されま
す。オンライン システムで分割トリガが作成されたら、"トリガ確認" の分割ページで必要な場合にだけ、
適切なデータ変更に対してのみ分割が実行されるように、これらのトリガを調整できます。

このセクションでは、分割トリガの表示、追加、キャンセルに使用するページについて説明します。

分割の管理に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[分割] GP_TRIGGER_SEG [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給
与計算の準備]、[トリガ
確認]、[分割]

受給者別の分割トリガを表
示、追加、またはキャンセ
ルします。分割トリガをこの
ページで表示または管理
するには、そのトリガの [ト
リガステータス]を [アク
ティブ]にしておく必要
があります。

分割トリガの表示、追加、およびキャンセル

分割ページにアクセスします。
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分割ページを使うと、従業員 ID/雇用レコード番号の組み合わせごとに、分割トリガを表示できます。ま
た、このページではトリガ行を手動で追加、キャンセルすることもできます。

関連項目:

第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ

第 30 章、 「トリガの設定」 、 「自動作成されたトリガの管理とトリガの手動定義」 、 820ページ
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遡及処理の定義

この章では、提供されている遡及方法の概要と以下の項目について説明します。

• 遡及処理の設定

• エレメントの繰越とデフォルトの遡及方法の上書き

• トリガ イベント ID の定義

• 遡及期間と繰越遡及期限の定義

• 未処理遡及デルタの管理

• 複雑な遡及処理について

遡及方法について
PeopleSoft グローバル ペイロールでは、遡及計算について 2 つの方法を提供しています。

• 訂正遡及

全ての残高累計とセグメント累計を更新して給与計算実行のエレメントを再計算します。再計算された
給与計算の実行結果はその前の実行結果と置き換えられます。ただし、元の計算結果は検証および
レポートで利用できるように残されます。

• 繰越遡及

元の給与計算結果と再計算された結果の差額が計算されます。新しい計算と古い計算との差額は、
ユーザーに指定されたエレメントへの調整として現在のカレンダー期間に繰り越されます。訂正遡及と
は異なり、遡及を繰り越しても元の結果が置き換わることはありません。また、残高累計は再計算され
た期間では更新されませんが、現在のカレンダー期間では更新されます。

この表では、2 つの方法を比較して説明します。

訂正遡及 繰越遡及

遡及処理で再計算されるよう定義された給与計算実
行のエレメントが自動的に再計算されます。

遡及処理で再計算されるよう定義された給与計算実
行のエレメントが自動的に再計算されます。

給与計算実行のエレメントに対して再計算された値に
より、前回の計算が置換されます。

エレメントに対して再計算された値は、再計算期間の
遡及デルタの計算に使用されますが、前回の計算
は置換されません。
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訂正遡及 繰越遡及

再計算期間の残高累計およびセグメント累計が自動
的に更新されます。

セグメント累計のみが自動的に更新されます。

注: 遡及方法が繰越の場合でも、累計定義レベル、
支給累計ページおよび控除累計ページで、残高累
計が訂正として動作するように定義することができま
す。これは、遡及方法が繰越であっても残高累計は
再計算期間に置換または更新できるということです。

遡及デルタが自動的に算出され、再計算期間に保存
されます。

遡及デルタが自動的に算出され、再計算期間に保存
されます。

遡及プロセス上書きページで繰越エレメント上書きと
して定義されている給与計算実行のエレメントに対し
て、遡及調整が自動的に計算されます。

遡及プロセス上書きページで繰り越されるように定
義されている、給与計算実行のエレメントに対して遡
及調整が算出されます。

銀行処理では、前回の計算と再計算との間に純支給
額の差があるかどうかが確認されます。差額がある
場合は、銀行振込処理によって処理されます。

以前に再計算された期間の差分が現在期間に含ま
れているため、銀行振込処理では現在期間の計算か
ら純支給額だけが取得されます。

結果は、PeopleSoft Enterprise一般会計に再計算期
間について転記されます。この処理は、前回の計算
結果を完全に取り消し、計算結果を再転記するこ
とで実行されます。

結果は、一般会計に再計算期間について転記されま
す。この処理は、前回の計算結果を完全に取り消し、
計算結果を再転記することで実行されます。

注: 繰り越すことができるのは、セグメント累計だけです。遡及方法に関係なく、残高累計を繰り越すこ
とはできません。

関連項目:

第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 939ページ

第 39 章、 「PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合」 、 1091ページ

この章で使用する共通フィールド
このセクションでは、この章で遡及処理について説明するために使用する重要な用語を定義します。

前回の結果と再計算の結果

以前に計算された期間を遡及処理すると、新しい結果がその期間に作成されます。新しい結果は、"再
計算の結果" と呼ばれます。以前に計算された期間の結果は、"前回の結果" と呼ばれます。

再計算期間

以前に計算されて、遡及処理のために再計算される期間です。

872 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 33 章 遡及処理の定義

遡及デルタ

指定の受給者に遡及処理を行う場合、各給与計算エレメントが再計算されます。再計算の結果は前回
の結果と比較されます。2 つの結果に生じた差は、通常、"遡及デルタ" と呼ばれます。遡及デルタは、
受給者の支給額および控除額に対する調整となる増減を表します。

遡及の遡及処理

既に遡及処理が行われた期間に対して、追加の遡及データ変更のために再度処理を行うことを "遡及
の遡及処理" と呼びます。

遡及追加

"遡及追加" とは、前回の総額/純額の結果セットが受給者に対して存在せず、遡及処理によって、受給
者処理ステータス レコードが 初に作成される場合のことです。

注: 受給者処理ステータス レコードについては、システム アーキテクチャに関する章で説明します。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「バッチ処理出力テーブル」 、 23
ページ

遡及処理の一般ルールについて
このセクションでは、提供されている遡及計算方法の例と、PeopleSoft グローバル ペイロールで行われ
る以下の処理方法について説明します。

• 再計算カレンダーの管理

• 遡及デルタの計算と調整処理

• 残高累計のロード

• 再計算結果の保存

• 前回の結果の取り消し

遡及処理の例

このセクションの訂正遡及と繰越遡及の例では、これらの 2 つの方法の基本的な相違点について説明
します。訂正遡及の場合、給与計算実行でのエレメントの再計算結果が、前回の計算結果に置き換わり
ます。繰越遡及の場合、再計算結果を使用して遡及デルタを比較し、現在の期間のエレメントに対する
調整としてデルタが繰り越されます。

例 1: 訂正遡及 - 例外なし

この例では、支給 1 の金額を 100 から 120 に変更、有効日は期間 1 にあり、通知は期間 2 で行われ
ます。
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再計算オプ
ション

カレンダー
期間 1

前回の結果
(古い値)

再計算の結
果 (新しい

値)

デルタ 古い値を新
しい値に置
き換えて訂

正

繰越 Y/N

常時再計算 支給1 100 120 20 Y N

常時再計算 控除1 (固定
額)

30 30 0 Y N

適用不可 純支給額 (
セグメント累
計)

70 90 Y N

適用不可 年間累計支
給1

100 120

処理結果は、次のようになります。

カレンダー期間 2 現在の結果 遡及調整

支給1 120 なし

控除1 (固定額) 30 なし

純支給額 90 なし

年間累計支給1 240

この例では、支給 1 によってのみ遡及デルタが作成されます。セグメント累計、つまり純支給額は更新
されます。現在の期間に処理されるために繰り越されたエレメントはなく、支給 1 の新しい値は古い値と
置き換えられています。銀行振込処理で、前回の計算 (70) と再計算 (90) の間で純支給額の差額が求
められ、遡及デルタ (20) が管理されます。

例 2: 繰越遡及 - 例外なし

この例では、支給 1 の金額を 100 から 120 に変更、有効日は期間 1 にあり、通知は期間 2 で行われ
ます。
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再計算オプ
ション

カレンダー
期間 1

前回の結果
(古い値)

再計算の結
果 (新しい

値)

デルタ 古い値を新
しい値に置
き換えて訂

正

繰越 Y/N

常時再計算 支給1 100 120 20 適用不可 Y

常時再計算 控除1 (固定
額)

30 30 0 適用不可 Y

適用不可 純支給額 (
セグメント累
計)

70 90 20 適用不可 N

適用不可 年間累計支
給1

100 適用不可 N

処理結果は、次のようになります。

カレンダー期間 2 現在の結果 遡及調整

支給1 120 20

控除 1 (固定額) 30 なし

純支給額 110 なし

年間累計支給1 240

この例では、支給 1 に対する遡及デルタは現在の期間 (期間 2) に繰り越され、支給 1 に対する調整と
して記録されています。

遡及方法が繰越の場合でも、期間 1 のエレメントが全て期間 2 に繰り越されるわけではありません。

• 純支給額累計には既に支給 1 の値が含まれているため、この累計は繰り越されません。

もし支給 1 と共に純支給額の累計も繰り越されると、現在の期間で支給 1 が 2 回勘定されることに
なります。

• PeopleSoft グローバル ペイロールでは、残高累計は繰り越されません。残高累計は、既に繰り越され
たエレメントの値の合計であるため繰り越されません。これらを現在の期間に移動することは、誤った
結果を生成することになります。

注: 遡及方法が繰越の場合でも、PeopleSoft グローバル ペイロールではプロセス リストのエレメントが
全て繰り越されるわけではありません。遡及プロセス上書きページで、個別に繰り越すエレメントを選択
します。エレメントは自動的には繰り越されません。
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再計算カレンダーの管理

PeopleSoft グローバル ペイロールでは、使用している遡及方法に適したバージョン番号およびレビジョ
ン番号がそれぞれの受給者処理ステータス レコードにタグ付けされます。これらのバージョン番号とレビ
ジョン番号は、遡及処理によるカレンダー期間の再計算を管理する手段になります。

注: 受給者処理ステータス レコードについては、システム アーキテクチャに関する章で説明します。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「バッチ処理出力テーブル」 、 23
ページ

あるカレンダー計算に対する元の出力結果のセットに対しては、バージョン 1、レビジョン 1、つまり V1R1
が定義されます。その後、同じカレンダーに対して再計算が行われるたびに、その遡及方法によって以
下のようにバージョン番号またはレビジョン番号のどちらかが増えていきます。

訂正遡及 遡及方法が訂正の場合、バージョン番号は 1 増加し、レビジョン番号は 1
のままです。たとえば、 初の訂正遡及はバージョン 2、レビジョン 1 (V2R1)
となります。"遡及の遡及処理" になる 2 番目の訂正遡及は、バージョン
3、レビジョン 1、つまり V3R1 となり、その後も同じようになります。

繰越遡及 遡及方法が繰越の場合、バージョン番号は変わらず、レビジョン番号は 1
増加します。たとえば、 初の繰越遡及はバージョン 1、レビジョン 2 (V1R2)
となります。"遡及の遡及処理" になる 2 番目の繰越遡及は、バージョン
1、レビジョン 3、つまり V1R3 となり、その後も同じようになります。

これらの番号によって、遡及デルタの処理時にどの計算が "古い" 値、および "新しい" 値として使用さ
れるかが判断されます。

遡及の遡及計算で使用されるバージョン番号とレビジョン番号

"遡及の遡及処理" が計算される場合、つまり期間がもう一度再計算される場合は、遡及方法が変更さ
れ、採番規則はより複雑になります。以下の例では、 初は繰越方法で再計算され、2 番目は繰越と訂
正の組み合わせを使用して再計算される連続した 5 つの期間の例を用いて説明します。

シナリオ:

初の遡及処理では、遡及方法は期間 3 で訂正から繰越に変更されます。2 番目の遡及処理では、遡
及方法は同じ期間に繰越から訂正に変更されます。

以下の表では、期間 1 ～期間 6 が P1 ～ P6 と表記されています。

説明 P1 P2 P3 P4 P5 P6

元の計算の
バージョン番
号とレビジョ
ン番号

V1R1 V1R1 V1R1 V1R1 V1R1 V1R1

初の再計
算方法が、
期間3で訂
正から繰越
に変更

訂正 繰越
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説明 P1 P2 P3 P4 P5 P6

初の再計
算のバージョ
ン番号とレビ
ジョン番号

V2R1 V2R1 V1R2 V1R2 V1R2 V1R2

再計算方法
が、期間3で
繰越から訂
正に変更

繰越 訂正

2番目の再
計算のバー
ジョン番号と
レビジョン番
号

V2R2 V2R2 V2R1 V2R1 V2R1 V2R1

訂正遡及に続いて繰越が行われる場合、レビジョン番号は 1 増え、バージョン番号は 後に訂正が実行
されたときの値のままです。一方、繰越に続いて訂正遡及が行われる場合、バージョン番号は 1 増え、
レビジョン番号は 1 に戻ります。これは、遡及デルタの計算の行われ方に重要な意味を持ちます。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「遡及デルタの計算と調整処理」 、 879ページ

遡及追加でのバージョン番号とレビジョン番号

遡及追加とは、前回の総額/純額が受給者に対して存在せず、遡及処理によって、受給者処理ステータ
ス レコードが 初に作成される場合のことです。たとえば、2 月に採用されたと思っていた受給者が実
際には 1 月に採用されているとします。1 月に対する総額/純額が存在しないため、1 月が遡及で処理
される際に、この期間に対する受給者処理ステータス レコードが作成され、これにバージョン番号とレビ
ジョン番号が割り当てられる必要があります。

バージョン番号とレビジョン番号は、次のように割り当てられます。

• 遡及方法が繰越の場合は、番号付き遡及が追加されます。

遡及方法が繰越の場合は、レビジョン番号は 1 より大きくなります。つまり、前回の総額/純額が存在
せず、遡及追加によって初めて総額/純額が作成されたとき、この計算が技術的には 初の総額/純
額であっても、V1R2 とラベル付けされます。これは、繰越遡及は計算の元の結果を新しい結果に置き
換えるのではなく、元の値を使って遡及デルタを作成するためです。V1R2 は、現在の期間に繰り越さ
れるデルタを計算するためだけに作成されます。V1R1 は、その期間に対する正しい結果ではないた
め、使用されません。

• 遡及方法が訂正の場合は、番号付き遡及が追加されます。

遡及方法が訂正で前回の総額/純額が存在せず、遡及追加によって初めて総額/純額が作成されたと
き、 初の計算は V1R1 とラベル付けされます。これは、訂正遡及では前回の支給計算結果を置き換
えるためです。これは遡及デルタの作成のためだけに使用されるわけではありません。このため、期間
が追加される際は、この期間が元の期間であるように処理されます。

以下の表は、遡及追加の場合、繰越遡及と訂正遡及を使用して、どのように受給者処理ステータス レ
コードが番号付けされるかを示しています。

シナリオ:
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次の遡及追加では、期間 1 で計算された受給者が、本来はその期間で処理されるべきではなかったこ
とがわかりました。その結果、その受給者に対する計算は、再計算 No. 2 で取り消されます。その後、受
給者がその期間に属していることがわかり、再計算 No. 3 に関連付けられているバージョン番号とレビ
ジョン番号を使用して新しい総額/純額が作成されます。

例 1

期間/再計算 遡及方法 番号

期間1 (元のカレンダー) なし V1R1

再計算No. 1 訂正 V2R1

再計算No. 2 取り消し (訂正) V3R1

再計算No. 3 追加 (訂正) V4R1

例 2

期間/再計算 遡及方法 番号

期間1 (元のカレンダー) なし V1R1

再計算No. 1 訂正 V2R1

再計算No. 2 取り消し (訂正) V3R1

再計算No. 3 追加 (繰越) V3R2

例 3

期間/再計算 遡及方法 番号

期間1 (元のカレンダー) なし V1R1

再計算No. 1 繰越 V1R2

再計算No. 2 取り消し (繰越) V1R3

再計算No. 3 追加 (繰越) V1R4

例 4
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期間/再計算 遡及方法 番号

期間1 (元のカレンダー) なし V1R1

再計算No. 1 繰越 V1R2

再計算No. 2 取り消し (繰越) V1R3

再計算No. 3 追加 (訂正) V2R1

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「遡及追加」 、 936ページ

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「遡及削除」 、 935ページ

遡及デルタの計算と調整処理

このセクションでは、遡及デルタの計算方法と調整の処理方法に関する情報について説明します。

遡及デルタの計算

繰越遡及では、デルタ = 新しい値 - 古い値です。古い値は前回の計算の 後のレビジョン、つまり 大
のレビジョンからの値です。

期間 1 支給 1 (E1) の値 デルタ

V1R1 20

V1R2 30 支給 1 (V1R2) − 支給1 (V1R1) = 10

V1R3 40 支給 1 (V1R3) − 支給1 (V1R2) = 10

訂正遡及では、デルタ = 新しい値 - 古い値です。古い値は前のバージョン、レビジョン 1 からの値です。

期間 1 支給 1 の値 デルタ

V1R1 20

V2R1 30 支給 1 (V2R1) − 支給1 (V1R1) = 10

V3R1 40 支給 1 (V3R1) − 支給1 (V2R1) = 10

デルタを計算する際、支給エレメントまたは控除エレメントの古い値には、再計算期間からその期間に繰
り越された調整値が含まれます。同様に、現在の期間に対して計算されたエレメントの新しい値には、前
回の期間での再計算の結果として、そのエレメントに繰り越された調整値が含まれます。
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期間 1 支給 1 の値 デルタ

V1R1 25 (20 + 5 (調整値))

V1R2 35 (30 + 5 (調整値)) 支給 1 (V1R2) − 支給1 (V1R1) = 10

V1R3 45 (40 + 5 (調整値)) 支給 1 (V1R3) − 支給1 (V1R2) = 10

注: ルールの中には、エレメントの新しい値には、前回の処理で計算された際にそのエレメントに繰り越
された調整が常に含まれるという、例外があります。この例外については、「遡及方法変更時のデルタと
調整の処理」の例 3 で説明します。

繰越後の訂正遡及時のデルタの計算

繰越後に訂正遡及が行われる場合、古い値は前のバージョン番号とレビジョン 1 で定義されます。遡及
の際に 2 回再計算される以下の期間の例では、 初に繰越遡及が使用され、次に訂正遡及が使用され
ます。期間 1 (V1R1) で支給 1 の値が 20 である場合は、 初の再計算 (V1R2) で 30 に増え、次の再計
算 (V2R1) で 40 に増えます。デルタは以下の結果となります。

遡及方法 期間 1 支給 1 の値 デルタ

なし V1R1 20

繰越 V1R2 30 支給 1 (V1R2) − 支給1
(V1R1) = 10

訂正 V2R1 40 支給 1 (V2R1) − 支給1
(V1R1) = 20

遡及方法が繰越から訂正に変更される際、V2R1 で 2 番目の遡及デルタを計算するために、前回のバー
ジョン、レビジョン 1 での支給 1 の値 20 との差が支給 1 の新しい値 40 から引かれます。V1R2 は仮の
計算であり 新の正しい値を示しているわけではないので、前回のバージョン、レビジョン 2 (V1R2) の
支給 1 の値は無視されます。

調整の処理

遡及方法が繰越の場合、再計算期間全体にわたってエレメントのデルタの合計を求めることで、繰越調
整が計算されます。支給キーが定義されている場合は、単一の調整値を作成するのではなく、支給キー
によって計算済みデルタが合計されます。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「繰越遡及での支給キーの使い方」 、 930ページ

例 1: 繰越遡及でのデルタと調整の処理

以下の "遡及の遡及処理" の例では、繰越遡及方法を使用する際に、デルタの計算および調整処理が
どのように行われるかを示しています。

シナリオ:

• 期間 2 では、支給 1 は 10 から 20 に変更されます。 初の遡及計算では、期間 2 で期間 1 にさか
のぼる遡及が処理されます。
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• 期間 3 では、支給 1 は 20 から 30 に変更されます。2 番目の遡及計算では、期間 3 で期間 1 にさか
のぼる遡及が処理されます。

バージョン/
レビジョン番

号

年間残高の
ロード

期間 1 年間残高の
ロード

期間 2 年間残高の
ロード

期間 3

V1R1 0 をロード 支給1 = 10 10 をロード 支給1 = 30
(20 +10)

40 をロード 支給1 = 50
(30 + 0 + 10)

純支給額=
10

純支給額=
30

純支給額=
50

年間支給1
= 10

年間支給1 =
40

年間支給1
= 90

V1R2 0 をロード 支給1 = 20

デルタ = 10

10 をロード 支給1 = 40
(30 +10)

デルタ = 10

年間支給1
= 10

年間支給1 =
40

V1R3 0 をロード 支給1 = 30

デルタ = 10

年間支給1
= 10

この例では、支給 1 の新しい値から古い値を引くことによって遡及デルタが計算されます。古い値は、
前回の計算の 後のレビジョンとして定義されます。

初の遡及計算:

• 期間 1 (V1R2): 支給 1 = 20

デルタ = 10 [20 (V1R2) − 10 (V1R1)] 調整値として期間 2 (V1R1) に繰り越されます。

• 期間 2 (V1R1): 支給 1 = 30 (20 + 調整値 10)。調整値は期間 1 (V1R2) からの繰越

2 番目の遡及計算 (遡及の遡及):

• 期間 1 (V1R3): 支給 1 = 30

デルタ = 10 [30 (V1R3) − 20 (V1R2)] 調整値として期間 3 (V1R1) に繰り越されます。

• 期間 2 (V1R2): 支給 1 = 40 (30 + 調整値 10)。調整値は期間 2 (V1R1) からの繰越

デルタ = 10 [40 (V1R2) − 30 (V1R1)] 調整値として期間 3 (V1R1) に繰り越されます。
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• 期間 3 (V1R1): 支給 1 = 50 (30 + 調整値 10 + 調整値 10)。調整値は期間 1 (V1R3) と期間 2 (V1R2)
からの繰越

調整値は、全ての遡及デルタの合計になります。期間 2 (V1R1) では、支給 1 への調整値は 10 です。
期間 3 (V1R1) では、支給 1 への調整値は、期間 1 (V1R3) の再計算および期間 2 (V1R2) の再計算
からの調整値の合計、つまり 10 + 10 になります。

注: 期間 1 および 期間 2 は繰越遡及を使って処理されるので、年間累計はこれらの期間が再計算され
る各段階では更新されません。各再計算の前に残高がロードされる際に、前回の期間 V1R1 からの年間
残高が使用されます。遡及方法が繰越の場合は、常にレビジョン 1 がロードされます。

例 2: 訂正遡及でのデルタの処理

以下の "遡及の遡及処理" の例では、訂正遡及を使用する際に、デルタの計算がどのように行われる
かを示しています。

シナリオ:

• 期間 2 では、支給 1 は 10 から 20 に変更されます。 初の遡及計算では、期間 2 で期間 1 にさか
のぼる遡及が処理されます。

• 期間 3 では、支給 1 は 20 から 30 に変更されます。2 番目の遡及計算では、期間 3 で期間 1 にさか
のぼる遡及が処理されます。

バージョン/
レビジョン番

号

年間残高の
ロード

期間 1 年間残高の
ロード

期間 2 年間残高の
ロード

期間 3

V1R1 0 をロード 支給1 = 10 20をロード 支給1 = 20 60をロード 支給1 = 30

純支給額=
10

純支給額=
20

純支給額=
30

年間支給1
= 10

年間支給1
= 40

年間支給1
= 90

V2R1 0 をロード 支給1 = 20

デルタ = 10

30をロード 支給1 = 30

デルタ = 10

純支給額=
20

純支給額=
30

年間支給1
= 20

年間支給1
= 60

V3R1 0 をロード 支給1 = 30

デルタ = 10
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バージョン/
レビジョン番

号

年間残高の
ロード

期間 1 年間残高の
ロード

期間 2 年間残高の
ロード

期間 3

純支給額=
30

年間支給1
= 30

この例では、支給 1 の新しい値から古い値の差を引くことによって遡及デルタが計算されます。古い値
は、前回の計算の値、つまり前のバージョン、レビジョン 1 として定義されます。支給 1 のデルタは、繰り
越されるように指定されません。

訂正遡及では古い値を新しい値に置き換えるため、繰越の場合にはあった支給 1 の値の調整値はあ
りません。

初の遡及計算:

期間 1 (V2R1): 支給 1 = 20

• デルタ = 10 [20 (V2R1) − 10 (V1R1)] 古い値は新しい値に置き換えられます。

• 純支給額 = 銀行振込処理では、前回の計算と再計算の間で純支給額に差があるかどうかが判断され
ます。この例の場合、差は 10 です。

2 番目の遡及計算 (遡及の遡及):

• 期間 1 (V3R1): 支給 1 = 30

- デルタ = 10 [30 (V3R1) − 20 (V2R1)] 古い値は新しい値に置き換えられます。

- 純支給額 = 銀行振込処理では、前回の計算と再計算の間で純支給額に差があるかどうかが判断
されます。この例の場合、差は 10 です。

• 期間 2 (V2R1): 支給 1 = 30

- デルタ = 10 [30 (V2R1) − 20 (V1R1)] 古い値は新しい値に置き換えられます。

- 純支給額 = 銀行振込処理では、前回の計算と再計算の間で純支給額に差があるかどうかが判断
されます。この例の場合、差は 10 です。

注: 期間 1 と期間 2 は訂正遡及を使って処理されるので、年間累計はこれらの期間が再計算される各
段階で更新されます。残高が各再計算の前にロードされる際は、前回の期間で 大のバージョン番号、
レビジョン 1 が付いた計算から得られた残高が使用されます。

例 3: 遡及方法変更時のデルタと調整の処理

遡及デルタを計算する際には、一般的に古い値と同じ調整値を含むものとして、エレメントの新しい値が
定義されます。ただし、繰越遡及を使用して期間が処理された後に、遡及方法が繰越から訂正に変更さ
れ、訂正遡及を使用して再処理される場合は、デルタの計算処理はより複雑になります。

この例では、遡及計算の方法が繰越から訂正に変更される場合について説明します。

シナリオ:
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• 支給 1 を 10 から 30 に変更したために、期間 3 で期間 1 にさかのぼる遡及を処理します。遡及方法
は繰越です。

• 支給 1 を 30 から 40 に変更したために、期間 4 で期間 2 にさかのぼる遡及を処理します。遡及方法
は期間 2 で訂正に変更され、期間 3 で繰越に戻されます。支給 1 は、期間 4 で支給 2 に繰り越され
る繰越例外として定義されます。

バージョン/
レビジョン番

号

期間 1 方法 期間 2 方法 期間 3 期間 4

V1R1繰越 支給1 = 10 支給 1 = 10 支給 1 = 70
(30 +20 + 20)

支給 1 = 30
(40 − 10)支
給 2 = 30

V1R2繰越 支給1 = 30

デルタ = 20

支給 1 = 30

デルタ = 20

V2R1訂正 支給1 = 40

デルタ = 30

V1R2繰越 支給1 = 60
(40 +20)

デルタ =
<10>

初の遡及計算:

• 期間 1 (V1R2): 支給 1 = 30

デルタ = 20 [30 (V1R2) - 10 (V1R1)] 調整値として期間 3 (V1R1) に繰り越されます。

• 期間 2 (V1R2): 支給 1 = 30

デルタ = 20 [30 (V1R2) − 10 (V1R1)] 調整値として期間 3 (V1R1) に繰り越されます。

• 期間 3 (V1R2): 支給 1 = 70 (30 + 調整値 20 + 調整値 20)。調整値は期間 1 (V1R2) と期間 2 (V1R2)
からの繰越

2 番目の遡及計算 (遡及の遡及):

• 期間 2 (V2R1): 支給 1 = 40

デルタ = 30 [40 (V2R1) − 10 (V1R1)] 支給 2 の調整値として期間 4 (V1R1) に繰り越されます。

• 期間 3 (V1R2): 支給 1 = 60 (40 + 調整値 20)。調整値は期間 1 (V1R1) からの繰越

デルタ = <10> [60 (V1R2) − 70 (V1R1)] 調整値として期間 4 (V1R1) に繰り越されます。

• 期間 4 (V1R1): 支給 1 = 30 (40 − 調整値 10)。期間 3 (V1R2) からの調整と、支給 2 = 30 (期間 2
(V2R1) からの調整値)

この例では、期間 2 での 初の遡及計算で支給 1 の値が 10 から 30 に変更され、その結果としてデル
タが 20 になります。期間 2 が訂正遡及を使って再計算される際は、支給 1 の値が 30 から 40 に増えま
す。新しいデルタは、遡及方法が繰越だった場合の 40 (支給 1、V2R1) − 30 (支給 １、V1R2) ではなく、
40 (支給 1、V2R1) − 10 (V1R1) として計算されます。これは、訂正遡及での古い値が、前のレビジョンで
はなく前回の計算 (前のバージョン、レビジョン 1) として定義されるためです。

この結果によって、解決する必要のある以下のような問題が発生します。
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• 初の遡及計算の結果、デルタは 20 になり、期間 3 に繰り越されます。

• 2 番目の訂正計算の結果、デルタは 30 となり、期間 4 に繰り越されます。このデルタには、V2R1 で
の支給 1 (40) と、V1R2 での支給 1 の前の値 (30) の差ではなく、既に繰り越された V1R2 での支給 1
の値と V1R1 での支給 1 の値の差 (30 − 10 = 20) が含まれます。結果としてこの差額 (20) は 2 回計
上されます。

これに対する補正は、以下のように行われます。その方法は、期間 3 に対するデルタの再計算方法に
よって異なります。エレメントの新しい値は、通常古い値と同じ調整値が含まれるよう定義されています。
ただし、遡及方法が繰越から訂正に変更されるときは、2 回計上されたデルタ (この例では期間 2 の
V1R2 からのデルタ) は、繰越先の期間が再計算される際に、支給 1 の新しい値には含まれません。期
間 3 に対するデルタが計算されるとき、新しい値には期間 2 (V1R2) から支給 1 への調整値が含まれ
ず、期間 1 (V1R2) からの調整値のみが含まれます。

残高累計のロード

遡及を通じてエレメントが再計算される前には、残高累計を正しい値にするために残高がロードされま
す。使用する遡及が繰越か訂正かによって、残高のロードに適用されるルールが異なります。

繰越遡及を使用する場合、再計算されるエレメントの残高は前回の期間の V1R1 からロードされます。

前述 (「遡及デルタの計算と調整処理」) の例 1 を使用すると、以下のようになります。

• 期間 1 (V1R1): 支給 1 に対して残高 0 がロードされます。これは、 初の期間であり、支給 1 はまだ
計算されていません。

• 期間 2 (V1R1): 期間 1 (V1R1) から支給 1 の年間残高 (10) がロードされます。

• 期間 3 (V1R1): 期間 2 (V1R1) から支給 1 の年間残高 (40) がロードされます。

使用する遡及方法が訂正の場合は、前回の期間の 大のバージョン番号の計算から、そのエレメント
に残高がロードされます。

前述 (「遡及デルタの計算と調整処理」) の例 2 を使用すると、以下のようになります。

• 期間 1 (V1R1): 支給 1 に対して残高 0 がロードされます。これは、 初の期間であり、支給 1 はまだ
計算されていません。

• 期間 2 (V1R1): 期間 1 の 大のバージョン番号 (V2R1) の計算から支給 1 の年間残高 (20) がロー
ドされます。

• 期間 2 (V2R1): 期間 1 の 大のバージョン番号 (V3R1) の計算から支給 1 の年間残高 (30) がロー
ドされます。

• 期間 3 (V1R1): 期間 2 の 大のバージョン番号 (V2R1) の計算から支給 1 の年間残高 (60) がロー
ドされます。

再計算結果の保存

遡及処理では、遡及が繰り越された日付から、受給者に対して作成された各支給額が再計算されます。
再計算の結果は、元の結果と比較されます。これらに差額がある場合は、以下のように処理されます。

1. 遡及方法に関係なく、前回の結果はオーディットのために保存されます。

2. それぞれの受給者に対する新しい計算結果が保存されます。遡及方法が訂正の場合は、再計
算済みの期間で前回の結果が新しい結果に置き換えられます。これらの結果は、その期間に対
する正確な結果を表します。遡及方法が繰越の場合、これらの結果は正確な値を表さず仮の値
になります。
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3. カレンダー ID を再計算したカレンダー グループ ID によって結果が作成された再計算期間で、各
セグメントに対する支給および控除の遡及デルタが GP_RSLT_DELTA に保存されます。

4. 繰り越されるように定義されているセグメント累計デルタが保存されます。

注: 使用される遡及方法にかかわらず、全ての支給および控除のデルタは保存されます。累計デルタ
は、繰り越されるよう定義されていない限り保存されません。また、セグメント累計のみ繰越が可能です。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「デフォルト遡及方法の定義」 、 891ページ

前回の結果の取り消し

遡及デルタの計算で、新しい値から古い値を減算する方法が使用されない場合がいくつかあります。こ
れらの場合は、遡及デルタを計算するために、古い結果が取り消され前回の計算は削除されます。その
後、負の値になる結果がその期間に対して生成される新しい値に (これらが同一の支給キーを持つ限り)
加えられます。この結果は、遡及方法が繰越であれば、現在の期間に繰り越されます。

"取り消し"を使用する状況を以下に示します。

• 再計算期間のセグメント日が、前回の期間のセグメント日と一致しない場合。

• 再計算された期間およびセグメントの支給キーが、前回の期間およびセグメントと一致しない場合。

この場合、現在の期間内の適切なスライスまたはセグメントに繰り越される前に、支給キーによってデ
ルタが合計されます (つまり、同一の支給キーを持つデルタのみが合計されます)。

• カレンダーの一部として計算された受給者が、後でそのカレンダーに属さないことがわかった場合。

この場合、受給者の前回の計算結果は取り消されます。たとえば、この状況は、受給者が 1 月に異動
したのに 2 月までその異動が記録されなかったというような、異動状況の遡及で発生します。1 月の
期間は、完全に取り消す必要があります。

次の例で、より選択的に前回の結果を取り消す必要がある状況について説明します。

前回の期間から繰り越された、受給者の支給額に対する調整が存在するカレンダー期間で、遡及計算
が実行されるとします。この場合、受給者は調整額を現在の支給に追加して受け取っています。後に、こ
の受給者は、このカレンダーから取り消される必要があることがわかりました。このような状況では、これ
らの調整額は取り消されないカレンダーから得られるので、取り消されるカレンダーに繰り越される調整
額を保存しておく必要があります。PeopleSoft グローバル ペイロールは、このような状況を認識するよう
にあらかじめプログラムされているので、繰り越された調整額は保存されます。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「分割と遡及」 、 920ページ

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「繰越遡及での支給キーの使い方」 、 930ページ

遡及期間と繰越遡及期限の設定

PeopleSoft グローバル ペイロールでは、"支給元" の遡及制限ページを使用して、遡及処理の遡及期
間制限と対象期間制限のデフォルト値を設定します。これらのデフォルト値によって、支給元に関連付け
られた処理済みの (クローズ) カレンダーを再計算するときに遡及できる期間と、受給者が非アクティブ
になってから、遡及処理が可能な期間を指定します。

遡及処理できる期間は、"支給元" の遡及制限ページで定義された遡及期間制限と以下のシステム日
付を比較して決定されます。
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• トリガ有効日

この日付、つまり遡及処理のトリガとなる変更の有効日によって、データを再計算する際にさかのぼる
期間の理論上の制限が設定されます。処理される期間が決定される際、遡及期間制限日はトリガ有
効日より優先されます。たとえば、トリガ有効日が 1990 年 1 月 1 日で、遡及期間制限日が 1995 年 1
月 1 日の場合は、遡及期間制限日によってこの日以前の全ての計算が停止されます。反対に、遡及
期間制限が 1990 年 1 月 1 日で、トリガ有効日が 1995 月 1 月 1 日の場合は、トリガ有効日によって
再計算される期間数が設定されます。

• 遡及処理の開始日

PeopleSoft グローバル ペイロールで受給者について入力した日付です。遡及処理の開始日より前に
再計算される履歴データがないため、トリガ有効日や遡及期間制限日の日付がどのようなものでも、こ
の日付が優先されます。

この図は、再計算される過去の期間数を決める日付の相互関係を表しています。

初の再計算期間

PeopleSoft グローバル ペイロール システムでは、 初の再計算期間は、まずトリガ有効日と遡及期間
制限日を比較し、その後、両方の日付と計算開始日を比較して決定されます。
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トリガ有効日は、対象期間制限や遡及処理の開始日と比較されないため、対象期間制限を決定する処
理は、遡及期間制限を決定する処理ほど複雑ではありません。"支給元" の遡及制限ページで定義され
た対象期間制限に受給者が含まれているかどうかを判断するときにのみ必要です。受給者がこれらの
制限に含まれている場合、再計算を行う過去の期間数を決定する際に遡及期間制限が適用されます。

対象期間制限を適用するには、受給者は全ての職務で非アクティブである必要があります。職務レコー
ド上の EMPL_STATUS が受給者のステータスの確認に使用されます。EMPL_STATUS の値が、[D] (死
亡)、[R] (退職)、[T] (雇用終了)、[V] (雇用終了 - 年金支給)、または [X] (退職 - 年金管理) のとき、従
業員は非アクティブと考えられます。受給者が複数の職務を兼務している場合は、戻される全ての行の
中で も新しい有効日が非アクティブ日として使用されます。

遡及処理の設定
遡及処理を設定するには、国別設定 (GP_COUNTRY)、遡及プロセス定義 (GP_RTO_PRC_DEFN)、遡及プ
ロセス上書き (GP_RTO_OVR_DEFN)、遡及イベント定義 (GP_RTO_EVT)、支給元 (GP_PYENT)、および遡
及制限割当 (GP_PYE_RTO_LIM) コンポーネントを使用します。

このセクションでは、遡及処理の概要と、以下について説明します。

• 国レベルでのデフォルト遡及処理方法の定義

• 遡及プロセスの定義

• エレメントの繰越と遡及上書きの定義

• トリガ イベント ID の定義

• 支給元レベルでの遡及期間制限と対象期間制限の定義

• 受給者レベルでの遡及処理制限の定義

• 未処理の遡及デルタの管理

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「遡及処理に影響するその他のページ」 、 919ページ

遡及処理の設定について

遡及処理を設定するには、次の手順に従います。

1. デフォルト遡及方法を選択します。

国別設定ページで、[繰越] または [訂正] のどちらかをデフォルトの遡及方法に指定します。各国
につきデフォルト方法を 1 つだけしか設定できませんが、プロセスごとにそれぞれの方法をさらに
詳しく定義でき、必要に応じて上書きすることもできます。

また、このページを使用して、不整合がある場合に適用する遡及方法や、銀行振込処理と一般
会計で使用する遡及方法を定義します。

さらに、エレメント名のページ (GP_PIN) の設定に関係なく、ゼロ以外の値のデルタ金額またはデ
ルタ コンポーネントを保存するかどうかを指定できます。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「デフォルト遡及方法の定義」 、 891ページ

参照: 第 3章、 「コアアプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「国別設定の定義」 、 36ページ

2. 遡及プロセスを定義します。
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遡及プロセス定義ページで、遡及方法をさらに詳しく定義します。たとえば、繰越遡及を支給元カ
レンダー年までの期間の計算に使用し、それ以降の期間の計算には訂正遡及を、デフォルトの遡
及方法が繰越であっても、使用するといったことができます。また、デフォルトの遡及方法を遡及
プロセス定義ページで上書きすることもできます。

3. 繰り越すエレメントを選択し、訂正方法への上書きを設定します。

デフォルトの遡及方法が繰越の場合は、遡及プロセス上書きページで個別に繰り越すエレメントを
選択します。PeopleSoft グローバル ペイロールでは、デフォルトの遡及方法が繰越であっても、
プロセス リストの全てのエレメントが繰越対象であると見なされるわけではありません。

デフォルトの遡及方法が訂正でも、いくつかのエレメントを繰越で処理する場合は、遡及プロセス
上書きページで繰越が必要なエレメントを指定します。

4. 遡及プロセスをトリガ イベント ID にマッピングします。

遡及プロセス定義ページで、ステップ 2 で定義した遡及処理をトリガ イベント ID に関連付けます。
このイベント ID によって、ステップ 5 での遡及データの変更 (以下を参照) に伴うレコードとフィー
ルドのデータ変更の方法が決まります。

5. トリガ レコードとトリガ フィールドを定義します。

イベント ID に遡及処理をマッピングした後、データの変更に伴って遡及処理のトリガとなるデータ
ベース レコードおよびフィールドを決める必要があります。これらのフィールドおよびレコードは、
トリガ定義コンポーネント (GP_TRGR_SETUP) ページで定義し、ステップ 4 で定義したトリガ イベン
ト ID のいずれかに関連付けます。トリガ イベント ID は遡及処理定義を指定するため、データが
変更されると、この ID に関連付けられたフィールドやレコードがトリガとなって正しいプロセスが
開始されます。

注: トリガ定義コンポーネントについては、トリガの設定に関する章で説明します。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ

6. 遡及処理を許可する支給元を決定します。

"支給元" の遡及制限ページを使って、支給元のカレンダーの遡及処理を有効にします。

7. 遡及期間制限と対象期間制限を指定します。

遡及期間制限と対象期間制限は、2 つのページで設定できます。

• "支給元" の遡及制限ページを使用して、遡及処理の遡及期間制限と対象期間制限のデフォ
ルト値を設定します (省略可)。このデフォルト値によって、支給元に関連付けられた処理済みの
(クローズ) カレンダーを再計算するときに遡及できる期間と、受給者が非アクティブになってか
ら、遡及処理が可能な期間を指定します。

• 必要に応じて、特定の受給者の遡及期間制限と対象期間制限を遡及制限割当ページを使用
して上書きします。

8. 遡及トリガを表示、追加、キャンセルします。

オンラインで遡及トリガが作成された後は、"受給者トリガ" の遡及ページを使用して遡及イベント
を管理し、適切なシステム データの変更にのみ反応して、遡及処理が行われるようにします。こ
れらのページでは、各受給者に対する遡及トリガを表示でき、トリガの追加およびキャンセルもで
きます。

注: 遡及トリガ データは、設定時に指定した条件に基づいて、オンライン システムによって自動
的に作成されます。自動的に作成されなかった遡及データについては、手動で作成することもで
きます。
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警告: トリガをキャンセルしても、 初にトリガを作成したデータベースの変更は元に戻りません。
ほかの理由で遡及があった場合、この変更は過去の期間が再計算される際に一緒に処理される
可能性があります。

9. 未処理の遡及デルタを管理します。

繰越遡及、または訂正遡及を繰越例外と共に使用する際は、特定の条件 (一致条件) を満たす
場合に、現在のカレンダーに対する調整として、再計算されたカレンダーからのデルタが繰り越さ
れます。デフォルトの一致条件を満たさないため繰越遡及デルタが処理されない場合は、未処理
遡及デルタ ページを使って、デルタを適切なカレンダーに手動で割り当てることができます。

遡及処理の設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[国別設定] GP_COUNTRY [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[システム設定]、[国別
設定]、[国別設定]

国レベルでのデフォルト遡
及方法を定義します。

[遡及プロセス定義] GP_RTO_PRC_DEFN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[トリガ]、遡及プロセス
定義コンポーネント

遡及プロセスを定義
します。

[遡及プロセス上書き] GP_RTO_OVR_DEFN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[トリガ]、"遡及プロセ
ス上書き"コンポーネント

• 標準の遡及方法が繰越
の場合は、繰り越すエレ
メントを指定します。

• 標準の遡及方法が訂正
の場合は、上書きを
定義します。

• 支給コンポーネントおよ
び控除コンポーネントの
計算ページで選択した [
遡及再計算オプション]
の設定 ([常時再計算]ま
たは [再計算しない]) を
上書きします。

[遡及イベント定義] GP_RTO_EVT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[トリガ]、[遡及
イベント定義]

トリガイベント (重要なデー
タの変更)を、遡及プロセ
ス定義ページで定義し
たプロセスの1つに関
連付けます。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[遡及制限] GP_PYENT_RETRO [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、[組
織]、[支給元]、[遡及制限]

• 支給元レベルでの遡及
期間制限と対象期間制
限を定義します。

• 未処理の遡及デルタに
関する支給グループの
マッチング条件を上
書きします。

• 遡及処理時の累計残高
の保持を有効にします。

[遡及制限割当] GP_PYE_RTO_LIM [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[受給者レベル上書
き]、[遡及制限割当]、[遡
及制限割当]

遡及制限ページで支給元
レベルで設定した、遡及
処理に対する遡及期間
制限および対象期間制
限を、受給者レベルで
上書きします。

[未処理遡及デルタ] GP_UDELTA [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給
与計算の準備]、[未処
理遡及デルタ]

未処理の遡及デルタを
管理します。

デフォルト遡及方法の定義

国別設定ページにアクセスします。

国別設定ページ

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「国別設定の定義」 、 36ページ

デフォルト遡及方法に訂正を指定した場合

[デフォルト遡及方法] に [訂正] を選択した場合は、遡及処理が発生すると以下のステップが実行され
ます。
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1. 遡及処理で再計算されるよう定義された給与計算実行のエレメントが自動的に再計算されます。

2. 給与計算実行のエレメントに対して再計算された値により、前回の計算が置換されます。

3. 再計算期間の残高累計およびセグメント累計が自動的に更新されます。

4. 遡及デルタが自動的に算出され、再計算期間に保存されます。

5. 遡及プロセス上書きページで繰越エレメント上書きとして定義されている給与計算実行のエレメン
トに対して、遡及調整が自動的に計算されます。

6. 銀行処理では、前回の計算と再計算との間に純支給額の差があるかどうかが確認されます。差
額がある場合は、銀行振込処理によって処理されます。

7. 前の計算結果が完全に取り消され、再計算の結果が一般会計に転記されます。

デフォルト遡及方法に繰越を指定した場合

[デフォルト遡及方法] に [繰越] を選択した場合は、遡及処理が発生すると以下のステップが実行され
ます。

1. 遡及処理で再計算されるよう定義された給与計算実行のエレメントが自動的に再計算されます。

2. エレメントに対して再計算された値は、再計算期間の遡及デルタの計算に使用されますが、前回
の計算は置換されません。

3. セグメント累計のみが自動的に更新されます。(遡及方法が繰越の場合でも、累計定義レベル、
支給累計ページ、控除累計ページで、残高累計が訂正として動作するように定義することができ
ます。)

4. 遡及デルタが自動的に算出され、再計算期間に保存されます。

5. 遡及プロセス上書きページで繰り越されるように定義されている、給与計算実行のエレメントに対
して遡及調整が算出されます。

6. 以前に再計算された期間の差分が現在期間に含まれているため、銀行振込処理では現在期間
の計算から純支給額だけが取得されます。

7. 銀行振込の受取人や一般会計勘定科目に影響する遡及変更を処理するために、前の支払が取
り消され、元の状態に戻されます。下の表には、この例が説明されています。この例では、控除
額 100 が受取人 1 に対して 1 月1 日に支払われています。2 月には、この受取人が受取人 2 に
変更されますが、有効日が 1 月であるため、遡及処理がトリガされます。以下の受取人と金額情
報が銀行振込処理結果に転記されます。

月
バージョン/レビジョ

ン番号 金額 受取人 アクション

1月 V1R1 100 1 変換 (前の期
間)

2月 V1R2 (100) 1 取消

2月 V1R2 100 2 元に戻す

2月 V1R1 100 2 変換 (現在の期
間)

この例では、金額は変更されていません。金額が変更された場合は、変更金額が繰り越された
エレメントからの金額も取り消されます。
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不整合時の遡及方法について

遡及処理方法に関する命令で不整合が検出されると、遡及不整合が発生します。たとえば以下のよう
な場合です。

• 従業員が複数の支給グループまたは支給元に関連付けられている場合

• これらの支給グループまたは支給元に対して定義された方法選択基準の日付によって、同一計算期
間、つまり同一期間 ID を持つ異なるカレンダーを処理する際にそれぞれ異なる遡及方法が必要とさ
れる場合

支給グループ A に従業員を割り当てるとします。会計年度 (遡及の [方法選択基準] の日付) は 2000 年
1 月 1 日に開始します。同じ従業員が支給グループ B に属する場合には、会計年度は 2000 年 3 月 1
日に開始します。また、3 月に報告された遡及イベントによって 2 月の支払期間が再計算され、このイベ
ントの処理に指定した方法は支給グループの会計年度を基準に変更されるよう定義されていたとします
(どちらの支給グループの場合も、[遡及-変更前] には [繰越] を、[遡及 - 変更後] には [訂正] が設定
されているとします)。この状況は、以下のように説明できます。

不整合時の遡及方法

2 月の支給期間を再計算するには、支給グループ A では訂正遡及を使用しますが、支給グループ B で
は繰越遡及を使用します。プロセス定義が同じでも、同一期間の処理に異なる遡及方法の使用が同じイ
ベントによって要求されるということが起こります。遡及方法は、支給グループの会計年度の前は繰越で、
後は訂正です。この不整合を回避するために、国別設定ページで不整合時の遡及方法を選択します。
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注: 各カレンダーの各受給者に対して、遡及を含めた受給者処理ステータス レコードが作成されます。
不整合時の遡及方法を指定した場合は、同一期間 ID を持つ連続した受給者処理ステータス レコード
が単一の遡及方法を使って処理されます。

遡及処理の定義

遡及プロセス定義ページにアクセスします。

遡及プロセス定義ページ

[遡及プロセス定義 ID] 定義する遡及プロセスを表します。

[遡及方法] このフィールドには、国別設定ページの値がデフォルト値として設定されま
す。上書きすることもできます。

[遡及方法変更] あらかじめ定義された日付に基づいて遡及方法を変更する場合は、この
チェック ボックスをオンにします。

このチェック ボックスをオンにすると、[遡及方法選択基準] グループ ボッ
クスのフィールドがデータ入力可能になります。[支給元のカレンダー年]、
[支給元の会計年度]、または [支給グループの会計年度] に関連付けて
遡及方法を変更できます。

たとえば、支給元のカレンダー年までの期間を計算するのに繰越遡及を
使用し、それ以降の期間を計算するのには訂正遡及を使用するといったこ
とができます。これは、デフォルトの遡及方法が繰越であっても可能です。

このチェック ボックスをオフにしておく場合、国別設定ページで指定したデ
フォルトの遡及方法が全てのカレンダー期間に適用されます。

[遡及方法選択基準]

このグループ ボックスのフィールドによって、遡及方法を変更する場合の日付と年を決めることができま
す。これらのフィールドは、[遡及方法変更] チェック ボックスがオンになっている場合にのみ入力できます。

[方法選択基準] 遡及方法が変更される月と日 (遡及方法変更日) を決定する基準を、この
フィールドで指定します。

有効値は以下のとおりです。

[支給元のカレンダー年]: 通常は、1 月 1 日として定義されています。"支
給元" の処理詳細ページでこの日を定義します。
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[支給元の会計年度]: "支給元" の処理詳細ページでこの日を定義します。

[支給グループの会計年度]: "支給グループ" のデフォルト ページでこの
日を定義します。

[年決定基準] 遡及方法を変更する年 (遡及方法変更日) を決定します。受給者が属して
いるカレンダー グループの 初の現在のカレンダーによって、選択された
カレンダー日付に基づき使用される年が決定されます。有効値は以下の
とおりです。

[支給日]: 支給が行われる日

[期間終了日]: 支給期間の 後の日

[遡及-変更前] 期間終了日が遡及方法変更日より先行しているカレンダー期間を再計算
する方法を選択します。[繰越] または [訂正] を選択します。

[遡及-変更後] 期間終了日が遡及方法変更日と同じか、それより後のカレンダー期間を
再計算する方法を選択します。[繰越] または [訂正] を選択します。

遡及方法の変更時に使用される日付と遡及方法の決定

遡及方法変更日と遡及方法は以下のように決定されます。

1. 遡及方法変更日を決定します。

[方法選択基準] フィールドと [年決定基準] フィールドの値に基づいて、遡及方法を変更する日、
月、および年 (遡及方法変更日) が決定されます。年は、受給者を含む 初の現在のカレンダー
の期間終了日または支給日のどちらか、つまり [年決定基準] フィールドの値に基づいて決定さ
れます。その後、現在のカレンダーの終了日または支給日の月が、[方法選択基準] フィールドで
指定された月と比較されます。

• 現在のカレンダーの月が、[方法選択基準] フィールドで指定した月より前である場合は、[年決
定基準] の値から 1 年が減算され、遡及方法変更日の年が決定されます。
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• 初の現在のカレンダーの月が [方法選択基準] フィールドの月と同じまたはそれ以降の場合
は、[年決定基準] フィールドの値に関連付けられている年が使用されます。

例 1: 期間終了日を使った遡及方法変更日の決定

初の現在のカレンダー期
間

1999年 12月 1日～31日

年決定基準 期間終了日 1999年 12月 31日

方法選択基準 支給元のカレンダー年 1月 1日

遡及方法変更日 1999年 1月 1日

例 2: 支給日を使った遡及方法変更日の決定

初の現在のカレンダー
期間

1999年 12月 1日～31日

年決定基準 支給日 2000年 1月 2日

方法選択基準 支給元のカレンダー年 1月 1日

遡及方法変更日 2000年 1月 1日

例 3: カレンダー月が方法選択基準の月より前の場合

初の現在のカレンダー
期間

1999年 3月 1日～31日

年決定基準 期間終了日 1999年 3月 31日

方法選択基準 支給元の会計年度 4月 1日

遡及方法変更日 1998年 4月 1日

2. 使用する遡及方法を決定します。

遡及方法変更日は、各再計算期間の期間終了日と比較されます。

• 再計算期間の期間終了日が遡及方法変更日と同じ、またはそれ以後の場合は、[遡及-変更後]
で指定した方法が使用されます。

• 再計算期間の期間終了日が遡及方法変更日より前の場合は、[遡及-変更前] で指定した方法
が使用されます。

指定された次の条件でどのように正しい遡及方法が適用されるかを、下の表に示します。

• [デフォルト遡及方法] = [繰越]

• [遡及方法変更] = オン
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• [遡及-変更前] = [繰越]

• [遡及-変更後] = [訂正]

遡及方法変更日の決定方法 使用する方法の決
定方法

方法選択基準 現在のカレンダー
期間

年決定基準 遡及方法変更日 再計算期間と使用
方法

カレンダー年: 1月
1日

1999年 12月 1
日～31日

期間終了日: 1999
月 12月 31日

1999年 1月 1日 #1: 1998年 11月 1
日～ 30日/変更前
(繰越)

#2: 1999年 3月 1
日～ 31日/変更後
(訂正)

支給日: 2000年 1
月 2日

2000年 1月 1日 #1: 1998年 11月 1
日～ 30日/変更前
(繰越)

#2: 1999年 3月 1
日～ 31日/変更前
(繰越)

会計年度: 7月 1
日

1999年 3月 1
日～31日

期間終了日: 1999
月 3月 31日

1998年 7月 1日 #1: 1998年 5月 1
日～ 31日/変更前
(繰越)

#2: 1998年 11月 1
日～ 30日/変更後
(訂正)

#3: 1999年 2月 1
日～ 28日/変更後
(訂正)

支給日: 1999年 4
月 1日

1998年 7月 1日 #1: 1998年 5月 1
日～ 31日/変更前
(繰越)

#2: 1998年 11月 1
日～ 30日/変更後
(訂正)

#3: 1999年 2月 1
日～ 28日/変更後
(訂正)
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遡及方法変更日の決定方法 使用する方法の決
定方法

1999年 8月 1
日～31日

期間終了日: 1999
月 8月 31日

1999年 7月 1日 #1: 1999年 5月 1
日～ 31日/変更前
(繰越)

#2: 1999年 6月 1
日～ 30日/変更前
(繰越)

#3: 1999年 7月 1
日～ 31日/変更後
(訂正)

支給日: 1999年 9
月 1日

1999年 7月 1日 #1: 1999年 5月 1
日～ 30日/変更前
(繰越)

#2: 1999年 6月 1
日～ 31日/変更前
(繰越)

#3: 1999年 7月 1
日～ 31日/変更後
(訂正)

繰越 = 繰越遡及方法

訂正 = 訂正遡及方法

例: [現在の結果と調整の合計を使用] グループ ボックスの [一般会計処理] をオンにした場合
([遡及方法変更] チェック ボックス = オン)

以下のように設定するとします。

• 国別設定ページの [現在の結果と調整の合計を使用] グループ ボックス内にある [一般会計処理]
チェック ボックスをオンにします。

• 遡及プロセス定義ページの [遡及方法変更] チェック ボックスをオンにします。

• [遡及方法選択基準] グループ ボックスで以下の値を選択します。

- [方法選択基準]: [支給元のカレンダー年]

- [年決定基準]: [支給日]

- [遡及-変更前]: [繰越]

- [遡及-変更後]: [訂正]

支給/控除割当の期間が 2002 年 12 月 1 日から 2003 年 12 月 31 日に設定されているとします。2002
年 12 月と 2003 年 1 月の給与を処理し、両方の月に対して一般会計処理を実行します。その後、日付
は変更せずに上書き値を変更したため、2003 年 2 月の給与計算を実行すると、2002 年 12 月 1 日ま
でさかのぼって遡及処理が実行されます。
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この例では、遡及方法の変更が指定されているため、2002 年 12 月には繰越遡及が適用され、2003 年
1 月には訂正遡及が適用されます。2003 年 2 月分に対して一般会計処理を実行すると、訂正と繰越の
両方の遡及方法が一般会計処理の結果に反映されます。繰越方法では 2 月分の金額にデルタまたは
調整が反映され、訂正方法ではそれまで入力されていたデータが取り消され、訂正されます。

エレメントの繰越と遡及上書きの定義

遡及プロセス上書きページにアクセスします。

遡及プロセス上書きページ

エレメントの繰越ルールと訂正遡及の上書きの定義ルールについて

遡及方法が繰越の場合は、遡及プロセス上書きページで繰り越すエレメントを個別に選択する必要があ
ります。PeopleSoft グローバル ペイロールでは、遡及方法が繰越であっても、プロセス リストの全てのエ
レメントが繰越対象であると見なされるわけではありません。

デフォルトの遡及方法が訂正でも、いくつかのエレメントを繰り越しで処理する場合は、遡及プロセス上
書きページで繰り越しが必要なエレメントを指定します。

繰越対象のエレメントの定義 (遡及方法が繰越の場合)

デフォルトの遡及方法が繰越の場合は、以下のとおりです。

• 遡及プロセス上書きページで繰り越す各エレメントを指定します。

• 繰り越しできるエレメントのタイプは、支給、控除、および累計のみです。累計の場合、繰り越すことが
できるのは、セグメント累計のデルタだけになります。

• エレメントが支給または控除の場合は、同一エレメントにエレメントの遡及デルタの値を繰り越すことも
可能であり、あるいはこの値を受け取る別の "繰越先エレメント" を定義することも可能です。

• 支給に対するデルタを繰り越す場合、"繰越先エレメント" は支給または控除になります。

• 控除に対するデルタを繰り越す場合、"繰越先エレメント" は支給または控除になります。

• セグメント累計を繰り越す場合は、別の累計であっても同一エレメントに繰り越すことはできません。こ
れは、セグメント累計は支給または控除に対してしか繰り越せないためです。
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• 繰越エレメントにコンポーネントが含まれていて、別のエレメントに繰り越された場合には、"繰越先エ
レメント" の計算ルールが同じ場合にのみコンポーネントの調整が適用されます。たとえば、エレメント
が "ベース×パーセント" として定義され、"繰越先エレメント" も "ベース×パーセント" として定義さ
れていれば、その金額とベースの差額は繰り越されます。もし、"繰越先エレメント" が同一ルールを
使っていなければ、調整金額のみ繰り越されます。

注: 繰越遡及を使用すると、累計定義レベル、支給累計ページ、控除累計ページで、残高累計が訂正で
動作するように定義できます。

訂正遡及上書きの定義

デフォルトの遡及方法は訂正ですが、特定のエレメントに対してデルタを繰り越す (このエレメントに対し
てデフォルトの遡及方法を上書きする) 必要があるとします。

• 遡及プロセス上書きページで [別エレメントに繰越] をオンにして、遡及デルタを別のエレメントに繰り
越す必要があります。このエレメントは、現在の期間でエレメントの遡及デルタの値を受け取ります。た
だし、エレメントは、エレメント定義ページのいずれかで既に定義されている必要があります。

注: 遡及方法が訂正の場合は、遡及デルタを同一のエレメントに繰り越すことはできません。

• 繰り越しできるエレメントのタイプは、支給、控除、および累計のみです。

• 支給または控除に対するデルタを繰り越す際は、"繰越先エレメント" として支給または控除を選択で
きます。

• 累計 (セグメント累計だけが繰り越し可能) に対してデルタを繰り越す際は、繰越先エレメントは支給ま
たは控除である必要があります。別の累計は指定できません。

• 繰越エレメントにコンポーネントが含まれていて、別のエレメントに繰り越された場合には、"繰越先エ
レメント" の計算ルールが同じ場合のみコンポーネントの調整が適用されます。たとえば、エレメントと
"繰越先エレメント" の両方が "ベース×パーセント" として定義される場合、金額とベースに対する差
額が繰り越されます。"繰越先エレメント" が同一のルールに従っていない場合は、調整金額のみが
繰り越されます。

• 純支給額エレメントを繰り越す場合、銀行振込処理では前回の計算からの純支給エレメントが取り消さ
れることも、新しく再計算された純支給額が挿入されることもありません。

共通フィールド

[遡及プロセス定義 ID] 遡及プロセス定義ページで定義した遡及プロセスを識別します。

[遡及方法] ページの上部に表示される国に対して指定した遡及プロセス定義に関連
付けられたデフォルトの遡及方法です。遡及プロセス定義ページで [遡及
方法変更] を選択した場合は、遡及プロセス上書きページで遡及方法を選
択する必要があります。

[有効日] 上書きの有効日で、遡及プロセス定義の一部です。有効日を使用すること
で、異なる上書きをさまざまなタイミングで適用できます。

[フォーミュラ エレメント] このフォーミュラによって、同じ日に有効になる複数の上書きがある場合
に、どの上書きのセットが使用されるかが決定されます。このフォーミュラ
の処理結果として戻される値は、[上書きセット番号] フィールドの値の 1 つ
と一致する必要があります。たとえば、条件 A が一致した場合は 10、条
件 B が一致した場合は 20、条件 C が一致した場合は 30 がそれぞれ戻
されるように、フォーミュラを指定できます。各番号はそれぞれ別の上書き
のセットに対応しています。条件 A が一致した場合は、フォーミュラによっ
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て値 10 が戻され、上書きセット番号 10 の一部として定義されている上書
きが使用されることになります。

[上書きセット番号] この番号は、特定の時点で遡及プロセス定義および国に適用される上書
きのセットを識別します。同じ有効日で、異なる上書きセットを定義できま
す。適用されるセットを決定するために、[フォーミュラ エレメント] フィール
ドで選択したフォーミュラが使用されます。

[上書きあり] 上書きが、[上書きセット番号] に関連付けられていればオンにします。[エ
レメント上書き] グループ ボックスで上書きを指定します。

[エレメント上書き]

遡及プロセス上書きページの [エレメント上書き] タブ

[入力タイプ] デフォルトの遡及方法を上書きするエレメントのタイプを入力します。有効
値は以下のとおりです。

[控除]

[支給]

[累計] (セグメント累計): セグメント累計のみが、[エレメント名] 列にリスト
されます。

[エレメント名] 上書きを定義するエレメントを選択します。支給および控除の定義ページ
で定義したエレメントがリストに含まれます。

[遡及再計算オプション] 遡及処理中にそのエレメントの再計算が必要かどうかを指定します。有効
値は以下のとおりです。

[常時再計算]: 遡及処理中にエレメントを再計算します。

[再計算しない]: 遡及処理中にエレメントを再計算しません。

[エレメント定義使用] (デフォルト): エレメントを再計算するかどうかを決定
するためにエレメント定義が参照されます。

[繰越] 遡及方法が繰越で、[入力タイプ] フィールドと [エレメント名] フィールドで
繰り越すエレメントを指定した場合、このチェック ボックスはオンになりま
す。エレメントは、[別エレメントに繰越] チェック ボックスがオフの場合に
は、そのエレメント自体に繰り越されます。

また、セグメント累計に対してもこのチェック ボックスはオンになり、その場
合は変更できません。セグメント累計は、別の支給または控除に繰り越さ
れる必要があります。

[繰越オプション]

遡及プロセス上書きページの [繰越オプション] タブ
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[遡及プロセス上書き] - [繰越オプション] タブ

[別エレメントに繰越] エレメントの値を現在の期間の別のエレメントに繰り越す場合は、このチェッ
ク ボックスをオンにします。

• デフォルトの方法が [繰越] で、エレメントを繰り越すように指定している
場合、[別エレメントに繰越] チェック ボックスをオンにして繰越先エレメン
トを指定しない限り、エレメントはそのエレメント自体に繰り越されます。

• デフォルトの方法が [訂正] で、エレメントを繰り越すように指定した場合
は、このチェック ボックスがオンになり、元のエレメントの値を受け取るエ
レメントを定義する必要があります。

• セグメント累計が選択されていると、このチェック ボックスは自動的にオ
ンになり、ユーザーが変更することはできません。

[繰越先入力タイプ] [別エレメントに繰越] チェック ボックスをオンにしたときに現在の期間で元
のエレメントの値を受け取るエレメントのタイプです。[控除] または [支給]
を選択します。

[繰越先エレメント] 元のエレメントの値を受け取る繰越先エレメントの名前を選択します。

例: 訂正遡及 - 繰越例外あり

シナリオ:

• 支給 1 の金額を 10 から 12 に変更、期間 1 に有効日があり、期間 2 で通知します。

• 控除 1 は遡及処理で再計算されないように定義されています。

• 支給 1 + 支給 2 に対するセグメント累計は、現在の期間の支給 2 に繰り越されます。

• その他のエレメント定義:

- 支給 1 = 労働時間×給与レート

- 控除 1 = セグメント累計の 10%

- 控除 2 = 支給 1 の 20%

- セグメント累計 = 支給 1 + 支給 2
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- 年間累計支給 = 支給 1

年間累計控除 = 控除 1 + 控除 2
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カレンダー期間、現在の結果および遡及調整

カレンダー期間 現在の結果 遡及調整

期間2

支給1 240 なし

支給2 40 40

控除 1 28 なし

控除2 48 なし

純支給額 164 なし

セグメント累計 280 (240 + 40) なし

年間累計支給 480 なし

年間累計控除 144 なし

この例では、支給エレメント、控除エレメント、および累計エレメントの元の値は置き換えられます。この
置き換えは、訂正遡及のルールに沿っていますが、例外として、支給 1 のセグメント累計が現在の期間
の支給 2 に繰り越されることに注意してください。この点は、標準の訂正方法の例外です。また、支給 2
は支給総額には加算されないため、純支給額の計算には含まれません。

支給 1 に対するセグメント累計の繰越の結果として何が起こるのでしょうか。

• この累計は控除 1 の計算の基礎になるので (控除 1 = 支給 1 と支給 2 のセグメント累計の 10%)、現
在の期間に対する累計デルタの繰越により、再計算期間ではなく期間 2 で追加の控除が作成される
ことになります。

• また控除 1 が再計算期間で計算された場合には、現在の期間に対する累計デルタの繰り越しによっ
て問題が発生します。つまり、同一支給に基づいて控除が 2 回計算されることになります。ただし、控
除 1 は遡及の再計算をしないように定義されているので、支給 1 が 200 から 240 に増えても再計算
期間に対する新しい控除は作成されません。

• 銀行処理では、前回の計算と再計算との間に純支給額の差があるかどうかが確認され、その差が処
理されます。この例の場合、差は 32 です。

例: 繰越遡及 - 訂正ルールに従うように定義された累計あり

シナリオ:

• 支給 1 の金額を 100 から 200 に変更、期間 1 に有効日があり、期間 2 で通知します。

• 支給 2 の金額を 100 から 200 に変更、期間 1 に有効日があり、期間 2 で通知します。
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• 控除 1 は、繰越エレメントとして定義され、このエレメント自身に繰り越されます。

• 純支給額累計は、別のエレメント (支給 3) に繰り越されます。

• その他のエレメント定義:

- 控除 1 = 支給 1 と支給 2 の合計の 10%

- 年間累計支給 = 支給 1 + 支給 2

- 年間累計控除 = 控除 1

再計算オプ
ション

カレンダー
期間

前回の結果
(古い値)

再計算の結
果 (新しい

値)

デルタ 古い値を新
しい値に置
き換えて訂

正

繰越 Y/N

期間 1

常時再計算 支給1 100 200 100 適用不可 N

常時再計算 支給2 100 200 100 適用不可 N

常時再計算 控除1 20 40 20 適用不可 Y

適用不可 純支給額 180 360 180 適用不可 Y

適用不可 年間累計支
給

200 400 Y N

適用不可 年間累計控
除

20 20

カレンダー期間 現在の結果 遡及調整

期間2

支給1 200 なし

支給2 200 なし

支給3 180 180

控除 1 60 (40 + 20) 20
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カレンダー期間 現在の結果 遡及調整

純支給額 520 なし

年間累計支給 800 なし

年間累計控除 80 なし

この例では、以下の処理が行われます。

• 純支給額のデルタ (180) が作成されます。

• 残高累計 (支給 1 と支給 2 の合計の年間累計) は再計算期間内で置き換えられます。これは、デフォ
ルトの遡及方法が繰越であっても訂正ルールに従うように定義されているためです。

期間 1 の再計算が行われる場合は、純支給額のデルタが期間 2 の支給 3 の調整値として抽出されま
す。年間累計の計算に使われる支給が繰り越されないので、これが唯一実行される処理だとすると、年
間累計は期間 2 では正しくなくなります。ただし、年間累計は期間 1 で訂正されているので、期間 2 で
の残高は 800 として正しく記録されます。また、控除 1 のデルタは期間 2 に繰り越されます。これによっ
て、期間 2 の年間累計控除残高が訂正されます。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 191ページ

第 10 章、 「累計の設定」 、 255ページ

トリガ イベント ID の定義

遡及イベント定義ページにアクセスします。

遡及イベント定義ページ

遡及処理のきっかけになるオンライン データの変更を管理するために使用されるしくみを "トリガ" と呼
びます。PeopleSoft グローバル ペイロールでトリガを設定するには、データの変更に伴って遡及処理を
実行する際のトリガとなるレコードとフィールドを指定し、これらの変更を処理するために使用する遡及
処理定義を定義します。

参照: 第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ

1. 遡及イベント定義ページで、遡及プロセス定義ページで定義した各遡及処理をトリガ イベント ID
に関連付けます。
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2. トリガ定義ページで、データが遡及的に変更または更新された場合に遡及処理を実行する際のト
リガとなるレコードとフィールドを指定します。

3. トリガ定義ページと "トリガ定義"のフィールド値ページで、ステップ 2 で指定したレコードとフィー
ルドをステップ 1 で定義したトリガ イベント ID のいずれかに関連付けます。各 ID は処理定義に
リンクされているため、フィールドにあるこれらのレコードのいずれかが変更または更新されると、
正しい遡及処理が自動的に適用されます。

注: トリガ定義ページと "トリガ定義"のフィールド値ページについては、「トリガの設定」の章で説明され
ているので、このセクションでは遡及イベント定義ページの使用方法についてのみ説明します。

[国] 検索画面で指定した国が表示されます。このフィールドは表示専用です。

[トリガ イベント ID] 検索画面で指定したトリガ イベント ID が表示されます。このフィールドは
表示専用です。

各トリガ イベント ID と遡及プロセス定義ページで定義したプロセスのうち
1 つを関連付けます。

[遡及プロセス定義 ID] 遡及プロセス定義ページで定義したプロセスを選択し、トリガ イベント ID
に関連付けます。

注: 同じイベントに対して、国ごとに異なるプロセスを指定することができま
す。

[休暇欠勤イベント] トリガ イベント ID が休暇欠勤だけを対象とする場合は、このチェック ボッ
クスをオンにして不要なカレンダー処理が行われないようにします。この
チェック ボックスをオンにしたときは、遡及制限の確認後に適用される 初
の休暇欠勤カレンダーから処理が開始され、初期の給与計算カレンダー
は無視されます。

たとえば、会社 A は、2 つのカレンダーで構成されるカレンダー グループ
を使用して月に一度給与計算処理を実行します。1 つ目のカレンダーは給
与計算用、2 つ目のカレンダーは休暇欠勤用です。この順序は、常に維持
されています。現在、1 月の処理が完了したところであると想定します。給
与計算カレンダーでは、1 月の処理が行われますが、休暇欠勤カレンダー
では 2 月の給与計算カレンダーにデータを供給するための処理が 1 月の
処理で行われます。現在の期間は 2 月です。1 月の休暇欠勤データに変
更がありました。休暇欠勤処理を 1 月にさかのぼって行う遡及トリガが作
成されます。この遡及トリガは、[休暇欠勤イベント] チェック ボックスがオ
ンに設定された遡及イベント ID を参照します。2 月の給与計算処理が実
行される際、遡及処理は 1 月にさかのぼります。1 つ目の、唯一再計算さ
れるカレンダーが、休暇欠勤カレンダーです。給与計算カレンダーは、遡
及処理では無視されます。

注: 休暇残数累計は、各給与計算期間の終わりに常に更新 (置換) され
る必要があります。つまり、デフォルトの方法が "繰越" である場合は、累
計定義のページで累計を設定する際に休暇残数累計の動作を "訂正を使
用" に定義しておく必要があります。
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注: 特定の期間に対するカレンダーの処理順序や、休暇欠勤カレンダー
と給与計算カレンダーの関係、休暇欠勤関連のどのトリガ定義を使用して
いるか、どの遡及イベントが参照されているかなどに応じて、このチェック
ボックスをオンにした場合の影響は異なります。

関連項目:

第 30 章、 「トリガの設定」 、 793ページ

第 11 章、 「休暇欠勤管理について」 、 269ページ

第 10 章、 「累計の設定」 、 255ページ

支給元レベルでの遡及処理の遡及期間制限および対象期間制限の定義

遡及制限ページにアクセスします。

"支給元" - 遡及制限ページ

遡及方法と遡及処理を起動するイベントの定義が終了したら、遡及処理に対する遡及期間制限と対象
期間制限を支給元レベルで指定する必要があります。これによって、処理済みのカレンダーを再計算す
るときに遡及できる期間と、受給者が非アクティブまたは雇用終了となった後に遡及処理が可能な期間
が指定されます。

注: 支給元レベルで定義した遡及期間制限および対象期間制限を、遡及制限割当ページを使用して受
給者レベルで上書きすることができます。

[遡及期間の制限]

このグループ ボックスのフィールドを使用して、過去にさかのぼって再処理できるカレンダー期間数の
制限を設定します。

遡及処理できる期間は、遡及制限ページで定義された遡及期間制限と遡及トリガ有効日を比較して決定
されます。トリガ有効日が遡及期間制限日より前の日付の場合、遡及期間制限日を使用して 初の遡
及期間が決定されます。遡及期間制限日がトリガ有効日より前の日付の場合、トリガ日付を使用して処
理対象の 初の遡及期間が決定されます。
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[遡及処理実行] 遡及処理を支給元レベルで有効にする場合にオンにします。選択内容を
受給者レベルで上書きできます。

[累計調整の保持] 遡及処理によって以前の期間にさかのぼって累計が再計算される際に、累
計残高の調整を保持する場合にオンにします。PeopleSoft グローバル ペ
イロールでは、累計残高の再計算時に調整金額が自動的に反映されない
ため、このオプションが必要となる場合があります。たとえば、このチェック
ボックスをオンにし、累計値 1000 に対して値 100 の調整が行われた以前
の期間を再処理すると、残高は元の累計値とユーザーが入力した調整値
の合計として計算されて 1100 の値が返されます。このチェック ボックスを
オンにしていない場合は、調整値は無視されて残高 1000 が返されます。

注: 累計残高の管理方法として望ましいのは、累計を直接調整するので
はなく、累計に算入されるエレメント (支給、控除、休暇付与または休暇取
得) を訂正することです。これは、同じエレメントに対する計算に基づいて
期間累計値や他の値を格納する累計は自動的に更新されず、その結果、
計算エラーやレポート エラーが発生する可能性があるためです。

注: 累計残高を調整するには、累計残高調整ページを使用します。

参照: 第 10 章、 「累計の設定」 、 「累計の調整」 、 265ページ

[異なる支給グループ間の
デルタ繰越可]

デフォルトでは、このチェック ボックスはオフで、遡及方法が繰越の場合は
標準マッチング条件を適用して、遡及デルタを繰り越すかどうかが判断さ
れます。言い換えると、遡及デルタは、以下の場合にのみ繰り越されます。

• 繰り越されるデルタの支給グループが、現在のカレンダーの支給グルー
プと一致する。

• 繰り越されるデルタの支給元が、現在のカレンダーの支給元と一致する。

• 繰り越されるデルタの実行タイプが、現在のカレンダーの実行タイプと一
致する。

この条件は上書きすることができます。この条件を上書きすると、現在の
期間の実行タイプがデルタの実行タイプと一致しない場合は、実行タイ
プ ページの [遡及調整ソース] グループ ボックスに追加の実行タイプを
表示することで、遡及デルタを自動的に繰り越すことができます。 ただ
し、他の条件は全て満たす必要があります。

参照: 第 16章、 「カレンダーの使い方」 、 「実行タイプの定義」 、 408ペー
ジ

• 遡及デルタの処理順序タイム スタンプが、現在の受給者処理ステータス
レコードの処理順序タイム スタンプより前である。

繰り越されるデルタの支給グループが現在のカレンダーの支給グループ
と一致するという条件を上書きするには、[異なる支給グループ間のデルタ
繰越可] チェック ボックスをオンにします。これにより、デルタは、条件に一
致しない支給グループに自動的に繰り越されます。
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注: [異なる支給グループ間のデルタ繰越可] チェック ボックスをオンにせ
ず、支給グループが一致しないため遡及デルタを繰り越すことができない
場合は、デルタを繰り越す支給グループを未処理遡及デルタ ページで手
動で選択することができます。 同様に、デルタの実行タイプが現在のカレ
ンダーの実行タイプと一致しないため (または、実行タイプ ページで現在の
カレンダーの実行タイプを有効な実行タイプのリストに追加していないため)
デルタを繰り越すことができない場合は、未処理遡及デルタ ページで正し
い実行タイプのカレンダーに遡及デルタを手動で繰り越すことができます。

注: 支給グループと実行タイプに関するマッチング条件のみ上書きすること
ができます。支給元マッチングまたは処理順序タイムスタンプに関する条
件を上書きすることはできません。支給元が一致しない場合や、遡及デル
タの処理順序タイムスタンプが現在の受給者処理ステータス レコードの処
理順序タイム スタンプより前でない場合は、デルタを自動的に繰り越すこ
とも手動で繰り越すこともできません。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「未処理遡及デルタの管理」 、 914
ページ

[制限なし] このオプションを選択した場合は、トリガ有効日を含む 初の期間から遡
及処理が開始され、処理が進められます。

注: [制限なし] を選択しても、さかのぼることができる期間に制限がないと
いうことではありません。遡及処理でさかのぼることができる期間は、[遡
及処理の開始日] の日付によって制限されます。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「遡及期間と繰越遡及期限の設定」
、 886ページ

[月単位で制限] 、 [月数] 月単位で制限を定義するには、このオプション ボタンを選択し、さかのぼっ
て計算できる月数を入力します。受給者が属する現在のカレンダー グルー
プの 初のカレンダーの開始日から始めて、 大何か月さかのぼるかが
決定されます。

[年単位で制限] 、 [年数] 年単位で制限を定義するには、このオプション ボタンを選択し、さかのぼっ
て計算できる年数を入力します。[遡及期間制限の開始月] および [遡及
期間制限の開始日] と共に、この制限年数によって、遡及処理時にさかの
ぼる期間が決定されます。

たとえば、[年数] が 2、[遡及期間制限の開始月] が 6 月、[遡及期間制
限の開始日] が 1 であり、現在の期間の開始日が 1999 年 4 月 1 日の場
合、遡及期間制限は 1997 年 6 月 1 日になります。つまり、現在の期間の
開始日から 2 年間さかのぼることができますが、その年の 6 月 1 日より
前にはさかのぼれません。

[遡及期間制限の開始月] 遡及期間制限として使用するカレンダー月を選択します。

[遡及期間制限の開始日] 遡及期間制限として使用する日を選択します。

例 1: 月数を基準として使用して、再計算する 初の遡及期間を決定する場合

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 911



遡及処理の定義 第 33 章

トリガ有効日 現在のカレンダー期間 遡及期間制限 初の遡及期間

1999年 2月 15日 1999年 6月 1日～1999
年 6月 30日

2か月= 1999年 4月 1
日

1999年 4月 1日～1999
年 4月 30日

遡及期間制限は、現在のカレンダー期間開始日 1999 年 6 月 1 日から 2 か月さかのぼって決定され、
遡及期間制限日は 1999 年 4 月 1 日となります。遡及期間制限日とトリガ有効日が比較されます。トリガ
有効日が遡及期間制限日より前なので、遡及期間制限日を使用して 初の遡及期間が決定されます。
この場合は、2 期間が再計算されます。4 月 (1999 年 4 月 1 日～ 1999 年 4 月 30 日) および 5 月 (1999
年 5 月 1 日～ 1999 年 5 月 31 日) です。

例 2: 年数、開始月、開始日を基準として使用して、再計算する 初の遡及期間を決定する場合 (トリガ
有効日が遡及期間制限日より後の場合)

トリガ有効日 現在のカレンダー期間 遡及期間制限 初の遡及期間

1998年 6月 30日 1999年 6月 1日～1999
年 6月 30日

年数= 1、開始月= 3、開
始日= 15 (1998年 3月
15日)

1998年 6月 1日～1998
年 6月 30日

開始年は 初のカレンダーの開始日の年によって決定されるため、遡及期間制限は、1 年さかのぼり、定
義された開始月と開始日を適用することで決定されます。その結果、遡及期間制限日は 1998 年 3 月 15
日になります。その制限日とトリガ有効日が比較され、この例では、トリガ有効日が遡及期間制限日より後
のため、トリガ有効日によって 初の遡及期間が決定されます。この場合は、12 期間が再計算されます。

例 3: 年数、開始月、開始日を基準として使用して、再計算する 初の遡及期間を決定する場合 (トリガ
有効日が遡及期間制限日より前の場合)

トリガ有効日 現在のカレンダー期間 遡及期間制限 初の遡及期間

1998年 2月 28日 1999年 6月 1日～1999
年 6月 30日

年数= 1、開始月= 3、開
始日= 15 (1998年 3月
15日)

1998年 3月 1日～1998
年 3月 31日

開始年は 初のカレンダーの開始日の年によって決定されるため、遡及期間制限は、1 年さかのぼり、
定義された開始月と開始日を適用することで決定されます。その結果、遡及期間制限日は 1998 年 3 月
15 日になります。その制限日とトリガ有効日が比較され、この例では、トリガ有効日が遡及期間制限日
より早い日付のため、遡及期間制限日によって 初の遡及期間が決定されます。この場合は、15 期間
が再計算されます。

[遡及処理対象期間の制限]

このグループ ボックスのフィールドを使用して、受給者が雇用終了または非アクティブとなった後も遡及
データの処理を継続できる期間を指定します。

[遡及処理実行] このチェック ボックスの選択によって、この支給元で遡及を処理するかど
うかが決まります。選択内容を受給者レベルで上書きできます。
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[制限なし] [制限なし] をオンにすると、この支給元に属する非アクティブな受給者に
対して無制限に遡及が行われます。ただし、対象期間制限はなくなっても、
非アクティブの受給者はまだ遡及期間制限によって制限されます。

[月単位で制限] 、 [月数] 月単位で対象期間を定義するには、このオプションをクリックし、受給者が
非アクティブとなった後に遡及の計算を継続する月数を入力します。 大月
数は、 後の職務が "非アクティブ" になった日付を使って計算されます。

[年単位で制限] 、 [年数] 年単位で対象期間を定義するには、このオプションをクリックし、非アクティ
ブになった日以降の遡及処理を行う年数を入力します。[遡及処理対象期
間の開始月] および [遡及処理対象期間の開始日] と共に、この年数に
よって、非アクティブの日付から遡及処理の対象になる期間が決まります。

[遡及処理対象期間の
開始月]

[年数] フィールドに入力した年と連携して、対象期間制限として使用され
るカレンダー月を入力します。

[遡及処理対象期間の
開始日]

[年数] フィールドおよび [遡及処理対象期間の開始月] フィールドで指定し
た値と共に、対象期間制限として使用される日付を入力します。たとえば、
[年数] が 2、[遡及処理対象期間の開始月] が 6 月、[遡及処理対象期間
の開始日] が 1 であり、雇用終了日が 1999 年 1 月 1 日の場合、対象期間
制限は 2001 年 6 月 1 日になります。この例では、非アクティブの日からの
2 年間は遡及できますが、その年の 6 月 1 日を過ぎると遡及できません。

例 1: 月数を基準として使用して、再計算する 初の遡及期間を決定する場合 (カレンダー期間が対象
期間制限の範囲内の場合)

非アクティブ日 現在のカレンダー期間 対象期間制限 遡及処理の可否

1999年 1月 1日 1999年 6月 1日～1999
年 6月 30日

12か月 = 2000年 1月 31
日

可

対象期間制限は、非アクティブとなった日から 12 か月先の日付になります。現在のカレンダー期間は
対象期間制限の範囲内なので、遡及処理が行われます。このとき、遡及トリガが遡及期間制限と比較さ
れ、処理を継続するかどうかが判断されます。

例 2: 月数を基準として使用して、再計算する 初の遡及期間を決定する場合 (カレンダー期間が対象
期間制限の範囲を超えている場合)

非アクティブ日 現在のカレンダー期間 対象期間制限 遡及処理の可否

1999年 1月 31日 1999年 6月 1日～1999
年 6月 30日

3か月 = 1999年 4月 30
日

不可

対象期間制限は、非アクティブとなった日から 3 か月先の日付になります。この例では、現在のカレン
ダー期間が対象期間制限の範囲を超えているので、遡及処理は行われません。遡及トリガは処理され
ず、使用済みとされます。

受給者レベルでの遡及処理制限の定義

遡及制限割当ページにアクセスします。
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遡及制限割当ページ

注: このページのフィールドは、遡及制限ページのフィールドとほとんど同じです。共有されるフィールド
の定義を確認するには、遡及制限ページに戻ります。このセクションでは、遡及制限割当ページに固有
のフィールドについてのみ説明します。

[遡及処理の開始日] PeopleSoft グローバル ペイロールで受給者の処理を開始する日です。シ
ステムによって設定されますが、上書きもできます。この日付より前の遡
及処理は行われません。受給者が複数の職務を兼務している場合は、適
切な日付が設定され、全ての職務が計算対象になっていることを確認して
ください。

[支給元の遡及制限を使用] 受給者が所属する支給元に定義された遡及制限を使用する場合は、オン
にします。このチェック ボックスがオンの場合は、支給元定義からの値が
使用され、[遡及処理の開始日] 以外のフィールドには入力できません。こ
のチェック ボックスがオフの場合は、[遡及処理実行] チェック ボックスが
選択可能になり、支給元レベルで入力された値ではなく、受給者レベルで
入力された値が使用されます。

[遡及処理実行] 遡及処理を行う場合は、このチェック ボックスをオンにします。このチェック
ボックスをオンにした場合は、[遡及期間制限] グループ ボックスと [対象
期間制限] グループ ボックスの中のフィールドが入力可能になります。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「支給元レベルでの遡及処理の遡及期間制限および対象期間制限の
定義」 、 909ページ

未処理遡及デルタの管理

未処理遡及デルタ ページにアクセスします。
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未処理遡及デルタ ページ

マッチング条件: 未処理遡及デルタの管理

繰越遡及、または訂正遡及を繰越例外と共に使用する際は、以下のマッチング条件に一致したときに現
在のカレンダーに再計算されたカレンダーからの調整値が自動的に繰り越されます。

従業員 ID と雇用レコード番号の各組み合わせにおいて、以下の条件が満たされる場合です。

• 繰り越されるデルタの支給グループが、現在のカレンダーの支給グループと一致する。

注: この条件は、遡及制限ページの [異なる支給グループ間のデルタ繰越可] オプションを選択して上
書きできます。この条件を上書きすると、デルタに関連付けられた支給グループが受給者の現在の支
給グループと一致しない場合でも、遡及デルタは現在の期間に自動的に繰り越されます。ただし、他の
条件は全て満たす必要があります。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「支給元レベルでの遡及処理の遡及期間制限および対象期間
制限の定義」 、 909ページ

• 繰り越されるデルタの支給元が、現在のカレンダーの支給元と一致する。

• 繰り越されるデルタの実行タイプが、現在のカレンダーの実行タイプと一致する。

注: この条件は、実行タイプ ページの [遡及調整ソース] グループ ボックスに追加の実行タイプを入力
して上書きできます。この条件を上書きすると、受給者の現在の実行タイプに関連付けられた実行タ
イプについては、遡及デルタが現在の期間に自動的に繰り越されます。ただし、他の条件は全て満た
す必要があります。

参照: 第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「実行タイプの定義」 、 408ページ および 第 33 章、 「遡及処
理の定義」 、 「支給元レベルでの遡及処理の遡及期間制限および対象期間制限の定義」 、 909ページ

• 遡及デルタの処理順序タイム スタンプが、現在の受給者処理ステータス レコードの処理順序タイム ス
タンプより前である。

• これらの条件が一致しない場合は、遡及デルタの作成元のカレンダーから適切な繰越先カレンダーに
対して、未処理遡及デルタ ページで調整値を手動で繰り越すことができます。このページでは、以下
の操作を行います。

- 繰越先カレンダーのカレンダー ID と支給グループを指定します。繰越先支給グループの支給元は、
元のカレンダーと同じである必要があります。
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- デルタをほかのエレメントへ繰り越すよう指定します (必要時のみ)。

- そのデルタを繰り越さない場合は、処理されないように設定します。

例: 遡及デルタを手動で繰り越す場合

現在の期間の初めに、受給者が支給グループ A から支給グループ B に移ったため、前回の期間が遡
及によって再計算される必要があるとします。支給グループ B の現在のカレンダーは、調整値を取り出
す元のカレンダー、つまり支給グループ A のカレンダーとは既に一致しなくなっています。支給グループ
が一致しなくなったこのような状況では、遡及デルタがどこに繰り越されるか (繰越先) を指定する必要
があります。

[セグメント データ]

[セグメント データ] グループ ボックスのフィールドを使用して、未処理の遡及デルタの繰越元支給グルー
プ、カレンダー ID、カレンダー グループ ID、および支給キーを指定します。

[支給グループ] 未処理遡及デルタが発生した給与計算実行に関連付けられた支給グルー
プが表示されます。

[カレンダー ID] 未処理遡及デルタが発生した給与計算実行に関連付けられたカレンダー
が表示されます。

[カレンダー グループ ID] 未処理遡及デルタが発生した給与計算実行に関連付けられたカレンダー
グループが表示されます。

[支給キー 1] ～ [支給
キー 4]

支給キーの有効値は 1 から 4 です。

[選択デルタ]

このグループ ボックスでは、未処理遡及デルタに対する処理を指定します。

[全てのデルタを選択] このチェック ボックスをオンにして [適用] ボタンをクリックし、[未処理デル
タ] グループ ボックスのデルタ行を全て選択します。次に、[カレンダーに
適用] オプション ボタンを選択した後、含める必要のない行のチェック ボッ
クスをオフにします。

[カレンダーに適用]、 [ター
ゲット PG] 、 [ターゲット カ
レンダー]

[カレンダーに適用] を選択した場合、遡及デルタは右側のフィールドに入
力するターゲット PG とターゲット カレンダーに組み入れられます。この処
理は、通常のカレンダー マッチングより優先されます。

[ターゲット PG] フィールドで、遡及デルタに対する繰越先のカレンダー支
給グループを選択します。元のカレンダーと同じ支給元を持つ支給グルー
プから選択できます。

[ターゲット カレンダー] フィールドで、遡及デルタに対する繰越先のカレン
ダー ID を選択します。繰越先の支給グループに関連付けられたオープン
なカレンダーから選択できます。

[処理なし] このオプション ボタンを選択すると、未処理遡及デルタは、どのカレンダー
にも遡及調整として組み入れられません。ユーザーによっていったん保存
されると、これらのデルタは処理済みとされ、その後ページに表示されるこ
とはありません。

[適用] [適用] ボタンをクリックすると、[未処理デルタ] グループ ボックスの遡及
デルタは全て選択されます。[未処理デルタ] グループ ボックスの [マッチ
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ング処理] には、[選択デルタ] グループ ボックスで指定した処理が表示さ
れます。

共通フィールド

[選択] このチェック ボックスをオン/オフにすることで、この列の遡及デルタを選
択、または選択解除します。

[デルタ番号] セグメント内のそれぞれの支給または控除について遡及デルタを個別に
識別するのに使用します。たとえば、支給 1 (E1) に 3 つの遡及デルタ イ
ンスタンスがあり、支給 2 (E2) に 2 つの遡及デルタ インスタンスがある場
合、E1 には 1、2、3 のデルタ番号が割り当てられ、E2 には 1 と 2 のデル
タ番号が割り当てられます。

[マッチング処理] 未処理遡及デルタの処理方法を選択します。有効値は、[デフォルトのマッ
チング処理]、[カレンダーに適用]、および [処理なし] です。

[金額] ここに表示される値は、そのエレメントに対する遡及デルタの金額を表しま
す。

[繰越オプション]

[未処理デルタ] の [繰越オプション] タブを選択します。

[繰越先支給グループ] このフィールドには、元のカレンダーと同じ支給元を持つ支給グループの
値が表示されます。デルタの繰越先支給グループを選択します。

[繰越先カレンダー] 選択された支給グループに関連付けられたオープンなカレンダーが表示さ
れます。デルタの繰越先カレンダーを選択します。

[繰越先入力タイプ] [支給] または [控除] を選択します。

[繰越先エレメント] 1 つ前のフィールドで選択された入力タイプに基づいて、このフィールドに
値が表示されます。ここで、デルタを別のエレメントに繰り越すように指定
できます。

[値]

[未処理デルタ] の [値] タブを選択します。
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[未処理デルタ] - [値] タブ

[ユニット] この値は、エレメントのコンポーネントです。

[ベース] この値は、エレメントに対するデルタ金額のコンポーネントです。

[ユーザー フィールド]

[未処理デルタ] の [ユーザー フィールド] タブを選択します。

[未処理デルタ] - [ユーザー フィールド] タブ

このエレメントに設定されたユーザー フィールドが表示されます。

関連項目:

第 8章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「支給エレメントのユーザーフィールドの定義」
、 204ページ
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遡及処理に影響するその他のページ
この章で既に説明したページにも、遡及処理に影響するページが複数あります。これらのページは、一
般設定ページとカレンダー設定ページの 2 つのタイプに分類されます。以下の表で、これらのページに
ついて説明します。

ページのタイプ ページ名 説明

一般設定 [支給] - [計算] [遡及再計算オプション]を [常時
再計算]または [再計算しない]に
することにより、遡及処理で再計
算する支給を指定します。

[控除] - [計算] [遡及再計算オプション]を [常時
再計算]または [再計算しない]に
することにより、遡及処理で再計
算する控除を指定します。

• [支給] - [自動作成累計]

• [控除] - [自動作成累計]

遡及方法が繰越の場合、[遡及処
理]グループボックスの [訂正を
使用]チェックボックスをオンにす
ると、残高累計の処理を上書きし
て、残高累計を訂正累計として処
理できます。

[訂正を使用]チェックボックスが
オンの場合、再計算期間の累計
が更新されます。

[支給元] - [処理詳細] 支給キーを定義します。

支給キーの値がセグメントに適用
されると、遡及調整で支給キーの
値が考慮されます。

カレンダー設定 [実行タイプ] • 遡及トリガの処理が可能な実行
タイプを指定します。

実行タイプは、カレンダーグ
ループに関連付けられたカレン
ダーに関連付けられます。カレ
ンダーグループの少なくとも 1
つのカレンダーが遡及トリガを処
理するように定義されている場
合、カレンダーグループでは、
実行タイプに定義された方法が
遡及トリガを処理するデフォルト
の方法として使用されます。

• 未処理の遡及デルタについて
の一致する実行タイプ条件を上
書きします。
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ページのタイプ ページ名 説明

[カレンダー] - [定義] カレンダー実行で処理する受給者
を選択します。遡及トリガ (アクティ
ブまたは非アクティブ)を持つ受給
者を選択できます。

[カレンダーグループ] 実行タイプのデフォルト値に基づ
いて遡及トリガを処理するかどう
かを指定します。

少なくとも 1つのカレンダーで遡及
トリガが処理される場合は、[遡及
トリガの処理]チェックボックスが
オンになります。それ以外の場合
にはこのチェックボックスはオフ
になります。遡及トリガを処理しな
いようオフにすることもできます。
ただし、このチェックボックスがデ
フォルトでオフになっている場合、
遡及トリガを処理するためにこれ
をオンにすることはできません。

複雑な遡及処理について
このセクションでは、以下のような複雑な状況において PeopleSoft グローバル ペイロールによって実行
される遡及処理の方法について詳しく説明します。

ここでは、以下の項目について説明します。

• 分割と遡及

• 繰越遡及での支給キーの使い方

• 遡及とポジティブ入力

• 遡及削除

• 遡及追加

• 通貨変更

分割と遡及

分割は、以下のような場合に遡及処理に影響します。

• 分割された期間が遡及で再計算されていて、元の計算の分割日が再計算の分割日と同一日でない場合

これは "セグメントの不一致" と呼ばれ、遡及デルタがどのように計算されるかに影響します。

• 遡及デルタが分割またはスライスされた期間に繰り越される場合

注: 分割は、[遡及再計算オプション] の [再計算しない] オプションの管理方法にも影響します。
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参照: 第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ

セグメントの一致および不一致の場合のデルタの計算

PeopleSoft グローバル ペイロールでのデルタの計算方法は、前回の期間の分割日と支給キーが再計算
期間での分割日と支給キーに一致するかどうかによって変わります。

セグメントが一致する場合

セグメント日が一致し、支給キーが同じ場合は、元のセグメントの再計算により各セグメントの新しい値が
求められ、各支給エレメントに対して新しい値から古い値を減算することにより遡及デルタが求められ、
新しい結果が出力テーブルに書き込まれます。このセクションの「例 1: セグメントが一致する遡及」を参
照してください。

セグメントが一致しない場合

セグメントが一致しない場合、古い値と新しい値は別々のセグメントに属しているとして処理されます。

• 前回の計算で存在した各セグメントに対して取り消しセグメントが作成され、その後、新しい再計算セ
グメントが作成されます。

• 取り消しセグメントでは総額/純額処理が行われないため、結果はありません。出力結果テーブルに書
き出される結果は、デルタおよび残高累計に対するものだけです。デルタを計算するために、新しい値
は 0 と仮定されます (デルタ = 新しい値 [0] - 古い値)。

新しい再計算セグメントでは総額/純額処理が行われ、新しい値が生成されます。新しい値は、出力結
果テーブルに書き出されます。デルタを計算するために、古い値は 0 と仮定されます (デルタ = 新しい
値 - 古い値 [0])。

参照: 第 32 章、 「分割の定義」 、 847ページ および 第 14 章、 「組織構造の定義」 、 361ページ

例 1: セグメントが一致する遡及

再計算期間のセグメント日が元の期間のセグメント日と一致する場合、遡及処理は簡単です。遡及が、
分割された期間にさかのぼって行われる例を以下に示します。

シナリオ:

• 元の 1 月の支給期間は支給グループの変更のために分割され、この変更は 1 月 16 日に有効になり
ます。

• 1 月の支給期間は、支給 1 が 300 から 600 に変更されたため、遡及に対して再計算される必要があ
り、この変更は 1 月 1 日に有効になります。
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セグメントが一致する遡及

期間 1

V1R1

セグメント 1 (1月 1日～ 15日)/支給グループABC

支給1 = 150

セグメント 2 (1月 16日～ 31日)/支給グループDEF

支給 1 = 150

V1R2

セグメント 1 (1月 1日～ 15日)/支給グループABC

支給1 = 300

セグメント 2 (1月 16日～ 31日)/支給グループDEF

支給 1 = 300

デルタ = 150、セグメント 1 (支給グループABC)

デルタ = 150、セグメント 2 (支給グループDEF)

1 月の支給期間が遡及で再処理される際に、元の分割日は保存されます。これらのセグメントのデルタ
を求めるために、 初にセグメント 1 とセグメント 1、セグメント 2 とセグメント 2 が照合され、次にそれぞ
れのセグメントの支給 1 の新しい値から古い値が減算されます。ただし、支給 1 は比例配分されるよう
に定義済みであると想定しています。分割のない遡及の場合と同じように、期間内の各セグメントは再計
算され、各セグメントの新しい値が出力結果テーブルに書き込まれます。
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注: この例と後続の例では、元のカレンダーと計算済みのカレンダーに V1R1、V1R2 などのバージョン番
号とレビジョン番号が付けられ、カレンダー期間の再計算が管理されます。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「再計算カレンダーの管理」 、 876ページ

例 2: セグメントが一致しない遡及

再計算期間のセグメント日が前回の期間のセグメント日と一致しない場合は、既に「分割の一致および
不一致の場合のデルタの計算」で説明した方法で遡及デルタが計算されます。

遡及が、分割された期間にさかのぼって行われる例を以下に示します。この例では、遡及時にこの支給
期間が再処理される際に、前回の分割日は次のように変更されます。

セグメントが一致しない遡及

シナリオ:

• 受給者が 1 月 11 日を有効日として会社 ABC から会社 DEF に移ったため、元の 1 月の支給期間は
分割されます。

• 受給者の会社変更の有効日が 1 月 11 日から 1 月 16 日に変更になったため、つまり分割日が 1 月
11 日から 1 月 16 日に変更になったため、元の支給期間は再計算されます。

• 受給者の支給 (支給 1) は 620 で、比例配分が定義されています。
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期間 1

V1R1

セグメント 1 (1月 1日～ 10日)/会社ABC

支給1 = 200

セグメント 2 (1月 11日～ 31日)/会社DEF

支給 1 = 420

V1R2

セグメント 1 (1月 1日～ 10日)/会社ABC (取り消し)

支給 1デルタ = <200>

セグメント 2 (1月 11日～ 31日)/会社DEF (取り消し)

支給 1デルタ = <420>

セグメント = (1月 1日～ 15日)/会社ABC (新しい再計算)

支給 1デルタ = 300

セグメント 4 (1月 16日～ 31日)/会社DEF (新しい再計算)

支給 1デルタ = 320

この例では、受給者の会社 ID が 1 月 11 日を有効日として変更されるため、元の 1 月の支給期間が分
割されます。その後、会社変更の有効日が 1 月 11 日から 1 月 16 日に変わったため、1 月のカレンダー
が遡及処理のため再びオープンされます。つまり、元の期間と再計算期間のセグメント日が一致していな
いということです。1 月のカレンダー期間が再計算される際に、セグメント 1 およびセグメント 2 には既に
再計算期間の正確な比較対照がないので、前の例のようなセグメントとセグメントの照合はできません。

セグメント 1 およびセグメント 2 の値は取り消され、セグメントごとにそれぞれ、−200 および −420 の負
のデルタが作成されます。次に、再計算期間内に、独自のセグメント ステータス レコードを持つ新しい再
計算セグメント (期間 3 と期間 4) が作成され、それぞれのデルタは 300 と 320 になります。各セグメン
トの新しい値は出力結果テーブルに書き込まれます。取り消しセグメントでは、残高累計およびデルタ出
力結果テーブルのみが更新されます。

注: スライス日が変更されても、元の期間と再計算期間の差額は遡及デルタの計算に影響しません。分
割日を変更する場合のみ、取り消しセグメントが必要になります。

例 3: 支給キーの値の変更による不一致

会社 ID などの支給キーの値が前回の計算と再計算の間で変更される場合があります。これはセグメン
トの不一致と見なされ、前回の計算と新しい計算は、セグメントの日付が一致しないかのように、別々の
セグメントに属しているものとして処理されます。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「繰越遡及での支給キーの使い方」 、 930ページ
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分割を伴う遡及での繰越調整

PeopleSoft グローバル ペイロールで調整値を繰り越す方法は、遡及デルタがスライスまたは分割された
カレンダーに繰り越されるかどうか、また、支給キーが定義されているかどうかよって変わります。状況に
かかわらず、以下のルールに従って処理されます。

• 分割を伴わない遡及の場合のように、現在の期間のカレンダーにデルタを繰り越せるかどうかを判断
するため、遡及マッチング条件が使用されます。つまり、元のカレンダーの従業員 ID、レコード番号、
支給元、支給グループ、および実行タイプが、現在の期間の繰越先カレンダーのそれらと一致する場
合にのみ、デルタは繰り越されます。

注: この支給グループの一致は、遡及制限ページの [異なる支給グループ間のデルタ繰越可] オプショ
ンを選択して上書きできます。この条件を上書きすると、デルタに関連付けられた支給グループが受給
者の現在の支給グループと一致しない場合でも、遡及デルタは現在の期間に自動的に繰り越されま
す。また、実行タイプの一致も上書きできます。これは、実行タイプ ページの [遡及調整ソース] グルー
プ ボックスに他の有効な実行タイプを指定することで行います。実行タイプの一致を上書きすると、デ
ルタが受給者の現在の実行タイプと一致しない場合でも、ここで指定した実行タイプについては、遡及
デルタが現在の期間に自動的に繰り越されます。ただし、他の条件は全て満たす必要があります。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「支給元レベルでの遡及処理の遡及期間制限および対象期間
制限の定義」 、 909ページ

• 全ての遡及マッチング条件が満たされると、現在の期間が分割されている場合は、現在のカレンダー
の 初のセグメントにデルタが合計され繰り越されます。

このセグメントがスライスされている場合は、このセグメントの 初のスライスに調整値が繰り越されま
す。

• 会社 ID、契約番号、事業所、または部門 ID のような条件に基づいて支給キーを定義した場合、調整値
は、全ての遡及マッチング条件を満たし、繰り越される調整値と同じ支給キーを持つ現在のカレンダー
の 初のセグメントにのみ繰り越されます。

このセグメントがスライスされている場合は、このセグメントの 初のスライスに調整値が繰り越されま
す。支給キーが一致するセグメントがない場合は、調整値を繰り越すための新しいセグメントが現在の
期間に作成されます。現在の期間が分割されているかどうかにかかわらず、新しいセグメントの日付は
全てそのカレンダー期間の日付になります。

注: 遡及マッチング条件は、現在の期間に調整を繰り越すかどうかを決めるために使用されます。条件が
全て満たされている場合、デルタは繰り越されます。標準マッチング条件に加えて、支給キーが使用され
ている場合は、調整値の繰越先を決めるためにこれらのキーが確認されます。現在の期間、または期間
内のセグメントが同じキーを持つ場合は、一致した支給キーを持つ現在の期間内の 初のセグメントに
調整値が繰り越されます。スライスの場合は、そのセグメント内の 初のスライスに繰り越されます。支給
キーの一致するセグメントがない場合にのみ、調整値を繰り越すための新しいセグメントが作成されます。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「繰越遡及での支給キーの使い方」 、 930ページ

例 1: 遡及を伴うエレメントの分割

以下の遡及を伴うエレメント分割の例では、デルタがどのように現在の期間に繰り越されるかを示してい
ます。ここでは、全ての遡及マッチング条件が満たされ、支給キーはないものとします。

シナリオ:

• 1 月 16 日に支給 1 の値を月額 310 から月額 620 に変更するために、期間 3 で期間 1 にさかのぼる
遡及です。このとき、支給 1 は比例配分されるように定義されているとします。
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• 支給 1 はエレメントを分割するためエレメント リスト上にあり、本来分割されていない期間の中間で、ス
ライス 1 およびスライス 2 に分割されることになります。

次の図は、再計算期間でのエレメントの分割と現在のカレンダーで分割がない例を表しています。支給
キーはなく、遡及マッチング条件は満たされています。

再計算期間でのエレメントの分割と現在のカレンダーでセグメントがない場合の例

期間 1 期間 2 期間 3

V1R1 V1R1 V1R1

セグメント 1 (1月 1日～ 31日)

支給 1 = 310

セグメント 1 (2月 1日～ 28日)

支給 1 = 310

セグメント 1 (3月 1日～ 31日)

支給 1 = 1085 [620 + (155 + 310)]

V1R2 V1R2

セグメント 1 (1月 1日～ 31日)

スライス 1 (1月 1日～ 15日)

支給 1 = 155

スライス 2 (1月 16日～ 31日)

支給 1 = 310

デルタ = 155 [(155 + 310) − 310]

セグメント 1 (2月 1日～ 28日)

支給 1 = 620

デルタ = 310 (620 − 310)

• 期間 1 の V1R2 で作成されたデルタ 155 は、期間 3 の V1R1 のセグメント 1 に繰り越されます。

• 期間 2 の V1R2 で作成されたデルタ 310 は、期間 3 の V1R1 のセグメント 1 に繰り越されます。

期間 1 の遡及デルタが計算される際に、期間 1 の支給 1 の古い値 310 がスライス 1 とスライス 2 の支
給 1 の合計 (155 + 320) から減算されます。分割を伴わない遡及の場合と同じように、全てのデルタが
現在の期間、つまり 3 月に遡及マッチング条件を使用して繰り越されます。
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例 2: 遡及と期間分割の組み合わせ

以下の期間分割を伴う遡及の例では、分割された再計算期間から分割された現在の期間に遡及デルタ
が繰り越される方法を示しています。ここでは、遡及マッチング条件を使用して、繰越先には 初のスラ
イスまたはセグメントが選択されています。

シナリオ:

• 1 月 16 日付けで部門 ID が部門 A から部門 B に変更されたために期間 3 で期間 1 にさかのぼる遡
及を処理する際に、1 月の再計算カレンダーで期間分割が発生しています (元の期間は分割されてい
なかったものとします)。

• 支給 1 の値は、3 月に月額 310 から月額 620 に増加したため、1 月 1 日にさかのぼって遡及を行い
ます (支給 1 は比例配分されるように定義されているとします)。

• 3 月 16 日に部門 ID が部門 B から部門 C に変更されます。これは、現在の期間だけに影響するた
め、現在のカレンダーが分割されます。

下記の図は、再計算期間と現在のカレンダーの両方における期間分割の例を示しています。支給キー
はなく、遡及マッチング条件は満たされています。

再計算期間と現在のカレンダーの期間分割の例

期間 1 期間 2 期間 3

V1R1 V1R1 V1R1
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期間 1 期間 2 期間 3

セグメント 1 (1月 1日～ 31日)/部
門A

支給1 = 310

セグメント 1 (2月 1日～ 28日)/部
門A

支給1 = 310

セグメント 1 (3月 1日～ 15日)/部
門B

支給1 = 930 [310 + (310 + 310)]

セグメント 2 (3月 16日～ 31日)/
部門C

支給1 = 310

V1R2 V1R2

セグメント 1 (1月 1日～ 31日)/部
門A

支給1 (取り消しセグメント) = <310>

セグメント 2 (1月 1日～ 15日)/部
門A

支給1 = 310

セグメント 3 (1月 16日～ 31日)/
部門B

支給1 = 310

デルタ = 310 [(310 + 310) − 310]

セグメント 1 (2月 1日～ 28日)/部
門B

支給1 = 620

デルタ = 310 (620 − 310)

• 期間 1 の V1R2 で作成されたデルタ 310 は、期間 3 の V1R1 のセグメント 1 に繰り越されます。

• 期間 2 の V1R2 で作成されたデルタ 310 は、期間 3 の V1R1 のセグメント 1 に繰り越されます。

1 月に対する遡及デルタの計算では、取り消しセグメントであるセグメント 1 のデルタがセグメント 2 お
よびセグメント 3 と合計されます。そして、2 月のデルタが計算されるときは、V1R2 の支給 1 の値から
V1R1 の支給 1 の値が減算されます。その後、1 月および 2 月の再計算期間からのデルタ (310 + 310)
が、遡及マッチング条件を満たす現在のカレンダー、つまり 3 月の給与計算カレンダーの 初のセグメ
ントに繰り越されます。

例 3: 遡及と期間分割の組み合わせ - 支給キー使用の場合

以下のシナリオでは、遡及マッチング条件が満たされ、標準遡及マッチング条件に加えて支給キーが定
義されている場合の遡及デルタの処理方法を示しています。ただし、再計算期間の支給キーは、現在の
カレンダーの支給キーと一致していません。

シナリオ:

• 支給 1 の値は、3 月に月額 310 から月額 620 に増加したため、1 月 1 日にさかのぼって遡及を行い
ます。これによって、1 月および 2 月のカレンダーが再計算されます。

• 3 月 1 日に受給者は会社 ABC から会社 DEF に移っています。会社 ID は支給キーとして定義されて
います。

• 3 月 16 日に部門 ID が部門 A から部門 B に変更されます。これは、現在の期間のみに影響するた
め、現在のカレンダーが分割されます。
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会社が支給キーとして定義され、遡及マッチング条件が満たされている場合の例

期間 1 期間 2 期間 3

V1R1 V1R1 V1R1

セグメント 1 (1月 1日～ 31日)/部
門A、会社ABC

支給1 = 310

セグメント 1 (2月 1日～ 28日)/部
門A、会社ABC

支給1 = 310

セグメント 1 (3月 1日～ 15日)/部
門A、会社DEF

支給 1 = 310

セグメント 2 (3月 16日～ 31日)/
部門B、会社DEF

支給 1 = 310

セグメント 3 (3月 1日～ 31日)/部
門A、会社ABC

支給1 = 620 (310 +310)

V1R2 V1R2

セグメント 1 (1月 1日～ 31日)/部
門A、会社ABC

支給1 = 620

デルタ = 310 (620 − 310)

セグメント 1 (2月 1日～ 28日)/部
門A、会社ABC

支給1 = 620

デルタ = 310 (620 − 310)

• 期間 1 の V1R2 で作成されたデルタ 310 は、期間 3 の V1R1 のセグメント 3 に繰り越されます。

• 期間 2 の V1R2 で作成されたデルタ 310 は、期間 3 の V1R1 のセグメント 3 に繰り越されます。
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1 月および 2 月の遡及デルタが 初に計算される際には、遡及マッチング条件を基に、現在のカレン
ダー (3 月) の 初のセグメントへのこれらの遡及デルタの繰り越しが試行されます。しかし、これらのデ
ルタは会社 ABC の従業員に対して作成されていますが、この従業員は 3 月 1 日付けで会社を移り、現
在は会社 DEF に属しています。会社は支給キーとして定義されているので、他の遡及マッチング条件が
全て満たされていても、デルタは現在のカレンダー (3 月) の 初のセグメントに繰り越されません。その
代わりに、3 月の支給期間と同じ開始日と終了日を持つ別のセグメントが作成され、デルタがこの新しい
セグメントに移されます。

注: これらの例では、繰越遡及だけを扱っています。これは、遡及方法が訂正で、エレメントを繰り越すよ
うに定義していない限り、現在の期間で処理される調整が繰越遡及でしか生成されないためです。分割
と訂正遡及の組み合わせの場合は、上の例と同じように遡及デルタが計算されます。ただし、繰越遡及
と異なり、そのエレメントに対して再計算された値は前回の計算値と置き換えられます。前回計算済みの
期間と再計算済みの期間との純支給額の差は、銀行振込処理によって処理されます。

繰越遡及での支給キーの使い方

支給キーは、遡及処理の際、調整値がどのように現在の期間に繰り越されるかに影響します。

参照: 第 14 章、 「組織構造の定義」 、 361ページ

支給キーと繰越

現在の期間の支給キーが、再計算される期間の支給キーと一致しない場合、調整は現在のカレンダー
期間の別の総額/純額として管理される必要があります。たとえば、会社が支給キーとして定義されてい
るとします。会社 ABC で勤務する受給者が、現在の期間に会社 DEF に移ります。このような場合、受給
者が会社 ABC に所属していた前回の期間にさかのぼる遡及処理と、受給者の前回のカレンダーから
現在の期間のカレンダーへの調整値の繰越が可能です。調整値は会社 ABC に関連付けられ、現在の
期間は会社 DEF に関連付けられています。この状況では、調整値は現在の期間の別の総額/純額とし
て管理されます。

調整値の繰越の有無や繰越先が決定されるときには、以下の処理が行われます。

1. 遡及マッチング条件が満たされているかどうかが判断されます。

マッチング条件が満たされている場合は、遡及デルタが調整値として現在の期間に繰り越されま
す。

2. 会社 ID、契約番号、事業所、部門 ID などの条件に基づいて、支給キーが定義されているかどう
かが確認されます。

支給キーが定義されている場合は、これらのキーが確認され、調整値の繰越先が決定されます。
繰り越された調整値に関連付けられている支給キーの値が現在の期間での支給キーの値と等しい
場合、調整値は、支給キーが一致する現在の期間の 初のセグメントに繰り越されます。そのセグ
メントにスライスが含まれる場合は、そのセグメントの 初のスライスに調整値が繰り越されます。

3. 一致する支給キーを持つセグメントが見つからない場合は、調整値の繰越先として現在の期間に
新しいセグメントが作成されます。

調整値は、現在の期間の別の総額/純額として管理されます。現在の期間が分割されているかど
うかにかかわらず、新しいセグメントの日付はそのカレンダー期間全体の日付と同じになります。

新しいセグメントは、非アクティブ セグメントのステータスで、ほかの全ての総額/純額計算と同様
にプロセス リストに従って処理されます。支給と控除は、このセグメントで再び処理されます。計
算結果は、このタイプのセグメントに期待されるものではない場合もあります。このセグメントで支
給と控除の再処理を防ぐ場合は、ジェネレーション コントロール エレメントを定義して、セグメント
ステータスが非アクティブ セグメントのセグメントを除外できます。
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このカレンダーを対象とするポジティブ入力 (PI) は、全ての作成済みのポジティブ入力セクション
と同様に、ジェネレーション コントロールにかかわらず、非アクティブ セグメントのセグメントで再
び処理されることはありません。

参照: 第 7章、 「計算エレメントの定義」 、 137ページ; 第 15 章、 「エレメント処理の定義」 、 381ページ お
よび 第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

例 1: 支給キー値に変更がない場合

現在の期間の支給キーが再計算期間の支給キーと一致する場合、調整値は現在の期間に繰り越され
ます。新しいセグメントは作成されません。以下の例で、1 月にさかのぼる 2 月の遡及について考えてみ
ます。

シナリオ:

• 会社 ID が、支給キーとして定義されています。

• 受給者の支給 (支給 1) は、1 月にさかのぼって 500 から 900 に変更されます。この結果、期間 1 は
再計算される必要があります。

支給キーの値に変更がない場合

期間 1 期間 2

V1R1 V1R1

セグメント 1 (1月 1日～ 31日)/会社ABC

支給1 = 500

セグメント 1 (2月 1日～ 28日)/会社ABC

支給1 = 1300 (900 +400)
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期間 1 期間 2

V1R2

セグメント 1 (1月 1日～ 31日)/会社ABC

支給1 = 900

デルタ = 400 (900 − 500)

期間 1 の V1R2 で作成されたデルタ 400 は、期間 2 の V1R1 のセグメント 1 に繰り越されます。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「再計算カレンダーの管理」 、 876ページ

例 2: 現在のカレンダー期間で支給キー値に変更がある場合

現在の期間の支給キーが、再計算された期間の支給キーと一致しない場合は、調整値が繰り越される
新しいセグメントが現在の期間に作成されます。以下の例で、1 月にさかのぼる 2 月の遡及について考
えてみます。

シナリオ:

• 会社 ID が、支給キーとして定義されています。

• 受給者の支給 (支給 1) は、1 月にさかのぼって 500 から 900 に変更されます。この結果、期間 1 は
再計算される必要があります。

• 2 月 1 日付けで、受給者は会社 ABC から会社 DEF に移ります。

支給キーの値の変更がある場合
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期間 1 期間 2

V1R1 V1R1

セグメント 1 (1月 1日～ 31日)/会社ABC

支給1 = 500

セグメント 1 (2月 1日～ 28日)/会社DEF

支給 1 = 900

セグメント 2 (2月 1日～ 28日)/会社ABC

支給1 = 400

V1R2

セグメント 1 (1月 1日～ 31日)/会社ABC

支給1 = 900

デルタ = 400 (900 − 500)

期間 1 の V1R2 で作成されたデルタ 400 は、期間 2 の V1R1 のセグメント 2 に繰り越されます。

この例での受給者は 2 月に会社 ABC から会社 DEF に移っているため、現在のカレンダー (2 月) の支
給キーは再計算されたカレンダー (1 月) の支給キーとは一致しなくなっています。その結果、期間 1 の
V1R2 からの調整値が繰り越される新しいセグメント (セグメント 2) が 2 月に自動的に作成されます。こ
の新しいセグメントの開始日および終了日は、現在の期間 (2 月 1 日～ 28 日) と同じになります。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「再計算カレンダーの管理」 、 876ページ

支給キーと遡及デルタ

定義済みの支給キーの値がさかのぼって変更された場合、支給キーの一方のセットに関連付けられた
カレンダーは値が変更された支給キーを使って再処理される必要があり、この状況は "セグメントの不
一致" と判断されます。前回の期間と現在の期間の間で支給キーが一致するセグメントがなければ、古
い支給キーのデルタから求められた調整値を繰り越すために、現在の期間に新しいセグメントが作成さ
れます。以下の例でこの処理を説明します。

シナリオ:

• 受給者は、2 月に会社 ABC から会社 DEF に移っています。この変更は、1 月までさかのぼって行わ
れます。

• 会社 ID が、支給キーとして定義されています。

• この受給者の支給 (支給 1) は、1 月にさかのぼって 500 から 900 に変更されます。この結果、期間
1 は再計算される必要があります。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 933



遡及処理の定義 第 33 章

支給キーと遡及デルタ

期間 1 期間 2

V1R1 V1R1

セグメント 1 (1月 1日～ 31日)/会社ABC

支給1 = 500

セグメント 1 (2月 1日～ 28日)/会社DEF

支給 1 = 1800 (900 +900)

セグメント 2 (2月 1日～ 28日)/会社ABC

支給1 = <500>

V1R2

セグメント 1 (1月 1日～ 31日)/会社ABC

支給1 (取り消しセグメント) = 0

セグメント 2 (1月 1日～31日)/会社DEF

支給 1 (再計算セグメント) = 900

デルタ = <500>、会社ABC

デルタ = 900、会社DEF
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• 期間 1 の V1R2 で作成されたデルタ <500> は、期間 2 の V1R1 のセグメント 2 に繰り越されます。

• 期間 1 の V1R2 で作成されたデルタ 900 は、期間 2 の V1R1 のセグメント 1 に繰り越されます。

1 月の支給 1 の遡及デルタの計算では、通常の計算 (支給 1 の古い値 500 と支給 1 の新しい値 900 を
照合し、900 − 500 = 400 のように差分を算出) が行われません。別のセグメントに属している支給 1 の
古いバージョンと新しいバージョンは、それぞれ異なる支給キーにリンクされているので、対応関係はなく
なります。デルタを求めるには、まず V1R1 の支給 1 の古い値を取り消す必要があります。つまり、期間
1 の支給 1 の前回の計算は、新しいセグメントの中に対応する値がないものとして扱われ、0 から 500 が
減算され負の値 −500 が生成されます。同様に、期間 1 の支給 1 の新しい計算は、古いセグメントの中
に対応する値がないと見なされるので、900 から 0 が減算され、新しい支給 1 の値 900 が生成されます。

注: 分割されていて、再計算期間のセグメント日が元の期間のセグメント日と一致しない場合も、"セグメ
ントの不一致" が発生します。

支給キーによるデルタの合計

前述の例では、重要なルールを示しています。つまり、デルタの合計と繰越を行う場合、合計されるのは
同じ支給キーを持つデルタのみであり、1 つの支給キーのセットに関連付けられているデルタを、別の
キーに関連付けられているエレメントに繰り越すことはできないということです。前述の例では、期間 1 の
V1R2 で作成されたデルタ (<500>) は、期間 1 の V1R2 で作成されたデルタ 900 に加算されません。こ
れは、これらのデルタがそれぞれ異なる支給キーに関連付けられているためです。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「分割と遡及」 、 920ページ

遡及とポジティブ入力

ポジティブ入力のインスタンスを修正するには、元の入力を行った支給期間で調整を行います。たとえ
ば、現在 7 月であるとして、5 月に行ったポジティブ入力を修正する必要がある場合は、5 月のカレンダー
のポジティブ入力ページにアクセスして、該当するインスタンスを追加、削除、または修正します。

オンラインでの変更が検出されるように遡及トリガを定義した場合は、その受給者の次の給与計算サイ
クルを実行する際に、この変更を使用してカレンダー期間が再計算されます。

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「ポジティブ入力の遡及調整」 、 457ページ

遡及削除

雇用終了、支給グループの異動、または給与計算システムの変更をさかのぼって行う際に遡及削除が
発生します。これらの場合には全て、変更が実際に有効になってから、そのことを知らされることになりま
す。結果として、本来計算されるべきではない期間について総額/純額が計算されてしまうため、その計
算結果を完全に取り消す必要があります。

例 1: 繰越遡及を伴う支給グループの異動

シナリオ:

• 期間 1 で、受給者は支給グループ A に属します。支給 1 = 100 です。

• 期間 2 で、この受給者は期間をさかのぼって支給グループ A から支給グループ B へ異動します。こ
の異動は期間 1 から有効になります。支給 1 = 200 です。

• 期間 2 で期間 1 にさかのぼって処理するために遡及計算を実行します。
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期間 1 - 支給グループ A のカレンダー

V1R1

セグメント 1

支給 1 = 100

V1R2

セグメント 1/支給グループA

支給1 (取り消しセグメント) = 0

デルタ = <100>

• 期間 1 の V1R2 の支給 1 は、完全に取り消されます。この受給者は、支給グループ A のこの期間に
対して総額/純額が計算される必要がないため、新しいセグメントは作成されません。

• 期間 1 の V1R2 に対する支給 1 のデルタ <100> は、受給者が既に支給グループ A に属していないた
め、現在のカレンダー (期間 2) について処理されません。現在のカレンダーの支給グループが B であ
る場合、手動で未処理のデルタを支給グループ B の繰越先カレンダーに割り当てるまでは、このデル
タは調整値として繰り越されません。

遡及追加

採用または支給グループの異動がさかのぼって行われる場合は、遡及追加が発生します。遡及を伴う
採用では、前回の計算 (前回の総額/純額) はありません。遡及を伴う支給グループ異動の場合、遡及
追加では、受給者の異動先の支給グループが照会されます。

例 1: 繰越遡及を伴う遡及追加

シナリオ:

• 期間 2 で、新しい受給者を期間 1 で採用したという情報を受け取りました。

• 初の遡及計算では、期間 2 で期間 1 にさかのぼって処理を行います。

期間 1 期間 2

V1R1 V1R1

存在せず セグメント 1

支給 1 = 200 (100 + 100)
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期間 1 期間 2

V1R2

セグメント 1

支給 1 = 100

デルタ = 100

• 期間 1 の V1R2 は、この期間の遡及処理を表しています。バージョン番号 1 が存在しない場合でも、レ
ビジョン番号は 2 となります。これは遡及方法が繰越のため、再計算が正しい結果を表さないためです。

• 期間 1 の V1R2 のデルタは、期間 2 の V1R1 へ調整値として繰り越されます。

通貨変更

PeopleSoft グローバル ペイロールでは、カレンダーが遡及のために再処理される場合、 初に処理を
行った時の通貨を使用します。このことは、遡及処理では、支給期間の元の計算と同一の通貨を使用して
前回の期間を再計算する必要があるため、重要と言えます。たとえば、再計算期間と現在の期間で支給
元レベルで処理通貨を変更した場合でも、新しい値と古い値の差は元の計算の通貨で計算されます。つま
り、遡及デルタは繰越先期間の処理通貨に換算されるということです。通貨の換算には、現在のセグメン
トの為替レート情報 (受給者レベルで定義された為替レート タイプと為替レート有効日) が使用されます。

たとえば、1998 年 1 月から 1998 年 6 月まで、通貨をフランス フラン (FRF) に設定したとします。7 月
に、会社はユーロの使用を決定しました。7 月に、受給者に対し 1998 年 6 月に対する遡及がある場合、
再計算は全て FRF を使って処理されます。デルタが計算される場合は、まず FRF を使って計算され、そ
の後現在のセグメントと同じ為替レート情報を使ってユーロに換算されます。遡及調整は、現在の期間に
ユーロ換算で繰り越されます。

遡及処理のヒント
このセクションでは、遡及処理の使用に関するヒントを提供します。

質問 回答

繰り越された調整値を受け取るエレメントの値は
何ですか。

• 繰越遡及を使用する場合、調整値は常にエレメントの
変換値に含まれます。

• 出力結果で、支給と控除に対する現在の値と調整
値は別々に保存されます。ただし、エレメントが使
用される際には、この 2つの値が合計され、エレメ
ントの変換値が取得されます。

• バッチ処理モジュールによって、エレメントが使用され
る際に現在の値と調整値が合計されます。
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質問 回答

現在の値とエレメントの調整値を個別に保存する
にはどうすればよいでしょうか。

通常、繰越遡及を使用する場合、調整値はエレメント
の変換値に含まれます。ただし、エレメントの調整値
を現在の値と分けて保存しておく場合には、遡及プ
ロセス上書きページを使用して別のエレメントにその
調整値を繰り越します。エレメントの目的が調整値を
管理することである場合は、ほかのエレメントを計算
ルール"金額= 0"で定義します。

PeopleSoft グローバルペイロールでは、複数の国にわ
たった遡及の計算ができますか。

デフォルトの遡及方法、遡及プロセス定義、およびトリガ
イベント IDは国ごとに定義されます。複数の国にわたる
遡及の計算は行われません。ただし、受給者が別の国
に移っていて、その後受給者が 初の国での雇用時に
追加支給を受ける必要があったことが判明した場合は、
元の国で非アクティブであっても遡及処理が可能な場合
があります。これは、支給元レベルで適用される対象期
間制限や、受給者が非アクティブになってから遡及処
理の対象にしておく期間を決定するためのその他の
処理ルールによって決まります。

複数のトリガが作成され、それぞれで別の遡及プロセ
ス定義が指定されていると、どうなるでしょうか。

複数の遡及イベントが発生して、トリガテーブルに複数
の遡及トリガの書き込みが発生したと考えてください。こ
れらのトリガによって、異なったプロセス定義を使用して
処理 (再計算)されるカレンダー実行が呼び出された場
合は、不整合が発生します。このような状況では、遡及
処理を起こすイベントによって、同一カレンダーで同一受
給者に対して複数のプロセス定義のアプリケーションが
起動されるので、エラーメッセージが出力され、遡及は
処理されません。現在の期間だけが処理されます。遡及
トリガは、処理済みにはなりません。

注: 国別設定ページで指定した [不整合時の遡及方法]
は、ここで説明した不整合状況では適用されません。こ
の状況では、不整合時の遡及方法によって不整合が解
決されることはありません。ただし、"トリガ確認"の遡
及ページで遡及トリガに関連付けられているイベン
ト IDを変更することはできます。
同一受給者に対して、特定のカレンダー実行の遡及処
理を引き起こす遡及イベントで複数のプロセス定義を
指定することはできません。カレンダーグループ内
の全てのカレンダーに対して同一プロセスが適用さ
れる必要があります。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「デフォルト遡及方法の定義」 、 891ページ

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 405ページ
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銀行振込の定義

この章では、銀行振込の概要および以下の作業を行う方法について説明します。

• 銀行と支店の定義

• 資金供給の設定

• 振込スケジュールの定義

• 控除受取人の定義

• 控除と受給者への受取人の割り当て

• 受給者純支給額配分の定義

• 銀行振込処理の実行

• 銀行振込処理結果のカレンダー グループ別確認

• 国別処理での銀行振込情報の使用

• 銀行振込での遡及計算の使用

銀行振込について
このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 銀行振込処理の実行

• 設定要件

• バッチ処理

• 銀行業務プロセス フロー

銀行振込処理

PeopleSoft グローバル ペイロールの銀行振込処理では以下の作業が行われます。

• 設定

• バッチ処理

• 国別拡張機能のタスク

この章では、設定とバッチ処理について説明します。国別拡張機能で銀行振込処理を行う方法の詳細
については、該当する国の『PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロール 9.0 PeopleBook』の銀行振替
処理に関するセクションを参照してください。
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注: 受給者に対して自動振込や電子振替 (ファーム バンキング) を行わない組織では、銀行振込機能を
使用する必要はありません。

設定要件

ここでは、以下の項目について説明します。

• 銀行の設定要件

• 資金供給の設定要件

• 支払い先の設定要件

銀行の設定要件

銀行および支店とは、給与資金の供給と給与計算結果の受け取りを行う金融機関を指しています。

銀行を設定するには、以下の手順に従います。

1. 銀行テーブル ページで銀行情報を設定します。

銀行は、銀行テーブル ページで設定します。このページでは、給与資金供給および支給処理に
かかわる全ての金融機関の基本情報も設定します。このページの入力を完了しないと、銀行を送
金元銀行口座または受取人として指定できません。

2. 支店テーブル ページで支店情報を指定します (省略可)。

ここでは、どの支店がどの銀行に属するかを定義します。銀行には 1 つまたは複数の支店を割り
当てることができます。

注: 国によっては、銀行の支店情報が不要な場合もあります。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「銀行と支店の定義」 、 944ページ

資金供給の設定要件

資金供給とは、給与資金の供給源を指します。

資金供給を設定するには、以下の手順に従います。

1. 電子振替フォーマット ページで、国別にファーム バンキング (FB) フォーマットを定義します。

2. 送金元銀行口座ページで、給与計算の送金元銀行を指定します。

送金元銀行とは、給与の引き出し元です。各送金元銀行について、適切な銀行と支店、口座番
号、および FB フォーマットを指定します。

3. 送金元銀行リンク ページで資金供給元のレベルを定義します。

1 つの組識に、さまざまなレベルの資金供給元 (送金元銀行) を設定できます。組織全体の給与
資金供給元として 1 つの銀行を指定する場合もあれば、会社などの下位レベルでそれぞれ資金
供給元を指定する場合もあります。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「資金供給の設定」 、 944ページ

支払い先の設定要件

ここでの "支払い先" とは、給与金額の受取り先を指します。純支給額は受給者に支給され、控除額は
医療保険取扱機関や政府機関などの受取人に支払われます。
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支払い先を設定するには、以下の手順に従います。

1. 振込スケジュールは、[HRMS 基本設定] の下にある "銀行振込" の振込スケジュール ページで
定義します。

2. 控除受取人定義ページで受取人を定義します。

受取人には、組織 (一般受取人) と個人 (個人受取人) があります。

3. 受取人を控除に割り当てます。

受取人のタイプによって手順が異なります。

4. 銀行口座管理ページおよび "純支給額配分の指定" ページで、個人の銀行口座情報や支給詳
細を指定します。

個人の純支給額をファーム バンキングによって支給するには、この設定が不可欠です。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「振込スケジュールの定義」 、 948ページ; 第 34 章、 「銀行振込
の定義」 、 「控除受取人の定義」 、 950ページ; 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「控除と受給者に対する
受取人の割り当て」 、 953ページ および 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「受給者の純支給額配分の定
義」 、 957ページ

バッチ処理

銀行振込のバッチ処理は、グローバル ペイロール コア アプリケーションと国別拡張機能で行われます。

銀行からの支給情報を処理するには、以下の手順に従います。

1. 休暇欠勤/給与計算ページで支給の実行を 終決定します。

銀行振込のプロセスを実行する前に、給与計算実行を 終決定するか、または支給アイテムを承
認する必要があります。

2. 支給準備プロセス ページを使用して、銀行振込プロセスを実行します。

銀行振込のプロセスは、給与計算結果を取得して支給テーブル (GP_PAYMENT) を作成するバッ
チ処理です。支給テーブルには各受取人の詳細が含まれます。このテーブルによって、受取人、
支払金額、送金元銀行、および口座番号が識別されます。

注: 銀行振込のプロセスは、給与計算と同じ順序で実行する必要があります。たとえば、11 月と
12 月の給与計算を 終決定し、11 月の給与計算に関する銀行振込のプロセスを実行する前に
12 月の給与計算に関する銀行振込のプロセスを実行しようとすると、エラーが発生します。

3. 国別のバッチ処理を実行します。

各国には、データを電子送信するための独自のファイル フォーマット要件があります。支給ファイ
ルからデータを抽出して適切なフォーマットに変換するための、各国用のプロセスが用意されて
います。

注: 各国用のバッチ処理の詳細については、対応する国の『PeopleSoft Enterprise グローバル ペイロー
ル 9.0 PeopleBook』の銀行振込に関するセクションを参照してください。

銀行振込プロセス (ステップ 2) の結果と国別バッチ処理 (ステップ 3) の結果は、"カレンダー グループ
別支給額の確認" コンポーネントで確認できます。
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関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「処理の概念」 、 580ページ

第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「銀行振込結果のカレンダー グループ別確認」 、 965ページ

銀行振込処理のフロー

次の図に、銀行振込処理を示します。
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グローバル ペイロール コア アプリケーションの銀行振込プロセス
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銀行と支店の定義
銀行と銀行支店を定義するには、銀行 (BANK_EC) コンポーネントを使用します。

このセクションでは、銀行と支店の定義の概要と、使用するページについて説明します。

銀行と支店の定義について

銀行と支店の情報を設定するには、銀行テーブル ページと支店テーブル ページを使用します。

銀行と支店の定義に使用するページは、PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理のアプリケーション
全てに共通するページです。これらのページについては『PeopleSoft アプリケーションの基礎 PeopleBook』
で説明しています。

各ページの用途の概要については、前セクションの設定要件の説明を参照してください。

関連項目:

第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「設定要件」 、 940ページ

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「銀行および銀行支店の設定」

銀行および銀行支店の設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[銀行テーブル] BANK_EC [HRMS基本設定]、[共通定
義]、[金融機関関連]、[銀
行]、[銀行テーブル]

全ての金融機関の基本情
報を設定します。

[支店テーブル] BANK_BRANCH_EC [HRMS基本設定]、[共通定
義]、[金融機関関連]、[銀
行]、[支店テーブル]

銀行の支店情報を定義し
ます。国によっては、銀行
の支店情報が不要な場
合もあります。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「銀行および銀行支店の設定」

資金供給の設定
電子振替フォーマットを定義するには、電子振替フォーマット (EFT_NAME) コンポーネントを使用します。送
金元銀行を定義するには、送金元銀行口座 (SRC_BANK) コンポーネントを使用します。また、デフォルトの
送金元銀行を支給元に定義したり、送金元銀行を支給元に関連付けたりするには、支給元 (GP_PYENT)
コンポーネントを使用します。

このセクションでは、以下の作業を行う方法を説明します。

• 電子振替フォーマットの定義

• 送金元銀行の定義

• 支給元のデフォルト送金元銀行の定義
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• 送金元銀行と支給元の関連付け

資金供給の設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[電子振替フォーマット] EFT_NAME [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[銀行振込]、[電子振
替フォーマット]、[電子振
替フォーマット]

各国のファームバンキン
グ (FB) フォーマットを定義
します。FBフォーマットは、
多くの銀行で採用されてい
る標準の形式です。

[送金元銀行口座] SRC_BANK [HRMS基本設定]、[共通定
義]、[金融機関関連]、[送
金元銀行口座]、[送金
元銀行口座]

送金元銀行とFBフォー
マットを定義します。

[処理詳細] GP_PYENT_PRCS_DTL [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、[組
織]、[支給元]、[処理詳細]

支給元に対してデフォル
トの送金元銀行を定義
します。

[送金元銀行リンク] GP_PE_SBANK_LNK [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[フレームワーク]、[
組織]、[支給元]、[送金
元銀行リンク]

指定した支給元に関連付
けられている会社、部門、
事業所または支給グルー
プに対して送金元銀行を
定義します。

注: この設定は省略できま
す。"送金元銀行リンク"
ページが空白の場合は、
処理詳細ページで支給
元ごとに定義したデフォ
ルトの送金元銀行が使
用されます。

FB フォーマットの定義

電子振替フォーマット ページにアクセスします。

電子振替フォーマット ページ

[国コード] このページにアクセスするために入力した国コードが表示されます。

[FB フォーマット名] FB フォーマット名を入力します。FB フォーマットは、各国で SQR を実行す
るときに認識されるその国独自の値です。FB フォーマット名を定義したら、

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 945



銀行振込の定義 第 34 章

送金元銀行口座ページで、この情報を使用して送金元の FB フォーマット
を指定できます。

注: 各国の FB フォーマットの詳細については、対応する国の『PeopleSoft
Enterprise グローバル ペイロール 9.0 PeopleBook』の銀行振込に関するセ
クションを参照してください。

送金元銀行の定義

送金元銀行定義のページは、ヒューマン リソース管理のアプリケーション全てに共通するページです。こ
のページについては『PeopleSoft アプリケーションの基礎 PeopleBook』に説明があります。

送金元銀行口座ページの用途の概要については、この章の資金供給の設定要件についての説明を参
照してください。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「銀行および銀行支店の設定」、
「銀行の設定」

第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「設定要件」 、 940ページ

支給元のデフォルト送金元銀行の定義

[送金元銀行リンク] ページの [送金元銀行 ID] フィールドに、支給元のデフォルト銀行を指定します。"
送金元銀行リンク" ページで送金元銀行を定義しない場合は、処理詳細ページで定義したデフォルトの
送金元銀行が使用されます。

処理詳細ページについては、この PeopleBook の別の章に説明されています。

関連項目:

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「支給元の処理詳細の入力」 、 371ページ

支給元と送金元銀行の関連付け

送金元銀行リンク ページにアクセスします。

送金元銀行リンク ページ
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給与資金は複数の送金元銀行から供給できます。送金元銀行リンク ページを使用して、支給元の給与
資金を供給する送金元銀行口座を定義します。処理詳細ページで定義した支給元のデフォルト送金元
銀行から給与資金を供給する場合は、このページは空白にしておきます。

[組織リンク オプション] 給与資金供給を行う組織レベルを選択します。[会社]、[部門]、[事業所]、
[支給グループ] のいずれかを選択します。

参照: 第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「支給元の処理詳細の入力」 、 371
ページ

注: このフィールドの値が変更されると、[組織リンク リスト] グループ ボッ
クスの入力値は、全てクリアされます。

[全組織ユニットのロード] このボタンをクリックすると、[組織リンク リスト] グループ ボックスにデー
タがロードされます。有効日時点でアクティブな組織ユニットが全てロード
されます。

[組織リンク リスト]

このグループボックスでは、[組織リンク オプション] フィールドで選択した各組識ユニットについて送金
元銀行 ID を選択します。

[組織ユニット] [組織リンク オプション] に指定した組織レベルの組織ユニットを選択しま
す。

[送金元銀行 ID] 各組識ユニットの送金元銀行 ID を入力します。

例

支給元に 10 個の支給グループがあるとします。支給グループのうち 2 グループだけがそれぞれ異なる
送金元銀行を使用し、残りの 8 グループは同じ送金元銀行を使用するとします。

この支給元に送金元銀行を設定するには、[組織リンク オプション] フィールドに [支給グループ] を選択
します。

[組織リンク リスト] グループ ボックスにデータを設定するには、以下の 2 とおりの方法があります。

• 10 個の支給グループを全て [組織リンク リスト] に表示します。

同一の送金元銀行を使用する 8 つの支給グループには同一の送金元銀行 ID を選択し、別の送金元
銀行を使用する 2 つの支給グループにはそれぞれの送金元銀行 ID を選択します。

• 処理詳細ページで 8 つの支給グループにはデフォルトの送金元銀行 ID を定義し、送金元銀行リンク
ページでは別の送金元銀行 ID を持つ 2 つの支給グループ用の 2 行だけに情報を入力します。

注: [組織リンク リスト] グループ ボックスを空白にしておくと、処理詳細ページに定義されているデフォ
ルトの送金元銀行 ID を使用するものと見なされます。

関連項目:

第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「支給元の定義」 、 369ページ
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振込スケジュールの定義
振込スケジュールを定義するには、振込スケジュール (DEP_SCHED) コンポーネントを使用します。

このセクションでは、振込スケジュールの概要と支給の決済日を指定する方法について説明します。

振込スケジュールについて

銀行業務のプロセスを実行すると、プロセスの実行日と、控除に関連付けられた振込スケジュールに基
づいて振込日が割り当てられます。

• 振込スケジュールが割り当てられている控除については、実行日以降で実行日に も近い日付が検
索されます。

• 振込スケジュールが割り当てられていない控除の場合は、振込日はプロセスの実行日になります。

例

2 月の給与計算を 25 日に実行する場合

控除 振込スケジュール 振込日

純支給額 振込スケジュールは割り当てられ
ていない

銀行業務処理が実行される日

所得税 四半期周期で各四半期の 終日 3月 31日

組合費 月次周期で各月の 初の日 3月 1日

この例から、銀行に送信するトランザクションを、振込日によって選別できることがわかります。

振込の管理

振込スケジュールは柔軟に定義できます。月末を期日とする振り込みが多数ある場合、決済日が月の
終日である振込スケジュールを作成できます。これらの日付を受給者および受取人に関連付けます。

支給のプロセスを実行して、振込スケジュールの全情報を含むレポートを作成します。

振込スケジュールの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[振込スケジュール] DEP_SCHED [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[銀行振込]、[振
込スケジュール]、[振込
スケジュール]

送金元銀行の口座で、
支給を決済する日付を
指定します。

支給決済日の指定

振込スケジュール ページにアクセスします。

948 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 34 章 銀行振込の定義

振込スケジュール ページ

[スケジュール作成パラメータ]

このグループ ボックスを使って、振込日作成の詳細を定義します。

[スケジュールの単位] 作成するスケジュールのタイプを定義します。[日]、[月]、[四半期]、[週]、
[年] のいずれかを選択します。選択した値により、決済日が設定される間
隔が決まります。[月] を選択すると、決済日は月ごとに設定されます。

[期間内の単位数] [スケジュールの単位] フィールドの周期を定義します。[スケジュールの単
位] フィールドで [月] を指定し、[期間内の単位数] フィールドに「1」と入力
すると、このスケジュールは月に 1 回実行されます。「2」と入力すると、2
か月に 1 回実行されます。

[開始日] 、 [終了日] スケジュールのおおよその開始日と終了日を入力します。スケジュール
は、この日付の範囲で作成されます。

[スケジュール開始] 振込スケジュールの相対的な開始日を選択します。(月の) [1 日] と [末
日] のいずれかを選択します。これによって、振込スケジュールを開始す
る日が指定されます。たとえば、[スケジュールの単位] フィールドで [月]、
[スケジュール開始] フィールドで [末日] を選択すると、振込日は月の末
日になります。

[調整日数] [スケジュール開始] の日付と振込日との間を調整するための日数を指定
します。たとえば、[スケジュールの単位] フィールドで [月]、[スケジュール
開始] フィールドで [末日] を選択し、[期間内の単位数] に「1」を、[調整日
数] フィールドに「+10」を入力するとします。この場合、翌月の 10 日から、
毎月 10 日が振込日となる振込スケジュールが作成されます。

注: [スケジュールの単位] フィールドで [日] または [週] が選択された場
合、[スケジュール開始] フィールドと [調整日数] フィールドは使用できま
せん。
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[決済日の作成] このボタンをクリックすると、[振込日] グループ ボックスに決済日が表示
されます。

[振込日]

このグループ ボックスには、[スケジュール作成パラメータ] グループ ボックスで定義した内容に基づいて
自動的にデータがロードされます。これらのパラメータから作成された振込予定日がここに表示されます。

控除受取人の定義
控除受取人を定義し、控除受取人の振込スケジュールを選択するには、控除受取人 (RECIPIENT) コン
ポーネントを使用します。

このセクションでは、控除受取人の概要と以下の作業を行う方法について説明します。

• 控除受取人の定義

• 控除受取人の振込スケジュールの選択

控除受取人の定義について

控除受取人とは、受給者から源泉徴収された任意および法定の控除を受け取る法人または個人です。
PeopleSoft グローバル ペイロールでの控除受取人には、以下の 2 種類があります。

• 政府機関などの一般受取人

特定の控除がある受給者全てから源泉徴収された額を受け取ります。

• 養育費支給などを受け取る配偶者などの個人受取人

1 人または複数の受給者から源泉徴収された額を受け取ります。

注: 通常、一般受取人は法人であり個人受取人は個人ですが、必須条件ではありません。

各控除受取人には、支払いスケジュールが設定されます。固有の振込スケジュールを作成して、振込日
を指定することができます。

注: 控除受取人を定義するには、銀行テーブル ページで銀行の一般情報を設定しておく必要があります。

関連項目:

第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「銀行と支店の定義」 、 944ページ
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控除受取人の定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[控除受取人定義] RECIPIENT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[銀行振込]、[控除受
取人]、[控除受取人定義]

控除の一般受取人と個人
受取人を定義します。

[受取人住所] RECIPIENT_ADR_SP [受取人住所]ページにアク
セスするには、[住所] リン
クをクリックします。

控除受取人の住所情報を
入力します。

[国際銀行口座番号] BANKACCT_IBAN_SEC [IBAN編集]リンクをク
リックします。

(イギリス、フランス、ベル
ギー、スペイン、スイス、ド
イツ、イタリア、オランダ機
能)国際銀行口座番号
(IBAN) を作成、編集しま
す。このページについて
は、『PeopleSoft Enterprise
HRMS 9.0 アプリケーション
の基礎PeopleBook』に説
明されています。

[受取人振込スケジュール] RECIPIENT_DEP_INFO [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[銀行振込]、[控除
受取人]、[受取人振込
スケジュール]

控除受取人の振込スケ
ジュールを選択します。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「銀行および銀行支店の設定」、
「IBAN 情報の設定」

控除受取人の定義

控除受取人定義ページにアクセスします。
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控除受取人定義ページ

[住所] [住所] リンクをクリックすると、受取人住所ページが表示されます。この
ページでは受取人の国情報や住所情報を定義します。

[支払方法] 支払方法を指定します。[銀行振替]、[現金]、[小切手]、[郵便為替]、[電
信送金] のいずれかを選択します。

注: [銀行振替] または [電信送金] が選択されていないと、銀行口座情報
は入力できません。

[国コード] 国コードを入力します。

[銀行 ID] 、 [銀行支店 ID] 受取人の銀行 ID と支店 ID (必要な場合) を選択します。

注: 全ての国で銀行の支店 ID が必要なわけではありません。

[口座番号] 、 [口座名義] 受取人の口座情報を入力します。

[通貨コード] 受取人に支払われるときの通貨コードを指定します。このフィールドに入力
するコードは参照専用であり、銀行振込のプロセスでは使用されません。

[IBAN] 、 [IBAN 編集] (イギリス、フランス、ベルギー、スペイン、スイス、ドイツ、イタリア、オラン
ダ機能) 国際銀行口座番号が表示されます。

[IBAN 編集] リンクをクリックすると、国際銀行口座番号ページが表示され
ます。このページでは国際銀行口座情報を作成、編集することができます。

[受取人カテゴリ]

[個人] 受取人が、裁判所命令の控除のように 1 人または複数の受給者から源泉
徴収された額を受け取る場合は、このオプション ボタンを選択します。

[一般] 受取人が、特定の控除が指定されている受給者全てから源泉徴収された
額を受け取る場合は、このオプション ボタンを選択します。一般受取人と
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は、受給者のさまざまな控除を徴収する法人のことで、税金を徴収する地
方および中央政府機関、保険関連の福利厚生費を徴収する保険会社、組
合費を徴収する組合などがこれに該当します。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「銀行および銀行支店の設定」、
「銀行の設定」

PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「銀行および銀行支店の設定」、
「IBAN 情報の設定」

控除受取人の振込スケジュールの選択

受取人振込スケジュール ページにアクセスします。

受取人振込スケジュール ページ

[振込スケジュール] 受取人が支払いを受ける周期が指定されている振込スケジュールを選択
します。振込スケジュールは、[HRMS 基本設定] の下にある "銀行振込"
の振込スケジュール ページで定義します。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「振込スケジュールの定義」 、 948
ページ

[目的 1] 、 [目的 2] 銀行振込ファイルに含まれる情報 (銀行送金番号、名称など) を入力しま
す。

控除と受給者に対する受取人の割り当て
このセクションでは、控除受取人割り当ての概要と以下の作業を行う方法について説明します。

• 控除および受給者に対する個人受取人の関連付け

• 受取人の口座情報の定義

• 控除に対する一般受取人の関連付け

受取人の割り当てについて

受取人を定義したら、その受取人を控除と受給者に割り当てます。受取人をどこに割り当てるかは、控
除の種類により異なります。

受取人を割り当てるには、以下の作業を行います。
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• [控除受取人割当] (受給者レベルの控除受取人) ページで、個人受取人を控除および受給者に割り
当てます。

• 控除コンポーネントの受取人ページで、一般受取人を控除に割り当てます。

以下のセクションでは、それぞれの受取人タイプについて詳しく説明します。

個人受取人

個人を対象とする差し押え控除など、受給者によって受取人が異なる控除の場合は、[控除受取人割当]
(受給者レベルの控除受取人) ページ で受取人を割り当てます。

注: 控除受取人割当ページにアクセスするは、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[純支給額配分/受取人の選択]、[控除受取人追加] の順にクリックします。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「控除と受給者に対する個人受取人の割り当て」 、 955ページ

一般受取人

一方、保険取扱機関に対する保険料控除の支払いなどのように、控除受取人が一般法人の場合は、控
除の定義に受取人情報を指定し、この控除の対象となる全ての受給者から控除したこの保険料を合計
して 1 人の受取人に合計額が送られるように設定します。

一般受取人を控除に関連付けるには、以下の 2 つの方法があります。

• 受取人 ID 別に受取人を選択

• どの一般受取人が控除を受け取るのかを定義するフォーミュラを選択

バッチ処理の計算フェーズで控除が処理されるときに、フォーミュラを使った計算が行われます。結果
は、支給と控除の結果テーブルに保存されます。銀行振込のプロセスを実行すると、結果テーブルか
ら受取人 ID が取得されます。

注: 控除受取人割当ページでは、特定の受給者について、控除の一般受取人を上書きできます。

控除コンポーネントの受取人ページについては、この PeopleBook の別の章で説明されています。

参照: 第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「控除エレメントの定義」 、 215ページ
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控除と受給者に対する受取人の割り当てに使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[控除受取人の追加] GP_RCP_PYE • [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[受給
者データ]、[純支給額配
分/受取人の選択]、[控
除受取人追加]、[控除受
取人の追加]

• [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[受給
者データ]、[支給と控除
の割当]、[受給者別エ
レメント割当]

受給者別エレメント割当
ページで [控除受取人]リ
ンクをクリックします。

• [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[受給
者データ]、[支給と控除
の割当]、[エレメント別
受給者割当]

エレメント別受給者割当
ページの [受取人]タブで
[受取人の編集]リンクを
クリックします。

個人受取人を控除と受給
者に割り当てます。特定受
給者の控除の一般受取人
を上書きします。

[受取人情報] GP_RCP_PYE_SP "控除受取人の追加"ペー
ジの [銀行口座情報]リンク
をクリックします。

受取人の銀行口座情報を
定義します。

[受取人] GP_RCP_DED [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[給与計
算エレメント]、[控除]

一般受取人を控除に関
連付けます。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「控除の一般受取人の選択」 、 231ページ

控除と受給者に対する個人受取人の割り当て

"控除受取人の追加" ページにアクセスします。
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控除受取人割当ページ

[エレメント名] 受取人情報を定義する控除を選択します。

[受取人タグ] 受取人タグを入力します。タグは、控除を複数回変換する場合に使用しま
す。特定の受給者に 1 つまたは複数の受取人タグを設定することが可能
です。タグは受取人 ID または受取人名に関連付けられます。[受取人タ
グ] には数値を入力しますが、数値が入力されていないと、ゼロがデフォ
ルト設定されます。支給も控除も割り当てられていないと、換算金額が追
加されます。

[受取人 ID] 事前に設定されている受取人の受取人 ID を選択します (受取人の設定
は、控除受取人コンポーネントを使用します)。新しい受取人を定義するに
は、このフィールドを空白のままにして、[受信者名] フィールドに値を入力
します。既に設定されている受取人を選択すると、[受取人 ID] フィールド
の隣に受取人名が表示されます。受取人名のリンクをクリックして控除受
取人定義 (RECIPIENT) コンポーネントにアクセスすると、受取人の詳細情
報を表示、更新できます。

[受信者名] 、 [銀行口
座情報]

新しい受取人を定義する場合は、受取名を入力します。このフィールドに
値を入力すると、[銀行口座情報] リンクが表示されます。[銀行口座情報]
リンクをクリックすると、受取人情報ページされます。このページから支払
方法や受取人の銀行口座情報を入力します。

[振込スケジュール] 受取人の振込スケジュールを選択します。

[目的 1] 、 [目的 2] 銀行振込ファイルに含まれる情報 (銀行送金番号、名称など) を入力しま
す。

[控除割当] [控除割当] リンクをクリックすると、支給と控除の割当ページにアクセスし
ます。

受取人の口座情報の定義

受取人情報ページにアクセスします。
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受取人情報ページ

このページにあるフィールドは、控除受取人定義ページにあるフィールドと同じです。

関連項目:

第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「控除受取人の定義」 、 950ページ

控除に対する一般受取人の割り当て

一般受取人を控除に関連付けるには、控除コンポーネントの受取人ページにアクセスして、控除受取人
を選択します。受取人ページについては、この PeopleBook の別の章に説明されています。

関連項目:

第 8 章、 「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」 、 「控除の一般受取人の選択」 、 231ページ

受給者の純支給額配分の定義
このセクションでは、受給者純支給額配分の概要と、以下の作業を行う方法について説明します。

• 受給者の銀行口座情報の入力

• 受給者純支給額配分の定義

• (ESP) 銀行間決済コードの指定

受給者の純支給額配分について

組織の銀行振込情報を設定したら、各受給者の銀行口座情報および純支給額配分情報を定義できます。

注: PeopleSoft Enterprise ePay - 給与のセルフ サービス ページでは、受給者が自分自身の個人給与
情報 (個人の銀行口座や給与支給配分方法など) を管理できます。このセルフ サービス ページについ
ては、『PeopleSoft Enterprise ePay-給与 9.0 PeopleBook』で説明されています。

参照: PeopleSoft Enterprise ePay-給与 9.0 PeopleBook、 「グローバル ペイロールの支給情報の管理」
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受給者の純支給額配分情報の定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[銀行口座管理] PYE_BANKACCT [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[純支給額配分/受取
人の選択]、[銀行口座管
理]、[銀行口座管理]

受給者の銀行口座情報を
入力します。この情報は、
従業員の自動振込情報の
追跡管理に使用します。

参照: PeopleSoft
Enterprise ヒューマンリ
ソース管理9.0 PeopleBook:
人事・労務管理、 「人事レ
コードへの追加情報の入
力」、 「従業員の銀行口座
情報の記録」

[国際銀行口座番号] BANKACCT_IBAN_SEC [IBAN編集] リンクをク
リックします。

(イギリス、フランス、ベ
ルギー、スペイン、スイ
ス、ドイツ、イタリア、オラ
ンダ機能)国際銀行口
座番号 (IBAN) を作成、
編集します。

参照: PeopleSoft
Enterprise HRMS 9.0 アプ
リケーションの基礎
PeopleBook、 「銀行および
銀行支店の設定」

[純支給額配分の指定] GP_NET_DIST [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[純支給額配分/受取
人の選択]、[純支給額配
分の指定]、[純支給額
配分の指定]

受給者の銀行口座間で
の純支給額配分方法を
定義します。

[銀行間決済方法] GPMX_PYE_BANKACCT [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[純支給額配分/受取
人の選択]、[銀行口座管
理]、[銀行口座管理]

[その他の必須情報]リンク
をクリックします。

(MEX)受給者の銀行
口座に関連付けられ
ているClave Bancaria
Estandarizada (CLABE)番
号を入力します。

受給者の銀行口座情報の入力

銀行口座管理ページにアクセスします。
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銀行口座管理ページ

[口座 ID] 銀行口座情報に番号が自動的に割り当てられます。

[タイプ] 受給者の銀行口座のタイプを指定します。[住宅金融組合の登録番号]、[当
座]、[現在の口座]、[Giro 口座]、[普通]、[貯蓄] のいずれかを選択します。

[国コード]、[銀行 ID] 、
[銀行支店 ID]

受給者についてこれらの情報を選択します。

[口座番号] 、 [口座名義] 受給者の口座情報を入力します。

[口座名義] 受給者の口座名義を入力します。

[予告通知情報] (アメリカ機能) このリンクをクリックすると、銀行予告通知情報ページにア
クセスします。

[通貨コード] 口座の管理に使う通貨のコードを選択します。このフィールドに入力する
コードは参照専用であり、銀行振込のプロセスでは使用されません。

[その他の必須情報] (MEX) このリンクをクリックして、銀行間決済方法ページにアクセスします。
このページでは、Clave Bancaria Estandarizada (CLABE) 番号を入力できま
す。このリンクは、[国コード] フィールドで [MEX] を選択した場合にのみ使
用できます。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「(MEX) 銀行間決済コードの指定」
、 960ページ

[IBAN] 、 [IBAN 編集] (イギリス、フランス、ベルギー、スペイン、スイス、ドイツ、イタリア、オラン
ダ機能) 国際銀行口座番号が表示されます。

[IBAN 編集] リンクをクリックすると、国際銀行口座番号ページが表示され
ます。このページでは国際銀行口座情報を作成、編集することができます。
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[口座名義フリガナ] プライマリ権限リスト基本設定ページで、[フリガナの使用] チェック ボック
スをオンにしている場合に表示されます。

[純支給額配分の指定] このリンクをクリックすると、[純支給額配分の指定] ページに移動します。
このページでは、受給者の純支給額配分の詳細を確認、更新できます。

(MEX) 銀行間決済コードの指定

銀行間決済方法ページにアクセスします。

銀行間決済方法ページ

[CLABE] 受給者の銀行口座に関連付けられている Clave Bancaria Estandarizada
(CLABE) 番号を入力します。CLABE 番号は、18 桁の数字で構成される標
準銀行コードで、国内の銀行間で資金振替を行う際に使用されます。

純支給額配分の指定

"純支給額配分の指定" ページにアクセスします。

"純支給額配分の指定" ページ

[実行タイプ名] 純支給額配分に使用する実行タイプを選択します。配分は実行タイプ別
に定義できます。たとえば、1 つの配分を定期的な実行用、もう 1 つの配
分を経費用に定義します。

[デフォルト選択] デフォルトの実行タイプを指定する場合は、このチェック ボックスをオンに
します。銀行振込のプロセスを実行すると、支給カレンダーに定義されて
いる実行タイプが確認され、その受給者の純支給額の配分のうち一致す
るものが検索されます。一致するものが見つからなかった場合は、[デフォ
ルト選択] チェック ボックスがオンになっている行の配分が使用されます。
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[順序番号] 順序番号を入力します。この番号は配分の優先順位を表します。口座タイ
プが指定された配分額がある場合は、優先順位を付けます。たとえば、毎
月 100 を普通口座に配分し、残りを当座口座に配分することを受給者が
希望しているとします。このような場合、普通口座への配分の優先順位が
高くなります。

[支払方法] 受給者への支払い方法を選択します。[銀行振替]、[現金]、[小切手]、[郵
便為替]、[電信送金] のいずれかを選択します。

注: [支払方法] が [小切手] または [現金] の場合は、1 行しか作成でき
ません。1 つの支給期間において 1 人の受給者に複数の小切手や現金
の金額を指定することはできません。

[口座 ID] [支払方法] フィールドで支払方法として [銀行振替] または [電信送金] を
選択した場合は、受給者の銀行口座 ID を指定します。銀行口座管理ペー
ジの [口座 ID] フィールドに定義されている内容が選択肢として表示され
ます。

注: [支払方法] フィールドで [現金]、[小切手]、または [郵便為替] を選択
した場合は、[口座 ID] に値を入力する必要はありません。

[第 1 口座] 指定した口座が受給者の第 1 口座の場合には、このチェック ボックスを
オンにします。受給者が配分額を複数の口座に割り当てるように設定して
いて、割り当て後に純支給額がまだ残っている場合、余剰額は第 1 口座
に配分されます。

注: 純支給額がマイナスの場合は、第 1 口座に配分されます。

[一部額振込可] 設定されている純支給額配分の金額に満たなくても配分する場合は、この
チェック ボックスをオンにします。

たとえば、受給者が毎月 1200 を以下のように配分するとします。

• 500: 当座口座

• 400: 普通口座

• 300: 退職金口座

ある月の純支給額が 1050 しかなかったとします。500 を当座口座に、400
を普通口座に配分すると、退職金口座には本来の金額である 300 を配分
できなくなります。[一部額振込可] をオンにしておくと、この場合には一部
金額の 150 が配分されます。[一部額振込可] をオフの場合には、150 は
受給者の第 1 口座に配分されます。したがって、退職金口座に配分され
る金額はありません。

[配分率] 口座への配分を純支給額の比率で計算する場合、その比率を入力します。

[金額] 口座への配分を金額で計算する場合、その額を指定します。

注: 純支給額配分は、比率、金額、またはその両方で指定できます。合計
が 100% を超えることはできません。特に指定のない限り、配分率を使用し
て割り当てた後の残金は、第 1 口座に配分されます。

[銀行口座管理] このリンクをクリックすると、[銀行口座管理] ページに移動して、受給者の
銀行口座情報を確認、更新できます。
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支払方法の変更

システム エレメント PAYMENT MTHD を使用すると、受給者、実行タイプまたはカレンダー グループごと
に定義された支払方法を上書きできます。このエレメントは給与計算処理時に変換され、変換された値は
GP_PYE_SEG_STAT 結果テーブルに保存されます。銀行振込処理では結果テーブルに保存された値が
チェックされ、この値に支払方法が指定されている場合は、支払方法上書きが適用されます。値に支払
方法が指定されていない場合は、受給者に対して定義された通常の支払方法が使用されます。上書き
が可能な支払方法は、[小切手]、[現金]、[郵便為替] または [第 1 口座にのみ支給] のいずれかです。

PeopleSoft グローバル ペイロールのコア アプリケーションには、システム エレメント PAYMENT MTHD
を更新するためのルールは用意されていません。このシステム エレメントの使い方については、グロー
バル ペイロールの国別拡張機能の PeopleBook を参照してください。

銀行振込処理の実行
このセクションでは、銀行振込処理の概要と、カレンダー実行での純支給額と控除額の作成方法につい
て説明します。

銀行振込処理について

支給の準備には、給与計算実行時に作成される給与計算結果テーブルが使われます。また、銀行振
込準備アプリケーション エンジン プロセス (GP_PMT_PREP) によって、支給情報が格納されたテーブル
GP_PAYMENT が作成されます。このプロセスでは、各セグメントの支給が作成され、各従業員 ID、雇用
レコードおよび実行タイプに対する純支給額がカレンダー期間 ID 別に保存されます。手動支給以外で
は、値がゼロの場合は、純支給額は保存されません。

注: 支給ファイルを作成するプロセスは国別機能です。この機能については対応する国のドキュメンテー
ションで説明します。

例 1: 昇給を伴う従業員の支給処理

従業員の純支給額配分は、次のようになります。

支払方法 銀行口座 第 1 口座 一部額振込可 配分率 金額

銀行振替 DEF 100

銀行振替 ABC オン オン 100%

従業員の昇給は 12 月 15 日に有効になり、12 月の純支給額は 3500 です。12 月の給与計算結果は、
次のようになります。

セグメント 期間 支給元 カレンダー期間 ID 金額

1 12月 1日～ 15日 AP 月次 1500

2 12月 15日～ 31日 AP 月次 2000

この従業員の銀行振込処理の実行結果は、次のようになります。
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支払方法 セグメント 金額
カレンダー期間

ID 送金元銀行 銀行口座

銀行振替 1 100 月次 銀行1 DEF

銀行振替 1 1400 月次 銀行1 ABC

銀行振替 2 2000 月次 銀行1 ABC

例 2: 複数の職務を持つ従業員の支給処理

同一の従業員が複数の職務を持つ場合の純支給額配分は次のようになります。ただし、ここでは純支
給額配分が1 つしか定義されていません。

雇用レコード 支払方法 銀行口座 第 1 口座 一部額振込可 配分率 金額

0 銀行振替 DEF 100

0 銀行振替 ABC オン オン 100%

従業員が、送金元が異なる複数の部門の業務を行い、純支給額合計が 4100 になるとします。この場
合、12 月の給与計算結果は次のようになります。

雇用レコード セグメント 期間 支給元
カレンダー期間

ID 金額

0 1 12月 1日～ 15
日

AP 月次 1500

0 2 12月 15日～ 31
日

AP 月次 2000

1 1 12月 1日～ 31
日

AP 月次 600

この従業員の銀行振込処理の実行結果は、次のようになります。

雇用レコード 支払方法 セグメント 金額
カレンダー期

間 ID 送金元銀行 銀行口座

0 銀行振替 1 100 月次 銀行1 DEF

0 銀行振替 1 1400 月次 銀行1 ABC

0 銀行振替 2 2000 月次 銀行2 ABC

1 小切手 1 600 月次 銀行3 配分なし

この例では、従業員の 2 番目の職務 (雇用レコード 1) に純支給額配分が指定されていないため、この
職務の支給金額は配分されません。
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銀行振込処理の実行に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[支給準備プロセス] GP_PMT_PREPARE [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[支給処
理]、[支給準備プロセス
の実行]、[支給準備プ
ロセスの実行]

各カレンダー実行用に、純
支給額、および個人受取
人と一般受取人の控除額
を作成するプロセスを
実行します。

カレンダー実行用の純支給額と控除額の作成

支給準備プロセス ページにアクセスします。

支給準備プロセス ページ

[カレンダー グループ] プロセス実行対象のカレンダー グループを選択します。給与計算処理で承
認された、または 終決定したアイテム (セグメント) が全て処理されます。

[ストリーム番号] [ストリーム処理] チェック ボックス、および [処理フェーズとオプション] グ
ループ ボックスの [計算] チェック ボックスをオンした場合は、処理対象の
ストリーム番号を選択する必要があります。各ストリーム番号は、事前定
義した受給者のグループを表します。

[ストリーム処理] カレンダー グループの定義でストリーム処理の実行オプションを選択した
場合には、この [ストリーム処理] チェック ボックスは自動的にオンになり
ます。
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[処理フェーズとオプション]

[計算] 給与計算処理で承認および 終決定された結果と、銀行業務の設定時に
定義した情報とを照合して、支給ファイルが自動的に作成されるようにす
る場合に、このチェック ボックスをオンにします。

計算ステップは、銀行振込のプロセスを 終決定するまで繰り返し実行で
きます。

[統計の更新] このチェック ボックスをオンにすると、銀行振込システムから統計が出力さ
れ、データ管理者はシステムの処理効率を微調整することができます。

[ 終決定] 全ての計算を完了してから、このチェック ボックスをオンにします。(計算
フェーズにストリーム処理を使用した場合は、カレンダー グループの全て
のストリームが同時に 終決定されます。)

注: ストリームを使用しない場合、[計算] と [ 終決定] の両方のチェック
ボックスを同時にオンにできます。

[カレンダー リスト]

計算フェーズを実行すると、このグループ ボックスには、カレンダー実行の各カレンダーに関する情報
が表示されます。

[ストリーム]

このグループ ボックスには、カレンダー グループに関連付けられている全てのストリームが表示されます。

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「ストリーム処理の作成」 、 593ページ

銀行振込結果のカレンダー グループ別確認
この章では、銀行振込の概要および以下の作業を行う方法について説明します。

• 純支給額の表示

• 控除額の表示

銀行振込結果について

銀行振込処理の実行後に、受給者の純支給額と控除額を確認できます。

注: 各国の銀行振込処理の詳細については、国別のドキュメンテーションを参照してください。
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銀行振込処理結果の確認に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[純支給額] GP_PMT_NP_VIEW [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[支給処理]、
[カレンダーグループ別支
給額の確認]、[純支給額]

純支給額をカレンダーグ
ループ別に表示します。

[控除額表示] GP_PMT_DED_VIEW [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[支給処
理]、[カレンダーグルー
プ別支給額の確認]、[
控除額表示]

カレンダーグループ別に
受取人の控除額を表示
します。

純支給額の表示

純支給額ページにアクセスします。

純支給額ページ

注: 300 行を超えるデータがある場合は、指定したカレンダー グループのレコードを表示するには選択
条件の入力が必要であることを知らせるメッセージが表示されます。

[選択条件]

このグループ ボックスのフィールドを使って、表示する従業員を選択します。[一致する支給額の選択] ボ
タンをクリックすると、[純支給額] グループ ボックスにデータが表示されます。

[開始従業員 ID] 、 [終了従
業員 ID]

純支給額表示の対象となる従業員の範囲を選択します。

[支給グループ] 純支給額の結果を表示する支給グループを選択します。
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[支払方法] 純支給額の結果を表示する際に対象となる支払方法を選択します。[銀行
振替]、[現金]、[小切手]、[郵便為替]、[電信送金] のいずれかを選択しま
す。

[支給番号] 純支給額の支給番号を入力します。

注: グローバル ペイロール コア製品の場合、支給番号は、オフサイクル
処理の手動支給の場合に使用されます。

参照: 第 24 章、 「オフサイクル処理の管理」 、 667ページ

[支給ステータス] 銀行振込処理結果の支給ステータスを選択します。[決定済]、[保留]、[手
動支給済]、[非アクティブ配賦]、[準備済]、[振込済]、[無効] のいずれか
を選択します。

[サマリ - 従業員] このチェック ボックスをオンにすると、各カレンダー期間、支払方法および
送金元銀行ごとに従業員支給のサマリが表示されます。このチェック ボッ
クスをオフにしておくと、支給期間での各セグメントに対する支給データが
一覧表示されます。

[サマリ - 従業員] チェック ボックスをオンにすると、支払方法と送金元銀
行が一致する全てのセグメントについて合計金額が表示されます。

[一致する支給額の選択] このボタンをクリックすると、選択した条件に一致する支給データが [純支
給額] グループ ボックスに表示されます。

[クリア] [純支給額] グループ ボックスのデータを全てクリアするには、このボタン
をクリックします。

[受取人 (個人)]

[受取人 (個人)] タブを選択します。

各支給に関連付けられた支給ステータス、従業員 ID、名前、レコード番号、インスタンス番号、金額、通
貨コード、支払方法、および送金元銀行 ID が表示されます。

[支給ステータス] 支給ステータスが表示されます。支給ステータスを変更できるのは、銀行
振込処理が決定されていて、[サマリ - 従業員] チェック ボックスがオフの
場合だけです。以下のいずれかを選択します。

[保留]: このステータスを選択すると、銀行振替が中止されます。支払を行
うには、ステータスを [保留] から [決定済] に変更します。支給額の銀行
振込が済んだ後に、ステータスを [保留] に変更することはできません。

[手動支給済]: 手動支給のステータスは変更できません。

[準備済]: 銀行振込処理を実行して、支給額が 初に配賦されると、この
ステータスが自動的に設定されます。

[振込済]: 支給額が銀行に振り込まれたことを表します。国別処理では、
ステータスは [準備済] から [振込済] に変わります。

[アクティブ配分なし]: 純支給額配分の指定ページで、純支給額配分が受
給者に定義されていないことを表します。

[決定済]: 支給が作成され、決定されています。決定済の支給は [無効] ま
たは [保留] のステータスに変更できます。
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[無効]: 支給をキャンセルする場合に、このステータスを選択します。支給
を一度無効にすると、無効の取り消しはできません。

注: 支給を取り消した時点で、支給の対象となる支給額と控除額が自動的
に取り消されます。

注: 支給を無効にして、オフサイクル処理で支給の訂正または取り消しを
行おうとする場合、ステータスを無効に設定しただけでは給与は自動的に
再計算されません。オフサイクル処理を実行して給与を再計算する必要が
あります。

[カレンダー情報]

[カレンダー情報] タブを選択します。

純支給額ページ - [カレンダー情報] タブ

このタブには、各支給に関連付けられたセグメント番号、カレンダー ID、支給グループが表示されます。

[支給情報]

[支給情報] タブを選択します。
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純支給額ページ - [支給情報] タブ

このタブには、各支給に関連付けられた支給番号と支給 ID が表示されます。コア プロセスのためにオ
フサイクル給与計算で手動支給が指定された場合以外は、これらのフィールドは空白になります。

注: 国別拡張機能によっては、手動支給のみでなく、通常の銀行振込処理でも支給番号と支給 ID が使
用されます。

関連項目:

第 24 章、 「オフサイクル処理の管理」 、 667ページ

控除額表示

控除額表示ページにアクセスします。
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控除額表示ページ

注: 300 行を超えるデータがある場合は、指定したカレンダー グループのレコードを表示するには選択
条件の入力が必要であることを知らせるメッセージが表示されます。

注: 控除額表示ページの [選択条件] グループ ボックス内のフィールドは、純支給額ページのフィールド
とほとんど同じです。これらの共通フィールドについては、純支給額ページの説明を参照してください。こ
こでは、控除額表示ページだけに使用されるフィールドについて説明します。

参照: 第 34 章、 「銀行振込の定義」 、 「純支給額の表示」 、 966ページ

[登録済み受取人] 控除受取人定義ページで定義された受取人の控除額を表示するには、受
取人 ID を選択します。

[アドホック受取人] 控除受取人割当ページで定義された受取人の控除額を表示するには、こ
のフィールドに受取人を選択します。

[受取人タイプ] [一般受取人控除] または [個人受取人控除] のいずれかを選択します。

[サマリ - 受取人情報] 受取人に支給される合計金額を表示するには、このチェック ボックスをオ
ンにします。このチェック ボックスをオフにしておくと、受給者ごとに受取人
に支給される合計金額が一覧表示されます。

[受取人 (一般)]

[受取人 (一般)] タブを選択します。

このタブには、一般受取人に関する情報が表示されます。

[受取人タグ] 控除受取人の受取人タグが表示されます。タグは、控除を複数回変換す
る場合に使用します。特定の受給者に 1 つまたは複数の受取人タグを設
定することが可能です。タグは受取人 ID または受取人名に関連付けられ
ます。受取人タグは数字で表示されます。
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[受取人 (個人)]

[受取人 (個人)] タブを選択します。

控除額表示ページ - [受取人 (個人)] タブ

このタブには、個人受取人に関する情報が表示されます。

[カレンダー情報]

[カレンダー情報] タブを選択します。
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控除額表示ページ - [カレンダー情報] タブ

このタブには、カレンダーに関する情報が表示されます。

国別処理での銀行情報の使用
PeopleSoft グローバル ペイロール コア アプリケーションで情報を設定したら、次に、国別プロセスを実
行して支給ファイルや支給レポートを作成するときにその情報を利用できます。

各国用の拡張機能には、独自の SQR とフォーマットがあります。コア アプリケーションの銀行振込プロ
セスで作成された出力ファイルからデータを抽出する SQR を各自で作成します。

支給を準備するには、以下の手順に従います。

1. 給与計算を 終決定します。

2. 銀行振込処理を実行します。

3. 純支給額ページと控除額表示ページで、支給情報を確認します。

4. 支給処理の実行後に支給レポートを出力します。

使用可能なレポートについては、国別拡張機能の PeopleBook を参照してください。

5. 一般受取人への支払いを準備します。

コア アプリケーションの銀行振込処理が決定されると、SQR プロセスによってテーブルが作成さ
れます。このテーブルは、国別のプロセスで、一般受取人用の支給ファイルとレポートを作成する
ために使われます。

6. 個人受取人への支払いを準備します。
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コア アプリケーションの銀行振込処理が決定されると、SQR プロセスによってテーブルが作成さ
れます。このテーブルは、国別のプロセスで、個人受取人用の支給ファイルとレポートを作成する
ために使われます。

注: ステップ 4 とステップ 5 では、プロセスを国別 SQR で実行する必要がない場合もあります。プロセス
実行に SQR を使うかどうかにかかわらず、プロセスの実行結果として、銀行またはほかの取扱機関に
自動振替を行うためのインターフェイス ファイルが作成されます。

注: 実行が必要な国別処理を確認するには、国別機能ドキュメンテーションの銀行振込に関する章を参
照してください。

銀行振込での遡及計算の使用
このセクションでは、遡及処理の概要と、以下の作業を行う方法について説明します。

• デフォルト遡及方法を訂正遡及とする指定

• デフォルト遡及方法を繰越遡及とする指定

• 控除処理の詳細の確認

• [現在の結果と調整の合計を使用] グループ ボックスの [銀行振込処理] チェック ボックスをオフにし
た場合の処理例の確認

• [現在の結果と調整の合計を使用] グループ ボックスの銀行振込処理の指定

• デフォルト遡及方法に繰越を選択して [銀行振込処理] チェック ボックスをオンにした場合の処理例の
確認

銀行振込の遡及処理について

銀行振込処理において、資金供給トランザクションが適切な送金元銀行から実行され、また、借方と貸
方の入力が適切な受取人に対して行われるようにするためには、過去の計算の訂正を行う遡及計算が
必要です。トランザクションの処理方法を決定するためには、銀行振込のプロセス時に遡及処理とその
計算方法が認識されるようにしておく必要があります。

給与計算のデフォルト遡及方法は国ページで定義します ([HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グ
ローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[システム設定]、[国別設定]、[国])。国ページについては、この
PeopleBook の別の章に説明されています。

参照: 第 3章、 「コアアプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「国別設定の定義」 、 36ページ およ
び 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「遡及処理の設定」 、 888ページ

デフォルト遡及方法を訂正遡及とする指定

[国] ページで [デフォルト遡及方法] に [訂正] を選択した場合は、遡及処理が発生すると以下のステッ
プが実行されます。

1. 遡及処理で再計算されるよう定義された給与計算実行のエレメントが再計算されます。

2. 給与計算実行のエレメントに対して再計算された値により、前回の計算が置換されます。

3. 再計算期間の残高累計およびセグメント累計が更新されます。

4. 遡及デルタが自動的に算出され、再計算期間に保存されます。
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5. [遡及プロセス上書] ページで繰越エレメント上書きとして定義されている給与計算実行のエレメ
ントに対して、遡及調整が計算されます。

6. 前回の計算と再計算との間に純支給額の差があるかどうかが確認されます。

7. 差額がある場合は、銀行振込処理によって処理されます。純支給額が繰り越されていない前回
の計算から純支給額入力の全てのセグメントが取り消されます。

純支給額が繰り越されていない再計算から新しいセグメントの純支給額入力が挿入されます。

8. 実行タイプ、従業員 ID/雇用レコード番号、および期間 ID との組み合わせと一致する純支給額配
分セットに基づいて、純支給額が全て配分されます。

合計がゼロの場合は、全ての入力が削除されます。

注: 純支給額の差額がマイナスの場合、その差額は第 1 口座に割り当てられます。

注: 給与計算の取り消しの場合、銀行振込処理によって前回の期間が取り消され、差額に加えて新しい
計算結果が転記されます。

デフォルト遡及方法を繰越遡及とする指定

[国] ページで [デフォルト遡及方法] に [繰越] を選択した場合は、遡及処理が発生すると以下のステッ
プが実行されます。

1. 遡及処理で再計算されるよう定義された給与計算実行のエレメントが自動的に再計算されます。

2. エレメントに対して再計算された値は、再計算期間の遡及デルタの計算に使用されますが、前回
の計算は置換されません。

3. セグメント累計のみが自動的に更新されます。遡及方法が繰越の場合でも、累計定義レベル、支
給累計ページおよび控除累計ページで、残高累計が訂正として動作するように定義することがで
きます。

4. 遡及デルタが自動的に算出され、再計算期間に保存されます。

5. [遡及プロセス上書] ページで繰り越されるように定義されている、給与計算実行の全てのエレメ
ントに対する遡及調整が算出されます。

6. 以前に再計算された期間の差分が現在期間に含まれているため、銀行振込処理では現在期間
の計算から純支給額だけが取得されます。

控除処理の詳細の確認

遡及の目的にかかわらず、控除処理の手順は以下のとおりです。

1. カレンダー グループで前回の遡及期間の全ての計算から控除が取り消されます。

2. 取り消された控除のうち遡及方法が繰越の控除が元に戻されます。これは、適切な受取人に割
り当て直すことが目的であるためです。

3. 訂正遡及で再計算済みの控除について、新しいトランザクションが挿入されます。

この処理には 2 つのステップがあります。 初は一般受取人に対して、次は個人受取人に対し
て行われます。

4. 同一の受取人 ID を持ち、結果がゼロの入力が削除されます。
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[銀行振込処理] チェック ボックスをオフにした場合の銀行振込処理の例

[銀行振込処理] チェック ボックスがオフの場合は、次のように処理されます。

この例では、純支給額の送金元銀行、受取人、および受給者の口座の相互関係を説明します。現在期
間を 2 月 (2004年 2 月 1日～ 2004年 2 月 28 日) として、1 月 (2004年 1 月 1日～ 2004年 1 月 31 日)
にさかのぼって遡及処理が行われます。

• ABC 社は送金元銀行 123 を、DEF 社は送金元銀行 789 を利用しています。

• 2 月 1 日から、受給者の勤務先が ABC 社から DEF 社に変更されます。

• 2 月 15 日から、ABC 社の送金元銀行が 123 から 456 に変更されます。

• 1 月 1 日から、支給 1 のレートが 100 から 150 に変更されます。

• 1 月 1 日から、控除 1 のレートが 20 から 25 に変更されますが、受取人に変更はありません。

• 2 月 1 日から、控除 1 の受取人が受取人 X から受取人 Y に変更されます。

• 1 月 1 日から、控除 2 の受取人が受取人 A から受取人 B に変更されますが、レートに変更はありま
せん。

• 2 月 1 日から、受給者の配分口座が口座 1 から口座 2 に変更されます。

バージョン/レビジョ
ン番号

2004 年 1 月 会社
ABC

配分情報 2004 年 2 月 会社
DEF

配分情報

V1R1 送金元銀行123 送金元銀行789

支給 1 = 100 支給 1 = 150

控除 1 = 20 受取人X 控除1 = 30 受取人Y

控除2 = 15 受取人A 控除2 = 15 受取人B

純支給額= 65 受給者の口座1 純支給額= 105 受給者の口座2

V2R1 送金元銀行456

支給 1 = 150 差額 50.00

控除 1 = 25 差分の5を受取人
Xへ
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バージョン/レビジョ
ン番号

2004 年 1 月 会社
ABC

配分情報 2004 年 2 月 会社
DEF

配分情報

控除2 = 15 <15>を受取人Aへ
15を受取人Bへ

純支給額= 110 差分の45を受給
者の口座2へ

1 月の再計算 (V2R1) の説明

• 控除 1

V1R1 と V2R1 の差分は、5 です。

受取人は、 初にその受給者の控除が計算された時点 (この場合は 1 月の V1R1) での受給者の勤
務先に基づいて決められます。この場合、控除 1 の受取人に変更がなかったため、差分の 5 は受取
人 X に送金元銀行 456 から支払われます。

• 控除 2

差分はありません。

ただし、1 月にさかのぼると受取人に変更があります。受取人 A から15 が取り消され、受取人 B に挿
入されます。トランザクションはそれぞれ送金元銀行 456 に "請求" されます。

• 純支給額

V1R1 と V2R1 の差分は、45 です。

受給者の配分口座は、現在のカレンダー (この場合 2 月) の支給日に基づいて決められます。差分の
45 は送金元銀行 456 から供給され、受給者の口座 2 に配分されます。

この例から、純支給額と控除は会社 (支給キー) に割り当てられ、受取人は支給期間に基づいているこ
とがわかります。送金元銀行と受給者の口座はトランザクションが作成された時点を基に選択されます。

[現在の結果と調整の合計を使用] グループ ボックス
の銀行振込処理の指定

グローバル ペイロールを導入しているほとんどの組織では、遡及に関連した銀行振込処理を行う際に使
用されるデフォルト遡及方法を指定しています。この場合、組織のニーズやグローバル ペイロール国別
拡張機能に合った遡及方法 (繰越または訂正) を国ページで指定するだけで済みます。

組織によっては、V1R1 の結果のみを銀行振込処理に転記する方法を採用する場合もあります。国ペー
ジの [銀行振込処理] チェック ボックスを使用すると、組織の業務要件に合わせて、遡及に関連する銀
行振込の処理方法を変更することができます。[銀行振込処理] チェック ボックスは、デフォルトではオフ
に設定されています。このチェック ボックスをオンにすると、銀行振込処理で過去の支給が取り消されな
いように設定されるため、遡及計算 (取り消し) に必要な手順は全て省略され、その代わりに V1R1 の結
果と調整の合計のみが使用されます。

国ページの [銀行振込処理] チェック ボックスをオンにした場合、どちらのデフォルト遡及方法が選択さ
れているかによって処理結果は次のように異なります。

• [デフォルト遡及方法] が [訂正] の場合、銀行振込処理で訂正遡及の動作は変わりません。

• [デフォルト遡及方法] が [繰越] の場合、遡及処理は以下のように変更されます。
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- 遡及処理では、前回の金額は取り消されず、再計算された金額も転記されません。その代わりに、銀
行振込処理で現在の結果 (V1R1) と調整の合計が使用されます。

- ただし、現在の結果と調整の合計を使用する方法では、受取人や口座の遡及変更が反映されない
ため、銀行振込処理で確認された不整合については手動による訂正が必要になる場合があります。

- セグメントの不一致が発生した場合は、現在の結果と調整の合計が常に使用され、その合計が前回
使用されたセグメントに転記されます。この場合、国ページで指定されたデフォルト遡及方法や、[現在
の結果と調整の合計を使用] グループ ボックス内のチェック ボックスの設定に関係なく処理されます。

セグメントの不一致が発生するのは、分割された期間がさかのぼって再計算され、元の計算の分割
日が再計算の分割日と同一日でない場合です。

注: 銀行振込処理と一般会計処理に関して現在の遡及方法に問題がない場合は、[現在の結果と調整
の合計を使用] グループ ボックスの [銀行振込処理] チェック ボックスと [一般会計処理] チェック ボック
スはオンにしないようにしてください。設定をオンにすると、遡及処理に対応しません。

注: [現在の結果と調整の合計を使用] グループ ボックス内のチェック ボックスを一度オンにすると、デ
フォルト設定に戻すことはできません。チェック ボックスは表示専用になります。

注: 銀行振込処理と一般会計処理で使用されるテーブルはそれぞれ独立しています。したがって、[銀
行振込処理] チェック ボックスと [一般会計処理] チェック ボックスをオンにする場合も、相互に影響す
ることなく設定できます。

注: [現在の結果と調整の合計を使用] グループ ボックスは国別に設定されます。したがって、国ページ
で行った設定は、その国だけにしか適用されません。

例: デフォルト遡及方法に繰越を選択して [銀行振込処理]
チェック ボックスをオンにした場合の処理例

この例では、控除額 100 が受取人 1 に対して 1 月1 日に支払われています。2 月には、この受取人が
受取人 2 に変更されますが、有効日が 1 月であるため、遡及処理がトリガされます。[銀行振込処理]
チェック ボックスがオンに設定されていて、デフォルト遡及方法が繰越の場合、この受取人情報と金額情
報は銀行振込処理の結果に転記されます。

月
バージョン/レビジョ

ン番号 金額 受取人 アクション

1月 V1R1 100 1 変換 (前の期間)

2月 V1R1 100 + 0 2 変換 (現在の期間+
調整)

この場合、取り消しや元に戻す処理は行われません。現在の期間の結果と調整の合計だけが処理され
ます。(控除金額に変更がないため、この場合の調整は 0 になります。)
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支給の照合

この章では、支給照合処理の概要と以下の作業を行う方法について説明します。

• 銀行ファイル情報の入力

• 照合処理の実行

• トランザクションの表示

• 例外の解決

支給照合処理について
グローバル ペイロールでは小切手の照合が行えます。換金済みの小切手や未払いの小切手を確認で
きます。また、日付や金額の不一致などが発生したトランザクション例外を管理できます。

照合プロセス (GP_BNK_RECON) では、以下に示す銀行ファイルのキー情報とグローバル ペイロールの
送金元銀行ファイルのキー情報とのマッチングが行われます。キー情報が一致しない場合には、例外が
作成されます。

• 支給番号

• トランザクション金額

• トランザクション タイプまたは支払方法 (該当する情報が銀行ファイルに存在する場合)

次の図は、銀行照合のプロセス フローを示したものです。
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銀行照合ビジネス プロセス フロー
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事前設定
小切手照合機能を使用するには、小切手詳細情報を銀行から取得する必要があります。以下の 3 つの
ファイルのいずれかが銀行から提供されます。

• Bank Administration Institute (BAI) - 銀行照合表として銀行が提供する詳細にフォーマット化された電
子ファイル

• 清算済み小切手ファイル - 通常は清算済み小切手のデータのみが含まれている、銀行照合表より小
さい電子ファイル

• ハード コピー - 詳細な小切手情報が記載された銀行照合表を印刷したもの

銀行ファイル情報の入力
このセクションでは、銀行ファイルの概要と、銀行ファイル エントリ ページにアクセスする方法について
説明します。

銀行ファイルについて

銀行から電子ファイルまたはフラット ファイルが提供される場合は、Excel to CI (PeopleTools コンポーネ
ント インターフェイス) を使用して銀行テーブルにデータをロードできます。その場合には、標準の銀行
テーブルで使用する Excel ワークブックを作成する必要があります。Excel to CI を実行すると、ユーザー
がオンラインで銀行ファイルを入力する場合と同様の検証や編集が行われます。

参照: Enterprise PeopleTools PeopleBook: PeopleCode API Reference

銀行ファイル情報の入力に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[銀行ファイルエントリ] GP_BNK_FILE_ENTRY [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[支給処理]、
[銀行ファイルエントリ]、[
銀行ファイルエントリ]

コンポーネントインターフェ
イスなどの、支給トランザ
クションを銀行テーブルに
インポートする方法によっ
て銀行ファイルがロードさ
れていない場合は、銀行ト
ランザクションを手動で
入力します。

銀行ファイル情報の入力

銀行ファイル エントリ ページにアクセスします。
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銀行ファイル エントリ ページ

[通貨コード] 送金元銀行 ID から取得された通貨コードです。このフィールドは表示専
用です。

[銀行ファイル ID] 銀行ファイルをコンポーネント インターフェイスでロードするか、手動で入
力するかにかからわず割り当てられる固有の連番です。

[指定日] 銀行照合表の日付を入力するか、銀行ファイルの日付が表示されます。

[ロード日時] 銀行ファイルが手動で入力されたとき、またはコンポーネント インターフェ
イスからロードされたときの日時です。デフォルトでは現在の日時が設定
されます。

[ファイル ステータス] 有効値は以下のとおりです。

[準備完了]: 銀行ファイルが 初に手動で入力されたとき、またはコンポー
ネント インターフェースからロードされたときに、このステータスが割り当て
られます。

[処理中]: 銀行ファイルの照合が行われ、その結果、例外が検出された場
合にこのステータスが設定されます。

[完了]: 銀行ファイルの全てのトランザクションが問題なく照合された場合
に、このステータスが設定されます。

[銀行支給番号] 銀行手数料で使用する小切手番号または参照番号を入力します。

[処理日] 清算のために小切手が銀行に提示された日付を入力します。

[金額] 銀行で清算された小切手または取引の金額を入力します。

[タイプ] 支払方法の種類を選択します。有効値は [小切手]、[銀行振替]、[電信送
金] です。

982 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 35 章 支給の照合

[ステータス] トランザクションのステータスを選択します。デフォルト値は [未照合] です。

支給照合処理の実行結果により自動的に割り当てられる値には、[未照
合]、[照合済]、[金額不整合]、[支払方法不整合]、[データ重複]、[該当
データなし] があります。その他、手動照合を行う場合にユーザーが割り当
てる値としては、[支給停止]、[再採番]、[期限切れ]、[未請求]、[無効]、[
日付不整合] があります。

注: トランザクションのステータスを [未照合] から [照合済] に手動で変更
すると、警告が表示されます。この警告では、システム側のトランザクション
との照合が銀行側のトランザクションでのみ行われていることが通知されま
す。ユーザーが銀行トランザクションのステータスを変更すると、照合処理
が終了します (ファイル ステータスは "処理中" から "完了" に変更されま
す)。システム トランザクションとのマッチングを行わずに銀行トランザクショ
ンの照合を行うと、銀行ファイルと一般会計のデータに不一致が生じます。

トランザクションのステータスが [照合済] に設定されると、[ステータス]
フィールドは表示専用になり、ユーザーによる変更はできなくなります。こ
のステータスは、"支給の手動照合" ページでも手動で設定できます。

照合処理の実行
このセクションでは、支給照合の実行方法について説明します。

照合処理の実行に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[支給照合処理の実行] GP_BNK_RCN_RC [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[支給処理]、
[支給照合処理の実行]、[
支給照合処理の実行]

銀行照合処理を実行す
るためのデータを指定
します。

支給照合処理の実行

"支給照合処理の実行" ページにアクセスします。

"支給照合処理の実行" ページ

[送金元銀行 ID] 照合処理の対象となる送金元銀行を [送金元銀行 ID] に指定します。この
フィールドは入力が必須です。
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指定した送金元銀行についてシステム内の全ての未照合のトランザクショ
ンが検索され、支給番号、支払タイプ、支給金額に基づいてマッチングが実
行されます。条件に一致しないトランザクションは例外として指定されます。

[銀行ファイル ID] 照合処理の対象となる銀行ファイルを [銀行ファイル ID] に指定します。こ
のフィールドは入力が必須です。

注: 特定の銀行ファイルに対して支給照合処理が何度も実行される場合は、毎回処理が実行されるたび
に、照合が済んでいない銀行トランザクションの照合ステータスは [未照合] に設定されます。

トランザクションの表示
このセクションでは、以下の作業を行う方法を説明します。

• 例外トランザクションの表示

• 照合済みトランザクションの表示

例外トランザクションの表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[照合例外] GP_BNK_RCN_EXCP [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[支給処理]、
[照合例外]、[照合例外]

照合処理の結果発生した
例外トランザクションを
表示します。

例外トランザクションの表示

照合例外ページにアクセスします。

照合例外ページ

[送金元銀行 ID] 送金元銀行 ID を入力します。この必須フィールドに値を入力すると、口座
名が表示され、[口座番号]、[銀行 ID]、[通貨] の各フィールドに値が設定
されます。

[銀行ファイル ID] 銀行ファイルをコンポーネント インターフェイスでロードするか、手動で入
力するかにかからわず割り当てられる固有の連番です。

このフィールドと送金元銀行 ID が指定されていると、自動照合処理によっ
て作成されたトランザクションが表示されます。
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このフィールドが空白の場合は、更新されたシステム トランザクションしか
表示されません。ステータスが [期限切れ]、[支給停止] または [未請求]
のトランザクションが表示されます。

[開始金額] 、 [終了金額] 金額の範囲を指定して、検索条件を絞り込みます。

[開始日] 、 [終了日] 開始日と終了日を指定して、検索条件を絞り込みます。

[タイプ] 支払方法の種類を選択します。有効値は [小切手]、[銀行振替]、[電信送
金] です。

[検索] このボタンをクリックすると、入力した条件に基づいて検索が行われます。
検索が終了すると、検出された照合例外が表示されます。

注: 照合例外の検索結果はエクセル表にエクスポートできます。

照合済みトランザクションの表示

監査上の理由から、システム トランザクションと照合された銀行トランザクションの確認が必要になる場
合があります。この情報を表示するには、クエリを作成する必要があります。

自動照合プロセスを実行すると、固有の銀行ファイル ID が照合プロセスごとに割り当てられ、固有の
連番が各照合済みトランザクションに割り当てられます。照合済みトランザクションを表示するには、
GP_BNK_FILE_DTL.SEQ_NBR = GP_PYMT_BNK_TBL.SEQ_NBR と指定して、レポートのクエリを実行します。
このクエリにより、照合済みのシステム トランザクションとそれに対応する銀行データの行が表示されま
す。

例外の解決
このセクションでは、トランザクションを手動で照合する方法について説明します。

例外の解決に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[支給の手動照合] GP_BNK_RCN_MAN [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[支給処理]、
[支給の手動照合]、[支給
の手動照合]

ユーザーによる例外の更
新またはトランザクションの
照合取り消しが可能です。

トランザクションの手動照合

"支給の手動照合" ページにアクセスします。
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"支給の手動照合" ページ

検索条件

検索に必要な条件を指定します。条件に一致したトランザクションが検索されたら、更新するトランザク
ションを選択してそのステータスを変更できます。

[送金元銀行 ID] 送金元銀行 ID を入力します。この必須フィールドに値を入力すると、[銀
行 ID]、[口座番号]、[通貨] の各フィールドに値が設定されます。

[銀行ファイル ID] 銀行ファイルをコンポーネント インターフェイスでロードするか、手動で入
力するかにかからわず割り当てられる固有の連番です。

[開始日] 、 [終了日] 開始日と終了日を指定して、検索条件を絞り込みます。

[開始金額] 、 [終了金額] 金額の範囲を指定して、検索条件を絞り込みます。

[開始支給番号] 、 [終了支
給番号]

支給番号の範囲を指定して、検索条件を絞り込みます。

[ステータス] 検索対象トランザクションのステータスを入力します。有効値は、[照合済]、
[未照合]、[期限切れ]、[支給停止]、[無効]、[未請求] です。
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[開始日] [未照合] のステータスを [未請求] または [期限切れ] に更新するトランザ
クションを検索する際に使用する日付を入力します。同様に、[未請求] ま
たは [期限切れ] から [未照合] に更新するトランザクションを検索する場
合も、このフィールドに日付を入力します。[アクション] フィールドに指定し
た値によって、トランザクションの更新ステータスが決定されます。検索対
象トランザクションのステータスが [未照合] の場合は、[アクション] フィー
ルドに [期限切れ] または [未請求] のいずれかを指定します。

[発行日からの経過日数] トランザクションのステータスが [期限切れ] または [未請求] の場合にの
み、[開始日] フィールドに日付を指定できます。[開始日] に指定した値を
基準にして、支給発行日からの経過日数を入力します。[開始日] に指定
した日付から、[発行日からの経過日数] に入力した日数がカウントされ、
未払いの小切手が検索されます。

支給の [ステータス] の値を [未照合] から [期限切れ] または [未請求] に
更新する場合 (あるいは、その逆に更新する場合) は、[開始日] フィール
ドと [発行日からの経過日数] フィールドに必ず値を入力します。

[アクション] [アクション] フィールドに選択した値によって、トランザクションのステータ
スが更新されます。有効値は、[期限切れ]、[照合済]、[支給停止]、[未請
求]、[未照合]、[無効] です。

たとえば、ステータスが "未照合" のトランザクションを "無効" に変更す
る場合は、[ステータス] に [未照合] を選択して、[アクション] に [無効] を
選択します。このトランザクションが更新されると、[ステータス] は [無効]
に変更されます。

[検索] このボタンをクリックすると、入力した条件に基づいて検索が行われます。
検索が終了すると、ステータスが "未照合" の銀行ファイル トランザクショ
ンがある場合は、画面左側の [銀行トランザクション] に表示され、未照合
のトランザクションがある場合は、画面右側の [システム トランザクション]
に表示されます。

注: 検索が終了すると、支給照合で不一致となったトランザクションが例外
ステータスとして更新され、銀行トランザクション側にトランザクションは表
示されなくなります。この場合、例外ステータスのトランザクションは照合例
外ページで確認できます。また、適切な権限があれば、例外トランザクショ
ンのステータスを編集して、手動で照合することができます。例外ステータ
スとなった未照合の銀行トランザクションは支給照合処理を実行するたび
に毎回リセットされるため、支給照合処理は繰り返し実行できます。

[更新] このボタンをクリックすると、トランザクションのステータスが [ステータス]
フィールドに現在指定されている値から [アクション] フィールドの値に更
新されます。システム トランザクションの更新理由についてコメントを入力
する画面が表示されます。

コメントは、必要に応じていつでも入力できます。ただし、[未請求]、[期限
切れ]、[支給停止]、または [無効] のトランザクションを処理する際にコメ
ントが入力されていないと、警告が表示されます。

銀行トランザクションとシステム トランザクション

トランザクションの手動照合では、以下の点に注意が必要です。

• 選択したトランザクションの金額が一致していない場合には、ユーザーがそのトランザクションを更新
または照合することはできません。
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• 選択したトランザクションの支給番号または支払方法が異なる場合には、警告が表示されます。

手動照合の処理例

次の表は、手動照合の処理例をまとめたものです。

トランザクション 例

日付が2004年 3月 15日の未照合トランザクションを
全て期限切れにする場合

(未照合または未請求のどちらのトランザクションを期
限切れにする場合も同じ処理になります。)

[ステータス]に [未照合]を選択します。[開始日]に
「2004/03/31」、[発行日からの経過日数]に「16」と入力
します。[アクション]に [未照合]を選択して、[検索]ボ
タンをクリックします。開始日の時点で16日経過してい
るトランザクション (2004年 3月 15日)が表示されます。
期限切れにするトランザクションを選択し、トランザク
ションのステータスを更新します。

初の例で選択したトランザクションの処理に間違いが
あった場合は、期限切れにしたトランザクションを未照
合に戻す必要があります。

[ステータス]に [期限切れ]を選択します。[開始日]に
「2004/03/31」、[発行日からの経過日数]に「16」と入力
します。[アクション]に [期限切れ]を選択して、[検索]
ボタンをクリックします。開始日の時点で16日経過し
ているトランザクション (2004年 3月 15日)が表示され
ます。未照合にするトランザクションを選択し、ステー
タスを更新します。

未照合のトランザクションの支給を停止する場合

(支給停止または無効トランザクションのどちらの場合も
処理は同じになります。)

[ステータス]に [未照合]を選択し、[アクション]に [支
給停止]を選択して、[検索]ボタンをクリックします。支
給停止にするトランザクションを選択し、ステータス
を更新します。

この場合、支給停止するトランザクションについて銀行
に連絡する必要があります。
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アプリケーションとリスト セットの管理

この章では、アプリケーションとリスト セットの概要と、以下の作業を行う方法について説明します。

• アプリケーション定義の設定

• リスト セットの定義

注: この章では、標準で用意されている RSLT_ADM アプリケーションを使用した場合の画面表示を図で示しな
がら、アプリケーションとリスト セットの関係を説明します。RSLT_ADM アプリケーションは、"処理結果 - 管理
ビュー" コンポーネントと連動して機能するようになっています。アプリケーションとリスト セットを定義してレポー
トやプロセスを管理するには、さまざまな方法を用いることができますが、ここではそのうちの 1 つの方法として
RSLT_ADM アプリケーションについて説明します。

アプリケーションとリスト セットについて
アプリケーション定義とリスト セットは連携して機能するため、以下について表示方法を設定することが
できます。

• 処理結果 - 管理ビュー

• レポート

• プロセス

アプリケーション定義とは上位レベルの設定グループのことで、さまざまなエレメント レベル (リスト セッ
ト、エレメント グループ、エレメントなど) で必要とされるフィールド タイプやフィールド値を定義できます。
リスト セットを新規作成する際には、アプリケーションを指定する画面が表示されます。この画面で選択
したアプリケーション定義に基づいて、リスト セット定義ページがリフレッシュされ、使用可能なユーザー
定義フィールドが表示されます。

リスト セットの定義により、エレメント グループや対応するエレメント属性を作成して、特定のアプリケー
ション (処理結果 - 管理ビュー、新規レポート、プロセスなど) に関連付けることができます。たとえば、独
自のレポートを作成する場合には、給与計算結果からレポート データを抽出する支給、控除、累計のリ
ストを作成できます。さらに、特定のエレメントを印刷する場合、または印刷しない場合の条件を指定す
ることもできます。リスト セット機能では、ページやレコードを新規に作成することなくこうした設定を行う
ことが可能です。つまり、リスト セットを使用すると、以下の処理を行うことができます。

• エレメント グループとアプリケーションの関連付け

• リスト セットに含めるエレメント グループの関連付け

• リスト セット、エレメント グループ、エレメントの各レベルでのアプリケーションに必要なユーザー定義
の設定

主なリスト セット コンポーネント

アプリケーション定義およびリスト セット機能は、主に以下の 3 つの構成要素から成っています。
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• エレメント グループ

エレメント グループとは、エレメントのリストです。給与管理者はエレメント グループを使用して、特定
のアプリケーションまたは複数のアプリケーションに使用するエレメントのリストを作成できます。

• アプリケーション定義

アプリケーション定義とは処理順序や印刷のオプションなどの属性セットのことで、給与管理者がリスト
セット内のエレメントをアプリケーションで使用できるようにするために、そのエレメントに割り当てる必
要がある属性を指定するのに使用されます。

• リスト セット

リスト セットとは、アプリケーションの特定の属性をエレメント リストに関連付けるために、アプリケー
ション定義にリンクされたエレメント グループのセットのことです。給与管理者はリスト セットを使用し
て、エレメント グループをさらにグループ化し、エレメント、エレメント グループ、またはエレメント グルー
プのセット全体に属性を割り当てます。リスト セットには、アプリケーションで使用できる全てのエレメン
トが含まれています。

アプリケーション定義とリスト セットの設定フロー

次の図は、アプリケーション定義ページの設定によってリスト セット定義ページに表示されるフィールドが
どのように決定されるかを示したものです。
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アプリケーション定義とリスト セット設定の関係

アプリケーションとリスト セットのユーザー定義の設定方法

アプリケーション定義を使用してリスト セットを設定するには、次の手順に従います。

1. アプリケーション定義ページを使用して、定義する必要がある属性を指定して、ラベルを付けま
す。属性は、リスト セット、エレメント グループ、エレメントの各レベルで定義できます。アプリケー
ション定義ページで設定した情報に基づいて、リストセット定義ページにデータがロードされます。

2. 必要に応じて、[属性値の定義] 2 次ページを使用し、さらに属性値を指定します。

3. リスト セット定義ページを使用して、リスト セットに関連付けるさまざまなエレメント グループを指
定し、それぞれのエレメント グループに属性値を指定します。アプリケーション定義ページでリスト
セット レベルの属性を定義した場合、その属性はリスト セット定義ページに表示されます。また、
新規のエレメント グループを作成していない場合は、リスト セット定義ページでも作成できます。

4. [エレメント グループ属性] 2 次ページを使用して、エレメント グループとエレメントの属性を確認
または更新します。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 991



アプリケーションとリスト セットの管理 第 36 章

事前設定
リスト セット定義ページではエレメント グループが必要になります。したがって、アプリケーション定義とリ
スト セットを設定する前に、エレメント グループを設定しておく必要があります。リスト セットを作成する
前にあらかじめエレメント グループを設定していない場合は、操作を続行しながらエレメント グループを
作成することも可能ですが、必要なエレメント グループについてはアプリケーションとリスト セットの設定
前に定義することをお勧めします。

参照: 第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「エレメント グループの定義」 、 364ページ

この章で使用する共通フィールド

アプリケーション グローバル ペイロールまたは国別拡張機能に標準で用意されているか、
またはユーザーによって開発された機能、プロセスまたはレポートのこと
で、エレメント グループとリスト セットを必要とします。

属性 リスト内のエレメント、セット内のグループ、またはエレメント セット全体に
ついて定義された特性 (エレメント レベルの "レートの印刷" チェック ボッ
クス、リスト レベルの "レート列ラベル" 文字フィールドなど)

エレメント グループ エレメント グループとはエレメントのリストまたはグループのことです。

リスト セット アプリケーションで使用するために定義されたエレメント グループのセット

アプリケーションの設定
アプリケーションを設定するには、アプリケーション定義 (GP_ELN_APP) コンポーネントを使用します。

このセクションでは、アプリケーション定義の設定方法について説明します。

アプリケーション定義の設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[アプリケーション定義] GP_ELN_APP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[アプリ
ケーション定義]、[アプリ
ケーション定義]

リストセット、エレメント
グループまたはエレメ
ントに設定する属性を
定義します。

[属性値の定義] GP_ELN_LIST_SET,

GP_ELN_LIST_LST,

GPE_ELN_LIST_PIN

アプリケーション定義ペー
ジで [属性コントロール]に
[ドロップダウンリスト]が選
択されている行の [値] リン
クをクリックします。

リストセット、エレメントグ
ループまたはエレメントの
属性値を設定します。
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アプリケーションの定義

アプリケーション定義ページにアクセスします。

アプリケーション定義ページ

注: 標準で用意されている GP000001 アプリケーションでは [国] フィールドに [ALL] が設定されており (
上の図を参照)、給与計算結果レポートと連動して機能するようになっています。したがって、このアプリ
ケーションは変更しないようにしてください。GP000001 アプリケーションと選択したリスト セットとを関連付
けて、給与計算結果レポートの形式とそこに表示されるデータを管理します。

参照: 第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「給与計算データのレポート」 、 655ページ

[リスト セット]、[エレメント グループ]、[エレメント] の各グループ ボックスには必ずしも属性を指定する必
要はありません。属性を指定しなくても、アプリケーション定義は作成できます。複数のエレメント グルー
プをグループ化するためにだけリスト セットを使用するアプリケーションでは、属性を指定しなくてもかま
いません。各レベルには 大で 10 個の属性を定義できます。

リスト セット レベルで定義された属性は、そのセット内の全てのエレメント リストに適用されます。

[属性コントロール] リスト セット定義ページでの属性の表示方法を指定します。以下のいずれ
かを選択します。

• [チェック ボックス]: 属性がチェック ボックスとして表示されます。
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• [ドロップダウン リスト]: この属性は文字フィールドで、属性値の定義
ページで作成された値リストにある値以外は入力できません。

• [編集ボックス]: この属性は文字フィールドで、値を自由に入力できます。

• [トランスレート]: この属性は文字フィールドで、プロンプト リストに指定
されているトランスレート値以外は入力できません。

[名称] リスト セット定義ページに表示されるフィールド ラベル名を入力します。

[プロンプト ビュー名] プロンプト テーブルを作成する際に元になるレコードを選択します。この
テーブルで、入力値が有効であるか確認されます。[プロンプト ビュー名]
フィールドが表示されるのは、[属性コントロール] に [編集ボックス] が指
定されている場合だけです。

重要: ここでは、指定したレコードに基づいたプロンプト テーブルの値を選
択します。それ以外のセキュリティや関係プロンプト (セットID ロジックなど)
は使用されていません。

[値] このリンクをクリックすると、"属性値の定義" ページで有効値を設定でき
ます。[値] リンクが表示されるのは、[属性コントロール] に [ドロップダウ
ン リスト] が指定されている場合だけです。

[フィールド名] トランスレート値が設定されているエレメントを指定します。ここで定義され
たトランスレート値は、リスト セット定義ページのドロップダウン フィールド
に表示されます。このフィールドが表示されるのは、[属性コントロール] に
[トランスレート] が指定されている場合だけです。

[デフォルト値] リスト セット定義ページに特定の属性値が自動的にロードされるようにす
るには、有効なデフォルト値を指定します。該当の属性コントロールに対し
て有効な値をデフォルト値として指定する必要があります。

属性値の定義

"属性値の定義" ページにアクセスします。

"属性値の定義" ページ
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[属性コントロール] に [ドロップダウン リスト] が指定されている属性については、ドロップダウン フィー
ルドの値を指定する必要があります。ここで指定した値は、リスト セットの設定時にエレメント グループ
属性ページでフィールドのオプション値として表示されます。[値] 列のどの値もデフォルト値として使用
できます。

[値] 戻り値を入力します。

[名称] 値に付ける名称を入力します。

リストセットの設定
リスト セットを設定するには、リスト セット定義 (GP_ELN_SET) コンポーネントを使用します。

このセクションでは、リスト セットの定義方法について説明します。

リスト セットの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[リストセット定義] GP_ELN_SET [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
リストセット定義]、[リス
トセット定義]

エレメントグループをアプリ
ケーションに割り当てます。

[エレメントグループ属性] GP_ELN_SET_SEC リストセット定義ページの [
エレメントグループ詳細]ア
イコンをクリックします。

リストセットのエレメントま
たはエレメントグループの
属性値を指定します。

リスト セットの定義

リスト セット定義ページにアクセスします。
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リスト セット定義ページ

[名称] リスト セットの名称を入力します。

[アプリケーション適用国] アプリケーション定義を適用する国を選択します。

[アプリケーション] アプリケーション定義を選択します。選択したアプリケーション定義に設定
されている値に基づいて、さまざまなフィールドが表示されます。

[リスト セット属性]

[リスト セット属性] グループ ボックスには、アプリケーション定義ページでユーザーが定義したフィール
ドが表示されます。たとえば、上の図の [サマリ グリッド列 1 メッセージ セット] フィールドは、アプリケー
ション定義ページの [属性コントロール]、[名称]、[プロンプト ビュー名] の各フィールドを使用して定義し
たフィールドです。[サマリの表示] チェック ボックスも同様にアプリケーション定義ページで定義したフィー
ルドです。次の図の 2 行目を見ると、[デフォルト値] フィールドに「Y」("オン" の意味) を指定して、[サマ
リの表示] チェック ボックスのデフォルト設定をオンにしているのがわかります。つまり、リスト セット定
義ページを追加モードで表示して、[RSLT_ADM] アプリケーションを選択すると、[サマリの表示] チェック
ボックスがデフォルトでオンに設定されて表示されます。
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[リスト セット属性] グループ ボックスに設定される属性値の例

[エレメント グループ]

追加モードで 初にページを表示すると、このグループ ボックスにエレメント グループは選択されてませ
ん。したがって、リスト セットに関連付けるエレメント グループを全て選択する必要があります。まだ作成
されていないエレメント グループを割り当てる必要がある場合は、[新規エレメント グループの作成] リン
クをクリックします。

[エレメント グループ名] このリスト セットに関連付けるエレメント グループを選択します。ここで選
択したエレメント グループは、このリスト セットを使用して設定するコンポー
ネント、レポートまたはプロセスに表示できます。

[名称] このフィールドの下に表示されるリンクをクリックすると、エレメント グルー
プ メンバー ページが開き、エレメント グループの詳細説明を確認したり、
必要に応じて変更したりすることができます。

[エレメント グループ詳細] このアイコンをクリックすると、エレメント グループ属性ページが開きます。
このページでは、アプリケーション定義ページの設定に従って、関連するコ
ンポーネント、レポート、またはプロセスで各エレメント グループを表示す
る場所や方法について詳細に定義できます。

[新規エレメント グループ
の作成]

このリンクをクリックすると、エレメント グループ コンポーネントが追加モー
ドで表示され、新規のエレメント グループを作成できます。リスト セットに
参照するエレメント グループがあらかじめ定義されていない場合には、[新
規エレメント グループの作成] リンクを使用すると便利です。

参照: 第 14 章、 「組織構造の定義」 、 「エレメントグループの定義」 、 364
ページ

注: リスト セット定義ページでは、追加または更新したエレメント全てにデフォルトの属性値が設定されて
表示されます。 初にエレメント グループ定義からエレメント リストがロードされ、次に GP_ELN_PIN_ATTR
テーブルの属性値が割り当てられます。このようにすることで、リスト セット定義ページには正確なエレ
メント グループ メンバーが表示されます。エレメントはエレメント グループから削除されると、リスト セッ
トからも削除されます。ユーザーがエレメント グループ詳細ページを表示するたびに、エレメント グルー
プ メンバー リストはリフレッシュされます。

エレメント グループ属性の入力

エレメント グループ属性ページにアクセスします。
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エレメント グループ属性ページ

このページに表示されるフィールドは、アプリケーション定義ページで選択した値によって決まります。エ
レメント グループ レベルの変更が全て反映されるように、このページにアクセスするたびに、表示される
値がリフレッシュされます。エレメント グループ属性ページにアクセスすると、毎回以下の処理が自動的
に行われます。

• 定義済みエレメント グループのメンバーとして新規に作成されたエレメントと、そのデフォルトの属性
値が設定されます。

• 定義済みエレメント グループのメンバーではなくなったエレメントが削除されます。

このページでは、リスト セットを使用するコンポーネント、レポートまたはプロセスで各エレメント グループ
を表示する場所や方法について詳細に定義できます。

[エレメント グループ属性]

[エレメント グループ属性] グループ ボックスには、アプリケーション定義ページでユーザーが定義した
フィールドが表示されます。たとえば、上の図の [エレメント グリッド] フィールドは、アプリケーション定義
ページの [属性コントロール]、[名称]、[値] の各フィールドを使用して定義したフィールドです。下の図を
見ると、[エレメント グリッド] フィールドには [サマリ累計]、[サポート エレメント]、[支給/控除]、[累計]、
[休暇欠勤日次データ]、[作成済ポジティブ入力]、[休暇欠勤累計] が有効値として設定されているのが
わかります。
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[エレメント グループ属性] グループ ボックスに設定される属性値の例

[エレメント グループ メンバーと属性]

エレメント グループのメンバーとして選択されている各エレメントがエレメント グループ属性ページの [エ
レメント名] 列に表示されます。アプリケーション定義ページの設定値に基づいて、各エレメントに詳細な
情報を指定できます。たとえば、エレメント グループ属性ページの [属性] タブの [列] ヘッダーには、ア
プリケーション定義ページの [属性コントロール] フィールドと [名称] フィールドの値が設定されます。

[エレメント グループ メンバーと属性] グループ ボックスの [列] フィールドに設定される属性値の例

エレメント グループ属性ページの [属性] タブの [列] ヘッダー直下には、属性値の定義ページからの値
が設定されます。

[エレメント グループ メンバーと属性] グループ ボックスのフィールドに設定される属性値の例
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[タイプ/名称]

[タイプ/名称] タブをクリックします。

エレメント グループ属性ページ - タイプ/名称タブ

このタブでは、各エレメントのエレメント タイプと名称を確認できます。エレメント設定に基づいて値が表
示されます。このリスト セットを使用して設定するコンポーネント、レポートまたはプロセスには、ここに表
示される名称が設定されます。
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ユーティリティの使い方

この章では、グローバル ペイロールで使用されるユーティリティの概要と、以下の作業を行う方法について説明
します。

• エレメント関係の定義

• エレメント マップへのレコードの追加

• エレメント関係の表示

• 規定パッケージの作成とエクスポート

• パッケージのステータスの表示

• 規定パッケージの比較とアップグレード

• エレメント名の変更

• 規定外パッケージの作成とエクスポート

• 規定外パッケージの比較とアップグレード

• パッケージのコピー

• エレメントのスタンプ処理とバージョン別パッケージ作成

グローバル ペイロールのユーティリティについて
このセクションでは、以下の項目について説明します。

• ユーティリティ使用ガイドライン

• パッケージの作成とアップグレード

• 基本言語と関連言語

• バージョン管理機能

• 削除機能

• UNIX ディレクトリと NT ディレクトリの関連付け

この章で使用する共通フィールド

エレメント マップ データベース内でのエレメント間の関係を表します。たとえば、レート×ユ
ニットの計算ルールが設定された支給エレメント (ユニット数がフォーミュ
ラで返される) について、この支給エレメントにコンポーネントおよびフォー
ミュラ エレメントがどのように関連付けられているのかをエレメント マップ
によって確認できます。
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エレメント マップは、パッケージの作成や、エレメントやデータの他のデータ
ベースへの移動に関して重要な役割を果たします。パッケージを作成すると
きにマップは 新で正確である必要があるため、規定パッケージ作成処理
を開始する場合は、マップが自動的に再作成されます。マップの作成中に
は、定義されたフィールドがレコードにあるかどうかの確認が行われます。

注: マップの作成では、PIN レベルのレコードのみが含まれます。規定外
パッケージャを使用するためには、PIN 番号が主キーではないレコードを
含める必要があります。

目的エレメント 処理またはアクションを実行する対象です。

規定外 規定外データの例としては、処理結果、受給者データ、設定の定義など、
PIN 番号 (PIN_NUM) が主キーとなっていないデータがあります。

パッケージ ステータス このリンクをクリックすると、パッケージ ステータス ページにアクセスします。

PIN コード (支給アイテム名
コード)

全てのデータベース上で一意である必要がある唯一のエレメント属性で
す。PIN 番号と同様に、PeopleSoft が提供している全てのエレメントおよび
ユーザーが作成した全てのエレメントに対して割り当てられます。エレメン
トが全ての国で使用するものであれば ALL、特定の国で使用するものであ
れば 3 文字の国コードがサフィックス (接尾辞) としてエレメント名に追加
されます。たとえば、BASE ALL または BASE ITA となります。エレメントを
データベース間で移動すると、エクスポートするエレメントとターゲット デー
タベース内のエレメントの比較が行われます。PIN コードは、エレメントの
比較の際に確認される属性の 1 つです。

PIN 番号 (支給アイテム
名番号)

支給アイテム名を示すポインタです。GP_PIN テーブルやその他のテーブル
のデータに関連付けられています。PeopleSoft が提供している全てのエレ
メントおよびユーザーが作成した全てのエレメントに対して作成され、割り当
てられます。グローバル ペイロールのプログラムでは、エレメント名ではなく
PIN 番号 (PIN_NUM) を参照してエレメントにアクセスし、処理を行います。

PIN 番号は、データベースごとに連番で割り当てられます。つまり、データ
ベースが異なると同じエレメントでも別の PIN 番号を持つ場合があります。
そのためデータベース間でエレメントを移動する場合、ユーティリティでは、
コピー対象のソース エレメントがターゲット データベースに存在するかど
うかの確認に PIN 番号を使用しません。

規定 (ルール) グローバル ペイロールでは、ルールとはビジネス ルールを定義するため
に使用される 1 つのエレメントまたはエレメントの組み合わせです。たとえ
ば、支給ルール、控除ルール、集計ルール、端数処理ルールなどがありま
す。ルール定義テーブルの主キーは、PIN_NUM です。

ターゲット PIN 番号 (ター
ゲット支給アイテム名番号)

ターゲット データベースのエレメントの PIN 番号です。

アップグレード ソース データベースからターゲット データベースへアイテムをコピーし、コ
ピーされたアイテムとターゲット データベースのアイテムとを比較します。
その比較結果に従って、ターゲット データベース内のアイテムを上書きす
るか新規アイテムを追加し、選択したアイテムをターゲット データベースか
ら削除します。

ソース データベース パッケージ化され、ターゲット データベースへ移動される規定エレメントま
たは規定外エレメントを含むデータベース。

1002 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 37 章 ユーティリティの使い方

ターゲット データベース ソース データベースから、パッケージ化された規定エレメントまたは規定
外エレメントを移動する先のデータベース。

関連項目:

第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「コア アプリケーションで支給アイテム名
(PIN) 処理が使われる理由」 、 11ページ

ユーティリティ使用ガイドライン

グローバル ペイロールでは、給与計算ルールを定義するエレメントを作成して管理するための統合ツー
ル セットを用意しています。エレメント間の関係を表示するためのユーティリティ、エレメントとデータをパッ
ケージにまとめてデータベース間で移動するユーティリティ、そしてエレメントを削除するユーティリティが
あります。このようなユーティリティを使用すると、給与計算システムを導入する際に自ら作成しテストを済
ませたルールの全て、または一部を指定して実際に使用するデータベースに移動できます。現在稼動中
のシステムでは、新しいルールの導入、システムの更新、処理結果と給与計算データの他のデータベー
スへの移動などの処理がユーティリティによって能率的に行えます。

ユーティリティの使用に関する重要なガイドラインは以下のとおりです。

• ユーティリティの使用を伴う操作はシステムに大きな影響を及ぼすため、これらを使用するのはグロー
バル ペイロールを熟知しているユーザーに限定してください。

• ソースとターゲットのデータベースが共に同じリリースの PeopleTools を使用する必要があります。

• 規定外パッケージャに使用されるデータベースについては、ソースとターゲットで基本言語が共有され
る必要があります。

• グローバル ペイロール言語テーブル (GP_PIN_LANG) の PIN_CODE は変更しないでください。

それを行った場合、エレメントの移動に影響を及ぼします。

• ユーティリティは業務時間終了後に使用するようにしてください。給与計算実行中、またはオンライン
での業務を実行している間は使用しないでください。

• 一度に複数のパッケージをインポートしないでください。

警告: 一度に複数のパッケージをインポートすると、重要なデータが失われることがあります。

パッケージの作成とアップグレード

データベース間でルールやデータを移動するには、いくつかのユーティリティを特定の順序で使用しま
す。下の図はデータベース間でルールやデータを移動する際の一般的な順序を表しています。
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データベース間のルールとデータの移動

データベース間でルールやデータを移動するには、次の手順に従います。

1. 規定パッケージを作成し、アップグレードします。

規定パッケージには、PIN 番号 (PIN_NUM) が主キーのレコードで定義されたエレメントが含まれて
います。"規定パッケージの作成/エクスポート" コンポーネントと "規定パッケージの適用" コン
ポーネントを使用して、移動するエレメントのパッケージを作成し、アップグレードします。パッケー
ジに含めるエレメントは、エレメント名または属性で個別に指定したり、バージョン番号で指定する
ことができます。パッケージに目的エレメントのみを含めるか、またはその目的エレメントに使用さ
れるエレメントも含めるのか、エレメント マップを基に指定します。
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また、ターゲット データベースのエレメントを削除またはアップグレードするように指定することも
できます。バッチ処理ではオンラインで表示可能なエレメントのパッケージが作成されます。

パッケージを作成したら、そのパッケージをソース データベースからエクスポートし、ターゲット
データベースにインポートします。ターゲット データベース内で同じ PIN 番号を持つエレメントが上
書きされないように、パッケージ内の各 PIN 番号の値に 50000000 が追加されます。

続くバッチ比較処理では、パッケージに含まれたエレメントとターゲット データベースにあるエレ
メントの比較が行われます。比較の目的は、ターゲット データベースで新しく追加されるエレメン
ト、既存のエレメントに一致するエレメント、およびユーザーの指示に従って削除する必要のある
エレメントを識別することにあります。ターゲット データベースに新しく追加されたエレメントには、
PIN 番号が順次割り当てられます。

比較の結果を検討し、不整合の問題を解決すれば、アップグレード処理が完了します。

2. 規定外パッケージを作成し、アップグレードします。

規定外パッケージには、PIN_NUM が主キーではないレコードのデータと、関連エレメントの情報
が含まれます。

規定外パッケージを作成するには、次の手順に従います。

a. 移動するデータのパッケージを作成するための条件を定義します。

b. ソースデータベースから規定外データおよびエレメント情報をエクスポートします。

c. ターゲットデータベースに、エレメントそのものではなく、エレメントに関する情報をインポートします。

d. 比較処理を実行します。この処理ではパッケージ化されたエレメントとターゲットデータベース
内のエレメントを比較し、規定外パッケージをターゲットデータベースにインポートする前に
解決すべき不整合を識別します。

e. 規定外データをインポートし、アップグレード処理を開始します。この処理では、ターゲットデータ
ベースに移動された規定外データレコードのPIN番号を付け直します。

たとえば、休暇欠勤結果レコード (GP RSLT ABS) では、ソースデータベースにPIN番号 1333の休
暇取得エレメントがあるとします。このエレメントがターゲットデータベースに移され、そのエレメント
のPIN コードがターゲットデータベース内でPIN番号 3453のエレメントと一致した場合、休暇欠勤
結果レコードのPIN番号は規定外パッケージのユーティリティにより変更されます。

基本言語と関連言語

規定パッケージの場合、ソース データベースとターゲット データベースの基本言語が同一である必要は
ありません。規定パッケージャでは、データ ムーバー機能によって、ターゲット データベースの基本言語
を識別し、基本言語テーブルまたは関連言語テーブルの正しい言語を使用することができます (その言語
がソース パッケージに存在していた場合)。また、規定パッケージャによって、ソース データベースの基本
言語に対する関連言語のエントリがターゲット データベースに作成されます。以下の例を考えてみます。

ドイツ語 (DEU) のターゲット データベースに以下のデータが含まれています。

基本言語データ
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PIN_NUM PIN_CODE 翻訳対象データ 翻訳対象外データ

701 GP_TEMP001_DEU 現在のドイツ語の

TEXT

CONTENT

ターゲットデータベース
の現在値

PIN_CODE GP_TEMP001 を基本言語用にコピーして、英語 (ENG) のソース データベースからパッケージ
を作成するとします。以下の処理が行われます。

• PIN_CODE GP_TEMP001 の情報を含むデータ ファイルが ENG データベースからエクスポートされます。

そのデータ ファイルには新規の PIN_NUM (PIN 番号) 50 000 701 が含まれています。

• ターゲット データベースにデータ ファイルがインポートされます。

インポートが完了すると、データ ムーバーによって、言語コード ENG を持つ関連言語の行が自動的に
1 つ作成されます。

この時点で、ドイツ語のターゲット データベースは以下のような状態です。

PIN_NUM PIN_CODE 翻訳対象データ 翻訳対象外データ

701 GP_TEMP001_DEU CONTENT ターゲットデータベース
の現在値

50 000 701 GP_TEMP001_DEU SALARY ソースデータベースから
の新しい値

関連言語データ

PIN_NUM PIN_CODE LANGUAGE_CD 翻訳対象データ

50 000 701 GP_TEMP001_DEU ENG SALARY

次に、システムにより以下の処理が行われます。

• PIN_CODE によって、50 000 701 と 701 が関連付けられます。

• ドイツ語の翻訳対象フィールドが 701 から 50 000 701 にコピーされます。

• コピー元の PIN_NUM 701 が削除されます。

• ターゲット データベースの PIN_NUM で新規行の番号が付け直されます。

基本言語テーブルの情報が更新され、新規の ENG エントリが関連言語テーブル上に作成されました。
処理結果を以下の表に示します。

基本言語テーブル
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PIN_NUM PIN_CODE 翻訳対象データ 翻訳対象外データ

701 GP_TEMP001 DEU CONTENT ソースデータベースから
の新しい値

関連言語テーブル

PIN_NUM PIN_CODE LANGUAGE_CD 翻訳対象データ

701 GP_TEMP001 DEU ENG SALARY

パッケージが基本言語と関連言語の両方で定義されていた場合は、パッケージのインポート時にデータ
ムーバーによって言語の置き換えが既にある程度行われています (ただし、ターゲット データベースの
言語の関連言語の行がパッケージにある場合)。そのため、基本言語行の翻訳対象フィールドはコピー
された言語行の内容と重複してしまいます。関連言語のみがパッケージとコピーされた場合も、上記と同
様の処理が行われます。ただし、ターゲット データベースの基本言語行の翻訳対象フィールドは更新さ
れて、移動された言語行の値が設定されます。

バージョン管理機能

グローバル ペイロールのバージョン管理ユーティリティを使用して、エレメントにバージョン番号を割り当
てて、そのバージョン番号のエレメントだけをパッケージ化することができます。バージョン別にパッケー
ジを作成したら、そのパッケージを別のデータベースに移動できます。この場合、エレメント定義またはコ
ンポーネント レコードの変更情報が自動的に移動されます。たとえば、支給計算のみを変更した場合、
エレメント定義自体は移動されません。

バージョン管理されたパッケージでは、データベースの基本言語テーブルからデータを抽出するだけで、
PIN - 関連言語テーブル (GP_PIN_LANG) のデータは抽出しません。GP_PIN_LANG から関連言語情報を
移動するには、通常の規定パッケージを使用する必要があります。

削除機能

ターゲットまたはソース データベースからルールを削除するには、パッケージの選択条件を定義するとき
にエレメント削除についても設定しておきます。データの整合性を保つため、エレメントの削除はそのエ
レメントが他のデータに関連付けられていない場合にのみ可能になっています。つまり、削除可能なエ
レメントは以下の条件を全て満たす必要があります。

• 結果テーブルで使用されていない。

• 受給者データに関連付けられていない。

• 規定外テーブルにリンクされていない。

• 別のエレメントで使用されていない。

• PeopleSoft システムにより作成/提供されたものでない。

重要: 削除するエレメントは、ソース データベースからターゲット データベースに移動するエレメントとは
別個のパッケージに入れることをお勧めします。
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関連項目:

第 37章、 「ユーティリティの使い方」 、 「規定パッケージのエレメントの選択 (エレメント名別)」 、 1020ページ

第37章、 「ユーティリティの使い方」 、 「規定パッケージに含めるエレメントの選択 (属性別)」 、 1022ページ

UNIX ディレクトリと NT ディレクトリの関連付け

UNIX 上でアプリケーションを実行している場合は、パッケージのインポート/エクスポートに関して、さらに
考慮すべき点があります。UNIX マシン上でデータ ムーバーのスクリプトを作成することはできますが、
パッケージのインポート/エクスポートに使用するデータ ムーバーは、NT プロセス スケジューラを介して
のみ実行できます。

重要: UNIX 環境でデータ ムーバーを使用する業務やプロセスは、NT プロセス スケジューラで実行す
る必要があります。

UNIX と NT ではディレクトリの参照方法が異なるので、双方のプラットフォームからアクセスできる共有
ディレクトリを定義する必要があります。そのためには、同一のパスが両プラットフォームに指定される必
要があります。パス名は、UNIX 側と NT 側で必ず同一に定義します。たとえば、以下のディレクトリを定
義してデータ ムーバー ファイルを保存するとします。

• NT システム: \\xx-xxx\hcm\datamover\

• UNIX システム: /xx-xxx/hcm/datamover/

スクリプトの作成やパッケージのインポート/エクスポートを行う前にパスを指定する際には、先頭のダブ
ル バックスラッシュも含めた NT のパス表記を常に使用してください。必要時には、PeopleCode によって
各プラットフォーム用のパス表記に自動的に変換されます。

重要: スクリプトの場所を NT プロセス スケジューラの psprcs.cfg ファイルに追加する必要があります。
[Data Mover] セクションの入力パスと出力パスが同じドライブを指していることを確認してください。

エレメント関係の定義
エレメント関係を定義するには、エレメント関係定義 (GP_PIN_FLD_MAP1) コンポーネントを使用します。

エレメント関係定義のユーティリティによって、PIN 番号を持つエレメントどうしがどのように関係している
かを表すエレメント マップが作成されます。また、エレメント間の関係を定義し、規定外データでのエレメ
ントの使用をパッケージャで確認できるようにします。これらは、エレメントの削除や規定外データのパッ
ケージ作成の際に必要となります。

規定パッケージを作成するとマップが自動的に再作成されますが、新規エレメントの定義や、既存エレメ
ントの変更、エレメントの削除を行ったときにはマップを再作成することをお勧めします。また、アップグ
レードが終了したときにもターゲット データベースでマップを再作成してください。それによって、 新の
情報で更新されたマップを表示できます。

このセクションでは、以下の作業を行う方法について説明します。

• エレメント マップの再作成

• エラーの確認
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関連項目:

第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「エレメント マップへのレコードの追加」 、 1012ページ

エレメント関係の定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[定義/作成] GP_PIN_FLD_MAP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[エレメン
ト関係定義]、[定義/作成]

エレメントマップを再作成
するGP_PINMAPプロセス
を開始します。PIN番号が
保存されているフィールド
レコードを表示します。
作成したレコードをルー
ルマップに追加したり、
ルールマップから削除し
たりできます。

[確認] GP_PIN_FLD_MAP_ERR [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[エレメン
ト関係定義]、[確認]

エレメントマップ再作成後
のエラーを確認します。

エレメント マップの再作成

定義/作成ページにアクセスします。

定義/作成ページ

定義/作成ページには、PIN 番号が保存されているエレメントを含むレコードのみが一覧表示されます。こ
れらのレコードでは、多くの場合 PIN 番号がキーになっていますが、必ずそうである必要はありません。

注: このページに表示されているのが PeopleSoft 配布のオブジェクトに関する情報である場合、編集ま
たは削除はできません。
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参照: 第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「エレメント マップへのレコードの追加」 、 1012ページ

[レコード タイプ] エレメントを含むレコードのタイプを選択します。有効値は以下のとおりで
す。

[エレメント定義]: このタイプのレコードは、PIN_NUM を主キーに持つエレメ
ントを定義しています。例: GP_ERN_DED (支給/控除)、GP_ABS_TAKE (休
暇取得)、GP_ARRAY (アレイ)、GP_FORMULA (フォーミュラ)

注: [エレメント定義] レコード タイプは PeopleSoft によってのみ使用され
ます。

エレメントが含まれていてもそれらのエレメントを定義していないレコードに
は、以下のレコード タイプがあります。

[設定定義]: このタイプのレコードは、グローバル ペイロールの導入
時に定義します。例: GP_ELIG_GRP_MBR (有資格グループ メンバー)、
GP_RUN_TYPE_DTL (実行タイプ詳細)

[出力結果データ]: このタイプのレコードは計算結果を格納します。例:
GP_RSLT_ACUM (累計結果)、GP_RSLT_PIN

[受給者データ]: このタイプのレコードは受給者固有のデータを格納しま
す。例: GP_ABS_EVENT (休暇欠勤イベント)、または GP_PYE_OVRD (受給
者上書き)

[レコード] 1 つまたは複数のエレメントを持つレコードの名称が表示されます。

[エクスポート レコード] このデータを別のデータベースにエクスポートするときにシステムで使われ
るレコードの名称が表示されます。

[有効日タイプ] 有効日付きのレコードであるかどうかを示します。このフィールドの設定が
正しくない場合、パッケージ作成に失敗する可能性があります。

[有効日]: デフォルト値です。有効日で管理されるレコードであることを示
します。例: GP_BRACKET

注: 有効日付きの行が 2 行以上あるエレメントをパッケージに含めた場
合は、ソース エレメントとターゲット データベースの比較時に、各行につ
いて一致する行があるかどうかが確認されます。一致する行がある場合
は、ターゲット データベースの行が置換されます。一致する行が見つから
なかった場合は、その行がターゲット データベースに追加されます。ター
ゲット データベースの行と一致する行がない場合、ターゲット データベー
スの行はそのままで変更されません。

[有効日なし]: レコードが有効日で管理されていないことを示します。例:
GP_ARRAY

注: 有効日の付いていないエレメントをパッケージに含めた場合は、アッ
プグレード処理時に、ターゲット データベース内のそのエレメントに対する
データが全て置換されます。

[開始/終了日]: 有効日ではなく、開始日と終了日が指定されているレコー
ドを示します。例: GP_ACM_MBR
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注: 開始日と終了日が指定されているエレメントをパッケージに含めた場
合、ターゲット データベース内のそのエレメントに対するデータは、アップ
グレード処理時に全て置換されます。

[PIN フィールド名] 同じレコード内で、他の PIN 番号のエレメントを含むフィールドの名称が表
示されます。

レコード タイプに [エレメント定義] が指定されていると、キー フィールド名
(PIN_NUM) が表示されます。

[その他のエレメントを参照するフィールド] グループ ボックス

このグループ ボックスには、メンバー エレメントの PIN 番号を保存している全てのフィールドが表示され
ます。この PIN 番号が、ページの上方に表示されるレコードのフィールドで使用されています。

サンプル ページには支給/控除エレメントを定義しているレコード GP_ERN_DED の情報が表示されてい
ます。このレコードでは、 大 17 のエレメントを使用できます。PIN_AMT_NUM と PIN_BASE_NUM は、メン
バー エレメントの PIN 番号を保存しているフィールドです。たとえば、PIN_BASE_NUM は、基本金額の値
を返すエレメントを識別します。支給エレメントまたは控除エレメントを処理するには、金額、ベース、ジェ
ネレーション コントロール手順などを保存するエレメントの PIN 番号が必要です。

[フィールド名] メンバー エレメントの PIN 番号を保存するフィールドのシステム名が表示
されます。

[フィールド名称] フィールドの名称が表示されます。

[フィールド ステータス] フィールドのステータスが表示されます。有効値は以下のとおりです。

[有効]: エレメント マップが前回再作成された時点で、フィールドがレコー
ドに含まれていたことを示します。

[無効]: フィールド名が変更されていたり、フィールドがレコードから削除さ
れている、またはそのレコードが既に存在していないことを示します。エレメ
ント マップを再作成するときに、無効なフィールドにフラグが立てられます。

[該当のエレメント タイプ] グループ ボックス

レコード タイプが [エレメント定義] の場合は、このグループ ボックスで該当のエレメント タイプを指定し
ます。たとえば、GP_ERN_DED に適用されるエレメント タイプは [支給] と [控除] です。

エレメント タイプ エレメントをパッケージ化する際に重要です。パッケージの作成時に選択
するエレメント タイプによって、適切なレコードから行を選択するために必
要な情報がシステムに提供されます。

[エレメント マップ再作成] このボタンをクリックすると、再作成処理が開始されます。エラーが原因で
エレメント マップが作成されなかった場合は、"有効日エレメント マップが
作成されていません。確認ページでエラーを調べてください" というメッセー
ジがページ上に表示されます。

注: 再作成処理が正常に終了しなかった場合は、エラー メッセージがメッ
セージ ログにも表示されます。

エラーの確認

確認ページにアクセスします。
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確認ページ

再作成処理で生じたエラーをこのページで確認します。

[ステータス] [無効] は、エラーの発生を示します。通常、フィールド名が変更されたり、
フィールドがレコードから削除された場合、または、そのレコードが既に存
在していない場合にこのステータスが表示されます。

このエレメントが PS 配布/管理 (PeopleSoft により配布/管理されている)
エレメントの場合は、PeopleSoft 製品のサポートにお問い合わせください。

ユーザーが作成したレコードに関するエラーの場合は、そのレコードの
フィールド全てがまだ有効であることを確認してください。

[レコード (テーブル) 名] 無効フィールドを含むレコードを示します。

[PIN 番号フィールド名] (支
給アイテム名番号フィー
ルド名)

定義/作成ページ上部の [PIN フィールド名] フィールドに表示されるフィー
ルド名が、このフィールドに表示されます。

[フィールド名] レコードには存在しないが定義/作成ページに表示されているフィールド名
が表示されます。

[メッセージ] 特定フィールドに関するエラー メッセージが表示されます。

エレメント マップへのレコードの追加
エレメント マップにレコードを追加する手順は、レコードの主 (第 1) キーによって以下のように異なります。

• 主キーが PIN_NUM の場合、レコード タイプは [エレメント定義] (ルール定義) になります。

注: ルール定義のレコード タイプは、PeopleSoft によってのみ作成されます。

• 主キーが PIN_NUM 以外の場合、レコード タイプは [出力結果データ]、[受給者データ]、[設定定義] の
いずれかになります。

このセクションでは、エレメント マップに規定外ルールを追加する方法を説明します。

エレメント マップへの規定外ルールの追加

このセクションでは、レコードの主キーが PIN_NUM ではない場合に、エレメント マップに規定外ルール
定義を追加する手順を説明します。

エレメント マップに規定外ルールを追加するには、次の手順に従います。

1. PeopleTools を使用してレコードの SQL ビューを作成します。

手順の 後に示す例のように、このビューは新規レコードと同じ構造にする必要があります。
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SELECT 文で、レコードにある PIN 番号を参照する各フィールドの後に +50000000 を入力します。

2. 定義/作成ページで、新規レコードの行を追加します。

3. 定義/作成ページで、以下のように各フィールドを設定します。

a. [レコードタイプ]に [出力結果データ]、[受給者データ]、または [設定定義]を選択します。

b. [レコード]フィールドで、新しく作成するレコードを選択します。

c. [エクスポートレコード]で、手順1で作成したビューを選択します。

d. [有効日タイプ]で、レコードに対し適切な値を選択します。

e. [PIN フィールド名]で PIN_NUMを参照するレコードのフィールドを選択します。

f. [その他のエレメント参照フィールド]グループボックスで、PIN番号を持つレコード内の各フィー
ルドを一覧表示します。

そこには、手順eで定義されたフィールド名が含まれています。PIN_NUM以外は選択できません。

例

次の図は、SQL 文をレコード構造に合わせて記述する方法を表しています。

GP_PYE_OVR_SOVR のレコード定義

SELECT EMPLID

,EMPL_RCD

,PIN_NUM + 50000000

,BGN_DT

,PIN_SOVR_NUM + 50000000

,END_DT

,ENTRY_TYPE_SOVR

,SOVR_VAL_CHAR

,SOVR_VAL_NUM

,SOVR_VAL_DT

FROM PS_GP_PYE_OVR_SOVR
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エレメント関係の表示
エレメント関係表示ユーティリティを使用して、階層マップを表示できます。日付を指定して過去のマップ
を表示することも可能です。

このセクションでは、以下の作業を行う方法について説明します。

• 目的エレメントに使用されるエレメントの表示

• 目的エレメントを使用するエレメントの表示

エレメント関係の表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[使用対象] GP_PINTREE_EFFDT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[エレメン
ト関係表示]、[使用対象]

目的エレメントに使用され
るエレメントのマップを表示
します。データを表示す
る前に、エレメント関係
マップを作成する必要
があります。

[使用先] GP_PINTREE_EFFDT2 [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[エレメン
ト関係表示]、[使用先]

目的エレメントを使用する
エレメントを表示します。

目的エレメントに使用されるエレメントの表示

使用対象ページにアクセスします。

使用対象ページ
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エレメント マップには、PIN_NUM を持つフィールドしか含まれません。そのため、支給エレメントのマップ
を表示しても、周期、通貨など、エレメント以外の情報のフィールドは表示されません。

[エレメント名] 検索画面で選択したエレメント名が表示されます。これは目的エレメントで
す。

[タイプ] 目的エレメントのエレメント タイプが表示されます。

[指定日] 特定の日付を入力すると、その日付の時点で有効な関係マップが表示さ
れます。

[使用しているエレメント] エレメント名のリンクをクリックすると、そのメンバー エレメントが表示され
ます。この情報はツリー構造で表示され、エレメント名の前にある [+] フォ
ルダまたは [-] フォルダをクリックすると、それぞれフォルダが展開/折り
たたまれます。

[基準]

関連エレメントの追加情報を表示するには、[使用しているエレメント] グループ ボックス内のエレメント名
をクリックし、[基準] フィールドで適切なビューを選択します。

[基準] このグループ ボックス内のデータのフォーマットを選択します。有効値は
以下のとおりです。

[機能]: データの機能上の名称が表示されます。

[テクニカル]: データの技術的な名称が表示されます。

[タイプ] 機能ビュー: 選択したエレメントのエレメント タイプの名称が表示されます。

テクニカル ビュー: 選択したエレメントのエレメント タイプのコード (2 文字)
が表示されます。

[名称] 選択したエレメントの名前が表示されます。([名称] には、機能ビューでも
テクニカル ビューでも同じ値が表示されます。)

[説明] 選択したエレメントの説明が表示されます。([説明] の表示は、機能ビュー
でもテクニカル ビューでも同じです。)

[レコード] 機能ビュー: 選択したエレメントが含まれるレコードの機能上の名称が表
示されます。

テクニカル ビュー: 選択したエレメントが含まれるレコードの技術的な名称
が表示されます。

[フィールド] 機能ビュー: エレメントの値を保存するフィールドの機能上の名称が表示
されます。

テクニカル ビュー: エレメントの値を保存するフィールドの技術的な名称が
表示されます。

目的エレメントを使用するエレメントの表示

使用先ページにアクセスします。
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使用先ページ

このページは使用対象ページによく似ていますが、ここでは目的エレメントを使用するエレメントが全て表
示されます。

関連項目:

第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「目的エレメントに使用されるエレメントの表示」 、 1014ページ

規定パッケージの作成とエクスポート
リリース 9.0 のグローバル ペイロールは、能率的なパッケージ作成処理機能を備えており、標準の規定
パッケージとバージョン管理された規定パッケージのどちらについても、同じコンポーネントを使用して、規
定パッケージの作成、インポート/エクスポート スクリプトの作成、規定パッケージのエクスポートが行え
ます。パッケージの作成から、スクリプトの作成、パッケージのエクスポートまで、各手順を連続して実行
することも、1 つずつ実行することもできます。各手順は次の手順が開始する前に完了され、エクスポー
ト処理の進捗状況を追跡管理できるように、パッケージのステータスが表示されます。

さらに、インストール設定ページで、インポート/エクスポート処理で使用されるスクリプトのデフォルト ロ
ケーションを指定することができるため、パッケージをエクスポートするたびに同じ基本情報を入力する
必要がありません。

このセクションでは、規定パッケージを作成、エクスポートする方法の概要と、以下の作業を行う方法に
ついて説明します。

• 規定パッケージの名称設定

• 規定パッケージに含めるエレメントの選択 (エレメント名別)

• 規定パッケージに含めるエレメントの選択 (属性別)

• 規定パッケージのエレメントの選択 (バージョン別)

• 選択条件の SQL Where 句の変更
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• パッケージおよびスクリプトの作成とパッケージのエクスポート

• 規定パッケージに含まれるエレメントの表示

• バージョン別パッケージのバージョン詳細の表示

• パッケージのステータスの表示

• スクリプトの表示

規定パッケージの作成とエクスポートの方法について

規定パッケージを作成し、エクスポートするには、次の手順に従います。

注: 規定パッケージには、PIN_NUM がキーのレコードで定義されたエレメントのみ含めることができます。

1. 規定パッケージに含めるエレメントの選択条件を定義します。

以下のように、異なる選択条件を定義できます。

• "規定パッケージの作成/エクスポート" コンポーネント (GP_PKG_CREXP) の "エレメント別条件
の定義" ページを使用して、パッケージに含めるエレメントを名前で選択します。

• "規定パッケージの作成/エクスポート" コンポーネントの "属性別条件の定義" ページを使用し
て、エレメントを属性 (エレメント タイプ、所有者、使用先、クラス、カテゴリ、国) で選択します。

属性別条件を定義する場合、エレメントを選択する際に使用される SQL コードは変更可能です。

• 同コンポーネントの "バージョン別条件の定義" ページを使用して、パッケージに含めるエレメ
ントをバージョン番号で選択します。

エレメント別条件および属性別条件を同じパッケージに対して指定することができます。その場
合、"エレメント別条件の定義" ページまたは "属性別条件の定義" ページで指定された条件に
一致するエレメントが全て選択されます。

バージョン別条件をエレメント別条件または属性別条件と一緒に、パッケージに指定することはで
きません。バージョン別条件は、単独でしか使用できません。

2. パッケージ作成処理を実行して、選択条件に一致するエレメントをパッケージ化します。

これは、"規定パッケージの作成/エクスポート" コンポーネントのパッケージ処理ページで行い
ます。

3. パッケージを表示し、ターゲット データベースへ移動させないエレメントの選択を解除します。

これは、"規定パッケージの作成/エクスポート" コンポーネントのパッケージ表示ページで行い
ます。

4. スクリプト作成処理を実行します。

これは、パッケージ処理ページで行います。

注: エクスポート処理とインポート処理用に、xxx_exp.dms (エクスポート スクリプト)、xxx_imp.dms (
インポート スクリプト)、gp_cleanup.dms (消去スクリプト) の 3 つのスクリプトが作成されます。xxx
は規定パッケージ名を表します。

5. 上の手順 4 で作成したスクリプトを確認します。

これは、"規定パッケージの作成/エクスポート" コンポーネントの "スクリプトの表示" ページで行
います。

6. パッケージのエクスポート処理を実行します。
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これは、パッケージ処理ページで行います。

パッケージをターゲット データベースにインポートするには、その前にパッケージをエクスポートす
る必要があります。

注: このセクションでは、規定パッケージの作成、インポート/エクスポート スクリプトの作成、規定パッ
ケージのエクスポートの各手順を別々の処理として説明していますが、これらの手順を 1 つの連続した
処理として実行することもできます。

警告: パッケージを作成した後にエレメントを追加または変更した場合は、変更内容をパッケージに含め
るために、パッケージを再作成する必要があります。

規定パッケージの作成とエクスポートに使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

パッケージ定義 GP_PKG_DFN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グロー
バルペイロールパッケー
ジの管理]、[規定パッケー
ジの作成/エクスポート]、[
パッケージ定義]

規定パッケージに名称とコ
メントを入力します。

エレメント別条件の定義 GP_PKGCRIT_ELM_SEC パッケージ定義ページの [
エレメント別条件の定義]リ
ンクをクリックします。

エレメントによるパッケージ
の選択条件を定義します。

属性別条件の定義 GP_PKGCRIT_ATR_SEC パッケージ定義ページの [
属性別条件の定義]リンク
をクリックします。

属性によるパッケージの選
択条件を定義します。

バージョン別条件の定義 GP_PKGCRIT_VER_SEC パッケージ定義ページの [
バージョンベース]チェック
ボックスをオンにし、[バー
ジョン別条件の定義]リンク
をクリックします。

バージョンによるパッケー
ジの選択条件を定義
します。

Where句 GP_PKG_CRIT2_SEC 属性別条件の定義ページ
の [Where句表示]リンクを
クリックします。

属性別条件の定義ページ
で定義した選択条件で使
用するSQLWhere句を表
示し、修正します。

パッケージ処理 GP_PKG_S_RUNCTL [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グロー
バルペイロールパッケー
ジの管理]、[規定パッケー
ジの作成/エクスポート]、[
パッケージ処理]

• 定義した選択条件に一
致するエレメントのパッ
ケージを作成します。

• エクスポート処理とイン
ポート処理用のスクリプ
トを作成します。

• パッケージをエクスポー
トします。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

パッケージ表示 GP_PKG_VIEW [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グロー
バルペイロールパッケー
ジの管理]、[規定パッケー
ジの作成/エクスポート]、[
パッケージ表示]

規定パッケージに含まれる
エレメントを表示します。
パッケージをコピーすると
きのシステムのアクション (
アップグレードまたは削除)
を表示します。ここで、パッ
ケージからエレメントを除
外することもできます。

バージョン詳細の表示 GP_PKG_VERDTL_SEC バージョン別パッケージ
で、パッケージ表示ページ
の [バージョン詳細の表示]
リンクをクリックします。

バージョン別パッケー
ジのバージョン詳細を
表示します。

パッケージステータス GP_PKG_DTTM_SEC パッケージ処理ページの [
パッケージステータス] リン
クをクリックします。

パッケージおよびスクリプ
トが作成された日時を表示
し、パッケージがエクス
ポート、インポート、比較、
アップグレードされたそれ
ぞれの日時を確認します。

スクリプトの表示 GP_PKG_SCRIPTS_SEC パッケージ処理ページの [
スクリプトの表示]リンクを
クリックします。

エクスポート、インポート、
および消去のスクリプトを
表示します。

規定パッケージの名称設定

パッケージ定義ページにアクセスします。

パッケージ定義ページ

名称 、 コメント パッケージの名称とコメントを入力します。

バージョン ベース 、 バー
ジョン別条件の定義

[バージョン ベース] チェック ボックスをオンにすると、バージョン条件を使っ
てパッケージを定義できます。デフォルトでは、オフになっています。
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このチェック ボックスをオンにすると、[バージョン別条件の定義] リンクが
表示され、[エレメント別条件の定義] リンクと [属性別条件の定義] リンク
は表示されなくなります。

[バージョン別条件の定義] リンクをクリックすると、バージョン別条件の定
義ページが表示され、規定パッケージに含めるエレメントのバージョンを指
定することができます。

エレメント別条件の定義 このリンクをクリックすると、エレメント別条件の定義ページが表示され、
パッケージに含めるエレメントを名前で選択することができます。

注: エレメント別条件の定義ページで、パッケージに含めるエレメントを選
択して [OK] をクリックすると、このリンクの前にあるチェック ボックスが自
動的にオンになります。

属性別条件の定義 このリンクをクリックすると、属性別条件の定義ページが表示され、パッケー
ジに含めるエレメントを属性に基づいて選択することができます。

注: 属性別条件の定義ページで、エレメントの属性を定義して [OK] をク
リックすると、このリンクの前にあるチェック ボックスが自動的にオンにな
ります。

注: パッケージに対して、バージョン ベース条件をエレメント条件または属
性条件と一緒に定義することはできません。これらのパッケージ タイプは
相互に排他的です。これらの条件が一緒に定義されるのを防ぐために、シ
ステムには以下の制御機能が用意されています。パッケージにバージョン
条件を定義して保存した後では、エレメント別条件の定義ページまたは属
性別条件の定義ページにアクセスして、エレメント条件や属性条件を追加
することはできません。さらに、作業を保存する前に続けて別のパッケージ
タイプを入力しようとすると (たとえば、バージョン ベースの規定パッケー
ジを定義し、次にエレメント別条件または属性別条件を追加で定義する場
合)、既に入力した全てのバージョン条件は保存時に削除され、警告メッ
セージが表示されます。

注: パッケージをインポートすると、[エレメント別条件の定義]、[属性別条件の定義]、および [バージョン
別条件の定義] の各リンクは無効になり、選択条件を修正することはできません。

規定パッケージのエレメントの選択 (エレメント名別)

エレメント別条件の定義ページにアクセスします。
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エレメント別条件の定義ページ

[パッケージ条件 - エレメント リスト]

[入力タイプ] パッケージに含めるエレメントの入力タイプを選択します。この入力タイプ
によって、[エレメント名] フィールドで選択できるエレメントが決まります。

[エレメント名] このフィールドは必須フィールドです。パッケージに含めるエレメントの名前
を選択します。このエレメントは、目的エレメントと呼ばれます。

[エレメント所有者] [エレメント名] フィールドで選択したエレメントの作成者と管理担当者を表
します。[ユーザー]、[修正済]、[PS 管理]、[PS 非管理]、[PS 保護] のい
ずれかが表示されます。

[対象] パッケージに含めるエレメントを選択します。

有効値は以下のとおりです。

[目的エレメント + メンバー]: 目的エレメント ([エレメント名] フィールドで指
定) と、目的エレメントが使用するメンバー エレメント (使用対象ページで
指定) が含まれます。

[目的エレメントのみ](デフォルト値): 目的エレメントと、自動作成コンポー
ネントおよび自動作成累計が含まれます。第 1 のレベルのエレメントは、
情報用 (参照専用) のエレメントとして選択されます。

警告: [目的エレメントのみ] は、全てのメンバー エレメントがターゲット デー
タベースに含まれていることが明らかである場合に限り選択してください。
含まれていない場合は、比較処理時にエラーが報告されます。

注: [目的エレメントのみ] を選択した場合でも、パッケージのメンバー エ
レメントに関する情報は常にパッケージに含まれます。この場合、メンバー
エレメント自体はターゲット データベースにコピーされませんが、この章の
後で説明される比較処理を実行する際にこの情報が使用されます。

[言語] 基本および関連言語データをターゲット データベースにコピーするかどう
かを指定します。

GP_PIN にある翻訳可能な全てのフィールドは、関連言語データに関連し
ています。関連言語データは GP_PIN の関連言語テーブル GP_PIN_LANG
に保存されます。

有効値は以下のとおりです。

• [全て]: 全ての言語情報がパッケージに追加されます。
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• [基本]: 基本言語データのみを取得する場合に選択します。

• [関連]: エレメントの基本言語ではなく、エレメントに関連する言語デー
タが全てコピーされます。

[アクション] ターゲット データベースをアップグレードするときにシステムがエレメントに
対して実行するアクションを選択します。有効値は以下のとおりです。

[アップグレード](デフォルト値): ターゲット データベースにエレメントが追
加されます。またはターゲット データベースの一致するエレメントが更新さ
れます。

[削除]: ターゲット データベースからエレメントが削除されます。1 つのデー
タベースをソースとターゲットの両方に使用することもできます。

以下の条件に一致するエレメントは削除できません。

• 結果テーブルで使用されている場合

• 受給者データに関連付けられている場合

• 規定外テーブルにリンクされている場合

• 別のエレメントで使用されている場合

• PeopleSoft システムで提供されている場合

注: 関連言語または全ての言語情報は削除できますが、基本言語自体は
削除できません。

親エレメントと子エレメントの両方を削除する場合でも、子エレメントを親エ
レメントから切り離しておく必要があります。

警告: 削除するエレメントはその他のエレメントとは別のパッケージに入れ
ることをお勧めします。

関連項目:

第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「基本言語と関連言語」 、 1005ページ

規定パッケージに含めるエレメントの選択 (属性別)

属性別条件の定義ページにアクセスします。
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属性別条件の定義ページ - 属性設定 1 タブ

属性別条件の定義ページ - 属性設定 2 タブ

[属性設定 1]

[属性設定 1] タブをクリックします。

[対象] パッケージに目的エレメント ([属性設定 1] タブの選択条件に一致するも
の) のみを含めるか、または目的エレメントで使用されるエレメントも含め
るかを指定します。

[目的エレメント + メンバー] と [目的エレメントのみ] のいずれかを選択し
ます。

[目的エレメント + メンバー]: 目的エレメント ([エレメント名] フィールドで指
定) と、目的エレメントが使用するメンバー エレメント ("エレメント関係表示
" の使用対象ページで指定) が含まれます。

[目的エレメントのみ](デフォルト値): 目的エレメントと、自動作成コンポー
ネントおよび自動作成累計が含まれます。第 1 のレベルのエレメントは、
情報用 (参照専用) のエレメントとして選択されます。情報用のエレメント
は、目的エレメントとその直下のレベルにある子エレメントに使用されます
(その情報が選択されていなかった場合)。

警告: [目的エレメントのみ] は、全てのメンバー エレメントがターゲット デー
タベースに含まれていることが明らかである場合に限り選択してください。
含まれていない場合は、比較処理時にエラーが報告されます。
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注: [目的エレメントのみ] を選択した場合でも、パッケージのメンバー エ
レメントに関する情報は常にパッケージに含まれます。この場合、メンバー
エレメント自体はターゲット データベースにコピーされませんが、この章の
後で説明される比較処理を実行する際にこの情報が使用されます。

[言語] GP_PIN フィールドの基本および関連言語データをターゲット データベース
にコピーするかどうかを指定します。

GP_PIN にある翻訳可能な全てのフィールドは、関連言語データに関連し
ています。関連言語データは GP_PIN の関連言語テーブル GP_PIN_LANG
に保存されます。

有効値は以下のとおりです。

• [全て]: 全ての言語情報がパッケージに追加されます。

• [基本]: 基本言語データのみを取得する場合に選択します。

• [関連]: エレメントの基本言語ではなく、エレメントに関連する言語デー
タが全てコピーされます。

[アクション] ターゲット データベースをアップグレードするときにシステムがエレメントに
対して実行するアクションを選択します。有効値は以下のとおりです。

[アップグレード](デフォルト値): ターゲット データベースにエレメントが追
加されます。またはターゲット データベースの一致するエレメントが更新さ
れます。

[削除]: ターゲット データベースからエレメント情報が削除されます。

以下の条件に一致するエレメントは削除できません。

• 結果テーブルで使用されている場合

• 受給者データに関連付けられている場合

• 規定外テーブルにリンクされている場合

• 別のエレメントで使用されている場合

• PeopleSoft システムで提供されている場合

注: 関連言語または全ての言語情報は削除できますが、基本言語自体は
削除できません。

親エレメントと子エレメントの両方を削除する場合でも、子エレメントを親エ
レメントから切り離しておく必要があります。

警告: 削除するエレメントはその他のエレメントとは別のパッケージに入れ
ることをお勧めします。

[エレメント タイプ] エレメント タイプを選択します。

[エレメント所有者] エレメントの所有者を選択します。有効値は、[ユーザー]、[修正済]、[PS
管理]、[PS 非管理]、[PS 保護] です。

[属性設定 2]

[属性設定 2] タブをクリックします。
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[使用先] エレメントを使用する場所を選択します。[全ての国](デフォルト値) と [特
定の国] のいずれかを選択します。[特定の国] を選択した場合は、[国]
フィールドで国コードを選択します。

[国] [使用先] フィールドで [特定の国] を選択した場合に、その国の 3 桁の国
コードを選択します。

[カテゴリ] 特定のカテゴリに指定されているエレメントのみを選択するには、そのカテ
ゴリを選択します。(カテゴリは、エレメント名ページで割り当てます。)

[エレメント クラス] パッケージに含めるエレメント クラスを選択します。(エレメント クラスはエ
レメント名ページで割り当てます。)

[慣例]、[クラス指定なし]、[サンプル データ]、[法令]、および [システム
データ] のいずれかを選択します。

[Where 句オプション] パッケージに含めるエレメントを選択するために、属性別条件の定義ペー
ジで入力した条件が SQL 文に変換されます。

有効値は以下のとおりです。

[デフォルトの WHERE 句を使用]: デフォルトの Where 句が使用されます。
Where 句を変更した後で [デフォルトの WHERE 句を使用] を再度選択す
ると、SQL コードの変更内容は破棄され、指定された条件に基づく Where
句に戻ります。

[WHERE 句変更]: このページの他のフィールドが全て入力不可になり、
Where 句ページの SQL コードが編集モードになります。

[Where 句表示] このリンクをクリックすると Where 句ページが表示されます。Where 句ペー
ジでは、選択条件を含む SQL コードの表示や変更が可能です。

関連項目:

第 37章、 「ユーティリティの使い方」 、 「規定パッケージのエレメントの選択 (エレメント名別)」 、 1020ページ

第 38 章、 「セキュリティの定義」 、 1075ページ

第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「基本言語と関連言語」 、 1005ページ

選択条件の SQL Where 句の変更

Where 句ページにアクセスします。
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Where 句ページ

[Where 句オプション] デフォルトの Where 句を使用する場合、または SQL コードを編集した後に
元の状態に戻す場合は、[デフォルトの Where 句を使用] を選択します。[
デフォルトの WHERE 句を使用] を選択すると、編集した Where 句の内容
は失われます。

[WHERE 句変更] を選択すると、ページ下部に表示されているコードの編
集が可能になります。

[Where 句] [Where 句オプション] グループ ボックスで [デフォルトの WHERE 句を使
用] を選択すると、属性別条件の定義ページで入力した選択条件に基づ
いて自動的に作成された SQL 文の Where 句が表示されます。Where 句
は編集できません。

[WHERE 句変更] を選択すると、SQL Where 句が編集可能になります。SQL
の編集では、以下のルールが適用されます。

• PIN_NUM を選択条件として指定したり、PIN_NUM が保存される可能性の
あるフィールドを使用したりしないでください。

(これに反すると、インポート処理時の番号振り直しができなくなります。)

• 入力するフィールド名にプレフィックス PS_GP_PIN を付けてください。

例: PS_GP_PIN.RECALC_IND

注: [OK] をクリックして保存すると、PIN_NUM の使用がチェックされ、SQL
構文エラーが検索されます。

規定パッケージに含めるエレメントの選択 (バージョン別)

バージョン別条件の定義ページにアクセスします。
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バージョン別条件の定義ページ

[使用先] 全ての国と 1 つの国のいずれに対してバージョン条件を定義するかに応
じて、[全ての国] または [特定の国] を選択します。

[国] [使用先] フィールドで [特定の国] を選択した場合、国コードを指定します。

[バージョン] パッケージに含めるエレメントのバージョンを選択します。同一の国の場合
でも、複数のバージョンを選択できます。

パッケージおよびスクリプトの作成とパッケージのエクスポート

パッケージ処理ページにアクセスします。

パッケージ処理ページ
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パッケージの選択条件を定義したら、パッケージ処理ページを使用して以下の作業を行います。

• 定義した選択条件に基づいてパッケージを作成します。

• エクスポート処理とインポート処理で使用するスクリプトを作成します。

• パッケージをターゲット データベースにエクスポートします。

• パッケージのステータスを追跡管理します。

エクスポート処理中に、各エレメントに割り当てられている PIN 番号に 50000000 が自動的に追加される
ため、インポートされたエレメントとターゲット データベースに元から含まれていたエレメントとの区別が
可能です。

[処理オプション]

[処理オプション] の下のチェック ボックスには、作成およびエクスポート処理のステータスが表示されま
す。ステータス値は以下のとおりです。

• [作成済]: このチェック ボックスがオンの場合、パッケージは既に作成されています。

• [スクリプト作成済]: このチェック ボックスがオンの場合、パッケージのスクリプトは既に作成されてい
ます。

• [エクスポート済]: このチェック ボックスがオンの場合、パッケージは既にターゲット データベースにエ
クスポートされています。

[パッケージ ステータス] このリンクをクリックすると、パッケージ ステータス ページにアクセスしま
す。パッケージ ステータス ページには、パッケージおよびスクリプトが作成
された日時が表示され、パッケージがエクスポート、インポート、比較、アッ
プグレードされたそれぞれの日時を確認できます。

[作成処理]

[パッケージの作成] [パッケージの作成] チェック ボックスをオンにすると、定義した条件、属
性、またはバージョンに基づいてパッケージが作成されます。

[エクスポート処理]

[スクリプト作成] [スクリプト作成] チェック ボックスをオンにすると、エクスポート処理とイン
ポート処理用に、xxx_exp.dms (エクスポート スクリプト)、xxx_imp.dms (イン
ポート スクリプト)、gp_cleanup.dms (消去スクリプト) の 3 つのスクリプトが
作成されます。xxx は規定パッケージ名を表します。

このチェック ボックスは、以下の条件下で使用可能になります。

• [パッケージの作成] チェック ボックスがオンになっている。

• パッケージが既に作成されている。

注: スクリプトを作成するには、スクリプト ロケーションのパスを指定する
必要があります。
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注: [パッケージの作成] チェック ボックスと [スクリプト作成] チェック ボッ
クスを両方ともオンにすることができます。その場合、パッケージが作成さ
れ、次にエクスポート スクリプトとインポート スクリプトが作成されます。た
だし、パッケージを作成する前に [スクリプト作成] チェック ボックスをオン
にすることはできません。

[スクリプト ロケーション] スクリプトを作成する場所のパスを指定します。

このフィールドは、以下の場合に使用可能になります。

• [スクリプト作成] チェック ボックスがオンになっている。

• [パッケージのエクスポート] チェック ボックスがオンになっている。

• パッケージのスクリプトが既に作成されている。

スクリプトおよびデータ ファイルの場所は、インポート データベースとエク
スポート データベースのインポートおよびエクスポート NT プロセス スケ
ジューラの双方からアクセスできる必要があります。スクリプトの場所をプ
ロセス スケジューラの設定ファイル (psprcs.cfg) に指定してください。

注: スクリプトの場所をプロセス スケジューラの設定ファイルに指定する方
法については、「UNIX ディレクトリと NT ディレクトリの関連付け」セクショ
ンで説明しています。

参照: 第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「UNIX ディレクトリと NT ディ
レクトリの関連付け」 、 1008ページ

注: インストール設定ページで、全てのパッケージャ スクリプトに対しデフォ
ルトのスクリプト ロケーションを定義できます。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「グ
ローバル ペイロールのインストール設定の定義」 、 32ページ

[スクリプトの表示] このリンクをクリックすると、スクリプトの表示ページにアクセスして、エクス
ポート スクリプトとインポート スクリプトを確認できます。

[パッケージのエクスポート] [パッケージのエクスポート] チェック ボックスをオンにすると、処理中にパッ
ケージがエクスポートされます。

このフィールドは、以下の場合に使用可能になります。

• [パッケージの作成] チェック ボックスと [スクリプト作成] チェック ボック
スがオンになっている。

• パッケージが既に作成されていて、[スクリプト作成] チェック ボックスが
オンになっている。

• パッケージとスクリプトが既に作成されている。

パッケージをソース データベースからエクスポートした後、規定パッケージ
の適用コンポーネント (GP_PKG_APPLY) を使用して、パッケージをターゲッ
ト データベースにインポートできます。

注: エクスポート処理中に、各エレメントに割り当てられている PIN 番号に
50000000 が自動的に追加されるため、インポートされたエレメントとター
ゲット データベースに元から含まれているエレメントとの区別が可能です。
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[実行]

[実行] ボタンをクリックすると、選択したチェック ボックス ([パッケージの作成]、[スクリプト作成]、または
[パッケージのエクスポート]) で指定された処理が呼び出されて、実行されます。3 つのチェック ボックス
全てを一度にオンにして、これらの処理を 1 つの連続した処理として実行することも、一度に 1 つの処
理だけを実行することもできます。ただし、まずパッケージを作成し、次にスクリプトを作成してから、パッ
ケージをエクスポートするという順序で処理を実行する必要があります。

注: [実行] ボタンをクリックすると、プロセス モニター ページが表示され、プロセスをモニターできます。
プログラムが終了するまで待ってから、パッケージに関連付けられたページを開きます。

規定パッケージに含まれるエレメントの表示

パッケージ表示ページにアクセスします。

パッケージ表示ページ

パッケージを作成したら、パッケージに含まれるエレメントを表示して、ターゲット データベースにエクス
ポートしないエレメントを個別に選択することができます。

[アクション] パッケージに含まれる各エレメントに対して有効なアクションが表示されま
す。

[アップグレード]、[削除]、または [情報のみ] のいずれかが表示されます。

アイテムを削除する際は、ソース データベースとターゲット データベース
が同じでもかまいません。

[アップグレード] このチェック ボックスは、エクスポートするパッケージのエレメントに対しデ
フォルトでオンになります。エクスポートしないエレメントに対しては、この
チェック ボックスをオフにします。

[バージョン詳細の表示] パッケージ表示ページに表示されたエレメントがバージョン別にパッケージ
化されている場合、[バージョン詳細の表示] リンクが表示されます。この
リンクをクリックすると、バージョン詳細の表示ページにアクセスして、各エ
レメントのバージョン番号と、エレメント定義を含むデータベース レコード (
テーブル) を確認できます。

バージョン別パッケージのバージョン詳細の表示

バージョン詳細の表示ページにアクセスします。
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バージョン詳細の表示ページ

バージョン別にパッケージ化されているエレメントで、バージョン詳細の表示ページにアクセスすると、各
エレメントのバージョン番号と、エレメント定義を含むデータベース レコード (テーブル) を確認できます。

パッケージ ステータスの表示

パッケージ ステータス ページにアクセスします。

パッケージ ステータス ページ

パッケージおよびスクリプトが作成された日時を表示し、パッケージがエクスポート、インポート、比較、
アップグレードされたそれぞれの日時を確認します。

スクリプトの表示

スクリプトの表示ページにアクセスします。
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スクリプトの表示ページ

[スクリプト ロケーション] スクリプトの場所が表示されます。この場所には、インポート データベース
とエクスポート データベースのインポートおよびエクスポート NT プロセス
スケジューラの双方からアクセスできる必要があります。スクリプトの場所
をプロセス スケジューラの設定ファイル (psprcs.cfg) に指定してください。

注: スクリプトの場所をプロセス スケジューラの設定ファイルに指定する方
法については、「UNIX ディレクトリと NT ディレクトリの関連付け」セクショ
ンで説明しています。

参照: 第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「UNIX ディレクトリと NT ディ
レクトリの関連付け」 、 1008ページ

注: インストール設定ページで、全てのパッケージャ スクリプトに対しデフォ
ルトのスクリプト ロケーションを定義できます。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「グ
ローバル ペイロールのインストール設定の定義」 、 32ページ

[パッケージ スクリプト表示] 表示するスクリプトのタイプとして、[エクスポート スクリプト]、[インポート ス
クリプト]、または [消去スクリプト] のいずれかを選択します。データ ムー
バーのスクリプトが下のフィールドに表示されます。
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規定パッケージのインポート、比較、およびアップグレード
リリース 9 のグローバル ペイロールは、能率的なパッケージ インポートおよび比較処理機能を備えてお
り、標準の規定パッケージとバージョン管理された規定パッケージのどちらについても、同じコンポーネ
ントを使用して、インポート、比較、およびアップグレード処理を実行できます。パッケージのインポートか
ら、比較、アップグレードまで、各手順を連続して実行することも、1 つずつ実行することもできます。各手
順は次の手順が開始する前に完了され、処理の進捗状況を正確に把握できるように、パッケージのス
テータスが表示されます。

さらに、インストール設定ページでデフォルトのパッケージャ関連オプションを指定できるため、インポー
ト、比較、およびアップグレード処理を実行するたびに同じ基本情報を入力する必要がありません。イン
ストール設定ページを使用して、以下の作業を行うことができます。

• インポート処理で使用されるスクリプトのデフォルト ロケーションを指定します。

• 標準の規定パッケージとバージョン管理された規定パッケージに対し、比較レポートの印刷オプション
を指定して、比較レポートに表示される情報のタイプを制御します。

• アップグレードが許可される条件を指定します。つまり、比較処理でエラーや警告が発生してもアップグ
レード処理を実行するか、エラーや警告が発生した場合のアップグレードは許可しないかを指定します。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「グローバル ペイロールのインス
トール設定の定義」 、 32ページ

このセクションでは、規定パッケージのインポート、比較、およびアップグレードの概要と、以下の作業を
行う方法について説明します。

• パッケージのインポート

• 比較レポートの実行

• 比較処理およびアップグレード処理の開始

• アップグレード時のエラー確認

規定パッケージのインポート、比較、およびアップグレードについて

エクスポート処理を実行したら、"規定パッケージの適用" コンポーネント (GP_PKG_APPLY) を使用して、
パッケージをターゲット データベースにインポートし、ソース データベースの規定パッケージをターゲット
データベースの規定パッケージと比較して、規定パッケージをアップグレードします。

規定パッケージのインポート、比較、およびアップグレードを行うには、次の手順に従います。

1. "規定パッケージの適用" コンポーネントのパッケージ処理ページで、インポート処理を実行します。

2. "規定パッケージの適用" コンポーネントのパッケージ処理ページで、比較処理を実行してパッ
ケージに含まれるエレメントとターゲット データベースのエレメントを比較し、比較レポートを作成
します。比較レポートの作成は任意です。

それまでにターゲット データベースになかったエレメント、ターゲット データベース内の既存エレメ
ントを更新するエレメント、ターゲット データベースから削除する必要があるエレメントが自動的に
判別されます。

3. 比較レポート、および "規定パッケージの適用" コンポーネントのパッケージ エレメント ページと
パッケージ比較オーディット ページに表示される結果を確認して、比較処理の結果を判断します。

パッケージ エレメント ページでは、エレメントをアップグレード処理から除外することができます。

4. 比較処理中に検出された警告やエラーを解決します。これらは、比較レポート パッケージ エレメ
ント ページ、およびパッケージ比較オーディット ページで確認できます。
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警告やエラーが発生する理由はいくつかあります。たとえば、ターゲット データベースに含まれ
ず、作成したパッケージにも含まれないエレメントがソース エレメントによって使用されている場
合や、削除するエレメントが結果テーブルで使用されている場合などです。修正方法は警告やエ
ラーのタイプによって異なります。

5. エラーを修正するか、パッケージからエレメントを除外した後、パッケージ処理ページで比較処理
を再実行します。

6. エラーや警告が発生してもアップグレードを実行するかどうかを判断して、アップグレード処理を
実行します。

これは、パッケージ処理ページで行います。

アップグレード処理では、以下が行われます。

• インポートされたエレメントが既にデータベースに存在している場合、正しい PIN 番号で更新さ
れます。

• 新しいエレメントに新規の番号が割り当てられます。

• パッケージで選択されたオプションに従って行が削除されます。

この処理は一度しか実行できません。

注: このセクションでは、パッケージのインポート、比較、およびアップグレードの各手順を別々の処理と
して説明していますが、これらの手順を 1 つの連続した処理として実行することもできます。

注: 規定および規定外パッケージを移動する前に、ターゲット データベースのバックアップを取っておく
ことをお勧めします。

比較処理のしくみ

エクスポートされた各エレメントについて、ターゲット データベース内で同じ PIN コード、エレメント タイプ、
エレメント所有者を持つエレメントが検索されます。

以下のフローチャートは、比較処理の実行や、その結果としての警告やエラー メッセージの生成のため
にシステムで使用されるロジックを表しています。
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規定パッケージの比較処理 (フローチャート 1)
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規定パッケージの比較処理 (フローチャート 2)

警告: アップグレードでは、ソース データベースから送信された情報で、ターゲット データベースのエレ
メントが上書きされます。

関連項目:

第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「削除機能」 、 1007ページ

比較レポートの実行

比較処理の実行時には比較レポートを作成できます。比較レポートを使用すると、規定パッケージで変
更されるエレメントをフィールド単位で確認することができます。この情報を使って、特定のエレメントを
アップグレードするかどうかを判断します。

比較レポートでは、対象となるエレメントや、規定パッケージのエレメントとターゲット データベースのエ
レメントとの不整合を表示するレポートが作成されます。比較処理を実行しないと、比較レポートも実行
できません。
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注: この PeopleBook に付属しているサンプル レポート PDF ファイル (hgpy90reports) で、サンプルの比
較レポートが提供されています。

比較レポートのサマリ ページ

サマリ ページは、比較レポートの 初のページです。サマリ ページには以下の情報が含まれます。

• 規定パッケージのタイプ (通常またはバージョン管理)

• バージョン管理されたパッケージの場合、規定パッケージに含まれるエレメントのバージョン

• ソース データベースとターゲット データベースの名前

• インポート処理と比較処理が実行された日時

• パッケージに含まれるエレメントが使用される国

• パッケージ処理ページで選択した比較レポート印刷オプションに応じて、以下の各カテゴリに含まれる
エレメントの合計数

- エラーまたは警告が発生したエレメント

- 修正エレメント

- 新規エレメント

- 削除エレメント

- 変更のないエレメント

注: これらの合計数は、パッケージに含まれる情報用のエレメント以外の全てのエレメントを対象とし、
国ごとに分けられません。このルールの例外として、エラーまたは警告が発生したエレメントの合計数
には、情報用のエレメントも含まれます。

比較レポートの内容

比較レポートは 4 つの列で構成されています。次の表に、それぞれの列とその内容を示します。

列 内容

エレメント • PIN コード

• PIN タイプ

• アップグレードアクション (アップグレード、削除、ま
たは情報のみ)

• アップグレード (オンまたはオフ)

• 比較ステータス

• エラーまたは警告 (該当する場合)

注: アップグレードアクション、アップグレード、比較ス
テータス、エラーまたは警告のメッセージは、レポート
の "エラーのエレメント/警告メッセージ"ページにのみ
表示されます。

レコード.フィールド ソースデータベースとターゲットデータベースのそれ
ぞれの列に含まれている値のレコード名およびフィー
ルド名
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列 内容

ソースデータベース 該当のレコード名またはフィールド名に対応し、規定
パッケージに含まれているデータ値のうちでソースデー
タベースからターゲットデータベースに移動するもの

ターゲットデータベース 該当のレコード名またはフィールド名に対応し、ターゲッ
トデータベースに存在するデータ値

注: 比較レポートのエレメントは、国コードのアルファベット順に表示されます。たとえば、CHE (スイス) の
エレメントは DEU (ドイツ) のエレメントより前に表示されます。全ての国に対して定義されたエレメント、
またはエラー/警告ステータスのエレメントがパッケージに含まれている場合は、国コード All (全ての国
で使用可能) が表示されます。

比較レポートに表示されるエレメント

比較レポートは、以下のエレメント グループごとに詳細な情報を表示するセクションで構成されています。

• エラーまたは警告が発生したエレメント: エラー メッセージまたは警告メッセージがあるエレメントは全
て先頭のセクションに表示され、必要に応じてエレメントに関する基本情報が表示されます。アップグ
レード処理に進む前に、全てのエラーと警告を確認し解決しておく必要があります。

• 修正エレメント: このセクションには、修正エレメントについて、アップグレードで変更される行 (レコード
およびフィールド) が表示されます。新規のデータが 1 行追加されると、このセクションに表示されます。

重要: アレイ、ブラケット、フォーミュラ、仮計算、および再計算/履歴抽出ルール エレメントのエレメント
定義テーブルには、連番フィールドが含まれます。このフィールドはオンラインで常に表示されるわけで
はなく、単なる技術的な機能しか持ちません。ただし、連番が変更されただけで、これらのエレメントが
修正エレメントとして比較レポートに表示されることがあります。これは、レポートがフィールドごとの比
較を行うためです。これらのエレメントが修正エレメントとしてリストされた場合は、機能の観点から重要
であるため、連番以外のフィールドおよび情報が変更されているか判断する必要があります。連番だ
けが変更されている場合、アップグレードによるエレメントへの機能上の影響はありません。

重要: 給与レート コード エレメントでは、PIN 番号 (PIN_NUM) とヒューマン リソース管理の給与レート
コード (COMP_RATECD) の両方がキーに指定されています。そのため、エレメント定義でヒューマン リ
ソース管理の給与レート コードが変更されると、このエレメントに対し、比較レポートの修正エレメント
セクションに新規の行 (2 つのキー フィールドが表示されます) と削除される行 (2 つのキー フィールド
が表示されます) が表示されます。

• 新規エレメント: このセクションには、新規のエレメントのうち規定パッケージに含まれていて、ター
ゲット データベースに含まれていないものについて、PIN コード (キー フィールド)、PIN_NM、DESCR、
COMMENTS といった GP_PIN フィールドが表示されます。

• 削除エレメント: このセクションには、削除エレメントについて、PIN コード (キー フィールド)、PIN_NM、
DESCR、COMMENTS といった GP_PIN フィールドが表示されます。

• 変更のないエレメント: このセクションには、PIN コードとエレメント名だけが表示されます。
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注: これらのレポート セクションは国別に、国コードのアルファベット順に表示されます。たとえば、CHE
(スイス) のレポート セクションは DEU (ドイツ) のレポート セクションより前に表示されます。要求したレ
ポート セクションで、そのカテゴリに属するエレメントがない場合、比較レポートのそのセクションには、"
このセクションの対象となるエレメントはありません" というメッセージが表示されます。国コードが "All"
(全ての国で使用可能) の場合、レポートするエレメントがあるときのみレポート セクションは出力されま
す。"All" に指定されたエレメントがセクションになければ、ページは出力されず、上記のメッセージも表
示されません。国コードが "All" のページは常にレポートの 後に表示されます。

注: フォーミュラについては、フォーミュラ テキストのみが比較レポートに表示され、個々のフィールドの
詳細情報は表示されません。

比較レポートでは、全ての PIN 番号フィールドに該当の PIN コードが表示され、PIN 番号は表示されま
せん。

注: 比較レポートでは、レコード情報は GP_PIN (該当する場合)、親エレメント定義レコード (該当する場
合)、子エレメント定義レコード (該当する場合) のソート順序で出力されます。それぞれのレコード内で
は、データは有効日の降順でソートされ (有効日がレコードで指定されている場合)、次にキー フィールド
の昇順でソートされて表示されます。
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規定パッケージのインポート、比較、およびアップグ
レードに使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

パッケージ定義 GP_PKG_DFN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グローバ
ルペイロールパッケージ
の管理]、[規定パッケージ
の適用]、[パッケージ定義]

規定パッケージの名称
とパッケージ IDを表示
します。

パッケージ処理 GP_PKG_T_RUNCTL [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グローバ
ルペイロールパッケージ
の管理]、[規定パッケージ
の適用]、[パッケージ処理]

• 規定パッケージをター
ゲットデータベースにイ
ンポートします。

• 比較処理を実行して比較
レポートを作成します。

• アップグレード処理を
実行します。

パッケージエレメント GP_PKG_ELEM_UPG [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[グ
ローバルペイロールパッ
ケージの管理]、[規定パッ
ケージの適用]、[パッケー
ジエレメント]

比較処理の結果を表示
し、アップグレード処理から
エレメントを除外します。

パッケージ比較オーディット GP_PKG_CMP_AUDIT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グロー
バルペイロールパッケー
ジの管理]、[規定パッケー
ジの適用]、[パッケージ比
較オーディット]

比較処理中に発生したエ
ラーを確認します。アップ
グレード処理を続行する前
にエラーを修正し、比較処
理を再実行します。

パッケージステータス GP_PKG_DTTM_SEC パッケージ処理ページの [
パッケージステータス] リン
クをクリックします。

パッケージおよびスクリプ
トが作成された日時を表示
し、パッケージがエクス
ポート、インポート、比較、
アップグレードされたそれ
ぞれの日時を確認します。

スクリプトの表示 GP_PKG_SCRIPTS_SEC パッケージ処理ページの [
スクリプトの表示]リンクを
クリックします。

エクスポート、インポート、
および消去のスクリプトを
表示します。

パッケージ定義の表示

パッケージ定義ページにアクセスします。
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パッケージ定義ページ

比較およびアップグレードするパッケージのパッケージ ID と名称が表示されます。

インポート処理、比較処理、およびアップグレード処理の開始

パッケージ処理ページにアクセスします。

ターゲット データベースからこのページにアクセスします。

パッケージ処理ページ
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このページを使用して、規定パッケージのインポート、比較、およびアップグレードを行い、アップグレー
ドのステータスを追跡管理します。

[処理オプション]

[処理オプション] の下のチェック ボックスには、アップグレードのステータスが表示されます。ステータス
値は以下のとおりです。

• [インポート済]: このチェック ボックスがオンの場合、パッケージは既にターゲット データベースにイン
ポートされています。

• [比較済]: このチェック ボックスがオンの場合、パッケージに含まれるエレメントとターゲット データベー
スのエレメントの比較は既に行われています。

• [アップグレード済]: このチェック ボックスがオンの場合、ターゲット データベースはパッケージに含ま
れるエレメントで既にアップグレードされています。

[パッケージ ステータス] このリンクをクリックすると、パッケージ ステータス ページにアクセスしま
す。パッケージ ステータス ページには、パッケージおよびスクリプトが作成
された日時が表示され、パッケージがエクスポート、インポート、比較、アッ
プグレードされたそれぞれの日時を確認できます。

[インポート処理]

[パッケージのインポート] [パッケージのインポート] チェック ボックスをオンにすると、処理中に、パッ
ケージに含まれているエレメントをターゲット データベースにインポートす
るように指示できます。パッケージのインポートに使用されるスクリプトの
パスを指定する必要があります。

パッケージが既にインポートされているかどうかに関係なく、このチェック
ボックスは常に使用可能です。

[スクリプト ロケーション] スクリプトを作成する場所のパスを指定します。

スクリプトおよびデータ ファイルの場所は、インポート データベースとエク
スポート データベースのインポートおよびエクスポート NT プロセス スケ
ジューラの双方からアクセスできる必要があります。スクリプトの場所をプ
ロセス スケジューラの設定ファイル (psprcs.cfg) に指定してください。

注: スクリプトの場所をプロセス スケジューラの設定ファイルに指定する方
法については、「UNIX ディレクトリと NT ディレクトリの関連付け」セクショ
ンで説明しています。

参照: 第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「UNIX ディレクトリと NT ディ
レクトリの関連付け」 、 1008ページ

注: インストール設定ページで、全てのパッケージャ スクリプトに対しデフォ
ルトのスクリプト ロケーションを定義できます。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「グ
ローバル ペイロールのインストール設定の定義」 、 32ページ

[スクリプトの表示] このリンクをクリックすると、スクリプトの表示ページにアクセスします。スク
リプトの表示ページでは、エクスポート スクリプト、インポート スクリプト、
および消去スクリプトを確認することができます。
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[比較処理]

[パッケージの比較] [パッケージの比較] チェック ボックスをオンにすると、処理中に、インポー
トされたエレメントをターゲット データベースのエレメントと比較するように
指示できます。

このチェック ボックスは、以下の場合に使用可能になります。

• パッケージが既にインポートされているが、アップグレードされていない。

• [パッケージのインポート] チェック ボックスがオンになっている。

比較処理が完了したら、パッケージ エレメント ページの [パッケージ アッ
プグレード] タブの内容をチェックし、パッケージ比較オーディット ページで
エラーを確認します。

[比較レポートの作成] このチェック ボックスをオンにすると、規定パッケージに含まれるエレメン
トとターゲット データベースのエレメントをフィールドごとに比較するレポー
トを作成できます。

このチェック ボックスは、[パッケージの比較] チェック ボックスをオンにす
ると使用可能になります。

[統計の更新] このチェック ボックスをオンにすると、比較処理の実行時に、対応するテー
ブルの統計が更新されます。

[比較レポート印刷オ
プション]

これらのチェック ボックスによって、比較レポートに表示されるデータが決
まります。

• [エラー/警告]: 比較中に発生した警告またはエラーが全てレポートに表
示されます。

このチェック ボックスは、デフォルトではオンに設定されています。

• [修正]: パッケージに含まれるエレメントのうち、ターゲット データベース
のエレメントとは異なるものがレポートに表示されます。

このチェック ボックスは、デフォルトではオンに設定されています。

• [新規]: 新規エレメントがレポートに表示されます。

このチェック ボックスは、デフォルトではオフに設定されています。

• [削除]: 削除対象のエレメントがレポートに表示されます。

このチェック ボックスは、デフォルトではオフに設定されています。

• [変更なし]: 変更のないエレメントがレポートに表示されます。

このチェック ボックスは、デフォルトではオフに設定されています。

注: インストール設定ページで、比較レポートのデフォルトの印刷オプショ
ンを設定できます。これらのデフォルト値は、パッケージ処理ページで比較
処理を実行する際に上書きできます。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「グ
ローバル ペイロールのインストール設定の定義」 、 32ページ
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[アップグレード処理]

[パッケージのアップグ
レード]

[パッケージのアップグレード] チェック ボックスをオンにすると、処理中に、
パッケージに含まれるエレメントでターゲット データベースをアップグレー
ドするように指示できます。

このチェック ボックスは、以下の場合に使用可能になります。

• パッケージの比較が既に行われているが、アップグレードは行われてい
ない。

• [パッケージの比較] チェック ボックスがオンになっている。

この処理では、エラーなしで比較処理を終了したエレメントのみがアップグ
レードされます。パッケージをアップグレードできるのは一度だけです。

注: エラー時または警告時にもアップグレードするように選択しない限り、
エラーまたは警告があるとアップグレード処理は完了しません。エラー時お
よび警告時にはアップグレードしないように選択した場合、エラーまたは警
告が発生すると、プロセス モニターでは正常終了と表示されますが、メッ
セージ ログには以下のいずれかのメッセージが表示されます。

1. "比較処理の結果いくつかのエレメントのステータスがエラーとなったた
め、アップグレードﾞ処理を続行できません。パッケージ エレメント ページ
をオンラインで参照するか、または、レポートの "エラー/警告" セクション
を確認してください。"

または

2. "比較処理の結果いくつかのエレメントのステータスが "警告" となった
ため、アップグレード処理を続行できません。パッケージ エレメント ページ
をオンラインで参照するか、または、レポートの "エラー/警告" セクション
を確認してください。"

アップグレード処理の続行に関して [エラーあり] チェック ボックスや [警告
あり] チェック ボックスをオンにしていても、エレメントがアップグレードされ
るためには、少なくとも 1 つのエレメントが正常終了していなければなりま
せん。エラーは修正する必要があります。

重要: 比較処理とアップグレード処理は通常の給与計算処理と一緒に実
行しないでください。これは、他のユーザーへの影響を避けるためです。

[統計の更新] このチェック ボックスをオンにすると、アップグレード処理の統計が作成、
表示されます。

このチェック ボックスは、[パッケージのアップグレード] チェック ボックスを
オンにすると使用可能になります。

[アップグレード処理の続行] [エラーあり] チェック ボックスまたは [警告あり] チェック ボックスをオンに
すると、比較レポートにエラーや警告があっても、アップグレードが続行さ
れます。これらのチェック ボックスのいずれか、または両方をオフにする
と、エラーまたは警告が発生した場合、アップグレードは行われません。処
理が実行されると結果は正常終了になりますが、エラーまたは警告につい
ての情報を示すメッセージが作成されます。

これらのチェック ボックスは、[パッケージのアップグレード] チェック ボック
スをオンにすると使用可能になります。
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注: [エラーあり] チェック ボックスをオンにした場合でも、エラーが発生し
たエレメントはアップグレードには含まれません。エラーが発生していない
パッケージ内のエレメントだけが、アップグレード処理の実行時に、ターゲッ
ト データベースでアップグレードされます。これに対し、[警告あり] チェッ
ク ボックスをオンにした場合は、アップグレード チェック ボックスがオンに
なっている場合は、警告に関連したエレメントもアップグレードに含まれま
す。ただし、[エラーあり] チェック ボックスと [警告あり] チェック ボックス、
またはそのいずれかをオフにした場合に、1 つでもエラーまたは警告があ
ると、アップグレードは行われません。処理が実行されると結果は正常終
了になりますが、エラーまたは警告についての情報を示すメッセージが作
成されます。

注: インストール設定ページで、アップグレード続行のデフォルトのオプショ
ンを設定することができます。これらのデフォルト値は、パッケージ処理ペー
ジでアップグレード処理を実行する際に上書きできます。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「グ
ローバル ペイロールのインストール設定の定義」 、 32ページ

[実行]

[実行] ボタンをクリックすると、選択したチェック ボックス ([パッケージのインポート]、[パッケージの比
較]、または [パッケージのアップグレード]) で指定された処理が呼び出されて、実行されます。3 つの
チェック ボックス全てを一度にオンにして、これらの処理を 1 つの連続した処理として実行することも、一
度に 1 つの処理だけを実行することもできます。ただし、まずパッケージをインポートし、比較してから、
アップグレードするという順序で処理を実行する必要があります。

注: [実行] ボタンをクリックすると、プロセス モニター ページが表示され、プロセスをモニターできます。
プログラムが終了するまで待ってから、パッケージに関連付けられたページを開きます。

比較処理の結果の確認

パッケージ エレメント ページにアクセスします。

パッケージ エレメント ページ - エレメント タブ

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1045



ユーティリティの使い方 第 37 章

パッケージ エレメント ページ - パッケージ アップグレード タブ

このページには比較処理の結果が表示されます。エラーが報告された場合は、アップグレードを続行す
る前にエラーを修正してください。パッケージ比較オーディット ページには、エラーの詳細情報が表示さ
れます。

[ソース PIN 番号] (ソース
支給アイテム名番号)

ソース データベースからのエレメントの PIN 番号 (50000000 の付加なし)
が表示されます。

[エレメント名] ソース データベースでのエレメント名が表示されます。

[アップグレード] ソース データベースからのデータでエレメントを上書きする場合は、この
チェック ボックスをオンにします。ターゲット エレメントを変更している場合
は、変更内容が失われます。エレメントをアップグレード処理から除外する
には、[アップグレード] チェック ボックスをオフにします。除外されたエレメ
ントには、変更内容がそのまま残ります。

重要: パッケージからエレメントを除外した場合は、アップグレードを再開
する前に比較処理を再実行する必要があります。

[結果] 比較の結果が表示されます。有効値は以下のとおりです。

[未実行]: 比較処理が実行されていません。

[正常終了]: 比較処理がエラーなしで完了しました。

[異常終了]: 比較処理が異常終了しました。[理由] フィールドに理由が表
示されます。

[警告]: ソース データベースのエレメントが PeopleSoft システムにより変更
されているか (アップグレード フラグがオン)、エレメント所有者がユーザー
になっています (アップグレード フラグがオフ)。[理由] フィールドに警告の
理由が表示されます。

変更を承認または無視するには、アップグレード フラグを更新して、エレメ
ントをアップグレードするかどうかを示します。

注: 異常終了、警告、正常終了の順にリストされるので、先頭ページのエ
ントリが全て正常終了であれば、比較処理が全て正常終了したと判断でき
ます。

[理由] 比較処理が異常終了したり警告が発行された場合は、以下のいずれかの
理由が表示されます。
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[新規エレメントのコピーが不完全]: ターゲット データベースにコピーしよう
としている新規エレメントには定義しかなく GP_PIN レコードがありません。
たとえば、エレメントにバージョンを割り当て、バージョン別にパッケージを
作成した後に、他のユーザーによってそのエレメントが修正され、バージョ
ン番号が消去されてしまった場合などが考えられます。そのような場合に
は、適切なバージョン番号でエレメントを再作成してエクスポートを再実行
します。

注: このエラーは、エレメントが新規で、定義ではなく GP_PIN だけがコピー
された場合や、定義はあるが GP_PIN がない場合に発生します。

[エレメント所有者/タイプの不整合]: ソース エレメントの PIN コードがター
ゲット データベースの PIN コードと一致していますが、所有者またはエレ
メント タイプが一致していません。エレメント コード変更コンポーネントの
エレメント名変更ページでターゲット データベースの PIN コードを変更して
ください。

エレメントがユーザー定義の場合、"規定パッケージの比較/アップグレー
ド" のパッケージ エレメント ページにある [エレメント所有者] フィールドに
は [ユーザー] が表示されます。

[メンバー エレメントなし]: ターゲット データベースに存在せず、パッケー
ジにも含まれていないエレメントがソース エレメントで使用されています。[
アップグレード] チェック ボックスをオフにしてアップグレード処理からエレ
メントを除外するか、または見つからなかったエレメントをパッケージ条件
に追加し、ソース データベースでパッケージを再作成してからインポートし
直してください。

[Mbr エレメント所有者/タイプ不整合]: このエラーは、[エレメント所有者/
タイプの不整合] のメッセージと似ていますが、目的エレメントで使用され
るメンバー エレメントに適用されるメッセージです。エレメント コード変更
コンポーネントのエレメント名変更ページでターゲット データベースの PIN
コードを変更してください。

[エレメントが存在しない]: ターゲット データベースにないエレメントを削除
しようとしています。

[PS 配布/ユーザーにより修正済]: ターゲット データベース内のエレメント
が修正されており、ソース データベース内のエレメントと一致しないことを
示す警告です。PeopleSoft またはユーザーによる修正を承認し、ターゲッ
ト データベースに変更内容を上書きする場合は [アップグレード] チェック
ボックスをオンにします。チェック ボックスをオンにすると、エレメント所有
者は [PS 配布/ユーザーにより修正済] のままになります。

[PS 配布/PS 修正済]: これはソース データベース内のエレメントの所有者
が PeopleSoft システムによって変更されたために、既に [PS 配布/管理]
ではなくなっていることを示す警告です。変更内容を反映しない場合は、[
アップグレード] チェック ボックスをオフにします。

[PS 所有のエレメントで削除不可]: ターゲット データベースから PeopleSoft
所有のエレメントを削除しようとしています。PeopleSoft 所有のエレメント
は、削除できません。

[重複パッケージ エレメントあり]: アップグレードしようとしている別のパッ
ケージにあるエレメントをインポートしようとしています。
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[エレメント以外の定義で使用中]: エレメント以外の定義で使用されている
エレメントを削除しようとしています。このエレメントを使用しないように、エ
レメント以外の定義を修正してください。

[出力結果で使用中]: 処理結果テーブルで使用されているエレメントを削
除しようとしています (結果テーブルの結果を削除することはできません)。

[受給者データで使用中]: 受給者データに関連付けられているエレメント
を削除しようとしています。このエレメントを使用しないように、受給者デー
タを修正してください。

[ルール定義で使用中]: 別のエレメントで使用されているエレメントを削除
しようとしています。このエレメントを使用しないように、ルール定義を修正
してください。

[ルール定義で使用中のコンポーネント]: ルール定義でコンポーネントが
使用されているエレメントを削除しようとしています。このコンポーネントを
使用しないように、エレメント定義を修正してください。

[新規エレメント] アップグレードするエレメントがターゲット データベースにない場合は、チェッ
ク ボックスがオンになります。

[アップグレード ステータス] アップグレード処理が行われたかどうかを示します。比較処理とアップグ
レード処理が完了すると、[未実行] から [実行済] に変わります。

アップグレード時のエラー確認

パッケージ比較オーディット ページにアクセスします。

パッケージ比較オーディット ページ - エレメント タブ

パッケージ比較オーディット ページ- パッケージ アップグレード タブ

[親] 親エレメントの名前です。

[メンバー エレメント] エラーが発生したメンバー エレメントの名前です。
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[異常終了の理由] 処理の異常終了の原因が表示されます。これと同じ情報が、パッケージ エ
レメント ページの [理由] フィールドに表示されます。

[アップグレード アクション] エラーが発生したときにシステムで実行していたアクションが表示されます。
[アップグレード]、[削除]、または [情報のみ] のいずれかが表示されます。

[パッケージ アップグレード]

[パッケージ アップグレード] タブをクリックします。

[親] エラーが発生した親エレメントの名前です。

[メンバー エレメント] エラーが発生したメンバー エレメントの名前です。

[レコード (テーブル) 名] 親エレメントとそのメンバーを保存しているレコードの名前です。

[PIN 番号フィールド名] (支
給アイテム名番号フィー
ルド名)

キー フィールドを含むフィールドの名前です。

[フィールド名] エラーが発生したメンバー エレメントを含むフィールドの名前です。

パッケージ ステータスの表示

パッケージ ステータス ページにアクセスします。

パッケージ ステータス ページ

パッケージおよびスクリプトが作成された日時を表示し、パッケージがエクスポート、インポート、比較、
アップグレードされたそれぞれの日時を確認します。

スクリプトの表示

スクリプトの表示ページにアクセスします。
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スクリプトの表示ページ

[スクリプト ロケーション] スクリプトの場所が表示されます。この場所には、インポート データベース
とエクスポート データベースのインポートおよびエクスポート NT プロセス
スケジューラの双方からアクセスできる必要があります。スクリプトの場所
をプロセス スケジューラの設定ファイル (psprcs.cfg) に指定してください。

注: スクリプトの場所をプロセス スケジューラの設定ファイルに指定する方
法については、「UNIX ディレクトリと NT ディレクトリの関連付け」セクショ
ンで説明しています。

参照: 第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「UNIX ディレクトリと NT ディ
レクトリの関連付け」 、 1008ページ

注: インストール設定ページで、全てのパッケージャ スクリプトに対しデフォ
ルトのスクリプト ロケーションを定義できます。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「グ
ローバル ペイロールのインストール設定の定義」 、 32ページ

[パッケージ スクリプト表示] 表示するスクリプトのタイプとして、[エクスポート スクリプト]、[インポート ス
クリプト]、または [消去スクリプト] のいずれかを選択します。データ ムー
バーのスクリプトが下のフィールドに表示されます。

エレメント名の変更
このセクションでは、エレメント名の変更の概要と、その方法について説明します。

1050 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 37 章 ユーティリティの使い方

エレメント名の変更方法について

比較処理では、PIN コードがターゲット データベースとソース データベースで一致しても、エレメント タイ
プまたは所有者が異なるエレメントが検出される場合があります。このような場合は、エレメント所有者/タ
イプの不整合"、または "Mbr エレメント所有者/タイプ不整合" というエラー メッセージが表示されます。

エレメントのエクスポートを続行するには、エレメント名変更ユーティリティを使用してターゲット エレメント
の PIN コードを変更します。PIN コードを変更した後は、比較処理を必ず再実行してください。

エレメントの PIN コードを変更するようにシステムを設定すると、以下の項目がチェックされます。

• 新しい PIN コードが既に使用されていないか。

使用されている場合は、エラーが表示されます。

• 変更前の PIN コードが PeopleSoft Enterprise 勤務管理で使用されていないか。

使用されている場合は、警告が表示されます。勤務管理でエレメントをマップし直して新しいコードを適
用してください。

• 新しい PIN コードが既存の PIN コードと同じものではないか。

同じ場合は、警告が表示されます。

重要: パッケージ作成処理の途中で、エレメント名を変更しないでください。

PeopleSoft によって作成されたエレメントの名前は変更できません。

警告: 勤務管理には、PIN コード情報が保存されています。したがって、PIN コードを変更する場合は、そ
の変更に合わせて勤務管理データを更新する必要があります。

関連項目:

第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「削除機能」 、 1007ページ

エレメント名の変更に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[エレメント名変更] GP_PIN_RENAME [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[エレメ
ントコード変更]、[エレ
メント名変更]

エレメントのPIN コードを
変更します。

エレメント名の変更

エレメント名変更ページにアクセスします。
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エレメント名変更ページ

[新規 PIN コード] (新規支
給アイテム名コード)

新しいコードを入力します。保存すると、前の PIN コードと置き換えられま
す。

注: PIN コードを変更するときは、PIN コードと国コードのサフィックスを使
用します。例: PIN NAME DEU。

規定外パッケージの作成とエクスポート
このセクションでは、規定外パッケージの作成とエクスポートの概要と、以下の作業を行う方法について
説明します。

• 規定外パッケージの名称設定

• 選択条件の定義

• 選択条件の SQL Where 句の変更

• 規定外パッケージのエレメントの表示

• 規定外パッケージのエクスポートとインポート

• 規定外パッケージのスクリプトの表示

規定外パッケージの作成とエクスポートの方法について

規定外パッケージには規定外データとエレメント情報が含まれます。規定外データとは、主キーが PIN_NUM
ではないレコードに属するデータを指します。
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重要: 規定外パッケージを作成する際は、移動するレコードに関連するレコードが同じパッケージに含ま
れることを確認します。関連する一連のデータを全て移動するには、どのレコードが関連しているかを理
解している必要があります。

規定外データを移動する前に、規定外データに関連するエレメントがターゲット データベースにあること
を確認します。確認するには、移動するデータ レコードに関連付けられたエレメントを含む規定パッケー
ジを作成し、その規定パッケージをターゲット データベースにコピー (アップグレード) します。

たとえば、規定外カレンダー詳細レコードを移動するとします。カレンダー詳細はプロセス番号エレメント
(PIN_PRC_NUM) に関連付けられています。カレンダー データを移動する前に、プロセス番号エレメントを
含む規定パッケージを作成し、それをターゲット データベースに移動します。ターゲット データベースで
は、必要に応じて新しい PIN 番号がエレメントに割り当てられます。規定パッケージをターゲット データ
ベースに移動した後、規定外パッケージを作成して、カレンダー詳細を移動できます。

カレンダー詳細が移動されるときに、ターゲット データベースのプロセス番号エレメントが検索され、規定
アップグレード処理中に割り当てられた新しい PIN 番号が取得され、カレンダー詳細レコードのプロセス
番号に新たに適用されます。(番号を付け直さなければ、ターゲット データベースに存在しない可能性の
ある PIN 番号、または、ターゲット データベース内のカレンダーに使用されているエレメントと無関係な
PIN 番号がカレンダー詳細に含まれてしまいます。)

規定外パッケージを作成し、エクスポートするには、次の手順に従います。

1. 規定外パッケージを作成します。

これには、規定外パッケージ作成コンポーネント (GP_NR_PKG_CREATE) を使用します。

このコンポーネントで以下を実行します。

• ソース データベースから移動するレコードの選択条件を定義します。

• パッケージ作成処理を実行します。

• 移動するデータに関連する規定 (ルール) を表示します。

2. 規定外パッケージをエクスポートします。

これには、"規定外パッケージのエクスポート" コンポーネント (GP_NR_PKG_EXPORT) を使用しま
す。

規定外パッケージに含まれる規定外データとエレメント情報がエクスポートされます。

注: グローバル ペイロールでは、規定外パッケージのエクスポート処理で使用されるスクリプトのデフォ
ルト ロケーションを指定することができるため、パッケージをエクスポートするたびに同じ基本情報を入
力する必要がありません。グローバル ペイロールのインストール設定ページにアクセスし ([HRMS 基本
設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[システム設定]、[インストール設
定])、スクリプト ロケーションを指定します。
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規定外パッケージの作成とエクスポートに使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[規定外パッケージ作成] -

[パッケージ定義], [規定外

パッケージのエクスポート]

- [パッケージ定義]

GP_NR_PKG_DFN • [HRMS基本設定]、[製品
/業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
グローバルペイロール
パッケージの管理]、[規
定外パッケージ作成]、[
パッケージ定義]

• [HRMS基本設定]、[製品
/業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[グ
ローバルペイロールパッ
ケージの管理]、[規定外
パッケージのエクスポー
ト]、[パッケージ定義]

規定外パッケージに名前
を付け、名称とコメントを入
力したり、表示します。

[規定外パッケージ作成] -

[パッケージ条件]

GP_NR_PKG_CRIT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グローバ
ルペイロールパッケージ
の管理]、[規定外パッケー
ジ作成]、[パッケージ条件]

規定外パッケージのアイテ
ムの選択条件を定義し、
パッケージを作成します。

[規定外パッケージ作成] -

[パッケージレコード]

GP_NR_PKG_RECS [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[グ
ローバルペイロールパッ
ケージの管理]、[規定外
パッケージ作成]、[パッ
ケージレコード]

パッケージ条件ページで入
力した選択条件に基づい
てシステムにより作成され
たSQL文のWhere句を表
示します。必要に応じて編
集することもできます。

[規定外パッケージのエク

スポート] - [パッケージ

レコード]

GP_NR_PKG_DATA [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グロー
バルペイロールパッケー
ジの管理]、[規定外パッ
ケージのエクスポート]、[
パッケージレコード]

• スクリプトを作成し、パッ
ケージのレコードとエ
レメント情報をエクス
ポートします。

• パッケージ条件ページで
入力した選択条件に基
づいてシステムにより
作成されたSQL文の
Where句を表示します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[規定外パッケージ作成]

- [パッケージエレメン

ト], [規定外パッケージ

のエクスポート] - [パッ

ケージエレメント]

GP_NR_PKG_ELMTS • [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グ
ローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[エレメン
ト]、[グローバルペイロー
ルパッケージの管理]、[
規定外パッケージ作成]、
[パッケージエレメント]

• [HRMS基本設定]、[製品
/業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
グローバルペイロール
パッケージの管理]、[規
定外パッケージのエク
スポート]、[パッケー
ジエレメント]

規定外パッケージのエレメ
ントを表示します。

[規定外パッケージのエ

クスポート] - [スクリプ

トの表示]

GP_NR_PKG_EXPIMP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グロー
バルペイロールパッケー
ジの管理]、[規定外パッ
ケージのエクスポート]、[ス
クリプトの表示]

規定外パッケージのエクス
ポートスクリプトとインポー
トスクリプトを表示します。

[パッケージステータス] GP_NR_PKG_DTTM_SEC • パッケージ定義ページの
[パッケージステータス]
リンクをクリックします。

• パッケージ条件ページの
[パッケージステータス]
リンクをクリックします。

• パッケージレコードペー
ジの [パッケージステー
タス] リンクをクリックし
ます。

• パッケージエレメント
ページの [パッケージ
ステータス] リンクをク
リックします。

• スクリプトの表示ページ
の [パッケージステータ
ス] リンクをクリックし
ます。

パッケージが作成、エクス
ポート、インポート、比
較、アップグレードされ
たそれぞれの日時が表
示されます。

規定外パッケージの名称設定

パッケージ定義ページにアクセスします。
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パッケージ定義ページ

パッケージの名称とコメントを入力します。

選択条件の定義

パッケージ条件ページにアクセスします。

パッケージ条件ページ

[パッケージ ID] パッケージ ID が表示されます。

[レコード] 移動するデータが含まれているレコードを選択します。[データ選択] グルー
プ ボックスが入力可能になります。

[Where 句オプション] このページで入力された条件が、パッケージに含まれるエレメントを選択す
るために SQL に変換されます。

有効値は以下のとおりです。

[デフォルトの WHERE 句を使用]: デフォルトの Where 句が使用されます。
Where 句を変更した後で [デフォルトの WHERE 句を使用] を再度選択す
ると、SQL コードの変更内容は破棄され、指定された条件に基づく Where
句に戻ります。

[WHERE 句変更]: このページの他のフィールドが全て入力不可になり、パッ
ケージ レコード ページの SQL コードが編集モードになります。
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[データ選択]

[データ選択] グループ ボックスの各フィールドを使用して、移動するデータを指定します。選択条件の入
力は必須ではありませんが、入力しなかった場合は、ソース データベースをインポートする前にターゲット
データベースで削除処理が実行されません。その結果、インポート処理中にデータ ムーバーからレコー
ドが重複していることを告げるメッセージが返され、アップグレード処理が異常終了する場合があります。

[フィールド名] 選択条件の基準になるフィールドを選択します。プロンプト テーブル (検索
画面) の [キー ポジション] 列を確認し、キー フィールドを選択してください。

[フィールド フォーマット] 選択したフィールドのフォーマットが表示されます。

[演算子] パッケージに含めるデータの選択に適用する演算子を選択します。有効な
演算子は、[<]、[<=]、[<>]、[=]、[>]、[>=]、および [LIKE] です。[LIKE] を選
択した場合は、右横のフィールドに検索する値の一部、たとえば「S」という
文字を入力できます。

[演算子] フィールドの右にあるフィールドには、検索対象の値を入力しま
す。選択したフィールド フォーマットによって、このフィールドのラベルは変
化します。

[パッケージ作成] 選択条件を定義したら、このボタンをクリックしてパッケージを作成します。
パッケージが作成されると、"規定外パッケージ作成" のパッケージ レコー
ド ページに値が入力されます。

パッケージの内容を確認するには、[パッケージ エレメント] タブをクリック
します。

選択条件の SQL Where 句の変更

"規定外パッケージ作成" のパッケージ レコード ページにアクセスします。

規定外パッケージ作成 - パッケージ レコード ページ

[レコード] 選択したフィールドが含まれるレコードが表示されます。

[Where 句オプション] Where 句のオプションを選択します。有効値は以下のとおりです。
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[WHERE 句変更]: この値を選択すると、下のフィールド内の SQL コードが
編集可能になります。

[デフォルトの WHERE 句を使用]: デフォルトの Where 句を使用する場合
や、編集した SQL コードを元に戻す場合に選択します。この場合、変更し
た Where 句の内容は失われ、フィールドは無効になります。

[Where 句] [Where 句オプション] フィールドで [デフォルトの Where 句を使用] を選択
すると、"規定外パッケージ作成" のパッケージ条件ページでパッケージに
対し入力した選択条件に基づいて作成された SQL 文の Where 句が表示
されます。この WHERE 句は編集できません。

[Where 句変更] を選択すると、SQL が編集可能になります。PIN_NUM を
選択条件として指定したり、PIN_NUM が保存される可能性のあるフィール
ドを使用したりしないでください。(これに反すると、インポート処理時の番
号振り直しができなくなります。)

規定外パッケージのエレメントの表示

パッケージ エレメント ページにアクセスします。

パッケージ エレメント ページ

注: このページには、新しいデータベースに移動するレコードで使用される規定エレメントが表示されま
す。これらは情報用のエレメントです。PIN 番号がフィールドになっていないレコードのデータは表示され
ません。

スクリプトの作成と規定外パッケージのエクスポート

"規定外パッケージのエクスポート" のパッケージ レコード ページにアクセスします。
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"規定外パッケージのエクスポート" - パッケージ レコード ページ

[スクリプト ロケーション] [スクリプト作成] ボタンをクリックしたときにインポート/エクスポート スクリ
プトを作成する場所のパスを指定します。

スクリプトおよびデータ ファイルの場所は、インポート データベースとエク
スポート データベースのインポートおよびエクスポート NT プロセス スケ
ジューラの双方からアクセスできる必要があります。スクリプトの場所をプ
ロセス スケジューラの設定ファイル (psprcs.cfg) に指定してください。

注: スクリプトの場所をプロセス スケジューラの設定ファイルに指定する方
法については、「UNIX ディレクトリと NT ディレクトリの関連付け」セクショ
ンで説明しています。

参照: 第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「UNIX ディレクトリと NT ディ
レクトリの関連付け」 、 1008ページ

注: インストール設定ページで、全てのパッケージャ スクリプトに対しデフォ
ルトのスクリプト ロケーションを定義できます。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「グ
ローバル ペイロールのインストール設定の定義」 、 32ページ

[レコード] エクスポートするデータを含んでいるレコードの名前が表示されます。

[Where 句] エクスポートするデータを選択するための SQL 文の Where 句が表示され
ます。

[スクリプト作成] このボタンをクリックすると、規定外パッケージのインポート スクリプト
とエクスポート スクリプト (xxx_elements_imp.dms、xxx_elements_exp.dms、
xxx_records_exp.dms、xxx_record_imp.dms) が作成されます。xxx はパッケー
ジ名を表します。これらのスクリプトは、指定したスクリプト ロケーションに
作成されます。
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[エクスポート] スクリプト ロケーションを指定してから、このボタンをクリックしてパッケー
ジをエクスポートします。

規定外パッケージのスクリプトの表示

スクリプトの表示ページにアクセスします。

スクリプトの表示ページ

[スクリプト ロケーション] スクリプトの場所が表示されます。この場所には、インポート データベース
とエクスポート データベースのインポートおよびエクスポート NT プロセス
スケジューラの双方からアクセスできる必要があります。スクリプトの場所
をプロセス スケジューラの設定ファイル (psprcs.cfg) に指定してください。

注: スクリプトの場所をプロセス スケジューラの設定ファイルに指定する方
法については、「UNIX ディレクトリと NT ディレクトリの関連付け」セクショ
ンで説明しています。

参照: 第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「UNIX ディレクトリと NT ディ
レクトリの関連付け」 、 1008ページ

注: インストール設定ページで、全てのパッケージャ スクリプトに対しデフォ
ルトのスクリプト ロケーションを定義できます。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「グ
ローバル ペイロールのインストール設定の定義」 、 32ページ

[パッケージ スクリプト表示] 表示するスクリプトのタイプとして、エレメントまたはレコードのエクスポート
スクリプトあるいはインポート スクリプトを選択します。データ ムーバーの
スクリプトが下のフィールドに表示されます。

パッケージ ステータスの表示

パッケージ ステータス ページにアクセスします。
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パッケージ ステータス ページ

パッケージが作成、エクスポート、インポート、比較、アップグレードされたそれぞれの日時が表示されま
す。

規定外パッケージのインポート、比較、およびアップグレード
このセクションでは、規定外パッケージの比較とアップグレードの概要と、以下の作業を行う方法につい
て説明します。

• 規定外エレメント情報のインポート

• 規定外パッケージとターゲット データベースのデータの比較

• 規定外レコードのインポート

• 規定外パッケージのアップグレード

規定外パッケージのインポート、比較、およびアップ
グレードの方法について

規定外パッケージを作成してエクスポートしたら、以下を実行します。

1. 規定外エレメントをインポートします。

これには、規定外エレメントのインポート コンポーネント (GP_NR_PKG_IMPORT) を使用します。

エレメント自体ではなく、エレメントの情報がインポートされます。

2. 規定外パッケージ内のエレメントをターゲット データベースのエレメントと比較し、それらがターゲッ
ト データベースに存在していることを確認します。

これには、規定外パッケージ比較コンポーネント (GP_NR_PKG_COMPARE) を使用します。

このコンポーネントを使用して、以下を実行します。

• パッケージ内のエレメント情報とターゲット データベースのエレメント情報を比較します。

• ターゲット データベースに移動する必要のあるエレメントが揃っているかどうかを確認します。

3. 規定外レコードをインポートします。

これには、規定外レコードのインポート コンポーネント (GP_NR_PKG_IMPRECS) を使用します。
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4. 規定外パッケージをアップグレードします。

これには、規定外パッケージ アップグレード コンポーネント (GP_NR_PKG_UPGRADE) を使用しま
す。

注: グローバル ペイロールでは、規定外パッケージのインポート処理で使用されるスクリプトのデフォル
ト ロケーションを指定することができるため、パッケージをインポートするたびに同じ基本情報を入力する
必要がありません。グローバル ペイロールのインストール設定ページにアクセスし ([HRMS 基本設定]、[
製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[システム設定]、[インストール設定])、ス
クリプト ロケーションを指定します。

規定外パッケージのインポート、比較、およびアップグ
レードに使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[規定外エレメントのイン

ポート] - [パッケージ定義],

[規定外パッケージ比較] -

[パッケージ定義], [規定外

レコードのインポート] - [

パッケージ定義], [規定外

パッケージアップグレード]

- [パッケージ定義]

GP_NR_PKG_DFN • [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
グローバルペイロール
パッケージの管理]、[規
定外エレメントのインポー
ト]、[パッケージ定義]

• [HRMS基本設定]、[製品
/業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
グローバルペイロール
パッケージの管理]、[規
定外パッケージ比較]、[
パッケージ定義]

• [HRMS基本設定]、[製品
/業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
グローバルペイロール
パッケージの管理]、[規
定外レコードのインポー
ト]、[パッケージ定義]

• [HRMS基本設定]、[製品
/業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[グ
ローバルペイロールパッ
ケージの管理]、[規定外
パッケージアップグレー
ド]、[パッケージ定義]

• 規定外パッケージに名
前を付け、名称とコメント
を入力します。

• 規定外パッケージの ID
と名称を表示します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[規定外エレメントのイン

ポート] - [パッケージレ

コード], [規定外レコー

ドのインポート] - [パッ

ケージレコード]

GP_NR_PKG_DATA • [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
グローバルペイロール
パッケージの管理]、[規
定外エレメントのインポー
ト]、[パッケージレコード]

• [HRMS基本設定]、[製品
/業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
グローバルペイロール
パッケージの管理]、[規
定外レコードのインポー
ト]、[パッケージレコード]

• 規定外エレメント情報を
ターゲットデータベース
にインポートします。

• 規定外レコードをター
ゲットデータベースにイ
ンポートします。

• パッケージ条件ページで
入力した選択条件に基
づいてシステムにより
作成されたSQL文の
Where句を表示します。

[規定外パッケージアップ

グレード] - [パッケージ

レコード]

GP_NR_PKG_RECS [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グロー
バルペイロールパッケー
ジの管理]、[規定外パッ
ケージアップグレード]、[
パッケージレコード]

• パッケージ条件ページで
入力した選択条件に基
づいてシステムにより
作成されたSQL文の
Where句を表示します。

• 規定外パッケージをアッ
プグレードします。

パッケージをアップグ
レードする前に、比較処
理が正常終了している
必要があります。

[規定外エレメントのイン

ポート] - [パッケージエレメ

ント], [規定外パッケージ

比較] - [パッケージエ

レメント], [規定外レコー

ドのインポート] - [パッ

ケージエレメント]

GP_NR_PKG_ELMTS • [HRMS基本設定]、[製品
/業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[グ
ローバルペイロールパッ
ケージの管理]、[規定外
エレメントのインポート]、
[パッケージエレメント]

• [HRMS基本設定]、[製品
/業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
グローバルペイロール
パッケージの管理]、[規
定外パッケージ比較]、[
パッケージエレメント]

• [HRMS基本設定]、[製品
/業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[グ
ローバルペイロールパッ
ケージの管理]、[規定外
レコードのインポート]、[
パッケージエレメント]

• ソースデータベース
のデータとターゲット
データベースのデータを
比較します。

• インポートしたパッケー
ジの内容を表示します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[規定外エレメントのイン

ポート] - [スクリプトの表

示], [規定外レコードのイン

ポート] - [スクリプトの表示]

GP_NR_PKG_EXPIMP • [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
グローバルペイロール
パッケージの管理]、[規
定外エレメントのインポー
ト]、[スクリプトの表示]

• [HRMS基本設定]、[製
品/業務別定義]、[グロー
バルペイロール/休暇欠
勤管理]、[エレメント]、[
グローバルペイロール
パッケージの管理]、[規
定外レコードのインポー
ト]、[スクリプトの表示]

エクスポートスクリプトまた
はインポートスクリプトを
表示します。

[パッケージステータス] GP_NR_PKG_DTTM_SEC • パッケージ定義ページの
[パッケージステータス]
リンクをクリックします。

• パッケージレコードペー
ジの [パッケージステー
タス] リンクをクリックし
ます。

• パッケージエレメント
ページの [パッケージ
ステータス] リンクをク
リックします。

• スクリプトの表示ページ
の [パッケージステータ
ス] リンクをクリックし
ます。

パッケージが作成、エクス
ポート、インポート、比
較、アップグレードされ
たそれぞれの日時が表
示されます。

規定外パッケージの名称設定

パッケージ定義ページにアクセスします。

パッケージ定義ページ
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パッケージの名称とコメントを入力したり、表示します。

規定外エレメント情報のインポート

"規定外エレメントのインポート" のパッケージ レコード ページにアクセスします。

パッケージ レコード ページ

[スクリプト ロケーション] スクリプトの場所が表示されます。この場所には、インポート データベース
とエクスポート データベースのインポートおよびエクスポート NT プロセス
スケジューラの双方からアクセスできる必要があります。スクリプトの場所
をプロセス スケジューラの設定ファイル (psprcs.cfg) に指定してください。

注: スクリプトの場所をプロセス スケジューラの設定ファイルに指定する方
法については、「UNIX ディレクトリと NT ディレクトリの関連付け」セクショ
ンで説明しています。

参照: 第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「UNIX ディレクトリと NT ディ
レクトリの関連付け」 、 1008ページ

注: インストール設定ページで、全てのパッケージャ スクリプトに対しデフォ
ルトのスクリプト ロケーションを定義できます。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「グ
ローバル ペイロールのインストール設定の定義」 、 32ページ

[パッケージのインポート] このボタンが使用可能な場合は、クリックして、インポート プロセスを開始
します。

規定外パッケージとターゲット データベースのエレメントの比較

"規定外パッケージ比較" のパッケージ エレメント ページにアクセスします。
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規定外パッケージ比較 - パッケージ エレメント ページ

エクスポート処理およびインポート処理の準備が完了したら、ターゲット データベースにログオンして比
較処理を実行します。比較処理では、移動するデータに必要なエレメントがターゲット データベースに存
在することが確認されます。その際、PIN コードと PIN タイプがチェックされます。

エレメントが存在しなかった場合、または、エレメント タイプが一致しなかった場合、比較処理は異常終
了します。この場合は、規定外パッケージのアップグレードを続行する前に規定パッケージを作成して、
そのパッケージをターゲット データベースに移動する必要があります。

[エレメント リスト]

このグループ ボックスには、ソース データベースとターゲット データベースの比較の結果が表示されます。
比較処理でエラーが発生した場合は、アップグレード処理を続行する前にそれらのエラーを修正します。

[ソース PIN] (ソース支給ア
イテム名番号)

ソース データベースでのエレメントの PIN 番号 (50000000 の付加なし) が
表示されます。

[エレメント名] ソース データベースでのエレメント名が表示されます。

[PIN コード] (支給アイテム
名コード)

エレメントの PIN コードが表示されます。

[エレメント タイプ] エレメントのタイプが表示されます。

[エレメント所有者] エレメントの作成者と管理者が表示されます。有効値は、[ユーザー]、[修
正済]、[PS 管理]、[PS 非管理]、[PS 保護] です。

[結果] 比較処理の結果が表示されます。

[未実行]: 比較処理が実行されていません。

[正常終了]: 比較処理でエラーが発生しませんでした。

[異常終了]: 比較処理が異常終了しました。[理由] フィールドに理由が表
示されます。

[理由] 比較処理が異常終了すると、以下のいずれかの値が表示されます。

[エレメント無]: 規定外パッケージのアップグレード処理を続行する前に、
ターゲット データベースに存在しなかったエレメントを含めた規定パッケー
ジを新しく作成し、このパッケージをターゲット データベースに移動してくだ
さい。
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[タイプ不整]: エレメント タイプが一致しません。通常、このエラーは、同じ
PIN コードで異なるタイプのエレメントを作成している場合に発生します。
エレメント名を変更し、このエレメントを含む新しい規定パッケージを作成し
てください。

[比較] このボタンをクリックすると、比較処理が開始されます。比較処理が完了す
ると、エレメントごとに一致するエレメントが見つかったかどうかが [エレメ
ント リスト] グループ ボックスに表示されます。

エラーが検出されない場合は、比較処理が正常に終了したことを通知す
るメッセージが表示されます。この時点で、規定外レコードをソース データ
ベースからインポートする準備が完了します。

規定外レコードのインポート

"規定外レコードのインポート" のパッケージ レコード ページにアクセスします。

規定外レコードのインポート - パッケージ レコード ページ

比較処理の結果を確認し、ターゲット データベースに存在しなかったエレメントをターゲット データベース
に移動したら、ターゲット データベースに規定外レコードをインポートできます。

[レコード インポート] ボタンをクリックすると、レコードのインポートが開始されます。

規定外パッケージのアップグレード

"規定外パッケージ アップグレード" のパッケージ レコード ページにアクセスします。
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規定外パッケージ アップグレード - パッケージ レコード ページ

後の手順として、規定外パッケージ アップグレード コンポーネントを使用して、インポートした規定外
データのエレメントに対して、ターゲット データベース内で一致するエレメントと同じ PIN 番号になるよう
に番号を付け直します。

[アップグレード] このボタンをクリックすると、アップグレード処理が開始されます。処理が完
了するとメッセージが表示されます。

ソース データベースからレコードとエレメントをインポートし直さない限り、
同じパッケージを再度比較またはアップグレードすることはできません。

規定外パッケージのスクリプトの表示

スクリプトの表示ページにアクセスします。
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スクリプトの表示ページ

[スクリプト ロケーション] スクリプトの場所が表示されます。この場所には、インポート データベース
とエクスポート データベースのインポートおよびエクスポート NT プロセス
スケジューラの双方からアクセスできる必要があります。スクリプトの場所
をプロセス スケジューラの設定ファイル (psprcs.cfg) に指定してください。

注: スクリプトの場所をプロセス スケジューラの設定ファイルに指定する方
法については、「UNIX ディレクトリと NT ディレクトリの関連付け」セクショ
ンで説明しています。

参照: 第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「UNIX ディレクトリと NT ディ
レクトリの関連付け」 、 1008ページ

注: インストール設定ページで、全てのパッケージャ スクリプトに対しデフォ
ルトのスクリプト ロケーションを定義できます。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「グ
ローバル ペイロールのインストール設定の定義」 、 32ページ

[パッケージ スクリプト表示] 表示するスクリプトのタイプとして、エクスポート スクリプトまたはインポー
ト スクリプトを選択します。データ ムーバーのスクリプトが下のフィールド
に表示されます。

パッケージ ステータスの表示

パッケージ ステータス ページにアクセスします。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1069



ユーティリティの使い方 第 37 章

パッケージ ステータス ページ

パッケージが作成、エクスポート、インポート、比較、アップグレードされたそれぞれの日時が表示されま
す。

パッケージのコピー
このセクションでは、以下の作業を行う方法を説明します。

• 規定パッケージとその選択条件のコピー

• 規定外パッケージとその選択条件のコピー

注: パッケージのみをコピーしても、パッケージをエクスポートする準備は整いません。規定パッケージ作
成処理または規定外パッケージ作成処理も実行して、全てのエレメントをパッケージに割り当てる必要
があります。

パッケージのコピーに使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[規定パッケージコピー] GP_PKG_COPY [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[グ
ローバルペイロールパッ
ケージの管理]、[規定パッ
ケージコピー]、[規定パッ
ケージコピー]

既存の規定パッケージと
その選択条件をコピー
します。この処理では、
エレメント情報はコピー
されません。

[規定外パッケージ] GP_NR_PKG_COPY [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠勤
管理]、[エレメント]、[グ
ローバルペイロールパッ
ケージの管理]、[規定外
パッケージコピー]、[規定
外パッケージ]

既存の規定外パッケージ
とその選択条件をコピー
します。この処理では、
エレメント情報はコピー
されません。
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規定パッケージとその選択条件のコピー

規定パッケージ コピー ページにアクセスします。

規定パッケージ コピー

[コピー先パッケージ ID] 新しいパッケージ ID を半角英数字 ( 大 8 文字) で入力します。

[パッケージ定義のコピー] このボタンをクリックすると、パッケージのコピーが開始されます。

規定外パッケージとその選択条件のコピー

"規定外パッケージ コピー" の規定外パッケージ ページにアクセスします。

詳細については、規定パッケージ コピー ページのフィールドの説明を参照してください。

関連項目:

第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「規定パッケージとその選択条件のコピー」 、 1071ページ

バージョン番号の割り当てとバージョン別パッケージ作成
このセクションでは、エレメントへのバージョン番号の割り当て (スタンプ処理) とバージョン別パッケージ
作成の概要と、以下の作業を行う方法について説明します。

• エレメントに対する新規バージョン番号の割り当て

• バージョン関係の定義

• パッケージに含めるエレメントの指定

• バージョン詳細の表示

バージョン番号の割り当てとバージョン別パッケージ作成の方法について

各リリースまたは更新で配布されるエレメントをバージョン番号によって管理することができます。また、
エレメントをバージョン別にパッケージ化することも可能です。たとえば、グローバル ペイロール 8.9 で配
布されるエレメントには 8.90.00 というラベルが付きます。一般的に、主要リリース、更新、修正パッチで
は、既に配布されたルールの全てまたは一部について新規バージョンが必要になります。

エレメントを別のデータベースに移動できるように、複数のエレメントにバージョン番号 (ラベル) を割り当
て、バージョン管理ユーティリティを使用してエレメントのパッケージをバージョン別に作成します。
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バージョン別にエレメントのパッケージを作成すると、指定したバージョンに関連する行だけが抽出されま
す。エレメントのパッケージを作成したら、このパッケージをデータベース間で移動できるようになります。
移動する手順は規定パッケージを移動する場合と同じです。エレメントをエクスポートし、このエレメントを
データベース内の既存のエレメントと比較し、アップグレードを完了するという手順になります。

バージョン別のパッケージを作成するには、次の手順に従います。

1. バージョン スタンプ コンポーネント (GP_STAMPING) を使用して、パッケージ化するエレメントに
適切なバージョン番号を割り当てます。

2. "規定パッケージの作成/エクスポート" コンポーネントの "バージョン別条件の定義" ページを使
用して、手順 1 で指定したエレメントをパッケージ化するための選択条件を定義します。

3. この章で既に説明した規定パッケージの作成とエクスポートの手順を実行します。

参照: 第 37章、 「ユーティリティの使い方」 、 「規定パッケージの作成とエクスポート」 、 1016ページ

4. この章で既に説明した規定パッケージのインポート、比較、およびアップグレードの手順を実行し
ます。

参照: 第 37 章、 「ユーティリティの使い方」 、 「規定パッケージのインポート、比較、およびアップ
グレード」 、 1033ページ

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

バージョン番号の割り当てとバージョン別パッケージ作成に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[バージョンスタンプ] GP_STAMPING [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グローバ
ルペイロールパッケージ
の管理]、[バージョンスタン
プ]、[バージョンスタンプ]

エレメントに対する新しい
バージョン番号を指定
し、スタンプ処理を開始
します。

[バージョン関係定義] GP_VER_RULE_DFN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グローバ
ルペイロールパッケージの
管理]、[バージョン関係定
義]、[バージョン関係定義]

エレメント定義レコード間
のバージョン関係を表示し
ます。ルール定義レコード
とそれに対応する子レコー
ドが表示されます。

エレメントに対する新規バージョン番号の割り当て

バージョン スタンプ ページにアクセスします。
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バージョン スタンプ ページ

このページを使用して、追加または修正したエレメントにバージョンを割り当てたり、エレメントの既存バー
ジョンを変更します。

[使用先] 全ての国または特定の国でのみ有効なエレメントに対して、バージョンを
割り当てることができます。[全ての国] を選択した場合、[国] フィールドの
デフォルト値は [All] です。[特定の国] を選択した場合は、[国] フィールド
で国コードを指定します。

[スタンプ タイプ] バージョンを割り当てるエレメントを指定します。

[バージョンなし]: 既存のバージョンがないエレメントです。

[既存バージョン]: [既存バージョン] フィールドで指定したバージョンのエレ
メントです。

[バージョンなしと既存バージョン]: 現在バージョンが設定されていないエ
レメントと、[既存バージョン] フィールドで指定したバージョンに関連付けら
れているエレメントです。

[既存バージョン]: スタンプ タイプとして、[既存バージョン] または [バージョンなしと既存バー
ジョン] を選択すると入力可能になります。既存のバージョンを選択します。
選択したバージョンに関連付けられている全てのエレメントが検索されま
す。

[新規バージョン] 新バージョン名を半角英数字 大 16 文字で入力します。ユーザー イン
ストールの場合は、プレフィックス (接頭辞) "C_" がバージョン名に自動的
に追加されます。PeopleSoft システム配布のパッケージには、"P_"から始
まるバージョン番号が付いています。エレメント名ページのユーザー バー
ジョン機能を使用すると、プレフィックス "INT_" がバージョン番号に追加さ
れます。エレメント名ページについては、この PeopleBook の別の章に説明
されています。

参照: 第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、
70ページ

[GP レコードにスタンプ] このボタンをクリックするとスタンプ処理が開始されます。既存のバージョ
ンがある場合は、そのバージョンがクリアされてから、選択したエレメントに
新バージョンが割り当てられます。
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注: バージョン管理は、エレメント定義レコード (PIN_NUM を主キーに持つレコード) でのみ行われます。

バージョン関係の定義

バージョン関係定義ページにアクセスします。

バージョン関係定義ページ

[ルール定義レコード] フィールド GP_VERSION を持つ親レコードの名前が表示されます。

[子レコード] ここに表示された子レコードのデータが変更されると、親レコードの該当す
る行から GP_VERSION が削除されます。(子レコードがない場合、ここには
親レコードの名前が表示されます。)

[エクスポート レコード] この子レコードをエクスポートおよびインポートするパッケージに入れる場
合にオンにします。

たとえば、累計エレメントが変更された場合、GP_ACCUMULATOR と GP_
ACM_MBRのデータのみ移動すれば済みます。子レコード GP_ACM_MBR_VW
は、支給コンポーネントや控除コンポーネントで累計と支給や控除とを関
連付けるためだけに使用されるため、エクスポートおよびインポートの必
要がありません。

[バッファのルール レコード] 累計のみに適用されます。

GP_VERSION を持つレコードがコンポーネント バッファにある場合にオンに
します。たとえば、支給累計が変更されたために GP_VERSION をクリアする
必要がある場合などです。レコード GP_ACCUMULATOR はコンポーネント
バッファにはありません。コンポーネント バッファの RECNAME_RULE_DFN
でレコードを検索せずに、SQLEXEC を実行するように指定する場合に、こ
のチェック ボックスをオンにします。支給コンポーネントにある子レコード
は GP_ACM_MBR_VW です。

[PIN 番号フィールド] GP_VERSION をクリアする必要のあるレコードの PIN_NUM フィールドの名
前が表示されます。前述の例では、支給累計 PIN_NUM は、PIN_MBR_NUM
として支給コンポーネント バッファに含まれ、PIN_NUM そのものには支給
PIN が含まれています。そのため、GP_ACCUMULATOR のデータを更新す
る場合、支給コンポーネントでは、PIN_NUM 値ではなく PIN_MBR_NUM 値
のデータを更新する必要があります。
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セキュリティの定義

この章では、セキュリティの概要と以下の項目について説明します。

• ユーザー アクセスの制限方法

• エレメント セキュリティ

• 受給者セキュリティ

セキュリティについて
セキュリティとは、特定のデータや受給者をユーザーが参照または更新することを制限する機能です。

グローバル ペイロールには、2 つのレベルのセキュリティがあります。

• エレメント レベル セキュリティ

ユーザーが参照、更新できるエレメントを制限します。ユーザー ルール プロファイル ページおよびエレ
メント名ページの [使用先]、[所有者]、[上書きレベル] での設定がその基準になります。

• 受給者レベル セキュリティ

ユーザーが表示できる受給者を制限します。PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理にある標
準の HR セキュリティがその基準になります。

注: グローバル ペイロールでは、PeopleSoft Enterprise 勤務管理のグループ セキュリティ機能も使用で
きます。

エレメント使用先セキュリティ

各ユーザーにユーザー プロファイルを設定して、国固有のエレメント情報にのみアクセスできるようにし
ます。たとえば、フランスでのみ業務を行う組織にとって、イギリス固有のエレメント情報は必要ありませ
ん。エレメント使用先セキュリティによって、ユーザーに関係のある情報のみがプロンプト テーブルと検
索ページに表示されるようになります。

所有者セキュリティ

所有者セキュリティでは、エレメントの所有者および管理者が PeopleSoft またはユーザーのどちらであ
るかが参照されます。PeopleSoft によってのみ修正できる特定のエレメントと、ユーザーが修正可能なそ
の他のエレメントがあります。

エレメント名ページの [所有者] フィールドで、エレメントの所有者を指定します。
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関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

上書きレベル

エレメントの上書きレベルは、エレメント タイプによって異なります。通常の上書きレベルには、[支給元]、
[支給グループ]、[受給者]、[カレンダー]、[エレメント使用]、[エレメント定義] および [ポジティブ入力] が
あります。エレメント名ページでチェック ボックスを使用して、上書きレベルを選択します。これらのチェッ
ク ボックスで、そのエレメントが上書き処理により更新されるのか、別のエレメントによって更新されるの
かを指定します。

エレメント使用セキュリティ (エレメントによる更新のセキュリティ) では、どのエレメントがどのエレメントに
より更新できるのかを管理します。このアプリケーションの以下の 4 つのコンポーネントでは、エレメント
を別のエレメントによって更新できます。

• [アレイ] (フィールド マップ/キー ページの [取得フィールドと変数エレメントのマッピング] グループ ボッ
クスを使用)

• ブラケット (検索キー/戻り列ページの [戻り列] グループ ボックスを使用)

• [日付] (抽出ページの [定義] グループ ボックスを使用)

• フォーミュラ (フィールド ベース定義ページの [フィールド ベース領域] を使用)

システムによってユーザー ルール プロファイルとエレメント使用先セキュリティが確認され、アクセスが
可能なエレメントだけが別のエレメントによって更新できるようになります。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

この章で使用する共通の用語

編集プロンプト 指定されたフィールドのオンラインの検索画面に使用されるレコードまた
はビュー。

クエリー セキュリティ
レコード

PeopleSoft クエリーで使用されるレコードまたはビュー。

検索レコード 、 検索ビュー コンポーネントへのアクセス時に使用されるレコードまたはビュー。

ユーザー アクセスの制限
ユーザーが、全ての国に対して定義されたエレメント、または特定の国に対して定義されたエレメントの
どちらにアクセスできるのか、PeopleSoft によって配布および管理されるエレメントを管理できるかどうか
を制御できます。

このセクションでは、国固有のエレメントへのアクセス制限の概要と、ユーザー アクセス用のエレメントを
定義する方法について説明します。
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各国固有のエレメントへのアクセスの制限方法について

エレメントを作成する場合、そのエレメントを全ての国で使用するか、または特定の国で使用するかをエ
レメント名ページの [使用先] フィールドで指定します。エレメントは、下位のレベルで定義されたエレメン
トを使用することはできません。たとえば、[全ての国] と定義されたデュレーション エレメントは、単一の
国 (フランスなど) に定義された変数を使用できません。使用できるのは、[全ての国] と定義されたエレ
メントに限られます。ただし、フランスに定義されたデュレーションは、フランスに定義された変数だけで
なく、[全ての国] と定義された変数も使用できます。

ユーザー ルール プロファイル ページでは、エレメントを追加する際に [使用先] フィールドおよび [国]
フィールドに表示されるデフォルト値を定義します。

次の表は、ユーザー ルール プロファイル ページでの設定がエレメント名ページの [使用先] フィールドと
[国] フィールドにどのように影響するかを一覧にしたものです。

[ユーザー ルール プロファイル] ページ エレメント名ページ

[使用先] = [全ての国] [使用先] = [全ての国]がデフォルトです。

[国] フィールドのデフォルト値は [全て]です。

[使用先] = [特定の国] [使用先] = [特定の国]は変更できません。

[国]フィールドのデフォルトは特定の国になり、変
更できません。

警告: [全ての国] と定義されたエレメントを保存した後に [使用先] フィールドを変更する場合は、その
影響を十分に検討してください。エレメントが給与計算処理に使用されていると、問題が発生する可能性
があります。

注: グローバル ペイロールのユーザー ルール プロファイルは、ヒューマン リソース管理のものとは別
です。

ユーザー アクセスの制限に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[ユーザールールプロ

ファイル]

GP_OPR_RULE_PRF [HRMS基本設定]、[セキュ
リティ]、[グループ別ユー
ザーメンテナンス]、[グ
ローバルペイロールユー
ザープロファイル]、[ユー
ザールールプロファイル]

全ての国または特定の国
に対して定義されたエレメ
ントへのアクセス権を管理
します。また、ユーザーが
PeopleSoft配布/管理のエ
レメントを管理できるかどう
かを定義します。

このページを使用する前
に、PeopleTools でユー
ザー IDを作成します。

ユーザー アクセス用エレメントの定義

ユーザー ルール プロファイル ページにアクセスします。
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[ユーザー ルール プロファイル] ページ

ここで入力される情報が全ての検索ビューで参照され、表示されるエレメントが決定します。

[セッション デフォルト] グループ ボックス

[使用先] このユーザー ID を持つユーザーがアクセス可能なエレメントを指定しま
す。有効値は以下のとおりです。

[全ての国]: 全ての国に対して定義されるエレメント

[特定の国]: [国] フィールドで選択する国にのみ定義されるエレメント

注: ルールと国は、エレメント名共通ページでエレメントを定義する際に関
連付けます。

[PS エレメント変更可] このチェック ボックスをオンにすると、ユーザーは PeopleSoft 配布/管理
のエレメントを管理できます。この "エレメントの管理" とは、エレメントの定
義を編集し、エレメント所有者を "PS 配布/ユーザーにより修正" に変更
することを意味します。エレメントが一度ユーザーの管理下に置かれると、
その後、そのエレメントを "PS 配布/管理" に戻すことはできなくなります。

関連項目:

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義」 、 70ページ

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Security Administration

エレメント セキュリティ
このセクションでは、コンポーネントのエレメント選択を制御するセキュリティについて説明します。

以下の表は、メニューとコンポーネント別のエレメント セキュリティを一覧にしたものです。次のページ
ショットは、一覧で言及されている検索画面のサンプルです。
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検索画面

[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[エレメント]、
全てのエレメント定義コンポーネント

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

[追加]モード: 新規エレメントを追加するときは、そのエ
レメントの情報がないためセキュリティはありません。

[追加]モード以外:

[ユーザールールプロファイル]で [全ての国]が指定
されている場合、[使用先] = [全て]、

または

[使用先] = [特定]のエレメントが表示されます。

[ユーザールールプロファイル]で [特定の国]が指定
されている場合、[使用先] = [全て]、

または

[使用先] = [特定]のエレメントが表示されます。た
だし、この場合、検索画面の [国] フィールドに入力
した値とユーザールールプロファイルページの [国]
フィールドで指定した国が一致するエレメントのみが
表示されます。

エレメント使用先セキュリティ:

[使用先] = [全ての国]の場合、使用可能なエレメント
は [使用先] = [全ての国]

[使用先] = [特定の国]の場合、使用可能なエレメント
は [使用先] = [全ての国]

または

[使用先] = [特定の国] ([国] フィールドの値は使用
先の国に一致)

エレメントによる更新のセキュリティ:

以下のエレメントについては、エレメント名共通ペー
ジの [上書きレベル]グループボックスの [エレメン
ト使用]チェックボックスをオンにして、エレメントセ
キュリティを更新できます。

-フォーミュラ定義/[エレメント名] (割当先)フィールド

-日付定義/日付抽出フィールド

-ブラケット定義/戻り列フィールド

-アレイ定義/取得フィールド

注: [ユーザールールプロファイル] = [特定の国]の
場合、それらエレメントの [使用先]フィールドを変更
することはできません。
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[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[フレーム
ワーク]、[組織]、有資格グループ コンポーネント

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

セキュリティ管理はコンポーネント内で行われます。 エレメント使用先セキュリティ (検索結果リストに表示
されるエレメントグループ):

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、
セキュリティはありません。

[ユーザールールプロファイル]で [特定の国]が指定
されている場合、[使用先] = [全て]、

または

[使用先] = [特定]のエレメントが表示されます。(エ
レメント名共通ページで指定した国がユーザールー
ルプロファイルページで指定した国と一致している
必要があります)。

[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[フレーム
ワーク]、[組織]、支給元コンポーネント

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

[追加]モード: 新規の支給元を追加するときは、その
支給元の情報がないためセキュリティはありません。

[追加]モード以外:

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、
セキュリティはありません。

[ユーザールールプロファイル] = [特定の国]の場
合、支給元の国はユーザールールプロファイルで指
定された国になります。

[サポートエレメント上書き] -エレメント使用先は支給
元の国が基準:

[サポートエレメント上書き]に値を入力する前に、支
給元の国を入力する必要があります。

[使用先] = [全ての国]

または

[使用先] = [特定の国]のエレメント (エレメント名共通
ページで指定した国が支給元ページの国と一致)

エレメント名共通ページの [上書きレベル]グループ
ボックスの [支給元]チェックボックス=オン。
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[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[フレーム
ワーク]、[組織]、支給グループ コンポーネント

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

[追加]モード: 新規の支給グループを追加するとき
は、その支給グループの情報がないためセキュリ
ティはありません。

[追加]モード以外:

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、
セキュリティはありません。[ユーザールールプロファ
イル] = [特定の国]の場合、支給元の国はユーザー
ルールプロファイルで指定された国になります。

端数処理/比例配分エレメント -エレメントの使用
先は支給元の国が基準:

[使用先] = [全ての国]

または

[使用先] = [特定の国] ([国]は支給元の国と一致)。

[サポートエレメント上書き] -エレメント使用先は支給
元の国が基準:

[使用先] = [全ての国]

または

[使用先] = [特定の国] ([国]は支給元の国と一致)。

エレメント名共通ページの [上書きレベル]グループ
ボックスの [支給グループ]チェックボックス =オン。

[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[フレーム
ワーク]、[プロセス]、実行タイプ コンポーネント

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

セキュリティ管理はコンポーネント内で行われます。 エレメント使用先 (検索結果リストに表示されるプロ
セスリスト):

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、
セキュリティはありません。

[ユーザールールプロファイル]で [特定の国]が指定
されている場合、[使用先] = [全て]、

または

[使用先] = [特定の国] ([国]は [ユーザールールプ
ロファイル]で指定した国と一致)。

実行タイプページには、変動報酬の報奨の支給につ
いて入力を可能にするグループボックスが含まれて
います。このグループボックスでは、プロセスリストの
国によってエレメント選択が制御されます。表示され
るエレメントは、[使用先] = [全ての国]または [国]が
プロセスリストエレメントの [国] と同じエレメントです。
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[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[フレーム
ワーク]、[カレンダー]、カレンダー コンポーネント

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

全てのモード ([支給グループ]フィールドに関して):

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、
セキュリティはありません。

[ユーザールールプロファイル] = [特定の国]の場
合、支給グループに関連付けられた支給元の国が
[ユーザールールプロファイル]の国に一致してい
る必要があります。

[サポートエレメント上書き] と [除外エレメント] -エレ
メントの使用先は支給元の国が基準:

[使用先] = [全ての国]

または

[使用先] = [特定の国] ([国]は支給元の国と一致)。

(エレメント名共通ページの) [上書きレベル]グループ
ボックスの [カレンダー]チェックボックスをオンにす
る必要があります。

[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[フレーム
ワーク]、[カレンダー]、カレンダー グループ コンポーネント

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からのデータ選択を制御するセキュ
リティ

[追加]モード: 新規のカレンダーグループを追加する
ときは、そのカレンダーグループの情報がないためセ
キュリティはありません。

[追加]モード以外:

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、

セキュリティなし

[ユーザールールプロファイル] = [特定の国]の場合、

カレンダーグループ IDの国は、[ユーザールール
プロファイル]で指定された国と一致する必要があ
ります。

[国] -有効な国は、ユーザールールプロファイル
の国が基準:

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、
セキュリティはありません。

[ユーザールールプロファイル] = [特定の国]の場
合、カレンダーグループ IDの国には、[ユーザールー
ルプロファイル]で指定した国がデフォルトとして表
示されます。変更はできません。

[支給グループ]、[カレンダー ID] - カレンダーグルー
プ IDの国が基準:

[支給グループ]、[カレンダー ID]に値を入力する前
にカレンダーグループ IDの国を入力する必要があ
ります。

支給グループの国 (支給グループに関連付けられた
支給元の国)は、カレンダーグループ IDの国と一致
している必要があります。

カレンダー IDの国 (カレンダーの支給グループと関連
付けられた支給元の国)は、カレンダーグループ ID
の国と一致している必要があります。
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[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[トリガ]、遡
及プロセス定義コンポーネント

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

全てのモード:

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、

セキュリティなし

[ユーザールールプロファイル] = [特定の国]の場合、

[国] = [ユーザールールプロファイル]で指定した国

検索画面のセキュリティで制御されます。

[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[トリガ]、"
遡及プロセス上書き" コンポーネント

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

全てのモード:

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、

セキュリティなし

[ユーザールールプロファイル] = [特定の国]の場合、

[国] = [ユーザールールプロファイル]で指定した国

[フォーミュラエレメント]、[エレメント名]、[繰越先エ
レメント] -エレメントの使用先は遡及プロセス定義
の国が基準:

[使用先] = [全ての国]

または

[使用先] = [特定の国] ([国]は遡及プロセス定義の
国と一致)。
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[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[トリガ]、"
遡及イベント定義" コンポーネント

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

[国]のセキュリティ (検索結果リストに表示される国):

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、

ユーザーは、グローバルペイロールのどの国の操
作も可能。

[ユーザールールプロファイル] = [特定の国]の場合、

有効値は [ユーザールールプロファイル]で指定した
国と一致する国のみ。この値はデフォルトで設定さ
れ、フィールドは変更不可。

イベントプロセス定義の遡及プロセス定義のセキュ
リティ (検索結果リストに表示される遡及プロセス定
義): 遡及プロセス定義の国は、選択した国と一致し
ている必要があります。

[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[トリガ]、分
割イベント定義コンポーネント

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

[国]のセキュリティ (検索結果リストに表示される国):

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、

ユーザーは、グローバルペイロールのどの国の操
作も可能。

[ユーザールールプロファイル] = [特定の国]の場合、

有効値は [ユーザールールプロファイル]で指定した
国と一致する国のみ。この値はデフォルトで設定さ
れ、フィールドは変更不可。

エレメント使用先はイベントの国が基準:

[使用先] = [全ての国]

または

[使用先] = [特定の国] ([国]はイベントの国と一致)。
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[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[トリガ]、[
トリガ定義]

検索画面のセキュリティ
コンポーネント内からエレメント選択を制御するセキュ

リティ

[国]のセキュリティ (検索結果リストに表示される国):

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、

ユーザーは、グローバルペイロールのどの国の操作
も可能。

[ユーザールールプロファイル] = [特定の国]の場合、

有効値は [ユーザールールプロファイル]で指定した国
と一致する国のみ。この値はデフォルトで設定され、
フィールドは変更不可。

[トリガイベント ID] フィールドには、選択された国に有
効なトリガイベント IDのみが表示されます。さらに、トリ
ガタイプが [分割]でレコード = GP_PYE_OVRDの場合
は、ユーザーが"トリガ定義"のフィールド値ページで
エレメントを選択する必要があります。選択可能なエ
レメントは、[使用先] = [全ての国]または [使用先] = ト
リガ定義の国です。

[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[インテグ
レーション]、[チャートフィールド]

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

全てのモード:

[ユーザールールプロファイル] = [全ての国]の場合、

セキュリティなし

[ユーザールールプロファイル] = [特定の国]の場合、

支給元の国= [ユーザールールプロファイル]で指定
された国。

[チャートフィールド] -エレメントの使用先は支給元
の国が基準:

[使用先] = [全ての国]

または

[使用先] = [特定の国] ([国]は支給元の国と一致)。

[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[エレメント]、
[エレメント名表示]、[エレメント名]

エレメント名表示コンポーネントのセキュリティは、ユーザー ルール プロファイルが基準になります。ユー
ザーが [全ての国] にアクセス可能な場合は、全ての国のエレメントを表示できます。ユーザーが特定の
国にのみアクセスできる場合は、その国のエレメントのみまたは [全ての国] と定義されたエレメントを表
示できます。

[HRMS 基本設定]、[製品/業務別定義]、[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[エレメント]、
[サポート エレメント]、[ソース別システム エレメント表示]

ソース別システム エレメント表示コンポーネントには、システム エレメントのみが表示されます。これらの
エレメントは常に [全ての国] と定義されているため、どのユーザーでも表示することができます。

受給者セキュリティ
このセクションでは、ヒューマン リソース管理とグループによる受給者セキュリティについて説明します。
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受給者の給与計算データには支給関連情報が含まれることが多いため、機密情報となります。グロー
バル ペイロールには、ユーザーが照会できる受給者を制限する、受給者レベル セキュリティが用意さ
れています。

HR セキュリティ

グローバル ペイロールには、ヒューマン リソース管理の標準セキュリティ機能が用意されています。受給
者レベルのセキュリティは、EMPLID フィールドを含む全てのコンポーネント、検索レコードまたはビュー、
そしてプロンプト レコードとビューのほか、全てのグローバル ペイロールのレポートに適用されます。入力
時に従業員 ID を一緒に指定したコンポーネントには、全て受給者レベル セキュリティが適用されます。

セキュリティ ツリーは、ユーザーが照会またはレポートできる受給者を制限するのに使用されます。

次の表は、メニュー別およびコンポーネント別の受給者レベル セキュリティを一覧にしたものです。
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[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[受給者データ]、[支給と控除の割当]、[受給者別エ
レメント割当]

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

受給者レベルセキュリティが適用されます。 エレメントの使用先は受給者の国 (支給グループに関
連付けられた支給元により決定)が基準:

受給者の国を決定するために、職務レコードから受
給者の支給グループが取得されます。次にその支
給グループに対する支給元が取得され、国が参照
されます。職務行が見つからない場合は、ログイン
しているユーザーに関連付けられた国が使用されま
す。この国は、そのユーザーのユーザールールプロ
ファイルデータから取得されます。

[使用先] = [全ての国]

または

[使用先] = [特定の国] ([国]は、受給者の国と一致)。

受給者別エレメント割当コンポーネントを使用する
と、 初にカテゴリを入力して検索対象を特定のカ
テゴリに一致するエレメントに絞り込むことができま
す。表示されるカテゴリは、受給者の国に有効なカ
テゴリになります。

さらに、表示されるエレメントではエレメント名共通
ページで受給者の上書きが選択されている必要があ
ります。

[サポートエレメント上書き] -エレメントの使用先は
受給者の国が基準:

エレメントの国= [全ての国]の場合、

[使用先] = [全ての国]

エレメントの国= [特定の国]の場合、

[使用先] = [特定の国] ([国]は、受給者の国と一致)。
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[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[受給者データ]、[受給者レベル上書き]、[サポート エ
レメント]

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

受給者レベルセキュリティが適用されます。 エレメントの使用先は支給グループに関連付けられ
た支給元の受給者の国が基準:

受給者の国を決定するために、まず職務レコードから
受給者の支給グループが取得されます。次に、この
支給グループに関連付けられた支給元が取得され、
その国が参照されます。職務行が見つからない場合
は、ログインしているユーザーに関連付けられた国が
使用されます。この国は、そのユーザーのユーザー
ルールプロファイルデータから取得されます。

[使用先] = [全ての国]

または

[使用先] = [特定の国] (国は受給者の国に一致)。ま
た、エレメント名共通ページで受給者の上書きが選択
されている必要もあります。
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[グローバル ペイロール/休暇欠勤管理]、[休暇欠勤処理と給与計算処理]、[給与計算の準備]、
[ポジティブ入力]

検索画面のセキュリティ コンポーネント内からエレメント選択を制御するセ
キュリティ

受給者レベルセキュリティが適用されます。 エレメントの使用先は支給グループに関連付けら
れた支給元の国が基準:

[使用先] = [全ての国]

または

[使用先] = [特定の国] ([国]は支給元の国と一致)。

また、エレメント名共通ページでポジティブ入力の上
書きが選択されている必要もあります。

[サポートエレメント上書き] -エレメント使用先は支給
元の国が基準:

エレメントの国= [全ての国]の場合、

[使用先] = [全ての国]

エレメントの国= [特定の国]の場合、

[使用先] = [全ての国]

または

[使用先] = [特定の国] ([国]は支給元の国と一致)。

また、エレメント名共通ページでポジティブ入力の上
書きが選択されている必要もあります。

グループ セキュリティ

グループ セキュリティは勤務管理のセキュリティ機能ですが、アプリケーションを統合すれば グローバ
ル ペイロールでも使用できます。グループ セキュリティによって、従業員レコードやグローバル ペイロー
ル レポートへのアクセスを制限することができます。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「静的グループと動的グループの設定」

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Security Administration
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PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合

この章では、一般会計インターフェイスの概要と、以下の方法について説明します。

• グローバル ペイロールと一般会計の統合

• 一般会計処理の実行とデータの送信

• 一般会計の遡及処理の定義

一般会計インターフェイスについて
一般会計に給与計算データを送信する作業は、給与計算サイクルの 終ステップの 1 つです。グロー
バル ペイロールと一般会計を統合すると、 終決定されたカレンダー実行に関連付けられた支給と控除
を一般会計システムに自動転記できます。

この章で使用する共通フィールド

チャートフィールド チャートフィールドは、部門、会社、従業員 ID など、受給者の属性を表し
ます。受給者の支給、控除、累計の金額を一般会計に送る際には、その
受給者について、 大 8 つまでのチャートフィールドに関連付けられてい
る値を送信できます。

グローバル ペイロールを一般会計と統合すると、チャートフィールド値の
有効な組み合わせで、ビジネス ユニットの GL (一般会計) 勘定科目番号
にマッピングされます。

どのエレメントをチャートフィールドとして使用するかは、ユーザーが定義
します。選択できるのは、変数エレメントおよび COMPANY、COUNTRY、
DEPTID 、 EMPLID 、 EMPL_CTG 、 EMPLOYEE SUBCAT1 、 EMPLOYEE
SUBCAT 2 、 ESTABID 、 FUNCTION_CD 、 GP_PAYGROUP 、 JOBCODE 、
LOCATION、POSITION_NBR、REG_REGION、STATE、TARIFF_AREA_GER、
TARIFF_GER、GP_COUNTRY のシステム エレメントです。これらシステム
エレメントの多くは、職務レコードに保存されています。

一般会計で使用する標準のチャートフィールドとして、GP GL AFF INTRA1、
GP GL AFF INTRA2、GP GL AFFILIATE (関係会社)、GP GL ALT ACCOUNT
(代替勘定科目)、GP GL BUDGET REF (予算参照)、GP GL CHARTFIELD1
(チャートフィールド 1)、GP GL CHARTFIELD2、GP GL CHARTFIELD3、GP
GL CLASS (クラス フィールド)、GP GL DEPT (GL 部門)、GP GL FUND (資
金コード)、GP GL OP UNIT(業務ユニット)、GP GL PRODUCT (製品), GP
GL PROGRAM (プログラム コード)、GP GL PROJECT (プロジェクト) の15
の変数が用意されています。
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グループ 同じ GL 勘定科目にマッピングするために、ユーザーによって 1 つにまと
められた類似の支給、控除、またはセグメント累計のセットを表します。

グローバル ペイロールと一般会計の統合
グローバルペイロールと一般会計を統合するには、チャートフィールド コンポーネント (GP_GL_CHARTFLD)、
エレメント グループ化コンポーネント (GP_GL_GROUP)、勘定科目マッピング コンポーネント (GP_GL_MAP)
を使用します。

このセクションでは、グローバル ペイロールと一般会計インターフェイスのインテグレーション ポイントの
概要、グローバル ペイロールと一般会計の統合の手順、および以下の方法について説明します。

• "ビジネス ユニット" の相互参照ページで定義されたビジネス ユニットに対応する一般会計 (GL) ユ
ニットの指定

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 9.0 アプリケーションの基礎 PeopleBook、 「組織構造基本テーブル
の設定」、 「ビジネス ユニットの定義」

• 一般会計への費用の割り当てに使用するチャートフィールドの選択

• 一般会計処理用の支給、控除、累計のグループ化

• チャートフィールドおよびグループ コードと一般会計勘定科目とのマッピング

• 受給者のチャートフィールド値の上書き

• ポジティブ入力レベルでのチャートフィールドの上書き

関連項目:

PeopleSoft Enterprise 一般会計 PeopleBook

グローバル ペイロールと一般会計のインターフェイスのイ
ンテグレーション ポイントについて

インテグレーション ポイントは、PeopleSoft アプリケーション間のインターフェイスです。EIP を使用する
と、データベース間でデータを転送できます。

グローバル ペイロールと一般会計のインターフェイスでは、インテグレーション ポイントを使用して一般
会計から勘定科目番号とビジネス ユニット情報を取得し、給与計算結果を一般会計に送信します。

注: PeopleSoft アプリケーションで使用されるインテグレーション ポイントの技術的詳細については、
Customer Connection の Implementation Guide セクションにある「Interactive Services Repository」を参照
してください。

一般会計からの勘定科目データの取得

一般会計との統合を設定する場合、グローバル ペイロールでは以下のインテグレーション ポイント メッ
セージを受信する必要があります。

ACCOUNT_CHARTFIELD_FULLSYNCH

BUS_UNIT_FS_FULLSYNC

BUS_UNIT_GL_FULLSYNC
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JOURNAL_GEN_APPL_ID_FULLYSYNC

この後、一般会計で勘定科目コードとビジネス ユニットに変更が加えられると、グローバル ペイロールで
は、以下のインテグレーション ポイント メッセージをサブスクライブしてその変更を取得します。

ACCOUNT_CHARTFIELD_SYNC

BUS_UNIT_FS_SYNC

BUS_UNIT_GL_SYNC

JOURNAL_GEN_APPL_ID_SYNC

注: PeopleSoft Enterprise HRMS と PeopleSoft Enterprise FMS 間で標準のチャートフィールド設定を使
用する場合は、そのチャートフィールドのインポートも実行する必要があります。

参照: Enterprise PeopleTools PeopleBook: PeopleSoft Integration Testing Utilities and Tools

一般会計への給与計算結果の送信

グローバル ペイロール結果インテグレーション ポイントでは、PeopleSoft インテグレーション ブローカー
を使用して、給与計算の結果をグローバル ペイロール会計行ステージ レコード (GP_ACC_LINE_STG) に
送信します。このデータは GL 取引準備処理アプリケーション エンジン プロセス (GP_GL_PREP) によって
送信され、GL へのグローバル ペイロールの転記バッチ ルール (GP_POST_GL) が適用されます。

グローバル ペイロールからデータが送信されると、そのデータは一般会計で受信され、一般会計のデー
タに取り込まれます。

グローバル ペイロールと一般会計の統合の手順について

グローバル ペイロールを一般会計と統合するには、次の手順に従って設定を行います。

1. グローバル ペイロールとヒューマン リソース管理を PeopleSoft Enterprise Financials のデータベー
スと同期させます。

グローバル ペイロールで正しい勘定科目番号とビジネス ユニットが Financials データベースから
取得されるように、ACCOUNT_CHARTFIELD_FULLSYNCH、BUS_UNIT_FS_FULLSYNC、BUS_UNIT_
GL_FULLSYNC、JOURNAL_GEN_APPL_ID_FULLYSYNC のインテグレーション ポイント メッセージ
を有効にし、受信します。

2. ビジネス ユニット相互参照ページで、一般会計 (GL) ユニットを追加します。

3. チャートフィールドとして使用できるシステム エレメントと変数エレメントを指定します。

a. ソース/使用ページで [チャートフィールドとして使用]チェックボックスをオンにし、プロンプトビュー
名を選択してシステムエレメントを指定します。"変数"の定義ページで [チャートフィールドとして使
用]チェックボックスをオンにし、プロンプトビュー名を選択して、変数を指定します。

b. エレメント名ページで、[保存]チェックボックスをオンにします。

c. 給与計算プロセスリストに各チャートフィールドエレメントを追加します。

4. チャートフィールド ページで、特定のビジネス ユニットと支給元に対して適用するチャートフィール
ド エレメントを 8 つまで選択します。

5. グループ化ページで、支給、控除および累計エレメントをグループ化します。

6. マッピング ページで、グループとチャートフィールドを対応する一般会計勘定科目にマッピングし
ます。

次の図は、グローバル ペイロールでの一般会計の設定手順とバッチ処理を示しています。
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一般会計処理フロー
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注: ソース/使用ページ、"変数" の定義ページ、エレメント名ページについては、この PeopleBook の前
の章で説明されています。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「システム エレメントの変更および表示に使用するページ」 、
89ページ

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 「変数エレメントの定義に使用するページ」 、 151ページ

第 5 章、 「エレメントの一般情報の定義」 、 「エレメント名の定義に使用するページ」 、 73ページ

グローバル ペイロールと一般会計の統合に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[チャートフィールド] GP_GL_CHARTFLD [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[インテグレーション]、
[チャートフィールド]、[
チャートフィールド]

特定の支給元とビジネス
ユニット用に、費用を一般
会計の勘定科目に割り当
てるためのチャートフィー
ルドを選択します。

[グループ化] GP_GL_GROUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[インテグレーション]、
[エレメントグループ化]、
[グループ化]

特定の支給元およびビジ
ネスユニット用に、類似の
支給、控除、累計をグルー
プ化して一般会計の勘定
科目にマッピングできる
ようにします。

あらかじめ、チャートフィー
ルドページに情報を入力し
ておく必要があります。

[マッピング] GP_GL_MAP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[インテグレーショ
ン]、[勘定科目マッピン
グ]、[マッピング]

特定の支給元とビジネス
ユニット用に、チャート
フィールドとグループコー
ドを一般会計の勘定科目
番号にマッピングします。

グループコードをあら
かじめ定義しておく必要
があります。

[配分上書き] GP_GL_DIST [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[受給者デー
タ]、[受給者レベル上書
き]、[GL配分上書き]、
[GL配分上書き]

従業員の職務レベルで
チャートフィールドの値を
上書きします。

このページを使用する前に
チャートフィールドページ
でチャートフィールドの値を
定義する必要があります。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[ポジティブ入力-詳細] GP_PI_MNL_SEC • [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[受給
者データ]、[支給と控除
の割当]、[ポジティブ入
力]、[ポジティブ入力]

ポジティブ入力ページの
[メインコンポーネント] タ
ブの詳細アイコンをク
リックします。

• [グローバルペイロール
/休暇欠勤管理]、[休暇
欠勤処理と給与計算処
理]、[給与計算の準備]、
[ポジティブ入力-カ
レンダー別]、[PI - カ
レンダー別]

PI - カレンダー別ページ
の [エレメント上書き]タ
ブの詳細アイコンをク
リックします。

エレメントの特定インスタン
スに対しチャートフィールド
値を上書きします。

一般会計への費用の割り当てに使用するチャートフィールドの選択

チャートフィールド ページにアクセスします。

チャートフィールド ページ

[チャートフィールド]

この支給元とビジネス ユニットの費用を一般会計勘定科目に割り当てる際に、グローバル ペイロールか
ら送信する値に対するチャートフィールドを 8 つまで選択します。このページにアクセスするために選択
した支給元が所在する国のチャートフィールドとして指定されているシステム エレメントおよび変数エレメ
ントだけしか選択できません。
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[チャートフィールド 1] から [チャートフィールド 8] まで、リストの順序に従って入力します。これらのフィー
ルドは階層的な順序に並べる必要があります。フィールドを飛ばして入力しないでください。

一般会計処理用の支給、控除、累計のグループ化

グループ化ページにアクセスします。

グループ化ページ

グループ コードとは支給、控除、または累計エレメントの属性の 1 つです。エレメントは、一般会計で処
理できるように、あらかじめグループ化しておく必要があります。

グループ コード 一般会計に転送するエレメントのグループ コードを入力します。

注: 支給を個別に入力する代わりに、1 つのセグメント累計にまとめ、その
累計のグループ コードを作成できます。

[支給、控除、および累計エレメント]

グループに含める累計、控除、支給の各エレメントについて、入力タイプとエレメント名を選択します。

注: "累計" の期間ページで累計期間として [セグメント] が指定されている累計だけが選択可能です。

一般会計勘定科目へのチャートフィールドとグループ コードのマッピング

マッピング ページにアクセスします。
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マッピング ページ

一般会計に送信する支給、控除、累計額について、その金額に関連付けられているチャートフィールド値
の組み合わせを一般会計の勘定科目にマッピングする必要があります。

[一般会計 (GL) ユニット] 選択されたビジネス ユニットに対応する一般会計ユニットが (ヒューマン リ
ソース管理のビジネス ユニット ページで定義されている対応関係に基づ
いて) 表示されます。

[仕訳テンプレート] この支給元とビジネス ユニットに対して仕訳テンプレートを選択します。仕
訳テンプレートは一般会計で定義されています。一般会計に情報を送信す
るには、GLOBAL_PAY テンプレートを使用する必要があります。

[チャートフィールド]

勘定科目 チャートフィールドとグループ コードをマッピングする一般会計の勘定科目
番号を選択します。

符号の反転 トランザクションの符号を反転して転記する場合にはチェック ボックスをオ
ンにします。一般的には、純支給額および控除についてはトランザクション
を借方ではなく貸方として記録するために符号を反転させ、支給について
は符号をそのままにしておきます。

グループ コード 一般会計勘定科目にマッピングするコードを選択します。

エレメント名 1、 エレメント
名 2 、 エレメント名 3

チャートフィールド ページで選択した各チャートフィールドについてフィール
ドが表示されます。各フィールド名はソース/使用ページで表示されるプロ
ンプト ビュー名と一致します。

一般会計勘定科目にマッピングするチャートフィールド値を選択します。

異なるチャートフィールド値のセットを同一のグループ コードと一般会計勘
定科目との組み合わせに関連付けることができます。
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注: 変数には有効日が付いているため、チャートフィールドのプロンプト
テーブルには、チャートフィールド指定を解除した変数や現在非アクティブ
である変数を含めることができます。無効な変数は、手動で削除するか、
有効な変数と置き換える必要があります。マッピング フィールドは自動的
に更新されません。プロンプト テーブルでは、変数はシステム エレメントの
後にリストされます。

複数の勘定科目を同じグループ コードに関連付ける場合は、勘定科目ご
とに個別のチャートフィールド値を入力する必要があります。

デフォルト勘定科目の設定

一般会計勘定科目にマッピングされていないチャートフィールド値の組み合わせに金額が関連付けられ
ている場合、その金額は一般会計に送信できません。デフォルト勘定科目を設定しておくことが適切な
場合もあります。

ユーザーが以下の情報を設定したとします。また、部門 A、B、C、および D に勤務している受給者がい
るとします。

勘定科目 グループ コード チャートフィールド (DEPID)

1 支給 DEPT A

2 支給 DEPT B

3 控除

4 控除 DEPT A

5 控除 DEPT B

勘定科目 3 には部門 ID レベルで割り当てられたチャート フィールドがないため、DEPT A (部門 A) また
は DEPT B (部門 B) に請求できない控除のデフォルトの役割を果たします。部門 C と部門 D に勤務す
る受給者の控除は勘定科目 3 に請求されます。

このデフォルト機能を使用すると、1 行だけで同じ勘定科目を多くの部門に割り当てることができます。し
かし、この例では支給に対して同様のデフォルト勘定科目が設定されていないため、部門 C と部門 D に
属する受給者の支給はどの勘定科目にも請求されません。

したがって、勘定科目にマッピングをする際には、一般会計勘定科目に転送する支給、控除、および累計
全てのエレメントごとに特定の勘定科目を設定するか、または、デフォルトの勘定科目を必ず設定します。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise 一般会計 PeopleBook

受給者のチャートフィールド値の上書き

"配分上書き" ページにアクセスします。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1099



PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合 第 39 章

"配分上書き" ページ

このページに入力するデータにより、職務レコードやその他のソース レコードの各チャートフィールド値
が上書きされます。

[チャートフィールド上書き]

この職務について受給者が所属する支給元およびビジネス ユニットにいくつチャートフィールドが設定さ
れているかによって、[チャート値 1] ～ [チャート値 8] の中で使用可能になるフィールド数が決まります。
フィールド名はチャートフィールド エレメント用に選択したプロンプト ビュー名と一致します。

選択した受給者の職務に使用するチャートフィールド値を入力します。

[全てのエレメントに適用] 同じセットのチャートフィールド上書き値を、受給者のこの職務での全ての
支給、控除、セグメント累計に使用する場合は、このチェック ボックスをオ
ンにします。

[エレメント指定上書き]

チャートフィールド値を上書きする支給、控除、セグメント累計を指定します。上書き値を適用する支給、
控除、累計額をパーセントで指定することもできます。

たとえば、OVERTIME (超過勤務手当) という支給エレメントの値を 1000 とします。OVERTIME (超過勤務
手当) エレメントの割り当てとして 25 パーセントを指定すると、[チャートフィールド上書き] グループ ボッ
クスに入力したチャートフィールドの上書き値は支給額 250 に関連付けられます。残りの 75 パーセント
には、デフォルトのチャートフィールド値を関連付ける必要があります。

[配分率] 選択したチャートフィールド値に割り当てる、受給者の支給、控除、セグメ
ント累計の割合をパーセントで指定します。

たとえば、受給者の勤務時間を部門 A と部門 B で分割して、2 つの部門
に費用を請求するには、以下の手順に従います。

• 受給者の部門 A での職務に適用する チャートフィールド値を選択して、
[配分率] フィールドに「50」と入力します。

• 行を1 行追加して、受給者の部門 B での職務に適用するチャートフィー
ルド値を選択します。

• [配分率] フィールドに「50」と入力します。
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注: 同じエレメントに対して 100 パーセントを超える値を割り当てないでください。

ポジティブ入力レベルでのチャートフィールドの上書き

エレメントの特定のインスタンスについてチャートフィールド値を上書きするには、"ポジティブ入力 - 詳
細" ページを使用します。

関連項目:

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 「ポジティブ入力の作成」 、 445ページ

一般会計処理の実行とデータの送信
このセクションでは、一般会計への給与計算データの送信の概要と、以下の作業を行う方法について説
明します。

• 一般会計への給与計算データの送信

• 一般会計勘定科目のないトランザクションの表示

• グローバル ペイロール会計トランザクションのリセット

一般会計への給与計算データの送信について

一般会計処理を 終決定することにより、支給額、控除額、累計額が一般会計に送信されます。

一般会計に給与計算データを送信するには、次の手順に従います。

1. "一般会計へ送信" ページにアクセスします。

2. 処理するカレンダー グループ (該当する場合はストリームも) に対して計算オプションを選択しま
す。

3. 転記日を入力します。

4. カレンダー グループ全体に計算オプションを実行したら、 終決定オプションを選択します。

注: 終決定プロセスを実行する前に、"一般会計確認 (勘定科目なし)" のトランザクション ページを確
認して、勘定科目に関連付けられていない金額がないか調べてください。勘定科目に関連付けられてい
ない金額は送信されないため、一般会計で貸借不一致になる場合があります。

注: Payroll to SAP General Ledger Integration Packs をインストールしている場合は、[ 終決定] チェッ
ク ボックスは表示されません。その代わりに、一般会計準備プロセスで別のチェックが行われますが、

終決定処理は呼び出されません。
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一般会計処理の実行とデータの送信に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[一般会計へ送信] GP_GL_PREPARE [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[勤務管理/
一般会計]、[費用データを
一般会計へ送信]

データを一般会計に送信
する支給、控除、累計の各
エレメントの支給を作成す
るプロセスを実行します。

[トランザクション] GP_GL_NO_ACCT [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[勤務管理/
一般会計]、[一般会計確認
(勘定科目なし)]、[トラ
ンザクション]

一般会計処理の計算
フェーズで一般会計勘定
科目を割り当てられな
かったトランザクションを
照会します。

[一般会計リセット] GP_GL_RESET [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[勤務管理/
一般会計]、[一般会計リ
セット]、[一般会計リセット]

エラー発生のために再転
記が必要になった場合、
GL トランザクション作成プ
ロセスを再実行する前に、
一般会計リセット処理を
実行します。

一般会計への給与計算データの送信

"一般会計へ送信" ページにアクセスします。

"一般会計へ送信" ページ

[カレンダー グループ ID] プロセスを実行するカレンダー グループを選択します。給与計算が 終決
定していて一般会計にはまだ送信されていないカレンダー グループだけ
が、ここで使用できます。

[ストリーム番号] 、 [ス
トリーム処理]

給与計算処理中にストリーム処理を使用した場合は、[ストリーム処理]
チェック ボックスはオンになります。[ストリーム処理] チェック ボックスが
オンの場合は、[計算] チェック ボックスもオンにします。処理するストリー
ム番号を選択します。
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[転記日] 入力した値が一般会計に転記される日付を入力します。たとえば、ある月
の 15 日にプロセスを実行する場合でも、その月の 30 日に入力が一般会
計に転記されるように指定できます。

注: 選択した転記日は仕訳ジェネレータのクローズ日に対応している必要
があります。転記日は一般会計と整合させる必要があります。勤務管理が
インストールされていて、費用が送信済みの場合は、転記日のデフォルト
値は費用の送信日になります。[転記日] フィールドの日付を変更して、一
般会計データが実際に一般会計に送信される日を転記日とすることもでき
ます。

[処理フェーズとオプション]

処理オプションを選択します。給与計算処理が 終決定している場合は、計算と 終決定を一緒に実行
できます。

[計算] このカレンダー グループの給与計算処理で計算され、一般会計グループに
属する支給、控除、累計に対して一般会計トランザクションを作成する場合
は、このチェック ボックスをオンにします。計算プロセスを実行するには、給
与計算処理で少なくとも 1 人の受給者が特定されている必要があります。

ストリーム処理を使用する場合は、一度に 1 つのストリームについて計算
フェーズを実行します。

各ストリームについて計算フェーズを複数回実行できます。2 回目以降の
計算では、新しい結果が作成される前に既存のデータが削除されます。
GP GL トランザクション インターフェイス レコード(GP_GL_DATA) に 終結
果が保存され、計算済 GL ストリーム テーブル (GP_GL_PREP_STRM) テー
ブルに入力が挿入されると計算が完了したことになります。

[統計の更新] このチェック ボックスは、データベース管理者がシステムの処理効率を
適化するために使用します。オンにすると、バッチ処理中に統計が出力さ
れ、作業テーブルの使用状況に関する情報を得ることができます。

[ 終決定] 給与計算処理が 終決定され、カレンダー グループ全体について計算
フェーズを実行すると、このチェック ボックスが使用可能になります。(スト
リーム処理を使用する場合は、全てのストリームを計算しておく必要があ
ります。)

実行を 終決定する準備が整ったら、このチェック ボックスをオンにしま
す。( 終決定フェーズではストリーム処理は実行できません。)

注: Payroll to SAP General Ledger Integration Packs がインストールされて
いる場合は、[ 終決定] チェック ボックスは表示されません。

[カレンダー リスト]

このグループ ボックスには、カレンダー グループの各カレンダーに関する情報が表示されます。

[ストリーム]

[ストリーム番号] カレンダー グループに関連付けられているストリームが表示されます。

[計算済] このチェック ボックスがオンになっている場合、給与計算処理でストリーム
が計算済みです。
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一般会計勘定科目のないトランザクションの表示

トランザクション ページにアクセスします。

トランザクション ページ

[その他のチャートフィールド] タブには、一般会計勘定科目に割り当てられていないトランザクション (つ
まり、勘定科目にマッピングされていないチャートフィールドの組み合わせに関連付けられている金額)
が一覧表示されます。勘定科目のないトランザクションがあると、一般会計では貸借一致になりません。
支給、控除など、勘定科目のない金額は全て借方として扱われます。

特定されていない各行にはマッピング表示ボタンがついています。このボタンをクリックすると、指定した
支給元とビジネス ユニットのマッピング ページに移動します。これらの行は一般会計に送信されません。
たとえば、支給エレメントについて部門 ID を指定した場合には、この条件に一致するものが検索されま
す。部門 ID に割り当てられていない支給エレメントがあり、なおかつ支給の勘定科目のデフォルトが指
定されていない場合、この支給エレメントは一般会計に送信されません。

関連項目:

第 39 章、 「PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合」 、 「一般会計勘定科目へのチャートフィールドとグ
ループ コードのマッピング」 、 1097ページ

グローバル ペイロール会計トランザクションのリセット

一般会計リセット ページにアクセスします。

参照: 第 40 章、 「PeopleSoft EnterpriseOne 一般会計との統合」 、 「グローバル ペイロール会計トランザ
クションのリセット」 、 1142ページ

一般会計の遡及処理の定義
このセクションでは、以下の項目について説明します。

• デルタの二重計上

• 国ページ

• 一般会計データの遡及調整

デルタの二重計上

一般会計の遡及処理では、正しい設定が行われないとデルタが二重計上されるという特殊な問題があ
ります。このセクションでは、遡及処理の種類に関する概要と、デルタの二重計上を回避する方法につ
いて説明します。

1104 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 39 章 PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合

遡及処理には、次の 2 種類があります。

• 訂正の遡及方法では、デルタはその発生期間内で処理されます。

• 繰越の遡及方法では、現在の期間にデルタが繰り越されます。

通常は繰越の遡及方法を使用する場合でも、累計コンポーネント (GP_ACCUMULATOR) のレベル ペー
ジで [訂正を使用] チェック ボックスをオンにすると、個々の累計を訂正の遡及方法で処理できます。[訂
正を使用] をオンに設定すると、累計メンバーの調整値が現在の期間に繰り越されても、この調整値は
累計に加算されません。

次の例では、二重計上がどのように発生するかについて説明します。この場合の条件は、以下のように
なります。

• 遡及方法は繰越です。

• 支給 E1 は累計 E1_YTD のメンバーです。

• E1 の値は 100 です。

終決定された 1 月の給与計算結果は次のようになります。

カレンダー レビジョン E1 E1_YTD

1月 V1R1 100 100

1 月の給与計算が 終決定されてから、E1 の値がさかのぼって 110 に変更されます。2 月の給与計算
を実行すると、グローバル ペイロールによって 1 月の遡及処理が実行されます。2 月の給与計算結果
は次のようになります。

カレンダー レビジョン E1 E1_YTD

1月 V1R2 110 110

デルタ 10が繰り越されま
す。

2月 V1R1 120 230

調整値10が繰り越されて
います。

2 月の累計は 230 ではなく、220 です。1 月のデルタが二重計上されたために、累計が 230 として計算さ
れてしまいました。このような二重計上を回避するために、グローバル ペイロールでは 1 月の V1R1 の
残高 100 が自動的に繰り越され、V1R2 の残高 110 は繰り越されません。これにより 2 月の E1_YTD の
値は、繰り越された残高 100 に 110 (E1 の現在の値) と 10 (1 月の支給額の調整値) を加算した値に等
しくなり、正しい合計額 220 が算出されます。この場合、1 月の E1_YTD 100 は繰り越された値で、110 は
計算値です。この両方の値は累計結果テーブルに保存され、繰越値は CALC_RSLT_VAL フィールドに、
計算値は CALC_VAL フィールドにそれぞれ保存されます。

注: 累計に定義された遡及方法が繰越の場合にのみ、レビジョン 1 の累計残高が繰り越されています。
累計の遡及方法が訂正の場合は、繰り越される値は計算値と等しくなります。調整値は現在の期間に繰
り越されないため、二重計上は発生しません。
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グローバル ペイロールでは、繰越の遡及では想定される二重計上は自動的に回避されるように処理さ
れ、訂正の遡及処理の場合には同様の二重計上が発生する可能性はありません。それでは、どのよう
にして二重計上が発生するのでしょうか。その答えは、セグメント累計にあります。セグメント累計以外で
は、終了残高が次に処理されるセグメントに繰り越され、新しい開始残高として使用されます。セグメント
累計は、累計が作成されたセグメントの期間内しか存在しません。したがって、繰越残高という概念はセ
グメント累計には当てはまらず、セグメント累計に含まれるのは計算値だけです。

前の例で二重計上を回避できたのは、繰り越された E1_YTD 残高は V1R1 から取得した 100 であり、計
算値 110 ではなかったためです。また、支給 E1 がセグメント累計 AC1_SEG のメンバーである場合は、
繰越がセグメント累計に適用されないため、計算値から繰越値への置き換えは行われません。AC1_SEG
では、CALC_RSLT_VAL (繰越値) と CALC_VAL (計算値) はどちらも 110 です。したがって、1 月の値 110
が AC1_SEG の 2月の値 120 に加算されると、デルタが二重計上されてしまいます。

したがって、セグメント累計を一般会計に送信する場合は、セグメント累計に訂正の遡及方法を定義する
必要があります。前の例で、AC1_SEG に訂正の遡及方法を定義すれば、1 月と 2 月の両方の値が 110
となり、この 2 つの値を加算して正しい合計額 220 が算出されることになります。

国ページ

"国別設定" の国ページでは、[現在の結果と調整の合計を使用] グループ ボックスを使用して、一般会
計の遡及処理を定義します。

注: 国ページについては、この PeopleBook の別の章に説明されています。

参照: 第 3 章、 「コア アプリケーションのアーキテクチャについて」 、 「国別設定の定義」 、 36ページ

現在の結果と調整の合計を一般会計に使用

グローバル ペイロールを導入しているほとんどの組織では、 終決定された給与計算で遡及処理が発
生した際に、一般会計に転記するチャートフィールドとエレメント グループを処理する方法をデフォルト設
定しています。この場合、組織のニーズやグローバル ペイロール国別拡張機能に合ったデフォルトの遡
及方法 (繰越または訂正) を国ページで指定するだけで済みます。

企業によっては、V1R1 の結果のみを一般会計に転記する方法を採用する場合もあります。国ページの
[一般会計処理] チェック ボックスをオンにすると、この組織の要件に対応することができます。給与計
算システムで発生した遡及処理に関して一般会計への転記方法を変更することにより、常にその方法を
使用することができます。

[一般会計処理] チェック ボックスは、デフォルトではオフに設定されています。このチェック ボックスをオ
ンにすると、一般会計に過去に転記されたチャートフィールドやエレメント グループの金額が取り消され
ないように設定されるため、遡及計算 (取り消し) に必要な手順は全て省略され、その代わりに V1R1 の
結果と調整の合計のみが送信されます。国ページの [一般会計処理] チェック ボックスをオンにした場
合、どちらのデフォルト遡及方法が選択されているかによって処理結果は次のように異なります。

• [デフォルト遡及方法] に [訂正] が選択されている場合は、[一般会計処理] チェック ボックスをオンに
しても、一般会計の遡及方法に影響ありません。

• [デフォルト遡及方法] が [繰越] の場合には、遡及処理は以下のように変更されます。

- 前回処理されたチャートフィールドと金額が、一般会計の勘定科目にマッピングされていたエレメント
グループに関連付けられている場合は取り消されません。

- 給与計算の遡及処理により再計算された金額は一般会計に転記されません。その代わりに、給与計
算システムによって、現在の結果 (V1R1) と調整の合計が一般会計に送信されます。
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注: 遡及方法がその都度異なる場合、[現在の結果と調整の合計を使用] グループ ボックスで [一般会
計処理] をオンにすると、一般会計の処理結果には繰越と訂正の遡及方法が反映されます。繰越のエ
レメントにはデルタまたは調整の金額が含められ、訂正の遡及方法ではそれまで入力されていたデータ
が取り消され、訂正されます。

注: 銀行振込処理と一般会計処理に関して現在の遡及方法に問題がない場合は、[現在の結果と調整
の合計を使用] グループ ボックスの [銀行振込処理] チェック ボックスと [一般会計処理] チェック ボック
スはオンにしないようにしてください。設定をオンにすると、遡及処理に対応しません。

注: [現在の結果と調整の合計を使用] グループ ボックス内のチェック ボックスを一度オンにすると、デ
フォルト設定に戻すことはできません。チェック ボックスは表示専用になります。

注: 銀行振込処理と一般会計処理で使用されるテーブルはそれぞれ独立しています。したがって、[銀
行振込処理] チェック ボックスと [一般会計処理] チェック ボックスをオンにする場合も、相互に影響す
ることなく設定できます。

参照: 第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 「遡及処理の定義」 、 894ページ

例: [デフォルト遡及方法] に [繰越] を選択して、[現在の結果と調整の合計を使用] グループ
ボックスの [一般会計処理] チェック ボックスをオンにした場合の処理

1 月の時点で、控除額 100 が一般会計勘定科目 210003 (チャートフィールド "部門 1"に対応する勘定
科目) に転記されたとします。その後、遡及処理の対象となる変更が給与計算に発生し、1 月に控除額
を転記した従業員は実際には部門 2 に属しており、部門 1 に属していなかったことが判明したとします。
したがって、部門 2 に対する控除を一般会計勘定科目 210004 に転記する必要があります。

[現在の結果と調整の合計を使用] グループ ボックスの [一般会計処理] チェック ボックスがオンに設定
されていて、[デフォルト遡及方法] に [繰越] が選択されている場合、一般会計への送信の結果は次の
ようになります。

月
バージョン/レビジョ

ン番号 金額 勘定科目 アクション

1月 V1R1 100 210003 変換 (前の期間)

2月 V1R1 100 + 0 210004 変換 (現在の期間+
調整)

この例では、エレメント グループに関連付けられているチャートフィールドと金額を取り消したり、元に戻
した値を一般会計に送信していません。現在の期間の結果と調整の合計だけが処理されます。(控除金
額に変更がないため、この場合の調整は 0 になります。) [一般会計処理] チェック ボックスをオンにする
と、現在の変換されたチャートフィールドが使用されます。元のチャートフィールドは使用されません。そ
の結果、調整が別の勘定科目に転記されてしまいます。

注: このように、金額が間違った勘定科目に転記されるため、1 月の転記を手動で訂正する必要があり
ます。
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一般会計データの遡及調整について

給与計算システムの遡及処理モード (訂正または繰越) にかかわらず、一般会計での計算は常に訂正
モードで実行されます。つまり、その遡及期間の以前のトランザクションは全て取り消され、再計算結果
からの全てのエントリに対して新規のトランザクションが作成されます。これにより、金額の変更だけでは
なく、チャートフィールドや勘定科目の割り当てについての変更も更新されたトランザクションに反映され
るようになります。結果的に、現在の期間から取得された数値は、常に繰り越し調整後の純額で一般会
計に転送されます。

給与計算結果に対するこのような "訂正措置" は、一般会計側での処理とは異なります。全てのトランザ
クションは、一般会計でのプロセスを開始するときに、ユーザーが指定した転記日に基づいて転記され、
遡及期間の本来の日付とは関係ありません。元の帳簿は閉じられている可能性があるからです。

1 月の時点で、控除額 100 が一般会計勘定科目 210003 (チャートフィールド "部門 1"に対応する勘定
科目) に転記されたとします。その後、遡及処理の対象となる変更が給与計算に発生し、1 月に控除額
を転記した従業員は実際には部門 2 に属しており、部門 1 に属していなかったことが判明したとします。
したがって、部門 2 に対する控除を一般会計勘定科目 210004 に転記する必要があります。

次の表は、一般会計に送信された計算結果を示したものです。元の転記が取り消され、1 月の処理に
対して正しい勘定科目への転記が行われています。

月
本来のカレンダー グ

ループ 金額 勘定科目 アクション

1月 1月 100 210003 変換 (前の期間)

2月 1月 -100 210003 取消

2月 1月 100 210004 正しい勘定科目へ再
転記

2月 2月 100 21004 現在の期間

セグメントの不一致が発生した場合は、現在の結果と調整の合計が常に使用され、その合計が前回使
用されたセグメントに転記されます。
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この章では、一般会計インターフェイスの概要と、以下の方法について説明します。

• Enterprise データベースでのインテグレーションの設定

• ヒューマン リソース管理データベースのデータの表示

• ターゲット製品とターゲット システムの設定

• コスト センターと勘定科目のマッピング

• 為替レートの検索

• 会計行の作成とグローバル ペイロールから一般会計への会計行の転記

• バッチ転記でのデータのエラー処理

一般会計インターフェイスについて
グローバール ペイロールと一般会計を統合する場合の主な作業は以下のとおりです。

• インテグレーション設定

1. EnterpriseOne XPI ソフト コーディング/相互参照データベースにインテグレーション ポイントとコー
ド相互参照を設定します。

2. Enterprise データベースにインテグレーションを設定します。

3. ターゲット製品の設定とターゲット システムの設定を確認します。

• マスター データの初期ロード、設定およびマッピング

1. EnterpriseOne の会社を Enterprise ビジネス ユニット GL テーブルにロードします。

2. 必要な場合は、一般会計勘定科目に使用されるセットID を定義します。

3. 一般会計ビジネス ユニットを設定して、ターゲット システム、勘定科目セットID、仕訳テンプレート
を入力します。

4. 一般会計ビジネス ユニットをヒューマン リソース管理ビジネス ユニットにマッピングします。

5. EnterpriseOne の勘定科目を Enterprise GL 勘定科目テーブルにロードします。

6. EnterpriseOne のビジネス ユニットを Enterprise コスト センター テーブルにロードします。

7. 一般会計ビジネス ユニットを設定し、清算勘定科目、仮計上勘定科目、デフォルト コスト センター
を入力します。

8. EnterpriseOne のマスター データを Enterprise グローバル ペイロールのデータにマッピングしま
す。

• EnterpriseOne のマスター データの変更による差分同期の実行
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1. EnterpriseOne のマスター テーブルで追加、変更または削除が行われると、差分同期統合処理
が自動的に起動します。

2. EnterpriseOne の差分統合処理により Enterprise テーブルのデータが更新された場合は、グロー
バル ペイロールのユーザーは必要に応じてデータの設定とマッピングを更新する必要があります。

• 定期トランザクション (一般会計への給与計算データの月次転記など)

1. 必要に応じて、為替レートを同期させます。

2. グローバル ペイロールによって会計行が処理され、EnterpriseOne ステージング テーブルに転記
されます。

3. EnterpriseOne で、トランザクションが確認され、取引明細テーブル (F0911) にロードされます。

4. 必要に応じて、EnterpriseOne でデータのエラーが修正されたり、給与計算アプリケーションによっ
て GL 処理のリセット、エラー修正、再処理、再転記が行われます。

5. EnterpriseOne で、仕訳入力が勘定残高テーブル (F0902) に転記されます。

この章では、Enterprise データベースで実行されるタスクについてのみ説明します。EnterpriseOne の
ドキュメンテーションでは、EnterpriseOne 側のインテグレーション設定と Enterprise データベースへの
EnterpriseOne データのロードについて説明します。

関連項目:

JD Edwards EnterpriseOne 8.12 Application Integrations with Oracle PeopleSoft Enterprise Applications
Implementation Guide の「Setting Up the JD Edwards EnterpriseOne to PeopleSoft Enterprise General
Ledger Integration」

Enterprise データベースでのインテグレーション設定
EnterpriseOne データベースから転送されたデータを受信し、給与計算会計データを送信するには、
Enterprise データベースを設定する必要があります。インテグレーションのインストールで実行するスクリ
プトによって、これらのステップのほとんどが実施されます。このセクションの説明に基づいて、設定を確
認し、完了してください。

このセクションでは、以下の方法について説明します。

• サービス オペレーション バージョンとハンドラがアクティブであることの確認

• ノード定義の確認

• コネクタ プロパティの設定

• インテグレーションのルーティング設定の確認

• キュー設定の確認
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Enterprise データベースでのインテグレーションの設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

サービスオペレーショ

ン -一般

IB_SERVICE [PeopleTools]、[インテ
グレーションブローカー
]、[インテグレーション設
定]、[サービスオペレー
ション]、[一般]

サービスオペレーションを
アクティブにします。

サービスオペレーション

-ハンドラ

IB_SERVICEHDLR [PeopleTools]、[インテグ
レーションブローカー]、[イ
ンテグレーション設定]、
[サービスオペレーショ
ン]、[ハンドラ]

サービスオペレーションの
ハンドラがアクティブである
ことを確認します。

ノード定義 IB_NODE [PeopleTools]、[インテグ
レーションブローカー]、[イ
ンテグレーション設定]、[
ノード]、[ノード定義]

EnterpriseOne との統合に
使用するインテグレーショ
ンブローカーのノード定義
を確認します。

コネクタ IB_NODECONN [PeopleTools]、[インテグ
レーションブローカー]、[イ
ンテグレーション設定]、[
ノード]、[コネクタ]

コネクタプロパティを確認
します。

ノード -ルーティング IB_NODEROUTINGS [PeopleTools]、[インテグ
レーションブローカー]、[イ
ンテグレーション設定]、[
ノード]、[ルーティング]

このインテグレーションで
使用されるルーティングが
有効になっていることを
確認します。

キューステータス IB_MONITOR_QUEUES [PeopleTools]、[インテグ
レーションブローカー]、
[サービスオペレーショ
ンモニター]、[管理]、[
キューステータス]

キューのステータスを
確認します。

サービスオペレーションバージョンとハンドラがアクティブであることの確認

グローバル ペイロールと一般会計の統合では、サービス オペレーションおよびそれに関連付けられた
ハンドラとルーティングを使用してメッセージとサブスクリプションのインテグレーションが行われます。イ
ンテグレーション設定を続行するには、これらのオブジェクトがアクティブになっていることを確認する必
要があります。

サービス オペレーション バージョンをアクティブにするには、次の手順に従います。

1. "サービス オペレーション" の一般ページにアクセスします。

2. [デフォルトのサービス オペレーション バージョン] グループ ボックスで [アクティブ] チェック ボッ
クスをオンにします。

特定のサービス オペレーションに対してハンドラがアクティブであることを確認するには、次の手順に従
います。

1. "サービス オペレーション" のハンドラ ページにアクセスします。

2. サービス オペレーションに関連付けられたハンドラについて、[ステータス] フィールドの値が [ア
クティブ] であることを確認します。
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以下のサービス オペレーションについて、サービス オペレーションとハンドラがアクティブであることを
確認します。

• ACCOUNT_CHARTFIELD_FULLSYNC

• ACCOUNT_CHARTFIELD_SYNC

• BUS_UNIT_FS_SYNC

• BUS_UNIT_GL_FULLSYNC

• BUS_UNIT_GL_SYNC

• COST_CENTER_FULLSYNC

• COST_CENTER_SYNC

• GP_POST_GL

• GP_POST_GL_REPLY

• MARKET_RATE_REQ

• MARKET_RATE_SYNC

注: サービス オペレーション コンポーネントのルーティング ページを使用してルーティングをアクティブ
にする必要はありません。ノード コンポーネントのルーティング ページを使用すると、特定のノードの全
ルーティングをまとめてアクティブにすることができます。

参照: 第 40 章、 「PeopleSoft EnterpriseOne 一般会計との統合」 、 「ルーティング設定の確認」 、 1114
ページ

ノード定義の確認

ノード定義ページにアクセスします。
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ノード定義ページ

ヒューマン リソース管理から EnterpriseOne へのインテグレーションの例として PSFT_E1 ノードが用意さ
れています。

PSFT_E1 ノードは名称指定規則とシステム設定に一致するノードにコピーするようにしてください。

ノードをアクティブにして、以下のように設定されていることを確認します。

ノード タイプ [外部]

認証オプション [なし]

コネクタ プロパティの設定

コネクタ ページにアクセスします。
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コネクタ ページ

次の表に従って、プロパティの設定を確認し、必要な値を全て入力します。

プロパティ ID プロパティ名 必須 値

HEADER Content-Type text/xml

HEADER sendUncompressed オン Y

HTTPPROPERTY Method オン POST

PRIMARYURL URL オン URLによって
EnterpriseOne インテグ
レーションサーバーが指
定されます。URLは次の
形式で入力します。

http://<XPI IS
MachineName>:<IS
port>/invoke/PSFT_
Dispatcher.Inbound:
InboundServiceDispatcher

注: このページの [プロパティ] グループ ボックスは、ゲートウェイを正しく設定している場合にのみ使用
できます。

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Integration Broker

ルーティング設定の確認

ルーティング ページにアクセスします。
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ノード - ルーティング ページ (1/2)

ノード - ルーティング ページ (2/2)
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下の表に示した各ルーティング定義について、ルーティング タイプ、送信元ノードおよび受信元ノードが
指定された値に設定されていること、ステータスが [アクティブ] に設定されていることを確認します。必
要に応じて、ルーティング定義の行にある [詳細] リンクをクリックしてルーティング定義ページにアクセ
スします。

ルーティング定義 ルート設定タイプ 送信元ノード 受信元ノード

ACCOUNT_CHARTFIELD_
FULLSYNC

非同期 PSFT_E1 PSFT_HR

ACCOUNT_CHARTFIELD_
SYNC

非同期 PSFT_E1 PSFT_HR

BUS_UNIT_FS_SYNC 非同期 PSFT_HR PSFT_E1

BUS_UNIT_GL_FULLSYNC 非同期 PSFT_E1 PSFT_HR

BUS_UNIT_GL_SYNC 非同期 PSFT_E1 PSFT_HR

COST_CENTER_
FULLSYNC

非同期 PSFT_E1 PSFT_HR

COST_CENTER_SYNC 非同期 PSFT_E1 PSFT_HR

GP_POST_GL 非同期 PSFT_HR PSFT_E1

GP_POST_GL_REPLY 非同期 PSFT_E1 PSFT_HR

MARKET_RATE_REQ 非同期から同期 PSFT_HR PSFT_E1

MARKET_RATE_SYNC 非同期 PSFT_E1 PSFT_HR

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Integration Broker

キュー設定の確認

キュー ステータス ページにアクセスします。
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キュー ステータス ページ

以下の各キューのステータスが "実行中" であることを確認します。

• ENTERPRISE_SETUP

• GP_POST_GL

• GL_SETUP

• MARKET_RATES

ステータスが "一時停止" のチャネルがある場合は、[実行] をクリックして、そのチャネルのステータスを
変更します。

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Integration Broker
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PeopleSoft Enterprise HRMS データベースのデータの表示
EnterpriseOne のデータは、EnterpriseOne インテグレーション サーバーから送信される XML メッセージ
のサブスクリプションによって、HRMS データベース テーブルに自動的にインポートされます。

このセクションでは、メッセージ ステータスの確認とインポート データの表示に使用するページを一覧に
示し、以下の処理を行う方法について説明します。

• 一般会計ビジネス ユニット テーブルにインポートされたデータを表示するクエリーの作成

• 一般会計勘定科目テーブルにインポートされたデータを表示するクエリーの作成

サービス オペレーション ステータスの確認とインポート
データの表示に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

モニター概要 IB_MONITOR_OVRVIEW [PeopleTools]、[インテグ
レーションブローカー]、
[サービスオペレーショ
ンモニター]、[モニター
]、[非同期サービス]、[
モニター概要]

サービスオペレーションま
たはキューでソートされた
概要情報を表示します。

非同期詳細 IB_MONITOR_DET [PeopleTools]、[インテグ
レーションブローカー]、[
サービスオペレーションモ
ニター]、[モニター]、[非同
期詳細]、[非同期詳細]

非同期サービスオペレー
ションのプロパティを表示
します。

GLビジネスユニット BUS_UNIT_TBL_GL [HRMS基本設定]、[基本
テーブル]、[組織構造]、
[GLビジネスユニット]、[GL
ビジネスユニット]

一般会計ビジネスユニット
テーブルにインポートされ
たビジネスユニットのコー
ドと名称を表示します。

一般会計勘定科目

テーブル

GL_ACCOUNT [HRMS基本設定]、[共通定
義]、[チャートフィールド設
定]、[チャートフィールド値]

[勘定科目]をクリック
します。

一般会計勘定科目テーブ
ルにインポートされた勘定
科目のコードと名称を
表示します。

コストセンターの表示 HPYP_CC_TBL [HRMS基本設定]、[共通定
義]、[GLの統合]、[共通
GLオブジェクト]、[コストセ
ンターの表示]

コストセンターテーブルに
インポートされるコストセン
ターを表示します。

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Integration Broker
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一般会計ビジネス ユニット テーブルにインポートされた
データを表示するクエリーの作成

GL ビジネス ユニット ページでは、一般会計ビジネス ユニット テーブルにインポートされた GL ビジネス
ユニットのコードと名称しか表示されません。指定日や基本通貨といった、GL ビジネス ユニットの詳細情
報を表示するには、クエリー マネージャを使用してクエリーを作成する必要があります。

クエリー マネージャを使用して一般会計ビジネス ユニット テーブルの情報を表示するクエリーを作成す
るには、次の手順に従います。

1. [レポート ツール]、[クエリー]、[クエリー マネージャ] の順にクリックします。

2. [新規クエリーの作成] をクリックします。

3. 検索条件として [レコード名] を指定し、「BUS_UNIT_TBL_FS」と入力して、値を検索します。

4. [レコードの追加] リンクをクリックします。

クリック後、クエリー ページが表示されます。

5. クエリー ページで、[全フィールドを選択] ボタンをクリックします。

6. レコード ページに移動して、検索条件としてレコード名を指定し、「BUS_UNIT_TBL_GL」と入力して、
値を検索します。

7. [結合レコード] リンクをクリックします。

8. デフォルトの結合タイプである [フィルターをかけて、追加のフィールドを取得する結合 (標準結
合)] を使用します。

9. [A= BUS_UNIT_TBL_FS - PS 財務ビジネス ユニット] リンクをクリックします。

10. [条件の追加] ボタンをクリックします。

11. クエリーに含めるフィールドを選択します。

12. クエリーを保存します。

13. クエリーを実行します。

これで、全ての GL ビジネス ユニットのリストが表示されます。

一般会計勘定科目テーブルにインポートされたデータ
を表示するクエリーの作成

一般会計勘定科目テーブル ページでは、一般会計ビジネス ユニット テーブルにインポートされた一般
会計勘定科目のコードと名称しか表示されません。通貨や勘定科目タイプといった、GL 勘定科目の詳
細情報を表示するには、クエリー マネージャを使用してクエリーを作成する必要があります。

クエリー マネージャを使用して一般会計勘定科目テーブルの情報を表示するクエリーを作成するには、
次の手順に従います。

1. [レポート ツール]、[クエリー]、[クエリー マネージャ] の順にクリックします。

2. [新規クエリーの作成] をクリックします。

3. 検索条件として [レコード名] を指定し、「GL_ACCOUNT_TBL」と入力して、値を検索します。

4. [レコードの追加] リンクをクリックします。

クリック後、クエリー ページが表示されます。

5. クエリー ページで、クエリーに含めるフィールドを選択します。
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6. クエリーを保存します。

7. クエリーを実行します。

ターゲット製品とターゲット システムの設定
ターゲット製品とターゲット システムを設定するには、ターゲット製品の設定コンポーネント (HPIP_CONFIG_
PRD) とターゲットシステムの設定コンポーネント (HPIP_TGT_SYS_GL) を使用します。

このセクションでは、ターゲット製品とターゲット システムの設定の概要、会計行貸借一致デフォルトの概
要、共通フィールド、および以下の作業を行う方法について説明します。

• ターゲット製品の設定

• ターゲット システムの設定

ターゲット製品とターゲット システムの設定について

このセクションで使われる用語の定義を次に示します。

ターゲット システム メッセージ ノードで表される特定の GL インストールのことです。一般会計
アプリケーションを実行するデータベースで、給与計算会計行の送信先と
なるシステムを識別します。

ターゲット製品 指定したターゲット システムの給与計算データの転記先となる一般会計
製品です。

以下に、設定の手順をまとめます。

1. "ターゲット製品の設定" ページでターゲット製品のデフォルト処理を設定します。

2. "ターゲット システムの設定" ページでターゲット製品を選択して、そのターゲット製品とターゲッ
ト システムを関連付けます。

ターゲット製品の処理オプションはこのページで選択できます。"ターゲット システムの設定" ペー
ジで処理オプションを選択すると、ターゲット製品に対して既に指定されている処理オプションが
上書きされます。

3. "GL ユニットの設定" ページでメッセージ ノード (ターゲット システム) を選択して、ターゲット シス
テムと一般会計ビジネス ユニットを関連付けます。

各会計行には一般会計ビジネス ユニットが必須フィールドとして設定されているため、この処理
を行うと、会計行とターゲット システムが関連付けられます。

会計行貸借一致のデフォルト設定について

会計行貸借一致について 2 つのデフォルト設定オプションを指定します。

• [会計行貸借一致]

ビジネス ユニットの会計行を一般会計へ転記する前に、貸借一致が必要かどうかを指定します。

- オンの場合:

[会計行貸借一致] をオンにすると、転記処理によって各ビジネス ユニットの貸借が一致しているか
どうかが計算されます。
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- オフの場合:

[会計行貸借一致] をオフにすると、会計行の転記前に貸借一致は計算されません。

• [仮計上科目に記帳]

[会計行貸借一致] をオンにしたら、一般会計ビジネス ユニットに貸借不一致が発生した場合に、貸借
不一致の金額を仮計上勘定科目に転記するかどうかを指定します。

- オンの場合:

[仮計上科目に記帳] をオンにする場合は、"GL ユニットの設定" ページで仮計上勘定科目番号を指
定する必要があります。貸借が不一致の場合は、貸借不一致の金額と指定した仮計上勘定科目を
含む会計行が新たに作成されます。

- オフの場合:

[仮計上科目に記帳] をオフにした場合に、勘定科目の貸借不一致が発生すると、その実行 ID の勘
定科目は転記されず、対象の一般会計ビジネス ユニットの金額が貸借不一致であることを通知する
エラー メッセージが表示されます。

注: [仮計上科目に記帳] をオンにしても一般会計ビジネス ユニットの仮計上勘定科目を指定してお
かないと、貸借不一致が発生してた場合には、エラー メッセージが表示され、勘定科目は転記され
ません。

"ターゲット製品の設定" ページで、一般会計システムのデフォルト処理オプションを選択します。"
ターゲット システムの設定" ページでは、"ターゲット製品の設定" ページで指定したデフォルトを上
書きできます。また、会計行の転記処理を実行する際に、ラン コントロール ページでターゲット シス
テムの処理オプションを上書きすることもできます。

このセクションで使用する共通フィールド

会計行貸借一致 各一般会計ビジネス ユニットについて貸借が一致しているかどうかを自動
的に計算するには、このチェック ボックスをオンにします。

仮計上科目に記帳 このフィールドは、[会計行貸借一致] がオンの場合に入力可能になります。

貸借が不一致の場合に、貸借不一致の金額を仮計上勘定科目に転記す
るには、[仮計上科目に記帳] をオンにします。[仮計上科目に記帳] をオ
ンにする場合は、"GL ユニットの設定" ページで仮計上勘定科目番号を
指定する必要があります。

会計行を連結 会計行がグローバル ペイロールに自動的に連結されます。
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ターゲット製品とターゲット システムの設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[ターゲット製品の設定] HPIP_CONFIG_PRD [HRMS基本設定]、[共通定
義]、[GLの統合]、[共通
GLオブジェクト]、[ターゲッ
ト製品の設定]、[ターゲット
製品の設定]

ターゲット製品のデフォル
ト処理を設定します。

[ターゲットシステムの

設定]

HPIP_TGT_SYS_GL [HRMS基本設定]、[共通定
義]、[GLの統合]、[共通
GLオブジェクト]、[ターゲッ
トシステムの設定]、[ター
ゲットシステムの設定]

ターゲットシステムにター
ゲット製品を選択し、その
処理オプションを更新
します。

ターゲット製品の設定

"ターゲット製品の設定" ページにアクセスします。

"ターゲット製品の設定" ページ

注: 通常、このページのデータはシステム データとして提供されているため、変更しないようにしてくだ
さい。

[ 大行チャンク限度]

[チャンク限度の設定] 会計行がターゲット製品に指定した 大行数を超えたときにデータのチャ
ンクを自動的に行う場合は、このチェック ボックスをオンにします。

[会計行 大数] このフィールドは、[チャンク限度の設定] がオンに設定されている場合にの
み入力できます。 ターゲット製品で使用できる会計行 大数を入力します。

ターゲット システムの設定

"ターゲット システムの設定" ページにアクセスします。
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"ターゲット システムの設定" ページ

"ターゲット システムの設定" ページにアクセスする際に、EnterpriseOne との統合のために定義した
PeopleSoft インテグレーション ブローカー ノードを選択します。このノードがターゲット システムを表しま
す。

[ターゲット システム詳細]

"ターゲット製品の設定" ページで選択したデフォルト処理オプションが、"ターゲット システムの設定"
ページのデフォルト値となります。デフォルト処理オプションはこのページで変更できます。また、会計行
を転記する際に、プロセス ラン コントロール ページでこの処理オプションを上書きすることもできます。

製品 このターゲット システムの給与計算データの転記先となる一般会計製品と
して EnterpriseOne を選択します。

製品リリース 製品のリリース番号を選択します。

コスト センターと勘定科目のマッピング
コスト センターと勘定科目をマッピングするには、チャートフィールド コンポーネント (GP_GL_CHARTFLD)、
エレメント グループ化コンポーネント (GP_GL_GROUP)、勘定科目マッピング コンポーネント (GP_GL_MAP)、
コスト センター チャートフィールド コンポーネント (GP_CC_SETUP) を使用します。

このセクションでは、グローバル ペイロールと一般会計の統合に使用するコスト センターのマッピングの
概要と、以下の作業を行う方法について説明します。

• 一般会計への費用の割り当てに使用するチャートフィールドの選択

• 一般会計処理用の支給、控除、累計のグループ化

• 一般会計勘定科目へのチャートフィールド値とエレメント グループのマッピング

• 支給元チャートフィールドの指定

• コスト センターのマッピングに使用するチャートフィールドの選択

• コスト センターへのチャートフィールド値のマッピング
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グローバル ペイロールと一般会計の統合に使用するコス
ト センターのマッピングについて

一般会計ではコスト センター ID が必要です。コスト センター ID は、グローバル ペイロールによって作
成される標準の会計行データではありません。したがって、コスト センターをチャートフィールドにマッピ
ングして、コスト センターが EnterpriseOne に送信されるようにする必要があります。

グローバル ペイロールでは、チャートフィールドは支給元、ビジネス ユニット、有効日によって特定でき
ます。コスト センターを取得するには、コスト センターへのチャートフィールド定義のマッピングを同様の
方法で有効にする必要があります。以下のような値があります。

• 支給元: このセクションで説明されている手順に基づいて支給元を設定する必要があります。

• ビジネス ユニット: このデータは会計行に直接反映されます。

• 有効日: 会計行の転記日です。

コスト センターは、会計行に指定したチャートフィールドのマッピング定義から取得されます。

マッピング プロセス図

次の図は、勘定科目とコスト センターのマッピングを行うページとそれぞれのページで使用するデータ
のソースを示したものです。図中の一番下の 3 つのステップは、コスト センターのマッピングに特有のス
テップです。

グローバル ペイロールでのコスト センターと勘定科目のマッピング

マッピング プロセスの手順

コスト センターと勘定科目をグローバル ペイロールにマッピングする際の手順について、以下に詳しく
説明します。
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1. チャートフィールドとして使用できるシステム エレメントと変数エレメントを指定します。

a. ソース/使用ページで [チャートフィールドとして使用]チェックボックスをオンにし、プロンプトビュー
名を選択してシステムエレメントを指定します。"変数"の定義ページで [チャートフィールドとして使
用]チェックボックスをオンにし、プロンプトビュー名を選択して、変数エレメントを指定します。

b. エレメント名ページで、[保存]チェックボックスをオンにします。

c. 給与計算プロセスリストにチャートフィールドエレメントを追加します。

注: 支給元をチャートフィールドとして設定する必要があります。たとえば、会社が組織の
支給元と一致する場合は、COMPANY というエレメントをチャートフィールドとして設定しま
す。支給元に新しい変数を定義して、必要に応じてチャートフィールドとして設定します。

2. チャートフィールド ページ (GP_GL_CHARTFLD) で、特定のビジネス ユニットと支給元に対して適
用するチャートフィールド エレメントを 6 つまで選択します。

注: このページには 8 つのチャートフィールドがあります。ただし、チャートフィールド 7 とチャート
フィールド 8 は転記処理時にコスト センターのマッピング用として使用します。チャートフィールド
7 は管理エリアで上書きされ、チャートフィールド 8 はコスト センターで上書きされます。チャート
フィールド 7 とチャートフィールド 8にどのようなエレメントを選択しても、一般会計に送信される転
記によって管理エリアとコスト センターがそれぞれのチャートフィールドに設定されます。

• 各支給元とビジネス ユニットの支給元チャートフィールド エレメントとして定義したエレメントを
含める必要があります。

• また、特定のビジネス ユニットに含まれる全ての支給元については、同じフィールド番号に支給
元チャートフィールド エレメントを設定する必要があります。

3. グループ化ページ (GP_GL_GROUP) で、支給、控除、および累計のエレメントをグループ化します。

4. [マッピング] (GP_GL_MAP) ページで、エレメント グループとチャートフィールド値を対応する一般
会計勘定科目にマッピングします。

5. [支給元 GP チャートフィールド] (GP_PE_CF_SEC) ページで、支給元エレメントを含むチャートフィー
ルド番号を指定します。

6. [コスト センター チャートフィールド] (GP_CC_SETUP) ページで、コスト センター マッピングに使用
するチャートフィールドを選択します。

7. [チャートフィールド マッピング] (GP_CC_MAP) ページで、コスト センターへのチャートフィールド値
をマッピングします。

関連項目:

第 7 章、 「計算エレメントの定義」 、 137ページ

第 39 章、 「PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合」 、 1091ページ
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コスト センターと勘定科目をグローバル ペイロール システ
ムにマッピングする際に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[チャートフィールド] GP_GL_CHARTFLD [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[インテグレーション]、
[チャートフィールド]、[
チャートフィールド]

勘定科目とコストセンター
のマッピングに使用す
るチャートフィールドを
選択します。

[グループ化] GP_GL_GROUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[インテグレーション]、
[エレメントグループ化]、
[グループ化]

特定の支給元およびビジ
ネスユニット用に、類似の
支給、控除、累計をグルー
プ化して一般会計の勘定
科目にマッピングできる
ようにします。

[マッピング] GP_GL_MAP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[インテグレーショ
ン]、[勘定科目マッピン
グ]、[マッピング]

グループ化された支給、控
除または累計に関連付け
られたチャートフィール
ド値の組み合わせに一
般会計勘定科目をマッ
ピングします。

[コストセンターチャート

フィールド]

GP_CC_SETUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[インテグレーション]、
[コストセンターチャート
フィールド]、[コストセン
ターチャートフィールド]

コストセンターのマッピン
グに使用するチャート
フィールドを選択します。

[支給元GPチャート

フィールド]

GP_PE_CF_SEC コストセンターチャート
フィールドページの [支給
元チャートフィールド] リンク
をクリックします。

ビジネスユニットの支給元
チャートフィールドの連番
を指定します。

[チャートフィールドマッ

ピング]

GP_CC_MAP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[インテグレーション]、
[コストセンターチャート
フィールド]、[チャートフィー
ルドマッピング]

チャートフィールド値をコス
トセンターにマッピング
します。

一般会計への費用の割り当てに使用するチャートフィールドの選択

チャートフィールド ページにアクセスします。

コスト センターへのマッピングを行うには、このページのチャートフィールドの 1 つを支給元として選択し
ます。特定のビジネス ユニットに含まれる全ての支給元については同じフィールド番号の支給元エレメン
トを設定する必要があります。

参照: 第 39 章、 「PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合」 、 「一般会計への費用の割り当てに使用す
るチャートフィールドの選択」 、 1096ページ
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一般会計処理用の支給、控除、累計のグループ化

グループ化ページにアクセスします。

参照: 第 39 章、 「PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合」 、 「一般会計処理用の支給、控除、累計の
グループ化」 、 1097ページ

一般会計勘定科目へのチャートフィールド値とエレメ
ント グループのマッピング

マッピング ページにアクセスします。

参照: 第 39 章、 「PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合」 、 「一般会計勘定科目へのチャートフィール
ドとグループ コードのマッピング」 、 1097ページ

コスト センターのマッピングに使用するチャートフィールドの選択

コスト センター チャートフィールド ページにアクセスします。

コスト センター チャートフィールド ページ

[支給元チャートフィールド] 支給元 GP チャートフィールド ページにアクセスするには、このリンクをク
リックします。

[フィールドの確定] チャートフィールドの設定が終了したら、このチェック ボックスをオンにしま
す。

[フィールドの確定] チェック ボックスをオンにすると、このページの全て
フィールドにデータを入力することができなくなります。このチェック ボック
スをオフにすると、フィールドの入力が可能になります。

[コスト センター チャートフィールド]

指定した支給元とビジネス ユニットのコスト センターをマッピングする際に使用するチャートフィールドを
全てリストするには、必要に応じてグリッド内に行を追加します。

[チャートフィールド] チャートフィールド ページで入力したエレメント名のフィールド番号を選択
します。
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[エレメント名] 選択したチャートフィールドのシステム エレメント名が表示されます。チャー
トフィールド マッピング ページでは、このエレメント名がフィールド ラベル
として使用されます。

[編集テーブル] チャートフィールドの値が含まれているレコードを選択します。

支給元チャートフィールドの指定

支給元 GP チャートフィールド ページにアクセスします。

支給元 GP チャートフィールド ページ

[チャートフィールド] チャートフィールド ページで指定した支給元チャートフィールド エレメントに
対応するフィールド番号を選択します。

注: 当該のビジネス ユニットに含まれる全ての支給元に対して、この番号は同じになります。

コスト センターへのチャートフィールド値のマッピング

チャートフィールド マッピング ページにアクセスします。

チャートフィールド マッピング ページ
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コスト センター チャートフィールド ページで [フィールドの確定] チェック ボックスをオンした場合にのみ、
このページのフィールドが入力可能になります。

[有効日] 有効日の変更は、チャートフィールド マッピング ページではできません。

[管理エリア] チャートフィールドの組み合わせのマッピング先となる管理エリアを選択し
ます。

EnterpriseOne の会社コードが Enterprise ビジネス ユニット GL テーブル
にインポートされた場合は、このフィールドの有効値は Enterprise 管理エリ
ア テーブルに登録された会社コードになります。

[コスト センター ID] チャートフィールドの組み合わせのマッピング先となるコスト センターを選
択します。このフィールドの有効値は、Enterprise コスト センター テーブル
にインポートした EnterpriseOne のビジネス ユニットです。

[チャートフィールド値]

このページにリストされる各チャートフィールドのチャートフィールド値を選択します。コスト センター チャー
トフィールド ページで指定した順序でチャートフィールドが表示されます。

各チャートフィールドの有効値は、コスト センター チャートフィールド ページの [編集テーブル] で指定し
た値になります。

為替レートの検索
為替レートを検索するには、市場レートのリクエスト (HIE1_MKT_RT_RNCTL) コンポーネントを使用します。

このセクションでは、為替レートの統合と通貨端数処理の概要、市場レートのリクエスト方法について説
明します。

為替レートの統合について

為替レートは、Enterprise の給与計算システムと EnterpriseOne の財務/会計システムとで同期させておく
必要があります。同じラン コントロール ページを使用して、同期をスケジュールするか、手動で為替レー
トをリクエストします。

注: 市場レートの同期にこのプロセスを使用するには、通貨相互参照を PeopleSoft EnterpriseOne の XPI
相互参照データベースに設定しておく必要があります。

以下に、市場レートのリクエストの処理について簡単に説明します。

1. グローバル ペイロールでは、ユーザーがラン コントロール ページの通貨、通貨範囲、申請日を
指定して、市場レートをリクエストします。

市場レート インポートアプリケーションエンジンプロセス (HI_MKT_RT) によって MARKET_RATE_REQ
メッセージが作成され、このメッセージが同期されたメッセージに変換され、送信されます。

2. 指定した通貨ペアと日付に対応する市場レートを含む MARKET_RATE_SYNC 返信メッセージがイ
ンテグレーション サーバーから送信されます。

レコードの計算方法または通貨換算方法に基づいて、倍数または除数がメッセージにロードされ
ます。その他のレートは 1.0 に初期設定されます。
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3. インテグレーション ブローカーによる MARKET_RATE_SYNC メッセージのサブスクリプションによっ
て、Enterprise 市場レート データ テーブル (RT_RATE_TBL) が更新されます。

注: EnterpriseOne で使用する市場レートは全て設定し、Enterprise に同期させる必要があります。
市場レートが Enterprise に設定されていても EnterpriseOne に設定されていない場合に、この市
場レートの通貨を使用して給与計算トランザクションを処理すると、EnterpriseOne に無効なデー
タが作成されます。

EnterpriseOne に存在しない為替レートを検索すると、データは返されません。

通貨の端数処理について

詳細レベルと合計 (残高) レベルの両方に異なる通貨で金額を保存する場合は、端数処理の問題が考え
られます。個々の金額を換算し、金額を合計して貸借一致を行い、合計金額を換算するといった処理が
行われるために問題が発生します。その結果、合計額を換算した金額と個々の金額を換算してから合計
した金額は一致しません。このような問題を回避するには、"ターゲット製品の設定" ページと "ターゲッ
ト システムの設定" ページの [会計行貸借一致] チェック ボックスをオンにする必要があります。

[会計行貸借一致] チェック ボックスがオンの場合:

• 全ての金額は、給与計算通貨と一般会計通貨の両方で転記されます。

主に、給与計算通貨では貸借一致が強制的に使用されます。

注: [会計行貸借一致] チェック ボックスをオンまたはオフにしても、これが標準の処理方法になります。

• 給与計算通貨が一般会計通貨と異なる場合は、一般会計に送信されたセグメントごとに端数処理の調
整に使用する会計行が新規に作成されます。

これにより、端数処理の差異によって一般会計通貨の金額が貸借不一致になることがなくなります。

- 会計行はチャンクごとに作成されます。

- [会計行貸借一致] チェック ボックスがオンに設定されていて、給与計算通貨が GL ビジネス ユニッ
トの通貨と異なる場合にのみ、この会計行が作成されます。

- 新規に作成された会計行には、一般会計通貨による端数処理調整があります。給与計算通貨の金
額は 0 になります。

- 使用される勘定科目は、GL ユニットの設定でユーザーが仮計上勘定として指定した勘定科目です。

GL ビジネス ユニットに仮計上科目が指定されていない場合は、端数処理調整の入力は作成されま
せん。

- 説明フィールドには端数処理調整入力と表示されます。

関連項目:

第 40 章、 「PeopleSoft EnterpriseOne 一般会計との統合」 、 「会計行貸借一致のデフォルト設定につい
て」 、 1120ページ
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為替レートの検索に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[市場レートリクエスト] HIE1_MKT_RT_RNCTL [HRMS基本設定]、[共通定
義]、[GLの統合]、[ペイ
ロールとE1のGL統合]、[
市場レートのリクエスト]、[
市場レートリクエスト]

PeopleSoft EnterpriseOne
Financial Management シス
テムから市場レートを検索
します。リクエストを設定す
るか、アドホックのリクエス
トを入力できます。

[モニター概要] IB_MONITOR_OVRVIEW [PeopleTools]、[インテグ
レーションブローカー]、
[サービスオペレーショ
ンモニター]、[モニター
]、[非同期サービス]、[
モニター概要]

MARKET_RATE_SYNC (市
場レート同期) メッセージの
ステータスを表示します。

市場レートのリクエスト

市場レート リクエスト ページにアクセスします。

市場レート リクエスト ページ

[申請日] 現在の日付を入力します。

PeopleSoft プロセス スケジューラによってリクエストをスケジュールする場
合は、[申請日] に過去の日付が入力されると、自動的に現在のシステム
日付に上書きされます。申請日が現在の日付の場合は、その日付が使用
されます。

[レート タイプ] インポートされた値を Enterprise テーブルに保存する際のレート タイプを
選択します。値は、市場レート データ テーブル (RT_TYPE_TBL) に設定さ
れています。
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[市場レート インデックス] インポートされた値を Enterprise テーブルに保存する際の市場レートインデッ
クスを選択します。値は、市場レート インデックス テーブル (RT_INDEX_TBL)
に設定されています。デフォルト値は "MODEL" です。

[メッセージ ノード] EnterpriseOne との統合のために設定したノードを選択します。

[換算元通貨範囲] リクエストする為替レートの換算元通貨の範囲を通貨コード (アルファベッ
ト) で指定します。

たとえば、「GBP」−「EUR」のように指定します。

換算元通貨が 1 つだけの場合は、両方のフィールドに同じ通貨を選択しま
す。

[換算先通貨範囲] リクエストする為替レートの換算先通貨の範囲を通貨コード (アルファベッ
ト) で指定します。

換算先通貨が 1 つだけの場合は、両方のフィールドに同じ通貨を選択しま
す。

たとえば、「EUR」− 「EUR」のように指定します。

それぞれの通貨コード ペアについて、指定した換算元通貨範囲と換算先通貨範囲に一致する市場レー
トが検索されます。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise Components PeopleBook for PeopleSoft Enterprise HRMS & Campus Solutions 9.0
の「Working With Currencies and Market Rates」

会計行の作成とグローバル ペイロールから一般
会計への会計行の転記

このセクションでは、会計行の転記とグローバル ペイロールの転記処理の概要と、以下の作業を行う方
法について説明します。

• グローバル ペイロール会計行の作成

• グローバル ペイロール会計行の転記

• トランザクション ステータスの表示

• セグメントごとに作成されたログ情報の表示

• グローバル ペイロール会計トランザクションのリセット

会計行の転記について

グローバル ペイロールで給与計算処理を行ったら、会計行を作成して、仕訳入力として一般会計に転記
できます。通常、仕訳入力はヘッダーと行データで構成されます。

複数の通貨を使用するデータの場合は、 初に財務/会計システムと給与計算システム間で為替レート
を同期させる必要があります。
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転記フレームワークでは、GL ビジネス ユニット (Business_Unit_GL) によってグループ化されたサマリ GL
トランザクションが転記されます。転記処理では、アプリケーション エンジン プロセスによって、データの
準備、メッセージの作成、GL ビジネス ユニットに指定したノードへの送信が行われます。

インテグレーション サーバーによって EnterpriseOne 仕訳入力トランザクション − バッチ ファイル テー
ブル (F0911Z1) にデータがロードされます。グローバル ペイロールによって送信されたトランザクション
が正常に転記され、F0911Z1 テーブルにロードされたかどうかを通知する返信メッセージがインテグレー
ション サーバーから送信されます。

F0911Z1 テーブルにデータがロードされたら、バッチ処理を実行してデータを確認し、取引明細テーブル
(F0911) にレコードを挿入します。次に、ほかのトランザクションを転記する場合と同様に、F0911 テーブ
ルから勘定残高テーブル (F0902) にトランザクションを転記します。

給与計算トランザクションのデータにエラーがある場合は、以下のように処理します。

• F0911 テーブルにトランザクションをロードする前に F0911Z1 テーブルのエラーを手動で修正します。

• F0911 テーブルにトランザクションをロードする前に F0911Z1 テーブルを消去します。次に、グローバル
ペイロールの処理をリセットし、再実行して、トランザクションを一般会計に転記します。

参照: 第 40 章、 「PeopleSoft EnterpriseOne 一般会計との統合」 、 「バッチ転記でのデータのエラー処
理」 、 1142ページ

グローバル ペイロールの転記処理について

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• グローバル ペイロール会計行の作成と送信の手順

• 転記プロセス

• リセット プロセス

グローバル ペイロール会計行の作成と送信の手順

グローバル ペイロールに会計行を作成し、一般会計に送信するには、次の手順に従います。

1. 給与を計算し 終決定します。

2. 計算オプションをオンにして、GL トランザクション作成アプリケーション エンジン プロセス (GP_GL_
PREP) を実行し、GL 会計行テーブル (GP_ACC_LINE) に給与計算会計行を作成します。

注: 終決定オプションを使用してこのプロセスを実行しないでください。EnterpriseOne と統合さ
れているカレンダー グループ IDを選択すると、 終決定オプションはページに表示されません。

3. "一般会計確認 (勘定科目なし)" の "トランザクション" ページを表示して、勘定科目に関連付け
られていない金額をチェックし、必要に応じて修正します。

4. 修正が済んだら、計算オプションをオンにして、GL トランザクション作成プロセスを再実行します。

5. GL の費用確定アプリケーション エンジン プロセス (HI_GP_POST) を実行して、仕訳入力を一般
会計に転記します。

6. プロセス スケジューラのプロセス モニターで転記処理のステータスを確認します。

7. "トランザクション ステータスの表示" ページでトランザクションのステータスを確認します。

8. 会計データを転記後に修正する必要がある場合は、以下の作業を行います。

a. GL リセットプロセスアプリケーションエンジンプロセス (GP_GL_RESET) を実行します。

b. データを修正します。
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c. 2から 5までのステップを繰り返します。

転記処理の説明

GL の費用確定プロセスを実行すると、以下の手順で処理が行われます。

1. コスト センターを特定します。

• テーブル マッピングの設定に従って、管理エリアとコスト センターを特定します。

• 管理エリアを会計行のチャートフィールド 7 に書き込みます。

• コスト センターを会計行のチャートフィールド 8 に書き込みます。

2. 会計行貸借一致オプションがオンの場合は、貸借一致がチェックされます。

貸借が不一致の場合、GL ビジネス ユニットに仮計上勘定科目が定義されていれば、仮計上勘
定の入力を作成します。あるいは、"仮計上勘定に記帳"オプションがオフ、または勘定科目が定
義されていなければ、会計行は転記されずにエラーが表示されます。

外貨の合計金額がゼロで、国内通貨の合計金額がゼロ以外の場合は、通貨換算による端数処
理で差額が発生したとみなされ、国内通貨の合計金額は強制的にゼロに設定されます。

3. GL ビジネス ユニットごとに個別の転記を作成します。

"ターゲット製品の設定" ページで設定したチャンク限度に従って、各転記がセグメントに分割され
ます。セグメントには GL ビジネス ユニットの清算勘定を定義する必要があります。チャンク限度が
ターゲット製品に設定されていない場合は、転記はセグメントに分割されません。この場合、清算勘
定のチェックも行われません。各セグメントが GP_POST_GL XML メッセージと共に送信されます。

プロセス リセットの説明

トランザクションが一般会計に送信された後にエラーを発見した場合は、GL リセット プロセスを実行して、
トランザクションを再転記する必要があります。

GL リセット プロセス

• グローバル ペイロール会計行ステージング テーブル (PS_GP_ACC_LINE_STG) の全ての行を削除しま
す。このテーブルは、GL の費用確定プロセスの実行時に呼び出され、転記処理のソース レコードとな
ります。

• 終了済 GL ストリーム テーブル (PS_GP_GL_PREP_STRM) とカレンダー実行定義 テーブル (PS_GP_CAL_
RUN) の GL 終決定フィールドを " 終決定しない" にリセットします。

GL トランザクション作成処理を再実行して、カレンダー グループ ID について再転記をする前に、一般
会計リセット処理を実行する必要があります。

関連項目:

第 40 章、 「PeopleSoft EnterpriseOne 一般会計との統合」 、 「会計行貸借一致のデフォルト設定につい
て」 、 1120ページ

グローバル ペイロール会計行の作成と転記に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[一般会計へ送信] GP_GL_PREPARE [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[勤務管理/
一般会計]、[費用データを
一般会計へ送信]

GP会計行テーブルに給与
計算会計行を作成します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[トランザクション] GP_GL_NO_ACCT [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[勤務管理/
一般会計]、[一般会計確認
(勘定科目なし)]、[トラ
ンザクション]

GL トランザクション作成ア
プリケーションエンジンプ
ロセスの計算フェーズで一
般会計勘定科目が割り当
てられなかったトランザク
ションを確認します。

参照: 第 39章、
「PeopleSoft Enterprise一
般会計との統合」、 「一般
会計勘定科目のないト
ランザクションの表示」
、 1104ページ

[GLの費用確定] HPIP_GP_FINALIZE [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[勤務管理/
一般会計]、[GLの費用確
定]、[GLの費用確定]

会計行を転記するための
準備をして、一般会計に
転記します。

[トランザクションステータ

スの表示]

HPIP_PRCS_STAT [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[勤務管理/
一般会計]、[GL トランザ
クションステータスの確
認]、[トランザクションス
テータスの表示]

転記処理でのトランザク
ションステータスを表示
します。

[プロセスパラメータの

表示]

HPIP_PRCS_PAR_SEC "トランザクションステータ
スの表示"ページの [トラン
ザクション詳細]タブで、[プ
ロセスパラメータ] リンクを
クリックします。

プロセスインスタンス情報
のサマリを表示し、プロセ
スインスタンスを作成した
プロセスを実行する際
に使用したパラメータを
表示します。

[詳細トランザクショ

ンの表示]

HPIP_PRCS_SEG_SEC "トランザクションステータ
スの表示"ページの [トラン
ザクション詳細]タブで、[詳
細トランザクション] リンクを
クリックします。

セグメントごとに作成され
たログ情報を表示します。

[トランザクションパラメー

タの表示]

HPIP_SEG_PAR_SEC "詳細トランザクションの表
示"ページで [トランザク
ションパラメータ] リンクを
クリックします。

セグメント情報のサマリを
表示し、セグメント転記の
対象となった一般会計ビジ
ネスユニットを表示します。

[会計行データの表示] HPIP_PRCS_DATA_SEC "トランザクションステータ
スの表示"ページの [トラン
ザクション詳細]タブで、
会計行データリンクをク
リックします。

転記処理で転記された会
計行データのサマリを
表示します。

[プロセスメッセージロ

グの表示]

HPIP_PRCS_MSG_SEC "トランザクションステータ
スの表示"ページの [トラン
ザクション詳細]タブで、[
メッセージログ]リンクをク
リックします。

アプリケーションエンジン
プロセスの実行中に作成さ
れたメッセージを表示しま
す。このページの情報は、
プロセスモニターのメッ
セージ表示機能で表示さ
れる情報と同じです。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[一般会計リセット] GP_GL_RESET [グローバルペイロール/
休暇欠勤管理]、[勤務
管理/一般会計]、[一般
会計リセット]

エラー発生のために再転
記が必要になった場合、
GL トランザクション作成プ
ロセスを再実行する前に、
一般会計リセット処理を
実行します。

グローバル ペイロール会計行の作成

"一般会計へ送信" ページにアクセスします。

注: 一般会計と統合する場合は、[ 終決定] チェック ボックスをオンにして処理を実行しないようにしてく
ださい。選択したカレンダー グループ ID を EnterpriseOne と統合する場合は、[ 終決定] チェック ボッ
クスは使用できません。一般会計処理を 終決定するには、E1 の GL 確定ページを使用します。

参照: 第 39 章、 「PeopleSoft Enterprise 一般会計との統合」 、 「一般会計への給与計算データの送信」
、 1102ページ

グローバル ペイロール会計行の転記

"GL の費用確定" ページにアクセスします。

"GL の費用確定" ページ

[上書き] "ターゲット システムの設定" ページでターゲット製品にデフォルト設定し
た会計行貸借一致オプションを上書きするには、このチェック ボックスをオ
ンにします。[上書き] チェック ボックスをオンにすると、[オプションの処理]
グループ ボックス内のほかのフィールドも入力可能になります。

[会計行貸借一致] 各一般会計ビジネス ユニットについて貸借が一致しているかどうかを自動
的に計算するには、このチェック ボックスをオンにします。

[仮計上科目に記帳] このフィールドは、[会計行貸借一致] がオンの場合に入力可能になります。

貸借が不一致の場合に、貸借不一致の金額を仮計上勘定科目に転記す
るには、[仮計上科目に記帳] をオンにします。[仮計上科目に記帳] をオ
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ンにする場合は、"GL ユニットの設定" ページで仮計上勘定科目番号を
指定する必要があります。

プロセス ステータスとメッセージ ログの確認

プロセスが正常に実行されても、検証、貸借一致、チャンキングなどの機能に問題が発生する場合があ
ります。問題があるかどうかを判断するには、次の手順に従います。

1. [プロセス モニター] リンクをクリックして、"プロセス モニター" のプロセス リスト ページにアクセ
スします。

2. 検索条件を入力して、表示されるデータを絞り込み、[更新] ボタンをクリックします。

3. HI_GP_POST アプリケーション エンジン プロセスの実行ステータスが "成功" に設定されている
ことを確認します。

4. [詳細] をクリックして、プロセス インスタンスの詳細を表示します。

5. [メッセージ ログ] をクリックします。

• エラーに関するメッセージを確認します。

• 必要な場合は、プロセス インスタンスで処理されたカレンダー グループ IDを特定します。

転記処理で発生したプロセス サービス オペレーション モニターのログ エラーの解決

問題 解決方法

転記ステータスは"成功"ですが、検証処理の失敗に
より会計行が一般会計に転記されません。

エラーメッセージに報告されている問題を修正して、転
記処理を再実行します。

転記ステータスは"成功"ですが、貸借一致処理の失
敗により会計行が一般会計に転記されません。

以下の2つの項目どおりに設定されているかを確認
します。

• 転記処理のランコントロールページ ("GLの費用確
定"ページ)で [仮計上勘定への記帳]がオンになっ
ている。

• "GLユニットの設定"ページで、仮計上勘定科目番
号が割り当てられている。

設定を訂正したら、転記処理を再実行します。

転記ステータスは"成功"ですが、チャンキング処理の
失敗により会計行が一般会計に転記されません。

"GLユニットの設定"ページで、清算勘定が指定され
ていることを確認します。

清算勘定を入力したら、転記処理を再実行します。

関連項目:

第 40 章、 「PeopleSoft EnterpriseOne 一般会計との統合」 、 「会計行貸借一致のデフォルト設定につい
て」 、 1120ページ

トランザクション ステータスの表示

"トランザクション ステータスの表示" ページにアクセスします。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1137



PeopleSoft EnterpriseOne 一般会計との統合 第 40 章

"トランザクション ステータスの表示" ページ

注: 会計行の転記処理を続けると、転記処理が実行されるたびにトランザクション ステータス テーブル
にデータが書き込まれるため、テーブル内のデータ量が増大します。このテーブルのデータは自動的に
消去されません。トランザクション ステータス テーブルからデータを消去するには、各行の削除ボタンを
クリックします。"トランザクション ステータスの表示" ページで行を削除してからページを保存すると、[
プロセス パラメータの表示]、[詳細トランザクションの表示]、"会計行データの表示" の各ページに表示
されるデータも消去されます。

[プロセス インスタンスの表示]

このグループ ボックスのフィールドを使って、表示するプロセス インスタンスを選択します。前日のプロセ
ス インスタンスが自動的に表示されます。

[ユーザー ID] ユーザー ID を入力すると、その ID に関連付けられているプロセス インス
タンスのみが表示されます。

[プロセス インスタンス] 表示するプロセス インスタンスの番号がわかっている場合は、その番号を
入力します。

[過去] 数値を入力してから、該当の期間 (日間、時間、または分間) を選択しま
す。全ての結果を表示する場合には、[なし] を選択します。

[リフレッシュ] 検索条件を入力したら、このボタンをクリックして、[プロセス リスト] グルー
プ ボックスに表示される情報をリフレッシュします。

[プロセス インスタンス]

"トランザクション ステータスの表示" ページの [プロセス インスタンス] タブをクリックします。

このタブのフィールドには、プロセス モニターと同じ情報が表示されます。

[トランザクション ステータス]

"トランザクション ステータスの表示" ページの [トランザクション ステータス] タブをクリックします。
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トランザクション ステータスの表示 - トランザクション ステータス タブ

[トランザクション ステー
タス]

転記トランザクション全体のステータスが表示されます。転記トランザクショ
ンには、複数のセグメント (または、チャンク) を含めることができます。各
セグメントにはステータスが個別に設定され、その個別のステータスは "
詳細トランザクションの表示" ページで確認できます。全てのセグメントの
ステータスが "成功" の場合には、トランザクション全体のステータスは "
成功" になります。ステータスが "エラー" のセグメントが 1 つでもある場
合は、トランザクション全体のステータスは "エラー" になります。

ステータスには以下の値があります。

成功

エラー

処理中

ステージ

[エラー コード] 転記トランザクションでエラーが発生した場合は、エラーの原因が処理レベ
ルで表示されます。エラー コードには以下の値があります。

勘定科目不一致: 勘定科目初期ロードまたは差分ロード時に相互参照さ
れた割当済みの勘定科目番号が給与計算トランザクションの会計行の勘
定科目番号と一致しない場合に発生します。Z1 ステージング テーブルへ
の行の挿入は試行されませんでした。

挿入エラー: 主キーの省略などの問題により、給与計算トランザクションの
会計行が Z1 ステージング テーブルに挿入できませんでした。Z1 ステージ
ング テーブルに行は挿入されませんでした。

プロセス エラー: 転記処理時またはその後のインテグレーション ブローカー
でのメッセージ処理時に発生するエラーです。詳細については、プロセス モ
ニターまたはサービス オペレーション モニターの説明を参照してください。

情報使用不可: エラーの原因についての情報がありません。

確認失敗: 転記処理で実行された確認処理が失敗しました。詳細について
は、"プロセス メッセージ ログの表示" ページの説明を参照してください。
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インテグレーション ブローカー エラー: インテグレーション ブローカーに
よってメッセージが送信されませんでした。「Enterprise データベースでのイ
ンテグレーション設定」のセクションで説明されている設定を確認し、設定
が全て正しく行われているかどうかをチェックします。

セグメント エラー: 現在の転記処理でエラーのあるセグメントが 1 つでも
あると発生します。詳細については、"詳細トランザクションの表示" ペー
ジを参照してください。

不明なリターン コード: 一般会計から送信されたリターン コードが解釈で
きません。リターン メッセージの詳細については、サービス オペレーション
モニターの説明を参照してください。

[メッセージ セット]、 [番号]
、 [詳細]

転記トランザクションのステータスを説明するメッセージが表示されます。
メッセージ セットとメッセージ番号がある場合は、詳細リンクをクリックする
と、該当するメッセージが表示されます。

[トランザクション詳細]

"トランザクション ステータスの表示" ページの [トランザクション詳細] タブをクリックします。

[トランザクション ステータスの表示] - [トランザクション詳細] タブ

各転記トランザクションが、ターゲット製品に指定した会計行 大数を超える場合は、複数のセグメント
に分割されます。インテグレーション ブローカーによって個別のメッセージがセグメントごとに送信されま
す。個々のセグメントのステータスや情報を表示するには、このページを使用します。

[プロセス パラメータ] このリンクをクリックすると、"プロセス パラメータの表示" ページにアクセ
スします。

[メッセージ ログ] このリンクをクリックすると、"プロセス メッセージ ログの表示" ページにア
クセスします。

[詳細トランザクション] このリンクをクリックすると、"詳細トランザクションの表示" ページにアクセ
スします。

[会計行データ] このリンクをクリックすると、"会計行データの表示" ページにアクセスしま
す。
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リターン コード エラー

"トランザクション ステータスの表示" ページに "勘定科目不一致" または "挿入エラー" というリターン
コードが表示され、会計行が Z1 ステージング テーブルに挿入されなかった場合は、以下の手順に従い
ます。

1. 財務担当責任者はオフライン仕訳の処理ページのトランザクション番号フィールドから Enterprise
プロセス インスタンス ID を特定して、給与担当責任者に通知します。

2. 給与担当責任者は "トランザクション ステータスの表示" ページにアクセスし、[プロセス インス
タンスの表示] グループ ボックスのフィールドに検索条件を入力して影響を受けるプロセス イン
スタンスを検索します。

給与担当責任者は影響を受けるプロセス インスタンスを確認したら、以下の作業を行います。

a. [トランザクション詳細]タブをクリックします。

b. [プロセスパラメータ]をクリックします。

c. "プロセスパラメータの表示"ページの情報に基づいて影響を受けるカレンダーグループ IDを
特定します。

3. 給与担当責任者はそのカレンダー グループ ID に対する一般会計処理をリセットして、再実行し
ます。

セグメントごとに作成されたログ情報の表示

"詳細トランザクションの表示" ページにアクセスします。

"詳細トランザクションの表示" ページ

[セグメント] 、 [ステータス] セグメントごとにセグメント番号とステータスが表示されます。

[エラー コード] セグメント レベルのエラーが発生した場合は、問題を特定するエラー コー
ドがこのフィールドに表示されます。

[チャネル] 転記または市場レート リクエスト メッセージが送信されたキューが表示さ
れます。

[パブリケーション ID] 転記または市場レート リクエスト メッセージのパブリケーション ID が表示
されます。

[トランザクション パラメータ] このリンクをクリックすると、セグメント情報のサマリが表示されます。転記
先のターゲット システムや市場レートの検索元となるターゲット システムも
表示できます。

[IB メッセージ詳細] このリンクをクリックすると、別の画面が表示され、このセグメントのメッセー
ジ インスタンスに対してメッセージ詳細ページが表示されます。
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グローバル ペイロール会計トランザクションのリセット

一般会計リセット ページにアクセスします。

一般会計リセット ページ

注: 送信された元のトランザクションにエラーが発生したために、トランザクションの再転記が必要にな
る場合にのみ、一般会計リセットを行います。リセットしたら、データのエラーを修正し、一般会計処理を
再度実行します。

[カレンダー グループ ID] GP GL インターフェイス処理をリセットする際に対象となるカレンダー グ
ループを選択します。リセットは選択したカレンダー グループ全体に適用
されます。

このページのそのほかのフィールドは表示専用のため、データの入力や変更はできません。

バッチ転記でのデータのエラー処理
このセクションでは、データのエラー処理の概要と、以下の作業を行う方法について説明します。

• 消去または再処理するデータの特定

• 給与会計行のリセットと再転記

データのエラー処理について

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• データのエラー発生の可能性

• データのエラー修正手順

データのエラー発生の可能性

データのエラー処理が必要な理由を以下に挙げます。
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• 一般会計へデータを転記した後で、給与担当責任者が会計行にエラーがあることを発見する可能性
があります。

• EnterpriseOne の仕訳入力バッチ処理プログラム (R09110Z) を実行すると、特定の勘定科目コードとコ
スト センターの組み合わせが確認され、無効な勘定科目番号が検出される可能性があります。

グローバル ペイロール アプリケーションから一般会計に送信される会計行には、勘定科目コードとコ
スト センターの情報が含まれています。Enterprise の勘定科目コードは EnterpriseOne の主科目と補
助科目に対応し、Enterprise のコスト センターは EnterpriseOne の会社に対応します。

EnterpriseOne の勘定科目はビジネス ユニット、主科目、補助科目で構成されているため、Enterprise
の勘定科目コードとコスト センターの組み合わせでは無効な EnterpriseOne の勘定科目が作成される
可能性があります。

例:

- 有効な EnterpriseOne の会社に対応しないコスト センターを Enterprise で使用する可能性がありま
す。

- EnterpriseOne の会社に複数の勘定科目が含まれていて、それぞれの勘定科目の主科目と補助科
目は同じでも、ビジネス ユニットが異なる場合、統合によって EnterpriseOne には間違ったビジネス
ユニット、主科目、補助科目の組み合わせが作成される可能性があります。

データのエラー修正手順

エラーを発見した場合は、以下の作業を行います。

• 財務担当責任者と給与担当責任者は、意思疎通を図り、エラーの処理方法を調整して、修正するデー
タを特定できるようにする必要があります。

• 給与担当責任者は給与計算設定のエラーの修正が必要になる場合があります。

たとえば、勘定科目コードとコスト センターによって無効な EnterpriseOne 勘定科目番号が作成される
場合、Enterprise の別の勘定科目コードまたはコスト センターに金額を計上する必要が生じる可能性
があります。

• 財務担当責任者は EnterpriseOne の正しい勘定科目に金額を再配布することが必要になる可能性が
あります。

たとえば、EnterpriseOne に複数の勘定科目があり、それぞれの勘定科目の主科目と補助科目は同じ
であるが、ビジネス ユニットについては同一会社内で異なる場合、Enterprise の勘定科目コードとコス
ト センターは正しくても、EnterpriseOne では間違った勘定科目に金額が計上されてしまいます。

一般会計に転記された給与データのエラーは、以下のいずれかの方法で処理できます。

• EnterpriseOne データベースのテーブル内のエラーを修正します。

• EnterpriseOne データベースからエラーを含むレコードを消去して、Enterprise 給与計算アプリケーショ
ンの管理者に以下のリクエストをします。

1. 一般会計転記処理をリセットする。

2. 給与計算設定のエラーを修正する。

3. 一般会計処理を再実行し、その処理結果を再転記する。

F0911Z1 テーブルのエラーが多すぎて修正できなかった場合に、この方法を使用します。
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消去または再処理するデータの特定

給与計算データの再処理が必要な場合、財務担当責任者と給与担当責任者は協力して再処理するデー
タを特定する必要があります。このセクションでは、以下の場合に消去または再処理するデータを特定
する方法について説明します。

• 財務担当部門でデータの修正が発生した場合

• 給与担当部門でデータの修正が発生した場合

財務担当部門でデータの修正が発生した場合

財務担当部門でデータの修正が発生した場合は、以下の作業を行います。

1. 財務担当責任者の作業:

a. オフライン仕訳の処理ページのトランザクション番号フィールドから Enterpriseのプロセスインス
タンス IDを特定します。

このページのトランザクション番号がEnterpriseのプロセスインスタンス IDになります。

参照: JD Edwards EnterpriseOne 8.12 Application Integrations with Oracle PeopleSoft
Enterprise Applications Implementation Guide の「Using the PeopleSoft Enterprise Payroll
to JD Edwards EnterpriseOne General Ledger Integration 」、 「Processing PeopleSoft
Enterprise Payroll Data in JD Edwards EnterpriseOne General Ledger」、「Locating Payroll
Batch Transactions in the JD Edwards EnterpriseOne System」

b. プロセスインスタンス IDを給与担当責任者に連絡します。

2. 給与担当責任者はそのプロセス インスタンスを "トランザクション ステータスの表示" ページで確
認し、影響を受けるカレンダー グループ ID を特定します。

給与担当部門でデータの修正が発生した場合

給与担当部門でデータの修正が発生した場合は、以下の作業を行います。

1. 給与担当責任者の作業:

a. "トランザクションステータスの表示"ページを確認して、再処理が必要なカレンダーグループ IDに
関連付けられているプロセスインスタンス IDを特定します。

b. プロセスインスタンス IDを財務担当責任者に連絡します。

2. 財務担当責任者はこのプロセス インスタンス ID に基づいて、オフライン仕訳の処理ページの給
与計算バッチ処理トランザクションを特定します。

給与計算プロセス インスタンス ID はこのページのトランザクション番号と同じです。

給与会計行のリセットと再転記

EnterpriseOne で F0911Z1 レコードのバッチ処理を消去する場合は、一般会計処理をリセットして、会計
行を再転記するように Enterprise の給与アプリケーション管理者に連絡する必要があります。
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PeopleSoft Enterprise 勤務管理との統合

この章では、勤務管理で記録された給与支給対象時間に対してグローバル ペイロールで実行する給与計算方
法の概要と、以下の作業方法について説明します。

• 勤務管理との統合のためのグローバル ペイロールの設定

• 勤務管理データを使った給与計算の実行

• 給与支給対象時間の支給対象ステータスの更新

• 勤務管理との勤務スケジュールの共有

勤務管理で記録した給与支給対象時間に対するグローバ
ル ペイロールでの給与計算の方法について

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 勤務管理との統合によりグローバル ペイロールで実行されるタスク

• 勤務管理での給与支給対象時間の作成方法

• 給与計算実行を起動したときの処理の仕組み

• 計画の注意点

勤務管理との統合によりグローバル ペイロールで実行されるタスク

勤務管理では、受給者が勤務した時間が管理され、グローバル ペイロールなどの給与計算システムで
処理される給与支給対象時間が算出されます。グローバル ペイロールを勤務管理と統合すると、給与
計算実行時に給与支給対象時間を処理したり、給与計算実行後に費用データを勤務管理に送り返した
り、従業員スケジュールを共有したりすることができます。

勤務管理との統合のためのシステム設定を一度行えば、グローバル ペイロールでは以下の処理が可能
になります。

• 承認済み休暇欠勤データが勤務管理に渡されます。これにより、勤務管理で費用評価用の給与支給
対象時間を作成するために使われるルール プロセスで休暇欠勤データを評価できるようになります。

• 給与計算実行の計算フェーズを起動するたびに、給与支給対象時間がグローバル ペイロールにロー
ドされます。

• 給与支給対象時間が作成済みポジティブ入力として処理されます。これにより作成済みポジティブ入
力に適用されるルールが全て給与支給対象時間にも適用されることになります。

• 現在の期間または相殺する期間の給与支給対象時間が処理されます。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1145



PeopleSoft Enterprise 勤務管理との統合 第 41 章

• 給与計算処理が完了すると、費用データが勤務管理に返されます。これにより、費用データを給与支
給対象時間の入力全体に配分したり、プロジェクト管理などのアプリケーションに送信したりすることが
できるようになります。

注: グローバル ペイロールと勤務管理を統合して使用する場合、休暇欠勤イベント ページ、休暇欠勤イベ
ント セクションの勤務管理セルフサービス タイムシート、または休暇欠勤セルフサービスのページを使用
して、休暇欠勤イベントをグローバル ペイロールに入力できます。休暇欠勤イベントを入力すると、勤務管
理の休暇取得プロセスと勤務時間管理プロセスで使われる休暇欠勤イベント テーブル (GP_ABS_EVENT)
に情報がロードされます。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「給与計算アプリケーションとの統合」、 「勤務
管理とグローバル ペイロールの統合」

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「セルフサービス コンポーネントの使い方」

勤務管理での給与支給対象時間の作成方法

勤務管理でレポートされる時間の各インシデントは、勤務時間レポート コード (TRC) と関連付けられま
す。このコードは、時間のタイプ (正規、ミーティングなど)、ユニット、通貨などの属性を指定するために
使います。時間の各入力にはタスク コードも指定できます。タスク コードを使うと、製品や場所などのカ
テゴリ別に、時間をより詳細なレベルで管理できます。また、勤務管理とグローバル ペイロール間で送受
信する会計情報を管理することもできます。勤務管理をグローバル ペイロールと統合するには、支給、
控除、および休暇取得のエレメントを勤務時間レポート コードにマッピングする必要があります。サポー
ト エレメント、タスク コード変数、チャートフィールドのマッピングが必要になる場合もあります。

勤務管理でレポートされた時間は、給与計算システムに送信して処理する前に、給与支給対象時間に
変換する必要があります。給与支給対象時間には、給与支給処理のための準備ができていることを示
す "給与支給ステータス"が設定されている必要があります。勤務管理の勤務時間管理プロセスでは、
ユーザー定義のルール セットを勤務時間レポート コードに対応した時間入力に適用することによって、
給与計算処理に使用できる給与支給対象時間が生成されます。これらのルールは、時間外労働、休暇
手当、保証時間、連続日数などの状況に対して適用できます。

給与計算実行を起動したときの処理の仕組み

グローバル ペイロールでは、給与計算実行の計算フェーズ中に、処理の準備ができている給与支給対象
時間が勤務管理から抽出されます。グローバル ペイロールで計算フェーズが 初に実行されるときには、
現在のカレンダーに指定された全受給者の処理が行われます。2 回目以降の実行時には、変更された
給与支給対象時間の各インスタンスに対して反復トリガと遡及トリガが作成され、エラーまたは反復トリガ
のある受給者だけが再処理されます。給与支給対象時間は、給与計算を実行するたびに抽出されます。

給与計算実行が 終決定されたら、勤務管理の給与支給対象時間入力を更新する更新プロセスを起動
します。労働コスト配分プロセスと労働単価平準化プロセスを使うように選択してある場合は、更新プロ
セスによってこの 2 つのプロセスも起動されます。労働コスト配分を使わない場合、給与支給対象時間
入力のステータスは、グローバル ペイロールによって CL (終了) に設定されます。

次のフローチャートは、グローバル ペイロールと勤務管理間でのデータのやりとりを示したものです。
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グローバル ペイロールと勤務管理の統合

注: 勤務管理に送信される休暇欠勤データは、受給者の給与支給には使用されません。受給者の給与
支給はグローバル ペイロールで計算されます。労働コスト配分機能を使用する場合は、給与計算が
終決定した後で、算出された金額が勤務管理に送り返されます。

計画の注意点

グローバル ペイロールと勤務管理は両方ともルール ベースのシステムであり、同じタイプのルールを実
行できます。2 つの製品を統合する前に、それぞれのシステムでどのルールを適用するか十分に検討す
る必要があります。一般的には、以下のルールを定義します。

• 超過勤務やシフト特別レートなど特殊な状況を含む給与支給対象時間を計算するルールを勤務管理
で定義します。

• 支給を計算するルールをグローバル ペイロールで定義します。
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勤務時間レポート コード (TRC) は、総支給額と純支給額の累計に加算または減算されるグローバル ペ
イロールの支給と控除にマッピングされます。勤務時間レポート コードに支給エレメントをどのようにマッ
ピングするのかを決める必要があります。たとえば、総支給額に累計されない支給エレメントに勤務時
間レポート コードをマッピングするとします。この方法では、勤務時間レポート コードに関連付けられて
いる費用であっても、支給総額に含めない費用 (たとえば事業主が支払う社会保険料など) を計算する
ために、別のルールを使用することができます。給与所得者に対してこれと同じ方法を適用すれば、勤
務管理で集計された時間を給与計算そのものには使用せず、費用の算出にのみ使用するといったこと
が可能になります。

以下に要点をまとめます。

• 総額に累計する支給エレメントを 1 つ定義します。

これは、給与計算処理で受給者の給与明細を計算するために使用される支給エレメントです。このエ
レメントは勤務時間レポート コードにマッピングしないでください。

• 総支給額に含めない 2 番目の支給エレメントを定義します。

この支給エレメントは費用算出の目的だけに使います。この支給エレメントには、受給者給与に加えて、
間接費など追加する必要がある費用は全て含めることができます。このエレメントを勤務時間レポート
コードにマッピングし、正確な費用データを勤務管理に返して、原価管理、計画、または予算編成のア
プリケーションで使用できるようにします。

注: 時間給労働者などの場合のように、総支給額に 2 番目の支給エレメントを追加する必要がある場
合は、総支給額に累計する 2 番目の支給エレメントに勤務時間レポート コードをマッピングすることが
できます。

注: 勤務時間レポート コードをマッピングする全ての支給エレメントがポジティブ入力を受信するように
設定されていることを確認してください。グローバル ペイロールでは勤務管理の情報が作成済みポジ
ティブ入力として取得されるためです。

注: 勤務時間レポート コードにマッピングされたエレメントのステータスを非アクティブに変更する場合
は、勤務管理で勤務時間レポート コードのマッピングを更新します。

勤務管理との統合のためのグローバル ペイロールの設定
このセクションでは、以下の方法について説明します。

• チャートフィールドと変数のマッピング

• 勤務時間レポート コードと実行タイプのマッピング

• 給与支給対象時間のトリガ作成

• タスクとサポート エレメントのマッピング

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook
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勤務管理と統合するためのグローバル ペイロール
の設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[チャートフィールドマップ] GP_CHART_ELEM [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[インテグレーション]、
[チャートフィールドコード
マップ]、[チャートフィールド
コードマップ]

勤務管理で定義された
チャートフィールドをグロー
バルペイロールで定義し
たチャートフィールド変数
にマッピングします。

[実行タイプ] GP_RUN_TYPE [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバ
ルペイロール/休暇欠
勤管理]、[フレームワー
ク]、[プロセス]、[実行タイ
プ]、[実行タイプ]

給与計算実行の実行タイ
プを定義して、勤務管理の
勤務時間レポートコードと
変動報酬に関連付けます。

[トリガ定義] GP_TRGR_SETUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[トリガ]、[トリガ定
義]、[トリガ定義]

トリガタイプ、レコードレベ
ル、トリガで使用するフィー
ルドを定義して、イベント ID
に関連付けます。

[タスクコードマップ] GP_TL_TASK_ELEM [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[インテグレーション]、
[タスクコードマップ]、[タス
クコードマップ]

勤務管理で定義されたタス
クコードをグローバルペ
イロールで定義したサ
ポートエレメントにマッ
ピングします。

チャートフィールドと変数のマッピング

チャートフィールド マップ ページにアクセスします。

チャートフィールド マップ ページ
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グローバル ペイロールでは、以下に示す勤務管理の各チャートフィールドに対してそれぞれ変数が用意
されています。

• GP GL PRODUCT

• GP GL PROJECT

• GP GL DEPT

• GP GL FUND

• GP GL PROGRAM

• GP GL CLASS

• GP GL AFFILIATE

• GP GL ALT_ACCOUNT

• GP GL BUDGET_REF

• GP GL CHARTFIELD1

• GP GL CHARTFIELD2

• GP GL CHARTFIELD3

• GP GL AFF_INTRA1

• GP GL AFF_INTRA2

チャートフィールド マップ ページでは、PeopleSoft の標準設定チャートフィールドを上記のチャートフィー
ルドの変数にマッピングできます。このマッピングにより、グローバル ペイロールでは給与支給対象時間
のチャートフィールド情報を受信できます。組織が業務を行っているそれぞれの国に対して異なるマッピ
ング方法を作成できます。

注: 大 8 つのマッピング チャートフィールドを PeopleSoft Enterprise 一般会計に自動的に送信できま
す。したがって、各マッピングに追加するチャートフィールドは 8 つ以内にしてください。

[チャートフィールド コード] 変数にマッピングする勤務管理チャートフィールドを入力します。

[エレメント入力タイプ] チャートフィールドのマッピング先のエレメントのタイプを選択します。有効
値は以下のとおりです。

[変数]: ユーザーによって作成された変数です。たとえば、フィールドに表
示される情報と一致するように、GP GL CHARTFIELD1 の名前を変更する
といった場合があります。

[システム エレメント]: PeopleSoft で提供される標準の設定チャートフィー
ルドです。

[エレメント名] チャートフィールドのマッピング先の変数の名前を選択します。

[セットID フィールド コード]
、 [サポート エレメント]

変数またはシステム エレメントに関連付けられたセット ID フィールドが表
示されます。

タスクのマッピングと給与支給対象時間のバンドル

タスク コードをエレメントにマッピングすることにより、勤務管理から受け取った給与支給対象時間をグ
ローバル ペイロールでバンドルするための条件が指定されます。給与支給対象時間がポジティブ入力
テーブルにロードされると、グローバル ペイロールでは類似のデータ行がバンドルされ、後で勤務管理
に返される相互参照番号が各バンドルに割り当てられます。バンドルを行うには、入力が以下の条件を
満たしている必要があります。
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• 同一のスライスおよびセグメント内にあること

• 同じ通貨およびレートを共有していること (通貨およびレート情報がある場合)

• 同じタスク値を共有していること

このルールは、サポート エレメントにマッピングされたタスクにだけ適用されます。

注: グローバル ペイロールでは、勤務管理の期間、セグメント、またはスライスの終了日が、バンドルさ
れた入力セットに関連付けられたシステム エレメント "指定日の給与レート" にロードされます。分割が
ない場合には、勤務管理期間の終了日が使われます。分割がある場合には、セグメントまたはスライス
の終了日が使われます。システム エレメントにより、レート コードの有効日付き定義が取得されます。

受給者レベルでのチャートフィールド値の上書きの定義

勤務管理の PeopleSoft 標準設定チャートフィールドをグローバル ペイロールの変数またはシステム エ
レメントにマッピングすると、どのチャートフィールドが支給や控除に関連付けられているかが自動的に識
別されるようになります。グローバル ペイロールでは、これらのサポート エレメントを使用して、勤務管理
からグローバル ペイロールに送信される受給者レベルのチャートフィールド値を保存します。

参照: 第 18 章、 「上書きの設定」 、 「受給者上書きの定義」 、 470ページ

勤務時間レポート コードと実行タイプのマッピング

実行タイプ ページにアクセスします。

グローバル ペイロールでは、実行タイプが各カレンダーに関連付けられている必要があります。実行タ
イプによって、給与計算実行のプロセス タイプ (給与計算または休暇欠勤計算)、プロセス リスト、有効
な勤務時間レポート コードが識別されます。給与計算プロセスを実行すると、実行タイプにリストされた
各勤務時間レポート コードについて、(グループとペイロールの期間終了日時点での) 有効日付き定義
が取得されます。次に、その実行タイプに含まれている勤務時間レポート コードの給与支給対象時間入
力だけが抽出されます。

勤務管理システムで、支給、控除、休暇取得エレメントをそれぞれ対応する勤務時間レポート コードに
マッピングします。

関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「実行タイプの定義」 、 408ページ

給与支給対象時間のトリガ作成

トリガ定義ページにアクセスします。

グローバル ペイロールでは何らかのシステム アクションに結びつくデータ変更を検出するためにトリガを
使用します。グローバル ペイロールに送信した給与支給対象時間に対して勤務管理で加えられる変更
を検出するために、2 種類のトリガ (反復トリガと遡及トリガ) を作成します。変更が加えられると、次回給
与計算処理を実行したときに、遡及処理がトリガされます。

注: 遡及トリガを作成する前に、遡及イベント定義ページでトリガ イベント ID を定義してください。

[レコード (テーブル) 名] [TL_PAYABLE_TIME] を選択します。

[トリガ タイプ] [遡及] または [反復] を選択します。

[トリガ ステータス] [アクティブ] を選択します。
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[トリガ レベル] [レコード] を選択します。

[トリガ イベント ID] このフィールドは遡及トリガの場合のみ入力可能です。

[トリガ有効日タイプ] このフィールドは遡及トリガの場合のみ入力可能です。

関連項目:

第 30 章、 「トリガの設定」 、 「トリガ定義の設定」 、 807ページ

タスクとサポート エレメントのマッピング

タスク コード マップ ページにアクセスします。

タスク コード マップ ページ

タスクを使用して、会社、ビジネス ユニット、製品、部門など、受給者が勤務時間をレポートする単位 (エ
ンティティ) を定義します。

タスク エンティティをマッピングしないと、グローバル ペイロールでは費用の計算が支給と控除のレベル
だけで行われるため、タスク別の費用内訳の情報が勤務管理に提供されません。組織が業務を行って
いるそれぞれの国に対して異なるマッピング方法を作成できます。

[タスク マッピング]

グローバル ペイロールにロードする各勤務管理エレメントの数だけ行を挿入します。グローバル ペイロー
ルでは、バンドル処理時に、選択したエンティティについて同じ値を共有する給与支給対象時間のインス
タンスが 1 つにまとめられます。たとえば、[タスク フィールド コード] フィールドで [ビジネス ユニット] を
選択した場合には、同じビジネス ユニットを共有する給与支給対象時間のインスタンスが給与計算実行
の開始時にバンドルされます。

[タスク フィールド コード] サポート エレメントにマッピングする勤務管理のエンティティを選択します。
有効値は以下のとおりです。

[ビジネス ユニット]、[組み合わせコード]、[会社]、[国]、[部門 ID]、[職務
コード]、[所在地]、[製品]、[レート値]、[都道府県州]、[USERFIELD1]～
[USERFIELD5]

[エレメント タイプ] タスク コードのマッピング先のエレメントのタイプを選択します。[変数] ま
たは [システム エレメント] のいずれかを選択します。

[エレメント名] タスク フィールド コードとして [部門 ID]、[所在地]、または [職務コード]
を、エレメント タイプとして [システム エレメント] を選択すると、タスク エン
ティティの値を抽出するエレメントの名前がこのフィールドに自動的に表示
されます。その他の場合は、タスクのマッピング先のエレメントの名前を選
択します。[エレメント タイプ] フィールドのフィールド値に応じて、システム
エレメントまたは変数エレメントのリストからだけ選択できます。
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[セットID フィールド コード]
、 [サポート エレメント]

タスク フィールド コードとして [部門 ID]、[所在地] または [職務コード] を、
エレメント タイプとして [システム エレメント] を選択すると、エレメントと関
連付けられているセットID フィールド コードとそのセットID フィールド コー
ドに関連付けられているシステム エレメントの名前がそれぞれ自動的に
表示されます。

勤務管理データを使用した給与計算の実行
このセクションでは、遡及処理の概要と以下の項目について説明します。

• 給与計算実行の準備

• 給与計算実行の起動

• 給与計算実行のキャンセル

遡及処理について

勤務管理で調整された給与支給対象時間では 2 行のデータが作成されます。1 つの行では古い値が取
り消されたり、相殺されます。もう 1 つの行には新しい値が入ります。グローバル ペイロールでは、元の
行と相殺行が無視され、新しく作成された行に対して処理が行われます。

勤務管理のデータを変更すると遡及トリガが作成され、現在の支給期間または繰越期間のどちらかで、
支給期間の再計算と修正が行われます。

給与計算実行の準備

給与計算実行を準備するには、以下の手順に従います。

1. 勤務時間管理プロセスが実行されていることを確認します。

承認済みの各休暇欠勤イベントについて、休暇取得エレメントのコード、休暇の開始と終了日、さ
らに、1 日に満たない休暇欠勤があればその時間が勤務管理で参照されます。また、勤務管理
のスケジュール決定プロセスもトリガされます。このプロセスにより、休暇欠勤日、つまり勤務日の
既定時間の一部でも勤務時間として記録されていない日が検出され、従業員のデフォルトのスケ
ジュールに基づいて、それぞれの休暇欠勤時間数が決定されます。

勤務時間管理プロセスを実行して、レポート済みおよびスケジュール済みの勤務時間を給与支
給対象時間に換算する必要もあります。

注: 勤務管理では承認済みの休暇欠勤データだけが処理され、未承認の休暇欠勤データは勤務
管理の給与支給対象時間テーブルに渡されません。

2. 勤務管理データを選択するカレンダーを作成します。

グローバル ペイロールの "カレンダー" の定義ページを使用して給与計算実行用のカレンダーを
作成する際には、以下のようにカレンダーを設定します。
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• 指定期間のデータを抽出します。

[勤務カレンダー] フィールドで期間を選択します。全てのカレンダー期間を表示するプロンプト
テーブルから選択します。[勤務カレンダー] フィールドを空白のままにしておくと、給与支給対象
時間を抽出できません。勤務カレンダーの期間 ID は、現在の期間 ID と同一の場合も異なる場
合もあります。たとえば、勤務カレンダー期間 ID として 3 月、現在の期間 ID として 4 月が選択
されているとすると、受給者が選択の対象となるには、3 月に給与支給対象時間があり、4 月に
少なくとも 1 日は勤務している必要があります。

• 実行タイプを選択して、処理対象の勤務時間レポート コードを指定します。

3. 勤務時間管理プロセスが支給対象の受給者に対して実行されていることを確認します。

注: グローバル ペイロールでは支給グループ別に給与計算プロセスを実行します。勤務管理で
はワークグループ別に勤務時間管理プロセスを実行します。給与計算を開始する前に、給与計算
実行の対象となる全受給者に対して勤務時間管理プロセスを必ず実行しておきます。

参照: 第 41 章、 「PeopleSoft Enterprise 勤務管理との統合」 、 「勤務管理との勤務スケジュールの共有」
、 1158ページ および 第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「カレンダーと受給者選択条件のリンク」 、 417
ページ

給与計算実行の起動

勤務管理データを使用して給与計算実行を開始するには、以下の手順に従います。

1. 給与計算プロセスの確認フェーズを起動して受給者を選択します。

グローバル ペイロールでは、"カレンダー" の定義ページで指定した実行タイプと [勤務カレンダー
] フィールドの期間にマッピングされた勤務時間レポート コードに給与支給対象時間のある受給
者が検索されます。確認プロセスは、単独で起動することも、計算プロセスから起動することもで
きます。

2. 計算フェーズを起動して給与支給対象時間を選択します。

グローバル ペイロールでは、選択した受給者の給与支給対象時間がポジティブ入力作成テーブ
ルにロードされます。また、以下の条件を満たす給与支給対象時間の行だけが検索されます。

• カレンダー実行タイプにマッピングされた勤務時間レポート コード (TRC) がある。

• 現在期間の入力については、以下のいずれかの給与支給ステータスを持つ。

ES(見積済 - 給与計算実行可)

AP(承認済 - 給与計算承認)

SP(給与計算に送信)

RP(給与計算で却下)

• 遡及期間の入力について、給与支給ステータスが以下のもの以外であること

NA(要承認)

CL(終了): 支給システム フィールドが グローバル ペイロール に設定されていないとき

IG (無視)

NP (支給なし)

OE (オンラインでの見積のみ)
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• グローバル ペイロールでは、以下のように各入力の給与支給ステータスの更新も行われます。

SP - グローバル ペイロールにロードされた全支給対象時間の入力に適用されます。ただし、ス
テータスが PD (支払済 - 労働コスト配分) または DL (支払済 - 平準労働単価) の入力は除
きます。

IG - 勤務管理で相殺値や新規入力が作成される変更が行われたために、今後使用されること
のない全給与支給対象時間の入力に適用されます。

参照: PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「給与支給対象時間について」、
「給与支給対象時間のステータスと理由コード」

3. 結果を検証しエラーを修正します。

受給者メッセージ ページで、処理エラーやメッセージを確認します。計算フェーズを完了した支給
対象時間の入力は、ポジティブ給与計算ページで参照できます。ソースの値が "勤務管理" に
なっている入力を確認します。ポジティブ給与計算ページには、バンドルされた支給対象時間の
入力で、処理が終了したものも表示されます。

勤務管理で作成された入力値を調整または修正する必要がある場合には、まず勤務管理でその
値に変更を加えた後で計算フェーズを再び実行します。この操作を行うことにより、勤務管理とグ
ローバル ペイロールのデータの同期を保つことができます。

給与計算実行のキャンセル

給与計算実行をキャンセルすると、勤務管理からグローバル ペイロールにロードされた給与支給対象時
間のデータが削除され、各給与支給対象時間入力の給与支給ステータスが RP (給与計算で却下) に更新
されます (理由コードは "キャンセル")。ただし、以下の 2 つの条件に該当する場合は、例外となります。

• 給与支給ステータスが "PD"、"DL"、"CL" または "TP" (取得済 - 給与計算で使用済) の場合

• 給与支給対象時間がほかの給与計算システムにも送信されている場合 (入力に関連付けられている
給与計算システムのフラグに基づく)

給与支給対象時間入力の給与支給ステータスの更新
このセクションでは、給与支給対象時間のステータス更新の概要と、給与支給ステータスの更新と費用
データの返送を行う方法について説明します。

給与支給対象時間のステータスの更新

グローバル ペイロールの "勤務管理へ送信" ページから更新プロセスを起動して、更新の処理を開始し
ます。

更新プロセスでは以下の処理が行われます。

• SP (給与計算に送信) に設定された各入力の給与支給ステータスが以下のように更新されます。

- 入力が正しく処理されても、勤務管理で労働コスト配分機能が使用可になっていない場合は、ステー
タスは CL (クローズ) になります (理由コードは "配分なし")。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1155



PeopleSoft Enterprise 勤務管理との統合 第 41 章

- 入力が抽出されても、処理されなかった場合は、RP (給与計算で却下) になります (理由コードは "
未処理")。

このステータスが適用されるのは、グローバル ペイロールで給与支給対象時間が処理されない場
合です。これは、ユーザーが同じ支給エレメントまたは控除エレメントに手動でポジティブ入力を行っ
た場合に生じる可能性があります。手動で行ったポジティブ入力は常に優先されます。このことは、
従業員が支給または控除の対象でない場合や受給者が給与計算からキャンセルされた場合にも生
じることがあります。

• 各給与支給対象時間入力に対して元の勤務管理連番が返されます。同時に、その連番に対応して、
グローバル ペイロールのバンドル プロセス中に作成された相互参照番号も返されます。

この相互参照番号により、勤務管理ではどの入力がバンドルされたかが識別され、支給と控除につい
て算出された費用を日次詳細にリンクできるようになります。

• 勤務管理で労働コスト配分機能を使用できるように設定してある場合は、給与支給対象時間の入力に
関連付けられている費用データが勤務管理に送られます。

労働コスト配分機能は使用可能、労働単価平準化機能は使用不可になっている場合は、グローバル
ペイロールから送られた労働コスト配分額と平準化された労働コスト配分額は同じになります。

• 労働コスト配分機能と労働単価平準化機能の両方が勤務管理で使用可能に設定されている場合は、
労働コスト配分額がグローバル ペイロールから勤務管理に送られます。その後、労働単価平準化プ
ロセスが起動されます。

関連項目:

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「給与支給対象時間について」

PeopleSoft Enterprise HRMS 勤務管理 9.0 PeopleBook、 「給与計算アプリケーションとの統合」、 「労働
コストの配分と労働単価の平準化」

給与支給対象時間入力の給与支給ステータスの更新に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[勤務管理へ送信] GP_TL_PREPARE [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[勤務管理/
一般会計]、[費用データを
勤務管理へ送信]、[費用
データを勤務管理へ送信]

支給対象時間入力の給与
支給ステータスを勤務管
理で更新します。また、
労働コスト配分機能が
有効な場合は費用デー
タを返します。

このページを使用する
前に、給与計算実行を

終決定しておく必要
があります。

給与支給ステータスの更新と費用データの返送

"勤務管理へ送信" ページにアクセスします。
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"勤務管理へ送信" ページ

1 回の給与計算実行につき更新プロセスを 1 回だけ実行できます。プロセス ストリームを使用して給与
計算を実行した場合には、同じプロセス ストリームを使用してデータを勤務管理に返すことができます。
1 回に 1 つのストリームに対してラン コントロールを起動します。実行するたびにこのページに戻り、次
のストリームに対してラン コントロールを起動します。

[給与計算実行]

[カレンダー グループ ID] データを勤務管理に送るカレンダー グループを選択します。 終決定した
カレンダー グループのみを選択できます。

[ストリーム番号] 、 [ス
トリーム処理]

選択したカレンダー グループがストリーム処理を行うように設定されてい
る場合には、[ストリーム処理] チェック ボックスがオンになります。処理す
るストリーム番号を選択します。

[転記日] 現在の日付がデフォルト値として表示されます。ユーザーはこの日付を適
切な転記日に変更することができます。一般会計が実行されている場合
は、このフィールドに値を入力することはできなくなり、一般会計の転記日
が表示されます。

[処理オプション]

[統計の更新] このチェック ボックスは、データベース管理者がシステムの処理効率を
適化するために使用します。オンにすると、バッチ処理中に統計が出力さ
れ、作業テーブルの使用状況に関する情報を得ることができます。

[カレンダー リスト]

[支給グループ] 、 [カレン
ダー ID]

[支給グループ] フィールドには、[カレンダー ID] フィールドに表示されるカ
レンダーに関連付けられた支給グループが表示されます。[カレンダー ID]
フィールドは [カレンダー グループ ID] フィールドに関連付けられています。

[支給日] カレンダーに設定された支給日が表示されます。
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[ストリーム]

[ストリーム番号] 処理したストリームの番号が表示されます。

[開始従業員 ID] 、 [終了従
業員 ID]

このストリームで処理された従業員 ID が表示されます。

[勤務管理送信日時] プロセス ストリームが勤務管理に送信された時刻が表示されます。

関連項目:

第 21 章、 「給与計算の処理」 、 「ストリーム処理の作成」 、 593ページ

勤務管理との勤務スケジュールの共有
勤務管理およびグローバル ペイロールでは、スケジュールの設定および割り当てに、多数の共通ペー
ジや共通レコードを使います。両方のシステムを使用している場合、スケジュールの設定と割り当ては 1
回で済みます。ただし、表示されるスケジュール情報はアプリケーションによって異なります。

• グローバル ペイロールから "勤務スケジュールの割当" ページにアクセスすると、代替勤務スケジュー
ルを割り当てるためのフィールドが表示されます。

勤務管理からこのページにアクセスした場合は、これらのフィールドは表示されません。

• グローバル ペイロールからシフト ページにアクセスする場合には、ユーザーが定義したスケジュール
設定フィールドの 4 つにデータを入力できます。

勤務管理からこのページにアクセスした場合は、これらのフィールドは表示専用になります。

• グローバル ペイロールから "勤務スケジュールの割当" ページにアクセスすると、部門セキュリティの
設定によりアクセスが許可されている受給者を表示できます。

勤務管理からこれらのページにアクセスする場合は、そのアプリケーションのセキュリティ オプション
によって表示される受給者が異なります。

• グローバル ペイロールまたは勤務管理から "勤務スケジュールの割当" ページにアクセスすると、デ
フォルトのスケジュールが使用中の場合、別のスケジュールが表示される場合もあります。

勤務管理では、受給者のデフォルト スケジュールとしてワークグループのスケジュールが使用されま
す。一方グローバル ペイロールでは、支給グループのスケジュールが使用されます。受給者がデフォ
ルト スケジュールを使用するように設定されていて、支給グループとワークグループに異なるデフォル
ト スケジュールが指定されている場合は、2 つのページに表示される内容が異なります。

関連項目:

第 13 章、 「スケジュールの使い方」 、 327ページ
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変動報酬機能との統合

この章では、変動報酬の報奨の概要とその処理方法について説明します。

変動報酬の報奨について
PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソース管理の変動報酬管理ビジネス プロセスを使用すると、複数
の奨励プランを作成、管理できます。奨励プランに基づく報奨は、金銭であっても金銭以外であっても、
PeopleSoft グローバル ペイロールを使って受給者に支払うことができます。

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 変動報酬との統合のためのグローバル ペイロールの設定

• 変動報酬報奨の承認

• 報奨の取得と検証

• 変動報酬データのインテグレーション ポイント

関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「実行タイプの定義」 、 408ページ

第 17 章、 「ポジティブ入力の使い方」 、 433ページ

変動報酬との統合のためのグローバル ペイロールの設定

変動報酬アプリケーションで、各変動報酬プランをグローバル ペイロールの適切な支給エレメントにマッ
ピングする必要があります。

グローバル ペイロールでは、取得および処理の対象となる報奨レコードに関連付けられた支給エレメント
を指定します。報奨処理で使用するカレンダーの実行タイプを設定する際に、この情報を実行タイプ ペー
ジの変動報酬詳細グループ ボックスに入力します。

報奨取得プロセスでは、実行タイプに含まれる支給エレメントに関連付けられている報奨レコードだけが
取得されます。

関連項目:

第 16 章、 「カレンダーの使い方」 、 「実行タイプの定義」 、 408ページ
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変動報酬報奨の承認

変動報酬の報奨がヒューマン リソース管理で承認されると、グローバル ペイロールからアクセスできる
一時ファイルに報奨データが送信されます。グローバル ペイロールではそのデータが検証され、その結
果承認された報奨と承認されなかった報奨が変動報酬アプリケーションに通知されます。承認された報
奨はポジティブ入力の作成済みデータ テーブルにロードされます。

給与計算処理を実行すると、ソースから受け取ったポジティブ入力に対する処理と同じ処理が報奨デー
タに対して実行されます。給与計算処理を 終決定したら、報奨データが処理済みであることを変動報
酬に通知します。処理の前に報奨データを却下または削除できます。

報奨の取得と検証

変動報酬管理からグローバル ペイロールに報奨レコードが送信されたら、レコードを取得して検証しま
す。検証プロセスを通過したレコードはポジティブ入力の作成済みデータ テーブルにロードされ、更新で
きなくなります。

エラーのある報奨レコードは、グローバル ペイロールから変動報酬管理に通知されます。これらのエラー
メッセージは変動報酬の管理者用ですが、PS アプリケーション サービス オペレーション モニターに表
示することもできます。各メッセージのステータスはエラー (E) で、以下のいずれかの理由コードが含ま
れています。

• 03: 無効通貨コード

• 05: 既存のトランザクションあり

• 09: グローバル ペイロール更新エラー

• 11: ACK_PUB 更新エラー

• 13: PIN 番号無効

変動報酬管理の管理者は必要な修正を行い、グローバル ペイロールに修正レコードを再送します。

変動報酬データのインテグレーション ポイント

以下の 2 つのインテグレーション ポイントを使用して、ヒューマン リソース管理とグローバル ペイロー
ルとの間で変動報酬データを転送します。

• 変動報酬の支払リクエスト (GP)

- このインテグレーション ポイントでは、変動報酬支給リクエスト サービス オペレーション (VAR_COMP_
PAYMENT_REQUEST_GP) が使用されます。

データは変動報酬給与計算インターフェイス チャネル (VAR_COMP_PAYROLL_INTERFACE) から提
供されます。

- ヒューマン リソース管理により、データが変動報酬リクエスト ステージング テーブル (PS_VCGP_RQT_
PUB) に送信され、グローバル ペイロールで使用できるようになります。

• 変動報酬の支給 (GP) の承認/確認

- このインテグレーションポイントでは、変動報酬支給承認サービスオペレーション (VAR_CMP_PAYMENT_
ACKNOWLEDGE_GP) が使用されます。

データは変動報酬給与計算インターフェイス チャネル (VAR_COMP_PAYROLL_INTERFACE) から提
供されます。

- このインテグレーション ポイントでは、変動報酬支給承認のグローバル ペイロール送信ルール
(VAR_CMP_PAYMENT_ACKNOWLEDGE_GP) も使用されます。
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- グローバル ペイロールにより、データが給与計算承認ステージング テーブル (PS_GPVC_ACK_PUB)
に送信されます。

次に、ヒューマン リソース管理でテーブルを受信してグローバル ペイロールのデータが取得されま
す。この送信と受信は、ほぼリアルタイムで行われます。

注: PeopleSoft アプリケーションで使用されるインテグレーション ポイントの技術的詳細については、
Customer Connection の Implementation Guide セクションにある「Interactive Services Repository」を参照
してください。

変動報酬報奨の処理
このセクションでは、以下の方法について説明します。

• 報奨の取得

• 報奨の却下

• 報奨の削除

• 変動報酬管理への給与計算結果の通知

変動報酬報奨の処理に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[変動報酬取得] GP_VC_AWARDS [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[給与
計算の準備]、[変動報酬取
得]、[変動報酬取得]

変動報酬の報奨データの
取得と検証、報奨データの
却下または削除を行いま
す。また、給与計算実行の

後に変動報酬管理への
通知を行います。

報奨の取得

変動報酬取得ページにアクセスします。
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変動報酬取得ページ

報奨データを取得するには、以下の手順に従います。

1. [報奨データをグローバル ペイロールにロード] をオンにします。

2. カレンダー グループ ID、支給グループおよびカレンダー ID を選択します。

3. [実行] ボタンをクリックします。

[実行プロセスの選択]

[報奨データをグローバル
ペイロールにロード]

変動報酬管理からグローバル ペイロールに報奨データをロードするには、
このオプション ボタンをオンにします。

[プラン ID の報奨データ
を却下]

選択したプラン ID の報奨データとグローバル ペイロールで取得されなかっ
た支給期間を却下する場合は、このオプション ボタンをオンにします。

警告: このオプションは、変動報酬管理の管理者からの要求があった場合
にのみ使用します。

[プラン ID の報奨データ
を削除]

選択したプラン ID の報奨データとグローバル ペイロールで取得されたが
給与計算プロセスで計算されなかった支給期間を削除する場合は、このオ
プション ボタンをオンにします。

[変動報酬に通知を送信] 給与計算実行が 終決定された後で、変動報酬管理にその結果を通知す
る場合は、このオプション ボタンをオンにします。

共通フィールド

[カレンダー グループ ID] 報奨データが処理される給与計算実行に関連付けられているカレンダー
グループ ID を選択します。
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カレンダー グループ ID によって、ポジティブ入力テーブルにロードされる
支給グループとカレンダー ID が決まります。ソース カレンダーの実行 ID
には変動報酬プラン ID がロードされます。

[支給グループ] 報奨データを受け取る受給者に関連付けられている支給グループを選択
します。

[カレンダー ID] 報奨データが関連付けられたカレンダー ID を選択します。

注: このカレンダーの実行タイプにリストされている支給エレメントに関連
付けられた報奨のみが取得、処理されます。

[変動報酬プラン ID] 、 [支
給期間 ID]

[プラン ID の報奨データを却下] または [プラン ID の報奨データを削除]
がオンの場合に、これらのフィールドが表示されます。報奨を却下または
削除する変動報酬プランと支給期間を選択します。

報奨データで更新されるポジティブ入力のフィールド

次の表に、グローバル ペイロールのポジティブ入力のフィールドにロードされる報奨値を示します。

PI フィールド 値

EMPLID 変動報酬管理のEMPLID と一致

EMPL_RCD 変動報酬管理のEMPL_RCDと一致

GP_PAYGROUP 変動報酬管理のGP_PAYGROUPと一致

CAL_ID 変動報酬管理のCAL_ID と一致

SRC_CAL_ID 変動報酬管理のVC_PLAN_ID と一致

PIN_VER_NUM 1

PIN_NUM 変動報酬管理のPIN_ERN_NUMと一致

PI_SOURCE G

GEN_INSTANCE 1

END_DT 変動報酬管理のEND_DT と一致

BGN_DT 変動報酬管理のBGN_DT と一致

SRC_CAL_RUN_ID 変動報酬管理のCAL_ID と一致
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PI フィールド 値

ENTRY_TYPE_ID ER0

PI_ACTION_TYPE 0

CURRENCY_CD 変動報酬管理のCURRENCY_CD と一致

GP_AMT 変動報酬管理のVC_AWARD_VALUE と一致

ENTRY_TYPE_AMT '002'

DESCR 'VC Award Payment'・(変動報酬管理の報奨支給)

報奨の却下

変動報酬取得ページにアクセスします。

変動報酬管理の管理者が誤った報奨レコードを送信した場合、それらのレコードがグローバル ペイロー
ルでまだ取得されていなければ、選択した変動報酬プラン ID と支給期間のレコードを全て却下できま
す。この機能により、報奨の処理を中止できますが、これは、変動報酬管理の管理者から要求があった
場合にのみ実行します。報奨を却下すると、グローバル ペイロールから変動報酬管理に次のコードが
付いたメッセージが送信されます。

コード 07: 全て却下 - ユーザー リクエスト/全て却下

報奨レコードを却下するには、以下の手順に従います。

1. [プラン ID の報奨データを却下] をオンにします。

2. 変動報酬プラン ID と 支給期間 ID を入力します。

3. [実行] ボタンをクリックします。

報奨の削除

変動報酬取得ページにアクセスします。

グローバル ペイロールにロードされた報奨レコードは、給与計算処理の計算フェーズ前であれば削除
できます。レコードを削除すると、グローバル ペイロールから変動報酬に次のコードが付いたメッセージ
が送信されます。

コード 12: GP PI から削除済/削除済

報奨レコードを削除するには、以下の手順に従います。

1. [プラン ID の報奨データを削除] をオンにします。

2. 変動報酬プラン ID と 支給期間 ID を入力します。

3. [実行] ボタンをクリックします。
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変動報酬管理への給与計算結果の通知

変動報酬取得ページにアクセスします。

報奨データを含む給与計算実行を 終決定する準備ができたら、変動報酬管理に通知します。通知に
は以下の情報が含まれます (ステータスは支払済)。

• 従業員 ID

• 雇用レコード番号

• 変動報酬プラン ID

• 変動報酬支給期間 ID

• GB グループ ID

• 変動報酬報奨日

• 変動報酬報奨値

グローバル ペイロールは、支給対象ではない報奨に関する通知も変動報酬管理に送信します。これら
の報奨には [エラー] または [却下] のステータスが割り当てられ、支給対象外となった理由と共に変動
報酬管理に返されます。

通知プロセスは複数回実行できます。通知プロセスを実行するたびに、まだ変動報酬管理に通知されて
いない報奨が全て検出されます。

給与計算結果を変動報酬管理に通知するには、以下の手順に従います。

1. [変動報酬に通知を送信] をオンにします。

このオプションを選択すると、[実行プロセスの選択] グループ ボックスのフィールドだけが表示さ
れます。

2. [実行] ボタンをクリックします。
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PeopleSoft Enterprise パフォーマンス マネ
ジメントとの統合

この章では、パフォーマンス マネジメント インターフェイスの概要と、以下の方法について説明します。

• 配布された設定データの確認

• パフォーマンス マネジメント テーブルへのデータの抽出

パフォーマンス マネジメント インターフェイスについて
グローバル ペイロール システムはパフォーマンス マネジメントのデータ ウェアハウスとインターフェイス
することができます。給与計算 COBOL プロセス (GPPDPRUN) の 終決定フェーズから、支給、控除お
よび累計の情報をグローバル ペイロールの EPM テーブルに送信できます。パフォーマンス マネジメント
では、この EPM テーブルから支給、控除、累計の情報にアクセスし、受信することができます。

パフォーマンス マネジメントとの統合に必要なデータを準備し、抽出するには、主に以下の作業を行い
ます。

1. パフォーマンス マネジメント テーブルへデータを抽出するために配布された設定データを確認し、
国別の対応が必要な場合は、この設定データに変更を加えます。

2. 給与計算プロセスの 終決定フェーズを実行します。これにより、パフォーマンス マネジメント テー
ブルにデータがロードされます。

参照: 第 21 章、 「給与計算の処理」 、 577ページ

上記の作業が済み、パフォーマンス マネジメント データベースとの統合の事前設定が全て完了したら、
このデータベースにデータをインポートできます。パフォーマンス マネジメント統合の事前設定、グローバ
ル ペイロールからパフォーマンス マネジメントへのデータのインポートについては、パフォーマンス マネ
ジメントの PeopleBook に説明されています。

グローバル ペイロール データベースの設定データの確認
パフォーマンス マネジメントに給与データを送信するには、グローバル ペイロールのデータベースを設
定する必要があります。PeopleSoft では、この設定に必要なサンプル データを全て提供しています。た
だし、国別の対応が求められる場合は、サンプル データの変更が必要になることがあります。パフォー
マンス マネジメントとの統合には、グローバル ペイロールのデータベースに以下のデータを定義する必
要があります。

• 書込可能アレイ: GP WA GUIDE
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• レポート データ: GP_EPM

• PSJob ジョブ定義: GP_PAYE

配布された設定データの確認に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[書込可能アレイ名] GP_PIN [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[書込可能アレ
イ]、[書込可能アレイ名]

書込可能アレイ名の詳細
を確認します。

[定義とフィールド] GP_WRITABLE_ARRAY [HRMS基本設定]、[製品・
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[サポート
エレメント]、[書込可能アレ
イ]、[定義とフィールド]

書込可能アレイの定義と
フィールドを確認します。

[レポートデータの定義] GP_RPT_TBL [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[レポート]、[レポー
トデータ定義]、[レポー
トデータ定義]

出力テーブル、書込可能
アレイ、主要入力テーブ
ル、セグメントオプションを
指定します。

[レポートデータ処理詳細] GP_RPT_DTL_SEC "レポートデータの定義"
ページで [詳細]リンクをク
リックします。

出力テーブルの作成に使
用するフィールドのマッピ
ングやフィルタの作成
を行います。

[ジョブ定義] PRCSJOBDEFN [PeopleTools]、[プロセ
ススケジューラ]、[ジョ
ブ]、[ジョブ定義]

GP_PAYEの PSJob定義の
詳細を確認します。

配布された書込可能アレイの確認

エレメント名 "GP WA GUIDE" を選択して、書込可能アレイ名ページにアクセスします。
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書込可能アレイ名ページ

注: 実行する書込可能アレイをグローバル ペイロールのセクションに設定しておく必要があります。この
設定は "レポート データの定義" ページで行います。

配布された書込可能アレイ定義の確認

"定義とフィールド" ページにアクセスします。

"定義とフィールド" ページ

配布されたレポート データの確認

レポート データ "GP_EPM" を選択して "レポート データの定義" ページにアクセスします。
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"レポート データの定義" ページ

参照: 第 45 章、 「レポート データの作成」 、 「出力テーブルと主要入力テーブルの選択」 、 1185ページ

レポート データ処理詳細の確認

レポート データ処理詳細ページにアクセスします。

レポート データ処理詳細ページ (1/2)
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レポート データ処理詳細ページ (2/2)

参照: 第 45 章、 「レポート データの作成」 、 「フィールドのマッピング」 、 1187ページ

配布された GP_PAYE ジョブ定義の確認

GP_PAYE の PSJob を選択して、ジョブ定義ページにアクセスします。

ジョブ定義ページ

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1171



PeopleSoft Enterprise パフォーマンス マネジメントとの統合 第 43 章

GP_PAYE は 2 つのアプリケーション エンジン プログラムから成ります。 初のプログラムでは、ラン コ
ントロール データが一次テーブル (GP_RUNCTL_TMP) に保存されます。2 番目のプログラムでは、給与
計算プロセスが 終決定に成功したかどうかがチェックされます。 終決定に成功したことが確認される
と、レポート データ プロセスの実行プログラムが呼び出されます。レポート データ プロセスでは、処理さ
れた全受給者の支給、控除、累計の情報がグローバル ペイロールの EPM テーブルにロードされます。

グローバル ペイロールの EPM テーブルへのデータのロード
給与計算の 終決定プロセスが成功すると、休暇欠勤累計を含む支給、控除、累計の情報がグローバ
ル ペイロールの以下の EPM テーブルにロードされます。

テーブル 名称 説明

GP_EPM_GUI_TMP レポートガイドテーブル このレコードは、給与計算結果の
詳細を示すヘッダーとして使用され
ます。このテーブルの各行はカレン
ダーグループについて計算したセ
グメントです。

GP_EPM_DTL_TMP レポート詳細テーブル このレコードには、給与計算結果の
支給、控除、累計が全て保存され
ます。

GP_PIN_USER_FLD エレメント別PINユーザーフィール
ド名

支給、控除、または累計ごとにデー
タが保存されます。支給と控除につ
いては各ユーザーフィールドのPIN
名が保存され、累計については全て
のユーザーキーが保存されます。

GP_SEG_GUIDE_WA セグメントガイド書込可能アレイ このレコードには、給与計算時点で
職務データから選択されたHRデー
タが保存されます。

GP_RUNCTL_TMP GP_RUNCTLの保存 このレコードには、給与計算ランコ
ントロールからのデータが保存され
ます。

GP_RUNCTL_AET アプリケーションエンジンのステー
タスレコード

GP_PAYAFTERを参照する技術的
レコードです。

全てのデータがテーブルにロードされたら、パフォーマンス マネジメント データ ウェアハウス機能がデー
タにアクセスし、インポートを行います。詳細については、PeopleSoft Enterprise パフォーマンス マネジメ
ントの PeopleBook を参照してください。
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配布されたエレメントの表示

この章では、GP_ELEMENTS クエリーを使用して配布されたエレメントを表示する方法の概要と以下の方法につ
いて説明します。

• GP_ELEMENTS クエリーへのアクセス

• GP_ELEMENTS クエリーの実行

配布されたエレメントの表示方法について
GP_ELEMENTS クエリーを使用してシステムに定義されているエレメントのリストを表示します。全ての国
または特定の国に定義されているエレメントを表示したり、カテゴリ、エレメント名、またはその両方を検
索条件として指定してエレメントを表示することもできます。このクエリーを使用してシステム エレメントを
表示すると、クエリーによって各システム エレメントの用途および変換の方法と時期に関する情報が取
得されます。

GP_ELEMENTS クエリーのアクセスと実行に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

クエリーマネージャ QRY_SELECT [レポートツール]、[クエ
リー]、[クエリーマネージャ]

GP_ELEMENTSクエリーに
アクセスするには、クエ
リーマネージャページ
の [検索条件]フィールド
で [クエリー名]を選択
してGP_ELEMENTS と入
力し、[検索]ボタンをク
リックします。

GP_ELEMENTSクエリーに
アクセスします。

GP_ELEMENTS -グローバ

ルペイロールエレメント

QRY_SELECT クエリーマネージャページ
のGP_ELEMENTSクエリー
の行で [実行 (HTML)]の下
にある [HTML] リンクをク
リックするか、または [実行
(Excel)] の下にある [Excel]
リンクをクリックします。

GP_ELEMENTSクエリーを
使用してクエリーの結果を
作成します。

GP_ELEMENTS クエリーへのアクセス

クエリー マネージャ ページにアクセスします。
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クエリー マネージャ ページ

[編集] フィールド プロパティとクエリーのソート順序を編集するには、このリンクを
クリックします。

[実行 (HTML)] クエリーを実行し、配布されたエレメントをオンラインで表示する場合にク
リックします。GP_ELEMENTS クエリーの検索条件を一度定義しておくと、ク
エリー結果をオンラインで表示できるほか、Microsoft Excel スプレッドシー
トまたは CSV テキスト ファイルにその結果をダウンロードすることもできま
す。

[実行 (Excel)] クエリーを実行し、Microsoft Excel スプレッドシートで結果を送信する場合
にクリックします。

注: Excel にエレメントのコメント フィールドが表示されない場合は、フィー
ルドのフォーマットを変更するか、または HTML で出力を表示してください。

[スケジュール] クエリーのスケジューリングの条件を定義するには、このリンクをクリック
します。

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: PeopleSoft Query

GP_ELEMENTS クエリーの実行

"GP_ELEMENTS - グローバル ペイロール エレメント" ページにアクセスします。
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GP_ELEMENTS クエリー ページ

クエリーを実行するには、検索条件を入力して、[結果の表示] ボタンをクリックします。以下の検索条件
を使用してクエリーの結果を変更します。

[使用先] 表示するエレメントの使用先として [全ての国] または [特定の国] を選択
します。

[国] [使用先] フィールドで [全ての国] を指定した場合、[国] フィールドに [ALL]
を指定します。[使用先] フィールドで [特定の国] を指定した場合は、表示
するエレメントの国コードを入力します。

[カテゴリ] 、 [エレメント名] 検索結果を絞り込むには、ABS (休暇欠勤) などのカテゴリ コードを入力
します。また、エレメント名の一部または全部を入力して絞り込むこともで
きます。

注: カテゴリおよびエレメントの名称指定規則については、国別の
PeopleBooks を参照してください。

[結果の表示] このボタンをクリックすると、結果がオンラインで表示されるか、または
Microsoft Excel ファイルにダウンロードされます。

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: PeopleSoft Query
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レポート データの作成

この章では、レポート データ作成の概要と以下の方法について説明します。

• レポート データの定義

• レポート データの検証

• レポート データの利用

レポート データ作成について
このセクションでは、以下の項目について説明します。

• データのレポート処理

• フィルタ

• レポート データと分割

• 出力テーブルの定義

• ユーザー定義パラメータの定義

• バッチ処理の設定

• リアルタイム処理の設定

• レポート データを使用するトランザクションの作成

データのレポート処理

レポート データ作成プロセスを使用すると、給与計算結果テーブルを簡単に読み込み、そのデータを使
用してユーザー独自のレポートに値をロードすることができます。

レポート データ作成プロセスにより、以下の内容を含むレポートを作成することができます。

• 訂正遡及処理と繰越遡及処理またはこれらの処理の組み合わせ

• 分割、遡及分割、および遡及処理によってキャンセルされた分割

• 取り消し計算

• グローバル ペイロールのステータス、インジケータおよび他の技術フィールド

• 訂正遡及処理で生じた支給グループ、支給元および支給キーの変更

• 支給、控除、残高累計に保存された計算結果、各計算で保存された累計、休暇欠勤日次データ、処理
済みのポジティブ入力、作成済みのポジティブ入力、各計算で保存されたサポート エレメント、および
特定の結果テーブル (書込可能アレイ)
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• プロセス実行ごとの複数選択

• カレンダー グループまたは期間に基づくデータ

• 終決定されたカレンダーと 終決定されていないカレンダーの結果

• HRMS セキュリティに従って任意のテーブルから従業員 ID レベルで選択された受給者

• 適切な給与計算セグメント

• 選択されたエレメント

• 任意または全てのスライス

レポート データ作成プロセスを使用してレポートを作成する手順

レポート データ作成プロセスを使用してレポートを作成するには、次の手順に従います。

1. レポート データ定義ページでレポートの出力テーブルと入力テーブルを割り当てます。

2. レポート データ定義ページで出力テーブルの作成に使用するルールを定義します。

3. レポート データ処理詳細ページでフィールドをマッピングし、出力テーブルの作成に使用するフィ
ルタを作成します。

給与計算結果の選択と出力テーブルへのロード

レポート データ定義ページを使用して入力テーブルと出力テーブルの詳細を設定し、レポート データ処
理詳細ページでフィールドのマッピングとフィルタの作成を行った後、以下のステップが実行されて給与
計算結果の選択と出力テーブルへのロードが処理されます。

1. カレンダー グループが選択されます。

2. 受給者リスト、グループ ビルド、セキュリティおよび受給者フィルタを使用して対象の受給者が選
択されます。受給者フィルタが作成されている場合は、ここで適用されます。

3. 受給者処理ステータス テーブル (GP_PYE_PRC_STAT) と受給者セグメント ステータス テーブル
(GP_PYE_SEG_STAT) が結合されます。

4. 元のセグメントが選択されます。処理フィルタが作成されている場合は、ここで適用されます。

5. 元のセグメント、再計算セグメント、前回計算されたセグメントおよび 新バージョン/レビジョンの
セグメントが作業テーブル (GP_RPTW_TMP) に挿入されます。これにより、作業テーブルには、選
択されたセグメント、再計算セグメント、前回計算されたセグメントおよび 新バージョン/レビジョ
ンのセグメントの受給者ごとの行が格納されます。セグメント フィルタが作成されている場合は、
ここで適用されます。

6. レポート データ処理詳細ページのデータに基づいて作業テーブル、主要入力テーブルおよび結
合テーブル (主要入力テーブルに結合された追加入力テーブル) が結合されます。結果は出力
テーブルに転記されます。作業テーブルまたは主要入力テーブルから取得された結果だけがロー
ドされます。入力フィルタが作成されている場合は、ここで適用されます。

7. 追加入力テーブルのデータで出力テーブルが更新されます。
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レポート データ作成の概要 1
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レポート データ作成の概要 2

フィルタ

4 つのレベルのフィルタ (受給者、処理、セグメントおよび入力) があります。

• 受給者フィルタ

この SQL パラメータは、対象グループをフィルタに掛ける場合に使用されます。特定のレコードまたは
雇用テーブルを基準に選択するときに適用されます。

• 処理フィルタ

この SQL パラメータは、元のセグメントで処理全体をフィルタに掛ける場合にのみ使用されます。受給
者処理ステータス テーブルまたは受給者セグメント ステータス テーブルの任意のフィールドを基準に
フィルタを掛けることができます。たとえば、"and COUNTRY = 'USA'" を使用すると、アメリカの給与計
算結果のみが選択されます。

• セグメント フィルタ
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このフィールド パラメータは、各セグメントの処理のステップごとにフィルタを作成する場合に使用され
ます。受給者処理ステータス テーブル、受給者セグメント ステータス テーブルまたはセグメント書込可
能アレイ テーブル (設定時に定義された場合) の任意のフィールドを基準にフィルタを作成できます。
たとえば、COMPANY 'GBI' を使用すると、セグメント書込可能アレイに COMPANY が格納されている場
合は会社 GBI で選択が行われます。

• 入力フィルタ

この SQL フィルタは各ステップの設定時に定義され、主要入力テーブル、主要入力テーブルに結合され
た追加入力テーブル (結合テーブル)、または作業テーブルにフィルタを掛ける場合に使用されます。入力
フィルタは、フィルタまたは追加結合条件として使用できます。たとえば、"and PRI.CALC_RSLT_VAL>0"
を使用すると、ポジティブ入力のみが選択されます。

レポート データと分割

遡及処理が検出された場合、レポート データを保存する方法は検出された遡及方法によって異なりま
す。繰越方法が使用される場合は、支給グループ、実行タイプおよび支給キーに一致する 初のセグメ
ントの 初のスライスにデルタが繰り越されます。訂正モードでは、デルタは繰り越されません。

レポート データ機能によって 4 種類のセグメントが管理されます。

• 元のセグメント

元のセグメントとは、期間におけるバージョン 1/レビジョン 1 (V1R1) の全てのセグメントを指します。
この種類のセグメントには、仮想セグメントも存在します。仮想セグメントは、訂正遡及処理が存在し、
現在の期間の支給グループ、実行タイプ、または支給キーが再計算済みの期間に一致しない場合に
作成されます。

• 再計算済みセグメント

再計算済みセグメントとは、カレンダー グループ実行時に作成された V1R1 を除く全てのセグメントを
指します。

• 前回計算されたセグメント

前回計算されたセグメントとは、前のバージョン/レビジョンの全ての再計算済みセグメントまたは取り
消しセグメントを指します。

• 新バージョン/レビジョン

以下の状況がシステムではどのように解釈されるかを示します。

• 受給者に 1 つのカレンダーと 1 つのセグメントのみが存在する場合、この受給者には 1 つの元のセ
グメントがある。

• 受給者に 1 つのカレンダーと 2 つのセグメントが存在する場合、この受給者には 2 つの元のセグメン
トがある。

• 受給者に 2 つのカレンダーと 1 つのセグメントが存在する場合、この受給者には 2 つの元のセグメン
トがある。

• 受給者に現在の期間で 1 つのカレンダーと 1 つのセグメントが存在し、前の 12 期間までの遡及 (繰
越または訂正) がある場合 (同じ支給グループと支給キーを使用)、この受給者には 1 つの元のセグメ
ントがある。

• 受給者に現在の期間で 1 つのカレンダーと 1 つのセグメントが存在し、前の 12 期間までの繰越遡及
がある場合 (同じ支給グループと 2 つの異なる支給キーを使用)、この受給者には 2 つの元のセグメン
ト (1 つはアクティブ、もう 1 つはアクティブ) がある。
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• 受給者に現在の期間で 1 つのカレンダーと 1 つのセグメントが存在し、前の 12 期間までの訂正遡及
がある場合 (同じ支給グループと 2 つの異なる支給キーを使用)、グローバル ペイロールで現在の期
間に作成されるセグメントが 1 つのみであっても、この受給者には 2 つの元のセグメントがある。

関連項目:

第 33 章、 「遡及処理の定義」 、 871ページ

出力テーブルの定義

選択した結果を保存するには、出力テーブルを定義する必要があります。出力テーブルには以下のキー
構造を格納する必要があります。

フィールド名 タイプ データ長 キー 必須

PROCESS_
INSTANCE

数値 10 KA N

EMPLID 文字列 11 KA Y

CAL_RUN_ID 文字列 18 KA Y

EMPL_RCD 数値 3 KA N

GP_PAYGROUP 文字列 10 KA Y

CAL_ID 文字列 18 KA Y

ORIG_CAL_RUN_ID 文字列 18 KA Y

RSLT_SEG_NUM 数値 4 KA Y

GP_RPT_KEY 文字列 22 KA Y

SEQ_NUM 数値 3 KA Y

ユーザー定義パラメータの定義

レポート データ処理詳細ページで入力フィルタを設定する際にユーザー定義パラメータが定義されます。
これらのパラメータは、次の構文に準拠する必要があります。

%PARM.<関数>.<パラメータ>

フィルタ And PRI.STATE in (%PARM.REPORT.STATE) を使用した例とこれらのパラメータについて考察し
ます。

REPORT STATE CA

REPORT STATE OR

この例では、作成される SQL ステートメントに "And PRI.STATE IN ('CA'、'OR')" が含まれます。以下に、
プログラムでこれらのユーザー定義パラメータを使用する方法の例を示します。
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&reportBatch.AddParamChar("REPORT", "STATE", "CA");

&amp_reportBatch.AddParamChar("REPORT", "STATE", "OR");

バッチ処理の設定

バッチ処理には、"EXTRACT" という名前のパブリック セクションが用意されています。このセクションは、
レポート用の給与計算結果を準備するアプリケーション エンジン プロセスで呼び出すことができます。パ
ラメータのリストを準備しておく必要があります。その後、EXTRACT セクションによってパラメータを基に
SQL リクエストが作成され、リクエストが実行されます。

テスト用に "MAIN" という名前のセクションが用意されています。MAIN セクションは、標準のラン コント
ロール "レポート データ検証" で使用されます。パラメータは、コンポーネント レベルで定義されたオブ
ジェクト "&reportBatch" によって標準のアプリケーション クラスで管理されます。

import GP_RPT_DATA:ReportDataClasses:*;

Component ReportDataAE &reportBatch;

セクション 手順

MAIN 1. ランコントロールGP_RC_RPT_DTLに基づくパラ
メータのリストを用意します。

2. EXTRACTを呼び出します。

EXTRACT (パブリック) 1. 初期化します。

2. パラメータのログファイルを印刷します。

3. リクエストを作成します (.GenerateSQLを呼び出
します)。

4. リクエストをループします。EXECUTEを呼び出
します。

EXECUTE 1. ログファイルのメッセージを印刷します。

2. リクエストを実行します。

3. ログファイルのメッセージを印刷します。

アプリケーション エンジンはステート レコード GP_RPT_AET に基づいており、GP_RPTC_TMP、GP_RPTO_
TMP、GP_RPTE_TMP、GP_RPTS_TMP および GP_RPTW_TMP の専用一時テーブルが含まれています。

以下に、バッチ処理の設定例を示します。
import GP_RPT_DATA:ReportDataClasses:*;

Component ReportDataAE &reportBatch;

&reportBatch.AddParamChar("EXTPRC", "COUNTRY", "USA");

&reportBatch.AddParamChar("EXTPRC", "NAME", "GP_REPORT");

&reportBatch.AddParamChar("EXTPRC", "TYPE", "P");

&reportBatch.AddParamChar("SELPYE", "SECUR", "Y");

&reportBatch.AddParamChar("SELCAL", "CALGRPID", GP_REGISTER_AET.CAL_RUN_ID);

&reportBatch.AddParamChar("SELCAL", "FROMDT", GP_REGISTER_AET.FROM_DT);

&reportBatch.AddParamChar("SELCAL", "TODT", GP_REGISTER_AET.TO_DT);

呼び出しのセクション名は EXTRACT、プログラム ID は GP_EXT_AE です。
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リアルタイム処理の設定

以下に、リアルタイム処理の設定例を示します。

import GP_RPT_DATA:ReportDataClasses:*;

Component ReportDataReal &report;

Local number &instance;

&report = create ReportDataReal();

&report.AddParamChar("EXTPRC", "COUNTRY", "USA");

&report.AddParamChar("EXTPRC", "NAME", "GP_REPORT");

&report.AddParamChar("EXTPRC", "TYPE", "P");

&report.AddParamChar("SELPYE", "SECUR", "Y");

&report.AddParamChar("SELCAL", "CALGRPID", GP_REGISTER_AET.CAL_RUN_ID);

&report.AddParamDate("SELCAL", "FROMDT", GP_REGISTER_AET.FROM_DT);

&report.AddParamDate("SELCAL", "TODT", DERIVED_GP.TO_DT);

&instance = &report.GetInstance();

&report.ExecuteNow();

/* ここで出力テーブルからの選択 (&instanc を使用) を行い、結果を表示することができます */

レポート データを使用するトランザクションの作成

レポート データを使用するトランザクションを作成する場合は、以下のガイドラインに従う必要があります。

• トランザクション用としてバッチ処理と同じキー構造を持つ 1 つ以上の一時テーブルを定義します。こ
のテーブルは、プロセス インスタンスによって管理されます。

• ユーザーのトランザクションには、EMPLID や CAL_RUN_ID などの照会パラメータが含まれている必要
があります。

• PeopleCode プログラムを起動してレポート データにアクセスするためのプッシュ ボタンまたはそれに
類する機能を作成します。この機能は、以下のように動作する必要があります。

- クラス class ReportDataReal が開始されます。

- PeopleCode により、メソッド .AppParamChar/Date/Num() を使用して照会パラメータがレポート デー
タのパラメータに変換されます。

- メソッド .GetInstance() が開始されます。このメソッドにより、レポート データ用に定義されたテーブル
を使用してプロセス インスタンス番号が作成されます。

- メソッド .ExecuteNow() が開始されます。

- PeopleCode により、一時テーブルからページ バッファにデータをロードできます (たとえば、メソッド
.GetInstance() によって返されるプロセス インスタンス番号を使用)。

- その後、プロセス インスタンス番号を使用して一時テーブルの内容が削除される必要があります。

• 2 人のユーザーが同じトランザクションを同時に実行した場合は、2 つの異なるプロセス インスタンス
番号が作成されます。
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この章で使用する共通フィールド

出力テーブル データがロードされるテーブルの名前。

主要入力テーブル グローバル ペイロール結果テーブルの機能名。たとえば、支給と控除の
結果テーブルは GP_RSLT_ERN_DED と呼ばれます。

元のセグメント バージョン 1 とレビジョン 1 で表されるセグメント。

再計算済みセグメント バージョン 1 とレビジョン 1 ではないセグメント。

前回計算されたセグメント グローバル ペイロールのコア アプリケーションでデルタの計算に使用さ
れたセグメント。

レポート データの定義
このセクションでは、以下の方法について説明します。

• 出力テーブルと主要入力テーブルの選択

• フィールドのマッピング

• 入力フィルタの作成

レポート データの定義に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[レポートデータ定義] GP_RPT_TBL [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[レポート]、[レポー
トデータ定義]、[レポー
トデータ定義]

出力テーブル、書込可能
アレイ、主要入力テーブル
およびセグメントオプション
を指定します。

[レポートデータ処理詳細] GP_RPT_DTL_SEC レポートデータ定義ページ
で [詳細]リンクをクリック
します。

出力テーブルの作成に使
用するフィールドのマッピ
ングやフィルタの作成
を行います。

出力テーブルと主要入力テーブルの選択

レポート データ定義ページにアクセスします。
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レポート データ定義ページ

[レポート データ] レポート データ設定の ID コードが表示されます。

[ログを作成する] レポートの実行時にログ詳細を作成する場合は、このチェック ボックスを
オンにします。

[セグメント書込可能アレイ] 書込可能アレイ セグメントを入力します。対応する書込可能アレイ テーブ
ルをレポート データ作成プロセスで使用するには 2 つの方法があります。
1 つ目の方法では、書込可能アレイ テーブルのどのフィールドでもフィー
ルド マッピングに含めることができます。これにより、書込可能アレイ テー
ブルを使用して、フィールドを出力テーブルにロードできます。2 つ目の方
法では、書込可能アレイ テーブルをレポート データ作成プロセスのフィル
タとして使用できます。この場合、レポート データ検証ページのパラメータ
"SEGFILTER" を使用します。たとえば、書込可能アレイに会社フィールド
と事業所フィールドがある場合は、特定の会社または事業所ごとにプロセ
スを実行できます。

[行レベル セキュリティ] レポートの行レベル セキュリティを有効にする場合は、このチェック ボック
スをオンにします。行レベル セキュリティを有効にすると、レポート データ
処理時に行セキュリティ クラスとユーザーに定義されたクラスが一致した
場合にのみ EMPL_SRCH_GBL から受給者のレコードが選択されます。

[実行時のセキュリティ
上書き]

レポートのラン コントロール ページで [行レベル セキュリティ] の設定を上
書きできるようにする場合は、このチェック ボックスをオンにします。

[処理詳細]

[連番] 連番を入力します。同じ入力テーブルと出力テーブルを繰り返し使用でき
ます。

警告: レポート データ作成プロセスでは、出力テーブルを作成する際に、こ
の連番が使用されます。出力テーブルには、連番の値を保存する SEQ_NUM
フィールドが必要です。

[出力テーブル] 出力テーブルのレコード名を入力します。

[主要入力テーブル] データを選択する際に読み込まれる主要テーブルを選択します。[主要入
力テーブル] と [出力テーブル] の値は 1 対 1 で対応します。[主要入力
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テーブル] に 1 行選択したら、[出力テーブル] に対応する行を 1 行 選択
します。以下のオプションから選択します。

• [休暇欠勤日次データ] (GP_RSLT_ABS)

• [累計] (GP_RSLT_ACUM)

• [支給額と控除額] (GP_RSLT_ERN_DED)

• [内部作業テーブル] (GP_PYE_PRC_STAT: GP_PYE_SEG_STAT とセグメ
ント書込可能アレイに結合)

• [ポジティブ入力] (GP_RSLT_PI_DATA)

• [サポート エレメント] (GP_RSLT_PIN)

• [書込可能アレイ テーブル]

[書込可能アレイ テーブル] [主要入力テーブル] に [書込可能アレイ テーブル] を選択した場合は、そ
のテーブル名を入力します。このフィールドに入力する書込可能アレイは、
[セグメント書込可能アレイ] フィールドの書込可能アレイとは異なります。[
セグメント書込可能アレイ] フィールドに指定した書込可能アレイはプロセ
ス全体に適用されます。

[セグメント オプション] プロセスで遡及情報が検出された場合に選択されるデータを選択します。
以下のいずれかを選択します。

• [元の値]: 元のセグメント情報のみが選択されます。遡及情報は選択さ
れません。

• [元の値と遡及]: 元のセグメントに加え、再計算済みセグメントと前回計
算されたセグメントの情報が選択されます。

• [ 新バージョンとレビジョン]: 新のバージョン番号とレビジョン番号が
設定されているセグメントのみが選択されます。

• [ユーザー定義]: セグメントを手動で選択する場合は、このオプションを
選択します。このフィールドを選択すると、[ 新]、[遡及 (前回)]、[遡及 (
再計算済)]、[元の計算値] の各フィールドが表示されます。

フィールドのマッピング

レポート データ処理詳細ページにアクセスします。
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レポート データ処理詳細ページ (1/2)

レポート データ処理詳細ページ (2/2)

[追加入力テーブル]

[主要入力テーブル] に加えて、追加入力テーブルを使用することができます。追加入力テーブルをレポー
ト データ処理で使用する場合は、このページで結合関係を定義して、データの取得ができるようにしま
す。結合対象として、主要入力テーブルまたは出力テーブルを定義できます。
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[入力テーブル] 入力テーブルを入力します。追加入力テーブルを一度定義すれば、この
テーブルのフィールドを使用して、出力テーブルのフィールドにデータをロー
ドできます。

[結合対象] 以下のいずれかのオプションを選択します。

• [出力テーブル]: 1 対 1 の結合関係が作成されます。主要入力テーブ
ルから出力テーブルにデータがロードされてから、追加入力テーブルが
読み込まれます。次に、追加入力テーブルから選択されたフィールドは
更新ステートメントで出力テーブルに設定されます。

• [主要入力]: 複数対複数の結合関係が作成されます。主要入力テーブ
ルを選択すると、追加入力テーブルが読み込まれます。主要入力テーブ
ルと追加入力テーブル間で結合が行われ、追加入力テーブルから選択
されたフィールドが挿入ステートメントで出力テーブルに設定されます。

注: 主要入力テーブルと結合できる追加入力テーブルは 1 つだけです。
この追加入力テーブルは結合テーブルといい、入力フィルタを使用して
フィルタをかけることができます。

[更新連番] 入力テーブルと出力テーブルを結合する際は連番を入力する必要がありま
す。更新連番によって、更新ステートメントでトリガされる追加入力テーブル
へのアクセス順序が決まります。各追加入力テーブルには更新ステートメ
ントが 1 つあります。たとえば、UNION_CD フィールドには、出力テーブルに
定義された SETID と JOBCODE に基づいて JOBCODE_TBL からデータが
ロードされます。次に、DISABILITY_INS フィールドには、UNION_CD に基づ
いて UNION_TBL からデータがロードされます。この場合、JOBCODE_TBL
の [更新連番] の値は "1" に、UNION_TBL の [更新連番] の値は "2" に
設定する必要があります。

[結合条件定義済み] [結合対象] フィールドの値に応じて、追加入力テーブルと主要入力テーブ
ル間または追加入力テーブルと出力テーブル間で結合条件が定義済みで
あるかどうかを示します。このフィールドは表示専用です。

[フィールド マッピング
の作成]

このプッシュ ボタンを使用すると、出力テーブル定義、主要入力テーブル、
追加入力テーブル、書込可能アレイ セグメントおよび作業テーブルに基づ
いてフィールド マッピングが作成されます。作成されたフィールド マッピング
を変更するには、[フィールド マッピング] グループ ボックスを使用します。

[フィールド マッピング]

[フィールド マッピングの作成] ボタンをクリックした場合は、このグループ ボックスにデータがロードされ
ます。データがロードされたら、グループ ボックス内のフィールドの値を変更できます。

[フィールド マッピング] の [入力レコードとフィールド] タブ

[出力フィールド] 出力テーブルのフィールド名が表示されます。出力テーブルのフィールド
は指定しなくてもかまいません。通貨のキー構造を定義するフィールドは
選択できません。

[入力タイプ] 有効なオプションは以下のとおりです。

• [主要入力]: 主要入力テーブルのフィールドが出力フィールドにロードさ
れます。
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• [内部作業テーブル]: 作業テーブルのフィールドが出力フィールドにロー
ドされます。GP_PYE_PRC_STAT と GP_PYE_SEG_STAT のフィールドであ
れば、どのフィールドでも選択できます。

• [追加入力]: 特定のレコードのフィールドが出力フィールドにロードされ
ます。

• [エレメント]: エレメントが出力フィールドにロードされます。指定日は [
指定日フィールド] フィールド (出力テーブルに表示されるフィールド) で
指定できます。

• [書込可能アレイ]: 書込可能アレイのフィールドが出力フィールドにロー
ドされます。指定日はセグメント遡及期間になります。

• [期間累計]: 残高累計エレメントが出力フィールドにロードされます。残
高累計期間は期間累計で定義されます。

• [セグメント書込可能アレイ]: セグメント書込可能アレイのフィールドが指
定されている場合は、そのフィールドがロードされます。

[入力レコード] [入力タイプ] に [追加入力] または [書込可能アレイ] が選択されている
場合は、レコード名を入力します。その他の入力タイプの場合は、レコード
の技術的名称が表示されます。

[入力フィールド] 主要入力、追加入力、作業テーブル、セグメント書込可能アレイ、または書
込可能アレイのフィールド名が表示されます。

[符号の反転] 計算結果を前回の金額に合計する場合に、符号を反転する必要があるか
どうかを指定します。通常、集計が可能なフィールドについては全てオンに
します。PIN_NUM や INSTANCE など値を含まないフィールドについては、
このチェック ボックスはオフにします。

[フィールド マッピング] の [エレメント] タブ

[入力タイプ] に [エレメント] が指定されている場合は、以下のフィールドの入力は必須になります。

[エレメント タイプ] [システム エレメント]、[変数]、[フォーミュラ]、[休暇付与]、[支給]、[控除]、
[自動割当]、[累計]、[カウント]、[デュレーション] および [日付] の中から
選択します。

[エレメント] [入力タイプ] に [エレメント] が選択されている場合は、このフィールドに値
を指定する必要があります。正しい国フィールドを使用するようにしてくだ
さい。

[フィールド マッピング] の [エレメント オプション] タブ

[エレメント ソース] [入力タイプ] に [エレメント] または [書込可能アレイ] が選択されている場
合は必須になります。遡及処理の場合にエレメントがどのように読み込ま
れるかを指定します。

• [元の値]: 元のセグメントで読み込まれます。

• [再計算済]: 再計算済みセグメントで読み込まれます。

[指定日フィールド] [入力タイプ] に [エレメント]、[エレメント ソース] に [元の値] が選択されて
いる場合は必須になります。エレメントを検索する指定日の代わりにフィー
ルド名が使用されます。このフィールドの値は、出力テーブルからロードさ
れます。
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[期間累計タイプ] [入力タイプ] に [期間累計] が選択されている場合は必須になります。選
択できる値は、[月間金額]、[月間ユニット]、[期間金額]、[期間ユニット]、[
四半期金額]、[四半期ユニット]、[年間金額] および [年間ユニット] です。

入力フィルタの作成

レポート データ処理詳細ページにアクセスします。

[SQL] 主要入力テーブルの選択時に実行する where 句を入力します。別名を使
用することができます。たとえば、以下のようにします。

• プラスの金額のみをフィルタに掛ける場合: "and PRI.CALC_RSLT_VAL>0"

• 特定の国をフィルタにを掛ける場合: "and WRK.COUNTRY='USA'"

• 追加入力テーブルに保存されているフィールドにフィルタを掛ける場合 (
主要入力テーブルに結合されている場合): "and LNK.PIN_TYPE='ER'"

[フィルタに使用可能な別名] [SQL] フィールドに指定できる別名が表示されます。ボタンを使用すると、
使用可能な別名がリフレッシュされます。以下の別名が使用可能です。

• WRK: 作業テーブルです。

• PRI: 主要入力テーブルです。

• LNK: 主要入力テーブルと結合されていて、追加入力テーブルとして使用
されるレコードです。

注: SQL の where 句に特定の語句を使用することができます。たとえば、"and WRK.PAY_ENTITY in
(%PARM.PRMARG.1)" とします。このステートメントでは、レポート データ処理によって %PARM.PRMARG.1
が適切な値に置き換えられます。

レポート データの検証
このセクションでは、レポート データを検証する方法について説明します。

レポートの検証

レポート データ検証ページを使用すると、特定のパラメータで定義済みのレポートをテストし、結果を検
証できます。このページでは、以下の処理を行うことができます。

• バッチ モードでのレポート データ作成プロセスの実行

• リアルタイムでのレポート データ作成プロセスの実行

• SQL リクエストの作成

• 作成されたレポート データの表示
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レポート データの検証に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[レポートデータ検証] GP_RC_RPT [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[レポート]、[レポー
トデータ検証]、[レポー
トデータ検証]

レポートデータのパラメー
タを入力します。レポート
データ作成プロセスをバッ
チモードまたはリアルタイ
ムで実行します。SQL リク
エストを作成します。

レポート検証パラメータの入力

レポート データ検証ページにアクセスします。

レポート データ検証ページ

[実行モード] 3 つのオプションのいずれかを選択します。

• [バッチ (アプリケーション エンジン)]

• [リアルタイム (PeopleCode)]

• [スクリプト (データ ムーバー)]

[実行モード] によって SQL ステートメントの適用方法が決まります。

[スクリプト ロケーション] スクリプトの保存場所を入力します。データ ムーバーでスクリプトを実行で
きるのは、[実行モード] で [スクリプト (データ ムーバー)] を選択した場合
に限られます。他の値の場合は、作成済みのスクリプトを使用して SQL ス
テートメントをデバッグできます。

[関数] 、 [パラメータ] システムでレポート用のデータを選択するために使用される関数とパラメー
タを入力します。たとえば、SELCAL/CALGRPID と入力すると、レポートで
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使用するカレンダー グループ ID を選択することができます。展開可能な
[関数とパラメータ] グループ ボックスに定義済みの値が表示されます。

注: ユーザー定義の関数とパラメータを作成して入力フィルタで使用するこ
ともできます。

[タイプ] [パラメータ] のフィールド タイプを指定します。[文字列]、[日付]、[数値]、
[SQL] のいずれかを選択します。

[文字値] [関数] または [パラメータ] の値を入力します。

[スクリプト作成] このボタンをクリックすると、SQL ステートメントを含む .dms が作成され、
ページに表示されます。スクリプトには、ステートメントの作成に使用する
パラメータのリストが含まれます。構文エラーや未定義によりパラメータが
プロセスで使用されない場合は、リストに "非使用" と表示されます。

[レポート データ検証] このオプションを選択すると、レポート データが検証されます。使用される
プロセスは、[実行モード] で選択したオプションによって異なります。

• [バッチ (アプリケーション エンジン)]: アプリケーション エンジンが開始さ
れ、プロセス スケジューラによりプロセスがバッチ モードで実行されます。

• [リアルタイム (PeopleCode)]: PeopleCode 関数が開始され、プロセスが
リアルタイムで実行されます。

• [スクリプト (データ ムーバー)]: データ ムーバー プロセスが開始され、
プロセス スケジューラによりプロセスがバッチ モードで実行されます。

パラメータの構築

以下に、あらかじめ定義されている関数とパラメータ値のリストを示します。

関数 パラメータ パラメータ値 コメント

EXTPRC COUNTRY 国コード これは必須パラメータで
す。

EXTPRC NAME レポートデータ これは必須パラメータで
す。

EXTPRC TYPE P、A、またはB 以下のいずれかを選択し
ます。

• P:給与計算データの抽
出プロセス

• A:休暇欠勤データの抽
出プロセス

• B:給与計算と休暇欠勤
の両データのプロセス

SELPYE SECUR Y/N このパラメータは、受給者
選択にセキュリティを適用
する場合に使用します。
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関数 パラメータ パラメータ値 コメント

SELPYE RECORD レコード名 受給者選択は、このレコー
ドに基づいて行われます。
このレコードには、EMPLID
と EMPL_RCDが格納され
ている必要があります。

SELPYE SQL SQLステートメント パラメータ値のフィール
ド長が十分でない場合、
ユーザーは同じパラメー
タを繰り返すことができま
す。システムではこれらの
値が結合されます。

SELPYE GRPBUILD グループビルドコード

SELPYE GRPVER グループビルドバージョン

SELPYE GRPLST グループリスト名

SELPYE STREAM ストリーム番号 このパラメータは、
EMPL_FROM/TOの使用
が必要かどうかを指定す
る場合に使用します。

SELPYE EMPLID 従業員 ID 同じパラメータを繰り返す
ことが可能です。

SELPYE EMPL_RCD 雇用レコード番号

SELCAL CALGRPID カレンダーグループ ID

SELCAL DATE 1、2、3、または4 以下のいずれかを選択し
ます。

• 1: 期間開始日

• 2: 期間終了日

• 3: 支給日

• 4: "期間開始日>=
FROMDT"および "期間
終了日<= TODT"

このパラメータが定義され
ていない場合は、期間終
了日が使用されます。

SELCAL FROMDT 開始日

SELCAL TODT 終了日
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関数 パラメータ パラメータ値 コメント

SELCAL CYCLE 1、2、または3 以下のいずれかを選択し
ます。

• 1: 全サイクル (デフォル
ト)

• 2: オフサイクルのみ

• 3: オンサイクルのみ

SELSEG SQL これは処理フィルタです。

SELSEG BALANCES 1または 2 以下のいずれかを選択し
ます。

• 1: 受給者レベル

• 2: 職務レベル

SELSEG REPLACE Y/N このパラメータは、置換値
が元の値と見なされるか
どうかを指定する場合に
使用します。

SEGFILTER 作業テーブルおよびセグメ
ント書込可能アレイ (セグメ
ント書込可能アレイが定義
されている場合)の任意の
フィールド名

任意の値 これはセグメントフィルタ
です。プロセスによって
WRK.fieldnameがレポート
に追加されます。

レポート データの利用
グローバル ペイロールには、レポート データ機能を使用して結果データを抽出する 2 つのレポートが
用意されています。

• 給与計算結果

参照: 第 22 章、 「給与計算結果の表示と 終決定」 、 「給与計算データのレポート」 、 655ページ

• 汎用レポート

参照: 第 46 章、 「汎用レポートの設定と実行」 、 「汎用レポートの実行」 、 1203ページ
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汎用レポートの設定と実行

この章では、汎用レポートの概要と以下の方法について説明します。

• 汎用レポートの設定

• 汎用レポートの実行

関連項目:

付録 A、 「グローバル ペイロールのレポート群、」 1215ページ

汎用レポートについて
グローバル ペイロールでは、基本的な給与計算結果用に独自の汎用レポートを定義できるフレームワー
クが用意されています。汎用レポートの機能によって、さまざまなビジネスの要件に応じた 適な結果
テーブル クエリーを設定することができます。このようなクエリーを使用することで、必要なデータを迅速
に表示できるようになります。ただし、 終版 (配布用) のレポート作成に使用される SQR を代替するも
のではありません。

以下の 3 種類の汎用レポートによって、同一の情報を異なる観点で表示できます。

• エレメント リスト

各従業員の特定期間における給与計算エレメントを一覧にしたものです。数値エレメントのセットとして
各列を定義します。数値エレメントは累計されます。

• サマリ

各従業員に指定された 2 つの日付の間を支給期間とする、ユーザー定義の支給エレメントのリストで
す。数値エレメントのセットとして各列を定義します。数値エレメントは累計されます。ラン コントロール
ページで、各行に開始日と終了日を指定します。

• 累計

各従業員に対して選択した累計の合計が表示されます。ラン コントロール ページで、レポートを出力
する支給カレンダーを指定します。

これら全てのレポートで、ソート オプションと分割レベルを指定できます。分割レベルを定義すると、分割
が発生するごとに各分割の合計が印刷されます。レポートの 後には総計が印刷されます。分割が定義
されていない場合、合計は印刷されません。分割レベルによっては、1 つのレポートに同じ従業員が複数
回登場する可能性があります。(同一の従業員ですがセグメント番号が違います。)

この 3 種類のレポートでは、 大列数はいずれも 12 です。
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[分割レベル]

分割レベルとは、結果をソートするためのツールです。分割レベルを使用して、レポートの情報を整理し
ます。1 つのレポートは、 大 3 つのレベルに分割できます。たとえば、 初のレベルでは従業員をビジ
ネス ユニット別でソートします。次のレベルでは、各ビジネス ユニットのメンバーを部門別でソートし、3
つ目のレベルでは、各部門のメンバーを事業所別にソートします。レポート作成時に分割レベルを選択
する場合、セクションごとにページを分けて印刷することができます。

システム データとして用意されている標準の分割レベルは以下のとおりです。

• 部門

• 会社

• 事業所

汎用レポートの設定
汎用レポートを設定するには、汎用レポート分割レベル (GP_GENRPT_BRK_LVLS) コンポーネントと汎用
レポート (GP_GENRPT) コンポーネントを使用します。

このセクションでは、以下の方法について説明します。

• 分割レベルの定義

• 汎用レポートのパラメータの定義

• 汎用レポートの行と列の定義

汎用レポートの設定に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[分割レベル] GP_GENRPT_BRK_LVLS [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[レポート]、[汎用
レポート分割レベル]、
[分割レベル]

分割レベルを定義します。

[定義] GP_GENRPT_SETUP [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[レポート]、[汎用レ
ポート]、[定義]

レポート ID とパラメータを
定義します。

[行/列]グループボックス GP_GENRPT_ROW [HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[レポート]、[汎用レ
ポート]、[行/列]

レポートの行または列
を指定し、エレメントを
定義します。

分割レベルの定義

分割レベル ページにアクセスします。
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分割レベル ページ

注: 分割レベルに部門を指定してソートする場合、ビジネス ユニットで先にソートし、それから部門でソー
トすることをお勧めします。

[分割レベル] 分割レベルを識別する番号およびコードです。

[データ種別] 有効値は以下のとおりです。

[システム データ]: PeopleSoft が用意した分割レベルのタイプです。

[ユーザー データ]: システム データ以外の全ての分割レベルのタイプです。

[名称] 分割レベルを識別できる名称を入力します。この名称が、レポートされる
分割データの見出しになります。

[エレメント]

[入力タイプ] 分割レベルに関連付けるエレメントの入力タイプを選択します。[システム
エレメント - 文字列] または [変数 - 文字列] を選択できます。

[エレメント名] 分割レベルに関連付けるシステム エレメントまたは変数を選択します。た
とえば、分割レベルとして支給グループを定義する場合、GP PAYGROUP
エレメントを選択します。

注: 選択したエレメントは全て変換され保存される必要があります。

[レコード (テーブル) 名] [入力タイプ] に [変数 - 文字列] を選択した場合は、変数のロード元であ
るレコードの名称を入力します。

[フィールド名] [入力タイプ] に [変数 - 文字列] を選択した場合は、変数のロード元のレ
コード名のほかに、そのレコードのフィールドも指定します。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1199



汎用レポートの設定と実行 第 46 章

[ソースと利用法] グループ ボックス

システム エレメントを選択すると、そのシステム エレメントのソース/使用ページにある情報がこのグルー
プ ボックスに表示されます。

関連項目:

第 6 章、 「データ取得エレメントの定義」 、 「システム エレメントの使い方」 、 86ページ

汎用レポート パラメータの定義

"汎用レポート" の定義ページにアクセスします。

"汎用レポート" - 定義ページ

[レポート タイプ] [サマリ]、[リスト] (エレメント リスト)、[累計] のいずれかを選択します。

[通貨] レポートのデフォルト通貨を定義します。金額は、この通貨へ換算された
後に処理されます。ここで指定した通貨は、汎用レポートのラン コントロー
ル ページで変更することができます。

汎用レポートの金額は 大 14 桁までです。小数点以下の値の処理は、
通貨コードによって異なります。通貨によっては、金額の小数点第 2 位、
第 3 位、または第 4 位以下が切り捨てられます。小数点以下を使用しな
い通貨の場合、14 桁全てを金額の表示に使用できます。

[レポート分割レベル] グループ ボックス

[分割レベル 1]、[分割レベ
ル 2] 、 [分割レベル 3]

大 3 つの分割レベルを使用することができます。分割レベルを複数使
用する場合、 初に分割レベル 1 、次に分割レベル 2、 後に分割レベ
ル 3 の順でソートされます。分割レベル ページで設定した分割レベルから
選択してください。

[レベル 1 のページ分割]、[
レベル 2 のページ分割] 、
[レベル 3 のページ分割]

選択した分割レベルでレポートのページ分割 (改ページ) を行う場合は、そ
れぞれのチェック ボックスをオンにします。
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[受給者オプション] グループ ボックス

[ソート オプション] 従業員別にソートする場合のデフォルトの方法を選択します。従業員 ID お
よび雇用レコード番号別、または氏名および雇用レコード番号別にソートで
きます。このソート オプションはレポートの実行時にラン コントロール ペー
ジで変更することができます。

[従業員レベルのペー
ジ分割]

サマリ タイプのレポートでのみ有効です。従業員別にページを分けて印刷
する場合にこのチェック ボックスをオンにします。

[空白行を非表示] リストとサマリの場合にのみ有効です。値が 0 の行を印刷しないようにす
る場合にオンにします。

汎用レポートの行と列の定義

行/列ページにアクセスします。

行/列ページ

"汎用レポート" の定義ページで選択したレポート タイプによって、このページに表示されるフィールドが
異なります。ただし、列タイトル フィールド、[合計を印刷] チェック ボックス、[エレメント名] フィールド、[
名称] フィールドについては、全てのレポートに共通して表示されます。

選択したレポート タイプによって表示されるフィールドは以下のとおりです。

[リスト] または [サマリ] を選択した場合 [累計] を選択した場合

[入力タイプ] [ユーザーキー]

[加算/減算] [フィールドラベルを印刷]

[結果のない場合は行を印刷しない]

[カレンダー IDを印刷]
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[行/列] グループ ボックス

各レポート タイプの行と列に含まれるデータ タイプの一覧を以下の表に示します。

レポート タイプ 列 行

リスト エレメントまたはエレメントグルー
プ

受給者

サマリ 期間 エレメント (1つまたは複数)

累計 累計 受給者

[列タイトル 1]、[列タ
イトル 2]

各列のタイトルを定義します。タイトルは 2 行×30 文字まで入力できます。

[ユーザー キー] (累計タイプのみ) 累計のユーザー キーを選択します。列は、ユーザー キー
かエレメントになります。

[合計を印刷] 改ページの前に合計を印刷する場合、このチェック ボックスをオンにしま
す。

[フィールド ラベルを印刷] レポート タイプが [累計] であり、列がユーザー キーではない場合のみ、
このチェック ボックスが表示されます。列のエレメントの値ではなく、ラベル
を印刷する場合にこのチェック ボックスをオンにします。[ラベル] フィール
ド内の文字列が印刷されます。

[結果のない場合は行を印
刷しない]

レポート タイプが [累計] であり、列がユーザー キーではない場合に、この
チェック ボックスが表示されます。累計に終了日がなく、結果がゼロとなっ
た行を新しいカレンダーに繰り越す場合にその行を印刷しないようにする
には、このチェック ボックスをオンにします。このようにすることで、不要な
行をレポートに表示しないようにすることができます。

[カレンダー ID を印刷] レポート タイプが [累計] であり、列がユーザー キーではない場合のみ、
このチェック ボックスが表示されます。このチェック ボックスをオンにする
と、処理の結果作成された行のカレンダー ID が印刷されます。これによ
り、遡及処理が発生したカレンダー グループのレポートであることが識別
しやすくなります。

[エレメント] グループ ボックス

レポートの各行または各列においてレポートされるエレメントを選択します。

[入力タイプ] エレメントの入力タイプを選択します。選択できる値は、[自動割当]、[ブラ
ケット]、[控除]、[支給]、[フォーミュラ]、[システム エレメント] および [変
数] です。

[エレメント名] エレメント名を選択します。

[ラベル] レポート タイプが累計の場合に、ユーザー キーまたはカレンダー ID 以外
の列に対して [フィールド ラベルを印刷] チェック ボックスをオンにすると、
[名称] フィールドに代わって表示されます。
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[加算/減算] 列または行の合計にエレメントを加算するのか、または合計から減算する
のかを選択します。

注: レポート タイプが累計の場合、有効桁数が必要になる場合があります。全てのユーザー キーは、設
定時に定義された累計の結果テーブルから取得されます。ユーザー キーが印刷され、その後それらの
キーから開始される累計結果が選択されます。

また、累計に終了日が定義されていないために、ローン返済などのイベントが終了しても累計が繰り越
される場合があります。このような場合には、常に処理結果がゼロとして繰り越される累計 (毎月の控除
など) を特定して、[結果のない場合は印刷しない] チェック ボックスをオンにする必要があります。同様
に、累計の保存オプションに "全ての計算"が定義されていて、カレンダー実行で遡及処理が発生した場
合も、[結果のない場合は印刷しない] チェック ボックスをオンにします。カレンダー グループに給与計
算カレンダーと休暇欠勤カレンダーの両方がある場合は、遡及期間から現在の期間までの全てのカレ
ンダー (給与計算と休暇欠勤の両方) に累計が表示されます。こうした累計で結果がゼロになる列を特
定できる場合も、[結果のない場合は印刷しない] チェック ボックスをオンにして、不要な行が印刷されな
いようにします。

汎用レポートの実行
このセクションでは、汎用レポートの実行方法について説明します。

受給者データのサマリまたは詳細、ソート オプション、開始日、終了日などのランタイム パラメータを選
択してから、レポートを実行してください。

ラン コントロール ページによって以下のアプリケーションとプログラムが起動されます。

1. GP_GENRPT アプリケーション エンジン プログラム。このプログラムではレポート データのパラ
メータが準備されます。これにより、指定されたラン コントロール オプションと設定に基づいて
GPGENRPT SQR プロセスの結果が抽出されます。

2. GPGENRPT SQR プログラム。このプログラムでは抽出されたレポート データの結果から給与計
算結果が読み込まれ、レポートの書式が設定されます。

リスト レポートまたはサマリ レポートでの受給者と期間の選択

リスト レポートとサマリ レポートでは、複数の期間を対象にすることができます。期間 ID によって、日付
と受給者のパラメータが設定されます。次に、一致する期間 ID のセグメント レコードを持つ全ての受給
者が選択され、レポートが作成されます。リスト レポートで複数の期間が選択されると、選択した全ての
セグメントの値が合計されます。

累計レポートでの受給者と期間の選択

累計レポートは 1 つの期間のみを対象とします。カレンダー グループ ID によって、日付と受給者のパ
ラメータが設定されます。カレンダー グループ ID には、1 つの期間しか含めることができません。ただ
し、カレンダー グループに遡及処理が行われた場合は、レポートに追加の行が表示される場合がありま
す。したがって、遡及処理行が識別できるように、[カレンダー ID を印刷] チェック ボックスをオンにする
ことをお勧めします。
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汎用レポートの実行に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[汎用レポート] GP_GENRPT_RC [グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[レ
ポート]、[汎用レポート作
成]、[汎用レポート]

汎用レポートを実行
します。

汎用レポートの実行

汎用レポート ページにアクセスします。

汎用レポート ページ

レポートを実行するには、レポートに含めるカレンダーをまず指定する必要があります。そのためには、
リスト レポートとサマリ レポートで [開始日] と [終了日] に期間 ID を入力し、累計レポートではカレン
ダー グループ ID を入力します。リスト レポートとサマリ レポートは複数の期間を対象にできるので、期
間 ID を入力することになります。

[レポート タイプ] このフィールドは、同じページのその他のフィールドに影響します。

[開始日] [終了日] フィールドとの組み合わせによってレポートの期間枠を設定しま
す。これらの日付で定義される期間は、定義された支給期間の日付と一致
している必要があります。レポート タイプによっては、開始日と終了日の代
わりにグループ ID が使用されます。

[終了日] [開始日] フィールドとの組み合わせによってレポートの期間枠を設定しま
す。これらの日付で定義される期間は、定義された支給期間の日付と一致
している必要があります。レポート タイプによっては、開始日と終了日の代
わりにグループ ID が使用されます。

[ソート オプション] このフィールドには、"汎用レポート" の定義ページで定義されたソート オ
プションが表示されます。この値は上書き可能です。

1204 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



第 46 章 汎用レポートの設定と実行

[通貨] このフィールドには、"汎用レポート" の定義ページで定義された通貨が表
示されます。この値は上書き可能です。

[受給者の詳細] 各受給者の詳細をレポートする場合にこのチェック ボックスをオンにしま
す。このチェック ボックスがオフになっている場合、分割レベル別のサマリ
のみがレポートに出力されます。分割レベルが定義されていないレポート
の場合、このチェック ボックスは使用不可になります。

[グループ ID] [グループ ID] フィールドに特定の ID を指定することで、受給者のサブセッ
トを選択できます。このグループ ID は、PeopleSoft Enterprise ヒューマン
リソース管理のグループ ビルドの各ページで定義されます。

[指定日] レポートするグループの有効日を指定します。

[絞込日] グループ定義に有効日が付いたレコードが含まれている場合、実行する
レコードの日付を入力します。たとえば、1990/1/1 という有効日が付いて
いるグループを実行し、そのグループ内にある 1998/2/15 の有効日の付
いた行を実行する場合、[指定日] に 1990/1/1、[絞込日] に 1998/2/15 を
それぞれ選択します。

このフィールドを空白のままにしておくと、現在の日付でグループが実行さ
れます。

[再作成グループ] 汎用レポートを実行する前にグループを再作成する場合にこのチェック
ボックスをオンにします。

レポート タイプがサマリの場合のみ、[行/列] グループ ボックスが表示されます。[レポート ID] グルー
プ ボックスで定義するレポート期間のうち、 初の 12 か月間について列のセットが作成されます。各月
の 初の日付と 後の日付が開始日列と終了日列に入力されます。独自のサマリ レポート用に異なる
列を 大 12 列まで手動で定義することができます。
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第 47 章

データのアーカイブ

この章では、データ アーカイブの概要と以下の方法について説明します。

• データ アーカイブ マネージャの管理

• データ アーカイブ マネージャの実行

グローバル ペイロール データのアーカイブ
グローバル ペイロールでは大量の結果データが作成されます。詳細なオーディット トレールを管理する
ため、通常は順守目的でこのデータを保持する必要があります。一般的に、実際に参照が必要とされる
データの量よりも、保存する必要のあるデータ量の方が多くなります。保存データを管理可能な量に抑え
るには、データを定期的にアーカイブする方法があります。

PeopleSoft PeopleTools には、データ アーカイブ マネージャと呼ばれるアーカイブ ツールが用意されて
います。このツールを使用してグローバル ペイロールの結果データを正しくアーカイブするには、アーカイ
ブするデータと対応するテーブル構造を正確に理解しておく必要があります。結果データのアーカイブを
容易にするため、PeopleSoft グローバル ペイロールにはあらかじめ定義されているアーカイブ オブジェ
クト、アーカイブ クエリーおよびアーカイブ テンプレートが用意されています。

注: 標準で用意されているアーカイブ オブジェクト、アーカイブ クエリー、またはアーカイブ テンプレート
に変更を行う場合は、細心の注意を払ってください。変更によって重要なデータが失われる可能性があり
ます。

参照: Enterprise PeopleTools PeopleBook: Data Management の「Using PeopleSoft Data Archive Manager」

標準で用意されているアーカイブ オブジェクト

アーカイブ オブジェクトとは、アーカイブするテーブルの集まりのことです。オブジェクト定義によってテー
ブルからデータをアーカイブする方法が決定されます。

PeopleSoft グローバル ペイロールには、アーカイブする全てのグローバル ペイロール コア結果テーブ
ルのリストを含む 1 つのアーカイブ オブジェクト (GP_RSLT_ARCHIVE) が用意されています。さらに、グ
ローバル ペイロールの国別拡張機能ごとに 1 つのアーカイブ オブジェクトが用意されています。これら
のアーカイブ オブジェクトには、アーカイブする国別テーブルのリストが含まれます。国別のアーカイブ オ
ブジェクトの名称は GPxx_RSLT_ARCHIVE (xx は 2 文字から成る ISO 指定の国コード) になります。

注: 国別のアーカイブ オブジェクトに含まれる特定のテーブルに関する詳細については、国別機能のド
キュメンテーションを参照してください。
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標準で用意されているアーカイブ クエリー

PeopleSoft データ アーカイブ マネージャでは、クエリーを使用して基本アーカイブ オブジェクトの基本
テーブルからの選択条件を定義します。PeopleSoft グローバル ペイロールには、2 つのアーカイブ クエ
リーが用意されています。

• GP_CAL_RUN_SNGL

• GP_CAL_RUN_MULT

これらのクエリーでは、カレンダー グループ ID (CAL_RUN_ID) に基づいてアーカイブするデータが選択
されます。GP_CAL_RUN_SNGL では、1 つの特定のカレンダー グループ ID のデータが選択されます。
GP_CAL_RUN_MULT では、指定されたカレンダー グループより前または同時に 終決定された全てのカ
レンダー グループのレコードが選択されます。

注: 一度に 1 つの国のデータのみをアーカイブします。データ アーカイブ マネージャを使用して選択プロ
セスを実行するときに国を選択します。

標準で用意されているアーカイブ テンプレート

アーカイブ テンプレートでは、アーカイブ オブジェクトとアーカイブ クエリーを関連付けます。PeopleSoft
グローバル ペイロールには、グローバル ペイロール コアのアーカイブ オブジェクトと 2 つのアーカイブ
クエリーを参照する 1 つのアーカイブ テンプレート (GPRSLT) が用意されています。さらに、グローバル
ペイロールの国別拡張機能ごとに 1 つのアーカイブ テンプレートが用意されています。このテンプレート
では、グローバル ペイロール コアのアーカイブ オブジェクト、国別のアーカイブ オブジェクトおよび 2 つ
のアーカイブ クエリーが参照されます。国別のアーカイブ テンプレートの名称は GPxxRSLT (xx は 2 文
字から成る ISO 指定の国コード) になります。

データ アーカイブ マネージャの管理
このセクションでは、以下の方法について説明します。

• アーカイブ オブジェクトの管理

• アーカイブ テンプレートの管理

データ アーカイブ マネージャの管理に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[アーカイブオブジェク

トの管理]

PSARCHOBJDEFN [PeopleTools]、[データ
アーカイブマネージャ]、[
アーカイブオブジェクトの
管理]、[アーカイブオブ
ジェクトの管理]

アーカイブレコードをアー
カイブオブジェクトに分類
します。

[アーカイブテンプレー

トの管理]

PSARCHTEMPDEFN [PeopleTools]、[データアー
カイブマネージャ]、[アー
カイブテンプレートの管
理]、[アーカイブテンプ
レートの管理]

アーカイブテンプレートを
定義します。
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アーカイブ オブジェクトの管理

アーカイブ オブジェクトの管理ページにアクセスします。

アーカイブ オブジェクトの管理ページ

このページを使用して、標準のアーカイブ オブジェクトに定義されているテーブルと関連履歴テーブルを
表示します。

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Data Management の「Using PeopleSoft Data Archive Manager」に含
まれる「Managing Archive Objects」

アーカイブ テンプレートの管理

アーカイブ テンプレートの管理ページにアクセスします。
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アーカイブ テンプレートの管理ページ

このページを使用して、標準のアーカイブ テンプレートに関連付けられているアーカイブ オブジェクトと
アーカイブ クエリーを表示します。

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Data Management の「Using PeopleSoft Data Archive Manager」に含
まれる「Managing Archive Templates」

データ アーカイブ マネージャの実行
このセクションでは、データ アーカイブ マネージャの使い方の概要と以下の方法について説明します。

• グローバル ペイロール データのアーカイブ ジョブの定義

• クエリー バインド変数の定義
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データ アーカイブ マネージャの実行に使用するページ

ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

[データのアーカイブ] PSARCHRUNCNTL [PeopleTools]、[データアー
カイブマネージャ]、[データ
のアーカイブ]

アーカイブジョブを定義
します。

[アーカイブ用クエリー

バインドの定義]

PSARCHRUNQRYBND "データのアーカイブ"ペー
ジで [バインド定義]リンク
をクリックします。

アーカイブプロセスのアー
カイブ用クエリーバインド
変数を定義します。

[アーカイブランコント

ロールの詳細]

PSARCHEXAMRUNCNTL "データのアーカイブ"ペー
ジで [詳細表示]リンクをク
リックします。

アーカイブするデータの詳
細を表示します。

参照: Enterprise
PeopleTools PeopleBook:
Data Managementの「Using
PeopleSoft Data Archive
Manager」の「Archiving
Data to History」に含まれる
「Viewing Details」

[アーカイブのオーディット] PSARCHIVEAUDIT [PeopleTools]、[データアー
カイブマネージャ]、[アーカ
イブのオーディット]、[アー
カイブのオーディット]

アーカイブジョブの結果を
表示します。

参照: Enterprise
PeopleTools PeopleBook:
Data Managementの
「Using PeopleSoft Data
Archive Manager」に含
まれる「Auditing Archive
Processes」

グローバル ペイロール データのアーカイブ ジョブの定義

データのアーカイブ ページにアクセスします。
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データのアーカイブ ページ

データ アーカイブ プロセス

データのアーカイブ ページを使用して 4 つの異なるプロセスを実行することができます。

• [選択]: データがトランザクション テーブルから履歴テーブルにコピーされます。

• [削除]: 履歴テーブルにデータが既にアーカイブされている場合にのみトランザクション テーブルから
データが削除されます。

• [ロールバック]: データが履歴テーブルからトランザクション テーブルにコピーされます。

• [履歴から削除]: データが履歴テーブルから削除されます。

注: 一般的に、通常のデータ アーカイブ アクティビティでは [選択] と [削除] のプロセスのみを使用します。

グローバル ペイロール データのアーカイブ

グローバル ペイロールのデータをアーカイブするには、次の手順に従います。

1. 使用するアーカイブ テンプレートを選択します。

2. プロセス タイプに [選択] を選択して、グローバル ペイロールの結果テーブルから対応する履歴
テーブルにデータをコピーします。

3. 1 つのカレンダー グループのデータをアーカイブする場合は、選択クエリーに GP_CAL_RUN_SNGL
を選択します。
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複数のカレンダー グループのデータをアーカイブする場合は、選択クエリーに GP_CAL_RUN_MULT
を選択します。

4. [バインド定義] リンクをクリックして "アーカイブ用クエリー バインドの定義" ページにアクセスし、
このページでアーカイブ プロセスのバインド変数としてカレンダー グループと国を選択します。
GP_CAL_RUN_MULT クエリーを使用する場合は、選択したカレンダー グループ ID に定義された
日付よりも前または同日に 終決定された全てのカレンダー グループのデータがアーカイブ プ
ロセスで選択されます。

5. [実行] をクリックして選択プロセスを開始します。

6. "アーカイブのオーディット" ページを使用して選択プロセスの結果を確認します。

7. データのアーカイブ ページに戻ります。

8. プロセス タイプに [削除] を選択して履歴テーブルにコピーしたデータを削除します。

9. 実行した選択プロセスのバッチ ID を選択します。

10. [実行] をクリックして削除プロセスを開始します。

11. "アーカイブのオーディット" ページを使用して削除プロセスの結果を確認します。

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Data Management の「Using PeopleSoft Data Archive Manager」の
「Archiving Data to History」に含まれる「Defining Archive Jobs」

クエリー バインド変数の定義

"アーカイブ用クエリー バインドの定義" ページにアクセスします。

"アーカイブ用クエリー バインドの定義" ページ

[クエリー バインド変数のリセット] ボタンをクリックして、データ アーカイブ プロセスのバインド変数として
国とカレンダー グループを選択します。国とカレンダー グループを選択すると、データのアーカイブ ペー
ジで [詳細表示] リンクが使用可能になります。このリンクを使用すると、アーカイブされるデータを表示
することができます。

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Data Management の「Using PeopleSoft Data Archive Manager」の
「Archiving Data to History」に含まれる「Defining Archive Query Binds」

アーカイブ ジョブの結果の表示

"アーカイブのオーディット" ページにアクセスします。
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"アーカイブのオーディット" ページ

このページを使用してアーカイブ ジョブの結果を表示します。

関連項目:

Enterprise PeopleTools PeopleBook: Data Management の「Using PeopleSoft Data Archive Manager」に含
まれる「Auditing Archive Processes」
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付録 A

グローバル ペイロールのレポート群

この章では、グローバル ペイロールのレポート群の概要と、以下の方法について説明します。

• レポートの一覧と各レポートの説明

• レポートの詳細とソース レコードの表示

注: レポート群のサンプルについては、CD-ROM に含まれる PDF ファイルをドキュメンテーションと併せてご確
認ください。

関連項目:

第 46 章、 「汎用レポートの設定と実行」 、 1197ページ

Enterprise PeopleTools PeopleBook: PeopleSoft Process Scheduler

グローバル ペイロールのレポート群: アルファベット順
次の表では、グローバル ペイロールのレポート群がレポート ID のアルファベット/数字順にリストされて
います。レポートは全て SQR レポートです。レポートの詳細については、この付録の 後にあるレポー
トの詳細を参照してください。
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レポート ID/レポート名 説明 ナビゲーション ラン コントロール ページ

GP000001
給与計算結果

給与計算結果レポートに
は3つのバージョンがあ
ります。

• 従業員詳細レポート: セ
グメントごとの給与計算
結果の詳細が受給者別
に表示されます。給与計
算の実行後または 終
決定後に作成します。

• 従業員サマリレポート:
セグメントごとの給与計
算結果のサマリが受給者
別に表示されます。給与
計算の実行後または
終決定後に作成します。

• 組織サマリレポート: 支
給と控除の合計のサマリ
が部門別に作成されま
す。このレポートは給与
計算の実行後または
終決定後に作成します。

3つのバージョン全てにお
いて、レポートの上部に"
オープン"または" 終"の
給与計算ステータスが
表示されます。

[グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[レ
ポート]、[給与計算結果]、[
給与計算結果]

GP_GPSQR01_PNL

GP000002
休暇欠勤結果

給与計算結果レポートと類
似していますが、休暇欠勤
処理の計算結果または確
定結果が表示されます。

[グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[レ
ポート]、[休暇欠勤結果]、[
休暇欠勤結果]

GP_GPSQR01_PNL

GP000004
受給者メッセージ

給与計算実行によって作
成された受給者メッセージ
を表示します。

[グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[レ
ポート]、[給与計算メッセー
ジ]、[給与計算メッセージ]

GP_GPSQR04_PNL

GP00PK01
比較レポート

規定パッケージを適用する
際に更新または変更される
エレメントを確認できます。

この情報を使って、特定の
エレメントをアップグレード
するかどうかを判断します。

[HRMS基本設定]、[製品/
業務別定義]、[グローバル
ペイロール/休暇欠勤管
理]、[エレメント]、[グローバ
ルペイロールパッケージ
の管理]、[規定パッケージ
の適用]、[パッケージ処理]

パッケージ処理ページで [
比較レポートの作成]チェッ
クボックスをオンにし、[実
行]ボタンをクリックしてレ
ポートを作成します。

GP_PKG_T_RUNCTL

GPGENRPT
ユーザー定義の汎用レ
ポート (標準のレポート
名なし)

ランタイムパラメータを追
加で定義し、汎用レポート
を実行します。

[グローバルペイロール/休
暇欠勤管理]、[休暇欠勤処
理と給与計算処理]、[レ
ポート]、[汎用レポート作
成]、[汎用レポート]

GP_GENRPT_RC
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PeopleSoft Enterprise 用語一覧

EIM元帳 Enterprise Incentive Management元帳の略。PeopleSoft Enterprise Incentive
Management では、参加者のスコープ内の増分結果を処理するオブジェクトのこ
とです。元帳には、データオリジンと、元になった処理ステップに対する全ての適
切な追跡を含んだ結果セットがキャプチャされます。

GDS "Global Distribution System (グローバル販売システム)"の略です。旅行計画を作
成するためのコンピュータ予約システム全般を示す広義的な用語です。

GLビジネスユニット/GLユニット 一般会計ビジネスユニットのことです。会計処理上、独立している組織内のエン
ティティを指します。GLユニットごとに固有の会計帳簿が管理されます。

ビジネスユニットの説明も参照してください。

KPI "Key Performance Indicator (主要業績評価指標)"の略です。組織の重要成功
要因の達成度を測るための、上位レベルの尺度です。KPIにより、評価の基
準となるデータ値や計算方法が定義されます。

KVI "Known Value Item (価格や価値が消費者によく知られている商品)"の略で
す。販売価格を上げたり下げたりすることができない製品または製品グルー
プに使用する用語です。

LDIF ファイル "LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) Data Interchange Format (LDAP
データ交換フォーマット) ファイル"の略です。このファイルには、PeopleSoft
Enterpriseのデータとディレクトリデータとの差異が記録されます。

MCFサーバー PeopleSoft MultiChannel Framework (マルチチャネルフレームワーク)サーバーの
略です。ユニバーサルキューサーバーとMCFログサーバーで構成されます。ど
ちらのプロセスも、アプリケーションサーバードメイン設定でMCFサーバーが
選択されたときに開始されます。

NDP "Non-Discountable Products (割引対象外の製品)"の略です。販売価格を下げる
ことができない製品または製品グループに使用する用語です。

PeopleCode PeopleSoft Enterprise コンポーネントプロセッサによって実行される固有の言
語です。PeopleCodeは、既存のデータやユーザーのアクションに基づいて結
果を生成します。PeopleTools で提供されるさまざまなツールを使用すると、
PeopleCode を実行可能な全てのPeopleSoft Enterprise アプリケーションで外部
サービスが利用できるようになります。

PeopleCode イベント "イベント"の説明を参照してください。

PeopleSoft ピュアインターネット
アーキテクチャ (PIA)

リレーショナルデータベース管理システム (RDBMS)、アプリケーションサー
バー、Webサーバー、およびブラウザで構成される、PeopleSoft 8の基本
アーキテクチャです。

RENサーバー PeopleSoft マルチチャネルフレームワークのReal-time Event Notification
サーバーの略です。

RFI イベント PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、情報の依頼を指します。

RFx イベント PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、入札者間の競争が少
なく、複数の入札者が予算内の 高金額で入札した場合に行われる提案依頼ま
たは見積イベントの依頼を指します。

SCP SCBM XML メッセージ SCP =サプライチェーンプランニング、SCBM =サプライチェーンビジネスモデラ
を意味しています。サプライチェーンビジネスモデラでは、データのインポートお
よびエクスポートは、全てXMLの形式で行われます。

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1217



用語一覧

XLink (XML リンク) XML ドキュメントに、リソース間のリンクを記述するためのリンク言語です。

XMLスキーマ アプリケーションメッセージ、コンポーネントインターフェイス、またはビジネス
インターリンクの表示を統一するXML定義です。

XPI eXtended Process Integratorの略です。PeopleSoft XPIは、JD Edwards
EnterpriseOneアプリケーションとのリアルタイムおよびバッチでの連携を可能に
する統合インフラストラクチャです。

アイテム PeopleSoft Enterprise在庫管理では、ビジネスユニットに保管されている (または
倉庫から出荷される)物品を指します。

PeopleSoft Enterprise需要計画、在庫ポリシー計画、および供給管理では、計画
の目的のみで使用する非在庫アイテムを指します。非在庫アイテムを使用して、
在庫アイテムのファミリまたはグループを表すことができます。計画部品表や
計画工程手順を設定することができ、計画部品表の構成部品として使用す
ることもできます。計画アイテムは、生産用または設計用の部品表や工程手
順に指定することはできず、生産の構成部品として使用することもできませ
ん。手持数量は管理されません。

PeopleSoft Enterprise売掛金管理では、個々の売掛金を指します。たとえば、請
求書、貸方メモ、借方メモ、償却、または調整などがアイテムに該当します。

アクションテンプレート PeopleSoft Enterprise売掛金管理において、顧客やアイテムが、アクションプラ
ンの特定の状態にどのくらいの期間とどまっていたかに基づいて、システムまた
はユーザーによって段階的に実行されるアクションの概要を定義します。

アクティビティ PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントでは、登録可能なカタログアイテム
(クラス)のインスタンスを指します。このアクティビティによって、提供物に関連す
る費用、登録の制限と期限、および登録待ち人数の定員などが定義されます。

PeopleSoft Enterpriseパフォーマンスマネジメントでは、アクティビティベースマ
ネジメントでコスト計算に使用される、組織の業務と一連のアクションを指します。

PeopleSoft Enterprise プロジェクトコスト管理では、プロジェクトをさらに細かく (通
常は各タスクに)分類するための業務単位を指します。

PeopleSoft ワークフローでは、ビジネスプロセス内で実行する必要のある各トラ
ンザクションを指します。アクティビティは、トランザクションを実行するための各
ステップで構成されるため、ステップマップとも呼ばれます。

アプリケーションメッセージング PeopleSoft Enterprise製品ファミリのアプリケーションと、他のPeopleSoft
Enterprise製品またはサードパーティのアプリケーションとを同期または非同期
の形式で連携させることができる機能です。アプリケーションメッセージには、パ
ブリッシュ/サブスクライブの対象となるレコードとフィールドが定義されます。

異動理由 従業員の職務または雇用情報が更新された理由です。異動理由は、人
事異動 (昇進、雇用終了、支給グループの変更など)と、その理由という 2つ
の部分から成ります。異動理由は、PeopleSoft Enterprise ヒューマンリソース
管理、PeopleSoft Enterprise Benefits Administration、PeopleSoft Enterprise
Stock Administration、および基本福利厚生管理ビジネスプロセスのCOBRA
管理機能によって使用されます。

イベント コンポーネントプロセッサフローまたはプログラムフロー内にあらかじめ定
義されたポイントです。各ポイントに達すると、イベントによって各コンポーネ
ントがアクティブ化され、そのコンポーネントとイベントに関連付けられている
PeopleCode プログラムが開始されます。イベントの例としては、FieldChange、
SavePreChange、およびRowDelete などがあります。

また、PeopleSoft Enterprise ヒューマンリソース管理では、福利厚生の給付条
件に影響する出来事を指します。

イベント継承プロセス PeopleSoft Enterprise Sales Incentive Management では、元のPeopleSoft
Enterprise Incentive Management イベントの継承を (ロジックを通じて)決定し、他
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のオブジェクトによって処理される元のイベントのデリバティブを作成するプロセ
スのことです。PeopleSoft Enterprise Sales Incentive Management では、このメカニ
ズムを使用して分割やロールアップなどが実装されます。イベント継承によ
り、貸方金額をだれが受け取るかが決定します。

イベント制約 PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、特定のソーシング
イベントに関連付けられる制約を指します。選択したイベント内で支出が追
跡されます。

依頼者 PeopleSoft Enterprise eSettlement-決済管理において、商品またはサービスを
依頼し、発注書を参照するさまざまな購買ページに IDが表示されている担
当者を指します。

インテグレーション システム間の連携を可能にする2つのインテグレーションポイント間の関係で
す。インテグレーションによって、PeopleSoft Enterprise アプリケーションは、他
のPeopleSoft Enterprise アプリケーションやサードパーティのシステム/ソフト
ウェアとシームレスに連携することができます。

インテグレーションセット 同じ目的で使用されるインテグレーションの論理グループです。たとえば、インテ
グレーションセット ADVANCED_SHIPPING_ORDERには、注文に対する出荷を顧
客に通知するために使用される全てのインテグレーションが含まれます。

インテグレーションポイント 他のPeopleSoft Enterprise アプリケーションや外部アプリケーションとの連携に
使用されるインターフェイスです。

ウェアハウス 定義済みETLマップ、データウェアハウスツール、およびデータマート定義で構
成されたPeopleSoft Enterpriseデータウェアハウスです。

売掛金担当者 PeopleSoft Enterprise売掛金管理において、売上調整と未解決アイテムを追跡
および解決する担当者のことを指します。

オークションイベント PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、 適な価格またはス
コアを達成するために、入札者間で積極的な競争が行われるソーシングイ
ベントを指します。

会計処理クラス PeopleSoft Enterpriseパフォーマンスマネジメントにおいて、一般に認められ
ている会計原則 (GAAP) で、リソースがどのように取り扱われるかを定義しま
す。在庫クラスは、リソースが貸借対照表勘定科目に含まれるかどうか (在庫
や固定資産など)を示し、非在庫クラスは、リソースが発生した期間の費用
として処理されることを示します。

会計処理日 取引が実際に発生した日ではなく、取引が認識された日付を示します。会計
処理日と取引日は同じである場合もあります。会計処理日により、取引の転
記先の総勘定元帳における会計期間が決まります。選択できる会計処理日
は、転記先の元帳のオープン期間内の日付に限られます。通常、アイテムの
会計処理日は請求日になります。

会計分割 会計分割メソッドは、1つまたは複数の会計チャートフィールドセットに、支出が
どのように割り当てまたは分割されるかを示します。

回収ルール PeopleSoft Enterprise売掛金管理において、未決済残高の金額と期限から
の経過日数に基づき、顧客に対して実行するアクションを定義するユーザー
定義のルールのことを指します。

価格コンポーネント PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、全体の入札価格を構
成する材料費、人件費、出荷費用などの各種コンポーネントを指します。

価格設定 PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、落札数量に基づいて
入札者が行う値引きまたは金額の上乗せを指します。

価格リスト 価格リストを使用して、製品および取引の際に適用される条件を選択できま
す。取引の際は、その取引に定義されている検索階層に基づいて製品の価格
が自動的に決定されるか、または製品に関連付けられたアクティブな価格リ
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ストの 低価格が使用されます。この価格は、以後の全ての割引や割増に
対する基準として使用されます。

価格ルール 基本価格に調整が適用されるための条件です。それぞれの条件が満たされれ
ば、複数のルールが適用される場合もあります。

価格ルールキー 価格ルールに対して価格ルール条件 (取引のマッチングに使用)を定義するため
に利用可能なフィールドを定義します。

価格ルール条件 価格設定フィールドとその値を選択し、価格設定フィールドが取引にどのよう
に適用されるかを決定する演算子を選択します。

学習者グループ PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントにおいて、同じラーニング環境に
リンクされた学習者のグループを指します。同じ学習者グループのメンバー
は、部門や職務コードなど、同じ属性を共有します。学習者グループを使用
して、ラーニングアクティビティやプログラムへのアクセスや登録を制御する
ことができます。また、バックオフィスでグループ登録や一括登録を実行す
るためにも使用されます。

学習予定 PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントにおいて、学習者ごとに計画さ
れている全てのラーニングアクティビティおよびプログラムを格納するセルフ
サービスリポジトリです。

学習履歴 PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントにおいて、学習者が完了した全ての
ラーニングアクティビティやプログラムを記録するセルフサービスリポジトリです。

カタログアイテム PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントにおいて、学習者が学習および
追跡できるトピックを指します。たとえば、"Microsoft Wordについて"などが
これに該当します。カタログアイテムには、トピックについての一般的な情報
に加え、コースコード、説明、カテゴリ分類、キーワード、および提供方法が
含まれています。1つのカタログアイテムには、1つまたは複数のラーニ
ングアクティビティが含まれます。

カタログパートナ PeopleSoft Enterprise カタログ管理において、カタログコンテンツの管理責任を
企業のカタログ管理者と共有します。

カタログマップ PeopleSoft Enterprise カタログ管理において、カタログのソースデータから会社
仕様のカタログに値を変換するために使用されます。

各国機能 PeopleSoft Enterprise HRMSにおいて、国ごとに利用できる情報セットを指しま
す。この情報にアクセスするには、グローバルウィンドウで目的の国のフラグをク
リックするか、または特定の国向けのメニューからアクセスします。

カテゴリ分類 パートナからのオファーをカタログのオファーに関連付け、それらを会社のカタロ
グカテゴリにグループ化します。

仮受消費税記録フラグ "仮払消費税記録フラグ"の説明を参照してください。

仮払消費税記録フラグ PeopleSoft Enterprise購買管理、買掛金管理、および一般会計では、このフラグ
は取引に仮払消費税が記録されることを示します。このフラグは、仮受消費税記
録フラグと併せて、取引に対して作成される会計入力と、消費税申告書での
取引の申告方法を決定するために使用されます。購買管理と買掛金管理で
は、取引の消費税情報が追跡されるので、このフラグは必ず"記録する"に
設定します。常に仮受消費税だけが記録されるPeopleSoft Enterprise受注管
理、請求管理、売掛金管理と、常に仮払消費税だけが記録されるPeopleSoft
Enterprise経費管理では、このフラグは使用されません。

関係オブジェクト PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、これらのオブジェクトは給与オ
ブジェクトとビジネスオブジェクトの間の関連性を設定することによって、取引を
解決するための給与構造を詳細に定義します。

関係者 ワークフォースの一員ではないものの、組織が情報を管理する対象となる
個人を指します。
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換算先通貨 予算表示や照会のために、入力通貨から換算する単一の通貨です。

期間コンテキスト PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、参加者は通常複数の期間に
同じ給与プランを使用するので、期間コンテキストによってプランのコンテキスト
が特定のカレンダー期間と会計年度に関連付けられます。期間コンテキストは、
関連するプランコンテキストを参照してチェーンを形成します。各プランコンテキ
ストには対応する期間コンテキストのセットがあります。

基本期間 PeopleSoft Enterprise ビジネスプランニングにおいて、カレンダー内の も基
本的な期間を指します。

キャッシュドロア 現金を収納して支払をその場で行うための引出しです。

休暇取得 受給者が、有給休暇を認められるために満たす必要のある条件を定義す
るエレメントです。

休暇付与 病欠、休養、産休など、有効と認められる休暇について、有給休暇を承認す
るためのルールを定義するエレメントです。休暇付与エレメントにより、承認
可能な金額、頻度、および期間が定義されます。

給与オブジェクト PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、給与構造内のノードを指しま
す。給与オブジェクトは、給与構造の階層を構成する基本単位です。

給与構造 PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、給与オブジェクトの階層関係
のことです。これは、オブジェクト間の給与関連の関係を表します。

行 PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、入札できる個々のアイ
テムまたはサービスを指します。

業績指標 PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、奨励プランの適用範囲内で
データを格納するために使用される変数を指します (アグリゲータと似ています
が、あらかじめ定義されている計算式はありません)。業績指標は、プランのカレ
ンダー、地域、および参加者に関連付けられます。業績指標は割当額の計算
やレポーティングに使用されます。

共通アローワンス PeopleSoft Enterprise プロモーションマネジメントにおいて、制限付きで資金供給
された企業レベルでのプロモーションを指します。業界一般では、これはコーポ
レートプロモーションやコーポレートディスカウントなどと呼ばれます。

共通ナビゲーションヘッダー 全てのPeopleSoft Enterpriseポータルには、ナビゲーションヘッダーが含ま
れます。これは、ユーザーがそのポータルにサインインしている限り、全ての
ページで上部に表示されます。ナビゲーションヘッダーには、標準のナビゲー
ションボタン (ホーム、お気に入り、サインオフなど)に加え、各ユーザーへ
のメッセージなども表示できます。

共有ドライバ計算式 PeopleSoft Enterprise ビジネスプランニングで使用される、ドライバ計算式に似た
プランニングメソッドです。1つのプランニングアプリケーション内で共有するため
にグローバルに設定したり、PeopleSoft Enterprise ウェアハウスを通じて複数の
プランニングアプリケーション間で共有するように設定したりできます。

金融制裁 米国に拠点を置く企業やその企業の海外の子会社は、米国財務省海外資産管
理局 (OFAC)の連邦規制により、支払前に取引先が特定国籍業者 (SDN) リスト
の対象かどうかを確認することが求められます。

PeopleSoft Enterprise買掛金管理、eSettlement-決済管理、資金管理、および
Order to Cashでは、取引先が金融制裁リスト (SDN リストや欧州連合のリストな
ど)の対象であるかを確認できます。

クラスチャートフィールド 予算を予算期間、資金、部門 ID、およびプログラムコードと組み合わせた場合
に、一意の支出予算キーを識別するためのチャートフィールド値です。以前
はサブ分類と呼ばれていました。
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グループ PeopleSoft Enterprise請求管理と売掛金管理では、1つまたは複数の取引で
構成される転記対象を指します。たとえば、アイテム、入金、振替、マッチン
グ、償却などがあります。

PeopleSoft Enterprise ヒューマンリソース管理とサプライチェーンマネジメントで
は、PeopleSoft ビジネスプロセスで計算を実行するため、同一の名前または変数
に関連付けられたレコードのセットを指します。たとえば、PeopleSoft Enterprise
勤務管理では、従業員は勤務時間報告用のグループにまとめられます。

グローバル制約 PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、複数のストラテジック
ソーシングビジネスユニットに適用される制約を指します。複数のストラテジック
ソーシングビジネスユニットの全てのイベントにわたって支出が追跡されます。

契約 PeopleSoft Enterprise eSettlement-決済管理において、支払条件、銀行情報、通
知などの処理オプションを、購買者とサプライヤの所在地の組み合わせによっ
てグループ化および指定するための手段です。

原価プロファイル 受領原価計算方法、原価フロー、および払出原価計算方法の組み合わせです。
プロファイルは台帳に関連付けられ、その台帳におけるアイテムの評価方法や、
アイテムの物理的移動の評価方法を決定します。

現在の学習内容 PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントにおいて、現在進行している全
てのラーニングアクティビティおよびプログラムに対するセルフサービスリポ
ジトリを指します。

検索クエリー 検索エンジンにクエリー文字列と演算子を渡すために使用されます。検索イン
デックスは、一致する結果のセットをソースドキュメントへのキーと共に返します。

検索/マッチング PeopleSoft Enterprise ヒューマンリソース管理において、データベース内の重複
するレコードを検索、特定するための機能です。

合計コスト PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、特定の落札方法の
見積コスト (実際の金額と、"ソフトダラー"すなわち現金などの直接の支払
以外の支払手段によるものの合計)を指します。

購買イベント PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、イベント作成者に
とっては、商品やサービスを購入することを指し、通常は見積依頼、提案、ま
たはリバースオークションに関連付けられます。入札者にとっては、商品や
サービスを販売することを指します。

購買者 PeopleSoft Enterprise eSettlement-決済管理において、システム内でサプライヤ (
取引先)と取引をする組織またはビジネスユニットを指します (個人ではありませ
ん)。購買者は、システム内で実行された購買に対する支払いを作成します。

顧客サブグループタイプ 詳細な履歴、エージング、イベント、およびプロファイルの生成が可能な区分
に顧客を分類するための値です。

コストプラス価格設定 PeopleSoft Enterprise Pricer において、商品の原価を基準に価格を設定する
方法を指します。

コストプラス契約行 報奨、固定、奨励金、またはその他の料金コンポーネントに関連付けられるレー
トベースの契約行です。料金タイプが"なし"に関連付けられるレートベースの契
約行は、コストプラス契約行とは見なされません。

コレクション ドキュメントのセットをVerity で検索可能にするには、 初にコレクションを少なく
とも 1つは作成する必要があります。コレクションとは、ディレクトリおよびファイ
ルのセットです。コレクションにより、検索アプリケーションのユーザーがVerity
検索エンジンを使用して、検索条件に一致するソースドキュメントをすばや
く検索および表示することが可能になります。コレクションは、ファイルサー
バー別に固有のフォーマットで格納されたソースドキュメントに対する統計値
とポインタで構成されます。コレクションは単一の場所の情報しか格納でき
ないため、PeopleTools では検索索引オブジェクトごとに複数のコレクション
のセット (言語コードごとに 1つ)が管理されます。
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コンテキスト PeopleCodeにおいて、PeopleCodeプログラムの実行中に、前後関係から見てど
のバッファフィールドが参照可能か、各スクロールレベル上の現在のデータ
行がどの行か、などを判断する基準を指します。

PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、プロセスの実行範囲の決定に
使用されるメカニズムを指します。PeopleSoft Enterprise Incentive Management で
は、計画、期間、および実行レベルの3つのタイプが使用されます。

コンテンツ参照 ポータルレジストリに登録されているコンテンツへのポインタです。通常はURL
か iScriptのいずれかになります。コンテンツ参照は、ターゲットコンテンツ、テン
プレート、およびテンプレートページレットの 3つのカテゴリに分類されます。

コントロールテーブル アプリケーションの処理を制御する情報が格納されます。このような情報は、組
織全体を通じて一貫している場合もあれば、データの共有がより限定され、組織
の一部分によってのみ使用される場合もあります。

コンポーネントインターフェイス API (アプリケーションプログラミングインターフェイス)のセットであるコンポーネ
ントインターフェイスを介すことにより、PeopleSoft クライアントを使用していな
くても、プログラムを通じてPeopleSoft Enterpriseデータベース情報にアクセ
スしたりデータを修正したりすることができます。

サードパーティ PeopleSoft によって認定され、PeopleSoft Enterprise アプリケーションと互換
性のある製品やインテグレーションを提供する会社やベンダーです。通常は
PeopleSoft Enterpriseの製品に関して幅広い知識を持っています。

適化エンジン PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングで使用されるPeopleTools コ
ンポーネントで、入札を評価して割り当てる、 適な落札金額を決定します。
推奨落札金額は、購買と会社の目的および制約に従って価額が 大に
なるように設定されます。

作業指示 PeopleSoft Enterpriseサービスプロキュアメントにおいて、サービスプロバイダと
の契約の基本条件を指定する、リソースベースや成果物ベースの取引を作成で
きるようにします。サービスプロバイダと契約したら、そのサービスプロバイダは
作業指示に従って時刻と進捗状況を記録します。

作業別歩留 PeopleSoft Enterprise生産管理において、生産されるアイテムに対し、作業
ごとの損失を見積もる機能です。

サブビジネスプロセス ビジネスプロセスのサブセットです。たとえば、"資金管理"というビジネ
スプロセスのサブセットとして "キャッシュポジションの決定"というサブビジ
ネスプロセスがあります。

サマリツリー 要約元帳内のレポートのタイプごとに勘定科目をロールアップするために使
用されるツリーです。サマリツリーを使用すると、ツリーのツリーを定義でき
ます。サマリツリー内の詳細値は、実際には詳細ツリーまたは別のサマリツ
リー (基本ツリー)上のノードにあります。サマリツリーの構造によって、そのサ
マリツリーの土台となる詳細値が指定されます。

参加者 PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、参加者は奨励報酬計算プロセ
スの受取人のことです。

参加者オブジェクト 各参加者オブジェクトは、1つまたは複数の給与オブジェクトに関連付けられます。

"給与オブジェクト"を参照してください。

参照オブジェクト PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、このディメンジョンタイプのオ
ブジェクトによってビジネスをより詳細に定義します。参照オブジェクトには、製品
ツリー、顧客ツリー、業種ツリー、地理ツリーなど、独自の階層を定義できます。

参照データ PeopleSoft Enterprise Sales Incentive Management では、担当地域、参加者、製
品、顧客、チャネルなどの販売単位を表すシステムオブジェクトのことです。
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参照取引 コミットメントコントロールにおいて、より上位のレベルの (かつ通常はより 近の)
ソース取引によって参照されるソース取引を指します。これは、参照先取引の予
算チェック済み金額の一部または全てを自動的に取り消すために行われます。こ
れにより、異なるコミットメントレベルで取引が順次入力される際に重複転記を防
ぐことができます。たとえば、エンカンバランス取引 (発注など)の金額が予算と比
較してチェックおよび記録される際、同時に、対応するプレエンカンバランス取引
(調達依頼など)の金額の一部または全てが参照され自動的に取り消されます。

資金 PeopleSoft Enterprise プロモーションマネジメントにおいて、プロモーションアク
ティビティへの資金を供給する予算です。資金供給方法には、トップダウン、固定
計上、ローリング計上、ゼロ基準計上の4つがあります。

資産クラス レポート目的に使用される資産グループです。資産区分と組み合わせて使用す
ることにより、資産をさらに綿密に分類できます。

システム機能 PeopleSoft Enterprise売掛金管理において、一般会計の会計入力がシステム内
でどのように作成されるかを定義するアクティビティです。

システムソース システムソースによって、データベースの取引行のソースが識別されます。たと
えば、PeopleSoft Enterprise経費管理から開始するトランザクションには、システ
ムソースコード "BEX" (経費管理バッチ)が含まれます。

PeopleSoft Enterprise プロジェクトコスト管理で請求用のソース取引行の価格
を設定すると、新規行のシステムソースを表すシステムソースコード "PRP"
(プロジェクトコスト価格設定)が付いた行が作成されます。システムソース
コードでは、PeopleSoft Enterprise システム内外のソースを表すことができま
す。たとえば、Microsoft Projectから PeopleSoft Enterprise アプリケーションに
データをインポートするプロセスでは、ソースコード "MSP" (Microsoft Project)
が付いた取引行が作成されます。

実行レベルコンテキスト PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、特定のプロセス実行 (および
バッチ ID) を期間コンテキストとプランコンテキストに関連付けるために使用しま
す。特定のプロセス実行に関連する全てのプランコンテキストには個別の実
行レベルコンテキストがあります。1つのプロセス実行が複数の期間にまた
がることはできないので、各プランコンテキストには1つの実行レベルコンテ
キストだけが関連付けられます。

支払サイクル PeopleSoft Enterprise買掛金管理において、支払作成の際に、支払予定を選択
するための基準を定義するルールセットを指します。

従業員/非従業員 ワークフォースの一員となる個人です。従業員または非従業員が含まれます。

重要度 PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、イベント全体に対す
る行または質問の重要度を指します。重要度は入札のスコア付けと分析に
使用します。RFx イベントと RFI イベントでは、重要度は入札者に示される場
合と示されない場合があります。

出張グループ PeopleSoft Enterprise経費管理において、特定のビジネスユニット、部門または
従業員に関連付けられる組織の出張規定および方針を指します。PeopleSoft
Enterprise経費管理の出張機能を設定する場合は、出張グループを 1つ以上定
義する必要があります。また、旅行会社には出張グループを 1つ以上定義
して関連付ける必要があります。

出張パートナ PeopleSoft Enterprise経費管理において、組織が契約関係を結んだ旅行
会社を指します。

取得価格行 チャートフィールドのセットに対する原価取引と金額です。

条件 PeopleSoft Enterprise売掛金管理において、与信限度額に達したり、ユーザー
定義の未払残高を超えたりして、顧客の勘定のステータスが変更された
場合に発生する状況を指します。
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消費税対象外 (非課税) 消費税の課税対象ではない商品やサービスを指します。消費税対象外の商品
やサービスを提供する組織は、関連する仮払消費税を回収することはでき
ません。これは、回収不能免除とも呼ばれます。

消費税保留 消費税支払の一時的免除を許可された組織を指します。

消費税免除 (免税) 組織の性質を理由に消費税支払の永久的免除を許可された組織を指します。

消費税例外 組織に対して許可された、一時的または永久的な消費税支払免除のことです。
これには、消費税免除と消費税保留の両方の状況が含まれます。

奨励オブジェクト PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、PeopleSoft Enterprise
Incentive Managementの計算プロセスと結果を定義およびサポートする、奨
励関連のオブジェクトのことです (プランテンプレート、プラン、結果データ、
ユーザー介入オブジェクトなど)。

奨励ルール PeopleSoft Enterprise Sales Incentive Management では、取引に対して動作し、
それらを報酬に変えるコマンドのことです。1つのルールは、取引を報酬
に変えるプロセスの一部分です。

所在地 さまざまなタイプの住所を示すために使用します。たとえば企業の場合、請求書
受け取り先、出荷先、郵送先などの各住所や、別の建物などを表すために使用で
きます。各住所には異なる所在地番号があります。1で表される主要所在地は、

も頻繁に使用する住所を示します。これは、主住所とは異なる場合があります。

シリアル/ロット構成 PeopleSoft Enterprise生産管理において、シリアル管理アイテムの生産工程を追
跡するための機能です。

シリアル/ロット生産管理 PeopleSoft Enterprise生産管理において、製造アイテムのシリアル情報を追跡す
るための機能です。この情報は、アイテムマスターレコード内で管理されます。

シングルサインオン シングルサインオンを使用すると、ユーザーはPeopleSoft Enterprise アプリケー
ションサーバーによる認証を受けた後、ユーザー IDやパスワードを再入力せず
に2つ目のPeopleSoft Enterprise アプリケーションサーバーにアクセスできます。

シンジケート 会社のカタログの実用バージョンをパートナに配布することです。

進捗ログ PeopleSoft Enterpriseサービスプロキュアメントにおいて、成果物ベースのプロ
ジェクトを追跡するために使用されます。進捗ログは、タイムシートと同様に機能
し処理されます。サービスプロバイダの担当者は、進捗ログを使用して成果物の
進捗状況を記録および提出します。進捗状況は、実行されるアクティビティごとに
記録するか、作業の完了率で記録するか、またはプロジェクトに対して定義され
ているマイルストーンアクティビティの完了ごとに記録することができます。

スコア PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングでは、イベントの入札要因に対
する回答数 (パーセント)を指します。スコアはオークションイベント入札者に
のみ示されます。

ステージ 選択したパートナオファーを、企業の他のパートナからのオファーと統合す
る方法です。

ステップ PeopleSoft Enterprise Sales Incentive Management では、プラン内のセクション
のコレクションを指します。各ステップは、ジョブ実行に含まれる特定のス
テップに対応します。

スピードチャート 複数のチャートキーを指定するユーザー定義の省略キーです。支払伝票入
力に使用されます。スピードチャート定義内の各チャートキーにパーセン
テージを関連付けることもできます。

スピード入力 チャートフィールド値の組み合わせを表すコードです。スピード入力を使用す
ると、一緒に使用されることの多い複数のチャートフィールドを簡単に入
力できるようになります。
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製品 PeopleSoft Enterprise またはサードパーティの提供する製品を指します。
PeopleSoft では、提供するソフトウェア製品を製品ファミリまたは製品ラインに分
類しています。Interactive Services Repositoryには、PeopleSoft によって販売さ
れる全ての製品の各リリースに関する情報が提供されています。また認定され
たサードパーティの製品についても情報提供されています。それぞれの製品は、
製品名とリリース番号によって区別されています。

製品カテゴリ PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、PeopleSoft Enterprise
Incentive Management製品スイート内の1アプリケーションを指します。
PeopleSoft Enterprise Incentive Management システム内の各取引は、特定の製
品カテゴリに関連付けられます。

製品追加 製品Aを購入すると製品Bが無料または特定の価格で購入できるようにする価
格設定機能です (以前の名称は"無償提供品")。

製品ファミリ 共通の機能を持つ製品のグループを指します。Interactive Service Repository で
検索に使用できる製品ファミリ名としては、オラクル社のPeopleSoft Enterprise、
JD Edwards EnterpriseOne、JD Edwards World、サードパーティ (認定されたパー
トナ)があります。

製品ライン PeopleSoft Enterprise製品ラインまたは認定されたパートナ (サードパーティ)の
会社名を指します。Integration Services Repository では、製品ラインごとにインテ
グレーションポイントを検索することもできます。

制約 ソーシングイベントでの落札方法に関する業務方針またはルールです。制約に
は、ビジネス、グローバル、イベントの 3つのタイプがあります。

積載 PeopleSoft Enterprise在庫管理において、まとめて出荷される商品のグループを
指します。積載管理は、重量、容積、および出荷先を追跡するために使用さ
れるPeopleSoft Enterprise在庫管理の機能です。

セキュリティイベント コミットメントコントロールにおいて、セキュリティ権限チェックをトリガするイベ
ントです。たとえば、予算の入力、振り替え、および調整、例外の上書きと通
知、照会などがあります。

セクション PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、特定のタイプの取引に対
して適用される奨励ルールのコレクションを指します。セクションを使用する
ことにより、プランをセグメント化して、異なるセクション内の論理イベントを
処理することが可能になります。

セッション PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントにおいて、1つのアクティビティの各
集合日を指します。つまり、1日の開始時刻と終了時刻の間の時間です。セッ
ションには、日付、場所、集合時刻、および講師の情報が格納されます。セッショ
ンはスケジュールの決められた研修に使用されます。

セッションテンプレート PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントにおいて、アクティビティのスケ
ジュール設定に繰返し使用できる共通のアクティビティ特性を設定したもので
す。共通の特性としては、曜日、開始/終了時刻、施設と教室の割当、講師、
設備などが挙げられます。セッションテンプレートは、スケジュールを設定す
る対象のアクティビティに関連付けることができます。アクティビティにテンプ
レートを関連付けると、テンプレートの全てのデフォルト情報がアクティビティ
セッションパターンに入力されます。

設定パラメータカタログ PeopleSoft Enterprise と連携する外部システムを設定するために使用されます。
たとえば、設定パラメータカタログを使用して、外部サーバー用の構成および
通信のパラメータを設定できます。

設定プラン PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、設定プランは共通の変数 (
奨励ルールではありません)についての割当情報を保持するもので、参加者
のないノードに関連付けられます。設定プランは取引によって処理されるも
のではありません。
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設定リレーションシップ PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、任意のストラクチャノードに設
定プランを関連付ける関係オブジェクトタイプを指します。

ゼロ税率/ゼロ消費税 税率が0パーセントの消費税コードを持つ消費税取引を指します。実際には消
費税が課税されない消費税対象アクティビティを追跡するために使用されます。
ゼロ税率の商品やサービスを供給する企業は、関連する仮払消費税を回収
できます。これは回収可能免除とも呼ばれます。

先行タスク 次のタスクを開始する前に終了する必要があるタスクです。

ソーシング目標 制約において、ビジネスルールを必要 (必須)にするか、推奨 (目標)のみにする
かを指定するオプションを指します。

ソース取引 コミットメントコントロールにおいて、コミットメントコントロールと統合された
PeopleSoft Enterprise またはサードパーティアプリケーションで生成された取引
で、コミットメントコントロール予算との比較チェックが可能な取引を指します。た
とえば、プレエンカンバランス、エンカンバランス、支出、認識済収入、回収済収
入などの取引がこれに当たります。

属性/値 (ペア) PeopleSoft Enterpriseディレクトリインターフェイスにおいて、ディレクトリ情報
ツリー内のエントリを構成するデータを表します。

代替勘定科目 PeopleSoft Enterprise一般会計において、一部の国で必要とされる特別な記
録方法や申告方法に従って、法定の勘定科目一覧表を作成したり勘定取引
を詳細取引レベルで入力したりできる機能です。

台帳 PeopleSoft Enterprise資産管理において、取得価額、減価償却属性、処分など
の会計および税関連の情報を格納するために使用されます。

タイムスパン PeopleSoft Enterprise一般会計のさまざまな機能やレポートにおいて、特定の日
付ではなく一定の期間が必要なときに使用できる相対的な期間です。たとえば、
会計年度の初めから今日までの期間や当期間などがあります。

代理入札 PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、入札者の代わりに入札
を行うことを指します。代理入札者は、入札者が指定した金額を下げたり上乗
せして、その入札者が落札できるようにします。

タスク 詳細なソーシングプランの成果物アイテムです。

多通貨 ビジネスユニットの基本通貨以外の通貨で、取引を処理できる機能です。

段階価格 スケジュールを分割してそれぞれに異なる価格を設定できます。

短期顧客 テンプレートを使用した受注入力時に入力された、システムに登録されて
いない顧客です。

地域ソーシング PeopleSoft Enterprise購買管理において、複数の入荷先所在地を地域別にグ
ループ化したソーシングモデルに基づいて、適切な取引先と取引先価格設定の
構造を管理、表示、および選択するためのインフラストラクチャです。ソーシング
は、入荷先所在地より上位のレベルで行われる場合もあります。

チェックブック PeopleSoft Enterprise プロモーションマネジメントにおいて、資金やプロモー
ションに関連する財務データ (計画、発生、および実際の金額)を参照するた
めに使用します。

チャートキー テーブル内の各行を一意に識別するための1つまたは複数のフィールドで
す。テーブルによって、キーとなるフィールドが 1つだけの場合もあれば、複
数必要な場合もあります。

チャートフィールド PeopleSoft Enterprise アプリケーションに応じて、勘定科目やリソースなどの一
覧を格納するフィールドです。各チャートフィールド値は、個別の勘定科目番
号や部門コードなどを表します。
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チャートフィールド一致 特定のチャートフィールドを、取引の貸借が常に一致するよう指定すること
ができます。

チャートフィールド組合せ編集 ユーザー定義のルールに基づき、有効なチャートフィールドの組み合わせに対し
て仕訳行を検証するプロセスです。

チャネル PeopleSoft マルチチャネルフレームワークにおいて、電子メール、チャット、ボイス
(CTI (Computer Telephone Integration)) などのイベントや汎用イベントを指します。

調整プラン 取引に複数の価格ルールが適合する場合の調整の役割を果たします。調整プラ
ンでは、取引の基本価格に適用する価格ルールの順序を決定します。

直接受領 倉庫または取引先から別の倉庫に出荷されるアイテムです。

直納 取引先または倉庫から顧客に直接出荷されるアイテムです。

ツリー 全ての会計単位 (社内部門、プロジェクト、レポーティンググループ、勘定科目番
号など)間の関係と要約上の階層を視覚的に表すために、PeopleSoft Enterprise
システムで使用される階層です。

提供方法タイプ PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントにおいて、組織内で選択可能な
ラーニングアクティビティの提供方法を示します。オンライン学習、教室での指
導、セミナー、教本などがあります。このタイプによって、提供方法にスケジュー
ル型のコンポーネントが含まれるかどうかが決まります。

提供方法/配送方法 PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントでは、それぞれのラーニングアク
ティビティを提供するための主な方法を示します。また、ラーニングアクティビティ
のデフォルト値 (費用や言語など)も併せて指定されます。これは主に、学習者が

も適した提供方法をカタログで検索できるようにする目的で使用されます。
PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントは混合型の学習システムなの
で、特定の提供方法を強制することはありません。

PeopleSoft Enterpriseサプライチェーンマネジメントでは、商品を出荷先へ送る手
段 (トラック、航空、鉄道など)を示します。配送方法は、出荷スケジュールの
作成時に指定されます。

ディメンション PeopleSoft分析計算エンジンでは、分析モデルの基本的なコンポーネントとし
て、多岐にわたって使用される1種類のデータのリストがディメンションに格納さ
れます。ディメンションは、分析モデル内で1つまたは複数のキューブに関連
付けられます。PeopleSoft キューブマネージャでは、OLAPキューブの も基
本的なコンポーネントとして、ディメンションの階層構造の作成に使用される
PeopleSoft メタデータを指定します。PeopleSoft分析計算エンジンで使用される
ディメンションとデータキューブは、PeopleSoft キューブマネージャで使用される
ディメンションとOLAP (オンライン分析処理)キューブとは無関係です。

ディレクトリ情報ツリー PeopleSoft Enterpriseディレクトリインターフェイスにおいて、ディレクトリの階層
構造を表します。

データエレメント も単純なレベルでは、データのサブセットと、それらをグループ化するた
めのルールを定義するものです。

ワークフォースアナリティクスでは、ワークフォースグループについてどのデータ
を取得し、どの測定値を適用するかをシステムに定義するルールを指します。

データキューブ PeopleSoft分析計算エンジンにおいて、種類別にデータ (受注データなど)を格
納するものです。データキューブは、1つまたは複数のディメンションと併せて使
用されます。PeopleSoft分析計算エンジンで使用されるディメンションとデータ
キューブは、PeopleSoft キューブマネージャで使用されるディメンションとOLAP (
オンライン分析処理)キューブとは無関係です。

データ取得 PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、外部のソースシステムから業
務取引の生データを取得し、それをオペレーショナルデータストア (ODS)に
渡すプロセスのことです。
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データセット データをロールベースでフィルタリングおよび配布するためのデータグループで
す。データセットルールをユーザーロールに関連付けることにより、ユーザーご
とに表示されるデータの範囲と量を制限できます。データセットルールを使用す
ると、ユーザーのロールに対して適切なデータのセットを取得できます。

テーブルセット 実際のデータ値は異なっていてもテーブルの構造が同じであるコントロールテー
ブル間で、類似する値セットを共有するための方法です。

テーブルセット共有 同じテーブルセットに基づく複数のテーブル内に格納されている共有データで
す。テーブルセット共有を使用しているテーブルには、追加キーまたは固有 IDと
して SETID フィールドが含まれます。

手配タスク PeopleSoft Enterpriseサービスプロキュアメントにおいて、サービスプロバイダを
利用するにあたって発生する管理タスクを指します。手配タスクは、作業指示の
サービスタイプにリンクされます。これにより、サービスのタイプに応じて異なる
手配タスクを適用することができるようになります。手配タスクには、承認前タス
ク (新しい記章の割り当てや新しいノートパソコンの注文など)と承認後タスク (説
明会のスケジューリングやサービスプロバイダ宛て電子メールの設定など)があ
ります。手配タスクは、必須にすることもオプションにすることもできます。必須の
承認前タスクの場合、作業指示が承認される前に完了しておく必要がありま
す。これに対し、必須の承認後タスクは、作業指示がサービスプロバイダにリ
リースされる前に完了しておく必要があります。

テリトリ PeopleSoft Enterprise Sales Incentive Management では、地域、製品、顧客、業
種、参加者などのビジネスオブジェクトの階層関係のことです。

店頭受取数量 店頭販売の環境で顧客が持ち帰る製品の数量です。

店頭販売 顧客との対面取引です。通常、顧客が店頭で商品を選んだり、事前に注文した
製品を受け取ります。顧客は商品の代金を店頭で支払います。商品は倉庫から
発送してもらう代わりに、店頭で受け取り自分で持ち帰ります。

テンプレート 特定のWebページに関連付けられたHTMLコードです。ページのレイアウト
や、ページの各部に対応するHTMLの取得場所が定義されます。PeopleSoft
Enterprise では、テンプレートを使用して、多数のソースからHTMLを連結して 1
つのページを構築します。PeopleSoft Enterpriseポータルでは、全てのテンプ
レートがポータルレジストリに登録され、各コンテンツ参照にはテンプレートが割
り当てられている必要があります。

動的詳細ツリー ユーザーによって入力された値の範囲からではなく、データベースのテーブルか
ら詳細値 (動的詳細)を直接取得するツリーです。

ドキュメント連番 法定レポートの作成や商取引アクティビティの追跡に使用する目的で、シス
テム内の会計取引 (請求、発注、入金、支払など)に連続した番号を柔軟に
付けるための方法です。

特別価格設定 PeopleSoft Enterprise受注管理において、価格ルールに関連付けられる調整プ
ランタイプの1つです。特別価格設定は、受注取引の価格設定に使用されます。

トランスレートテーブル データベース内のフィールドで、専用の編集テーブルを必ずしも持っていな
いさまざまなフィールドについて、コードとトランスレート値を格納するシス
テム編集テーブルです。

取引ステータス PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、給与ルールによって取引に割
り当てられた値を指します。取引ステータスを使用すると、システム処理の特定
のステージにある取引だけがセクションで処理されるようにすることができます。
正常に処理された場合、取引は次の取引ステータスに更新され、別の処理を実
行するために異なるセクションによって取得されます。

取引割当 PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、取引のオーナーを識別す
るプロセスを指します。取引の生データがバッチからプランコンテキストに割
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り当てられると、取引はPeopleSoft Enterprise Incentive Managementの取引
テーブルにコピーされます。

トレース適用 PeopleSoft Enterprise生産管理において、生産プロセス中にどの構成部品を追跡
するかを制御する機能です。追跡できるのは、シリアル管理およびロット管理され
ている構成部品です。この情報は、アイテムマスターレコード内で管理されます。

入札回答 PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングでは、イベントに対して入
札者が回答することを指します。

入力イベント PeopleSoft Enterprise一般会計、売掛金管理、買掛金管理、購買管理、および請
求管理において、単一の取引から生じる複数の借方および貸方を生成して、標
準の補足会計入力を作成するビジネスプロセスです。

認証サーバー システムのユーザーを確認するよう設定されたサーバーです。

ノードツリー 詳細構造に基づいているものの、詳細値は使用されないツリーを指します。

パートナ ユーザー企業によって再販売または購入される製品やサービスを供給する
企業を指します。

発生 PeopleSoft Enterprise プロモーションマネジメントにおいて、プロモーション関連
の支払義務が発生することを指します。つまり、プロモーションアクティビティに
ついて顧客にその金額を支払う義務があることを意味します。

パブリッシュ PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、奨励関連の結果を参加者に
対して利用可能にする処理ステージのことです。

販売イベント PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、イベント作成者にとっ
ては、商品やサービスを販売することを指し、通常はフォワードオークションに関
連付けられます。入札者にとっては、商品やサービスを購入することを指します。

ビジネスアクティビティ サブビジネスプロセスを構成するサブセットです。ビジネスプロセス内で実行す
る特定のトランザクション、タスク、アクションなどがこれに当たります。

ビジネスイベント PeopleSoft Enterprise売掛金管理において、手形アクティビティに対する売掛金
更新プロセスの処理特性を定義します。

PeopleSoft Enterprise Sales Incentive Management では、PeopleSoft Enterprise
Incentive Management イベント (販売など)の作成の妥当性を示す、元となるビジ
ネス取引またはアクティビティを指します。

ビジネスタスク ビジネスプロセスを構成する個々の機能です。

ビジネスプロセス PeopleSoft Enterprise製品ファミリでは、17の標準ビジネスプロセスが定義お
よび管理されています。これらのビジネスプロセスは、ビジネスプロセスエ
ンジニアリンググループによってサポートされます。ビジネスプロセスの例と
しては、受注、契約、在庫管理と出庫、請求までの一連の流れを管理する "
オーダーフルフィルメント"などが挙げられます。

サブビジネスプロセスの説明も参照してください。

ビジネスユニット 経営上または会計上の役割という点で独立している、企業または企業のサブ
セットを指します。

ビジネスユニット制約 PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、選択したストラテジック
ソーシングビジネスユニットに適用される制約を指します。選択したストラテジック
ソーシングビジネスユニット内の全てのイベントにわたって支出が追跡されます。

評価ルール PeopleSoft Enterprise売掛金管理において、顧客の勘定や個別のアイテムの状
況を評価して、フォローアップアクションを生成する必要があるかどうかを自動
的に決定するためのユーザー定義ルールです。
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ファクト PeopleSoft Enterprise アプリケーションにおいて、ソースデータベースや分析アプ
リケーションのフィールドから取得される数値データの値です。収益、実績、予
算データ、売上など、業務を評価するためのあらゆる値がファクトに該当しま
す。ファクトは、ファクトテーブルに格納されます。

フェーズ レベル1のタスクを指します。タスクにサブタスクがある場合、レベル1の
タスクはフェーズと見なされます。

複数帳簿 PeopleSoft Enterprise一般会計において、1つのビジネスユニットに対し複数
の基本通貨に対応する複数の元帳を定義することを指します。1つの取引を
全ての基本通貨 (全ての元帳)に転記するか、1つの基本通貨 (1つの元
帳)に転記するかを選択できます。

複製 PeopleCodeにおいて、固有のコピーを作成することです。単なる "コピー"では、
オブジェクトへの参照が新しく作成されるだけの場合もあり、その場合は元のオ
ブジェクトが変更されると、コピーとオリジナルの両方が変更されます。

プランニングインスタンス PeopleSoft Enterprise供給管理において、供給計画の入力と出力を構成する
データのセット (ビジネスユニット、アイテム、供給、需要)を指します。

プラン PeopleSoft Enterprise Sales Incentive Management では、PeopleSoft Enterprise
Incentive Management エンジンに取引の処理方法を指示する配賦ルール、変
数、ステップ、セクション、および奨励ルールのコレクションのことです。

プランコンテキスト PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、プランコンテキストによって参
加者がその割り当て先の給与プランとノードに関連付けられ、それにより、
PeopleSoft Enterprise Incentive Management システムはそのノードに何が関連付
けられているかや給与処理の実行に何が必要かを判断します。各参加者、ノー
ド、およびプランの組み合わせは、固有のプランコンテキストを表します。たとえ
ば、3人の参加者が同じ給与構造の場合、それらの参加者はそれぞれ異なるプ
ランコンテキストを持ちます。設定プランはプランコンテキストによって識別され、
それらを参照する参加者に関連付けられます。

ブランチ PeopleSoft ツリーマネージャで定義されたツリー階層において、上位ノードか
ら分岐しているノードのことです。

プランテンプレート PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、プランを作成するためのベー
スとなるものを指します。プランテンプレートには、テンプレートから作成する
全てのプランによって継承される共通のセクションと変数が含まれます。テ
ンプレートにはまた、プラン定義内では確認できないステップやセクションが
含まれる場合もあります。

プログラム PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントにおいて、カタログアイテムの各セ
クションの学習順序を示した大まかなグループ単位を指します。PeopleSoft
Enterprise ラーニングシステムには、カリキュラムと認定という 2つのタイプ
のプログラムがあります。

プロジェクト取引 PeopleSoft Enterprise プロジェクトコスト管理において、コスト、時間、予算、また
はその他の取引行を表す個々の取引行を指します。

プロセスインスタンス 各プロセスリクエストを識別するための一意の番号です。この番号は自
動的に増加しながら、プロセスリクエストの実行時に提出されたリクエストに
割り当てられます。

プロセスカテゴリ PeopleSoft プロセススケジューラにおいて、サーバーのロードバランシングと優
先順位を基準にグループ化されたプロセスを指します。

プロセスグループ PeopleSoft Enterprise Financials において、ユーザーが取引入力ページからリ
アルタイムに直接開始できるアプリケーションプロセスのグループを指しま
す。プロセスは、定義された順序で実行されます。
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プロセスジョブ 複数のプロセス定義を1つのジョブリクエストに関連付け、各リクエストを連続ま
たは並行して処理します。また、先行するリクエストのリターンコードに応じて、後
続のプロセスの開始を制御することができます。

プロセスタイプ PeopleSoft プロセススケジューラにおいて、プロセスの種類を識別します。た
とえば、SQRのプロセスタイプには、SQRプロセスやSQRレポートなど、全
てのSQRプロセスが含まれます。

プロセス定義 各実行リクエストを定義します。

プロセスランコントロール ランコントロール IDを参照する全てのリクエストについて、実行時に必要となる
PeopleSoft プロセススケジューラの値を取得するためのPeopleTools変数です。
アプリケーションランコントロールと混同しないよう注意してください。後者も同じ
ランコントロール IDを使用して定義される場合がありますが、各アプリケーション
プロセスリクエストに固有の情報だけが含まれます。

プロセスリクエスト PeopleSoft プロセススケジューラを通じて実行する単一の実行リクエストです。
SQR (Structured Query Report)、COBOLまたはアプリケーションエンジンプログ
ラム、Crystal レポートなどがあります。

プロモーション PeopleSoft Enterprise プロモーションマネジメントにおいて、通常、取引資金か
ら資金供給され、消費財の売上を伸ばすために製造元によって行われるプ
ロモーションを指します。

ページレット ホームページ上のコンテンツの各ブロックをページレットと呼びます。ページレット
は、ページ上の小さな四角形の領域内にサマリ情報を表示します。ページレット
を使用することで、PeopleSoft Enterpriseの内外を問わずユーザーに も関
連のあるコンテンツを提供することができます。

変数 PeopleSoft Enterprise Sales Incentive Management では、計算の中間結果を指し
ます。変数は計算結果を保持し、後で他の計算に入力されます。変数は、エンジ
ンの実行後も保持されるプラン変数である場合と、特定のセクションの処理中に
だけ存続するローカル変数である場合があります。

編集テーブル 固有のレコード定義を持つデータベース内のテーブルです。たとえば、部門
テーブルなどがあります。PeopleSoft Enterprise アプリケーションでフィールド
に値が入力されると、システム全体を通じてデータの整合性を確保するため
に、編集テーブルと照合して値が検証されます。

ベンチマーク職務 PeopleSoft Enterprise ワークフォースアナリティクスソリューションにおいて、職
務に対する給与調査データがサードパーティ機関から公にされている職務
コードを指します。

法定勘定科目 財務結果の記録と申告について行政当局から要求される勘定科目です。
PeopleSoft Enterprise では、これは代替勘定科目 (ALTACCT)チャートフィー
ルドに相当します。

ポータルレジストリ PeopleSoft Enterprise アプリケーションにおいて、コンテンツ参照を編成、分類、
および登録するためのツリー構造です。フォルダによる階層ツリー構造を使用し
て、ポータルの構造とコンテンツの両方を定義します。これにより、コンテンツ参
照の整理とセキュリティの確保を効率的に行うことができます。

保管レベル PeopleSoft Enterprise在庫管理において、資材保管場所のレベルを識別します。
資材保管場所は、ビジネスユニット、保管区域、および保管レベルで構成されま
す。保管レベルは4つのレベルまで設定できます。

保存済入札 PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングにおいて、作成済みで提出してい
ない入札を指します。落札資格を得られるのは、提出した入札のみです。

マーケットテンプレート PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、特定のマーケットや業種に固
有のものとして、製品カテゴリの 上位に作成される補足機能のことです。
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マッチンググループ PeopleSoft Enterprise売掛金管理において、売掛金アイテムとマッチング相殺ア
イテムのグループを指します。マッチンググループは、選択されたフィールド値に
対するユーザー定義のマッチング条件を使用して自動的に作成されます。

未受付取引 PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、データ喪失や不完全データな
どが原因で割当処理の完了後にノードや参加者によって受け付けられなかっ
た取引を指します。未受付取引は、給与管理者によって適切なノードまたは
参加者に手動で割り当てられる場合があります。

未転記アイテム PeopleSoft Enterprise売掛金管理において、入力または自動作成されたものの、
まだ転記されていない個々の売掛金 (請求書、貸方メモ、償却など)を指します。

メタ SQL メタ SQLのコンストラクトは、プラットフォーム固有のSQLサブ文字列に展開され
ます。これは、SQLオブジェクト、SQLExec関数、PeopleSoft アプリケーションエ
ンジンプログラムなどで、SQL文字列を渡す関数で使用されます。

メタ文字列 SQL文字列リテラルに含まれる特別な表現です。メタ文字列には、プレフィック
スとしてパーセント記号 (%)が付けられ、文字列リテラルに直接含まれます。
実行時には、使用されているデータベースプラットフォームに対応する適
切なサブ文字列に展開されます。

持分法 PeopleSoft Enterprise一般会計において、親会社が1か月ごとに子会社の純利
益を計算し、その金額を調整して、連結の実行前に投資額と資本収益額に
反映させることができるビジネスプロセスです。

元帳マッピング 経費データを一般会計の勘定科目からリソースオブジェクトに関連付けるために
使用します。複数の元帳行アイテムを、1つまたは複数のリソース IDにマッピン
グできます。また、元帳マッピングを使用して、ビジネスユニットに金額 (レート)を
マッピングすることもできます。金額をマッピングする際は、会計期間の実際のコ
ストを表す実際金額と、キャパシティレートや予算モデル結果の計算に使用でき
る予算金額の2種類でマッピングできます。PeopleSoft Enterprise ウェアハウス
では、一般会計の勘定科目をEW元帳テーブルにマッピングできます。

有効日 PeopleSoft Enterprise アプリケーション内の情報に日付を付ける方法です。システ
ムに履歴データを追加するために過去の日付を指定したり、実際に有効になる前
にデータを入力する場合は将来の日付を指定することもできます。有効日を使用
することにより、古い値を削除せずに、新しい値を現在の有効日で入力できます。

ユーザー介入オブジェクト PeopleSoft Enterprise Sales Incentive Management では、参加者が自分のコンテ
キストでアクセスできるレポーティングコンポーネントやレポートを定義するため
に使用します。PeopleSoft Enterprise Sales Incentive Managementの全てのユー
ザーインターフェイスオブジェクトおよびレポートは、ユーザー介入オブジェクトと
して登録されます。ユーザー介入オブジェクトは、給与関係オブジェクトを通じて (
個別またはグループで)給与構造ノードにリンクすることもできます。

要約期間 PeopleSoft Enterprise ビジネスプランニングにおいて、他の要約期間や基本期間
(四半期や年間)など、複数の期間の集合体である任意の期間を指します。
基本期間はこれに該当しません。

要約チャートフィールド 特定の詳細値または選択したツリーノードに基づいて、詳細金額をロールアップ
する要約元帳を作成するために使用します。詳細値がツリーノードを使用して要
約されている場合は、ノード名の 大長 (20文字)に対応するため、要約チャート
フィールドを要約元帳データレコード内で使用する必要があります。

要約元帳 明細元帳からの勘定科目残高の合計を格納するため、主に配賦、照会、および
PS/nVision レポート作成で使用される会計機能です。要約元帳を使用すると、レ
ポート作成がリクエストされるたびに明細元帳の残高を集計する手間が省け、レ
ポート作成の効率性とスピードが向上します。要約元帳には、ユーザー指定の
条件に従ってバックグラウンドで処理された明細残高が保存されます。値が保存
された要約元帳には、レポート作成時に直接アクセスできます。
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予算会計のみ システムによってのみ使用される勘定科目で、ユーザーが使用することはなく、
取引を受け付けることもありません。この勘定科目では予算会計のみが可能で
す。以前は"システム管理勘定科目"と呼ばれていました。

予算期間 予算やレポート関連の目的で分割された時間の間隔です (月や四半期など)。
チャートフィールドでは、1つの暦だけに制限されることなく、経営上の会計期
間を非常に柔軟に定義できます。

予算コントロール コミットメントコントロールにおいて、コミットメントと支出が予算を超過しないよう
に管理する機能です。予算コントロールにより、予算額に対する取引額を追跡
し、定義された予算条件が満たされない場合はドキュメントのサイクルを終了す
ることができます。たとえば、発注に関連する予算の資金が足りない場合に、発
注書が取引先に送付されるのを防ぐことができます。

予算チェック コミットメントコントロールにおいて、コントロール予算元帳に照らし合わせて
ソース取引を処理し、取引がパスするかしないか、または警告付きでパス
するかを検証するプロセスです。

予測アイテム 需要予測の基準として使用される需要データと予測データの固有のセットか
ら成る論理要素です。予測アイテムは、さまざまな用途で作成されますが、

終的には組織内で購入、販売、または使用され、使用の予測が必要とさ
れるアイテムを表します。

予約 PeopleSoft Enterprise経費管理において、旅行会社に予約済みの出張予約
を指します。

ラーニング環境 PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントにおいて、学習者グループが利
用できるカテゴリやカタログアイテムのセットを指します。また、ラーニング環
境ごとに作成されるラーニングアクティビティやプログラムに割り当てられる
デフォルト値も併せて定義されます。ラーニング環境を使用すると、カタログ
を区分化することにより、学習者からは自分たちに関連するアイテムしか見
えないようにすることができます。

ラーニングコンポーネント PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントにおいて、ラーニングアクティビティ
の基本構成単位を指します。PeopleSoft Enterprise ラーニングマネジメントでは、
Webベース、セッション、Webcast、テスト、調査、課題という 6つのタイプのラーニ
ングコンポーネントをサポートしています。この中の1つまたは複数のコンポーネ
ントによって、1つのラーニングアクティビティが構成されます。

ライブラリセクション PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、特定のプラン (またはテンプ
レート)で定義され、他のプランでも共有できるセクションのことです。ライブラリ
セクションに加えた変更は、それを使用する全てのプランに反映されます。

ランコントロール プロセスを開始するために使用されるオンラインページの1タイプです。プロセス
の例としては、給与計算のバッチ処理などがあります。ランコントロールページ
では、通常データを操作するプログラムが開始されます。

ランコントロール ID ユーザーとランコントロールテーブルのエントリを関連付ける一意の IDです。

理想回答 PeopleSoft Enterprise ストラテジックソーシングでは、入札する場合に、落札資格
を得るためには回答を理想値と一致させる必要がある質問を指します。回
答が理想値と一致していない場合、入札はできますが、不適格な入札と見
なされ落札資格は得られません。

リモートデータ/ソースデータ 別のデータベースから抽出され、ローカルのデータベースに移行されたデー
タです。

流通業取引アクティビティ PeopleSoft Enterprise プロモーションマネジメントにおいて、割引を受けるのに必
要なパフォーマンスを定義する、取引のプロモーションに関連付けられた割引タ
イプを指します (請求時値引き、請求後値引き、一括支払など)。業界一般で使用
されている用語では、オファー、値引き、販促イベント、戦術などに該当します。
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旅程 PeopleSoft Enterprise経費管理において、出張予約をまとめたものを指します。
旅程には、選択した予約および旅行会社を通じた予約が表示されます。旅程に
表示される予約は支払いが済んでいないため、"未完了予約"と呼ばれます。支
払いが済んでいる予約は、"確認済予約"と呼ばれます。

リンクセクション PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、プランテンプレートで定義され
ていて、特定のプランにも含まれるセクションを指します。リンクセクションに加え
た変更は、そのセクションを使用している各プランに継承されます。

リンク変数 PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、プランテンプレートで定義およ
び管理されていて、特定のプランにも含まれる変数を指します。リンク変数に加
えた変更は、その変数を使用している各プランに継承されます。

累計 定義済みアイテムの処理時に、その累計値が格納されるエレメントです。累計エ
レメントには、単一または複数の値について、時間の経過に応じた累計値が格
納されます。たとえば、全ての任意控除の金額が累計されるエレメント、または
全ての会社控除の金額が累計されるエレメントなどを作成できます。これにより、
期間やそれに基づく累計値を柔軟に処理できるようになります。

例外 PeopleSoft Enterprise売掛金管理において、売上調整アイテムか未解決
アイテムのいずれかを指します。

レコードグループ 論理的および機能的に関連付けられたコントロールテーブルとビューのセットで
す。レコードグループによって、重複するデータ入力を防ぐためのテーブルセッ
ト共有が可能になります。全ての関連するテーブルとビューにおいて、テー
ブルセットを一貫して共有できるようになります。

レコード名 1つまたは複数の値が一致する関連フィールドを判別するのに使用されるレ
コードの名前です。

連結消去セット PeopleSoft Enterprise一般会計において、連結中に処理される会社間勘
定科目のグループです。

ロール PeopleSoft ワークフローにおける各ユーザーの役割を表します。ロールは、担
当者や管理者など、行う作業のタイプごとに分類されるユーザーのクラスで
す。ビジネスルールの定義では、通常、各アクティビティを行う必要のあ
るユーザーロールを指定します。

ロールアップ ツリー内で、階層に基づいて総額を計算することです。

ロールユーザー PeopleSoft ワークフローのユーザーです。個人のロールユーザー IDは、シス
テムの他の部分で使用されるユーザー IDとほぼ同じ目的で使用されます。
PeopleSoft ワークフローでは、ロールユーザー IDを使用して、ワークリスト
アイテムをユーザーに送る方法 (電子メールの使用など)を決定すると共に、
ユーザーがワークフロー内で果たす役割を追跡します。ロールユーザーには
PeopleSoft ユーザー IDは必要ありません。

ワークシート PeopleSoft Enterprise BAM (ビジネス分析モデラー)インターフェイスを使用して
データを分析する方法の1つです。ユーザーは、ワークシートを使用して、ピボッ
トテーブル、チャート、メモ、および履歴情報に基づく詳細な分析を実行できます。

ワークセット 1つのセットとして関連付けられる個人と組織のグループです。ワークセットを使
用すると、個人と組織のグループのデータ取得と、取得した情報に対する作
業を1つのページで同時に行うことができます。

ワークリスト PeopleSoft ワークフローによって自動的に作成されるタスクリストです。ワークリ
ストを使用すると、次のアクションの実行に必要なページに直接アクセスでき、そ
の後再びワークリストに戻って別のアイテムを処理することができます。

割当ルール PeopleSoft Enterprise Incentive Management では、システムが各ノードおよび
関係者に取引を割り当てるために使用する、給与プラン内の式のことです。
取引の割り当てを実行するとき、割当エンジンは、現在のノードからルー
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トノードへと給与構造をトラバースし、割当ルールを含んだプランと比較して
各ノードをチェックします。

割戻 卸売業界において、サプライヤとディストリビュータ間で取り交わされる契約を
指し、この契約においては、指定した製品または製品グループが対象の顧
客または顧客グループに販売された時点で、ディストリビュータに一定金額
が支払われます。

1236 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



索引

Customer Connection Web サイト xlii
Generate_Triggers 関数

宣言と呼び出し 838
GL 取引準備処理アプリケーション エン
ジン プロセス (GP_GL_PREP) 1093

GL の費用確定ページ 1135, 1136
GL ビジネス ユニット ページ 1118
GP_ABS_BAL_SS_DEF コンポーネン
ト 725

GP_ABS_SS_CNTRY コンポーネント 720
GP_CC_SETUP コンポーネント 1123
GP_COUNTRY コンポーネント 888
GP_COUNT コンポーネント 175
GP_DATE コンポーネント 152
GP_DURATION コンポーネント 138
GP_ELEMENTS クエリー 1173
GP_FORMULA コンポーネント 156
GP_GCTL_CONDITION コンポーネン
ト 180

GP_GCTL_FREQUENCY コンポーネン
ト 188

GP_GL_CHARTFLD コンポーネン
ト 1092, 1123

GP_GL_GROUP コンポーネント 1092,
1123

GP_GL_MAP コンポーネント 1092, 1123
GP_GL_PREP プロセス 1093
GP_PIN, 参照: エレメント名
GP_PRORATION コンポーネント 177
GP_PYENT コンポーネント 888
GP_PYE_RTO_LIM コンポーネント 888
GP_ROUNDING コンポーネント 169
GP_RTO_EVT コンポーネント 888
GP_RTO_OVR_DEFN コンポーネント 888
GP_RTO_PRC_DEFN コンポーネント 888
GP_TL_CHART_ELEM コンポーネン
ト 1148

GP_TL_TASK_ELEM コンポーネント 1148
GP_VARIABLE_BY_CAT コンポーネン
ト 149

GP_VARIABLE コンポーネント 149
HIE1_MKT_RT_RNCTL コンポーネン
ト 1129

HPIP_CONFIG_PRD コンポーネント 1120
HPIP_TGT_SYS_GL コンポーネント 1120

IB ノード 1113
PeopleBook

注文 xlii
PeopleCode の表記規則 xliv
PeopleSoft EnterpriseOne 一般会計イン
ターフェイス
統合 1109

PeopleSoft Enterprise 一般会計インター
フェイス 1091, 1092
関連項目: インターフェイス
インテグレーション ポイントについ
て 1092
勘定科目のないトランザクションの表
示 1104
給与計算データの送信 1102
支給、控除、累計のグループ化 1097
受給者のチャートフィールド値の上書
き 1099
チャートフィールドとグループ コードの
マッピング 1097
データの送信 1101
統合の手順について 1093
費用の割り当てに使用するチャート
フィールドの選択 1096

PeopleSoft Enterprise 勤務管理インター
フェイス
給与計算実行の起動 1146
給与計算の実行 1153
給与支給対象時間入力のステータス
の更新 1155
給与支給対象時間の作成 1146
勤務時間レポート コードと実行タイプ
のマッピング 1151
勤務スケジュールの共有 1158
グローバル ペイロールでの給与計
算 1145
グローバル ペイロールの設定 1148
計画の注意点 1147
ポジティブ入力のバンドル ルー
ル 436

PeopleSoft Enterprise グローバル ペイ
ロール
アーキテクチャ 9
概要 1
グローバル ペイロールについて 5

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1237



索引

処理構造の定義 381
組織構造の定義 361
統合 2, 8
導入 2
はじめに 1
ビジネス プロセス 1
ユーティリティ 1001

PeopleSoft Enterprise パフォーマンス マ
ネジメント
設定データ 1167
データのロード 1172
統合 1167

PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソー
ス管理
アレイ 41
給与レート コード 41
システム エレメントで使用するレコー
ド 87
周期 41
データ取得 40
データベース システム エレメント 40
トリガ 42

PeopleSoft Enterprise ヒューマン リソー
ス管理と変動報酬の統合
インテグレーション ポイント 1160

PeopleSoft セットアップ マネージャ 2
PeopleSoft 変動報酬インターフェイス

給与計算結果の通知 1165
報奨の却下 1164
報奨の削除 1164
報奨の取得 1161
報奨の処理 1161
関連項目: インターフェイス

PIN コード
PIN コードとユーティリティ 1002
コードと番号について 70
定義 1002
名前の変更 1050
目的 11

PIN マネージャ ロジック 511
PI - カレンダー別ページ 446, 449
PI - テンプレート ページ 454
PSFT_E1 1113
SQL オブジェクト 840
SQL 定義の表示ページ 839, 841
Where 句ページ 1018, 1025

あ

値
属性の定義 994

後処理フォーミュラ 195
アプリケーション定義ページ 992, 993
アプリケーションの基礎 xli
アレイ
SQL ステートメント情報の定義 95
処理 92
処理フォーミュラの定義 99
定義 91
データ取得エレメント 52
名前定義 94

アレイ名ページ 94
アーカイブ 1207

標準で用意されているオブジェク
ト 1207
標準で用意されているクエリー 1208
標準で用意されているテンプレー
ト 1208

アーカイブ オブジェクト 1209
アーカイブ オブジェクトの管理ペー
ジ 1208
アーカイブ テンプレート 1209
アーカイブ テンプレートの管理ペー
ジ 1208
アーカイブのオーディット ページ 1211
アーカイブ用クエリー バインドの定義
ページ 1211
アーカイブ ラン コントロールの詳細ペー
ジ 1211
アーキテクチャ
バッチ処理フロー 18

い

一括トリガ
SQL オブジェクトの使用 840
一括トリガについて 837
イベントの削除 843
手動で展開したイベント 844
設定 839
定義 839
表示
遡及トリガ 844
反復トリガ 845

一括トリガ SQL ページ 839, 840
一括トリガ イベント

管理 842
一括トリガ イベント ページ 843
一括トリガ イベント メッセージ ペー
ジ 843
一括トリガ定義ページ 839

1238 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



索引

一般会計勘定科目テーブル ペー
ジ 1118
一般会計へ送信ページ 1102, 1134,
1136
一般会計リセット ページ 1102, 1136,
1142
委任 779
休暇管理 780
権限リストとロール 781
設定手順 783
用語 779

委任トランザクション 782
委任フレームワーク 779
イベント入力ページ 721, 724
イベント メッセージ詳細ページ 843
インストール設定 31
インストール設定ページ 31, 32
インターフェイス, 参照: PeopleSoft
Enterprise 勤務管理インターフェイス、
PeopleSoft Enterprise 一般会計イン
ターフェイス、PeopleSoft EnterpriseOne
一般会計インターフェイス、PeopleSoft
エンタープライズ パフォーマンス マネ
ジメント インターフェイス、PeopleSoft
Enterprise 変動報酬管理インターフェ
イス
PeopleSoft Enterprise 一般会計イン
ターフェイス 1092

PeopleSoft Enterprise パフォーマンス
マネジメント 1167
変動報酬報奨の処理 1161

インテグレーション ブローカー
キュー ステータス 1116
コネクタ プロパティ 1113
サービス オペレーションのモニ
ター 1118
ノード定義 1112

インテグレーション ポイント
PeopleSoft Enterprise グローバル ペイ
ロールと PeopleSoft Enterprise 一般
会計のインターフェイス 1092

PeopleSoft Enterprise グローバル ペイ
ロールと PeopleSoft Enterprise ヒュー
マン リソース管理の変動報酬ビジネ
ス プロセス 1160

う

受取人
一般 954
口座情報の定義 956

控除と受給者に対する割り当て 953
個人 954
定義 950, 951

受取人情報ページ 955, 956
受取人振込スケジュール ページ 951,
953
受取人ページ 955
上書き
上書きについて 461
エレメント使用上書きの定義 484
エレメント定義上書きの定義 485
エレメント変換 510
エレメント割り当て上書き、ポジティブ
入力、およびエレメント定義の間の
競合の管理 486
開始日および終了日のロジック 465
カレンダー 420
休暇取得 701
休暇付与 708
コンポーネント値、ジェネレーション コ
ントロール、周期、延滞、および変数
の上書き 478
サポート エレメント 463
サポート エレメント値 484
サポート エレメントの階層図 464
支給カレンダーの定義 484
支給グループの定義 469
支給元上書きの処理ルール 467
支給元の定義 467
受給者の支給および控除エレメントの
割り当ておよび無効化 472
主要エレメント 462
処理ルール 471
設定 461
デフォルトの支給グループ設定 374
入力用コンポーネントの設定 233
バッチ処理 501
プロンプト ビュー 64
分割 465, 858
ポジティブ入力を使った上書きの定
義 485
補足ルール インスタンス 497
レベル 462

え

影響を受ける従業員ページ 843, 844
エラー
給与計算トランザクション データ 1142
トランザクション ステータスの表示ペー
ジ 1141

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1239



索引

メッセージ ログ 1137
リターン コード 1141

エレメント
上書きレベル 77, 1076
エレメント タイプ 60
エレメント タイプ コード 60
エレメント タイプの定義 62
エレメントについて 49
エレメント名の定義 73
概要 5
関係マップ 1008
計算エレメント 54, 137
構造化エレメント 59
コンポーネント エレメント情報の更
新 80
サフィックスの定義 81
産業とカテゴリの定義 69
資格チェック 505
システム エレメント 51
システム計算 88
処理構造 17
組織構造 16
定義 9, 49
定義の指定日 71
データ取得エレメント 51
名前の変更 1050
入力タイプの選択 66
入力タイプの定義 63
バージョン番号の割り当てとバージョン
別パッケージ作成 1071
分類 49
変換 508
変換ルール 850
メニュー アイテム別セキュリティ 1078
有効日による定義の決定 852
ユーザー アクセスの制限 1076
ユーザー定義フィールドの追加 79
ルールとの関連付け 11

エレメント N の属性ページ 164
エレメント上書き

修正 233
設定 233
関連項目: 上書き

設定コンポーネント 235
代替コンポーネントの修正 236
標準の修正 236
ポジティブ入力の上書きの設定 247

エレメント関係マップ
エラーの確認 1011
エレメント関係 1008

規定外ルールの追加 1012
再作成 1009
定義 1001
表示 1014
目的エレメントで使用されるエレメント
の表示 1014
目的エレメントを使用するエレメント
の表示 1015
レコードの追加 1012

エレメント グループ
エレメントの挿入 365
構造化エレメント 59
組織構造 16
定義 364

エレメント グループ化コンポーネント
(GP_GL_GROUP) 1092, 1123
エレメント グループ属性

入力 997
エレメント グループ属性ページ 995, 997
エレメント グループ名ページ 365
エレメント グループ メンバー ページ 365
エレメント詳細ページ 472, 478, 519
エレメント詳細ページの設定 233
エレメント属性ページ 159
エレメント タイプ
エレメントの分類 50
定義 62
変換情報 62

"<エレメント タイプ> - <エレメント名> の
予測" ページ 73, 80
エレメント タイプ ページ 62
エレメントの資格 539
エレメント資格チェックと変換 505
エレメント分割 848

累計ドライバ 543
エレメント別受給者割当ページ 472,
476, 519
エレメント別条件の定義ページ 1018,
1020
エレメント別設定ページ 239, 244
エレメント変換詳細ページ 613, 616
エレメント変換チェーン
給与計算処理トレース オプション 591
表示 644

エレメント変換チェーン ページ 645
エレメント ポインタ 137

フォーミュラ 156, 164
エレメント名 70, 73
エレメント名共通ページ 73

1240 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



索引

<エレメント名> の HR 異動区分/理由
ページ 184, 186

<エレメント名> の HR ステータス ペー
ジ 184, 185

"<エレメント名> のコメント" ページ 89
<エレメント名> のセグメント ステータス
ページ 184, 187
エレメント名変更ページ 1051
延滞
エレメント変換 509
回収処理 223
コンポーネント サフィックス 84
コンポーネントと累計 219
処理について 216
遡及処理 221
定義 564
分割 221
累計サフィックス 84

お

オフサイクル オンデマンド ページ 675
オフサイクル処理 7
カレンダーの実行 655
管理 667
機能 669
給与計算結果の訂正と取り消し 682
結果の表示 693
手動支給 672
手動支給の記録 678
処理手順および後処理手順 671
タイプ 661, 669
追加支給 673
追加支給の作成 688
訂正 672
訂正方法 682
トランザクションの起動 674
入力用コンポーネントの設定 661
バッチ 672
前払い 673
前払い支給の発行 691
リクエストの入力手順 670
ルール設定用システム エレメント 673

オフサイクル設定ページ 662
オフサイクル トランザクションの設
定 661
オフサイクル リクエスト

設定手順 662
オフサイクル リクエスト ページ 675, 677
親エレメントと子エレメント, 参照: エレメ
ント

か

会計行
グローバル ペイロールでの処
理 1132

会計行貸借一致 1120, 1121, 1136
関連項目: 参照: 会計行貸借一致

会計行データの表示ページ 1135
会計行の転記
グローバル ペイロール 1133
グローバル ペイロールでのリセッ
ト 1134

会計行のリセット
グローバル ペイロール 1134, 1142,
1144

会計行を連結 1121
開始日と終了日 509
回収処理

延滞 223
控除 224

カウント
カウント フォーミュラの定義 176
計算エレメント 56
定義 175

カウントコンポーネント (GP_COUNT) 175
カウント - 定義ページ 176, 177
カウント名ページ 176
書き込み可能アレイ 52

記憶領域に関する注意事項につい
て 101
定義 100
名前定義 102
バッチ処理について 102
レコードとフィールドの定義 103

書込可能アレイ名ページ 102, 1168
確認対象スケジュール ページ 345
確認ページ 1009, 1011
カテゴリ 69
カテゴリ タイプ ページ 70
カテゴリ別設定ページ 238, 239
カテゴリ別変数コンポーネント
(GP_VARIABLE_BY_CAT) 149
カテゴリ別変数ページ 151
仮計上科目に記帳

定義 1121
関連項目: 参照: 仮計上勘定科目

仮計上勘定科目 1121, 1136
仮再計算
値を保存するエレメントの指定 126
過去の期間ルールの指定 125

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1241



索引

定義 123
データ取得エレメント 53
データの移動 127
バッチ処理 123
元の値を上書きするエレメントの指
定 125
渡される累計の選択 126

仮再計算 - プロセス ページ 124, 125
仮再計算名ページ 124
カレンダー
上書き指示の入力 428
上書きするカレンダーの選択 429
カレンダーについて 405
期間の作成 411
作成 407
サポート エレメントの上書き 420
ジェネレーション コントロールの周期
の入力 419
支給プロセス フロー 406
自動作成機能の使い方 421, 422
受給者の選択 418
条件のリンク 417
除外エレメント 421
処理構造のフレームワーク 18
処理順序 425
スケジュール 329
単一カレンダーの作成 415
使い方 405

カレンダー グループ
作成 426
処理結果の表示 634
定義 425

カレンダー グループ結果ページ 635
カレンダー グループ別結果 - エレメント
変換詳細ページ 635
カレンダー グループ別トリガ ページ 843
カレンダー グループ別ページ 604
カレンダー グループ ページ 426
カレンダー実行結果ページ - カレンダー
別結果 613, 614
カレンダー別結果 - サポート エレメント
上書きページ 620
カレンダー別ページ 604, 606
為替レート (タイプと換算日) 27
関係者
追加 44

関係者情報の追加ページ 45
勘定科目
グローバル ペイロールへの一般会計
のマッピング 1123

勘定科目マッピング コンポーネント
(GP_GL_MAP) 1092, 1123
管理
一括トリガ イベント 842

管理エリア
グローバル ペイロール 1129

管理ビュー定義ページ 636
関連ドキュメンテーション xlii

き

期間 848
作成 411
自動作成機能の使い方 413
単一期間の定義 411

期間分割 848
期間ページ 411, 523
期間ページ - 休暇取得 305, 313
規定外パッケージ
アップグレード 1061, 1067
インポート 1058
エクスポート 1052, 1058
エレメントの表示 1058
コピー 1070, 1071
作成 1052
作成とアップグレード 1005
作成とエクスポート 1052
スクリプトの表示 1060, 1068
選択したデータのターゲット データ
ベースへのインポート 1065
選択条件の SQL Where 句の表
示 1057
選択条件の定義 1056
ソース データベースとターゲット デー
タベースの比較 1065
比較 1061
名称設定 1055, 1064

規定外パッケージ ページ 1070, 1071
規定パッケージ
アップグレード 1033
アップグレード時のエラー確認 1048
インポート 1033
インポート処理、比較処理、およびアッ
プグレード処理の開始 1041
エクスポート 1016
エレメントの選択 1020
エレメントの表示 1030
コピー 1070, 1071
作成 1016
作成とアップグレード 1004
作成とエクスポート 1017

1242 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



索引

選択条件の SQL Where 句の表
示 1025
属性によるエレメントの選択 1022
比較 1033
名称設定 1019

規定パッケージ コピー ページ 1070,
1071
休暇イベント入力ページ 686, 691, 696
休暇欠勤
機能 272
休暇欠勤管理について 269
休暇取得プロセス 278, 280
休暇付与機能 273
休暇付与残数の調整と上書き 708
休暇付与残日数の予測および照会を
実行可能にする方法 322
休暇付与プロセス 277
休暇取得機能 274
勤務管理による管理者の管理 770
勤務管理による従業員の休暇欠勤の
管理 758
残日数照会処理 283
システム エレメント 280
周期ベースの休暇付与ルールの再
定義 710
従業員セルフサービス 745
処理機能 277
スケジュール機能 273
セルフサービス機能 276
データのレポート 717
導入設定と管理タスク 269
日次データ 278
日次レコードの確認 711
入力機能 275
フォーミュラの作成 286
分割 715
用語 270
予測 283

休暇欠勤イベント
休暇欠勤予測結果の確認 704
入力 695, 696
入力時における休暇付与の予測 703
入力手順 696
予測メッセージの確認 706

休暇欠勤イベント入力詳細ページ 696,
699
休暇欠勤エレメント

休暇欠勤エレメントの設定につい
て 285
使用準備 321

定義 285
休暇欠勤開始/終了データ ページ 623,
629
休暇欠勤期間 735
休暇欠勤/給与計算ページ 586
休暇欠勤結果ページ 717
休暇欠勤結果レポート 1216
休暇欠勤残数データ ページ 623, 627
休暇欠勤処理

イベントの入力 695
機能概要 7
休暇欠勤カレンダー作成のガイドラ
イン 715
休暇欠勤の入力と処理 695
休暇欠勤プロセスの実行 713
休暇取得 713
休暇付与 713
実行のキャンセル 653
実行の 終決定 652
遡及処理 716
プロセス リスト作成のガイドライ
ン 714

休暇欠勤タイプ ページ 289
休暇欠勤データ ページ 623, 624
[開始/終了データ] タブ 625
[関連エレメント] タブ 627
[休暇欠勤詳細 2] タブ 624
[スケジュール データとユーザー定義
フィールド] タブ 626

休暇欠勤日次データ 278
休暇欠勤の管理

継続タスク 271
設定タスク 270
設定のガイドライン 285
日次処理 281

休暇欠勤ページ 644, 731
休暇欠勤ページ - "処理結果 - 管理
ビュー" 640
休暇欠勤予測 80
休暇欠勤予測結果ページ 704
[予測結果] タブ 704
[累計結果] タブ 705

休暇残数調整ページ 709
休暇残数の表示ページ 745, 752, 760,
766
管理者セルフサービス 760

休暇残数ページ 721, 723
休暇残日数調整ページ 691
休暇取得
一般的な計算ルールの定義 307

Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved. 1243



索引

エレメントについて 301
関連支給エレメントと控除エレメント
の選択 309
休暇欠勤処理 713
休暇欠勤タイプの定義 289
休暇取得期間と休暇欠勤のリンクの
定義 313
計算エレメント 58
サポート エレメント上書きの定義 321
残日数照会ルールの定義 320
セクションの定義 389
タイプと理由の定義 289
超過取得ルールの定義 316
定義 300
名前の指定 306
日数計算フォーミュラの選択 309
表示 622
ポジティブ入力のバンドル ルー
ル 437
ポジティブ入力の表示 620
マッピング 310
優先度の定義 317
予測ルールの定義 318
リンク設定 315

休暇取得エレメント, 参照: 休暇取得
休暇取得 - <エレメント名> の予測ペー
ジ 304
休暇取得セクション 390
休暇取得名ページ 304, 306
休暇付与
休暇欠勤処理 713
休暇付与数と計算方法の定義 293
計算エレメント 57
サフィックスの定義 84
サポート エレメント上書きの定義 300
自動作成累計 299
自動作成累計の表示 300
周期ベースの休暇付与 295
定義 290
名前の定義 292
比例配分および端数処理の定義 296
累計期間の定義 298
累計ルールの定義 296

休暇付与エレメント, 参照: 休暇付与エ
レメント
休暇付与 - エレメントの作成済エレメン
ト ページ 292
休暇付与 - <エレメント名> の作成済エレ
メント ページ 300

休暇付与 - <エレメント名> の予測ペー
ジ 292
休暇付与 - <エレメント名> の累計期間
ページ 292, 298
休暇付与グリッド ページ 721
休暇付与 - サポート エレメント上書き
ページ 292
休暇付与ページ 82, 84
休暇付与名ページ 292
休暇付与予測
従業員セルフサービス 756

休暇リクエスト ページ 745, 746, 760,
761, 767
休暇リクエスト履歴の表示
管理者セルフサービス 760

休暇リクエスト履歴ページ 745, 753,
760, 761, 764, 769
休日スケジュール 48

定義 345
休日スケジュール ページ 346
給与計算結果 655
給与計算結果ページ 655
給与計算結果レポート 1216
給与計算処理
アクティブな受給者の一時停止 581
エレメントの変換順序の表示 646
エレメント変換チェーンの表示 644,
645
オフサイクル 7
概念 580
概要 7
カレンダー グループ別結果の表
示 634
カレンダー グループ別の処理統計の
表示 604
カレンダー別結果の表示 611
カレンダー別サポート エレメントの表
示 617
カレンダー別の支給と控除の表
示 615
カレンダー別の処理統計の表示 606
カレンダー別累計の表示 617
機能 577
休暇欠勤処理実行のキャンセル 653
休暇欠勤処理実行の 終決定 652
休暇欠勤処理の結果の表示 624
休暇取得処理結果の表示 622
給与計算結果レポートの作成 655
給与計算実行の開始後の変更 578
給与計算実行のキャンセル 653

1244 Copyright © 1988 - 2006, Oracle. All rights reserved.



索引

給与計算処理 20
給与計算処理実行の 終決定 652
給与計算処理について 577
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データ入力エラーの修正 646
統計の表示 604
特殊な状態 654
バッチ処理の修正 646
表示 597
ポジティブ入力の結果の表示 618
ログ ファイルの表示 599

給与計算データ
送信 1101
レポート 655

給与計算トランザクション
PeopleSoft EnterpriseOne 一般会計
での特定 1144
データのエラー処理 1142

給与計算の処理, 参照: 給与計算処理
給与計算メッセージ ページ 651
給与計算ルール 6
給与支給対象時間 1146, 1150

トリガ作成 1151
入力のステータスの更新 1155

給与レート コード
支給エレメントでの使い方 116
定義 114, 122

データ取得エレメント 53
名前定義 121
バッチ処理 118
マッピング 115

給与レート コード - 定義ページ 121,
122
給与レート コード名ページ 121
キュー ステータス ページ 1111, 1116
共通フィールド xlvii
行/列ページ 1198, 1201
記録時刻シフト 328
銀行間決済方法ページ 960
銀行口座管理ページ 958
銀行テーブル ページ 944
銀行ファイル エントリ ページ 981
銀行振込
一般受取人 954
受取人の口座情報の定義 956
受取人の定義 950, 951
受取人の振込スケジュールの選
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ラ 131
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ント名> の実行タイプ ページ 188
ジェネレーション コントロール - <エレメ
ント名> の周期ページ 184, 187
ジェネレーション コントロール - <エレメン
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概要 979
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処理詳細の入力 371
処理通貨 373
送金元銀行の関連付け 946
遡及処理制限の定義 909
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システム エレメント

休暇欠勤 280
使用する PeopleSoft Enterprise ヒュー
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受給者データについて 39
使い方 39
表示 45

受給者の選択
カレンダー 418
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定義 1182
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手動支給 672
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支給情報 968

純支給額配分の指定ページ 958, 960
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銀行振込 975
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例 873
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定義 138, 144
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バッチ処理 143
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(GP_DURATION) 138
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計算 879
遡及 873
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データ取得エレメント
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ジ 1135
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作成 1191
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バッチ処理メッセージ 647
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構築 1193
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手動追加 831
設定 808
テーブル 794
トリガ ステータスの表示と変更 829
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反復トリガ ページ 843, 845
汎用レポート 1216

概要 1197
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実行 1203
設定 1198
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日付のルール ページ 731, 734
日付名ページ 153
表記規則 xliv
比例配分
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計算エレメント 55
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